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今般 馬 の 俺 菜 性 作 血 に 開 す る 文献 集 を 上 梓 す る に 営 つ て 生か を の 趣旨 を 逃 べ て 序 と 
する 。 [ 
。 明治 39 年 内 開 に 臨時 馬 商 調査 委員 會 を 設け 互 間 の 國 窟 を 投じ て 馬 の 俺 性 貧血 の 
、 防 過 に 開 し 基本 的 研究 を 開始 し た る を 噂 矢 と し 昭和 2 年 以降 は 主要 な る 馬 産 地 に 於 て 
了 防 施設 を な し 積極 的 防 過 措 置 を 講じ 鉱 同 4 年 法律 第 9 豚 “ 馬 の 俺 染 性 貸 血 に 維 り た 
る 馬 の 尊 虎 分 に 開 す る 件 ~ の 制定 公 需 せら る ゝ あり 欠 座 官民 相 扶 け て 科學 の 交 に 振り 
本 病 の 撲滅 に 精進 する こと 多年 , 滞 く その 貸 の 題 れ る に 至り た る に 大 東亜 戦争 勤 華 し 
諸般 の 情 鞭 の 急 縺 する と と も に 本 病 は 再び 流行 の 兆 を 示し 今や 國 内 の 全域 に 理 り 尊 延 
せん と する の 夫 に あつ て 花 著 日 を 宅 し くせ ん か 積 年 の 功 を 論 う に 至る の みな ら す 産業 
再建 上 の 一 大 麗 根 と な る の 諾 剖 か ら ざ る も の ある に 鑑み その 根本 的 防 明 翌 策 を 確立 す 
る 師 政 府 は 特に 馬 の 偉 柴 性 貧血 に 開 す る 結 研究 を 進め る こと ゝ し 親 界 の 樺 威 を わ 
し て 目下 着 々 研究 を 泊 施 中 で ある 。 | 

訂 く も 廊 献 草 集 整理 の 業 は 難 事 中 の 最たる も の と 計 う べき も 研究 行 の 基礎 を な す 
$ の な れ ば 総 合 研究 の 一 環 と し て 全 世 界 に 及ぶ 文献 の 電 録 を 緊要 と 考え を の 和 勢 を 北里 
研究 所 部 長 高 西 腺 琴 博士 及び その 門下 の 諸氏 に 委ね た る と ころ その 人 快諾 を 得 未 だ 年 基 
を 出 で す し て 早く も を の 一 生 を 上 材 し 得る に 至 つ た こと は 諸 賢 の 辛酸 の 賜 と し て 世界 
の 學 界 に も 誇り 得る 替 作 と し て 深く 魔 びと する も の で ある 。 
ーー 
貧血 に 開 す る 女 献 集 と し て 世界 に に 簿 た る も の で あろ る うぅ 。 

尋 に 葛西 博士 並 に 門下 の 諸氏 の 符 苦 に 翌 し 滝 腔 の 拘 意 を 表す る と と も に 本 書 に よ 

て 神 徒 せら れる も の 多々 ある を 信じ 本 病 撲滅 の 日 の 一 日 $ 近 か らん こと を 苗 ぅ 克 第 で 
ある 。 
昭和 238 年 3 月 1 日 

「 農林 省 電 産 局長 遠 藤 三 郎 
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引用 文献 に 開 す る 注意 


(1) 各論 文 最後 に 掲載 し て ある 引用 交 献 は 著者 名 の アル フ ア ベ ツ ト 順に 排 多 し て いる 。 
(2) 各 女 献 は 著者 名 , 論文 帝 表 年 克 ( 括 孤 内 ), 表題 , 雑誌 名 ( 歌 文 雑誌 は 省略 名 を イタ リツ 

ク 印 刷 ), 巻 ( 算 用 敷 字 ゴジ ッ ク 印 刷 ), 及び 頁 芽 の 順 で 記載 し て ある 。 
(3) 原著 を 請 み を な いで 抄 鍵 を 引用 し た 場合 は , その 抄録 の 出所 を 〔[ ] 内 に 記入 し て い た 。 
(4) 引用 区 文 雑誌 の 省略 名 を 説明 する た だ た め に , 以下 それ ぞ れ の 全 名 (参考 まで に 雑誌 の 誤 行 都 

市 名 も 記 し て ぉ おく) を 並 記す る 。 ' 
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馬 の 偉 染 性 各 血 に 開 す る 病名 同義 語 


萬 西 勝 綴 


SYNONYMS CONCERNING PEOUINE INFECTIOUS ANEMTIA. 


KATUYA KASAr 


俺 染 件 貧血 に 開 し て は 各 國 共 従来 多 敷 の 同義 


語 が 用 いら れ て いる が , 吾 え は 邦 語 の 外 , 英 , 人 , 


、 狼 , 伊 語 普 に 了 語 に 開 す る 限り , 現在 まで に . 区 


に 繋げ て いる ょ うな 病名 を 知り 得 た 。 

【 邦 語 | 一 馬 の 偉 染 隆 所 血 (正式 に 言え を ば, 普 
通 香 え の 言う “ 俺 染 隆 貸 血 "の 前 に “ 馬 の ”" を 
附け 加 を る の で ある が , その 理由 は , 渡 過 性 病 


_ 毒 に よる 偉 染 件 貸 血 は 軍 に 馬 の み に 限ら ちず, 羊 


山羊 , 犬 及び 生 に も 見 られ る か ら で あ る 。 我 が 
國 の 法律 に もこ の 『“ 記 の 俺 染 條 貧血 ” な る 病名 
が 使わ れ て いる ), 偉 気 (この 略 稚 は 本 邦 で 最も 
普通 に 使わ れ て いる が が , 本 読 で も 本 文中 に は 


. 億 染 性 所 血 の 代り に 逐 を 使用 する と と いし た ), 


、 プ ラリ 病 ( 克 科 参 )。 


ブラ り 病 な る 俗 稀 は , 北海 道 で は 軍 に 俺 気 の 
ググ で は なく, 菅 て 日 高明 泉 地方 に 語 生 し た 流行 


性 膳 春 膜 失 様 馬 疫 を 表わす 久 に も る 使わ れ て い 


る ( 歴 末 偏 参照 )。 従 つて 堂 時 生れ た 幌 泉 ブラ リ 
病 , 日 高 ブ ラリ, 日 高 疫 な る 病名 は 俺 貸 の 同義 
請 で は な く , と の 騰 硝 髄 膜 ※ 様 疾患 を 意味 する 


。 も の で ある と と を 心得 て 置く 必要 が あろ る 。 


英語] 一 Imfectious anemia of horses (in 


、 horses), equine infectious anemia, Swamp- 


fever, American surra( RUTHEREORD, カ ナダ )」, 
equine (horse) malaria, equine pernicious 


_anemia, equine relapsing fever (WarsoN)., 
_infectious equine anemia (KrNsrEy)。loin 


_ distemper, 


malarial 


。 (ToRRANcs), Manitoba disease (カナ ダ ), 
。 mountain fever, no-name disease, perni- 
。 ciouS anemia of horses (surra の 意味 た る な 


る ), plains paralysis, river-bottom diseass. 


typhoid fever of horses, unknown dise ヽ se, 
Wyoming disease. 


fever of horses 


以上 の 同義 語 は 大 部 分 は アメ リカ で 造ら れ た 
病名 で ある 。 

英語 で は “ 馬 の ” を 示す 久 め に , 普通 複数 の 
形 で ある “of horses ” を 使 つ て いる が , 形容 
詞 の “equine ” る 履 々 用 いら れる 。 婦 of の 代 
り に in を 置い を た “in horses ” な る 形 も 時 と 
し て 見 受け られ る 。 但し “of the horse ” な 
る 形 を 使用 し て いる 場合 は 稀 で ある 。 

人 箕 血 の は 英國 で 専ら 用 いら れ 
て いる が , アメ リカ で は 普通 “anemia” を 使 
つて いる 。 但 レア メリ カ で も 時 に “anaemia“ 
が 使わ れ て いる と と も ある 。 

[ 代 語 |--Anemie infectieuse du cheval 
(des equides, des chevaux ), typho-anernie 
(CARRE et VALLEE)。 anermnie 


“anaemia " 


infectieuse 
contacieuse du cheval, anemie epizootique 
des equides, anemrle Dern1cieuse du cheval, 
anemie DermiCctieuSe DTOgreSsS1Ve, fievre des 
malais (swamp-fever の 便 婁 ), maladie de 
Carre.et Vallee (HoMurov), maladie de 
Vallee (VERcg), malaria des chevaux. 

フラ ンス で は “ 馬 の ” を 示す に と 普通 軍 戦 の 
“du cheval ” を 使 つ て いる が , 又 居 < 複 数 の 
“des equides ” も る 用 いる 。 但し 同じ 複 敷 で あ 
つて る , “des chevaux ” は 欠 り 使わ ぬ 。 

[ 獲 語 上 --Infektose 人 Anamie der Pferde 
(des Pferdes), ansteckende Blutarmut der 
Pferde, ansteckende Anamie der Pferde 
(FROHNER  u. BiERBAUM), Augsburger 
Krankheit (Scgiorrg), Augsburger Anamie 
(ZrEeGLER u. GRoss), inftektose BIutarmut 
der Pferde (NAcAO), 
ananmnie (PIERITZ), Malaria des Pferdes, 
Muidenkrankheit (南ア アフリカ). permizioSe 


1infektose Pferde- 


Anamie der 1 N 人 NN 
gressive pernizi6se 2 千 Pferde 
(Zscmokke)。 _rekurrierendes Fieber der 
_ Pferde (Lt OHRS) , Schankweiler Krankheit, 
、Schleichneber (ABErEIN), Schweinsberger Si 
Krankheit, Sumpffeber (Swamp- -fever の 猫 「 mnie hos 0 
、 Virusanamie (KRopskr), BNBSN - [ 作 2D2 1fex 
、feber des Pferdes (LOBRS). 人 MMNONDN UNEDROiMM 6 emem 
0 ドイ ッ で は “ 請 の ” に 複数 の “der Pferde” (PErrRs)。 
が 一 般 に 使わ れ , 之 に 反し て 上 塞 散 の "des 
ferdes 6 は 時 る 見 受け られ る 程度 で ある 。 
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。 信楽 人 質 血 の 存在 が 始め て 明か に され た の は 

フラ ンス で ある が , 本 病 の 俺 染 作 な る と と を 誠 

明 し た の も フラ ンス で あり , その 病原 が 渡 包 性 

| 病 素 な る と と を 役 見 し た の も 赤 フ ラン ス で あ 

| る 。 か くし て 本 病 は 徹頭徹尾 フラ ンス で 開拓 さ 
、 れ た 俺 染 病 で ある 。 


は !. 病原 確定 以前 の 歴史 
本 [ LicNEE は Haut-Marne 上 能 の Joinville に 
於 で 局 匹 開 に 血液 病 の 多 生 する の を 認め , 1843 
年 有 之 に つい て 報告 し て 計る が , と れ が 抑え 俺 貧 
、 に 開 す る 最初 の 記載 と みかみ られ て いる 。 それ か ら 
_ 表 カ月 た つて CgARrrET(1843) 及 DENoc(1843) 
。 も Marne 座 に 同一 失 病 の 存在 する と と を 注意 
、| し て いる が , 以上 の 報告 者 達 は 何れ も 本 病 を 人 
、 柴山 と は 考え 飼養 管理 の 失 宜 又は 厩舎 の 非 衛 
、。 生 的 な と と に その 原因 を 外し た 。 その後 
DErAEonp 851, 1852) は 本 病 を 臨床 , 病理 
、 病原, 多 防 及び 治療 等 各 方 面 か ら 詳細 に 研究 し , 
。 婦 本 病 の 依 染 作 を 頻 い 馬 及 び 羊 に 本 病 の 人 工 感 
、。 柴 を 試み た が , 之 は 不幸 失敗 に 了 つ た 。 よ つ て 
、 兵 は 俺 招 の 俺 染 病 な る と と を 刻 定 し 。 不良 飼料 
、 。 ヌ は 座 敗 飲料 水 の 給 奥 が 偶々 誘因 と な つて , 倫 
0 も 災 六 に みる よう な 敗血症 汰 を 特徴 こす る 本 病 
、 | 
0 本 病 の 俺 染 作 を 寅 験 的 に 誇 明 し た の は ANer 
。 NRpG859) を 以 て 蛋 舌 た する が 氏 は その 重 
険 成績 を 1859 年 6 月 9 日 Societe Imperiale 
9 de Medecine Veterinaire C 幼 表し た 。 然 る 
聞 に 笛 し 下 は 反 処し (Sansox) 或 は 将 成 





する 者 (Bourgy) ぐ ) が あつ た が , LEDRU(1861) 
の 正確 な 加 駿 成績 が 報告 せら る い に 及 ん で , と 
と と ANGcINIARD の 俺 染 読 が 有力 な 支持 を 得る 
いか To タル 

それ より 30 鯨 年 間 本 病 開 (0 本 等 すべ き M 
角 表 を 見 な か つた が, MOUrELET(1896) は 再び 
本 問題 を 取上げ , 精密 な 香 上 を 行 つ て 本 病 の 俺 
染 読 を 再 認 識 す る と と な つた 。 と の 業績 は 
Societe Centrale de Medecine Veterinaire 
か ら 認 め ら れれ 授賞 さ れ て いる が , と の MOUTELET 
の 貸 駿 成績 は Burgr に よ つ て Bulletin de 
1a SOC16te Centrale de Medecine Veterinatre 
1896) に 簡 軍 に 紹介 され て いる 。 その 後 
RoysR(1904) も 赤本 病 の 俺 染 性 を 確認 し た 。 


TI. VALLEE 及 び CARRE の 病原 病 奏 の 散見 


か くし て 本 病 の 偉 染 性 な る と と は 最早 召 う 魚 
地 が な く な つた の で ある が , その 病原 の 本 態 の 
明か に され を た の は 算 に 1904 年 で あつ て , VALLEE 
et CARRE (1904) に よ つ て 始め て , 今日 一 磐 
器 店 界 の 常識 と な つて いる 濾過 性 病 毒 読 が 立 護 
され を の で ある 。 即ち 氏 等 は BERKEFErD V 渡 
過 管 ょ り 少 し 粗い 特製 濾過 管 を 用 い , 億 衝 語 の 
血清 500cc C 食 塵 水 2.000cc を 加 を た 種 血 
清 に 強 毒 な ア Zs7ezzZe77Z 922S の 培 枚 を 混 じ て 
と れ を 濾過 し , その 濾液 500cc ( 吊 馬 血 誠 100cc 
に 相 営 ) を 健康 馬 の 頸 静脈 に 接種 し た の で ある 
が , 6 日 の 潜伏 期 を 以 つ て と の 馬 は 定型 的 な 谷 
性 貧血 症 寺 を 呈し た 。 と の 接種 濾液 に は 7 
o22S が 誠 明 され な か つた と と 勿論 で ある 。 かく 
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し て 氏 等 は “ 偉 仙 は 所 調 超 症 微生物 に ょ つて 起 
る , 接種 可能 の 俺 染 病 で ある ” (“Tanemie 
du cheval est une maladie contagieuSe, 
inoculable, due a un agent du gTOuD deS 
microbes dits invisibles ”) と と を 確 護 し 得 
た 。 と の VArrEE et CARRE の 病 毒 読 は その 後 
各 國 に 於 て 多 敷 の 追試 者 達 か ら 承 認 さ れ だ た の で 
ある が , フラ ンス で は CHAaRoN (1907), ド イツ で 
は HEMpsL(1908 て 09), アメ リカ で は FRANCrS 
& MARsTELrLER(1908, 19011), MogrLER (1908, 
1909), 我 が 國 で は 大 塚 (1909). 佐々 木 ・ 城 井 
(1903) 及 び 臨時 馬 疫 調査 委員 食 (1914), 南 阿 で 
は THEtrER 層 KgrHog(1915) 等 に よ ょ つて 夫々 
確認 され , 今日 で は 最早 何人 も 之 に 召 を き し は 
さむ も の が な い の で あろ る 。 と の VAarrsEg et 
CARRE の 光輝 ある 業績 は 資 に 俺 貸 研 究 更 上 特筆 
大 書 す べき も の で あつ て , VgRes(1933) は と の 
芝 表 年 克 た る 1904 年 を 以 つ て 俺 気 更 を 前 後 十 
期 に 分 ち , か つ 本 病 に 回し 病原 次 見 者 の 1 人 た 
る VArrEE に C 培 意 を 表し , Maladie de Vallee 
な る 病名 を 提唱 し て いる 。 

次 で CARRE et VALLEE (1904) は 本 病 を 急 
性 , 画 委 性 及び 慢性 の 3 型 に 居 別 し , 臨床 所 見 に 
も 言及 し て いる 。 又 同一 論文 に 於 て , 慢性 型 が 
完全 に 治 疹 し た と 思わ れ た 場合 , か いる 避 復 寺 
が 引 つ ゞ き その 髄 内 に 病 毒 を 保有 し , 感染 能力 
を 帝 揮 し 得る も の で ある と いう , 極め て 重要 な 
事 買 を 明か に し た 。 か くし て 偉 貸 流行 地域 に は 
か く の 如 き 後 毒 語 の 存 在 し 得る こと と を , と の 時 
既に 了 言 し た の で ある 。 価 本 病 に 於 て 綴 日 感染 
の 成立 する と と る も 氏 等 は 偶 験 的 に 誇 明 し て い 
る 。 進ん で CARRE et VArLEg(1905) は 愚 馬 の 
尿 ( 血 液 を 混 じ し て いる 甘 も 赤 ) が 病 毒 を 濃厚 に 含 
有する こと と を 認め , 患 馬 の か る 保 毒 排 浴 物 に 
ょ つて 汚染 され た 飲料 水 は , 感染 源 と し て 重要 
避 し な けれ ば な ら ぬ と と を 指摘 し た 。 面 し て 氏 
笛 は 以上 の 如き 疫 壁 上 割 期 的 な 光 見 か らし て , 
本 病 の 俺 播 は 専ら 厩舎 内 感染 に よる も の と 堪 を , 
か いる 見 地 か ら 本 病 の 贅 防 翌 策 まで も 提案 し て 
いる 。 その後 * CARRE et VALLEE (1906, 1907) 


* 後 大 塚 ヾ 玖 姓 





は 更 め て 俺 條 の 病原 , 臨床 及び 疫 聖 に 語ら 廣 欠 


な 算 駿 成績 を 詳細 艇 表し て いる が , と の 文献 と 


そ は 俺 貸 研 究 の 教典 と し て , 今日 に 至る まで 訂 
く 世界 の 汐 警 欧 界 に 引用 され て 来 て いる 。 
か く の 如 くし て 人 刊 気 の 病原 確立 と 同時 に , 疲 牙 


方 面 ま で も る CARRE et VArLEE に よ つ て 開拓 され 


た の で ある が , 一 方 アメ リ ヵ に 於 て BRIMHALL, 
WEsBROOK 層 BRAckEN (1903) は , 俺 気 が 昆 . 
剖 及 び 有 狗 昧 類 に よ つ て 媒介 され 得 べ き と と を 注 
意 し , Rrgs (1906) も 赤 由 に よる 本 病 の 俺 播 を 
想像 し た が , これ が 抑 々 今日 日 本 及び アメ リカ 
等 に 於 て 一般に 信じ られ て いる 俺 気 の 昆 環 俺 括 
説 の 先 上 を な し た も の と 見 る と と が 出来 る 。 か 
くし て 俺 気 の 疫 避 的 方 面 $ 滞 くそ の 基礎 を 築く 
に 吾 つ 友 。 


JI. 病 毒 以外 の 病原 提唱 
VArrEE et CAREE(1904) の 病 毒 説 が 廣 く 一 
般 か ら 承 認 され る まで に は , 俺 自 の 場合 も , 他 
の 俺 楽 病 の 場合 と 同様 , 種々 な る 病原 説 が 提唱 
され た の で ある 。 多 逃 の LIGNEE, C 馬 ARLIET。 
DEnoc, DErAFoNp の 外 , を その後 更に FROHNER 


(1885) は 厩舎 療 仁 ("Stalhmiasma ”) を , 丸 


WArsoN (1896) は 植物 寺 を 本 病 の 病原 と 考 を 
た が , と れ 等 は 何れ も 非 俺 楽 設 の 代表 交 の も の 
で あつ た 。 然るに 一 方 本 病 の 人 刊 染 作 は 認め な が 
ら も , その 病原 を 病 毒 以外 の 生物 に 包 し た 研究 
者 も 少く な か つた の で ある 。 以下 その 詩 な る も 
の を 紹介 し て 見 る 。 
先 二 寄生 部 が 俺 気 の 原 因 と 考 を られ た 例 か ら 
逃 べ る 。PgrsRs (1906) は 俺 貧 思 馬 を 割 栓 する 
に 毎 同 Sc/e/os7o722272 ccC の 727724772 の 多 肖 寄 
生 す る の を 認め , 本 悪 は 人 刊 気 と 窒 接 な 開 係 を も 


つ ゃ の ょ と 思 必 し た が , 請 浴 寄生 を 俺 貸 の 病原 


と 考え た だ た もの は 少 く な か つた 。 我 が 國 で も る 党 で 
守田 *(1908) ぐ 9 は 馬 の 血 中 フィ ラリ ヤ と 俺 和仁 と の . 


因果 開 係 を 暗示 レ し た と と が ある が , 之 は 間 $ な 


く 佐々木 ・ 城 井 (1908) に ょ つて 償 定 され 。 守 


田 G908 が の も る 赤 と の 吾 定 を 直 に 承 昭 し て いる 。 


ヌ 太 田 (191415) は 計 の 内 詳 寄生 部 就 中 ス 





。 クレ ロス トー マ は 本 病 の 病原 な る か 若く は 之 を 
_ 召 介する も の と 信じ , 特に その 第 1 同 報告 に 於 て 
“本 症 ( 刊 條 ) ハー 種 ノ 内 臓 寄生 此 症 = シテ 和義 
交換 = 営 リ 超 題 徴 鏡 的 ノ 包 徴 骨 ト ナリ 血 中 = 混 
入 ス ル = 非 ザル ヤラ 想像 ス " と 記し て いる 。 


と の 後 と の 寄生 此 説 は 癌 展 し , SEyDERHELM 
。 色 子 Q914) の Oestrin 説 が 生れ た 。 兵 等 は 侯 


委 馬 の 骨 に 毎 常 馬 由 幼 器 (C2s/o の 2724S 69742 
及び C. eyzoy ヶ 07 の 277s) の 寄生 する 略 に 劉 
意 し , 試み に 幼 の = キス 多 は その 分 泌 液 を 健 
康 馬 に 注射 ( 或 は 投 異 ) し た と と ろ 本 病 を 起 し 得 
た と 稚 し , 該 想定 起 病 物質 を Oestrin と 命名 し 
た 。 と の 奇 編 な る Oestzin 説 は 一 時 惑 米 陸 警 
蛋 界 の 注目 を 若い だ た も の で ある が , CARRE et 
VArrgE (1916) に よ つ て 徹底 的 (に 反 役 され , 叉 
FAVveRo (1916), THErLER (1917), KrLEMpIN 
(1918), VAN Es 層 ScmArk (1918), Dg Kock 
。 918), pu Torr (1919), MARxgs (1920) 等 
の 否 定 あり , 虹 W て 聖 界 か ら 願 みか ら れ な く な つた 。 
丈 に 細菌 に 関し て は , ToRRANcE (1902) は 俺 
島 の 原因 と し て 管 て 細菌 を 考 ん た 時 期 が あつ た 
が , 細菌 読 を 眞 剣 に 取扱 つた の は BRrwHArL 
等 (1903) で ある 。 氏 等 は 本 病 病 馬 の 殆 ん ど 全 
例 か ら 非 運動 作 の 卵 鳳 形 小 杏 菌 を 分 離し , 之 に 
_ 2c2772zS es@ の 72czS な る 名 稀 を 興 を て 妨 る 
、 が 5: 本 分 離 菌 を 居 に 接種 すれ ば 馬 は 錠 病 し , そ の 

。 抽 死 例 を 測 答 する に 委 性 敬 症 の 自然 俺 貸 例 と = 一 


、 致す る 病理 所 見 を 時 す と べ , 訪 分 離 畠 菌 を 本 


_ 病 の 病原 と 見 す も の ぃ ょ う で あつ た 。 我 が 國 
で も る 姜 に 泉川 (1908) は 偉 信 貞 馬 2 例 に 於 て , 生 
前 申 そ の 血 中 か ら , タ 死後 心臓 及び 腫 臓 血液 か 
ら 軍 球菌 又は 二 連 球菌 を 應 明 し , 本 菌 に 翌 し 今 
、 後 研究 を 要する と 記載 し て 怠る 。 近藤 (1932) 
は 俺 気 馬 25 例 に つき 血液 二 養 を 試み , その 23 
) 例 ょ より グラ ュ 陽 性 の 小 軍 球菌 を 分 離し , 該 球 落 
、 の 存在 を 無 周 し 得 ま と 紀 調 し た 。 

。 原 遇 も 赤 俺 貸 の 病原 と 目 さ れ た 時 代 が ある 。 
売 ま ZscHokks (1883) は 俺 貸 の 病原 を マラ リ 
ャ 原 強 に 類似 する も の に 非 ま や と 堪 を , 双 
、 BRickMAN (1903) は 俺 気 馬 の 赤 血球 内 C 園 形 
、 刀 光 卵 財形 小骨 を 秋 見 し , 訪 小 骨 は ピロ プ ラ 
スマ を 思わ し むと 記し て いる 。 谷 , BALLAH 
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(1908) は 本 病 に つい て 肝臓 の 組織 移 的 研究 中 , 
病 例 の 50 多 以上 と 肝 細 胞 内 に 特殊 封入 醒 を 茎 
見 し , 有 之 を 原 引 と 想像 し , 本 病 の 原因 と 見 優し 
た を 。 武藤 (1908) も 本 病 の 原因 と し て トリ ペク ノッ 
ー マ を 一 應 参 慮 すべ き で ある と 迄 べ て いる 。 

更に 本 邦 に 於 て は スピ ロ ヘ ー タ が 億 貸 の 原因 
と 考 を られ た 時 代 が ある 。 和 年 我 が 國 に 於 て , 
人 の Wgmrr 氏 病 及び 最 咳 症 の 病原 と し て スピ ュ ロ 
ヘー タ が 毅 見 され , こと れ が 刺 湯 と な つて 我 が 儲 
聖 界 に スピロヘータ 和 敬 見 有 部 の 流行 を 招 夫 し た と 
と が ある 。 そ の 営 時 二 木 ・ 高 木 ・ 磯 崎 (1916) が 
敬 診 チ フ ス 愚 者 の 腎臓 及び 尿 か ら 一 種 の スピ 
ヘー タ を 検出 し , 之 を その 病原 に 反 し た と と が 
ある が , 之 は 期 せ まし て 宮川 ・ 武 本 (1917), 城 
井 ・ 河 崎 d917) 並 に 吉 浮 ・ 太 田原 ・ 額 田 (1917) 
を 騙 つ て 偉 仙 ス ピロ ヘー タ の 凶 見 に 赴 か し め た 


- の で ある 。 即ち 俺 染 病 研究 所 に 於 ける これ 等 3 


研究 大 は 競 う て 陸 軍 環 忠 苫 校 よ り 保 存 俺 気 馬 恋 
臓 の 分 興 を 受け , その 鍼 銀 標本 を 検索 し た 結果 , 
殆 ん ど 時 を 同 う し て 何れ も スピ ロ ヘ ー タ を 次 見 
し , 特に 宮川 等 及び 吉澤 等 は 之 を 人 刊 貸 の 病原 と 
確信 し た 。 面 し て 宮川 等 は と の 標本 上 に 見 られ 
だ スピ ロス ヘー タ 様 物 に 回 し S7ZZoc2e72 69742 
22 の ec720s@ な る 克 名 を 下 し , か つ 氏 等 (1918) は 
偉 條 馬 血 液 を 野口 氏 培 地 に 培養 し て 本 スピ ロス 
ー タ の 増殖 を 認め 得 た と 報告 し て いる 。 宮川 筆 
の 億 代 ス ピロ ヘー タタ 培養 の 区 表 は 一 度 
Tropica1 Vetrinary Bulletin (1919) に 抄 載 
さる いや , 之 が 一 時 歌 米 の 獣 現 具 に まで 相 党 
な 反 手 を まき 起 し た も の で ある が , と の 宮川 等 
の 堪 養 スピ ビ ヘ ー タ は , 先ず 我 が 國 に 於 て 新 美 
(1919) に よ ょ つて , 自殺 中 か ら 凝 出し た 繊維 素 に 
外 な ら ぬ と 反 肌 され , 之 に 翌 し て 長尾 919) の 
剥 明 が あつ た が , 区 米 に 於 て も 了 HAEERSANG 
1921), LUgHRs (1922) を 初め 否定 著 績 出し , 爾 
來 と の 俺 貸 ス ピロ ヘー タ 読 は 全く 彰 を 営む る に 
7 つら 

新 の 如く 億 貸 の 病原 に 開 し て は , VArrgg et 
CARRE の 病 毒 読 提唱 前 は 勿論 , 提唱 後に 於 て も 
一 時 寄生 吉 説 , 細菌 説 , 原 哉 訟 、 ス ピロ ヘー タ 
説 等 の 搬 頭 を 見 た が , 上 逃 の 如く 1907 年 以降 





洒 交 病 要 読 は 世界 各 國 の 樺 威 ある 追試 者 達 と よ 


、 疫 の 普 生 を 報告 し て いる 。 
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つて 承認 補 ら る ゃ ゝ よう に な り , 有 之 が 途 C 今日 の 
如き 不動 の 定 読 と な つた の で ある 。 


IV. 各 國 特に 本 邦 に 於 ける 信 貧 史 


先 に 区 べ だ た よう に 俺 貸 は フラ ンス に と 於 て 始め 
て その 存在 が 認め られ , 赤 と これ に と 開 す る 研究 も 
初め 契 ら フラ ンス に 於 て 行わ れ て いた が , その 


後 本 病 は 区 洲 は 固 より 世界 各地 に 次 衝 し て いる 


と と が 知ら る よう に な つて , 偽 貸 研究 も 自ら 
世界 的 に 展開 する に 至 つ た の で ある 。 

先 ま ス 手 ス に と 訟 て は ZscHoKkkE (1883) が 始 
め て 俺 任 に 開 す る 記載 を 帝 表 し て いる が , 茨 で 


南 ド イツ に 於 て FRoOHNER (18866), ベル リン に と - 
、 訟 て OsrERTAcG (1890) が 本 病 の 存在 を 注意 し , 


更に EkvArr (1895) は ス ェ エー デ ン で る 同一 馬 
一 方 アメ リカ で は 
WArsoni (1896) に ょ り 従 來 Swamp-fever と し 
て 知ら れ て いた 本 病 が 紹介 され , 績 いて カナ ダグ 
に 訟 て も る Manitoba diseaser 航 ら る ヽ 本 病 
に 就 て で TAyrLoR (1899) が 記載 し て いる 。 休 カ 
ナダ 及び アメ リカ に と 於 ける 億 任 流 行 史 に 計 で は , 
夫々 PANissET (1937) 及び SrgrN (1941) の 
報告 が あり , これ 等 配 國 に 於 て も 古く か ら 本 病 
の 常 在 レ し て いる こと と が 明か に され だ た 。 更 に 20 世 
紀 に て 入 つ て か ら は , 蘭 米 を 初め 世界 各地 に 於 て 
本 病 の 縮 生 に 了 開 す る 報告 を 見 る よう に な つた 。 
我 が 國 に 於 ける 億 貸 は , 何時 何 席 に 初 藻 し た 
も る の か か 正確 な 記 昧 が な い 劉 に 不明 で ある が , 今 


井 (1910) は 青森 色 下 北郡 地方 の 俺 気流 行 故 況 調 


査 報告 中 に , これ と 開 す る 重要 な 参考 旭 料 を 提供 
し て いる か ら , 以下 簡 提 に と れ を 紹介 レ て みる 。 

先ず 田名部 町 の 馬 商 無 荷 馬 車 業 を 堂 む 米内 西 
明治 16 年 夏 

頃 青森 胞 騙 か ら 同町 に 貸 異 され だ た ハン ガリ ー 種 
種 牡 馬 思 山 蹴 (これ が 同 地方 に 洋 種 の 移入 され 
た 初め で ある と 言う ) が , 何等 認 む べき 原因 な 
くし て 矯 年 の 春 か ら 夏 に か け て 洒 次 江 養 奏 を , 
被 毛 光 澤 を 矢 い , 食欲 ある に 拘ら まず 着 抽 し , 口 


* 億 負 に 圭 す る プラ リ 病 な る 俗 艇 は 田名部 地方 か ら 起 つ た 


礎 枯 膜 及び 眼 結膜 蒼白 と な り , 四肢 ・ 胸 前 ・ 下 
腹部 ・ 陰 簡 部 に 浮腫 を 生じ , 元 握 な く , 運動 を 
嫌 つ て 常に 胡 合 の 一 隅 に 起 然 と し て 侍 立 し で い 
る の 打 付 いた 。 特に 後 六 腰 部 の 脱力 甚 し 3 人 


張 い て と れ を 運動 せ し せ る ょ 沙 様 の 激しく 動 符 。 
する の を 見 た 。 ズ 時 る 銀 画 脈 の 提 動 を 外部 か ら 
認め た が , この 際 胸部 を 机 診 する と 心 棒 の 著 レ 


く 叉 件 する の を 知 つた 。 な あ 包 ゆ 治 半 放 は 
何等 治療 的 牙 果 が な か つた が , 自然 的 に は か 
1 ら 考 ( 


る 病状 の 一 張 一 族 す る 傾向 が あつ た 。 
えれ ば , 本 病 例 は 先 年 (明治 30 年 前 後 ? ) 堂 地 
方 に 流行 し た ブラ リ 病 * ( 俺 貸 ) に 酷 公 し て いた 


と , その 営 時 農山 且 を 親しく 看護 し た 米内 氏 の 
談話 が 上 素 今 井 の 報告 に 記載 され て いる 。 か く 《 





し て 本 病 例 は 米内 氏 の 言う よう と 果して 佑 倫 で 


あつ を た と し た な ら ば 


震え の 知り 得 た 箇 園 で は , 
これが 我 が 藻 に 於 ける 佑 貸 の 最も 古い 記 銀 と な 
る 。 そ の 後 該 馬 は 元気 礁 を 同 復 し た の で 小湊 


村 ( 東 津軽 郡 ) 竹内 革 が 挑 下 を 受け 、 引 きつ ざき 


種馬 と 利用 し た と の と と で ある 。 然るに と NIC 
注意 すべ き と と は , 青森 市 の 開業 畑 避 導 藤 氏 が 
今井 に 語 つ た と と ろ に 依 れ ば , 小湊 地方 で は 先 
年 來 夏季 に な る と 年 々 本 症 の 流行 を 見 。 愉 る 人 「 
貸 常 在 地 の 観 を 基 し た と の と と で ある 。 と の 小 


湊 地 方 常 在 の 俺 貧 こ と を は , 己 山 味 に を の 端 を 朋 


し た も の で は な いか と 多分 に 左 わ れる の で ある 。 
丈 に 今井 の 報告 中 特に 重要 な と と は , 青森 衣 
が 馬 匹 改良 の 目的 を 以 つ て , 明治 21 年 北米 か 
ら カ リフ ォ ル = ヤ 産 牡馬 15 頭 , 牝馬 15 頭 , 久 。 
テル ゼリー か ら 同 國 産 馬 5 頭 を 種馬 と し で 款 入 
し て いる が , 前 閣 あ ら 5 頭 , 後 群 か ら 2 頭 が 人 刊 
年 か ら 26 年 の … 
ー ゃ も 営 時 棄 
に 俺 所 常 在 較 で あつ た か ら , とれ 等 の 輸入 種馬 


旬 を 災 われ る 症 汰 で , 明治 22 
間 に 沿 死 し て いる 。 米 國 $ も アルゼ リ 


は 思 山 且 と は 別人 穫 会 に 。 それ ぞ れ の 産地 か ら 新た 


て 青森 騒 へ 億 気 を 移植 レ し た も の で は な いか さ 考 


7 」 


2CFCOIO の 守 間 連 を も つも の は 


に 部 あつ て , 


33 年 同町 東方 目 名 村 の 民間 で 始め て 稀 え 出さ れ た も の で ある で, 今井 (1910) は 報告 し て いる 。 この 2 湊 を 


病 な る 名 舟 は 億 負 の 特徴 た る 後 駐 肝 力 に ょ る 歩 様 の 動 拉 を 形容 し た も の で あろ る 3}。 


同 地方 に 億 負 の 大 流行 を 見 た 明 浴 


JNN 





| 放 全 測 和 AG9r の ) の 記事 で ある 。 印 ち 同 


記事 に よる と , 我 が 國 の 億 筑 は 明治 28 年 頃 青 


半角 町 時 町 の 中 上 
、 郡 ) と 北海 半日 高 に 於 て 始め て その 存在 が 注 「 


_ 論 され た と ある が , 少く と \% 青 森 衣 下 の 般 生 流 
行 に 開 す る 限り , 今井 の 報告 と 委員 會 の それ と 
は 年 克 的 に 極め て ょ 〈 連 絡 す る も の で め ある 。 貫 


の HE て 
9 0 北見 の 原野 と 臣 し 。 本 川 で 


| 更 靖 0 代 拉 し た の で 2 る 


が 偉 貸 の 一 般 か ら 注 目 が 0 の ( な つ を だ の 
_ は, 宮 に 明治 37<38 年 青森 , 秋田 , 岩手 の 3 


卓 用 た 決行 か ら で あ る と 記 交 し て い 


4 


、 地方 馬 疫 を 調査 し . その 病名 を 


玲 し と いで 残さ れ た 問題 は 北海 道 の 佑 邊 で あ 


| つて 目 高 を その 出 開 貼 モ する 上 近 委 員 宮 の 見 


| 解 再 し て は 多大 の 占 義 が 存する の で ある < 佐 
、 評 904) は 明 浴 37 年 昌 高 由奈 部 に 義生 し た ー 
* 馬 の 流行 性 膳 
nM 

末 馬 商 は 兵 の 記載 する 了 臨床 及び 割 検 所 兄 か 


iR 導 膜 を の 奨 測 厚 で あり , 刀 


| 人質 ょ は 柳下 存在 の ょ うに 思わ れる 。 従 つ 
UN 膜 炎 に 暫し て も る ブラリ 病 
た る 傘 艇 を 用 いて いた も の で ある と と が わか 
人 人 nrams storm 
、 生 (909) の 報告 で ある 。 即ち 氏 に よれ (ば 北海 
_ 道 の ブ ラリ 病 は 明か に 2 種 の 異 る 馬 疫 を 代表 す 


る 名 艇 で あつ て , ーー は 日 高 幌 泉 地方 に 限局 する 


De 
和光 


、 脆 硝 丹 膜 交 様 疾 患 で あり , 他 は 十勝 劉 路 , 北 
| 見 等 C 諾 く 分布 する と と ろ の 佑 貸 で ある 。 更 に 
_ 宮本 909) ぁ 之 と 同調 し, 北海 道 の ブ ラ り 病 に 
、 軸 し MN 生 と 同一 解 種 を と つて いる 。 そ と で 


、 人 者 々 は と の 見 業 認 す る ょ と. すれ ば , 日 高 の 


0 行 性 騰 春 鱗 膜 括 
人 8) うと と に な り , 従 つ て 北海 道 と 於 ける 
、 作 衝 8 遇 に 科 牙 し た も の で は な 〈, MN 生 の 
_ 報告 に も ゃ ある よ ょ ら に , 恐らく 初め 十勝 , 釧路 に 
人 厩 入 定義 し , と を れ よ り 北 見 に 慕 延 し た も の の と 見 


「 、 る の が 機 営 の ょ うに も 思わ れる 。 


半 明 2 了 N は る 傘 名 の 初 月 没入 人 人 
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極め て 不 完 全 な デー タ を 基礎 と し て つ ゞ つた も 
の で ある が , 我 が 國 で 確 僅 な 俺 気 の 報告 を 見 る 
ょ うに な つた の は , 息 C 明治 氏 年 の 初頭 で あ 
つて , し か も 殆 ん ど 時 を 同 う し て 紅 表 され た 武 
藤 (1908), 泉川 (1908) の 東北 地方 に 於 ける 調査 
報告 と , 忘 賀 (1908) の 北海 道 網走 地方 に 於 ける 
それ で ある 。 と れ 等 は いずれ も , 内 容 の 専門 的 
に 記載 され た , 信頼 し 得 べき 資 重 な 交 献 で ある 。 

次 に 本 邦 の 偉 仙 に 関す る 義 験 的 研究 で ある が , 
佐 ぇ 木 ・ 城 井 .(1908~ こ 10) の それ は 買 に 我 が 國 
俺 自 研 究 の 先 騙 を な する も る の で あつ て , 文中 本邦 
流行 の 馬 疫 を CARRE et VALLgg (1906 て 07) の 
俺 染 性 審 扶 新任 血 (Typhoanemie infectieuSe) 
と “臨床 的 症 其 = 於 テ 全 ク 相 符合 スル " 疾病 な 
り と 首 破 し た 団 , 本 邦 俺 貸 史 上 極め て 重要 な 女 
献 と 言わ な けれ ば な ら め ぬ 。 氏 等 に 次 で 大 大 


(1909) も 赤本 病 に 開 す る 詳細 な 研究 業績 を 報告 
し て いる 。 


か ょ うに し て 本 邦 流行 の 馬 疫 に 開 す る 次 朋 的 
研究 が 殴 足 し た の で ある が , と に と 一 言 注意 し 
て 置き 度 い と と は , 今日 一 般 に 用 いら れ で いる 
% 信 染 性 所 血 ” な る 病名 の 我 が 獣 鷲見 へ の 登場 
で ある 。 印 ち 明 治 氏 年 陸軍 が と の 悪性 貸 血 様 
馬 疲 は 俺 染 性 を 閉 ぶ る と と 明か な 是 か ら , 之 に 
" 俺 染 性 気 血 " な る 名 移 を た 用 いる と と に 決定 し 。 
AN li0 閉 SA 
し た が (陸軍 庄 忠 事 , 明治 41. 113, 971), 表明 
0 IONMAbhA 

“ 馬 疫 桶 防 心得 ” を 公布 し た 際 , 該 随 防 心 
NNNMNONO 染 作 所 
血 な る 病名 を 使用 レ て いる 。 双 と の 新 病名 を 研 
完 論文 に 控 用 し た の は 城井 ・ 佐 々 木 (1910) を 以 
つ で 嗜 先 器 表 る 。 

と の 営 時 本 病人 は 東北 , 北海 道 の 重 要 計 産地 に 
墓 延 外 角 を 極め , 本 邦 馬 産 事 業 に 重大 な る 登 威 
を も る た らし , と れ が 國家 的 就 中 國 防 的 問題 と な 
る に 及 ん で , 明治 42 年 時 の 馬 政 局 は 人 獣 克 欧 
穫 の 諸 構 威 よ り な る 臨時 馬 疫 調査 要員 潰 な る も 
の を 組織 し , 本 病 を 各 方 面 か ら 大 々 的 に 研究 す 
る と と ぃ し た 。 そ の 結果 本 委員 食 (1909ー13) は 
表 年 間 に 理 る 研究 に よ つ て 半 多 資 重 な る 成果 を 
政 め た の で ある が , 之 が 大 正 3 年 世界 に 紹介 さ 


S 


る いや ②⑳) 基 米 の 獣 腎 具 に 異常 な る セン セイ 
シ ョ ン を 喚起 し た の で ある 。 か くし て 該 庫 表 の 
車 妥 性 は SCHERN(1920) の 指摘 を まつ まで も な 
く 廣 く 世界 光 衣 克 界 の 認 む る と と ろ と な り 。 今 
日 俺 條 の 研究 と 言え ば, 如何 な る 國 も 我 が 臨時 
馬 疫 調 査 要 員 會 の 業績 を 基礎 知識 と し て 出 驚 す 
拓 間 NSHR 電 G た 0MAN 

に 天 え を ない の 爽 第 で ある 。 

その 後 我 が 國 に 於 ける 億 貸 の 送 行 汰 況 を 尋 め ぬ 

に , 箇 性 型 は 滞 交 その 交 を 深 し , こと れ KC 代 つ 
で 慢性 型 乃 至 潜伏 型 が 故 し く 増加 墓 延 し , 到 る 
虎 馬 産地 に 淫 淫 常 在 す る よう に な つた の で , 政 
府 も と れ に と 無 開心 た り 得 お , 昭和 4 人 年 3 月 27 晶 
法律 9 中 を 以 つ て “ 馬 ノ 億 染 性 貸 血 = 紋 サ タル 
馬 ノ 殺 記 分 = 開 ス ル 件 ” を 制定 し , 感染 馬 を 藻 
愛 次 第 障 時 属 % (NN 
制 刀 を 講じ た の で ある 。 光る に 称 期 に 反し て 四 
精 の 殆 ん ど 見 る べき も の な く , か くし て 今 次 大 
戦 を 迎 う る こと いな つた が , 大 戦 勤 艇 前 後 より 
馬 の 移 動 顔 繁 と な る に つれ , 本 病 は 仁 か に 活動 
化し , その 被害 甚大 と な り , こと これが 國 防 上 に 及 
I ぼ す 球 響 も 人 眞 に 容易 な ら ざ る も の が あつ た 。 基 

に 於 て 堂 時 内 外地 に ある 環 疫 研究 機 開 は 一 齋 に 
本 病 の 研究 を 開始 する と と いし , か くし で とれ 
が 防 過 に 習 す る 國家 の 切 邊 な 要 紀 に 應 まる と と 
と な つた が , 敗戦 と 共に こと の 大 規模 な 研究 計 書 
も 中正 の や ぜ な き に 至 つ た の は , 固 よ り 営 然 の 
と と で ある 。 4 

鱗 つ て 終戦 後に 欠け る 俺 貸 問 題 で ある が , 俺 
貧 の 重大 性 は 依然 と し て 戦後 に 持ち越さ れ , 

党 局 も と れ が 根本 凌 策 に 腐心 し つい あつ た が , 
先ず 本 病 の 基本 的 研究 は 半 策 へ の 第 一 歩 な る を 
悟り , 昭和 22 年 度 称 算 に 俺 貸 研究 費 を 計上 し , 
と れ を 各 研 究 機 喘 に 配 営 し て 研究 を 依 す る と 
と いし た 。 圭 に し て 堂 局 の と の 腎 明 な る 計 書 が , 
眞 に 資力 ある 研究 機 開 を 選定 し , これ KC 血 力 を 


求め つ ヽ 今後 少く と も 敷 年 間 , 面 か も 適 営 な 贅 
算 額 を 以 つ て 貫 行 され る な ら ば , 必ず まや 近 き 特 


に 芯 て 多 重要 な る 業績 を 芝 表 し 得 , か くし 
て 敗残 の 日 本 國 が 文化 國家 と し て 再 敬 足し つ * ゝ 


ある を 世界 に 認識 せしめ 大 きる も の と , 固く 〈 信 じ 
て 金 わ ぬ も の で ある 。 


\ 


0 


後記 “ 俺 合 の 歴 呈 ” を 作成 する こ 


至難 中 の 至難 事 で も る 。 少く さも 同僚 諸君 の 奏 力 


に れる 人 且つ これ 角 を 売 倫 に 
唱 庄 し , 久代 表 的 文 貢 は 一 々 原典 を ひも ぎ き 。 然 る 
後 反復 構想 を 練 つ て , 徐 ろ に 着手 すべ き で あつ た 。 然 
る に 新 る 慣 重 な 準備 を 意 り , 候 座 の 間 に 書 き 上 げた も 
の は , この 桂 選 本 まる 歴史 篇 で ある 。 又 特 に こ ゝ で 過 
つて お きた いこ で は , 有 有 も 俺 健史 を 書 こ うさ する 場合 , 
必 護 の 廊 献 そ さ れ て いる の は 前 世紀 に 出版 きれ た フ 
ラン ス の 獣 帆 誌 で も や る が , か ゝ る 古典 な ざ は ば , 
人 
な い の で 一 筆者 が 唯一 の た ょ より さして いた 奉天 舞 演 
研究 所 の 岡 書 庫 は 。 終戦 時 茎 徒 の た め 完 診 な きま で に 
忠 喘 され , 理 々 は 最早 永久 に この 鶴 庫 を 利用 し 得 な く 
な つた 一 止む を 得 ず これ 和 の 抄 銚 を 以 つ て 本 侯 貧 史 


テー 
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三 


、 同 豆 の 二 が 永年 に 言 つて 遥 愉 し 手 を 失 い た 優 


、 短 は , 何と し て も 夏物 で ある と と に 問 和 違い は な 


、 い 。 病原 醒 に 絡む 請 問題 が 
浮 膨 さ れ ぬ 以上 , 診断 , 治療 も 列 防 も , その 在 
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、 行 線 と な つて , 序々 現在 以上 に 進展 を 見 る と と 


- の 困難 で あろ うこ と は , 


営 然 か と 思わ れる 。 人 
。 か し 生 ら 本 病 の 防 過 を 如何 に する か , と 言う 問 


、 題 は , 産業 の 面 か らし て も , 科 区 の 求 眞 性 の 面 か 
。 らし て も , 何と か 解決 され ね ば な ら め 重要 な 課 
1 題 で ある 。 CAREEg et VELLEE の 病原 病 毒 見 
以降 に 於 て も , 病原 静 の 諸 性 泊 に 開 す る 検索 は , 


た ゆみ な く 績 けら れ , 先 人 達 の 費 さ れ た 夢 苦 は 
、 並 えな ら ぬ も の で は ある が , に も 拘ら 二 蓄 積 さ 
、 れ た 産 は 。 極め て 乏しい も の ぃ 様 に 感じ られ 


。 る 。 何かしら 越え を る こと の 出來 な い 大 き な 障 誤 


|、 が 眼前 に 横たわる よう な 現 択 で ある 。 然 し な が 


ら , 戦後 の 目 愛 まし い 自然 料 怠 の 動き を 見 る に 


つけ , 人 刊 気 病 各 も る を そし て その 重要 課題 た る 俺 貧 
病 毒 克 も $, 確か り ょ 新 し い 歩 み を 踏 出 さ ね ば な 
ら ぬ 使命 を 痛感 させ られ る 。 募 し 私 共 は , 俺 貸 病 
夷 研 究 の 飛 吹 を 希 う 前 に , 角 往 に 於 て 成 し 疹 げ 
られ だ た 多 吉 先 人 の 足跡 を 迅 り , 批 判 , . 反 省 の 上 
に 立つ て , 興 を られ た 示唆 を 的 みとり 再 出 驚 を 
期す べき で ある 。 と の 意味 に 於 て ,. 本 篇 で は , 
信 貸 病原 骨 に 開 す る 限り 細 大 浅 さ ず 摘 銚 し , 研 
完 の 推移 を 一 腎 す る つも り で ある 。 病原 想 に 闘 
すら る 諸 間 題 の 内 , 病 寺 の 抵抗 力 , 免疫 貢 的 性 的 , 
他 種 動物 の 感受 性 等 の 項目 に 就 て は , 及 に 他 の 
協同 者 達 が 詳 遂 され る の で , 疲 で は 夫 等 の 問題 
に は 人 鯛 れ な い 。 タ 病 奏 の 排 浴 , 馬 個 骨 及び 局 種 
感受 性 等 に 就 て では, 流行 病 多 和倉 で 言及 する 和 定 
で ある 。 


II. 病原 蛋 に 開 す る 諸説 


俺 負 に 開 す る 最 古 の 研究 と し て , 文献 と 見 出 
され る も の は , 19 世紀 の 中 葉 に 旋 け る フラ ンス 
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の LicNEE (1843), CmARLiER (1843), 及び 


DEgNoc (1843) 等 の 報告 で ある 。 氏 等 は 堂 時 
Haute-Marne や Marne 地方 に 頻 敬 する 馬 の 
気 血 病 に 就き 研究 し , 何れ も その 原因 に 計 て は , 
管理 の 失 宜 , 柴 養 不良 , ' 使 役 過度 に あり と 孝 え 
を た 。 そ を その後 DELAroNp (1851 て 52) は , 病 馬 2 
頭 の 血液 を , 馬 2 頭 及び 羊 4 頭 に 接種 し た 。 そ 
の 目的 は 貧血 病 と 軸 彰 と の 異同 を 鑑別 する た め 
に 行わ れん た も ゃ る の で あろ が , 12<30 日 間 の 観察 其 
間 中 に 淡 靖 の 合 病 を 見 な か つた の で , 本 病 は 洗 
。 六 と は 異 る 疾病 な り と し て 論 後 の 観察 を 行わ ず , 
試験 を 中 止 し た ぃ め , 惜しい 所 で 本 病 の 俺 染 隆 
を 確立 し 得 な か つた の で ある 。 こと れ に 爽 で , 
ANcrNrARD (1859, 1891) は , 人 に 健司 へ の 接 
種 試験 に 成功 し , その 俺 染 性 を 決定 し 得 た の で 
ある が , と の 見 解 に 翌 し て は 寿人 可 爾 論 が あり , - 
LEpRU(1861), MurgrLgr(1896), KOPKg(1901) 
及び RoysR(1904) 等 の 追試 に よ ょ つて, 洛 く 一 
般 の 承認 を 受け る に 至 つ た を た 。 

新 し て 本 病 の 俺 染 読 は 確立 し た も の ょ *, その 
病原 骨 に 就 て は 全く 暗中 撲 索 の 状態 で , 種々 の 
病原 謗 が 行わ れ , CARRE et VALLEE の 濾過 性 
病原 柚 細 見 に 次 ぐ 追 試 較 代 が 過ぎ て それ が 一 般 
c 確認 され る に 至る まで に は , な 怠 相 営 の 時 日 
を 旨 し た の で ある 。 

以下 と れ 等 の 諸説 に 就き 概説 する と と ヽ す 
る 5e 

1. 原 吉 及 び ス ピロ ヘー タダ 説 
_ 右 來 本 病 病原 を マラ リア と 擬 し , 或 は 他 の 


原 弟 を 想像 し た 人 は 氷 く な い 。 募 し 間 歌 熱 , 貸 


血 を 主 徴 と する 俺 仙 に 麗し て , マラ リア に その 
類似 性 を 見 出す の は 営 然 で ある 。 

麗 西 で は ZScHokkg (1883) が , 8 例 の 馬 の 
進行 性 悪性 貸 血 に 就 て 盾 察 し , その 病状 , 解剖 
所 見 か ら 全 く 人 の マラ リア に 類する 疾病 だ と 基 
を を だ 。 アメリカ で は ToRRANcg(1902) が , 多 熱 
病 司 と 健康 馬 の 同 居 試 験 及び 接種 試験 に 失敗 し 
を が, 本 病 が 低温 地 に 多 衣 す る と と か ら , その 
、 原因 を マラ リア と 考え る の が 吾 営 だ と 逮 べ た 。 
又 BRrckMAN (1907) は フラ ンス に 於 て , 物 血 
病 馬 の 血球 中 に マラ リプ 様 の 寄生 紅 を 見 た と 報 
告 し た 。 BArLAE(1907 ) は , 病 馬 肝 細胞 内 に 封入 





右 を 認め , と れ を 病原 原 趣 と 見 破 し た 。DARriNG_ 


(1910) は , ベ ナマ 運河 地 居 に 於 て , 症 狼 及び 割 柱 


上 俺 修 に 全く 一 致す る 病 馬 及び 腺 の 血液 か ら 1 
種 の より リ ペ ノ ソー マー (7. 盛 カ 25, n.sp.) を 稼 出 
レ , ア メリ タカ 西部 の 俺 筐 は トリ ペ ノ ソー マ 病 で あ 
る と 結論 し た 。 その 他 本 邦 で は , 宮入 (1910) が 
俺 気 馬 の 腸 騰 内 被 細胞 内 tc 寄生 様 の 小 細 胞 を 
検出 し た と 言い , 又 宮 島 (1911 ) は 裳 臓 組織 内 と 


・V。 PRoWwAZEk の CZ/2y の ozoZ に 類する 小骨 


を 検出 し , 病原 骨 と し て 研究 する 償 値 あり と 鞍 = 
べた 。MAck (1911) は 病 馬 血球 内 令 は 血清 中 に 
遊 見 し た 球菌 様 小 醒 を 認め た と 言い し 。 と れ を ア 


ナブ プ ラス マ の 新種 と 送 ん だ Op 層 WorBAcE 


911) は と れ を 笑 人 産物 な り と し, MAck の 読 
を 谷 定 し て いる 。 NN 0 
と の よう いと, 俺 所 病原 骨 と し で て マラ リア その 
他 の 原 起 を 擬 し た 人 は 多い が , 取上げ られ た も 
の は 一 つも な い 。 6 の 
以上 の 原 強 設 に 炊 で , 宮 川 等 (1918) は 偉人 病 馬 
の 血液 その 他 か ら ス ピロ ヘー タ を 應 明 し , 面 も 


形 養 に も 成功 し 得 た と し , と れい と S が 2ZocZZe72 


942 772c7205 の と 命名 し , 各 國 に 反響 を 呼ん だ 
の で ある が , 新 美 (1919) その 他 諸 外 國 の 研究 著 


に と より, 完全 に 枯 定 し 去ら れ た 。 別 (C ROrmEs 


ー タ を 栓 出し た と と を 記載 し て いる 。 1 
HABERsANG (1921) は 多 敷 偉 貸 馬 の 熱 型 を 検 
討 し を 結果 , 熱 殴 作 の 開 隔 は 最短 6 こ 8 是 で あ 


_ つて , 長い も の は その 倍 敷 の 間隔 を 有 つ と 言い 


不正 熱 型 を 呈す る 病 馬 は , 間 惑 期 を 異 に する る 
3 の 系 統 の 病原 骨 に 佐 て 重複 感染 を 蒙 つ た 入 で 
ある と 解 し , 親 る 周期 的 な 熱 芝 作 を 旦 する 本 疾 . 
は , ピロ プラ スマ , 或 は アナ プラ スマ 粒 突 吊 多 
は 家 章 の マラ リア と ゃ 言う べき 疾病 の 範 噂 に 入 
る も の だ と 論じ て の る 。 

2. 細 菌 説 ' 

ZscHokkg(1885) 及び FROHNER (188S) は 相 


_ 前 後 し て , 酒 馬 血 液 の 鏡 槍 に よ ょ つて 小 樺 菌 を 検 


出し た が , それ を 病原 な り と は 嘱 定 し な か つた 。 
BRiMArr 等 (1903) は 21 病 例 中 17 例 C 
. egz2se の 72czs を 護 明 し , 該 計 に よる 人 工 接種 
例 の 玉 検 所 見 が 念 性 俺 貸 馬 (に 一 致す ひる と な し , 


4 る が SE 科 





それ を 病原 朋 と 推定 し た 。 Gurscrre (1919) は 


病 馬 の 凝固 血清 か ら 1 種 の 細菌 を 分 離し た が , 


を の も の は 装 し く 導 形 性 に 富み , 3 頭 の 健 馬 の 
皮下 及び 静脈 内 に 該 菌 を 接種 し た 虎 , 何 れ も 9 日 
目 に 間 歌 熱 が 始ま つた と 報告 し て いる 。 近藤 
(1932) は 病 馬 血液 の 大 多 敷 か ら 径 1 以下 の 購 
球菌 を 分 離し , と れ を 病原 双 に 擬 し た 。 

以上 細 上 を 俺 貧 病 原 と し て 取上げ だ た 報告 は 甚 
だ 徐 い 有 様 で ある 。 

3. 寄生 紅 説 特に Oestrin 説 

佑 所 の 病原 村 と し て , 内 寄生 を 娠 つた 人 は 


か な り 多 い 。CAMBRoN (1866) は 偉 貸 と 馬 蝶 凡 


の 間 に 因 打開 係 を 想像 し , PErERs (1906) は 
Sc/e ヶ os の 272 7e7/ の cg72772272 を 病原 に 擬 し た 。 
WErNBeRc(1907) は 腸管 寄生 庄 及 びそ の 幼 剖 の 
窒 詩 腸 粘膜 に 奥 え る 病 筐 , 血行 侵入 等 に 就 て 指 
宗 し , 夫 等 が 病原 微生物 の 運搬 者 と し て 重要 役 
割 を 演ずる と 才 えた 。 双 Sc/eZos7oyz の 肖 出 液 が 
碧 毒 と し て 作用 し , 気 血 の 原因 を な す と 報告 し 
た 。KRrigs(1906, 1908) も る 赤 馬 巡 暑 及び 腸管 寄生 問 
_ が 病原 龍 を 運 し , 侵入 門戸 を 典 を える も の ょ と 考 
を た 。 本 邦 で は 守田 (1908) が 最初 フィ ラテ リア を 
その 病原 に 擬 し た が その 後 (1909) フィ ラリ ア 仔 
副 が 俺 外 病 毒 を 媒介 する に 非 まや と 訂正 し て い 
る 。 

、 新 の 如く 俺 気 病 原 と し て 寄生 虫 説 が 礎 胎 する 
_ 中 に , 馬 忠 暑 を 注目 し , 修験 的 根 手 に ょ つて 途 


に Oestrin 読 を 樹立 し た の は SEYDERHELM 父 


子 (1914, 1915) で あつ て , 営 時 の 大 米 寺 勤 會 
に 大 き な 小 絞 を 投じ た の で ある 。 氏 等 は 元 來 
CARRE et VALLEE や OsrERTAc の 重 誠 する 
刊 貸 の 経口 感染 に 召 問 むと もち , 祝 ろ 本 病 は 寄生 
、_ 駿 の 媒介 に よる も の と 想像 し て , 侯 気 病 馬 の 骨 
に 毎 常 寄生 する 局 号 暑 を 注目 する に 至 つた 。 を 
と で 馬 虹 暑 の 浸出 液 COestrin と 命名 ) を 用 いて , 
、 健康 馬 の 静脈 内 久 は 皮下 に 接種 し た 諾 , 初期 の 
_ 香 際 で は 1 へ 4 匹 の 幼 患 乳 刑 濾液 を 注射 し 殆ど 
ショ ッ ク 症 汰 を 現 わ し て 名 死 し た が , 個 時 に ょ つ 
_ て は 多 時 熱 反 應 と 醒 重 , 赤血球 減少 を 起す が , 

、 後 容 第 に 板 復 する 。 新 る 馬 に , 致死 量 以下 を 反 
復 注 射 し た 結果 , 慢性 熱性 貧血 が 起り , 致死 的 
_ 経過 を 招く と と 成功 し た 。 そ れ ら 病 例 の 熱 型 
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血 像 , 割 検 所 見 は , 自然 偉 條 と 酷似 し て いる 。 
更に Oestrin に よ る 策 病 馬 の 血 清 200~300cc 
を 静脈 内 接種 し た 健司 は 一 定 の 潜伏 期 で 区 病 し , 
同様 症 汰 を 呈し て 般 死 し , 1 例 は 慢性 経過 を 
盾 つた 。 な お Oestrin は 馬 及 び 叉 に の み 特 異 的 
に 作用 し , 家系 その 他 の 動物 に は 圭 性 が な く , 
又 Oestrin は 消化 器 か ら も 吸 履 きれ る と 言う 。 

以上 SEypERHELM 父子 の 研究 結果 に 畔 し て 
は 種々 召 問 が 生ま る が 就 中 接種 に 用 いた 生 の 幼 
浸 出 液 中 に は 病原 微生物 が 混 ま る 可能 性 あり 
と 云う 由 に 軒 し 氏 等 は 1 浸出 液 中 の 有毒 成分 は 
理化 壁 的 影響 に 軒 し て 抵抗 張 く , 高 歴 滅菌 後 接 
種 し て も 同様 の 毒 作 用 を 呈す る と と 2. 幼 問 肖 
出 液 中 に 他 の 病原 微生物 あり と すれ ば , 1 回 の 
接種 で 一 定 潜伏 期 後に 散 病 す る 答 で ある が , 
Oestrin の 場合 は 反復 注射 に 佐 て 徐々 に 億 條 症 
対 を 呈し て くる と と 3. Oestrin は 動物 性 毒素 
で ある 等 を 区 げ て 反 誇 し て いる 。 タ 馬 錠 暑 は 一 
般 俺 気 馬 に 寄生 し て いる に 拘ら ず , 何故 特定 の 
も の いみ が 俺 所 に 侵さ れる か と 言う 貼 に 就 て は , 
Cgs ケ 0 の 7/265 267207Z/07 の 72s は . 692 に 
比べ 奏 性 著しく 強い が その 敷 極め て 氷 く , た ゞ 
億 気 馬 に は 毎 常 と の 種 の 幼 強 が 寄生 し て いる と 
言い C. ヵ 2ezo7702 の 2725 と 億 負 と を 結び つけ 
て 考 えた 。 又 Oestrin 次 病 馬 の 血 清 に ょ つて 
累代 接種 し 得 た と 言う 理由 に て は , Oestrin 
が 馬 骨 に 肝 し て 持 貫 的 な 作用 を 掌 む た め , 馬 購 
は 病 的 状態 と な り , その 結果 異常 代謝 産物 が 産 
生 さ れ , と れ が 次 の 動物 に 注射 され た 場合 同様 
の 新陳代謝 障 旭 を 趣 し , 再び 暴 常 代謝 産物 印 ち 
” Virus "(毒物 の 意 ) を 生ま る た めで あつ て , を 
の 聞 に 病原 微生物 を 巻 を る 必要 は な いと 証 粗 を 
加 を で いる 。 

以上 SEYpERHErM 父子 の 所 説 に 暫し て は , 柚 
後 敷 年 間 種々 な 角度 か ら 検 討 を 加 を る も の が 貫 
出し た の で ある が , 皿 先 に 本 説 に 反 駿 を 加 を た 
の は VALLEE et CARRE (1916) で ある 。 を の 
根 手 と し て は , 億 気 の 黄 生 分 布 は 地理 的 に 限局 
し て いる が gs の Z/2726S は 汎 在 的 で 健康 語 に 
る 多 敷 寄生 し て いる と と , 俺 気 病 毒 は 60C で 硫 
壌 され る と と , 億 和希 は 病 馬 血 液 の ユ 回 接種 で 超 
り 累代 し 得る も の で , Cgs 好 o ヵ 77zxs の 吸血 や 
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Oestrin の 作用 を 必要 と し な い 等 の 諸 貝 を 指摘 
し レ し て いろ る 。 有 双 . THEriLER (1916), SogNs 届 
SOETEDJO (1917)。 pg Kock(1918), KLEMprN 
(1918) 等 も と れ を 否 定 し た 。 

と の よう な 論議 か ら 一 歩 進 ん で , Oestrin 訟 
の 本 態 を 四 験 的 に 把握 し ょ うと 試み た の が アメ 
リカ の 諸 敬 者 で あつ て , 耳 ApwgN & BRucg 
(1917), VAN Es & ScgArk (1918) 等 は アナ 
フィ ラキ シー に よ つ て 説明 する と と に 一 鷹 成功 
し レ し た 。 即ち HADwWEN (1916) は カナダ に 於 て , 
遇 上 症 に 開 す る 研究 中 の 96722 の 0922S の 礎 
乏 渡 液 を 生 に 注射 し た が , 劇 し い 過敏 症 ショ ツ 
ク を 起す 事 條 を 盾 察し , これ は 和牛 虹 幼 遇 の 寄生 
MO が 。 
成分 の 注入 に よ つ て 過敏 症 を 起す と 券 を た 。 爽 
で , HADWEN 層 BRUcE は 万 y カ oZ6Z272 の 
の 922s。 2S77 の カ 7727ZzS その 他 の 効 吉 浸 出 液 を 和牛, 
馬 等 で 貸 験 し た 結果 , 各種 幼 強 成分 は 夫々 固有 

の 宿主 に の み 特異 的 に 過信 症 を 生ま る と と を 説 
明 し , Oestrin 読 の 本 衣 は 馬連 幼 串 成分 に よる 
包 敏 症 な り と 記 定 し た 。VAN Es 立 ScHALK も 
赤 証 時 昧 肖 出 液 の 馬 帳 に 及ぼ す 球 響 を 仔細 に 観 
察し , その 印 時 反 鷹 の 劇 烈 な と と は 認め た が , 
反復 注射 に よ つ て 侯 貸 症状 を 起す と と は 出 来 な 
か つた 。 幼 弄 淫 出 液 接種 に よる 多 時 反 鷹 は 
HADWEN 等 の 見 解 と 同様 過敏 症 反 鷹 と し て 読 
明 し , その 例 計 と し て , 未だ CZs 婦 g カ 272zs の 
寄生 し な い 仔馬 に 該 浸出 液 を 注射 し て も 反 應 は 
極め て 軽微 で ある が , 百 馬 に これ を 氏 眼 する と 
局所 過敏 症 を 現し て 顧 著 な 眼 反 應 を 呈す る し , 
他 種 動 物 で は 全く 無 反 鷹 な る と と を 加 げ て い 
る 。FAYVERO (1916), MARxER (1920) 等 も アナ 
フィ ラキ シー 説 を 支持 し て いる 。 ' 

一 方 pu Torr (1919) は 以上 の 聞 人 敏 症 説 を 厳 
宙 に 追試 検討 し を 結果 , 幼 直 浸 出 液 の 注射 後 抗 
聞 敏 症状 態 の 應 明 さ れ ぬ と と , 又 それ を 反復 注 
射 し て も 過敏 と な ら ず 序 つ て 慣れ の 状態 を 呈す 
る て と と ょ と , その 結果 馬 骸 は 次 第 に 中 毒 し て 食間 

し 次 に 脆 力 致死 する 等 の 諸 貝 を 競 げ , 以上 の 症 

状 は 全く 寄生 吉 毒 の 中 毒 で ある と 嘱 じ 過 倶 症 説 
を 藻 定 し て いる 。 

以上 Oestrin 謗 を 詩 つ て 柄 論 の 翌 立 を 生 , 


生 が 上 色 に 感 作 され て いる た め , 幼 超 


秘 貸 病原 と し て の Oestrin は 一 較 し て 寄生 剖 志 
その 本 
態 は 何れ に せよ , SEyDERHELM 父子 の 獲 創 し た 


の 作用 機甲 の 問題 に 派 生 し て 了 つ た が , 





Oestrin 訟 は , 送 に CARRE et VALLEE の 俺 貸 
交 導 存在 を 皇 確 認 せ ぐし せる 大 き な 利 幸 な の 


だ も の 如く で ある 。 


4. CARRE et VArLLEE の 洋明 持病 3 


の 殻 見 


フラ ンス で は 既に DELAFoNp, LEDRO 等 に 


hp rdm 本 病 が 相 営 廣 之 に 芝 生 分 布 し て いる と 
と が 報告 
代り に 和牛 を 畜 力 と し て 使う と と を 爺 儀 な くさ れ 
た 地方 も ある と 記さ れ で て いる 。 


され , その 損害 る 深刻 で あつ て , 記 の 


営 時 と 難 る , 頻 


才 や 畜 産 家 は 本 病 を 俺 染 病 と 信じ て いた が , 一 


般 に イン フル エ シ ザ と 混同 され , LreNrBRES の 
如き も と れ を 馬 の 慢 性 出血 性 敗血症 と 見 項 し た 


と 球 ち われ て いる 。 


CARRE et VALLEE は 本 病 の 自然 及び 人 工 雇 
染 例 に 就 て , 病原 骨 そ の 他 全 般 に 厨 る 系 統 的 観 「 


窒 を 試み た 結果 , 誇る べき 業績 を 1904 年 < 公 
実 し た 。 
洒 氏 徐 は ! BarEISEDRMGC8 時 浴 和 2 


洒 馬 の 脱 和 血 750cc を 健 馬 の 脈 内 に 接種 レ 
定型 的 に 散 病 し その 俺 染 作 な る と と を 確 
記し た 。 タ Berkefeld V より 征 ぇ 大 き な 孔 径 を 
有する 特製 の 陶製 渡 骨 器 を 用 の , 清須 血清 と 羊 


た 応 , 


出血 性 敗血症 菌 の 堪 養 を 加 を 渡 過 し た 結果 , 細 


は 抑留 され る が , 


呼ば れ た 疾病 は , 俺 染 條 の 接種 可能 な 不可 且 病 


原 骨 に よる も る の で ある と 結論 レ た 。 ヌ 本 病 毒 は 
馬 に 累代 接種 可能 で あつ て , 累代 後 著 し くそ の 
起 病 力 を 載 展 する と と , 婦 その 経過 に は 念 性 , 
垣 急性 及び 慢性 の 3 型 が あり これ 等 の 異 つた 病 
型 の 血液 接種 シレ し て も 何れ の 病 型 を る 惹 超 し 得 


る と と , 本 病 毒 は Berkefeld 及び Chamber- 
and F 及び B を 通過 し , 更に 孔径 の 小 な る も 


の を 用 いる と 本 病 毒 は 多量 に 抑留 され る 結果 , | 
と の よう な 渡 過 血清 を 接種 し た 馬 で は 潜伏 期 志 
長引く と と , その 他 病 毒 の 諸 性 湊 , 排 浴 経 路 。 感 


その 濾液 な 健司 を 6 日 で 若 
病 せ し め た 。 と の 最初 の 濾過 試験 の 成功 に より , 
ヌー 方 病 馬 血液 及び 臓器 に は 特殊 な 細菌 , 寄生 
前 を 検出 し 得 ぬ と と か ら , 従 來 馬 の 悪性 貸 血 と 


PT 信和 に 革 つ て 抽 重 な 知 見 を 提 


5 供し た 。 ( 

了 研 究 著 の 前 評 は 病原 靖 才 集中 され , 各 
方 面 で 績 え 追 試 に 成功 を 政 め た 。 鈍 ち フラ ンス 
で は CHARoN (1907), 
(1907), HEwpgr(1906), ScHrArHOLTER(1910) 
等 。 アメ リカ で は FRANCrs 層 MARSTELLER 
(1908, 1911 ), MogrLER(1908), MAck, KiNsrgy 
。 (1909), VAN Es 等 (1911) に よ つ て 行わ れ , 
本 邦 で は 佐 木 ・ 城 井 (1909) が 東北 地方 の 俺 人 
、 を 研究 し , 病原 骨 は 血 中 に 多く 含ま れ Reichel 
を 通過 する と と を 誇 明 し , 歌 米 諸 國 に 於 ける 俺 
修 病 原 と 一 致す る と と を 決定 し た の で ある 。 そ 
、 の 後 SEYyDEREHErM 父子 の Oestrin 謗 , 宮川 等 
の スピ ロ ヘ ー タ 栖 訟 等 2. 3 の 異 読も 出 た が 敵 て 
_ 抹消 され る 結果 と な り , 今日 本 病原 骨 の 濾過 考 

に 就 で は 何人 も 頻 義 を 挟む 魚 地 は な い 。 


II. 俺 貧 病 毒 の 生物 克 的 性 状 
1. 病 毒 の 才 義 及び 急 検 

従 夫 俺 條 病原 直 の 探 先 上 病 馬 の 血液 , 臓器 に 
就 て 細菌 の 検索 を 試み た 人 は 敷 多 い が , 病原 病 
毒 の 人 工 二 枚 に 関す る 記載 は 皆無 の 訴 態 で あ 
る 。 筆者 は 元 陸 黙 校 傷 貧 研 究 更に 勤務 中 本 病 夫 
の 人 工 二 養 に 記し, 侯 研 川 喜田 博士 の 助力 を 爺 
い だ 諾 , 氏 は 流行 性 脆 類 病 毒 の ガラ ス 器 内 域 養 
凌 と 全く 同一 方 法 で 殴 熱 呂 の 人 貸 馬 血 清 を 材料 
と し て 10 代 累代 暴 養 を 講じ , その 培養 液 の 提供 


_ を 得 た の で , 筆者 は と れ を 2 頭 の 健康 司 静 須 内 


に 夫々 10cc 多 接 種 し 2 ヵ月 欠 に 証 つ て 背 穴 を 
正行 し た が , 何等 症 汰 を 店 する と と な く , 本 試 
験 は 一 鷹 失 敗 に 上 師 し た も の と 認め て いる 。 

、 婦 並河 ・ 小 林 (1943) は 光聖 的 に 本 病 奏 を 誠 
する 目的 で KKardioid UItramikroskop ( 振 大 
牽 900 こ 1200 倍 ) を 使用 し , 病 馬 の 血 清 及 び 10 
、 拘 稀 本 ツー ダ 加 血液 を 材料 と し て 検索 し た 
が , 何等 特異 的 物 購 を 認め 得 ま お , た ゞ 血 卒 様 小 
衣 の 敷 が 健康 馬 及 び 他 病 馬 に 比べ 精々 多い と と 
を 注意 し て いる 。 と の 小 購 は 楽 色 困難 で 明 悦 野 
で は 詩 明 し 得 ま , タ 速 心 分 離 不能 で 普通 細菌 濾 
間 生 間 間 Lo 582 用 の 長短 を 通 竹 せ 
まさ 言う 。 - 


ドイ ツ で は OsTERTAG 
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2. 病 毒 の 庄内 分 布 並 に 趣向 性 

城井 ・ 大 塚 (1909) は 病 毒 の 骸 内 分 布 を 知る を た 
め , 重症 患 馬 を 放 血 致死 層 し め , 臓 器 を 充分 涯 
浴 し て 細 切 乳 旨 と し と れ を 健 馬 の 皮下 に と 接種 し 

結果 , 光 巴 腺 , 嘘 液 腺 , 斉 瞬 , 崩 秋 , 筋肉, 肺 , 脚 

肝 , 腎臓 の 何れ も 義 病 し , 病 毒 を 含有 する と と 
を 示し た 。 優 に 臓 紗 材料 の 超 病 力 と , 接種 に よ 
つて 起 る 症 有 洪 の 軽重 と が 一 致す る も の と する と , 
汐 包 腺 , 嘩 液 腺 等 の 副 臓 器 は 感染 力強く , 丸 邊 質 
臓 宮 中 腎臓 は 最も 強く その 他 の 臓 笑 で は 特に 恒 
別 が つか ぬ と 迄 べ て いる 。 双 碧 液 か ら 病 雪 の 消 
和 失 し た 赤 復 馬 で も , 以上 の 騰 器 組織 か ら 何れ も 
病 毒 を 誠 明 し 得 た と 云う 。 石井 等 (1997) 及び 中 
村 等 (1938) は 熱 驚 作 後 無 有 総 過 し つ 2^10.5 
ヵ月 を 経た 接種 病 馬 6 頭 ヒ 就 て , 病 寺 の 骨 内 分 
宙 を 追及 する た め , 病 馬 の 血 液 , 肝 , 肌 , 腎 皮 質 , 
光 巴 腺 , 骨 , 膳 , 腰 廷 , 一 菅 , 甲 伏 腺 を 磨 巡 し , そ 
の 宮 量 1gr と 該 堂 す る 銘 刑 を 朝鮮 馬 に 皮下 接 
種 し , 病 二 の 存 査 を 刊 定 し た 。6 例 の 無 熱 経過 司 
申 流血 中 の 病 毒 は 計 明 され た も の と され ぬ も の 
が ある 。 析 中 に 病 境 の 護 明 され る 場合 , 有 臓 は 
と れ と よく 牌 行 し て 誇 明 され る が , 時 識 の 場合 は 
病 毒 の 詩 明 題 る 困難 な 成績 を 示し て いる 。 膳 , 
副 普 等 で は 血 中 病 雪 の 存 天 と 年 行 す る も の と せ 
ぬ も の と が ある 。 腎臓 , 光世 腺 , 甲 訴 腺 等 は 接 
種 試験 侵 が 未 い た め , それ ら の 組織 内 に 於 ける 
病 毒 存 論 の 傾向 は 明か に され て いな い 。 崩 剛 は 
押 中 病 赤 の 有無 に 拘ら ず 病 寺 が 座 明 さき 和 る と と 
か ら , 氏 等 は 骨 椅 は 病 毒 の 最初 の 侵 駆 組織 で あ 
る と し , し か る も 病 寺 は 骨 秋 の 網 湊 織 内 彼 細 胞 に 
親和 考 を 有する も の と 見 て いる 。 

一 骨 本 病 毒 の 馬 帳 に 於 ける 好 占 組織 と は 何 鹿 
で あろ うか 。 他 種 病 毒 の 示す 夫々 特有 の 趣向 性 
を 佑 気 病 奏 $ 恋 有する も の で ある か 芝 か は 大 い 
に 興味 が あり , 人 刊 貸 の 毅 生 病理 上 の 主題 と も な 
る べき 重要 問題 で ある か ら , それ ら の 逢 C 就 て 
は 病理 駒の 専門 家 に 要 ね る と と いし て , 到 で は 
本 病 奏 の 趣向 性 に 就 て の 諸 種 の 見 解 を 雷 に 一 覧 
する に 正 め て を く 。 

SEyYDERHELM (1914), ScHERMER (1927) 等 は 
本 洒 毒 は 流血 中 の 赤血球 に 作用 する と 同時 に 骨 
多 に ゃ 障 旭 を 典 を る も の と し , JAFFE(1921) は 
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赤血球 に 直接 破 的 に 作用 する が 骨 剛 に は 擬 化 
を 興 を と 言い , 婦 MGcsy(1932, 1934) は 赤 血 
球 及び 網 汰 織 内 被 系 統 に 親和 性 を 有する 病 毒 な 
り と し て いる 。 と れ 等 の 読 に 習 し て DoOBBER- 
STEIN (1934) は , 本 病 毒 は 全身 に 分 布 す る 分 化 
又は 未 分 化 の 血管 壁 問 葉 組 織 に 親和 付 を も ち , 
と れ ら の 開 質 細胞 に 加 を られ る 反復 刺 戦 の 結果 
は , 特 < 著 明 に 肝 及 び 有 の 網 激 織 内 彼 細 胞 現 
われ , 更に 心臓 , 否 , 光 包 腺 及び 肺 の 血管 藤 細 胞 
に こも 誇 明 され る に 到 る と 言う 。 血管 敬 導 葉 組 織 
は 病 毒 刺 戦 の 強 さ ェ 持 緒 期 間 に 應 じ て 反 鷹 し , 
それ ら の 表現 と し て 組織 球 , 光 思 様 細胞 及び腰 
原 和 維 形成 の 三 つ の 眉 階 を 属 別 し て いる 。 - 


石井 等 及び 中 村 等 は 以上 DoEEERsTEIN の 所 “ 


読 を 全面 的 に 月 定 し , 本 病 毒 が 分 化 久 未 分 化 血 

_ 管 藤 組 織 に 極め て 親和 性 を 有する と と は 確定 的 

で ある と ょ と 称 べ , 徒 挫 大 を られ て いた 本 病 毒 の 

液 親 和 性 を 松 定 し て いる 。 2x 
3. 病 毒 の 起 病 力 の 増強 

CARRE et VALLEE (1906 て 07) は 同一 億 気 病 
毒 を 以 て , 局 を 4 代 遂 過 し を 結果 その 起 病 力 が 
著しく 史 ま つた と 報告 し た 。 印 ち 初代 接種 馬 は 
60 日 , 2 代 42 日 , 3 代 27 日 , 4 代 26 日 と 爽 第 に 死 
期 を 短縮 し , 又 他 の 系 統 の 病 毒 2 株 に 就 て 累代 
接種 を 試み た が , 同様 成績 を 得 た と 逃 べ て いる 。 
KRAr (1933) も 赤本 病 毒 を 3 代 通 過 し た 鹿 , 接 
種馬 の 潜伏 期 は 17 日 か ら 6 日 C 短 六 さ れ 致 死 
的 紀 を と る に と 到 つた と 報告 し て いる 。 超 病 カ 
の 増 張 を 家 兎 果 代 接種 に よ つ て 誇 明 し た と する 
る の に C JAFEFE u. SILBERSTEIN(1922) 及 び HELM 
(1924) が ある 。 前 者 は 感染 家 束 の 有 熱 時 又は 瀬 
死期 に 採取 し た 血液 又は 腫 , 肝 包 約 を 感染 材料 
と し て 10 代 果 代 し た 結果 , 致死 的 疾 過 と と る 
も る の 爽 第 に 増加 し , 10 代 で は 4 頭 中 3 頭 が 感染 
致死 する に 到 つ を た と 報じ , 後 著 も $ 赤 家 兎 累代 接 
種 に ょ り 爽 第 に 潜伏 期 を 短縮 し 起 病 カ の 増強 が 
認め られ た だ と 言う 。 

と の 略 に 開 し RicgrERs(192Z) は 潜伏 期 は 個 
詳 の 差 に よ ょ つて 藤 短 不同 を 生ま る の で あつ て , 
累代 接種 に よる 増強 は 趣 り 得 ぬ と し , 又 MGcsy 
(1932) は 本 病 毒 は 他 病 赤 と 異 り , 疾 同 累代 接種 


を 行 つ て も , 特に 起 病 力 を 壇 強 し 牙 は 固定 毒 公 





する と と は な いと 記し て いる 。 BArozgr(1935) 
は 本 問題 に 就 て 相 営 大 規模 な 寅 腔 を 行 つ た 。 氏 


は virus A な る 株 を 用 い , 42 頭 の 巴 馬 を 供 試 


代 ま で は 念 激 に 病 毒 の 活動 性 を 増し, 接種 馬 の 
大 多 敷 は 葬 死 し た が , 6 代 以 降 は 生死 相生 し 者 
つて 起 病 カ は 減 到 し た か の 如き 成績 を 表示 レ し で 


し て 12 代 通 過 を 行 つた 。 そ の 結果 最初 の 内 5 


いる 。 BArozgT は その 偶 験 結果 に 軸 し 果 代 2, 


3 代 で は , 感染 が 容易 こ な る と と は 事 で ある _ 


が , と れ は 眞 の 起 病 力 の 増強 と 言う より も ぁ 寧 ろ 
累代 接種 に よる 病 奏 の 馴化 と 見 る と と が 出來 る 
と 逃 べ , これ 以上 更に 累代 を 繊 縛 し て も , 潜伏 
期 の 短 諾 や 死 論 上昇, 死期 の 短 詳 は 起り 得 ぬ 
と と を 任 計 し た 。 中 村 (1938) は 同一 接種 様式 で 
舘 外 病 土 を 累代 接種 すれ ば , 潜伏 期 は 固定 し 
0.002cc の 毒 血 で 潜伏 期 を 12 日 迄 短縮 する と 


と が 出来 る が , その 他 の 臨床 症 次 , 病理 組織 緩 


的 幾 化 は 著 明 と は な ら ぬ と し , と れ 等 の 果 か 


ら 本 病 寺 を 累代 接種 すれ ば 局 村 内 で 量 殖 し 易く 


な る が , 必ず ましゃ 起 病 力 の 増強 を 意味 する も の 
で は な いと 言う 見 解 を 近 べ , BALoOZET の 意見 に 
同調 し て いる 。 ! 」 


4。 億 谷 の 病 型 と 病 毒 の 起 病 力 と の 開 係 


俺 條 は 臨床 上 その 病 的 経過 の 締 管 に よ つ て , 
管 性 , 誤 管 性 及び 慢 付 の 3 型 が 屋 別 きれ て いる 
こと は 秒 知 の 事 費 で ある が , 新 る 病 的 経過 を 異 
(に する 所 以 が , 軍 に 司 個 陸 の 差 に 基く も の で あ 
る か , 牙 は 病 寺 の 系 統 に ょ る 起 病 力 の 差 に 原因 
する も の で ある か は 一 大 を 要する 問題 で ある 。 


CARRE et VALLEE は 最初 の 報告 に 於 て 。 何 


れ か の 病 型 に 属す る 病 馬 の 病 奏 を 人 工 接種 し た 
場合 , 接種 馬 に 惹起 す る 病 型 は 必 ま しゃ 元 の 薄 
型 と は 一 致 せ ず , 病 型 相 問 に は 可 沙 的 開 係 が 


ある と と を 指摘 し た 。 MGcsy (1932) も 略 同様 の 


見 解 を 逃 べ て いる が , た ぶ ゞ 綴 過 の 非常 に 長い 慢 
性 例 で は 組織 嫌 化 が 著 明 で ある に 拘ら ちず ま , その 
血液 接種 試験 で は 起 病 力 が 弱く , 接種 馬 の 敬 病 
は 著しく 庫 れ , 症候 は 不鮮明 で 解剖 並 に 組織 所 
見 は 陰性 を 示し た と 言う 。Dp Kock(1925) は 人 


工 感染 時 に 於 けろ 潜伏 期 は 極め て 不定 で あり 


その 原因 は 個 え の 馬 骨 感 愛 性 が 大 い に 開 係 を 有 
する と し , 本 病 毒 に は 南ア フリ ァ 馬 死 病 病 雪 


の ・ 
に 


ョ 


見 られ る よう な 超 病 力 の 強 惨 は 存在 し な い ょ 述 
べ て いる 。 そ の 12 の 例 と し て , 念 性 病 例 の 病 
毒 は 時 と し て 極め て 短い 潜伏 期 で 熱 反 鷹 を 起す 
が 病 型 は 和 な 亜 念 性 を 示し 尺 復 し た 。 奴 復 
保 毒 馬 の 血液 を 接種 し た 結果 潜伏 期 は 長い が 介 
性 総 過 を 示し 死 の 韓 包 を と つた 。 と の よう に と 折 
復 馬 病 圭 は 潜伏 期 は 長い が 一旦 活 動 性 を 獲得 す 
る と 何れ の 病 型 を も 惹起 し 得る と いう 。 し か レ 
Bieor(1923) は 信 復 馬 か ら 探 つた 洒 毒 は 起 病 カ 
惨 く , その 血液 を 接種 する と 潜伏 期 は 長く 幾 熱 
期間 も 短い か ら 危険 性 は な い ょ 記載 し て いる 。 
一 方 KRAr (1933) は 1 頭 の 俺 損 馬 血液 の 起 病 
力 消長 を 追及 し , 無 熱 無 症 著 に 総 過 し た 8 ヵ月 
で は その 超 病 が 消失 し , 更に 同様 の 炊 態 で 6 
ヵ月 絶 過 後 に は 再び 起 病 力 を 獲得 し た 例 を 弟 察 
し た 。 タ 3 年 揚 に 理 る 多 敷 の 自然 及び 人 工 感染 
二 に 圭 す る 商 察 結果 か ら , 本 病 毒 は 馬 の 髄 内 で 
その 超 病 が + 又は - の 方 向 に 動 卑 する が , 
奉 く 油 失 する と と は 就 いと 鞍 べ て いる 。 そし て 
Mocsy その 他 の 見 解 序 ち 馬 個 骨 に 於 ける 相 暴 
つた 抵抗 力 及び 感受 仁 は , た と を 同一 感染 材料 を 
同 量 , 同 方 法 で 接種 し て も , 潜伏 期 の 長短 及び 
症 汰 の 軽重 を 生ま る ょ 革 う 所 論 に 夫 成 し て い 
る 。 双 BArozgT(1935) は 多 敷 に 上 る 騙 馬 の 接 
種 試 験 の 結果 か ら , 潜伏 期 の 長短 は 接種 量 の 多 
拓 や 病 毒 の 系 統 , 病 毒 採取 時 の 訴 態 が 病勢 の 活 
_ 動 期 た る と 夷 止 期 た る と に 開 係 な く , た ゞ 第 1 
同 の 熱 遂 作 を 起す 直前 に 探 つ た 毒 血 を 注射 すれ 
ば 潜伏 期 が 短く な る と と を 逃 べ て いる 。 女 
MosspoRE(1923) は 病 馬 購 内 に 於 ける 病 毒 の 起 
病 カ は 著しく 動 挿す る $ も の と し , 家 束 接種 試験 
の 結果 , 病 馬 の 熱 驚 作 時 に は 病 毒 の 起 病 力 最 も 
纏 く , 熱 芝 作 前 こと れ に 次 ぎ , 熱 下降 後 は 惨 く な 
る と と を 誇 明 し た と 言う 。 


以上 列 苗 し た 語 研 完 を 概括 し て みる と , 
CARRE et VALLEE, Ds Kock, MOcsy 等 の 共 
通所 見 と し て , 急性 , 悪 急 性 及び 慢性 等 の 病 弄 
は 病 毒 の 起 病 力 の 強 惨 に 由来 する る の で は な く , 
Ei 
し , 婦 潜伏 期 の 長短 も 同様 の 原因 と 考え 得る 

と は , DE Kock, MGcsy, KRAr, SN 
等 の 貨 験 に 妥 し 明か な よう に 思わ れる 。 本 來 俺 


Anamie に 比 し 強い と 言う 。 
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染 病 の 経過 と か 症 汰 の 軽重 は , 病原 醒 の 起 病 カカ 
と 個 骸 感受 性 及び 抵抗 力 の 相同 開 係 が 大 きく 肥 


_ 響 する の で あつ て , 俺 貸 の 場合 は 病 奏 の 起 病 力 


の 大 小 は 鱗 り 認め られ ず 筆 ろ 個 二 の 抵抗 力 , 感 
愛 性 の 強弱 が 特に 重要 富 さ れ て いる か の 如く 思 


われ る 。 何 れ に せよ 前 項 に 逃 べ た 動物 通過 に ょ 


る 起 病 カ の 増 綴 の 有無 と か 本 項 の 病 型 と 病 毒 の 
起 病 力 と の 開 係 等 の 諸 踏 は 未だ 研究 の 欠 地 が あ 
700OYS の る 9 

5. 起 病 力 の 灯 異 

ZiEeLER (1923) 及び ZrEGLER u. GROSSE 
(1925) は Sachsen その他 の 地方 に 区 生 し た 億 
希 病 例 の 六 穴 結果 か ら , その 病 型 を Stationare 
Anamie (慢性 進行 性 徐 血 ) と Kriegsseuche- 
anamie (Wechselfieber, LUHRS) と に と 分類 し , 
隔 者 は 疫 欧 的 に , 臨床 , 病理 解剖 上 性 質 の 異 る 
も る の と 巻 を た 。 前 葵 で は , ある 計 故 (G 人 人 稚 が 初 
殴 し て も 調 後 偉 括 が 起 ら ず , 病 馬 は 間 歌 熱 を 示 
し 一 般 に 慢性 経過 を と り , 高度 の 肝 腫 肛 と 亜 念 
性 乃至 慢性 腫 腫 が 見 られ る 。 後 著 で は 一 旦 病 馬 
が 腔 生 す る と , 流行 的 に 億 括 し 熱 衣 を 反復 し て 
2 っ 3 週 で 名 死す る 。 字 検 上 諸 臓 衝 の 出血 , 軽度 
の 肝 腫 肛 , 高度 の 外 腫 等 が 見 られ る 。 以 上 2 つ 
の 病 型 は 年 齢 及び 性 に 開 係 な く , 生 生 時 期 , 地 
質 等 に る 特別 な 開 係 は な い 。 と の 異 つ た 2 型 の 
病 馬 血 液 を 家 各 に 接種 する と , KKriegsseuche- 
anamie で は 特に m 液 償 の 上 昇 が Stationare 
以上 馬 及 び 家 束 に 
敵 す る 観察 か ら 二 つの 病 型 を 生ずる 病 毒 は 起 病 
カカ が 異 り , Stationare Anamie で は 起 病 カ の 
低下 し た 病 毒 が 作用 する の で あろ うと 想像 し て 
いる 。 と れ に 翌 し て MGcsy(1924) は , 臨床 , 病 
MNT WASSR 
原因 胸 的 に 全く 同一 の ゃ の で 
1 NE 
断じて いる 。 

一 方 rcHTERs(1934) は ドイ ツ 軍 馬 に 於 ける 
億 所 の 症 訴 , 経由 は 第 一 炊 大 戦 直 後 は 念 性 及び 
亜 念 性 が 主 位 を 占め た が , 近年 927 年 以降 ) 
は その 病勢 が 区 第 に 織 化 し て 慢性 緩和 な 病 型 が 
多く な り , 玉 ど 氏 死 を 見 な いと 言い , 超 病 力 が 
年 代 的 に 動 搭 する 可能 性 を 示唆 し て いる 。 駐 
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RAMoN et LEMETAYER (1934) は 偶 有 駿 の 初期 に 
. 用 いた 病 毒 が 潜伏 期 が 短く , 病 機 の 進行 速 か で 
動物 を 殆ど 致死 せしめ た が , その 後 葛 集 され た 
種々 の 系 続 の 病 奏 は 一 般 に 起 病 力 く , 接種 動 
物 は 多く 慢性 型 を 示し 死 牽 低く, 従 つて 衝 所 病 
毒 は 系 続 に ょ つて 起 病 力 の 程度 に 差異 が ある か , 
或 は 起 病 力 が 細 異 し て 低下 を 来 す も の で あろ う 
と 基 べ て いる 。 

以上 RicmrERs 等 の 観察 し た 事 寅 は , 豚 コ レ 
ラ の 場合 流行 期 に 甚 委 性 綴 過 の も の 多 般 し 葵 後 
爽 第 に 筐 性 乃至 亜 委 性 型 が 多く な る と ょ 言 2 従 
の 抽 念 と 相 符 合 す る も の が あり , その 原因 が 奈 


衝 に ある か は 興味 を 唆 る 問題 で ある 。 最近 


SrgrN 等 (1944) は 相 距 つた 地方 か ら 分 離さ れ 
た 九 つ の 系 統 の 偉 貸 病 毒 は その 起 病 力 に 差 を 示 
し た こと と を 注意 し て いる 。 

「 以上 諸 報 告 の 内 容 は , 結局 , 偉 代 病 毒 に は 起 
病 カ を 異 に する 系 統 が 存在 する か , 惑 は 何等 か 
の 要約 に ょ つて 起 病 力 の 書 異 が 招 來 され る か と 
言 2 二 つ の 問題 を 提供 し て いる 。 俺 所 は 元 來 病 
像 の 極め て 復 雑多 形 な 疾病 で あり , 症 訴 , 総 過 
等 の 不定 な る の で あつ て , 個 骨 の 感受 性 , 環境 , 


飼 杖 管 理 等 に ょ つて も $ 大 いじ に 有 素 手 さ れ る と と は . 


DE Kock, RicHTERs。MOcsy 等 の 強調 する 因 
で あり , タ 流 行 病 邊 上 か ら も 種々 な 流行 型 を 旦 
する 事 宮 が ある が , 
カカ に の み 重 四 を 賞 く と と は , 毅 訂 を 犯す 謀 が あ 
る 。 過 ゆる 有 要約 に 就 て 細心 茂 蜜 な 検討 が 必要 と 
思わ れる 。 


TV. 博 貧 病 奏 の 理化 有 患 的 性 映 


本 性 汰 に 開 す る 問題 の 中 で , 病 奏 の 理化 射 的 
腕 響 に 翌 する 抵抗 力 に 就 て は , 本 病 の 防疫 上 の 
要求 か ら 研 完 も 多く 散 多く の 報告 が な され て い 
る 。 従 つ て 特に 本 問題 に 開 し て は 三浦 の 詳細 な 
_ 弧 説 が 本 書 に 報告 され て いる か ら それ を 靖 照 原 
い 度 い 。 到 で は 葬 倫 の 2,3 項目 に 就 て 論 及 す る 
と と いす る 。 

1. 病 毒 の 限 外注 過 

KRAr(1933) 及び KsAr 等 (1934) は 本 病 毒 
の 限 外 濾 過 に 読 て 初め て 研究 を 試み た 。 氏 等 は 


それ ら の 原因 を 病 毒 の 起 病 


渡 過 膜 と し て Zsigmondy-Bachmann の type 
ultra を 用 と た 。 こと れ は 20m 以下 の 孔径 を 
も ち ベ ン ツ ォ ブ ルプ リン 及び コン ゴー 紅 を 通過 
せ ず , 従 つ て コロ イド を 通過 し な い 。 血清 を 濾 
過す る た め 25 祭 評 を 用 いた が , その 末 度 は 24 
時 間 で 15 cc の 濾液 を 得 ら れる 程度 で あつ を 。 
以上 の 方 法 で 濾過 し た 佑 貸 局 血 浅 の 濾液 12< 
15 cc を 健 馬 反 下 に 接種 し , 反復 同様 試験 を 講 
じ た が 毎回 陰性 成績 を 示し た 。 し か し 同一 血清 
の Berkefeld 濾液 及び 血清 と その ま ぃ を 注射 し 
た 2 例 は 何れ も 秋 病 し た 。 と の 結果 か ら 氏 は 俺 
貸 病 毒 は 血清 蛋白 に 固く 結合 し て いる だめ , 血 
清 コ ロイ ド と 共 (C 渡 膜 に 抑留 され る と 解 し た 。 
久 格 熱 時 の 病 馬 尿 で 蛋白 陽性 の も の は 有 毒 で あ 
る が , 属 白 陰性 の 場合 は 無 赤 で ある と と を 計 船 
接種 に よ つ て 誇 明 し , 従 つ て 尿 に 於 て も 病 毒 は 
尿 蛋 白 に 結合 し て いる と 基 べ て いる 。 本 邦 で は 
並河 ・ 小 林 (1943) が Thiessen の 限 旬 濾 過 器 
を 用 い , 濾 膜 は Zsigmondy-Bachmann の 最 
微 を 使用 し , 2 祭 魔 下 に 病 馬 血 清 の 限 狗 渡 和 仙 を 
行 つ た 。 タ 同氏 等 に よる と 病 馬 血 清 の 電 無 泳動 
謀 置 に よ つ て 病 毒 は 陽極 側 管 液 に 濃厚 に な る と 
言 ク ウ の で ある が , 新 る 濃厚 側 管 液 と 就 で も る 同一 
方 法 で 限 外 濾 過 を 講じ , 夫 等 の 濾液 を 3 頭 の 馬 


_ に 接種 し た 結果 は 何れ も 陰性 を 示し た と と か ら , 


氏 等 も $ 本 病 奏 は アルブミン と 同一 行動 を と り 葉 
らく 〈 く アルブミン と 吸着 きれ てい る も の と し , 
KsAr の 成績 を 青 定 し て いる 。 丸 BALOZET 
(1939) は Elford の コロ ヂ ウ ュ 膜 と Grabar 
示 置 を 併用 し て , 騙 馬 の 接種 俺 貸 清 に 就き 限 
外 渡 過 を 行 つ た 。 渡 膜 の 孔 符 小 な る も の は 陰 
を 大 き くし 長 時 間 濾過 し た 。 その 組合 せ は 爽 の 
如く で ある 。 人 
膜 の 孔径 (m め の 160 100 0 25 
評 力 (水銀 mmm) 一 35 一 75 一 75 -Z75 
時 間 1.5 時 。 3 太 。-: 9 還 和 22 明 
その 結果 100 mx 以上 の 膜 で は 病 毒 を 細 過 し , 
弁 を 10-12 日 で 肖 病 せしめ た が , 25<52 mp 
の 濾 膜 は 病 毒 の 通過 が 誇 明 し 得 な か つた 。 従 つ . 
て 孔径 52>100m の 膜 と 就 て 詳し く 買 験 すれ 
ば , 濾過 の 限界 が 刊 明 する の で あろ うと し , 以 
上 の 結果 か ら 不 完全 年 ら , 孔径 10<100 mx に 


於 ける 修正 奈 アー ュー> と し て 計算 する と 
ヵ = ア . の か ら , 僚 貸 病 毒 の 大 さ は . ル を 18<50 
mw で あろ うと ょ 推定 し て いる 。 
2. 病 毒 の 臨 析 並 に 秀 析 

MGcsy (1938) は 俺 所 馬 血清 を 析 し て 各 割 
分 申 に 於 ける 病 奈 の 有無 を 研究 し た 。 多 ち 芝 法 
と 従 つ て 病 馬 血清 を 蒸 偏 水 で 10 倍 稀 種 し , と 
れ C 等 量 の 飽和 硫 安 を 加 を 沈 湊 せしめ て グロ ブ 
リン 割 分 を 得る 。 炊 で 上 清 を 秀 析 レ て アル ブ ミ 
ン が 得 ら れる 。 血清 看 白 を 除去 し た 浴 析 物 は , 
ズル フォ サリ チー ル 酸 及び 三 論 化 酷 酸 に よる も 
蛋 自 の 浪 跡 を 認め な い 。 以上 三 つ の 割 分 に 就 て 
馬 可 接 種 試験 を 行 つ を 結果 は , アテ ルプ ミン 割 分 


は 必ず 和敬 病 し , グロ ブリ ン 割 分 は 1 例 を 除い て . 


- 他 は 普 病 し , タ 湊 析 物 は 全く 多 病 力 が な の と い 


2 成績 を 示し た 。 と の と と か ら MGcsy は 億 気 


病 毒 は 符 白 質 性 の も の か , 或 は 彰 く と も 和 蛋白質 
に 結合 し て いる と 報告 し た 。 を その後 , BAroZEr 
(1939) は MGcsy の 業績 を いろ いろ な 角度 か 
ら 抄 利 し て いる が , その 中 で BArozEr は 健康 
馬 血 清 に 全 錠 和 硫 安 を 加 を て グロ ブリ ン を 沈 湊 
せしめ , と の 沈 洲 を 逢 貸 馬 血 清 に 浮 治し め る 

と , グロ ブリ ン は 人 刊 貸 病 毒 を 吸着 し て 巴 馬 を 殴 
_ 症 せしめ た と 言う 寛 験 を 行い , MGcsy の 考え る 
ょ うに 俺 任 病 毒 は 化 朋 的 に グロ ブリ ン に 結合 し 
又は グロブリン 近 終 な 化 軸 的 性 換 を 有する も 
の で は な く , グロ ブリ ン と 病 奏 の 結び 付き は 軍 
_ 物理 的 の も の で ある と ょ と 逃 べ て いる 。 “ 

最近 アメ リカ の SrgIN 等 (1944) は 硫酸 紙 
又は モロ ファ ン を 用 いて 透析 試験 を 行い , 注目 


すべ き 所 見 を 記載 し て いる 。 氏 等 の 和 験 成績 を | 


和 精々 詳細 に 摘 銚 し て みる と, (1) 病 馬 血 清 に 飽和 
碗 安 を 加え て 硫 安 濃度 を 31.5 多 と し それ か ら 
得 ら れ た euglobulin は 健 馬 を 和敬 病 な せしめ る が , 
同 割 分 を 更に 60C1 時間 加 泥 する と 病 毒 は 硫 
_ 壊さ れ を た 。(2) 勿 め 漏 量 を 検定 し た 硫酸 紙 秀 析 
還 と 病 馬 血 済 を 盛り , 無 菌 蒸 鍋 水 を 容れ た ビー カ 
ー 中 と 浮 べべ 18 日 間 5C で 透析 する 。 そ の 結果 

得 ら ち れ た 埋 周 園 の 蒸 仙 水 65cc を 健 馬 に 接種 し 
。 て 艇 病 せ し め た 。 タ 同 一 病 且 血清 を 塵 析 法 に 


- つて euglobuHn、pseudoglobulin, albumin 


胡 び 以上 3 割 分 を 除去 し た 凛 液 の 4 部 分 に 分 割 
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し , 夫々 2.5<4.5 日 間 硫 安 を 除去 する た め 硫 
酸 紙 透析 維 を 用 い 流 水中 で 肖 析 し た 。 と れ 筆 4 
割 分 を 接種 し た 民 は 何れ も 鍋 病 せま 。 以上 の 息 
胡 か ら 有 毒 血 病 内 の 病 毒 は , 一 定量 の 蒸 鯛 水 で 
る 硫酸 紙 膜 か ら 振 散 し , 同時 と 冷 流水 中 で 湊 析 
し て も 血清 の 各 割 分 か ら 病 書 が 透過 消 天 する と 
と が 判る 。(③) 近 時 硫酸 紙 の 代り 【( に セロファン 
が , 湊 析 及び 限 外 濾 過 に 護 く 用 いら れ て いる の 
で 著者 等 は 最も 大 き な 孔 径 を 有する 牌 滑 透 明 の 
モ セロファン (Gauge 300) に 就 て 試験 し た 。 病 馬 
血清 を 3 部 に 司 分 し 1 部 は 無 席 置 で 毒 力 試 験 と , 
2 部 は モロ ファ ン 透 析 雲 に 容れ で て 6 日 間 冷 流水 
中 で 透析 し , 又 3 部 は モロ ファ ン 糞 に 容れ て 
2000cc の 減 菌 蒸 岬 水中 に 浮 べ 5C 16 日 間 衝 
析 し た 。 無 廣 置 血 洪 は 健 詩 を 9 日 で 欺 病 せしめ 
た だ が, 冷 流水 中 の 舌 析 血清 は 縮 病 せ ず 。 蒸 骨 水 
中 の 湊 析 血清 は 健 馬 を 33 日 後 次 病 せ し め その 
竣 過 は 慢性 を 示し その 起 病 カカ を 減じ た も の い 如 
く で ある 。 又 透 析 に 用 いた を 蒸 鍋 水 800 cc を 注 
射 し た 健司 は 50 日 目 に 帯 度 の 熱 反 應 を 呈し た 
の み で あつ た 。 以上 の 結果 か ら 流 水中 で 肖 析 す 
れ だ だ 病 土 は 明か に モロ ファ ン 膜 を 箕 過 する 。 
以上 3 段階 の 賀 験 を 通じ て SrErN 等 は 本 病 
毒 は 衝 析 性 で ある ょ 結論 し た の で あつ て , 従 来 
KsAr, MGcsy, 並河 ・ 小林 等 の 本 病 毒 は 血清 蛋 
白 に 強く 固着 する と いう 見 解 を 定 し 去る 結果 
と な り , 今後 本 病 奏 の 研究 上 最も 重要 な 病 書 の 


純化 , 軍 離 等 の 狙い に 翌 し , 有力 な 示唆 と な る 


と と を 期待 する も る の で ある 。 
3. 病 毒 の 電気 的 性 質 
上 逃 の 久 析 法 の 外 に 他 病 毒 で は その 精製 法 と 


し て 速 心 分 離 活 。 吸着 盗 柳 法 。 電気 泳動 法 等 各 


種 の 方 法 が 行わ れ て いる が , 並河 ・ 葛城 (1943) 
は 俺 狗 病 毒 に 就 て 初め て 電 無 泳動 法 を 試み た 成 
績 を 報告 し て いる 。 氏 等 は OItenberg nu. Sten- 
back の 電 無 泳動 装置 を 更に 中 島 の 改良 し た も 
の を 使用 し た 。 病 馬 血 済 を Walpole 氏 酷 酸 堅 , 
SorenSsen 酸 訪 又 は CIark 層 Lubs 少 酸 ナ ト 
ロン 導 衝 液 で 4 條 に 稀 和 し て 電気 泳動 を 行 つ を 。 
秩 衝 液 の pH は 4.14<10.09 の 範 園 で 病 馬 血 
江 の 坦 泳 動 を 行い , 陰陽 爾 極 に 集 つ を 泳動 液 
を 健司 に 接種 し 芝 病 の 有無 に よ つ て , 本 病 奏 が 
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何れ の 極 に 泳動 し た か を 制定 し て いる 。 そら の 結 
果 pH 7.48, 7.58 及び 10.09 の テル カリ 衝 
液 中 で は 病 毒 は 陰性 荷電 で 陽極 に 集合 する と と 
が 計 明 され を た 。 双 酸性 メデ ウム で は pH 4.97 
迄 は 同様 陰性 荷電 で ある が pH 4.41 と な る と 
陰陽 柄 極 管 液 は 接種 する ゃ 共に 敬 病 な ず , 恐 ら 
く と の 程度 の 酸性 メデ ウム 中 で は 病 毒 が 等 電位 
邊 に あつ て 何れ に も 泳動 し な いか , ある い は 酸 
度 高 いた め 無 毒 化 する に 非 ま や と し て いる 。 以 
上 の 如く 病 毒 は pH 4.97 て 10.09 の 範 園 で は 陰 
性 荷電 で あり 一 方 血清 蛋 白 は pH 5.14 て 10.09 
の 範 園 で は 同様 陰性 荷電 で ある が , pH 條 94 以 


上 の 酸 吐 メ ヂ ウム で は 陽 作 荷 電 に 韓 じ , 徒 つ て 


pH 4.94 こ 4.97 で は 雨 者 の 荷電 が 血清 蛋白 で 
は 大 内 陽 隆 , 病 赤 で は 陰性 と な る か ら と の 前 後 
の メ ヂ ウム に 於 て 比較 的 純 大 に 病 毒 を 分 離し 得 
る も の と 認め る と ょ と 圧 著 は 和 区 べ て いる 。 

以上 並河 ・ 葛 城 の 研究 は SrErN 等 の 業績 と 
同様 俺 気 病 雪 の 精製 の 方 向 に 多く の 示唆 を 興 を 
る も の 如く 思わ れる の で あつ て , 最近 本邦 の 
覧 克 方 面 で 皮 に 應 用 化す る に 到 つ た Tiselius の 
手 置 に よる 直人 泳 動 法 の 如き も, 俺 気 研究 の た 
め 得 速 に 導入 され て 然るべき も の と 思う 。 

4. 病 毒 の 吸着 

MARTrrN(1939) は 半 酸 及 絞 衛 液 80 cc, 10 倍 
曹達 液 0.5cc と 燕 食 水 で 5 倍 に 笑 各 し た 俺 貧 
同 血 清 20cc と を 混合 し , と れ に 水 酸 化 アル シミ 
= ッ ウム 100g を 加え を , 1 時 間 振 揚 後 室温 暗 所 に 
48 時間 放置 し た 後 , 混合 液 を 速 心 分 離し て 得 た 
沈 湊 を 3 回 反復 洗 光 し , 該 沈 滅 を 100cc の 焼 
酸 塵 締 衝 液 で 氏 刑 と する 。 3 回 洗 洒 の 結果 洗 浴 
液 は 蛋白 反 鷹 全く 陰性 と な り , 俺 作 病 毒 は 血清 
彼 白 に 固着 する と いう KsAr の 見 解 よ りす れ ば , 
洗 交 液 中 に は も は や 病 毒 が 存在 し な いと いう 推 
定 が 下さ れ だ た 。 親 る アル シミ ニウム 鍋 を 10 cc 
鍵 康 馬 馬 の 皮下 に 接種 する と 伺 れ も よく 北 病 し , 
合計 8 頭 の 接種 馬 の 中 7 頭 は 七 病 し 1 頭 は 潜 
伏 感染 する と いう 成績 を 示し た 。 と の 資 駿 か ら 
氏 は , 俺 作 病 寺 は アル ミニ ェ ウ ム K 吸 着 さ れ その 
起 病 力 を 嫌 化 し な いと 結論 し , 俺 作 病 毒 研究 に 
新 方 向 を 異 を える も の だ と ょ と 逃 べ て いる 。 


V. 俺 偶 病 毒 の 本 質 に 開 す る 
. MocSY の 提唱 論 


CARRE et VALLEE (に よ つ て , 俺 委 病 原 表 は 濾 
過 性 の 不可 覗 微生物 な り と する 知見 が 行わ れ , 
本 病 の 原因 論 は 一 鷹 終止 答 が 打 た れ た 。 人 える は, 
極 く 微小 な 濾 聞 性 微生物 が 馬 骸 に 侯 入 す る と と 
に ょ つて 億 貸 が 起 る と いう 通念 の 下 に 何 の 紅 問 
も 生れ る と と も な く 長 年 月 を 経過 し た 。 然るに 
1932 年 に 至 つて MGcsy は “ 偽 外 の 和敬 生 病理 に 
開 す る 研究 ” を Arch. Tierhlk. 誌上 に 和 区 窒 し , 
佑 気 病 毒 の 生物 た る と と に と 疑 問答 を 投じ , 識者 
間 に 和 精々 新鮮 な 刺 戦 を 提供 し た 。 以下 に IMGcsy 
の 所 論 を 摘 多 し て みる 。 

信 貸 病原 骸 の 本 質 に 職 す る 召 々 の 知識 は 未だ 


隙間 だ ら け で ある 。 し か し , 本 病 毒 が 濾 包 性 で 


あり 不可 避 な る と と は 事 四 で あり , 60?C1 時 間 
の 加熱 に 抵抗 し , ヌ 避 種 の 化 聖 弾 , 低 漏 , 束 燥 , 
腐敗 等 に 玲 し て も か な り 強 い 畠 抗 力 を 示す と と 
る 事 真 で ある が , 決定 的 な 詩 明 を 鉄 くだ め , それ 
が 生物 で ある か 或 は 液 汰 の 無 生 病 原 購 で ある か 
は 制 明 し な い 。 感染 後に 於 ける 病 毒 の 起 病 性 や 
馬 帆 内 に 於 ける 増殖 と いう 事 齋 け で は 病 毒 自 
立 の 増殖 , 生活 現象 の 存在 を 確定 する も の で は 
な く , 双 動物 累代 通過 の 可能 性 に 就 で る 同様 で 
ある 。 何 故 な ら ば , 同様 の 過程 が 眞 の 無生物 に 
於 て も 一 例 を ば DELAZENNE et LEDpEgBT に よ つ 
て 行わ れ た エン テロ キナーゼ 通過 試験 で は , 非 
働 性 膝 液 に = ン テ ロ キナ ー で ゼ を 加え を O'C で 作用 
させ る と トリ プシ ノー ゲン が トリ プシ ン に 化 


する ば か り で な く , その 反 鷹 物質 を 新しい 非 働 


仁 膝 液 に 1/10 の 割 に 添加 する と 同様 活性 化し , 
新 く て 30 代 も 通過 が 成功 し た 一 一 盾 察し 得る 
か ら で あ る 。 DosRR は 上 既に 感染 動物 の 生活 細 
胞 に 於 ける 感染 物質 の 増殖 機甲 に 就 て , 感染 物 
質 は 無 生 の 喚起 因子 印 ち 刺 戦 物質 の 役割 を 失 営 
し , 折 く し て 細胞 内 反 鷹 を 進行 な し め , し か る も 反 
應 の 結末 産物 の 中 に 再び 自身 が 生産 され る ょ 言 
う 説 を 提唱 し た の で ある が , 恐らく 億 所 の 場合 
に も る , 同様 の 過程 が 行わ れる よう に 思わ れる 。 
病 馬 醒 内 至る 虎 に 存在 する 感染 物質 は , 感染 時 
侵入 し た 病 毒 の 直接 の 増 に よる も の で は な く , 


最初 に 導入 され た 病原 骨 の 作用 に 基く 感染 動物 
の 異常 代謝 の 産物 と し て 産生 さき れる も の ょ 如く 
で ある 。 載 殖 能 力 と 言う も ゃ の は 特に 生物 の 定型 
的 基本 現象 に 属す る も の で は な く (W. Roux), 
育 及び 若 将 の 表現 と し て 量 の 増加 と 個 骨 の 培 
数 が 光 克 的 方 法 で 確 寅 に 認め られ た 場合 に の み 
然 り と 言い 得る 。 し か し 俺 所 病 原 醒 に 就 て は 未 
だ 染色 及び 培養 に ょ る 誇 明 法 は 庫 見 され て いな 
いし , 病 奏 の 化 驚 的 性 質 に 就 て も 殖 ど 検討 され 
て は いな い 。 そ れ が 蛋白 質 か ら 成 る る の か , 蛋 
白質 に 結合 する も の で ある か , 牙 は 無 算 白 の 江 
液 が 感染 作 を 有する の か 不明 で ある 。 

以上 MGcsy の 所 論 さ , DoERR(1923) の 訟 を 
その まい 演 縄 し た も の で あつ て , 氏 は その 祥 駿 
的 根 搬 を 得る た め , 第 TV 章 2 節 と 逃 べ た よう な 
訪 析 並 に 秀 析 法 に ょ る 俺 外 馬 血清 の 分割 を 行 つ 
た 。 そ の 結果 , アル ブ ミ ン 割 分 は 常に 確 冥 に 区 
症 力 を も ち , グロ ブリ ン の 完全 除去 や 血清 塵 類 
及び その 他 の 湊 析 性 物質 の 除去 に ょ つて , 逐 響 
を 開 ら まず , グロ ブリ ン 着 分 は 1 例 を 除き 冬 症 力 
を 示し , 蛋白 反 應 の 無い 箕 析 物 は 全く 般 症 力 が 
無い と 言う 成績 を 得 た 。 そ と で , 碧 清 中 に 含ま 
れる 感染 物質 を 生活 物 と する な ら ば , と の よう 
な 極端 に 制限 され た 組成 を も つと 言う こと が 今 
是 の 生命 及び 生活 物 の 概念 に 営 駅 らち な いし , 婦 
病 膨 血清 に 暫 す る え 線 尻 射 の 結果 , 生物 と し て 
は 振 抗 し 得 な い 大 量 の 放射 に も よく 堪え を る て と 言 
2 成績 か ら , 俺 貸 の 感染 物質 は 無 生 の も の で あ 
り , 看 白 質 性 の ぁ る の か 或 は 落 く と も る 和 蛋白 質 C 結 
合 し て いる と 結論 し た 。 

以上 MGcsY の 偉 貧 病 毒 無 生 論 に 肢 し て , 
BAroZET(1939) は 厳密 な 検討 を 行 つ て , その 艇 
験 の 空隙 を 指摘 し と れ に 反 駿 を 加 を て いる 。 


先ず MOcsY の 行 つ た 俺 貸 血 済 に 軒 す る 叉 線 
. 乳 射 量 50,000-109,000 7 に 就 て は , LEVrN ・ 


LoMrINskY の 肝 ベ スト 病 毒 又 LACASSAGNE・ 


NykA の 疲 毒 に 肝 す る 又 線 の 減殺 服 射 量 に 比べ 
て 徹 ろ 過少 で あり , 従 つて 俺 貸 病 毒 が , 50,000 


< と 100,000 7 に 抵抗 する の は 他 病 毒 に 比べ 異常 


を 示す も の で は な い 。 双 血清 看 白 分 割 の 分 割 流 
C 詩 し て は , (1) 年 飽和 硫 安 に ょ る 沈 湿 法 で は 


血清 グロ ブリ ン を 完全 に 分 割 出来 な い 。 RocHEg. 
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等 に よる と グロ ブリ ン 沈 渡 は 飽和 硫 安 の 30 時 
加 で 始ま り 60 外 加 で 終る し , ア ル ブ ミ ン は 60 
加 で 始ま り 70 加 で 終る 。 又 年 飽和 硫 安 で 沈 
浅 す る グロ ブリ ン 量 は 血清 グロ ブリ ン 綿 量 の 273 
に 過ぎ ぬ と され で て いろ る 。 新 く グロ ブリ ン 沈 湿 法 
は 不正 確 で あつ て , グロ ブリ ン と アテ アルブミン と 
の 間 に は 明確 な 沈 渡 域 の 限界 が な いか ら 雨 者 を 
完全 (と 分 割 す る と と は 不可 能 で あり , 従 つ て ア 
ルプ ブ ミ ン , グロ ブリ ン の 何れ に 俺 気 病 毒 が 結合 
し て いる か と 言う 帳 も 不明 で ある 。(2) 相 清 看 


白 を 沈 湊 す る 際 に , その 沈 汰 物 の 吸着 現象 に も 


注意 を 要する 。 多 ち 健 鹿 血 清 に 年 飽和 硫 安 を 加 
を て グロブリン 洗 洲 を 作り , と の 沈 間 を 俺 作 血 
清 に 浮 渡 せしめ る と 侯 気 病 毒 を 明 着 する と 言う 
連 駿 成績 から, グロ ブリ ン と 病 毒 の 結び つき は 
物理 的 の も の で , MGcsy の 言う 如き 億 衝 病 毒 
が グロ ブリ ン と 近 終 な 蛋白質 性 の も の と か 或 は 
グロ ブリ ン に 化 克 的 に 結合 し て いる と は 言え な 
い 。 

又 俺 貧 病 毒 が 生か 無 生 か の 問題 は 所 詩 定義 の 
問題 で あつ て , 煙 革 モザ イク 病 奏 その 他 の 植物 
病 毒 か ら 分 離さ れ を 結晶 性 蛋白 質 の 化 壁 的 組成 
は 比較 的 軍 純 で 楼 蛋 白質 と され て いる が が, とれ 
ら の 病 毒 は 理化 了 的 感 作 に 翌 し 敏感 で あり , 丸 
増殖 能力 及び 二 爽 的 に 適 應 し 好 異 する 能力 が あ 
る 。 若 し 生 命 な る 概念 が 以上 の 諸 性 汰 を 備 を る 
存在 と 云う の で あれ ば , 侯 貧 病 奏 $ 赤 他 の 病 毒 
と 同様 , 生け る 性 質 の も の と 見 る こと ょ が 出來 る 
し 若 し 又 以上 の 定義 が 不 充分 で あつ て , ょ り 
複雑 な 有機 物質 な し に 生命 は あり 得 な い ょ 款 う 
の で あれ ば , 綿 て の 病 毒 の 生 は 示 認 され ね ば な 
ら ぬ 。 と の よう に BArozgrT は 俺 貧 病 奏 の 生 , 
無 生 に 回す る 論議 を 加 を て いる 。 

STrANLEY に よる 煙草 モザ イク 病 毒 が 結 融 性 
の 大 分 子 量 を も つた 和 蛋白質 で ある と と の 巨大 な 
縮 見 , それ に 次 ぐい くつ か の 植物 病原 病 毒 が 桜 
蛋白 質 と 見 られ る 結晶 の 形 で 軍 離 され た と 云 2 
事 條 は , 必然 的 病 奏 は 生か 無 生 か と 言う 句 問 
を 提 超 せしめ た 。 そ の 結果 壮 つ か の 見 解 が 今日 
行わ れ て いる けれ ども る, 未だ 黒白 が は つき り し 
た と は 言え な い 。 俺 貸 病 毒 研究 の 現状 で は , と 
の 種 の 問題 に 立入 る 前 に 病 雪 の 基本 的 諸 性 訴 の 
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検索 に 傾倒 すべ きも の と 信ずる 。 


VI. 羊 及び 山羊 の 俺 貧 


刊 貸 は 馬 属 特有 の 疾患 で あつ て , 他 動 物 に は 


人 工 接 種 不能 と され て いる 。 然るに 1924 年 
DoNArTrEN et LEsTOQUARD(1924) は , アル ジェ 
リー の Pasteur 研究 所 に 於 で , 半 及び 山羊 の 
渡 過 性 病 毒 に よる 1 疾患 を 謝 見 し , し か も それ 
が 馬 の 億 気 に 酷 似 す る も の で ある と と を 次 表し 
て 大 いと 注目 され た の で あつ て , 葵 来 VELU は 
モロ ッ コ に 於 で, LEsTOQUARD et EKSEM(1932 ) 
は アデ アナ トリ ヤ の Hara-Karacabey 國 立 種 芋 場 


に 於 て , 双 GERrAcH (1933) る 同 牧場 に 於 て 同 _ 


一 疾患 を 確認 し た 。 更に CARRE et VERGE 
(1935) は フラ ンス で も 略 同様 の 疾患 と 遭遇 し た 
と と を 記載 し て いる 。 

本 病人 見 著 の DoNATrEN et LEsTOQUARD は , 
本 病 を 羊 , 山 拳 の 悪性 貸 血 “上 anemie per- 
nicieuSse du mouton et de la chevre "と ょ 命 
名 し , せ ERLACH は 羊 の 億 染 性 答 面 “Infektiose 
Anamie der Schafe ” と 呼び . 後 CARRE et 
VERcE 及び ZZWrck(1935) 等 は 何れ る"L'anemie 
infectieuse du mouton et de la chevre "と 
改 め , 周 の 俺 筐 と 併 立 し て 革 , 山羊 の 億 貸 と 呼 
ん で いる 。 本 病 は 現在 その 区 生 が 略 地中海 洛 涯 
に 限ら れ て いる 有 様 で , 勿論 本 邦 で は 全く 知ら 
季 て いな い 疾患 で は ある が , 計 億 貸 に 酷似 し た 
病気 を 惹き 起す 病原 岡 に 就 て も る その 異同 を 禄 2 
と と は 興味 を 謗 われ る し , 双 俺 染 病 と し て の 本 
病 の 一 般 的 な 性 格 に 就 て も 彼 此 時 妥 し て を く と 
と は , 今後 の 研究 上 多少 参考 に な る こと と 思い , 
科 卓 に 以上 請 報 告 の 内 容 を 摘 銘 する と と いし 
た に 

1. 病原 吉 

DoNATiEN et LESTOQUARD (1924) は , アル 
ジェ リー で 擬 察 し た 本 病 に 開 す る 最初 の 報告 に 
於 て , 病 芋 血 策 は Chamberland Li 及び Ls で 濾 
過 し て も 依然 感染 仁 を 保持 する と と か ら , 本 病 
原 角 は 濾過 隆 で ある と 断定 し た 。 LESsToQUARD 
et EKREM(1932) は 土足 古 ア テ ナ ト リヤ の Hara- 
Karacabey 國 立 種 羊 場 で , 同様 疾患 を 航 寮 し , 
病 半 血液 及び 血清 の 微量 で 他 を 感染 せしめ 得 た 


が 血清 の 濾過 試験 は 行わ か , た ゞ 血液 寄生 器 や 
病原 細菌 を 検出 し 得 こ と か ら , 本 病 は 明か に 
テル ジェ リー に 見 られ る も の と 同様 , 濾過 性 病 毒 
に 因 る も の と 推定 レ し た 。GERrAcH(1933) は 同一 
履 場 に 於 て , 病 羊 血 清 を Berkefeld で 波 過 し 接 
種 試験 の 結果 陽 作 を 得 た と 報告 し, LESTOQUARD 
et EkREM の 研究 を 補足 し た の で ある 。 以上 の 
研究 に ょ つて , 羊 , 山羊 の 俺 貸 病 原 帳 が 江 人 性 
病 毒 な る と と は 決定 され だ た も の と 思わ れる 。 
2. 病 毒 の 抵抗 

DoNArTriEN et LESsTOQUARD(1926) に よれ ば , 
本 病 土 は 10C で ユ ヵ 月 間 その 超 病 力 を 保持 す 
る ろ 。 sunoxol を 0.05 又は ヘ へ クサ メチ ー ル 系 
を 0.033 錠 に 加 を 20~>22 で に 4 日 間 放置 し 
て も 起 病 力 は 障 旭 されない 。 

3. 感受 性 

DoNATiEN et LESTOQUARD は アル ジェ リー 
産 の 羊 , 山羊 間 に 本 病 の 自然 感染 を 角 見 し た の 
で あろ る が , LEsTOQUARD et EKREM 及び . 
GERLAcCH の アナ トリ ヤ で の 観察 で は , 土産 神 
改良 の を ため ハン ガリ ー か ら 較 入 し た メリ ノー 種 
の 純血 及び 改良 され た メリ ノー 年 血 種 の み 本 病 
に 問 す る 感受 人 性 が あつ て , 土産 種 の 裕 病 し た も 
の は な いと 報告 し て いる 。 他 種 動物 の 本 病 毒 
に 習 す る 感受 性 に 就 で は, DoNATiEN Gt 
LEsToouaRDp (1924, 1926) は 騙 馬 及び 妨 に 病 壮 
血液 を 接種 し て 熱性 貸 血 を 起き し め , と れ ら の 
人 工 感染 か ら 羊 へ の 復旧 試 験 $ 成功 し て い 
ろ 。 タ 鋼 導 属 の 1 種 472cgczzS 222227S と 問 し て 
る 喝 性 成績 を 得 た が , 大 , 系, 計 は 感受 価 が な い の 
と 球 う 。 双 LEsroQuaRD et EKREM は 参 馬 及 
び 犠 に , GERLAcH は 局 に 本 病 毒 を 接種 し て 夫 
夫 克 病 せしめ た と 報告 し て いる 。 

4. 感 楽 法 

人 工 感染 で は , 有 奏 血 液 の 皮下 及び 静 賑 内 接 
種 で 容易 に 羊 , 山羊 に 感染 し 得る 。 DONATIEN 
et LEsroouARD は 羊 か ら 羊 へ 15 代 果 代 接 種 
し 得 た と 云う 。 双 羊 に 毒 血 を 綴 口 投 輸 し て 次 病 
せしめ て いる 。 従 つて 自然 感染 法 と し て は 同居 
感染 が 主として 行わ れ , 有毒 尿 の 滞 染 物 に よ る 
媒介 が 主要 な も る の と し て 取上げ られ , 吸血 星 
の 役割 に 就 て は 誰 も 言及 し て いな い 。 


本 病 で は 潜伏 感染 の 問題 $ 赤 注目 され て い 
ろ る 。JDoNATiEN et LEsTOQUARD は , 一 旦 本 病 
を 耐 刀 後 尺 復 其 態 に ある も の で も その 血液 は 病 
毒 を 保有 し , 寄生 上 。 柴 養 不良 等 の 原因 に よる 
抵抗 力 の 低下 に ょ つて 再 驚 する こと を 扶 穴 し て 
いる し , GERrAcH も 赤 病 毒 保有 羊 を 注意 し て 
いる 。 と れ ら の 羊 は 外 製 健康 に 見 を る が ピロ プ 
ラス マ 病 や 歴 貢 の 多 敷 寄生 に よ つ て 貸 血 が 起 る 
と 本 病 も 誘 苑 され 易い と 言う 。 
5. 症候 及び 経過 
DoNArrEN et LESTOoQUARD (こよ れ ば , 熱 型 
は 不正 で 短期 間 の 熱 衣 作 と 不定 の 聞 歌 期 と に 分 
けら れる 。 食 然 あ る に 拘ら まま 仙 療 は 進行 する 。 
動物 は 奏 朋 し 横 玲 を 欲す る 。 和 被 毛 は 脱落 し 易く , 
尿意 頻 同 , 展 < 下 病 が 見 られ る 。 結膜 は ベラ 色 , 
浮腫 性 で ある 。 GERLAcH は 知 息 の 鈍 肛 及び 修 
意 を 特徴 と し て 員 げ て いる 。 最後 は 悪 液 質 の 所 
見 が 著しく な る 。 
その 経 仙 は , 人 工 感染 羊 で は 和敬 病 後 7 て 10 日 
で 解 死す る $ も の が あり タタ 敷 語 間 熱 庫 作 を 反復 し 
て 死 の 軸 志 を と る も の も ある 。 1 例 で は 130 日 
の 経 過 日 散 中 11 同 の 熱 毅 作 を 反復 し た と 言う 
(DONATrIEN et LESTOQUARD ) 。 GERLACH が ア 
ナ ト リア で 観察 し た 病 例 は , 箇 性 例 で は 6<8 
週間 以内 に 沿 死 する も の が ある が , 慢性 例 で は 
敷 月 生存 する 。 一 般 に アナ トリ アテ に 敬 生 する 
革 の 俺 気 は 潜伏 型 が 多い こと を 強調 し て いる 。 
6. 血液 導 化 


血液 は 北 固 性 は ある が 礼 色 速 か で ある 。 赤 血 


球 は 熱 開 作 毎 に 減少 し , 200 高 程度 に 気 血 す る 。 
直 液 沈降 速度 は 著しく 元 進 する 。 白血球 敷 は 遂 
化 せま 。 大 小 不 同 及び 異形 赤血球 が 出現 する が , 


血液 再生 の 像 は な い (DoNArrgN et LgsTo- 


QUARD, LESTOQUARD et EkREM)。 これ に 反し 
GERLAcCH は 大 赤血球 , エリ トロ プ ブラス テン, ノ 
ル モ ブ ラス テン , メ ガロ ブラ ステ ン の 出現 や , 鹿 
。 基 性 及び 多 染 赤血球 の 多 敷 に 出現 する こと を 認 
め , 本 貧血 が 再生 不良 の あの で な いと と を 枯 べ 
ュー 
' 7. 病理 解 剤 晃 的 所 見 

悪 液 質 の 所 見 は 毎 常 見 られ と れ と 敗血症 所 見 

( 充 血 , 血 斑 ) が 加わ つて いる 。 脂肪 織 は 消失 と 
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その 胎 様 髪 位 , 筋肉 の 蒼白 混 潤 , 光 巴 腺 の 腫 大 
と 光 巴 液 充 飛 , 肝 の 入 地 , 心筋 脱 層 , 心筋 内 出 
血 , 心 内 外 膜 下 出血 斑 , 崩 舌 用 様 化 と 出血 斑 の 
箕 在 が 見 られ , 腫 は 著 絆 が な い 。 副 環 は 全 例 腫 
大 し , 禄 面 は 浮腫 , 充血 , 皮質 及び 髄 質 の 出 析 
が 見 られ る 。 細胞 織 性 と し て は 原形 質 の ホ モ ゲ 
= ニ ザ チ オン, 桜の 室 泡 形成 が 認め られ る 。 

8. 和 壮 , 山芋 億 貸 病 毒 と 馬 億 貧 病 毒 の 

比 寺 “ 

圭 , 山羊 の 偉 條 は 開 爽 熱 及び 貸 血 を 主 竹 と す 
る 帳 ,- 病 毒 の 性 状 , 血液 項 化 , 病理 解剖 所 見 , 自 
然 感染 法 , 保 毒 過 の 存在 等 , 馬 の 俺 握 と 相似 す 
る 農 が 多く , 衝 つ て 十 種 病 寺 の 凌 同 に 就 て は 充 
分 な 検討 を 必要 と する 。 

半 俺 貸 病 毒 が , 語 , 騒 , 策 , 猿 等 に 接種 され た 場 
合 に 所 調 偉 貸 症 汰 を 惹起 する と と は DoNArTrgN 
et LESTOQUARD, LESTOQUARD et EKREM. 
GERLACH 等 の 邊 駿 に 全 つ て 明か に され だ けれ 
ど ご も, 一 方 馬 の 俺 貸 病 雪 を 以 て する 半 の 感染 試 
験 は 従来 殆ど 陰性 の 成績 を 示し , 僅 C 臨時 馬 疫 
調査 委員 會 , HARrNc(1937) 等 は 接種 後 敬 熱 す 
る も の が ある と と を 記載 し , BArLozgT(1937) は 
接種 後 8 日 の 羊 血 液 を 馬 に 復 包 し て 陽性 成績 
を 得 た が 40 日 で は 陰性 で あつ た と 言う 報告 を 見 
る に 過ぎ な い 。JDoNATrEN et LESTOQUARD は 
壮 病 毒 が 詩 に 感受 作 あ る こと か ら 逆 に 仔 山羊 肥 
び 交 圭 に 馬 偉 貸 病 毒 を 接種 し た が 陰性 で あつ 
7 双 病 毒 は 猿 72cczzs 222Zz26S に と 病原 性 あ 
る と と を 立 計 し た の で , 同様 に 馬 病 毒 が 狭 に も 
感受 する か 松 か を 確 め る た だ ため 1 連 の 接種 試験 を 
反復 し た が 不 成 功 に 終 つ た 。. 多 ち 氏 等 は 俺 作 馬 
血液 10cc を 猿 に 接種 し た が , 2 ヵ月 間 休 等 症 
状 を 表わさ まず, その 後 羊 俺 気 血 液 20cc を 接種 
し た 場合 は 何れ も よく 毅 病 し た と と か ら 栗 種 病 
毒 は 全く 凌 種 の も の で ある と 結論 し て いる 。 


Vi. 結 言 


以上 筆 考 は , 冗長 直 速 で は あつ を が, 俺 貧 病 
原 骨 を 中 心 に , CARRE et VALLEE の 病原 病 毒 藩 
見 が 一 般 に 容認 され る に 至る 前 後 を 通じ て 行わ 
れ た 各種 の 病原 読 を 整理 し , 更に 病 毒 の 生物 學 
的 並 と 理化 苫 的 性 大 に つい て は 出來 る 丈 け 廣 く 
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且つ 思 資 に 個々 の 業績 を 紹介 し た つも り で あ 
る 。 と 言う の も , 今後 謎 の 俺 貸 を 白 日 の 下 に と 晶 
路 す る 唯一 の 擁 径 は , 病 赤 と その も の 正直 を 掴 
む に 在 る と 固く 信 ま る か ら で あ る 。 侯 貧 病原 財 
の 区 見 と いう 大 き な 貢 庶 が CARRE et VALLEE 
に よ つ て も ただ たら され て 以来 40 人 欠 年 の 時 が 経ち , 
その 間 俺 貸 病 毒 に 就 て る 限ら ちら れ た 研究 者 で は あ 
る が 眞 別 な 努力 が 積 重ね られ 今日 に 至 つ た 。 し 
か し な が ら と れ 等 先 人 達 の 業績 は 略 上 逃 の 剖 項 
に 甘 き る の で あつ て , 寂 英 の 感 を 欧 れ な い 。 僅 
C KRAr の 限 外 濾過 試験 を 手 初め と し て , 雇 
析 , 湊 析 , 電 無 泳動 等 に ょ る 病 毒 の 沖 編 , 精製 へ 
の る 3 の 試み は , その 成果 は 別 問 題 と し て , 何 
か し ら 明 る い 購 示 を 典 ん て いる 如く 思わ れる 。 
し か し これら 試み は , 滞 く 問題 の 所 在 を 召 人 に 
提供 する 程度 で あつ て , と の 藤 工 を 如何 に 生長 
遂 選 せしめ る か は , 吾 人 の 着 意 と 努力 に 懸 つて 
いる 。 そ の 意味 で 並河 ・ 小 林 , STErN 等 の 仕事 
は , 病 毒 の 精製 純化 の 狙い に 将 す る よき 素材 か 
と 思わ れる 。 吾 人 は と れ 等 の 端緒 を た ぐり よせ 
て , 奥深 く 追 及 の 手 を 緩め な い な ら ば ば, 或 は 裸 
の 俺 貸 病 寺 を 取り 出す と と も あな が ち 夢 想 で は 
ある まい 。STANLEY の 煙草 モザ イク 病 毒 の 研究 
は , 途 に 病原 病 奏 を 結晶 性 蛋白 質 の 形 で 取り 出 
し , 績 いて いく つか の 植物 病原 病 毒 ぉ 桜 午 白 の 
組成 を も つと 見 條 され る C 至 つた 。 新 くし て と 
そ 。 病 毒 自 朋 も る , それ に ょ つて 起 る 病 毒 病 も , 
縦横 に 研究 し つく され る の で あつ て , 俸 貸 病 毒 
研究 の 指標 も を と と に あり 度 い 。 と の 目的 の た め 


に は , 病 毒 自 帳 の 研究 と 台 も 軍 に 微生物 壁 者 に 


の み 委 ね る と と な く , 他 の 埋 門 分 野 の 衣 同 , 就 
中 物理 , 化 學 の 注入 が 最も 期待 され る 。 言う ま 
で も な く 本 病 毒 の 病 製 に し て も , それ を 構成 す 
る 物質 の 検索 こし て も, 高度 の 理化 敬 的 知識 を 
必要 と する か ら で あ る 。 

以上 筆者 は , 病 寺 の 物理 租 的 , 化 欧 的 研究 と い 
2 う 面 を 積 々 偏執 的 に 逃 べ だ た か と 思わ れる が , そ 
れ は 過去 の 俺 気 病 毒 研究 が 角 り C 馬 般 異 験 に 偏 
し , 試験 管内 験 が 閑 却 され て いた か ら で あ つ 
て , 新 時 代 の 機械 カカ の 應 用 と 小 綺麗 な 試験 管内 
操作 に ょ つて , 活路 を 見 出す 時 代 は 皮 に 来 て い 
る と と を 信じ て 長 ま な い 。 


文 評 


(1 ) ANGINIARD(1859, 1861)・ Sur ls contagion 
pasr infection de Tanemie idiopathique du cheyal. 
pz/7. Soc. 7772 の 6Z。e/ CczZ7., 72Z. V@z.。 6, 629: 8, 
326 et 421 [CARREE et VALLEEC12)]. 

(2) BArLrAH。, 了 . R. (1907) : Report on swamp 
fever. Ann. Rep. Dept. Agr. Prov. Saskatchswan, p. 
223 [ ヵ . SZg. が ec.。 20。 880 (1908 一 09) 

(3) BR1MHALL, S. 〇 ., F. F ド . WESBROOg 必 日 . 
IM. BRACKEN (1903) : Report of the Veterinary 
Department of the Minnesota State Board of 
Health, 1903. St. Paul,p. 404 [> ヵ . .SZZ. 尺 cc.。 926, 
603 (1905)1} 

(4 ) BALOZET, 葉 . (1935) : E 左 et des passagss 


_ SucceSsifs,par les 8nes。sur le ponuvoir pathogen > 


du virus de Yan6mie infectieuse。 C 〇 , . Soc. zo/.。 
HI19, 65. 6 

(5) BArLozEgT。 TL. (1935) : Effet de reinocn- 
lations, chez 8ne, du virus de Pan6mie infectieuss. 
C. . Soc. zo/.。 本 9。160. 

( 6.) BALOZET。 革 . (1937) : HInoeulatiomn du 
virus de TPanemie infectieuse des 6quides &a. 
d*autres especes. C. . Soc. zo/.。 424, 1150. 

( 7 ) BALOZET。 工 . (1939) : Sur la nature du 
virus de anemie infectieuse. z/Z. 4cgg. Vez. 
7 ケ g72Ceo。 1 の 。369. 

(8) BieGoT (1923) ・ anemie pernicieuse du 
chevgl au Maroc. Persistance du virus chez les 
animaux gueris。 z/7. Soc。 ア 7. 友 zo ム る 16, 300. 

( 9 ) BRiCckwANN, G. 本 . (1906) : Beitrag zum 
Stadium der perniziGsen Anamie. IMalaria des 
Pferdes ? Sgz の . Vez-77v を 7。。 村 。 120 [の zz な な 7* 
45, 724 (:607)]. 

(GO) CAwtBRON (1866) : 4zz. Ve2z.。 p. 454 
[SEYDERHELM,。 氏 . R, un. R. SEYDERHELM(91)]. 

(11) CARERE, 廿 . et H. VALLEE (1904) : Sur 1a 


nature infectieuss de anemie du cheyval. C. . 


cg の . Scz.。 189, 331. 

(12) CARRE。 廿 . et 晶 。 VALEEE (1904。 1905): 
Sur Panemie jnfsctieuse du cheval. 72zZ。 189, 
1239, 141。 396. 

(13) CARRES。 廿 . et 廿 . VALLSE (1606。 1907)s 
Recherches experimentales sur 
Panemie pernicieuse du cheval (Typhoanemnie 
infectieuse).。 Reo。 Cgzz。 人 72. VZ/., 8, 593 : 9, 113. 

(14) CARR ぁ 。 H. et J。 VERGE (1985) 』 Tes 
anemies infectieuses des animaux domestiqueSs。 
gz/7. O 7zZezzo た 万 の zz.。 10, 87. 

(15) CHARLiER (1843): Notice sur la maladie 
epizootique qui sevit actuellement sur es chevaux 
du departement de la Marne. ec. ル 72Z. Vez.。20, 
153 et 236. 

(16) CHARON, P. (1907) ・ Note sur un cas de 


ciiniques et 


typho-anemie infectieuss au 6e cuirassiers, & 
Sainte-.Menehould. z//. Soc. Czz/ ヶ 7. 2722. VeZ. 
61, 531. ( 

(17) DARLiNG。 . (19:0) : 
42zez。 Vez. eo.。 87。 375. 

(18) DgLAFoND,O 〇 . (}851, 1852) ・ Recherches 
Sur une rnaladie du cheval encore Deu CoOnnue. 
722Z., 28, 481。633。 731 et 814: 29, 173. 

(19) DENocC (1943) ・ De la fevre typhoide 
chez le cheval, maladie qui a regne epizootique- 
ment dans quelques confrees du departement de 
Ja Marne. cc. 72Z. 2z., 20. 328. 

、。 (20) DOBBERSTEIN, 本 . (1934) : Kritische Be- 
trachtungen zur Pathogenese der snsteckenden 
Blutarmnut des Pferdes。 ez/. 7*. 【 ア , 50 192. 

(21) DOERR, R. (1923): Die invisiblen 
Ansteckunossto 左 6e und ihre Beziehungen zur 
Froblemen der allgemeinen Biologie. Zzz. 
Cc。 る S09. 

(22) DoNATiEN。A. et F. LESTOQUARD (1924): 
Lanemie pernicieuse du mouton et ds la chevre. 
C. . 4cgzg. ,Scz.,。 178, 2203. 

(23) DONATiEN。A. et F.LESTOQOUARD (1924)・ 
anemie pernicieuse du mouton et de la chevre. 
_z/7. Soc. Cezzz. 247. Vez.。77, 386. 

(24) DoONATIiEN。A. et F. LESTOOUARD(1926)・ 
Eifiologie des anemies du mouton et de la chevre. 

eo。 ZZ. eZ /. 72. ZZ. cz ググ ooZec7z.。 72。 597 et 675. 
_ (25) FAVvgRo, F. (1916)・ Larve di Gzsz7o の 7zZzzy 
egz2 ed gezzoZZoz の gzs e tifoanemia infettiva 
del cavallo. Alcuns osservazioni alle ricerche dj 
氏 . R. e R. SEYDERHELM. zooo 婦 7co/gZzz。 2 4 e 
17 [DU TOiT(96)] 

(26) FRANC1S。M. & R.P. MARSTELLER(1908)・ 
Infectious anemia of horse. Texss Agr.Exp. Sa. 
Bull.。 No. 119。3 [ ァ ヵ . .Szz. Rec.。 20。 1084 (1908 一 
1909) ] 

、(27) ERANC1S,。IM. & R.P. MARSTELLER (1911)・ 
Some recent experirmments on infectious anemia of 
the horse. 4zzez. Ver. eo.。89, 132. 

(28) FRoHNER (1886) : Uber perniziose Anamie 
beim Pferde. 4zc ヵ . 7?ez/ を .。19, 283. 

(29) GERLACH,。F. (1933」・ Infektiose Anamie 
_der Schsfe。 ル Zez、7* ZscZZ.。 87。 16 u. 20. 

(30) GUTSCHE。W.、(1919) ・ Die snsteckende 
Blukarmut. グ . Vezezzz@/ ん を .。 814。 221 [Ber1. 本 . W., 
85。 320 (1919) ]、 

(31) 了 HABERSANG(1921) ・ Beitrag zur Biologie 
、 des Erregers der jnfektiosen Anamie der Pferde. 
ル 7ozgZs5 ヵ 。 72e7 ヵ ん.。89、]、 

(32) 耳 ADWEN, S. (1916) : Hypodermal ana- 
phylaxis。 7. 4zzer。 Vez. 7c. 4ss.。 49, 309. 

(33) 耳 ADwgsN, S. 愛 E. A. BRUCE (1917) ・ Ana- 
phyJaxis in cattle and sheep, produced by the 
arvae of 万 ypogezzzZ の ovzs5。 万 . Zzzegzzzzz and 


Correspondence. 


25 


Ozs/Zzzs o の 25。 ゾ 。 1472e7。 Vez. 7e の ..4ss.。 51。 14. 

(34) ARING。 民 . (1937) : Untersuchungen sm 
Kaninchen aund Pferd tber den cutanen In- 
fektionsweg bei der ansteckenden Blutsrmut der 
Pferde wie sber die Empfanglichkeit des Schafes 
fir das Anamievirus. Tnaug 一 Diss. HHannover 
//z7es ら 。 e/. - ル 7. 62。 368 (1938) 

(35) HErLM。 R. (1924) : Die kinstlichs Ubsr- 
tragung der infektiosen Anarmmie des Pferdes aut 
Meerschweinchen und KKaninchen. 47c ヵ . 7 了 7e7/ を .。 
51, 365. 「 

(36) HEupgr, 本 . (1909) ・ Beitrave Zur Kennt- 
niss der ansreckenden Anamie der Pferde. グ . 
7 を / を /。 万 zzs た 5, 381. 

(37) 石井 ・ 中 村 ・ 渡 邊 (1937) : 馬 の 偉 染 性 貧血 

病 大 に 開 す る 研究 ・ 第 1 報 佑 沙 性 貧 画 馬 特 に 無 熱 期 


に 於 ける 稚内 病 毒 分 布 状 態 に 職 す る 連 駿 的 古 究 . 環 疫 
調査 所 研究 報告 , 17, } (昭和 12)- 
(38) JAFFg。R. 是 . (1921) * Bsitrage zar patho- 


1ogischen Histologie der ansteckenden Blutarmut 
der Pferde。 Vzzc. 47c ヵ . 2/7. 72Z. zz. アカ ys.。 288, 
94. 

(39) JAFEFE. R. 是 . u. F. SiLBERSTE1N (1922)・ 
Die Uberrragbarket der ansteckenden Blutarmut 
der Pferde auf kleine 上 Laboratriumstiere. の . プ :sZz た 。 
万 ヶ み . 2.。 26, 1C4. 

(40) 城井 ・ 大 塚 (1909) : 俺 染 性 委 正 研究 報告 . 
明治 42 年 度 臨 時 馬 濃 調査 委員 人 記事 , 166. 

(41) KiNSLEY。A. 丁 . (1909) : EEquine infectious 
anemia。 47ze/.。 Vez. eo.。 96, 45. 

(42) KLEMPIN (1918) : Die 
anamie und ihre Beziehungen zur pern1z1OSen 
Anamie der Pferde. . Vezezzz の / を ., 30, 59 [ZZes の 。 
Yez.- ル 7e., 8S, 59 (1918)] 

(43) pg KOCK。 G. V. D. W. (1918) ・ 
the intoxication by CzsZ7o の ZZzzs larvae. 5th-6th 
Reports of the Director of Veterinary Research, 


Gastruslarven- 


Notes on 


.Dept. of Agriculture。 Union of South Africs, 


Pretoria。p.646 [の egzs. 7 28, 126 (1920)]、 

(44) DE KKOCK。 で . V. D. W.(:925) : Beitrage 
zur Kenntnis der infektiosen Anamie'der Pferde。 
グン . 7Z だ を Z を Z。 万 ozsZ-。 27。 30. 

(45) 近藤 (1932)* 俺 染 性 貧血 馬 ょ り 培 養 で る 時 
球菌 さ 其 の 乗 落 ( 称 報 ). 東京 (昭和 7)・ 

(46) KoPKE (1901) : Fieberhasfte seuchenartic- 
auftretende Anamie der Pferde. . Vezezz7 の / た .。 』 人 9 
356 [VAN ES。 HARRIS & SCHALK(99 の 1 

(47)  KRAL。 F. (1933) : La YariabiHite et 
Julrrsfiltrabilit6 du vjrus de Ianemie infectieuse 
du cheyal. cc. ル 72Z. Ve 109, 912. 

(48) KERAL, F. (1933) : Variabilitat in Virulenz 
und Infsktiositat des Virus der Anaemia infectiosa 


_equoram. の oezo/. oz の. S. 208 [2/. を /., 1. (Ref ) 


14, 72 (1934)] 


(49) KRAL。 F. (1984) : anemie jnfectieuse 


26 


des chevaux. 12rh. Intern. Vet. Congr., 2 293. 

(50) KRAr。F., MACsE。 K.& SoBRA。 氏 . (:984): 
Anaemia infectiosa equoram. 友 /Z み . OZz ゞ 。 Ao/、 
グ oezo/。 本. 25 [ググ 27. zz.。 1, (Ref.)。 1 村 9。 411 
(985) . 

(51) LEDRU (1861) ・ Lettre a M. le Redacteur 
en chef du “Recueil de Medecine Veterinairs.” 
パ ec. ル 72g. 27., 8S, 930. 

(52) LESTOQUARD。 F. et T. EKREM (1932)・ 


LT'anemie pernicieuse des petits ruminants en.: 


Turquie. の レ @/. ez /. 722. 2z. ez ググ oo/ecZz.。 
84, 11、 
(53) TL1GNEg (1 を 43) ・ 


Sur uns malsdie de sang。 connue Sous le nom 


Memorirs et observaftions 


danemie,。 hydrohsmie。 cachexie aqueuse du 
cheval. Rec. 人 ル 737. 2z., 20, 30. 3 

(54) MACKE, W.B. (1909) :・ Equins snemis. 
Nevads Agr. Exp. Sta. Bull.。 INo. 68,。p. 7 [ 友 ヶ ヵ - 
Sg。 バ Ccec.。 1 584 (1909) ]. 

(55) MACE,W. B. (1911) ・ Intracellular bodies 
sssociated with equine anemia. アア zoc. zze7z。 ez- 
人 7c. 4s5., 38, 37c [> の . OZg. KRec.。 27。684 (1912) ]. 

(56) MARTiN。 工 . A. (1939) ・ Adsorption du 


virus de 17anemie infectieuse des equides sur. 


Phydroxyde dalumine. C. 愉 . 4czZ. Scz. 208, 677. 

(57) MIARXER, A. (1920) : Die Beziehaungen 
der Gastrophilus-Larven zur infektiosen Anarmnie- 
グ . 太 z22z77- osc カ .。29. 1. 

(58) 宮入 (1910): 一 二 細 胞 寄 生田 の 「 デ モン ス 
トラ チ ナ ン 」 東京 警 事 新 誌 , 1674 明 , 1433. (明治 43)- 

(59) 宮川 ・ 谷 口 ・ 長 尾 ・ 臣 本 (19:8) : 馬 の 億 菜 
竹 貧 相 の 病原 瞳 並 に 其 純 粋 培養 に 就 て . 億 要 病 研究 所 
多 友 會 雑 誌 。 2, 236 及び 299 (大 正 7) : 中 央 掴 訪 信 

庄 。 84, C33 (大 正 7): 陸軍 舞 費 園 報 , 111 中 。 807 
(天下 57)- 

(60) MivAGAWA, Y、, AN1GUCHi。 M. NNAGAO。 
et S.TAKEEMIOTO(1919) ・ Cultivstion of the causal 
oreaniSrn Of contaorious an3emnia of horses. 7 テ o の - 
Vcz。 zz//.。7,。 98、 「 

(61) 宮島 211): 了 蘭 洲 に 於 ける 億 菜 性 貧 調 査 
報告 . 忠 時 馬 疫 調査 要員 寅 記 事 , 329 (明治 44)・ 

(62) M6CSYy。J. V. (1924): り bsr die hijsto- 
logischen Veranderuroesn bsei der infektiosen 
Anamie.。 47/ZZoZoosz ん Z ら o%。 INr. ユ 一 6, S. 1。17。34 
[gz ヵ zes の ら . Ye.- ル 7 の .。44。 94 (1924) ]. 

(C3) IM6CSY,J. V. (1932) : Znur Pathogensse der 
ansteckenden Blutarmnut dsr Pferde. 4 ヶ c ヵ .,77ez ヵ / た ., 
65, 547. 

(64) MG6Csy, 本. V. (1934) ・: Ansxeckende Blut- 
srmut der Pferde. 12th. Internat. Vet. Conrr. New 
ork. 2、262. 

(65) M6CSY。 J. V. (1938) : Untersuchungen 
tiber die Natur des Anamievirus dsr Einhufsr、 
47c7. 77e77/ を .。 78、26. 

(66) MOHLER。J. R. (1908) : Three djseasss 


of snimals which have recently assumed import- 
ance to the Stare sanitarian。 4zzez。 Vcz。 eo.。 
84。198 [アァ の 。 SZg. が cec.、 20. 7E5 (19C8 一 1969) ]. 

(67) 守田 G9C8) : 東北 地方 流行 馬 商 調査 成績 称 
報 . 中 央 獣 臣 雑 誌 , 31, 5C5 (明治 旬 ). 

(68) 守田 (1908) ・ 軍馬 科 却 部 萩野 派出 部 に 於 け 
る 是 匹 の 正 液 継 状 に 就 て . 同誌 565 (明治 41). ・ 

(69) MoSSpDoRr, 甘 . (1923)・ Beirrage zur 
Biologie des Virus der infektiSsen Anamie des 
Pferdes. 7zgzg-- の Zsy-。 Hannover [OPEPERMANK< 
の cz が s. 7. 42, 495 (1934) ] 

(70) MOTELET。 EE. (は E96) : Etiologie de ane- 、 
mie essentielle du cheval. zz//. Soc、 の Ccz/ ヶ . 722. 
ez.,。14, 523 [CARRE et VALLEE(12)]. 

(71) 中 村 ・ 石 井 ・ 渡 邊 (193E): 馬 の 億 沼 血 
病 毒 に 同 す る 知見 第 一 幸 信栄 竹 貧 正 無 熱 経過 馬 各 有 
碧 に 於 ける 病 毒 分 布 状 態 . 日 本 環 冊 事 依 雑誌 17, 50 
(昭和 13). ' 

(72) NAKEAMURA。N.。S. ISH11 et S. WW ATANABE 
(1938) * 
tagieuse du cheval. 1.Observations experimentales 
Sur la repartition du vijrus。 z//. 〇 が 77zZezzZzg た 
2zz.。 16, 149. 

(73) 中 和 (938) : 馬 の 俸 楽 妊 貧 功 . 中 央 獣 共 事 
雑誌 創刊 第 50 週 年 記念 肖 , p.75 (昭和 83). 

(74) 並河 ・ 高 城 1943) : 俺 染 衝 貧血 病 起 の 衝 包 
に 開 す る 研究 其 一 偽 貧 病 剖 の 電 無 的 性 質 ( 荷 電 寿 ) に 
就 て . 陸軍 和 環 園 報 , 4C3 跳 , 123 (昭和 18). 

(75) 並河 ・ 小 林 (1943) : 倍 菜 竹 沼 正 病 起 の 秒 上 
に 開 す る 研究 其 二 倍 性 貧 地 二 血 清 の 限 外題 微 鏡 的 
航 祭 . 陸軍 銭 客 圏 報 , 4C4 跳 , 235 (昭和 18). 

(76) 並河 ・ 小 林 (943) : 億 楽 竹 招 病 婦 の 竹 舌 
に 開 す る 研究 其 三 俺 栄 性 貧 碧 馬 画 清 の 限 外 濾過 試 
験 . 陸軍 誤 臣 園 報 , 4C5 蹴 , 361 〈 昭 和 18). 

(77) 新 美 (3919) : 柳 機 酸 ナ チト リッ タム 加 末 液 を 接 
種 し た る 野口 氏 固 形 境 養 基 に 現 は る > ょ スピロ ヘー メタ 様 
構 に 就 て . 陸軍 王 覧 園 報 。 116 跳 , 135 (大 正 8) : 中 央 
獣 腎 胃 雑 誌 , 2, 177 (大 正 8): 小 駿 覧 了 雑 誌 , ぁ 90. 
(大 正 ⑧)- 

(78) 大 塚 [ 守 田 政 姓 ] (192C9) : 東北 地方 流行 馬 調 
調査 報告 . 中 央 無 臣 食 雑 誌 , 22, 113 (明治 42). 

(79) OSTERTAG。 R. (1907) : Untersuchungen 
Gber das Acftreten und die Bekampfung der in- 
fektiosen Anarmie des Pferdes. . 7z た を 7 ヶ . 万 Zzz 
5, 981. 

(CO) PETERS。A. 丁 . (1906) : Malsrial fever 
horses. Nebraska Sta. Press Ball., 22。 7 [万 ヶ ヵ . Sg. 
が ec.。』S, 1E4 (1906 一 C7) ]. 

(81) RAMON。 . et- E. LENIETAYER (1934)< 
Essais sur Panemnie infectieuse du chevsl. C. . 
4cg. ,Scz., 198, 508. 

(82) RiCHTERS。 C.E. (1927)・ Tatigkeitsbericht 
des Heeres-Veterinar-U り ntersuchunesamnfes fir die 
Jshre 1925 u. 26. 3. Ansteckenden Blutarmut.。 
cze7zz の 7 ん.。 89。273. 


tudes sur le vjrus de Panemmie con-- 


(23) RiCHTERS。 C.E. (1884) ・ Erfahrungen der 
Heeresverwaltung bei der ansteckenden Blutarmut 
desr Pferde.。 密 . Vezezzzg の 7 ん .。46, 166。 

(4) RiEgSs。D. N. (1906, 1908。 1916) : Sar la 

athogenie et le traifemneni ds 1Yanermnie pernicieuse 
et infectieuse du cheval. ec. ル 72Z. Pez.。S8, 677: 
85, 11 : 98, 14 [DU Torr(96)]. 

(85) ROYEgR (1904) : [CARRES et VALLEE3)] 

(86) RUOrTHER (1917) : 
Erforschung der perniziOsen Anamie. 77e7g@/>//. 
sc.。28,245 u. 351。[OPPERMANN nu. 1EGLER <* 
万 zz の の. zz か . ル 472 を Zoozg., 2 の . 9, 77 (1c29)]. 「 

(87) 佐々 本 ・ 城 井 (19C9) : 
研究 報告 (第 二 同 )、 組 菌 拘 雑誌 167 朋 , 609 (明治 42)- 

(88) SCHERNER (1927)・ Die histologischen 
Veranderunoen bei der inftekiosen Anamie des 
Pferdes und ihr Verglejch mit denen bei expsri- 
mentellen Anamien. 47c ヵ . 77ez ヶ 7/ ん を .。 55, 121. 

(89) SCHLATHOLTER。P. (9130) ・ Uber die 
perniziGse Anamie der Pferde. 7zgzg.-- の zss. Bern. 
[2/. zz., 1。( Ref.)。 49, 133 (1911) ]. 

(20) SEYDERHELM。R. (1974)・ Ober die 
perniz1Ose 人 Anamie der Pferde. Beitrag zur ver- 
gleichenden Parhologie der Blutkrankheiten. ez7 ヶ . 
アア gz77. 4zgZ. zz 477g. 2Z.。 58。 285. 

(91) SEvDERHELM。 代 . R. u。R. SEYDERHELM 
(1914) : Die Ursache der perniziosen Anamie 
der Pferde. Ein Beitrac zum Problem des ultra- 
viSiblen Virus。 47c ヵ . 万 とめ ZZ。 z. ZZ の 2.。 76, 
149. 

(92) SEvDERHELM。 KK. R. u. R. SEYDERHELM 
(1915) : Wessn。 Ursache und Therapie der 
perniziosen Anamie der Pferde. 47c ヵ . 77ez ヵ /.。 
41, 50. 

(93) SoHnNSs, ]. C. 名 R.SoETEDJO (1917) ・ Tn- 
fectieuze Anaemie der Pasrdsn. Veeasrtsenijkundioe 
mededeeling van het Departement van Lasndbouw。 
INijverheid en Handel No.22。. 

(94) SrgiN。 C.D.。 O. L. STEEN。 L.O. Morr 錠 
IM.S.S 旨 AHAN (1944) : Action of chemicsl sand 
physicsl agents on the virus equine infectious 
anermnis。 42ze7. ゾ . ez. es.。5, 291. 

(95) 華 昌 EiLER,。A. (1916) ・ Annual report of 
director ot Yeterinary resesrch。1915---16. Union 
South Africa Dept. Agr. Rpt.。 p. 45 [> ヵ . SZg. 


Weitere Bejtrage zcr 


東北 地方 の 流行 馬 疲 


27 


が cc.,。 89。 81 (1917) ] 

(96) DUTToir。 P.. (1919) : 
und infektiose 
7?ez7/ ん .,。 80, 97. 

(97) TORRANCE (1902) : Malarisl fever in 
horses in Msnitoba. 7oc. 4zzez. Vez. ル 7e の . 4ys.。 
p- 22.St. Paul. [VAN ES。HARR1S 科 SCHALK(99)]. 

(98) VALLEE et CARRE(1916) ・ Sur Petiologie 
de Tanemie infectieuse du cheval. 4zz. 77s/. 
2yZezz7。 980, 383. 

(99) VAN ESs, L., E. D.HAR Ris 科 A.F. SCHALK 
(1911) : Swamp fever in horses. North Dakots 
Ager. Exp. Stas。 Bu'1.。 No。 94。 p. 257. 

(160) VAN ES, 上 L. et A.F.SCHALK(1918) : Sur 
la natur anaphylactique de intoxicatiOn DaraSit- 
aire. 4zz. 77zy た . アア ZsZezz.。 82。310. 

(101) VELU: [CARRE et VERGEU3]. 

(102) WEgiNBERG。 IM. (1907) ・ Du rGle des 
helminthes, des Iarves dhelminthes et des lsryves 
dinsectes dans ls transmission des microbes 

athogenes. 4zz. 太 z5- Zs7ezz7。21、417 er 533. 

(1C3) WEgiNBERG,。IM. (1907) ・ Action de Tex- 
frait de sclerostomes sur le sang de cheval. 7 の z.、 
21, 798. 0 

(104) WEiNBERG。 M. (1907) ・ 
des microbes pathogenes par les 
d 万 ce/2zz77 の ey. C. 尺 . Soc. zo/., 62、 No. 4. 

(105) Z1EGLER, IM.(1923, 1924)・ 
histolosische Untersuchunoen せ ber die infektiOse, 


Gastrophiluslarven 
Anamie der Pferde. ルル 7ozg が 5.。 


ransmission 
laryes 


Vercleichende 


perniziOse und chronische progressive Anarmnie des 
Pferdes. Zugleich ein Beitrao zur Frace ihrer 
einheitlichen Atiologie und ihrer Psthogenese. 
7 を Z ん 7. Zzz た .。 2 242 nu. 261 : 25. 1. 

(106) Zi1EGLER, M. u. GROSSE (1925) ・ Weitere 
Untersuchungen せ ber die snsteckende Blutsrmnut 
des Pferdes. (Mit besondere Bericksichtivung 
des aninchentbertraeunesversuches nach 
OPPERMANN。) 77z7 を を Z を ヶ . 万 zzy/.。 27,2CG. 

(107) ZSCHOKEE(18e3) : Progressive perniz1OSe 
Anamie der Pferde. ,Sc ヵ xroez<。 47c. 77ez/ を .。95, 
11 u. 77 [FROHNER(23)]. 

(108) ZWiCk。 W。(:935): Les 
fectieuses et particulierement "anemie infectieuse 
des chevaux.、 z//. O: 7zZezzg7、 友 の z>.。 10, 151. 


anemne 1n- 
































































































か [、( 、 生得 生 いま | まそ も ど が 
_- 7 の 
コ MY り ま t まい 
ィ ャ 1 い 
1 * 『 し 
! - 
/ * 
* NT o を R 
W 4 に * 
ャ コ 
UTU 
y も 
Y や し と 
3 - け In、 革 
友 7 り 、 、 
- * KW 訪 いら が 5 m 
い を 
い 名 AO ポ \ 

し ・ パ で ゃ 7 1 WT* 898 1 品 
1 = 1 > い "の 才 1 2 か IMA GE 
1 = の か 1 を 由 し 人 

Xi で ! B NN 0 PO WWA な 和え 

- + も "も て IM も の い い 。 部 KOP Yuu 

だ いや UN の ッ リ 人 A205A い いす いみ FN 電 和 0 証人 

1 1 リ ( 2 て し ( ド 
y を / 1 
まり *a 1 を - 
1 < い 日 
震 し た h ) 
_ く 
4 hy す 1】 『 きい こり ) % 岳 垢 。 
* テ / さ w 【 1 a ド 科 け 1 3 n 
4 > * 『」 さく jc 5 い 間 Wa A 

コ - w : 役 1 い e Te MIN 4 1 
5d \ い 

1 な 器 ト 作 評 て UM 1 M ゃ U 

Py WW - 和 ME 1 4 Lt い 

1 し で 1 
1 1 4 た * ! り ) f 
1 し WP 9 上 8。 店 e N 光 ! い 5 
ト 雇 」 こ / N W 人 な 結い ) 
* 記 の N - ド 2 し すい 
お 人 LUP 肌 旨 准 』 MOOD Ka ツ 、 
NR YO WM 0 MD も 
3 A な し Nt 人 介 We 証 (3 
を ト と は UNA TK 
DMR 
M に > NT 4 旧記 」 % 3 MGE 
1 \ て \ AN I k 
が a * Mk 
が 9 0 
・ 
yr こ まき 
WM * py PT 
* AD 7 
) な い 
$ WIDL 9 
削 、 科 本 3 
- Wi IT 
2 ド 
f 1 訳 
4 0 0N 
* 3 
机 SN ぇ 
リ R 
を St 3 
5 + ! れ 
ぱ ee 
ji 『 る ! _ PT 
PE 骨 は N 
【 2 3 ご 
し W 1 き 
リ K と LR 4 K 
さ ( ALKG = I が 1 TW Y い OCN 7ET 
1 W 的 3 が k 5 W RU rt 0 
) り 。 11 和 W い い WEAR Ye 二 
ま ' 健 
ー メ ま > 
リ 』 ォ き ま 
(を き 
い - 
1 稼 _ 
* 
/ の - 
* か が 。 
ゃ いい 1 4 
| 。 メ し まま よっ 人 W す いよ を 
1 ば ン R 
#0 1 < 
7 た 4 ヘッ 
2 は 0 1 
_- ャ ライ リ y も 2 
Tr が 6 が TX き 
の 
0 WT は * 
3 』 H ゃ 全 ィ 
6 も あり て ty * 9 
5 由 + え ロ 
3 が + 「 漆 94 M 2 っ WW 477 | YE を 
かず (トト _ り 只 VA 9 
1 ただ ny 
ヽ ん ガキ 生 
) ル 
も 0 4 を っ 
に 1 YE し 
と Il 
4 計 
* 
R 5 所 : 
2 K 
N を ゃ る 
we * を. 
の た 97 内 y ォ 2 り 

1 IN ん *  。 _ _- AP > だ わら 了 ゴチ 

メ を も ん ーー を ィ っ 】 癌 > | 。 し DOY7 ア いり かれ 2 
と か いれ 人 『 アメ 12 の り 
れこ 師 表 、 vs が Yes Rd 2 たい ML 2 
WC R 1 6 締 の ん で w 深 光 Ory 
K _ r 有 3 
AR e ー ア * の 4 
コ > _- . * 4 パ 闘い て だり 
- P の 7 もい 2 ルー M 二 > する 人 な 4 
N 3 ' 
y 





が Ko 
パ ア 4? yy 』 エル に 4 R 2 
イー ーー ーーー ター 1。 
『 す 1 が 。Y 3 < 


< ロ 


隊 607 あの 江 件 


三浦 四 認 


RESISTANCE OF THE INFECTIOUS _ANEMTIA VIROUS. 


SHIRO MIURA 


1. 緒 
理 


評 川 


璃 的 感 作 
府 
寒 准 及び 凍 洛 
日 光 

乾燥 

末 結 眞 窓 乾燥 
長期 保存 
紫外 練 


すさ ー 


ら 
測 
淫 


III. 化 纏 的 感 作 


2。 。 フォルマ 3、 ン 


I. 緒 言 

絞り 俺 染 性 貸 血 に 限ら ま , 全て の 億 染 病 の 研 
完 に 於 て , 病原 器 の 理化 繁 的 感 作 に 軸 す る 抵 六 
性 を 完 明 する と と は , 極め て 緊要 か つつ 興味 深き 
事柄 な る は 言 を 侯 た な い 。VALLEE et CARRE 
(1904) が 俺 任 の 病 毒 原因 説 を 確立 し て 以 來 , と 
の 種 研 究 業績 が 敷 多 く 和 次 表 さ れん て いろ の も と これ 
が た めで ある 。 

本 し て こと れ 等 の 和 研究 は 理 表 的 感 作 と し て は 熱 , 
楽 准 , 凍結 , 日 光 , 乾燥 , 凍結 眞 窪 乾 燥 , 長期 
保存 , 昧 外線 , え 線 , 牧野 及び 座 敗 を 取上げ, 
双 化 事 的 感 作 と し て は 騨 素 が ス の 如き 昌 購 を 始 
め , 無機 物 と し て 若 性 ツー ダ , 石 奏 乳 , 昇 来 , 
移 化 ナ ト リ ュ ウム , グロ ー ル 石 克 , 過 マ ン ガ ン 
酸 あ ろり, 硫酸 アン モニ ニア, ズル フォ リキ ドド , ムル 
チ セ モ セブ ト , 有機 物 と し て クロ ヽ フ ォ ル ム , フォ ル 
マリ ン , エー テル , グリ モリ ン , 奄 及 子 油 酸 ツ ソー 
ダ , サボ ニン , 胆汁 酸 ウ シー ダ , 胆汁 , トル キー 
ル , 石 角 酸 , クレ ゾー ル , クレ オリ ン , マー サイ 


衣 来 

4. ゲ リ セ リン 

5. 胆汁 酸 ウ ツー ダ 及び 胆汁 

6. 臨 素 が ス 

7. 訪 基 

68. 臣 類 

9. その 他 の 無機 物 

10. 脂肪 普 

1]1. 芳香 窒 ( モ ドロ 芳香 答 ) 

1 oses サ SR 写し 映 

13。 右 炭 酸 さ 他 種 化 陣 製 品 さ の 
SN 


ン 
褒 番 “ 
須 下 


オレ ー ト , フェ ニー ル ・ マ ー キ ュ リ ー・ ア モテ ー 


hi キッ の mem2A he9 NN プ ラビ ンジ トリン バ ジョ, 一 


ト , リ ベ ク ノール 及び クリ スタ ル 紫 を 四 験 の 翌 和 
と し て いる 。 

今 多 敷 の 先 人 の 研究 業績 を つぶ さ に 検討 する 
と き , 多少 と る 條 駿 放 行 上 の 鉄 階 を 見 出し 得 な 
いも の は 殖 ん ど 無 で あつ て , と れ 等 の 鉄 陥 を 
いち いち 指摘 批判 する と と は 到底 その 類 に た を 
な いか ら , 以下 各 業 績 を 紹介 する に 先立つ て , 
こい (Cc 2,3 の 知 に 就 て 言及 し て 置く 。 

億 貧 病 毒 の 生死 を 論 ま べき 敏 妙 な 買 駿 に 於 て , 
馬 以外 の 試験 動物 を 使用 する と と の 不 営 な る は 
多 言 を 愛し な いか ら , 新 る 報告 に 就 て は その 
都度 供 試 動物 名 を 明記 し て 馬 帳 接種 に よ る 成績 
と 民 別 し た 。 多 論 馬 を 使用 し た 場合 と 避 も , 供 
試 馬 敷 が 少 い と か 抽 察 期間 が 短い た め に , その 
成績 に 全幅 の 信頼 を 置き 得 な いも の も 少く な 
い 。 然し 一 方 利 須 馬 中 , 不 縮 症 に 了 つ だ た も の に と 
盾 察 期間 綴 過 後 活性 病 雪 を 接種 する と と に よ つ 
て , 該 馬 が 本 病 毒 に 感受 性 を 有 つ て いた こと を 
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確認 し て いる 邊 駿 者 も あつ た 。 タ 虎 置 病 毒 接種 
不 縮 症 語 に 於 ける 不 旦 性 感染 の 有無 を 追及 し た 
軟 験 も 少 敷 あつ を が , と れ 等 の 大 部 分 は 軍 C 不 
刀 症 司 の 血液 及 は 血清 を 以 て 該 馬 の 不 旦 感 困 
を 追及 し て いる に 止ま り , 血液 の 外 (C 内 臓 及 び 
その 他 の 組織 を 使用 し た も の は 僅 に 久 池 乾 等 
(1944) ぐ 9.(1947) ぐ 0 及び 三浦 等 (1947 ) ぐ 95) 
に よ ょ つて 問 表 され た 一 連 の 研究 を 見 る の み で あ 
る 。 か く て 既往 詰 研究 者 の 業績 は 必ず しゃ る 筆 著 
を 満足 な し な る も の で は な い が , 優 合 を それ が 供 
試 周 の 本 病 毒 
か , 或 は 不 且 性 感染 追及 試験 を 寅 施 し な いも 
の で も , 区 くも 馬 朋 接 種 を 試み た 資 駿 成績 は 一 鷹 
と れ を 信頼 すべ きも の と し て 取扱 つた 。 な 誠 供 
試 馬 の 感 受 性 を 確認 し た 四 験 , 或 は 不 題 性 感染 
追及 試験 を 行 つ た も の で , 優 に それ が 接種 材料 
と し て 在 帝 症 馬 の 血液 奴 は 血清 の み を 用 いた 場 
合 と 黄 もぉ, と の 旨 を 明記 し て 研究 著 の 良心 的 努 
力 と 敬意 を 表す る と 共に , 計 深 験 成績 の 略 々 信 
頼 す る に 足る る の な る と と を 示し た 。 


II. 理 晃 的 感 作 
1. 玩 
CARRE et VALLEE(1905) は 1007C の 加 詩 は 
俺 所 病 毒 を 破壊 する と 区 べ て いる が , 加熱 時 間 
を 明記 し て いな い 。 爽 で 氏 等 (1906 こ 07) は 毒 
血清 を 58 で C 1 時 間 加 熱し て も 含有 病 毒 は 死 減 
し な いと 報告 し て いる 。 と の 報告 は , その 後 
HEwpEr (1908 こ 09) が 血清 病 圭 は 56C の 熱 


c 習 し て 1 時間 抵抗 する と 区 べ て いる 事 算 と 相 


侯 つ て , 一 應 本 病 土 の 耐熱 性 な る と と を 示す も 
の と 言え よう 。 爽 で 城井 及び 大 塚 (1909) ぐ ④) は 
60C 及び 65C 1 時間 加熱 血清 に 就 て 病 奏 の 
生死 を 追及 し を た が, 明 須 な 成績 を 政 め 得 な か つ 
た 。 電 賀 (1911) ぐ 5 は 60C 2 時 間 の 加 款 に よ ょ 
つて 血清 病 毒 は 死滅 する と と を 経 験 し , 婦 氏 
(1911)*% の 6 は 同じ く 60C に 1 時 間 加 熱 す る と 
と に ょ つて も 起 病 力 を 失う 事 四 を 認め , 臨時 馬 





な お 難 艦 接種 に よる 成績 で は ある が , 


に 装 す る 感受 性 を 詩 明 し て いな い 


疫 調査 変 員 食 (1914) の 承認 を 得 た 。 と に 於 て 
本 病 奏 の 耐熱 性 の 限界 が 略 々 明 に な つた 缶 が あ 
る 。 文 DE Kock (1918) に よる と , 本 病 毒 は 
45 で C 20 時 間 加 熱 に よ つ て 死 減 し な い 由 で ある 。 
OPPER- 
MANN (1934) は 56C 2 時 間 の 加 圭 に よ つ て 血 
清 病 毒 は 死滅 する と 区 べ を 。 と れ に と 反し て 
SJEMENOFEF u。 KOsLOWA (1938) ぐ 9) は 血清 に 
1/5000 量 の キク ゾー ル (Chinoso1) を 洒 加 し , 
56C, 58C 及び 60C に 夫々 1 時 間 宛 加 圭 し た 
と と ろ , 56C で は 病 毒 の 毒 カ は 著しく 低下 し た 
が な お お 馬 に 人 病 力 を 有 し , 58 で G 9 
定 で あつ た が 概ね 減殺 され た も の ぃ 如く 恩 わ 


- 60*C CDE by 


最近 SrErN 等 (1944) は 保 毒 馬 3 頭 及 び 急 性 
患 馬 1 頭 の 血清 を 恒 汐 構 中 に て 時 々 振 治し つ ょ 
58"C 及び 60C に 30 分 及び 1 時 間 加 熱し た と 
と ろ , 保 毒 馬 血 清 で は 58 で 30 分 で 病 は 死 減 _ 
し た が , 恋 性 恵 馬 血 清 で は 58 で 1 時間 及び 
60C 30 分 加熱 後 $ も な 妃 生 存 し , 60'C 1 時 間 で 
始め て 死 減 す る と と を 知 つ た 。* と の 成績 か ら 
氏 等 は 保 毒 馬 血 清 病 毒 は 父性 患 馬 の そ れ に 比較 
し て 耐熱 作 が 低い と 区 べ て いる 。 然し 氏 等 る 示 
唆 する 如く , 保 書 馬 と 箇 性 患 馬 と の 間 に は , 血 
清 含有 病 赤 は 量 的 と 格段 の 差 が ある も の と 基 え 
られ る し , 現 に LAcAssAcNE et NykA(1938) は 
半 毒 の 線 に 習 す る 抵抗 性 は 病 毒 の 濃度 に 比例 
し て 増大 する 事 四 を 指摘 し て いる か ら , 筆者 は 
STEIN 等 の と の 所 論 に は 寿 意 を し 得 な い 。 な 
お 同時 に 氏 等 は 1 保 奏 馬 の 血清 を 血清 減 菌 器 
(Serum pasteurizer) こ より 57C<58 で C 1 時 
間 加 熱し た 結果 , 病 奏 の 死滅 を 多 た と 報告 し て 
いる 。 上 記 の 和 偶 験 に 於 て STErN 等 は 被 接種 馬 を 
4 へ 5 ヵ月 問 装 察 し た 後 , 不 滞 病 馬 に 暫し て は 圭 
血 を 接種 し , 該 馬 が 本 病 毒 に 時 し 感受 性 を 有 つ 
て いた と と を 立 誇 し て いる の は , その 宜 駿 成績 
が 相 堂 信頼 に 値する と と を 衰 書 き し て いる も の 
と 思う 。 


人 KELSER @& SCHOENING に よれ ば , ア メリ ヵ 農 務 省 埋 産 局 で は 線 て の 販 吉 用 馬 碧 清 は 580C て 59?C 1 了 時間 
加熱 する こさ を 愛 求 し て いる よう で ある 。IKELSER。 R. A., 錠 是 . W. SCHOEN1ING* Manual of て 


acteriology, Baltimore。4th Edit。(1943). 


2. 寒冷 及び 凍結 

CARRE et VArrEg(1905) は 病 毒 を 0C 以下 
に 保つ と と 6 ヵ月 に 及 ん で も な お 生存 する と 穫 
べ , 城井 及び 大 塚 (1909)〈 ぐ 2 は 北日本 に 於 て 
毒 血 を 12 月 4 月 の 5 る 月間 屋 外 に 放置 し , を 
の 間 二 血 が 履 々 凍結 し た に も ゃ か いわ ら ま な 妨 素 
力 を 保持 し た と 記 載 し て いる 。 爽 で .VAN Es 
筆 (1911 ) は 33Fー267F に 1 ヵ月 間 明 鼓 し た 毒 
血 は 依然 感染 力 を 有 し て いろ と 報告 し た 。 双 長 
尾 (1911), 923) は 機 員 ツ ー ダ 添加 血液 を 
0?C>22C c 6 ヵ月 へ 2 ヵ年 間 放 置 し て その 夫 カ 
の 消 天 する 経過 を 追及 し た が ,6 ヵ月 で は 寺 力 に 
斑 化 ば な く , ユ カ年 に し て 減 器 し , 2 ヵ年 に し で 
清 滅 し た と 合 表 し て いる 。 以 上 の 成績 に + ょ つて, 
本 病 奏 の 耐 侍 隆 な る と と は 殆 ん ど 確 定 的 で ある 
と み ら れ る 。 な 誠 OPPERMANN (1934 ) は 血清 
病 毒 を 最低 一 222C c 達 する 戸外 に 12 日 間 放 置 
し て も 病 毒 は 生存 し て いる が , 下 均 無 汐 一 28*C 
(?) の 戸外 に 3 ヵ月 間 放置 すれ ば 死 減 す る と 報 
告 し て いる 。 但し 氏 の 成績 は 虎 置 病 圭 を 難 に 接 
種 し た 結果 で ある 。 

最近 SrErN 等 (1944) は 1 急性 患 馬 血 清 を 
38 日 間 , 久 同 じ く 委 性 患 馬 膳 の 33 外 食 塵 水 乳 
刑 を 90 日 間 更に 20 多 の 割 に グリ セリ ン 
御 液 を 加 を た 1 慢性 患 馬 騰 畿 血 を 15 ヵ月 開 夫 
夫 5 て C 放 置 し た が , 病 毒 は 常に 治 病 力 を 保持 
する の を 認め た 。 然し 後者 の 脆 織 血 を 同じ く 
SC に 7 年間 保存 し た 場合 は 最早 死 減 し て いた 
と 報告 し て いる 。 こ と いで る も 氏 等 は , 74 日 の 痢 寮 
期間 経過 後 不 芝 症 に 了 つ た 馬 に は , 泰 血 を 接種 
し て 該 馬 の 感 愛 性 を 立 誇 し た 。 

信 STEIN 等 (1944) に よれ ば , 愚 馬 の 腫 臓 を 
ー7Cーー12C に 結 保存 し た と と ろ , 病 替 は 13 
る 月 年 で は 才 も 減 吉 し な か つた が , 22 ヵ月 8 日 


目 に は 最早 病 力 を 失 つ て いた と の と と で あ 


る 。 面 し て 普 偶 駿 の 供 試 馬 も , 俺 貸 感 愛 性 な る 
と と を 前 寅 駿 と 同様 に し て 確認 し て いる 。 
日) 光 
吉賀 (1911) は 血清 を シン ヤー レ K 容 れ て 1cm 
の 層 と し , と れ を 8 月 の 屋外 に 於 て 2 時 間 強 い 
日 光 に 直射 (直射 温度 49C) せ し め た と と ろ , 病 
毒 の 死滅 を 見 た が , 丘 > 8 月 の 屋外 で も 間 雲 が 
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時 太陽 を 和 う た よう な 場合 (直射 温度 42 で ) 
は , 病 毒 は 4 時 間 も 抵 抗 し た と 報告 し て いる 。 
又 OPPERMANN (19334) は 載 物 が ラス 面 に 塗 採 
し た 二 血 を 3 時 聞 日 光 に 露 し た が , 該 血 液 は 
難 を 感染 せしめ た と 衝 し て いる 。 
> 

- CARRE et VALrLEg(1906, 1907 ) は 病 毒 含有 血 
清 を 室温 で 眞 室 乾 燥 し た 場合 , 乾燥 7 ヵ月 に 及 
べ ば 死滅 す と 述 べ て いる が , 何 日 まで 生存 する , 
か の 記載 が な い 。STANDFUSS u. PETERS (1925) 
は 毒 血 を 塗 拓 し た 木片 を 2,6,11,19 及び 27 週 
間 自 然 乾 燥 し た 後 , それ 等 の 木片 C 飼 科 を の せ 
て 家 束 に 錠 食 せしめ た 結果 , 本 病 毒 は 避 燥 に 半 
し て 11 週間 まで は 抵抗 する が , 乾燥 19 週間 以 


上 に 及 べ ば 死滅 する と 結論 し て いる 。 RrcHTERS 


(1927) は FAUsr-HErM 氏 直 置 を 以 て 毒 血 清 を 
45 で 30 分 間 加 湿 乾 燥 し た と と ころ, 病 毒 は 減 書 
は する が 依然 感染 力 を 保持 する と 報告 し て い 
る 。SrgErN 等 (1944) に よれ ば , 病 馬 の 腫 臓 及 
び 光 巴 腺 乳 刑 を シャ ー レ に と 塗 抹 し , と れ を 騨 化 
カル シュ ウム 眞 窪 乾 燥 器 ( に 納め て 5C に 保存 す 
る と , 病 毒 は 9 ヵ月 10 日 間 は 生存 し 得 た が , 5 
年 1 カ月 で は 死滅 し た と の と と で ある 。 氏 等 は 
言 真 験 に 於 て も る 供 試 馬 の 偉 貸 感 愛 性 を 確 め て い 
と 

上 逃 の 諸 業 績 より , 本 病 毒 は 避 燥 に 羊 し て 著 
し く 抵 抗力 に 富 刀 も の で ある と と を 知 つ た 。 

5. 凍結 眞 空 乾燥 

STRIN 侍 (1944) は 1 部 委 性 患 馬 の 全 血 を 凍 
緒 眞 卒 乾燥 (Lyophilization) し , これ を アン プ 
ー ル に 容 封 し た 後 , 光線 を 避 蔽 する と と な く 室 





温 に 放置 し た と と ろ ,。 16 ヵ 月 問 殆 ん ど 素 力 C 比 


化 が な か つた ょ 区 べ , 本 乾燥 法 は 俺 貸 病 毒 の 保 
存 に 最適 で ある と 附 言 し て いる 。 
6. 長期 保存 
CARRE et VArrLEg(1906, 1907) に よれ だ ば , 本 
病 奏 は 室 汐 に 放置 1 ヵ月 間 で は な お 被 接種 馬 に 
致死 的 感染 を 惹起 する が , 3 月 経 す れ ば に 死 
滅する と の と と で ある 。 然し 氏 筆 の 間 験 は 多 期 
間 行 わん た も の か , 夏期 に 算 施 され た も の か 確 
な 記載 が な い 。 爽 で HEMPEL (1908<09) は 
7 週間 氷室 に 保存 し た 血清 は 馬 を 般 症 せしめ た 
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と 記載 し た 。 な お DE Kock (1918) は 6 ヵ月 
間 保 存 し た 毒 血 清 は 依然 有毒 で ある と 言 つ て 
いろ る 。 又 FOBHRER (1939) は 毒 血 清 に 健康 馬 
尿 を 等 量 加 を た 後 暗 所 に 於 て 外 無 温 に 放置 し , 
10 日 毎 に これ 等 を 家 束 に 接種 し て 病 幸 の 生死 
を 追及 し た と ころ, 病 毒 は 40 日 以降 洒 丈 減 層 
し た が , 60 日 で も な お 死滅 し な か つた と 和 区 べ て 
いる 。 谷本 偶 有 駿 の 寅 施 期間 中 35>50 昌 の 開 
に は , 最低 無 光一 22C を 示し た と の と と で あ 
し 
7. 薬 外 緑 
BAroOZET(1939)93 う は 毒 血 清 を シヤ ー レ に と 容れ 


て 咽 清 居 の 厚 さ を 1.5cm と し , と れ を 光源 よ . 


り 8cm の 距離 に 於 て 水銀 下 に 7 時 間 蝶 露 し 
た が 病 奏 は 死 減 し な か つた と 報告 し て いる 。 氏 
は 輌 験 に 韻 つ て 血清 の 蒸 縮 を 防止 する と 共に 血 
清 の 温 度 を 30 で C 以下 に 保つ を た 。 
8. 区 線 

vY. MOcsy (1938) は 毒 血 ICOcc を シヤ ー レ 
に 容れ て 厚 さ 1cm と し た も の を 5<10 高 7 の 
X 線 に 明 露 し た が 病 毒 は これ に 抵抗 し た と 区 べ , 
且つ 俺 條 の 病原 器 が え 線 に 暫 し て 新 の 如く 安定 
な と と は , 所 詩 億 貸 病 毒 な る も の が 生物 な りや 
の 疑問 を も た る ヽ 有 力 な 根 揚 と な る ょ と 論じ て い 
る 。 然し な が ら 一 方 LEvrN et LoMrNsky(1936) 
は 難 ベ スト 病 毒 は 150 高 7 の 又 線 に ょ つて 喜 
る 減弱 され な いと と を 総 験 し , 又 LAcASsSAGNE 
et NyKA (1938) は Roux の 肉腫 病 毒 は 600 
萬 7 の え 線 に 抵抗 する の を 認め , 且つ 間 毒 に 
於 て は 病 毒 の 濃度 に 比例 し て 区 線 に 肢 す る 抵抗 
性 が 増大 する 事 軟 を 明か に し て いる の で ある か 
ら , BAroZEr (1939) で わ ゃ 指摘 する 如く 億 貧 病 
毒 が 5 て 10 萬 7 の え 線 に 抵抗 する と と は 俺 貸 
の 病 毒 原因 説 を 召 う 根 揚 と な る も の と は 考え ら 
れれ な い 。 

9. 贅 野 

本 病 毒 が 牧野 に 於 て 越 年 生存 し 贅 年 本 症 驚 生 
の 原因 と な る も の か 藻 か は 舘 気 防疫 上 極め て 重 
要 な 事項 で ある が , と の 間 題 に つい て 臨時 馬 疫 
調 但 和 要員 信 (1914) は 敷 炊 に 互 る 調査 及び 邊 駿 の 
結果 否定 的 結論 に 達し た 。 且 ち 城 井 及 び 大 基 
(1909) ぐ D は 前 年 本 症 の 多 和 世 し た 牧野 に 健康 馬 


5 頭 を 映 秋 の 候 1 ヵ 月間 放つ て 見 た が , 1 頭 の 
租 吊 馬 も 和敬 生 し な か つた 。 爽 で 岸本 等 910) 及 
び 内 田 (1910) は 汚染 牧野 に 健康 馬 6 頭 を 7 月 5 
日 10 月 31 日 の 101 日 間 放牧 し た が , と れ 赤 
感染 馬 を 生じ な か つた と 報告 し て いる 。 な お 恵 
賀 (1910) は 北海 道 に 庫 生 せる 本 症 の 疫 弥 的 盾 察 
に より , 本 病 毒 は 牧野 に 於 て 越 年 し 委 年 本 症 義 
生 の 原因 と な り 得 な い ょ 推論 し た 。  . 
以上 臨時 馬 商 調査 委員 の 報告 か ら , 本 病 毒 は 
牧野 に 於 て 長期 間 生 存 し 次 回 流行 の 原因 と な り 
得 な いと と は 娠 うべ くも な い が , と れ 等 の 研究 
著 が 政 牧 後 の 供 試 馬 の 運命 に つい て 更に 精 窒 な 


_ 観察 を 織 績 し た な ら , 上 記 の 研究 は 先 璧 な も の 


と な つた ろう と ょ と 思わ れる 。 

何 STANDFuss u. PETERs(1925) は 患 馬 の 血 
液 , 尿 , 華 及 び 央 液 を 以 て 自生 の 野草 を 汚染 し , 
一 定 の 日 限 を いて と れ を 刈 取り , 粉砕 後 外 旨 
と し , 更に 濾過 し て 家 兎 に 強 投 軸 及び 皮下 接 
種 を 行 つ た と と ろ , 病 毒 は 27 週間 まで は 生存 
し た が , 39 週間 以降 は 死 減 す る と と を 知 つ た と 
逃 べ て いる 。 

10. 腐 敗 : 

取 現象 は 多種 の 微生物 の 開 奥 に よ ょ つて 起 る 
複雑 な 化 欧 過 程 が 主 で あり , 従 つて 腐敗 の 俺 貧 
病 毒 に 及ぼ す 減 殺 作 用 は 爽 章 化 駐 的 感 作 に 於 て 
論 ず ま べ き で ある が , 今 便宜 上 . こ の 理 編 的 感 作 の 
章 で 交 ぶ る と と いし た 。 「 

CARRE et VArrLgg(1906, 1907) の 報告 に よー 
れ ば , 毒 血 清 20cc に 健康 馬 尿 1L を 混 じ て で 
護 に 納め , こと れ を 8 月 10 日 か ら 廿 月 2 日 まで 
の 間 堆肥 中 に 埋め て 腐 C 委 せ , その 間 10 月 
25, 27 及び 30 日 並 に 1 月 2 日 ( 座 敗 開始 後 夫 
夫 ZZ 日 , 79 日 , 82 日 及び 85 日 目 ) の 4 同 に 古 
り 毎回 200 cc 宛 を 控 取 し て 1 頭 の 健康 馬 綴 
ロ 投 奥 し た と ころ, 訪 馬 は 11 月 5 日 に 司 症 し 
を た 。 と の 成績 は 本 病 毒 は 座 敗 に 枝 し て 少く も 77 
日 閉 抵 抗 す る と と を 示す も の と 巻 えら れる が が , 
時 重 及 び 仁田 (1911X%2 は 血液 と 展 と を 等 量 混 
じ た 病 毒 材料 を 8 月 24 日 へ 9 月 7 日 の 15 日 間 
自然 魔 敗 し め た と と ろ , 病 毒 は “ 減 疫 "され た 
と 逮 べ て いる 。 氏 等 は 該 験 に 於 て 僅か 1 頭 の 
馬 を 供 試し て いる に 過ぎ な い 。 と と ろ が 該 馬 は 


成 置 病 毒 接種 後 8 日 目 に 軽 熱 (39C) を 党 し た 
以外 に 異 汰 を 示さ な か つた た め , 四 駿 開始 後 お 
日 目 に とれ を 他 資 験 の 脆 大 馬 と し 毒 血 20cc を 
再 接種 し た と と ろ , 8 日 目 に 艇 症 し て いる 。 侯 
八 病 毒 の 生死 を 論議 すべ き 微妙 な 策 験 に 於 て , 
接種 馬 が 有色 に 軽 熱 を 驚 し て いる も の を 僅か 色 日 
を 以 て 弟 穴 を 打 切 り , これ を 他 資 有 に 轄 用 する 
が 如き 羅 朋 成 績 を 不純 な らし むる 鹿 置 を 執 つ た 
と と は , 到底 許さ れ な い 失 敗 で ある 。 氏 等 は 新 
る 次 験 上 の 不備 を 自愛 し た ょ め , 偶 験 成績 に 自 
信 を 矢 い じ , その 結果 ”" 減 疫 ” な る 字句 を 用 いた 
も る の ょ 推測 され る 。 

な 訪 STANDEUSS u. PETERS (1925) は 毒 血 
画 痴 及び 毒 血 に 土塊 婦 は 座 肉 を 加 を て 所 要 期 間 


鷹 敗 せ し め た も の を 渡 人 後 家系 に 接種 し た 結 


果 , 本 病 奏 は 腐敗 に 時 し て 27 週間 は 抵抗 する 
が , 39 週間 後に は 硫 雷 さ れる と 結論 し た 。 丸 
OPPERMANN (1934) は 毒 血 に 腐 有 農 を 混 じ , と れ 
を 最低 無 温 一 22C に 送 す る 和 多 期 16 日 間 放 置 し 
た を ととろ, 雛 に 習 す る 感染 力 を 失 つ た と 称 べ て 
いる 。 

CARRE et VALLEE の 竣 成績 が 示す 如 っ 
_ 病 土 は 腐敗 に 軒 し て 相 党 期間 抵抗 する と と は 事 
軟 の よう に 思わ れる 。 


下 . 化 了 的 感 作 


以下 比較 的 鷹 く 消毒 紋 鉱 は 騰 器 ウ ク チ ン 減 毒 
列 と し て 利用 され る 薬 弾 と か , 宮 骨 , 無機 及び 
有機 化合 物 を 使用 し た 試験 並 に 2 種 の 化 届 製 品 
を 複合 供 試 し た も ゃ の ぃ 順に 紹介 する 。 と いで 注 
意 き れる と ょ と は, 酒 毒 旨 の 減 芽 力 は その 作用 汐 
度 に ょ つて 閉 し く 左 右 され る も の な る と と は 周 
知 の 事 克 で ある に も る か いわ ら ず , 貸 駿 温度 を 明 
語 し て いな いも の が 相 営 見 受け られ た と と は 遺 
懐 で ある 。 

1 石 有 酸 

臨時 馬 疫 調査 当 員 會 (1914) に よれ ば , 本 病 奏 
は 2 究 石 眉 酸 加 血清 中 に 於 て 15 分 間 は 確 四 に 
生存 まる が , 30 分 間 で は 明確 な 成績 を 政 め 得 ず , 
+ 時 間 を 綴 て 初め て 完全 に 死 滅 する と の と と で 

ある が が , と の 結論 の 基礎 と な つた と ょ と 思わ れる 時 
宣 及 び 仁 田 (1911) ぐ 95, (1912) の 次 験 成績 を 綿密 
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に 検討 し て も , 2.5 完 な ら ば 1 時 間 に し て 本 病 
毒 を 減 尊 する と 言う 成績 は 吾 げ ら れ て いる が , 
上 記 の 如き 結論 に 達 す べ き 記 載 を 見 出し 得 な か 
つた 。 爽 に Barks (1926) は 家 束 接種 成績 に ょ 
つて 血清 病 毒 は 2 多 石 外 酸 に 24 時間 抵 抗 す る 
と 移し て いる 。 駐 CHNELEWsKr(1929) は 患 馬 の 
肛 臓 及び 肝臓 小片 を 2 多 石 災 酸 水 に 肖 漬 し , 1 
時 間 毎 に と れ 等 を 充分 洗 浴 後 肛 州 と し , その 演 
液 を 鳩 に 接種 し て 病 毒 の 生死 を 追及 し て み を が, 
病 毒 は 4 時 間 ま で 生存 し て いた と 記 枕 し て い 
る 。 更 に OPPERMANN (1934) は 1 及び 2 時 石 
央 松 水 に 4 時 間 浸漬 し た 患 馬 の 内 臓 小片 を 難 に 
接種 し た と と ろ , 茸 は 感染 多 を 呈し た と 区 べ 
た 。 
以上 の 報告 中 征 々 信頼 に 走る る も の と し て は 時 
重 等 の それ を 見 る に 過ぎ な い が , と れ に よ つ て 
見 る に , 本 病 毒 は 廣 く 酒 奈 用 と し て 使用 され る 
濃度 の 石 有 酸 に 30 分 以上 抵抗 する も の と 思わ 
%【 も る a 
次 に 01 叶 石 災 酸 に 百 す る 本 病 毒 の 抵抗 性 に 
闘 す る 業績 を 紹介 する 。 BALozgT(1935)〈④⑮ に と 
ょ よれ ば , 0.1 多 C 石 災 酸 添加 後 24 時 間 放置 し 
た 毒 血清 は 接種 騙 を 縮 症 せしめ だ が, 約 人 カ 
月 年 の ゃ の は 接種 叉 と 不 品 性 感染 すら 起 し 得 な 
か つた 。 娘 氏 (1936) ぐ 2⑲) は 01 五條 酸 加 食 
具 水 18cc C 俺 貸 馬 有 臓 2g を 浸 潰 し,16 て て 
18C KC 16 日 間 放 置 し た と と ろ , 病 毒 の 死 減 を 
見 た ょ 区 べ て いる 。 な お 氏 は 不 症 に 了 つ た 供 
試 馬 と 暫 し て 毒 血 を 接種 し , 該 馬 の 本 病 毒 感受 
性 な る と と を 確認 し て いる 。 上 記 十 次 験 の 成績 
に 立 計 し て , 氏 は 腫 臓 内 病 奏 は 箇 清 内 の ゃ の と 
比較 し て 石 稀 松 に 回 する 畠 抗 竹 が 低い と 附 言 し 
て ぃ る が , 同一 患 馬 か ら 同 時 に 探 取 し た 病 奏 を 
供 試 し , 且つ 石 四 酸 の 作用 時 間 を も 同一 に し 更 
に 多 表 の 深 駿 馬 を 使用 し な い 限 り , 新 る 結論 を 
下す と と は 早計 な り と 筆者 は 思 孝 する も の で あ 
ろ 。 但し 本 病 毒 は 0.1 多 濃度 の 石 選 酸 に 肢 し 
て 相 営 期間 抵抗 する も る の な る と と は 事 四 の ょ 2 う 


で ある 。 9 


人 埋 に 應 用 する 現 疫 血清 中 に は , 普通 防 次 の 
目 困 を 以 て 0.5 時 の 割 石 音 酸 が 添加 され で て 
なり, 面 る 石 室 添加 後 一 定期 間 冷 暗 所 と 貯 を 
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た の ち 句 要 に 供する の が 通 昌 で ある 。* それ に 
る か いわ ら ず 偶 え か いる 血清 中 に 活性 の 俺 貧 病 
毒 が 含有 され で て いで て で, それ が た め に 血清 注射 馬 
間 に 俺 邊 の 爆 腔 を 見 た 例 は 敢 て 珍 ら し く な く , 
現に WAcGNgR (1923) は 新 る 例 を 記載 し て い 
る 。 両 し て 億 答 は 人 骨 に も 感染 し 得る の で ある 
か ら , 0.5 味 石 人 酸 に 翌 す る 本 病 毒 の 抵抗 性 の 
問題 は 公 研 衛 生 上 赤 重 大 開心 事 た る べき と と ょ と 勿 
論 で ある 。 以下 新 る 問題 に 開 連 し た 業績 を 紹介 
する 。 発 疫 血 清 中 の 本 病 毒 の 抵抗 力 に 就 で 始め 
て 注目 し た も の は 恐らく pg KoCk で あつ て , 氏 
(1918) は 馬 嘉 用 革 疲 血清 は 少く と も ユカ 年 納 軒 
後に 使用 すべ きだ と 提唱 し で いる 。 双 GERLACH 


(921) は 0.5 多 石和 酸 加 血 清 中 の 本 病 毒 は 4 是 


ー28 日 に し て 豚 に 習 す る 超 病 性 を 矢 う 2 と 夢 べ て 
いる 。 次 で FROHNER u. BrERBAUM (1923) は 
同じ く 石 有 酸 加 血 清 を 10C< て 15 で に 90 日 間 放 
苫 する と と に よ ょ つて, 正 清 病 毒 の 死滅 を 見 た と 
報告 し た 。 な お 氏 等 は 不 芝 症 に 了 つ た 被 接種 馬 
の 血液 20cc を 以 て 該 馬 の 不 設 隆 感染 追及 試験 
を 行 つ た が , 陰性 結果 を 得 て い る 。 爽 に と 
SEMENOV (SJEMENOFEE と 同人 )et OLDENEORGER 
G936) は 0.5 欠 石 朋 酸 加 血 清 を 室 溜 に 放置 する 
と ,5 カ 月 で は その 毒 力 に 幾 化 は な い が , 7 月 
で は 減 層 し た と 報告 し た 。 績 いて SJEMENOFF u. 
KosrowA(1938)@D は 同じ く 石 将 酸 加 血 清 中 の 
本 病 毒 の 生存 期間 を 追及 し た 結果 , 病 毒 は 6 


月 で は 減弱 し , 7 カ月 で は な お お 和 被 接種 仔 悦 の 組 


織 克 的 所 見 に 於 で 不 題 性 感染 を 否定 し 得 ま , 10 
る 月 に し て 始め て 死 減 し た と 記 枯 し , 欧 商 血清 
中 の 本 病 は 如何 に 長期 間 生 存 し 得る る の な る 
か を 羅 誇 し た 。 双 中村 (1938) は 血液 , 肝 , 腎 , 
腫 , 膳 , 甲 訴 腺 , 副 普 及び 汐 巴 腺 病 券 に 右 世 酸 
を 0.5 の 割 に 添加 し , これ を 37C に 3 日 
間 保 存する と き 病 毒 は 減弱 する が 依然 感染 力 を 
保持 する と 迄 べ て いる 。 と の 業績 は 後に 紹介 す 
る 葛西 等 (1943)G② の G3 の 報告 に 先立ち , 本 病 毒 
に 石 淡 酸 争 ち 化 了 的 感 作 に 加 泥 な る 理 騙 的 感 作 
を 複合 作用 せしめ た 牙 に 於 て 特記 すべ きも の で 





* ドイ オツ で は 弧 て 馬 由 來 の 移 疫 画 清 は 石 譜 酸 0.5 久 添加 後 3 ヵ 月間 保存 すべ き 叶 内 務 犬 臣 か ら 命 令 き れこ 


いる (FORTNER )(19)。 


' か oN KT に - 
馬 NN 、 


販 す 


ある が , その 洪 駿 成績 を 明記 し て いな いと と は 


遺 城 に 堪 を えな い 。 同年 FORTNER (1938) , (1939) 
は FROHNER u. BrERBAUM の 邊 験 を 追試 し と 
れ を 確認 レ し た 。 更に 最近 SrErN 等 (1944) は 
血清 に 石 将 酸 を 0.5 多 添加 し , と れ を 5 て 
に 30 日 間 放 置 す る と 病 奏 は 破壊 され る 上 則 次 表 
し て いら る 。 怒 党 及び 人 須藤 (1944) は 石澤 酸 加 正 清 
を 氷室 に 保存 し た と と ろ , 洒 毒 は 14 是 間 は 邊 
存 し た が 35 日 で は 死滅 する の を 認め を だ 。 
上 逃 の 諸 業 績 か ら , 0.5 % 石 由 酸 加 血 清 中 の 
本 病 奏 は , 氷室 に 於 て 30 日 で 死滅 する と と も 
ある が , 時 に 7 ヵ月 間 も 生 存 可 能 な と と 炎 推 知 


出来 る 。 一 方 折る 事 賀 と 相 侯 つて , 今日 な 如 潜 


伏 俺 負 の 確 冥 な 診断 法 が 語 見 され て いな いた め , 
億 貸 語 が 健康 司 と 見 大 され て 発 疫 周 に 利用 され 
る 場合 が 少く な いか ら , 現 疲 血清 の 應 用 か ら 起 
る 注射 億 所 を 避 く る に は , 和 社 ろ 如何 に せ ば 血清 
の 発 疫 償 を 減損 する と と な く 《, と れい に 含有 せら 
ろ るい 廣 ある 俺 貸 病 寺 を 短 時 日 間 不 活性 化し 得 
る か の 問題 が 提出 され て いた わけ で ある 。 


欠 る に 葛西 等 (1943) は と の 問題 を 解決 すべ 
- < く 爽 の 如き 研究 成績 を 攻 し て いる 。 即ち 氏 等 


は 0.5 多 石 有 共 加 俺 貸 血 清 を 通 卵 器 (37C) に 


7 日 間 納 置 し た と と ろ 病 奏 は 不 笑 性 化 さ れ , 大 
も と の 操作 に ょ つて 血清 の 朱 骨 償 は 牽 も 減損 し ' 
な いと と を , 代表 的 抗 毒 性 血清 た る 破傷風 血清 


と 抗菌 性 血清 中 比較 的 正確 に その 力 償 を 泊 定 し - 
得る Wgrr 血清 と を 用 いで 誇 明 レ し た の で あろ る 。 


然るに 氏 等 は , 先 疫 血清 中 の 俺 気 病 毒 不 活性 人 


Cc 本 遇 卵 器 左 置 法 を 得 地 に 應 用 する に は , 更に 
多 敷 の 病 毒 株 と 宣 験 馬 を 用 い , 且つ 藻 卵 器 納 置 
時 間 を も 種々 尊 更 し て 四 駿 的 基礎 を 固め , 称 め 
確信 ある 成 案 を 得 た 後に する 必要 の ある と と を 
力説 し た 。 久 池 井 等 (1944)(2⑳2 は と の 和 浴 表 に 刺 
戦 され , 葛西 等 に な ら つ て 破傷風 , 馬 流 産 菌 肥 
び 腺 疫 菌 血清 に 一 定 日 誤 名 卵 器 席 置 を 施し た 後 


その 力 條 を 測定 し て みた が , とれ 等 の 血清 に 於 


て ゃ 発 疫 構 は 区 ん ど 昧 響 を 壮 ら な か つた の で あ 


る 。 爽 で 久 池 井 等 (1944) ぐ ⑳.(1947) ぐ DD 及び 啓 


野谷 (1944) は 葛西 等 の 提唱 する 昧 卵 器 席 置 臣 の 
徹底 的 追試 を 行い , その 成績 を 分 割 報告 し て い 
る 。 最近 更に 三浦 等 (1947) ぐ や は 久 池 井 等 の 
伺 有 の 全 狐 を 一 括 語 表し て いる が , 供 試 病 奏 は 合 
計 6 株 で あつ て, と れ を 1 株 宛 又は 3 株 混合 し 


て 用 い , 晃久 器 納 置 期間 を も 12 時 間 か ら 7 日間 


まで 種々 比 更 し つい 前 後 6 同 に 理 り , 合計 60 
頭 か ら の 試験 馬 を 使用 し て 第 験 を 反復 し た の で 
ある 。 な お 必要 に 應 て て は 不 合 症 馬 の 血液 又は 
血清 , 後に は 血液 並 に 肝臓 , 腫 臓 及び 骨 骨 の 混 
合 乳 本 を 以 て 不 題 性 感染 追 及 試 験 を 行い , その 
結果 0.5 多 石 胸 酸 加 血清 中 の 億 作 病 毒 は と れ 
を 黄 卵 器 (37C) に 3 日 間 納 置 す る と と に ょ 
つて 完全 に 不 笑 性 化す る も る の な る と と を 呈 明 し 
得 た 。 耐 し て 氏 等 は と の 條 験 成績 に 立 肝 し て , 


邊 商 血 清 中 に 含有 せら る ヽ 度 ある 停 招 病 寺 の 不 


活性 化 を 貸 用 化す る た め に は , 0.5 め 石 胸 酸 加 
血清 の 財 卵 器 納 置 を 5 日 間 に 延 長 す れ ば ば 安全 で 
ある うと ょ 結論 を 下 レ し て いる 。 

な 石 奨 際 と 他 の 化 聖 製品 (ニー テル , マー 
ay 74 0 昨 HOO が ハン 
ー ト 又は クリス タル 柴 ) と を 複合 供 試 し た も の 
(つい て は 更 め て 後 近 す る 。 

MR 2. フォ ル マ リ ン 

日 AEERMArZ(1924) に よれ ば , 析 清 病 土 は 1 
時 フォ ル マ リ ン に 接 劉 する こと と 12 こ 24 時 間 で 
は 減 層 は する が 死 減 し な い 。 但し こと れ は 家 束 接 
「 種 試験 の 成績 で ある 。 又 RrcrrsRs (1929) は 勅 
燥 血清 に 2 多 フォ ル マ リ ン を 5 分 間 作 用 後 0.5 
NasSO。 を 以 て フォ ル マ リ ン を 中 衝 し レ し , レ し か 
る 後 と れ を 仔馬 に 接種 し た が 次 症 せ ず , 耐 も 該 
仔馬 の 正 液 を 以 つ て せる 不 量 性 感染 追及 試験 の 
成 柄 $ 光 陰性 に 了 つ た 。 然るに CgNErgwskr(1 
929) は Tcc の 肝臓 及び 腫 臓 訂 を 2 時 フォ ル マ 
リン に と 肖 漬 する と と 4 時 間 に し て その 菩 溜 水 乳 
剤 濾液 を 鳩 に 接種 し て みた が , 病 奏 は な お 生存 
上 iaA る 5 と と を 知 つ た ょ 報 刀 し て いる 。 ゃ 
MGcsy (1935) は フォ ル マ リ ン 諾 置 串 選 血清 及び 
牌 乳 刑 の ウ ク チ ン 婦 力 を 試験 し た 際 炊 の 事 算 に 
可 過 し た 。 軌 ち 0.3 狗 及び 0.5 錠 の 割 に フォ ル 
マリ ン を 加え た と これ 等 病 毒 材料 を 5C の 氷室 に 


98 日 >94 日 間 納 置 し , と れ 等 を 約 10 日 の 間隔 を 


_ 


販 M 生 っ 


35 
以 て 2^4 回 馬 に 注射 後 更に 10 日 を で て フォ ル 


マリ シ 諾 置 5 日 6 日 6 で) の 毒 血 清 を 接種 し た 


と と ろ , 貨 験 馬 6 頭 中 4 頭 縮 症 し , 1 頭 は 不 題 
性 感染 を 蒙 り , 残り 1 頭 は 初回 注射 の 際 血 管 交 
楽 を 起 し 和 鉛 死 し た ょ と 逃 べ て いる 。 その 後 
SJEMENOFF u. KOsLOoWA (1938)〈99) は 血潮 に 
フォ ル マ リ ン を 4 巡 の 劉 に 添加 し た と と ろ , 5 
分 半 に し て 病 毒 の 不 笑 性 化す る の を 誰 め た が , 
新 く し て 一 旦 不 笑 性 化し た 病 毒 を 2 欠 アン モ 


= アテ 水 を 以 て 15 分 聞 諾 理 す る と , 病 毒 は 再び 


活性 化す る と 言う 注目 すべ き 所 見 を 生 表 し た 。 
中 村 (1938) は 血液 及び 請 臓 紗 組 織 病 毒 に フォ ル 
マリ ン を 0.1 多 の 割 に 加 を , こ と れ を 37 で に 2 日 
間 保 存 す れ ば 病 毒 は 死 江 す る と 記載 し て いる 。 
双 Srgrt 等 (1944) は 1 及び 2 守 フォ ル マ リ 
ン 加 血清 を 5?C に 33 日 間 保 存 し 病 毒 の 死滅 す 
る の を 見 た が , 更に 2 頭 の 患 馬 膳 の .10 多 食 塵 
水 外 測 に に フォルマ リ ン を 0.4 易 の 割 に 加 を , と 
れ を 5 で CK 18 日 , 30 日 及び 32 日 間 放 置 し た と と 
ろ , 病 毒 は 13 日 で は 減 肥 レ し た が 生存 し , 30 是 
で は 最早 死滅 し て い を と 報告 し て いる 。 な 如 氏 
竿 は 填 察 期間 中 (60 日 及び 150 日 ) 左 汰 を 認め な 
か つた 貨 験 馬 に 例 の 如く 直 を 接種 し , 該 馬 の 
偉人 笑 感 愛 性 な る と と を 誇 明 し た 。 

以上 の 報告 を 合 する と , 本 病 毒 は フォ ル マ 
リン に 半 し て も 比較 交 抵 抗力 が 高い よう に 思わ 
れろ 。 と いで SJsMENOFEF u. KosLOWA の 報告 
フォ ル マ リ ン に よ つ だ で 一 旦 不 活性 化 さ 
た 本 病 毒 が アン モ = ア 席 理 に よ つ て 再び 知性 化 
する と ょ と 球 う 間 題 で ある が , これ に つい て は 多大 
の 義 が あり , 氏 等 の 新 る 資 験 結果 は 供 試 馬 の 
選 提 乃至 弟 穴 に 粗 漏 が な か つた か を 紅 わ し め る 
も の で ある 。 

3. 昇 求 
STEMENOFF u. KoSLOWA(1938)*9) (こよ る と, 
本 病 毒 は 500 倍 昇 来 水中 で は 30 分 に し て 死 減 
する と の と と で ある 。 消毒 唱 と し て 廣 く 利用 さ 
れる 昇 来 に 閲 する 報告 は 上 記 の も の 以外 に 見 営 
ら な い の は 意外 で あつ た 。 
4.。 グリ モリ サリン 

BArozgT (1935) ぐ 7⑮) (1936)⑰⑲" は 本 病 の 箇 
防 接種 試験 に 於 て , 炊 の ょ うな 事 軟 を 明か に し 
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て いる 。 還 ち 氏 (1935)⑮) は 血潮 に と れ と 同 量 


の グリ セリ ン を 添加 し て 氷室 (CC て 6 で C) に 保存 
する と , 病 毒 は 4 ヵ月 間 は 生き て の いる が , 7 カ月 
(氷室 5 カ月, 室温 2 ヵ月 ) 給 包 する と 死滅 する の 
を 認め た 。 い て 同氏 (1936) ぐ パ 2 は 肌 臓 外 刑 に 
と れ と 同 量 の グリ セリ ン を 加え を , 一 15 で に 30 日 
間 置 いた の で ある が , 病 毒 は な 訪 生 存 し て いた 。 
然し 同じ 病 毒 材料 を CC6C の 水密 に 紹 置 し 
た 場合 は 6 日 間 で 早く も 減弱 し , 12 日 間 で 全く 
死滅 し た と 逃 べ , 又 50 欠 及び 90 グ リモ リン 
水 を 以 て 製 し た 腫 臓 乳 刑 を 室温 (16 で て 18 で ) に 
16 日 間 放 置 す る と 病 毒 は 死滅 する と 記載 し て 
ぃ いら る 。BArozET は 上 記 の 宣 有 駿 に 於 で , 席 資 病 毒 


接種 後 20 日 以上 を 継 て 不 着 に 了 つ た 巴 ヒ 境 


血 を 接種 レ し た の で ある が , 1 部 の も ゃ の は と れ が 
た め 江 病 し, 他 の も ゃ の は 異 伏 を 示さ な か つた 。 


氏 は と れ を 以 て 称 防 接種 の 牙 果 に ょ る も の と ょ 見 


李 レ し て いる が , 筆者 は と れ C 導 否 を 表す べき 何 
筐 の 邊 駿 材料 を も 持た な い 。 一 方 以上 の 資 験 成 
績 に 基 い て 氏 は 腸 臓 内 病 奏 は 血清 内 の $ の に 比 
連 レ し て グリ モ セリン KC 避 する 抵抗 カ が 織 い と 論じ 
て いる 。 然し 装 に 石 秋 酸 の 貨 験 に 於 て 氏 は と れ 
ょ 類似 の 所 論 を 開陳 し て いる が , その 際 和 逃 べた 
と 同じ や 理由 に よ つ て 筆者 は と の 論 に は 将 同 し 得 
な い 。 

中 村 (1938) は 1cc の 騰 器 片 を 60 欠 グリ セ 
リン 水 に 肖 漬 し , と れ を 一 10'C に 保存 し た と 
と ろ , 1 ヵ月 間 は その 毒 力 に 嫌 化 は な いな が 3 カ 
月 紀 する と 減 奏 す る と 報告 し て いる 。 

と れ を 要する K 本 病 泰 に 暫 す る グリ モ セリン の 
滅 殺 カカ は 相 営 凌 徐 な も の と 思 付 され る 。 

5. 胆汁 酸 ソ ー ダ 及び 胆汁 

臨時 馬 疫 調査 委員 會 (1914) は 血液 に 胆汁 基 ツ 
ー グ を 2.5 錠 及び 5 狐 の 割 に 添加 し , とれ を 健 
康 馬 に 注射 し た と と ろ , 該 馬 は 般 病 し な か つた 
と 報告 し て いる が , 胆 汗 本 ウー ダ の 作用 時間 を 
記載 し て いな い 。 

BArozgr (1935)〈⑨⑨⑯ は 胆汁 加 血 清 の ウ ク チ 
ン と し て の 牙 力 を 試験 し た 邊 験 に 於 て , 本 病 毒 
の 抵抗 性 に 六 て 炊 の 如き 所 見 を 改め た 。 即ち 全 
量 の 1/30,1/10,1/6,1/5,1/4, 1/3 及び 1/2 量 に 腸 
汗 を 添加 し た 血清 病 毒 を 24 時 間 放置 後 , と れ 


等 を 駿 に 接種 し て 見 た と と ろ , 胆汁 1/30 量 の も 
の で は 被 接種 講 1 頭 義 症 し た が , 1/10 >1/4 量 の _ 
も の で は 被 接種 昼 の 1 部 は 般 症 或 は 不 題 性 感染 
を 蒙 り , 他 は 感染 を 現れ た 。 妨 173 量 で は 被 種 
叉 は 2 頭 と も 軽度 の 光 熱 を 呈し , 1/2 量 で は 2 頭 
と る 感染 し な か つた 。 然し 胆 汗 1/2 量 添加 の も 
の を 48 時 間 放 置 し た 場合 に は 被 接種 弁 5 頭 中 
2 頭 は 軽度 の 感染 を 受け た が , 他 の 3 頭 は 感染 


を 現 れ る と 言う 甚だ 明確 を 鉄 く 成績 を 履 め で い 


る 。 両 し て と ょ と 感染 し な いと 和 す る の は 一 定 
の 才 察 期間 中 秋 症 し な か つた も の で , それ 等 の 
中 に は 血液 を 以 つ て 行 つ た 不 訓 性 感染 追及 試験 
の 結果 が 陰性 に 了 つ た も の , 及び 毒 血 の 後 接種 
に よ つ て 和敬 症 レ し た も の , 後 接種 に よる も 毅 症 し 
な か つた も の 3 種 が 含ま れ て いる 。 氏 は 最後 
の 例 を 勿 防 接種 の 落果 に よろ も の と 城 え た 。 上 
逃 の 如く BArozET の 次 験 は 基 だ 曖昧 な 結果 に と 
了 つ た が , その 理由 の 一 つと し て 全 四 双 を 通じ 
て 常に 同一 病 境 を 使用 し な か つた と と が 指摘 さ 
れる と ょ 思う 。 然し 氏 の 成績 は 本 病 毒 の 胆汁 に 斗 
する 的 挑 力 の 大 な る と と を 示す も の と し て は 充 
分 で ある 。 
詞 素 ガス 
STEMENOFF Uu. も (5 万 ト れ ば , 
本 病 毒 は 1009 倍 塵 素 が ス に 1 時 間接 信 し て も 
依然 生存 する 由 で ある 。 、 
7. 臣 碁 

葵 性 ツ ー ゲ ダ  SjEwENorr u. KosrowA (1938) 
(⑳ は 本 病 奏 を 2 多 背 性 ウー ダ を 以 て 10 分 及び 
15 分 聞 虎 置 し た と と ろ , 10 分 間 で は 生存 し て い 
た が , 15 分 間 で は 死滅 する の を 継 験 し て いる 。 
石 大 乳  SJEMENOFEF u. KosLOoWA (1938)<%) 
の 窒 に よれ ば , 人 0 
時 間 生 存 可 能 で ある 。 

' 8. 臨 類 

発 化 ナ トリ ュー ム BArozEr(1935)②⑨ は 泰 
血清 に 引 化 ナチ トリ ュー ょ ム を 1 時 の 割 に 添加 し , 
これ を 7 ヵ月 問 ( 室 湯 4 ヵ月, 氷室 3 月 ) 放置 
レ た が 病 毒 は 生存 じ で いた だ と 言 つ で ゆる 

クロ ビー ルル 石 克 SJEMENOFF u. KosrOWA (19 
38) ぐ 9 は 5 完 クロ ー ル 右 克 を 30 分 間 作 用 せ 
し め て も , 本 病 奏 は 死滅 せ ぬ と 報告 し た 。 


過 マ ン ガ ン 酸 カリ SjEwMENOFE u. KOsLOWA 
(1938)⑲) は 本 病 毒 に 1 多 及び 2 多 過 マ ン ガ ン 
リ を 夫々 15 分 及び 30 分 間接 鯛 せ せしめ を た 

, 病 毒 は 死滅 補 ぬ と 言う 成績 を 下 め た 。 

Ad SrgiN 等 (1944) は 馴 馬 5 
頭 か ふら 探 集 し た 血清 に 硫 松 アン モニ ア を 31.5 央 
d/3 飽和 ) の 割 に 添加 し , と れ を 5"C の 氷室 に 
18 日 間 納 置 し て みた が 病 毒 は 死滅 し な か つ を と 
言 つ て いる 。 

穫 求 本 護 に つい て な は 寺 に 半 べ て 置い た 。 

9. その 他 の 無機 物 

と いで 便宜 上 , 組成 を 明か に し 得 な い 消毒 業 
(に つい て 延べ る 。 

ズル ブフ ォ リ キ ド (Sulfoliquid) 
27) は 有毒 乾燥 血清 及び 乾燥 尿 に 5 ズ ルフ ォ リ 
キ ド を 1 時 間 作 用 せしめ た 後 ,5 用 プン モミ テア 水 
を 以 て 中 和 し , と れ を 仔馬 に 接種 し て 見 を た が, 第 
接種 仔馬 は 稀 病 レ し な か つた 。 婦 CHNELEWskr (1 
929) の 秦 接 種 成績 に よれ ば , 肝臓 及び 腫 臓 小 片 
を 同じ く 5 守 ズル フォ リキ ドド に 減 漬 する こと と 4 時 


間 に 及 ん だ が , 含 有 病 毒 は これ C 抵 玩 し た 。 な お 


OpPERMANN (1934) は 雛 接種 に よ つ て CHNE エ - 
EWSKI と 同一 結果 を 得 て い る 。 

ムル チ セ プ ト (Multisept) 本 酒 毒 美 は 爽 亜 
塵 素 酸 (HOCL) を 主 境 と する も の で ある が , 念 の 
7 めで NM で 訟 明かす る ご と いし た 。 RICHTERS 
(1927) の 報告 に よれ ば , 有毒 乾燥 血 誠 及 び 乾 燥 
展 と 1 の スル テ ャ プ ト を 作用 せ し む る と と 5 
分 間 に し て , 病 毒 は 感染 能力 を 失う と の と と で 
ある 。 氏 は 腐 置 病 毒 接種 不 腔 症 計 の 血液 を 他 の 
健康 馬 に 注射 し た が , と れ 赤 柄 症 を 葛 れ た 。 

' 10. 脂肪 北 

クロ ヽ ュ フ ォ ル ム 臨時 馬 疫 調査 要員 信 (1914) 
は 血液 に クロ ヽ フ ォ ル ュ ょ ム を 過 飽 和 に 添加 し , と れ 
を 良く 振 間 し た 上 , 24 時 間 作用 せしめ た が , 病 
毒 は 死 減 し な か つた と 記載 し て いる 。 然し と れ 
に 開 す る 邊 験 成績 を 散 表 し て いな いと と は 遺 距 
で ある 。BArozZzsr (1935) ぐ ②⑯ は 血清 に 1.5 狐 
の 割 に クロ ヽ フ ォ ル ム を 加え を 振 滑 後 , これ を ア 
ンプ ダール に と 封 じ て 4 ヵ 月 間 放置 し た が , 病 奏 は 
生存 レ し て いた と 逃 べ て いる 。 最近 SrgrN 等 
(1944) は き 答 性 患 馬 の 騰 弟 を 金 綱 を 以 て 濾過 し , 


RicgTERS(19 
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と の 3933.3 多 食 障 水 胞 憲 に 1 の 割 に クロ ュ フ 
ォ ル ム を 添加 し て 60 日 及び 90 日 間 放 置 し て 見 
た だ た ととろ, 病 毒 は 60 日 で は な 忍 馬 を 克 症 せしめ 
た が , 90 日 で は 最早 起 病 力 を 矢 つ て いた と 次 表 
し で てい る 。 な お 氏 等 は , 試験 馬 中 語 病 せな かも の 
に は 毒 血 を 打 種 し て 俺 貧 感 受 性 を 確 め た 。 

. エーテル BAroZET (1935)⑫) は 3 多 エー 
テル 加 碧 浴 中 の 病 毒 は ヵ月 年 これ と 抵抗 する 
の を 認め た 。 STgrN 等 (1944) は 本 病 毒 に 石 旭 
酸 と エー テル と を 同時 に 作用 せしめ る 和 費 験 を 行 
つて いる が , と れ に 開 し て は 後 稼 す る 。 

械 太 子 油 酸 ツ ソー ダ BAroZzsT(1938) は 血清 に 
0.1 湖 及び 0.2 多 の 割 に 間 詳 子 油 酸 ツ ウツ ー ダ を 添 
加 し , 15 分 及び 1 時 間 後 病 雪 の 生死 を 検査 し た 


. と と ろ , 病 毒 は 何れ の 場合 も 死滅 し な か つた と 


と を 総 験 し た 。 面 し て 本 病 毒 の 新 る 性 秩 は 他 の 
病 毒 に 甚だ 類似 する る の で あつ て , ヂ ア スタ ー 
RDNSRSUEN2 縛 4 
誠 左 な め と 記 和 送 し で て いる 。 

フォ ル マ リ ン 及 び グ リセ リン これ 等 に 就 で 
は 上 既に 区 べ を た 。 

11. 芳香 終 ( ヒ ドゥ 芳香 緒 ) 

トル オー ル 臨時 馬 疫 調査 委員 信 (1914) の 報 
身 に よれ ば, 血液 に トル オー ル を 過飽和 に 加 を 振 
湯 混 和 後 放置 する と き , 24 時 間 総 包 す る も 病 毒 
は 遂 病 力 を 保持 する 由 で ある 。 然し 過 了 咲 な が ら , 
同 委員 倉 は その 真 駿 応 を 艇 表し て いな い 。 そ を 
の 後 中 村 938) は 押 液 及び 請 臓 笑 組 紅 病 毒 に 
0.1 辺 の 因 に トル オール を 添加 し 37C に 於 て 
3 日 開 作 用 せしめ た が 病 毒 ( は 芋 る 減 レ し なかつ 
を た 則 記し て いる 。 

クレ ゾー ル 志賀 (1911< ぐ 5 は 血清 に 0.5 欠 
の 久 に トリ クレ ゾー ル を 添加 し , と れ を 25C 
の 室 溜 に 3 日 間 放 置 し た が , 病 寺 は 死滅 し な か 
つた と 言う 2 成績 を 改め た 。 

クタ レオ リン  SjEMENOEFu.KOSLOWA(1938)699 
は 血清 に 混 央 ク レオ リン (Torfkreolin) 及び 大 
娠 クレ ォ リ ン (Steinkohlenkreojin) を 10 欠 
の 久 に 加 を , 15 分 後に 病 毒 の 生死 を 検査 し た と 
と ろ , 泥 胸 ク レオ リン 加 の も の で は 病 は 生 


存 し て いた が , 石 災 クレ オォ リン で は 死滅 し た と 
角 べ で いる 。 
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マー サイ オレ ー ト 辻 肥 び 須 藤 (1944) は マ て 
ー ゾ ニン ( 武 長 製 マ ー サ イオ レー ト ) を 0.01 易 
の 割 に 添加 し た 億 貧血 廿 を 氷室 に 7 日 及び 14 
日 間 納 置 し た が , 病 毒 は 何れ の 場合 も 死滅 し な 
YO7 が っ 

石 下 酸 本 刑 に つい て は 色 逃 し た 。 

サボ ポー ニン BArozgT(1935) ぐ 9) は 血清 (に ヒド 
n 芳香 終 の サポ = ェ ン を 1 時 の 割 に 加 を て 放置 
する と , 含有 病 奏 は 24 時 間 に し て 死 浅 する の 

認め を た 。 

胆汁 酸 ツ ソーダ 及び 胆汁 これ 等 に 就 て は 錠 に 
逃 べ て い た 。 

2 の リジン 色素 

トリ バブ ラビン , 
ー ル 中 村 (1938) は 俺 狗 馬 の 血 液 及び 諸 臓 著 組 
結 須 融 ( に トリ パフ ラビ ン , トリ パン ロー ト 及び 
リバ ベ ノ フー ル を 各 0.1 喝 の 割 に 添加 し , とれ 待 
を 3 日 聞 37"C に 保つ だ ととろ, ト サ ポ パフ ラビ ゼ 
ン 及 び リ ベク ノール は 病 毒 に 何等 障害 を 典 え な か 
つ を が , トリ ペン ロー ト は 征 々 毒 力 を 減 騰 せ し 
むる と と を 知 つ を た 。 

キノ ゾー ル  SjEwENoOFFu.KosLoWA(1938)?9 
は 本 弾 (8-Oxychinolin 硫酸 騨 ) の 1/5000 量 添 
加 毒 血清 に 就 て 加熱 試験 を 行 つ て いる が , と れ 
に 開 し て は 熱 の 項 に 於 て 紹介 し た 。 

13. 石 岩 酸 と 他 種 化 沈 
製品 と の 簡 合 作用 

エー テル SrgsrN 等 (1944) は 1 稔 性 患 馬 か 
ら 同 時 に 採取 し た 血清 に つき 欧 の 如き 試験 を 行 
つた 。 好 ち 第 1 の 血清 に は 石 學 酸 及び エー テル 
を 各 0.5 多 宛 加 を えて 5C に 230 日 間 保 存 し , 
第 2 の 血清 に は 雨 者 を 各 0.25 多元 , 婦 第 3 の 
押 清 に は 各 0.35 時 序 を 添加 し て 夫々 5C に 
60 日 間 放 置 し た と こと ろ が , 第 1 の も の は 人 多 に 感 
染 カ を 失 つ て いた が , 第 2 及び 第 3 の も の は 接 
種馬 を 胡 症 せしめ た 。 何 盾 察 期 間 経 過 後 第 1 の 
押 清 接種 馬 に 毒 血 の 後 接種 を 行 つ た と と ろ 該 馬 
は 秋 症 し た 。 

マー サイ オレ ー ト 演 及 び 須 藤 (1944) は 血清 
て 石 過 酸 及び マー ゾ = ェ ン を 夫々 0.5 多 及び 0.05 
の 割 に 添加 レ し た も の , 及 び 十 者 を 夫々 0.25 欠 
及び 0.05 時 の 割 に 加 を た も の を 氷室 に 7 日 及び 


ト り パン ロー トト 及び リバ ノ 


14 日 間 納 置 し て みた が , 何れ の 場合 に 於 て も 病 
毒 の 死滅 を 見 な か つた 。 同年 STErN 等 (1944) は 
委 性 患 馬 血 清 を 濾過 (MANDrER No.5) 後 , と 
れ に 石 災 酸 及び マー サイ オレ ー ト を 夫々 0.25 
時 及び 0.01 の 割 に 加 を , ぢ C に と .30 是 間 放 
置 し た が 病 毒 は 生存 し て い を と 夢 べ て いる 。 

フェ ニール ・ マ ー キ ュ リ ー・ ア セテ ー ト (Pheny1l 
mercury acetate) SrgrN 等 (1944) の 報告 
(に よれ ば , 和久 性 患 馬 血 漬 (MANprER No.5 濾 
過 ) に 石 災 酸 及 び フ ェ ニ テー ル ・ マ ー キ ュ リ ー・ ア 
セテ ー ト を 夫々 0.252 及び 0.01 と 添加 後 , 
5C に 30 日 間 保 ち 。 と れ を 馬 に 注射 し た が 該 
馬 は 秋 症 を 鞍 れ た 。 な 忍 該 被 注射 語 に 上 逃 廣 軒 
病 毒 注射 後 104 日 に し て 泰 血 の 後 接種 を 行 つ た 
と と ろ 和 毅 症 を 見 た 貼 で ある 。 

クリ スタ ル 紫 SrErN 等 (1944) は 前 記 邊 験 
と 同時 に 同一 血清 に 石 由 酸 及び クリ スタ ル 率 を 
夫々 0.05 及 び 0.1 時 の 割 に 加 を , 5C に 30 
日 聞 放 置 し た と と ろ , と れ 赤 病 毒 の 死滅 を 見 た 
ェ 逃 べ て いる 。 な な 104 日 間 指 察 後 供 試 馬 に 奏 
血 を 接種 し た が 該 馬 は 次 症 し た 。 


TV 人 縛 言 


以上 筆者 は 俺 貧 病 毒 の 抵抗 性 に 開 す る 先 人 諸 
家 の 業 績 を 普 く 紹介 し , か た わら と れ が 挑 判 を 
試み た の で ある 。 上 相 の 如く と の 問題 を 取扱 つ 
た 研究 が 多 敷 散 表 され て いる が , その 忠和 吾 人 を 
し て 承服 蘭 し な る に 足る 業績 の 用 々 だ る は 洒 に 
遺 隊 に 境 を な い 。 即ち と れ 等 の 研究 に は 多大 の 
努力 が 失わ れ た に も か いわ ら ず , そ の 貸 験 成績 が 
信頼 性 に 乏しい ゃ の と な つた . 詩 な る 原因 は , 接 
種 小動物 の 供 試 され た 例 が 少 か ら ず 存 し た と と , 
又 た と を 馬 が 使用 きれ た と し て も その 頭 敷 が 極 
め て 少く , 耳 つ 盾 察 上 と も 不備 な 中 の あつ た と 
と は 多 に 指摘 し た と と ろ で ある 。 新 の 如く 個々 
の 績 は 必ず ましゃ 吾 人 を 満足 な し せる も の で は 
な い が , と れ 等 の 研究 に よ ょ つて 聴 げ な が ら 明 か 
に され た 貼 も 双 少 く な い の で あつ て, 今 こ と と 
その 主 な る も の を 一 括 し て 述 する と 爽 の 如く 《 
で ある 。 

(①) 舘 貧 病 毒 は 一 般 理化 看 感 作 c 愉 し て 高 
度 の 安定 性 を 有 つ て いる 。 ' 


(2) 本 病 奏 は 特 C 拓 座 , 間 燥 , 紫外 線 及 び 
線 と 肘 し て 極め て 抵抗 性 が 高い 。 

(3) 本 病 奏 は 加熱 , 直射 日光 , 長期 保 在 及び 
腐 尼 に 相 営 耐え 得る 。 

(④) 本 病 奏 は 鹿 素 が ス , 石 次 乳 , 欧 化 ナ ト リ サッ 
ム , タ ロール 石 次 , 過 マン ガン 酸 カ リ , 硫 松 ア ン モ 
ニア, ズル フォ リキ ド , ク ロ ヽ フォ ルム エー デル > 
グリ モリ ン , 剖 及 子 油 酸 ウー ダ , 胆汁 ,. ト ルオ キール , 
右 胸 酸 , ク レゾ ゲール, マー サイ オー レト , ト トリ ペ フラ 
ビン 及び リ ベ ノ クノール に と 凌 し て は 著しく 抵 光 する 。 

(5) 本 病 毒 は 性 ウー ダ , 昇 来 , フォ ル マ リ 
ン , サポ ニン , クレ オリ ン 及 び ト リサ ペン ロ ー ト 
と 半 し て も る かなり 抵 抗 す る 。 但し 本 病 毒 は ムル 
チェ セプト と 須 し て は 抵抗 性 が 低い よう で ある 。 

(6) 本 病 雪 は 石 有 酸 と フェ テー ル ・ マ ー キ ェ リ 


ー・ ア セテ ー ト 政 は クリ スタ ル 穫 と の 複合 感 作 
を 受け た 場合 次 酸 皿 > 前 洲 尊 
作用 を 廊 く 受け る 。 ダ 然し 石 災 酸 と エー テル 惑 は 


マー サイ オキ レー VN 楽 つた 場合 に は 
石 将 酸 押 狼 の 時 と 異 ら な い 。 
了 血清 申 の 本 病 毒 は 0.5 叶 石 災 酸 に 翌 し 

て , 氷室 婦 は 室 混 に 於 て は 1 て 7 月 間 抵抗 し 

得る が , 晃 卵 器 (37C) 内 で は 僅か 3 日 に し て 

完全 C 不 活性 化す る 。 
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馬 の 集 性 和正 尊 に 甘 す る 馬 属 以外 の 各種 動物 の 感受 性 
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1. 緒 言 


馬 の 俺 染 性 貸 血 の 病原 構 が VALLEE et CARRE 
904)G①305 に よ つ て 濾過 性 病 毒 で ある と と 
が 確 詩 さ れ , 績 いて CARRE et VArLEE (1907) 
に よ つ て 各種 動物 に 習 する 感染 買上 骨 が 試み られ 
て 以 來 , 多く の 研究 者 に ょ つて 種々 な る 動物 が 
接種 算 豚 の 習 象 と 供 試さ れ て 來 た が , 確 に 感 
染 し 耐 も 診断 その 他 に 應 用 し うる と 一 般 に 認め 
られ だ も の は , 遺 距 な が ら 今日 まで 未だ 区 見 き 
れる に 至 つ て 玉 ら ぬ 。 と に 於 て か OSTERTAG 
907), KsAr 932), MGcsy (1932) 並 に 
FoRTNER (1938)9) 律 が 言明 せる 如く , 馬 属 以 
外 の 動物 は 本 病 に 次 し 感受 性 を 有 せ ぬ と する 見 
解 , 乃至 は HEMpErL (1908 ^ 09), SrADLER 
(1917), LEgNsRr (1930) 並 に HILroN (1933) 


- 等 の 言う 如く , 


小動物 よこ と れ に 感染 むず と する . 


次 
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2. 感受 性 な し さす る 報 言 
天上 

え V.。 其 の 他 の 動物 
1。 . 鎖 
2。 徒 
Sei 著 

VI. 


誰 番 
翌 : 


巻 え が , 今日 億 貸 研 究 著 の 間 に 支配 的 で ある か 
の 如く みう けら れる 。 

本 病 の 感染 餅 双 に 供 試 され た 動物 は 生 , 豚 , 
汗 , 山羊, 猿 , 大 , 獲 , 家系 , 海 家 , フェ レッ ト 
ラッ テ , マウ ス , 負 , 7 鳩 , 病 , 雀 並 に 大 建 の 多 
種 に 及び , 奴 こ とれ ら の 動物 の 感染 貨 駿 に 多少 共 


_ 闘 脱 人 性 を 有する 報告 は その 敷 四 に 200 篇 勿 に 達 


し て いる 。 然し な が な ら そ れ ら 報告 の 内 容 を 仔細 
と 検討 し を 場合 , た と を 陰性 例 に あつ て も 倫 追 
及 の 人 鈴 地 の 夷 さ れ て いる 分 野 が 少 な く な い の で 
あつ て , 従 つ て 上 逃 の 如く 〈 馬 属 以 外 の 動物 は 本 
病 に 習 し 感受 性 な し と 断 じ , 動物 拉 種 次 散 は 絶 
明 な り と し て 断念 する 如き は 其 だ し く 早 計 で あ 
り , # し ろ 新 し き 見 地 に 立つ て と れ が 再 検討 と 
台 進 する と と と そ 也 ま し い の で ある 。 面 し て そ を 
の 再 検討 の 前 提 と し て は , と ヽ に と 先 人 の 業績 に 
問 し 央 置 な 批判 が 試み られ る べき で あろ うと ょ 逃 
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著 は 信ずる 。 

新 様 な 意味 に 於 て 成 さ れ た 本線 説 が , と の 分 
野 を 新た に 開拓 せん と する 意欲 に 燃え た 億 貸 研 
完 者 に 何等 か の 参考 と も ゃ なり うれ ば , 逃 者 の 潤 
廷 こ れ に すぐ る も の は な い 。 

以下 各種 動物 別に 先 人 の 歩め る 足跡 を 辿る と 
KK 

HI。 牛 

生 の 俺 貧 病 毒 に 暫 す る 感受 性 を 最初 に 候 求 し 
た の は CARRE et VALLEg (1907) で あつ て , 

_ 兵 等 は 強 寺 株 の 種々 えな る 量 を 邊 の 種々 な 部 位 に 

_ 接種 し た が 陰性 の 結果 に 終 つ を た ょ 報告 し て い 


る 。FRANcrs 和 & MARsrErrLgR (1908) は 生 に 毒 


血 接種 を 行 つ を が 感染 衣 症 を 認め 得 な か つた と 
言い , 佐 < 木 及び 城井 (1909) 並 に 城井 及び 佐々 
木 (1910) も 患 馬 血液 を 用 い 敷 回 に 巨 つ て 征 醒 感 
染 筑 妥 を 試み た が , 感染 し た と は 認め られ な か 
つた と ェ 逃 べ , ScgrLATHOLTER (1910) も る 赤 邊 は 感 
愛 性 な し ょ と 記載 し て いる 。 績 いて 志賀 (1911) は 
3 頭 の 震 に 用 し 毒 血 清 40 て 50cc を 皮下 接種 し た 
が 反 鷹 な く , と の うち 2 例 を 接種 後 26 及び 42 日 
目 に 放 血 必殺 し , 夫々 の 血清 (40 及 50cc) 並 に 
胆汁 (30 及 40 cc) を 各 1 頭 の 計 に 復 記 資 験 を 試 
みた が 何れ も 症 を 認め ず , 耐 し て と れ ら 4 例 の 
馬 は その 後 の 病 毒 接種 に + 0 定型 的 に 癌 症 し た 。 
他 の 頭 の 徒 に 回 し て 前 逃 26 日 目 に 放 血 居 帝 
し た 息 の 血液 40cc を 皮下 接種 し た が 織 化 を 認 
め ず , と の 昧 に つい て も 接種 後 30 日 目 に 放 箇 し , 
その 碧 40cc 及び 胆汁 20 cc を 各 1 頭 の 居 に 
皮下 接種 し た が 反 鷹 な く , こと これら 2 例 の 馬 も 赤 病 
毒 の 後 感染 に ょ より 定型 的 に 菅 定 し た 。 以 上 の 邊 
験 結果 より し て 氏 は 団 の 感受 隆 を 誠 定 し て いる 。 
SEypgRHELM (1914) る 赤 邊 の 感染 但 験 は 不 
成功 に 終 つ を た と と を 記 枯 し て いる 。 価 氏 は 生 と 
同時 に 羊 , 大 , 家 束 , 海 導 . マウ ス , 暑 並 に 鳩 
を ゃ 供 試 し , 同じ く 陰 性 結果 を 得 て 知 る 。 その 
後 SEYDERHELM u. SEYDERHELM (1914) は 患 
馬 よ り 控 取 し た 計 虹 ( 巡 ) 幼 の 浸出 液 こ つい 
て 次 験 を 行い , これ を 居 に 接種 し た 農 重 篤 な 中 
毒 赴 伏 を 莉 起 し て 缶 死 し た が , 重 , 羊 , 家 各 , 





海 導 或 は 島 類 に 接種 し た 結果 無 反 鷹 で あつ た と 
と より し て , 氏 等 は 億 所 の 原因 は 病 毒 で な く , 
馬 に 詩 し 特 暴 的 に 作用 する 寄生 弟 毒素 , 所 詩 . 
Oesterin で ある と いつ て お ちる 。 従 つて と に と あ 
ば げた SEyDgRHELM の 光 駿 は 上 候 の 意味 で の 病 毒 
の 動物 接種 簿 と は 言い 難い も の が ある 。 

THEILER & KgEroE (1915) は 毒 血 接種 を 行 
つた 2 例 の 和牛 に 於 て ,、 反 鷹 は 認め られ な か つた を 
が , その 正 液 を 馬 帆 に 復 本 し た 腐 雇 症 し た と 記 
逃 し て いる 。 STADrER (1017) も る 赤 生 は 感受 性 
(Ye 

LOgHRs (1919) は 2 頭 の 生 に 習 し て 夫々 毒 血 
病 100 及 250cc を 龍 脈 内 接種 し た が 感染 を 朗 
め ず ま , 内 1 例 の 血液 に つい て 馬 衣 復 疾 加 駿 を 行 
つた が 陰性 に 終り , 午 構 内 に 於 て は 病 毒 は 消失 
する も の で ある と いう 結果 を 得 た 。 更に 毒 血 を 
吸引 せしめ た 刺 虹 15 匹 の 胃 内 容 を 10cc の 食 
訪 水 に 肛 到 と し , その 3cc を 1 頭 の 生 に 静 須 . 
内 接種 し た が 同様 陰性 の 結果 を 得 た 。 倫 と の 場 
合 習 腹 と し て 胃 内 容 乳 刑 5cc を 接種 し た 馬 は 定 
型 的 に 敬 症 し た 。 以上 の 寅 験 よ り し て 氏 は 邊 の 
感受 性 を 査定 し て いる 。 更に LOmRs (1920)G② 
は 試験 管内 に 於 て 病 毒 は 和牛 血清 を 混 ま る と と に 
より 毒 力 が 減 引 さ れる か 万 至 は 死滅 し , と れ を 
馬 に 接種 し て も る 僅か に 不 題 性 感染 を 起す に すぎ 
な いと 逃 べ て いる 。FRG6mNER (1919) る 赤 毒 血 
接種 を 行 つ た 邊 に 北 化 を 認め ず , 半周 と し て 忌 
一 材料 を 接種 し た 馬 は 管 性 症状 を 呈し て 負 死 し 
た こと を 記載 し て いる 。 OPPERMANN u. LAU- 
TERBACH (1923) は 血球 集 反 應 に 開 レ し て 邊 に 
言及 し , 征 は 本 病 毒 に 畔 し て 親和 性 を 有 し な い 
の で , 病 毒 接種 を 行 つ て も その 血球 乃至 は 血清 
が 本 病 に 翌 す る 特異 的 血球 北 集 反 鷹 を 呈す る と 
と は な いと いう 。 KKRAr(1934) は 生 は 感 愛 性 な し 
と 言い , STEIN (1935) $ も 間 産 局 * に 於 る 生 能 感 
染 算 験 は 不 成 功 に 終 つ た と と を 紹介 レ し て いる 。 

その 他 VEReg (1933), CARRE et VERGg 
(1935), Kuggs (1939), WrirrrAM (1940) 並 に 
KgrssR & ScrHogNiNG (1943) は 邊 は 感受 性 な 
く , 耳 北 毒 者 と も な ら な いと 区 べ て いる 。 


* Buresu of Animal Industry。 け . S. Dept。 of Agriculture. 


以上 の 資 葵 報告 を 通 覧 する の と, 何れ も 供 試 
例 敷 が 氷 く , タ 馬 衣 復 過 満 験 は 志賀 , LOHRs 蘭 
(に THEILER & KsHoE の 3 報告 に みか られ る の 
み で あつ て いさ ぃ か 物 上 中 り な い 城 は ある が , 和束 
も 久 諸 研究 者 の 次 駿 結 果 は 邊 の 感受 性 を 否定 す 


る と と に と 於 て 一 致し て いる 。 以上 の 報告 中 , 属 且 
復 包 賀 南 に 開 し て 志賀 は 征 表 通 過 に ょ る 毒 カ の 


獲 化 , ・ 病 毒 接種 圭 血 靖 並 に 胆 汗 の 馬 に 習 す る 起 
病 性 或 は 牧 防 能力 の 有無 を 知る 目的 で 次 駿 を 行 
い , 第 接種 馬 に 軸 し て 病 毒 の 後 感染 を 行 つ て お 
る が , と れ は 賠 ら まる 被 接種 語 に 於 る 不 題 性 感 
染 追 求 の 意味 を 持つ と と いな り , 和牛 の 感受 性 検 
索 に 於 て は 唯一 の りゃ の で あり , その 四 に 於 て 重 
要 富 すべ き 報 告 で ある 。 休 THEILER 層 KEHog 
は 馬 朋 復 包 陽 性 を 記載 し て いる が , こと の 依 駿 報 
告 に つい て は 原 寺 を 入手 出来 ず , 従 つ て その 詳 
絹 は 不明 で ある 。 氏 等 は 後 多 す る 如く 和牛 と 同時 
に 羊 , 山羊 並 に 大 に つい て も る 接種 夏 駿 及び 馬 和 本 
復 帥 真 験 を 行い 同様 の 結果 を 得 て い る の で ある 
が , 羊 及び 大 に 開 し て は THErrER 自身 の 部 下 で 
ある p.5s.Kock (1925) に + つ て 臣 試 され , 馬 
復 記 貴 験 は 陰性 と 是正 され て いる と と より みれ 
ば , THEILER & KgrHog の と の 馬 器 復 衣 邊 験 結 
果 に は 藤 り 信 を おおき 得 な の ので は な か ろう か 。 

と れ を 要する に と , 邊 は 通常 の 接種 方 法 に ょ つ 
て は 誰 む べき 反 鷹 な く , 且 そ の 詳 内 に 於 て 病 毒 
は 消 失 する も の と 思わ れる 。 


IHI. 豚 


豚 の 俺 貸 病 毒 に 暫 す る 感受 隆 は 1908 年 FRAN- 
CIS 交 MARsTrELLER に 上 つて 始め て 検索 され た 
の で あろ る が, 散 來 今日 に 至る まで と の 問題 は 多 

く の 研 究 莉 に よ ょ つて 取上げ られ た 。 面 し て その 
感受 性 に 開 し て は 次 誠二 論 が 存在 する の で ある 
が , と い に は 理解 に 便 な らし め る を ため それ ら 坪 
者 を 必 別 し て 記 交 す る と と いす る 。. 

1. 感受 性 あり と する 報告 

豚 の 俺 貸 病 奏 に 暫 す る 感受 人 性 を 認め た 最初 の 
報告 は 城井 及び 佐々 木 (1910) の 交 験 で あつ て , 氏 
等 は 生後 8 及び 10 ヵ月 の 2 頭 の 仔 豚 に 泰 血 2cc 
を 皮下 接 種 し た が , 2 頭 共 に 10 日 目 軽度 の 倍 
苦 あ り , 豚 は 後 到 な が ら 感 受 性 を 有する と と を 
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知 つ を た と 逃 べ て いる 。 爽 で 吉賀 (1911) は 了 臣 時 
馬 商 調査 要員 領 に 於 て 豚 の 感染 費 験 を 行 つた 。 


_ 切 ち 成 , 仔 豚 各 2 頭 に 毒 血 10cc を 皮下 接種 し 


た 廣 , 仔 懇 2 例 は 芝 熱 , 元 無 衰 失 , 食欲 減退 を 示 
し , 夫々 5 及び 11 日 目 に 第 死 し た 。 双 成 豚 に 於 
て は 1 例 は 無 反 應 , 1 例 は 1 ヵ月 以上 名 後 
病 し た 。 面 し て と の 多 病 豚 に つい て 接種 後 3 日 
目 , 双 無 反 應 成 豚 に 於 て は 1 ヵ月 目 に 採血 し , 夫 
夫 の 血 潜 30 及び 20cc を 局 の 皮下 と 復 亡 接種 
を 行 つ た が , 40 及び 27 日 の 港 伏 期 の 後に 区 症 
し 沿 死 し た 。 以上 の 貸 験 成績 よ 0 し て 豚 は 俺 貸 
病 毒 に 感受 性 を 有 し , その 醒 内 に は 1 ヵ月 も 病 
毒 を 保有 し , 耐 も 豚 骸 内 で 増殖 すら し た も の と 
推 穴 され る と 迄 べ て いる 。 

LOgRs(1919) は 豚 に 於 て 病 毒 の 食 餅 試 験 を 試 
みた が 陰性 結果 に 終り , 次 で 氏 920) ぐ % は 接 
種 貢 馬 を 行 つ て 豚 の 感受 性 を 有する と と を 誇 明 
し た 。 且 ち 人 工 的 に 3 代 馬 を 通過 し た 毒 血 を 2 
頭 の 明 2 歳 の 仔 豚 ( 白 及 び 白 黒 ) に 皮下 接種 し た 
上 廣 , 軽度 の 骸 漫 上昇 ( 約 1 週間 38.8?~ て 39.2?C) を 
認め を 以外 に は 臨床 , 血液 虎 見 共 好 化 は み ら れ 
な か つた 。 然し な が ら 接 種 後 15 日 目 に とれ ら 2 
例 の 豚 ょ り 探 血 し , その 混合 血潮 5 cc を 健康 馬 
C 皮 和 下 接種 し た 虎 定 型 的 に 芝 症 し , 更に と の 計 
ょ り 爽 の 周 へ の 織 代 に も 成功 し た 。 と ヽ に 於 て 
俺 貧 病 奏 が 豚 醒 内 に 15 日 間 は 保有 され て ちな つ 
た と と を 知 つ た 。 休 接種 後 143 日 目 こ こと れ ら 2 
例 の 豚 の 机 液 ( 肥 下 ) 並 に 尿 ( 綴 口 ) を 以 て 夫々 
別個 に 4 頭 の 馬 を 諾 置 し た が , 白 填 朋 血液 で 廣 
直し た 司 の み 帝 症 す る の を 認め た 。 と れ よ りみ 
る と 白 豚 は 営 時 久 に 感染 し て お ら ず , 双 白 時 豚 
の 尿 も 感染 能力 を 有 し な いと と が わか つた 。 分 
ち 以 上 より し て 豚 は 部 分 的 に 感 愛 人 性 を 有 し 不 題 
性 且 持 績 的 に 感染 し , その 則 内 に 病 毒 を 永く 保 
有する と と を 知 つ た と いう 。 茨 に 朋 角 通 過 こ ょ 
る 毒 力 の 増強 有無 を 知ら ん と し て 193 日 目 の 白 
昌 豚 血液 を 上 逃 白 豚 に 接種 し , 次 で 接種 後 10 日 
目 の 百 豚 血 液 を 馬 に 復 ノ 師 し た が 何れ も 反 應 な く , 
と れ よ り し て 豚 懇 通過 に ょ り 毒 力 が 増 導 され る 
ご と は な いと 記 セ で いる 。』 

HAEERSsANG (1920) ぐ ⑲ は 上 逃 了 臨時 馬 疫 調査 委 
員 (志賀 ) の 報告 に 刺 温 され 豚 に 開 す る 宣 験 を 
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試み た 。 印 ち 了 め 健康 秩 態 を 充分 製 察 し た 生後 
3 ヵ月 の 2 頭 の 仔 豚 に 於 て , 1 頭 に は 泰 血清 5cc 
を 皮下 接種 し , 他 の 1 頭 は 無 農 置 習 嘆 と し て 6 
カ 月 間 了 臨床 立 立 に 血液 虎 見 を 千 察 し た 。 その 結果 
毒 接種 朋 は 了 臨床 的 に は 軽度 の 次 熱 (接種 後 8 て 1 
日 目 38C 以上 , 12 日 目 40.2 で C) が 認め られ た 
以外 に 閉 嫌 な く , 駐 血 液 欧 的 に は 赤血球 敷 及 び 
血色 素 量 の 減少 , 有 要 赤 血球 及び 多 楽 性 赤血球 

の 増加 が み ら れ だ た 。 面 し て 接種 後 38 日 目 の 膨 
幾 血 6cc を 健康 馬 に 静脈 内 接種 し た 農 19 日 目 
に 艇 病 し , 22 日 目 第 1 同 , 68 日 目 第 2 同 と 府 
1 区 直 ORNSRRINPNNID 
必殺 し た が , 記 検 並 に 組織 牌 的 希 
な か つた 。 以上 の 席 見 より em 
の 配 内 に 永 く 病 毒 を 保有 し , 且つ 血液 に も 帝 化 
が 認め られ は する が が , 臨床 的 に は 著 括 な く , 従 
つて 診断 に は 用 い 得 な い ょ 結論 し た 。 休 氏 
(1920) ぐ ⑦ は 後 多 す る 如き 豚 の 感受 性 を 人 定 し 
た Trrzg(1920) の 四 験 を 反 有 し , TrTZzE の 家 験 
に は 識 温 並 に 血液 検索 が 記載 され て お ら な いと 
ェ , タ 復 師 偶 有 を 行 つ た 馬 の 入 察 期間 が 短い と 
と 第 を 指摘 し , 豚 の 感受性 は LOHRS, KUTSCHE 
並 に HAEERSANG に よ つ て で て 多 に 決定 的 な も の と 
な つて お る と の 見 解 を 本 べ て の る 。 

KUrscHE (1920) は 上 逃 LOHRS ぶ 朋 通明 毒 
で 般 症 せしめ た 馬 碧 液 の 分 典 を うけ , その 10 cc 
を 生後 3 ヵ月 の 1 頭 の 豚 に 皮下 接種 を 行 つた が 
31 日 の 潜伏 期 の 後 装 明 な 症 汰 を 示し て 次 症 し 
た 。 愛 ち 醒 温 は 39.77C に 上 昇 し , 結膜 潮 紅 , 食 
欲 謙 , 忠 吐 あり , 褒 弱 其 だ し く 弥 日 周 園 に 無 
開心 で 横 各 し , 一 般 捧 態 が 甚だ し く 加 化 し た の 
で 切 所 層 殺す ら 考 を られ た だ 程 で あつ た 。 然るに 
税 日 に な つて 元気 収 復 し , 熱 が 下降 し , そ の 他 の 
症 須 も 消失 し た 。 婦 血液 台 的 に は 赤血球 敷 及び 
血色 素 量 の 減少 , 有 桜 赤血球 及び 多 染 性 赤血球 
の 出現 増加 , 汐 包 球 増 多 症 , 骨髄 細胞 及び 軸 型 骨 
句 細 胞 の 出現 , エ オ ジン 嗜好 性 細胞 の 減少 が み 
られ た 。 面 し て 藩 症 後 10 日 目 の 騰 織 血 20cc 
を 健康 馬 に 接種 し た 虎 , 22 日 目 に 軽度 の 熱 芝 作 
を 和敬 し た 。 何 供 試 朋 の 剃 槍 に 於 て は 襲 化 は 褒め 
られ な か つた 。 以 上 より し て 豚 は 確 真 に 俺 気 病 
毒 に 感染 する と と を 知 つ を が, 従来 の 研究 を 全 


訟 め られ 


人 こま て 
OO も NT < 


考 えた 場合 , 貨 験 敷 が 僅少 な た め 豚 を 診断 に 
用 いう る か 薄 か の 申 に 開 し て は , 明確 な 結論 は 
典 え られ な いと 附 記 し て いる 。 

GERLACH (1921) は 4 頭 の 豚 に 於 て 3 頭 に 
は 0.5 石 由 酸 加 保 存 毒 血清 5 cc, 1 頭 に は 新 
鮮 毒 血清 10 cc を 皮下 接種 し た が , 後者 の み と 
淫 病 を 認め た 。 但 し 秋 病 豚 ょ り 民 へ の 復 包 軟 上 
は 行 つ て ら な い 。 面 し て 氏 は , 豚 は 感受 性 を 
有する が 診断 的 寅 駿 に は 不適 党 で あつ て , と の 
虹 LOgRs 並 に HABERSANG 等 の 見 解 と 一 致し 
た と 涼 べ て いる 。Voss (1922) は OPPERMANN 
教授 指導 の 下 に 豚 の 感染 駿 を 行 つ を 結果 , 豚 
は 感染 し , 臨床 的 に は 兎 も る 角 と し て 区 液 鹿 見 に 
甘 明 な 幾 化 が 認め られ る と 言い , FRICKg (1922) 
も 赤 血 液 虎 見 に 著 明 な 薇 化 が 認め られ , と れ を 
診断 に 用 いう る と 述べ て いる 。 「 

OPEERMANN u. HERRFARTH (1923) は 26 
頭 の 豚 を 供 試 し て 感染 寅 験 を 行い, 次 の 如き 結 
果 を 得 た 。 即ち 病 毒 は 豚 醒 内 に 30<40 日 間 は 
生存 する (上 馬 騰 復 師 寛 験 )。 豚 の 種類 は 感染 と 無 
開 係 で ある が , 年 齢 の 帳 に 開 し て は 明確 で な の 。 
接種 材料 と し て は 血清 , 血液 , 腕 織 血 何れ も 同 
様 で あり , 接種 量 は 5~20 cc が 適 営 で ある 。 婦 
感染 馬 の 如 何 な る 時 期 の 毒 血 が 豚 柄 に 翌 し 最も 
著 明 な , 娠 の な い 隙 床 的 反 應 を 起す か を 知る た 
め に と, 竣 作 直前 , 敬 作 中 及び 直後 の 正 液 を 用 いて 
肉 を 行 つ た が , この 和 疑問 を 明確 解決 する と 
と は 出来 な なかつ を た 。 価 接種 部 位 と し て は 度 
静脈 内 , 筋肉 内 , 腹腔 内 並 に 骨髄 内 何れ も 感染 
を 起 し 得 た 。 病 毒 接 種 に より 豚 は 著 明 な 臨床 症 
汰 を 示す と と は な い が , 葉 育 不良 と な つて 目 然 
的 抗 性 を 減じ , 他 種 病原 衣 の 二丈 感染 に 犯 きれ 
易く な る 。 谷 供 試 朋 中 2 例 が 抽 死 し た が , 判 検 上 
診断 に 供し 得る 如き 維 は 認め られ な か つた を た 。 
_OrrwMANNs (1923) は OpPERMANRN の 指導 に 


-+ り , 家 兎 を 用 いて 朋 醒 に 接種 され た 病 毒 の 保 


有期 間 に 開 し 検索 を 行 つ た 結果 , 肝臓 に は 197 
日 , 血液 中 に は 敷 カ 月 も 病 毒 の 存在 が 詩 明 され 
た ょ と いう 。 双 HorFrFwaAnNN (1923) は 了 臨床 的 に は 
灰 に 近 汰 は か も れ な が 抽 泊 人 
と れ を 診断 に 用 いう る と ょ と 欧 べ て いる 。 
D.E.Kock (1925) は 1 頭 の 豚 に 2 同 に 呈 り 


計 -.20cc の 遼 血 を 皮下 接種 し た 座 反 應 は 説 め ら 
れ な か つた が , と の 豚 の 接種 後 42 日 目 の 血液 
34 cc 並 に 106 日 目 の 血 液 50cc を 静脈 内 に 接 
種 し た 1 頭 ま つの 局 は , 前 莉 は 4 週 日 , 後者 は 
7 週 日 以上 の 潜伏 期 の 後 朋 定 し , これ ら の 馬 よ ょ 
り 代 の 馬 へ の 織 代 に も 成功 し た 。 と れ よ り 氏 
は , 豚 は 偉 貸 病 毒 に 感受 作 を 有 し 雑 毒 才 と な り , 
その 血液 を 馬 に 接種 れれ ば 馬 は 胡 症 する が , 然 
し な が ら 日 本 の 臨時 馬 疫 調査 要員 の 報告 に みる 
如き 臨床 応 見 は 認め られ な か つた と ょ 記 簡 し て い 
る 。 

KRAr (1934) に よれ ば 強 毒 の 毒 血 を 皮下 接種 
し た 廣 , 被 接種 朋 は 12>14 日 の 潜伏 期 の 後 強 
度 の 反 鷹 を 現 わ し , その 後 豚 コ レラ KC 極め て 類 
似 し た 症状 を 呈し て 鉛 死 し た 。 両 し て 殴 病 豚 ょ 
り 言 へ の 復 帥 和 験 も 陽 作 を 示し た 。 何 氏 は 豚 の 
人 工 感染 を 試み る 際 , 潜在 し て いた 個 有 の 疾病 
が 病 毒 接種 に よ つ て 活動 性 と な る の を 防ぐ た め , 
接種 前 に 於 て は 全く 健康 な 上 汰 態 に 飼育 し な けれ 
、 ば な ら な いと 言い , 更に 豚 を 診断 用 賀 験 に 供 試 
レ う る か 秋 か の 略 に 言及 し , 豚 の 血液 所 見 は 不 
安定 で ある と と , 立 に 俺 貧 病 毒 接種 に よ つ て 起 
る 血液 席 見 の 織 化 は 他 の 材料 廣 置 に ょ つて も 認 
め あら ち れる と と 等 よ り し て , 豚 を 僚 貧 診断 に 用 いる 
と と は 不適 常 で ある と 涼 べ て いる 。 本 UPBAUER 
u. MArENSEK (1935) も 赤 , 豚 は 本 病 春 に 感染 
し , 表 か な 奏 級 と 可 大 粘 膜 の 蒼白 と が 認め られ 
る と いう 。 

SEMENOV & OLDENEORGER (1936) は ソ連 の 
. 偉 気流 行 地 に 於 て , 豚 群 に 開 歌 熱 を 特徴 と する 
疾病 を 認め た 。 そ と で その 和義 病 朋 の 濾過 血液 を 
2 頭 の 豚 T 及び 2 蔵 ) 及 び 1 頭 の 艇 馬 に 接種 し , 
更に と の 接種 豚 の 血液 を 他 の 和 馬 に 接種 した 虎 
何れ も 開 定 し た 。 そこ で 俺 貧 流 行 地 の と れ ら 低 
病 豚 は 病 毒 を 保有 し て なり , か くし て で 選 よ ょ り 朋 
へ の 俺 任 感 染 が 可能 らち らしく 思わ れる と いう 。 古 
し て 氏 等 は 俺 貧 漢 生地 に 於 て は 局 と 豚 と の 隔離 
並 に と 豚 の 移動 林 止 が 必要 で あろ う ょ 逃 べ て いる 。 
KO6Bg (1938) は 生後 4 て 5 週 日 の 仔 懇 に 於 て 
肛 臓 摘 軸 を 行い , 手術 後 4 て 13 日 目 に 俺 貧 馬 の 
脱 織 血 , 本 機 酸 加 久 は へ ペリ ン 加 血液 を 皮下 疎 
は 商 販 内 接種 し , 夫 後 4 て 6 週間 に つ て 臨 
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床 並 に 血球 敷 , 血色 素 償 を 検索 し た 。 先ず 第 同 
目 に 人 工 及 び 自 然 感 染 馬 の 熱 芝 作 時 の 血液 を 用 
いて 豚 の 織 代 音 朋 を 試み た 虎 , 人 工 感染 馬 血 液 
で は 5 代 に 至る も 何 衣 症 を 認め た が , 自然 感染 
馬 血 液 で は 2 代目 まで 般 症 し ,3 代目 は 4 週間 観 
察し た が 区 熱 が み ら れ な か つた 。 何 自然 感染 
馬 血 液 接種 朋 に 於 て , 最初 患 馬 の 熱 散 作 初期 
(40.17C) の 血液 を 接種 し た 仔 豚 は 反 鷹 を 示さ ず , 
用 日 (40.7C) の 稀 液 を 虎 置 し た 同 腹 の 仔 豚 に 於 
て 感染 が 成立 し た の で ある が , と の と と は 同一 
熱 華 作 中 に 病 寺 の 仔 豚 に 習 す る 感染 能力 が 夫 加 
し た も の ょ と 基 え られ , 興味 ある 事 足 と し て 記載 
レ て いる 。 旋 定 験 に 於 て 感染 朋 は 3~11 日 目 に 
第 1 同 の 熱 衣 作 を 呈し , 耳 功 作 を 反復 する も の 
が 多く , 赤血球 は 著 明 に 減少 する の を みた 。 


- 面 し て 織 代 する に 従 つ て 次 作 は 洒 炊 軽減 し , 且 


その 義 現 時 期 $ 情 く な つて 來 た 。 但し と の 祥 験 
に 於 て は 馬 韓 復 包 次 験 は 行 つ て いな い 。 爽 に 無 
逐 期 (人 工 並 Cc 自然 感染 馬 各 1 例 ) の 血液 を 以 
て 廣 置 し た 仔 豚 $ 赤 同様 縮 症 し た が , 特に 人 工 
感染 馬 血 液 護 置 豚 は 著 明 に 反 應 し た 。 双 疑 症 馬 
(7 る 月間 に 陸 度 の 熱 驚 作 2 同 を 示し た ) の 血液 
を 3 回 に 理 り 採血 し , 各 1 せ 頭 の 仔 豚 に 接種 し を 
が , 2 頭 は 北門 し , 病 熱 並 に 赤血球 敷 の 減少 が 
認め られ た 。 更に 健康 と 認定 され た 馬 ( 擦 血 時 
の 血球 敷 は 900 高 以上 ) に 於 て , 1 ヵ月 年 の 開 に 
4 固 控 血 し , 夫々 各 1 頭 の 仕 朋 に 接種 し た 腐 , 中 
間 の 2 例 は 陰 作 で あつ た が , 最初 = 最後 の 2 例 
の 仔 豚 は 敬 症 し た 。 と ヽ に 於 て と の 供 試 馬 は 感 
染 の 和 疑 濃厚 と な り , その 血液 を 健康 馬 に 接種 す 
る と 同時 に , 俺 気 病 毒 を と の 供 試 馬 KC 接種 し た 
廣 , 被 接種 健康 馬 は 驚 症 し た が 供 試 馬 は 反 鷹 な 
く , 従 つ て 本 例 は 著 者 で 且 或 程度 現 疫 し て 
る と と を 知 つ を た 。 以上 の 結果 より し て 慢性 不 題 
性 感染 馬 の 血 液 を 以 て し て も 仔 朋 に 感染 可能 で 
あり , 又 人 工 感 染 馬 血液 は 自然 感染 馬 の それ よ 
りゃ 感染 は 容易 で ある と と が わか つた 。 価 馬 骨 
復 過 息 験 を 2 例 の 豚 + り 試 みた が 結果 は 陰性 に 
終 つ た 。 却 も と の 2 例 は 探 血 時 日 中 疫 に 宜 患 し 
て お つた も の で ある 。 上 逃 の 得 験 の 肝 大 と し て 
試み た 腫 臓 摘出 を 行わ な いじ 豚 に 於 ける 邊 双 は 陰 
性 に 終り , か くし て 腫 臓 摘出 が 豚 朋 感 染 の 重要 
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な 條 件 で ある と と を KOEE は 提唱 し て いる 。 

以上 の 邊 験 の 外 OPPERMANN (1923, 1924G23, 
1934, 1939) は , 豚 は 本 病 に 感染 し その 衣 内 に 
永く 病 毒 を 保有 する が , 姓 然 は 専ら 血液 席 見 に 
限局 し 秦 明 な 際 床 症状 は 認め られ な いと と ょ と , 一 
方 飼育 並 に 採血 が 困難 な た め 診断 用 動物 と し て 
は 豚 は 不 身 賞 で ある と 逃 べ て いる 。 

その 他 ScgurrzE (1928) は 豚 が 感受 性 を 有 
' す る と と は 確 頁 らし が , 飼育 並 に 採血 が 困難 
な た め 診 断 用 四 験 に は 不適 営 で ある と 送 べ べ , 婦 
VEReE (1933) は 豚 は 次 験 感染 に 習 し 或 程 度 の 
感受 性 を 示し 時 に は 簡 毒 基 と な る と 言い , RICH- 
TERS (1934) ゃ 陸軍 漁 腎 検査 大 * の 條 験 を 練 攻 


し レ , 豚 の 感染 寅 験 及び 馬 本 復 記 寅 験 に 成功 し た 


と 逃 べ (こと れ は LOHRs の 得 験 を 示す も る の で あろ 
う ), KRAL, MAcEK u. SoERA (1934) る 赤 豚 は 
軽度 の 感受 性 を 有する 引 報 告 し , MGcsy (1934) 
は 豚 は 遂 病 し な い が 講 内 に 永く 病 毒 を 保有 する 
と 述べ て いる 。 双 CARRE et VERcg(1935) は 豚 
は ある 程度 の 感受 性 を 示す が 診断 軟 駿 に は 利 
用 し 得 な いと 言い , wick (1935) も る 赤 豚 は 蘭 毒 
著 と な り 俺 播 基 た りう る と 記入 し て いる 。 更に 
WirriAw(1940) は 豚 は 馬 属 以外 の 動物 中 最も 感 
受 性 弾く , 病 毒 接種 後 2 て 3 日 乃至 2 て 3 週 日 で 貧 
血 , 腔 熱 そ の 他 の 症 誠 を 示し , 時 に は 向 死 する 
も の も あり , タ 無 症 汰 に 経過 し た も の で も その 
血液 中 に 196 日 る 感染 能 力 の 誇 明 され を た も の も 
2 がり 7 を 旧 けり ルン "CV る 
2. 感受 考 な し と する 報告 

FRANCIS @z MARSTELLER (1908) は 先 随 の 如 
く 豚 の 感受 性 を 検索 し た 最初 の 研究 奏で ある が , 
氏 等 は 豚 に 替 血 接種 を 行 つ た が 感染 の 訟 手 を 認 
め 得 な か つた と 記載 し て いる 。 SrTADLER (1917) 
も る 赤 豚 の 感受 性 を 列 定 し た 。Trrzg (1920) は 生 
後 5 て 8 ヵ月 の 3 頭 の 仔 朋 に 患 馬 の 騰 毅 血 或 は 
混合 血清 を 皮下 接種 し た が , 臨床 , 病理 解 前 用 
名 組織 學 的 虎 見 に 織 化 を 認め ま , 又 接 種 後 2 カ 
月 目 に 1 例 の 豚 の 血液 20cc を 馬 に 復 記 し 約 人 お 
日 間 和 穴 し た が (と の 時 と の 策 験 を 行 つ て いた 
Tierseuchenforschungsstelle West が 魔 止 さ 


* 月 eeresveterinaruntersuchunesamnt. 


れ 濾 験 は 中 絶 し た ) 笠 化 な 《 陰 性 と に 終 つた の で , 
豚 は 感受 価 な し と 結論 し た (と の 報告 に 交 す る 
HABERSANG の 反 駿 は 前 迄 し た ) 。 

BArozET (1923) は 感染 馬 の 血液 40cc を 2 
頭 の 豚 に 接種 し た 廣 ,+1 頭 は 豚 間 に 感染 し 中 途 難 
死 し , 婦 他 の 1 頭 は 年 温 を 持 績 し , その 豚 の 血液 


_ 30cc を 仔 巴 に 復 な し た が 無 反 應 に 終 つた 。 か く 


し て 氏 は 豚 に 習 す る 接種 算 駿 は 不 成 功 に 終 つ を 
と 逃 べ て の る 。IMERk (1923) は + 頭 の 朋 に 毒 血 
を 皮下 接種 し , 他 の 1 頭 に ヒ 餅 食 # キ し め た が 2 頭 共 


病状 を 示さ な か つた と いう 。 VArrgg(1926) も 赤 


豚 は 感受 人 性 な し と 記し , SrgIN (1935) も 畜産 局 
の 駿 に 於 て 豚 の 感染 下 験 は 陰 作 に と 終 つた ょ 記 
し レ し て いろ る 。 双 THoRsHAUuc (1936 ) は 豚 は 俺 箕 の 
診 過 用 資 長 に は 使用 し 得 な い ょ 主 紅 し て いる 。 
HoMUroV (1936) は 1 頭 の 豚 に 大 量 の 毒 血 を 
頻 同 接種 し , 2 ヵ月 折 察 し た が 臨床 , 剖検 共に 
織 化 は 認め られ な か つた と いう 。 婦 中 村 (1938) 
の 記載 に ょ よれ ば , 石井 は 仔 豚 12 頭 を 供 試 し て 感 
染 真 験 を 行 つた が 陰性 結果 を 得 , 更に 豚 岡 を 2 
代 畿 代 し た が 獲 化 は 認め られ な か つた 。 伺 Fo- 
RTNER (1938)③) は 7 頭 の 仔 豚 に 毒 血 を 接種 し 
た が 症 汰 を 示さ ず , 面 レ て 接種 後 4 及 び 8 週 日 
目 に その 血液 又は 臓器 を 用 いて 3 頭 の 馬 に 復 過 
四 駿 を 行 つ た が 陰性 に 終り, 豚 議 内 の 病 毒 は 油 
失 レ し て も おる と と を 知 つ た と 世 べ て いる 。 

以上 の 資 験 の 外 HEFckg (1934) は 豚 に と 於 る 
獲 伏 , 即ち 血液 府 見 の 聞 化 は 極め て 微 朋 な も の 
で あつ て , 耕種 蛋白 接種 に ょ つて 直る も の と 同 
程度 に すぎ な いと と , 又 馬 へ の 復 角 偶 験 の 成功 
は 幕 毒 考 乃至 病 毒 排 浴 才 と し て 注目 され る が , 
然し な が ら 健 康 豚 血清 が 皮 に 馬 に 翌 し て 強 寺 に 
作用 し , 俺 貧 類 似 の 症 湊 を 呈す る と と を 肖 意 す 
べき で あり , と れ ら を 基 慮 する と き 豚 の 俺 貸 に 
層 す る 感受 作 に 開 し で は 人 筒 召 問 で ある と の 見 解 
を 逃 べ て いる 。 タ KOBEs (1939) ゃ 豚 の 感 愛人 
を 棒 定 し , 更に 双 KKELSER SCHOENING (1943) 
も 肝 臓 摘出 朋 に つい て の 有 験 に 於 て 陰性 結果 を 
得 た と と を 記 舌 し て いる 。 

3. 私 、. 見 

以上 の 資 駿 成 績 を 通 覧 する の と , 豚 の 感受 性 


を 青 定 乃 至 は 松 定 し た 研究 者 敷 は 大 有 同 敷 で あ 


る と と が 知ら れる (Hannover 一 派 の 業績 は 
OPPERMANN に 代表 させ た ) が , 馬 骨 復 帳 算 駿 
を 記載 し た 報告 の み に つ いて みれ だ ば , 感受 性 あ 
り と する も の に と 吉 賀 。 LOHRS, ABERSANG, 
KUTSCHE, OPPERMANN u. HERREFARTH, DE 
Kock 並 に KRAL の MM 篇 が み られ (SEMERNov 錠 
OLDENEORGER 並 に KOBg は 除外 ), 感受 性 を 償 


ME し た る の に は TrTZE, BALOZET 並 (C FORT- 


NER の 3 入 が ある 。7 篇 に 達する 馬 醒 復 角 陽性 算 
験 の 存在 は 豚 が 億 貧 病 毒 に 感染 する こと と は 事 邊 
で ある と し て 差し 支 を な い が , 同時 に 3 篇 の 


定 軟 験 の 存在 は た と を それ ら が 復 記 接種 馬 の 不 


員 竹 感 染 有 無 の 追求 を 意 つ て お る 人 鉄 貼 は ある に 
し て ちる , 病 毒 の 泰 力 と 供 試 朋 の 個 丹 差 に こよ つて は 
常 と 必 ま し も 感染 毅 症 する と は 限ら な いと と を 
示す も の で ある 。 と これ を 要する に 豚 の 俺 貧 病 毒 
に 刷 す る 感受 性 は, LOHRs の 記載 し た 如く , “部 
分 軸 に 感受 陸 を 有 し , 不 題 性 且つ 持 績 的 lc 感染 
し , その 醒 内 に 病 毒 を 永く 保有 する ” 程度 の も る 
の で ある と みて 差し 支 を な か ろう 。 


JHV. 羊 及び 山 導 


俺 筐 に つい て 羊 を 供 試し た 最初 の 研究 者 は 
DEgrAFoNp (1851) で あつ て , 氏 は 本 病 が 億 染 性 
括 吊 で ある か 否 か を 知る た め に と ,2 例 の 加 馬 血液 
. を 2 頭 の 司 並 に 4 頭 の 羊 に 接種 し , 12<30 日 間 
. 擬 察 し た 。 そ の 結果 と れ ら 被 接種 動物 に は 炊 
が 説 め られ な か つた と と より し て , 氏 は 本 病 の 
俺 染 作 を 天 守 し て いる の で ある が , 各 も 角 圭 が 
本 病 の 研究 に 供 試 きれ た と と に と 於 て , と の 報告 
は 一 鷹 記 村 し な けれ ば だ ならない 歴史 的 重要 竹 を 
持つ て いる 。 ( 
、 然し 眞 の 意味 に 於 て 羊 の 感受 性 を 検索 し た 最 
_ 初 の 人 賀 験 は CARRE et VArrEs (1907) の 報告 で 
あつ て , 氏 等 は 弓 款 株 の 種々 な る 量 を 羊 及び 山羊 
に 税 種 し た が 陰性 の 結果 を 得 た と と を 記載 し て 
_ い ゆる 。 績 いて FRANcrs 層 MARSTErLER(1908) は 
羊 及び 山羊 に 書 血 接種 を 行 つた が 感染 の 應 擦 は 
得 ら れ な か つた と 言い , 城井 及び 佐々 木 (1910) 
は 2 例 の 仔 山 羊 に 於 て 陰性 結果 を 得 , 又 Topp 錠 
WorsAcm (1911) も 1 頭 の 羊 に 毒 血 を 接種 し た 
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が 深 病 を 認め な か つた と と を 記 逃 し て いる 。 
忘 賀 (19 本 ) は 了 臨時 馬 疫 調査 委員 創 に 於 て 羊 , 
山 汗 に 開 す る 凌 種 有 を 行 つ た 。 先 づ 苦 に 於 で 
は , 1 頭 に 毒 血 清 100 cc を 皮相 接種 し た が , 18 
日 後 4 で C に 詳 温 上昇 し , 1 週間 乏 留 の 後 邊 溜 に 
復 し た 。 面 し て 接種 後 54 日 目 の 血 短 を 9 日 間 
放置 し て 健康 馬 に 50 cc 皮下 接種 し た が , 50 日 


後 軽く 芝 症 し 合作 を 2 同 線 泊 し た 。 爽 に 山羊 に 


於 て 成 他 各 1 頭 に 暫し 血 清 50 cc を 皮下 接種 
し た 護 , 成山 羊 は 無 反 鷹 で あつ た が , 仔 山羊 は 
2 週間 後 よ り 寺 光 や い 上 昇 し , 5 日 開 稽留 後 在 
混 に 復 し た 。 と の 成山 革 を 38 日 目 に 放 血 居 
迷 し , その 血清 100cc を 健康 馬 に 復刻 し 4 週 
間 弟 察 し た が 書 化 な く , 面 し て と の 馬 は その 後 
の 病 毒 接種 に よ つ て 定型 的 に 症 し た 。 と れ + 
り し て 氏 は , 芋 は 後 な が ら 侯 貧 病 雪 に 感受 性 
を 有 し , 山羊 は 芋 より 感受 性 が や い 低 い ょ 鞍 


で で いる 。 価 そ の 他 吉 例 の 羊 並 に 山芋 に 於 て は 


鈴 り 著 明 な 反 鷹 は 認め られ な か つた と ょ を 際 記 
DO 5 

時 重 及び 仁田 (1911, 1912) も る 赤 同 委員 信 に 於 
て 山羊 を 供 試 し て の 但 弁 を 行 つ た 。 多 ち 4 頭 の 
山羊 含 毒 血 禁 を 反復 接種 し 最後 の 接種 量 は 
40>100 cc に 達し た 。 そ の 結果 3 例 に 於 て 血清 
中 素 症 汰 が み ら れ た が , 感染 を 思わ せな る 如き 症 
候 は 全く 認め られ な か つた 。 又 最 後 の 接種 より 
へ 45 日 目 の 血 液 を 3 頭 の 馬 に 龍 脈 内 接種 し 
た が 妖 化 な く , 面 し て とれ ら の 司 は 後 の 病 毒 接 
種 に + り 定型 的 に 芝 症 し た 。 更に 新た に 2 頭 の 
山 汗 を 供 試 し て 四 共 を 繰返し た が 同様 陰性 の 結 
果 を 得 , か くし て 氏 人 等 は 山羊 内 に 於 て 病 毒 は 
増殖 する と と な くく 死滅 する よう で ある ょ 輝 べ て 
いる 。SgyDERHELM (1914) は 羊 に 俺 委 を 感染 
し め 得 な か つた と と ょ と を 記し ( 邊 の 項 参照 ), 
THErER & Ksgog (1915) は 毒 血 接種 を 行 つた 
各 2 例 の 羊 並 に 山羊 に 於 て 反 應 は 認め られ な か 
つた が , と これら の 血液 を 司 に 復 ノ 記し た 諾 定型 的 
の 次 症 を みた と いう (と の 馬 豚 復 康 宴 駿 成績 は 
後 透 す る 如く Dg Kock に より 因 正 され た )。 
何 SrADrLER (1917) も 赤 羊 , 山羊 は 感 愛 性 な し 
と 記載 し て いる 。 

ScHANTz (1920) は 2 株 の 病 寺 を 用 い 4 頭 
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の 羊 の 静脈 内 又は 皮下 に 5^10 cc 接種 し , 臨床 
並 に 血液 虎 見 を 扶 察 し た 。 その 結果 1 例 は 具 1 
同 40C に 達する 回 汐 の 上 昇 を , 又 他 の 1 例 は 
ーー 時 的 の 衣 混 上昇 と 赤血球 敷 の 減少 と を 示し た 
- が , 残る 2 例 に は 繕 化 な く , 面 し て 赤血球 減 敷 
が み ら れ た 羊 に つい て 接種 後 2 ろ 月 目 C 馬 衣 復 
眠 筐 験 を 行 つた が 陰性 の 結果 を 得 た 。 価 兵 は と 
の 接種 算 験 に 先立つ て 15 頭 の 健康 苦 を 供 試 し 
3 ヵ月 年 に 理 つて 血液 内 見 を 詳細 KC 検索 し た 結 
果 , 健常 時 に 於 て も 羊 の 血液 席 見 は 生理 的 C 意 
だ 動 搭 が な は よ は げ し いと と を 知 つ た の で ある が が , と 
の と と と 上 天 接 種 算 験 に 於 て 羊 が 著 明 な 反 應 を 
示さ な か つた と と より し て , 結局 羊 は 俺 貸 の 診 
断 用 動物 と し て は 不 身 営 で ある と 結論 し た 。 

LOgRs (1920)“ ぐ 92 る 山羊 の 感受 性 を 定 し , 
更に 氏 は 試験 管内 に 於 て 本 病 毒 は 羊 血潮 を 混 * ま 
る と と と + り 毒 力 が 減 邑 され る か 乃 琴 は 死滅 し , 
これ を 馬 に 接種 し て も 具 僅 か に 不 題 性 感染 を 超 
す に すぎ な いと 丈 べ て いる 。 又 OPPERMANN Lu. 
LAUTERBACH (1923) は 血球 肖 集 反 鷹 の 資 験 に 
於 て 羊 に 言及 し , 半 は 自然 現 商 性 を 有する の で , 
病 奏 を 接種 し こも その 血球 乃至 血清 は 特異 竣 集 
反 鷹 を 星 さ な いと いつ て いる 。 

DE Kock (1925) は 2 頭 の 半 に 問 し て 血 
100 cc 施 次 脈 内 接種 し た が 反 和 な く , 且 そ それ ら 
手 の 血 液 100cc を 用 いて 馬 講 復 包 父 験 を 試み 
た が 陰性 に 終り , 更に 毒 血 250 cc の 静 須 内 接種 
を 行 つ た 他 の 2 頭 の 半 に 於 て も 同様 結果 が 得 ら 
れ た と と を 記載 し , THErrgR 等 の 報告 を 征 正 し 
た 。 反 KERAr (1934) は 羊 , 山羊 は 感受 性 な し 
と 言い , SrgiN (1935) も 赤 畜 産 局 に 於 る 羊 感染 
連 験 は 不 成 功 に 終 つ た と と を 記し て いる 。 

AOgRMANN (1936) は OPPERMANN の 指導 
に ょ より 感 染 偶 験 を 行 つ た 。 即ち 生後 5 て 9. ろ 月 
の 9 頭 の 仁 苦 に 含 毒 混合 血清 を 皮下 接種 し た が , 
2 例 に 於 て 角 熱 が み ら れ , 初期 に 赤血球 の 減 
少 を 誰 め た も の も あつ た 。 面 し て 5 月 後に 行 
つた 韻 槍 で は 肝臓 に 性 巧 細胞 の 商 常 な 増生 が 誇 
明 さ れ た 。 何 接 種 後 65 日 目 の 李 液 を 家 更 に 接 
種 し た が 陰性 結果 を 得 , と れ よ り し て 氏 は 羊 は 
僅か に 感受 仁 を 有する が , 診断 的 邊 験 に は 用 い 
得 な いと 結論 し た 。 





Howurov (1936) は 4 頭 の 仔羊 に 大 量 の 毒 
血 を 反復 接種 し 3 ヵ月 間 製 察し た が , 臨床 的 に 
龍 化 な く 骨 重 も 増加 し , その 血液 150 cc を 接種 
レ た 擬 馬 は 6 ヵ月 の 観察 期間 に 於 て 全く 毅 化 が 
認め られ な か つた を と と より し て , 羊 は 感受 性 な 
し と 議 定 し て いる 。 ' “ 

BArozET (1937) ぐ ? ゃ 赤 羊 を 供 試 し て いる 
が , 氏 の 邊 駿 は その 感受 性 を 追求 する の と 多少 
異 つ を た 目的 で 行わ れ た 。 且 ち 1 頭 の 羊 に 習 し 32 
日間 に 奄 り 0 合計 925cc の 毒 血清 が 5 同 に 分 け 
て 接種 され た が 半 は と れ と 過 し た 。 面 し て 最 
後 の 接種 より 8 日 目 の 血 清 40cc を 騎 と 復 義 し 
た 虎 定 型 的 に 敬 定 し た が , 42 日 目 の 血 清 を 以 て 
席 置 し た は 最早 語 症 せま , と の 時 期 に 於 て 凶 
と 病 奈 は 羊 購 内 ょ り 滑 失 し て つた と と を 知 つ 
だ と 記し GA 維 ' 

HARIiNc (1937) も ゃ 赤 OPPERMANN の 指導 に 
り 算 験 を 行 つ た 。 即ち 生後 10 ヵ月 の 仁 苦 1 
頭 に 毒 血 清 5cc を 皮下 接種 し た が 接種 後 4 日 
目 40.8C, 52. 日 目 40.6*C, その 後 3 日 間 績 い 
。 て 胡 明 な 影 倒 熱 型 (Typus invernus: 是 大 の 
逆 起 即ち 午前 の 航 混 が 午後 の それ より も 高熱 
型 。 所 詩 - Morgen-Fieber を いう ) が み られ , 
その 他 の 臨床 虎 見 と し て は 全身 直 和 , 食欲 不振 
筐 が 認め られ た 。 双 血 液 農 見 と し て は 微弱 な 自 
血球 増 多 症 が 見 られ た が , 赤血球 , 血色 素 並 と 昇 
来 反 鷹 は 織 人 比 が な か つた 。 大 し て 10 及び 20 日 
後 の 血 液 を 以 て 農 置 し た 家系 は 陽性 成績 を 示し 
た 。 以上 の 如く 羊 は 俺 所 に 感染 し 哉 程度 の 反 鷹 
が 認め られ は する が , その 血液 は 健常 時 に 於 で 
ぁ る 動 了 な が はげしい ため , 診断 用 ぉ し て で 供 試 する 
に は 羊 は 不適 常 で も る と いう 。 IovVAC (1938) は 
羊 は 感染 せま, 婦 馬 可 復 過 息 腺 も 陰性 で あつ で 
本 病 の 如 毒 者 と な り 得 な いと 記し て いる 。 

千 以 上 の 邊 験 の 外 VEReE (1933), CAssEg et 
VsRcs (1935), WrrrrAM (1940) 並 に KKELSER 
& ScgoENrNc (1943) は 羊 及び 山羊 は 感 愛 性 な く 
帯 毒 者 と も な ら な いと 記 逃 し て いる が , OPPER- 
wANN (1939) は 局 の 病 坦 性 尊 患 に 関す る 論 区 中 
(に, 一般に 病 毒 が 自然 滞 病 性 を 有 し な い 動物 陣 


_ 内 に 永く 保有 され 得る と と を 区 べ , 人 刊 貸 病 毒 に 


層 す る 羊 を その 例 の 一 つと し て あげ て いる 。 


以上 の 定 験 を 通 覧 する の に , 志賀 , SCHANTZ, 
AUERMANR 並 に HARINeG の 報告 に 於 て は 羊 山 
羊 が 本 病 寺 の 接 米 に より 或 程度 の 反 鷹 を 示す と 
ょ が 記載 され で る 。 然し な が ら と れ ら の うち 
ScHANTZ の 報告 に 於 て は 羊 自身 の 反 鷹 を 特 暴 
的 と みる べく 倫 り (C 微細 で あり , 且 馬 衣 復 猟 偶 
験 る 陰 隆 で あつ て , むし ろ 陰 性 報告 に 包含 すべ き 
る の と 寺 を られ る 。 双 AUERMANN 及び 耳 ARING 
の 是 annover 眉 泊 は 共に その 人 験 に 家 束 を 用 
いて 復 師 息 験 を 行 つ て も る か ら , その 成績 は 問 
題 た する C 足 り な い 。 か く 装 じ 拉 れ ば 起 賀 の 報 
告 は 羊 , 山羊 の 感受 性 を 張 く 衣 定 し た 唯一 の 報 
告 で あつ て , その うち 1 例 で は ある が 羊 と 於 て 
馬 講 復 過 算 験 と も 陽性 結果 を 得 て で い る 。 と の 索 
賀 の 陽 際 報告 に 貫 し , 半 , 山羊 の 感受 性 を 否 定 
し た 報告 は 10 敷 和 依 に の ぼり , その うち 時 重 及 
が 伝 田 , ScHANTZ, DE Kock, HOwtUTOV, 並 に 
KovAC の 報告 は 馬 衣 復 包 下 験 も 陰性 に 終 つ を 
と と を 記載 し て いる (と の うち 時 重 及 び 仁田 の 


四 験 は 病 毒 の 痕 同 接種 に よる 発 疫 村 の 産生 有無 


を 知る の が 主 な る 目的 で あつ て , 病 毒 席 置 山羊 
の 血液 を 接種 され た 馬 が 了 防 能力 を 有する か 
か を みる た め に 接種 馬 に 病 奏 の 後 感染 を 行 つ て 
いる の で ある が , こと れ が 園 ら まる その 不 題 性 感 
抄 追 示 の 意味 を 生じ , 山葵 , 羊 に 関す る 貨 有 陣 中 不 
題 性 感染 検索 を 伴 つ た 馬 醐 復 衣 真 験 の 唯一 の も 
の と な つて いる )。 然し な が ら と これら 陰性 皿 駿 
は 何れ る 供 試 例 敷 が 少な く , 馬 庄 復 角 邊 験 も 不 
充分 で あつ て , 上 聞 款 賀 の 陽性 報告 を 完全 に 要 
守 し 素 る に は いさ いか 物足りな さ が 感 ぜ られ 
る 。 即ち 病 毒 を 羊 惑 は 山 着 に 接種 し た 場合 著 明 
な 反 應 が 認め られ な いと と は 一 應 うな づけ る と 
し て も , 病 毒 に 習 す る 感受 性 を 全面 的 に 藻 定 す 
る を め に は , 似 強 力 な 病 毒 を 用 い 多 敷 の 動物 を 
供 試 し 馬 配 復 過 息 験 を 充分 と り 入れ を 詳細 な 條 
験 が 今 一 度 行わ れる べき で ある と 基 を えら れる 。 
V. 栗 

。 猿 の 俺 病 毒 に 習 す る 感受 性 を 検索 し た の は 
城井 及び 佐々 木 (1910) が 初め で あつ て , 氏 等 は 尾 
_ 長 及び 支那 産 振 を 供 試し て 邊 験 を 行 つ た が 陰性 


結果 に 終 つ た と いう 。 丸 LOmRs (1922) は 3 頭 の 
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本 を 供 試し て 邊 験 を 試み た が 感受 性 を 認め ず , 更 
に と れ ら の 猿 の 血液 を 用 いて 局 詳 復 記 資 誰 を 行 
つた が , 陰性 で あつ を た と 記 送 し て いる 。 BALOZET 
(1937) あ 9 も る 赤 1 頭 の 猿 に 境 血清 9cc を 皮下 接 
種 し た が 反 鷹 な く , 面 し て 接種 後 14 日 目 の 血 液 
10cc を 預 に 復 記し た が 無 反 應 に 終 つ た 。 

以上 の 四 験 の 外 VEReg (1933), MGcsy (1934) 
普 に CARRE et VEReg (1935) な は 夫々 億 人 笑 線 訟 
中 に 猿 は 感受 性 を 有 せ ぬ と と を 記 季 し て の る 。 
又 RicrTERS (1934) も る 陸軍 評 警 検査 厳 の 資 駿 
成績 を 統 逃 し 猿 の 感染 光 験 が 不 成 功 に 総 つた と 
と を 記載 し で いる が , と れ は 上 逃 LORRS の 算 
験 を 指し た も る の で あろ う 。 

以上 狭 に 開 す る 條 験 報告 は 僅か に 3 薦 を 算 を 
る (すぎ な い が , 何れ も その 感受 性 を 査定 する 
MCAG 理 じ で の 3 


MMZ て 

大 の 俺 貸 病 毒 に 将 す る 感受 性 を 最初 検索 し 
だ の は CARRE et VArLEE (1907) で ある 。 氏 
筆 は 強 毒 株 を 供 試 し て 冥 験 を 行 つ た が , 陰性 
の 結果 を 得 た と 逃 べ て いる 。 区 で FRANcrS 翌 
MARsTgLLER (1908) は 左 接種 を 行 つ た が 感染 
し た と は 認め られ な いと 言い , 佐々 木 及 び 城 井 
(1909) 並 に 城井 及び 佐 * 木 (910) は 恵 馬 血 液 を 
用 いて の 接種 算 験 を 敷 同 に 旧 つ て 反復 し た が 確 
四 と 感染 し た と 思わ れる 例 は み ら れ な か つた 。 
ScHLATHOLTER (1910) も 赤 犬 は 感受 性 な し と 記 
載 し て いる 。 

Topp 科 WorgAcg (1911) は 10 頭 の 大 に 毒 
血 接種 を 行 つ た が 秋 病 を 認め な か つた と 言 じ , 
臨時 馬 疫 調査 要員 食 (1914) $ 大 は 感受 倫 な し 
ょ 逃 べ 。 SEypERHELM (1914) も る 赤 大 の 感染 間 
験 が 陰性 に 終 つ の たと と を 記 区 し て いる ( 生 の 項 
参照 )。 

TEILER & Kgsrgog(1915) は 2 頭 の 大 に 病 毒 接 
種 を 行 つ た 虎 無 反 應 で あつ た が , これら 大 の 皿 
液 を 復 師 し た 馬 は 定型 的 に 敬 症 し た と い の 2 ( 氏 
筆 の と の 復 角 連 験 成績 は 後 透 す る 如く 同一 研 人 完 
所 の pg Kock に よ つ て 棒 定 され た だ ) 。 LUHRS(1 
919) は 俺 笑 馬 肉 を 用 いて 大 に 食 錠 感 染 洪 肛 を 試 
みた が 陰性 に 終り , 翌 と し て 同一 材料 を 食 錠 
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せしめ た 馬 は 落 定 し た と と を 記載 し て いる 。 婦 
WirRrg (1919) は 人 工 感染 党 症 馬 2 例 の 碧 液 を 
犬 に 接種 し た が 陰性 で あつ た と いう 。 
OPPERMANN u. LAUTERBACH (1923) は 血球 
弟 集 反 鷹 足 有馬 に 於 て 大 に 言及 し , 大 は 本 病 に 肝 
し 自然 先 疫 性 を 有する か ら , 酒 毒 接種 に よ つ て そ 
の 血球 又は 血清 が 本 病 に 習 す る 特異 血球 韻 集 反 
應 を 呈す る と と は な いと 逃 べ で いる 。 pg KKoOcK 
(1925) は 上 逃 TgErrgs 等 の 邊 験 を 追試 し , 2 
頭 の 大 に 血 250 cc を 静脈 内 接種 し た が 友 鷹 な 
く , 且 と の 大 の 血液 100 cc を 健康 馬 1 頭 に 復 
旋 し た が 陰性 で あつ た こと と を 記載 し , 1HETCER 
等 の 馬 朋 復 亡 息 具 を 基 正 し た 。 「 
MEyER (1926) は OPPERMANN の 指導 に ょ り 
病 毒 接種 大 に つい て 家 東 に 於 る と 同様 の 反 鷹 が 
み ら れ る ろか 珍 か を 知る た め C, 2 ン 7 歳 の 5 頭 
の 大 を 供 試 し て 資 験 を 行 つ た 。 印 ち 3 頭 は 臨床 
並 に 家 束 江上 駿 に + り 陽性 と 製 十 さ れ た 馬 の 血清 
10 cc, 殊 る 2 頭 は 習 照 と し て 健康 馬 血 清 10 cc 
を 夫々 皮下 接種 し ,2 沿 間 に 旨 つ て 臨床 及び 血液 
農 見 (赤血球 敷 , 血色 素 償 並 に 血液 償 の 各 曲 線 ) 
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と し て と りあ げ , 且 詳 細 C 検 索 し た 宴 験 が み ら 


れ な いと と (MsygR の 報告 が ある が と れ は 馬 
前 復 帆 験 も な く , 耳 接種 材料 の 判定 は 家系 
験 に よ つ て いる の で 全 忠 の 信頼 を 寄生 る と と は 
出来 な い ) は , いさ ょ か 物足りな い 懐 が ある 。 


VII. 猫 





油 の 信和 病 毒 に 届 す る 感受 性 を 始め で 検索 し 


た の は CgHARLroN (1907) で あつ て , 氏 に ょ 衝 
ば 毒 血 接種 に よ り 猫 は 病状 を 時 する が その 血液 
は 馬 に 肢 し て 感染 能力 を 有 し な いと いう 。 

佐々 木 及び 城井 1909) 並 と 城井 及び 使え 木 (191 
0) は 敷 回 に 評 つ て 是 馬 血液 を 用 いで 猫 に 接種 臣 


_ 験 を 試み た が 陰性 に 終 つ た と と を 記 六 し , Topp 


を 検査 し た が 類 化 を 語 め ま , 大 は 感受 性 を 有 し 


な いと と 知 の を 。 

STEIN (1935) も 畜産 局 に 訳 る 感染 介 腺 は 不 成 
功 に 終 つ だ た と と を 紹介 し , HowurovV (1936) は 
1 頭 の 大 に 肘 し 4 例 の 俺 貸 居 血液 合計 40 cc を 
2 同 に 理 つて 接種 し 2 る 月 間 弟 宗 し た が , 臨床 , 
剖 稼 共に 幾 化 は 認め られ な か つた と いう 。 

以上 の 寅 験 の 外 VEReg (1933), KRAr (1934 ), 
OPPERMANN (1934 ), CARRE et VgRcg (1935 ), 


WrirriAM (1940) 並 に KELSER 人 SCHOENING. 


(1943) は 犬 は 感受 性 な く 凌 毒 者 と も ゃ なり 得 な い 
と 夢 べ て いる 。 伺 RicHrERS (1934) は 阿 軍 
串 検 査 胡 に 於 る 大 の 感染 寅 験 は 不 成 功 に 終 つ た 
と 輝 べ て いる が , と れ は 上 涼 LOHRS の 算 験 を 示 
す も る の で あろ うか 。 以上 の 四 験 報告 を 通 す る 
の と, 通常 の 接種 方 法 に よ つ て は 大 は 認め うべ 
き 反 鷹 を 示さ な いと いう と と に 供 験 者 の 結論 は 
一 致し て いる 。 然 し な が ら 上 逃 10 欠 偏 の 邊 駿 に 
於 て 周 丹 復 過 皿 験 の 記載 が ある の は 僅か に DE 
Kock の み で あろ る と と (TEErLER 層 KEHoE の 
報告 は 除外 する ), 又 犬 に 翌 す る 感染 算 駿 を 主 骨 


籍 の 報告 が な み ら れ た に すぎ な い が , 


& WorgAcH(1911) は 2 頭 の 任 猫 に 毒 血 接 種 を 
行 つ た が 帝 病 は み ら れ な か つた と い 2 。 LUHRS. 


(1919) ぁ る 赤 1 頭 の 猫 に 毒 血 10cc を 皮下 接種 
し た が , 無 反 應 に 終 つ た と と を 記載 し て の る 。 
以上 の 資 験 の 外 VEReg (1933), KRAr (1934) , 


CARRE et VgseE (1935)。 WirrrAM (1940) 並 


( こ KgrsER & ScHoENrINc (1943) は 猫 は 感 愛 相 
を 有 せ ま 群 毒 者 と も ゃ な り 得 な い ょ 区 べ で いる 。 
上 逃 の 如く 猫 を 供 試 し て の 偶 験 は 僅 み に 4 
で の 0. ち 
CgARrToN の 報告 は 遺 境 な が ら 原 著 を 入手 出來 
ず , 従 つて 猫 は 語 病 し た と いう が , その 症 次 万 


吾 馬 酸 復 急 の 時 期 等 に 闘 する 詳細 は 不明 で あ 


る 。 又 他 の 3 篇 の 報告 は 何れ も る 猫 の 感 愛 性 を 


定 し て お る が な , これ ら は 何れ も 供 試 頭 環 少な く 
且 馬 堆 復 峯 験 も 行わ れ て 号 ら な い 。 徒 つ て か 


る 少 敷 の 大 も 不備 な 餅 衣 報 告 を 基礎 と し て 独 


の 感受 性 の 有無 に 明確 な 結論 を 下す と と は いき 
いみ > 早計 で あ 。: ' 


VIH。 家 発 


馬 の 俺 染 性 貧血 の 研究 に 家 更 を 侯 試 し た の は 


VALLEE et CARRE (1904)GO ゎ 20 め ) が 最初 で ある 。 
氏 等 は 本 病 病 原 柄 が 濾過 性 病 毒 で ある と と を 誇 


明 す る た め に 濾過 試験 を 行 つ た が , その 際 家 東 及 。 


び 海 閣 を 供 試 し た 。 即ち 愚民 血清 と 237ezZe/- 
72 oofc27Z の 塔 養 と の 混合 を 、 Berkfeld 管 


ょ り 少 し く 粗 い 新 製 の 濾過 管 に て 濾過 し , を その 
濾液 を 接種 し た 局 は 浴 症 し た が , 刷 腹 と し て 接 
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種 し た 家 束 並 に 海 乃 は 反 鷹 を 示さ な か つた 。 て 


と で ア gsee77g oozc77Z は 渡 過 され る と と 
な く 。 従 つ て 濾過 管 の 完全 さ が 計 明 さ れ て いる 。 
眞 の 意味 に 於 て 家 束 の 本 病 毒 に 肝 す る 感受 性 
の 検索 を 目的 と し た 四 験 は 1907 年 CARRE et 
VArLEE (こよ つて な され た 報告 が 最初 で ある 。 
隊 層 今日 に 至る まで と の 問題 は 多 敷 の 研究 者 に 
よ ょ つて 検討 され , 殊 に 且 annover 環 臣 科大 夏 
の OPPgRMANN 衣 授 一 派 に よ ょ つて, 家 束 は 感受 
性 を 有 し 面 も 俺 師 診 断 用 動物 と し て 供 試し うる 
と の 研究 が 艇 表 さ れる て 及 ん で , それ に 習 す る 
追試 は 苗 に ドイ ツ 國 内 に 止まら ず 世 界 各 國 に 於 
て 行わ れ , 多 敷 の 宣 験 報告 が 義 表 され て いる 。 
以下 陽性 並 に 陰性 報告 を 別記 する 。 
1 感 愛 性 あり と する 報告 

家 素 が 偉 貸 病 毒 に 軸 し 感受 人 性 を 有する と する 
最初 の 報告 は Wien 大 學 の TAFEE u. SrLBER- 
SrEiN(1922) に + よ つて な され た 。 印 ち 氏 等 は 急 任 
及び 慢性 信 貸 馬 各 2 例 の 全 血 並 に 腫 , 肝 乳 纏 を 
察 素 の 租 肉 内 , 腹腔 内 及び 静 須 内 に 接種 し た 席 , 
ー 包 誰 に 40C を と える 寺 温 の 上 昇 が 認め られ , 
絶 過 は 恒 々 で あつ た が 屋 々 発 死す る も る の も あり , 
面 し て で 大庄 死 の 前 目 頃 より 電 混 は 企 汐 以下 に 隆 


9, 食欲 魔 組 し , 後肢 の 廊 痺 が み られ た 。 但し 


血液 所 見 に 半 化 な く , 赤血球 並 に 血色 素 全 る 
年 驚 で あつ た 。 価 鉛 死 家 束 の 細菌 駐 的 検索 は 陰 


儲 を 示し た 。 爽 に 28 秒 の 家 束 を 供 試 し ,10 代 に 


古 る 織 代 定 有 験 を 試み た が , 織 代 は 可能 で あり 耳 
代 を 重ね る と 従 つて 家 束 に 届 す る 毒 力 は 増 張 さ 
れ , 妨 接 種 炒 料 と し て は 血液 及び 腫 臓 が 最も 好 
適 で ある 如く み ら れ た 。 谷 測 稔 の 結果 は 却 過 の 
長短 に ょ つて 異 り , 了 肉眼 的 に は 念 竹 の 場合 は 獲 
化 が 認め られ な い が , 慢性 の 場合 に は 腫 臓 の 甘 
端 並 に 肝臓 の 炊 色 着 色 が み ら れ , 組織 左 的 
c 代 性 の 場合 に は 腫 臓 に 於 る 光世 系 細胞 の 特異 


な 桜 朋 壌 , 慢 任 の 場合 計 は 肝臓 の 張 度 の 色素 沈着 


が 説 め られ を 。 か いる 獲 汰 は 無 症 有 汰 に 経過 し た 
も の に こ は み られ な い 。 価 馬 へ の 復 解 連 験 は 行 は 
れ な か つた が , 慎 妥 の 健康 馬 血 清 虎 置 家 束 に 於 
て は 臨床 , 織 代 , 割 検 並 に 組織 聖 的 に 上 逃 の 如 
き 手 汰 は 認め られ, 又 他 の 疾病 で 仙 死 又は 屋 


殺し た 家 東 に 於 て る 腫 , 肝 の 組織 難 的 検索 は 陰 
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性 で あり , よ ょ つて 上 逃 の 獲 包 は 俺 貸 病 毒 接種 に 
よる 特異 幾 化 で あつ て , 従 つ て 家 束 は 偶 駿 動物 
と し て 好適 で ある と 逃 べ て いる 。 

貫い て ScHurzE-BERrELsEECk (1922) は 
OPPERMANN の 提 導 に よ ょ り 家 系 感 染 邊 験 を 行 つ 
を が , その 結果 家 束 は 感受 性 を 有 し , 病 坦 の 皮下 


接種 に ょ つて 4 へ 16 日 の 潜伏 期 の 後に 血液 岩見 


と 著 明 な 織 化 が 説 め られ る と と を 知 つ を た 。 但し 
明 須 な 臨床 症 訴 並 に 血液 の 組織 聖 的 媒 化 は み ら 
和 れず, 又 圧 感 の 健康 馬 血 液 席 置 家 東 に 於 て は 反 
應 は 認め られ な か つた と の と と で ある 。 JAEDp 
(1922) も る 赤 病 毒 接種 後 1ー6 日 に 張 度 の 赤血球 
減 般 が み ら れ る が , と れ は 健康 馬 血 清 虎 置 家 更 
と 明らか に 大 別 出来 る と の う 。 

OPPERMANN u. LAUTEREACH (1923) は 圭 面 
接種 家 束 に 杜 益 上 昇 , 血液 像 の 幾 化 , 赤血球 の 
減 敷 , 血液 人 (血色 素 量 / 赤 血球 吉 ) の 上 昇 並 に 到 
機 席 昌 と し て は 腫 腫 及 び 肝 臓 の 煙 次 色 着 色 が み 
られ , と れ に よ つ て 侯 人 の 診断 が 可能 で ある と 
和 送 べ て いる 。 又 不 題 性 感染 馬 の 誘 有 試 験 と し て , 
4 へ 5 立 の 海 碧 後 24 時 間 水 興 を 停止 し 然 る 後 24 
時 間 水 典 し , その 後 2 て 3 是 た つて 探 血 し た 血 
液 を 家 束 に 接種 し た 虎 明 ら か に と 感染 を 認め , 流 
血 中 へ の 病 雪 の 移行 を 家 束 に よ つ で 鮮明 し 得 た 
と いう 。 条 氏 等 な 欄 温 測定 と 血液 検査 を 厳重 に 
行 つて 健康 と 認定 し た 馬 に 刷 し , 感染 家 束 肝 乳 
列 を 皮下 接種 し た が 4 週間 後 熱 芝 作 , 赤血球 敷 
の 減少 並 に 血液 償 の 上 昇 を 來 し , 明か KC 癌 症 し 
た 事 真 を 認め , 家 束 より 馬 へ の 復 帥 算 駿 に 成功 
し た と 記 聞 し て いる 。 

OPPERMANN (1923) に よれ だ ば , 家 束 は 偉 徐 診 
断 に 最適 の 條 験 動物 で あつ て , 生後 6 ヵ月 以上 
の 非 姓 娠 の も の を 選び , 8 日 間 の 篤 備 検査 の 後 
病 毒 を 皮下 , 筋肉 内 或 は 腹腔 内 に 接種 する と と 
に ょ つて , 定型 的 に 反 應 する 。 西 し て 感染 陽 作 
の 標識 は 赤血球 敷 曲線 の 著 明 な 降下 に 伴う 販 温 


- 並 に 血液 償 曲 線 の 上 上昇 で あつ て , と の 反 鷹 は 接 


種 後生 と し て 36 日 , 違 くる 35 日 以内 に 出現 


する 。 何 家 束 醒 内 に 病 赤 は 1 ヵ月 も 保有 され 2 う 


る と いう 。 駐 氏 (924)G2) は 上 区 の 如き 家 束 を 
供 試 する 場合 の 注意 事項 及び 制定 標準 を 再び 強 
調 し た 後 , 氏 等 の 試み た 貸 験 に 於 て 病 毒 接種 家 
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東 が 反 鷹 陰性 乃至 如 症 を 示し た も の は 僅か に 
9 に すぎ な い が , これ ら は 自然 振 撤 性 に よる 
か , 或 は 病 圭 の 素 力 久 は 接種 量 に よる も の で あ 
ろう ょ 逃 べ て いる 。 更に 氏 (1924) で 39) は 家 東 冥 
験 は 最良 芋 最 適 の 診断 法 で あり , Potzdam の 國 
立 上 沙 胡 検 査 所 も Torgau の 懸 商 調 査 所 ** 並 に 
Hannover の 敦 室 に 於 て 過去 3 ヵ年 間 に 60 人 
名 の 上 腎 にょ り , 2000 例 以 上 の 駿 が 試み られ 
た 結果 , と の と と が 確 護 さ きれ た と いう 。 耐 し て 


氏 等 の 算 駿 結果 + り し て , 他 に は 俺 倫 を 組 2 症 


候 が 催 け て お つて も , 少く も る 家 東 四 朋 に 於 て 陽 
性 を 示し た 馬 は と れ を 覆 毒 著 と 認定 し て 差 を 
な いと の 浴 信 を 得 た と 主 蝶 し , 又 と の 方 法 に ょ 
つて 種々 な る 不明 疾患 , 例え ば 再 次 性 謎 靖 英 , 

Trakenen に 於 る 多 敷 の 不明 熱性 病 , Schweims- 
berger 病 又 は Altmark に 於 る 流産 , 仔馬 病 
の 原因 に 俺 貸 が 開 奥 し て お な る と と を 鮮明 し 得 た 
と 逃 べ で いる 。 

績 いて 氏 (924) ぐ で 2$ は 後 称す る 如く , LOERS 
(1924 ぐ 7b が 家 束 感染 験 を 殖 定 し た 論文 を 反 
駿 し , LOHRs の 偶 験 に は 血液 席 見 測定 結果 が 曲 
線 に され て いな いと と を 指 拉 し , 同氏 の 記録 の 
分 思 を うけ て OpPgRMANN 自身 で 曲線 え を 作製 し 
機 討 し た 席 , 明らか に と 陽性 と 抽 十 すべ き 例 が み 
られ た と いう 。 面 し て 病 毒 の 款 力 に は 種々 えな る 
段階 が あり , ヌ 家 更 自 身 の 感受 性 も 勿論 一 定 し 
た も の で は な い の で あろ る から, 家 束 の 感 受 性 を 正 
し く 挑 判 す る た め に は 多 敷 の 病 毒 株 を 以 で 宣 験 
を 試み る べき で ある と 区 べ て いる 。 何 丸 沸 答 に 


際 し て , LOgRs は 感染 家 東 の 定型 交 織 紀 で ある 


腫 腫 を み の が し て いる が , と の 釣 汰 は 健康 馬 血 
清 農 置 家 束 に 於 て は 如何 な る 時 期 C 層 殺 し て も 
認め られ な いも の で あり , 病 毒 接種 家 東 に 放 て 
も る 反 鷹 陽 任 を 示し た 直後 に 割 栓 し た 場合 に の み 
み ら れ る も の で あつ て , LOgHRs の 如く 接種 後 76 
日 も 経過 し た 後に 居 殺 し た 場合 \C 陰性 を 示す の 
は 堂 然 の と と で ある 。 と れ を 要する に LOHRs の 
息 験 記 色 は OPpERMANN の 算 験 を 現 定 する ふ の 
で は な く , む しろ まさ し く 朗 持 する る の で あつ て , 
LOgRS の 見 解 が 誤 つ て いる の だ と いつ で て いる 。 





* Staatl。 Veterinaruntersuchunesamnt. 
**。 Senuchenstelle. ・ 





両 し て 氏 (1924)G3%) は 氏 筐 の 数 室 で 行わ れ 
た 家 更 算 験 を 整理 し 欧 信 に 於 で 講演 し た が , そ 
の 後 も 氏 (1934, 1936) は 再三 家 束 買 駿 の 有数 
な と と を 力 設 し て いる 。 その 間 に 於 て 病 毒 接種 
家 束 の 血液 席 見 の 閥 化 に つい て は , 後 夢 す る 茹 
< ScHERMER 等 (1926)G93 が 異種 蛋白 で ゃ 惹 
起 さ れ , 何等 特異 反 鷹 で は な いと の 反 習 冥 双 を 
報告 する に 及 ん で , 氏 等 (1929) ぐ 8 は と の 牙 と 
つい て 哉 程度 ScHERMER 衝 の 見 解 を 容認 し , 家 
系 血液 虎 見 の 獲 化 は 特異 角 化 で は な いか も し れ 
な い が , 然し な が ら と の 反 鷹 は 商 種 重 自 に よ つ 
て は 頻 同 注射 の 場合 に の み 惹 起す きれ る の に 反し , 


- 偉 徐 病 毒 で は 只 1 同 の 接種 に ょ つて 認め られ る 


こと より し て , 家 束 寅 際 の 診断 的 償 値 に は 何等 
の 動 卑 も 奥 を 得 な いと 人 基 べ て いる ( 後 柳 LAN- 
GENHEIM の 深 駿 参照 )。 し て その 後 買 験 を 進 
め た 結果 , 再び 氏 (1935) は 家 束 碧 液 農 見 の 獲 
化 は 病 毒 接種 に ょ る 特異 好 和 伏 で ある と と を 強調 . 
レ , 毒 血 を 直腸 内 注入 を 行 つた 場合 に は 反 鷹 は 
惹起 され る が , 邊 令 は 豚 血 清 注入 の 場合 に は 陰 
性 で ある と の 氏 等 の 四 有 験 ( 後 入 HANNovER の 
業績 参照 ) と あげ て ScmERMsER 等 に 反 朋 し て い 
る 。 価 劉 氏 (1939) は 自然 開 病 性 を 有 し な い 家 
系 本 内 に 於 て も 本 病 毒 が 永く 保有 さ 編 うる と と 
を 生 べ て いろ る 。 

以上 OPPERMANN の 家 束 感染 次 験 に 関し て は , 
同 教 授 の 教 室 に 信 て 多 明 の 業績 ( InauguralDiS- 
sertation) が 若 表 され て いる が , 以下 それ ら に 
つい て 取り まとめ 簡 世に 記 玩 す る と と いす る 。 

(1) 接種 方 法 そ の 他 に 関す る 業績 
HArERKAwP (1923) は 病 圭 の 皮下 , 静脈 内 惑 
は 腹腔 内 接種 の 何れ に よ ょ つて る 家 束 は 磁 染 し , 
その 結果 赤血球 敷 の 減少 , 血液 償 の 上 昇 が み ら 
れ , それ と 共に と 衣 混 $ 上 昇 す る か ら , 家 束 は 診断 
用 偶 験 動物 と し て 好適 で ある と いう 。 JASCHKE 
(1923) も 家 束 の 赤血球 所 見 を 盾 察 する と と に よ ょ 
つて 俺 気 の 診 断 を 確 帝 に 行 じ うる と 稀 し , JEN- 
sEN (1923) は 窒 血 清 の 0.25<7.0 cc 接種 を 以 


て 家系 血液 庶 見 に 織 化 を 起 し うる と と を 記し, 
SCHNIBBE (1923), GIFFEY (1925) も 赤 家 束 を 


の 上 ん oy 
ye 0 ゃ 人 
時 ば 7 と ド 
ず す 
4 こ 
\ 
さき 由 


診断 に 用 いう る と 流 べ て いる 。 

JAEpg u. GRorm(1924) は 家 東 接種 究 に つ 
いて の 注意 事項 を 記 逃 し , 生後 6 ご 12 ヵ月 の 非 
臼 娠 家系 を 選び と れ を 規 始 正しく 飼育 し , 息 駿 


技術 に 細 選 の 注意 を は らい , 少く も 1 週間 練習 


の 後 病 毒 接種 を 行い , 血液 検索 は 毎日 一 定 の 時 
間 に 行う よう に と 努 め , 反 應 に 召 間 の ある 場合 は 
最小 限 3 週間 は 検索 を 績 行 す る , か くす れ ば 家 
、 束 次 験 は 優秀 な 診断 方 潜 で ある と 主張 し て いる 。 
_ SINegLMANN (1925) は 6 物 の 家 束 を 供 試し 
て の 四 験 に 於 て , 軸 馬 の 赤血球 浮 渡 液 を 以 て し 
て も 血液 又は 血清 と 同様 定型 的 な 反 鷹 が 惹起 さ 
れる と 言い , ScHUNEMANN (1925) も 同じ < く 6 
狗 の 家 条 を 供 試 し て の 賃 表 に 於 て 病 毒 の 導 同 接 
- 種 に ヒ ょ り 反 鷹 の 出現 は 増 旗 され る と と を 知 つ た 
と いら う 。LANegNHEIM (1925) は 15 勿 の 家 束 に 
つい て 父 駿 を 行い , 家 束 血液 所 見 の 幾 化 は 馬 財 
( 是 ) 幼 痢 浸出 液 健康 馬 血 主 , 時 と し て は 
_ SG772022277@ の ZZ の の の 2 B 浮 渡 液 を 以 て し て も 
類 回 接種 を 行 へ ば 出現 する も の で あり , 従 つ て 
と の 血液 席 見 の 媛 化 は 俺 貸 特 典 反 應 と は いい が 
た い が , と れ ら 種 蛋白 の 場合 に は 疾 同 接種 に 
よ ょ つ で て のみ 可 能 で ある の いと 反 し , 病 毒 で は 1 同 
の 接種 で 反 應 が 出現 する の で ある か ら 診 断 に は 
半 し 支 を な い ょ と 學 べ て いる 。 


MAssAcH (1924) は 7 牧 の 家 束 に 於 て 皮下 


接種 法 を 翌 妥 と し て 病 毒 の 直腸 内 注入 を 行 つ た 
結果 , 皮下 接種 に よ つ て は 常に 必ず し ゃ も 感染 
する と は 限ら な い が , 腸 内 注入 法 に よれ ば 家 
東 は 高座 感染 する と と を 知 つ た と いう 。 駐 
_ GossrEs (1934) は 8 物 の 家 各 に 於 て 6 秒 は 毒 
血清 を , 2 物 は 習 肛 と し て 豚 血 潜 を 夫々 5cc 腸 
内 注入 を 行 つ た 四 駿 結果 より し て , 病 毒 廣 置 家 
系 の 血液 虎 見 は 特 暴 的 な る の で ある ょ 迄 べ て い 
る 。 

娘 RuppAT (1936) は 属 場 に 於 て 剖検 し た 15 
_ 例 の 馬 に つい て 臨床 , 血液 席 見 及び 有 , 肝 の 病理 
- 解 副 並 に 組織 克 的 検索 を 行い , これ ら の 所 見 を 
結合 し た 結果 人 近 陽性 7, 陰性 8 の 成績 を 得 た 
恋 , と の 成績 は 家 東 資 験 の それ と 完全 に 一 致し 
_ た と いう 。PRgssER (1937) は 一 農場 の 馬 群 17 
頭 に つい て 臨床 並 に 血液 検査 を 行 つ た 結果 , 強 


55 
陽 人 性 5, 双 陽 性 6, 組 症 並 に 陰性 各 3 と いう 成 
績 を 得 た が , これ ら 供 試 馬 の 血清 を 家 東 の 皮下 
並 に 腸 内 と 諾 置 し て 反 應 を 検索 し た 諾 , 前 記 陰 
性 3 例 は 家 束 資 験 に 於 て も 陰性 を 示し た が , 静 
る 14 例 は 蒸 く 陽 作 と 刊 定 さ れ た 。 と れ ら 14 例 
の 馬 は 遂 去 3③ ヵ年 に 理 つ て 4 同 血 液 検 査 が 行わ 
和 れ , その 結果 大 多 敷 は 陰性 乃至 は 租 症 程度 の 反 
應 し か 示さ なか つた の で あつ た が , と の 家 束 定 
上 に より 始め て 明確 に 診断 され た も の で ある と 
区 べ て いる 。 

BUMULLER (1937) は 家 束 偶 験 に フェ = テール ヒ 


ドド ラチ ン (1 アル ュー ル 溶 液 ) を 應 用 する と 


と に より 診 記 方法 を 科 易 化し 得る か 窒 か を 宣 験 
し た 。 即ち 24 狗 の 家 更 を 供 試し , 病 毒 と 薬品 
と を 種々 な る 組合 せ に 於 て 接種 し て 臨床 , 血液, 
判 検 並 に 組織 克 的 検索 を 行 つ た 結果 , 可 検 材 
料 を 皮下 又は 直腸 内 に 廣 置 後 3 日 目 に 上 聞 薬 品 
3cc を 皮 直 注射 し , 4ー6 日後 割 稔 の 上 組織 誤 的 
と 肝臓 に 鐵 沈 着 を 誇 明 し た 場合 は 陽 隆 と する と 
ゆい う 方 法 を 提唱 し た 。 却 も と の 提案 の 最後 的 抽 
決 は , 健康 馬 血 清 を 用 いて の 習 照 偶 験 が 行わ れ 
た 後に な され る で き で あろ う ょ 附 語 し て いる 。 

MONEKEMEriER (1937) も 赤 同 様 の 算 験 を 行 つ 


を 結果 , 肝臓 の 鐵 兆 巻 は ユ 例 を 除い て は 極め て 


微量 で あつ を が, と れ は 薬品 諾 置 後 人 り な が く 
時 日 を 綴 過 し た 後 (10<16 日 ) に 沸 検 し た た め 
(に よる も の と 大 を て いる 。 NOBiS (1937) は 
腺 疫 菌 , 衛 軟 球 菌 , S2/ み zo727Z の 2727y カ 2 B 
並 に Sge// 297427Z775 を 用 い , と れ ら の 菌 と 
業 品 と の 農 置 に よ ょ つて 肝臓 の 汰 が 認め られ る 
か 相 か を 検索 し た 結果 陰性 に 絶つ だ と と より し 
て , BouwOrrgR 法 は 診断 に 應 用 し うる と 夢 べ べ て 
いら る 。 何 KKOHpoRF (1938), GOvVERT (1938), 
HUNorp (1938), GERDEMANN (1939), STiL- 
LiNc (1939) 及び Wrrrs (1939) の 諸氏 も 同 
様 BOMGrrgR 法 は 診断 に 用 いう と る 記入 し て 
いる 。 

(2) 家 兎 に 診 け る 侵入 門戸 に 関す る 業績 
~ HaAgN (1924) は 6 秘 の 家 各 を 供 試し て の 和 偶 
験 に 於 て 病 毒 を 胃 , 有 眼 結 膜 糧 惑 は 皮膚 創傷 に 
諾 置 し て も 感染 する ょ 言い , 了 HARING (937) 
計 6 物 , 婦 SickgNpick (1939) は 1 多 の 家 


和束 に 於 る 資 駿 より , (At 
入 可能 で ある ェ と 和 区 べ て いる 。 

(3) 感染 家 提 の 反 應 検索 に 関す る 業績 

HokAMp(1924) は 病 毒 接種 家 東 3 例 の 赤血球 
に 将 す る 低 張 食 卒 水 の 作用 を 検索 し を 結果 , 病 
毒 は 家 東 に 於 て は Hamotrop に 作用 し 家系 血 
球 の 抵抗 性 は 減 さ れる と い の 2。 

Prorgs(1924) は 奏 血 接種 に ょ り 家 束 血 液 像 に 
は 特異 的 嬢 湊 , 即ち 血液 分 利 の 際 の 多 上 染 性 細胞 
及び 有 楼 赤 血球 の 増加 並 に 軽度 の Anisozytose 
が みか られ る と 言い , PRrEEE (1925) は 病 坦 の 頻 
同 接種 に ょ つて Prorg の 壮 窒 し た 上 送 農 見 が 
増 紅 され る と と は な い ょ 区 べべ で いる 。.。 


BosNHorpr (1925) は 所 調 血球 党 集 反 鷹 は 感 
光 


染 家 束 血 球 の みな ら ず 健康 家 東 血球 に NM 
られ る が , これ は 病 奏 と 健康 家 東 下 球 ょ の 混合 を 
397C に 保つ て いる 間 に 病 毒 が 血球 に 作用 し て 


. 俺 作家 束 血 球 と 同じ 性 質 に 織る の で あろ うと 想 


像 し , と の 外 を 鮮明 せん と し て で 四 駿 を 行 つ た が 
明 礁 な 結果 は 得 ら ちら れ な か つた と 詞 本 し で いる 。 
PIERITZ (1931) は 病 毒 接種 に より 家系 の 立 状 
赤血球 の 百 分 府 に 推移 が な と る が , と の 所 見 を 
他 の 一 般 に 用 いら れ で て いる 方 法 と 俳 用 する こと 
に より 俺 貧 診 断 を 一 層 明 確 に 行い うる と 言い , 
KAwMANN (1931) に よれ ば 毒 接種 に # り 流血 中 
へ の 綱 次 赤血球 の 渡 出 は 増加 する が と の 増加 は 
生 血 湖 の 前 謀 置 に にょ つて 一 層 明 央 と た な る と い 
う 。 RrEkEN(1932) は 病 毒 接種 前 に 生 血 清 05> 
1.0 cc 腹腔 内 接種 を 行う と こと に + よ つて 綱 訴 赤 血 


球 組成 の 推移 は 一 層 明 隊 と な り , 従 つ て と の 方 


法 に よ つ て 人 刊 貸 診断 は より 明確 と な る と 半 べ て 
いる 。 


FuscH (1934) は 23 秘 の 家 各 を 供 試し , 無 
席 置 家 束 並 に 健康 馬 , 豚 血 消 廣 置 家 東 を 刷 大 と 
し て 病 毒 接種 家 東 の 反 應 を 検索 し を 結果 , 臨床 , 
血液 所 見 に 訟 る OPPERMANN の 装 穴 を 確認 し 

に 沖 稔 上 腫 腫 , 組織 克 的 に は 腫 臓 の 富 血 性 腫 
須 及 び 軽度 の Haemosiderin 沈着 が 認め られ 
だ と 記し て いる 。 

(4) 家 兎 器 内 に 太る 病 毒 の 存在 

期間 に 関す る 業績 

HOFFMANN (1923) は 家 束 配 内 に 於 る 病 毒 は 


3 ヵ月 も 保有 され うる と 言い , OrrwANNS(1923) 
る 赤 家 東 配 内 に 病 毒 は 116 日 間 は 存在 する ょ 聞 
べ て いら 。 双 Konrc (1926) は 病 毒 接種 後 14 日 


目 に 必殺 剤 栓 し た 家 束 の 醒 内 に 於 る 病 の 分 布 
を 検索 し , 看 臓 , 骨 鱗 , 騰 汁 , 前 眼 房 内 容 , 壮 並 と 羽 


を 6 和 の 家 束 に 皮下 接種 し た が 燕 く 陽 隆 を 示し , 
と れ ら の 部 位 に は すべ て 病 毒 が 存在 し て いた と 
いう 。 何 BUssE (1938) は テレ ビン 油 の 皮下 接種 


に ょ より つく られ た 有 瘍 内 に 接種 され た 病 毒 は 毒 


カカ を 減ずる か 乃 吾 は 死滅 する と 郊 べ で てい る 。 
(5) 家 宮 可 纏 代 費 験 に 関す る 業績 
OrrMARNNS (1928) は 家 各 を 織 代 する と ょ と にょ 

り 毒 力 は 夫 強 され , 接種 家 束 の 反 鷹 出現 の 時 期 


が 促進 され る と 言い , FARegr (1924) ぁ る 赤 同様 


の 所 見 を 逃 べ , VsEpg(1937) は BuwOrrgR 法 を 
用 い 家 系 を 4 代 織 代 し 得 だ と と を 記載 し , Kgr 
MER(1938) は BuMOrrgR 法 を 以 て 繊 代 邊 酸 を 行 


つた が , 代 を 重ね る に 従 つて 血液 所 見 の 角 化 は 


強く 且 鮮 明 と な り , 肝臓 の 鐵 沈 著 も 増 忠 きれ る 
が , と の 現象 は 薬品 と 健康 二 血 靖 と を 以 で 諾 軒 
し た 家 東 の 織 代 の 場合 に は みち られ な いと ゆう 。 
(6) 馬 に 沙 る 病 培 長 提 浴 等 に 
_ 闘 す る 業 岳 

MosspoREF (1923) は 家 東 介 有 験 の 結果 より レ 
て 病 毒 の 毒 力 は 軸 語 の 熱 芝 作 時 が 最も 強く , 巡 
作 直 前 は や ヽ 翌 <, 引 作 直後 は 最 $ 惨 いと いう 。 


ERNsT (1924) は 6 移 の 家 東 に 軸 民 の 嘩 液 , 


尿 並 に 姜 を 総 口 投 興 又 は 皮下 接種 し た 結果 忠 液 
及び 甘 の 皮下 接種 の み 陽 隆 を 示し た と いう 。 駐 
FErpwMANN (1937) は 6 例 の 病 馬 (内 3 例 は 
俺 貸 難 症 馬 ) の 血液 普 嘩 液 を 24 物 の 家 束 の 





皮下 令 は 直腸 内 に 諾 置 し て 反 鷹 検索 を 行 つ を 結 


果 , 病 司 6 例 は 眞 正 3, 括 症 1 及び 陰性 2 と 制 
定 さ れ た 。 面 し て 血液 と 貴 液 と の 反 鷹 は 一 致し 
た と と か らし て 病 毒 は 液 こも 出現 する る の で 
ある と 区 べ て いる 。 DrEssgr (1938) は 一 般 病 馬 
77 例 並 居 殺 馬 84 例 を 検査 し と れ ら の うち 
尿 に 蛋白 が 誇 明 され た も の が あつ た が , その 有 履 
白 尿 10 例 を 家 束 に 接種 し た 結果 , 尿 中 KC 病 毒 
の 存在 が 誠 明 され を た と いう 。 「 

FtHRER (1939) は 2 頭 の 健康 馬 の 混合 尿 と 
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毒 血 湖 と を 等 量 に 混 じ し た も の を 10 日 目 毎 に 家 
系 に 接種 し , 敬 通 法 並 に BouwOrrsR 法 を 併用 
し て 反 鷹 を 検索 し を 結果, 尿 中 の 病 奏 は 40 日 目 
か ら 毒 力 が 減 惨 し 始め る が , 60 日 目 ま で は 生存 
し て いる 。 価 と の 尿 , 血清 混合 を 雰 下 22C の 
戸外 と 3650 日 目 の 期間 放置 し た が , 振 傘 に 
よ づ て 二 力 の 減 惨 を 來 た し た と 記し て いる 。 

(7) 家 を 用 いて 馬 属 以外 の 他 種 動物 の 

「 感受 性 検索 に 関す る 業 策 

OrrMANNSs(1923) は 家 兎 を 用 い 豚 朋 内 に 於 る 
病 土 の 保有 期間 を 検索 し ( 豚 の 項 参照 ), KOHER 
(925) は 鳩 醒 内 の 病 奏 に つい て 検索 を 行 つ て い 
る ( 來 の 項 参照 )。 奴 NEuwERrH (1925) 及び 
SCHDLZE-GGAEHMEN (1925) は 家 束 を 用 いて 海 導 
の 感受 條 を 検索 し ( 海 須 の 項 参 照 ), AUERMANN 
(1936) 及び HARrNe (1937) . は 羊 の 感受 性 を 追 
求 し て いる ( 濡 の 項 参 照 )。 

(8) 昇 表 反 鷹 と 家 兎 費 験 と の 比較 に 

開 す る 業績 

BIERWAGgN (1935) は 病 毒 接種 家 束 の 血液 を 
Tropfbildreaktion (Guttadiaphot) 並 に 昇 来 
反 應 を 以 で 検索 し た 結果 , これ ら の 方 流 は 家 束 
の 佑 貸 を 確 買 に 診断 する と と は 出来 な いと い 
2 。 PErgRs (1937) は 臨床 及び 血液 検査 陰性 馬 
14 例 C つ いて, 婦 AssELwANN(1939) は 種々 えな 


る 病 同 9 例 に つい て 夫々 る 昇 来 反 鷹 陽性 の 結果 を . 


得 , 且 と れ ら の 馬 に つい て 家 東 算 験 を 行 つた 虎 
すべ で 陽性 を 条 し た と と より し て , を と ぁ を 他 に 
症候 が み ら れ な く と る も 昇 求 反 鷹 喝 作 の 馬 は 俺 人 
の 不 題 任 感 染 を 左 う べく , 耐 し て 家 束 和 駿 は こ 
れ を 明雄 に する ょ 迄 べべ て いる 。 
(9) 治療 に 関す る 業績 

日 OHNER (1923) は 偉人 治 療 薄 Bi 303 賊 置 
にょ り 家 束 朽 内 の 病 章 は 完全 に 減殺 され , 従 つ 
て と の 楽 品 は 邊 際 治療 に 用 いう る が , Bi 407 は 
全く 果 が 認め られ な いと 言い , Kocg (1923) 
は Jodinkarbon, Anamia 844 並 に 水銀 ゲル 
で 諾 置 し た 思 馬 血液 を 以 て 家 東 接種 を 行 つた 結 
果 , Jodinkarbon 並 に Anamia 844 農 置 面 
液 中 に は 酒 毒 を 誇 明 し 得 な か つ だ た と いう 。 婦 
FRiscH (1924) は 委 性 佑 の 場合 540 D は 有 
散 C 作 用 する と 言い , と れ に 将 し て PErr(1925) 
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は 540D, 541D 及び 740D の 治療 数 果 は 誤 
め られ な いと いう 。 KRUkgNEERG (1925) は 家 
和束 に 接種 され た 病 毒 が 540D* の 諾 置 に より 減 
朋 さ れる と と は な いと 壮 べ , 令 KEWErLof(1926) 
及び LiER (1926) は 夫々 750D! の 称 防 及び 
治療 牙 力 を 検査 し た が , 何れ も 無 天 で ある と の 
結果 を 報じ て いる 。 何 BRUNKLAOS (1939) は 
OIbinol に つい て , 女 ScgrsAMM (1939) は 
Milanol に つい て 四 験 を 行 つ を 結果 , 病 奏 の 家 
東 血 液 に 及ぼ す 獲 航 は と れ ら の 蒼 外 刑 に + ょ つて 
少し ゃ 逐 響 され な いと 区 べ て いる 。 

然るに 以上 Hannover 蛋 派 の 家 東 感染 邊 験 は 
Potzdam の STANDFUSS -… 派 の 外 比 較 抱 少 表 の 
研究 莉 に こよ つて の み 支持 され て いる に すぎ な い 。 

先ず STANDEUss (1923) は 34 秒 の 家 東 を 供 
試し , 患 司 3 例 の 混合 血清 を 皮下 , 前 岩内 或 は 
腹腔 内 に 夫々 8cc 接 種 し , OPPERMANR 法 
と 徒 つ て 反 應 を 検索 し た 結果 , 供 試 家 束 の 1 て 
27 に 於 て 火 の 如 き 帝 化 が 認め られ た を 。 寺 赤 赤 
血球 敷 の 減少 は 大 醒 接 種 後 7 日 以内 に 始ま り , 2 
週間 以内 が 著 明 で あつ て 400 萬 令 は それ 以下 と 
な る 。 白 血球 に は 織 化 な く , 血色 素 量 は 赤血球 数 
と 在 行 せま 従 つて 血液 償 は 上 昇 す る 。 婦 杉 温 の 
上 昇 $ み られ る 。 剖検 士 し ば し ば 腫 腫 が 認め ら 
れ , 組織 克 的 に は 肝臓 並 に 肝臓 に 禁 化 が み ら れ . 
を た が, と れ と 俺 筐 と の 開 連 性 は 今後 に まつ と 逃 
べ で て いる 。 休 習 妥 と し て 無 農 置 及び 健康 馬 血 清 
慮 置 家 束 夫々 5 及び 4 例 に つい て 検索 し た 結果 . 
と れ ら の 家 束 に 於 て も 時 に は 赤血球 の 減 敷 が 認 
め ら れ は し た が , 感染 家 素 の 如く 規則 正しい ゃ 
の で は だ なく, 従 つ て 爾 著 は 明 腰 に 属 別 し うる と 
の の 。 

又 STADEUSS, SCHULTZ, SCHNAUDER, PETERS 
u. FRENZEL (1924) は Potzdam の 國 立 評 警 検 
査 所 に 於 て , 1923 年 4ー12 月 の 期間 に 333 例 
の 家 束 宮 験 を 行い , 陽性 168, 疑 症 71 及び 陰性 
94 の 結果 を 得 , と の 陽性 例 中 記録 の 明確 な 133 
例 に つい て 整理 を 行 つ を 結果 , 上 逃 STAND- 
FUSS の 報告 を 再 確 認 レ し た 。 又 10 例 の 家 東 織 代 
邊 験 を 行 つ た 所 , 23 代目 まで は 大 需 確 買 で あ 
り , 時 に は 4 代目 まで 織 代 出来 た と 記載 し て い 
る 。 価 無 虎 置 家 束 の 1 例 に 陽性 と 刊 定 さ れる で 
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き 血液 席 見 が み ら れ た が, その 血液 を 他 の 家 束 に 
接種 し を 結果 定型 的 の 陽性 反 鷹 を 示し た こと と よ 
り し て , 前 記 無 虎 置 家 束 を 俺 貸 感 染 と 認 定 し , か 
くし て , 多 敷 の 家 束 を 廣 範 園 に 飼育 し て 化 駿 を 行 
う 際 に は , 極 め て 稀 で は ある が , 家 系 の 自然 感染 
が 起り うる と 大 胆 に も 次 表し て いる 。 績 いて 氏 
等 は 8 物 の 家 束 に 愚 馬 の 貴 液 , 華 並 に 尿 を 皮下 接 
種 又 は 食 餅 せ し め た 諾 , 大 液 食 餅 の 1 例 が 名 症 で 
あつ た 以外 の 7 例 は 陽 隆 を 示し , 病 毒 は これ ら の 
分 泌 物 及 び 排 浴 物 中 に も 存在 し た と 記し て いる 。 
答 氏 等 は 後 稼 す る LOHss(1924)G95 の 感 愛 性 任 
定 寅 験 を 反 駿 し , LOHRs の 病 毒 接種 家 束 の 血 液 
廣 見 敷 値 を 検討 すれ ば 陰 作 で な く , 明らか に 陽性 
と 制定 すべ きも る の が あり , 又 その 計 吉 復 過 軟 駿 は 
被 接 種馬 の 配 湿 測定 が 不 充分 で あつ て , 復 過 軟 験 
陰性 と し て の 確 江 な 貸 験 と は 認め 難い ょ と 逃 べ て る 。 

績 いて SrANpDFUSS u. PEgTERS (1925) は 家 
各 を 用 いて 場 感染 並 鷹 敢 , 昔 燥 に 闘 する 宣 
験 を 行 つ た 。 先 赤 牧場 感染 條 馬 に 開 し て は 土壌 
に 生 い 茂 つ た 革 を 患 馬 の 血 液 , 美 , 尿 並 に 嘩 液 
を 以 て 汚染 し , と の 草 を 探 取 し て 食 鹿 水 で 浸出 
し , その 江 液 を 所 定時 間 (最長 43 週間) 放置 後 
家 兎 に 接種 し 反 應 を 検索 し た が , 27 週 日 まで は 
病 毒 の 生存 が 誇 明 され た 。 茨 に 患 馬 の 血 液 を 所 
定時 間 腐 骸 惑 は 乾燥 し た 後 , 前 者 は 皮下 接種 , 
後者 は 食 餅 に よ ょ つて 家 束 を 虎 置 し 検索 し を 結果, 
座 敗 液 に 於 て は 19 週 , 乾燥 血液 に 於 て は 遇 
週 ま で 病 毒 は 生存 し て いた と いう 。 

価 PETERS u. BERNARD (1926) は Potzdam 
の 検査 所 に 於 て 既に 1200 頭 の 馬 を 家 束 算 験 に 
ょ つて 確 賀 に 診断 し た が , 適 確 を 期す る た め に 
は 審 練 と 細心 の 注意 が 必要 で ある と と を 強 調 し 
て ぃ る ろ 。 爽 に Wien 掴 避 科 大 克 の WrRrg 等 
も る 家 束 次 験 の 支 反 者 で あつ で て, さき に WIRrH 
919) は 人 工 感染 華 症 馬 2 例 の 血液 を 家 兎 に 
接種 し た が 陰性 で あつ た ょ 報告 し て いる が な が, そ を 
の 後 OPPERMANRN 法 の 話 表 され る に 及 ん で 氏 
(1924) は これ を 支持 し , 家 束 資 駿 に 於 て 75 め 
に 正しい 結果 が 得 ら れ だ た と 処 會 に 報告 し て い る 
(こと れ は 爽 に 逃 べ る 報告 を 指す の で あろ う )。 





* ま 。 Reichsyesundheitsant. 





WIRTH, WAcNER u. GEREIN (1925) は 爽 の 
如く OPPgRMANN 法 の 追試 を 報告 し て いる 。 多 
ち WAcNER 及び GEREIN は 相互 に 軍 絡 な く 夫 々 
8 秒 の 家 束 を 供 試 し ,6 物 は 俺 貸 馬 血清 ,2 狗 は 健 
康司 血 洪 を 接種 し 反 應 を 検査 し た 。 その 結果 十 
者 の 制定 を 合 する と , 12 例 の 是 馬 血清 謀 置 家 
束 は 陽 作 9(75 め ), 疾 症 1(8 め ) 並 に 陰性 2(17), 
健 康 馬 血清 魔 置 家 束 4 例 は 惹く 陰 隆 を 示し > 
と の 結果 よ . り し て 家 兎 は 俺 作 の 診断 に 用 いう る 
と 滞 表 し た 。 但し 邊 際 に 應 用 する た めい に は 倫 種 
種 な る 病 型 並 に 各 時 期 の 血 済 に つい て 常に 同一 
成績 が 得 ら れる か 柱 か を 知る た め の 企 駿 が 必要 


_ で ある と こと, 本 送 は 類 茜 , 投 術 の 困難 並 に 長 時 


問 を 要する 勲等 の た め 特 定 の 場所 に 於 て の み 算 
施 可能 で ある と と は 中 隊 で ある と 學 べ て いる 。 

又 國 立 衛生 臣 * の ZsrrgR (1924)29 ゃ 家系 
定 験 を 支持 し , 昌 c 氏 (1924) ぐ 7 は 50 例 の 慢 
性 俺 人 馬 に つい て 忠 床 , 判 検 , 組 織 及 び 血液 所 見 。 
の 検索 を 行 つ た 際 , こと これら 病 馬 の 診 断 は 専ら 臨 
床 及び 血球 沈降 速度 反 應 (Norrzg) と ょ つた が , 
1 例 は 家系 験 を 億 用 し て いる 。 タ 同 所 の 時 ELM 
924) は 次 の 如く OPpERMANN 法 の 道 試 を 行 
つた 。 胞 ち 30 秒 の 家 各 を 供 試 し , うち 28 秒 の 
静脈 内 に 患 司 , 細 症 馬 の 血 液 並 診断 の 目的 で 
送 附 され た 血液 を 2>10cc 接種 し 臨床 並 と 血 
液 所 見 を 観察 し , 残る 2 物 は 繕 代 定 験 に 使用 し 
た 。 そ の 結果 赤血球 敷 の 藩 明 な 減少 が 認め られ , 
駐 血 色素 償 も 減少 し , と れ に 大 懇 在 行 し て 血液 
償 及 び 骨 の 上 昇 が み られ た 。 何 臨 床 所 見 と し 
て は 407C を と ぁ を る 美 明 な 倒 熱 型 (Typus in- 
yernus), - 上 部 無道 の カタ ー ル ん 等 が み られ を た が , 
酷 重 の 獲 化 は 明 騰 で な か つた 。 以上 の 資 朋 より 
レ て OpPERwMAnNN 等 が 制定 の 標準 と し て 血液 償 
の 上 昇 を 強調 し て いる の て 翌 し , 氏 は 赤血球 粗 
と 血色 素 量 の 著 明 な 減少 と 垢 混 の 上 昇 を と りあ 
げ 血 液 償 の 上 昇 に つい て は 第 二 義 的 に 取扱 つて 
いる 。 何 織 代 筑 験 に 於 て 接種 家 各 の 反 鷹 出 現 
時 期 が 初代 は 接種 後 40 日 で あつ を た も の が , 第 
2 代 23 日 , 第 3 代 14 日 と 短 庄 きれ た と と よ 
り し て , 織 代 に ょ つて 家系 に 翌 す る 毒 力 は 増 張 


され た と みて で て いる 。 何 民 は 家 束 と 海 須 と を 比較 
し た 場合 , 明確 な 大 定 は 今後 の 貨 験 に また な け 


れ ば な ら な い 恋 , 今 ま で の 虎 で は 後者 の 方 が 診 . 


断 邊 験 に は 好適 で ある らし いと の 見 解 を 区 べ て 
0 

Giessen 大 砲 の SCHUCHMANN u. KARMANN 
(1924) は 健康 馬 , 俺 貸 眞 正 及び 疑 症 馬 , 慢性 俺 貸 
の 無 熱 期 の 馬 並 に 病 奏 接種 家 各 の 5 種類 の 血清 
を 12 衝 の 家 束 に 接種 し ,OPPERMANN 法 に 従 つ 
て 制定 を 試み た 所 , 健康 馬 及び 括 症 馬 血 清 廣 軒 
家 末 4 例 は 陰 倫 を 示し た が , その 他 の 家系 8 例 
に 共 て は 1 例 が 右 症 で あつ た 以外 は すべ て 陽性 
を 示し , 本 法 は 確 買 に 診断 に 用 いう る と いう 結 
果 を 得 た 。 但し 類 難 且 長 時 間 を 要する の で , 特 
別 の 設備 を 有する 場所 に 於 て の み 偶 行 可能 で あ 
る ょ と 迄 べ て いる 。 

更に Dresden の 國 立 獣 敬 警察 検査 所 * の 
ZiEGLER u. ROSS (1925) も る 赤 OPPERMANRN 


決 を 追試 し , と れ を 支持 し た 。 婦 ち 氏 等 は 生後 


6 る 月 以上 の 家 兎 58 物 を 用 C 炊 の 如き 冥 駿 を 行 
つた 。 第 1 の 翌 妥 還 験 に 於 る 健康 馬 血 清 接種 家 
東 18 例 で は 持 症 並 に 陽性 各 1 が み ら れ 革 り の 
16 例 (90%) は 陰性 と 記録 され を が , 健康 馬 肝 
氏 刑 接種 家 東 4 例 に 於 て は 3 例 (75 め ) が 陽 
。 性 反 應 を 星 し , 従 つ て 肝 胸 一 は 接種 材 社 と し て 
は 秦 適 営 で ある と と が わか つた 。 第 2 の 診断 を 
目的 と し た 軟 験 で は 接種 材料 探 取 馬 の 臨床 , 剤 
栓 並 に 組織 検査 の 線 合 刊 定 ェ 家 束 肉 と の 一 致 
程度 を 機 討 し た も る の で あつ て , 3 例 の 算 験 より 
な つて いる 。 第 ユ 例 は 爆 芝 的 流行 洛 中 の 患 馬 11 
例 よ り 控 取 し た 血清 を 各 1 秒 宛 の 家 束 に 接種 し 
反 應 検索 を 試み た も る の で ある が 共 く 陽性 を 示し , 
患 十 の 結 制定 結果 と 家 束 下 験 と は 先 全 に 一致 
し た 。 第 2 例 は 大 妖 中 に 散 区 し た 6 例 の 血清 に 
於 て の 買 験 で 50 多 に 一 致し , 第 3 例 は 昌 語 5 例 


に つい て 行っ た 賃 有 験 で ある が 25 錠 の 誤差 が み 


られ た 。 第 3 は 種々 な る 血清 を 以 て の 比較 宴 験 
で ,OppERMANN 自身 が 家 束 駿 に ょ り 陽 性 と 刊 
定 し た 馬 1 例 , 所 詩 Augsburger Anamie 愚 馬 
2 例 壮 に 馬 流 産 菌 症 軸 馬 1 例 計 4 例 の 血潮 を 以 





* Staatl。 Veterinarpolizei- り ntersuchunesanstalf。 
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て 諾 置 し た 家 束 は 陽性 反 鷹 を 示し ,Scweinsberg 
病 及 び イ ン フ ル エ ン ザ ( 計 3 例 ) の 血清 諾 i 家 各 
は 陰性 を 示し た 。 何と の 馬 流 産 菌 症 患 馬 は 臨床 
的 に 俺 作 陽 性 を 示し た も の で ある と いう 。 茨 に と 
44 例 の 家 束 を 沸 槍 し た が , 反 應 陽性 で 接種 後 14 
日 以内 に 層 尊 し た も の に 於 て は 著 明 な 有 腫 が 朗 
め ら れ た だ た 。 面 し て と の 腫 腫 は 速 か に 痛 矢 する 傾 
向 が 認め られ , 接種 後 4 て 5 週 日 に 章 検 し た $ の 
に 於 て は 極め て 僅か な 程度 に 認め られ る に すぎ 
な い 。 健康 司 材料 接種 家 各 に 於 て は 全 々 み ら 
れ な か つた 。 以上 の 偶 駿 より し て 家 東 は 診 秘 用 
動物 と し て 好 適 で あつ て , 泰 血 清 の 皮下 接種 に 
ょ つて 起 る 租 汰 は 赤血球 に 限局 され , 診 断 の 機 識 
と し て は 赤血球 敷 の 減少 , 血色 素 償 の 彼 惨 な 減 
少 , それ に 伴 つ て 超 る 血液 償 の 上 昇 に 大 き な 意 
義 を 典 ん うる 。 面 し て 條 際 的 診断 償 値 は 流行 書 
の 場合 に は 100 2 に と 確 真 で . 旦 接種 後 1014 日 
以内 に 判定 し うる が , 大 群 中 に 少 敷 散 驚 し た 場 
合 に は 50 て 75 易 の 確率 で あつ を と 区 べ て いる 。 

以上 の 外 BARrgrs (1923) は 條 際 診 記 に は 周 
骨 接 種 験 , 赤血球 沈降 速度 反 應 (Noltze) に 
併せ て 家 束 算 験 を 行 つ て いる ょ 記載 し て いる 。 
又 PArLASkEg (1924) は 家 各 は 診断 に 用 いう る 
と と を 和 追試 真 駿 の 結果 支持 し , その 際 重要 な と 
と は 赤血球 席 見 で あつ で て, その 他 の 血液 像 , 臨 
床 , 沸 栓 , 肛 及 び 肝 の 組織 克 的 諾 見 は 診断 に は 用 
い 得 な い と 好 べ べ て い の 8 

ROBEgR (1924) は 家 東 織 代 賀 験 を 行い , Augs- 


burger Anamie 1 例 に 於 て は 3 代 家 束 を 織 代 


し た 上 農 , 家 更 に 習 し 毒 力 の 増強 が み られ だ が , 
と れ に 反し Sachsen に 区 生 し た 2 例 の 偉 貸 例 
に 於 て は 2 及び 3 代 織 代 し た 鹿 毒 力 論 を , 家 素 
に 於 る 反 鷹 出現 の 程度 が 減 到 さ れ た と いう 。 古 
し て と の 爾 者 の 差 が 奏 力 の 相 異 に よる か , ズ は 
家系 の 個 査 差 に よ る か 不明 で ある と 附 記し て い 
る 。 何 THowsssN (1924) も 赤 家 東 接種 異 験 を 
行 つ て いる 。 婦 TopoRoFF (1926) に よれ ば ば , 
家 束 は 病 毒 接種 に ょ ? 赤血球 敷 の 圧 明 な 減少 を 
来 す が , と の 際 接 種 家 東 を 毎日 1 時 間 3/ で の 
音 度 内 に 保ち , 且 病 毒 接種 前 後に 健康 馬 自 宇 用 
至 は 血液 を 注射 する と と に ょ つて 反 鷹 の 増強 が 
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- み られ る と いう 。WEBsR(1931) は ,KGnigsberg 


の 國 立 獣 驚 検 査 所 に 於 て は 1924 年 以 來 家 束 及 
び 鳩 を 俺 貸 の 診断 に 用 いて ちな る ょ 航 し , 丸 と の 


方 法 に ょ つて 感染 源 と し て 飲料 水 を 摘 敬 し 得 た 


例 を あげ て いる 。 
以上 は OpPPERMARNN 法 を 支持 し た 報告 の 大 妥 


で ある が , 家 束 感染 可能 と する 四 験 と し て は 何 「 


炊 C 逃 べ る FoMrNA の 報告 が ある 。 

FowiNA (1939) の 験 目的 は , GAMALEIA 
が 俺 貸 病 間 を 家 束 に 感染 せしめ , 耐 $ 家系 衣 を 
7 代 織 代 し た 病 奏 を 以 て 周 吉 復 過 父 験 C 成功 し 
た と と か ら , か いる 病 坦 を 双 防 接種 の 目的 C 用 


いら る か 枯 か を 知る た めで あつ た 。 面 し て 家 東 


を 感染 せしめ る 最適 の 方 法 を 検索 し , 炊 で 臨床 , 
押 液 並 に 組織 克 的 鍵 汰 を 研究 する た め K 織 代 を 
某 い , 最後 に か く 織 代 さ れ た 病 毒 を 以 て 仁 馬 感 
染 偶 有 を 行 つ た 。 その 結果 畿 代 は 可能 で あり , 
且 熱 敬 作 時 Cc 採血 し 10 周 洗 漆 し た 赤 血 球 を 静 

脈 内 接種 する と と が 家 兎 を 感染 させ うる 最適 の 


方 法 で ちあ る と と を 知 つ た 。 感 染 家 和束 の 臨床 , 病 


電 NNNRNN yl 
と 感 羅 馬 の そ れ ょ 酷似 し て いる が , その 出現 程 
0 宗 末 の 方 が 引い と の と と で ある 。 価 織 代 に 
よ つ て 病 巻 の 家 束 に 敵 す る 病 栖 形成 能力 は 強め ぬ め 
られ る よう で ある が , 毒 力 は 同じ 程度 に 正 ま つ 
て ぉ る 如く み ら れ た 。 価 仔 馬 感 染 費 験 に 於 て は 
10<30 代 家 束 境 を 織 代 し た 病 毒 を 以 て の 算 験 で 
は 確 な 結果 が 得 られ な か つた が , 38 て 60 代 の 
病 毒 を 仔馬 に 接種 し た 場合 に は 最早 臨床 的 に 朗 
め う る 繧 航 は 惹起 され な か つた ょ 逃 べ て いる 。・ 
以上 の 軟 験 の 外 HAEERsANG (1924) は Op- 
PERMANN 法 を 批判 し , 2 困難 を 人 う だめ 
一 般 的 利用 償 値 な な い が , も し 従来 の 四 験 成績 
MX 
真 験 室 で は 有 散 に 用 いう る で あろ うと の 希望 を 
交 べ , 又 VEReg (1933), KRAr (1934), KRAr, 
MAcpk u. SOBRA (1934) 並 に CARRE et VsRGg 
(935) は 家 束 は 僅 に 感受 仁 を 有する が , 診断 
的 敬 腺 に は 利用 し 得 な い ょ 記 涼 し , 何 MGcsy 
(1934) は 家 束 は 俺 貸 病 毒 接種 に ょ り 華 病 する と 


と は な い が , その 骨 内 に 病 三 を 永く 保有 する と ょ と 
記載 ルン ゆる 。 


NL 


2. 感受 性 な し と する 報告 
前 逃 の 如く CARRE et Varrgg (1907) は 家 
果 の 感受 性 を 検索 し た 最初 の 研究 者 で ある が 


その 接種 試験 は 陰性 に 終 つ た と と を 報じ て い . 


る 。 刀 佐 * 木 及び 城井 (1909) 並 に 城井 及び 佐々 木 
(1910) は 馬 血液 の 皮下 , 郊 脈 内 政 は 腹 際 内 接 
種 を 戦 回 に 理 つ て 繰返し た が , 確 買 に 感染 し た 

と 思わ れる 例 は 一 度 も み ら れ な か つた と 記し , 
Topp & WorsAcg (1911) も 2 秒 C 接 種 を 行 
つた が 陰 際 の 結果 を 得 た と いう 2。 

志賀 (1911) は 毒 血清 20 こ 40cc を 皮下 接種 
し た が 反 鷹 は 認め られ ず , 面 し て 接種 後 4 週 日 
の 家電 19.6e を 時 邊 妥 じ 26 民有 
と の 馬 は 尊 毒 の 後 感染 に ょ 0 定型 的 普 症 し 


を 。 とれ に よ つ て で て 氏 は 家 各 は 感受 低く G の | 


血清 中 の 病 雪 は 消 大 レ て な る と と を 知 つ た と 迎 


「 て いる 。 SEypgsRHELM(1914) る 赤 NN 
供 有 は 不 成 功 に 終 つ だ た と と を 記載 し (和牛 の 項 参 


有 照 ), 女 SomNs & Sogrspjo (1917) 計 1916 





年 8 月 蘭 領 印度 に 於 て 渡 洲 より の 較 入 馬 群 に 次 . 


生 し た 疾病 を 楼 索 し, これ ら が 俺 筐 で ある て と と 


を 確 詩 し た が ,. その 際 剤 稚 し た 愚 司 』 例 の 遼 肛 


膜 下 液 を 家 更に , 他 の 相 例 の 材料 を 種々 な よる 買 
上 用 小動物 に 接種 し た が が 際 際 の 結 寺 を 得 た と 記 
COIMOXOG 

LOHRS (19) は 愚 司 血 液 の 主 大 内 接種 5。 6 


液 , 腫 及び 春 髄 の 前 妥 房 内 接種 5, 俺 貧 財 と ア o- 


7Zsyzg 症 思 馬 の 混合 血液 の 静脈 内 接 種 3 考 


血 吸 引 420 の 47es 50 匹 の 胃 内 容 の 静 岩 内 並 に 


患 馬 腫 乳 刑 の 腹 暑 内 接種 各 2, 計 17 例 の 家系 
に つい て 缶 察 し た が , その 結果 , 4zo カ 67Zs 骨 
内 容 接種 の 1 例 が 義 熱 し た が 他 の 家 更 は 反 鷹 な 
く , 面 し て ア み os 症 混合 血液 接種 家 束 普 
に 竣 夫 家 東 の 血液 を 馬 に 復 師 し た が 陰性 に 終り , 
家 各 は 感受 性 を 有 せ ぬ と と を 知 つ を と の う 。 合 
氏 (1920)G9b は 偉 貧 病 毒 は 試験 管内 に 於 て 家 東 
血清 を 泥 ま る と と に より その 奏 力 が 減 層 さ れる 
か 乃 到 は 死滅 し , か ヽ る 病 毒 を 馬 醒 と 接種 し て 


る 只 不 題 性 の 感染 を 超す に 過ぎ な いと ょ 玩 べ て い 


06 GERrAcH (1921) も 充 家 和束 の 皮下 , 青 賑 内, ' 
腹腔 内 , 心臓 内 に 接種 を 行 つた が 陰性 に 終っ た 


2 の が の 


- 

し 

了 、 
' 琴 
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「 その 後 前 逃 の 如く TAFFE u. SILBERSTEIN, 緒 
いて OpPpERMANN 一 派 に より 家 束 は 俺 貸 に 将 し 
感受 人 性 あり と の 報告 が 敬 表 され た が , 従 つ て と 
の 以後 に る 陰性 報告 は OPPERMANN 一 派 の 業 
績 を 追試 し , その 定 験 成績 を 天 定 し た も の が 大 


部 分 を 占め て いる 。 


先ず LOHRs (1924) ぐ 5 は, 陸軍 掴 警 和 検査 湊 
に 於 る 得 験 を 基礎 と し て , 病 土 接種 家 束 の 赤 血 
球 淫 並 に 龍 温 に 藤 明 な 凝 動 が み ら れ た と し て も 
馬 骨 復 過 算 腺 が 成功 し な いか ぎ 『, 家系 病 毒 
を 移行 き た と いう と と に は よ は ならない, 従 つ て 
OPpERMANN 法 に 診断 的 全 値 が ある と は 思わ れ 
な いと 延べ (と の 報告 に 軒 す る OPPERMARN 並 
に SrANDEuSsSs 筆 の 反 有 央 は 前 逃し た ), 何と の 見 
解 を 氏 (1924, 1925)G95,106 は 再三 強調 し て い 
と 

耐 し て 氏 (1925)GO⑦ は , 先 稼 の 如き 氏 の 和 遥 
に 反 避 し た OPPERMANN の 報告 を 再び と いい に と 反 
駿 し , と の 家 束 四 有 に つい て は 1923 へ て 25 年 に 
旨 つ て 陸軍 獣 胡 検 栓 基 の GAcCksTATLER に こよ 
つて 追試 きれ た が , 何等 氏 等 の 見 解 を 好 更 する 
如き 結果 は 得 ら ちら れ な か つた こと と を 迄 べ , 更に と 
の 問題 に 暫し 最後 的 な 決定 を 和典 を える べく 茨 の 如 
き 冥 験 が 試み られ た 。 と の 牙 験 は Berlin の 
FROHNER 教授 より 分 興 を うけ た 病 毒 を 使用 し , 
RICHTERS, GACKSTATLER, GUNTHER 和 並 に 
STRAUCE が 陣 罰 し て 行 つ た も の で ある 。 先 ま 
20 季 の 家 束 が LRs に よ つ て 圭 血 清 , 健康 司 
碧 清 並 に 生理 的 食 氷 を 接種 ほれ た 後 , 4 名 の 


協力 者 に 5 贅 元 適宜 分 配 拓 党 さす られ た 。 硬 し 


て と これら 4 名 は 各自 全く 別個 に , 面 も 互 に 開 験 
総 過 を 知ら せ あ うこ と と な く 検 索 を 行 つ た 。 血液 
虎 見 の 製 察 は 除 備 資 有 7 日 間 , 洒 毒 接種 後 は 19 
日 間 (SrANDrUSS 及び ZrEerER 等 は 14 日 で 赤 
分 と いつ て いる ) 行 い , OPPERMANN 法 に 従 つ て 


| 曲線 を 作 抽 し た 。 その 結果 徐 備 宣 有 肉 に 於 て 交 に 


曲線 の 動 預 は 甚だ し く , 更に 4 牧 を 追加 し 計 24 


- 狗 に つい て 機 索 し た の で ある が , OPPERMANRN 


_ の いう 如き 規則 正しい 曲線 を 示す 家 束 を 所 要 毅 


準備 する と と は 出來 な か つた 。 怒 接 種 後 の 曲 線 
る 種々 で あつ て , 健康 馬 血 清 乃 至 は 食 論 水 注射 


家 各 に 於 で も 所 講 陽 性 反 鷹 を 呈し た も の が 認め 


ね た チア AT と ん mu 、 * \ - す ま オリ 
0 2 iC YONNge の 0 
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られ だ た 。 条 四 験 終了 後 ( 病 毒 接種 後 21 日 目 ) 4 
例 の 病 毒 接種 家 束 血清 を 混合 し , これ を め 馬 
角 接 種 に ょ 0 雑 毒 才 で な いと と を 確認 し た 馬 に 
10 cc 皮下 接種 し た が 無 反 應 に 終り , 更に 不 題 倫 
感染 追求 の た め と の 馬 の 血 清 を 炊 代 の 馬 に 接種 
し た が 同様 反 應 な く , 他方 初代 の 馬 に 肢 し て は 
家 兎 餅 腺 に 供 試 し た 病 毒 を 接種 し た 虎 20 日後 
定型 的 に 綻 症 し 第 死 し た 。 即ち 家 束 に 接種 され 
を 病 毒 は その 般 内 に 於 て 減殺 され , 最早 馬 い に 翌 
し て 病原 性 を 有 せ お , 従 つ て 家 束 は 感受 性 を 有 
せめ ぬ と と を 知 つ を と 逃 べ で いる 。 

又 SeHERMER u. ErGENDORF (1926) は Op- 
PERMANN 等 の いう 病 毒 接種 家 東 の 所 詩 特 異 的 
血液 嫌 伏 は 他 の 種々 な る 方 に よ つ て も 次 現 さ 
れる と と を 應 明 し た 。 即ち 40 狗 以上 の 家 東 を 
供 試し OPpERMANN の いう 注意 事項 を 細心 に 守 
り , 且つ その い 2 諾 に 従 つ て 血液 廣 見 の 曲線 を 
作製 し 刊 定 を 試み た が , 次 の 如き 結果 が 得 ら れ 
た 。 ①) 患 馬 血 清 Scc 皮下 接種 家 各 1 例 は 陽 
性 。(2) 局 昌 () 幼 器 の 最小 致死 量 以下 を 接 
種 し た 7 例 中 3 例 は 陽 隆 。 (3③) 健康 馬 血 清 を 
3>16 回 に り 皮下 或 は 静脈 内 に 接種 し た 4 例 
は 共 く 陽性 。 (④  SZ2/22972677Z カ 2Z27 の 2 B 死 
菌 3 同 接種 家 各 は 陰性 を 示し た が , 死 菌 後生 菌 
を 接種 し た 家 束 は 陽性 。 ⑤) 健康 豚 血 清 を 少量 
宛 疾 回 注射 し た 5 例 , 1 同 8cc 皮下 注射 し た 1 
例 $ 赤 陽性 を 示し た 。 倫 5 衝 の 家 東 に 於 て 織 代 
足 馬 を 行 つ た が , 豚 血 清 廃 置 家 東 血 液 を 接種 し . 
た 2 代目 は 3 例 枝 く , 3 代目 は 2 例 中 1 例 が 陽 
怪 を 示し た 。 (6) 健康 家 東 血清 令 は 血液 20cc 
を 腹腔 内 接種 し た 家 束 は 5<9 日 の 潜伏 期 の 後 
反 鷹 陽性 を 示し た が , と の 場合 は 今 ま で の 例 と 
軸 0 血液 次 抹 標 本 所 見 に 茎 化 な く , 耳 吉 還 も 増 
加 し た 。(⑦) 健 康司 血清 20 cc 1 同 腹 暑 内 注射 に 
ょ り 2 例 中 1 例 に 上 送 第 6 項 と 同様 の 反 應 が み 
られ た 。 (8@) 熱 芝 作 中 の 上 患 司 血 液 , 並 に 判 稚 に よ 
り 完 全 に 俺 貸 を 否 定 さ れ た 腺 疫病 民 の 血液 謀 連 
家 束 2 例 は 陽性 を 示し , OPPERMANN の 家 東 接 
種 及 び 血 球 着 集 反 應 で は 陽 作 で ある が 了 臨 床 及び 
測 稔 で 俺 島 を 否定 され た 馬 の 血液 , 並 に 剖 稔 , 組 
織 検 索 に よ 0 眞 正 と 決定 され た 俺 気 周 の 血液 を 
接種 し た 2 例 は 共に 陰性 と 記録 さき れ を た 。 以上 の 
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殴 騨 に みる 如く , OPPERMANN の いう 尊 化 は 種 
種 な る 虎 置 に よ つ て 功 現 する 一 方 , 眞 正 俺 貸 馬 
血液 が 家 束 條 駿 に 於 て は 陰性 と な る 場合 が あり , 
従 つ て 家 束 は 億 貧 診 断 に は 不適 裳 で ある と 区 べ 
で いる 。 「 

又 TRAUpg (1926) は ScrHERMER の 指導 に よ ょ 
0 邊 駿 を 行 つ を 結果 , 健康 牛 並 結 柱 馬 の 血液 
坦 置 誤 は 婦 湾 血 に よ つ て も 家 束 は OPPERMANN 
の 所 調 喝 性 反 鷹 を 呈す る し , 又 豚 血 清 の 頻 同 注 
射 に よ つ て 馬 に 特 血 を 起 し うる が , か くし て 和 貸 
血 汰 態 に され た 馬 の 血 清 を 接種 し て も 家 昌 の 皿 
液 に 赤血球 数 の 減少 並 に 血液 償 の 上 昇 が み ら れ 
る 。 多 ち 家 東 の 血液 は 不安 定 で あつ て 四 有 動 物 
と し て 適 常 で な いと 主 蝶 し て いる 。 

ScrHERMER (1927) は 億 符 の 組織 所 見 を 下 朱 
を 異 に し た 種々 な る 貧 血 症 と 比較 し , 俺 貸 の 特 
異性 並 に その 病理 敬 生 の 英 問 を 解決 ん と し て 
検索 を 行 つ て 告 る が , その 際 及 逃 の CHERMER 
u. PrcENpoRF に より 報告 され た 異種 蛋白 接種 
に よる 肖 双 的 備 血 家 束 も 供 試 し て いる 。 面 し て 
と いと 再び OpPPERMANN の 見 解 を 骨 し , 俺 備 泰 
血清 謀 置 に より み ら れ る 家 東 血液 像 に 於 る 赤 血 
球 破壊 現象 と 再生 現象 の 出現 は 何等 特異 陶 な も 
の で な いと と を 弾 調 し , 更に 肛 , 肝 , 腎 並 に 芝 
髄 の 組織 驚 的 虎 見 を 俺 貸 馬 の それ と 比較 し た 結 


果 , 俺 名 毒 正 清 虎 置 家 和 束 に 於 て 血液 に 獲 化 は み 


られ る が , 俺 貸 証 に 於 る 所 見 に 類似 し た 臓 著 の 
組織 稀 的 締 和 伏 は 惹起 され な い 。 と れ ほ に 反し 加 種 
蛋白 廣 置 家 束 に 於 て は その 注射 量 が 適 常 で あれ 
交 , と の 札 様 の 反 應 を 怠 と こし うる と ょ 和 承 べべ で いる 。 


何 ScHERMER, PrGENDORE u. TRAupE (1928) 


は 血液 検査 に よる 制定 家 束 利 験 と を 比較 し 
た 。 爺 ち 臨床 , 割 検 並 に 組織 欧 的 検索 に より 奴 
資 に 人 眞 正 と 診断 され た 10 例 の 俺 所 馬 に 於 て , 
血液 検査 で は 陽性 8, 疑 症 2, 家 束 宴 験 で は 陽 
性 8, 陰 陸 2, 婦 召 症 馬 5 例 に 於 て 血液 検査 に 
より 鍋 症 2, 陰性 3 家 束 軟 駿 で は 全部 陽 作 と 
記録 され た 。 何 結 要 は 勿論 , その 他 の 疾病 に 於 

も る 家 束 算 肥 に より し ば し ば 陽性 と 制 定 さ れる 
場合 が な あり , これら の 事 四 + ょ り し て 家系 は 診断 
用 動物 と し て は 不適 党 で ある と いう 。 





更に ScmgRwER (1929) は 上 読 の 如き 息 験 を 
線 括 し て 重ね て 家 束 邊 験 を 棒 定 し , 家系 の 血液 
は 不安 定 で 俺 貸 以 外 に 二 爽 的 衝 血 ( 例 を ば 緒 要 ) 
の 血液 を 接種 し た 場合 $, 丸 他 の 種々 な る 方 法 
に ょ つて も 所 調 昌 性 反 應 が 衣 現し, 徒 つ で 家 果 
を 俺 笑 診 断 の 目的 に 用 いる と と は 出来 な いと 衛 
定 し て いる 。 

以上 の LOHRs 並 に SCHERMER 牌 の 息 肉 は 
OPPERMANN 一 派 に 翌 す る 最も 手 痛 き 反 装 で あ 
る が , その 他 C 於 て も 多 敷 の 挑 刊 的 報告 が 疾 表 
され た 。 以下 それ ら に つい て 簡 在 に 記 半 す る 。 

DogBERsTEIN (1925) は ez ぬか . ア . 攻 . に 
Hrrw (1924) の 小 験 報告 を 抄録 紹介 し で いる 

が , その うち に HELM の 麗 察 し た 家 更 の 臨床 席 


見 は 家 束 の 胸 疫 (Becksche Brustseuche) 7 


至 は イン フル エン デザ (Kraussche Kan1inchen- 
inffuenza) と 開 係 が あり は し な か つた か と の 把 
問 を 投じ て いる 。 

BEHRENs (1926) は 1925 年 2 こ 10 月 の 期間 
に 於 て 種々 な る 属 差 の 調査 を 行 つ た が , 十 馬 が 
散 芝 的 に 区 生 し た 場合 の 診断 に は 耳 amnover の 
血清 診 過 並 に Potzdam の 家系 (及び 鳩 ) 間 験 は 
角 り 信頼 し 得 な いと 言い , その 例 と し て と れ ら 
の 方 拓 に よ ょ つて 億 貸 と 診断 され た 病 例 を 前 株 し 
た 結果 , 結 概 , 寄生 功 症 等 ょ 決定 され た 7 例 を 


あげ て いる 。 BArrgR (1927) も 赤 家 東條 駿 陽 隆 


の 洒 馬 1 例 が Intrabion 廣 置 に よ 0 柴 養 炎 復 
し , 了 そ の 時 まで は 瞳 吉 唱 が 無 米 で あつ た の が 
大 量 の 遇 剖 が 排 傘 され た 例 を 記載 し て いる 。 
立石 (1928) は 54 物 の 家 各 を 供 護 レ OPpPER- 
MANN 法 を 追試 し た 結果 , 坦 血 農 置 家系 の 反 鷹 
は 健康 馬 血 液 虎 置 家 系 の それ と 殆 ん ど 書 りな く , 
所 詩 陽 性 反 鷹 は 毒 血 虎 置 家 束 及び 健康 馬 血 液 席 
置 家 和束 に 夫々 41.4 及び 30 に こみ られ た 。 大 レ 
て と の 方 法 を 以 て 診断 する と すれ ば 眞 正 俺 気 司 
10 例 中 4 例 は 陰 竹 となり , 健 康司 4 例 車 + 例 は 
陽性 と 刊 定 さ れ , 従 つて 家 東 偶 験 は 應 用 條 値 に 乏 
レ い と いう 。 婦 KrprsR (1928) は 勾 め 血液 農 見 
を 調べ た 7 移 の 家 豆 に 健康 馬 血 消 注 射 を 行い 才 
察し た 結果 , 家 束 の 血液 農 見 は 健康 時 に 於 て も 
動 卑 が はげ し く , 健康 血清 虎 置 後 は 更に 増大 さ 
れる の で , も し と れ を 診断 に 用 いる と すれ ば 少 
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くも る 赤 屯 球 190 高 以上 の 動 卑 を 錦 め 考慮 すべ き 
で ある と いう 。 

_LEgNERr (1929) ふぁ る 赤 OPPERMANN 法 を 追 
試し , 健康 馬 血 帝 農 置 家 束 5 例 中 1 例 C 所 詩 陽 
性 反 應 を 明瞭 に 認め , 双 患 馬 血 清 虎 置 家 束 16 例 
は 陽 倫 10 (62.5), 尋 症 2(12.5 め ), 陰性 4 
(25) と 応 され た 。 何 反 鷹 の 出 現 は 全般 的 に 
微 朋 で あり , タ 病 毒 接種 家 束 の 剖検 並 に 組織 届 的 
検索 に 於 て も 何等 特異 的 な 書 秩 は 認め られ な か 
つた 。 以上 の 深 験 結果 に 加 を る に と , 方 法 の 類 雑 
並 に 長 時 間 を 要する と と よ ょ り し て 家系 は 診 世 用 
動物 と し て は 不適 常 で ある ょ 結論 し た 。 JASs- 
TRZEESKI et SZYMANOWSKI (1929) は 億 貸 の 診 
断 方 法 と し て 信頼 し うる も の は 一 つも な く , 家 
東 貢 骸 $ る そう で ある が 特に と の 方 法 は 技術 が 類 
林 す ぎ て 買 際 的 で な いと 逃 べ て いる 。 

中 村 ・ 松 葉 ・ 川 村 及 び 宮 川 930) も ゃ 赤 40 秒 
の 家 更 を 供 試 し OPPERMANN 法 の 候 試 を 行 つ 
た 。 即ち 34 物 (内 10 物 は 腫 臓 摘 出 ) に 畔 し 俺 笑 
填 , 非 億 修司 ( 腺 疫 ) 並 に 健康 馬 の 各 血 潜 を 皮下 , 
静脈 内 或 は 腹腔 内 に 接種 し , 残る 6 移 の 無 席 
置 家 束 を 習 妥 と し て 臨床 並 に 血液 席 見 を 観察 し 


た 。 : そ の 結果 赤血球 敷 の 減少 及び 血液 償 の 上 昇 


は 俺 貸 特 異 の ちあ の で な く , 従 つて 家 束 資 馬 に 診 
世 的 償 値 は 認め らち れ な いと いう 。 鈴木 (1930) は 
23 秘 の 家系 を 供託 し 病 毒 を 詩 丸 内 に 接種 し て 局 
所 の 肉眼 的 襲 激 並 に 血液 虎 見 を 観察 し た 結果 , 
内 丸 に 幾 化 は 認め られ た が , と の 北 化 は 翌 妥 の 
健康 馬 血 凌 諾 置 家 東 に 於 て も 同様 に み ら れ た と 
和輝 べ て いる 。 

上 5 証 卓 881 未 吉 家 馬 は 丈 断 用 と し て 
は 不正 確 で ある ょ 言い , 矢 鳥 (1932) は 生後 2 て 3 
ろ 月 の 幼 騰 家 更に 於 て 腫 臓 摘 出 を 行い , 術 後 2 
日 目 患 馬 の 脆 繊 血 を 接種 し た が 特異 幾 伏 は 認め 
られ な か つた と 区 べ て いる 。 SrgrN (1935) も 赤 
畜産 局 に 於 て の 家 束 感染 偶 験 は 不 成 功 に 終 つ た 
と と を 紹介 し , 氏 OLJAKOFF, PINUS, WVOROZOFE。 
PrRoc u. AEANAsEwA (1936) は 無 廣 置 並 に 腫 
明 前 G 有 RHC 泊 証 だ 技 表 し た が 
際 性 と 終 つ た ょ 記 区 し て いる 。 

BArozgr (1937)② め は 感染 購 並 に 健康 財 の 血 
清 を 夫 ぇ 2 秒 の 家 束 に 10 cc 宛 接種 し , 無 虚 置 家 
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兎 2 物 を 鶏 と し て 杜 汐 及び 血液 虎 見 を 製 察し 
た が 差異 は み ら れ な か つた 。 倫 毒 血清 虎 置 家 束 
例 の 15 日 目 の 血 液 負 cc を 騒 (に 復 ノ 記 し た が 
無 反 鷹 に 終り , と の 務 の 接種 後 17 日 目 の 血清 
35cc を 第 2 代 止 に 接種 し た が 同様 無 反 應 で 
あつ た 。 面 し て と れ ら 2 例 の 和 は 病 毒 の 後 感染 
に より 定型 的 に 秋 症 し た 。 更に 上 李 復 瞬 資 験 に 
供 試 し た 家 束 血清 を 新た に 2 物 の 家 束 C 接種 し 
た が 反 鷹 な く , と れ ら を 16 日 目 と 沖 稔 し その 血 
液 全 量 並 に 用 肝 を 合せ て 贈 に 接種 し た が 陰性 
で あつ た 。 以上 より し て 氏 は 家 東 の 感受 答 を 傘 
厳し で いる 。 

Kopg (1938) は 無 廣 置 及 び 腫 臓 摘出 家 束 に 於 
て OppPgRMANN 法 を 追試 し た が 陰性 結果 を 得 た 
と 言い , FoRrNER(1938)3? % 赤 家 東 真 験 は 不 成 
功 に 終 つ た と と を 記載 し て いる 。 石井 及び 古橋 
(1940) は 18 狗 の 家 東 を 供 試 し て KOUHpoRE 法 
を 追試 し た 。 即ち 毒 血清 並 に 健康 馬 血 容 と アモ 
チー ルフ ェ ニ テー ル ヒ ドラ チン と を 種々 な る 組合 
せ と 於 て 家 東 に 接種 し 肝臓 の 組織 克 的 検索 を 行 
つた 結果 , KOHpoRF の いう 肝臓 の Haemo- 


siderosis は 薬物 廣 置 に よ つ て 惹起 され た 貧血 
の 随伴 現 象 と みる べき で あつ て , 億 谷本 來 の 


Haemosiderosis の 腐 見 は 其 だ 明 肛 を 鉄 き , 従 
つて 本 法 は 診断 に 適さ な いと 半 べ て いる 。 倫 杉 
田 (1944) は 億 貸 馬 血清 廣 置 家 束 に つい て , 加 
熱 尊 毒 俺 條 馬 血 清 並 C 健康 馬 血 清 虎 置 家 和束 を 翌 
妥 と し て , 逐 日 的 に 肺 , 肌 並 に 肝 の 病理 組織 克 的 
検索 を 行 つ た 。 面 し て 3 央 に 旨 つ て 偶 駿 を 繰 返 
し た が 病 毒 接種 家 束 と 肢 妥 と の 間 に と 差異 は み ら 

れず , 婦 と れ ら 各種 血清 虚 置 家系 を 3 代 に 旧 つ 
て 織 代 し て みて も 病 毒 の 増強 は , 計 明 さ れず , 耳 
組織 段 的 検索 3 著 の 間 に 差異 は な か つた と い . 
ら 滞 6 

以上 の 算 験 の 外 VALLEE (1925), RicHTERS 
(1934), Wick (1935), KuBgS (1939) 並 に 
KgrsgR & ScrHogNIiNc (1943) は 家 東 の 感受 性 


を 奉 定 し , 婦 Hmckg (1934) は 察 束 の 貸 血 は 人 


工 交 < に 容易 に な と し うる の で 家 各 乾 験 は 不正 確 
で ある と ょ 迄 べ て いる 。 
3. 私 EE 


以上 逃 べ た 如く 家 更 の 感受 性 を 表 定 し た 條 駿 
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は JAFFE u. SILBERSTEIN 【 て こよ つて 始め て 功 表 
され , その 後 直ちに Hannover 感 派 に よ つ て 
妃 試 振 大 され た の で ある が , 奏 來 多 敷 の 偶 験 が 
陸 貫 と し て 報告 され , その 敷 邊 に 80 偏 以上 に 
達し た 。 然し な が ら そ の 大 部 分 は OPPERMANN 
吉 授 の 指導 に + ょ る 本 annover 環 品 科大 契 の 業 
精 で あつ て , 同数 室 以 外 の 帝 験 的 報告 と し て は 
STANDFUSS 竿 , WIRTH 等 , HELM, SCHUCH- 
MANN nu. KARMANN 並 に ZrEcGrgR 等 の も る の が 
ある に すぎ な い 。 又 と これ ら の 内 容 を 検討 する と 
計 寺 復 遍 有 験 を 行 つ て いる の は 僅か に OPPER- 


MANN u. LAUTEREBACH の 1 秒 が ある の み で あ . 


で て, 従 つ て 家 束 次 験 に 訟 て OPPERMANN 毅 授 
痢 Me 
ある に も か いわ ら ず 内 容 は 其 だ 貸 朋 で あり ぅ 豆 
人 を 充分 納得 し か る も の と は 言い が た い の で 
ある 。 と これ C 反 し 感受 性 を 松 定 し た 冥 験 は 敷 に 
於 て と そ 前 者 の 年 敷 に みた な い が , それ ら の 報 
告 は 俺 貸 の 流行 する 各 國 に 於 て 愛 表 され で て あり, 
又 と れ を 馬 騰 復 過 冥 験 に つい て みる の に と, 宮 賀 , 
LOHRS, BALOZgT の 報告 は 何れ も 接種 馬 の 不 題 
性 感染 追求 に まで 資 験 を 進め て な り , 少 な くも と 
れ ら 研究 者 の 験 範 園 に 於 て は 家 束 感染 が 陰性 
で あの 疲 と と を 充分 依頼 じ の る の で ある 80 し 
で て LUEHRS 及び BAroZET の 四 験 が OPPERMANN 
法 の 追試 を 主 有 限 と し た も の で ある と と より みれ 
区, OpPPERMANN 教授 の 異常 な る 奮闘 に も か 
わら ま , 同 教授 の 見 解 に 基づく 家 東 の 感受 性 は 
茶 定 され て 然るべき も の ヽ よ うに 考え られ る 。 

具 と どい に 注目 され る の は FoMrNA の 報告 で あ 
つて , GAMALEIA が 家 東 繕 代 7 代目 の 病 毒 を 以 

て 計 骸 復 札 に 成功 し を 資 験 に 引 貫 いて , 氏 は 60 
代 に 証 つ て 家 東 を 畿 代 し て な る こと と が 記 基 さ れ 
て いる 。 原 寺 を 入手 出来 な いた め 内 容 の 詳細 は 
知る 由 も な い が , 兎 も 角 も 氏 等 の 窒 は 軍 な る 
OPPERMANN 法 の 追試 に I 目 ま ら ず , 猫 自 の 研究 
に よ つ て 家 束 の 感受 性 を 確 護 し た 報告 で ある か 
の 如く に 思わ れる 。 も し 然 り と すれ ば , と に 
新た な 人 研究 分 野 が 開拓 され る と と は 想像 に 難く 
な い の の で あつ て , 俺 貸 研 究 著 に と つて その 立 駿 
内 容 を 検討 する と と は 不可 鉄 で あり , 該 報告 に 
併せ て , その 後 も 進展 され ' で て 妨 る で あろ う 氏 等 





の 研究 楽 策 の 入手 時 日 が 一 日 も 潮 か ic 動 れ る 
と と を 熱 密 する 。 


殿 、 海 。 肖 





馬 の 俺 染 性 委 血 に 開 す る 研究 に 海 撰 を 供 試 


た の は VArLLEE et CARRE (1904) (GO1,20 め ) を 以 て 
時 矢 と = する が , 氏 等 は 本 病 病原 骨 の 濾過 性 を 検 
索 し た 際 , 馬 起 に 接種 し た 患 馬 の 濾 包 血清 を 海 
閣 及 び 家 東 に も 接種 し て いる (家系 の 項 参照 )。 
その 後 眞 の 意味 に 於 て 海 導 の 本 病 三 に 暫 す る 
感 愛 性 を 検索 し た 最初 の 息 駿 報告 は 1907 年 
CARRE et VALLEE (てこ + ょ つて な され た が , 除 來 今 
日 に 至る まで 多 敷 の 研究 者 にょ り 検 索 き れ た 。 


- 面 し て そ の 大 多 敷 は 海 振 の 感受 性 を 松 定 し て い 


る が , 極 め て 少 敷 の 陽性 報告 も み ら れ る 。 従 つて 
本 項目 に 於 て で も とれ ら 雨 者 を 司 別 し て 記 芝 す る 。 
1. 感受 性 あり ょ する 報告 
海 狂 が 感受 隆 を 有する と し た 最初 の 報告 は ド 


イツ 國 立 衛生 臨 の HErw (1924) に よ ょ つて で なさ 


れ た 。 氏 は 67 匹 の 海 導 を 供 試 し , その うち 61 
匹 に 暫し て は 貰 正 及び 旬 症 俺 気 馬 の 聞 液 ,5 匹 に 
吾 し て は 氏 自 身 の 和 制定 で 陽性 と され た 家系 及び 
海 痕 血液 ,1 匹 に は 泰 血 接種 鶏 の 血液 を 夫々 腹腔 


内 接種 し , 4~8 週間 以上 の 盾 察 期 間 に 於 て 臨床, 


血液 像 , 赤血球 敷 並 に 血色 素 償 を 検索 した 。 

と の 結果 被 接種 海 導 に 感染 後 問 $ な く (大 多 粗 
は 2 日 以内 ) 赤血球 の 退行 尾 比 化 と 同時 再生 
機能 元 進 の 像 が 認め られ , 双 赤 血球 敷 の 減少 , 
柚 混 の 上 昇 が と れ と 座 行 し て 出現 し , 耐 し て と 
の 笠 汰 は 少く も 8 日 間 は 持 績 し た 。 
従 つ て 供 試 海 導 中 筑 死 乃至 は 尋 娠 で 制定 不 人 能 に 
絶つ た も の を 除く 51 例 を 分 類する と , 陰性 は 
僅か に 7 例 に すぎ な か つた 。 何と れ ら 陽 隆 例 に 
於 て 臨床 的 に 鼻 漏 , 上 部 無道 及び 肺 の カタ ー ル 
が 認め られ た も る の も あつ た 。 婦 12 例 に つい で 


肝 , 和 の 組織 玩 的 検索 を 行 つた が , ん どす べ で 


に 著 明 な 血管 周 園 の 細胞 浸潤 が 認め られ た 。 休 
習 腹 と し て 16 匹 の 海 導 に 畔 し , 健康 な 農耕 語 
11 並 に 展 場 の 履 % 殺 司 5, 計 16 頭 の 血清 を 注射 
し 観察 し た が , 農耕 司 血 清 虚 置 海 所 は 惹 く 陰性 
を 示し た の に 肝 し , 居 殺 馬 血 清 諾 置 海 乃 は 5 例 
中 4 例 が 陽 陽性 を 示し た 。 と れ 習 し 氏 は を 例 の 


と の 規準 に . 


と の 必殺 馬 は 俺 気 の 不 題 性 感染 馬 な らん と の 見 
解 を 逃 べ て いる 。 以上 より し て 海 手 は 俺 貸 病 毒 
接種 に より 明らか と 習 大 と 民 別 し うる 反 鷹 を 示 
し , 従 つ て と れ を 本 病 の 診断 に 用 いう る と 結論 
し て いる 。 爽 で 氏 (1926) は 海 導 寅 駿 を 軟 地 に 
應 用 し , 夫々 78 及 び 70 頭 よ りな る 2 属 疾 の 感 
染 度 を 検索 し て いる 。 何と の 第 1 馬 群 中 38 頭 
は OPPERMANN が 血清 壁 的 検索 に 供 試 し た 馬 で 
ある が , と の 38 例 に つい て OpPpgRMANN の 血 
酒 反 應 と 氏 の 海 導 接 種 軟 駿 に ょ る 制定 と を 比較 
し た 虎 , 30 例 が 一 致し た と いつ て いる 。 何 民 は 
海 導 四 験 の 資 際 的 診断 償 値 に 言及 し , 本 法 は 観 
察 に 多く の 時 間 を 要する 鉄 四 が あり 理想 的 と は 
言い 難い が , 他 に 適 座 な 方 法 が な い 以上 本 法 の 
應 用 も 止む を 得 な いと し て いる 。 面 し て と の 算 
駿 の 條 件 と し て は , 14 日間 の 牧 備 検査 と 接種 後 
4 週間 に 理 つて 血液 , 生 豚 染色 , 骨 温 並 に 臨床 
所 見 を 第 察し , 然 る 後 測 検 する と と が 必要 で あ 
る と 迄 べ て いる 。 

NEUWERTH (1925) は OpPPERMANN の 指導 
に ょ り 家 和束 を 肝 妥 と し て 海 手 の 感受 性 を 検索 し 
た 。 即 ち 9 匹 の 海 導 を 毒 血清 虎 置 6, 健康 馬 血 清 
虎 置 2 及び 無 虎 置 1 と し , 家 東條 駿 に な ら つ て 
_ 缶 察し た 結果 , 毒 血清 上 農 置 海 用 に 於 て 血色 素 條 

の 上 昇 に 伴 つ て 血液 償 の 上 昇 , 購 汐 の 上 昇 , 磐 重 

の 減少 , その 他 臨 床 的 に 疲 券 , 食欲 不振 , 章 稚 上 
腫 竹 が み られ た 。 以上 の 算 駿 結果 + ょ り し て 氏 は 
海 手 は 俺 貸 診 断 に 用 いう る と いう 。 又 SCHULZE- 
GAHMEN(1925) も 赤 家 束 を 習 妥 と し て 海 手 和 験 
を 行 つ た 。 爺 ち 各 3 匹 の 海 疾 及 び 家 束 に 毒 血 接 
種 を 行 つ を 上 護 す べ て 陽 隆 の 血液 幾 和 伏 を 示し た が , 
と の うち 特に 強 陽 八 を 示し た 海 痕 及 び 家 束 各 1 
例 の 8,14 及び 21 日 目 の 血 清 を 夫々 1 和光 の 家 束 
に と 接種 し た 廣 , 海 導 21 日 目 血 清 諾 置 家 和束 が や 
不定 型 的 , その 他 の 5 例 は 定型 的 の 陽性 反 鷹 を 
示し た 。 これ より し て 氏 は 俺 所 病 毒 は 家 束 と 同 
様 海 用 こも 作用 し , 面 し て 海 角 器 内 に な 家 束 
に 苦し 有毒 な 病 毒 が 14 日 間 は 少く も 保有 され 
る と 交 べ て いる 。 価 感 染 海 導 に は 了 殴 床 的 に 食欲 
不振 , 疲 券 等 が み ら れ た と いう 。 

PArr6 (1926) は 家系 を 習 了 と し て 6 匹 の 海 
手 に 病 毒 を 接種 し OpPPERMANN 法 に 従 つ て 背 察 
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し た 結果 , 陽性 2, 妖 症 1, 陰性 3 の 抽 定 が 得 
られ , 海 手 は 診 師 用 動物 と し て は 家 束 程 好 適 で 
は な いと いう 。 PETERS u. BERNARD (1926) も 
2 狗 の 家 兎 を 凌 務 と し て 6 匹 の 海 導 に つい て 
HErLM の 藤 肥 を 追試 し た 結果 , 海 痕 は 家 束 と 同 
様 の 血液 席 見 の 幾 化 を 呈す る と と に より 診断 用 
動物 と し て 用 いう る が , HELM の いう 如き 臨床 
症状 は 認め られ ず , 婦 血 液 像 の 織 化 は 病 毒 接種 
と は 無 開 係 に 縮 現 し と れ を 診 秘 の 規準 と し て 用 
いる と と は 出来 な いと 和輝 べ て いる 。 

BURKHARDT (1931) は 30 到 の 海 狂 を 供 試 し 
て の 定 験 に お いて 病 圭 を 結 桜 感染 海 所 に 接種 し 
た 場合 に は 診断 と し て 用 いら れる 肝臓 の 組織 区 
的 席 見 , 印 ち 血管 周 園 の 園 形 細胞 浸潤 並 に Hae- 
mosiderosis は 例外 的 に み ら れ る に すぎ な いと 
いう 。 RIEVgr (1931) に よれ だ ば 海 導 は 感染 し , 
毒 接 種 後 10<18 日 に 先ず 血色 素 償 の 上 昇 が み 
られ , つい で 17<25 日 後に 著 明 な 赤 碧 球 の 再生 
機能 元 進 が 認め られ る と いう 。VAgsSEN (1932) 
る 赤 海 狂 は 感染 する と 言い , fKKoRNAU (1939) は 
BUOMOLrrER 法 ( 家 東 の 項 参 照 ) を 海 狂 に 於 て 管 
豚 し た 結果 , 家 束 と 同様 の 織 化 を 認め , と れ よ 
り し て 毎 例 3 匹 の 海 導 に つき と の 方 法 を 用 い , 
極め て 簡 軍 に 組織 聖 的 に 俺 貸 の 診断 が 出 来 る と 
涼 べ で いる 。 | 

以上 の 修験 の 外 , VERcE (1933), KsAr (1934), 
KRAL, MAcgk u. SoBRA (1934), CARREg et 
VERcE (1935) 並 に OpPPERMANN (1936) は 


海 手 は 程度 は 低い が 偉 気 に 感 受 性 を 有する と 水 


べ , 更に MG6csy (1934) 並 に OPPERMANN 
(1939) は 俺 貸 病 毒 が 俺 邊 に 肝 し 自然 次 病 性 を 有 
せめ ぬ 海 手 岡 内 に も 永く 保有 され うる こと と を 記 丈 
CM Da 
2. 感受 性 な し ょ する 報告 
CARRE et VArLEg (1907) は 色 逃 の 如く 海 導 


、 真 朋 を 行 つ を 最初 の 研究 者 で ある が , 氏 等 は 強 


毒 株 を 用 いて 感染 容 を 行 つ た が 陰性 の 結果 を 
得 た と いう 。 

炊 で 佐 ネ 木 及 び 域 井 (1909) 並 城井 及び 佐 ネ 
木 910) は 皮下 , 静脈 内 又は 腹腔 内 に 愚 馬 血 液 
を 接種 し て , 海 泌 の 感受 性 を 追及 す る 但 駿 を 敷 回 
に 理 つ て 反復 し た が , 確 冥 に 感染 し た と 思わ れ 


66 


る 例 は 全く 認め られ な か つた と ょ 逃 べ て いる 。 
ScHrLATHOLTER (1910) も 海 導 は 感受 性 な し と 
言い , Topp 層 WorgAacgH (1911) も 赤 4 の 
海 導 に 款 血 接種 を 試み た が 克 病 を 認め な か つた 
届 二 CA 

VAN Es, HARsrs ScHArK (1911) は 1 若 
の 海 手 に 毒 血 接種 を 試み た 虚 , 唐 日 後 骨 混 の 上 
昇 を 認め た も の が あり , 少 殻 は その 後 鉛 死 し て 


いる 。 然し な が ら 箇 病 海 導 の 血液 を 馬 C 復 師 し 


た が 何等 の 反 鷹 も 2 の られ な か つた と 迄 べ で てい 
2②8 

志賀 (911) も 中 時 記 導 調査 委員 信 に 於 て 海 
導 に 開 す る 算 験 を 行 つ た 。 印 ち 三 血 清 10 こ 20cc 


を 皮下 接種 し た が 反 鷹 な く , と れ ら の 海 手 を 2 て 


4 週 後に 放 血 し その 血清 10cc を 馬 の 皮 下 (C 復 
包 接 種 を 試み た が 無 反 應 で あり , 耐 し て と の 烏 
は 病 寺 の 後 感染 に より 定型 的 に 敬 定 し た 。 以上 
より し て 氏 は 海 導 の 感受 性 を 否定 し て いる 。 
SEyDERHELM (1914) る 赤 海 導 感 染 験 が 不 成 
功 に 終 つ た と と を 記し (和牛 の 項 参照 ), WiRTrH 
(1919) も 人 工 感染 驚 症 馬 2 例 の 正 液 を 海 手 に 接 
種 し た が 陰性 で あつ だ た と いう 。 

LOHRs (1919) は 海 手 に つい て 爽 の 如き 種々 
な る 感染 父上 馬 を 行 つ を た 。 (1) 毒 血 接種 を うけ た 
海 拓 よ り 更 に 馬 に 復 記 軟 駿 を 行う 。 (2) 溶 伏 期 
中 の 愚 馬 1 例 の 血液 を 8 日 間 に り 毎日 控 血 し 
S 匹 の 海 導 に 夫々 1cc 多 皮 下 接種 す 。 (③) 健 
康生 , 健康 馬 , 俺 貧 馬 各自 清 並 に 俺 貸 馬 と 健康 
和牛 の 混合 血清 を 4 匹 の 海 壮 に 夫 * 2cc 宛 ) 4 こ 5 
同友 下 接種 し 反 應 の 有無 を 追及 す 。 (4) 病 寺 の 
接種 量 が 感染 に 開 係 ある か 想 か を 知る だめ 8 
匹 の 海 乃 に 1 へ 10 cc を 腹腔 内 接種 す 。 (⑤) 侯 
希 馬 と ZZ9 が 72S226 症 患 語 の 混合 血液 を 3 匹 
C, ヌ 毒 血 を 吸引 し た 427077e7es の 胃 内 容 を 2 
匹 の 海 導 に 静脈 内 接種 す 。 (6) 毒 血 吸引 刺 昌 の 
外 刑 を 3 匹 の 海 手 に 腹腔 内 接種 し , 更に と の う 
ち 2 例 の 血液 を 馬 C 復 角 接 種 し , 他 の 1 例 の 
血液 を 海 手 に 繕 人 氏 す 。 (7) 同じ く 泰 下 吸 引 刺 遇 
5 匹 の 血 様 骨 内 容 並 に 俺 貸 語 腫 乳 刑 を 2 匹 の 海 
導 に 腹腔 内 接種 す 。 以上 の 如き 馬 配 復 帥 寅 験 を 
含む 種々 な る 接種 敬 験 に 於 て 完全 に 陰性 の 結果 
を 得 , と れ よ り し て 氏 は 海 導 の 感受 性 を 定 し 





た 。 更 に 氏 (1920)GO や は 自己 の 血液 を 海 乃 < 接 
種 し (LOHRs 自身 俺 人 に 感染 芝 病 し て いた ), 

又 と の 海 導 の 血液 を 馬 に 復 師 接 種 を 行 つ た 結果 
ょ り し て , 人 代 人 系 款 も 赤 海 に 装 し て 病原 性 
を 有 し な いと 迄 べ て いる 。 人 条 民 (1920) ぐ 93 は 俺 
岳 毒 は 試験 管内 に 於 て 海 痕 血清 を 混 ま る と と 
(に より, 毒 力 が 減 紀 され る か 導 至 は 死滅 し , か 
か る 病 毒 を 馬 に 接種 し て も 只 不 星 感染 を みる 


. に すぎ な いと 記 靖 し て いる 。 


GERrLAcH (1921) は 海 乃 の 皮下 , 静 賑 内 , 開 
腔 内 , 心臓 内 に 病 毒 を 接種 し た が 陰性 に 終 つ た 。 
JAFFE u. SirBERSTEIN(1922) も 念 性 , 慢性 俺 所 


馬 各 2 例 の 全 血 婦 は 有 , 肝 告 刑 を 筋肉 内 , 静 須 


内 或 は 腹腔 内 に 接種 し た が 反 鷹 を 認め な か つ 
た 。 DoBEERSsTEIN (1925) は 前 迄 HELM (1924) 
の 邊 験 を の ez な 5. 7 ア . 玉 . に 抄録 紹介 し て いる 
が , その 際 HErM の 製 察し た 海 手 血 液 像 の 北 
は 完全 に 健康 な も る の に 於 て も 認め られ る と 附 記 
し レ し て い ぃ いろ る 。LEHNERT(1929) % 海 導 は 診断 に は 用 
い 得 な いと 言い , SrEIN (1935) ゃ 電 産 局 で の 
算 琴 が 陰性 に 終 つ た と と を 紹介 し て いる 。 
KoOLJAKOFF, PINUS,。 WoROZOFFE, PrROG 1. 


ArFANAsSEwA (1936) は 最初 試み た 腹腔 内 接種 邊 


験 で は 希望 の ある 如く 思わ れ を が, 績 いて 同一 
方 法 で 大 規模 に 行 つ を 第 2 同 目 宮 験 に 於 て で は 陰 | 


性 結果 を 得 , 女 騰 内 接種 も 同様 で あつ た ょ 将 べ 
て いる 。 HowouroV (1936) は 無 廣 置 , 肛 臓 摘出 , 


墨汁 栓 寒 の 3 群 の 海 導 に 毒 血清 を 接種 し, 3 ヵ 


- 月 以上 持 察 し を 後 判 検 も 行 つた が , 何等 の 好 匠 


も 認め られ ず 感 染 算 駿 は 陰性 に 終 つ の を と いう 。 
BArozET (1937)⑤9 は 2 匹 の 海 乃 と 習 し 感染 
購 血液 5cc を 接種 し た が , 購 混 の 上 昇 を 認め ま , 
2 週間 後 の 割 栓 に 於 て も 嫌 秩 な く , 娘 そ の 血液 , 
通 肝 を 復 同 接 種 し た 久 る 無 友 應 に 終 つ を と 送 
ag 才 い ん ビュ 

WrirrFoOcGEr (1938) は 二 立 I 導 の 5 2 
閣 84 匹 の 海 客 に つい て 爽 の 如き 宅 験 を 行 つ を 。 
且 ち 無 虎 置 郡 を 更に 3 列 に 分 け , 第 1 列 は 無謀 
置 の まい , 第 '2 列 は 健康 馬 血 論 , 第 3 列 は 俺 貸 
馬 血 清 を 夫々 腹腔 内 に 接種 し 走 液 廃 見 を 観察 し 


た 。 爽 と 前 諾 置 郡 $ 同 様 3 列 に 分 ち , 第 烈 は 


健康 馬 血 清 腹腔 内 接種 第 2 列 は 腫 臓 摘 出 , 第 3 


は 証 有 入出 の 上 上 株 人 ま 突 と 夫々 前 左 置 を 行っ た 後 
ーー トー ニー TP RW 
織 尚 的 検索 を 行 つ た 。 その 結果 十 妖 を 通じ て 診 
断 に 用 いら れる 如き 龍 汰 は 認め られ まず , 従 つ て 
海 宜 は 俺 所 の 間 有 動 物 と し て は 不適 営 で ある と 
績 諭し た 。 伺 奴 FORTNER (1938)3) も 接種 宣 
上 が 不 成 功 に 終 つ た と と を 記載 し て いる 。 

牧田 (944) は 俺 所 血清 虎 置 海 長 に つい て 淫 
日 的 に 肺 , 有 並 に 肝 の 病理 組織 了 牙 的 検索 を 行 つ 
た を 。 3 同 に 旨 つ て 算 験 を 反復 し た が , 健康 馬 血 
清 令 は 加熱 殺 夫人 刊 貸 馬 血清 を 以 て 農 置 し た 慎 央 
海 抱 と の 間 に 差異 は 認め られ 赤 , 丸 と れ ら 衝 種 
血清 虎 置 海 当 血液 の 3 代 に 斉 る 畿 代 利 験 に 於 て 
韻 力 の 規 張 も み ら れ 示 , 且 組 織 太 的 に 3 者 の 開 
に 何等 の 差異 も $ 誇 明 し 得 な か つた 。 

以上 の 餅 駿 の 外 RrcmrERs (1934), Zwrck 
(1935) 並 に KuBss (1939). も 海 導 の 感受 性 を 


、 可 定 し , 娘 KErsgR & ScmogNiNec (1943) は 


無謀 置 並 に 腫 臓 摘 出 海 手 に 於 る MI 
で ある と と を 逃 べ て いる 。 
MM | 邊 の 見 

海 提 が 成 愛 件 を 有 す る と の HErLM の 報告 は 欠 
り 大きな 反 響 を 呼び 超す と こ な く , 人 か に OE- 
PRMARN 一 沙 (Hannover). 及び STANDruss 
ー 浜 (Potzdam) こ ょ つて 敷 訪 の 追試 が 行わ れ 支 
棒 さ きれ た に すぎ な いら 。 然し な が ら と れ ら の 支持 
益 達 す ら HELM に よ つ て み ら れ た 了 臨床, 測 検 
並 と 血液 像 の 凶 化 は 否定 し , 抽 察 の 重 町 を 家 束 
と 同様 赤血球 敷 , 血液 償 の 各 曲 線 に な いて いる 
の で あろ る 。 か く 盾 し 來 れ ば HErM の 見 解 に 基 
づい て の 海 狂 の 感受 作 を 朋 定 する 研究 者 は 全 く 
襲名 し 得 な い の で あつ て , 殊 に 氏 ェ 同一 系 統 
(Reichsgesundheitsamt) に 司 す る Wrrrrocsr 
及び FoRrNER.IC+ つ て すら そ を の 感受 性 は 青 定 
Ke ro 電 
邊 験 を 包 い て 結 る と と を 併せ 考え た 場合 。 
也 を 系 李 す る と ょ は 大 kc 団員 ナッ bo 
ある 。 又 Hannover 並 に Potzdam 一 派 の 稼 験 
は 家 困 を 海 家 に か を た に すぎ な い の で あろ か ら , 


と れ 赤 論 ま る に 足ら ぬ も の で あり , 従 つ て 文献 


上 に 現われ た 陽性 邊 験 は ー つ と し て 信頼 し うぅ 
も の を 見 出し 得 な いと と いな る 。 


HELM の 宣 有 験 に 0 
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他方 海 手 の 感受 性 を 否定 し た 偶 験 報告 は 20 
為 に も の ぼ つ て 怒り , と れ ら を 線 合 装 察 する の 
と, 病 毒 の 接種 方 法 , 海 厳 に 習 す る 前 虚 置 並 に 
彼 接種 海 用 の 反 應 検索 等 は 相 営 詳細 に 理 つ て 追 
求 され て る と と が 知ら れる 。 更に 又 と れ ら 陰 
性 報告 中 に は VAN Es 等 , 志賀 , LOHRs 並 に 
BAroZET の 千 角 復 記 深 験 も あり , 特 に 志賀 の 算 
験 と 於 て は 最初 の 目的 と を 異なれ ( 和 牛 の 項 参照 ) 
河 果 に 於 て は 接種 馬 幅 の 不 題 性 感染 追及 に ま で 
進ん で 入る の で あつ て, と れ ら の @ 宣 駿 に は 相 営 
信 を 妨 き うる も の と 思わ れる 。 従 つ て 今後 検索 
の 父 地 全く な し と は 言い 得 な い が , 一 先 ま 海 手 

2 旨 2 
考え を られ る 。 


iM APD ッ ド ト 
70000 
フェ レッ ト の 感染 筑 験 は 不 成 功 に 終 つ た と と を 
記 靖 し て いる 。 杉田 (1944) は 俺 健司 血清 を 
フェ レッ ト KC 皮下 接種 し , 近日 肪 , 有 並 に 肝 の 組 
織 衣 的 検査 を 行 つた が , 翌 大 の 加熱 殺 毒 血清 席 
四 フ ェ レ ッ ト と の 間 に と 差異 を 認め ず , 更に 信 これ 
ら 爾 攻 の 血液 を 次 代 に 繕 代 の 上 比較 検索 し た が , 


同様 放任 結 果 を 得 た と 逃 べ て いる 。 


以上 フェ レッ ト を 供 試 し て の 研究 は 僅か に 小 規 
模 に 行わ れ た 皿 験 2 含 よ りか み ら れ な いと と は い 
さい か 意外 の 感 に うた れる 。 


Xr. ラッテ 

ラ ツ テ の 俺 貸 病 毒 に 回 する 感受 性 を 最初 と 検 
索 し た の も CARRE et VALLEE (1907) で あつ 
て , 氏 等 は 強 毒 株 む ラ ツテ の 種々 な る 部 位 に 接 
種 し た が 陰性 の 結果 に 終 つ た 。 爽 で 佐々 木 及 び 
城井 1909) 並 に 城井 及び 佐々 木 (1910) は 愚 馬 の 
血液 を ラ ツ テ の 皮下 , 静脈 内 又は 腹腔 内 C 接種 
し その 感 愛 性 を 追及 し た が , 敷 回 に 評 つ て 算 駿 
を 反復 し た に か いわ ら ず , 確 邊 に 感染 し た と 思 
われ る 例 は 一 度 も み ら れ な か つた 。 SCHLAT- 
HOLTER (1910) も ラ ツ テ は 億 貧 に 感受 性 な し と 
言い , Topp 乏 WorgacH (1911) る 赤 9 匹 に 
毒 血 接種 を 試み た が 般 病 を 認め な か つた と 逃 べ 
で て いる 。 
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FERS (1918) は 俺 貸 攻 舎 内 で 捕獲 し た 家 此 
を 検索 し た 諾 が , それ ら の うち 俺 貧 馬 に み ら 
和 れる と 同様 の 肝 幾 汰 が 誇 明 され た も の が あり , 
と れ よ り し て 氏 は ラ ツ テ は 億 気 に 感受 性 を 有 す 
る も の で は な いか と 巻 を えた 。 

GERLAcH (1921) は 俺 作 病 毒 を ラテ ツテ の 皮 上 下 , 
静脈 内 , 腹腔 内 又は 心臓 内 に 接種 し た が 反 鷹 は 
認め られ な か つた と 記述 し て いる 。 双 JAFFE 1u. 
SiLBERSTEIN (1922) は 委 性 及び 慢性 俺 笑 周 各 2 
例 の 血液 及び 腫 , 肝 乳 刑 を 筋肉 内 , 腹腔 内 婦 は 
静 脈 内 に 接種 し た が 無 反 應 に 終 つ た と いう 。 Rrー 
CHTERS(1934) も 陸軍 江 員 検 査 威 に 於 る ラ ツ テ の 
感染 冥 験 は 不 成 功 に 終 つ た と と を 紹介 し ,STErN 
(1935) も る 赤 自 然 感染 馬 の 全 血 , 脱 織 血 及 び 濾 過 
血清 を ラ ツ テ に 接種 し た が 反 鷹 は 認め られ な か 
つた ょ と いう , 音 産 局 の 研究 成績 を 報告 し て いる 。 

BAuER (1936) は ドイ ツ 國 内 に 於 る 億 貧 の 北 
生 並 に 防 昌 秩 況 を 報告 し て いる が , その うち 億 
作 俺 播 者 と し て の 均 を 家 最 に 負わ すべ き 1 例 に 
林 過 し た と 和 区 べ て いる 。 

BArozsT (1937)② の 9 は 4 琵 の ラ ツ テ に 感染 
馬 血 注 と 3 又は 4cc 宛 腹 腔 内 接種 し た 諾 , 1 
例 は Paratyphus 症 で 繁 死 し , 1 例 は 反 鷹 な 
く , 残る 2 例 に は 詳 溜 の 上 昇 が み ら れ た だ た 。 と れ 
ら 3 例 を 病 毒 接 種 後 17 日 目 に 殺し , その 血液 肥 
び 臓 著 を 2 頭 の 鏡 に 接種 ( 衣 熱 ラッ テ 2 例 の 材 
料 は 混合 し 1 頭 の 騙 に 接種 ) し た が 無 反 應 に 総 
過 し た 。 か くし て 氏 は ラッ テ に は 感受 性 な く , 
又 上 記 菩 熱 は 佑 所 毒 以外 の 原因 に よる も の で あ 
る と と を 知 つ た と 区 べ て いる 。 

杉田 (1944) は 毒 四 清 を ラ ツ テ の 皮下 タ は 静 
脈 内 に 接種 し , 乏 日 肺 , 腫 , 肝 の 組織 克 的 検索 
を 行 つ た 。 3 同 と 理 0 邊 験 を 繰返し た が , 翌 妥 
の 健康 馬 血 清 奴 は 加熱 殺 毒 刊 貸 馬 血清 虎 置 ラッ 
テ と の 間 に と 差異 は 認め られ な か つた 。 

その 他 VERcg(1933) 及び CARRE et VsRcgs 
(1935) は 偉人 の 線 説 に 於 て , ラ ツ テ は 小 駿 感染 
に 肢 し 惑 程 度 の 感受 性 を 示し , 時 と し て 尋 毒 者 
と な る と と も ある が 診 世 的 資 有 に は 用 い 得 な い 
と 言い , とれ に 問 し HEckE(1934) は 如 毒 才 と レ 
て ラ ツ テ は 問題 に な ら な い ょ 称 べ ,KuBgs(1939), 
WrirriAM (1940) 及び KgrLsgR & ScgoENIiNc 


し 2 と を eds 
』 に EN 

! tr い いま 
こ 。 _ り か 


(1943) も 赤 ラ ツテ の 感受 性 を 天 定 し て いる 。 
以上 の 餅 駿 報告 を 通 葉 する の に , FEERS は 感 

受 人 性 あり と 報告 し , BAUER は 家 応 が 俺 招 の 俺 描 

者 と な つた 例 を 記載 レ し てい る 以外 区 , 共 く ラ ツ 


た ゃ 計 | 
Hr 」 


テ の 感受 性 を 琉 定 レ し て いる 。 こと れ ら の うち 原 革 _ 


を 入手 出來 ま 内容 を 詳細 に 検討 し 得 な い 報告 る 


ある が , 何れ に し て も 馬 骨 復 記 連 験 を 行 つ を 軟 


験 報告 は 僅か に BALozET の み で あり , か く レ 
て ラッツ テ の 感受 性 の 有無 に 明確 な 制定 を 下す べべ 
く , 過去 に 於 る 資 験 業績 は まこ と と ( 作 で ある 
と いわ ざる を 得 な い 。 何 BAUER の 報告 に は , 
家 良 が 偉 気 俺 据 者 の 役割 を 果 し た と する 大 察 の 


根 搬 に 開 す る 記載 が な く , と の 矯 本 篇 凛 営 の 先 
者 に と つて 極め て 遺 葉 と する 虜 で ある 。 


XII. マ ウ ス 


ッッ ウス の 俺 貧 病 寺 に 対す る 感受 性 を 初め て 遺 
及 し た の も CARRE et VALLEE (1907) で ある 


が , 氏 等 は 俺 貸 の 張 塞 株 た を マウス KC 接種 し た が 


何等 反 鷹 を 認め な か つた と いう 。 
佐 * 木 及び 城井 (1909) 並 に 城井 及び 佐々 木 
(1910) は 皮下 , 静 脈 内 又は 腹腔 内 に 病 奏 を 拉 種 し 


と の 感受 性 を 検索 し た 。 敷 回 に 旨 つ て 定 駿 を 反 


復 し た が , 一 回 も 確 家 に 感染 し た と 思わ れる 結果 
は 得 ら ちら れ な か つた 。 ScHLATHOLTER(1910) も マ て 
ウゥ ス に は 感受 性 な し と 言い , Topp 父 WorBACH 
(1911) は 2 匹 の マウ ス に 毒 正 接種 を 行 つ た が 
織 病 を 認め な か つた と 記し , 臨時 馬 疫 調査 委員 
憲 (1914) 及び SEypERHELM(1914) も る 赤 マ ウス 
は 億 所 に 騰 し 感受 性 た を も た め ょ 記載 し て いる 
(SEYDERHELM に つい て は 生 の 項 参照 )。 

LOHRS (1919). は 泰 血 を 牙 狼 に , 又は ア 2zo- 
72s7zg 病 患 馬 血 液 と 混合 し て マウ ス K 接種 し 
た が 反 鷹 は 認め な か つた 。 婦 WIRTE (1919) は 
人 工 感 染 功 症 馬 2 例 の 血液 を 接種 し た が 同様 無 


反 鷹 で あつ た 。 GERrAcg (1921) も 赤 皮 下 , 離 


脈 内 , 腹腔 内 は 心臓 内 に 病 毒 を 接種 し た が 陰 
性 結果 を 得 た 。JAFFE u. SILBERSTEIN (1922) は 
急性 並 と 慢性 人 貧 馬 各 2 例 の 血液 及び 腫 , 肝 乳 
加 を 筋肉 内 , 腹腔 内 又は 静脈 内 に 接種 し た が マ 
ウス は 感染 せ サ ず , KorJAKOFF, PINUS, WOoRO- 
ZOFF, PIROG u. AFANASEWA (1936) は 腹腔 内 


だ で) 


娘 は 騰 内 接種 を 行 つ た が 不 成 功 (に 終り , FORT- 
NER (1938)@) る 赤 マ ウス の 感染 冥 験 が 陰性 で 
あつ の た と 記載 し で いる 。 

柳田 (1944) は 加 馬 血清 を 皮 琉 は 静脈 内 に 


接種 し , 乏 是 肺 , 腫 並 に 肝 の 組織 厨 的 検索 を 行 つ 


た 。3 同 と 理 つて 買 駿 を 反復 し た が , 羊 敢 の 健 
康 馬 血清 及び 加熱 殺 毒 人 刊 気 馬 血 清 農 置 マ ウス と 
の 聞 に 差異 は 認め られ な か つた 。 

。 上 鞍 の 香 験 の 外 , RIcHrgRs (1934) は 陸軍 豆 
引 検 査 大 に 於 る 資 験 は 不 成 功 に つ た と 相 べ て 
いる が , こと れ は LOHRS の 貨 験 を 再 勾 し た も の 
と 思わ れる 。 仙 KRAr (1934), WiLrLiAM (1940), 
Kusgs (1939) 並 に KgrLsER 多 SCHOENING 
(1943) $ も 赤 マ ッ ス の 感受 性 を 否定 し て いる 。 

以上 の 富 験 報告 は 何れ も マウス の 佑 貸 病 赤 に 

訴 す る 感受 性 を 琉 定 する と と に と 於 て 一 致し て い 
る 。 然し な が ら JAFFE u. SiLEERsTEtN 並 に 
KorJAkorr 等 の 2 篇 の 報告 を 除い て は 極め て 

- 少 表 の 供 試 マ ウゥ ス を 以 て 他 の 感染 邊 駿 の か た わ 
ら 行 つた と 思わ れる 如き 報告 で あり , 又 上 逃 の 

2 報告 6 小動物 感染 験 と 和 す る も の ぃ , 企 は 
家 素 及び 海 導 の 加 験 が 主 般 で ある ょ よう に 思わ れ 


る 。 衝 つ て マウ ス 感 染 買 験 を 主 境 と し た 真 駿 報 


告 は 1 乱 $ も み ら れ ず , 更に 双 馬 般 復 包 條 験 を 記 
載 し た も の 如き は 全く みあ た ら な い の で あつ 
て , と に マウ ス は 診断 用 算 験 動物 と し て 不 身 
営 で ある と の 結論 は 上 逃 諸 報 告 か ら 一 鷹 認め ら 
れる と し て も , 俺 貸 病 毒 に 軸 し 全く 感受 倫 な し 
と 秘 定 す る に は , 何 一 層 詳 細 な 羅 験 を 反復 する 
必要 が あり は し な いか と 思わ れる 。 


「 XIIT. 肝 
時 の 俺 所 病 毒 に 習 す る 感受 性 を 始め て 試験 し 
- た も の は 佐々 木 及 び 城 井 (1909) で ある が , 爾 來 
と の 方 面 も 多く の 研 究 者 に よ ょ つて 追及 され 今日 
に と 及 ん だ 。 面 し て 鶏 の 感受 性 も OPPERMANN 敦 
授 一 派 に ょ つて 育 定 さ れ て な る の で , 以下 陽性 
並 に 陰性 報告 を 別記 する と と いす る 。 
1. 感受 性 あり と する 報告 
VosSs (1922) は 毒 血清 廃 置 に ょ 0 獅 は 感染 し , 
臨床 症 其 は み ら れ な い が 血 液 虎 見 に 著 明 な 絡 化 
が 認め られ る と 敬 表 し た 。 面 し て Srorr (1922), 
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HoFFMANN (1923) 並 に HALTENHOFF (1923) 
は 何れ も Voss の 次 駿 を 追試 し , 氏 の 所 見 を 承 
誰 し た 。 又 耳 AcEpDoRN (1923) に よれ ば 感染 里 
に は 疲 震 , 直 混 上 昇 , 赤血球 減 散 等 が み ら れ , 
駐 毒 接種 凌 11 例 中 4 例 は 向 死 し た が , 沸 検 上 
腸 粘 膜 の 小 有 出血 斑 , 肝 の 脱 騰 , 心筋 の 出血 並 に 
1 部 に は 有 峠 腫 が 認め られ を た 。 人 千 鶏 骨 通 過 に ょ 5 
毒 力 は 増強 され る と 迄 べべ て いる 。 

OPPERMANN (1923) は 鐵 は 偉人 に 感染 し , 臨 
床 症 汰 は み ら れ な い が 赤 血球 敷 の 郁 明 な 減少 が 
規則 正しく 出現 する と いう 。 何 そ の 宮内 に は 病 


. 毒 は 165 日 も 生存 し , 且 負 醒 通過 に ょ り 毒 力 は 


増 棄 され る と 和 区 べ て いる 。 更に 氏 (1924)G2 や 5 は 
後 透 する 如く , LOgRs (1924)G9$ も な 鶏 は 診 米 用 
動物 と し て 用 い 得 な いと 納 表 し た 論文 を 反 朋 し , 
LUHRS の 毒 接種 凌 の 記録 を 検討 し て みる と , 

接種 前 の 検索 が 不 充 分 な た め 明確 に は 抽 定 し 難 
い が , OpPPERMANN 等 の いう 陽性 反 應 に 似 た 敷 
値 が 示さ れ て ぉ り , 又 LOHRs は 馬 骨 復 包 算 験 


陰性 と いう が , 被 接種 馬 に 臨床 症状 が み ら れ な . 


か つた と いう だ け で あつ て , 接種 前 の 馬 骨 の 検 
索 が 不 充 分 で あり , 従 つ て LOHRs の 邊 験 は 
OPPERMANN 等 の 見 解 を 定 する に は 確固 た る 
基礎 に と ぼ し いと いう 。 更に 又 氏 (1929) ぐ 5 は 
RicgrERS (1929)G⑨) が 億 所 の 最 ? 確 三 な 診断 
は 馬 有 醒 接種 算 験 な り と いう c 翌 し , 潜伏 性 俺 貧 
馬 は 誘 毅 試験 を 行 つ て も 仙 陽 性 に 軸 向 し な び 場 
合 が ある の で , 検査 馬 の 撰 揮 に 営 を 得 な けれ ば 
接種 を 行 つ て も 反 鷹 が 確 長 に 出現 する か 否 か わ 
か ら ず , 徒 つ て 結果 は 不明 で あり , 妥 は 検査 馬 
の 撲 控 が 重要 で あつ て , 血清 反 鷹 検索 の 後 小 動 
物 貨 馬 に より 陰性 と 決定 され た 馬 を 使用 する 場 
合 に 限り 馬 角 接 種 は 意義 を 有する と 逃 べ , 更に 
氏 (1926)G や は RrcgrERs (1929)G5 の ) に 聞 し 
重ね て 自説 を 強調 し , 馬 航 接種 父 朋 に 全面 的 に 
意 護 を も る たせ 得 な い 以 上 , Hannover で 行 つ て 
いる 鶏 並 に 鳩 軟 験 は 血清 多 的 診 秘法 と 共に 重 民 
され る べき で ある と 主張 し た 。 

価 女 氏 (1934) は 鶏 足 駿 に ょ り 俺 貸 病 毒 の 抵 
玉 性 を 検索 し た 結果 , 56C 2 時間 謀 置 に よ つ て 
は 病 毒 が 確 宙 に 死 浅 す る と は 保 計 し 得 な い が , 
冬期 最低 雰 下 28 で (?) に 達する 時 期 に 3 ヵ月 
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間 戸 外 に 放置 し た 場合 に は 死 減 し , 又 雲 下 22C 
に 達し た 時 期 に 戸外 に 12 日 章 放 置 で は 生存 レ し 
て いた が , 座 騰 に 混 じ 16 日 間 放 置 に よ つ て は 
死滅 し た と 言い , 倍 太 陽光 線 2 て 3 時 間 の 感 作 
(て よ つ で て は 死 減 し な か つた と 迄 べべ て いる 。 

その 後 も 氏 (1936) は 里 が 感染 する と と を 強 
調 し , 且 氏 (1939) は 本 病 毒 が 自然 腔 病 性 を 有 
写 ぬ 庄 欄 内 に 於 て 永く 保有 され 2 うる と と を 李 べ べ 
て いる 。 

BrEsTERFELD(1926) は Oder 河 流 域 の 一 部 落 
に 訳 て 農民 所 有 の 計 並 と 鳩 が 相 炊 で 仲 死 し , と 
れ ら を 細菌 検査 所 に 送 附 し て 病 性 鑑定 を 依頼 し 


た 虚 , 細菌 及び 寄生 問 は 下 定 され 結局 病 毒 性 疾 


患 ら し いと の 返答 を 得 た が , た また ま 同 部 藩 に 
は 俺 所 が 流行 し て 呈 つ た と と より し て , と れ ら 
を 俺 貧 感 染 で は な いか と 想像 し た 。 何 奏 を 全部 
海 決し た 後に は 鶏 の 船 死 も 止 つ だ と と , 双 負 の 
み 飼 養 し て ぉ る 附近 の 部 落 こ 於 て は 億 気流 行 が 
あつ た に も か いわ ら ず 鶏 の 第 死 が み られ な か つ 
た こと と より し て , 侯 貸 病 毒 は 直接 凌 に は 移行 せ 
ず , 鳩 骨 通 過 に + り 始め て 著 感 染 が 可能 と な る 
の で あろ う ょ 逃 べ て いる 。 

OPPERMANN u. LAUTERBACH(1928)G39) は 僚 
矯 病 毒 の 暑 帳 感染 算 験 を 行う に 常 つ て 除 め 手術 
に ょ より 肝 片 を 摘出 , とれ を 組織 移 的 に 検索 し , 
引 の な いも の の み を 選び 病 毒 接種 を 行 つ た 結 
果 , 肝 臓 に 組織 区 的 肖 化 爺 ち 財形 細胞 淫 潤 並 に 
Haemosiderosis を 詩 明 し た 。 氏 等 の 宣 験 成績 
の 概要 は 炊 の 如く で ある 。 先ず 無 廣 置 健康 
半 5 秒 と 健康 馬 血 清 .3cc 筋肉 内 接種 其 40 贅 
と は 何れ も 陰性 を 示し た 。 爽 に 種々 な る 俺 気 馬 
血清 3 cc 筋肉 内 接種 凌 74 例 に 於 て 接種 後 2 て 10 
日 の 間 に 殺 諾 分 の 上 検索 し た が , 3 例 を 除い た 
すべ て は 陽性 を 示し , 北 伏 は 特に 5 て 7 日 目 に 
- 最も 著 明 に 出現 し その 後 は 潤 次 減 胡 す る 傾向 が 
あつ た 。 そ と で 氏 等 は 接種 後 7 日 目 の 検査 を 推 
賞 し て いる 。 更に 35 衝 に つい て 皮 内 接種 並 に 
綴 口 投 宙 算 駿 を 行 つ た 諾 , と れ ら の 方 法 に よ つ 


て る も 感染 は 成立 する が , 陽性 座 は 筋肉 内 接種 + 


り は 劣る と と を 知 つ た 。 か くし て 経口 投 興 に ょ 
0 感染 可能 な こと が わか つた だ ので, 億 貧 汚 染 厩 
舎 に 12 牧 の 名 を 放 飼 し た 席 , その うち 7 移 は 


感染 し 反 鷹 了 人 性 と な つた 。 と れ よ り し て 俺 貧 の 
多 疲 する 地方 に 於 て は 鶏 の 自然 感染 の 可能 性 が 
考え を られ る と 和 逃 べ て いる 。 休肝 妥 と し て 検索 レ 
た 結 概 感 染 鶏 6 例 に 座 て は , 流 跡 的 に Haemo- 
siderosis が み ら れ た 以外 に 織 化 な く , 妨 家 人 高 コ 
レラ 引 軸 名 死 半 4 並 に 白 病 死 菌 接種 半 5 例 C 於 
て は 全く 角 化 が 認め られ ず , 従 つて 鶏 は 俺 気 の 


_ 診 記 に 用 いう る と 主張 し た 。 更に 氏 等 (928)? の 


は 佑 貧 馬 の 腫 及び 肝 外 列 を 夫 * 5 物 の 暑 に 接種 
し た が 陽性 を 示し , と れ に 反し 翌 妥 の 健康 馬 肌 





肝 乳 剤 , 健康 豚 血清 並 に 豚 コ レラ 病 毒 含有 血液 


の 筋肉 内 接種 凌 に 於 て は 獲 化 が 認め られ な か つ 
た と いう 。 伺 病 毒 接 種 甘 12 例 に つい て 遂 昌 肝 


半 利 だ な し 肝臓 の 組織 胸 的 検索 を 行い , 最後 に 


4 っ 9 週 後宮 栓 検索 レ し た が , 大 多 敷 は その 時 期 に 


於 て る も 依然 と し て 病 織 が 誠 明 され た と 記し で い 
と 


タ OPPERMANN, DOPERHAUER u. MIOLL 929) 


は 俺 所 生 農家 13 戸 よ り 54 物 の 鶏 を 集 邊 李 ・ 


索 し , その うち 32 妙 ( 約 59 多 ) に 人 感染 時 
と 同様 の 虚 見 を 認め た 。 特に うち 12 秒 は 臨床 
上 明瞭 な 俺 気 馬 の 三 中 の 殻 科 を あさ る と と に よ 
つて 感染 し た と 思わ れる 例 で あつ た と いう 。 和 谷 
氏 等 は と れ ら 句 の 肝 乳 刑 及び 血液 各 20cc を 1 
頭 の 健康 幼 駒 ( 敷 語 間 に 豆 る 骨 温 並 に 血液 検査 


血球 凝集 反 鷹 , リボ イド 結合 反 應 並 に 鳩 接種 す - 


べ て 陰性 ) に 皮下 接種 し た が , 骨 温 の 上 昇 , 赤 血 


球 敷 の 減少 , 血液 償 の 上 昇 を 認め , 又 血 清 反 應 , 鳩 
接種 利 験 も 陽性 を 示し , 耳 1 カ月 後 割 槍 の 上 組 
織 克 的 検索 を 行 つ た が 肝臓 に 血管 周 園 の 園 形 細 


胞 淫 潤 及び Haemosiderosis を 詩 明 し た 。 丸 


同様 丈 備 検査 を 詳細 に 行 つ た 他 の 1 頭 に 翌 し て 
腫 外 到 及 び 血 液 各 50cc を 接種 し た 廣 , 4 ヵ月 
に 3 回 熱 華 作 を 反復 レ し , そ の 間 血 清 反 鷹 , 納 接 竹 
交 駿 も 陽性 を 示し , 又 肝 符 刺 に より 革 aemo- 
siderosis を 護 明 レ た と の と と で ある 。 即ち 汚 
染 地 方 の 時 に は 自然 感染 例 が あり , その 感染 暑 
材料 を 馬 に 復刻 し て 陽性 結果 を 得 た と 記 球 し て 
いる 。 
Hotpr (1929) は 俺 貧 診 断 用 の 血液 材料 中 
に し ば し ば み ら れ る 腺 疫 菌 , 世 殴 球菌 , 大 腸 菌 , 
S2772026772 2Zg7? カ 7 B 並 に S729977Z 


の の 
9 まる 
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が 


@222Z272S が 可 検 材料 と 共に 時 に 接種 され た 場 
合 , 病 毒 接種 と 同様 の 織 化 を な こし 得る か 谷 か 


を 知る た めい に, 線 め 肝臓 の 打 汰 陰性 な る と と を 


確 め た も の に , と れ ら の 菌 を 筋肉 内 接種 し , 7 日 

後 剤 稚 の 上 肝臓 の 組織 欧 的 槍 索 を 行 つた が 組 化 

- は み ら れ ず , 従 つ て 接種 材料 に これ ら の 菌 が 混 

入 し て いて も, 俺 所 の 診断 を 阻 室 す る と と は な 
いと いう 。 

何 BoyEgR (1931) 並 に NrENprck (1931) も 
時 は 診断 に 用 いう る ょ と 迄 べ で いる 。 KRAr (1934) 
に よ ょ れ ば , 器 は 佑 気 に 翌 し 僅か に 感受 性 を 有 し , 
病 毒 を 接種 すれ ば 臨床 的 に は 組 化 は な い が , 肝 
臓 に 於 る 綱 内 系 細胞 の 増生 (光世 様 細胞 浸潤 ) 
並 に Haemosiderosis が 認め られ る 。 然し な が 
ら と の 肝臓 の 幾 似 は 他 の 疾病 起 患 馬 の 血 液 を 以 
て 廣 置 し た 場合 に る 説 め られ る も の で あつ て , 

_ 刊 気 病 泰 接種 の 特異 反 應 と は 言い が た だく, 従 つ 
て 鶏 を 俺 徐 の 診断 的 算 際 に 供 試 する と と は 出來 
な いと ょ て 随 べ で いる 。 
以上 の 四 験 の 外 VERcg (933) は 時 は ある 程 

度 の 感受 性 を 有 し 時 に は 旭 毒 才 と な りう る と 言 

い , M6csy (1934) は 鶏 は 克 病 し な い が 骨 内 に 


_ 病 毒 を 永く 保有 する と 逃 べ , CARRE et VsRGg 


(1935) は 診断 に は 用 いら れ な い が , 感染 可能 で 
ある と 記し て いる 。 「 

2. 感受 な し ょ する 報告 
既 下 の 如く 佐 ぇ 木 及 び 城 井 (1909) 並 に 城井 及 


び 佐 ぇ 木 (1910) は 獲 の 感受 性 を 追求 し た 最初 の 


研究 者 で ある が , 氏 等 は 是 司 血液 を 鶏 の 種々 な 
る 部 位 に 接種 し その 反 鷹 を 検索 し た 。 但し 敷 回 
に 理 つて 定 験 を 反復 し た が , 一 度 る 確 頁 に 感染 
し レ た と 思わ れる 例 は み ら れ な か つた と いう 。 婦 
臨時 馬 疫 調査 委員 會 (1913) 及び SEYDERHELM 
(1914) (和牛 の 項 参照 ) $ 鐵 の 感受 性 を 棒 定 し て 
いる 。 「 
HAAc (1923) は 9 秒 の 鶏 に 病 毒 を 接種 し た 
が , 臨床 , 本 温 , 血液 廃 見 に 帝 化 は 認め られ な 
か つた 。 何 多 敷 の も る の に 接種 劉 日 赤血球 散 の 減 
少 が み ら れ を た が , と れ は 異種 重 白 作用 の 結果 と 
巻 を られ る 。 面 し て 種々 な る 所 見 を 線 合 し た 結 
果 , 時 は 診断 用 動物 と し て 不適 常 で ある ょ 結論 
2 ' “ 
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LOgRs (1924) ぐ 95 は 陸軍 獣 忠 検査 大 に 於 る 邊 
験 成績 か らし て OpPpERMANN の 頸 接種 活 は 診 . 
央 的 全 値 な し と 秘 定 し た (と れ に 習 す る OPPER- 
MANN の 反 須 は 前 逃 し た ) 。ZErLrLER (1924) ぐ 19 
並 に HELM (1924) も 赤 鶏 の 感染 貨 駿 が 不 成 功 
に 終 つ た と と を 記 逃 し て いる 。. 女 RrcHrERS 
(1929)9?0: は 100 物 以上 の 鶏 を 供 試 し OPPER- 
MANN 法 を 追試 し た が , 時 を 偉 筑 の 診断 に 利用 し 
うる と は 孝 を られ な いと 言い , 更に 氏 (1934) は 
陸軍 獣 臣 検査 感 の 買 駿 和 逃 に 於 て 再び と の 見 解 
を 強調 し て いる 。 

GrNprN (1936) は 鶏 に 於 る 肝臓 の 組織 聖 的 検 
索 が 診断 に 供し うる か 棒 か を 知る た め に と, 馬 め 


肝 空 剤 を 行い 健常 時 の 肝 構 造 を 検査 し た 15 秒 


の 鶏 を 用 い , 鳩 に 於 て 試み た と 同様 の 邊 駿 を 行 
つた が 陰性 に 終り , 従 つ で 鶏 は 診断 に 供し 得 な 
いと 逃 べ て で てい る ( 鳩 の 項 参 尻 )。 THORSHAUG 
(1936) も 赤 脆 は 診断 に 用 い 得 な いと いう 。 
BArozgT (1937)⑤9 は 2 秘 の 鶏 に 感染 参 血 . 
清 10 cc を 腹 陵 内 接種 し た が , 財 混 上 昇 を 認め ず , 
又 16 日 後 居 殺し その 血液 全量 及び 有 , 肝 の 年 基 
宛 を 購 に 復 記 接種 し た が 無 反 應 に 終 つ た 。 CrLrI 
(1938) は 自然 感染 騙 3 例 の 血清 を 4 物 の 暑 の 胸 
部 筋肉 内 に 5cc 多 接 種 し , 7 昌 後 殺 諾 分 の 上 肝 
臓 の 組織 検査 を 行 つ た が , 血管 周 園 に 光 巴 細胞 
の 小 集 積 が か み ら れ た の み で , 星 意 細胞 に ょ る 赤 
血球 貸 食 乃至 は 肝 細 胞 病 区 な ど は 認め られ な か 
の yo と CA My 
以上 の 資 駿 の 外 , HEckE (1934) は 鶏 は 俺 貧 
病 毒 の 億 括 着 と は な ら な いと 言い , 又 の wick 
(1935) は 暑 の 感受 性 は 確認 し 難い ェ 逃 べ て い 
る 。 
3. 私 、 見 - 
炊 に 逃 べ る 鳩 の 項 に 一 括 し て 考察 する 。 


&IV. 鴻 
鳩 の 億 気 病 毒 に 映す る 感受 作 を 始め て 貨 坪 し 
た の は 鶏 と 同様 佐々 木 及び 城井 (1909) で ある が , 
OpPPERMANN 一 派 は 例 に ょ り 感 愛 性 あり と 錠 表 
レ て ぉ り , 従 つ て 本 項目 に 於 て も 陽性 報告 と 陰 
性 報告 と を 分 け て 記 送 す る 。 
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1. 感受 性 あり ょ する 報告 
WirKiNG (1925) は 10 季 の 鳩 に 於 て 5 季 に 
毒 血清 を 接種 し 。 その 他 を 時 腹 と し て 無謀 置 の 
まい 及び 健康 馬 血 清 を 以 て 虎 置 し , 血液 廣 見 の 
曲線 を 作製 製 察 し を 結果, 鳩 は 感受 性 を 有する 
と と を 知 つ た と いう 。 爽 に 悠 康 並 に 感染 鳩 各 8 
例 に つい て 血液 像 の 検索 を 試 上 みた が , と の 腐 見 を 
診断 に 利用 し うる か 天 か は 今後 の 研究 に まつ と 
し た 。 何 冥 豚 に は 幼 弱 鳩 を 使用 し て は な ら な い 
と 注意 レ し て い る 。KogER(1925) は 鳩 骨 内 に 於 る 
病 毒 の 保有 期間 を 7 季 の 家系 を 用 いて 検索 し , 
14 日 間 は 生存 する と い 2 (家系 の 項 参 照 )。 丸 
BrEsTEREELD (1926) は 鳩 に は 俺 箕 の 自然 感染 
が ある らし いと ょ と 称 べべ て と る ( 叶 の 項 参照 )。 
OSPERMANN u. LAUTERBACH (1928)935 は 
血球 凝集 反 鷹 の 出現 を 目標 と し て 鳩 感染 寅 験 を 
行 つ た 。 婦 ち 病 毒 接種 嶋 血液 の 40<1000 倍 稀 
糧 を つく り , これ と 感染 家 東 の 血球 液 を 等 量 に 
混和 し て 北 集 反 應 を 検索 し た 謀 , 接種 後 9>11 
日 で 反 鷹 は 出現 し , 少く も 100 倍 ま で は 特異 淫 
集 反 應 を 呈す る と と を 認め た 。 価 殖 大 の 健康 馬 
血清 , 生 の 振 湯 血 液 , 結 桜 菌 , ツベルクリン 婦 
は 家 高 コレ ラク チン 等 を 以 て 虎 置 し た 多 敷 の 
鳩 は 全く 陰性 で あつ を た 。 爽 に 感染 馬 血 清 並 に 振 
混血 液 の 0.5 て 4.0 cc を 70 秒 の 鳩 c 筋肉 内 接種 
し た が , 60 移 ( 約 85) は 感染 陽性 で あつ た 。 
駐 皮 内 接種 に 於 て も 同様 の 成績 が 得 ら れる の で , 
府 敗 材料 を 利用 する 場合 に は 動物 の 損 を 防ぐ 
た め に と 皮 内 接種 が 適 営 と 思わ れる と いう 。 
LOcKkMANN (1929) は 俺 所 診 新 に 鳩 接種 駿 
を 行 つ て いる 。 タタ CHNELEWsKr (1930) は 鳩 を 
用 いて 病 毒 の 消 埋 薬 に 畔 す る 抵抗 試験 を 行 つ 
た 。 印 ち 居 殺 直 後 の 俺 作 馬 の 有 普 に 肝 を 魔 細 し , 
所 定時 間 消 毒薬 に 浸し た 後 水洗 湊 導 し , とれ を 
夫 に 接種 し て 9 日 後 採血 の 上 OPPERMANN nu. 
LAUTERBAcH の 法 に 従 つ て 血球 淫 集 償 を 測定 し 
を た 。 その 結果 2 を フナ オル マリ ン に 1 時 間 邊 ,1 狐 
石 災 酸 娘 は 5 時 Sulfaliquid に 4 時 間 浸 し て も 
何 病 毒 は 死滅 せ ず 鳩 と 感染 可能 で あつ た と いう 。 
SrEuDgr (1930) は 50 例 の 尊 痛 患 馬 に つい て 
尊 痛 と 俺 賃 と の 開 連 性 を 論じ て いる が , と の 際 
の 俺 外 診 断 に は リ ボイド 結合 反 應 と 共に 夫 資 駿 


を 用 いて いる 。WEBER (1931) に よれ ば 。 K9- 


nigsberg の 骨 警 検査 所 こ 座 て は 俺 招 の 診断 に 
家 束 と 共に 鳩 を 用 いて 怒る と の と と で ある ( 家 
束 の 項 参照 )。 HONpr (1931) は 侯 貧 診 過 の た 
め の 血 液 材料 中 に し ば し ば 誇 明 され る 腺 疫 菌 , 
入 命 球菌 , 大 腸 菌 , SZ/2z272@772 カ ZZg が の 777 B 
並 に SZz2e77Z ge22Z272S が 鳩 連 験 に 支障 を 
す と と は な いと ょ 聞 べ て いる (時 の 項 参 照 )。 婦 
NrENDrck (1931) は OPPERMANN u. LAUTER- 
BAcH 法 が 及 で ある と と を 記し , 欧 で 50 称 
の 病 毒 接種 嶋 に 於 て 赤血球 沈降 速度 を 検査 し を 
が , と れ は 診断 に 應 用 する と と は 出来 な いと 逃 
べ , BoygR (1931) も 鳩 は 偉 所 の 診断 四 験 に 用 


あの と よ 記 に (の 2 る 


以上 の 算 験 の 外 , VERcg (1933), KsAr (1934), 
並 に CARRE et VEReGEg (1935) は , 鳩 は 診断 に 
は 用 いら れ な い が 微 朋 な が ら 感 受 性 を 有する と 
言い , OPPERMANN (1929d2 の 1934, 1936) は 


鳩 邊 験 は 俺 條 の 診断 法 と し て 重富 さ れる べき で 


ある と 槍 し ( 鍋 の 項 参照 ), 更に MGcsy (1934) 
並 に OPPERMANN (1939) は 俺 頒 に 畔 し て 自然 


朋 病 性 を 有 せ ぬ 鳩 髄 内 に も 本 病 毒 は 永く 保有 さ . 
- 和 れ う る と 迄 べ て いる 。 


その 他 特 定 の 種類 を 指 条 す る と と な く , 只 島 
類 と し て 記 逃 し た も る の に は 爽 の 如き 克 表 が み ら 
れる 。 即ち VEReg (1933) は 鳥類 は 時 に 億 所 の 
巡 奏 者 と な りう ろ る と 言い , KRAL, MAcgk tu. 
SossA (1934) 並 に WrrrrAM (1940) は 鳥類 は 
感受 性 あり と 逃 べ , 娘 VALLEE (1925) は 鳥類 
の 感受 性 は 不定 で ある と 記載 し て いる 。 1 

2. 感受 性 な し と する 報告 


皮 逃 の 如く 佐 ぇ 木 及 び 城 非 (1901) 並 に 城井 及 
び 佐 木 (1910) は 粗 回 c 言 つ て 車 司 血液 を 鳩 lc . 


接種 し た が , 感染 し た と 思わ れる 例 は み ら れ な 
か つた 。 又 SEypERHELM (1914) ( 生 の 項 参 照 ) 
並 に GERLaAcH (1921) も 赤 夫 感 染 算 験 が 不 成 
功 に 終 つ た と と を 記載 し で いる 。 

BEHRENS ( 1926) は 鳩 診断 に ょ つて 陽性 ェ 決 
定 さ れ た 1 例 の 馬 は 否 稚 の 結果 結 要 で あり , 従 
つて 鳩 診断 法 は 不正 確 さ ある と 半 べ て いる ( 家 
系 の 項 参照 )。 BArrER (1927) も 充 鳩 窒 が 確 
真 で な いと と を 指摘 し , その 例 と し て 1925 年 


人 


Braunschweig に 於 て 鳩 連 駿 に ょ り 陽 性 と 決 
定 さ れ た 4 例 の 馬 が 測 栓 の 結果 寄生 症 , 慢性 
導 痛 並 に 肺 無 腫 と 診断 され , 耐 し て 肖 検 普 に 組 
織 検 査 に 於 て 億 所 は 否定 され た と と を あげ ば てい 
る 。 

RicmTgRS (1929)G50) は 150 物 以 上 の 鳩 に つ 
いて 條 験 を 試み た が , 鳩 は 感染 する と は 言 V 得 
な いと 逃 べ , 更 と 氏 (1934) は 陸軍 獣 警 稚 査 版 
. の 邊 験 を 弥 し た 際 , 鳩 を 俺 貧 診 断 に 用 いる と 
と の 不 英 党 で も る と と を 再び 強調 し て いる 。 丸 
GrNpiN (1936) は 鳩 に 於 る 肝臓 の 組織 纏 的 検索 
が 俺 所 診断 に 利用 され うる か 天 か を 知る 目的 で , 


参 め 肝 容 系 を 行い 肝 の 構造 を 検査 し た 48 衝 の 


鳩 に 毒 血清 並 に 健康 馬 血 清 を 接種 し , OPPER- 
MANN u. LAUTERBACH の 法 に 従 つ て 検索 を 行 
つた が , 爾 者 の 間 に 差 異 は 認め あら れず, 従 つて 
鳩 は 俺 條 診断 に 用 い 得 な いと いう 。 

以上 の 業績 の 外 , HEcks (1934) は 鳩 は 偉 貸 俺 
括 者 と し て は 問題 に な ら な い ょ 区 べ , 又 2ZWick 
(1935) 並 に KgrsER 層 ScHoENING (1943) も 
鳩 の 感受 性 を 天 定 し , 価 KUBEs (1939) は 鳥類 
に 病 毒 接種 を 行 つ て も 了 臨床 的 妊 汰 は 認め られ な 
いと 和 世 べ て いる 。 

“ 30 見 

天 及 び 鳩 が 俺 貧 病 毒 に 翌 し 感受 性 あり と する 
報告 は Hannover の OPPERMANN 教授 一 浜 に 
ょ つて 和 浅 表 きれ て いる が , こと れ を 支持 する 四 駿 者 
は 殆 ん ど 見 営 ら ず , 僅か に AIfort に 於 る BoygR 
の ese が ある に すぎ な い 。 皮 沈 し た 家 兎 の 宣 
肛 に 開 す る Hannover 夏 派 の 粗雑 な 面 も 大 量 の 
業績 を 証 了 する の に と , 区 者 は 異常 な る 努力 と 加 
うる に 奴 面 と を 紀 要 され た の で ある が , その 結 
果 得 た ぉ の は , 動物 接種 資 験 に 関す る 限り , 
Hannover の 業績 に は 倫 り 信 を 入 き 得 な い の で 
は な か ろう か と いう 尋 念 で あつ た 。 従 つ て と の 
頸 及び 鳩 に 開 す る 利 駿 に 於 て も 他 C 殆 ん ど 支 持 
著 の な いと と ろ を みれ ば , その 感受 性 を 主 虹 する 
OPPERMANN 教授 ら の 見 解 を 承認 する に は 多大 
の 虹 路 が な な され る わけ で ある 。 又 と の うち 距 
験 に 於 て OPPERMANN, DOPERHAOER u. Morr 
は 馬 醒 復 師 偶 駿 陽性 と 記載 し て な る が , と れ と 
て $ 馬 衣 の 検査 に 営 つ て は Hannover 以外 の 
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研究 考 か ら は 座 定 され て いる 血清 反 鷹 並 に 器 , 
鳩 深 験 を 用 いて 祝 る と と か らし て , 果して 如何 
な る 程度 まで と れ を 信頼 し て 然るべき か は 鍋 問 
で ある 。 と れ を 要する に 鐵 及 び 鳩 の 感受 性 を 表 
定 し を 貨 験 は 一 と し て 催 常 と 基 を られ る も の を 


- 見 出し 得 な い 。 


"と と ろ が 和 鶏 及 び 鳩 の 感受 性 を 人 疲 定 し た 報告 も 
赤 其 だ 所 級 な も の で あつ て , 馬 詳 復 記 資 験 を 記 
載 し た 貨 験 の 如き は 僅か に 鐵 に 開 す る BALoZET 
の 報告 内 1 和 偏 が ある の み で あつ て , それ すら 供 
試 鶏 敷 は 信 か に 2 季 で あり , 多 論 接種 馬 帆 の 不 
統 任 感染 追及 な ど は 行 は れ て なら な い 。 徒 つ て 
OPPERMANN 蛋 派 の 見 解 は 一 應 相 定 され る と し 


て も , と れ ら 鳥類 の 感受 性 を 全面 的 に 定 し 去 


る と と は いさ \ か 早計 の ょ うに 思わ れる 。 


XV. その 他 の 動物 
まま 7 獲 

LOHRs (1919) に よれ ば , 毒 血 1cc 接種 崩 1 
例 は 無 反 應 で あつ た が , 毒 血清 2cc 接種 疾 1 
例 は 全身 直 和 が 認め られ を た の で 10 日 後 剤 検 し 
た が 好 化 な く , 奴 こ と れ の 血液 7cc を 馬 に 復 旋 し 
た が 陰性 に 終 つ た と いう 。 

2. 雀 

LOHRs (1922) は 和 雀 が 厩舎 か ら 厩舎 へ 飛び 和 廻 
る 際 汚 染 昆 衣 を 運 城 し , 或 は 和 雀 自身 が 項 毒 者 と 
な つて 厩 合 内 感染 を と す 可能 隆 の ある と と を 
想像 し て 算 駿 を 行 つ た が , と れ に 開 す る 解決 は 
得 ら れ な か つた と 報告 し て いる 。 

RicgTERS (1934) は 陸軍 環 臣 検査 胡 の 皿 弁 
述 に 於 て 雀 の 感染 邊 験 が 不 成 功 に 終 つ た と 区 べ 
て いる が , と れ は 上 涼 LOHRs の 報告 と 同一 算 
験 を 示す も の で あろ う 。 

83. 大 性 

LUHRS (1919) は 2 古 の 大 峠 (grosser 
Frosch) C 半 し 毒 血 清 1cc を 皮下 接種 し た が 
反 鷹 な く , 更 C 毒 血 吸引 刺 暴 を 食 餅 さ せ を た が 陰 
性 に 終 つ た と 記載 レ て いる 。 


XVI. 結 言 
以上 逃 べ 来 つ た 如く , 各 動 物資 験 に 開 す る 報 
告 に 於 て , その 敷 の 多 宴 は 和束 も 角 と し て , を た と 
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を 1 烏 で あつ て も ゃ 俺 気 感受 性 の 青 定 され た 動物 
の 和敬 表 さ れ て いる も の に は 有 , 圭 , 山羊, 猫 , 家 東 , 
海 導 , ラ ツテ , 里 及 び 鳩 が あり , と れ に と 肢 し て 午 ,: 
猿 , 奏 。 フェ レッ ト , マウ ス そ の 他 獲 。 雀 及 び 大 
吐 に つい て は 研究 者 の 結論 は 一 様 に その 感受 性 
を 共 定 じ ( で いる 。 

然し な が ら 皮 に 各 項 に 於 て 指摘 し た 如く , と 
れ ら 動物 の 感受 性 , 特に その 陽 際 の 主 上 さ れる 
も の に と 開 し て は , 文献 に 示さ れ た 上 逃 の 成績 を 
その ま ょ 承認 する と と は 到底 許さ きれ な い の で あ 
つて , 欧 者 を し て その 感 愛 性 を 信じ て 恐らく 間 
違い な か ろう と 思わ し め る も の は 僅か に 豚 が あ 
る の み で あり , 他 方 昔 和 人 が 一 鷹 そ の 感受 作 を 人 定 
し て 大 過 な し と ェ と 考え うる も の は 和牛 及び 海 乃 の 2 


種 が み ら れ る に すぎ な い 。 耐 し て 芋 に つい で は 


その 感受 性 を 否定 し た 報告 が 歴 倒 的 に 多 敷 で あ 
る が , 志賀 の 報告 を 完全 に 斑 定 し 得 な い 貼 に 於 
で て , タ 家 和束 に つい て は FOMINA の 報告 の 詳細 を 
知り 得 ま , 且 そ の 感受 性 を 否定 する 追試 足 駿 の 


不 徹底 な る 中 に 於 て , 更に その 他 の 稀 種 動 物 に 
つい で て は 貨 験 内 容 の 碁 だ し く 備 困 な る 町 に 於 て , 


それ ら の 感受 性 を 育 汗 する と と も タ 否 定 す る と 
と る 占 路 さ れる の で ある 。 か くし て 億 倫 の 動物 
僅 有 に は 何 開 多 追及 の 父 地 が 存在 し , と れ ら の 
千 を 一 歩 一 歩 解決 する と と が 今後 に 残さ れ だ た 重 
要 な 研究 課題 で あろ うと 信ずる 。 

先 人 の 業績 が を の 敷 の 多数 な る に か いわ ら ず , 
高 人 の 認め うる 決定 的 な 刊 定 が これ まで 得 ら れ 
な か つた 主 な 理由 は , 供 試 例 敷 の 僅少 ェ 馬 購 復 
角 費 験 の 鉄 除 乃 至 不備 に ある と と を 加え を ば , 今 
後 行わ れる 研究 は 充分 この 四 を 考慮 に 入れ て 萬 
遺漏 な き を 期す べき で あり , 従 つて 軍 に 被 接種 
動物 の 反 鷹 検索 を 以 で て 事 足 れ り と する 従来 の 如 
き 買 験 は 最早 不 必要 で あり , 徒 ら に と れ を 反復 
する も 何等 と の 方 面 に 進歩 を も あたら す も の で は 
な いと と を 銘 記 すべ き で ある 。 と ょ に 於 で か 特 
炒 は , 特 に 偉 貸 の 強 毒 株 を 選び , 多 敷 の 供 験 動物 
を 供 試し , 接種 方 法 並 に 被 接種 動物 の 反 應 検索 
面 に 新しい 工夫 を 盛り , 加 う る に 選 豚 復 包 資 駿 
を 充分 に 取り 入れ た 買 玲 ( 陰 伴 の 場合 に は 不 題 
性 感染 の 有無 $ 追 及 す る と と は 勿論 ) の 遊行 と 
- そ が 望ま れる の で あつ て , か いる 算 験 に よ ょ つて 
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始め て 上 先 人 の 業績 に 最後 的 な 刊 定 を 異 え うる の 
で あり , か くし て 得 ら れ た も の が 優 に 陰性 の 結 
果 に 終 つ た と し て も , 和 吾 人 は 最早 その 棒 定 的 業 
績 に 習 し て 何等 危 恨 な く , 安 ん じ て と れ K 信頼 
レク うる と と いな る の で ある 。 


文 柚 

原著 は 多 論 抄 銚 すら 入手 出來 ず , 内 容 の 一 切 を 知り 
得 な い 報 告 も わる が 。 これら は 【 抄 録 不能 女 献 】 さと し 
て 著者 名 さ 表 題 の みみ を 掲げ , 符 徐 の 義孝 に 供する こさ 
4 し た 』 

( 1 ) ASSELMANN。 AA. (1939) : SO) 
versuche mit Biut von sporadisch 氏 ranken。 jn 
der Subirmatprobe positiv reagierenden Pierden. 


- 2gzg-ー の Zss.。 耳 annover. 


(2 ) AUERMIANN。 B. (1936)・ Versuche Gber 
die Empfanglichkeit von Jungschafen 地 r das 
Virus der jnfektiosen Anamie der Pferde.。 77z2zzg.- 


の zss.。 Hannover [ Vez. zz77., 8, 359 (1938) 
(3 ) BAiLER, KR。 (1927): Verbreitung und 
Verlauf der ,, ansfeckenden BIutarmut“ der 


Pferde im Deatschland nach dem KKriege unter - 


besonderer Bericksichticuno der Jahre 1924 und 
1925. ez/。 7. 48。 473. 

(0 放 9 BALOZET。 し 。 (1928) Etude clinique et 
experimentale de 1'anemmie infectieuse des equides 
au Maroc. zz//. Soc. zz. zo.。16, 525. 

( 5) BArLoOZET。 工 . (1937): Inoculaiion du virus 
de Tanemie infectieuse des 6quides a dautres 
especes。 C. 久 . Soc. zo/., 124, 1150. 

( 6) BALOZET。 工 . (1937) 5 
ales sur Tanemne infectieuse des equides。 (TV ) 
Essais dYinocuiation & q"aufres especes aninmales。 
47ZcZ。 772s7.。 ZsZezz7。 7 242225。 9 27 [Vez. gzZZ。 8, 
153 (1938)1. 

(7 ) BARTELS (1923)・ Wann mauss man beim 
Pferde verdacht auf infectiose Anamie haben? 
72g2ze の ss を ヶ . の ッ ケ /.。 85, 177 4 だ ブ sc/., 29. 
416 (1923)] 

( 8) BAUER (1236): Verbreitung und Verlsuf 
der ansteckenden Blutarmnut der Pferde wahrend 
der Jahre 19831--1934. (Nach smrtichen 06: 
gez7. 7 592。597。 

( 9 ) BEHRENS, R. (1926): 本 Blut- 
armut und Tuberkulose der 2 1m Regier- 
ungsbezirk Hildesheim. 7 の 2 の .。 342, 

(10) BlERWAGEN。 D、 (1934): 0 Beitrage 
zur Diagnose der ansteckenden Blutarmaut der 
Pferde mit Hilfe des KKaninchenversuchs。 zzgー 
の Zss.。 Hannover。 

(11) BIESTERFELD。]. (1926): Tst die infek。 
tiose Anamie der Pferde auf HGhner und Tauben 
Gbertragbar? 77ez@7z77. 久 び sc77.。982。 184。 


Etudes experirmnent- 


が 人 f ル ルイ ELY の 6 MA ! し すず 1 7 結い ョ 『 誠 NuJ の 1 ささ 】 
ん 結 k21 MM LT WLC4.20 誠 VO IP 当 の 
も ( 謙 | 本 が バ 和 が 1 テッ びり y り ロ 
で Fa 本 は * L】 


し 


( 12 ) BoRNEoOrLDT, W. (1925)・ Untersuchunoe- 
en Gber die Einwirkung des Virus der jnfektios- 
en 人 Anamie der Pferde auf Erythrozyten gcesunder 
代 anjnchen 岳 vijtro. 2zg- の Zss.。 日 annover 
[77e7@7zZ/. ye か ., 2, 3E4 (1926)] 

(13) BOyER, 工 . (1931): Contribution a1Petude 
de la typho-anemie infeciieuse des 6quides. 7ese。 
Paris [/g77Zesy の 。 Ve た - 人 7 54, IT, 1049 (1931)] 

(14) BRUNEKLAUS,」. (1959)・ Therapeutische 
Versuche an Kaninchen せ ber die Einwirkung des 


。 Wismutpraparates ,,O1bisol“ auf das Virus der 


ansteckenden Blutarmut. 7Zzg.- の Zss.。 革 annoyer. 

(15) BUOMULLER、E. (1937): 
Gber eine Vereinfachung des 
Kaninchenversuches bei der snsteckenden Blutar- 
muf des Pferdes. 7zZzgー の Zss.。 Hannover. 

(16) BUOREKEHARDT。W. KK. (1931): Wie wirkt 
Sich die parenterale Einverleibung des Virus der 
jnfekti6sen 人 Anarmie dsr Pferde auf den hjstolog- 
schen Befund der Leber tuberkuloser Meerschwein- 
chen asus ? 772Zzgー の Zss.。 革 annover, 

(17) BUOsSE, F. (1938)・ Versuche sn Kaninchen 
Gber das Verhaltfen des Vrus der infektiosen 


Untersuchungen 
diagnostischen 


. Anamie in entzindlichen Infiltraten. 77zZzzg.- の Zss., 


耳 annover [の ez な が. 7! 上 47, 189 (1939)] 


(16) CARRE, 革 ., et 本 . VALLEE(1907)・ Recher- 


ches cHniques et experimentales sur Panermnie perni- 


cieuse du cheyal (ypho-anemie infectieuse)、 の . 
Gez. 人 ル 72Z. 2.。9, 113. 

(19) CARREg。 古 . et 本 . VERGE (1935)・ Les 
anemres infectieuses des animaux domestiques. 


_ お z/7. が. 7Zezzg た 万 の zz.。 10, 87. 


(20) で C 昌 ARLTON(1907): Swamp-fever. Annnual 
Report of the Depasrtment of 人 Aoriculture of the 
Province of Saskatcheyan。 1906, Regins, p. 146 
[PAN1ISSET: 尽 e の 。 27。 ル 277 た 15, 79 (1931), VAN 
ES。 HARR1S 之 SCHALK (203)]. 

(21) CHNETEWSK1。 P. (1930)・ Beitrage zur 
Biologie des Erregers der infektiSsen Anamie des 
Pferdes。7z2zzg- の zss.。 Hannover- 

(22).) も 1TEIUS VH93S)* 
di anemia infettiva deliasino in Eritrrea。 (Con- 
Siderazioni pathogenetiche con le snemie per- 
niciose deliPuomo). zoy. Ve 16, 179 [ Vcz. zz//.。 
9 708 (1939)+ 


(23) DELAEONRD。 の 〇 . (1851): Recherches sur 


tune maladie du cheval encore peu connue。 ec。 
72Z. zz, 28, 481、 

(24) DiESsEgr, A、(1938): Untersuchungen 
Gber den Vjrusgehalt des 是 arnes von mnit anste- 
kender BlIutarmnut behafteten Pferden. 7zZzg.- の Zss-。 
日 annover [7g7Zes の 2、 Vcz、 - ル 22. 64 470 (1939)]. 

(25) DOBBERSTEIN (1925)・ HELM--Die kinst- 
iiche Ubertraeunsz der infekiiosen Anamie des 


_ Pferdes auf MMieerschweinchen und 氏 aninchen. 


Srudio di un foco'aio 


_ Virus 


75 
の ezzs. 7 上 , 41, 70. 

(26) ERNST。 D. (1924): Untersuchuneen せ ber 
den Viruseehalt des Fazes, des Harnes und des 
Speichels von mt infekioser Anamie behafteten 
Pferden. 7 の め z., 32。357. 

(27) FARGEr, E. (1924): Dss Verhalten des 
Virus der infektiosen Anamije des Pferdes bei 
Kaninchenpassacen. 7 の 2.。 32, 429. 

(28) FEERS。A. 語 . (1918): Infectious anemia 
of horses. 4zzez. プ . Per. ル 7z の .。 8 527 [7Zo ヵ 。 
Ve た. z//.。 6, 269 (1918): ZZZes の 2. Pe た - ル eg の ., 
329 一 40, 147 (1919 て 20)] 

(29) FELDMANN。 工 。 (1937): 
Gber den Virusgehait des Speichels von mit sn- 
Steckender BIutarmut behsfieten Pferden. 77zzz . 一 
の zss.。 是 snnovVer。 

(30) FOMiNA,A.I.(1C39): Versuche der Kultivier- 
ungdesVirus der infekiosen Anamie suf Ksninchen. 
So の e/。 Ve た Nr. 6, 11 [7277es ら 。 eg.- 人 ル 7c., 67, 289 
(1940)]. 

(31) FORTNER。 」. (1938): Dje sansteckende 
Blutarmnut der Einhufer。 ez/-772zc カ .。 7 MP, 
1938。 1。 

(32) FORTNER,。 ]。 (19238)・ Der Stand der 
Erkenntnisse tber die ansteckende Blutarmut der 
Einhufer。 72z.。 1938。 751) の ezzs。 7 47。 48 
「 (1639)。 

(33) FRANCiS, M., 層 R. P. MARSTELLER (1908)・ 
Infectious anemia of the horse、 Texas 人 Aaric. 
Exp.,、 Stat.。Bull。 No.。 119、 

(34)7 FRR1C 大 互 、 (1922)・ 
enostik der infektiosen 人 Anamie der Pferde. 7z2z ら 一 
の ss.。 Hannover [ZZes の .。 Pe ムール 22 の.。 42, 146 
(1922)1 

(35) FRIisCH。R。 (1924): Prophylaktische und 
. herapeutische Versuche bei der infekiiosen An- 
ョ mie des Pferdes, angestellt an KKaninchen. 7 な 一 
の zss., Hsnnover。 

(36) FROHNER, FE。 (1919)・ 氏 linische Unter- 
suchaungen tber die jnfektiose Anannie der Pferde. 
ル 7oZg が 57。 77e77/ ん を.。 29, 385. 

(37) FUOHRER, 耳 .(1939): 
吐 ie Tenacitat des Virus der ansteckenden Blutarm- 
ut 1m Pferdenharn. 77zgzzg- の Zss.。 Hannover. 

(38) FURCH。 氏 . (1934)・ athologisch-anato- 
mische und histologische Untersuchungen von mnt 
jnfektioser Anamie infizierten KKaninchen。 72zZzZ ど 、ー 
の Zss.。 Hannover。 

(39) GERDEMANN。 」. (1939) < 
Untersuchungen bei sensibilisierten und mit dem 
der snsieckenden Blutarmnut infiziertfen 
氏 aninchen.。 7z2zzgー の Zss.。 日 annover.。 

(40) GERLACH, F.(1921)・ InfektiSse Anamie 
bei: Serumpferden. 上 ル zez。 7。 7sc カ 8, 159. 

(41) GirrEy,E.(1925)・ Untersuchungen Gber den 


Untersuchungen 


Beitrage zur Dia- 


Untersuchuncen せ ber 


Histologische 


76 


Virusgehalt des Blutes von an infektioser Anamie 
erkrankten Pferden. 7zgzzg.- の Zss., Hannover [ZZ- 
es ら . Pez-.47eZ., 45, 77 (1925)]. 

(42) GINDIN。 A. P. (1936)・ 〇 diagnostieesko 
cennosti patologo-histologiceskoji kariini] peceni 
u ptic (golubi i kury) zarazennych virusom 
infekcionno]j snemi losadej (Bjological diacnosis 
of equine infectious anemia from fowls and 
pigeons). 77z. Vses. 7zs た 万 sp. Pez., 2,67 (Vez. 
z//., 8, 27 (1938) : z//. O 秦 777ezzzg た . 太 の zz ヶ .) 1 984 
(1936ー37)], 

(43) GOSSLER。 G. (1934): 。 Der Wert des 
人 Kaninchenimpfversuches fir die Djaenose der 
infektiosen An8mie des Pferdes. 
日 annover. 

(44) GovERT。 量 . (1938)・ Weitere Unter- 
suchungen せ ber die Diacnose der ansteckenden 
Blutarmaut des Pferdes mit Hilfe der yereinfachten 
氏 sninchenyersuches. 77zgzzg.- の Zss.。 Hannover[/Z7 ァ - 
es ら .。 Vcz.- 人 ル 7zZ., 68。 364 (1938)1 

(45) 耳 AAG。 A. (1923)・ 
der snsteckenden BIlutarmut des Pferdes. 77zZzz ど 一 
の Zss.。 Minchen [2/7. pg を た., 1 (Ref.)。 79, 21 (1925)] 

(46) HABERSANG (1920): Expsrimentelle Uber- 
tracung der infektiosen Anamie der Pferde auf 
das Schwein. Aozg5。 77ez7/ を ., 90, 171. 

(47) HABERSANG (1920)・ Erwiderung auf den 
vorstehendsr Artikel des errn Dr. Titze ,,ur 
Uebertragung der infekiosen Anamie des Pferdes 
auf das Schwein“. 7 の 7Z.。 80。 571. 

(48) HABERSANG (1924): Zur ansteckenden 
Blutarmut der Pferde. ez/. 7. 40、 281. 

(49) HAEFERKAwMP。W.。 (1923): Untersuchun gen 
aber die durch das Virus der infektiosen Anarnie 
im Blurbilde des Kaninchens heryoreerufenen 
Veranderungen. 77zgzzg.- の Zss。。 Hannover [/Z7es の . 
ez.- ル 7e の .。 43, 78 (1923)]、 

(50) HHAGEDORN。T. (1923): Dss Verhalten 
des Huhnes geceniber dem Virus der jnfektiosen 


Zzz どー/Z55., 


Beitrag zur Diagnose 


Anamie des Pferdes. 77zgzzg.- の sy.。 Hannover。 

(51) HAHN, F. (1924)・ 1nfekfionsversuche am 
氏 aninchen mit dem Viras der snsteckenden 
Blutarmut dsr Pferde. 7zgzg.- の の zss.。 Hannover 
[ 77e7@/z77. 久 の 5c., 9 83 (1925)]. 

(52) HALTENHOFF,R.(1923 )・ Beitrag zur Diao- 
nostik der infektiSsen Anamie des Pferdes. 77zZz g.- 
ss.。 Hannover [ZZes の 2. eZ.- ル 7e., 4③, 78 (1923)]. 

(53) HARiNG, 氏 . (1937 ) : Untersuchungsn am 
代 aninchen und Pferd ber den kutanen Infekt- 
onsweg bei der ansteckenden Biutarmut der Pferde 
wie ber die Empfangichkeit des Schafes fir das 
Anamjevirus. 77zgzz g。- の Zss.。 日 anmover. 

(54) HECKE, F. (1934)・ Verbrsirungsweise 
und Bekampfunge der ansteckendsn Blutarmut der 
Pferde. の ezzs。 7. I.。 49。 403. 


(55) HELM, R. (1924): Die kinstliche Uber- 
tragung der infektiosen Anamie des Pferdes auf 
Meerschweinchen und Kaninchen. 47c ヵ . 77ez ヵ / を .。 
5』,365. et 

(56) HELyr,R. (1926)・ Weitere Versuche zur 
Uebertragung der infektiosen Anamie der Pferde 
auf IMesrschweinchen. ez/. 7 上 .。 銘 , 37. 

(57) HEirPEL,。 ]. (1908 一 09): Beitrage zur 
ansteckenden Anamie der Pferde. 乙 . z を / を /. 
万 Zzzs た 5, 381. 

(58) HirLToN,。 避 . (1933): Report of the Vet- 
erinary JDirector General for the Year ending 
Msrch 31。 1933。Oztawa [Vez. z//., 5, 165 (1935) 

(59) HorFMANN, 工 . (1923)・ Uber die Beein- 
Haussunc des Blutbildes kleiner Versuchstiere durch 
das Virus der infektiosen Anamie des Pferdes. 
7zZzg.- の Zss.。 Hsnnover [7g ヵ zes2. Vez-7cg.。 38, 
78 (1923)]. 

(60) HOKAwMP。 で. (1924): BeeinHHnssung der 
Resistenzbreite der Kaninchenerythrozyen durch 
das Virus der infektiosen Anamie der Pferde.。 
の zzs. 7 屯 。82。6&2. 

(61) HOMUTOV。P. (1936)・ Recherches sur la 
pathologie, la physiologie pathologique et le. 
traiftement de 1"anemie infectieuse du cheval. zz//. 
O: 77zezzg た 万 zz.。 148, 1. < 

(62) HONER, 工 . (1923)・ herapeutische Ver- 
suche bei der infekiosen Anarnie der Pferde. zZzz g.- 
の Zss., Hannover [ZZes ら .c た - ル 7 の ., 48, 78 (1923)] 

(63) HONDT。O 〇 . (1929): Vermogen die Er- 
reger des Stutenabortus und der Fohlenlahme 
den Tauben- aund Hihnerinfektionsversuch fiir 
die Diagnose der jnfektiosen Anamie der Pferde 
zun beeinflussen / 77zgzg.-/Zss。、 Hannover. 

(64) HONOLD, F. (1938)・ Weirere Beitrage 
zur Diagnose der ansteckenden Blutarmut - des 
Pferdes mi Hilfe des vereinfachten 氏 anjnchen- 
versuches. 72zgzzg.- の Zss.。 Hannover [gzes の . ez.- 
人 ル 7zZ., 6 469 (1939)]. 

(65) HUPBAUER。 A., u。S. MALENSEK (1935) : 
Infsktiose Anamie. 7zzgos/oo. cz. CZzszz を 。 15, 623 
[gz ヵ zes ら . ez. 7cZ., 59, 564 (1936).] 

(66) 石井 ・ 古 橋 (1940): KOgDoRr 氏 衝 易 家 各 
感染 法 に よる 佑 貧 診断 に 就 て の 追試 . 家 畜 衛 生協 會 報 , 
8, 14 (昭和 15): 掴 疫 調査 所 研究 報知 19 中 , 339 
(昭和 17). 

(67) JAEDE (1922)・ Dss normasle Blnutbild des 

sninchens und seine Besinflussung durch Injek- 
tion von gesunden and kranken Pferden. 7zZzg. 一 
の zss.。 Hannover [BUMULLER (5)]、 

(68) JAEDE u. GROTH (1924): Der Kaninchen- 
versuch bei der infektiosen Anamie der Pferde。 
の zz な な 。 7 82 342. 

(69) ]ArFEE,。 R. 廿 ., u. F. SILBERSTE1N (1922) ・ 
Die Ubertragbarkeit der. snsteckenden Blutarmut 


der Pferde auf kleine Laboratoriumstiere. . Cc- 
sg22z.。 そ の 。 ル 7e の .。 26, 104. 

(70) JASCHKE,。W.。 (1923): 
nose der infeknosen Anamie der Pferde. 7 な. 
の Zss.。 Hannover [7Z ヵ zes の 。 ザー- ル 7 の .。 8 78 
(1923) 1 

(71) ASTRZEBSKI。 丁 .。 et . SZYMANOWSK1 
(1929): Niedokrewnosc zakszna koni (L7anemie 
contacieuse des chevaux).。 【 ル zoZ. 【 ル cz た., juillet 
[Zzz//. 77zy. Pasteur。 27。947 (1929) ]. 

(72) JENSEN, 時 . (1923): Beitrage zur Diag- 
nostik der infektiose Anamie der Pferde。/7zZzz g.- 
の Zss.。 日 annover [7g7zes の 。 Vcz- 人 7 の .。 38, 78 
(19293) ]. 

(73) KAMANN, 廿 . (1931):・ Ueber die Beein- 
ssung des reticulocytaren Blutbildes des 氏 anin- 
chens dnurch das Virus der infektiosen Anamie 
der Pierde. 7zZzg- の xs.。 Hannover. 

_ (74) IKElMER,。A. (1938): Passaceversuche bei 
durch Phenylhydrazin sensibilisierien und mit 
Serum gesunder Pferde infizierten 氏 aninchen. 
7zgzgー の Zs. Hannover [ZZes ら . Vez.- ル 7e の ., 64 
362 (1939) 1. 

(75) IKELSER。 R. A., 之 廿 . W. SCHOEN1NG 
(1943): Infectious virus。 IMLanual of 
Veterinary Bacteriology。4 Edit.。 p。 549. 

(76) Kgwerog, 廿 . (1926) : Therapeutische 
Versuche bei der infekiosen Anamie des Pferdes。 
angestellt am Kaninchen. の ezzs 7. UL.。 84。172. 

(77) 城井 ・ 佐 々 木 (1910): 馬 の 億 染 姓 貧血 報告 
(第 HIT 同 ). 組 菌 璃 雑誌 , 172 肘 , 99 (明治 43) : 
陸軍 掴 窟 園 報 , 8 蹴 , 203 (明治 43). 

(78) KlPFER, F. (1928): Uber das Blutbild 
des KKaninchens nach Tnjektion von normalen 
Pferdeseraum. Ein Beitrag zur Diagnostik der prog<- 
ressiven perniziosen Anamie des Pferdes nach 
OPPERMANN。77zgzg.- の zss.。Berlin [2 カ 7es ら 。 Pc た ー 
Ac.。 48, IL, 984 (1928)]. 

(79) KKOBE, K. (1938): Die Ubertrazung der 
infektiosen Anamie des Pferdes auf das entmilzte 
Ferkel. 47c ヵ 、 7ze7 ヵ / を .、 78。 399. 

(80) KKOCH,A. (1923) : Untersuchungen tber 
die Diasenostik und Therapie der infektiose 
Anamie der Pferde. 77zgzg.-- の zss.。 Hannover. 

(81) DE KOCK, G. vV. D. W. (1925): Betrage 
zur Kennfnis der jnfektiGsen Anamie der Pfsrde,。 
wie sie in SGdafrika beobachtet wird. グ . 7 た ん 77. 
太 2zs.。 27。 30. 

(82) KOHER、F. (1925): Untersuchungen uber 
de Konservierung des Virus der infektiossn 
Anamie des Pferdes in Taubenkorper. の ezzs. 7* 
WM 93824. 

(83) KorLJAKOEF。 PiNUS。W' OROZOFF。PIROG nu. 
AFANASEWA (1936) : Material betre 寿 s der experi- 
mentellen Infektion kleiner Versuchstiere mit dem 


Beitrage zur Diag- 


anemnia 


77 


Virus der infektiosen Anamie der Pferde. Soxo7e/. 
Vez.,。 Nr. ]1, 24 [ルル 72zc ヵ . 7 SS, 176 (1937) 1 

(84) KONiG, 氏 . (1926): Die Verbreitunc des 
Virus der infektiosen Anamie des Pferdes im 
Korper des infizierten 
パブ xc,。 32。56S8. 

(5) KORNAU, 廿 . (1939): Die Diagnose der 
ansteckenden BIutarmut des Pferdes mit Hilfe 
des ImpfversucheS an sensibilisierten Meerschwein- 
chen. 77Zzg.- の zss.。Hannover [の zz/s. 7. 47, 
393 (1939)] 

(86) KovAc, V. (1938): Tst die infektiose 
Anamie der Pferde auf Schafe bertragber ? 
グ oczo/7. oz の 7., 〇 . 253[ の 7. gz を., T (Ref.) 132, 
523 (1939) } 

(87) KRAL。 F. (1932): 1nfekciozna snemija 
(Infektiose Anamie). 7zgos/oo。 cz。 Glasnik,。12, 
328[ 久 : の 。 2 た . S7Z の .。 本 43 (1933 て 34) : HOEEFER- 
BER・ の zz な な .。 7、 。 多 49 (1937)+ 

(88) IKRAL。 FR. (1934): 
des chevaux. Report of the welfth Internstional 
Veterinary Coneress New INork, N.Y., U.S. A., 
Voi。 2 p。 293。 

(gg KRAL。 FE., 氏 . MACEEK u. 氏 . SoBR A(1934): 
Anasemia jnfectiosa equorum。 共 ZZz. SZzs タ SO を o/. 
グ oezoZ7.。 1 25 [Zz/7. の が 777zgz。 の ze. 11。 115 
(193536) : ZZ/. gg を /., I(ReE,)。119, 411 (1935)1 

(90) KRUKENBERGC。 F. (1925): herapeutische 
Versuche bei der jnfektiSsen Anaemie der Pferde 
aneestellt an 氏 aninchen. 77zgzg- の zsy., Hannover. 

(91) KUBES。 V。 (1939): Etudio 
de la existencia de la anemia infecciosa de los 


人 Kaninchen. 77e7@/z7/. 


Yan6mie infectieuse 


CCTCS 


equinos en la America del Sur. Su presencis en 


Venezuela y confusi6n con la Tripanosormiasis 


caballar。 一 Las llamadas “Peste boba” ァ “Derren- 
eadera”. ルル 7ezzo72 の の eZ 人 ル の ZsZe72O の e 4 gzzczz/72zZ の ア 
C7zZ の e Vezezzze/g。 Caracas. 

(92) KOHDORE,。 廿 . (1938) : Experimentelle 
Beitrage zu dem vereinfachten Kanincheninfektions- 
versuch zwecks Diagnose der ansteckenden Blut- 
armnut der Pferde. 77zZzg- の zss.。 Hannover. 

(983) 氏 UTSCHE,。 EE. (1920): Einm weiterer Bestrac 
Zur Frage der Verwendbarkeit des Schweines als 
Impfrier bei der Feststellung der infektiosen 
Anamie dsar Pferde. ル 7oZzg が s カ .。 77c77/ を .。 80, 557. 

(94) LANGENHEIwM,。 氏 . (1925): Uebsr dije 
Spezifitat der Veranderuny des Kasninchenblutbild- 
es durch das Virus der tnfektiosen Anamie. 7zZzz の 一 
の zss.。Hannover [ 777@/z77. が sc ヵ .。 82。 366 (1926 ) 1 

(95) LEHNERT, EE. (1929): Berattelse om de 
under ren 1923-1928 utfoOrda - arbetena rorande 
pernicios anami hos hast. SA を gz の . Pcez.--77 ブ ャ ん ア 。,。 
19, 2C5. 

(96) LEHNERT, E. (1930): Infekios Anami, 


smittsan blodbrist hos hast. Sgz の . ezz/zz ア $ー 


7S 


アプ の Zs の を ZZ gg ヾ の oZgZgez ご tockholm,。 Rep. II, 46 [ZZ2/. 
Zg&/.。 1 (Ref.)。 101, 360 (1931)] 

(97 ) TLIER。 AA、 (1926): Untersuchungen せ ber 
die Wirksamkeit des Prsparates 750 D1 bei der 
infektiGsen Anamie des Pferdes. 7?e7@/z//. が ブ sc 万 .。 
92、 53C. 

(98) LOCEKxIANN,。 A. (1929): Beitrage zur klini- 
schen Diagnose chronischer Anamien bei Pferden. 
77zgzg.-/ プ Zss.。 日 annover. 


- (99) LOHRS (1919): Die snsteckende B!utarm- 


ut der Pferde. . Vceze7zz@/ を .、 31 369. 

(100) LDHRS (1C20): Ubertragunz des Wech- 
seliiebers der Pferde auf Schwein. ez/. 7. 
86, 121. 

(101) LOHRS (1920): 1sk dss Wechselfieber 
der Pferde suf den Menschen Bbertragbar? . 
777@ の / を .、82。 で 9. 


(102) LOEHRS (1920): Wissenschaftiche 氏 riegs- 


erfahrungeen in der Tierseuchcn Bekampfung. 3. 
Die snsteckende Blutsrmut der Pferde。7 の 2z プ .。 39, 
185。 

(103) LOURS (1922): Ansteckende Biutarmnut. 
(Vorirag gehalten auf der Jahrehundert feier 
Deutscher Naturforscher und 和信 rzte in de 四 Abt. 
580 am 22 Seprt.。 1922)。 72zZ.。 34, 329-. 

、 (104) LOHRs (1924): Die Diacnose der an- 
steckenden Blutarmut nach O ひ PPERMANN. eZezz- 
72@ ア の zezs/。 〇 - 143 [ez/. 7。 【。40。 222 (1924 ) : 
722e7@ の ZZ/。 パブ sc7.。 30,。 160 (1924)] 

_ (105)、 LOEHRS (1924): Diskussion ber infek- 
tiSse Anamie auf der 88 Naturforscher-Versamm- 
Hung 1nnsbruck 1924. [7727 の /z//. sc.。 30。 (人 
(1924 )]. 

(106) . LU 理 RS (1925)・ Ansteckends Blutsrmut. 
ググ. Veze/zz の 7 を.。 97。 204. 

(107) LOHRS (1925): Zur Diagnose der an- 
sfeckenden Blutarmnut des Pferdes mi 是 ife des 
代 aninchenibertracancsversuchenach OPPER NMANN. 
722Z.。 87。 374. 

(108) . MARBAC ヨ , 耳 . (1924): Rektsle 1nfektion 
des 氏 aninchens mit dsm Viras der infektiossn 
Anamnie。 der . Pferde. 7zzZzg.- の zss.。 耳 annover 
[ 72ezg/z//。 sc7.。 2, 413 (1926)]. 

(109) IMERK。. MM. (31923) : Untersuchunsen 
Gber fortschrsitende,。 boSsartive Blutarmut des 
Pferdes。 unter besonderer Bericksichtigung der 
Erkrankung in der Ostschweiz. 7zZzg.- の Zs 
Zaurich [Sczoczz. 47c ヵ .。 72e7 ヵ / を .。 6 ぅ 5, 469 (1923)] 

(110) MEYER。 陸 . (1926): Ueberiragunesver- 


suche der infektiossn Anamie der Pferde auf 


Hunde. の ezz/s. 7。 【。 84。 809. 

(111): V.。 MOCSy,。 本 (1932): Zur Pasthogensse 
der ansteckenden Blutarmut der Pferde. 4 ヶ 7c ヵ . 
zer ヵ 7 を 65,。 547. 「 

(112) Y.、 MOcSy, 丁 . (1934): Ansteckende 


KR 半 っ 
3 0 の 3 いい 


4 


Blutarmut der Pferde. XI1 ア zZezzg/. Pe7. CoZg.。 
New York, II,p. 282. ( 

(113) MONEENE1ER。A. (1937): Weitere ver- 
gleichende Untersuchuneen tber die Vereinfachung 
des Kaninchenversuches fir die Diagnose der 
ansteckenden Blutarmnut des Pferdes。72zZzzg.- の Zss.。 
Hannover. 

(114) MOSSDORF (1928) - Beitrage zur Biologie 
des Virus der infektiSsen Anamie des Pterdes。 
7zgzzg.-- の ys.。 Hannover [/Z7es ら 。 Pc.- ル 7 の .。 9, 
78 (1923): OB (128)] 

(115) 中 村 (1938): 馬 の 俺 染 竹 貧 画 . 中 央 台 四 
紀 次 誌 劉生 50 週 年 記念 跳 , 75 貢 (昭和 18)- 

(116) 中 村 ・ 松 葉 ・ 川 桂 ・ 宮 川 (1930) : 馬 匹 億 染 性 
委 押 十 診 断 法 さ し て の オォ オウ ペ ルマン 岳 家 兎 接種 試験 に 
就 て . 環 疫 調査 所 研究 報告 。13 中 , 125 (昭和 5). 

(117 ) NEUWERT 理 。 氏 . (1925): Infektionsver- 
suche beim Meerschxyeinchen mit Virus der in- 
fektiosen Anamie der Pferde. の zz. 7! 83, 
2c5. の 
(118) - NNIENDiCK。 ド . (1931 ) : 。 etrae 2Zur 
Disgnose der infektiosen 人 Anamie der Pterde mt 
Hilfe des Taubsn- gnd 耳 ihnerversuches. zzZzzg、 一 
7Zss.。 Hannover (26Ze cz- ル 7 の. 5 T[, 1054 
(1931)]. 

(119) NoBs,。 ]. (1937): Einleitende MS 
Suchuncen uber den WV ert des vereinfachten 氏 anin- 
chenimpfversuchs fr die Ditferentialdiagnose der 
ansteckenden Blutarmnt der 9 紀和 プア ZZ の. 0 
日 anmnoYer- 

(120) OLTwANNS。: 廿 . (1923):: De 
tber die Konservierung dss Virus der intektiOsem 
Anarnie des Pferdes an 氏 orper kieiner Versuchs- 
tiere. 77zgzg.- の Zss.。 耳 angover「 昌 ARING (53)]、 

(121) OPPERAiANN (1923): Die Disenose der 
infektiosen Anarmie der Pferde. の :zz/s. 7. 1, 
183 [77e7 の 7z77、 太 ブ sc な か 、29。 226 (1923) : 9 万 2 を /-, 
1 (Ref.), 75。 264 (1928 一 24)] 

(122) OPPERAMANN (1924): Znur Si der 
infektiosen Anamie des Pferdes。 727Z.。 82。 641.。 

(123) OpPPERWMANN (1924): Ziele und Wege 
der neuen Forschungsarbeifen せ ber die infektiose 
Anamie des Pferdes. 47c ヵ . 72ez ヵ / を .。 5 260. 

(124) OPPERMAN (1924): Die Diagnose der 
ansteckenden Blutarmnut mittels des leinisrver- 
suchs.( 氏 urze Erwiderung auf den 人 Artikel von Pro. 
LUHRS,。 Veterinardienst Januar-Februar 1924). 
77c7g ヶ zZ/ 丸 ブ sc ヵ .。 80, 328. 

(125) OPPERwrANN (1924): ur Disgnose der 
infektiose Anamie des Pierdes。 72zZ.。 30, 763. 

(126) OFPERMANN (1929): Reflexionen 難 ber 
den Pferdeinfektionsversuch zur Diagnose der in- 
tektiose Anamie。 の cz/s. 7, MM/。87,。 115. 

(127 ) 'OPEERYNIANN (1929): Anitikrjtisches zum 
Thema: Reflexionen せ besr den Pferdeinfektions - 


Yersuch zur Diagnoss dsr infektiose Anamie. 7 の z グ ., 
87, 343. 7 

(128) OppERwANN (1934) : 
Giber die ansfeckenden Blutarmut der 
7 の .。 的 , 495. 

(129) OppERMANN (1935): Grundsatzliches zur 
Beurtejilung des Kaninchenimpfversuches und der 
Sublimatprobe bsi der Diagnose dsr ansteckenden 
BIlutarmut der Pferde. (Zugleich eine Erwiderunr 
auf dsn Arikel Yon 本 ILLNMER ). 47c ヵ .72er ヵ /.,70.52. 

(130) OPpERMANN (1936): Schwierigkeit bei 
der Diagnose der ansteckenden Blutarmut der 
Pferde. の ezzs. 7*, 上.。 4 和 169. 

(131) OpERMANN(1939 ): Diagnostische, thera- 
、peutiscne und forsnsische Gesicntspunkte bsi her- 
mnischen Viruskrankheiten der Pferde. 72z., 47, 369. 

(132) OppERWMANN。 DOPERHAUER nu. MOrL 
(1929): Znur Frage der Spontaninfektion des 
Huhnes mit dem Virss der ansteckenden Blutarm- 
ut des Pferdes. 72z.。 37, 401. 

(133) OpBERwANN u. HERREARTH (1923): Dss 
Schwein als Versuchstier bei der infekiiosen 
人 Anamie des Pferdes。 72z.,。 81 131 [77e7@/zZ/. 
因 Zsc ヵ .。 99, 171 (1923) 2/. pg を /.。T (Ret.)。 75, 
う 63 (1923ー24)] 

_ (134) OBBERMANN nu. LAUTERBACH (1923): 
Die Diasgnose der infektiosen Anamie des Pferdes 
mit Hilfe des 氏 sninchens. zz/. 7 .。 89, 487. 

(135) OBBERMANN  u. LAUTERBACH (1928)・ 
- Der wetere Ausbau der Disgnostik der infektiosen 
-Anamie der Einhufer mit Hilfe der Serologie 
und des Kleintierversuchss. III. Diagnose der 
infektiossn Anamie mit Hilfe dss Taubenver- 
suches. の :zs.。 7, 36, 717. 

(136) 〇 ひ PPERNIANN u. LAUTERBAC 耳 (1928)・ Die 
Diagnoss der.、。infektiosen Anamie des Pferdes 
mit 革 iife des Hahneryersuchs. 72zZ., 86, Festschr。 
61、 きれ 

(137) 〇 OEBERMANN nu.。 LAUTERBACH (1928): 
"Weitere Beitrage zur Djavnose der infektiosen 
- 信 namie des Pferdes mit Hilfe des Hahnerver- 
Suchs. 7 の の. 86, 735. 

(138) OPPERMANN。 耳 .。 u.。 M. ZiEGLER 
(1929)・ 1nfektiose Anamie der Pferde. 民 KOLLE。 
"WASSERMANN nu. UHLENHUTH 一 日 andbuch der 
Pathogenen Mikroorganjsmen, 3 Aufl.。 TX, S. 77. 

(189) OSTERTAG,R. (1907): Untersuchungen 
ber das Anuftreren und die Bekarmpfung der 
imfektiosen Anamie des Pferdes. . zzZ/- 
万 zzsy.。 8。 1. 

(140) `PALLASKE, G. (1924): Beitrag zur Diae- 
nostik der infekiosen Anamie der Pferde mittels 
des KaninchenGbertraeungesversuches. 7zgz gp の が 5.。 
Leipzig [OPPERNIANN u. ZIEGLER (138)1 

(141) PALLG,P.(1925) :Zur Diagnose der infek- 


Untersuchungen 
Pferde. 


-Zur Diagnoss 


79 


tosen 人 Anamie der Pferde durch den Meerschwein- 
cheninfektionsversuch. 7zgzg.- の zss.。 Vien [ ぢ > ヶ /. 
7. 【 ア 。 3, 588 (1927)]. 

(142) PETkRS。 二 . (1937 )・ Weiters Beitrace 
dsr sansteckenden BIutarmnut der 
Pferde mit Hilfe des Ksninchenversuctes. 77zZzz 
の zss.。 日 annover [Vcz. ぢ z//.。 9。 469 (1939)]. 

(143) PETERS。 W.。nu。 ML. BERNARD (1926)・ 

ss Meerscheinchen sls Versuchstier fiir die Er- 
kennuny der ansteckenden Blutarmut. 4zc/. 
7?e ヶ 7 を .。 54。 111. 

(144) PgEir, C. (1925): .Beitzage zur 下 herapie 
der infektiosen Anamie des Pferdes. 7zgz g.- の Zss.。 
耳 annover. 

(145) PiER1TZ,B. (1981)・ Elektive。daurch dss 
Virus der infektiSsen Pferdeanamie bedingte Reiz- 
Yoreanee im reticuiocytaren Blutbilde dss 氏 anin- 
chens. 7zgzg- の zss。。 甘 annover [2 た es の .。 Pc 一 
7z の .。 5 も TET。 1054 (1931)+ 

(146) PEOTE。 耳 . (1924): Besinflussung des 
histologischen. BIutbildes des Kaninchens durch 
Serum Yon anamiekranken Pferden. 77zZz 一 の Z55.。 
Hannover. h 

(147 ) PRESSER。 是 . (1937): Der Wert des 

aninchenimpfversuches fir die Epidemiologie der 
ansteckenden Blurarmnut der Pferde. 7zgzzgー の Zs5.。 
annover「 ez. zz//.。 9, 470 (1939)1. 

(148) PRIEBE,。 民 . (1925): 
Beeinflussung des histologischen Blatbildes des 
durch wiederholte Injektion von 
Serum infektios-anamisch kranKer Pferde. の zzz. 


Studien Gber die 
Kaninchens 


の Zss.。 annover。 

(149) RAiCHTERS (1929): Die Punktion der 
Leber bei der snsteckenden Blutarmnu: dsr Pferds 
und jihre diagnostische Bedeutung. . P:/=7Zz@ "た ., 
殺 。 1. | 
- (150) RiCHTERS (1929)・ Die Prifung der Impf - 
pferde-im Heeresveterinaruntersuchungsamnt aat 
dss Freisein vom Virus der ansteckenden Blutsr- 
maut. Erwiderang auf den Ariikel von Herrn 


- Prof. Dr.OPPERMANN in der D. 丁 . W.。1929。TNr. 


8. の eg な. イア 。 た 。 87。 312. 
(151) RICHTERS (1934) 

Heeresverwaltung be der ansteckenden BB:utarmn- 

ut der Pferde。 . cr と 7zz@/ を .。 46, 166. 
(152) RisKEN。F. (1932) ・ 


Erfahrungen dd=r 


Beeinflussung des 


reticulocytaren Blutbildes sensibiiisierter Kanin- 


chen durch das Virus der infektiosen 人 Anamie der 
Pferde. 7zgzg.- の zss.。 Hannover- “ 

(153) RIEvEL,。 廿 . (1931):・ Die Diagnose der 
infektiosen Anamie der Pferde mit 日 ilfe des 


. Meerschweincheninfektions- V ersuches unter Ver- 


mejdung der. Erythrozyten- の ahlung. /zgzg-- ア 255., 
annover。. 


(154) 臨時 馬 疫 調査 委員 創 (1913): 大 正 2 年 度 臨 


80 


時 馬 疫 調査 委員 剣 記事 , 12 貢 ・ 

(155) 臨時 馬 導 調査 委員 會 (1914): 動物 試験 . 臣 
時 馬 疫 調査 委員 合 研 究 成績 (第 II 稿 ), 16 頁 (大 正 3)。 

(156) ROBER。 E. (1924)・ 氏 aninchenpassage- 
Yersuche mit dem Virus der ansteckenden Blutarm- 
ut des Pferdes. 7z2zg.- の Zss.。 Leipzig [zz/. 7" 
IP, 40, 251 (1924)] 

(157) RUDpAT,。.E. (1936) 
Epidemiologie der ansteckenden Biutarmut der 
Pferde im Saareebiet. 77zgzzg.- の Zss。。 Hannover. 

(158) 佐々 木 ・ 城 井 (1909)・ 東北 地方 の 流行 幅 馬 
商 研 究 報告 (第 L 同 ). 組 菌 銘 雑誌 , 167 中 , 609 ( 明 
冶 42): 陸軍 獣 克 園 報 , 2 蹴 , 174 (明治 42)・ 

(159) SCHANTZ, F. (1920): Dss Blutbild des 
gesunden Schsfes. Uebertragungsversuche mit 
infektioser Anamie bei Schafen. ル 7ozg/s7. 77e7/ を .。 
814。 130. 

(160) SCHERMER (1927)・ 
Veranderungen bei der infektiosen Anarmie des 
Pferdes und jihr Vereleich mit denen bei experx- 
mentellen Anamie. 47c ヵ . 77er ヵ / を .。 55。 121. 

(161) SCHERMER (1929)・ Epikritisches zur 
infektiosen Anamie. 太 ez/。 7^、 MM/.。 45, 509. 

(162) SCHERMER,S., u. R. E1GENDORF (1926) : 
Die diagnostische Bedeutung des 人 Kanimchenversu- 
chs bei der infektiosen Anamie der Pferde. 47c ヵ . 
77ez7/ を ., 5 299. 

(163) SCHERMER,S.。 R.EIGENDOREU. 廿 . FRAU- 
PE (1928) Hamatologische Untersuchungen bei der 
infektiosen Anamie und ihre diagnosfische Be- 
deutung. 7 の の.。 57, 445. 

(164) SCHLATHOLTER。 P. (1910): Ueber die 
perniziose Anamie der Pferde. 7zgzz gzs5.。 Berjin 
[ググ 7. pg.。 1 (Ref), 9, 133 (1911)]. 

(165) SCHN1BBE,D. (1923) : Untersuchungen 
Gber die infektiose Anamie des Pferdes. 77z2zz gg 
の zss.。 . Hannover [zzes の . Vez.- ル 7e., 氏 。 79 
(1923)]. 

(166) SCHRAMM。 W. (1939)・. Versuche an 
Kaninchen ber die Beeinflussung des Virus der 
snsteckenden . Blutarmut des Pferdes durch das 
Wismutpraparat “Milanoi ア . 722zzgー の Zs5.。 Hannov- 
er [の ezzs。 7。 MM。 47, 484 (1939)]. 

(167 ) SCHUCHMANN, 氏 ., u.P.KARMANN (1924) ・ 
Die Diassnose der infektiosen Anamie der Pferde 
durch den Kaninchenversuch nach OPPERMANRN。. 
お gz/. 7 MM/。 30, 497. 

(168) SCHULTZE (1928)・ Die ansteckende 
B.utarmut der Einhuter. 72zZ., 鉛 , 335. 

(169) SCHULZE-BERTELSBECK。 A. (1922)・ 
Beitrag zur Diacnostik der infektiosen Anamie 
des Pferdes. 7zgzg.- の zss.。 Hannover [/g 太 es の . 
Yez- ル eg. 1 一 49 146 .(192122)1 

(170) SCHOULZE-GAHMEkN。 ]。 (19G25): 1nfek- 
tionsversuche am Meerschweinchen mit dem Virus 


Beitrage zur 


Die hisrologischen . 


der infektiosen Anamie des Pferdes. の czZs. 7 【。 
85。 850。 

(171) ScHONEnrANN (1925): Ueber die Beein- 
flussung des Bintbildes des Kasninchens durch 
wiederholte Infektjon mit Virus der ansteckenden 
Blutarmut des Pferdes. 7zgzg.- の zss.。 Hannover 
[の ez が s。 7. P。 84。 474 (1926)1. 」 

(172) SEwEsNOv。M. A., 錠 N. A. OLDENBOR- 
GER (1936)・ 
vani]a svine] infekcionnoj amnemie〕 losadej (Pos- 
sible infection of pigs by equine infectious 
anaemia)、 7 アァ.。 Vses。 77zs/. 友 &s の 。 We.。 2 60 
[Vez。 z27。 8, 27 (19S8) : z/7. の が 77ezzg た . 
zz. 48。 983 (19636 て 37)]. 

(173) SEyDERHELM, R.(1914): Uber die perni- 
ciose Anarmie der Pferde. 万 cz. ア z7 ヵ 7。4Z2Z。u。 
用 77g.。 アア 2z7.。 58, 285. 

(174) SEvDERHELM, KK. R.,u. R. SEyDERHELM 
(1914) : Experimentelle Untersuchuncen tber die 
Ursache der perniciasen Anamie der Pferde. 万 ey/. 
7: .。 80, 610, 

(175) 志賀 (1911): 動物 の 感受 粒 及 強 防 注射 試 
双 - 明治 44 年 度 臨時 馬 疫 調査 要員 信 記 事 , 203 長 . 

(176) SICKEND1EK, A. (1939) : TKutsne Ins 
fektionsversuche mit dem Virus der ansteckenden 
Blutarmnut der Pferde an sensibilisierten Kaninchen. 
7zgzg.- の Zssx。 Hannover [の ez が s. 7, 47, 546 
(1989 款 

(177) SINGELMANN, 氏 . (1925) : Infektionsver- 
suche am Kaninchen mnit Blut。 Seram und Ery- 
throzyten von infektos-anamisch kranken Pferden. 
772gzgー の Zss.。 Hannover [7Z7 ヶ es の 。 27.- ル 7c., 45, 
78 (1925) ]. 

(178) SonNs, 本 . C. FE, & R.SOETEDJO (1917) : 
Infectieuze sanaemie der paarden. (Equine infec- 
tious anaemia). VcegrZsez27 7 を 。 万 /2Z. cecez/ー 
7z.。 29, 141 [77op. Vez. zz//.。 5, 257 (1917)]. 

(179) STADrLER, 下 .(1917) : Undersokningar Gver 
infektios anami hos hast 1 Sverge. (Untersuchung- 
en Gber infsktiosen Anamie beiden Pferden in 
Schweden). SgzZ。 Vc7.- 77 の を 7.。 7。 55 [ges の - 
Vez.- ル 7e の .。 87, 89 (1917) : 77oz. Vez.zZ7.,。 
57.:(1988) JA 

(120) STANDEUSS, R. (1928):・ ur Erkennung 
der ansteckenden Blutarmut des Pferdes durch dern 
人 Kaninchenimpfversuch。 ez/. 7 MM//。 89, 431. 

(181) STANDEUSS。 R.。 nu. W. PETERS (1925) : 
Versuche tber die Widersrandsfahiekeit des Er- 
regers der snsteckenden Blutarmut der Pferde 
gecentiber Witterungseinflussen, FaulniS und 
Eintrockung mit besonderer Bericksichtigung der 
Weide. 7 の 7Z.。 41。 517. 

(182) . STANDFUSS,。 R.。 、 選 . 。 SC 操り ULTZ。 FR。 
SCHNAUDER。W、PETERS un。 W、FRENZEL (1924)・ 
Untersuchungen せ ber die ansteckende BIutarm- 


Vozmoznost spontanogo zabole- 


ut der Pferde. 47c ヵ . 72e ヶ 7 を.。 5 154. 

(183) 
or swamp fever in horses. AA review _.of the Bureau 
of Animal Indnstry?s investigatons. 7, 47z 7 Vc/. 
Az の. 4ss.、 87, 312. 

(184) STEUDEL。 R. W. (1930) :。 氏 oik und 
infektiose Anarmie. 77zzzg.- の Zss.。 日 annover. 

(185) SEEiNG。 ,]。 (1939) ・ Beitrage  Zur 
Disgnose der ansteckenden Blutarrmut der Einhufer 
mit 日 ilfe des vereinfachten Kaninchenversuches. 
Zzzg.-- の Zsyy.。 Hannover. 

(186) STOLLE。 〇 . (1922) ・ 
nose der infektiosen Anamie der Pferdes. zz g. 一 


Beitrace zur Diae・- 


の zss.。 革 annover [zzes ち .。 Vc た 7 ル 7 の .。41ー42。 146 
(1221--22) 
(187) 杉田 19244): 倍 染 性 抽 地 病 尊 の 各種 皿 駿 


小動物 に 将 す る 感染 試 . 
(昭和 19). 

(188) 鈴木 (1630): 億 染 性 貧 正 病 毒 の 家 兎 笠 丸 
移行 試験 . 同誌 。256 級 , 915 (昭和 -5). 

(199) 立石 (1228)・ 偽 染 性 貧 ャ 病 泰 家 兎 接種 試 
豚 . 同誌 , 228 組 , 4C5 (昭和 3). 

(190) THEiLER、A., 乏 D. KgEHog (1915)・ 1n- 
fectious o: psrnicious anaemia ot equides in Soxth 
Afrjica。3/g 較 プ / カ 太 eoz/s o/Z7e の z ヶ ec/or o げ zze- 
ZzzgZ》 だ esegrc カ 。 Dept. of Agriculture。 Union of 
South Africa。 Pretoria。 p. 215 [77op。 7 zz//., 
4, 120 (1916) : ps Kocks (81)]. 

(191) TontSSskN。 廿 . (1924) ・ Vergleichends 
U り ntersuchangen ber die Diagnose der infektiosen 
nach 


陸軍 獣 骨 園 報 , 421 唄 , 376 


Anamie mittels des Kaninchenversuches 
OPPERMANN. 7zgzg.- の Zss.。 Leipzig [の zz/s- 7 し 
84, 176 (1926) 1 ( “ 

(192) 理 ORSHAUG。 N. (1936): Verbreiiung 
und Bekampfung dsr infekiosen Anamie beim 
Pferde in Norwegen. 22zc7. 7 8S7,。 349 nu. 
365 [zey ら . Ve.- ル 7e の .。 60。 528 (1936)]. 

(28) T1TZE。 C. (1620): Znur Uebertragung 
der infektiosen Anamie des Pfrdei auf dss 
Schwein. 7ozg75 ん 。77e/ カ / を .。 30, 569- 

(184) TODpD WorBAc 了 ヨ (1911):・ The swamp- 
fever of horses. 7. 7zg. が es.。24.213 [VAN ES, 
HARRIS 科 SCHALK (203) ) 

(195) TODORorF,。 A. (1926): Die jinfektiose 
Anamie des Pferdes and die Rolle des Kasninchens 
5ei der Feststelluno ihrer Diasnose. Vc/. .S2z ヶ た ., 
122G。 S. 1 [ZZes ら . Ve/.- ル 7e., 46, IT, 1062( 1926)]. 

(196) 時 重 ・ 仁 田 (1911): 山羊 に 於 ける 接種 試 際 . 
明治 44 年 度 臨時 馬 六 調 査 委員 信 記 事 , 172 頁 . 

(197) 時 重 ・ 仁 田 (1912): 山羊 に 及 け る 接種 試験 . 
(第 IT 回 報告 )、 明治 45 年 一 大 正 元 年 度 臨時 馬 疫 調 
査 委員 會 記事 , 133 頁 . 

(198) TRAUpg, 古 . (1926):・ Ueber die Al- 
koholresistenz des Virus der infektiosen Anamie 
der Pferde,wie iber die Spezifitat des KKsninchen- 


STEIN。 C. D. (1935) ・ 1nfectious snemia. 


81 


Tmpf-Versuchs. 77zgzg- の ss。。 Berlin [7g ヵ /cs の . 
Vez.-47 .。 47, IT, 966 (1927)、 

(199) VAgsskN,。C. (1932): Ueber die Be- 
einflussung der retikulozytaren Blutbildes des 
Meerschweinchens durch des Virus der infek- 
tiosen Anamie der Pferde. 7zgzz gzZss.。 Hannover 
[Zzo/. 42s/.。 10。 1, 682 (1936)]. 

(200) VALLEr (1925): Sur Panemie infectieuse 
dn cheyval. ア ヶ css. 72Z.。 838, IT, 14C5. 

(201) 。 VALLEE et CARRE (1904): Sur 1a nature 
infectieuse de anemie du cheysl. C. 丸 . 4cgg. 
Scz.。 439, 331. 

(202) VALLEk et CARRE (904): 
fectieuse de anemie du cheval. 尺 v。 CZ2z. 72g. 
Yez.。 条 。105. 

(203) VAN ES 工 。E。 D. HHARRiS 科 A. F. 
SCgHALE (1911) Swamp fever in horses. North 
Dascots Agric. Exp. Stat.。 Bull. No. 94. 

(294) VgReE, . (1933) ・ L7anemie infectieuse des 
equides. MTaladie deVALLEE. ec. 2. Ve/.,109.797. 

(205) Voss。 H. (1922) ・ 
enostik der infektiosen Anarmnie der Pjerde. 77zZzzg.・ 
の Zs., 日 annover [/g ヵ es の . Ve.- ル の. 4 本 49。146 


Naturs in- 


Beitrace zur Dia- 


(1921 っ 22) ]. 

(206) VREDE, 氏 . (1937): Passageversuche 
mit dem Virus der ansteckenden Blutarmnut der 
Pferde an sensibilisierten Ksninchen。 7722zg. 一 
の zss., Hsnnover [7z ヵ 7、s ら . Vcez.- ル 7 の. 68, 569 
(1938)]. 

(207) WEBEkR (1931) : ZZehn Jabre statliches 


Veterinaruntersuchungsamt in Konigsberg 1. Pr. 
2 た 7 CN42N 283。 

(208) W1LKING。 R. (1925) ・ 
versuche der infekt.Ssen Anamie des Pferdes suf 
auben。 の z/s。 7, 屯 .。 383, 703。 

(209) WirriAw。L. G. (1940)・ 
tious anemia ( 王 Swamp fever). /. 4zzer. Vc. 
人 7. 4sx.。 96, 195. 

(210) WiRT 本 。D. (1919): Beitrage zur Kennt- 
n:s der jnfektiosen Anamie der Pferde. ルル ozzg/57。 
7?7e7/ を .。 29, 97. 

(211) WiRTH, D. (1924): Die Methoden zur 
Diasgnose der in ektiSsen Anamie des Pferdes。 
zez.7* ル 7sc77., 1 433[PETERS 科 BERNARD(143) ]. 

(212) WiRTEH。 D.。 HH. WAGNER nu S. Cr. 
GERB1N (1925): Zur Diagnose der infektiosen 
Anamie des Pferdes durch den Kaninchenimpfver- 
such nsch OEpERNMANN. の eeZs.-OsZez7。 7" MC。・ 7。 
135 [27. pz ん を /.。 1 (Ref.), 80。254 (1925ー26 )]. 

(213) WI1ITTE。G. (1939): Rektale Infcktions- 
versuche an sensibilsierten Kaninchen mit dem 
Virus der ansteckenden Blurarmut der Einhufer。 
7zgzzg.-- の Zss.。 Hannover [ZZes の .。 Vc/.- ル 7 の .、 67, 
289 (1940)]. 

(214) WirTrOGEL, 廿 . (1938) ・ 


Uebertracunos・- 


Equine infec- 


Der Weri des 


82 


Meerschweincheninfektionsversuches fir die Er- 
kennune dsr sanstecken en Blutarmut der Ein- 
hufer.。 7z た を / ん /。 刀 Zs た 。 53, 148. 

(215) 矢島 (1932): 俺 寿 貧血 病 春の 家 束 接種 
足 了 . 陸軍 環 覧 園 報 , 278 呪 , 644 (昭和 7)- 

(216)  ZELLER (1924) : Diskussion uber infek- 
fiose Anamie auf den 88 Naturfoscher-Versamm- 
lung Innsbruck 1924. 7?。zZ/z77. sc ヵ .。 90, 764 
(1924 ). 

(217 ) ZELLER. 廿 。 (1924)・ KKjinische。 patho- 
logisch-anatomische, histologiche und serologische 
Befaunde bei 50 chronischen Falien yon snstecken- 
der Blutarmut des Pferdes. . 72 た を / ん 7。 刀 Zzz5/.。 
26, 67. 

(218) ZiEGLER。 ML.。 nu. 廿 . GROSSE (1925) : 
Weitere Untersuchungen せ ber die ansteckende 
、 Blutarmut des Pferdes. (Mit besonderer Berick- 


sichtieung des Kaninchentbertragunesversuches 


nach OPPERMANN). . 7z7z を 7 を 7 万 Zzz5/.。 27。288. 
(219) 必 WiCK,。 W。 (1935): . Les anemies in- 
fectieuses et particulierement anemie infectieuss 


des chevaux. zz/7/. 〇 が 7zZezzgZ. 友 227>.。 10, 151. 
抄 生 不 能 文 貢 


(1 ) HORSTMANN。A. (1936) : Untersuchuneen 
Gber die Beeinflussung des Blutbildes bei mit 


えい で いい 1 
で か M て 


Phenyihydrazin snamiesierten Kaninchen durch 
Plastoserum “neu"”?。 7z2zz gg. の Zss.。 Hannover. 

(2 ) PiNOS。 A. A.,。 錠 P. P。 PIROG (1937): 
Cultiyation of the virus of infectious sanaemia of 
horses in fowl embryos. Sooyer. Vez.。No. 8, 30. 

(3 ) RASTEGAEVA。 A. IM., V. A. SIROTKIN 負 
AA. 1. ARTENTOVA (1931): Ezxperiences in dia< 
enosis of equine infectious anaemia in artificially 
infected laboratory animals. 7 の 67 の .。 No. 7。 31. 

(4 ) ROMANOV。 N. A. (1936) :・ 、 Experimenta1 
equins jnfectious anaemia in a pig. 722 の .。 No. 9, 
2 

( 5 ) SCHOPEN,]. (1933): Diaenosis of equine 
infectious anaemia by use of guinea Digs. 77zZz. 一 
の ys.。 Hannover。 

( 6 ) ScHopgN,]. G.(1933)・ Diagnosis of equine 
infectious snaemia by means of asa rabbit test。 
7zgzgー の Zsy5.。 Hannover。 

(7) STEIN GOD を | の JIMORNM942 )8 
Susceptibility of 人 other thasn solipeds to 
infectious snemia。 Vez. ル 7z.、 89, 11. 

(8) WALTHER。 ぐ で. (1923): Die Bewertung 
der Erythrozytenkurve des Kaninchens nund 
Schyeines im Hinblick auf 1nfektionsversuche 
mit dem Virus der infektiGsen Anamie des Pfrdes. 
7zgzgー の Zss.。 Hannover。 


馬 の 偉 楽 性 貧血 の 誘 語 診断 法 


滞 用 (EAA( 天 


本 直 


DIAGNOSIS BY PROVOCATION OF EOUINE INFECTIOUS ANEMTA. 
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1. 運動 試験 
II. 江 血 
III. 異種 符 白 注射 
TIV。 ベル クリ ン 注 射 


俺 所 診断 の 特に 困難 な の は 潜伏 性 俺 抽 の 場合 
で あつ て , 診 診断 法 は 人 に か いる 場合 これ に 
衝 性 敬 作 を 起 さ し め 診断 を 容易 な らし めん と す 
る も の で ある 。 

原 剖 性 疾患 に な ける 診 芝 試 験 等 に あつ て は , 
病原 原 忠 の 確認 に ょ り 診 漢 の 営 天 定 は 左 程 困 
難 で は な い が , 俺 所 に 号 い て は 病原 購 の 確認 不 
能 な た め 診 試 験 の 営 否 刊 定 に 困難 を 溢 す と と 
が 少く な い 。 先 人 は 多く 熱 謗 々 來 の 有無 を 以 て 
誘 毅 成 栓 の 指標 と し て いる 。 

以下 俺 邊 の 誘 毅 診断 法 に 開 す る 角 往 の 報告 を 
概 読 し ょ うと 因 う 。 

!. 運動 試験 

CARRE et VArrEg (1906) は 潜伏 性 値 委 馬 に 
あつ て は , 生え 烈 し V 運 動 後 心機 の 調 と 尿 ア 
ル ブ ミン の 出現 を 認め る こと と が 多い と 指摘 し て 
いろ る 。 

、 臨時 且 疫 調査 委員 會 (1910) は , 俺 貧 板 復 且 は 
運動 試験 に 者 え 得 られ る が , 非 仮 復 馬 は 運動 試 
験 に ょ つて 再 若 を 促さ れ , 中 に は 重症 と な り 試 
。 販 に 堪 を な いよ うに な る も の すら ある の で , 運 
動 試 験 に ょ つて 侯 貧 居 復 馬 , 非 抜 復 馬 を 起 別 す 
る と と が 出來 る と 報告 し て いる 。・ 

、 天 本 ・ 新 美 1913) は , 病 馬 は 尺 復 し て 6 ヵ月 
以上 経過 すれ ば 運動 試験 を 行 つて も $ 淫 作 の 回 包 
を 促進 する 妨 そ れ が な いと と , 運動 試験 の 未 期 


の 
V. 薬品 注射 
VI. 生 商 注射 
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廊 責 


に は 航 重 が 半 均 2 貰 900 魚 久 も 減り 馬 を 疹 す 
る と と が 多く , 従 て 俺 所 の 伏 在 する 場合 に は と 
れ を 診 交 し 得る と と , 運動 後 30 分 間 経 過 し て 

ぁ 醒 温 が 38.2?C 以下 に な ら ぬ も の に は 俺 所 の 
潜伏 する も の が 多い と と 等 を 区 べ て いる 。 

大 正 元 年 (912) に は 軍馬 補充 都 本 部 か ら 各 
部 に 習 し , 俺 拭 注 意 馬 中 , 軽症 馬 有 乃至 伏 復 馬 は 
了 め 運動 試験 を 行い ( 且 ち 毎日 1 時 間 以 上 の 遺 
運動 を 行い , 初め 1 歩 度 か ら 爽 第 に 其 程 度 を 
増加 し て '/。 歩 度 と な し , 2 週間 後 は 馬 配 全身 
汗 と 混 う 程度 と し , 更に 1 週間 これ を 繊 績 し ) 
心 筆 , 脈 敷 , 内 汐 及び 衣 重 に 異常 の な いと と を 
確か め た 上 で 補充 に 供する よう に 通達 し , 委 大 
正 2 年 913) に は 俺 貧 恨 析 復 馬 は 臨 閑 上 異常 
を 認め ぬ よ うに な つて か ら 後 6 ヵ月 を 経て 運動 
計 験 を 行い , その 結果 凌 党 の な いも の は 補充 し 
て も 差 支 を な い 旨 通 障 し て い る 。 な お , 林田 
(1915) は 朴 復 後 6 ヵ月 以上 を 総 過 し た も の を 加 
を て 運動 試験 を 貨 施し て いろ が, 運動 試験 に ょ 
る 成績 が 必ず ましゃ 俺 貸 病状 の 程度 と 比例 し な い 
結 時 で あつ た 。 

KOBITZ (1918) も 痛 役 央 課 試験 に よ つ て 侯 貧 
馬 或 は 億 徐 疑 似 馬 を 知る と と が 出來 る と 夢 べ て 
いろ る 。 印 ち 氏 の 綴 験 に よれ ば , 億 気 馬 は 中 等 度 
の 和 券 役 に 服 し た 後 直ちに 熱 紀 を 來 た し , また 含 
飼 中 は 無 熱 健康 と 見 られ る 周 も 符 役 を 課 し た 後 
に は 和 研 病 する に 至る も の で あろ と 逃 べ , 更 C 局 
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懇 の 俺 貸 病 毒 に 将 す る 抵抗 力 な る も の は 3 月 好 
天 時 の 放牧 , 六 癖 治療 の 際 の 原油 叉 は 石油 の 擦 
入 及び 水洗 , 央 風 等 に よ つ て も 低下 する 場合 が 
ある と 附 記 し て いる 。 

上 記 諸 報告 に ょ 0 偉 気 非 飲 復 馬 中 に は 運動 駆 
課 試 験 に ょ つて 再 芝 を 誘起 せら るい も の いあ る 
と と を 知る 。 


TH. 湾 血 


海 血 に よる 潜伏 性 億 外 の 診 殴 は 可 成 り 古 く か 
ら 試 上 み ら れ だ も の らし く , QOgNTIN (1933) に 
ょ れ ば 既に 1914 年 VArrgE が 本 法 を 試み , 大 


量 混血 に よる 億 気 の 誘 庫 可能 で あつ た と の と と 


で ある 。 

Orro (1921) は 滞 血 を 最良 且つ 最も 安 償 な 誘 
毅 法 で ある ょ 推 賞 し て いる 。 氏 に よれ ば 局 和 格 及 
び 栄 奏 汰 態 に 應 じ 偉 貸 召 似 馬 か ら 6^ て 8 の 洛 
血 を 行い , 俺 貸 の 條 均 潜伏 期 た る 17 日 以内 に 散 
明 な 和 作 を 來 し , 他 に 角 温 上 昇 の 原因 と な る も 
の が 無い 場合 に は とれ を 侯 貧 興 似 と 診 定 し , ま 
た 了 臨 洒 所 見 が 肥 に 偉 作 を 娠 わ し め る 馬 より 海 正 
を 行い , 17 日 以内 に 管 性 殴 作 を 呈し 且つ 漠 血 後 
赤血球 敷 及び 血色 素 全 の 再生 性 上 昇 に 引 貫い て 
こと これら 敷 値 の 下降 を 見 る 場合 に は , とれ を 俺 貧 
と 見 破 し 得る と 言う 。 な 天 濁 血 し て る 無 反 應 な 
も の は 俺 貸 馬 で は な く , 又 健 康 馬 に あつ て は 江 
括 後に 角 混 の 上 昇 を 来 さ ぬ と 言 つ て いる 。 

然るに BEpERKE (1921) は Orro の 海 血 に 
よる 誘 朋 試験 送 を 追試 検討 し , と れ に 反 肢 し て 
いる 。 印 ち 氏 は 自然 感染 舘 貸 馬 4 頭 か ら 3>6L 
の , 双 人 工 感染 人 憩 気 馬 5 頭 から 6^8L の 海 血 
を 行 つ た の で ある が , 診 帝 に よろ る 宮 光 な 上 較 は ヵ 
ター ル 性 肺炎 を 併 し た 1 頭 の 自然 感染 偉 衝 馬 
に 認め た の み で あり , また 騰 照 の 接種 偉 狗 司 27 
例 の 852% 迄 が 規則 的 に 5 て 9 日 で 爽 同和 敬 作 を 
趣 し て 來 た 事 四 か ら Orro の 所 説 は 委 営 で な い 
と 結論 し レ し てい る 。 

一 方 FoNTrArNE (921) は Orro の 洪 血 誘 藻 
法 に 賛成 し て いる 。 抑 ち 氏 は 了 臨 灯 的 に は 健康 で 
ある が 血液 克 的 検査 に よ つ て 偉 貧 疑似 或 は 候 症 
と せら れ た 3 頭 の 馬 か ら 各 々 6 工 宛 の 湾 血 を 行 


つた と と ろ , 夫々 37 時 間 , 62 時 間 及 び 6 日 後 


で 
! FPP 1 


に 40*C 前 後 政 は それ 以上 の 替 芝 作 が 見 られ , 耳 
つ 刀 検 の 結果 何れ に も 俺 気 を 確認 し 得 た と 言 
者 

LOgRs (1921) も Orro の 成績 を 支持 し レ てい 
る の で あつ て , 非 和 侯 据 馬 か ら 5 て 8 上 の 浅 血 を 


- 行 つ て も 何等 熱 型 に 異常 を 挫 さ な か つた が, 潜 


伏 性 刊 失 馬 か ら 5 て 8L の 滞 血 を 行う 時 は 概ね 
20 日 以内 に 高 熟 の 億 貸 次 作 を 起す ょ う で ある と 
言い , また 氏 が 猫 逸 自然 科 移 者 躍 移 者 百年 祭 第 
30 部 會 に 縮 表 し た 俺 任 に 就 て の 講演 に 呈 い て も 
各種 製剤 を 以 て する 誘 帝 試 験 が 何れ も 不 成 功 に 
区 つ た の に 反し , 売 分 量 の 江 血 は 再 芝 を 誘起 し 
得 た と 和 鞍 べ て いろ る 。 

pg Kock (1925) は 臨 条 上 俺 貸 の 治療 し た と 


認め られ る も の 5 頭 , 長い 潜伏 期 に あり と 認め 


られ る も の 2 頭 , 偉 気 熱 と 診 秘 し 難い 後 熱 あ る 
$ も の 2 頭 に つい て 約 10L 元 の 大 量 湾 血 を 行い , 
値 貸 功 作 を 誘 驚 出来 る か 否 か を 見 た の で ある が , 
全 例 陰性 の 成績 で あつ た と 言う 。 - 

右 井 ・ 竣 衝 935) は 俺 作 馬 3 頭 に つい て 5 
宛 4 て 11 日 間 連 貫 党 血 を 行 つ た を の で ある が , 熱 
用 作 を 認め 得 た の は 3 頭 中 1 頭 の み で , 他 の 2 
頭 ほ 全く 無 反 應 に 終 つ た 。 
また 麻 名 の 著 莉 (Anon.1936) は 剖 飼 性 刊 貸 
馬 に 海 血 誘 次 を 試み 4 同 中 1 同 陽性 , また 潜伏 
性 俺 條 周 に 試み た 結果 は 12 同 全 部 陰性 で あつ 
た 。 そ と で 捧 は 混血 誘 次 法 は 菅 性 馬 に は と れ 
を 試み る 條 値 も あろ う が , 潜伏 性 俺 所 馬 の 診断 
に は 倶 値 が な いと 言 つ て いる 。 

な お OPPERMANN (1924) は 混血 後 24 時 間 は 
同 に 水 を 異 え ず , 然 る 後 陽 富 に 水 を 興 ん を 。 それ 
ょ り 2,3 日 後に 採取 し た 血液 を 家 兎 に 注射 すれ 
ば , 氏 の 家 東 試験 法 が 陽性 に 現われ る と 迄 べ て 
いる 。 「 ' 

以上 の 成績 か ら 見 る に , 次 血 の 俺 貧 誘 開 委 果 
に 就 て は 導 府 相生 jl し て いる よう で ある 。 

ちな み に SEMwMrLER (1922) は 誘 敬 的 江 血 の 
是 下 に , 健康 馬 か ら 5 て 8 上 の 滋 血 を 行 つ た 場 
合 , と れ が 衣 重 , 衣 温 , 控 食 訴 態 , 被 毛 に 及ぼ 
す 形 響 に 就 て 調査 報告 し て いる 。 混血 に よる 俺 
狗 謎 病 を 研究 する に 営 つ て は , 馬 め と の 種 野 照 
試験 を 充分 に 行う 必要 が あろ う 。 


「 JJI. 異種 凍 白 注射 

Orro (1921) は 俺 貸 の 場合 に も お 人 の マラ リア 
に ける よう に と, 誘 葬 剤 を 應 用 し て 慢性 知代 馬 
と 熱 若 作 を 起 さ し め 得 る か 否 か を 見 た 。 印 ち 軸 
種 息 白 と し て 殺菌 生 須 50ccC.。 アロ イロ ナー ト 
1w5g。 ペア トン 30g, ツベルクリン 10cc, 無 息 
自 マ レイ ン 及 び 普 通 マ イレ イン 10cc, チ フ ス 及 び 
コレ ラ レ ワク チン 10cc, 懇 丹 寺 菌 域 故 光 渡 液 等 を 
夫々 敷 頭 の 慢 隆 人 刊 作 馬 に 注射 し た の で ある が , 
その 結果 は 用 に 刊 然 と し な か つた と 逃 べ て いる 。 
橋本 ・ 西 城 (925) は 回 汗 注 入 後 の 熱 反 應 を 検 
飼 す る と と に と ょ つて 偉人 を 診断 し 得る と 名 表 し 
で いる 。 節 ち 市 販 ブ ライ ト 英 汁 を 生理 的 食 及 水 
で 10% 溶液 と を なし, と れ を 100C で 3 時 間 殺 
薦 し , 用 に 上 臨ん で 想 漏 に 近い 温度 に 暖 た い め 1 回 
概ね 馬 査 重 1kg に 騰 し 5cc を 頸 静脈 内 に 注入 
する の で ある が , 健康 馬 に あつ て は 下 均 6 時間 
で 反 鷹 熱 と 認め られ る 高 圭 を 示す が , 12 時 間 後 
に こ は 生 沢 に 復 し その 後 大 な る 幾 化 を 認め な い 。 
(6 反り 俺 借財 に あの で は 毅 汁 注入 に よ ょ つて 
第 1 同 熱 驚 作 所 詩 反 鷹 熱 に つい で , 注入 後 在 均 
20 時 間 で と れ と 明か に 居 別 し 得 ら れる 特異 の 第 
2 同 熱 語 作 を 現 わ す と 言う 。 今 若 し 悪 汗 注 入 後 
第 2 同 の 熱 語 作 が あり , 購 温 が 39"C 以上 と 昇 
つた 場合 に は 陽 仁 反 應 , 双 第 2 向 の 熱 区 作 が あ 
つて も 39C 以下 で あぁ あり, 経過 が 短く 敷 時 間 で 
直 湯 に 復 する 場合 に は 疑 反 鷹 , また 第 2 同 の 熱 
殺 作 の な い 場 合 に は 反 應 陰 作 で ある と 逃 べ て い 
る 。 そ の 後 橋本 ・ 西 城 ・ 矢 島 934) は , 墨汁 静 
脈 内 注射 後 俺 染 倫 所 血 経過 馬 に 見 られ る 特異 の 
反 鷹 交 作 は , 晃 汁 中 に 含有 する ゲラ チン 食 鹿 水 
溶液 こよ 0 惹起 せら れる も の で ある と と を 知り , 
ゲラ チン 20g, 食 詞 20g, 蒸 信 水 200cc を 皮下 
と 注射 し , 侯 貧 歴 馬 の 約 60 に 該 沙 作 が 了 喝 
性 で あつ た と 報告 し て いる 。 


IV. ツウ ベ ルク リン 汗 射 


Orro(1921) は ツベルクリン 10cc を 異種 蛋白 
性 誘 毅 剤 の 1 つと し て 慢性 俺 気 馬 に 鷹 用 し て 見 
た が 結果 は 制 然 と し な か つた 。DEHNER (1931) 
は 結 桜 感染 を 令 定 し 得 た 7 頭 の 慢性 俺 馬 に ツ 
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ベル クリ ン 有 詳 反 鷹 及 び 眼 反 應 (前 者 の 場合 は 礁 
ツベルクリン 0.5cc を 生理 的 食 隙 水 を 以 て 10 倍 
と な し と これ を 皮下 に と 注射 し , 後 考 の 場合 に は ツ 
ベル クリ ン 原 液 2 て 3 滴 を 結膜 寺内 に 滴下 する ) 
を 行い , 何れ も 陽 作 の 結果 を 得 , 面 $ 該 陽性 反 
應 は 多く の 場合 2 て 10 日 後に 再 試し て も 同一 の 
成績 を 示し た 。 また 健康 馬 或 は 無 熱 性 内 科 疾 串 
征 馬 及び 俺 貸 人 復 馬 に こない て は 各種 ツノ ベ ルク リ 
ンジ 反 鷹 陰 作 で あつ た 。 但し 俺 質 馬 才 中 の ユ 頭 は 
重症 偉 代 で ある に も 拘ら ず ツベルクリン 友 鷹 全 

EGO の の 26 で 2 まこ 2 名 
の 俺 貧 補 助 診断 薬 と し て の 條 値 に 就 て は 更に 多 
敷 の 材料 に つい て より 鷹 汎 な 資 験 を 要する と 逃 
べ て いろ る 。 ' 

SoERA (933) は 20 頭 の 俺 代 馬 に ツベルクリン 
を 應 用 し , そ の 6 頭 は 陽性 反 應 を 示し , 此 温 39 で 
以上 に 上 昇 す る の を 見 た 。 と の 事 寅 か ら 氏 は 陽 
性 の 場合 に は ツベルクリン 熱 反 應 は 偉 貸 の 休 助 
診 秘 法 と 券 を 得 ら れ ょ うと 結論 し て いる 。 

然 ろ に C LAMARRE (1933) は DEHNER の 業績 
を 追試 し , 試み に 12 頭 の 俺 貸 計 に ツ ベ ル ク リ 
ンジ の 有 眼 険 皮 内 注射 を 行 つ て みた が , 全 例 系 く 陰 
性 の 成績 を 示し た 。 依 て 氏 は DEHNER の 陽性 
成績 は , 或 は 偶然 に ちゃ 刊 貸 と 結 と の アッツ シ 
エー ショ ン の 例 ( 氏 も か いる 混合 感染 例 と 思わ 
る ヽ 場 合 に 避 過 し て いる ) に と 就 て 試験 を 行 つ た 
た めで は な か つた か と 逃 べ て いる 。 また 
PANISSET, CARPENTTER, GUILLOT et PELIEGER 
(1934) は 健司 並 に 偉 気 馬 に つい て ツベルクリン 
反 鷹 研 先 の 結果 , ツベルクリン 皮 内 反 鷹 は 俺 
診断 に 應 用 不可 能 で あつ た と 報じ , 引 編 き 
PANrssET et PErrsGER(1935) は 佑 貧 疑似 馬 , 
光 歴 遍 並 に 最近 俺 條 の 驚 作 の あつ た も の 等 9 頭 
に ツベルクリン の 皮 下 注射 を 行い , その 診 的 
価値 を 研究 し た の で ある が , 結 桜 症 に 見 る ょ う 
な 局所 反 鷹 は ユ 頭 の 億 気 礎 馬 に 認め た の み で 
あり , 次 玲 を 來 し た の は 最近 俺 貸 の 藻 作 が あつ 
た 1 頭 の み で あつ て , 結局 ツベルクリン の 皮下 
注射 も 皮 内 注射 と 同じ く 慢 奏 俺 所 馬 に 敬 作 を 誘 
趣 す る と と が 出來 な いと 逃 べ て いる 。 

な を 右 井 ・ 渡 邊 (1935) の 資 験 に よれ ば , 0.5 
右 災 酸 水 を 以 て 10 倍 に 舌 し た ツベルクリン 
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5cc を 皮 下 注射 し た 場合 , 俺 貸 馬 の 反 應 陽 隆 座 よ 
り ゃ 健康 馬 の 夫 れ の 方 が 造 に 大 で あつ た と 言う 。 
要する と, 俸 貸 誘 湊 列 と し て の ツベルクリン 
の 鷹 用 に つい て は , 碑 否 爾 論 お な あつ て , 定説 が 
な い 。 
Y. 業 品 往還 
時 重 ・ 仁 田 (1911) は 俺 貸 血 清 注 射 後 60 日 間 
何等 定 汰 の な か つた 1 頭 の 試験 馬 に 移 石 ( 亜 磁 
酸 チ トリ ッ ウッ ュ ぃ ) 1.0, 2.0, 3.4, 4.0g を 白糖 に 混 
じ て 連 日 飼 料 と 共に 興 ん た と と ろ が が , 硫 石 中 毒 
の 症 汰 を 衣 す る と 同時 に 俺 笑 症 状 を も 呈す る に 
至 つ た と と を 経験 し , 選 欄 内 < 潜伏 する 病 毒 は 
硫 石 中 奏 に よ つ て 殴 症 する と と が ある と 報告 し 
で いる 。 
pg Kock(1918) は 初め ArsenophenylgIycin 
の 大 量 を 使用 し て 満足 すべ き 診 遂 成績 を 婚 げ た 
が , 
俺 気 馬 9 頭 に 同列 15g 宛 を 静 注 し Arsenophe- 
_ nylglycin の 俺 貸 誘 開 刑 と し て の 償 値 を 確か め 
で 見 た 結果 は 陰性 で あり , 結局 治療 後 問 $ も な い 
る ゃ の に あつ て は 同 響 注射 に より 芝 作 を 超 し 得る 
と と も ある が , 如何 な る 例 で も 診 衣 可 能 と 言 2 
の で は な く , また 長期 に わた り 治 疹 し た も の で 
は 全然 誘 区 出 来 な いと 送 べ て いる 。 
BEDERkg(1921) は タン = ン 酸 1g を 20cc の 
水 に 浮 渡 させ , アン モニ ア を 添加 し て 消 澄 透明 
級 アル ネリ 性 の 溶液 を 製 し , 該 液 を 静脈 内 と 注 
射 し , 6 頭 の 俺 気 計 に 就 て 診 遂 を 試み た 。 そ の 
結果 は 唯 1 頭 に 熟 驚 作 を 認め た の み で 他 は 診 朋 
陰 竹 に 終り , 人 工 誘 華 刑 と し て の タン テン 酸 の 
應 用 は 適 党 で な い ょ 結論 し て いる 。 
Orro(1921) は 3 頭 の 俺 箕 馬 に アド レナ リン 
1,000 位 液 10cc 宛 を 皮下 に 注射 し た が , 熱 世 作 
を 起 さ せる と と が 出來 ず , 誘 毅 は 不 成 功 に 共 つ 
た 。 アド レナ リン と 就 て は 松葉 ・ 石 井 ・ 雄 邊 
(1932) も 試み て いる が , 同紙 肥 下 注 射 後 の 億 所 
- 馬 の 示 す 所 見 は 健康 馬 の 夫 れ と 同一 で あつ を と 
言う 。QOsNriN (1933) は 将 脈 内 に , ある 砂 素 
化合 物 を 注射 し 億 貸 の 誘 殴 試 験 を 行 つ て いる 。 
それ に ょ る と 非 俺 気 馬 16 頭 は 同 玉 注射 8@<10 
時 間 後 一 旦 骨 温 の 上 昇 (40 で C 前 後 ) を 挫 た し た 


その 後 “で 臨 殺 的 に は 治癒 し た か に 見 を える 


似 馬 に あつ て は 11 頭 は 非 俺 貧 周 と 同一 成績 を 


示し , 葬り 3 頭 は 注射 8 時 間 後 か ら 剛 湯 上 昇 し 
か つ 連 日 熱 が 稽留 し て 了 臨 灯 的 に 俺 所 と 確 賀 に 診 
断 す る と と が 出來 た 。 即ち 本 絢 の 注射 は 俺 貧 誘 
散 法 と し て , 期待 し 得る る の で ある ょ 報じ で い 
る 。 ま た 本 太 素 化合 物 の 静 注 に ょ つて 感染 馬 が 
熱 反 應 を 呈す る の は , 偉 気 馬 肝臓 の 機能 不全 と 
記 せ られ る で あら う ょ 褒 明 し て い る 。 VgLU, 
DAvip, FAURE et CARPENTrER (1934) は トリ 


ペル ツー ル な る 複合 成 素 製 列 を 8 頭 の 潜伏 性 刊 . 


貸 計 の 静 肛 内 に , また 1 硫黄 油 液 2 て 6cc を 
3 頭 の 潜伏 性 人 刊 筑 馬 の 筋肉 内 に 注射 し 誘 医 を 試 


みた が 成績 は 線 て 陰性 で あつ た 。 


石井 ・ 渡 邊 (1935) は 億 公 総 過 司 等 に け る 診 
納 は すべ か らく 侯 貧 熱 驚 作 を 導 ら すべ き 其 態 と 
動物 を 虎 置 し て 初め て 求め 得 ら る ぃ も の で あ 


る 避 券 を) アセ チー ル ・ フ エニ ー ル ・ ヒ ドラ チ ヂ 


ン (ピロ ヂ ン ) の 如き 動物 に 俺 筑 近 似 の 病理 区 


的 織 化 を 惹起 なし な る 血液 毒 を 應 用 せ ば , 人 矯 
気 馬 の 温 中 竹 は 健司 に 比 し 組織 並 に 細胞 の 破 壌 
と 伴う 中 間 産 物 に 暫 し て 逢 に 感 作 鋭 敏 な る た め 
熱 誘 凌 が 可能 で あろ うと 想定 し て 試験 を 行 つて 
いろ る 。 且 ち 衣 重 1kg に 付 ア セテ ネール" アニ = 
ー ル ・ ヒ ドラ ヂ ン 0.015g を 食 塵 水 を 以 て 1 
溶液 と し 静 注 し て みた 。 そ の 結果 健 馬 2 頭 は 注 
射 需 昌一 過 性 の 和 語 手 を 容 た し 贅 え 日 常温 に 復 


し , 以後 全く 熱 遂 作 な く 引 つの だ を の に 反し , 俸 貸 . 


馬 6 頭 に 於 て は 注射 後 6 日 目 に 死 の 甲 札 を 授 つ 
た 1 頭 (ピロ ヂ ン 中 毒 ) を 除い で て, 他 は 何れ も 
赤 陣 球 破 雷 の 最も 促進 され た と 巻 を られ る 時 期 
に 多く 敬 熱 し , 血液 も る 俺 負 の 所 見 を 示し た の で 
ある 。 か くし て 氏 等 は 本 活 は ツベルクリン 注射 


等 に 比 す れ ば 俺 気 誘 芝 試 験 法 と し て 輝 に と 有 と 


信 ま る と 結 請 し て いる 。 

然 る C 石 井 ・ 渡 和 送 の 藩 表 し た ピロ デ ヂ ン 注射 湊 
は 今日 迄 追試 者 が な く , 従 つ て その 身 中 奉 等 に 
就 て は 今後 の 芝 表 に 侯 た ね ば な ら な い 。 


VI. 生 菌 の 入 身 


GERrAcH (1921) は 俺 気 の 潜 伏 感染 を 薬 つ て 
な つた 豚 刀 末 贅 疫 馬 に 豚 丹 二 菌 を 注射 し た と 


と ろ が , 億 作 の 語 作 を 起す の を 経験 し て いる 。 


es 





am 
ra 


pE Kock (1925) は Onderstepoort に 娠 指 の 
勤 庫 し た 際 , 臨 末 上 治療 し た 失 の ある 俺 気 馬 に 
も 岩下 芽胞 ウ ク チ ン を 注射 し た の で ある が , と 
の 時 を の 2, 3 の も の に 見 られ た 軽度 の 熱 反 應 
は 該 レ ラク チン 接種 に ょ る 直接 の 反 鷹 と 思わ れ 佑 
委 の 誘 区 と は 巻 を られ な か つた を た と 区 べ て いる 。 

市 川 942) は 腺 に よ ょ つて 億 貸 の 誘 謝 され 
た 1{ 例 並 と 馬 流 産生 菌 05mg の 静脈 内 注射 に 
ょ 0? 潜伏 性 俺 貸 の 誘 疾 され た 1 例 を 報告 し て の 
ンー * 
然し 生 ら 以上 は 事 生 菌 に 開 す る も の で あり , 
徒 て 一 般 的 誘 敬 試 験 と 言う より は むし ろ 細 菌 と 


ダダ イー ルス と の アッ ソシエ ーション の 間 題 と な 


る か ら , と の 上 諾 に は 詳細 に 沙 る と と を 避け る 。、 
VI. 結 ーー 置 


上 半 の 如く 潜伏 性 人 刊 貧 の 診 殴 に 圭 し て は , 多 
敷 の 研究 者 が 種 え な る 方 法 を 試み , 牙 者 は 陽性 
の 成績 を 貞 げ , また 牙 者 は 陰性 の 成績 に 終 つ て 
いる の で あろ る が, 恐らく その 何れ の 場合 も 事 貢 

と 思わ れる 。 も と も と 所 調 潜 伏 性 刊 貸 と 概 稀 せ 
ら る * も の に と は, その 本 質 よ りみ て 各種 各 よ 2 う 
の も の が 存在 し 得 べ く , 従 つて 筆者 は 一 法 よ ょ く 
あら ゆる 潜伏 性 俺 貧 馬 C 毎 常 急 性 其 作 む も た ら 
し 得る 如き も の ヽ 存 在 を 尋問 覗 す る も る の で ある 。 
少く と も る 現今 の 段階 で は , 誘 毅 成績 附 性 の 改 を 
以 て 億 人 の 感染 を 天 定 し 去る 程 確 で あり 了 且つ 
伯 近 褒 個 の 度 池 検 届 度 く 褒 用 し 得 ら る ・ 
方 決ま は な いよ ょ うに 思わ れる 。 
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補 豚 結合 反 鷹 臣 は 沈降 反 應 に ょ つて 億 貸 を 診 
刻 し ょ うと する 試み は , 本 症 の 病原 確定 後 逸 早 
く 試 み ら れ だ た の で は ある が と れ 等 の 反 應 は 今日 
猫 管 地 上 鷹 用 の 域 に 玉 つ て な ら な い 。 

、 LEHNERT (1929) は 各種 の 発 疫 壁 的 診断 法 

( 補 衣 結 合 反 應 , 沈降 反 應 , 膨 着 反 應 , 血球 灘 
集 反 應 及び 防衛 酵素 の 誠 明 等 ) いま れ も 小 地 應 
用 の 償 値 な し と 言い , QugNrrN (1933) も 補 骨 
粘 合 反 應 惑 は 胎 着 反 鷹 は 有 熱 偉 貸 馬 清 に 桂 し 
て の み 反 鷹 陽 故 で あつ て , 無 熱 刊 作 馬 血清 と は 
反 應 する と と な く , 他 の 正 清 息 的 診断 法 (溶血 
反 鷹 , 類 脂 査 結合 反 應 ) も 用 いる に 尼 り な いと 
逃 べ て いる 。 

公 し ら 参 考 の 乱 , 補 朋 結 合 反 鷹 , 沈 降 反 鷹 , 
溶血 反 應 , 血球 凝 集 反 應 , アレ ルギー 性 反 應 の 
順 友 に , また 主要 な 報告 に 就 て は 間 施 法 の 要 監 
を も 紹介 し つい , 先 人 座 旋 の 跡 を 辿 つ て 見 よう 

と 思う 。 


!. 補 眉 結合 反 際 
HMPEr (1908 こ 09) は 俺 沼 負 馬 の 股 骨 赤色 
鱗 を 0.85 多 食 障 水 で 5 位 乳 章 と な し , と れ に と 
石 奨 琶 を 0.5 多 と 添加 し , 48 時 間 振 湯 後 遠心 分 
離 を 行い , 訪 分 離 上 液 を 更に 濾紙 を 以 て 濾過 し 
た だ も の を 抗原 こし て , 56C に 30 分 開 加 浪 非 働 


VII.。 アレ ルギー 反 礎 
VIII. 過敏 矯 シ ョ ッ ク 反 鷹 
XX を 0002 が 0 


給 箕 ・ 


PMMA 
。 そら の 結果 は 陰性 で あつ て , 氏 は 補 能 結合 
應 は 俺 答 の 補助 診断 法 と し て , 適 営 で な いと 結 

し こい な る 5 

HEMPgr の 報告 に 前 後 し て 佐々 木 ・ 城 井 (1909) 
は 俺 気 病 馬 血液 に 本 機 琉 チト リッ ウム ュ 食 隙 水 を 同 
量 加 を ん た も の , また 偉 所 釧 馬 の 崩 秋 , 肝臓 及び 副 
芝 の 生理 的 食 訪 水 4 倍 乳 弄 を 振 坦 , 遠心 分 離し 
た だ 上 液 に 0.5 多 石 朋 酸 を 加 を た も の を 拡 原 と し 
て , 病 司 の 非 働 性 血 注 に 就 て 補 論 結合 反 應 を 行 
つて 見 た が , 成績 は 陰性 で あつ た 。 但 し 氏 筆 は 
供 試 抗原 材料 が 仙 営 な る の で あつ た か と 言う 征 
と 如 問 が ある と 附 言 し て いる 。 

その 後 約 10 年 を 綴 て WiRrm (1919) は 
ANerEITER u. DANEK (1916) が トリ ペク フ ソ ー 
マ 含 有 ラ ツテ 血液 か ら 疫 診断 用 拓 原 を 作製 
OH 


沸 し て 抗原 を 作り , こと れ を 以 て 人 刊 貧 馬 血 潜 に 就 
て 補 骨 結 合 反 應 を 反復 試験 し た 。 その 結果 或 1 


浸出 液 が 俺 貧 馬 血清 に 肝 し 双 度 の 陽性 反 應 を 量 
する の を 認め 得 た の で ある が , 氏 は 俺 貧 馬 の 正 
液 中 に は 補 骨 結 合作 物質 を 護 明 し 得 られ ぬこ の 
見 解 を 持 し て いる 。 
REgINHARDT (1919) も る 多 敷 の 偉 千 患 馬 に つい 
て 補 般 結合 反 麻 を 貢 施し て 見 た が 滴 坪 すべ き 成 
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績 を 得 ら れ な か つた と 報じ , Orro (1921) は 人 
貸 馬 の 腎臓 , 肝臓 及び 腫 臓 の アル ュー ル 浸 出 液 

(臓器 外 剤 40g に 無水 アル シュール 60g を 加 を 
8 て 14 日 開 淫 出し, と れ を 2~3 日 間 振 湯 し た 
上 液 ) の ある も の が 俺 気 馬 血清 と 特異 的 補 肌 結 
合 反 鷹 を 呈す る の を 見 て いる が , 同時 に 術 か る 
有数 抗原 の 作製 が 甚だ 困難 で ある と と を 強調 し 
OCN 「 

LOHRsS (1921) は 夏 臓 , 腫 臓 , 肝臓 の アル ュ 
ー ル 浸出 液 を 抗原 と し て 桶 購 結合 反 應 を 行い , 
丁 々 見 る べき 成績 を 晶 げ た が , こと れ と て た ゞ 有 熱 

時 の 血清 の 多く が 反 應 する と 過ぎ ず , 熱 分 利 後 
は 再び 反 鷹 消 天 する も る の いよ ょ う で あつ た 。 また 


氏 (1922) は 猫 逸 自然 科 欧 考 直 妄 者 百年 祭 第 30 


部 人 に ける 偉人 に 隊 す る 記 人 講 演 に 天 い て , 
俺 狗 馬 の 有 臓 及び 裳 臓 よ 0 作製 し た 拓 原 を 用 い 
展 々 陽性 の 補 句 結合 成績 を 得 た が , 補 骸 結合 反 
應 の 邊 地 上 應 用 に 常 つ て は 有 殴 拓 原 の 製造 ょ 結合 
力 の 安定 性 と C 難 時 が ある と 迄 べべ て いる 。 
ELLER (1924) も , Orro, ROHRs と 同じ く , 
俺 貸 馬 臓器 の アル ュー ル 肖 出 液 中 に は 雪 敬 中 の 
本 症 馬 血清 に 翌 し 陽性 反 應 を 示す も の ある の を 
見 た が , 無 熱 期 血 清 と は 結合 する 場合 少く , 従 
つて 補 杜 結合 反 應 を 以 て する 俺 所 の 診断 は 失 営 
で な いと 結論 し て いる 。 

長尾 (1925) は 俺 気 に 関す る その 続 的 記 送 
に お いて , 氏 も 赤本 症 馬 の 腸 臓 及び 血球 の アル 
コー ル エ キス を 抗原 と し , 補 電 結 合 反 鷹 を 試み 
た が , 成績 陰 作 で あつ た と 区 べ て いる 。 


OPPERMANN nu. LAUTEREACH (1928) は 抗原 


と し て 偽作 馬 血球 アル コー ル 減 出 液 に 馬 心 臓 ア 


ルコ ー ル 浸出 液 を 加 を た も の を 用 い , 非 働 性 並 


に 働 性 血清 に ょ る 入内 結 合 反 應 を 行 つた 所 , 探 
取 後 問 も な い 働 作 血 清 に つい て は 見 る べき 結果 
を 得 た が , 


『 am 


て 一 『 コ の 


vV. MCcsy (1932) は 補 妥 結 合 反 應 は 人 刊 貸 の 診 


上 記 に 用 いる と と が 出来 おま , か つ 本 病 の 場合 に は 
理論 的 に も る 挑 原 の 力 偵 没 定 が 不可 能 で ある か ら 
真 地 應 用 的 償 値 の ある 補 骨 結 合 反 鷹 の 案 出 され 
る と と は 鱗 り 期待 出来 ね と 言 つ て いる 。 但し 該 
報告 は 主として 従来 の 諸 法 の 紹介 挑 指 に 止ま り 


衝 附 血清 に つい て は 不 成 功 に 終 つ た 





氏 自 身 の 企 験 成績 を あげ て 妃 ら な い 。 

STEIN (1935) は 米 國 農 務 省 畜産 局 こ いで 
も る, 抗原 を 或 は 嫌 商 の 抗原 作成 法 に 準じ て 人 工 
感染 俺 貸 馬 血液 より 作り 0, 或 は 黄 熱 の 挑 原作 成 
法 に 従い 人 工 感染 俺 竹馬 の 有 臓 , 肝臓 ょ り 作 つ 
て , 補 諾 結合 反 應 を 行 つ た が その 結果 は 陰性 で 
あつ た と 報告 し て いる 。 6 

フラ ンス の Anon.[ 階 名 著者 の 略 ](1936) も 抗 
原 と し て 思 馬 下 は 沿 馬 の 心臓 , 肝臓 臣 は 北 血 の 
アル ュー ルル 浸出 液 を 用 い 和 補講 結合 反 應 を 四 施 し 
た が , 成績 常に 陰性 で あつ た だ と 言 2。 

MomrgR (1936) は 侯 作 上 幣 馬 の 膳 , 腎 臓 , 肝臓 
並 に 騰 臓 か ら ア テモ トン, アル ュー ル , 食 鹿 水 哉 


_ は 蒸 錠 水 を 用 いて ェ エキス を 作製 し , 重症 俺 徐 馬 


括 清 に つい て その 抗原 性 を 検 し た 結果 腫 臓 の 蒸 
鯛 水 エキ ス が 最も 原 償 が 高い の を 知 つ た 。 製 
法 と し て は 難 に 腫 臓 の 3 倍 藻 錠 水 折 刑 を 布 で 濾 
過す る だ け で あぁ つて, 防腐 薬 を 添加 し な い 。 また 
偉 貸 美 馬 の 肌 臓 に は 拓 原 性 の な いも の も ある が , 
俺 所 病 毒 接種 後 3 こ 5 週間 を 替 て 召 れ た 局 の 肛 
臓 は ま 何れ も 抗原 性 を 有 し て 乱 つ を た 。 本 抗原 を 用 
ぃ 人 工 感染 馬 22 例 に 就 て 補 醒 結合 反 應 を 試み 
た を 所: 中 18 例 は 経過 中 の あろ る 時期 に 陽 竹 成績 
を 示し , 如 り 4 例 は 成績 絶 始 陰 竹 で あつ た 。 な 
ぉ 陽性 例 で あつ て も 経過 中 挑 能 含量 に 比 動 が あ 
り , 多く は 唯 2, 3 日 の み 陽 隆 反 鷹 を 款 す に 包 
ぎ な い 。 また 血液 接種 試験 に より 俺 気 を 確 診 し 
た 自然 感染 億 貸 馬 1 例 に な いて は , 弾 陽性 の 成 
績 を 得 た 。 一 方 本 抗原 は アナ プ ラス マ 病 , 商 , 
鼻 六 , 豚 丹 毒 感染 動物 碧 清 並 に 出 林 性 敗血症 高 


_ 度 移 疫 血清 と は 結合 し な か つ を た 。 と れ 等 の 成績 


か ら MogrER は 俺 招 診 断 上 和 補 瑞 結合 反 鷹 は 有 


棚 に 思わ れる と 鞍 べ て いる 。 


TRAOE 等 (1941) は , MogrLER の 推 賞 する 
腫 臓 の 蒸 欠 水 浸出 抗原 は 食 議 水 浸 出 朱 原 に 比べ 
て それ 程 有 放 で は な いと し , 高熱 作 時 層 つ た 
人 工 感染 馬 の 腫 臓 を 生理 的 食 議 水 で 3 倍 胞 練 と 
レ , と の 遠心 分 離 上 液 を 挑 原 と し て 用 い ( 有 臓 
以外 の 臓器 に は 拓 原 性 を 認め ず ), 氏 等 が 汐 巴 球 
性 脈 絡 膳 膜 類 の 研究 の 際 採用 し た 朱 原 記 減 法 に 
より , 俺 貸 馬 25 頭 の 血清 83 例 に 就 て 試験 し 』 
て いる 。 その 結果 は 1 例 の 血清 の み 陽 隆 を 示し 





た に 過ぎ ず , 従 つて 科 槍 結合 反 鷹 は 佑 貸 の 診 定 
に は 不適 営 で ある と 記載 レ し て いる 。 

並河 943) は 人 秘 気 馬 の 腫 , 肝 , 腎 , 副 藻 , 
騰 , 騰 , 骨 丹 , 各種 泡 巴 腺 , 心 , 肺 , 卵 集 , 筋 
肉 , 動 賑 , 甲 訴 腺 等 の 水 製 の 冷 並 に 煮沸 浸出 液 , 
生理 的 食 水 又は リン ゲル 氏 液 の 冷 並 に 者 沸 浸 
出 液 , 無 水 ア シル ュー ル 浸 出 液 を 抗原 と し , 俺 気 馬 
及び 俺 狗 耐 過 時 清 に つい て 補 突 結合 反 鷹 を 行 
つた が , 成績 は 絶 て 陰性 で あつ た と 報じ , 松井 
等 943) も る 赤 俺 気 馬 肌 臓 の 生理 的 食 雅 水 3 倍 
外 可 の が ー ゼ 江 過 液 (0.5 多 に 石 過 酸 を 加 を た も 
の ), 腫 臓 の 生理 的 食 藤 水 煮 沸 浸 出 液 , アル ュー 
ルル 浸出 液 並 に 俺 條 葛 疫 馬 血 (ホル マリ ン 席 置 
毒 先 商 ) を 挑 原 と し , 侯 貸 馬 血清 並 に 俺 貧 欧 疫 


司 血 清 に つい て 和 補 航 結合 反 應 を 邊 施し た が , 成 


績 は 惹く 陰 作 で あつ た と 言う 。 

また 並河 (1943) は 俺 所 馬 血 清 , 60*C 1 時 間 
加熱 俺 貸 馬 血清 , 或 は 人 刊 倫 局 血 済 を pH4.5, 
7.97, 10.09 に 於 て 電 無 泳動 を 行 じ 陰陽 雨 側 管 に 
集 ま つ た 泳動 液 を 家 束 に 注射 し , 補 査 結合 素 , 沈 
降 素 の 産生 を 追及 し て お な る が , 綿 て 陰性 で あつ 
7 

な お 田 有 川 ・ 芝 (1923) は ワッ セル マン 反 應 用 抗原 
を 用 い , 俺 貧 司 血清 に つい て ワッ モル マン 反 應 
を 試み た が , 成績 は 陰性 で あつ た と 報告 し て い 
6 ' 

. 以 上 今日 迄 の 研究 莉 中 , 補 柄 結合 反 應 が 俺 貧 
診 記 上 有 也 な り と する は MogmrER 1 人 の み で 
あつ て , その 他 は WrRrm, ZELLER, TRAUB 等 
+ 部 陽性 成績 を 如 げ 得 た 學 考 $, 結論 に 於 て は 
他 の 諸家 と 同じ く 俺 笑 診 断 に 畔 する 本 法 の 利用 
全 値 を 棒 定 し て いる 。 

然し 生 ら , 筆者 は 今日 所 の 研究 結果 を 以 て 俺 
人 算 C と 補 議 結合 性 玉吉 の 産生 な し ょ と 世 定 する の は 
、 全 溝 で な いよ うに 思う の で ある 。. 例 を ば , 本 反 
應 に な ける 最 重要 因子 で ある 朱 原 の 製 潜 を 見 て 
も , 是 EMPEr(1908) より 松井 (1943) に 至る 迄 
大 同 小 異 で あつ て , 上 草 に 患 馬 臓 器 の 浸出 液 或 は 
血液 を 用 いて お る に 過ぎ ず , 抗原 の 精製 濃縮 等 
(つい て は 未だ 本 格 的 に これ を 追及 し た も の が 
な い 。 
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TI. 沈降 反 鷹 


刊 外 の 洗 降 反 應 に 開 す る 研究 は 城井 (1909) の 
報告 を 以 て 嗜 生 と する 。 氏 は 次 の ょ うに し て 挑 
原 を 作製 し た 。 区 ち 水 性 浸出 挑 原 と し て は 放 血 
致死 せしめ た 重症 信 気 馬 の 腫 , 心 , 菅 , 副 昌 , 
甲状腺 , 光 巴 腺 , 肝 , 骨 詳 を 細 挫 し , これ に 5 
僅 量 の 0.85 外 食 塵 水 を 加 を , 1 夜 室 光 放置 後 速 
心 分 離し た 上 液 に 0.5 ダ に 石 江 酸 を 加え た も る の, 
また アデ アルコール 及 びび エー テル 浸出 抗原 と し て は 
臓器 を 細 挫 し , 無水 アル ュー ル を 添加 し て 引 訴 
と な し , 60PC 重 湯 上 で 乾燥 し , 更に 1 夜 37C 
の 豚 卵 藩 に 置い て 乾燥 し , と れ を 粉 夏 後 約 10 位 
事 量 の アル コー ル 又 は エー テル を 加 を , 毅 日 間 
室温 に 放 連 し , な る 可 く 低 溜 で アル ュー ル 双 は 
エー テル を 燕 縮 し め た も の で ある 。 後に は 抗 
原 中 の 交雑 物 を 除く だ た め エ ー テ ル に と 溶解 後 多量 
の デア セト ン を 加 を て 洗 湊 を 生 ぜ し め , 脂肪 酸 そ 
の 他 の アモ トン 可溶性 物質 を 除去 し た も の を 用 
いた 。 水 性 浸出 抗原 は その まい , アル ュー ル 肥 
び エ ー テ ル 削 出 撤 原 は 0.5 水 藩 液 と し, それ 
等 の 0.5cc に 可 検 血清 0.5cc を 混 じ , 37?C に 


_2<4 時 間 作 用 せしめ , 然 る 後 室温 に 放置 観察 し 


た 。 成 績 は 健康 馬 血 清 中 に も 陽 隆 反 鷹 を 呈す る 

も の 等 あつ て 陰 作 に 終 つ て いろ る 。 

その 後 10 年 を 綴 て WrRrn(1919) は , 氏 が 
補 骸 結合 反 應 に 用 いた 人 刊 貸 馬 凝 血 の 煮沸 浸出 液 
を 抗原 と し て 沈降 反 應 を 行 つ て い ぁ が 結果 は 陰 
性 で あつ た 。 

Orro (1921) は 沈降 反 應 に ょ る 億 気 の 診 断 は 
成績 良好 な ら ず と 逃 べ , LOHRs(1922) も 沈降 反 
應 は 本 症 診断 C 償 値 な し と し て いる 。 ま た を , 
ZELrER (1921) る, 多 敷 の 各種 浸出 液 を 用 い 沈 
降 反 應 を 試み , 何等 認 む べき 結果 を 政 め 得 な か 
つた と 交 べ て いる が , 報告 中 に は 和 貨 験 の 詳細 が 
Wa 

LEMETAYgR (1932) は 抗原 と し て 匂 性 俺 貧 
馬 血 清 を 用 い , 抗 骨 と し て 治療 し た 慢性 人 刊 気 馬 
血清 を 用 うる 時 , と れ 等 本 者 問 に デフ テリ アテ の 


毒素 拓 毒 素 問 に 見 られ る フロ キュ テラ シ オン の 如 


き 反 應 が 現れ る か 変 か を 検 し た 。 乳 ち RAMoN 
法 に 従い HH 本 の 試験 管 に 慢性 億 公民 碧 清 を 夫 
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0.2, 0.1 cc 宛 分 注 し , 各 管 に 和 急 隆 億 貸 馬 析 清 を 
10cc 放 添 加 し , 24 時 間 377C に 保つ た の で あ 
る が , 結果 は 全部 陰性 に 終 つ た 。 ! 

橋本 (1933) は 偉人 筐 と し て 取扱 わる ヽ いも の ヽ 
中 に は , 無 普 硬 口 剖 症 に よる 俺 所 類似 症 が 多 敷 
存在 レ し て で な る の で は な いか と の 舞い を 以 て , 無 
散 厩 口 を 葛 疫 元 と し て 注射 され た 家系 の 血清 
を 用 い , 俺 気 馬 血 短 に 将 す る 沈降 反 應 を 行 つ て 
見 た 農 , 全 例 喝 故 で あつ た と 報告 し て いる 。 

Anon. (1936) は 患 馬 血 清 ェ 保 奏 馬 血清 或 は 
馬 選 血清 と 系 馬 諸 臓器 の アル ュー ル 浸出 液 と の 
間 に は 沈降 反 應 起 ら ま , また Ascorr 原 法 に よ ょ 
つて 調製 し た 抗原 惑 は アル コー ル 浸 出 太 原 を 以 
で Ascorr 沈降 反 鷹 を 行う も , 健 馬 血 清 と 億 人 
馬 血 清 と の 問 に 反 應 度 に 差 が な か つた と 区 べ て 
いる 。 

並河 (1943) は 俺 筑 馬 の 腫 , 肝 , 腎 , 光 巴 腺 の 
リ シゲル 氏 液 煮沸 肖 出 液 を 以 て 俺 貸 馬 血清 , 俺 
反 耐 山 馬 血 済 に つき 沈降 反 應 を 行い 陽 陸 に 反 鷹 
する の を 見 た が , 同時 に 該 撤 原 は 腺 商 発 疫 馬 血 
清 , 健康 馬 血 清 に 習 し て も 赤 陽 燈 反 鷹 を 呈し 従 
つて 俺 貧 馬 に 習 す る 特異 反 應 と は 認め 得 な か つ 
た と 報告 し て いる 。 桂 村 (1943) は 俺 貸 司 腫 臓 
の 生理 的 食 了 塵 水 4 倍 息 剤 を 1 時 間 重 湯 息 上 で 者 
沸 し , 濾紙 濾過 後 更に ベル ケ フ ェ ルド (V) 濾過 
を 行 つ た も の を 抗原 と し て 用 うれ ば , 億 貸 血 清 
と の 間 に 特 異 沈降 反 鷹 を 認め 得る と 報じ た が , 
松井 (1943) は 同 法 を 綿 窒 且つ 廣 範 園 に 青 0 妨 


試し た 結果 , 俺 貸 馬 歪 替 農 理 浸出 液 を 以 て する 


沈降 反 鷹 は 俺 貧 馬 血清 に 肝 し 陽性 , 健康 馬 血 清 
に 問 し て は 殆ど 陰 隆 で ある が が, 一 方 俺 貧 馬 血清 
に は 健康 馬 肛 浸 出 液 に よ つ て も 赤 陽 性 反 應 を 時 
する も ゃ の が あり , 従 つ て 本 反 鷹 は 抗原 た る 病 毒 
と 産生 抗 航 と の 間 に 趣 る 特異 反 鷹 で は な いと 述 
SO の っ 


III. り ポ イド 結合 反 應 


RicHTERs (1922) は 多 敷 の 俺 損 馬 血 清 に 就 て 
リポ イド 結合 反 應 を 試み た の で ある が . 本 反 應 に 
は 特異 吐 が 認め られ, また 反 鷹 喝 條 血清 の 馬 
暑 接 種 試験 も 陰 隆 に 終 つ た の で 本 法 は 偉 貸 の 診 


断 に 用 い 得 られ ぬ と 治 表 し て いる 。 ' 
田川 ・ 芝 (1923) は 抗原 と し て 俺 貧 難 馬 の 有 , 
肝 , 腎 , 副 営 及び 骨 剛 の アル ュー ル エ キス を 用 じい, 
接種 俺 笑 馬 血清 に 就 て リボ イド 結合 反 應 を 行 つ 
て 見 た の で ある が , 一 定 の 成績 を 得 ま 本 反 鷹 は 
偉 任 の 診断 に 用 うる の は 不 滴 営 で ある ょ 結論 し レ 
で て いる 。 

OPPERMANN u. LAUTERBACH (1928) は 抗原 
ェ と し て 俺 貧 司 血球 の アル ュー ル 淫 出 液 と 馬 の 心 
臓 の アル ュー ル 浸 出 液 を 加 を た も の を 用 い , 手 
技 を 厳密 に 守る 時 は リ ボイド 結合 反 鷹 に ょ 0 俺 
貧 の 診断 可能 で ある と 報告 し て いる 。 但し 氏 等 


は 本 反 鷹 の 陽性 に 現われ た 他 疾 患 貞 馬 を 非 特 時 


反 鷹 例 と 見 李 さ ゞ る の みな ら ま ま , と れ 等 を 兵 等 
の 鳩 査 接種 診断 法 に より 偉 所 と 判定 し て 天 る の 
で あつ て , 筆 攻 は 新 か る 緒 論 に 多大 の 紅 義 を 畠 
は さむ も の で ある 。 

な おち 田川 ・ 芝 (1923) は ザッ クス ・ ゲ オル ギー 
反 應 用 抗原 を 使用 し , 俺 貸 馬 , 億 條 疑 歴 民 , 俺 
叙 終 似 馬 血 満 に つい て 該 反 應 を 費 施 し た が , と 
れ 等 血清 と 億 人 以外 の 病 馬 普 に 健 馬 血 潜 と の 間 
に 反 應 の 差異 を 認め 得 な か つた と 言う 。 


IV. 溶血 反 鷹 


1. 自家 並 に 同種 溶血 反 應 
城井 (1909) は 俺 気 馬 碧 液 の 皮下 注射 を 受け 
た , ある い は 正 液 の 他 腫 , 肝 の 負 呈 の 注射 を 
受け た 馬 の 血 清 中 に , 同種 落 血 素 の 産生 を 見 て 
ぃ る 。 然し 生 ら 同 藩 環 素 は 俺 貸 周 の 血球 に の み 
作用 する と は 限ら ず , その 作用 の 仕方 は 血球 を 
抹 取 し た 馬 の 個 門 性 に 開 係 する る の で あつ た と 

逃 べ て いろ る 。 「 
刊 貸 馬 血 球 は その 抵 撤 陸 を 減 到 す る も の で あ 
ろ と 指摘 し た CARRE et VArrLEg (1906, 1907) 
の 報告 に 暗示 を 得 て , FINzr (1911) は 俺 招 馬 血 
清 中 に 試験 管内 で 誇 明 し 得 ら る * 同種 藩 血 素 , 
又は 自家 深 血 素 を 認め 得る か 簿 か を 系 統 的 に 検 
索 し た 。 その 結果 億 所 馬 血 清 に は 同種 沙 血 素 肥 
び 自 家 湊 血 素 が 常に 存在 し , また 人 工 感染 馬 に 
つい て 見 る と , 感染 12 日 後に は 少量 に , 25 日 
以降 に は 多量 に 出現 する の を 認め た (検査 術 式 
と し て は 血球 5 時 浮 渡 液 cc に 可 検 血清 の 種 


種 な 量 を 加 を , 37C に 2 時 間 作 用 せしめ る の で 
ある)。 し か も 本 沙 血 素 は 健 馬 血清 , 破傷風 血清 


及び 細菌 性 疾患 馬 血 清 に は 誇 明 せ ら れ な か つた 


か ら 俺 笑 の 場合 同種 沙 血 素 量 或 は 自家 溶血 素 量 
の 動 を 検査 する と と に ょ つて , 臨 灯 所 見 を 裏 
付け る と と が 用 來 る と 結論 し て いる 。 

SOHNS un. SOETEDJO (1918) は FINZr の 区 べ 

た ょ うに 偉 條 疑 似 馬 血 消 中 (C 自家 浴 血 素 を 誠 明 
し , 偽作 以 外 の 疾患 馬 で は 本 沙 血 素 の 誇 明 は 陰 
性 で あつ た と 報じ て いる 。 
- SEyDgRHELM 父子 (1918) は 俺 委 感 染 確 冥 な 
多 敷 の 恵 馬 に FINzr の 自家 並 に 同種 沙 血 素 の 誇 
明 を 試み た の で ある が , 誇 明 不 可能 に 終り これ 
笠沙 血 素 の 診断 的 應 用 償 値 を 松 定 し て い る 。 
BAssET (1919) も その 検査 し た 俺 所 馬 血 清 の 全 
例 何 れ に も る 特異 沙 血 素 を 誠 明 せま , また 試験 動 
物 の 貨 験 に な いて も こと これ が 誠 明 は 全く 陰性 で あ 
つた だ と 報 人 千 じ て いる 。 

WiRrg (1919) は 俺 貸 馬 血 消 に つい て 同種 深 
血 素 及び 自家 沙 血 素 の 存否 を 検 し , た ゞ 1 例 の 
俺 気 馬 血 病 に の み 沙 血 素 を 護 明 し た が , 同 馬 は 
全身 慮 脆 に 加 を 六 交 を 思 つ て 居 つ た も の で あつ 
が Cb 言 

長尾 (1919) は 人 工 感染 偉 貸 馬 の 尺 復 し た も の 
(に た また ま 自 家 沙 血 素 を 認め , 且つ 該 沙 血 素 は 
役 検 馬 40 頭 中 24 頭 印 ち 約 60 史 の 血球 に 肝 
し 同種 次 血 素 と し て 作用 する と と を 知 つ を た が, 
氏 は 本 溶血 を 俺 貸 に 無職 係 の ゃ の と 見 人 破 し て い 
MA 「 

BAARS (1921) は 自然 感染 俺 所 馬 3 頭 , 人 工 
感染 俺 貸 馬 2 頭 , 計 5 頭 に 就 て FrNzr 反 應 を 試 
みた 腐 , 2 頭 に 陽性 で あり , か つ 本 沙 血 は 加 馬 
の 運動 , 血清 の 陳 共 に ょ り 球 響 せら れ な か つた 
ェ と 迄 べ て いら る 。 

ZELrER (1924) は FrINZi 法 を 追試 し , 同 決 に 
より 陽性 反 應 を 示し た の は 1 億 気 馬 の み で あつ 
で て, 他 に と 沙 血 を 見 た も の は な か つた と 言う 。 

葛西 等 (1931) は 双 め モル モツ ト 血 靖 中 の 馬 血 
球 に 敵 す る 正常 溶血 素 を 寒冷 錠 秘 に ょ 0 除去 
し た 補 杜 液 を 用 い , 自家 浴 血 素 の 検索 を 行 つ た 。 
序 ち 該 補 朋 10 倍 湊 液 05cc, 可 検 血 壮 2.5 倍 
稀 糧 液 1.0cc, 2 血球 液 1.0cc を 混和 , 37 で C 


93 


に 2 時 間 加 源 , 炊 で 1 夜 氷 宗 に 放置 後 成績 を 刊 
定 レ し た の で ある 。 その 結果 200 鈴 頭 の 健康 馬 , 
多 敷 の 腺 疫 そ の 他 の 愚 司 に は 自家 沙 血 素 陽 隆 の 
も の な く , と れ に 反し 俺 貸 の 自然 感染 例 で は そ 
の 34 例 中 22 例 に , また 人 工 感染 例 5 例 に は 何れ 
ゎ 暑 な 陽 隆 成績 と 示し た 。 従 つて 自家 溶血 素 
は 俺 気 患 馬 に の み 誇 明 立 らち る い 特 異物 質 で あり 
と れ が 検出 は 本 症 診断 上 極め て 重要 な 意義 を 有 
する も の と 革 を , 更に 俺 貸 に 於 ける 赤血球 崩 壌 
に 問 し 該 自家 藩 血 素 の 影響 を 認 む べき で あろ る と 
逃 べ て いる 。 

中 村 ( 暫 ) 等 (1932) は 葛西 等 の 方 法 を 追試 し , 
自然 感染 億 貸 馬 血液 550cc を 皮下 注射 し た 朝 


、 鮮 馬頭 中 3 頭 に 同種 沙 血 素 の 出現 を 認め た が , 


自然 感染 馬 に は と れ を 誇 明 し 得 な か つた か ら , 
新 か る 浴 血 素 の 誇 明 に 基く 人 刊 貸 の 診断 に は な を 
攻 完 の 人 鱗 地 あり と 結論 し , 更に 中 村 ・ 石 井 ・ 宮 
本 (1932) は 該 イ ソ ヘ モリ ヂ ン の 性質 就 て 研 
完 報 告 し て いる 。 

KsAr (1934) は 氏 自 身 の 験 成績 か ら , FINZI 
の 唱え る 同種 沙 血 反 應 は 確 真 な 反 應 で は な く , 
特に 慢性 並 に 潜伏 性 偉 代 の 場合 不 確 貨 で あり 耳 
つ 特 異性 を 鉄 く と と を 報告 し て いる 。 

以上 を 要約 する と , FrINzr, SogNs 等 , 葛西 等 
は 自家 沙 血 素 を 自然 感染 俺 貸 同 に 認め , と れ を 
俺 委 の 診断 に 衣 し 得る と し , 他 の 研究 著 は か 
る 自家 沙 血 素 を 俺 貸 に 無 半 の も ゃ の と 解 し て い 
る 。 また 同種 溶血 素 に つい て め FINZr, SOHNS 
筆 は と れ を 俺 気 の 診断 に 供し 得る と 言 つ て いる 
が , 春 魚 の 研究 者 は こと れ に 反 肝 し て いる 。 

さて 侯 自 の 貧血 病理 を 大 察する 時 , 本 症 時 血 
清 に 溶血 素 が 存在 する か 芝 か と 言う と と は , 誰 
し ゃ 一 應 基 を える 虜 で あり , また 若 し こ と れ が 存在 
し その 誇 明 が 可能 で ある と すれ ば , 俺 所 の 診 
上 大 いと 役立つ で あろ う 。 然し 生 ら と いで 特に 
同種 落 血 素 を 論 ま よる 上 C 注意 し な けれ ば な ら ぬ 
と と は , 周 の 血液 型 の 問題 で ある 。 最近 野村 等 
(1943) に + つ て , 注射 血球 採取 馬 と 血球 被 接種 
馬 と の 血液 型 が 適 堂 に 組合 され だ 時 に は , 容易 
C 高 償 な 同種 藩 血 素 の 産生 せら る いと と が 誇 明 
され て いる が , 新 か る 事 連 か ら 寺 ん る と , 俺 貸 
馬 血 液 を 注射 し を 人 工 感染 馬 血 清 中 に 同種 溢 
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押 素 を 誇 明 し た と し で て も, とれ を 以 て 直ちに と 俺 
任 病 赤 感 染 に 由 す る る の と する に は 一 券 を 要 
する で あら う 。 然るに 人 工 感染 馬 血 中 に 同種 
潜血 素 陽 作 を 報 ま る 諸 移 者 は , 何れ も 感染 方 法 
と よし て 血液 を 面 も その ある 場合 に は 静脈 内 に 注 
射 し て お り , 2 tH 
動 は 玩 疫 沙 血 素 産生 時 普通 に 見 らち る ヽ 酒 長 を 徐 
徳 た らし な る も の が あろ る 。 即ち と れ 等 は あ た か 
る 異型 血球 注射 に よ つ て 生じ た 外 商 藩 血 素 を 思 
わし むせ る の で ある 。 か いる 柚 貼 か ら み れ ば , 俺 
修司 血 湊 に 於 ける 同種 沙 血 素 の 存 入 に つい て 
血液 型 に 翌 す る 充分 な 願 慮 の 下 に 再 吟 味 の 要 あ 
り と 思わ れる 。 [ 
2. 溶血 抑制 現象 

中 村 ( 匠 ) 等 (1930) は 億 貧 馬 血 次 に は 生 溶 血 系 
溶血 反 應 を 阻 正 する 作用 の ある も の が 多く , 従 
つて 本 作用 を 検査 し て 億 人 気 を 補助 的 に 診 世 し 得 
る で あろ う ょ 報告 し て な る 。 然し 生 ら その 祝 駿 
成績 を 見 る と , 本 溢 血 阻 正 作 用 は 必 喜 俺 貧 馬 血 
清 に 現われ た 拓 補 作 用 と 解 姜 ら る いも の で あ 
つて , 周知 の 如く 血 壮 の 撤 補 角 作 用 は 俺 貸 の み 


と 特異 的 に 出現 する も の で は な いか ら , 本 法 は 


到底 信 貸 の 診 秘 法 と は 見 人 し 難い 。 
Y. 正 球 凝 集 反 座 


ELLER (1924 ) は 俺 條 馬 , 健康 馬 , 半 5 山 革 
の 血球 と 俺 貸 馬 血清 或 は 健 計 血 清 と を 種々 の 割 


を 肉眼 的 に , また 顕微 鏡 的 に 検査 し た が , その 
成績 は 司 々 で あつ て , 地球 凝集 反 鷹 は 俺 貸 の 診 


叫 に 用 い 得 な か つた と 言う 。 

OPPERMANN u. LAUTEREACH (1923, 1928) 
は 俺 作 司 血清 に は 家 束 血球 を 凝集 する 性 質 が あ 
り , と れ を 以 て 億 貸 を 診断 する と と が 出來 る と 
言う 。 そ の 方 泌 は 次 に 交 ぶ る 如く で ある 。 

可 検 血清 を 石 剖 酸 加 タイ ロー ド 液 で 稀 爆 し , 
と れ に 倍 量 の 健康 司 血 病 を 加 を , 56'C に 30 分 
間 加 滋 非 働 性 と な し た 後 , 陰陽 2 種 の 家 束 血球 
を 加 を , 396 て 39C 恒温 構 に 3 て 4 時 間 放置 し , 
遂 集 の 有無 を 判定 する 。 と ヽ C 陰 隆 血 球 と 言う 
の は 3 日 間隔 で 10<20cc . 宛 2 同 党 血 られ た 
家 素 の 血球 , 陽性 血球 と は 皮 知 億 括 馬 血 清 の 殴 


MV PMP ES 。、 が あか て まだ 
NN Pe Y0 な が 
7 

- * Wo 甘い 


碑 内 注射 を 受け た 家 束 の 血液 を 更に 第 2 の 健康 


家 束 に 注射 し , 該 家 東 か ら 3 日 間隔 で 10<20cc 
宛 2 同 六 血 せしめ た 家 東 の 血球 で ある 。 若 し 可 
検 血 清 中 に 凝 集 素 量 が 多い 場合 に は 陰 , 陽 規 血 
球 何れ を も 混 集 し , その 量 が 少 い 場合 に は 陽性 
血球 の み を 治 集 す る 。 但し 健康 馬 , 非 停 所 馬 血 
清 に ょ つて は か いる 血球 北 集 反 鷹 を 見 な い 。 本 
法 に より 俺 当 の 念 性 朋 作 後 間 も な い も の を 検出 
出来 る と 言う の で ある 。 

RicHTER (1924) は OPPERMARR 指導 の 下 と 
本 反 應 と 使用 する 家 東 血球 に つい で 研究 し , 成 
熟 家 束 血 球 を 使用 すべ き と ょ と 。 凝集 きれ 易い 血 
球 を 有する 家 兎 を 撰 別 使用 すべ きこ と と , 更 供 


_ 試 家 束 より は 出来 る 丈 多量 の 鴻 血 を 。 若 し な レ 


得 れ ば 連 是 , 行う と と を 薦め て いる 。 KAMP 
(1926) や OPPERMANN 指導 の 下 に と 家系 血球 肖 
集 反 鷹 特 に 陽 粒 家 束 血球 の 作り 方 に 就 て 研 有 し , 
家 束 と そ 俺 貧 の 診断 に 最も 適し た 動物 で あつ て , . 


- 俺 気 雑 患 馬 の 殆 ど 全 部 を 家 東 血球 凝集 反 應 に ょ 


つて 検出 し 得る と 報告 し て いる 。 
BEHRENS (1926) は へ ヘ フ ベー 法 (OUPPERMANN 


波 ) に ょ る 押 病 聞 的 検査 及び 家系 或 は 鳩 構 接種 
検査 を より 俺 貧 陽 性 と 確認 され た 6 頭 の 馬 を 居 


綱 宙 検 し た が , 
中 4 例 は 全身 結 丁 , 
報じ で いる 。 | 0 
- TASTRZEESKI et SzyMANOWSKr (1929) は 
OpPERMANN 等 の 方 法 に 従い , 億 任 患 馬 血 清 の 
感染 家 束 血球 に 習 す る 弟 集 素 を 概 査 し た が , 俺 
包 馬 血清 は 健康 家 束 血球 な る と 感染 家 各 血球 な 
0 

に は 診断 的 償 値 を 認め 得 ら れ な か つた と 言 
6 o 

並河 (1943) は OPPERMANN Qu. AKA 
法 を 追試 し , 本 法 は 億 所 馬 に 於 て 約 67 欠 , 非 俺 
笑 馬 に 於 て も 約 382 の 陽 奏 成績 を 示し , 徒 つ 
て 俺 人 特異 の 反 應 と 見 る と と が 出來 ぬ ェ 報告 し 


全 例 何れ に も 俺 所 所 見 を 認め 才 
1 例 は 肺 結 村 で あつ た と 


MA 


と ろ で OPPERMANN 等 (1928) は 健常 馬 血 
清 の 家 東 血 球 減 集 償 は 5 倍 以 下 , 偉 貧 馬 面 清 の 
夫 れ は 20 倍 以上 の 高 全 を 示す と 区 べ て ある が , 
氏 等 の 診断 法 の 基礎 と な る べき 家 東 血球 に 翌 す 





る 健常 馬 の 正 常 北 集 償 に 開 し て は 充分 な 算 験 が 
みん が ッッ ' 

また OPPERMANN u. LAUTERBACH (1928) は 
俺 貸 病 毒 は 感受 陸 の ある 動物 に 感染 し た 場合 。 
血球 北 集 素 を 産生 な し むる も の で ある と し , 鳩 
は 俺 貧 病 圭 に 感受 性 が あつ て , 俺 所 病 圭 の 注射 
を 受け た 家 東 血球 (これ は 氏 等 の 前 記 の 試験 に 
ける 陽 作 血 球 で ある ) と 習 する 集 素 を 産生 
する か ら , 鳩 を 用 いて 俺 人 を 診断 し 得る と 報告 
し て いる 。 然し 入ら と の 場合 に ない で も , 該 家 
各 血 球 に 習 す る 健康 鳩 の 正常 凝集 償 に 開 す る 充 
分 な 基礎 試験 を 行 つ て 呈 ら ぬ よ うに 思わ れる 。 


VI. 氏 旨 反 鷹 及 び 胎 着 反 鷹 


ZErrER (1924) は , 氏 の 補 可 結 合 反 鷹 用 抗原 
を 以 つ て KH 反 鷹 を 行い , 撤 床 の ある も の が 有 
熱 馬 血清 と 特異 的 に 反 應 を 起す 場合 ある の を 報 
LiekPo 

また 氏 は 上 記 拓 原 は 有 熱 馬 血 清 = 特 暴 爵 着 反 
應 を 攻 す る 場合 の ある と と を 見 て 宮 る が , 無難 
俺 貸 馬 血潮 に な いて は その 1 部 を 検出 し 得 た に 
過ぎ な いと 記載 し て いる 。 


QugNTIN (1933) は , 俺 所 馬 の 腫 臓 か ら つ くつ 
だ ただ フォルマ リン ワク チン の 皮 下 注射 こよ 0 健 馬 
は 注射 部 位 に 限界 不明 の 滞 漫 作 腫 肛 を 超す に 過 
ぎ な い が , 億 貸 思 馬 に あつ て は 反 鷹 張 烈 で あつ 
て , 注射 部 位 と 屋 ぇ 有 痛 性 の 索 腫 , 汐 巴 管 を 
夫 た し , 限局 性 , 有 熱 有 痛 の 腫 肛 話 趣 が 見 られ 
る と 言う 。 また か いる 局所 反 應 は 現 症 俺 貸 に 於 
て 一 層 著 明 で ある と 逃 べ , 氏 は と の 局所 反 鷹 を 
アレ ルギー 反 應 と 目 し , 本 症 の 潜伏 感染 検出 に 
重大 な 示唆 を 興 を る も の と 思う と 績 表し て い 
る 。LAMARRE (1933) は 本 法 を 追試 し , 俺 気 馬 の 
腫 臓 な から 作 つ た フラ オル マリ ン ワ クチ ン 100cc を 


100 欠 頭 の 馬 の 皮 下 に 注射 し て 繊 症 汰 を 盾 窒 ' 


し た の で ある が , QUENTIN の 言う よう KC 娯 症 馬 
に 局所 反 應 が 多く 出現 する と 言う と と は な か つ 
た と 迄 べ て いる 。 

、 SARNowiEc (1934) は 豚 コ レラ 惑 は 口 跳 疫 縮 
愚 動物 に ,。 それ 等 の 箇 と 部 廊 子 油 と の 等 量 混 


95 


和 物 0.2>0.5cc を 皮 内 に 注射 せ ば , 注射 局所 の 
疾 衝 , 各 熱 その 他 全身 反 應 を 招 し , 徒 つて 本 
法 に ょ より と これ 等 疾病 を 診断 し 得る と 唱え を た 。 
Vsru et FAuRE (1934) は 本 法 を 億 気 馬 に 就 て 
試み た が , 結果 は 陰性 で あつ た 。 即ち 俺 貧 熱 芝 
時 の 血液 と 部 廊 子 油 と の 等 分 液 を 億 貸主 4 頭 の 
下 眼 輸 皮 内 に '0.3<0.4cc 注射 し た 謀 , 中 2 頭 に 
微熱 が 敷 時 間 現 われ た の み で あり , 局所 反 應 も 
部 麻子 油 軍 疾 注 射 の 場合 に 見 られ る も の と の 開 
に 差 が な く , 到底 ツベルクリン や マレ イン 陽性 
反 應 の 場合 に 見 る 如き 明瞭 な も の で は な か つた 
1 

KRAr (1934) は 億 貸 病 毒 に 肝 し 俺 所 馬 が 鋭敏 
な 反 應 を 示す か 否 か を 見 る た め , 億 貸 馬 の 肝 須 
及び 肌 臓 浸出 液 を 可 検 馬 の 結膜 , 皮 内 及び 皮下 
に 應 用 し た が 特に 見 る べき 結果 を 得 な か つた と 


'」 埋 生 し で いる 。 


Anon. (1936) も , 潜伏 性 俺 貸 馬 環 或 は 俺 貸 
患 馬 腫 騰 に ホル マリ ン を 加え だ も の を 有 眼 険 度 内 
に 注射 し , アレ ルギー 反 應 を 試み た が , 結果 は 
際 竹 で あつ を た 。 

松井 (1943) は 家 束 皮 内 に 俺 貸 洒 毒 血清 0.1cc 
を 注射 し , 注射 18, 24, 36 時 間 後 沈降 反 應 用 
箕 臓 抽出 液 各 0.1cc 宛 を 同一 場所 に 注射 し , 局 
所 反 應 を 観察 し た が , 反 鷹 陰性 で あつ た と 報告 
し て いる 。 


VIHI. 過敏 性 シヨ ツク 反 應 


ABDERHALDEN u. FREI (1910) 及び ABDER- 
HALDEN u. BUcHAL (1911) は 億 質 馬 血液 か ら 
感 作物 質 の 分 離 を 企 周 し , 俺 気 馬 及び 健康 馬 の 
血 液 あ か ら メ チー ル ・ ア ル ュ ー ル 浸出 に ょ り 完 全 
な 無 看 白 抽出 物 を 獲 て と れ を 育 め 億 気 血 清 を 注 
射 し て い た モル モツ ト に 注射 し , 過 敏 性 ショ ツ 
ク を 惹起 する か 査 か を 見 た の で ある が , 成績 陰 
性 で あつ を た 。WrRrH (1919) も る 同 法 を 追試 し 陰 
習 で あめ 2 だ 点 計 りう 。 


IX. その 他 の 方 法 


大 塚 (1911) は 佑 貸 耐 過 馬 と 健康 馬 と の 間 に は 
偽 当 病 毒 に 習 す る 感受 性 に 著しい 差 が ある か ら , 
疑 は しい 病 馬 に 確 筑 な 俺 外 病 毒 を 接種 し て 毅 症 
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する か どう か を 見 ろ る と と を 俺 沼 診 断 の 一 方 法 と 
し て 提唱 し て いる 。 然し 年 ら , 本 波 の 資 施 は 可 
検 馬 血 液 を 健康 馬 に 注射 し て 診断 する の と 同様 
その 應 用 は 極め て 限局 され 特殊 の 場合 の 外 條 施 
不可 能 で ある 。 


。。 結 


中 


以上 逃 べ 來 つ の たよ ょ うに, 億 所 に 呈 い て も 先 人 
語 欧 者 は 各 方 面 か ら 移 疫 及 的 診 秘 法 に つい て 研 
完 し た の で ある が , その 診断 的 全 値 の 認め られ 
鷹 く 間 地 に 行わ ん て いろ る よう な 方 法 は 今日 まで 
1 つる 常 上 さ れ て 妨 ら な い 。 


し か し と れ 迄 の 研究 が 何れ も 成功 し て 天 ら ちな 


いと にし て も , と れ を 以 て 俺 貸 に は 移 商 抗 職 の 産 
生 が な いと 断定 する と と は いさ ヽ か 早計 の ょ う 
に 思わ れる 。 称 億 貸 の 病原 般 そ の も の に と 開 す 
る 研究 が 進展 し , 挑 原 拓 朋 反 鷹 施 上 最も 重要 
違 す べき 供 試 撤 原 の 製法 に 割 期 的 改良 が 交 ら さ 
和 れ , その 純度 に な いて また 濃度 に な いて 間 然 す 
る 無き に 至 つ た 時 始め て 抗 醐 存 共 の 制定 が 下さ き 
和 れ 得 る で あろ う 。 ( 
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_ 馬 の 偉 灯 性 各 血 の 寄生 動物 に ょ る 偉 描 


山 下 茨 郎 


TRANSMISSION OF EOUINE INFECTIOUS ANEMIA BY PARASITES. 


JIRO _。 YAMASHITA 


NOMU 条 / 
II. 外 寄生 動物 
固 
応 類 
総括 


Li た 


1. 緒 

フラ ンス に と 於 て は 俺 染 性 気 血 の 感染 経路 と し 
て 縮 日 感 染 が 主唱 せら れ , 従 つ て 厩舎 内 感染 が 
壮 と な り 牧 場 感染 は 却 つ て 例外 の 如く 巻 を られ 
て 居る の で ある が , 一 般 に は 厩 合 内 感染 は 稀 で 
あり , 普通 牧場 感染 が 主として 行わ れる も の で 
ある と と は, 諸 外 國 に 於 て 多 敷 報 な られ て いる 
と と ろ で ある 。 

か く 病 毒 汚染 の 危険 性 濃厚 な 厩舎 内 ょ り も , 
病 毒 稀 薄 と 見 られ る 贅 場 に 於 て の 感染 が 何故 多 
いか 。 事 邊 多 敷 の 馬 を 洛 染 了 合 に 政 容 する も 化 
_ 病 例 は 極め て 少く , 双 億 所 の 算 験 的 治 化 器 感染 
に 於 て は 原則 と し て 極め て 大 量 の 病 毒 を 投 興 す 
る 必要 が あり , 面 も 反復 給 興 わ だ ば 秋 病 させ 得 
な い 事 偶 に 後 す れ ば , 自ら 厩舎 内 感染 の 外 , 他 
に 感染 経路 を 求め な けれ ば な ら な いも の と 基 え を 
ざる を 得 な い の で ある 。 遇 に 於 て 億 貧 敬 生地 の 
環境 或 は 億 気 癌 生 の 時 期 よ り し て 外 寄 生 北 , 特 
C 吸血 昆 に よる 媒介 説 の 礎 胎 を 見 た わけ で あ 
半 “ 

又 本 病 治 生 地 の 環境 が 内 寄生 盟 の 苔 生 に も 好 
適 で あり , 耐 も る とれ が 病 馬 の 醒 内 に 於 て 骨 液 を 
吸 飲 する と 同時 に 本 病 圧 を も 吸 小 する 機 全 の 存 
する と と ょ り , 内 寄生 器 も 赤本 病 毒 の 保有 者 た 
り 得 る る の で は な か ろう か と の 疑い が 生じ て 座 


則 


る 。 前 可 せ る 如く 俺 所 に 於 て は , 臣 純 な る 消化 


区 


III. 内 寄生 動物 
1. 敵 畠 類 
2. 硬 螺 幼生 
3。 漆 括 
TV が 結 ( 半 
文 評 
回 感染 は 困難 で ある と し て も , 内 寄生 棄 に ょ る 
組織 の 機 枝 的 損傷 を 着 う る 時 , 内 寄生 忠 は 問 接 
に 本 病 媒介 の 因 を な す と と る 想像 せら れ , 菱 に 


内 寄生 虹 俺 播 説 の 唱 道 を も 見 る c 至 つ た の で あ 


る 。 

今 と れ 等 外 寄 生 動 物 に ょ る 俺 貸 の 媒介 (に 開 す 
る 諸家 の 報告 を 線 多 す る に 堂 り , 編者 は と の 内 
容 を 外 寄 生 動物 と 内 寄生 動物 と に 大 別 し , 更に 
前 者 を 昆 竣 類 , 遇 昧 類 及 び 星 に , 双 後者 を 敵 剖 
類 と 局 昌 ( 馬 巡 ) 幼 器 と に 分 ち , 乏 年 的 に と れ を 
配列 記述 する と と いし た 。 


I. 外 寄 生 動 物 
1. 昆 如 類 

史 門 類 中 , 俺 所 俺 挿 の 妃 い は 自ら 馬 骨 吸 血 に 
最も 開 係 深 い 起 ・ 是 ・ 遇 ・ 刺 暴 及 び 虹 等 の 吸血 
昆 吉 に 向け られ , 家 昌 に 就 て る 追 完 さ る る と と 
ろ が あつ た 。 馬 黄 ( 馬 蛇 ) に 開 し て は 何れ も その 
寄生 期 た る 幼 紀 に 就 て な され て いる の で , 編者 
は と れ を 内 寄生 動物 の 項 に 置く と と と し た 。 

本 問題 は 19 世紀 に 入 つ て 瀬 く 注目 ら る る 
に 至り , その 後 各 國 の 研究 者 達 が 種々 な る 方 面 
か ら 検 討 を 進め る よう に な つた 。 

(1) 量 宮島 ・ 小 泉 G910) は 俺 物 馬 より 探 
集 し た 陸 を 健康 馬 に 吸着 させ た が 陰性 で あつ 
た 。 LHRs (1919) は 俺 所 馬 か ら 得 た 遷 (万 ge- 
227 の 72ZS 69222 ) を 健康 馬 に 3 同 反 復 明 着き せ 


100 「 

た が 次 病 を 認め な か つた 。 爽 で 同一 俺 貸 馬 か ら 
採集 し た 了 臣 を 魔 確 し , 食 塵 水 乳 瑞 と し て 健康 馬 
C 注射 し た が 見 る べき 反 應 が な か つた 。 Wir- 
HELMI (1922) る 臣 は 値 自 を 俺 播 せ まず と 区 べ た 
が , SEMENOV u。Kozrova (1936) は 億 委 馬 か 
ら 得 た 300 匹 の 坊 7Zzco7ec7es 2772777 の 27 の sZS 
テア". egz2 ) を 健康 馬 に 吸着 させ 32 日 後に 夢 病 
を 認め た 。 更に 俺 貧 馬 か ら 得 た 了 相 の 卵 の 有 所 一 を 
健康 馬 に 注射 し た が 最初 は 陰性 で あつ た 。 然 る 
に 爽 で 行わ れ た 同様 の 試験 に 於 て は 陽性 成績 を 
得 て い る の で , 氏 は 武 は 俺 倫 の 有力 な 億 播 者 で 
ある と ょ と 主 紅 し た 。 

(2) 上 宮島 ・ 小 泉 (1910) は 毅 は 牧場 に 多 
敷 棲 島 し , 吸血 力 星 盛 で 大 も 早春 に 出現 し , 他 
の 剖 を 功 見 し 難い 時 期 に ゃ 見 られ る の で , 新 
る 病 のみ 飛 次 する 時 期 を 選び , 侯 貸 馬 と 健康 馬 
群 と の 接 角 を 防止 し つい 近接 箇所 に 約 ユ ヶ月 柚 
角 し て 抽 察 し た が 芝 病 は 認め られ な か つた 。 
EkvArr (1915) は , スウ ェ ー デ ン に 於 ける 俺 衝 
は 吸血 昆 盟 の 媒介 に よる も の と 思わ れる が , 特 
< 通常 見 られ る 町 (S22z72Z) の 種類 が と れ に 
典 る も の で あろ う ょ 言 つ て いる 。 HowARp 
(1917) は 北米 Minnesota 州 に も 輌 は 棲 鳥 し 早 
期 に 出現 する が , 晒 よ りゃ も 虹 は 更に 早く 現われ 
る こと とい, 毅 は 全 地域 IC 互 つ て 見 られ る も の で 
は な いと と か ら , 俸 貧 媒介 の 問題 か ら は 除外 寛 
し で いる と 朗 じ め る 

LOgRs(1919) は 億 人 気 厩舎 か ら 探 集 し た 200 中 
の 町 の 胃 内 容 を 食 塵 水 有 刑 と し , その 10cc を 
健康 馬 に 注射 し た と ころ , 定型 的 な 俺 気 後 候 を 


認め 得 た 。 WirHErMr (1922) は ドイ ツ で は 握 
候 温 和 な 場合 は 晒 は 月頃 まで 多 敷 見 られ , 特 


と 牧場 に 多く 般 生 し て 邊 局 を 吸血 する 種類 で あ 
る か ら , 一 鷹 本 剖 の 俺 貸 媒 介 が 考え られ な いで 
も な い が , ドイ ツ で は 俺 貸 の 流行 は 未だ 旦 の 葉 
生 の 盛ん な 季節 に 上 既に 酸 えて くる 事 真 を 思 を ば , 
問 の 俺 貧 媒 介 は 更に 慣 重 検討 を 要する も の と 思 
らち と 基 べ て いる 。 

(3) 麗 RrEs(1906) は 麗 は 俺 所 を 媒介 す 
る らし いと の 意見 を 癌 表し て いる が , KKINsrEy 
(1909) は 敗 に よる 億 代 の 俺 播 を 否定 し て いる 。 
臨時 馬 商 調査 要員 會 (1914) は 岐 は 厩舎 に の み 見 
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られ , 泊 場 で は 交 見 し 得 な か つた 事 和 か ら 転 は 


俺 條 媒介 に は 開 係 が な いと 券 を た 。 十勝 種馬 牧 
場 で 岐 の 多 血 期 に , 相 了 て を た 2 個 の 柳 内 に 夜間 の 
み 舘 作 馬 と 健康 馬 を 夫 分 牧 し て 製 察 し た 結果 
る 全く 陰性 に 了 つ た 。Scorr (1914, 1919, 1920. 
1922) は 金網 硫 舎 内 に 水槽 を 置き , 岐 の 幼 加 と 貼 
を 入れ , 更に 時 の 成 紅 を も 放ち , 該 茜 舎 内 に 慢 
性 億 貸 馬 を 2 て 3 日 間 履 容 し た 後 交 共 に 健康 馬 
を 履 容 し て 製 察 し た が , 病 病 する も の が な か つ 
た 。 な お 披 を 入れ を 人 金網 陸 舎 内 に 俺 貸 馬 と 健康 
馬 を 同居 させ た が 陰性 で あつ た 。 耳 OWARD 
(1917) は 転ば 各地 到 る 虎 に 見 られ , 殊 に 俺 損 其 
生地 に 多い が , 牧場 に 限ら れ だ た わけ で も ゃ も なく, 


厩舎 内 に も 多 敷 見 られ る 事 偶 を 思 を ば , 軸 の 俺 


貧 媒介 に 疑問 を 抱か ざる を 得 な いと 言 つ て い 
る 。 ' が 

LOgRs (1919) は 俺 貸 攻 合 か ら 擦 集 し た 時 
(4 の 7e/es 72272 カ ge7225) の 消 公 管内 容 を 健 
康 馬 と 2 同 注射 し た が 陰性 で あつ た 。 更 に 氏 は : 
偉 代 本 舎 か ら 200 匹 の 財 を 集め て , 溶化 管 内 容 
を 食 水 外 玉 と し て 2 頭 の 健康 馬 に 注射 し た が 
有 病 を 認め , 婦 150 匹 の 財 を 食 卒 水 100 cc, 
で 乱 練 と し , 3 頭 の 健康 馬 に 夫々 40cc, 50 cc 
(何れ も る 綴 口 投 軸 ), 濾液 3cc (注射 ) を 奥 ぇ た 
成績 は , 胞 吾 40cc を 経 口 投 興し た 1 頭 の み 陽 
性 で あつ た 。 な ちち 200 匹 の 軸 を 食 除 水 で 多 琴 と 
レ て 注射 し て も 陽 伯 , 20 匹 の 軸 の 消化 管内 容 の 
注射 も 陽性 , な お 俺 貧 苦 合 か ら 採集 し た 岐 を 2 
頭 の 健康 馬 に 試食 させ を 結果 も 赤 陽 性 を 示し た 。 
然し 佑 貸 了 舎 の 罰 を 飼育 し て その 卵 及 び 幼 弟 を 
健康 馬 に 経口 投 興 し た 例 で は 陰 隆 で あつ た 。 
女 氏 は 俺 貧 在 合 の 岐 を 携帯 用 の ガー ゼ 科 
に 入れ , 3<4 日 間 食 させ た が , 吸血 後 18> 
25 日 を 経て 義 病 する の を 認め た 。 以上 の 財 の 試 
験 に 於 て 氏 は 展 < 陽性 成績 を 得 て い る が , 自然 
界 に が て は 財 は 到 る 席 に 大群 を な し て 棲息 する 
に も 拘ら ず , 本 病 の 流行 は 或 る 限ら れ た 秋 面 内 
に し か 起 ら な い 事 邊 を 基 を 合わ す と , 岐 の 如 介 
に は 未だ 明快 な 説明 が つか な いと LOHRs は 鞍 
べ て いる 。 7 

WirgErMr(1922) は 由 は 俺 人 の 主要 信 播 者 で 
は な いと 考え を , 横山 (1937) も 岐 類 , 就 中 


し 
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人 42 の 272s は 億 貧 流 行 上 意義 な し と 見 て いる 。 
市 井 等 (1939) は トウ ゴウ ヤブ カ ヵ (4eges 7ogo?2) 
の 雌 に 感染 馬 語 熱 時 の 脆 組 血液 を シロ ッ プ 水 に 
混 じ て 吸 きせ , 10<13 時 間 飼 育 し た 後 , 中 
600 匹 を 魔 巡 し 食 氷 を 以 て 10 位 乳 刑 と し , 3 
分 聞 束 心 沈 湯 し て その 上 清 液 全量 を 健康 馬 に 静 
脈 内 注射 し た と と ろ , その 結果 は 俺 筐 の 病 帝 を 
生 ぜ し め 得 た 。 更に 上 記 息 験 に 使用 し た 残り の 
又 を 氷室 (CC) に 保存 し , 中 10 匹 の 雌 を 廃 院 
し て 食 了 水 20cc を 加え, 乳 刑 と し て 健康 馬 に 
注射 し た が , 今回 は 明か に 俺 作 の 区 病 を 認め た 。 
以上 の 成績 か ら 氏 等 は トウ ゴウ ヤブ ヵ の 和 内 に 
於 て 病 奏 は 長く 生存 し , 耳 つ 少量 の 接種 に ょ つ 
て も 策 病 させ 得る と と か ら , 病 毒 は 恐らく 山 の 
骨 内 に 於 て 一 定 の 増殖 を する の で は な か ろう か 
と 推定 し て いる 。 

(4) 刺 交 SWwrNerg(1912) は 億 貧 (S70727- 
の を VS Cg/c27Z6225) を 尋 介 する と は 大 を られ る が , 
直接 刺 曜 の 吸血 に よる も る の で は な く , 吸 血 後 刺 蝶 


の 吐出 し た 血液 の 附 着 し た 野草 を 失 取 する とか, 


或 は 新 る 病 血 が 馬 損 楊 部 に 附 着 し た 時 , と ヾ 
lc 始め て 感染 が 成立 する る の で あろ う ょ 逃 べ 
た 。 宮島 (1909) は 無毒 陸 舎 か ら 探 集 し た 刺 交 を 
以 て 重症 俺 質 馬 と 避 復 馬 と を 吸血 させ た 後 , 3 
頭 の 健康 馬 を 刺 藤 させ た が 陰性 で あつ た 。 婦 刺 


暴 の み 本 見 され る 時 期 を 撲 び , 俺 貧 病 寺 に 治 染 


され た 牧場 に 5 頭 の 健康 馬 を 書 夜 放牧 し た が 帝 
病 は 見 られ な か つた 。 な 斑 多 敷 の 刺 交 を 入れ た 
金網 基 舎 内 C 人 満 馬 と 健康 馬 を 同居 させ 自由 に 
刺 装 を 許し た 結果 , 健康 馬 中 の 1 頭 の み 6 ろ カ月 
後に 召 わ し い 症 汰 を 示し た が , これ は 混 牧 或 は 
本 柳 内 感染 の 如き 著 明 な も の で は な か つた 。 
ScoTT (1914) は 8 月 の 候 に 刺史 (S70220 ァ ys 
cg7c2776725), 家 上 及 び 巡 を 多 敷 入れ た 金網 概 舎 
を 2 分 し , 秘 貸 馬 2 頭 と 健康 馬 3 頭 を 夫々 政 容 し , 
自由 に 刺 衣 し 得る 如く し た と と ろ 健 康 馬 中 2 頭 
と 功 病 を 認め た 。 本 試験 に 混入 し た 虹 は 極 く 短 
期間 生存 し た に 過ぎ な い の で 蝶 に ょ よる 俺 気 俺 播 
は と いで は 考 を て いな いじ が , 本 試験 は 接 鮎 感 染 
が 大 われ る の で , 更に 3 個 の 金網 友 舎 を 設け , 
夫々 億 貧 馬 1 頭 , 健康 馬 2 頭 , 健康 馬 3 頭 に 割 
営 て , 先 づ 俺 貸 厩 舎 に 刺 志 を 放ち 後 健康 馬 を 吸 


101 


血 さ きせ た を 結果 , 3 頭 を 履 容 し た 厩舎 か ら 2 頭 の 
庫 症 馬 を 出し た が , 他 の 厩舎 か ら は 策 病 する も 
の が な か つた 。 更に 同氏 は 2 個 の 金網 厩舎 を 消 
毒 後 値 気 馬 と 健康 馬 を 各個 に 収容 し , 刺 由 を 小 
形 金 網 査 に 入れ て 人 秘 貸 馬 の 育 都 を 吸血 させ , 爽 
で 健康 馬 を 刺 藻 さ なせ た と と ろ , 健康 馬 は 科 病 し 
2 年 後に 釧 死 し た 。 こ と これ と 同様 の 方 法 に ょ 0 和 刺 
由 の 吸血 を 受け た 3 頭 の 健康 馬 中 1 頭 が 義 病 し 
た 。 肢 ち 厩舎 内 汚染 な し に 刺 刀 に よる 億 括 の 可 
同 な と と を 示し た 。 

FROCKEN (1915) も Minneaota 州 に 於 て 試 
上 を 行い 刺 過 に ょ る 俺 作 媒 介 の 可能 な る と と を 
認め , HowAsp (1917) る 赤 吸血 試験 に ょ 5 陽 
性 成績 を 得 た 。 HoWwARp は 刺 皿 (So7zorys 
c7c27Z672S) は 7 月 初め か ら 衝 浴 の 候 に 至る 所 


厩舎 内 到 る 鹿 で 角 見 せら れる が , 厩舎 内 或 は 牧 


場 に 於 て 敷 年 間 に 殴 生 し た 俺 所 例 は 何れ る 刺 螺 
の 俺 描 に よる と は 茂 を られ な い 。 今 優 り に 和 刺 暴 
が 本 病 の 通常 媒介 者 で ある と すれ ば , 更に 廣 い 
得 園 に 流行 が 見 られ て よい わけ で ある か ら , と 
の 央 更に 検討 を 要する と 記載 じ て い る 。 
LOHRs (1919) は 各 異 る 俺 所 厩舎 か ら 採集 レ 
た だ た 刺 過 の 清 化 管内 容 を 食 氷 多 刑 と し て 健康 馬 
に 1<2 回 注射 し つい , 前 後 5 同 に 互 る 試験 中 
3 回 と 陽 倫 成績 を 得 た 。 その 後 15 政 の 保 毒 刺 
蝶 の 消化 管内 容 を 食 議 水 10cc で 肌 届 と し て 健 
康 馬 に 接種 し , これ 赤 陽 隆 の 成績 を 得 て い る 。 
該 試験 の 際 SZ ヵ ozg 属 の 刺 遂 も 材料 に 供し た 
が , と れ は 陰性 で あつ た 。 婦 一 方 150 匹 の 刺 映 
を 用 いて 行 つ た 吸血 試験 並 に 炊 で な され た 再 試 
駿 は 何れ も 陰性 に 了 つ た 。 更に 牛舎 内 及び 健康 
朗 舎 内 ょ り 集 め た 刺 虫 100 琵 を 以 て 1 時 間 條 信 
損 馬 を 吸血 させ , 贅 日 健康 馬 を 同時 間 吸血 させ 
た が これ 恋 際 作 で あつ た 。 包 億 貸 馬 を 2 同 吸 血 
させ た 後 健康 馬 を 11 同 吸血 さ せ を が, と れる も 
陰性 に 了 り , か くし て 吸血 試験 は ま 何れ も 陰 寿 成 
績 を 示す に 至 つ た 。 と と で 氏 は S. c2/c7 婦 725 
は 侯 條 毒 の 保有 者 と は な り 得 る が , 媒介 者 と は 
な り 得 な いと 逃 べ て いる 。 を の 後 同 民 (1920, 
1922) は 豚舎 内 に も る 刺 昌 は 多 敷 見 られ , 大 も 豚 
を も 好 ん で 吸血 する と と か ら , 恐らく 刺 頑 は 億 
委 感 染 豚 或 は 感染 馬 の 血 液 を 明 血 し た 後に 厩 合 
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内 に 飛 來 し , 水 醒 或 は 飼 構 に 落ち て 馬 に 手取 せ 
られ 克 病 させ る と と も 考 ん られ る と 言う 。 
WirHELMr(1922) は S. cg7c77225 より も 小形 
な 刺 交 yeZ9s22 27727272S に 疑い の 眠 を 向け 
て い ぃ る 。 長尾 (1925) は 100 鈴 頭 の 試験 馬 を 取 
扱 つ た 際 に と, 俺 代 馬 と 健康 馬 が 混在 し , 且つ 刺 
由 の 刺 状 も 見 られ た に 拘ら ず , 刺 茸 の 吸血 と 
ょ つて 殴 病 し た と 思わ れる も の を 1 頭 $ 褒め 
な か つた と 記載 し , 女 STgiN (1935) に よれ 
ば FRockEN 層 HoWARD の 媒介 試験 は 最初 は 
成功 し た が , 第 2 同 目 は 不 成 功 に 了 つ た と 紹介 
し レ し て いる 。Zuwpr (1939) は 億 邊 は 他 の 吸血 昆 
叱 と 同様 , 刺 蝶 中断 明 血 に よ ょ つて も 俺 播 され 
る が , 刺 虫 は 果して 億 貸 の 主要 俺 播 著 か 栓 か は 
未だ 明か で な いと 逃 べ た 。 

(5) 虹 宮島 ・ 小 泉 (G910) は 虹 の 人 工 明 自 
試験 を 企 彫 し た が , 時 の 飼育 並 に 人 工 吸血 の 困 
002DA 

臨時 馬 疫 調査 委員 食 (1911,1912, 1913) は 刺 
NH 
恐らく 蛇 に よ つ て な され る も の で あろ うと 基 え を 
て ぃ た が , と れ を 四 験 的 に 誇 明 する 劉 約 4 日 の 
間隔 を 置き 甲乙 内 3 個 の 本 柳 民 を 設け , 四 材 二 
に は 俺 貧 馬 を , 選 柳 二 に は 健康 馬 を 常時 政 容 し , 
内 柳 民 に は 健康 馬 を 各種 虹 の 胡 生 時 期 に 應 じ て 
交換 する よう に し , 如何 な る 時 期 の 蛇 の 明 血 が 
健康 馬 を 胡 病 させ る か を 観察 し た 。 そ の 結果 , 
の 0 / 必 2IOTS CI.Z00ACOK 
アカ アグ 等 が 俺 賞 媒介 に 興 る も の だ ろう と 基 え を 


至 つた が , 調査 営 初 企 早 し た 人 工 吸 血 試験 


は 成功 せま , 上 逃 の 試験 成績 か ら は 虹 の 俺 貸 媒 
介 を 明 本 こ は 設 明 レ し 得 な か つた 。 然し 生 ら 同 節 
員 食 は 混 牧 娘 は 木材 起 内 放 飼 に ょ る 健康 馬 の 俺 
徐 感 染 は 常に 蛇 の 散 生 姓 盛 
と と , 他 に 本 病 を 媒介 する と 思わ れる 昆 琶 の 誰 
め ら れ な いと と 等 を 画 げ て , 放牧 地 に 於 ける 俺 
徐 の 俺 括 は 虹 に よ つ て な され る も の で あろ うと 
推定 し て いる 。 [ 

SwrNcrLs(1912) は 北米 Wyoming 州 に 於 て 
多 敷 の 蝶 を 以 て 億 外 媒 介 試 験 を 行 つ を が , 虹 の 
飼育 及び 吸血 に 多大 の 困難 を 経験 し , 結果 が 陰 
性 に 了 つ た 。 然し 年 ら 氏 は , 多 敷 の 蛇 が 吸血 す 


る s 


な る 時 期 に 見 られ る : 


る 際 馬 の 皮膚 面 に 流出 する 新鮮 な 血液 が , 3 日 
以上 も その 流出 を 織 績 する 場合 の ある と と を 指 
摘 し , 馬 は 灯る 俺 質 毒 血 の 附 着 し た 草 を 手取 す 
る と か , 或 は 毒 血 が 馬 租 損傷 部 に 附 苦し た 場合 
に は 感染 が 成立 する も る の で あろ うと 報告 し て い 


HowARp (1917) は 早春 の 候 に 出現 する 
の 7226S 72s70 カ 727726S 69 匹 と 7. の 7272S 
2 匹 を 用 い , 俺 抽 馬 を 吸血 させ た 後 その 虹 の 頭 
部 を 指 に て 軽く 編 さ へ , 健康 馬 を 吸血 せしめ た 
が 感染 陰 往 で あつ た 。 然し 氏 は 病 毒 源 と し て 利 
用 し た 馬 は 念 性 億 賞 局 で な か つた こと と ょ , 尋 の 
吸血 に ょ る 俺 條 毒 量 が 著しく 少量 で あつ た と と 


な ど よ り 新 ろ る 陰性 成績 を 示す に 至 つ た も の で あ 


ろう と 言 つ て いる 。 な お ぉ 氏 は 経口 的 に 圭 血 の 大 
量 を 馬 に 投 軸 し て も 感染 困難 な 事 足 か ら 見 て , 
SwrNcLE の 説 の 如く , 億 損 毒 血 の 附 着 し た 飼 
料 を 擁 取 し て 殴 病 する と は 基 え られ な い が , 一 


面 氏 が 逃 べ て いる よう に と, 虹 の 吸血 と に と よ つて 流 


出し た 俺 近 馬 の 血液 が , 健康 馬 の 損 傷 部 に 久 れ 
感染 の 成立 する と と は 可能 で あろ うと 記載 し て 
いる 。 Scorr (1916,1917) は Wyoming 州 に 
於 て 1916 年 に 1 頭 , 1917 年 に 2 頭 の 健康 馬 を 
供 試し , 該 地 方 < 通常 見 られ る 7g5gzs 
se77e72772972 の 72s を 小形 金網 葵 に 入れ , 侯 貸 馬 吸 
血 後 供 試 馬の背 部 を 刺 状 させ を た 。 その 結果 
1916 年 の 供 試 馬 1 頭 は 区 病 し , 到 年 の 2 頭 は 中 
1 頭 散 病 レ 1 ヵ月 後 釧 死 し た が , 他 の 1 頭 は 陰 
竹 で あつ た 。 以上 の 成績 な から 氏 は 虹 (7. s6 が 7@22- 
92672s) は 確か に 俺 所 の 俺 播 者 で あろ うと 大 
ぇ た 。 女 Washington に 於 て RANsoN る も 同様 
の 成績 を 得 た と ScorT は 紹 2 介 レ て いる 。 な お 
Scorr (1919) は 俺 貧 馬 を 吸血 し た 多 敷 の 蛇 の 
涼介 と れ は 陰 
性 に 守 わ つた 。 ! 

_ LOHRS(1919) は 牧場 に 於 て 知念 馬 を 吸血 し た 
C/yso が s 8 匹 と 75g2S 2 匹 の 洞 化 管内 容 
を 食 塵 水 包 刑 と し て 鐘 康 馬 に 注射 し , 炊 で 10 中 
の C 太 yso が の s の 酒 化 管内 容 を 食 塵 水 乳 弄 と し て 
再 接種 し た と と ろ が , 20 日 後に 疾病 し , 2 月 
後に 鉛 死 し て いる 。 但し 吸血 試験 は 行 つ て いな 
い 。HAcgEwErsTER (1923) は 氏 の 乗馬 が 蝶 の 張 
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襲 を 受け て それ か ら 俺 作 の 艇 病 を みて いる が , 
氏 と 同行 し た 友人 の 馬 は 蝶 の 翼 撃 を 革 れ 俺 貸 に 

も 感染 し な か つた と と か ら , ナ は 本 病 の 俺 播 藻 
で ある らし いと 輝 べ て いる 。 

STEIN(1935) は FRockgN 層 HoWARD の 時 
の 吸血 試験 は 陰性 で あつ た と 紹介 し て いる 。 横 
山 937) は 俺 貧 の 生 と 虹 の 華 生 は 降雨 と 密接 
な 職 係 が あり , 面 も 本 病 の 流行 が 8 月 を 最高 と 
し その 後 は 昔 に 散 若 する 事 次 が 蛇 の 区 生 状況 と 
一 致す る か ら , 億 急 の 感染 は 一 定 要 約 の 下 に 虹 
の 媒介 に よ つ て な され る も の で あろ う ょ と 詩 し 
7 

FoRTNER(1938.1939) は 蛇 の 尋 介 試 験 を 行い 
陽性 成績 を 得 た 。GArTE (1940) も 蝶 が 俺 貸 を 俺 
挿す る も る の で あろ う ょ 推定 し て いる 。 下戸 等 
NO45JMMk2s220 が 20207254 アブル 2 ウン 
20ddgN005 が GT ウッ シン アブ プッ 
AZU0e0P 7 ア オオ コア グ を 探 集 し , 
直ちに と 小形 管 少 にとり, 功 を 以 て 片 閉 を 殴り 
飛 甚 力 を 奪い , 10 敷 匹 を 小形 金網 蘭 に 移し て 俺 
矯 馬 の 区 毛 し た 貼 部 を 適度 に 吸血 させ た 後 吸血 
を 中 絶 さ せ , 速 か 同 方 法 に ょ り 5 頭 の 健康 馬 
. を 刺 問 させ た と と ろ が , 試験 馬 中 1 頭 に 庫 病 を 
確認 し 得 た 。 婦 俺 作 馬 吸血 後 6 是 目 の 虹 の 鉛 刑 
を 健康 馬 に 接種 し た と と ろ が 3 み ヵ月 後 と 般 病 す 
る の を みた を た 。 上 記 の 試験 成績 は 刺 束 頻度 の 大 な 
る と と 及び 億 貧 馬 の 血 中 病 土 量 の 多い と と 等 が 
感染 に 重大 な 要約 と な る と と を 示し , 且 と れ が 
貯 栓 内 に 於 ける 俺 所 病 毒 の 増殖 を も 暗示 する も 
の で ある と 記載 し て いる 。 

(6) 家 螺 Scorr924) は 馬 の 内 菅 及 び 
鼻腔 に 於 ける 俺 貧 病 毒 は 家 昌 に ょ 0 健康 馬 tC 俺 
播き され る か も 知れ ぬ ね が , と れ は あま り 重 要 店 さ 


る べき で は な いと 言 つ て いる 。FAURE(1935) は 


健康 馬 の 皮 膚 の 1 部 を 4x3cm 大 に 閣 毛 し , 
且つ 表面 を 擦 過 し て 縄 帯 で 第 い , 委 日 億 貧 馬 の 
革 を 切り 滴下 する 血液 の 小 滴 を 該 損傷 部 に 附 着 
し て 弟 察 し た と ころ, 該 馬 は 10 日 後に 最初 の 
熱 締 を 示し た 。 か いる 成績 か ら 氏 は RAMoN et 
LEMETAYER ( 昆 吉 の 項 に 記す ) の 訟 に 大 意 を 表 
し て いる 。 

(7) 昆 間 俺 貧 の 昆 竣 類 に よる 媒介 に 開 
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する 報告 中 , 軍 に 昆 吉 惑 は 飛翔 昆明 と し て 種馬 
の 名 記 な きゃ も の を 一 括 本 項 に 於 て 芝 べ る と と ヽ 
する 。 

刊 條 の 民 強 及び 遇 昧 類 に よる 侯 播 に 注目 し た 
最初 の 人 は BRrMHArL, WEsBROOK 錠 BRACkEN 
(1903) で ある と 言わ れ て いる 。KrNsrEy(1909) 
は 虹 類 は 億 谷 を 俺 播 せ ぬ と 才 を た が , MoHrER 
(1909) は 昆 直 媒介 は 可能 で あろ うと 直人 像 し た 。 


FRANCIS MARSTErrER (1911) は Texas 州 


に 於 て 夏期 健康 馬 と 俺 抽 馬 を 昆 の 飛 欧 する 牧 
野 に 放牧 し た が , 和 縮 病 を 認め 得 な か つた 。 然 る 
に 一 方 俺 貸 毒 血 を 綴 口 投 興 し て 陽 隆 成績 を 得 た 
の で , 昆 事 尋 介 計 を 下 定 し た 。 VAN ES, HARRrs 
& ScHALK (1911) は 昆 紅 及 び 寄 生起 に よる 偉 貸 
俺 播 も 可能 で は あろ う が , 俺 貸 馬 の 尿 に よ つ て 
礼 染 され た 飼料 又は 飲 水 の 手取 か ら 感 染 す る の 
が 常 道 で あろ うと 記載 し て いる 。CARR 表 et VA- 
LLEE(1916) は 俺 貧 感 染 は 経口 的 に の み 行 われ る 
も の で ある と 信じ , 昆 直 媒介 は 全然 問題 と し て 
居 な いよ う で ある 。 STADLER (1917) は 昆 強 に 
よる 俺 貸 媒 介 試 験 に 成功 し , 昆 直 尋 介 読 を 支持 
し た が , SoHNS u. SoOETEDJO (1917) は 蘭 印 で 
は 尾 吉 の 見 られ な い 厩 舎 内 で も 次 病 す る 場合 が 
ある か らち , 昆 堪 媒 介 は 大 を られ な いと 言 つ て い 
お 

Scorr (1920) は 注射 針 を 以 て 金網 太 合 内 の 
俺 貸 馬 の 皮膚 を 窪 章 し , それ より 直ちに 同 注射 
針 を 以 て 他 の 人 金網 厩舎 内 の 健康 馬 を 容 東 する と 


. と に ょ より, 健康 馬 2 頭 中 1 頭 に 軽度 の 衣 病 を 誰 め 


得 た 。 か いる 事 三 か ら 氏 は 昆 起 の 吸血 に よる 俺 
作 偉 播 を 青 定 し た 。TKRUOcgR (1922) は 俺 貸 計 を 
吸血 し た 昆 吉 が 飼料 又は 飲料 水 と 共に 孝 取 さ れ 
で て 馬 に 感染 を 起す と ょ が 可能 で ある と 言い , 
PANIssET(1922, 1931) は 昆 叱 媒介 を 問題 外 宝 し 
て いち る が , VArrEg (1925) は 本 病 の 感染 は 主 と 
レ て 消化 管 を 通じ て な され る が , 必 ま し ゃ 昆 地 
侯 描 もぉ 否定 し 得 な い と 記載 し て いる 。TLEHNERT 
(1925, 1934) は スウ ェ ー デ ン に と 於 て は 俺 所 は 昆 
吉 に よ ょ つて 侯 播 短 ら れる も の いよ うに と 基 を , 
MrEcgEvirLE (1927) る 同様 の 考 を を も つて いる 
が , RicnTERS (1929) は 飛 甚 尼 器 が 病 奏 刊 播 の 
主役 を な す も る の で は な く , 主として 病 寺 に 河 染 


で 
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され た 飼料 又は 水 に + ょ つて 馬 は 俺 任 に 感染 し , 
又 感 染 馬 の 甘 尿 こ ょ 0 汚 染 さ れ た 敷 革 も 感染 源 
と な り 得 る と 記し レ し て いる 。 KRAr (1932) は 昆 自 
の 刺 衣 に 宏 い , 俺 貧 馬 血液 を 吸入 し た 毛細 管 を 
以 て 健康 馬の背 部 を 刺 し 俺 所 を 縮 病 させ た 試 
験 成績 か ら , 自然 感染 の 機 皿 に 暗示 を 得 た と 主 
張 し た が , その 後 氏 並 に 共同 研究 著 934, 
1935) の 報告 中 に , 内 外 寄生 強 の 媒介 を 有 重 に 
考え を る べき で は な いと 注意 し て いる 。 
ScHULER et VELu (1933) 及び VEru(1933) は 
モロ ッ コ に と 於 ける 俺 貧 と 咽 昆 超 の 分 布 汰 態 と 
を 調査 し , 吸血 昆 衣 は 俺 作 媒 介 の 可能 性 が 多い 
と 報告 し て いる が , QuENTrIN (1933) は 本 病 佑 
播 上 昆 器 は あま り 重 要 性 が な いと 言 つ て いる 。 
RAMoN et LEMETAyER(1934) は 昆 起 が 健康 馬 
の 創傷 部 或 は 結膜 面 に 俺 貧 病 毒 を 運搬 し た 場合 
と か , 又は 病 馬 に 汚染 され た 馬具 又は 構 刷毛 を 
使用 し た 場合 に 感染 を 起 し 得る と 言い , の Wick 
(1935) は 昆 趣 に 特別 の 注意 を 挑 う 必要 の ある と 
と を 主張 し た 。 DzAsocmoN(1937) は 節 足 動物 に 
よる 佑 徐 俺 拓 の 可能 性 を 読 き , SCHWARZMEIER 
(1938) は ドイ ツ の Hessen 地方 に 於 て は 綴 口 感 
染 と 同時 に 昆 問 媒介 も 行わ れる も の だ ろう と 記 
載 し て いる 。CARLSTROM u. HJARRE(1938) は 


スウ ェ ー デ ン に と 於 て は 俺 略 は 定型 的 の 牧場 商 で 



































あつ て , 蜂 誤 に よ つ て 俺 括 さ きれ る も の で あろ 2 う 
と 記し , 中 村 (1938) は Zwrck の 言 を 借り , 昆 吉 
感染 も 可能 で あろ う が , 感染 馬 の 尿 に よ ょ つて 汚 
染 さ れ た 飼 料 か ら 経 口 的 に 感染 する と と が 最 重 
要 な 感染 経路 だ ろう と 逃 べ て いる 。LAKTINOY, 
ARHHANGEL'SKIi @ KOvArEvSKii (1939) は 
森林 より 50m 本 れ て 2 ヵ所 の 撃 留 所 を 設け , 1 
み 所 に は 俺 候 局 10 頭 を , 他 の 1 ヵ所 に は 健 
康 な 仔馬 1 頭 を 置き 午前 8 時 か ら 午 後 6 時 所 20 
回 昆 護 の 刺 状 を 許し た と と ろ , 該 仔馬 は ユカ 月 
欠 に し て 和 常 病 し , その 腫 臓 乳 刑 の 接種 成績 は 明 
か に 人 刊 貧 感 染 を 立 誇 し 得 た 。 次 で 他 の 健康 馬 1 


_ 頭 に 肢 し 9 同 昆 協 球 毅 を 異 え た が , と れ 赤 陽 任 


成績 を あげ た 。 本 軟 験 中 4z9 ヵ Ze7es 遇 , 時 及 
び 和 東 虫 が 混在 レ し た た め 果 し て 何れ の 昆 聞 が 俺 播 
に 興 つ た か は 明か で な い 。 DoBEERSTEIN u. 
HEMMERT 一 HArLSWick (1940) は , 従 來 諸家 に 
ょ つて 行わ れ た 試験 及び 制 察 か ら す れ ば , 吸血 
昆 は 時 と し て 俺 気 を 媒介 し 得る る の と 考え ら 
れる が , 主要 億 播 落と は 巻 を られ ず 入 ろ 土 壌 表 
屋 の 化 欧 的 並 に 理 束 釣 八 に ょ る 昧 響 を 重く 見 
る べき で ある と 記入 し て いる 。 
2. 名 昧 類 

_ 従 夫 克 束 及び 六 多 の 如き 昧 類 に 就 て 俺 所 の 
媒介 問題 を 論議 し た も St 








第 表 
報 各 年 区 報 結 填 外 寄 生 動 物 に ょ る 倍 貧 億 播 の 有 無 
弄 | 怠 環 | 中 | 家 幼 | 昆虫 | 壁 惑 | 六 許 | 四 

1903 KHR NR 1 |) 時 
1806LRlBSISA 0 OCRPIH (RRB 潮時 
1999 knewie ay 7208 ee EL 282L-( 役 政和 
909 AORCERMSUU NE LO 22PILSN 軒 日 還 EE 
1909| 富 邊 5O923 表 間 BRZRSWREWSE3II 
1910| 宮 鳥 ・ 小 泉 2 5 ーー レーーー|ー ーー リーーーー | 一 
191114| 臨 事 馬 疫 調査 委員 信 - に (に (一 (下り |+(| | に | 直 議 
91 | FRANors 必 MARSTetLER ーー に ント で 本 
9111 Va Es @ ScmarwW2HSP ボー トー ED 
1912 1 SwiNeGr に MS トト は (W 抽 | Sg 
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外 寄 生 動 物 に ょ る 俺 招 億 所 の 有無 











































































































































































































報告 年 克 報 告 着 
| 息 | 馬 | 没 | 痢 題 | 中 | 家 坦 | 此 虫 | 壁 数 | 狗 阿 | 中 
1914 一 16| SCOTT EPR 士 ( 吸 ) DS | 
1915 | EKvALL WI 了 W2 計 02DbG は DA 
1915 | FROCKERN ー( 吸 ) 症 中 
1916 | CARR et VALLEE 角 和 9 千 33ECSMSN2SsSIS トー 
1917 | SrAprER 0 江 和 200 回 BB 095 
1917 | HOWARD 。 ト ( に (WW 丘 側 : 2 2 
19 1 7 | SOEBNS u. SOETEDJO 間 NITE EASY 7 
ほ 9 すず 9 も SGCYP 平 前 陸 ( 和 M02 INN1 NO 1 
EE 0 且 WEHIHCD DOG 
? RANSOM (SCOTT | こよ ょ る) 土 ( 吸 ) 
9 お SCOrT 0SHE 42 TS が 3SSDRA 和 TH 
1920-22 LUHRS MEISSOKTE AN キ ( 読 ) UliAeA Nd な 
1921| Orro 隊 夫 人 AHGMPORE 全 RWHARDRAAS 
1922| wurmErw | にし ( 説 に ( 対 ) 寺 ( 説 ) 2 ' 旨 MEMS 
員 時 6 トー | |- DEBnHt 村 AR 
ーー lu MOOON ON NR ED) 陣 較 W 
1923 HAGEMEISTER RA MDVSRUSTA 士 ( 器 ) UN E 
1924 SCOTTT MSH 2 
1925 VALLEE EAMESEAN 全 AN 
1925 LEHNERFT NAKSDHRBIAW 鬼 前 幸人 NM 名 交 9NRG t SE 
-1925| 藤 昆 人 ES 介 M0 電 UNOH RT いい 
電 和 0 MIEGEV1LLE 0 隊 半 MT 
1927 | MIEGEV1LLE NMe < 下 MhMMDNGk、ー 
1929 | RiCHTERS FAKE いか 1 
ss kww 32088NB UM の 1 
1933| 橋 本 陳 N6 い 他人 ー( 説 ) 
1933 1 SCHULER et VELOU AR MS 2 吉 +( 製 ) 0 
1933 | VEro 本 NN TMS HE( 概 NMKOK 光 IN は 
1934 | RAMON et LEMETAYER by NTT) Ak SN 
回 細 昌 | | | mml | | | | 


人 


ーーーーーーー… 一 | ニーーーーーーーー| ーー|ーー ーーーーーーー-ー リ ーーーーーーーーー | 一 ーーーーー|ーーーーーーー| 一 一 ーーーーー」 リ ーーーーーー デ | ーーーーーーー 


1935 | Zwlck ' +( 説 )|. 
1935| Sr 
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1935 | FAURE | 








1936| Sgwgsov あ KozrovA TK 居 ・ 








1937 | GLATTL1 / / 








1937| 横 山 「 ー( 説 ) +( 説 ) 


1937 | DZASOCHOY 








19381 SCHWARZMEIER 





1938 | CARLSTRONT u. HJARRE 「 


1938・ 
1939 FORTNER 











LAKETF1ONOV。 AREHAN- | 
| GELYSK11 必 代 OVALEVSEK11| 
1939| ZUMP〒 


| 


1939 














1939| 市 左 ・ 今 岡 ・ 大 久保 ・ 加 藤 | | 。 ト () 


1940 | TDOBBERSTE1N Gu. 
| 日 EMIMERT- 日 ALSW1CK 


1940 | GATE 
1945 | 琴 戸 ・ 三 浦 ・ 上 野 ・ 笑 輸 | 














ーーーーーーーー」ーーーーーーー 一 一 ーーーーーーー 








ーーーーーーー |--ーーーーーーー| ニ ーーーーーーーー | ニーーーーーーーー| ーーーーーーーーー 一 
」 














ーーーーーーーー ーーーーーーーーー に ーーーーーーー デ ーーーーーー テ ーーー に エーーー ニニ ーーーーー 














ーーーーーーーー | ニーーーーーーーー | 一 ーーーーーーー| 一 ーーーーーー | ニーーーーーー - 


ーーーーーーー | ニーーーーーーーー| リ ーーーーーーーーー!ーーーーーーーーー! リ ーーーーーーー - 











SG 
+( 吸 ) | 





[備考 ]〕 1) 表 中 (+ ) は 侯 播 束 能 , (一 ) は 俺 播 不可 能 (【 キ ) は 可能 性 極め て 薄い こ で を 意味 する 。 
(2) ( 吸 ) ば 吸血 試験, ( 注 ) は 台 の 浸出 液 文 は 乳 麟 注射 試験 , ( 附 ) は 毒 血 附 着 試験 を 表 は とし, ( 説 ) 
は 賃 駿 的 護 明 な く 還 に 意見 の み 光 べた も の , ( 毅 ) は 偶々 或 る 機 宮 に 航 窪 きれ た も の を 指示 する 。 
(3) * は 終 各 の 刺 吸 若 血 に 擬 し 。 毛細 管 或 は 注射 舎 を 以 て 刺 敬 し た 四 験 を 示し て いる 。 


(1) 壁 器 FRANcrs & MARsTELLER(191 
1) は 壁 可 (oo ヵ 777zs 2772267272S) は 偉 箸 の 中 間 
宿主 と な . り 得る だ ろう と 信じ , 俺 貸 馬 か ら 得 た 
長 式 を 飼育 し , その 上 沙 映 を 健康 馬 に 附 着 させ を 
と と ろ 次 病 す る の を 認め た 。 然るに 20 匹 の 成 
畜 ( 雌 ) を 用 いて の 邊 駿 成績 は 陰性 で あつ た 。 


Scorr(1919) る 赤 陰性 の 結果 を 得 , 臨時 局 商 調 


査 委員 食 (1914) も 壁 惑 の 人 播 を 問題 外 生 し て い 
る 。HowAaRp(1917) も る Minnesota 州 に 見 られ 
ろ る の ez722c@72797 の の Z267272s は 必ず まし る 全 州 に 
豆 つ て 見 られ る 種 属 で は な く , 且つ 廣 く 馬 を 有 
う も の で も な いか ら , 俺 貧 媒 介 に 開 係 が な か ろ 
が 5 半 を だ 。 


(2) 六 癖 LOBRs(1919) は 億 貧 試 験 馬 と 


流 尊 が 流行 し た の で S2ZcoZ72S 及び の eZ27- 
c の の 7eS に よる 俺 修 億 搭 を 期待 し た が , 全く 陰性 
で あつ た 。HAcEwEIsTER (1923) る 汰 癖 は 俺 
を 媒介 せま と 言 つ て いる 。 「 


3. 昧 

忠 血 動 物 た る 巡 も モロ ッ ュ 及び スウ ェ ー デ ン 
で は 俺 貧 媒 介 問 題 妥 と きれ て いち る 。 

MrEcEvirLg (1926, 1927) は モロ ッ コ の 水 
(7Z2222672s 2277o72c の ) を 侯 答 俺 括 攻 と 考え , 2 匹 
の 水 蜂 を 用 い , 俺 作 馬 を 吸血 させ て 後 と れ を 磨 
座 し , 1 頭 の 健康 馬 に 接種 し た と と ろ 矯 病 する 
の を 認め を 。 然し 兵 は と の 毅 病 は 果して 信 答 で 
あつ た か どう か 確 真 で は な いと 言 つ て いる 。 
GrATrrI (1937) は 人 刊 貧 馬 の 包皮 下 か ら 本 >13 
cm 大 の 里 (万 7ZZo 2722 の 2cZ2272S) の 結石 10 


- 倫 個 を 驚 見 し た と と か ら , 蜂 と 偽 答 と の 聞 に は 


何等 か 開 係 が あろ うと 想像 し , 一 方 迷 は 咽 後 2 . 
て 4 月 間 は 再び 喚 血 する と と な き 事 費 を 加 げ , 
蜂 に - 度 区 下さ れ た 俺 貧 病 圭 は 該 期間 内 に 星 の 
醒 内 で 充分 光 育 する も る の で は な か ろう か , 従 つ ' 

て 恐らく 俺 貧 を 媒介 する 可能 隆 が ある と 推定 し 
洗 








- 邊 綿 括 
以上 外 寄 生 動 物 に ょ る 億 作 の 俺 括 に 開 し 諸家 
の 所 説 を 記 迅 し た が , と に と 縛 括 し て 第 1 表 に 
と れ ら を 表示 し て みる 。 


IE. 内 寄生 動物 


1. 上 幅 弟 類 

LOgRS (1919) は 億 貸 馬 の 腹 腔 内 締 秩 問 
727272@ 692222 の の 雌 3 匹 か ら 卵 及び 仔 弟 を 
遊離 し , 健康 周 の 皮下 及び 静脈 内 に 注入 し た と 
と ろ , 該 馬 は 1 日 後に 帝 病 し 約 2 ヵ月 後に 沿 
死 し た 。 信 て 氏 は 272Z2Z 6922226 の みな ら ず , 
他 の 内 寄生 嘩 は 何れ も 俺 貧 の 媒介 者 と な ら な い 
まで も , 保有 者 と な り 得 る だ ろう と ょ と 巻 えた 。 
HApWEN(1920) は RANsoM の 濱 験 を 紹介 し て 
いる が , それ に ょ よれ ば 俺 貸 馬 か ら 得 た 締 強 の 感 
染 期 功 過 を 健康 馬 に 試食 させ た 成績 は 陰性 で あ 
り , な お お 俺 作 馬 か ら 採集 し た 敵 剖 の 購 液 及び 浸 
出 液 を 注射 し た 試験 で は 陽 作 で あつ を た が , と れ 
は 何等 か 他 に 感染 源 が あつ た も の だ ろう ょ と 解 竹 
し , 氏 は 寄生 性 線 と 佑 谷 と の 間 に は 何等 関係 
の 存する 誇 搬 が な いと 言 つ て いる 。 WirHErMr 
(1922) は 内 寄生 紅 を 二 丈 的 の 俺 貧 信 播 者 と 券 を , 
RorrEg(1930) は 俺 貸 馬 の 解剖 に 際 し S7zo7zg 77zzS 


幼 の 吾 部 が 血管 高 内 に 容 入 し て いる 事 真 と 注 


目 し , 俺 作 馬 を 検討 する 場合 , 腸管 に 分 布 する 
押 管 に 就 て 寄生 問 の 検索 を 行う 必要 が ある と カ 
計 し た 。TIKRAr, MAck u. SoBRA(1933) は 内 外 寄 
生 部 に ょ る 俺 貸 偉 描 説 を 支持 し た が , GLATTLI 
(1937) は 秦 成 し 得 な いと 逃 べ て いる 。 

STEIN,。 LUCKER。 OSTEEN u. GOCHENOUS 
(1939) は Sg72gy77zs 2247g の 72S 及び さ Z. 697272S 
各 50 匹 の 浸出 液 10cc を 1 頭 の 健康 馬 に 皮下 
注射 し 陽 姓 成績 を 得 た が , C?2cos7oyzes 400 匹 
の 浸出 液 10 cc を 注射 し た 結果 は 陰性 で あつ た 。 
即 ちと の 賃 験 は zozgy/zS 属 は 醒 内 に 俺 作 酒 
毒 を 保有 する が , Cy/zcos7o72es は 保有 し レ し な い 
と と を 座 明 し て いる 。 爽 に Sozg?/zs の 第 3 
齢 期 幼 由 の 浸出 液 を 健康 馬 の 皮 下 に 注射 し た が , 
と れ は 陰性 に 終り , 更に 該 幼 過 を カプ モル に 入 
れ 導 入 銃 (baliing gun) に ょ つて 3 き 同 授 興 し た 
成績 も 陰性 を 示し た 。 以上 の 四 駿 成績 に よれ ば 
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島 貧 馬 の 開 便 中 に 店 育 し た SZzozgy7zs 第 3 齢 
期 幼 器 は 病 毒 を 保有 せ ず , 本 幼 紀 は 俺 貧 委 播 に 
全く 無 隔 係 で ある と 基 を えら れる が , と れ は 試験 
材料 た る 幼 強 を 洗 癌 の 際 該 幼 加 の 正常 箇 育 が 害 
われ た も の と ょ と 巻 を られ る の で , 従 て 以上 の 結果 
か ら 直 ち に 線 殊 に S 婦 gzzgy/zs 幼 吉 の 俺 健 媒 
介 を 松 定 し ょ うと は 思わ ぬ と 言 つ て いる 。 
2. 馬 螺 ( 馬 虹 ) 幼 剖 

馬 玖 の 寄生 期 た る 幼 過 は その 生活 の 大 部 分 を 
胃 (種類 に ょ つて 骨 及 び 直 腸 ) に 人 て 党 む や も の で 
ある か ら , 億 貸 尋 介 を 論 ま る に 営 り これ を 内 寄 
生 動 物 の 項 に 編入 し た わけ で ある 。 

CAMBRoN (1866) は Oges ケ 7egez, 特 て Cg- 
So カ 727zS の 幼 門 は 億 貧 の 中 間 宿 主 で あろ うと 


言 つ た 最初 の 人 で ある 。Rrgs(1906) る 宣 験 的 誇 


明 は な い が , 同様 の 壮 を を 諫 い て いる 。 宮島 ・ 
小 泉 (1910) は 俺 賞 馬の骨 か ら 探 つた 馬 宏 を 
飼育 し て 生じ た 成 の 産ん だ 卵子 を 1 頭 の 健康 
馬 に 反復 餅 食 させ た が 陰性 に 了 つ た 。 タ 自然 感 
染 馬 2 頭 と 俺 党 毒 接種 馬 3 頭 か 採集 し た 馬 映 
幼 強 を 食 論 水 に て 洗 泊 , 磨 秦 し て 濾過 し , その 
濾液 を 健康 馬 に 注射 し た 結果 , 並 に 他 の 健康 馬 


の 骨 C 需 接 幼 呈 を 装 入 し た 結果 は 何れ も 陰性 で 


あつ た 。 な お お 胞 時 馬 疫 調査 要員 (1912) は 放牧 前 


と 全 馬 大 の 周 螺 細 問 騙 除 を 行い , 俺 貧 館 病 如何 


を 指 察し た が , 何等 の 影響 $ 見 られ な か つ を と 
記載 し て いる 。 「 

EkvArL (1915) は スウ ェ ー デ ン の Norrland 
に 於 て 周 螺 は 見 られ な い 事 軟 を 指摘 し , 馬 茹 
俺 貸 媒 介 若 で は な か ろう と 主 紅 し , FAVERo 
(1916) も 本 幼 器 を 以 て 行 つ た 算 験 で 陰性 の 成績 
を 得 て い る が , THEILER (1916) 及び pg Kock 
918) は 俺 貸 馬 か ら 探 集 し た 馬 螺 幼 強 の 浸出 液 
を 健康 計 に 注射 し て 多 敷 例 に 芝 病 を 認め た 。 
LOHRS (1919) は 億 貸 馬 の 骨 か ら 得 た CZs7 の 
ヵ Z27zzs カ ecoZZ272 の を 散 回 洗 浴 後 , 2 匹 を 
食 廊 水 乳 謀 と し 健康 馬 の 左 吾 閣 肥 下 に 注射 し て 
72 日 後に 該 試験 馬 の 和 病 を 確認 し た 。FROHNER 
(1920) は 持 察 の 結果 か ら 馬 暴 幼 強 は 偉人 億 播 著 
に 非 ま と 言い , MARxgR (1920) も 俺 貧 と 馬 螺 幼 
剖 と の 闘 係 を 琉 定 し て いる 。 HADpwEN(1920) は 
刊 貧 馬 か ら 控 取 し た 馬 遇 効 有 問 の 浸出 液 を 健康 馬 
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に 注射 し, 俺 仙 に 類似 せる 病 括 を 心臓 に 認め 
と 報告 し て いる 。 WirHrrLwr (1922, 1923) 
気 馬 に 常に 馬 螺 幼 最 を 認め た と と か ら , 計 甚 幼 
雪 【 に よる 俸 貸 媒介 を 信じ いて る よう で ある が , 
LOEHRS(1922) は WrirHErLMr の 読 に 問 し , 届 暴 
幼 引 は 俺 貸 病 毒 の 保有 葵 と な り 得 る だ だ ろう が , 
俺 括 攻 となり 得る か どう か は 左 問 で ある と 枯 べ 
PE 
3. 弧 哲 

以上 内 寄生 動物 に 就 て 弧 可 し た と と ろ を 絢 括 

表示 すれ ば 第 2 表 の 如く で ある 。 


IV. 結 


人 づ 


以上 内 外 寄 生 動物 に ょ る 馬 の 偉 染 作 委 血 の 俺 








- 播 に 就 て , 請 家 の 試験 成績 , 弟 察 及び 意見 を 


和 述 し て みた の で ある が , 本 文中 に 損 ( げ を た 奏 に ょ 
つて も 自ら 明か な ょ うに と , 餅 駿 的 計 明 を 行 つ を た 
業績 が 意外 に 少 い と と を 知 つ を の で ある 。 従 つ 
て 綻 挫 の 研究 結果 か らし て は , 未だ 本 問題 を 明 
快 に 解決 し 得 た も の と は 基 え られ な い の で ある 
が , 然し 生 ら , 昆 夷 媒 介 の 可能 な る と と は 大 多 
人 
の よ 上 の ある 。 

この 昆 癌 試論 に よ つ て 陽性 世 績 を あげ 得 た も 
の ぃ 中 に は , 昆 副 は 軍 に 病 毒 保有 者 た る に 過ぎ 


- な いと 思わ れる 例 も ある が , 牙 種 の 昆 護 は 俺 貸 


の 俺 播 可 能 な こと と が 貨 験 的 に 立 計 せ な られ, 面 も 
その 納 生 大 況 , 環境 等 を も 併せ 壮 うる 時 , と れ 



























































RI に 
報 吾 年 次 _ 報 香 者 SMAy 」 ご 
727277 の SZZoz な gy7zz5 | 内 寄生 如 馬 距 ( 馬 虹 ) 

1866 | CAMBRON 土 ( 読 ) 

119.06 0 十 ( 説 で 

1 9 10 宮島 ・ 小 泉 コー( 全 " 桂 ) 

1912 | 臨時 馬 商 調査 委員 ー( 柚 ) 

1915 | EkyArr ー( 規 ) 
916 | FAvERo CN も 
9 hG EE - ト (まう 2: 

1 91 8 DE KoOCK 紋 土 ( 注 ) 

91.9 | RS - ド (3 ( 注 ) 
_1920 RANSOM(HADWEN に よる ) ー( 提 ) 

1920 | HApwsx ー( 説 )† 直 ( 寺 ) 
_1920 MARXxER 0 YEA 
_1920 | FRo6mmss ' ー( 才 ) 
1922: 1923 WiLHELM 圭 ( 説 ) | 土 ( 説 ) 

1T9 3 0 ROLLE 
yk KRAL, MACEK au. SoBRA 土 ( 説 ) 
_1937 8 :GLATTL1 ー《 誤 ) 

[備考 〕】 (1) 表 中 の 符 跳 は 第 1 表 に 準ずる 。 





(2) ( 口 ) は 経 日 投 興 試験 を 意味 する 。 


























等 虹 起 の 自然 界 に 於 ける 俺 貧 媒 介 は 一 鷹 承認 せ 
ちる べき も の と 考 を られ る 例 も ある 。 面 し て 昆 
剖 に よる 俺 播 方 法 と し て は , (1) 昆 の 刺 牙 吸 
- 血 , (2) 病 毒 保有 忌 典 の 手取 (飼料 , 水 等 と 共 
に ), (③) 昆 夷 吸 血 時 に 馬 円 ょ り 流出 する 毒 血 の 
: 揚 取 (牧草 と 共に ), (4) 新 る 毒 血 の 馬 事 損 傷 部 
- へ の 附 着 等 が 細 げ られ て いる 。 
先ず (1) の 場合 に つい て を えて 見 れ ば , 昆 吉 
散 生 と 俺 貧 若 生 の 時 期 並 雨 者 の 分 布 の 一 致 , 
星 貴 の 避 性 , 更に 本 病 毒 の 附 着 せる 注射 針 又は 
毛細 管 を 以 て 志 越 の 刊 茜 斑 血 に 擬 し た 感染 験 
に 成功 し て いる 由 な ど を 考察 する と, 昆 副 に ょ + 
る 俺 條 の 感染 方 法 と し て は 現在 の 農 ワ 刺 毅 吸血 作 
用 が 最も 餅 際 思 で あり , 且つ 有力 な よう 思 を 
れる 。(②) 及び (③) 関 MNO 0 
感染 試験 が 示す 範 園 で は , 一 般 に 大 量 の 血 の 
反復 投 興 が 必要 で ある と と か ら 基 を , 更に 検討 
の 釣 地 が 多い ょ うに 思わ れる 。 も し 俺 貸 奏 が 昆 
北村 内 を 通過 する と と に ょ つて 著しく 増殖 し , 
或 は 感染 能力 を 増大 る も る の と する な ら , (2②) 
. の 場合 $ 或 る 程度 まで 可能 で は あろ う が , 未だ 
新 る 貨 駿 的 護 明 が な され て いな い 。 (④) の 感染 
方 法 は 勿論 あり 得る と は 想像 され る が , 一 般 的 
に 行わ れる も の と は 考え られ な い 。 
か く 《 基 察する 時 内 外 寄生 動物 中 , 吸血 時 吉 の 
或 種馬 の 刺 可 吸 血 が 俺 質 俺 播 に 最も 重要 な 意義 
を 有する も の で ある よう に と 思わ れる 。 か くし て 
多く の 研究 者 の 開心 が 期 せ まし て 虹 及び 刺 遇 に 
向け られ だ た と と も 赤 う な づか れる の で ある 。 然 
し な が ら フ ラン ス を 除く 他 の 諸 國 に 於 て , 一 般 
: て 本 病 が 牧場 深 と 見 居 さ れ て いる と と , 駐 栗 種 
- 晴 の 藻 生 時 期 及び 履 性 等 を 大 うれ ば , 吸血 昆 
吉 に 於 て も 特に 蝶 が 最 有 力 な 俺 貸 俺 播 者 と 見 ら 
: れる 。 光 も 蛇 を 以 て せる 邊 駿 成績 に 於 て 陰性 , 
陽性 の 規 例 が , 相 翌 待 し て いる が , 陰 性 成績 に 了 
. つた 四 駿 の 大 部 分 に 於 て は , 蛇 の 人 工 飼育 又は 
人 工 吸 血 に 成功 し 得 な か つた と と が , 成績 の 左右 
され る 最大 の 原因 と な つて いる も の の や う で あ 
る 。 今後 断る 方 面 に 一 層 の 工夫 が な され た 場合 
妃 の 問題 も 自ら 解決 せら る ぃ に 至る も の と 思う 。 
LOHRS(1919) は 昆 問 媒介 読 を 支持 する 一 人 で 
ある が , 氏 の 言 を 倍 り て 言 を ば , 俺 符 の 大 流行 
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を 來 す た め に は , 特に 多 敷 の 億 播 能力 を 有する 
昆 強 の 存在 , 病 毒 保有 者 の 存在 , 昆 田 の 棲 鳥 上 好 
適 な 無 象 條 件 及び 吸血 作用 C 翌 する 刺 載 の 存在 , 
加 う る に と 含 料 の 鉄 逐 に よる 馬 の 抵 抗力 の 減 選 , 
並 に 小 地域 に 多 表 の 馬 が 飼育 せら る いと と 等 , 
で ある 。 

と も あれ 現在 衛 に な され た 冥 駿 成 績 た か ら す れ 
ば , 寄生 動物 中 或 種 の 飛 期 昆 諾 に ょ る 偉 気 俺 播 
の 可能 な る と と は 最早 動か すべ か ら ざ る 事 真 で 
あり , 換言 すれ ば 吸血 問 特に 虹 の 媒介 に よる 
俺 貧 感 染 の 可能 な る と と を 認め な けれ ば な ら 
ぬ 。 然し 入ら 昆 趣 の 媒介 が 眞 に 俺 貸 俺 括 の 常 道 
で ある か 松 か に 就 て は , 現在 の 段 了 花 で は と れ に 
断定 を た 下 し 得 な い の で ある 。 と の 四 に 開 し て は , 
今後 買 に 信頼 し 得 べ き 四 駿 的 誇 明 の 達成 され る 
と と を 希 訪 し て 克 ま ぬ も の で ある 。 
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馬 の 偉 衣 性 貧血 の 貧血 病理 


小 


豊 


PATHOLOGY OF ANEMIA IN PEOUINE INFECTIOUS ANEMTIA. 


YUTAKA ONo 


1. 親 . 論 
II.、 SCHERMER 説 
TIIT. JArrg 訟 


』。 緒 論 


俺 條 に 於 ける 作 血 な る 事 邊 は 皮 に 古く FROH- 
NER (1886) 以 来 多 敷 の 研究 者 に ょ つて 瘍 し く 
認め られ , 今日 と れ と 興 を 挿 む も の は な い 。 然 
し な が ら こ と これが 質 押 機 皿 に 開 し て は 従 來 諸説 紛 
紛 と し て 未だ ーー 致し な い 。 億 貸 の 病理 組織 克 的 
並 に 血液 病理 太 的 根 搬 に 立脚 し て 損 血 機 坦 を 障 
明 せ ん と 試み た の は 四 C 我 臨 時 馬 疫 調査 委員 信 
記事 (明治 4 年 一 1910) に 於 ける 大 塚 の 報告 を 
以 て 嗜 矢 と な す で あ ろう 。 その後 引続き 
SEYDERHELM (1914) , STAprgs(1917), LUgRs 
(1920), TAEFEg(1921), ZrEcrER(1924), ScgE- 
RMER(1927), CoHRs(1931), v. MGQcsy(1932) 
DoBEERSTgiN(1934), 石井 (1935ー40) 等 は 各 
竹 自 家 所 見 を 基礎 と し て 億 気 の 作 血 病理 の 先 明 
に 向 つ て 貴重 な る 業績 を 芝 表 し て いる 。 今 と れ 
等 の 文 基 を 通 覧 する に 人 逢 貧 の 気 血 理 論 に 就 て は 
大 凡 次 の 3 つの 届 説 に 分 類 し 得 ら れる 。 

(1) ScrHERMER 説 偉 外 病 毒 は 赤血球 及び 
骨 杉 に 障 得 を 奥 を て 質 血 を 起す と 解 租 され る 説 
で ある 。 面 し て 骨 談 機能 不全 は 腫 の 骨 談 様 化 生 
を 据 挫 し , 赤血球 破 壌 を 司る 腸 の 機能 不全 は そ 
の 他 の 臓器 特に 肝 の 網 内 系 が 腫 に 代 つ て その 代 
償 作 用 を 党 む に 至る と いう の で ある 。 

(2 ) JAFrE 説 この 読 は 赤血球 破 環 を 認め 
る が , 腸 , 肝 の 骨髄 様 化 生 を 概ね 否定 する も の 


次 


TV. DoBBERSTE1N 説 
V. 粘 論 
の 貞 


ed と yo 

(3 ) DogBERSTEtN 説 DoBBERSTEIN は 俺 
招 病 毒 は 中 訂 葉 系 細胞 毅 置 に 刺 載 を 奥 え を, その 
結果 肝 , 腫 の 綱 内 系 細胞 , 次 で 心臓 , 門 , 光 巴 腺 , 
肺 の 血管 長 細 胞 の 増生 を 促す 。 血管 菜 中 有 へ 葉 は 
病 毒 の 刺 載 の 強 さ 及び 持 績 性 に ょ つて 組織 球 様 
細胞 , 汐 世 様 細胞 及び 銀 織 維 の 産生 を 以 て 反 鷹 
する ょ 基 べ て いる 。 面 し て 病 の 初期 に 出現 する 
組織 球 様 細胞 は 赤血球 の 破壊 及び 気 喰 (C 参 興 す 
る も る の で , と れ に ょ つて 和 貧血 が 惹起 され る と い 
う ので ある 。 石井 等 も 本 設 を 支持 し て いる 。 
以下 と れ 等 の 蛋 設 に 就き 逐 克 解 読 し , 億 作 病 
理 の 開明 に 次 せん と する も の で ある 。 


HE. SCHERMER 説 


本 了 欧 説 は 先ず SEypERHELM に よ つ て 樹立 せ 
られ , STADLER, ZrEcrER 等 を 絶 , SCHERMER 
に ょ つて 更に 振 大 強化 せら れ て 今 是 に 至 つ て い 
る 。 人 刊 貸 研 究 中 最も 難解 本 せ ら る い $ も の ュー つ 
で ある 錦 血 洒 理 の 解明 に 最初 の メス を 加 を た も 
の は , 緒 論 に も 述べ た 如く 我 臨 時 馬 疫 調査 委員 


「 會 の 報告 に 炊 で 臣 邊 者 SEYDERHELM (1914) の 


研究 で ある 。 

SgyDERHELM は Strassburg の 鶴 科 大 胸 に 
於 て 億 貧 馬 15 頭 の 臨床 検索 , 血液 像 を 研究 し , 
内 13 頭 に 就き 病理 解剖 胸 的 並 に 組織 學 的 研究 
を 次 行 し て いる 。 両 し て 億 気 馬 の 臨床 要 索 の 大 
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部 分 は Strassburg の 必 場 長 で あつ た 彼 の 父 に 
ょ つて 行わ れ を た と いう 役 に と つて は 誠に 記念 す 
べき 業績 で ある 。 血液 父 に 就 て は 赤血球 敷 最低 
値 135 高 , 血色 素 最小 値 (Sahli) 15, 析 色素 指 
敷 は 常に 1 より 大 と な る の で ある ( 彼 は 健康 馬 
100 頭 に 就き 赤血球 敷 800 萬 , 血色 素 60 の 
償 を 以 て 色素 指 載 1 と 見 人 散 し た 。 該 敷 値 は 我 國 
に 於 て も 従 來 廣 く 使用 され て いた )。 赤血球 像 は 
大 小 不同 症 題 克 で , 大 型 赤血球 8 て 15, 小型 赤 
血球 は 3 迄 の も ゃ の を 抽 察 し , 耳 少 敷 の 有 桜 赤 
血球 の 出現 を みた が , Megaloblasten は 計 明 せ 
まず , 種々 な る 程度 の Polychromasie を 認 

た 。 白 地球 像 は 示 期 に 於 て モテ オジ ン 嗜好 性 白 血 


球 の 減少 を 盾 察 し た 。 上 逃 血 液 像 中 血色 素 の 上 ・ 


_ 虹 及び 極め て 稀 に 出現 する 有 要 赤 血球 を 除い て 
は 造血 像 の 兄 進 を 想起 すし むる も の は 認め られ 
ぬ 。 即ち 血液 父 と 臓器 張 化 と の 開 隊 性 は 認め ら 
れ ぬ 場 合 が 多い ェ と 逃 べ て いる 。 即ち 騰 器 所 見 に 
於 て は 高度 の 赤色 骨髄 和 巡 に と れ に 織 衣 す る 和 血 
臓器 の 高度 の 骨 談 細胞 性 化 生 を 認め て いる の で 
ある 。 肝 及び 腫 に 於 て は 赤血球 及び 白血球 新生 
父 を 示す 所 の あら ゆる 段階 の 細胞 若 を 認 な る 。 
新 く の 如く 臓器 中 に は あら ゆる 幼 若 な る 血液 細 
胞 の 著 明 な る 再生 ある に 拘ら ず , 流血 中 に は と 
れ を 認め な い の で ある ろ る 。 血液 と 組織 と の 新 か る 
相反 する 現象 は 人 の 悪性 貸 血 の 場 合 に も 認め ら 
れろ (MEYER u. HEINECKE ) 。 1 
骨髄 は 全 例 に 於 て 再生 父 を 認め て いる が , と 
れ は 人 の 回 性 貸 血 に 類似 する 。 肛 に も 全 例 に 於 
て 和 精々 廣 箇 な る 骨髄 様 化 生 を 認め , 腫 髄 は 増生 
レ し 細胞 に 富み , 小 汐 包 球 と 共に 常に 多 敷 の 大 型 
洒 巴 様 細胞 , Myeloblasten, Myelozyten, = ェ 
ォ ジ ン 肥 び 塵 基 性 細胞 を 認め た 。 肝 の 骨 秋 性 細 
胞 群 は 時 に は 異常 な る 集積 を 認め る が , と れ を 
2 分 し て Myelozyten 及び 中 性 多 桜 白 血球 より 
な る 血管 周 園 及 び 門 脈 周 園 に 於 ける 集積 =, 他 
は 主として 汐 包 様 細胞 及び 懇 赤血球 よ りな る 
血管 内 集積 で ある 。 面 し て 門 須 周 園 病 苑 は 肝 細 
胞 と は 全く 異 組織 の 枚 あ る も , 血管 内 病 徐 は こと 
れ に 反し 内 被 細胞 より 血液 細胞 へ の 移行 型 を 思 
わし な る も の で ある 。 物 血 を 認め な いせ 1 例 (人 
工 感 染 例 ) に 於 て は , 骨 骸 様 細胞 化 生 は 認め ら 


れ ぬ , 又 他 の 1 例 (人 工 感染 例 ) に 於 て は 腎 と 
る 骨髄 様 化 生 を 認め て いる 。 新 か る 膝 器 所 見 は 
SEYDERHELM (に よれ ば 白血病 に 極め て 相似 す 
る も の で あり , 重症 作 血 に 繕 芝 す る 骨 髄 性 細胞 
化 生 の 出現 は 上 既に 多 敷 の 届 者 に より 認め られ て 
いる 所 で ある と 逃 べ て いる 。 耐 し て 人 の 悪性 貧 
血 に 於 ける と 同様 。 民 の 俺 答 に 於 て も , 上 丈 職 
槍 所 見 は 4 て 7 ヶ月 の 馬 胎 史 の 臓器 所 見 と an- 
alogisch で あり , 肝 , 有 , 崩 丹 の 所 見 は 重 篤 な 
る 血液 障 如 に 圭 す る 代償 作用 と 認 む べき で ある 
と 鞍 べ て いる 。 新 か る 見 解 を 裏づけ る 重要 因子 
と し て 色素 指 載 の 上 昇 が ある と いう の で ある 。 
SEyDERHELM の 世 表 後 3 年 を て STADLgER 
(1917) は スウ ェ ー デ ン に と 於 て , SrRog. (1917) 


は 狼 逸 に 於 て , 夫々 狼 立 に 俺 貧 に 就き 簡 押 に 報 


笛 し て いる 。 先ず STApLgR は 本 病 の 主要 臓器 
所 見 と し て 血 鍼 症 , 肝 の 中 心性 紅 死 肥 び 骨 詳 企 
細胞 の 血管 内 浸潤 , 多 敷 の 有 桜 赤血球 及び 

Myeloblasten を 有する 骨 詳 の 増生 並 に 腎 の 間 


質 敵 を 刺 げ SEyDERHELM と 同様 , 崩 航 及び 肝 


の 代償 作用 を 認め て いる 。SrRoH は 慢 作 及び 進 
行 性 俺 貸 に 於 て , 肝 の みな ら ず 腫 に 於 て も 高度 
の 骨 詳 様 化 生 の 出現 を 認め て いる 。 「 

ZrEcLER は 1923>1925 年 に 至る 間 , 敷 炊 に 


互 り 前 後 120 頭 の 俺 貸 馬 に 就き 詳細 な る 病理 組 


織 克 的 検索 を 買 施 し た 。 先 まず 第 + 丈 報告 (1923 
1924) に 於 て は 俺 作 馬 を 2 大 別 し た 。 第 1 群 


は Perniciose Anamie に し て 一 定 の 地域 に 敬 


生 し 主として 恨 人 性 に 経過 する も の , 第 2 鞭 は . 
Kriegsseuchenanamie に こし て 主として 第 一 丈 
大 戦中 及び 大 戦後 初め て 般 生 し 大 流行 を 量 せ る 


も の で ある 。 


第 1 群 俺 貸 馬 に は 肝 及 び 則 剛 に 於 て 頼 普 を 有 
せ ざ ろ 記 核 白血球 (ungranulierte mononukl- 
eare Leukozyten (Myelose) が な 多 敷 の へ モジ 
デリ ン 貧 喰 細胞 と 共に 認め られ る 。 腫 に 於 て も 
赤 同 様 に 骨髄 性 細胞 ( 水 包 様 細胞 ) の 化 生 及び 
正常 肛 に 比 し 著 明 な る 鐵 色 素 の 減少 を 認め て い 
る 。 面 し て 肝 に 於 ける 細胞 浸潤 は 犬 部 分 は 肝 小 
葉 の 中 心 部 , 特に 中 心 訂 販 の 周 穫 に 認め ら る ょ 
も の で , と の 所 見 は 第 1 群 の 特有 病 父 で , 新 
か る 定型 的 組織 像 は 既に 肉眼 上 暗 赤 褐色 調 放 像 


Je 


を 二 し , 明記 ら る いも の で ある と いう 。 又 本 


拓 の 一 郡 に は 所 主 肝 硬 絡 に 移行 する も ゃ の が 認め 


られ る 。 「 

第 2 群 俺 気 馬 に は 急性 例 に 於 ける 敗血症 性 舞 
化 を 除い て は , 組織 駒 的 毅 化 が 下 ん ど 皆無 な る 
- か 或 は 肝 に 於 ける 組織 球 伯 細胞 (多く は へ モジ 
デリ ン 貧 喰 細胞 ) の 集 栗 , 腫 の 軽度 或 は 中 等 度 の 
鐵 色 素 減少 を 認 む る 程度 で あり , 骨髄 の 髪 化 は 
と れ を 訣 く 。 第 1 及び 第 2 十 群 の 移行 型 $ 赤 存 
在 する 。 前 逃 2 群 の 病 幾 像 , 臨床 綴 過 , 流行 状 
況 は 著しく 異な る が , と れ が 原因 と し て ZrEerER 
は 病 毒 の 生物 刺 的 絡 軸 に よる か , 或 は 地域 的 影 
組 ( に より 生ずる 病理 稀 的 作用 | に よる も の に 非 二 
や と 基 ん えて いる 。 換言 すれ ば 同一 病 毒 の 毒 カ の 
差 に よる も の と 非 ま や と の 廃 明 を 下 し , 更に そ を 
の 錦 血 病理 に 開 し て は 第 1 群 俺 所 馬 に 於 て は 先 
血球 月 玩 を 生じ 同時 に 病 毒 に ょ る 骨髄 及び 肌 
の 第 一 次 的 刺 載 を 招 人 迷 し , と れ に ょ り 更 に 綱 内 
系 並 に と 造血 臓器 の 反 應 を 惹起 せ し せ る も の で あ 
る ょ 説い て いる 。 併 し 第 2 群 の 病理 散 生 は 不明 
で ある と ょ と 区 べ て いる 。 「 

ZrEGLER (1925) の 第 2 爽 報告 は 俺 貸 の 組織 
環 的 診断 に 就 て 詳 遂 し た も の で , 特質 血 病理 
に 就 て は 言及 せ ざ る も 急性 及び 亜 急性 俺 貧 馬 に 
於 ける 肝 毛 細 血 管内 に 於 ける Siderozyten の 
出現 に 初め て 注目 し , と れ を 以 て 俺 貧 特 異 所 見 
な り ょ 逮 べ , 時 に 15 歳 以 上 の 老齢 馬 の 肝 と 於 
て 軽微 な る 鐵 色 素 の 沈 著 を 認 せ る と と ある ゃ る , 
診 記 上 問題 と むら る ゝ ヽ 程度 も の に あら ず ボ , ま 
た クル ッ プ 性 肺 疾 の 場合 に も 軽度 な る 陽性 例 を 
認 む る も 肝 小 葉 中 心 部 の 細胞 集積 は 認め られ 
ぬ 。 充 も 人 類 そ の 他 の 動物 の 肝 血 鐵 症 の 所 見 と 
し て は 血球 崩壊 を 惹起 せ し な る 疾患 と は 本 所 見 
は 陽性 で あり , 更に チ フ ス , 請 種 の 中 毒性 疾患 
大 環 強 症 , 嫌 商 に も 本 所 見 が 認め られ る 。 同年 
NOrLLER u. DoBBERSTEIN が Berl. 工 . W. 誌 
上 に 俺 貸 馬 700 例 の 所 見 を 公 に し , 肝 の 振 仁 星 
韻 細 胞 の 所 見 を 以 て 特異 的 な ら ず と 毅 表 な せる に 
対し , ZrEerER も 赤 堂 < 同一 誌上 に と れ を 反 明 
し て 自己 の 所 説 を 一 歩も 譲 つ て いな い 。 NOrrER 
u. DoOBBERSTEIN の 所 読 は 後 多 す る 。 

1927 年 ScHERMER が 40 例 の 慢性 俺 自 馬 の 
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所 見 を 基礎 と し て 表 せる 下 説 は SEYDERHELM, 
ZIEGrER 等 の 所 読 に 棒 成 し , 更に と れ を 強化 し 
今日 と の 方 面 の 移 読 の 代表 的 位置 を 占め て い 
る 。 彼 の 上 逃 億 貧 馬 に 於 ける 所 見 に よれ ば , 組 
織 移 的 に は 一 筒 の 全く 確定 せる 臓器 系 統 , 即ち 
網状 織 内 被 細 胞 系 統 の 疾患 と し て の 特徴 を 有 す 
る も の で ある 。 該 繝 内 系 は 正常 時 は 殆 ん ど 認 め 
られ ぬ も の で ある が , 俺 貸 に 於 て は 二 重 の 目標 
の 下 に と 台 圧 に あら われ る も の で ある 。 その ーー: は 
赤血球 崩 壌 に 開 係 し , 他 は い て と れ と は 反 詳 
に 赤血球 形成 を 司る る の で ある と 移 べ て いる 。 
特に 第 一 の 機能 は 馬 に 於 て は 明 懇 で あり , 肝 網 
状 織 内 被 は 赤血球 惑 は その 破 壌 産物 で ある へ モ 
ジ デ リン を 健 喰 する 。 同 時 に 赤血球 の 破 境 を 司 
る べき 肛 に と 於 て は 擁 鐵 細 胞 の 減少 を 認め る 。 少 
く と も 病 性 進行 せ ざ る 例 と 於 て は 腫 に 於 ける 挫 


- 鐵 細胞 は 増加 を 示す と と を 洒 則 と する 所 で あ 


る 。 新 か る 赤血球 崩 瑞 過程 に 並行 し て , 血液 成 


分 或 は 血液 と 開 係 を 有する 細胞 の 新生 を 來 す の 


で ある 。 馬 に 於 て は 赤血球 新生 は 遅延 する が , 
白血球 成 生 は 常に 認め られ る 所 で ある 。 と れ に 
習 す る 確 諸 は 腫 及 び 肝 に 於 ける オキ シダ ー ぞ 陽 
性 細胞 の 増加 で ある 。 か さる 細胞 が 確 頁 に その 
場所 に 於 て 成 生 な られ た る も の な りや 否や と 就 
て は , 何 回 義 の 存する 所 で あつ て , 恐らく 血行 
に ょ つて 骨髄 細 胞 が これ ら の 騰 器 に 達し た も の 
な らん と 思 大 し て いる 。 何 断 か る 白血球 性 細胞 


の 外 に 屋 さ 回 型 核 を 具 え 上 粒 を 有 せ ざる 細胞 に 


し て 渡 巴 様 細 胞 と 認め られ る も の が 多 敷 集積 し 
て いる の を 認め て いる 。 NOLLER u. DOBBERS- 
TEIN は 光 巴 様 細胞 と 貸 喰 細胞 と の 出現 に は ー- 
定 の Antagonismus あり と ょ と 称 べ て いる 。 ScH- 
ERMER の 所 見 に 於 て は 新 か る 事 條 は 誇 明 せら 
れず , 十 細 胞 駒 が 同時 に 少量 まつ , 或 は 大 量 ず 
つ 出 現し て いる 。 耐 し て 新 か る 組織 移 的 繕 化 は 
人 の 悪性 貧血 及び Gaucher 病 と 極め て 類似 す 
る も の で ある が , 馬 に 於 て も 赤 異 種 阜 白 の 反復 
注射 に と ょ つて か いる 狂 化 を 惹起 せしめ 得る と 李 


べた を 。NorLER u. DoBEERSTEIN は ピロ プ ラズ 


マ 病 及び 書 に 於 て も 同様 所 見 を 認め て いる 。 
従 つ て ScHERMER は 俺 仙 の 組織 狂 化 は 上 厳 格 な 
る 意味 に 於 て 特異 的 な ら ず し て , 赤 咽 球 が 生理 
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的 限 界 を 越え て 消失 す る 場合 に 成立 する も の な 
らん と 結論 せる NOLLER u. DOBBERSTEIN の 
見 解 に 震 意 を 表し て いる 。 然し 決し て こと れ に と よ ょ 
り その 診断 的 償 値 を 失う も の に 非 ま し て , その 
他 の 病因 と し て 著 え られ る も の 人 比較 的 稀 な る 
場合 に 於 て は 俺 貸 の 死後 診 入 に 習 し て は 極め て 
重要 な る 意義 を 有する も の で ある ょ 逮 べ た 。 婦 
肝 の 食 喰 細胞 が 同 肛 器 の 網 内 系 よ 9 成立 する と 
NN 

管 , 汐 巴 腺 , 肺 等 に 認め られ る 挫 鐵 細胞 が 
AM00WWNNWhIOnieh 未だ 如 
問 で ある 。 


ScHERMER が 貧血 馬 の 肺 に 認め た る と 類似 所 


見 を , DowAck は 有 牌 の 列 出 を 行 つ た ラッ テ に 
於 て 認め て いる 。 急 ち 毛細 下 管 内 , 和 管 枝 及び 
正 管 周 邊 の 結 締 織 に 於 ける 携 鐵 軍 桜 細胞 の 所 見 


で ある 。DowAck は 該 搭 鐵 細胞 は 肝 の 遊離 内 


_ 被 細胞 が 肺 に 至り 栓 寒 せ る も の ょ と 解 租 し た 。 と 
の 総 路 に ょ り 失 鐵 細胞 が 肺 に 達し う る 事 克 は 括 
2 鱗 地 な く , ScHERMER も が 馬 に 於 て 多 敷 の カ 
ルミ ン 携 取 細 胞 を 肝 交 須 血 に 認め て いる 。 然し 
又 肺 の 内 被 細 胞 及 び 外 膜 細胞 が 肝 に 於 ける が 如 
くそ の 場 に 於 て 増殖 性 毅 公 を 炒 す と と を 認め , 
更に 同一 事 買 が 音 及 び 汐 思 腺 に 於 て も 惹起 せら 
ぬ 5 ペレ と ュ 基 察し で の 沈 。 

次 洲 巴 様 細胞 の 由 來 に 開 し て は ZrEcrR 
は 骨髄 より 流出 せる も る の と 見破 し , SEYDERH- 
ELM は 各 臓 笑 に 於 て 新生 な る も の と 認め , 更に 
NOrLLER u. DOBBERSTEIN は 部 は 眞 の 水 巴 球 
で あり , 1 部 は 月 壌 せる 大 喰 細胞 な り ょ 見 個 し 
た 。 ScHERMER は 汐 思 様 細胞 に 就き これ を 血液 
像 或 は 腫 の 光 巴 装 賞 , 腎 , 肺 の 所 見 , 水 包 様 細 
胞 の 偶 験 に ょ る Vitalspeicherung の 機能 , オ 
キシ ダー で ぞ の 有無 等 より 検 討 し , 
に 類 絆 を 有する 未 分 化 細胞 に て 原始 的 骨髄 母 細 
胞 と 解 租 し た 。 耐 し て 本 細胞 は 肝 硬 導 の 場合 に 
も ゃ とれ に 開 了 脱し て 繊維 芽 細 胞 に 共 化 する 機能 
有する も の な る べし ょ と 壮 察 し , 骨 詳 より の 流出 
を 認め ず , 堂 ろ 各 臓 告 に 芯 て 形成 され だ も の と 
見 貸し た 。 MEyER u. HErNEckE の 護 明 以 來 赤 
血球 の 題 署 な る 月 再 に ょ り 惹 趣 せ な ら る ヽ 組織 細 
化 は 修復 現象 な り と 解 租 され て いる 。 胎生 期 に 


中 礎 葉 性 細胞 


於 て 舌 血 臓器 で あつ た 肝 , 肥 が と の 機能 を 復活 
し レ , と ぃ ヽ と 骨 講 性 細胞 の 化 生 を 認 む る に 至る の 
で ある 。 し か し 俺 人 に 於 て 肝 は 又 血 球 破 環 の 騰 
器 で ある 。 赤 血球 は 破壊 せら る いも 碗 碧 球 中 の 
鐵 は 何 骸 内 に 財 蔵 な せら れる 。 面 し て その 親 程 は 
組織 切片 に 於 て 認め 得 ら れる 。 組織 陸 な る も の 
は 事 軟 に 於 て 急激 に 獲 化 する も の で , 時 蔵 な ら 
れ た る 鐘 は 何ら か の 形 に 於 て 再び 流血 中 に 流入 
せら れ , 赤血球 形成 に 利用 せら る * も の と 基 え を 
られ る 。 赤血球 破 環 は 肝 の 網 内 系 に 於 て 最も 著 
明 で ある が , 菅 , 洪 包 腺 , 肺 に 於 て も 赤 確 買 に 
計 明 立 ら れる と ScHERMER は 拓 べ て いる 。 大 
し て 赤血球 破壊 に 於 ける 腫 の 機能 骨 逐 は 肝 が そ 
の 代償 作用 を 辻 む の で ある 。 骨 詳 の 所 見 に 就 て 
は 深く 言及 し て いな い が , 無 粒 の 水 包 様 細胞 
は 増加 る も る の い \ 如 し ょ 清 べ , 恐らく 病 妻 は 骨 
足 に 直接 作用 し , 赤血球 形成 が 阻 雪 せら れ , 婦 
攻 ら く は 赤血球 自身 も 直接 攻撃 なせ られ, 骨 剛 は 
過激 な る 要求 に 耐え を 得 4 5 OS 
2 「 
ScHERMER は 最後 に 俺 貧 の 清二 を 要約 了 
て 「 億 人 病 毒 は 赤血球 及び 骨 骨 に 障 旭 を 典 を る 。 
骨 談 の 機能 不全 は 腫 の 骨髄 様 化 生 を 惹起 せ し 
む 。 更 に 赤血球 破 玩 を 富 る 腫 の 機能 不全 を 生 ず 
れ ば その 他 の 臓 器 , 特に 肝 の 網 内 系 が 腫 の 代償 
作用 を 辻 む に 至る 」 と 湖 べた 。 

1933 年 KRAr は 俺 気 に 於 ける 貧血 と 熱 敬 作 
と の 開 係 並 に 造血 臓器 の 態度 に 就き 次 の 如く 丈 
べ て いる 。 俺 貧 病 毒 は 血液 嗜好 性 病 毒 と 同様 に 
血液 アル シブ ミン 特に 赤血球 に 暫し で 親和 性 を 有 
し , 張力 な る 毒物 と し て 赤血球 を 彼 圭 す る の で 
ある 。 面 し て 破 環 さ れ た 赤血球 は 各種 有職 器 の 繝 
内 系 に 手取 され , 血 鐵 だ を 招 來 する 。 俺 貸 に 於 
ける 箇 熱 は 病 毒 の 悪性 影 元 〇 第 一 次 徴候 で あり 
更に 病 毒 と 共に 通 血 臓器 に 翌 し て 刺 載 交 影 響 を : 
典 ん る 。 と れ が た め 衝 血 臓器 の 機能 は 見 進 し , 
破壊 され た 赤血球 を 補う に 至る 。 氏 RAr の 和 偶 駿 ] 
に ょ れ ば 質 血 は 熱 敬 作 後に 起 る る の で , 燈 敬 は 
赤血球 破壊 の 結果 な り と いう 読 に は 奉 成 し 得 な 
いと いう の で ある 。 

造血 臓器 は 一 炊 的 に 病 毒 に 肢 し て 機能 進 を 
以 て 反 應 し , 次 に 二 玉 的 に 熱 に 桂 し て 反 鷹 する 。. 


_ 面 し て 年 熱 に 復 す れ ば 攻 血 臓器 の 機能 進 は 上 
み , 入 る 機能 低下 すら 示す も の い 如 く で ある 。 
、 般 熱 に 纏い て 特に 肝 , 炊 で 腸 及 び 光 巴 腺 の 網 内 
座 が 刺 戦 せ られ , 鐵 色 素 の 沈 著 が 起 る 。 と の 鐵 
色素 沈 著 は 長き 無 葵 期 を 弥 過 すれ ば 徐 ぇ に 滑 失 
する 。 病 毒 に より 侵さ れ た 赤血球 は 腫 に 集積 
し , へ モジ デリ ン に 帝人 化す る か ら , 洪 烈 な 竜 性 
例 で は 牌 の 鐵 含 有 量 は 増加 する 。 然し 一 般 C 肌 
の 鐵 含 有 量 は 著しく 減少 する の で ある 。 と れ は 
訪 基 性 園 形 細 胞 の 形成 印 ち 光 巴 様 細胞 の 増殖 の 
た めで ある ょ 解 租 され る 。 即ち 塵 基 性 園 形 細胞 
は へ モジ デリ ン を 手取 する 能力 を 天 2 に 至り , 
か く て 腫 の 機能 不全 が 起 る 。 と の 腫 の 機能 不全 
は 繝 内 系 の 他 の 部 分 , 特に 肝 の 星 葉 細胞 に ょ つ 
て 代償 きれ る か ら , 腫 の 佐 色 素 成 少 は 肝 の 鐵 色 
素 増加 を 招 夫 する 。 長 骨 骨髄 に 於 ける 導 化 は す 
べ て の 貧血 状態 に 伴 つ て 起 る と 同様 な 菌 な る 自 
血 機能 の 増生 に 過ぎ な いも の で ある と 区 べ て い 
る 。 


ITT. JAFEE 説 


. 本 移 読 は 俺 狗 気 血 機 幅 に 開 し て 病 毒 に よる 赤 
吉 球 破 壌 を 認め る が , 骨髄 の 障 得 を 認め ず , 叉 
有 , 肝 等 に 於 ける 骨 炭 性 細胞 新生 像 を 概ね 定 
する も の で , 第 二 菊 貧血 と 解 穏 さ ん る も の で あ 
0 

1910 年 (明治 43 年 ) に 敬 表 され た 大 塚 の 報 
震 は , 億 貸 貸 血 病理 の 解明 に 最初 の メス を 下 し 
た も の で ある ( 了 蘭 米 の みな ら ず , 我 國 に 於 て も 
SEYDERHELM (1914) の 報告 を 以 て 嗜 矢 と な す 
と 記載 し ある も の が 大 多数 で ある が , これ は 明 
か C 誤 認 で ある 。 その 原因 は 臨時 馬 疫 調査 要員 
信 の 線 合 交 欧 文 淫 表 が SEYpERHELM と 同年 に 
行わ れ を た めで ある )。 該 報告 に 於 て , 先 ま 血液 
像 に 読 て は 赤血球 の 減少 3400 高 , 基 し い の 
は 100 高 以下 ) 及び 甘 紙 を 記 め , 有 楼 赤血球 は 
目撃 せ ず , 自 血 球 は 常 敷 な る か 或 は 微減 少 或 
は 増加 し , 大 澤 桜 細胞 は 比較 的 多 敷 な る を 見 た 。 
血色 素 も 多く は 減少 し , 常 量 の 20<30 時 C 達 
せ ざ る も の が ある 。 然し 人 の 遇 作 気 血 に 於 ける 
が が 如き 特異 な る 導 化 は 誇 明 し て いな い 。 病理 解 
測 厨 的 並 に 組織 克 的 所 見 に 於 て は 腫 は 出血 , 訪 
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性 筐 腫 ,。 へ モジ デリ ン 結 卓 を 呈し , 展 < 大 な る 
軍 桜 細胞 の 増殖 が ある 。 肝 は 油 腫 , 脂肪 浸潤 , 
肝 細 胞 鞭 問 , 血色 素 丈 に へ モジ デリ ン 肖 潤 あ り , 


. 聞 質 及び 小葉 内 に 年 < 著 明 な る 園 形 細 胞 肖 潤 を 


認め た 。 臣 に は 出血 , 園 形 細胞 淫 潤 , 脂肪 肖 湯 , 
洒 巴 腺 に は 多少 の 肥大 , 骨 骸 に は 肥大 及び 出血 
を 見 た 。 胃 腸 粘膜 に は 出血 並 に 軽度 の 細胞 淫 潤 


を 認め た 。 要 之 依 仙 に 於 ける 主要 織 其 は 赤血球 


の 骨 壊 する に あつ て へ モジ デ ロ ー ジ ス は そら の 結 
果 に 外 な ら ず , 請 臓 器 に 於 ける 出血 , 脂肪 淫 潤 
の 如き は 了 碧 行 及び 此 槍 異常 の 機 分 が 貸 血 の 結果 
な りや 病 毒 の 直接 作用 に 基 因 する も の な りや は 
不明 で ある が , 崩 剛 の 肥大 は 貸 血 に 装 す る 造血 
機能 の 史 進 に 偽る も の と 認め て いる 。 又 肝 , 臣 , 
滑 化 器 粘 膜 等 に 肖 潤 する 周 形 細胞 は 主として 光 
巴 細 胞 よ りな る も , 例え ば 肝 に 於 て は 度々 様 
細胞 に 酷似 する も の を 艇 見 し , 腫 に 於 て も る 髄 様 
環 胞 の 増殖 を 見 る が 如き は 白血病 の 所 見 に 近似 
し , 髄 及び 光 巴 腺 の 肥大 と その 性 質 を 一 に す 
る も の い \ 如 し ょ 湖 べ て いる 。 

次 で 1919 年 LOgHRs は 180 頭 の 俺 笑 馬 の 誠 
機 例 を 基礎 と し て 騰 器 の 組織 脆 的 検索 を 施 せ 
る に と, LOHRS に よれ ば SEyDEREELM 等 に よ つ 
て 上 凡 に 秋 表 され て いた ょ よう な 肝 に 於 ける 骨 崎 性 
細胞 の 集積 を 認め まず , と れ に 反し 従 來 の 義 表 者 
と 一 致 せ る 所 見 と し て 有 腫 , 肝 の 腫 大 , 出血 並 
に 各 臓 可 の へ モジ リン 沈 著 の 著 明 な 増加 を 認め 


て いる 。 特に 腫 に 於 て は 赤血球 破 圭 の あら ゆる 


移行 型 を 認め た 。 肛 の 答 性 腫 肛 は 血液 の 腫 費 肥 
び 角 素 内 充 合 並 に 血球 破 培 産 物 に ょ つて 惹 趣 さ 
れる 。 従 つて 腫 腫 は 容易 に 滑 散 レ う る の で あ 
る 。 腎 の 赤色 線 状 物 及 び 式 訴 物 は 赤血球 の 集 壮 
で あり , 腎 組 織 の 壊死 も ある 。 陳 蒼 な 次 白 結節 
は 園 形 細胞 及び 白血球 より 成立 する 。 出 に は 
従来 の 文献 に 認め られ た ょ よう な 特 尋 所 見 は な い 
と 秘 じ た 。 

JAFEE (1921) は 血液 像 及び 組織 人 欠 + り 億 貧 
を 研究 し , SEYDERHELM, SCHERMER 等 の 前 太 
説 が 俺 筐 は 人 の 悪性 所 血 に 類似 せる も る の な り ょ と 
の 所 読 を 否定 し て いる 。 印 ち 先 ま 血液 像 に 於 て . 
は , 赤血球 の 導 化 と し て Anisozytose は 大 部 
分 に 於 て 認 む る も , Poikilozytose, Polychro- 
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masie, Punktierung は こと れ を 鉄 き , Normo- 
blasten ? る 稀 に 出現 する の み で , Megaloblasten 
に 至 つ て は 全く 出現 むず , 人 の 悪性 損 血 と は 全 
く 趣 を 異 に する と と を 報告 し た 。 更に 組織 聖 交 
所 見 に 於 て は , 腫 は 肉眼 的 に は 急性 例 は 常に 著 
明 に 腫 大 し , 割 面 に 於 て 弟 状 に 軟化 し , 暗 赤 色 
の 腫 鶴 を 呈し , 固有 像 を 消 和 欠 する 。 鏡 下 所 見 と 
し て は , 振 せ る 腫 引 は 多 敷 の 赤血球 に て 充 委 
し , 普 素 中 に も 赤 多 敷 の 赤血球 を 認め , 大 喰 細胞 
に より 貧 喰 され て いる も の も ある 。 貸 喰 され た 
赤血球 は 初め は よく 認め られ , 後に 至 つて は 滞 
爽 褐色 の 色素 塊 と 痛 ま る 。 白血球 及び その 難 骸 


物 も 赤 要 物 質 の 破片 と な つて 貨 喰 細胞 に 岳 取 せ . 


られ る 。 大 小 の 光 巴 様 細胞 は 大 喰 細胞 及び 赤 血 
球 の 間 に 認 め られ る 。 オ キシ ダー ゼ 反 應 は 陰性 
で ある 。 時 に エ オ ヂ ン 細胞 多 敷 を 認め る 。Nor- 
moblasten は 極め て 稀 に 認め られ , 時 に は 組織 
球 に より 貧 喰 せら れる 。 骨髄 細胞 は 1 頭 の 幼 若 
馬 に 於 て 認め られ た の み で ある 。 病 の 総 過 の 長 
いも の に 於 て は 有 は 硬度 を 増し 腫 大 する 。 割 面 
は 褐 赤色 , 濾胞 は 明 定 し 得る 。 組織 像 に 於 て は 
鐵 色 素 は 極め て 多量 と な り , 麗 素 は Turnbullb1- 
au 反 鷹 に 於 て 殆 ん ど 在 等 に 青 染 き れる 。 その他 
光 巴 様 細胞 , プラ ズ マ 細胞 , 少 敷 の Normobl- 
asten 及び 多 敷 の エ オ ジン 嗜好 性 白血球 あり , 
骨髄 細胞 は 少 敷 で 主として 酸性 の 眠 粒 を 有 す 。 
互 細胞 は 稀 に 出現 する 。 濾胞 は 幾 化 な く , 網状 繊 
細胞 は 展 々 僚 色素 を 有する も る も 俺 貸 に 於 て は 個 色 
率 の 洗 著 は 生理 的 分 量 を 越え , JAFFE の 見 解 に 


於 て は 侵 性 型 の 場合 は 量 も 題 装 な 畿 化 を 示す 。 
MRoWKA は と れ に 反 翌 し , 腫 の 色素 鉄 愛 を 主 
誠 し て いる 。 


JAFFE は 熱 芝 期 間 赤 血球 は 障 旭 を 受け , 両 し 
て 新 か る 赤血球 は 腫 に 沈 著 し 鐵 色 素 に 化す ェ 下 
べ て いる 。 その 後 動物 骨 は と の 色素 を 伺 等 か の 
形 に 訳 て 利用 する 。 骨髄 性 細胞 は 少 敷 例 に 存 す 
る の み で , その 出現 融 は 極め て 少く , こと れ を 以 
て 骨髄 様 化 生 と は 稀 し 得 な い 。 人 の 悪性 所 血 に 
於 て も る 赤 腫 に 於 て は 赤血球 貧 喰 作用 と Siderose 
を 認め る が , 後者 は 中 等 度 の 限界 を 保ち 俺 急 に 
於 ける が 如く 高度 で は な い 。 双 腫 の 血液 分 布 $ 
全く 異な る 。 旋 性 俺 貧 の 腫 容 は 携 張 し , 血液 を 


充 作 する 。 こ と れ に 反し 人 の 事 性 貸 血 は PPINGER 


に よれ ば 腫 大 せる 内 被 細胞 に ょ り 覆 わ れる 。 


は 少 敷 の 細胞 を 有 し 髄 索 は 赤血球 の 沈 故 部 位 を 
あら わし て いる 。 人 の 悪性 気 析 に 於 て は 骨 談 細 
胞 の 化 生 は 規則 的 に 完全 に 形 成せ すら れる も の で 
な く Myelozyten の 軍 一 群 C 限局 せら る ゞ と 
と が 稀 で な い 。 俺 作 馬 の 人 色 素 の 諾 理 に 関し て 
は , 肝 の 性 意 細 胞 が 活 洪 な 役割 を 演 ま る 。 既に 
最初 の 熱 語 後 星 普 細胞 は 色素 環 を 食 喰 し , と れ 
と 共に 赤血球 , 碧 血 球 濃 区 を る 概 玩 骸 を 貸 喰 す 
る 。 腫 大 せる 星 苦 細胞 は 失 鍼 細胞 と 共に 毛細 管 
腔 を 閉 寒 する と と あり , 幼 若 な る 星 普 細 胞 も 受 。 
に 後 細 な 色素 題 粒 を 食 喰 する 。 その 外 毛 細管 内 
に は 赤血球 , 多 敷 の テオ ジン 嗜好 性 白血球 , 時 
と し て エキ オジ ン 嗜 好 性 骨 前 細胞 。 少 粗 の 光世 性 
プ ラズ マ 細 胞 及 び 白 血球 あり , 色素 細胞 は 中 心 
静脈 内 に 多 敷 認め られ , 門 須 周 組 織 に は 光 世 
球 及 び プ ラズ マ 細 胸 の 小 集積 を 誠 明 する 。 肝 細 
胞 は 大 部 分 退化 は な い が , 時 に と アリ ン 碗 性 或 
は 水 胞 織 性 あり , 常に 鐵 天 粒 を 含ま ず , 慢性 馬 
で 熱 語 作 問 衣 す る る の と 於 て は 肝 の 儀 沈 著 は 常 
に 見 人 廷 する 。 障 得 を うけ た 赤血球 の 供給 増大 す 
れ ば 腸 は 機能 的 に 過重 と な り , 肝 の 星 昔 細胞 は 
常に と れ に 詩 し 高度 に 笑 躍 す る 至る 。 即ち 星 
諾 細胞 は 舌 溢 な 増殖 を 示し て 肝 貨 質 内 の 一 暴 物 
組織 の 如き 観 を 呈す る 所 の Komplex を 形成 す 
る 。 該 組織 の 組織 敬 生 は と れ が 成立 する 個 え の 
般 育 相 を 比較 すれ ば 明 須 と な る 。 印 ち 念 性 期 に 
貸 喰 作用 を 掌 ん だ 性 幸 細胞 と 同一 細胞 で ある 。 
SEYDERHELM, STROH の 重要 証 を せ る 肝 の 骨 談 様 
化 生 を JAFFE は 全く 護 明 し て いな い 。 SEyDE- 
RHELM, STROH の 報告 を 級 る に , 骨髄 細胞 性 
病 稚 は 主として 光 巴 様 細胞 型 よ りな る も の ょ 大 


- を られ る 。 オ キシ ダー ゼ 反 鷹 の 鉄 如 が と の 細胞 


の 淡 性 の 本 衣 を 耕 定 す る 。 耐 し て Turnbull- 
blau 反 應 に 於 て 固有 の 本 衣 が 明 腔 と な る の で あ 
る 。 即ち その 原形 質 に は 後 細 な 鐵 頼 粒 を 認め る 。 
従 つ て 本 細胞 は 性 普 細 胞 か ら 壮 化し た 光 巴 様 細 
胞 の 幼 若 型 で ある 。 何 JArFEg に こよ れ ば 偉 笑 馬 
と 人 の 悪性 貧血 と の 肝 所 見 に 於 ける 重要 な る 差 
異 は , 角 頼 粒 の 存在 部 位 に ある 。 俺 負 に 於 て は 
肝 細 胞 に は 鐘 頼 粒 を 認め な い が 人 の 悪性 気 血 に 


於 て は 肝 細 胞 に 規則 的 に 鐵 略 粒 の 沈 著 を 認め 
る 。 多 ち 初期 は 肝 小 葉 の 周 放 部 に , 後期 に は 全 
肝 小 葉 に 豆 つて 認め られ, 主として 楼 の 周 導 に 
見 られ る 。 性 若 細胞 は 悪性 貸 血 に 於 て は 赤血球 
及び 赤 了 碧 球 破 環 物 を 貸 喰 する 。 へ モジ デリ ン 洗 
著 は 血液 寺 作 用 に 回 する 直接 な 計 明 と な る 。 
(PALTAUF)。 肝 に 於 ける へ モジ デリ ン の 分 布 は 
血色 素 の 供給 訴 況 に 懸 る も る ので, 異常 な る 沙 血 
に ょ る 相 色 素 の 注入 され る 場合 に は 肝 細 胞 , 星 
工 細 胞 及 び 門 脈 周 衝 の 組織 に 微細 な 鐵 閣 粒 が 沈 
著 す る 。 と れ に と 反し 塊状 と な つた 赤 析 球 は 肝 の 
押 管 領域 , 双 ち 星 普 細 胞 に の み 洗 著 を 來 す 
(STERNBERG ) 。 

Pyrogallol 及び Phenyihydrazin に よる 相 
球 破 曇 に 於 て は , 肝 に あつ て は 只 性 工 細 胞 に の 
- み 鐵 色素 の 沈 著 が あり , 座 60 や O の の ご 
同じ く 肝 細胞 に は 常に 鐵 色 素 を 認め な い 。 星 意 
清里 に は 存在 
し な い 。 人 の 悪性 貸 に 放 て は , 肝 の 門 須 管 内 
と 度々 肖 航 細胞 の 集積 が あり , と れ に と 反し 血管 
外 に 於 ける 菅 骸 性 化 生 は 未だ 認め られ な い 。 光 
巴 腺 に 於 て は 浮腫 伏 腫 肛 あ り , 佐 導 粒 は 僅 に 内 
第 細胞 内 と 相 営 量 を , 網状 織 細 胞 内 に 征 々 多量 

が 褒め の, 比 つ デオ ジン 嗜好 性 白血球 は 屋 々 集積 
し て いた 。 汐 巴 腺 の 骨 誠 様 化 生 は 人 の 悪性 所 血 
に は 時 と し て 認め られ る が 人 刊 招 に は 存在 し な い 
と JAFEE は 区 べ て いる 。 崩 剛 に 於 て は SEYDE- 
RHELNI REINHART。 STROH, MIROWKA, LOUHRS 
HUTYRA, MAREk u. MANNINGER 第 は 特に 著 
を 認め て いな い 。JAFFE る 同様 著 好 を 認め ぬ 。 
人 の 悪性 徐 血 に 於 て は CoHNHEiM は 赤色 骨髄 
を 記載 し , 特典 的 な ら ざ る も 極め て 特徴 を 有 す 
る 繧 化 な り と 見 仔 し て いる 。 更 (に ELLERMANRN 
「 Vo 軍 純 に 場 生 せる 芝 飼 中 

は 骨 鹿 細胞 を 認め , 化 生 せる 凡 達 中 に は 多 敷 
の wi 大 型 光 包 様 細胞 を 認め 
で いる 。 その 他 腎 , 膳 , 肺 , 骨 , 騰 , 副 忠 に は 
半 挫 を 認め て いな い 。 

以上 詳細 に 古 り . JAFFE の 所 論 を 述 べ た の で 
ある が , と れ を 要約 すれ ば 彼 以 前 に SEYDER- 
HELM, STROH に こよ つ て 唱 導 せら れ た 避 説 は 俺 
答 を 以 て 人 の 悪性 貸 血 と 類似 疾患 な り と 解 種 し 
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た が , JAFFE に よれ ば 西 者 は 病理 組織 克 的 に 特 
又 血 液 病理 頁 的 に 全く 必 別 され る も の で ある と 
な し , 俺 貸 に 於 て は 熱 芝 作 期間 に は 赤血球 の 重 篤 
な る 障 旭 を 受け , 新 か る 赤血球 は 網 内 系 に より 挿 
取 さ れる 。 胃 請 は 龍 化 を 認め ざる も の る 恒 篤 で 
西 か も 長期 繕 す る 正 液 破 壌 に 遭遇 すれ ば 骨 談 


る 赤 機 能 の 昆 進 を 起 し , 損 血 の 補充 に あたる と と 


は 査定 せ ず と 稀 レ し て いる 。 網 内 系 に の み 作 用 す 
る 新 か る 血球 破壊 は Pyrogallol,Pyronin 等 の 中 


毒 に 於 て 認め うる も の で あり , 人 の 俺 染 病 と レ て 


は 特に 腸チフス の 際 に 生ま る 組織 球 の 赤血球 貧 
喰 現象 は 極め で て 特徴 が な ある 。 人 刊 貸 に 於 て 赤血球 
及び JAFFE の 信ずる 所 に よれ ば ーー 部 白血球 に 翌 す 
る 障 旭 が , 如何 な る 種類 に 属す る も る の な りや は , 
組織 万 的 所 見 よ り は 結論 し 得 な いと 区 べ て いる 。 
長尾 (1925) は 俺 気 に 於 ける 赤血球 減少 の 原 
因 に 就 て 二 , 三 の 邊 験 結果 を 報告 レ て いる 。 先 
まま 血液 毒 及 び 碧 中 の 遊 見 へ モグ ロビ ン の 誇 明 に 
就 て は 何れ も $ 陰 仁 の 結果 に 終り , 爽 と 自家 沙 血 
索 は 接種 偉人 筐 19 例 中 潜伏 型 の T 例 に 於 て の み 
検出 し た が , 碧 液 病 理 多 上 意義 な きも の と 確認 
レ た 。 最後 に 病理 組織 聖 的 検索 に 於 て , 腫 , 骨 
鉛 , 稀 れ に 光 包 腺 に 於 ける 組織 球 性 細胞 の 赤 血 
球 貸 喰 作用 に 注目 し , こと れ を 以 て 赤血球 減少 の 
原因 な り と し , 億 貧 を 一 種 の 沙 血 性 貧血 で ある 
結論 し た 。 西 し て 組織 球 性 細胞 に ょ 0 播 取 さ 
れ た 赤血球 は へ モジ デリ ン に と 襲 化し , 然 る 後 潤 





| 区 微細 に 崩壊 する 。 肛 に 於 ける へ モジ デリ ン の 


一 部 は 恐らく 門 肛 に よ ょ つて 肝 に 至り , その 他 の 
る の は 身 租 組織 間 に 長 く 洗 閉 レ し, へ モジ デリ ン 
或 は その 分 解 産物 は 容易 に 夏 臓 或 は 腸管 より 排 
洪 な すら る いと と は な い 。 駐 熱 敬 作 間 に 往々 即 つ 
て 赤血球 の 増加 を 來 す も の が ある が , こと れ は 病 
毒 の 作用 に こ ょ る 笑 血 機能 の 異常 元 進 に よる と 見 
ざる を 得 ぬ と 送 べ , 他方 に 於 て 又 病 毒 の 作用 父 
り に C 弾 列 な る に 至れ ば , 造血 機能 の 無 緊張 惑 は 
琴 疾 を 來 し ,。 頑固 な 大 貧血 に 階 る で あろ うと ょ 短 
WAV 

葛西 (1931) は その 共同 研究 者 小倉 , 館 漂 筆 
と 共に 俺 身 に つき 血液 誤 的 研究 を 基礎 と し た 了 臨 
床 並 に 病理 台 的 製 察 を な し た 。 血液 像 及び 病理 
所 見 は 前 述 の LUHRS, JAFFE の 成績 と 概ね 一致 
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する の で と れ を 省略 し , 氏 等 の 注目 し た 自家 溶 
血 素 の 成績 に つい て 迄 べ る 。 従 秦 自家 沙 血 素 に 
就 て は FINzt は 先 ま 人 貸 馬 血 清 中 に これ を 詩 明 
し , 診断 的 全 値 ある こと を 唱 導 し た が その 後 
SoHN u. SogTEDjO の 奉 成 ある 外 , 他 の 研究 著 
(LOHRs, WiRrH, ZErrss, 長尾 等 ) は 茹 く 非 
- と し 稀 C 該 物質 に 遺 遇 する も 偶然 の 現象 に 過ぎ 
な いも の と 見 区 し て いる 。 然し 萬 西 等 は 自然 感 
染 馬 34 列 中 22 例 に , 人 工 感染 馬 5 例 に 於 て 
何れ も る と れ を 誇 明 レ し て いる 。 信 多 敷 の 健康 馬 及 
び 腺 商 馬 と 於 て は 本 物質 は 全く 誇 明 され ず , 従 
つて 自家 沙 血 素 は 俺 僅 の み に 誇 明 され る 特異 物 
質 の 観 が あり , 双 俺 貧 に 於 ける 赤血球 崩 壌 に 半 
- し て 影響 を 及ぼ す も る の で ある と と を ある 程度 認 
むべ き で ある ょ 迄 べべ て の る 。 

CogRs は 1931 年 NNrEBERLE と 共同 で 角 行 し 
た 著書 に 於 て , 二 , 三 注目 すべ き 見 解 を 語 奏 し て 
いる 。 挫 鐵 細胞 の 所 見 は ZrEGLER,SCHERMER 等 
と 概ね 一 致す る が , Lymphoidzellen の 所 見 中 
と れ が 成立 機電 並 に と れ に ょ り 生 まる 各種 臓 貫 
の 病理 次 生 の 解 に 就 て は , 
且 ち 光 包 様 細胞 の 所 属 こ 就 て は CoHRS 以前 に 
訟 て は , ZrEerER 等 は 骨 詳 より 流出 芝 る も る の と 
め , SgyDEREELM は 肝 の 内 被 細胞 及び portb- 
iiiare Gewebe の 外 膜 細胞 より その 場所 に 於 て 
形成 する と 稀 し , 従 つて 貧 喰 細胞 と 同様 網 内 系 
ょ 0 り 生ま る と 見 需 し て いる 。 た を だ と を 腫 よ り の 流 
出 が ある 程度 まで 承認 せら る いと し て も , その 
多 敷 は 肝 自 身 の 網 内 系 に より 成立 する と い 
う の で ある 。CoHRs も 赤 民 < 内 被 細 胞 が 汐 包 様 . 
細胞 に 織 化 し て いる と と を 極め て 明白 に 認め で て 
いる 。 本 細胞 の 本 琵 に 開 し て は 骨 談 系 細胞 の も 
の で ある か , 惑 は 女 そ の 未 分 化 前 階級 の も の で 
あろ う ェ 一 般 C 認め られ て いる 。 オ キシ ダー ゼ 
反 應 が 前 逃 細胞 以外 に は ほ あら われ ぬ と 前 提 す れ 
ば , 極 め て 小 頼 粒 で は ある が オキ シグ ダーゼ 陽性 で 
あれ ば 骨 詳 性 と 認め ら る べき で あろ う 。 然るに 
汐 包 様 細胞 は オキシダーゼ 陰性 で ある 。 CogRs 
は 次 に 述べ る が 如き 比 察 を 基礎 と し て , 億 貸 に 
於 ける 光 包 様 細胞 は EpsrEIN の 唱 導 し た HHj- 
Stiozytare Reizzellen と 見 る べき で あろ る と 和 レ 
た 。Histiozytare Reizzellen は 病 毒 に 習 し 防 舞 


味 あ る も の が ある 。 
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カカ を 有 し 特に 抗 杜 生 産 に 開 係 ある 網 内 系 細胞 よ 
5 分 化成 立 補 る も る の な る べし と いう の で ある 。 
EpsTEIN は 馬 の 企 血 時 に 於 ける と 同様 の 形態 
を 有する 光 包 様 細胞 を 反復 蛋白 注射 を な し 蛋 
白 葛 疫 般 の 形成 を 認め た 家 和 更に 於 て 護 明 し て い 
る 。 面 し て 彼 は と の 細胞 を 繝 内 系 よ り 角 生 し た 
Histiozytare Reizzellen で ある と 認め , 抗 寺 産 
生 の 形態 的 表現 で ある と し た 。 高度 に 分 他 し た 
た め に 馬 の 場 合 に も 同様 で ある が , Karmin 搬 
取 の 機能 を 大 うに 至 つ た も の で あり , 佑 気 に 於 
て も る 赤 同 様 の 開 係 に ある も の で あろ う ょ 稀 べ て で 
いる 。 注 世 様 細胞 の 本 散 に 就き 新 か る 解 種 を な 


、 せ ば , 光 巴 様 細胞 は 般 生 克 上 SYderozyten と 同 


種 と な り , 異な れる 分 化 機能 を 有する 中 有 葉 性 
母 細胞 よ り 開 し た と 考 ん られ る 。 Siderozyten 
c 分 化す る 細胞 は 正常 の 食 喰 機能 を 有 レ , 高 
度 の 赤血球 破壊 に あ た つ て その 作用 を 強く あら 
わす の で ある が , と れ と 異な つて 高度 の 分 化 を 。 
な し 発 疫 査 形成 な る 生命 に 緊要 な 機能 を 司る 河 


色 様 細胞 は , 正常 な る べき 原始 的 機能 を 清和 失 す 


る に 至る 。 現 疫 器 形 成 の 事 買 は 俺 頒 に 於 て 誇 明 
せら れ ね ば ば なら ぬ し , 且つ 双 と れ が 承認 さる ペ 
きき で ある と ょ 逃 べ , 更に ComRs は 赤血球 を 貧 喰 せ 
る 移行 型 と 認 な べき 汐 外 様 細胞 を 認め て いる 。 
上 逃 の 抽 察 方 法 と 以 て すれ ば , 各 臓 器 の 病理 . 
次 生 並 に その 貞 隊 性 に 就き 趣 を 異 に せる 構想 が 
展開 され る の で ある 。 第 一 に 赤血球 の 障害 が 春 
直さ れる 。 芝 崩 の 赤血球 形成 障 刀 は 認め られ ぬ 。 
然し 従来 の 所 読 の 如く 血液 新生 荻 及 び 腫 , 次 で 
肝 の と れ K に 参 典 する 細胞 が , 障害 を うけ た 骨 鐘 
の 機能 を 代償 し 洪 巴 様 細胞 の 腫 大 を 秦 す (と れ 
を 骨 航 様 化 生 と 艇 する も の あり ) と と を 承認 す 
れ 記 , 外 の 繝 内 系 は 完全 に 死滅 し , 最早 碧 液 破 環 
は 行わ れず , 肝 が その 代償 を な す と と いな る 。 然 
し CoHRs の 読 を 以 て すれ ば 爽 の 如く 考察 され 
る 。 即ち 赤血球 破壊 を 司る 肛 の 機能 不全 は 綱 内 
系 が 奏 地 を 米 る も る の で は な く , その 他 の 明か 
に 生命 に 穴 要 な 機能 , 即ち 病 毒 に 肘 す る 防 和 区 戦 
が 展開 され て いる も の で , その 形態 的 表現 が 汐 
巴 様 細胞 の 出現 で ある 。 腫 に 於 て 多 敷 の 汐 巴 様 
細胞 が 出現 する の で , 腫 と そ と 主要 防 衛 臓 器 と 朗 
な べき で ある 。 新 く 一 方 的 c 分 公 し た 細胞 は 最 


早 同時 に 貧 喰 性 を 失い , 血球 破壊 を 司 り 得 な い 。 
従 つ て 性 赤 細 胞 及び 至 度 な が ら 他 臓 器 ( 肺 , 菅 
等 ) の 網 内 系 も 赤 同 様 機能 を 菅 な の で ある 。 腫 
の 防衛 不 充 分 な れ ば , 更に その 他 の 職 器 の 漁 包 
様 細胞 が と れ に と 参 奥 する 。 従 つ て 人 刊 貸 に 於 ける 
臓 如 絡 化 は CoHRS に よれ ば その 形成 機 二 は 区 
の 2 千 に 上 師 刀 し め られ る 。 印 ち その 1 は 高度 の 
赤血球 消失 及び 破壊 で あり , その 2 は 侯 入 病 毒 
に 半 す る 防衛 で ある 。 

1932 年 v. MG6csy は LOHRSs, JAFEFE 等 の 
説 に 同意 し , 念 性 馬 及 び 慢 性 馬 の 病理 区 生 を 次 
の 如く 解 種 し て いる 。 多 ち 竜 性 馬 に 於 ける 所 見 
中 出血 は 杜 内 病 毒 の 毅 育 に よ つ て 形成 され た 
新陳代謝 産物 に ょ る 小 血 管 歴 障 害 に ょ る も の で 
腺 組 織 の 潤 濁 腫 上 及び 脂肪 狭 性 , 心筋 の 葵 性 , 
縮 熱 等 は 病 雪 に より 直接 蒙 れ る 中 毒 症 の 微 鉄 と 
解す べき で ある 。 然るに 腫 種 は 増加 せる 血液 に 
ょ より 1 部 は 充血 と 他 は 多 遂 の 出血 と 基 因 する 。 
血球 基質 より 血色 素 の 離 騰 に ょ り 生ずる 眞 の 沙 
血 は 認め られ ぬ 。 伺 と な れ ば 偉 貧 経過 中 に は 何 


筆 血 色素 血 症 或 は 血色 素 尿 症 は 認め られ ぬか ら 


で ある 。 腫 内 沙 血 は 腫 に 集積 或 は 凝集 せる 赤 血 
球 が 血色 素 を 藩 出 議 し め る と と に ょ より 生ま る も 
の で な く , 血色 素 は 基質 を 伴 つ た 形態 に 於 て へ 
モジ デリ ン (C 絆 化す る も の で ある 。 碗 血球 の 破 
秦 及 び 最 終 の 藩 解 は へ モジ デリ ン 形 成 の 総 過 中 
或 は 完了 後に 生ま る $ も の で ある と の いう ので あ 
る 。 耐 し て 有 の へ モジ デリ ン 合 有 量 は 出生 営 時 
に は 存在 せ ず , 生後 1 ヶ年 を 経過 し て 正常 量 に 
達し , 急性 疾患 に 於 て は その 供 作 後に 増加 する 。 
然し 1 へ 2 ヶ月 織 し た 次 作 に 於 て は 刀 剰 と 存 
する へ モジ デリ ン は 爽 第 に 減少 し , 肛 は 正常 量 
の 鐵 色 素 を 有する に 至る 。 熱 朋 作 の 経過 中 に 病 
境 新陳代謝 産物 に ょ つて 繝 内 系 は 刺 電 状 態 と 
な り , その 結果 介 性 総 台 の も の に と 於 て は その 腫 
岩 及 び 儲 喰 機能 の 増進 を 米 し , 経過 の 長い も の 
に 於 て は 網 内 系 細胞 の 邊 等 或 は 電 汰 の 増殖 を 挫 
し , 特に 暑 閉 な 場合 に 於 て は 肝 毛 細管 訪 域 に そ 


の 増殖 を 米 す の で ある 。 赤血球 減少 は 熱 朋 作 時 . 


に と 暑 と あら われ , 爽 期 惑 衣 ま で の 間 歌 期 長け 


れ 信 健 血 は 概ね 違 復 す る 。 次 作 疾 庫 すれ ば 質 血 
高度 と な る 。 徐 血 成因 に 開 し て は 詞 に 血液 の 浴 
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_ 失 する の みな ら , 語 作 時 に 於 ける 出 功 , 網 内 系 


の 貧 喰 , 肛 に 於 け る 包 剰 な 破 載 等 を 娠 得る 。 


- 高度 の 笑 血 並 に 赤色 骨髄 の 部 分 的 持 大 ある に 拘 


ら ず , 血液 新生 像 ( 有 要 赤 血球 , Polychromasie 
大 型 赤血球 ) を 鉄 如 る と と か ら , 高度 條 血 黄 
生 の 原因 と し て 赤血球 減少 症 は 更に 骨 航 機能 の 
障害 を も 誇 明 する も の で ある ょ と 鞍 べ て いる 。 更 
に 慢性 経 過 馬 の 病理 砲 的 織 和 に 就 て は v. MGcSY 
は 茨 の 如く 論じ て いる 。 外 ち 親 か る 場合 の 病 帝 
際 は 網 内 系 の 高度 増生 及び 高度 の 貧血 を 招 來 す 
る 。 中 急性 , 慢性 例 に 於 て は 血管 内 被 並 に 星 立 
細胞 の 刺 埋 秩 態 及び 都 位 的 増殖 を 炒 す (JAFFE, 
ZrEgGLER, v. MGcsy, NOLLER u. DOBBERSTETIN ) 。 
か い ヽ る 際 に 肝 毛 細管 周 園 に 大 小 の 細胞 二 が 成立 
する 。 と の 幾 化 は 長く 克 熱 を 認め な い 場 合 に は 
大 部 分 は 酒 失 し , 大 な る 細胞 区 の み は 新 か る 状 
態 に あつ て $ 伺 残 在 する 。 肝 邊 質 の 細胞 誌 は 研 
完 者 の 一 郡 (SEYDERHELM, 〇 TROH,。 〇 TADLER, 
KOBrTZ, ZrEGLER, SCHERMER ) に あつ て は と 
れ を 骨髄 性 細胞 化 生 な り と 解 種 し , 他 の 研究 者 
(LOHRs, JAFFE。 vV. MGcsy) は 新 か る 失 化 を 
認め て いな い 。 更に 臨時 馬 疫 調査 要員 祝 並 に 
FINzi は 洪 巴 様 細 胞 及 び 卓 要 を 有する 細胞 の 油 
潤 で ある と 和 し て いる 。Y. MGcsy も 赤 あ ら ゆ 
る 時 期 に 於 て 骨髄 様 化 生 を 任 定 し て いる 。 俺 貸 
に 於 て 肝 の 細胞 征 及 び 肝 邊 質 に 主として 見 出さ 
れる Oxydasezellen は 流血 中 の 箇 粒 を 有 す 


うろ 細胞 で ある 。 億 答 に 於 て は 血液 像 に も 未 著 の 


馴 灯 白血球 は 殆ど な く , 有 要 赤 血球 $ 赤 全く 例 
外 的 存在 で あつ て (pg Kock, WIRrg) 再生 像 
を 鉄 い て いる 。 更に 有 は 骨髄 と 共に 赤 押 球 の 壮 
要 破 環 部 位 と 認め られ て ひる が が , 腸 の 鍼 席 理 が 
障害 され た 場合 に 初め て 肝 に 於 て へ モグ ロビ ン 
破 環 が 行わ れる と 考える の は 記 診 で あろ う 。 何 
と な れ ば 肝 の 鐵 色 素 よ 巡 に 第 1 回 熱 縮 作 後 敷 日 
で 箇 生 する も の で , 有 の 機能 は 殆ど 障害 さき れる 
と と な く 高 度 の 血球 破 壌 席 理 を し て いる 。 と 衝 
と 問 應 し て 俺 貧 初 期 の 時 に 於 ける へ モグ ロビ ン 
破 玩 の 分 進 は , 腫 機能 の 消失 に 百 す る 代償 作用 
で な く , 網 内 系 細胞 の 刺 載 促進 に よる も の と 解 
旨 す る を 至 営 こす る 。 唯 豚 が へ モジ デリ ン 鹿 理 
機能 を 有 レ な く な つた 場合 に は , 肝 に 於 ける 代 
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償 作 用 は 健康 民 の 腫 以上 の 多量 の へ モジ デリ ン 
量 を 有する に 至る の で ある 。 熱 庫 作 に 開 陸 し て 
腫 に 於 て は , 鐵 色 素 の 増加 以外 と 赤 光 巴 様 組織 
の 一 定 の 増加 を 米 す 。 肛 酷 に 増生 する 細胞 は 光 


巴 渡 胞 の 光 巴 母 細胞 に 類似 する が , と れ よ り 大 
で ある 。 明 い 楼 と 護 い 原形 質 を 有 し , 腫 費 に 充 


雪 す る が , 儀 代謝 こ は 参 典 し な い 。 か いる 組織 
増生 に より 増殖 性 腫 腫 を 起す 。 と の 場合 割 面 に 
突 隆 す る 腫 組織 の 粗大 頼 粒 状 性 質 は Malpighi 
濾胞 の 腫 大 による も の で な く , 次 に 光 巴 様 組織 の 
増殖 の 結果 , 組織 昧 張 の 増加 に 基 因 する も の と 
解 粗 さん る の で ある 。 腫 の 濾胞 は 組織 學 的 検索 
に 於 て は 炒 小 し 少 敷 と な る 。 又 肛 に は 骨 秋 様 化 
生 は 認め られ ぬ 。 Oxydasezellen は 増殖 し て い 
な い 。 外 組 織 内 に は 赤血球 新生 並 に 骨髄 世 細 胞 
は 誇 明 し 得 な い 。 崩 談 様 化 生 に 反 有 回 する 重要 な 
護 明 と し て は , 組織 化 生 の 程度 に 應 じ て Oxyd- 
asezellen の 減少 を 認め る の で ある 。 末期 に 英 
て は 肝 の 毛細 管内 被 は 異 常に 増生 し , 血管 衣 よ 
り 離 騰 し , 色素 を 貸 喰 せる 内 被 細胞 惑 は 貸 喰 せ 
ざる 内 被 細 胞 と 共に 移動 する 。 壮 常 に 増殖 する 
血管 藤 細 胞 の 床 辿 並 と 部 位 的 の 血液 循環 障 旭 に 
ょ より, 葉 中 心 部 肝 細 胞 は 憂 性 を 招 來 し , 爺 に 
該 部 の 全 贈 壊 を 来 し , か いる 月 壊 部 に は 種々 な 
程度 に 幾 性 し た 桜 球 , 鐵 色 素 貧 喰 細胞 , 光 世 
奈 及び 流血 中 の 細胞 等 が 認め られ る 。 肝 細 胞 の 
織 性 は 中 毒 に よる 障 旭 に 極め て 類似 する 。 中 酸 
化 在 素 中 毒 に 於 て は , 肝 細 胞 は 援 性 寺 死 を 超す 
が , 内 和 被 細 胞 は 残存 する 。 和 蛋白 様 中 毒物 質 が 血 


液 循環 を な す と と に より 生ま る 疾患 ( 環 靖 性 肺 


敵 ) に 於 て は , と れ に 反し 肝 , 腫 , 光 巴 腺 の 内 
被 細胞 要 及 び 幼 若 光 巴 球 の 概 内 に 毅 性 現象 が 誇 
明 さ れる 。 慢性 例 の 筐 に 於 て は 多 敷 の 獲 性 細胞 


を 有する 濾胞 は 不明 及 と た な る と 同時 に , 有 誰 の 
光 巴 様 細胞 は 腫瘍 伏 に 増殖 し , 且つ 完全 な 候 の 


消失 を 認め る 。 割 面 に 於 ける 肌 の 明 い 色彩 は 血 
量 の 減少 , 漆 巴 様 細胞 高度 の 増生 及び 特に 佐 色 
素 の 減少 に 由来 する 。 上 逃 せ る 肝 , 腸 の 組織 克 
的 絵 化 より 慢性 例 に 於 ける 病後 は 容易 に 訟 明 し 
得 ら れる 。 重 篤 な 肝 の 北 包 は 新陳代謝 障 旭 及び 
中 毒 症 誠 を 惹起 する 。 印 ち 内 部 臓器 及び 心筋 の 
織 性 ( 疲 疹 し 易い と と, 心臓 提 動 増 張 , 心臓 疾 


泊 等 ), 異 嗜 , 病 的 白血球 の 流血 内 出現 , 赤血球 
新生 の 障 旭 等 で ある 。 気 血 の 成因 と し て は 腫 及 
び 肝 の 獲 作 $ 赤 と これ に と 開 興 する も の で , 破 壌 し 
た へ モグ ロビ ン は 失わ れ , 王 内 に は 常に 鐵 の 不 
足 を 來 す の で ある ょ と 迄 べ て いる 。 


TIV. DOBBERSTEIN 訟 


本 聖 説 は 主として 俺 貧 病 毒 の 攻撃 踏 に 暫 す る 


組 義 を 李 討 し , 特に 本 病 の 特徴 的 龍 化 と せら る 
る 肛 , 肝 の 組織 像 に 習 す る 意義 を 閣 明 な らし め 
ん と し た も の で ある 。 8 

1925 年 NOLLER u. DoEBERsrTEIN は 従来 の 


_ 研究 者 が 包 去 の 熱 次 回 敷 , 却 過 日 敷 , 臨床 所 見 


血液 所 見 等 の 検索 を 鉄 如 補 る を 指 簡 し , か いる 
称 備 略 議 の な い 病 理解 前 胸 的 及び 組織 克 的 所 見 


は 本 病 の 如き 病 性 多岐 に 互 る る の に あつ て は , 


全 値 の 逐 し いも ゃ の で ある と と を 強調 し, 50 て 100 


例 程 度 の 検索 は 明確 な 所 見 を 得る に は 未だ 不 充 


分 で ある と し て , 侯 貧 疑似 馬 700 例 に つき 肝 , 
肛 の 組織 了 的 検索 を 次 施し , と れ を 爽 の 6 群 に 
分 つた だ 。 0 
第 1 群 : 肝 の 網 内 系 は 腫 大 増殖 し な い 。 針 
粒 は 存在 せ ざ る か 或 は 流 跡 的 存在 で ある 。 
第 2: 群 : 肝 の 網 内 系 は 腫 大 し , 履 ぇ 軽度 に 増 
加 す る 。 へ モジ デリ ン を 多量 貸 喰 す る (4) か , 


So 


或 は へ モジ デリ ン 少 基 で ある 「(5)。 章 載 秩 態 に . 


ある 網 内 系 に は 毛細 管内 に 少 敷 の 滞 色 様 細 胞 が 
ある 。 グリ ツン 珍 に は 同様 細胞 増加 す 。 腫 は 血 


量 及び 鐵 量 殿 常 , 濾胞 周 邊 に 多 敷 の エ オ ジン 嗜 
好 性 白血球 が 集積 する 。 


第 3 群 : 肝 網 内 系 腫 大 し 圧し く 増 殖 し , 玉 さ 
常に 多量 の へ モジ デリ ン を 貸 喰 す る 。 一 部 は 毛 
細管 腔 内 に 遊 見 し , 光 巴 様 細胞 と 混在 する 。 耐 
し レ て 毛細 管 は 細胞 の 充 族 し た 索 條 の 観 を 呈す 
る 。 有 は 極め て 量 に 富む 。 少 敷 例 で は 汐 包 様 
細胞 増殖 し , 血 量 に 乏しい 。 へ モジ デリ ン は 減 
少 す る か 政 は 征 々 増加 する 。 渡 胞 周 得 の = エ オ ジ 
ン 百 血球 の 集積 は 高度 た な る 。 

第 4 群 : 肝 網 内 系 は 著しく 増殖 し 同時 に 区 訴 
集 狂 の 傾向 が ある 。 細胞 荻 は 網 内 系 の み ょ り 成 
立 す る か 或 は 光 巴 様 細胞 を 泥 ま る 。 繝 内 系 の 血 
鐵 症 は 高度 , 腫 は 血液 及び へ モジ デリ ン を 減 赤 


る 。 渡 胞 周 間 の ェ オ ジン 細胞 の 集積 は 稀 で ある 
か 軽度 と な る 。 と れ に 反し 有 の 汐 包 様 細胞 は 明 
確 に 増加 する 。 他方 少 敷 例 に 於 て は 多量 の へ モ 
ジ デ リン が ある 。 「 

第 5 群 : 高度 に 振 張 し た 毛細 管内 に 存在 する 
網 内 系 及び 光世 様 細胞 は 肝 小 葉 像 を 支配 する に 
至る 。 且 ち 肝 細 胞 索 は 著しく 狭小 と な り , 毛細 
管内 に 増殖 し た 腫瘍 の 観 が ある 。 有 は 常に 血 量 
及び 鐵 を 減じ , 洪 包 様 細胞 は 増加 する 。 濾胞 は 
明雄 な 境界 が な く て 汐 巴 様 細胞 に 移行 する 。 = 
オジ ン 細 胞 は 鉄 如 す る か 或 は 極め て 少 敷 と な 
. る 。 「 
第 6 君 : 本 群 の 本 質 的 特徴 は 肝 小 葉 中 心 部 が 
彼 圭 き され て , と の 部 に 多 敷 の 鐵 陽 性 の 遊 本 網 内 
系 は 多数 の 激 包 様 細胞 と 混在 する 。 小葉 周 間 境 
は 第 3 4, 5 群 と 同様 , 汐 巴 様 細胞 の 増殖 高度 
腸 は 鐵 著 し く 減 少し , 時 に 浪 陣 こ 的 と な る 。 エ キオ 
ジン 細胞 な し 。 “ 

上 交 の 帝 化 は 握 患 日 敷 よ り も , 居 時 に 於 て 
委 性 芝 作 時 に あつ た か , 或 は 無 熱 期 に あつ た か 
に 依る 事 が 大 で ある 。ZrEcrER は 皮 に と の 税 に 
着目 し て いる 。NorrgsR u. DoBEERSTEIN も る 赤 
少く と も 網 内 系 の 帝 化 は 熱 遂 作 の 敷 に 開 係 する 
と 区 べ て いる 。 即ち 芝 作 が 連 績 的 に 襲 夫 す れ ば 
する ほど 網 内 系 の 増殖 引い て は と れ が 鐘 症 
は 高度 と な る 。 第 1 回 熱 区 作 の 初期 に 殺 謀 分 し 
た 場合 は 牌 は 高度 の 血 鐵 症 を 呈す る が , 肝 の 繝 内 


系 は 北 公 が な い 。 第 5 病 日 より 肝 の 最初 の 奏 公 


が あら われ る 。 繝 内 系 の 腫 腰 , 増 生 及び へ モジ デ 
リン 貧 喰 現象 は 軍 に 過去 の 芝 作 の 表 微 に すぎ ず 
し て 和 給 患 日 青 を 示さ な い , 双 網 内 系 の 獲 化 は 無 
夫 期 に は 再び 消失 し , 細胞 の 大 部 分 は 再び 血 中 
に 移る 。ZrEcLER も と の 可能 性 ある を 認め て い 
る 。 組 患 日 表 の 決定 に あ た つ て は 網 内 系 の 交 化 
ょ り は 光 巴 様 細胞 及び 特に 眞 の 光 包 球 及 び プ ラ 
ズ マ 細胞 の 出現 が 重要 で あろ る 。 特に 慢 な 俺 人 
に 於 て は , グリ ツン 爾 の 光 巴 様 細胞 高度 の 集積 
は 極め て 特徴 が ある 。 肝 に 於 ける 光 包 球 の 増加 
は 肌 及 びそ の 他 の 臓 器 の 光 巴 組織 の 増殖 と 下行 
する 。 多 論 間 換 に 於 ける 光 巴 球 の 集積 は 俺 谷 に 
習 す る 特異 的 現象 で は な い 。 その 他 の 疾患 (上 鼻 
痕 , 結 桜 , 光 包 性 白血病 ) に も 共通 で ある 。 腫 
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に と 於 ける 河 包 様 細 肥 が 幸 加 すれ 人 赤血球 及び ェ 


オジ ン 沖 胞 は 逆 に 減少 する 。 面 し て ZrEerER は 
肝 毛 細管 に 診 け る へ モジ デリ ン 信 喰 細胞 の 出現 
は , 飼 性 期 に 於 ける 特異 所 見 な り と し た が , 

NOrrER u. DoBEERSTEIN は か いろ る 現象 は 高度 


- に 赤血球 破壊 の 際 に 起 る 所 見 に 過ぎ お まして, 類 


似 の 襲 化 は ピロ プ ラズ マ 病 及び 嫌 疫 に も 存 し , 
従 つて 俺 作 特 有 な り と する 能 わ ず , 要する に 本 
症 診 世 上 有力 な る 支持 を 豊 う る に 過ぎ ず と 解 種 
し た 。 面 し て 検索 700 例 を 上 欧 6 群 と 分類, 衛 
察する と 爽 の 如く な つた 。 
第 1 群 : 偉 向 に あら まず 。140 例 , 20% 
第 2 群 : 偉 千 の 感染 可能 で ある 。 
a 組 , 111 例 , 15.86 狐 
b 組 , 190 例 , 27.14 須 
第 3 群 : 俺 作 の 感染 確 買 で あろ う 。 
94 例 , 13.43 ( 
俺 所 の 感染 極め て 確 頁 で あろ う 。 
75 例 , 10.71 
第 ゞ 非 : 8 
9 例 , 1.29 
第 6 群 : の 
81 例 , 11.57 狐 
DoOBBERSTEIN は 更に 1934 年 に 至り WILMgs 
と 共に 俺 谷 周 に 於 ける 心臓 の 襲 化 に 就き , 貫 ぃ 
て 同年 億 徐 馬 の 病理 功 生 に 開 す る 挑 判 的 考察 を 
胡 表 し , 俺 貸 病 理 胸 に 於 ける 彼 の 地位 を 不動 な 
らし め た 。 心 農 の 織 化 と し て は 検索 18 例 中 1 
例 は 負 化 な く , 6 例 は 軽度 の 細胞 集積 を 伴 つ た 
支柱 組織 の 著 明 な る 増加 , 3 例 は 中 等 度 。 8 例 
は 高度 の 細胞 集積 が あり , 俺 所 心臓 の 毅 化 は 一 
部 は 間 質 に 於 ける 汐 巨 様 細胞 及び 組織 球 の 集積 
て ょ より, 他 は Prakollagene Fasern, その 一 
部 は 懇 原 組 維 の 視 閉 な 増生 に 依り 特徴 づけ られ 
る 。 幣 埋 俺 導 系 細胞 に は 甘 抽 は な い 。 そ の 組織 
次 生 及 び 本 態 に 関し て は 肝 , 腎 等 の 所 見 と 同一 
で ある の で 重複 を 避け , 次 の DoBBERSTEIN の 
俺 貸 の 批判 的 察 な る 論文 に つい て 詳 遂 する 。 
DoBBERSTEIN は その 病理 愛生 論 の 論 逃 に 先 
立つ て 先ず 多 敷 先 人 に よ つ て 敬 表 され た 本 病 の 
血液 族 的 色 化 を 批評 し , 爽 の 如く 述 べ て いる 。 
且 ち 赤血球 肖 の 散 明 な 減少 は 病 の 初期 及び 吉 次 


第 4 群 
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作 中 に 認め られ , 亜人 性 及び 慢性 時 に は それ 程 
頼義 で な い 。 ScHERMER, WIRTH は か いる 例 の 
10 多 は 赤血球 は 正常 値 を 示し て いる と いつ で て 
いる 。 時 に Normoblasten, polychromatische 
又は basophil punktierte Erythrozyten を 
認め る が が, - 般 に 血液 像 に は 高度 の 再生 像 を 誰 
め な い 。 骨 秋 療 疹 の た め 出 現す べき 未 分 化 血 液 
絹 胞 惑 は 再生 像 の 胎生 期 型 の 形成 (メガ ロブ ラ 
ステ ン 形 成 ) は 俺 貧 に 於 て は 全く 認め られ な い 。 
即ち 億 邊 に 於 て は 任 血 の 高度 な る に 拘ら ちず, そ 
の 新生 像 は 極め て 軽度 で ある の が 特徴 で ある 。 
か ヽ ぃ る 見 地 か ら 彼 は 血液 像 に 於 て も 先 人 の 一 部 
が 唱 導 し た よう な 人 の 悪性 所 析 と は 全く 別個 な 
も の で ある と と を 強調 し , 特 に 先 に 逃 べ た JAFEFg 
の 所 説 を 引用 し , 丁 攻 は 確 然 属 別 す べき も の で 
その 共通 由 は 僅 に 中 毒性 作 面 と し て の 所 見 で あ 
る と 迄 べ て いる 。 

DoBBERSTEIN の 本 論 で ある 病理 組織 敬 的 所 
見 を 基礎 と し た 病理 殴 生 論 に 於 て は 有 及 び 肝 の 
尊 化 を 如何 に 解 租 す べき か に と 就 い て 逃 べ , 先ず 
肛 に 於 て は 本 病 経 過 中 に 於 て 常光 包 様 細胞 の 
増殖 へ モジ デリ ン 減 少 が 認め られ , 肝 に 訟 て 
は 赤 咽 球 破 更に 参 典 する 組織 球 性 細胞 増殖 及び 
、 恋 球 破壊 に 参 典 し な い 注 包 様 細胞 の 増殖 が あ 
る 。 極 め て 慢性 と な れ ば ,ZrEeLER の 注目 し た 格 
子 組 維 の 増殖 は 概ね 従 來 一 致し て いる 所 見 で 
ある と 逃 べ て いる 。 し か も 従 來 盾 の 血 鐵 症 は 腫 
の 代償 作用 で ある と の 結論 に 達し て いた の で あ 
る 。 然るに DoBEERsrEIN の 見 解 に よれ ば , 肝 , 


肛 の 葵 状 は その 他 の 諸 臓 各 の 幾 化 と 共に 盾 察し . 


て 初め て 正確 に 認識 さる いも の で あり , 狂 に 肝 , 
有 と 同一 導 人 比 は 或 は 腎 (SGcHERMER, LEINATTI) 
に 於 て , 或 は 心筋 (DOBBERSTEIN u. WWILMES) 
に 於 て , 更に 向 (SCHERMER ), 光 巴 腺 (PrENiNc) 
と 於 て 認め られ る 。 更に 恐らく は その 他 の 臓器 


に 於 て も 認め られ る で あろ う 。 否 , 心筋 に る 組 


弓 表 及び 光 巴 様 細胞 集積 だ が あり, と れ 等 は 皮 に 
SCHERMER が 提 唱 し た よう に と, 所 詩 未 分 化 の 血 
管 崖 細胞 より 出 驚 せる も の と 考 を られ る ょ 逃 べ 
て いる 。 綱 内 系 細胞 , 多 ち 特に 腫 骸 細 胞 , 肝 の 
星 工 細胞 及び 毛細 管内 被 細胞 , 光 巴 腺 の 鶴 内 被 


及び 綱 状 織 細 胞 等 は 未 分 化 血管 細胞 と 同一 種 と 


OL 守っ 
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認め られ る 。 面 し て 俺 貸 病 毒 は 主として 網 内 系 
並 に 静止 汰 態 に ある 未 分 化 血 管 警 中 礎 葉 を 刺 戦 
し , その 結果 各 騰 器 の 血管 藤 細 胞 ょ り 増 殖 レ た 
新生 像 を 認 む る に 至る の で ある 。 し か も か い ヽ る 
東温 は 全 臓 器 一 よう に 惹起 され る も の で は な く 
て で, 既に 正常 汰 態 に 於 て 機能 を 敬 揮 し て いる 肝 , 
肛 の 調 内 系 は その 他 臓 器 の 静止 伏 態 に ある 中 太 
葉 系 よ り 迅速 且つ 強度 に 作用 を 受け る 。 衝 來 
の 性 蘭 細 胞 増殖 及び 血 鐘 症 は 血球 破壊 を 司る 肌 
の 機能 不全 に ょ る 二 玖 代償 で ある と 解 組 され 
て いた が , 事 芯 は 然 ら ず し て , 肛 の へ モジ デリ 
ン 減 少 と 肝 の 組織 球 増殖 は 代償 読 の 期待 する 如 


く , 決し て 逆 的 開 係 に は な く , 特に 工 病 初期 軌 


ち 10<20 病 日 に 於 て 未だ 腫 の へ モジ デリ ン の 
減少 し な い 時 期 に 於 て , 肝 は 多 に 極め て 高度 の 
星 普 細胞 増殖 を 認め て いる (NorrER u. DOBBE- 
RSTEIN, vV. MOcsy )。 婦 心臓 , 腎 の 如く 血球 破 


震 を 司 ら な い 臓 器 に 於 て も , 組織 球 性 増殖 を 認 . 


めで て いる 。 従 つ て 肝 そ の 他 の 臓 器 に 於 ける 組織 
球 増殖 は 病 毒 自身 の 直接 作用 基 因 する も の で 
あり , 代償 性 腫 大 は 唯 第 二 義 的 な も の ょ 解す べ 
き で ある と ょ と 稀 べ て いる 。 と これ を 以 て DoBBERS- 
TEIN な は 億 條 病 寺 は 査 内 到 る 所 の 未 分 化 又は 分 
化し た 血管 菩 中 礎 葉 に 作用 する も の で , 血管 長 
中 礎 葉 は その 刺 載 に 應 じ て 3 種 の 反 鷹 を 惹起 す 
る 。 第 1 は 貸 喰 細胞 性 組織 球 様 細 胞 反 應 , 第 2 は 
非 貸 喰 細胞 性 光 巴 様 細 胞 反 應 , 第 3 は 懇 原 繊維 
反 應 で ある と 算 毒 し て いる 。 

第 1 の 組織 球 様 細胞 反 鷹 ( 附 彫 1 2.3) は 特に 
病 の 初期 に 於 て 出現 する が , その 後に 於 て る 出 
現し , し か も 特に 熱 衣 後 に 明 懇 に 誇 明 され る 。 
肝 , 腎 , 心臓 に 於 て は 本 反 鷹 は 明瞭 に 認め られ 
る が , 有 , 光 巴 腺 で は 本 反 鷹 の 護 明 は 若干 の 困 
難 が ある 。 

第 2 の 光 巴 様 細 肥 反 鷹 ( 附 彫 4,5,6) は 病 の 初期 
に は 全く 認め られ な いら 。 筆 ろ 敷 火 の 熱 区 作 を 耐 
人 過 し た 後 初め て 明 肛 に 出現 する 。 腫 に 於 て は へ 
モジ デリ ン の 減少 を 來 し た 場合 に 誠 あら ち れ る 。 
渡 胞 は 壮 紗 する 。 計 毛細 管 に 於 て は 滞 色 様 細胞 
は 展 々 組織 球 と 混在 する か 或 は 滞 包 様 細胞 の み 
が 認め られ る 。 腎 , 忌 臓 に ゃ 恋 認 め らち れる 

第 3 の 繊維 性 反 鷹 ( 附 同 7,8,9) は Prakolla- 
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gene Fasern (Silberfibrillen ) 
の 高度 増生 を 特徴 と し , 慢性 例 に 


綱 内 系 刺 戦 読 設 明 賠 の み 認 め ら れ , レ か も 極め て 長い 


(DoBBERSTEiN 原 岡 ) 病 的 経過 の 後に 出現 する 。 本 反 應 
の 形成 は 肝 に 訟 て は STRoH, Zr 


粗 策 球 模 肛 反 反 座 「 EGLER (により 初め て 認め られ 

ッッ ー 2 に “ (Gitterfasersklerose), 腎 に 共 
て は LgINATI, 心臓 に 於 て は Do- 
BBERSTEIN u. WiLMES に こよ つて で て 
計 明 され た だ た 。 有 及 び 光 巴 腺 に 於 て 
MonL ss 移 も 認め られ る 。 格子 状 和 維 の 増生 
2. 心 脱 3. 腎 騰 は 肝 , 肝 , 腎 に 於 て は その 硬度 を 
増す 。 銀 繊維 は 膨 原 織 維 に 分 化す 
る 傾向 が あり , 肝 に 於 て は 硬 葵 様 
織 化 , 心臓 に 於 て は 療 痕 形成 を 意 
味 す る 。 ( 

上 送 反 應 は 同一 例 に 於 て 同時 に 
相 左 に 存する と と が ある 。 然し な 
が ら 何 れ か 1 反 鷹 が その 主 忠 を な 
す と ょ と が 多い 。 組織 球 性 病 電 は 浴 
散 し 得 る の で ある が 一 旦 形成 され 
を た 銀 繊 維 は 長期 の 無 熱 期 を 過 し 
て も 洞 失 しない 。3 反 鷹 形成 細胞 
の 成立 に 開 し て は 先ず 組織 球形 成 
は 急性 刺 温 に 習 す る 血管 壁 中 朋 葉 
の 生理 的 反 應 と 認め 得 ら れ , 組織 
球 は 特殊 機能 を 有する 細胞 と し て 
来 分 化 血 管 藤 中 礎 葉 に 比 し 高度 の 

> 旨み 贅 度 を 具備 する 。 従 つて 更に 分 

7 肝 腺 RU My 化し て 銀 組 維 形成 能 を 得る に 至る 
' も の で あり , 又 こ と れ と 反 に 滞 包 
様 細胞 に ゃ も 導 化 し うる も の で あろ 
う と 解 租 し た 。 既に COHRS の 認 
め た を た ょ うに と , 組織 球 と 光 包 様 細胞 
と の 移行 型 は 容 多 に 護 明 され る 所 
で ある 。 汐 思 様 細胞 は 今日 慢性 刺 
て Se 。 に より , 押 管 杏 中 豚 葉 の 過度 の 
詩 WS ]1: ) 必 上 12. 汐 包 腺 刺 載 の 結果 と し て 出現 する も の と 
解 竹 し た 。 銀 織 維 は 未 分 化 血管 長 

中 礎 葉 自身 より , 或 は 組織 球 よ 

り 形 成 さ れる も の ょ と 著 ん えら れる 

(MAxiwow) 。 と の 成立 は と れ 等 
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細胞 の 高度 の 成 難 の 後 候 で ある と 基 え ね ば な ら 
ぬ 。 か いる 所 見 は 血管 壁 中 礎 葉 が 持 績 的 に , 然 
も その 強度 に 於 て 基 し く 導 動 ある 刺 載 を 受け る 
も の と すれ ば , 容易 に 解 租 し 得 ら れる も の で あ 
る と 区 べ て いる 。 面 し て 刺 載 は 初期 に は 宮 に 高 
度 に 分 化し た 細胞 型 , 印 ち 組織 奈 の 成立 を 促し , 
病 の 総 過 と共に 血管 藻 中 豚 葉 の ある 種 の 刺 埋 包 
度 或 は 調子 の 幾 化 等 の 徴候 と し て 示 款 細胞 型 で 
ある 光 包 様 細胞 が 出現 する の で あら う 。 完全 な 
る 慢性 例 に 於 て 刺 載 が 最早 作用 を 及ぼ さ な い よ 
うに な る と , 血管 長 中 礎 葉 よ り 形成 され た 細胞 
は 障 旭 を 受け る と と な く 成 圭 し , Prakollagene 
Fasern を 形成 する 。 刺 載 が 完全 に 清和 欠 す れ ば , 
と ヽ (C 俺 倫 の 治療 が 認め られ る 。 と れ ま で 形成 
され た 細胞 は 膨 原 科 維 を 形成 する 所 の 繊維 芽 細 
胞 に 分 化す る と 逃 べ て , 俺 所 の 治療 像 な る も の 
を 初め て 紹介 し て いる 。 然し な が ら 通 常 か いる 
伏 態 は 時 々 新しい 熱 縮 作 に ょ つて 中 秘 さ れ , 再 
び 血 管長 中 豚 葉 は 組織 球 及 び 泡 巴 様 細胞 の 形成 
を 招 洲 し , 更 に 繊維 芽 細 胞 へ の 化 生 を 導く 。 か ヽ 
る 状態 の 下 に 於 て 次 に は 中 脆 葉 性 細胞 圭 置 の 奏 
微 を 來 す に 至る 。 と れ 有 即ち 億 候 死 で ある と 解 竹 
し た 。 末期 に 於 て 肝 に 現 わ る * 黄 着 , 小葉 中 心 
部 肝 細 胞 の 骨 壊 , 多 敷 携 鐵 組 紅 款 の 出現 を 伴 つ 
た 中 心 静 脈 出 血 等 は 全く 短期 に 成立 する 病 帝 に 
過ぎ な いと と は 強く 認識 すべ き で ある と 李 べ て 
いる 。 耐 し て か いる 獲 化 は vV. MOcsy が 皮 に 誇 
明 し て いる よう に と , 重 生 な 中 毒 症 及び 敗血症 に 
認め られ る 肝 の 病 紛 像 に 類似 する も の で あり , 


と れ を 換言 すれ ば 俺 貸 未 期 に 認め る 肝 虚 腕 父 で 


ある 。 然し な が ら か いる ろ る 病 比 像 を 雷 に 病 奏 の 作 
用 の み に 基 因 せ な し むべ きか , 牙 は 双 敗 血 症 或 は 
高度 の 夫 内 新陳代謝 障 旭 に 基く 二 爽 的 角 化 で あ 
る と 認 む べき か に と 就 て は , 現在 決定 し 得 ち られ な 
いと 迄 べた を た 。 

丸 俺 貧 類似 の 好 化 は 非 絡 的 の 蛋白 注射 に 
つて る 惹起 され る (ScHERMER, PENTIMALLI, 
SiEGMUND )。 又 慢性 疲 白 中 毒 に よ つ て 貧血 訴 態 
と な つた 場合 に も 同様 の 所 見 が ある と 迄 べ て い 
る 。 削 ヶ 月 蛋白 を 非 絡 釣 に 給 奥 すれ ば 衝 に は 
血管 藻 中 有 礎 甘 は 腫瘍 其 腫 過 を 來 し , 未 分 化 細胞 
(Myeloblasten 及び 光 巴 細胞 ) を 形成 し , 倶 


の 光 巴 腺腫 及び Myelose と な る 。 億 答 に 於 て 
光世 様 細胞 増殖 を 招 玉 す る 臓器 , 即ち 肝 , 肝 , 
心 , 店 等 は また 慢性 汐 巴 腺腫 に 於 て も 同様 の 役 
割 を 演 ま る の で ある 。 

以上 DoBEERsTEIN の 病理 区 生 論 を 概 舌 し た 
が , 更に これ を 要約 すれ ば 次 の 如く な る 。 偉 任 
病 毒 は 常に 繰返し 中 礎 葉 細胞 尊 置 に 刺 載 を 異 え 
その 結果 は 特に 肝 , 腫 の 網 内 系 に 明 膝 に あら わ 
れる 。 更に 又 心 臓 , 腎 , 沿 巴 腺 及び 肺 の 血管 了 
細胞 lc も 誠 明 され る 。 血管 壁 四 了 葉 は 刺 戦 の 絹 
度 及び 持続 性 に ょ り 組 織 球 性 細胞 , 水色 様 細胞 
及び 銀 繊維 の 形成 を 以 て 反 鷹 する 。 上 且 つ 同 一 刺 


坦 は 骨髄 の 赤血球 形成 機 皿 の 障害 を も 來 す の で 


ある 。 

1938 年 スウ ェ ー デ ン の 時 JARRE 及び BERTHE- 
LSEN は 俺 貸 馬 の 血液 父 を Neutralrot に よる 
直 生 角 染 色 及 び ベ ペル オキシダーゼ 反 鷹 を 宇 施 し 
て 研究 し , 更に 従来 企 略 され な か つた 胸 管 辿 前 
券 利 を な し , その 冠 刺 液 に ょ つて , 初め て 骨 簡 
像 の 検索 を 行い 俺 筑 の 貸 血 洒 理 c 寄 昌 する と と 
ろ が あつ た 。 先 二 白血球 所 見 と し て は 中 性 嗜好 
性 白血球 は 熱 区 作 時 に は 圧し い 減 少 を 示し , 且 
つと の 期 に は Neautralrot の 貧 喰 機能 は 暑 な 
光進 を 示す も の で ある 。 同時 tc 原形 質 の 空 泡 粒 
性 , 要 の 濃 , 骨 壊 , 空 泡 絆 性 及び 左 方 移動 を 
認め た 。 モノ チー テン は 熱 欄 期 に 初め て 増加 
し , 長後 無 熱 期 を 通じ て 増加 する 。 且つ 熱 縮 期 の 
モノ チー テン は 仙 喰 機能 紅く , ペル オキ シグ ダー 
ゼ 反 應 は 陰性 で あつ て , と れ は 網 捧 織 内 被 細胞 
ょ より 由 洲 し た も の で ある ょ 解 種 され る の で あ 
る 。 光 巴 球 及び エニ オ ジン 嗜好 性 白血球 は 熱 芝 時 
減少 し , 熱 下 隆 後 増加 する 。 以上 の 白血球 所 見 は 
ScHILLING が 感染 病 に 於 て 護 明 し た 一 般 的 反 鷹 
と 概ね 一 致す る も の で , 中 性 嗜好 白血球 に よる 
Kampfphase. モノ チー テン に よる Abwehr- 
phase, 光 巴 球 及 び エ オ デン 嗜好 性 白血球 に ょ 
ろ る Heilphase を 誇 明 し 得 た と 迄 べ て いる 。 

菊 に 胸骨 容 利 よる 健康 馬 及 び 億 貸 馬 の 骨髄 
所 見 を 丁 氏 の 記載 ょ 0 表示 すれ ば 第 1 表 の 如く 
で ある 。 、 

即ち 俺 負 計 の 連 髄 父 は 健康 馬 の それ に 比較 す 
れ ば , 有 要 赤 血球 の 減少 , 網 訴 織 細 胞 及 び 骨 青 





肖 


0 が 


系 細 腸 の 増加 が 記 め られ 。 更に 要 の 方 移 動 も 
か な り 高 度 で , 雪上 20 科 Myeloblastam に 
及 ん で いる 。 

上 池 の 血液 及び 骨 租 像 より HIAmwp 及び 
BERTHELSEN は 次 の 如く 結論 し て いる 。 偉人 所 病 
毒 の 第 一 次 攻撃 鷺 は 網 訴 織 内 被 で あつ て , 基 委 
性 例 で は 豊 に と の 細胞 の 腫 肛 を 示す の み で , 騰 
答 所 見 と し て は 僅 に 循環 障 得 を 認 む る に 過ぎ な 
い 。 時 に 腫 に 於 ける 血液 集積 は 記 装 で ある 。 骨 
の 充 析 も 注目 すべ き で ある 。 食性 期 に 認め ら 
れる 貧血 は 大 部 分 は 腫 及び 恐らく は 骨 詳 より の 
血液 流出 の 障 如 に よる も の で あろ う 。 病 が 長く 
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持 績 する か 久 は 極め て 慢性 に 絶 過 し た 場合 に は 
病 毒 は 綱 汰 繊 内 被 に 多少 高度 の 増生 的 毅 程 を 促 
す も る ので, 網 訴 織 内 被 の 増生 は 常に 宙 純 な る 増 
殖 的 過程 の み に 止 ら ず , 機能 見 進 と も 示す も の 
で , と の 事 和 は 形態 胸 的 に 應 明 さ れる 赤血球 代 喰 
現象 及び 血 鐵 症 に よ つ て 明か で ある 。 慢性 例 に 
於 て 認め られ る 身 正 人 は 部 赤血球 食 唄 作 用 の 
元 進 に より , 一 部 は 遂 碧 機能 の 減 明 こ に よる と 基 を 
られ る 。 面 レ て 道 血 機能 の 減退 に 関し て は 造血 
組織 の 組織 芝 生 を 基 慮 に 入る れ ば , 網 訴 織 内 被 
細胞 は Lymphoblasten, Myeloblasten, Eryt- 


hroblasten, Monoblasten の 母 細胞 = 認め て 

















第 1 家 骨 髄 像 (HJARRE u. BERTHETSEN ) 

陽介 GO 環 8-22 子 ) | (8 遇 4 っ 19 地 ) 
Myeioblasten 5ob25) の | 0 た 545、 
Promyelozyten 1.0 ー 2.5 | Er り 
Myelozyten (ik 2 < 15 
IMetamyelozyten 5 一 15 6 一 21 
中 性 嗜好 白 正 球 (本 状 桜 ) 5.5 一 1 6.5* っ "14 
中 性 員 好 白血球 ・( 分 葉 核 ) 2.5 一 19 521 
人 Sd な 、 世 1 : 居 | 5165 (Ar 
開 RE が FE 基 。 革 0 一 C.5 0 一 1.5 
光 巴 球 2 っ < 6 4 21 
6 ダ 1 マ 細 胞 0.1 一 1 0 
0 っ 導 、 の の ーー 2 少 敷 の 
Fronormoblasten ey 0.5 < 26 
bas. Normoblasren 4.5 -- 9.0 2 っ 11 
polyー u. orth. chromat. Normoblasten 40 60 13 一 51 
Promegaloblasten 様 細胞 1 ー 2 0 2 
綱 状 ・ 織 “" 細 胞 少 敷 多 敷 





ーー ニー ーーーーーー 





” 差 支 を な い の で ある 。 網 誠 織 内 被 細胞 の 増生 は 


菅 ら く は IMyeloblasten 及び Lymphoblasten 
の 義生 に 半 し その 分 化 過 程 の 抑制 及び 分 化 方 向 
の 比 人 比 を 起 さ せる も の で あり , 更に 赤血球 の 分 
化 , 形成 を 減少 せ し な る も の で ある と 考 穴 され 
る の で ある 。 血液 及び 骨 詳 像 は 以上 の 見 解 を 松 
定 す る も る の で は な い 。 骨 身 像 に 認め られ る 骨 剛 
楽 細胞 形成 の 兄 進 は 軽度 で あり , 一 過 性 で , 百 
血球 の 障 旭 と 開 陸 し た 代償 的 の 再生 現象 と 考え 
られ る の で ある 。 純 然 た る 網 捧 織 内 被 の 増生 を 
示す 俺 筐 = Lymphadenose と の 間 の 移行 型 の 











存在 は と の 見 解 を 極め て 自然 に 説明 し 得 ら れる 
の で あつ で て, か ょ る 移行 型 は 履 < 認 め ら れる 。 


以上 の 所 見 か ら HJARRE 及び BERTHELSEN は 


偉人 委 の より 正しき 命名 は infektiose Leukose 
或 は infektiose Retikulose と 呼 ぶ べき で あ 
る と 結論 し て いろ る 。 

我 國 に 於 て は 石井 は その 共同 研究 考 (中 村 , 
信 藤 , 田中 等 ) と 共に 多年 に 互 つて 億 所 の 研究 
に 営 り , その 和 質 血 機甲 に 就 て は 各種 の 角度 か ら 
血液 病理 駐 的 或 は 酒 理 組 織 聖 的 研究 を 途 行 し て 
いる 。 今 貧血 病理 に 開 係 ある 血液 背 的 事項 に 就 
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き 抽 察する に , 侯 質 血液 償 (色素 係 敷 ) は 概 し 
て 1 より 高く , その 上 昇 は 時 に 和敬 作 に 無 開 係 に 
所 見 され る と と ある や , 概ね 敬 作 を 契機 と する 
時 期 に 明 瞭 に あら われ る 。 何 朝 鮮 馬 に 於 ける 血 
液 償 算 定 に 営 0, 赤血球 800 高 , 血色 素 70 錠 の 
も の を 碧 液 償 1 と し た 。 婦 俺 狗 に 認め られ る 
Anisozytose に 開 し て も 病 性 の 推移 と 赤血球 直 
径 曲線 の 移動 と の 相 開 < 係 を 詳細 に 製 察 し , 大 
型 赤 血球 性 異型 赤血球 態 (Makrozytare A- 
nisozytose) が 惹起 され る と と を 認め , し か も 
新 か る 現象 は 熱 分 利 後 馴 装 な る 結果 ょ り 考察 し , 
俺 所 馬 の 血 液 僚 の 上 昇 が 特に 該 期 に 著 明 で ある 
理由 を 説明 し て いる 。 俺 括 が 人 の 最 性 所 血 に 
近似 する か 栓 か に 就 て は 古米 より 多く の 届 者 に 
より 論議 され た 事 資 は 姓 に 紹介 され た 所 で ある 
が , 石井 は この 中 に つき 頸 静 肛 血 の 新生 及び 異 
常 赤血球 検索 と 共に 骨 航 府 刺 液 に ょ り 骨 談 像 の 
検索 と な し た 。 今日 悪性 貸 血 の 標識 と し て 認定 
され で いる も の は 所 調 Megaloblasten の 検出 
で ある 。 耐 し て と の Megaloblasten に 就 て は 
EHRLICH 一 派 (EHRLICH。 INAEGELI。 日 ELLY ) 


の 所 調 Megaloblast と DoAN, SAsrN 一 派 : 


(DoAN,SABIN,CUNNINGHAM ) の Megaloblast 
と 2 つの 見 解 が ある 。 前 莉 は 悪性 貸 血 の 場合 に 
の み 出 現す る も の な り ょ 稀 し , 後者 は 健康 衣 と 
於 て も 軽度 に と れ を 誇 明 する も の ょ と 迄 べ て い 
る 。 徒 つ て 石井 , 池田 は 本 問題 に 習 し , 一 方 
EHRLicg の 所 調 Megaloblast を 偉 委 に 護 明 す 
る や 基 や , 他方 DoAN, SAgIiN の Megaloblast 


を 健康 朋 以 上 に 高卒 に 誇 明 する や 苦 や に 着眼 し 


弟 察し た 。 俺 貸 馬 61 頭 の 如何 な る 時 期 の 病 馬 
の 助 骨髄 液 及 び 胸 骨髄 液 に も ERRric 一 派 の 
所 調 Megaloblast は 全く 和 見 せ ず , 又 DoAN, 
SABIN 一 浜 の Megaloblast と 巻 を えら れる 原始 
細胞 は 健康 馬 は 1 多 以内 に 護 明 され , 俺 作 馬 特 
と 熱 角 作 中 並 に 爾 今 無 熱 経過 の 短い も ゃ の に 英 て 
豆 度 の 増 卒 を 認め た が , 人 の 趣 性 貸 血 に 見 る が 
如き 高座 の 病 例 は 1 例 だ に 縮 昌 され な か つた 。 


更に 吾 静 脈 血 の 検索 に 於 て も , 事 性 貸 血 に 誇 明 


し レ し 得 ら る で き Megaloblast, Megalocyte, 
_ Ovalocyte 等 俺 所 馬 に 於 て は 1 例 だ に 誇 明 し 得 
な か つた を た 。 か く て 石井 は 妥 静 脈 血 及び 骨 身 究 刺 


量 ぜ 絹 胞 の 腫 腰 が 主 で , 


液 所 見 に よ つ て , 本 病 を 悪性 公 析 に 準ずる 疾病 


と 見 人 大 す 一 派 の 怠 読 に 暫し 有力 な る 反 駿 の 誇 手 


を 提供 する も の な り ょ 称 べ て いる 。 更に 石井 , 
中 村 は 俺 貸 に 於 ける 貸 血 と 流血 中 に 於 ける 則 要 
細胞 増 多 症 , 特に 組織 球 様 細胞 増 多 症 に 就き 研 
完 し , DoBBERSTEIN の 和 欧 べた 如く 病 毒 の 強度 , 
持 績 性 に 順 應 し て 組織 第 的 に Histiozytare 
Reaktion-ylymphozytare Reaktion 一 fi bri 
IIare Reaktion の 経過 を ふむ も の と すれ ば , 少 
く と る 血液 聖 的 に も か いる 科 化 を 招来 すべ し と 
考 穴 し , 特に 臓 融 に 誇 明 する 組織 鐵 と 流血 中 に 
誇 明 する 組織 球 様 細 胞 中 の 所 詩 搭 鍼 細胞 と の 相 


- 互 的 開 係 を 追 宛 し た 。 印 ち 多 敷 の 人 工 感染 馬 並 


に 敷 頭 の 自然 感染 馬 に 就き 延 骨 府 剰 を な し , 心 
臓 が 未だ 動い て いる 間 に 解 骨 し , 注射 器 を 以 で 
肝 及 び 肝 を 中 心 と し こと れ を 連絡 する 血管 内 血液 
並 に 肝 以 下 の 循 環 系 に 溶 う 血管 内 血液 を 系 統 的 


に 研究 し た 所 , 臓器 血 鐘 症 並 に 循環 血 内 の 擁 鍼 . 


細胞 に 就き 興味 ある 所 見 を 得 た 。 即ち 人 工 感染 
馬 32 頭 に 就き 感染 初期 より 感染 後 490 日 と 至 
る 間 に 於 て 検索 を 行 つ た と と ろ , (1) 本 病 初期 
に 於 て は 組織 現 的 に 骨 骸 , 腫 臓 の 網 内 系 並 に 血 
管 記 に 本 病 毒 に ょ る 毅 化 が 現われ , 欧 で 肝 , 光 


巴 腺 , 網膜 その 他 の 網 内 系 に 波及 し , 滞 次 病勢. 


の 進展 と 共に 骨 内 の 該 持 置 に 疾 化 を も た ら す 。 
即ち 本 病 三 の 作用 散 明 な 場合 繝 内 系 の 肥大 増殖 
並 に と れ よ り 増 生 す る 細胞 増殖 を 見 る 。 
赤血球 並 に その 硫 壊 産物 に 翌 し 開 係 を 有 し , 血 
液 胸 的 に 誇 明 する 貸 血 も 赤 こ と れ に 懇 因 する 。 科 
つて 廣 義 に 於 ける 血管 病 と も 移 すべ きも の で , 
従来 唱 を られ て いた よう な 血液 病 と は 城 え ず , 
自 血 は 祝 ろ 第 二 義 的 の 現象 と 考え て いる 。 初期 
に 於 て は 仁 沈 著 は 腸 , 骨髄 に 閉 明 で ,。 肝 は 倍 に 
微細 な 鐵 類 粒 を 含有 す 
る に 過ぎ な い 。 (2) 上 聞 時 期 を 経過 し , 堆 驚 作 
を 瀬 炊 再 包 すれ ば 腫 の 鐵 は 減少 し , 鐵 細 胞 は 固 
有 位 置 を 本 れ 腫 偶 内 に 集 導 す る 傾向 が あり , 肌 
器 内 に は 減少 する 。 
行内 に 移行 する 前 提 と 券 を られ る 。 肝 ほ は これ に 
反し 洛 増 的 に Siderosis を 招 來 する 。 蜂 奄 細 胞 . 
は 腫 彩 し , 含 鐵 量 を 増し 腫 ょ り 血 行 に て 肝 C 移 - 
行 な る 鐘 細 胞 は 性 細 胞 と 共に 肝 毛 細管 内 に , 


と れ は 


と の 現象 は 腫 の 鍼 細胞 が 血 





、 時 と し て 圭 充 性 の 栓 寒 を 形成 する 。 女 門 須 内 に 


、 多 敷 の 遊離 鐵 細 胞 を 誇 明 する 。 と の 時 期 に は 綱 


有 | 敷 


膜 に も Siderosis を 鉛 斑 部 特に その Gefassk- 
nauelteil に 詩 明 し , その 他 光 巴 腺 , 腸 闘 膜 , 
育 , 肺 に こも ゃ も とれ と 準ずる 導 化 が 認め られ る 。 (3③) 
更に 病 的 綴 過 を 持 績 すれ ば , 熱 敬 作 期 な る と 無 
天明 な る と を 問わ ま , 有 外 の 鐘 は 欠 々 減少 し , 小 
園 形 細胞 増生 し , 送 に は 全く 鐵 題 粒 を 認め な く 
な る 。 肝 も 性 意 細 胞 壮 納 減 敷 し , 鍼 量 減少 し , 
該 部 及び グリ ッ ツン 氏 博 血管 周 園 等 ょ 0 小園 形 細 
胞 が 増生 する 。 その 他 の 騰 器 に 於 て も と れ と 酒 
長 を 一 に する 。 と の 時 期 は 赤血球 破壊 の 見 地 よ 
り し て 鐵 代 謝 は 全く 療 痩 訴 誤用 至 不全 に 陥 つて 
し まう と ょ と 基 を ざる を 得 な いと 区 べ て いる 。 (④ 流 
血 中 の 鐵 細 胞 【( に は 2 種 あり , 一 は 大 型 で 直径 35 
<40w に も 達し , 原形 質 豊 か で 多量 の 低 を 貸 喰 
し て いる 。 大 型 な る た め 腫 , 肝 , 肺 , 腎 に る 地 
案 す る 場合 が 多 そ ある 。 他 の 一 は 楼 小 さく , 原 
形質 狭く , 人 鐵 を 頼 粒状 に 含有 する も の ある も , 
多く は 帳 等 に 淡 青 染 す る 型 の 細胞 で ある 。 該 細 
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胞 は 光 巴 様 細胞 に 肢 し ある 種 の 相 開 的 開 係 を 有 
す と 右 井 は 考 を て いる 。 と れ 等 の 鐵 細 胞 は 初期 
に 於 て は 肌 静 脈 , 門 脈 系 に 誇 明 され る が , と れ 
は 腫 ょ り 0 移行 し た も の と 城 を えら れる 。 腫 の 鐵 代 
謝 機能 王 退 し 肝 に 移行 すれ ば , 肝 静 脈 , 肝 静 須 
後 大 静脈 系 の 鐵 細 胞 は 導 炊 増加 し , 更に 肝 の 鐵 
負 喰 機能 の 満 避 期 よ り 疾 痺 期 に 及 ん で は , 該 血 
管 水 は 勿論 , 騙 動 販 , 肺 静 脈 内 に も 多 敷 儀 細 胞 
を 計 明 する 。 か る 時 期 に 於 て も 大 動脈 系 に は 
鐵 細 胞 少く , 頸 静 肛 に は 更に 應 明 困 難 と な る 。 
その 原因 と し て は 肺 の Siderosis を 考 う べき で 
あつ て , 肺 胞 壁 毛細 管 に 鐵 細 胞 が 物理 的 に 填 寒 
する か ら で あ る ょ 延べ て いる 。 

更に 石井 は 信 藤 , 田中 と 共に , 上 水 循環 血 内 の 
搭 鐵 細 胞 出現 の 事 軟 より , 之 を 生前 頸 静 肛 血 ょ 
0 簡易 な 方 法 に ょ 0 誇 明 し ょ うと し た 。 即ち 頸 
責 脈 血 を 擦 取 し , その 白血球 濃厚 塗 抹 標本 を 作 
製 し ベル リン 青 反 鷹 に より 失 鐵 細胞 を 検出 し , 
と れ で 俺 気 の 診 断 を 試み た 。 53 頭 の 接種 偉人 馬 
に 就き 255 同 の 検査 を 行い , 欧 表 の 成績 を 得 た 。 


第 2 表 佑 代 の 病 的 経過 ミ 頸 机 脈 血 液 肉 ウデ ロ チ ー テ ン 出 現 こ の 開 係 ( 石 弁 ・ 倍 藤 ・ 田 中 ) 

















常 伏 
期中 
検査 例 数 | 1| 3s5 32 34 59 
腸 性 例 敷 4 27 31 26 36 


病 的 強 過 


作 中 | で 4 日 | 5-10 日 員 30 昌 











の 3 らき 77 の 96.8 76.5 61.0 
陰性 例 載 | 7 1 8 -. 23 
AS 67XS > 22。8 導 23.5 | 39.0 











熱 衣 前 分 























ンマ て | 

の 無 症状 
日 弧 言 

10 一 | 301ー 1H1000 昌 MA 

31 一 100 | so0 昌 | 1000 昌 | 以上 | 各 栄 十 . 
33 22 9 9 11 255 
13 9 1 1 6 154 
39。3N 205GKUMSESU kNGR SD.5。 に 6 
20 _13 8 8 5 101 
60.7 | 59.1 | 89.9 | 99.8 | 45.5 | 39.6 














序 ち 論 均 検出 奏 は 60.4 用 と な り , 熱 向 作 中 及 
び 熱 分 利 後 4 日 迄 は 殆ど 100% に 出現 する の で 
ある が , その 後 海 炎 減少 し , 3 て 1 ヵ月 以上 の 
も の に 於 て は 41.9 狗 と な る 。 病 毒 を 接種 し て 
も 何等 症 汰 を 現 わ さ め ぬ 所 詩 無 症 訴 感染 馬 に 於 て 
も る 55 多 の 検出 座 を 示し て いる 。 類 症 鑑 絢 の 目 
的 を 以 て 腺 疫 , 血 班 病 に 就 て 検査 し こい る が , 
腺 疫 は 14 頭 中 3 頭 に 挫 鐵 細胞 を 核 出 し , 血 斑 
病 は 5 頭 中 2 頭 喝 作 で あつ た 。 但し 腺 疫 , 血 斑 
病 共 に その 陽性 程度 は 極め て 敏 肥 で あつ た 。 石 
井 は ピロ プラ ズ マ 病 , トリ ペ ノ ゾー マ 病 に 於 て 
も 携 鐵 細 胞 は 出現 する で あろ う ょ と 考え て いる が 
余 は 馬 ビ ピロ プラ ズ マ 病 に 於 て 熱 驚 と 同時 に , 惑 


2 
3 








は 熱 組 後期 , 或 は 熱 分 利 以降 携 僚 細胞 が 流血 中 
に 出現 し , 無 熱 期 に 於 て も 概ね 1 ヵ月 に 理 り 出 
現す る と と を 確認 し た 。 発 井 も 赤 ト リ ペ ノ ゾー 
マ 病 馬 に 於 て 携 鐵 細胞 の 流血 内 出現 を 詩 明 し 
た 。 然し な が ら 億 倫 に 於 ける 携 佐 細 胞 護 明 こ よ ょ 
る 診断 法 は , 上 送 原 強 症 に 於 ける 類 症 赴 絢 を 考 
慮 に 入れ て 施 すれ ば , 肝 窪 系 と 共に 最も 信頼 
し 得る 俺 貧 診 刻 法 で あり , 廣 く 我 國 に 於 て 資 施 
せら れ て いる の で ある 。 仙石 井 は 搭 鐵 細胞 検出 
奉 を 上 時 な し むべ き 操 作 と し て , 各 砂 酸 アミ ー 
ル の 吸入 に より 可 成 り の 果 を 認め あ , 時 に 陰 件 
の も の が 吸入 後 陽性 を 示す C 至 つた 事 邊 を 区 べ 
で いる 。 
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億 貸 の 気 血 病理 は 軍 に 病理 解剖 胸 的 並 に 病理 
組織 移 的 研究 の み に よ ょ り 完 明 せら る べき も の で 
な く , 更に 血液 病理 胡 的 盾 察 , 精細 な る 臨床 興 
的 盾 察 , その 他 の 続 合 的 研究 に ょ つて 初め て 吊 
明 立 ちら る べき も ゃ ので, 本 篇 に 於 て も とれ 等 を 低 
せ 論 述 す る と と が 理想 で ある が , 分 閥 執筆 上 余 
は 主として 病理 組織 聖 的 所 見 に 立脚 な る 貸 血 病 
理 並 に 直接 気 血 病理 に 開 係 ある 血液 病理 驚 的 所 
見 に 就き , 壮 多 先 人 の 所 論 を 紹介 し た の で ある 。 
面 し て 現在 貧血 病理 に 就き 最も 多 敷 の 支持 , 碑 
成 を 得 て い る の は DoBBERSTEIN 一 派 の 半 内 系 
刺 戦 庄 で ある が , 本 説 に 於 て も 未だ 必ず じゃ 物 
血 の 本 態 に と 開 す る 全 鐘 を 明か に し 得 た も の と は 
言い 難く , 又 を の 病 織 形成 機 韓 , 治療 像 , 肝 虚 
受像 に 翌 す る 原因 , 俺 貧 死 に 習 す る 解 種 等 に 開 
し て も , 必 ま し る ゃ る 委 賞 な ら ざ る も の ある を 思わ 
し な る の で ある 。 今や 匠 國 に 於 ける 億 貧 浸 義 の 
捧 況 は 誠に 愛 片 に 堪 を な いも の が あり , と れ が 
撲滅 翌 策 に 開 し て も 僅 C 線 合 診断 の 確立 を 見 た 
る の み に と て , 治 疹 , 縛 防 共に 現 誠 に 於 て 期待 し 
得 べ き も の は な い 。 然し な が ら 近 時 我 國 に 於 け 


る 各 般 に 互 る 眞 革 な る 俺 貸 研 究 は 必 ま や 撲 減 軸 


策 に 肘 し て る 割 期 的 成果 を 克 べ る 日 の 近 き を 期 
待 補 し せる も る の で ある 。 ヌー 方 俺 所 病理 の 本 能 
に 開 す る 基礎 的 研究 に 開 し て も , 更に こと れ を 深 
刻 に 妃 宛 し , 以 て 和弥 防 , 治療 に 肘 す る 根本 理念 
の 確立 に 道 進 す る は , 眞 に 喫 宗 切 貰 な る も る の あ 
る を 痛感 する の で ある 。 
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追 
最近 石井 * は 人 招 馬 の 語 熱 期 血 清 中 に は 家 兎 に 習 し 
て 一 過 性 の 貸 直 を 起き せる 催 筆 竹 物質 の 存在 する こ 
さ を 報 告 し て いる 。 こ の 物質 は ュ ロ デメ ン 膜 を 通過 し 
アル ュー ル ,。 エー テル に 移行 する が , アセ トン に は 溶 
解 し な い 。 双極 め て 型 熱 性 で あつ て ,。 硫酸 墜 に し て も 
な お 存在 し , 更に 灰 化し て も 之 を 詩 明 する 。 これ ら の 
跡 か ら 本 物質 は 一 種 の 無機 物 さ 認定 し , 何等 か の 酸 
臨 で も ろう 3 で 想定 し て いる 。 本 物質 は 肝臓 , 腸 臓 に 於 
て 生産 され る も の > ゝ 如く, 画 行 を 介し て 血液 中 に 移行 
する 。 又 こ の 物質 は 肝 臓 。 肝臓 , 骨 詳 に 高度 の 鬱 画 を 
起き し め る も の で , これ ら の 移 想 に ょ つて 衝 環 血 の 筆 
正 が 成立 する も の で 考え , 又 特に 誤 芝 作 を 契 期 さして 
ー 過 姓 に 起 る 貧 直 に 回 し て も , この 物質 に ょ る 影響 を 
重要 富 し て いる 。 





* 石井 ・ 田 店 1947): 俺 貧 馬 の 義 熱 期 血 清 中 に 
於 ける 供 委 下 物質 に 就 て 昭和 22 年度 本 人 
席 上 講演 . 日 本 箇 緊 學 雑 誌 9. 112. 
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的 研究 


SE 


PROGRESS OF THE PATHOLOGICAL STUDIES ON 


PEOUINE INFECTIOUS ANEMTIA. 


SAEURO YAMAGIWA 


まえ が き 
_+. 偽 貸 馬 病 理解 判 一 般 
II. 俺 貧 研究 馬 の 経過 並 に 韓 息 
1. 俺 貧 病 銀 研 究 に 経過 並 に 轄 牙 知 識 
の 重要 な 理由 
2. 集 園 級 生 俺 貧 の 場合 
2。 偶 全 俺 仙 の 場合 
III. 億 貧 馬 騰 器 組織 病 妖 


1. 林 液 像 8.。 卵巣 
2. 芝 祐 9. 心臓 
3. 肝 10. 血管 
4. 肝 11。 膳 春 舌 
5. 光 巴 懇 12。 肺 
6. 牙 13. 胃腸 
Na 3 六 , 14. 外 景 一 般 そ を の 他 
、 1V. 佑 委 馬 病 締 に 開 す る 研究 間 題 の 所 在 
1。 赤血球 減少 症 
2. 赤血球 の 竹 状 緒 化 
3. 白血球 像 織 化 
4、 紅色 舌 
5. 肝 灸 血 さ 肝 細胞 壊死 (内 豆 盛 肝 に 


就 て ), マク ロ ファー ゲン 施 走 , 胆 ' 


毛細 管 胆汁 殴 消 , 肝 細 胞 雪 間 細胞 
夫 淫 , グリ ッ ン 氏 吾 細胞 増 芽 ( 光 
巴 様 細胞 及び 肝 硬 紹 に 就 て ), 赤 
血球 食 喰 及 び へ モジ デリ ン 沈 着 


ま と を が を き 
俺 所 病理 に 開 す る 線 説 材 の 記 交 は 内 外 に その 
類 を 見 な いわ け で は な い 。 併 し 残念 征 ら その 多 
く は 下面 的 に だ し 立 購 感 に 愛し い 抜 が 多い よう 
に 思わ れる 。 此 は 紙 幅 の 開 係 6 あろ う が 次 料 
と な る べき 研究 報告 が 不 十 分 で ある 責 が 大 き な 


理由 に な つて いる よう で ある 。 今日 と 暴 と の 方 


画 の 研究 義 表 は さま で その 敷 は 多く は な く , 


同 私 の 抄 大 で きた 論文 の 敷 は 幸 う じ て 130 父 編 


て 
4 


6. 腫 腫 , 朋 へ モジ デリ > 症 

7、 光 巴 腺腫 大 

8. 店 腫 大 , 細 原 管 上 皮 強 性 

9。 挙 丸 賞 質 幾 作 及び 間 質 細胞 増 敷 

10. 卵巣 の 血管 紹 化 

11。 心 角 痕 形成 

12。 心臓 及び 血管 に 於 ける 粗大 硬化 性 
用 至 石 灰 化 病 鐵 

13. 億 健勝 に 論 け る 2.3 の 病 襲 ( 出 血 , 
血管 周 園 細胞 増 敷 , エ ペ ベン ジウ 
ム 下 組織 邊 静 を 失う 3 こそ) 

14。 肺 に 於 ける 血管 病 獲 


15. 腸 出 血 を の 他 
16、 外 景 一 般 を の 他 ( 捧 痩 , 貧 正 , 水腫, 
出血 ) 


17. モノ フチ トー ゼ ( 和 石井 氏 " ジ デ ロ チ ー 
デ タダ き は 芝 O う 
V・ Pam 
如 尾 貧血 説 
2 常 代 謝 産 物 に ょ る 中 毒 説 
2. 俺 貧 病 幾 を 溝 純 杜 反 鷹 な りさ す る 
説 - 
4。 俺 貧 膳 炎 論 
VI. 俺 貧 馬 病 紙 の 診断 的 應 貞 
あさ が き 
女 貢 


を 算 を 得る 程 の も の で ある 。 本 編 に 於 て 私 は 最 
初 病理 解剖 一 般 を 作 し , つい で 俺 気 経過 に 就 て 
吟味 し , 進ん で 億 貸 馬 臓器 組織 病 閥 に 就 て 検討 
を 試み る と と いす る 。 面 し て 更に 進ん で 億 貸 病 
理研 究 の 推移 を 須 い つい 病理 形態 移 的 方 面 か ら 
眺め た 本 病 研究 問題 の 所 在 を つき と め て 見 た い 
と 巻 え る 。 新 く て 仙 索 足 な が ら 俺 貸 病 禁 論 の 2 
3 を 紹介 し た 俊 で 俺 貸 病 幾 の 診断 的 應 用 に 就 て 
科 軍 に 送 べ て 見 た いと 思う 。 
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顧み る ゞ , 昭 和 17 年 葛西 恩師 の お 勧め で 低 陸 軍 計 警 
員 校 偉 委 研究 班 に 参加 きせ て 載 い て か ら 5 年 の 歳 月 を 
賠 し た 。 その 間 億 古 に 於 ける 研究 作業 た る 現 疫 血 演 馬 
の 鍋 死 原因 に 開 す る 病理 解剖 了 的 研究 で 相 並 ん で 俺 頒 
研究 匠 に 於 て 課せ られ た 俺 貧 病 理 に 就 て さ 言 課題 は 
一 日 さ し て 私 の 頭 を 離れ た こさ は な い o 

俺 妥 病 理 , 何たる 難解 の 課題 で わろ 3。 肥 に 前 世紀 末 
か ら こ の 課 題 は 内 外 多 の 専門 家 に ょ つて 取扱 われ て 
来 。 我 國 に 於 て 3 研究 室 に 街頭 に 葵 か ら ざ る 才 若 の 強 
者 が 紛 音 し つ ょ ある わけ で ある 。 私 共 も 陸 環 校 に あつ 
て は 三浦 定 夫 億 抄 病 研究 所 に あつ て は 兎 保 加 三 度 , 責 
条 三 , 田中 利男 , 石谷 類 造 , 田島 正典 等 の 諸君 さ 共に 熱 
心 に 研 鐵 を つん で きた の で ある が 検討 を 要する 問題 が 


山積 し て いて 一向 に 山頂 を 本 め た 快 味 を 漠 喫 し 得 な い 


状態 で も る 。 これ 固 ょ り 非 才 に 足 あ る は 勿論 で わる が 
病 原 髄 を 鏡 下 に 明 覗 し 得 な いこ の 種 の 病理 較 明 が 如何 


に 困難 な 事業 に 局 す る か を 庶 明 し て いる 表 第 も あろ 3。 


今回 葛西 軌 飼 の 還暦 を お 祝い する に 党 り この 間 題 に 
開 し 交 献 を 捗 獄 し 生 ら 雑然 た る 自分 の 頭 の 中 を 整理 す 
る 機 盆 に 意 ま きれ た こさ を 稀 に 人 鯨 る 光 繁 さ 考 た て いる 。 
北大 で 況 生 に 攻 え を 受け て か ら 25 年 を 園 し た 今日 音 
に 較べ る で 半分 四 天 に な られ た 感 は ある も の > 一 交 灯 
し て 先生 か ら 及 第 時 を 頂戴 し 得る や 否や 甚だ 乱 ぶ まれ 
る さ は 誠に 以 て あわ れ な 門弟 で は ある 。 (1946. 8.5 記 ) 


1. 人 居 偶 馬 病 理 角 沖 一 衣 


本 章 に 於 て 私 は 偉人 病 理解 剖 一 般 を 人 する に 
営 り 年 ば 故意 に 古文 献 の み を 引用 し た 。 本 世紀 
最初 の 10 年 内 外 迄 は 信 向 と いう 病 自 骸 の 輪 記 
が 検討 され て いた 最 中 で ある と と は 言う まで も 
な い 。 勿論 或 意味 で は 今日 と 台 全 く 同 も 世 況 で ] 
ある と 断 ぜ ざる を 得 な い の で ある が それ で も 年 
代 の 進む ょ 共に 知見 は 父 程 搬 充 され で て 溢 て いる 
か ら 注 意 深い 眼 を 以 て 眺め れ ば 尊 多 進歩 の 陣 を 
認め る と と が で きる の で ある 。 何れ に せよ 病 の 
特徴 を 促 を る 上 に 病理 克 的 に も 何 か 特異 な 是 を 
見 出 そ う と 先 人 等 $ 必 死に と れ 努 め た の で ある 。 

先ず HEwpgr(1908) の 記 銚 を 引 護 し ょ う 。 
HEwpPgLr 以前 公刊 され た CARRE et VALLEE 
(1906) 及び OsrEsrAac(1908) の 論文 中 に も る 若 
〒 の 病 閣 記事 が 見 出さ れる 。 

HEMpPgr の 報告 例 

自然 組 患 馬 第 1 台 …… 夫 入 後 2 ヵ月 に し て 祭 


MRICDE tentnUK の 人 和 
r ャ 1 _ - p 3 に が ca ゆこ ゃ 
* ー IT 先 か に g 1 コロ 1 1 6 い 1 





死す 。 

自然 所 患 馬 第 4 肛 …… 重 篤 症 汰 下 に 率 入 後 難 
玩 , 才 察 期間 は 1 週間 。 

十 例 と る 脱力 汰 態 で 貞 死 した 。 死 前 夕 径 時 人 
よく 採 食し た 。 剤 稚 所 見 は 画 例 と も 類 同 で あ 
る 。 皮下 寺 に 血液 乏しく 婦 張 度 に 水分 に 富む 。 
諸 筋肉 は 脆 弦 と な り 克 白色 且 煮 肉 紀 を 呈す る 。 
注 包 腺 杉 様 腫 大 , 結 締 織 は 拒 液 性 に 浸潤 し 腸 は 
次 白 乃 至 癌 白 色 , 腸 血 管 は 軽度 充 奄 す 。 その 他 
邊 質 性 肝炎 認め られ 第 4 明 に 於 て は 黄 膳 性, 増 
生 性 腫 腫 算 質 性 腎 内 , カ ター ル 性 忠 疾 , 算 質 性 心 
筋 内 , 肺 水腫 等 護 明 さる 。 網膜 上 , 騰 奪 呈 中 に 
は 姓 汰 特に 出血 等 認め られ お 。 心 正 堆 養 陰性 。 

算 王 幣 死 馬 第 11 双 「 

肝 間 弱 鈍 周 と な り 肝 組織 は 被膜 を 透 し 紅 黄 色 
乃至 紅 掲 色 に 見 を 上 且 つ 脆 引 で ある 。 割 面 到 る 所 
黄 礼 色 , 一 部 次 黄 色 で 其 し く 潤 濁 し 光 澤 の な い 
脂肪 様 光 交 を 示す 。 肝 小 葉 の 境 和 界 は 不明 瞭 に 認 . 
め ら れる 。 小葉 中 心 は 褐 紅色 , 縛 痢 は 視 詠 刀 至 
次 区 色 , 肝 重 量 7.5 葉 。 

MorrgR (1909) 

Mosrss の 記載 し て い る 病 括 は 炊 の 通 り で あ 
の 
端 死 後 尼 骨 は 非常 に 着 仙 且つ 括 血 性 に 見 を 可 
殿 粘 膜 基 し く 蒼白 で ある 。 と の 皮下 脂肪 織 の 鉄 
乏 は 動物 の 剣 度 に 困難 を 感じ さ 世 る 。 度 下 水腫 
及び 筋 問 の 水 脂 並び に 出血 は 展 々 製 察 きれ る が 
多 敷 例 に 於 て は 肉眼 病 導 の 憶 少 な と ょ 銘 く べき 
ば か り で ある 。 主要 且つ 最も 普通 に 認め られ る 
洒 凶 は 恐らく 心筋 惑 は 心 毅 膜 面 に 於 ける 小 出 血 
で あろ う 。 心臓 は 通常 用 大 し 且つ 病 援 を 示す 唯 
ー の 臓器 で ある 。 他 の 例 で は 肺 は 小 有 出血 で 充 き 
れ 且 つ 助 膜 内 に は 功 液 邊 湊 出 が 認め られ る 。 
心 環 に は 小 出 血 の 他 に 陵 内 c 沙 溜 液 の 増量 が 見 
られ る 。 腹 只 で は 腹膜 光 及び 腸 於 ける 出血 浴 
態 が 誠 明 され る 。 後者 は 恐らく 作る ょ うな 食 舘 
の 結果 包 食 せしめ る た め c 起 つ た も る の で あろ 
2 。 肝 は 時 折 狂 性 窟 を 少し く あ ら わ す が 運営 は 
正常 で ある 。 有 蛋 は 時 に 腫 大 し 且つ 小 出 血 で 以 で 
わ れん て いる 。 夏 は 正常 に 見 を 或 は 丸 貧 血性 且 
つ 軟 級 で あろ が 鏡 下 に 於 て は 通例 慢性 偶 換 性 帝 
性 を 示す 。 光 巴 腺 は 腫 大 し 了 且 つ 出 血性 で ある と 














と が ある 。 

VAN Es, L., E. D. HARRrs 移 A.F. ScHArk 
の 記載 Van Es 等 (1911) の 結論 こよ れ ば 本 病 
は 本 態 的 に は 敗血症 で あつ て 解剖 的 特徴 は 念 性 


例 で は 畠 膜 下 及び 心 膜 下 出血 で あつ て 時 に 滞 巴 


腺 及び 腫 が 侯 さ れ , 心臓, 肝 及び 哨 等 の 貨 質 に ・ 


尊 隆 病 紛 が 確認 され る 。 赤血球 敷 は 釧 死 例 の 多 
敷 の ゃ の に 於 て 減少 し て いな いか ら 本 病 は 元 秦 
倫 血 症 で ある と いう 通念 を 衣 定 する と と が が でき 
な い 。 ' 

- 新 く の 如 く 皮 に 本 世紀 営 初 か ら 欧米 の 人 達 が 
記載 し て いる 偉 所 病 嫌 も 今日 表 々 が 前 検 豪 上 に 
総 験 する それ と 本 質 的 に は 何等 の 差異 $ も と れ を 
と 見 出す と と でき ない 。 参考 の 急 更 (に FROHNER 
(1908) 及び HuryRA-MAsEk (1910) の 教科 書 
記事 を 紹介 し て とう 。 

全 臓 器 に 於 ける 寺 重 の 貧血 。 念 性 総 過 例 で は : 
各種 臓器 に 於 ける 多 敷 の 茜 膜 下 出血 , 光 巴 腺 特 
と 腸 汐 巴 腺 の 腫 大 , 一 部 出血 性 。 慢性 例 に 於 て 
は 出血 及び 汐 包 腺腫 大 は 目立た な い 。 腫 は 委 性 
例 で は 2 乃至 4 倍 に 腫 大 する 。 病 の 経 商 慢 な 
る に つれ て 腫 腫 大 は 一 般 に 軽く な る 。 肝 包 膜 は 
大 講 出 血 箸 を あら わす 。 腫 崎 は 強度 腫 腫 例 で は 
橋 量 に と み 黒 紅色 , 練 誠 柔 凌 と な り , 肌 腫 軽度 
で あれ ば 寧ろ 硬度 叢 で 色 は 了 肉 紅 色 を 呈す る 。 肝 
_ る ゃ 同様 に 時 に は 異常 に 腫 大 する 。 その 硬度 は 脆 
層 で 得 質 は 希 均 色 を あら わす 。 腸 粘膜 中 に は 少 
沖の 園 味 を 如 び た 出血 見 出さ れ 或 は 鷹 汎 な 滞 恨 
性 出血 が 認め られ る 。 胃 に 於 て は 出血 は 稀 で あ 
る 。 腎 赤 大 骸 少 敷 の 出血 が 到 る 所 に 認め られ 
る 。 心 内 外 膜 下 出血 も 赤 認 め ら れる 。 肺 に は 異 
常 が な い 。 


TI。 偉 貧 硫 究 馬 の 経 過 赤 に 韓 外 
1. 信 沼 病 毅 研 究 に 経過 並び に 朝 明 知 
識 の 重要 な 理由 
、 私 は 玉音 に 於 て 臓器 別に 俺 気 馬 病 拓 と 取扱 う 
つも ゃ もり で ある が それ と 先 だ つ て 本 章 に 於 て 了 め 
研究 材料 馬 の 総 過 並び に 還 師 を 少し く 検 対し て 
ちあき た いと 考え る 。 
、 我 國 と 於 て 古く 佐藤 (1927) が 新 う 逃 べ て いる : 
" 俺 所 は 近 來 酒 性 慢性 に 韓 じ 難 死 する も の 比較 


る が 
0 こ 
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的 上 く だ た め に と 一 旦 本 病 に る も 耐 過 し て 外 首 健 
康 柄 を 復 し 所 詩 帯 病 奏 と な る も の 甚だ 多 し 去 
評 ” その後 石井 (1942) も ぁ 赤 次 の よう な と と を 送 
べ て いる ・ “現今 の 自然 感染 馬 に 於 て 音 日 の 病 馬 
の よ ょ うし 稔 性 死す る 病 例 殆 ん ど な く あつ て る も 多 
く は 流産 菌 , 腺 疫 菌 , シゲ ラ 菌 , 公 膜 菌 等 の 合 
併 症 を 見 る 場合 極め て 多き 事 父 に 鑑み 去 々 "と 。 
私 は と いと 爾 氏 の 逃 べ て いる 事 軟 を た し か め る 
誤 料 と も た な い が 一 鷹 本 編 こ 引用 する 諸家 の 研 
完 材 料 に 就 て それ 等 の 経 過 並 びと 韓 帳 を 吟味 し 
て 置く 必要 を 強く 感 ま る も る の で ある 。 その 主 な 
理由 と し て は 爽 の 中 が あげ られ る と 思う 。 還 ち 
第 一 に は 癌 死 例 所 見 と 殺 鹿 分 例 所 見 と を 混同 し 
た だ たく な い 。 と の と と は 獣 臣 病 理名 に 於 て は 非常 
に 重要 な と と で あつ て 言う 迄 も なく 我々 は 殺 諾 
分 例 を 割 和 す る 機 會 多 く 徒 つて 丸 そ の 際 身 に つ 
けた 知識 が 病理 研究 の 規準 に な り が ち で ある 。 
偉 短 の 場合 は 丸 こ の 送 の 開 係 $ 成 り 立 つ 。 今 優 
り に 人 死 例 所 見 の み を 唯一 の 武器 に し て 殺 腐 分 
例 乃至 生前 診断 用 の 肝 符 球 片 に 立 向う と 恨 定 す 
る 。 と の 際 所 見 の 判断 に 困難 を 感じ 徒 つ て その 
記載 に は 不 舌 明 な 混 処 を 挫 す の で ある 。 特 C 我 
國 に 於 て は 名 死 例 所 見 が 古く か ら 廣 く 紹 介さ れ 
て いる に と 反し 尊 鹿 分 例 所 見 に 開 す る 論 基 が 少 い 
た め と の 第 一 の 理由 を 纏 調 する 必要 が 痛感 され 
る の で ある 。 と の よう な と と は ツ 有 障 の 研究 著 
Arkouroy, A. (1936) も る 指摘 し て いる の で あろ る 。 

と の 第 一 の 理由 は や が て 爽 に 和 逃 べ る 第 2 の 理 
由 に 開 隊 を も る つて いる 。 即ち 鍋 死 例 所 見 の 特 敏 
を 促 を た い の で ある 。 と の 理由 は 特に 俺 答 久 は 
億 気 類 似 の 病 が 集 園 驚 生 し た 場合 に 重 妥 な 意義 
を も る もつ 。 と ぃ に 2,3 の 人 多 護 と を あげ よう 。 

と の 申 で 好 身 な 座 料 を 異 を えて くれ る の は 匠 國 
C 於 ける 所 詩 豊 橋 病 の 研究, 外 園 で は STRoH 
nu. ZrEGLER (1925) の シュ ワイ ンス ベル ゲル 病 の 
研究 及び TRAUTWEIN u. SCHMIDT (1940) の 仔 
馬 億 倫 の 研究 で ある 。 シェ アイ ンス ベル ゲル 病 
は 研究 者 送 が 肝 人 硬 殺 と いう , 更に 豊橋 病 で は 無 
管 枝 肺 疾 と いう 局所 級 に 固着 し て 堂 時 その 原因 
不明 で あつ た 病 の 研究 に 次 頭 し た の で ある 。 原 
因 夏 的 に 前 者 の 場合 内 部 寄生 敵 が , 後者 の 場合 
に は 起 肺 類 性 ウィ ー ル ス が 研究 者 送 の 重大 開 選 
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を ひい て いひ を た と と は 研究 記事 を 検討 する な ら ば 
一 目 須 然 と な る で あろ う 。 然 も と の 二 つ の 病 は 
何れ も 俺 貸 と 至 大 の 開 係 を 有する と と 研究 途 
上 上 多 に 想 到 宇 られ て いた の で ある 。 吾 臣 橋 病 の 
場合 病理 家達 は 割 検 19 例 中 直接 人 刊 貸 が 死因 と 
な つて いる 例 と し て 6 例 を 表示 し て いる に も か 
か わら まそ の 心 俺 倫 の _- 上 に な か つた た めか 全 論 
交 を 通じ て 俺 貧 病 笛 に 開 す る 論 逃 が 殆 ん ど aa 
され な い 。 

と の 他 偶 藻 俺 條 に 就 て も 居 貧 死 の 場合 の 特 | 区 


的 病理 獲 化 に 就 て 文献 調査 を し た 結果 , 残念 征 . 


ら 有 用 な デー タ を 引出 すこ と は 和楽 外 容易 で は な 
か つた 。 と れ は 上 死 例 の 病理 克 的 研究 が 多 に 大 
いら 年代 に 属 し て いる も の が 多く 新 時 代 に 属す る 
る も の に 於 て は 殺 諾 分 例 に 開 す る 計 敷 的 研究 が 多 
いと いう 処 が 大 き な 原 因 を な し て いる 

更に 又 右 丼 に よ ょ つて 前 に あげ られ を よう な 諸 
種 細 六 に ょ る 合併 症 が 谷 性 死 の 原因 と な つて い 
る か どう か と 言う 呈 に 就 て ゎぁ 具 器 的 の 事 真 を し 
つて な か だ なべ で は な らら た ない の 2 言 の 和 あ GU 2 の 
原因 は 決し て 軍 一 な も の で は な く 双 感染 病 の 場 
合 た と を 同一 種 病原 丹 で あつ て も 内 外 各 種 原 因 
の 協 働 秩 況 如何 に ょ つて 死 の 主要 原因 と な る 比 
牽 開 係 に 動 搭 を す こと は 言う 迄 も な い 。 但し 
近 時 我 獣 臣 細 菌 移 の 進歩 に 伴い 机 内 常 在 細菌 の , 
研究 , 死 戦 期 に 於 ける 細菌 増殖 の 研究 等 々 の 検 
索 が 周到 に な る に 伴い 動 も すれ 死因 探求 の 上 


で は 反 つ の て 結論 が 的 外れ に な り 騰 ちこ なり は し 


な いか と 言う 息 に 就 て は 十分 警戒 を 要する 。 何 
れ に し て も 一 つの 病 の 病理 研 完 に 
その 他 の 著 えら れ な い 純粋 な 病 織 を 明確 に 指摘 


する と と は 困難 で ある か ら 研究 材料 の 各 方 面 か 


ら の 吟味 が 極め て 重要 で ある と と は 多 論 で あ 
る 。 併 し 一 面 俺 條 と 死因 と の 開 係 を 粗 久 に 取扱 う 
と と は 病理 家 の 凡そ と ら ざ る 所 で あつ て 病理 家 
だ たる $ も の 宜しく 周到 な 検索 成績 を 引き さげ て 他 
届 科 特に 病原 研究 者 の 研究 針路 に 誤 りな か らし 
め る よう 努め る 責 が ある 。 と の 第 2 の 問題 に 肝 
し て は 獲 り 自然 感染 俺 箕 に 限ら ず 偶 駿 的 研究 材 
料 を も 参考 に 供し 得る の で ある か ら た と を 特異 
的 で な く で て も 俺 貧 死 を 特徴 づけ る よう な 病 好 を 
指摘 する と と も 必ず し ゃ 不可 能 で は な い 等 と 考 


営 つ て 合併 症 


えら れる 。 

私 は 以上 逃 べ た ょ うな 観 ョ 品 に た つて 本 研究 に 
於 て は 出 秦 得る 限り 文献 例 の 例 別 記事 を 重んじ 
た 。 耐 し て 婦 沸 検 例 の 出所 乃至 研究 着手 の 事情 
等 を 詳 か に し て お く 必 要 を 感じ た の で ある 。 そ 
と で 一 見 本 研究 と 開 係 洪 き が 如く 見 える が 





前 章 に 区 べ た よう な 生々 表層 的 知識 で 以 て 洋 足 


する な ら ば いざ 知ら ポー 一 本 章 に 於 て 除 め 引用 

著者 等 の 研究 例 を 一 鷹 吟味 し て 置く と と ゝ し た 

の で ある 。 ' 「 
2. 集 園 迷 生 億 偶 の 場合 

俺 貧 文 献 特に 病理 開 係 の ゃ の を 検討 し た 際 ま 





- ず 野外 に 於 ける 策 生 流行 時 に 於 ける 俺 貸 経 過 を 
展 也 レ し た 。 OsrERTAG (1908), KErsEs (1922), 


STgiN (1935), ScHAAr 等 (1935), GRrFErN 等 
(1936), 陸 獣 研究 郡 (1940), TRAurWgIN 等 (1940) 
第 が 座 料 と し て 取上げ られ た 。 OsTERTAG は 


1903 年 Ersab-Lothringen に 於 ける 俺 貸 流 行 


の 際 鍋 欧 に 於 て 始め て Ansteckende Blutarm- 
ut の 名 を 興 を えて いる 。 と の 流行 は 小 地域 的 
(enzootisch) で あつ た が , 給 病 例 は 概ね 貞 死 綴 
過 を と つた ょ 記し て いる 。 役 は 婦 Dr. STgrNr 


EAcH が Wasserliesch で 1901 年 乃至 1902 
年 に 盾 察し た 俺 貸 例 を 引用 し て いる が と の 際 の 


製 察 例 は 2 頭 と も 名 死 し て いる 。 更に 1900 年 用 
至 1904 年 の 頃 同じ く Dr. SrgrNBAcH の 綴 験 し レ 
た Quierschie+ の 俺 人 流行 に 就 て 区 べ て いる 
が と の 場合 20 頭 が 名 死 し た と 記し て いる 。 
COoMINOTTr (1913) は イタ リヤ の ミラ ノ そ を その他 
の 地方 に 於 て 俺 仙 は 殆 ん ど つね と 名 死 経過 を と 
る と 逃 べ た 。 IKELSER (1921) は Nebraska に 於 
ける 本 病 生 を 報告 し て いる 。 28 頭 中 15 頭 が 
召 死 経過 と を と つた 。 その 中 食性 1 例 , 慢 條 5 例 
に 就 て 検索 し て いる 。 

SrEry(1935) は 米国 に 於 ける 佐 流行 の 組 


を 報告 し て いる が 思 馬 例 は 13 例 で あつ て 全部 . 


慢性 経過 を と つた 。 価 Mississippi Delta 附 
近 で は 上 難 死 卒 は 約 5 多 で ある と いつ て いる 。 
GRiFFIN 等 (1936) も 赤 米 國 に 於 ける 優 貧 流 

行 を 報告 し て いる が これ は New York State 


に 於 ける 経験 で ある 。 研究 例 は 14 例 で ある 


と の 病 を 見 出す と と は 大 答 困 難 で ある と 記し で 





ーー ニー 








めい る 。 

ScHAAr 等 (1935) は 狼 途 の Hessisch. Rh- 
eingau (od. Ried) に 於 ける 大 規模 の 和敬 生 に 就 
て 記 送 し 苑 98 例 中 45 例 に 就 て 試み た の で 
ある 。 「 


陸 獣 研究 部 (1940) は 大 規模 な 研究 琲 を 組織 し 
て 所 調 豊 橋 病 の 研 完 に 堂 つた 。 その 報告 書 の 要 
約 に よれ ば と の 病 に は 俺 負 が 重大 な 因子 を な し 
て いる と と 極め て 明か で ある と され た 。 併 レ 
" 俺 邊 と 所 計 豊橋 病 の 因果 開 係 を 衛 定 す る KC 至 
ら ざ る る も 俺 倫 を 洛 する 能 わ ざる は 流行 的 に も 和 駒 
後 的 に も 検索 の 結果 の 明白 に 誇 明 せ られ た を た る 所 
な り ” と 附 加 され て いる か ら 所 詩 豊橋 病 な る も 
の を 一 種 狼 立 し た 病 と し て え た い 基 え は 可 成 
り 濃厚 さあ つた も の と 見 を る 。 興味 ある と と は 
堂 時 の 臨床 研 完 に 常 つ た 安田 等 が 後に 藻 表 し た 
諭 方 に 於 て 所 詩 豊 橋 病 の と と を 俺 貸 , 悪性 腺 疫 , 
流産 菌 症 の 混合 感染 な り と 規定 し 新た に 馬 チ フ 
ス 或 は サル モネ ラ 菌 症 の 病名 を 提 超 し て いる 。 
何れ と し て も 病理 班 の 報告 が 肺 病 幾 記 載 を 主 朋 
と し て いる た め 流 行 伏 に 毅 生 し た か に 見 を る と 
の 病 に 於 て 何れ の 病 が 基礎 に な つて いる か を 考 
窒 す る 上 に と 於 て 一 大 不便 を 感 室 ざる を 得 な い の 
で ある 。 ' 

TRAUTWErIN 等 は 幼 語 俺 貸 流 行 に 就 て 報じ て 
いる が 自ら 検索 し た 30 頭 の 幼 交 は 念 性, 区 急 
性 及び 居 作 の 何れ か に と 経過 し 1 年間 に 29 頭 が 
仙 死 し て いる 。 9 

以上 敷 編 の 論文 に ょ つて も 知れ る よう と 時代 
と 地域 と に 開 係 な く 俺 貧 は 集 園 語 生 時 に 於 て 明 
か に 動物 を 難し 得る 病 で ある と と は 確 研 で あ 
る 。 但し 経過 は 和 今 性 , 爽 念 性 覧 は 居 任 で あり 一 
定 し な い ょ う で ある し タ 例 別 報告 が 少 い の で 抽 


然し な い が 俺 貧 綴 骨 後 騰 力 死 を 來 す 場合 も ある 


の で あろ 2 う 。 
3. 偶 般 億 誰 の 場合 
次 に 研究 放 舎 に 寄 入 され た 俺 貸 馬 の 縫 包 を 女 
電 と 尋ね て みる 。 「 「 
HEMpgr の 自然 打 思 馬 第 1 跳 は 率 入 後 2 ヵ月 , 
第 4 肖 は 重 篤 症 雇 で 牽 入 され , 1 週間 後に は 角 
婚 幣 死 し て いる 。 


| SgypERELM (1914) は 億 徐 を 念 性 型 ょ 慢性 


電 
es 7 1 
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型 と と 分 類 し た 。 前 者 は 打 患 後 約 8 日 で 難 死 し 
概ね 作 血 現象 を 鉄 き Sepsis の 印象 を 筐 を , 後 著 


は 時 々 超 る 功 熱 敬 作 と 質 血 を 特徴 と し 綴 過 は 敷 


週 , 敷 カ月 , 時 に は 1 年 を 越 を る 。 人間 の 超 性 貸 
血 と 比較 すべ きゃ も の と 主 する 。 問 し 彼 は 人 雅 
で ある 。 自家 研究 例 は 混合 感染 の な い 慢性 例 7 
例 , その 中 4 例 貞 死 , 混合 感染 慢性 2 例 , 急性 例 
1 例 , 人 工 感染 例 は 第 2 回 試験 ( 公 作 自然 扱 愚 
馬 血 液 200 cc 皮下 注射 ) は 23 日 で 此 移 , 第 1 
回 試験 (200 cc 静 須 内 注射 ) 及 び 第 3 回 試 験 (100 
cc 皮下 注射 ) は 殺 護 分 し た 。 

可 見 ・ 菊 池 (1917) は 1924 年 及び 25 年 可 見 
報告 例 と 重 覆す る も の を 除き 委 性 (IShimata) 及 
び 慢 性 (Matzuzaki) 名 死 各 1 例 を 記載 し た 。 

REgINHARDT (1917) は 壮 と し て ブリ ュ ユ ツ セ 
ル 病 馬 誠 に 於 ける 39 例 の 製 察 に 基 い た 記 銚 で 
ある 。 酒 日 に 計 て は 上 死 例 で 3 日 3 頭 , 4 日 1 
頭 , 5 日 4 頭 , 6 日 2 頭 , 8 日 2 頭 , 10 日 1 頭 , 
12 日 1 頭 , 13 日 1 頭 , 14 日 1 頭 , 21 日 1 頭 , 29 
日 1 頭 , 32 日 1 頭 , 33 日 1 頭 , 37 日 1 頭 , 5 週 
以上 5 頭 , 9 ヵ月 2 頭 , 殺 諾 分 例 で 6 週 以 上 3 
頭 , 7 週 以 上 2 頭 , 8 週 以上 2 頭 及び 10 週 以上 
3 頭 で あ る 。 殺 諾 分 を し な い 限 0 此 死 卒 は 殆 ん 
あ /100 (と 旨 を ちる 。 

ScmsBrrz (1918) 例 は 5 頭 の 弟 察 , 何れ も 
敷 週 の 経過 , 2 頭 釧 死 。 ( 

WiRrgH(1919) の 松 し た 2 頭 の 自然 縮 患 語 忠 
第 1 虹 6 歳 騙 は 率 入 後 50 日 で 起立 不能 と な つ 
て 負 れ 第 2 台 6 歳 訪 は 索 入 後 Z 日 で 雛 れ た 。 更 
に 四 駿 馬 A9 歳 牝 は 血液 (第 1 競 ) 30cc 殴 須 
内 注射 43 日 後 欧 , 寅 験 馬 B? は 血液 (第 1 
足 ) 20cc 次 脈 内 注射 4 ヵ月 年 後 欧 , 邊 駿 馬 
C2 歳 牡 は 血液 (A) 20 cc 静 須 内 注射 後 21 日 目 
念 死 , 定 験 馬 E 9 歳 牝 は 北 血 15cc を 生理 的 食 
雇 水 と 混 じ 一 部 反 下 , 一 部 静脈 内 注射 67 日後 敬 
死 , 邊 駿 馬 D? は 四 駿 後 140 日 で 仲 死 。 

BErrkoBER (1919) は 6 例 の 切迫 暑 殺 上 馬 に 開 
し て 指 察 剤 機 。 

ps Kock (1920) は アフ リカ に 浴 て 俺 條 を 研 
完 し 食性 型 (13 乃至 17 日 の 経過 で 貞 死 す ) 欧 意 
性 ( 総 過 月 欠 に 及ぶ ) 慢性 型 ( 稔 性 型 に 9 引 | 纏い て 
起 る 。 最初 か ら と の 型 を と る も の も ある 。 弟 


OM RS MTU Se ST 
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中 念 性 散 作 を 起す も の も ある が 屋 々 見 られ る の 
は 脆 力 の た め の 貞 移 で ある ) 及び 潜在 型 (野外 に 
於 ける 存 表 は 不明 , 主 に 貨 験 的 に 経験 され る ) 
を 型 別 し た 。 

GERLACH (]AFFE も 同じ 研究 材料 ) (1921) の 
報告 は 10 例 で ある 。 接種 例 ( 血 短 5cc 注射 
竣 過 12 乃至 21 日 ) に 於 て 病 の 急性 期 に は 病 
龍 は 敗血症 汰 を 主 と し , 殺 腐 分 し た 慢性 型 ( 経 
包 1/2 乃至 2 年 ) に 於 て は 最 微 乃至 連 無 病 獲 を 
その 知 兄 と し た 。 ' 

佐藤 (1922) は 11 頭 の 俺 貸 弊 死 馬 卵 巣 を 検 し 
深 

大 塚 (1923) の 研究 例 は 山 死 7 例 , 殺 虜 分 6 
例 で あつ た 。 

ZiEGLER 等 (1924) は 研究 材料 を Wechsel- 
fieber Luhrs* ( 或 は 氏 riegsseuchenanarmie ) 
と Stationare Anamie の 坪 種 に 分 類 し た 。 前 者 
は 同 解 熱 は ある が 質 血 現象 な く , 臨床 , 病 理 共に 
敗血症 汰 を 特徴 と する 。 と れ に 反し Stationare 
Anamie は 尊 病 府 も 難 死 $ 低 く 経 過 と し て 
管 性 型 を と る も の は 極め で て 少 い と いわ れ て い 
る 。 ZigcLsR は Wechselfieber 例 と し て 
Graditz の 5 例 が が 散 死 例 , OstpreuBen, Schle- 
sien un. Kiel に 大 墓 延 例 が あつ た 際 の 殺 虎 分 例 
を 研究 に 用 い Stationare Anamie は Sachsen 
の .10 例 H 例 難 死 , 9 例 切 所 居 尊 ) 及び 
Augsburg 例 ( 殺 上 廣 分 ) で あつ た 。 

MGcsY (1924) ZrEecLER に より 読 か れる 土着 


性 衝 箇 と Wechselfeber の 2 型 に 人 逢 答 を わけ 「 


る と と は 反 商 で ある 。 
ZgrrgR (1924) の 研究 例 は 50 例 が 慢性 綴 
を と ろ Wechselfeber (!) で 1 例 ( 第 9 例 ) だ 


けが Stationare Anamie で あつ た (HHT の 3 . 


DOBEERSTEIN 参照 )。 

可 兄 (924) 研究 材料 は すべ て 盛岡 附近 に で て 
縮 生 し た 信 帝 俺 貸 計 を 盛岡 試験 所 に 於 て 研究 し 
た も の で ある 。 笹 性 又は 爽 管 性 で 雛 れ た も の 政 
は 切迫 居間 る も の 本 例 , 慢性 絶 過 と を と れる も 





* ま Wechseleber Liuhrs の 名 移 は ば Z1EGLER (1924) 自身 その 論 女 中 で 魔 棄 し て いる 。 その 理由 そし て は 
LOHRS 自身 これ を 用 いな か つた こそ さ ・ ゝ 個々 億 筆 例 を 鈴 り 人 く 分 ける こ で が 不適 営 で も わる の を 重ね 重 れ 経験 し た 


に 


こさ を あげ て いる 。 
| 





の 7 頭 ( う ち 4 頭 紫 死 ) で あつ だ た 。 

可 晃 (1925) 念 性 又は 区 稔 性 で 雛 れ た も の 19 
頭 , 稚 性 重症 な る 症候 を 持 績 する も の 若く は 重 
症 な る 箇 性 俺 作 に 旨 り た る 馬 が 一 時 環 快 る も 
の 6 頭 (全部 難 死 ), 慢性 に し て 緩慢 な る 経過 を 
と り た だ る も の 4 頭 (1 頭 切迫 , 3 頭 名 死 )。 . 

SCHERMER (1927) は 40 例 の Stationare 
Anamie を 研究 し た 。 そ の 論文 の 冒頭 に 於 て 党 
で て 自ら 大 戦時 ロ シ ヤ に 於 て Wechselfeber 
LGhrs を 疫 訴 間 延 の 姿 に 於 て 経験 し た と 区 べ て 
いる 。 「 

右 井 (1930) と の 論文 は と の 著 著 最初 の 俺 任 


研究 で ある 。 7 頭 の 野外 偉 倫 を その 定型 的 縮 作 


時 に 検査 し て いる 。 その 後 と の 右 者 は 軍 狗 に 或 
は 共著 著 と 共に 又は 研究 莉 を 指導 し 10 多 編 の 刊 

論 を 公 に し て いる が その 間 使 用 し て いる 動 
物 沖 は ( 重 覆 し て いる 四 験 例 も ある が ) 費 計 500 


頭 に 垂 ん と し て いる 。 と の 莉 は 自 流 悪意 門 家 


と し て 人 工 感染 馬 に 就 て 熱 洪 作 を 中 心 に し て 研 
究 す る と と に と 極め て 熟 心 で あつ た 。 従 つ て その 
病理 解剖 開 係 報告 例 も 多く は 熱 語 作 を 中 心 に し 
た 灯 慮 分 例 で あり 病 の 全 将 過 開 し て は 記 送 す 
る 所 多く は な い 。 募 し と の 著者 の 理想 と する 所 
は 深 窓 に 育つ た 俺 人 の 徹底 的 研究 に あつ た が た 
めで ある 。 ( 

葛西 ・ 小 倉 等 (1931) は 大 牌 家畜 病院 を 訪れ た 
俺 所 患 馬 の 多 敷 に 就 て 各 方 面 か ら 丹 念 な 研究 を 
行 つ て いる 。 研究 例 中 自然 包 吊 馬 で あつ て 名 死 
し た も の 20 頭 , 人 工 感染 区 馬 3 頭 が 見 出さ きれ 
る 。 英才 等 は 病 馬 長 時 の 観察 に 営 り 毅 作 時 並び 
に 軽快 時 を 検 し て 得 た 例 を 基 と し て 4 病 型 を 新 
た に 規定 し 委 性 型 侵 性 型 の 如き 慣用 文字 を 用 い 
る と と を さけ て いる 。 本 論文 は 病理 専門 的 の も 
の で は な い が 例 別に 患 得 な 記事 が 残さ れ て いる 
の で 本 病 の 綴 過 , 病 疾 乃 至 本 態 を 論ずる 上 に と 多 . 


_ 大 の 参考 乾 料 を 提供 し て いる と 言え る 。 


WErprrcg(1932) は 17 例 を 交 検 し 食性 、 天 
性 及び 恨 性 型 等 に 類別 し て いる 。 








BLANcHARD et Vspgr(1933) Decroix の 馬 
層 場 に 於 けろ 検査 時 に 芝 見 せる 俺 抽 に 就 て の 記 
- 載 を し た 。 統計 的 に 同居 場 で 億 貸 と 診断 され た 
$ も の は 1930 年 ……85 例 (0.11 め ), 1931 年 


守 ) と な つて いる 。 
LAMARRE (1933) 自家 息 験 例 は 1a ( 殺 ), 3a 
( 死 ) 及び 42a ( 殺 ) で ある 。 ( 

右 井 1934) は 自然 組 患 馬 16 頭 に 就 て 38 同 
の 帝 作 , 人 工 感染 馬 70 頭 に 就 て 159 同 の 苔 作 
を 中 心して 任 血 所 見 を 検討 し た 。 

Akourov(1936) 50 例 の 偶 生 例 及び 鐘 昌 験 
例 に 就 て 有 熱 期 幣 死 時 並び に 無 熱 期 殺 廣 分 時 の 
所 見 比較 を 行 つ て いる 。 

藤 orZ (1937) の 研究 例 は 慢性 型 2 例 と な つて 
いる 。 

KUDRJAVCEW (1938) ソ ツ 聴 に 訟 ける 偉 招 検 商 
所 繋 留 馬 100 例 C 就 て 路 の 第 察 を し た 。 

貼 村 等 (1938) は 36. 頭 の 秋 馬 接種 試験 を 行い 
項 病 作 分 利 後 2 ヵ月 乃至 10 ヵ月 年 に わた り 病 
毒 分 布 を 研究 し た 。 その 際 第 1 群 に 於 て 5 頭 中 
1 頭 , 第 3 群 に 座 て 6 頭 中 3 頭 な ぶ それ ぞ れ 「 敬 
_ 作 張 し , 急性 型 ] な る 記載 の 下 に 難 死 し て いる 。 
Wirrvocegr(1939) は 自然 感染 35 例 及び 邊 
例 験 30 例 (17 例 急 性 並び に 交 急 性 , 13 例 朝 性 ) 
に 就 て 肝 生 球 片 を 研究 し た 。 

NEMpc (1939) 釧 死 2 例 , 殺 諾 分 5 例 に 就 て 
組織 聖 的 研究 を 行 つ た 。 


右 井 等 939) は 38 頭 の 自然 択 患 司 卵 業 1 


頭 名 移 , 1 頭 不明 , 他 は 灯 上 諾 分 ), 2 頭 の 人 工 感 
染 馬 卵 集 ( 尊 腐 分 ) を 研究 し た 。 

中 村 等 (1940) は 膳 研究 に 於 て 接種 馬 36 頭 
並び に 詩 と し て 自然 殺 謀 分 馬 6 頭 を 材料 に 用 い 
計ら 


heitsamt か ら 分 譲 と うけ た 9 例 の 人 工 接種 馬 
( 杉 作 あり , 4 乃至 5 ヵ月 で 殺 農 分 ) の ブロ ッ ツク 
及び 教室 判 検 例 に 就 て 騰 比 を 研究 し た 。 

大 久保 (1940) は 42 例 の 俺 所 膳 を 研究 し た 。 
右 堪 (1940) は 石井 氏 [ ジ デ ロ チ ー テ ン 」 の 研 
究 に 接種 後 30 日 以内 殺 虎 分 6 頭 , 同じ く 1 用 


SgrFRrEp 等 (1940) は Horz ょ 0 分 譲 を う 
けた 25 例 の 自然 路 患 馬 及び Reichsgesund- . 


139 


至 3 ヵ月 以内 10 頭 , 3 乃至 6 ヵ月 7 頭 , 6 カ 
月 以上 8 頭 を 用 いた 。 

安田 等 (1941) は 軍馬 100 欠 頭 に つき 肝 窪 刺 注 
の 研究 を し た 。 

石井 等 (1942) は 質 血 並び に 血液 償 研 究 に 接種 
扶 馬 70 頭 , 自然 弓 患 司 16 頭 を 用 いた 。 

右 井 ・ 池 田 (1942) は 表 秋 刺 液 の 研究 に 俺 貧 
馬 61 頭 を 用 いた 。 

石井 ・ 田 中 等 (1942) は Erythrodiametro- 
gramm の 研究 に 36 頭 の 接種 息 馬 を 用 た 。 

石井 (1942) は 赤血球 研究 に 自然 組 患 馬 23 頭 
(区 作 1 乃至 4 同 13 頭 ) 及び 接種 和 凌 馬 44 頭 
( 角 作 4 回 迄 ) を 用 いた 。 

石井 ・ 渡 用 (1942) は 血小板 研究 に 千 馬 36 豆 
C 就 て 胡 作 中 14 同 , 間 歌 期 10 同 , 無 有 紀 
の 長い も の 12 回 を 検 し た 。 

石井 ・ 田 淵 (1942) は モノ チー テン 検索 に 17 
頭 の 自然 感染 馬 を 検 レ た 。 

石井 ・ 信 藤 (1942) は 更に 卵 全 組 織 研 完 に 30 
例 の 自然 感染 例 を 用 いた (1 例 難 死 , 29 例 殺 廣 
分 ) 。 
加藤 等 (1942) は 基 際 不明 熱 衣 馬 中 有 熱 期 13 
例 , 概ね 無 熱 期 に ある も の 13 例 に つき 胸骨 崩 
鯉 刺 液 の 研 発 を し た 。 

渡邊 等 (1942) は 合併 症 を 有 し な い 純 俺 貸 司 
70 例 及び 流産 菌 症 合併 6 例 に 就 て Erythro- 
diametrogramrm を 報告 し て いる 。 

市 川 (942, 1944) は 腺 商 に 誇 殺 さ れ た 溶 在 性 
俺 貸 馬 1 例 及び 血 斑 病 合併 の 慢性 億 徐 1 例 を 記 
銚 し た 。 

三浦 等 (1943) は 不明 熱 芝 軍 馬 640 頭 に 就き 肝 
塞 刺 片 の 研究 を 行 つ た 。 

三浦 ・ 山 本 (1943) の 研究 馬 は 自然 感染 馬 42 
頭 (その 中 18 頭 敬 死 ) 及 び 接 種馬 22 頭 で あ る 。 
後者 中 15 頭 凝 死 し て な り その 経過 19, 28,29,30, 
30, 36, 43, 44, 50, 50, 54, 61, 75, 76, 及び 195 
日 で ある 。 接種 病 奏 は 血清 100 cc 接種 9 頭 , そ 
の 他 は 1 乃至 200cc 接種 例 で ある 。 ( 

鳥海 等 (1943) は 秀 馬 50 頭 ( 熱 分 利 経過 日 敷 
2 日 1 頭 , 6 ヵ月 2 頭 , 敬 熱 中 2 頭 ) に 就 て 骨 
髄 七 態 有 欄 細 胞 の 研究 を し た 。 

川村 等 (1943) は 接種 2 頭 ( 内 1 頭 艇 馬 ) 及 び 自 
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然 感染 馬 + 頭 に 就 て 熱 敬 中 並び と 分 利 直後 に 於 
て 研究 し 更に 無 熱 期 緒 馬 12 頭 , 内 地 馬 1 頭 を 
検 し た 。 

以上 45 編 の 主として 厩 合 俺 貸 に 就 て 研究 し 
且 例 別 吟味 を 施し て ある 論文 の 取扱 つて いる 研 
宛 例 に 就 て 俺 作 経 過 を 検討 し た 。 HEMPEL, 
WrRrm 及び BorrE を 除く 他 の 欧米 甘 者 は 皆 
偽 貸 綴 過 を 型 , 例 或 は 時 期 等 の ょ うろ 表現 は こと 
れ を 異 に し て いる が 大 骸 穫 性 , 次 急 性 及び 慢性 
等 に 類別 し て いる 。 面 し て 類別 され た 研究 例 の 
頭 敷 開 係 か ふら こと れ を 見 る な ら ば 慢性 総則 に 属す 
る も の が 格段 に 多い 。ScHERMER が Wechsel- 


feber Luhrs の 名 前 で 取扱 つて いる 億 任 C 就 … 


て は 詳細 不明 で ある 。 ZErLER は 同じ 名 前 の 慢 


性 例 50 例 を 研究 し ZrEGrER 自身 も WorF と 


の 共著 で 一 度 と の 名 艇 を 控 用 し た が その 後 別 扱 
い を 放 径 し て いる か ら 著 し く 性 軟 の 異 つ た 億 貸 
と いう わけ で は なく 矢 蝶 り 一 種 の 尼 性 綴 過 俺 貸 
で ある よう に 解 さ れる 。 ScHERMER 記載 の 疫 訴 
夢 延 偉 筐 と の 異同 は 詳 ふ で は な い 炎 戦時 に 於 け 
る 三浦 等 の 研究 例 は Stationare (chronische) 
Anamie に 属し , 双 近 時 我 國 に 於 て 俺 聞 す る と 
と の ある 地方 的 の 集 園 毅 生 は 一 種 の 接種 俺 貸 と 
見 る 人 も ある よう で ある か ら 許 解 を さけ て 
Kriegsseuchenaamie と 並ん で 無知 俺 貸 Im- 
nocent anemia と で も 名 附け て 置く べき か る 知 
れ な い 。 要する に 今回 の 調査 に よ つ て は 
ScHERMER 以外 (LUOHRSs の 原 革 を 講 な と と が 
で き なか つた の は 遺 坊 で ある ) に は 疾病 欧 的 に 


諸 種 性 汰 に 相違 の ある 俺 貸 を 確 凌 に 捉え 得 な か 


シタ イイ 

我 國 の 俺 気 研究 考 は 堂 て 可児 が 管 性 但 性 等 の 
言葉 を 用 いた 他 , 殖 ん ど 皆 経 過 に 恋 慢 の 別 を 明 
記し て いな い 。 可 見 の 場合 も 厳格 な 意味 で 箇 慢 
の 別 は 経 過 の 長短 に ょ つて を だ た て ら れ だ た 他 , 明か 
と 症状 の 上 に 基 い て と の 類別 が な され て いる よ 
う で ある 。 つま り 毅 作 と 深い 開 係 の ある 時 是 に 


- 名 れ 鉱 は 李 索 し た よう な 例 を 全 総 過 と の 開 係 を 


深く 願 虐 する と と な し CK 慢 然 と 訂 性 例 と 名 附け 
る 場合 が 多い と と を 注意 し て お く 必 要 が ある よ 
う で あろ る 。 外 國 で は SEyDERHELM。 GERLACH 
等 の 例 に と の よう な 例 應 が 見 出さ れる 。 と の 勲 





葛西 ・ 小 倉 等 は 廣 義 の 病理 眼 か ら その 研究 例 綴 
過 を 用 応 深 く 取 扱 つ て いる 。 

何れ に し て も 厩舎 人 刊 貧 は 自然 感染 こし ろ 接種 
俺 仙 に せ ょ その 多 敷 つも の が 貞 死 の 轄 瞬 を と る 
迄 机 察 され ん て いる 。 と れ に は 束 騰 騰 カ に ょ る 難 
死 例 ゃ 泥 し て いる わけ で ある 。 その 際 胡 留 開始 
か ら 促 死す る 迄 の 日 表 計 算 と 敗血症 的 症 其 と か 
ら 答 性 経過 と 呼ば れる 機 沖 の 多い と と を 重ね て 
警 下 し て 置き た い 。 

俺 貸 綴 過 に 就 て 吟味 する 場合 移し く 参 考 に な 
る の は 接種 俺 伺 で ある 。 人 工 感染 の 場合 に は 多 
論 諸 種 の 接種 條 件 一 病 毒 , 個 骨 , 環境 等 一 が 総 


過 に 球 響 を 及ぼ すこ と と は 営 然 で ある か ら 諸家 の 


成績 に 一 致 を 駅 く と と も 多い わけ で ある 。 
接種 後 30 日 以内 の 経由 で 名 欧 し て いる 例 と 
レ し て あげ られ て いる の は SEYDERHELM の 第 2 
回 試 験 , WrRrg の 宇 験 馬 C, 葛西 ・ 小 倉 等 の 
人 工 感染 第 1 例 , 三浦 ・ 山 極 の 956, 花田 , 木 


白 , 959 の 少 敷 で ある 。 反 肢 に 総 過 の 長い 難 死 


例 を 拾 つ で 見 る と WiRr の 小 験 馬 D (140 日 ), 
同 E (66 日 ), ScmArk の 第 636 虹 14 年間 ! 
その 間 18 同 血 液 中 に 病 毒 含有 が 確か め ら れ で 
いる ), 萬 西 ・ 小 倉 等 の 第 2 肝 (62 日), 第 4 双 
(308 日 ), 三浦 ・ 山 極 の 952 競 (36 旦 ), 962 競 
(43 日 ), 西松 (44 日 ), 871 名 (50 日 ), 886 貌 
(50 日 ), 884 駆 (54 日 ), 潤 澤 (61 日 ), 976 競 
(75 日 ), 881 状 (76 日 ), 971 貴 (195 日 ) 等 が あ 
の っ 

以上 逃 べ た 集 園 愛生 偉 貸 及び 厩舎 繋 留 偉 筐 の 
他 c 記 勾 と し て 不 完全 で は ある が 綴 過 に 就 て 李 
べた も の 11 編 が ある 。 ち 条 慢 型 に わけ た ゃ 
の FrNzr (1911), SrAprLER (1917) 及び 是 orz 
(1937) が あり, 急性 , 次 委 性 及び 慢性 に 分 けた も 
の に CARRE 等 (1906), 臨時 馬 商 調査 要員 信 
(1914), pg IKock (1922), ZIEGLER (1924), 
MOGcsy (1932) 及び QuENrriN (1933) が あり , 
慢 性 例 の み を 研究 せる も の に MArmrEsgN 等 
(1926), 初期 に 府 け る 俺 貸 及び 尼 性 俺 作 に 類 別 
し レ て 研究 し た も の に PrENiNe (1935) が ある 。 
和 引 の 研究 者 と し て は Howurov (1936) は 甚 
急性 久 は 急性 及び 慢性 を 類別 し て いる 。。 面 し て 
CARRE 等 は 念 性 例 で は 質 血 所 見 記 閉 で な い の に と 








ゴン と 6 人 すく ik る 728 に ] 
M の は 所 科 


だ 
= 


凌 し 慢性 例 で は 極め て 題 著 で ある と 記し レ し, 臨時 


語 疫 調査 委員 會 は 各 型 間 の 必 分 は 刊 然 と し た も 
の で は だ なく , 稚 性 型 は 敗血症 激 を 驚 し て 貞 死 す 
の と 報告 区 で いる 。 「 

新 く し て 冗長 の 嫌い は あつ た が 私 共 は 病理 廊 
献上 に あら われ た 俺 貧 竣 過 吟味 を 終 つ た 。 結 
局 刊 気 に は 急 隆 絶 過 と と り 且 つと の 時 期 に は 任 
を あら わ さ ま に 敗血症 状 で 凶 れ る も の が 少 敷 
生 ら 報告 され て いる 。 佐 し 俺 貧 報 告 例 の 大 多 敷 
を 占め で て いる も の は 慢性 例 で ある 。 こと の 例 群 で 
は 愚 馬 は 所 講 毅 作 を 回 候 する も の が 多 敷 あり , 
縮 作 激 し き 場 合 に は 敗血症 汰 で 以 て 急 性 死 を 次 
げ ば る も の も ある 。 又 長 期 経過 中 又は その 末 後 に 
於 て 脆 力 消耗 死 を 以 て 媒 し れる の で ある 。 又 全 冶 
包 中 潜伏 隆 を 示し て 何等 の 異常 と を る 認め し め な 
い 病 型 に 言及 し て いる 奈 者 る ある 。 

何と の 他 俺 貸 紀 を 読 く に 常 つ て は SEYDER- 


HELM の 混合 感染 例 , 渡邊 等 の 純 刊 貸 , 市 川 の 


訪 商 俺 候 更 に 豊橋 病 の ょ うな 研究 例 に + ょ つて 人 逢 
貸 感 因 を 復 条 に する よう な 因子 の 研究 と 言う も 
の ヽ 必 要 が 示さ れ て いる 。 


最後 に 一 言 を 要する の は 多 敷 の 居 畜 材料 


(Wirwss 300 例 , RoHRgR 等 150 例 , PALLAskE 
68 例 , BALANcHARD 等 ) 及び 諾 分 失 似 人 刊 気 材 
料 (Norrgr 等 700 例 等 ) 並び に 生 磐 肝 窪 刺 材 
料 (Wrrrvocgr 65 例 , 安田 等 100 欠 例 , 三浦 等 
507 例 ) と 開 す る 研究 に 就 て で ゞ ある 。 と れ 等 の 研 


完 は 何れ も 俺 貧 馬 組織 執 及び 網 誠 内 皮 夫 統 舞 化 


を 主題 と し た も の で ある が な これ 等 の 成績 は 俺 貧 
馬 項 獲 の 形態 驚 的 研究 に 大 な る 参考 知見 を 呈し レ 
で て いる 。 


II. 俺 貧 馬 了 騰 器 組織 病 奨 


本 章 に 於 て は 俺 貸 馬 病 遂 中 組織 移 的 研究 が 併 
行 し て 記 革 され て いる も の に 重 四 を 置く よう に と 
し た 。 騰 器 組織 に ょ る 項 別 の 順序 は 大 誤 研 究 の 


年 代 的 推移 を 追 つ て いる 。 
1. 液 像 
A. 赤 皿 球 表 


CARRE et VArrEE (1906) 製 寮 例 の 型 太 び 試 


の 時 期 に ょ つて 異 る 。 休 隆 型 で は 赤血球 減少 
は 粘膜 の チラ ス 様 狼 態 の た めか くさ れ て いる が 
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秦 明 に 存在 は し て いる 。 病 の 第 10 乃至 第 15 是 
か ら 赤 血球 は 正常 敷 ょ り 150 癌 乃至 200 萬 減少 
する (正常 奉 均 敷 は 700 高 )。 傾 死 時 に は 急性 
型 で は 400 高 を 表 を る と と は 殆 ん ど な い : 爽 箇 
性 例 で は 赤血球 敷 は 下 つ て 死 が 近づく ょ 200 英 
旋 至 250 に な る 。* 併 し と の 場合 に も 粘膜 の チ 
ラス 次 態 は 完全 に 血液 細胞 の 乏 少 を か くす 。 

最後 に 慢 性 型 で ある が , 病 例 及び 病 期 に よ つ 
て 200 高 乃至 400 高 の 赤血球 敷 が 算 を られ る: 
休息 及び 良好 な 柴 杖 の 逐 響 を 受け た 場合 に は 
100 高 位 多 いと と が ある 。 死 が 近づく と 100 萬 
以下 に な る 。 

VAN Es, HARRrs & ScrArk(1911) 沼 熱 ( 米 
國 で は 俺 筐 の と と を 新 く 呼ぶ ) の 多 粗 例 は 赤 血 
球 敷 の 著しい 減少 な し C 抽 れ る 。 募 し と の 著者 
等 の 見 解 に 従 を ば 本 病 は 本 衣 的 に は 作 性 敗血症 
死 を 輝 げ る も の で ある 。 

FrNzr (1911) 赤血球 敷 は 一 定 し な い 。 特に 病 : 
の 持 貫 期間 に ょ つて 異 る 。 急性 例 に 於 て 外部 粘 
虹 に 症 天 が まだ 現われ な い ょ う な 最初 期 に 赤 血 
球 減少 が 直る 。 芝 病 後 10 乃至 15 日 目 駐 に 150. 


萬 乃至 200 高 も 正常 肖 か ら 下降 する (正常 700. 


高 )。 死 の 直前 に は 400 萬 , 慢性 例 で は 200 高 乃 . 
至 250 高 を 越 を 臨床 的 に 粘膜 に は 閥 化 は 認め ら , 
れ な い 。 興味 ある と と は と の 赤血球 敷 が 一 定 し . 
な い 原 因 に 食 谷 及 び 夢 動 の 有無 が 開 係 し て いる 
と と で ある 。 倫 赤血球 減少 の 著 明 で な い 例 も ある 。 
SEyDERHELM (1914) 、 検索 18 例 中 唯一 の 第 
死 急 作例 (No. 10, 総 過 10 日 ) に 於 て は 貸 血 所 
見 な し (746 高 ) と 記し 他 の 諸 例 は 蒸 く 赤血球 敷 
の 減少 を 示し た 。 印 ち 慢性 自然 感 作 例 た る 9 例 
の うち 売 血球 肖 の 栓 られ た 症例 の 示す と と ろ 
に ょ よれ ば 第 1 例 142 意 , 第 2 例 292 萬 , 第 3 例 
152 萬 , 第 5 例 162 間 , 第 8 例 304 萬 等 で ある 。 
更に 混合 感染 例 と し て あげ られ た 第 9, 第 12, 
第 13, 第 14, 第 15 例 等 で は それぞれ 135 萬 , 
75 高 , 230 萬 , 420 高 , 550 萬 を 示し 條 験 例 第 1 
乃至 第 3 例 で は それ ぞ れ 482 萬 , 422 高 ,610 高 
を 示し て いる 。 “ 
臨時 馬 疫 調査 委員 偽 914) 赤血球 は 初期 に 
あつ て は 健康 馬 と 大 差 な く 《 特 殊 時 期 た る 作 血 期 
に 移る や に その 敷 を 減じ その 極 生理 的 牌 均 敷 
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の 約 177 (112 高 ) に 減少 する と と 稀 で な い 。 
長尾 (1920) 偉 気 馬 白血球 織 化 を 主として 研 
宛 し て ある が 赤血球 敷 に 開 す る 敷 字 を 2, 3 拾 
つて 見 る 。 健康 馬 21 頭 に 於 て は 最高 700 萬 , 最 
低 530 萬 , 企 均 620 萬 , 偉 気 綴 過 司 15 頭 の 赤 陣 球 
敷 と し て あげ られ た も の ょ ゝ 2 う ち 最 高 870 功 , 最低 
590 萬 を 示し 接種 或 は 芝 病 後 経過 に 徒 つ て 泊 定 
し た 赤血球 沖 は 次 の 如く で ある 。 卸 ち 氏 病 前 5 
日 890 高 , 経過 中 最低 (第 10 是 )400 高 ( 北 水 
競 ), 般 病 前 6 日 560 功 , 竣 過 中 最低 (第 1 是 ) 


S60 萬 ( 軍 定 競 ), 接種 前 25 日 520 高 , 経過 中 
最低 (第 39 日 ) 230 意 ( 川 三 衣 ), 接種 前 26 且 


580 萬 , 総 過 中 最低 (第 3 日 ) 430 高 ( 藤 季 阻 ), 
龍 病 前 5 日 680 高 、 経 過 中 最低 (第 6 日) 620 高 
( 軍 園 中 ), 朋 病 前 6 日 670 癌 , 綴 過 中 最低 (第 


63 日 ) 390 高 ( 訪 光 且 ), 開 病 前 2 日 800 萬 , 総 
包 中 最低 (第 29 日 ) 370 意 ( 米 師 競 ), 克 病 前 17 


日 600, 給 毅 中 最低 (第 51 日 ) 320 間 ( 米 素 


吸 ), 毅 病 前 7 日 580 高 , 総 過 中 最低 (第 16 日) 
-990 高 ( 秩 鹿 級 ), 深 病 前 12 日 550 高 , 総 中 最 
低 (第 2 日 ) 480 意 ( 岩 鏡 ) 等 の 如く 総 過 忠 可 
成り 芸 明 な 赤血球 減少 を 示す 例 が 多い 。 


KErSER (1922) 5 頭 の 恨 性 例 碧 液 検査 に 於 て 


.325 高 乃 至 430 高 の 敷 字 が 示さ れ 1 頭 の 念 性 例 
と 於 て は .612 高 と な つて で いる 。 


SCHALK 等 (1923) No.636 叶 な る 俺 招 語 を 14 


年 間 或 留 導 察 し と この間. 18 同 血 液 申 の 病 毒 を 馬 醐 
- 姜 種 に よ つ て 講 明 し て いる が 一 般 所 見 は 野外 自 


然 例 と 何等 暴 る 所 な き も 貸 血 は 始 認め られ 
に 21 蔵 の 老齢 を も つて 負 し を た と 記し て いろ る 。 


可 兄 (1924) 条 性 或 は 次 急性 11 例 甲 血球 敷 の 


記載 あり し は 盛 里 豚 (382 ^ 204 高 ), 二戸 朋 
(277 癌 ), 盛 岩 了 (326 ~ 192 高 ), 盛 薬 中 (227 
萬 ), 盛 雲 叶 (115 高 ) の 5 例 で ある 。 双 慢 相 例 
の 赤血球 敷 と し て は 223 高 ( 朝 暑 台 ), 171 


-300 高 ( 盛 國 中 ), 267 高 ( 瀧 鹿 ), 184 萬 ( 盛 人 


山 吸 ), 240 高 (盛山 競 ), 184 癌 (名 久井 足 ) 等 


ぶ あ げ られ で い の も 


ScHAAF (1924) 病 型 乃至 病 期 等 に 開 し 特記 
載 は な い が 9 例 の 俺 條 馬 中 1 例 は 正常 で 他 は 多 
少 の 差 は ある が 可 成り 強 ぃ 減少 を 示し て いろ る と 

記し て いる 。 抑 ち 148 萬 減少 する も の が ある が 


減少 の カー ブ は 念 没 で は な く 了 且つ 一 時 的 に 上 騰 
する (最高 増加 13.6 ……3 日 間 に ) : 最高 減少 
11.2 ……3 日 間 に 。 

石井 (1930) 自然 例 7 例 に 就き 各種 血球 の 連 


綾 計測 を な し た が 赤血球 敷 の 最高 最低 粗 を 例 列 


に 記す る と : No. 1 (800 高 620 高 )。No. 2 
(860 萬 350 萬 ), No.3(840 萬 600 高 )。 No.4 
(380 高 160 高 ), No. 5 (630 間 430 攻 ), 

No.6 (780 高 550 萬 ), No.7 (760 高 500 高 ) 
な も 石井 は 次 の 如く 迄 べ て いる 。 婦 ち 赤血球 数 
は 熱 交 と 共に 増加 する も 多く は 熱 芝 作 第 1 期 
(初期 ) 妃 至 第 2 期 ( 最 高 熱 期 ) 選 く と も 第 38 期 


( 熱 分 利 期 ) の 初期 に 於 て 減少 する c 至 り 基 の 減 。 
少 の 時 期 $ 必 し ゃ 熱 遂 作 程度 の 強 騰 に 鷹 じ 逐 響 


せら れ ざ る も の ょ * 如 し 。 丸 減 少 の 程度 も 華 作 の 
期間 並び に 軽重 , その 他 上 度 に 開 係 せ ぬ 。 然 り 
と 雅 も 減少 の 速度 は 芝 作 の 重き も の に 於 で 管束 
な る も の い 如 し 。 新 く し て 熱 分 利 後 3 日 ー2 週 


に し て 洲 衣 李 度 に 達し た る 赤血球 は 犬 約 2030 


日 に し て 芝 作 前 の 定 敷 に 復 志 す 。 然 も 芝 作 頻度 
な る も の に と 於 て は その 復 本 に 至ら まし て で 爽 回 の 
熱 雇 作 を 座 す も の ある に と ょ り 和 途 に は その 復 本 を 
認め ざる に 至る と と 稀 な ら ず 。 
葛西 ・ 小 倉 ・ 館 ・ 佐 藤 (1931) 赤血球 に 就 
て は その 熱 衣 作 中 惑 は その 直後 に 於 て 毎 常 或 程 
度 の 減少 た 示す も の な れ ど も ゃ 生 作 耐 過 後 は 増 敷 
する も の と 記し て いる 。 今 そ を の あげ た る 表 字 を 
記す る に C 爽 の 通り で ある 。 自然 例 解 死 馬 19 頭 
中 赤血球 敷 の 記載 せら れ だ た も の を あげ びれ ば No. 
1 (132 高 932 高 ), No.2(422 高 )。 No. 3 (365 
草 っ 250 高 ), No.5 (244 高 ), No. 6(320 高 選 
263 高 ), No.7 (400 萬 <250 萬 )、 No.8(680 高 
と 500 萬 ), No. 9 (216 薦 ), No. 10 (216 高 ), 
No. 13 (240 高 ), No.16 (336 高 ), No.18 (180 
萬 ご 169 萬 ), No.35(225 高 ), No.43(224 萬 ン 
136 萬 ), No.44 (323 高 253 高 ), No. 5.(312 
高 ), 又 自 然 例 軽 訣 例 26 頭 中 赤血球 敷 の 記載 
られ だ る も の を あ ぐ で ぐれ ば No.4(500 加 ), No.2 
(729 萬 ~556 萬 ), No.15(516 高 て 384 高 ), No. 
19 (698 高 598 高 ), No. 20 (768 高 578 高 ) 
No. 21 (625 高 420 高 ), No. 22 (642 高 一 556 
高 ), No.23(652 和合 642 高 ), No.24 (587 高 ン 
461 高 ). No.25 (480 萬 )。 No.26 (112 高 こ 103 


す し コ 由 ザ 
eo 















減少 の 速度 造 に 大 な る を 推 知 し 得る 。 


の 


高 ), No.27Q00 高 814 高 ), No. 28 (368 萬 ), 
No. 29 (684 高 540 高 ), No. 30.(716 高 ご 474 
高 ), No.31 (651 高 500 高 , No. 32 (661 癌 ), 
No.34 (464 萬 460 高 )。 No.36 (739 高 )。 No. 


_97 (652 高 ), No. 38(592 萬 ), No.39 (329 萬 て 


242 萬 ), No.40 (747 萬 701 高 ), No.41 (661 
高 )。 No.42(563 高 こ 228 萬 ) 等 で ある 。 

石井 ・ 中 村 (G935) 自然 例 16, 人 工 感染 例 70 
頭 に つき それ ぞ れ 38 回 及び 159 同 の 熱 敬 作 を 
中 心 と し て 貧血 所 見 に 開 し 次 の 通り 逃 べ て い 
る 。 (8) 一 熱 芝 作 に 於 ける 邊 血 程度 。 減少 100 
高 以 下 及 び それ 以上 の 2 種 に 大 別して 穫 究 す る 


に 前 者 は 38 義 作 例 中 11 例 (28.9 ) 後者 は 27 


例 (71.1 欠 ) の 敷 を 示す 。 更に 人 工 感染 馬 159 
深作 例 を 見 る c 減 少 100 高 以下 の ゃ の 42 例 
(26.4 多 ), 減少 100 高 以 上 の も の 115 例 (73.5 


2 の) を 示し 略 々 自然 感染 馬 と 同 敷 の 結果 を 得 た 。 . 


価 人 工 感染 馬 に 於 て は 僅 に 2 例 に 於 て 赤血球 載 
加 の 結果 を 得 た 。 (⑪) 熱 生 作 の 纏 弱 と 気 血 の 開 
係 。 俺 貸 に 於 て 熱 毅 作 檜 留 期間 長き も の 程 赤 血 


球 の 減少 区 々 英明 で ある 。 印 ち 4 日 以内 の 艇 作 


に 於 て 100 高 以下 の 減少 は 85.7 錠 , 100 癌 以上 
の 減少 は 14.3 な る も 5 乃至 7 日 の ふる の と 於 


て は 前 者 に 属す る も の 15 守 , 後者 に 属す ろ る る の 


65 湖 , 8 日 以上 の も の に と 有 芯 て は 前 者 18.2 狐 , 後 
著 81.8 。(c) 熱 藻 作 度 と 括 血 と の 開 係 。 赤 


血球 の 減少 は 熱 驚 作 の 頻度 に 大 な る 闘 係 を 有 し ー 


ー 定 期間 内 に 於 て 敬 作 を 重ね る 回 表 の 多き K 従 


い 赤 血 基 の 減少 は 著 明 と な る 傾向 が ある 。 従 つ . 


て 新 + ょ うな 事 連 か ら 熱 芝 作 を 背 語 する 亜 急性 弄 
の 如き も の に と 共 て は 慢 柏 型 の も る の に 比 し 赤血球 
(@) 各 
熱 開 作 に 於 けろ 筆 血 の 相互 開 係 。 同 一 馬 に 於 て 
熱 凌 作 を 敷 回 再 包 なせ し ゃ の に 於 ける 赤血球 減少 
程度 は 全く 熱 稽留 期間 の 長短 , 熱 の 高低 に 支配 
され 熱 語 作 同 敷 を 重ね る に 従い 赤血球 減少 の 諾 


、 に 直接 増減 を 來 す が 如 き 所 見 は 全く 無き る の ヽ 


よう だ 。 (@) 一 熟語 作 に C 所 見 する 貸 血 の 日 敷 
的 盾 客 。 僅 3 日 以内 に 於 て 急激 に 200 高 以上 
の 減少 を 所 見 し た も の が ある (本 し て 感染 初期 
の も ゃ の は 赤血球 減少 閉 明 な る 傾向 あり )。 婦 10 


旦 以上 の 経過 に 於 て 僅 * 50 高 以内 の 減少 を 來 


で ププ ト 。、 Ph 1 の な もん まま リロ (が し こし GE た ます 。 ま 
キ > 4 ガ み ンー 和 07 リス リョ し ん 
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し た も の が な ある よう に 概論 じ 得 べから ざる 
抽 あ る も 赤血球 の 減少 の 著 明 な る の は 経過 日 敷 
長き 傾向 が ある 。 

GRIFEFIN 等 (1936) = ニュ ー ョ ー ク 狼 の 1 小 敬 
生 例 に 於 ける 観察 で ある 。 唯 赤 球 血 減 少 す と の 
旧 が 記載 され て いる だ け で ある 。 

石井 ・ 中 村 ・ 渡 衝 (1937) 柄 内 病 毒 分 布 汰 態 を 
研究 する の に と 使用 し た 條 駿 朝鮮 馬 6 頭 の 赤血球 
敷 が 表示 され て いる 。 それ に 基 け ば それ ぞ れ 
No. 120 (接種 時 728 高 , 経過 中 赤血球 最低 表 
612 高 一 第 30 日 ), No. 81 (接種 時 648 萬 , 綴 
過 中 赤血球 最低 敷 553 高 一 第 10 日 ), No. 173 
(接種 時 636 高 , 総 過 中 赤血球 最低 敷 464 高 一 
第 264 日 ), No. 176 (接種 前 日 697 萬 , 継 過 中 
赤血球 最低 敷 468 高 一 第 58 日 ), No. 96 (接種 
時 696 高 , 綴 過 中 赤血球 最低 敷 556 萬 一 第 119 
日 ), No. 99 (接種 時 818 高 , 竣 過 中 赤 血 式 最 
低 敷 616 高 一 第 276 日 ) 等 の 刀 く で ある 。 

右 井 ・ 中 村 (1942) 自 析 と 碧 液 償 の 開 係 が 討 
宛 さ れ て いち る が その 供 試 例 は 同氏 等 の 多 送 報 千 
(1935) と 同一 で ある た め 征 々 重複 の 嫌い は ある 
が 購 温 の 高 さと 気 血 と の 開 保 を 敷 字 的 に 引用 し 
な か つた の で 第 4 表 及 び 第 5 表 を 若干 改 絡 し 表 
に 表示 する ち 。 


自然 感 菜 馬 に 於 ける 熱 衣 作 の 強 表 で 
貧 地 く の 職 係 
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以上 2 表 に 就き て 見 る に 赤血球 の 減少 程度 は 
熱 雇 作 に 於 ける 最高 咽 混 高き 程 大 な る 傾向 を 示 
す と と が 看 取 さ れる 。 な あお 連 績 試験 に 於 ける 赤 
血球 計測 例 が 人 4 例 夫 され で て いる : No.131 (接種 
第 4 日 850 高 , 経過 中 赤血球 最低 肖 602 高 一 第 
30 日 一 ), No. 111 (接種 第 8 日 692 高 , 経過 
中 赤血球 最低 敷 430 高 一 第 41 日 一 ), No. 112 


(接種 第 3 日 785 高 , 絶 過 中 赤血球 低 表 488 高 一 


第 53 日 一 ), No. 114 (接種 第 4 日 786 萬 , 経過 
中 赤血球 最低 敷 392 高 一 第 34 日 一 )。 

渡邊 ・ 今 田 ・ 田 中 合併 を 有 せ ざる 純 俺 括 馬 
(野外 例 ) の 赤血球 敷 が 68 例 に 就 て あげ られ で て 
いる : 1000 萬 (2 頭 ), 980 高 (2 頭 ), 950 癌 , 880 
辻 , 840 高 (2 頭 ), 820 癌 , 800 萬 , 790 高 , 770 
高 , 760 萬 7 頭 ), 750 高 (3 頭 ), 740 高 , 720 
高 (4 頭 ), 700 癌 (6 頭 ), 689 萬 , 680 高 (3 頭 ), 
660 高 3 頭 ), 640 高 8 頭 ), 630 高 3 頭 ) 
610 萬 , 600 高 (5 頭 ), 590 高 2 頭 ), 570 高 , 
560 萬 (3 頭 ), 530 高 , 520 萬 , 480 高 , 430 萬 。 

B. 赤 皿 球 性 束 

CARRE et VArLEs(1906) 慢性 型 に 於 て 赤 血 
球 は 夏 け 易く 且つ 大 さ は 不 規 財 で ある 。 双 一般 
に 堅 基 性 に 染み 易く , ピロ プラ スマ よう の 形 と 
色 を し た 小 本 を 包 裏 し て いる 。 





FrNZr(1911) 赤血球 直径 は 通常 8 て 1 5 を 
動 描 す る 。 互 細胞 マク ロ 及 び ミ クロ チー テン が 
いつ も 見 られ る 。 ミク ロロ チー テン は 死 前 に は 
3 に 迄 な る 。 他 に 導 化 は な い 。 形 も まい 分 か 
わる 。 但し Poikilocytose に 診断 的 償 値 ある も 
の と は 基 え られ な い 。 ' 

Mock (1911) 塗 抹 標 本 に 於 て 赤血球 に 1/2 て 
1 の 球菌 様 衣 を 染め だ すこ と と が で きる 。 

臨時 馬 疫 調査 要員 食 (1914) 初期 に あつ て は 
赤血球 に 妖 秩 は 少 い が 病 機 の 進ん だ も の に あつ 
て は 血球 は 抵抗 に 乏しく 精々 多 敷 の 秋 小 血球 と 
少 敷 の 巨大 血球 及び 異常 染色 血球 を 認 む 。 丸 有 
核 血球 は 確 費 に これ を 應 明 す る に 至ら ちら なかつ 


_ た 。 概して 血球 敷 の 減少 し て いろ 割合 形態 的 


尊 化 は 到 微 で ある 。 

WriRrg(1919) 定 験 馬 5 頭 及 び 2 頭 の 接種 村 
料 探 取 馬 の 成 績 で は Anisocytose, Makro- 
cytose, Poikilocytose は 認め られ な い 。 軟 駿 
に と 際 し 第 1 回 芝 熱 時 に 比較 的 多 粗 赤血球 母 細 胸 
( 桜 濃 縮 に 陥れ る 桜 を 有 す ) な 座 明 され 丸 poly- 
chromatische u. basophilpunktierte Zelle 
が 誠 明 され る 。 その 大 さ 正 常 の ゃ の , 小 な る も 
の 大 な る も の 等 あり 。 “ 

KrsgR(1922) IMryelocyte 及び Microcyte 
が あつ た 。 “ 

ScHAAF (1924) 種々 の 強 さ の 再生 及び 性 
を 示す が 時 に は こと れ ゃ 全然 な い 。Polychroma- 
sie, Howell-Toly-KSrperchen, basophile 


Punktierung, Normoblasten ( 全 例 の が), 


Anisochromie, Anisocytose (Megalocyten 
に は な ら ぬ ), Poikilozytose。 

石井 (1930) 異常 赤血球 と し て は 歌 れ の 継 過 
に と 於 て も 一 定 し た 所 見 は な く , 多く の 場合 敬 見 
を 認め た も の は 多 染 性 赤血球 で と れい と 爽 で ホー 
ウェ エル ジョ リー 氏 小 庄 , 有 要 赤 血球 , 牙 基 性 題 
粒 合 有 赤血球 等 で ある が 縮 作 前 後に 於 ける 酒 長 
は 全く 不明 で ある 。 丈 に ホー ウエ ル ジ ョ リー 氏 
小骨 並び に 障 基 性 頼 粒 含有 赤血球 の 如き 売 見 の 
稀 え た よう に 俺 所 特 有 の も の で は な く 和 社 ろ 個 帆 
別に より 区 見 され る 特殊 細胞 な る が 如き 観 を 抱 
か し め る 。 

葛西 ・ 小 倉 ・ 館 肖 ・ 佐 藤 (1931) 大 小 不同 の 





認め られ た も の 4 例 , その うち 3 例 に 於 て 有 桜 
赤血球 が 誇 明 され た 。 

市 川 ・ 三 浦 (1939) 綱 訴 赤血球 敷 は 健康 馬 と 
俺 貸 馬 の 間 に 影 著 な 差異 が 認め られ る 。 骨 談 塞 
刺 液 に 於 て 流血 中 に 優 つ て 網 舌 赤血球 が 誇 明 さ 
れる ( 下 表 )。 














| | 久 | 流 箇 中 網状 | 骨 迫 中 綱 沢 
倫 例示 箇 球 敷 () 赤血球 毅 () 
0 早 大 値 民 小 価 寺 最大 価 最 小 値 四 均 値 
PF 3 0.3 この 9 が が た にせ 7.6 
値 盆 | 9 | 3 4 | ト 5.6|-135 | 42 |77.6 



































石井 ・ 田 中 ・ 米 田 (1942) 人 工 的 病 二 接種 感 
染 朝 鮮 馬 25 頭 に つき 各 馬 の 病 性 を 願 上 應 する こ 
と な く 唯 草 に 施行 し た 病 馬 の 牌 均 標準 赤血球 直 
径 曲線 は 最大 直径 7.960 , 最小 直径 4.350 
面 し て 最高 峰 を 6.020 ん に 置く 左 に 唆 , 右 に 
総 な 曲 線 で あつ て その 性 質 は 算術 在 均 値 
6.152 , 中 央 値 6.108 標準 偏差 0.575 ん を 
結果 し た 。 即ち 午 の 位置 が 健康 馬 に 比べ て 右 に と 
移動 を 示す と 同時 に 著しく その 高 さ を 減じ 5.80 
<6.15 // 大 の 赤血球 は 極め て 減 率 し 6.16 ン 
7.24 に 奄 る 赤血球 が 増 率 し た 。 新 る 邊 か ら 観 
宗 す る も 俺 作 馬 に 於 て は 大 型 赤血球 性 異型 赤 血 
球 捧 態 (Makrocytare Anisocytose) が 惹起 さ 
れる と と を 知る と と が で きる 。 面 し て 可 検 馬 25 
頭 中 に は その 程度 極め て 強度 な も る の が あり ヌ 加 


度 な も の が あつ た が これ は 全く 可 機 時 に 訟 ける 「 


病 馬 の 病 性 に 因 る も の で ある と 考え られ 従 つ て 
病 性 纏 度 な 病 馬 程 訪 所 見 は 題 閉 で ある こと ょ が 知 
られ た 。 
。 病 性 の 推移 と 赤血球 直 衝 曲 線 の 移動 と の 相 義 
開 係 に 開 し 人 工 的 病 毒 接種 感染 馬 12 頭 に つき 
連 績 試験 し た 。 その 結果 偉 貸 に 於 て は 熱 驚 作 期 
_ は 多 論 分 利 後に 於 て 病 性 に 應 まる 可 成 り 暑 故 な 
異型 赤血球 症 又は 赤 碧 球 大 小 不 同 症 (Aniso- 
cytosis) が 所 見 され る 。 然 し 大 型 赤 碧 球 性 と 貴 そ を 
の 組成 は 健康 骨 に 比べ て 0.35 / 程度 の 増大 赤 
血球 が 主 骸 を な す も る の で あつ て 著しく 並 敷 
、 (Mo), 算術 的 在 均 値 (M) 等 の 増大 を 左右 する 
よう な 特に 直径 の 大 な る 赤血球 は 比較 的 僅 敷 し 
か 所 見 され な い 。 
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渡邊 ・ 今 田 ・ 田 中 (1932) 最大 赤血球 の み に 就 て 
見 る 時 健康 馬 の 70 多 は 6.0 ん に し て 6.5 は 
3 を 示す も 7.0 以上 の 大 型 赤血球 は 1 個 も 
存在 し な か つた 。 然るに 俺 気 馬 に 於 て は 8.5 ん 
に 達する も の 存在 し 直径 7.0 の 最大 赤血球 を 
有する も の 35 頭 (50 ) で 健康 馬 に 比 する 時 
赤血球 の 最大 直径 の み を 比較 し て も 俺 所 馬 は 進 
に 大 型 の も の 多 吉 存 在 し 唯 宙 に プラ イズ ョ ンス 
曲線 が 右 方 人 移す る の み に と 留 ら ま 興味 深い も ゃ の 
が ある 。 

次 に 最小 赤血球 に 就 て 見 る 時 刊 気 馬 , 健康 馬 
共に 4.0 み の も の 多 敷 (80 ) を 占 む る し 健康 馬 
に 比 し 更に 小型 の 赤血球 俺 貸 馬 に 相 営 出現 す 
る 。 即ち 最大 最小 赤血球 の 偏差 域 は 俺 貸 馬 の 方 
造 に 大 に し て 健康 馬 に 於 て は 2.0/ 以下 の 80 
時 を 占め 3.0 ん より 大 な る も の な き ぼ し と 請 し 俺 貸 
馬 に 於 て は 2.0 以下 の も の 僅か に 2.9 欠 に 
すぎ ず 98 は 2.0 以上 で ある 。 机 し て 最 
大 偏差 445 ん に 達する も る の が ある 。 こ と れ に より 
と れ を 級 る 時 は 健康 馬 赤 血球 は 略 々 一 定 し た 直 
径 を 有する に 反し 俺 貸 周 の 赤血球 直径 は 不同 な 
る と と が 理解 で きる 。 

石井 (1942) 1) 俺 貸 馬 に 於 て 軽度 征 ら 流血 
中 に 出現 する 新生 赤血球 は 異型 赤血球 (人 A- 
nisocytose), Howell-Jolly 氏 小 有 含 有 赤 析 球 , 
有 要 赤 血球 , 多 染 性 赤血球 , 台 内 小 有 含 有 赤 血 
球 並び に 極め て 稀 に 障 基 性 頼 粒 含有 赤血球 を 所 
見 し 如何 な る 病 性 の 病 馬 に 於 て も メガ ロブ ラス 

ト , メガ ロ チ ー ト , 椿 園 形 赤血球 等 は 出現 し な 
いひ 。 女 多 型 赤血球 (Poikilocytose) も 赤 所 見 し 
な い 。 その 他 Cabot 環 小幅 を 含有 する 赤血球 
を 全く 所 見 し な い 。(2) 異型 赤血球 は 熱 次 作 期 
ょ り 熱 分 利 期 並 びに 爾 後に わた つて 比較 的 題 著 
に 現われ 殊 に 病 性 紀 度 な も る の に と 於 て は と の 所 見 
は 一 大 著 明 で ある 。(3) ホ 氏 小 農 は 健康 司 の 大 
約 10 錠 に 所 見 され る が 人 刊 所 に 於 て も 赤熱 愛 作 
期 よ り 環 後に わた つて 多 敷 の 病 馬 に 所 見 され 府 
洪 作 中 の 馬 に 於 て は 20.0 多 の 割合 に 所 見 され 
た 。 然し これ 等 の 馬 に 於 て も その 検出 敷 は 極め 
て 低く 立方 耗 中 最高 300 程度 ), 健康 司 に 
見 られ た 敷 (1 立方 和 中 100 以内 ) を 途 に 凌 得 す 
る 程 多 敷 の も る の は 比較 的 少な か つた 。(④) 有 桜 
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赤血球 に 就 て は 熱 縮 作 中 の も の 33.3 時 , 熱 分 
利 期 の ゃ の 33.3 錠 , 熱 分 利 後 10 日 以内 の も の 


33.3, 更に 無 熱 に 長く 経過 し た も の に 於 て . 


20.0 多 に 所 見 し た 。 和信 病 馬 の 流血 中 に 所 見 さ 
れ た 有 桜 赤血球 の 花 くべ ぐ は ク ノル モブ ラス + ト が 大 多 
敷 で 完全 に へ モグ ロビ ン 佑 し た も の で あり 極め 


て 稀 に 防 基 隆 有 桜 赤血球 を 所 見 し た 。(5) 多 染 


赤血球 は 熱 散 作 中 の も の に 於 て 18.9 , 堆 分 
利 期 の ゃ の は 16.6 , 熱 分 利 後 10 日 以内 の 病 
馬 に 訟 て は 同様 16.6 錠 , 更に 無 熱 綴 過 の 長い 
も の と 於 て は 15.0 錠 に 所 見 し た 。 と れ 赤 健康 


、 語 と 所 見 され た 0.4 多 に と 比 す る 時 は 検出 馬 の 是 


著 な 上 昇 が 見 られ る 。 但し その 検出 敷 に 於 て は 
極め て 蓋 微 で 1 立方 中 100 以内 の も の で あつ 
た 。(6⑥) 衣 内 小 詳 を 検出 し た 病 馬 は 熱 区 作 中 の 
も の に 於 て 19.0 , 熱 分 利 期 の ゃ の に 於 て 3.3 


, 有難 分 利 後 10 日 以内 の も ゃ の に 於 て 5.5 時 , 


更に 長く 無 英 に 綴 過 し た も の に と 於 て 10.0 錠 の 
値 を 示し と れ 電 健康 馬 に 於 ける 2.5 より 和信 に 
高座 に 区 見 され た 。 (7) 、 塵 基 性 粒 含有 赤血球 
は 全 67 例 の 俺 貧 馬 中 熱 分 利 期 の ゃ の 1 頭 , 熱 
分 利 後 4 日 の ゃ の 1 頭 計 2 頭 に 誇 明 され た 。 

C. 白血球 像 

CARRE et VALLEE (1906) 通常 は 畔 度 の 白 血 
球 減少 症 が 認め られ る だ け で ある 。 

FrNzr (1911) 綴 過 如何 を 問わ 白血球 淫 が 
著 減 する と と は な い 。 常 敷 約 9000 で 7000 て 
7500 を 動 挿す る 。 白血球 減少 穴 は いつ も ある 。 
血球 敷 の 開 係 は 一 定 し な い 。 正常 で は 循環 血 中 
で は 100 中 53 が 多 形 桜 , 41 が 澤 概 , 6 が ェ オ 
ジン 嗜好 性 で ある 。 介 性 例 で は Mononukleose 
が あり し か も 動 卑 し 庄 温 上 昇 時 に 最高 に 洋 す 
る 。 エ オジ ン 嗜 好 性 細胞 の 減少 が 見 られ ろ る が 診 
大 償 値 は な い 。 何故 な ら ば 感染 の 父性 相 に 於 て 
は 祝 ろ 同 細 胞 理 上 昇 し 選 復 及び 本 復 を 示す よう 
に な る 。 

と れ に 反し 了 臨床 型 と 開 係 な く 惑 一例 に 於 て 白 
血球 敷 に 大 き な 絆 動 を 見 る と と は な い 。 

SEYDERHELM (1914) 白 押 球 減少 症 と を 見 る と 
と 多く 又 病 の 末期 に 光 巴 球 増 多 症 護 明 さる 。 = 
オジ ン 嗜 好 性 白血球 の 減 敷 が ある 。 白血球 敷 : 
No. 10 ( 管 , 自然 例 ) 9650, No. 2 ( 慢 , 自然 例 ) 





8887, No. 1 ( 慢 , 自然 例 ) 7880, No. 5 ( 慢 , 自 
然 例 ) 7500, No. 3 ( 慢 , 自然 例 ) 6700, No. 9 
( 慢 , 混合 感染 例 ) 13115, No. 8 ( 慢 , 混合 感染 例 ) 
12500, No.15( 混 合 感染 例 ) 18200, No. 9( 混 合 
感染 例 ) 13115, No. 14 (混合 感染 例 ) 5600, No. 
13( 混 合 感染 例 )4250, 算 験 No.1, 16200, 算 験 
No.2, 14500, 得 験 No.3, 14000。 

臨時 馬 疫 調査 当 員 會 (1914) 白血球 敷 $ も その 
絶 装 散 に 於 て 一 般 に 策 ぇ 減少 する を みる 。 然し 
赤血球 に 習 す る 比例 は 健司 に 比 し 常に 増加 を 示 
し 往 ぇ 1 高 以 上 の 多 敷 に 達する こと 稀 で な い 。 
白血球 の 種類 と し て は 大 小 汐 世 細胞 の 他 中 性 多 
概 細 胞 , 移行 型 細胞 及び エ オ ジン 細胞 等 は 比較 


- 交 多 い 。 その 他 少 敷 の 肥 用 細胞 と 比較 的 多 敷 の 


大 電 桜 細胞 を 認 む 。 
長尾 (1920) 新た に 病 し た 加 馬 11 頭 と 就 
て その 血球 獲 化 の 軟 況 を 調査 し た 。 中 性 多 桜 は 
苔 病 と 共に 増加 する が 2, 3 日 で 減少 し 原 穀 以 
下 に 下り 角 作 の 飲 な と 従 つて 増加 の 上 株 復 す . 
る 。 面 し て 無 圭 期間 は 遂 化 な く 丈 の 錠 作 に 至 つ . 
て 更に と れ を 反復 する 。 併 し 若 し 功 作 軽 微 な 時 
は 一 旦 増加 し た 敷 は その 島 で 貴 ら 期間 持 貫 し 次 
作 や な に 至 つ て 減じ て 板 復 す る 。 それ 政 に 後 の 
ょ うな 獲 化 は 通常 初期 に 於 て 見 る と と は 稀 で 多 。 
く 〈 く は 顕著 な 商人 作 を 2, 3 同 繰返し た 後 次 第 次 
作 締 慢 と な つた 頃 か ら 多 く 認 め ら れる 現象 で あ 
る 。 光 巴 細胞 は と れ と 友 肝 に 芝 病 する や 科 に 減 
じ 熱 線 下 向 す る に 及 ん で 徐 ろ に 増 数 同 復 し 炊 で 
無 熱 と な る 頃 に は 序 て 原 敷 ょ り 多 数 に な る 。 大 
し て 更 C 第 2 同 の 衣 作 が ある と 同様 な 比 化 を 繰 
返 を えす も の で ある が 今回 は 多 敷 の 光世 細胞 が 油 
矢 する 暇 な し に 屋 々 その 縮 作 の 初め 一 坪 是 間 価 
多く 居 到 つ て 存する と と が ある 。 自 血球 の 総数 
は 営 初 汐 包 細胞 減る も 中 性 多 要 の 増加 が 甚 し 
いか ら 結 局 革 明 に 増加 し 次 で 本 者 と も る c 減 まる 
の で 綿 敷 は 甚だ 小 と な り 功 作 の 終り に な る や 中 
性 多 要 は 増し て 和 常 敷 と 來 り 光 巴 細胞 は 増し て 常 
敷 以上 に 達する か ら 第 1 同 作 の 総 り か ら 以 後 
は 毅 作 後 の 無 熱 汰 態 が あつ て も 白血球 細 敷 に 復 
過 し な い の が 常 で ある 。 新 よ うに し て 繊 化 を 重 
ね る 間 に 錠 作 著 明 で な く な り 漁 包 細 胞 常 に 多数 
出現 し 結局 長い 経過 後に は 光 包 細胞 の 比例 甚だ 
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多く 白血球 全 肖 赤 昔 日 の 如く 少 き 能 わ ざる に 至 ある 。 卒 基 性 嗜好 白血球 は 時 期 確 然 と は 定まら 

る 。 大 葛 概 及び 移行 型 は 径 化 を 認め な い 。 エ オ  。 ない が 度々 増加 し て 4 時 と 達する と と が ある 。 

ジン 嗜好 白血球 は 熱 区 作 と 共に 非常 に 減少 し 時 刺 載 型 は 毎 例 少 敷 宛 これ を 認め た 。 

と 皆無 と な り 間 歌 期 に 出現 する 。 面 し て 本 細胞 俺 所 綴 過 司 14 頭 の 血液 検査 成績 に 敏 す る と 

は 病後 に 於 て も 常 表 以 上 に 増加 レ し な い の が 例 で 血球 に 於 て は 常に 著 明 な 増加 が あ る 。 (11000 用 
北 水 易 ( 赤 配 球 削 軍 位 万 , 大 還 核 を の 他 は 狐 ) 
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2 2220 上 1.6 ON 人組 02060N/ が 6 人 04 村 員 9 | あ 4 026 
川 遼 鍼 








病 革 姓 前 和 是 章 0 hi 20 日 第 22 日 第 24 昌 第 26 日 第 28 日 第 30 日 第 32 日 第 34 日 第 36 第 89 日 






























































赤 正 球 | 520| | 580 時 1 較 460| 300 | 340| 380| 320| 280| 250| 290| 320| 270| 230 
大 単 入 及 | 了 和 0 「 「 
び 移 行 穫 1 0.5| 2.0| 2.2 2.4 1.2) 1.2| 1.4| 3.6| 0.8 1.3 220KUO&20 9390L0 0 
朋 大 . 肌 軍 園 競 

接 醒 前 | 融 病 前 同 同 同 | 第 10 
病 26H 汗 3 月 第 6 日 第 9 病 。 日 | 20H| 15OH| 10H| 5 日 第 2 日 際 4 日 際 6 日 某 9 昌 日 
赤 碧 | 580 430 | 470 | 700 赤血球 | 700 540 | 620 | 68O| 700| 640| 620| 660|750 
大 里 織 - 雪 大 還 枝 及 「 「 「 
び 移 生 1.0 が 移行 弄 | 0-5| 0.8 GRONSIdUOOHNO3UKEA2L0M3201 民 015 












































六 光 玉 


岳 日 導 hs | 第 2 日 第 5 日 | 8 日 | 第 11 日 季 14 日 第 17 昌 | 第 0 第 23| 第 26 日 第 9 日 第 82 日 第 35 日 


















































































































































示 血 球 540| 540| 500| sso| 710| eeo| eeo| snol 7oo| e7o| sso| es0 
_ 大 時 核 及 0 
隊 NNN2I8IMNDMMN 2] 30 | 3.8 | 9.4 1 、38H20 人 404 26 1.2| 2.4| 0.8 
IN | 9 第 48 日 第 4Y 昌 | 第 53 日 第 5RH| 第 63 昌 | 第 67 日 第 71 日 第 7 日 第 82 日 第 69 日 第 96H| 生 ロ 
和 売 箇 球 | 570| 600| 520| 550| 500| 390| 5380| 530| 460| 470|.350| 470| 540 
大 旦 核 太 WS い 
が 委 雪 弄 | 276| 6| 34| 10| 05| 10| 120 10| 20| 0.5| 10| 19| 1.0 
米 師 9 
“ | 唆 病 前 同 | 同 RNN NAMR32 且 肖 CHON WOOOIGOSR 
病 第 8 日 敬 5 日 牙 7 日 菩 9 日 第 1 日 第 13 昌 第 15 昌 第 17 日 第 19B 
赤 血 。 球 | eso| 7eo| soo| sso| 42o| ze| seo| so| seo| 40o| 40o| 430 
大 単 核 及び 移行 型 上 欄間 SD NANAaorkeAGSONNNNOWN9 人 vV 2 は AG SeDRSES 導 條 2409 3 
日 和 族 上 第 23 第 26 昌 第 29 第 92 第 35 第 38 昌 弟 41 日 第 44 日 第 48 日 公 52 昌 第 56 日 





510 
0 


_ 430. 
0 


430 
1 .5 


350 
1.2 


370 
AM 


420 
1.0 


480 470 | 490 
1.0| 0| 0.5 


馬 N . 款 
大 単 核 及び 移行 型 


_440 
0 


430 | 450 
1.5 














1.0 























































































































































































































14S 
米 素 隊 「 
病 。 日 | 生 間 第 1 昌 第 5 日 第 9 日 了 13 昌 第 5 芽 17H 第 19 日 備 21 昌 | 第 3 日 侯 25H 衝 27 第 29B 
赤 血球 | eool esol eo| eo| ezo| eio| sso| 4eo| szo| 4eo| zo| 455| seo 
大 還 核 及び 移行 型 | 2.5| 一 | 一 | 一 | iol| 一 | ral 一 | ro| re| 6| 0.8 四 四 0 
病 。 日 | 第 31H 第 83 第 96| 第 39H| 第 2 第 45 昌 | 第 8 日 | 第 51H| 第 54 日 | 第 58 昌 | 第 62 昌 | 第 56 
赤 廿 球 | 4o| 4o| seo| seo| seo| 4o| 4s0| seo| so| szo| 40| s50 
大 法 及び 移行 型 | 0.4| o.5| o.5| o.5| 1.0| ol| o.5| 1.5| o| ol| nr.o| o.5 
秩 鹿 避 
病 上 屋 光 葬 | 際 4 日 也 6 日 第 8 日 第 0 降 12B 第 15 日 | 第 16H 侯 18 第 20 昌 
赤 箇 球 580 | szo| 48o| 4o| so| szo| soo| 42o| seo| 4go| 4% 
大 是枝 及 び 移 行 弄 0.5| 2.0 0.5| 1.5| 0.5| 0| 0o| 0.4| 10| o.5 
岩 重 名 田 直 台 
し に LU 了 4 日 也 6 日 第 8 日 第 1 日 陸 HH 病 。 日 | た 乾 韻 第 2 
赤 想 吾 so| esol 4go| so| seo| seo| so| sz20 ま 年 和 台 5zo| ss 
大 車 核 及び 移行 刑 | 0.5 | 0.8| 1.0| 1.0| 0.5| 1.0| 0.5| 1.0 。 大 旦 配 及び 移行 型 | 0.4| 0.5 















































至 20000)。 大昔 桜 及び 移行 型 。 健康 馬 : 0.8 狐 
(2.0-0.5 て 0), 俺 貧 綴 過 馬 : 2.0, 1.5, 1.0, 0.8, 
0. 7, 0.6(3 頭 ), 0. 5, 0. 4 (3 頭 ), 0. 2 (2 頭 ), 
0。 俺 貸 病 機 と の 開 係 を 例 別 に 記載 すれ ば 茨 の 
通り , 但し 何れ も 新た に 帝 病 し た 是 馬 で ある 。 


KsrssR(1922) エニ オジ ン 嗜 好 性 細胞 が 少な い 。 


_ 右 井 (1930) 白血球 敷 は 熱 次 作 前 一 時 減少 の 
傾向 あり と 難 区 作 と 共に 著しく 増加 し 多く の 場 
合 第 3 期 (分 利 期 ) に 入り て 減少 する に 到 る 。 切 
ち 赤 血球 に 装 比 し 生々 遅れ て 減少 する を 認 む 

但し 熱 衣 作 時 に 於 ける 減少 の 時 期 , 程度 , 速度 


等 は 必 し ゃ 帝 作 の 期間 軽重 等 に 一 定 の 昧 響 あ る 


も の と 誰 め 難い 。 な 毒 減少 の 速度 は 多く の 場合 
赤血球 に 比 し 念 激 に し て 然 も その 復 師 も 赤 赤 血 
球 に 較べ て 速 き 観 が ある 。 面 し て 折 血 球 も 区 
作 の 反復 類 り な る 場合 に 於 て は 赤血球 に 診 ける 
が 如く その 復 記 を 認め 得 ざ る に 到 り 区 第 に 減少 
する の 傾向 を 示す 。 

血球 像 の 交 化 に 就 て 特に 認 む べき 税 は 中 性 多 
桜 白 血球 並び に 光 巴 球 敷 の 相 習 値 聴 換 双 接 近 の 
事 四 で ある 。 中 性 嗜好 は 交 作 前 北 分 の 減少 を 來 
し は する が 毅 作 と 共に 条 激 に 増加 し 和敬 作 第 2 期 
(最高 帝 熱 期 ) 乃 至 第 3 期 に 入 つ て は 層 に 一 皿 レ 
敷 日 で 以 て 減少 の 極 周 に 達する 。 と れ に つい で 


炊 第 に 敷 を 加 を 常 青 以上 と な る と ょ 形 び 減少 し つ 
つ 常 敷 に 復 な す る 。 光 巴 球 に 於 て は 帝 作 と 共に 
著しく 減少 し 第 2 期 乃 至 第 3 期 に 入 つ て 忠 性 嗜 
好 の 減少 に 際 し 著 明 の 増加 を 示し 記 後 の 経過 に 
於 て は 中 性 嗜好 の 示す 異動 に 比 し て 略 え 反 翌 の 
道 を 辿る 。 但し 絶 野 値 に 於 て は その 尊 化 殆 ん ど 
白血球 の 増減 に 一 致す る 踊 か ら 見 て 光 巴 球 の 増 
減 に 比 し 中 性 嗜好 の 増減 故 し き を 認 む る に 足 
る 。 と れ は 河 巴 球 よ り ゃ 中 性 多 桜 白 血球 は 流血 


中 に 於 て は 不安 定 で ある と と を 誇 明 する も の と 


考え 得 ら れる 。 か よう な 北 化 を 敷 同 繰 返 を す に 
従 つて 中 性 嗜好 の 新生 機 還 が 著しく 貴 害 せら れ 
る 結果 汐 巴 球 の 相 将 増加 する に 到 る 。 従 つて 縮 
作 聞 敷 な る 場合 に あつ て は 中 性 嗜好 敷 及び 激 苑 
球 敷 の 間 に 於 ける 韓 換 の 程度 次 第 に 限 紀 せら れ 
約 に は 敬 巴 球 増 多 症 を 結果 する に 到 る を 認 む 。 
更に 観察 の 事 邊 と し て は 訪 絡 化 は 必ず し も 誤 柄 
作 期 の み に 示 され る 現象 で は な い 。 

他 種 白血球 細胞 に 就 て は 特記 すべ きこ と と も る な 
い が エ オジ ン 嗜 好 細 胞 の 艇 育 第 2 期 乃 至 第 3 期 
の 初期 に 消失 又は 減少 する 事 貸 は 毎 常 訳 め られ 
だ た ととろ で ある 。 細胞 欧 的 所 見 か ら 製 才 る の 
と 縮 作 の 第 1 期 及び 第 2 期 に 魚 て は 血液 の 退行 
性 経過 を 辿る 事 國 が 認め られ 熱 分 利 期 及び それ 


2 
巴 
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_ 以 後に 於 て は 進行 性 現象 を 星 す る の が 認め られ 替 分 利 後に 於 て は 左 偽 す る 傾向 だ が ある の で あ 
る 。 即ち 要 は 般 作 初期 乃至 極 期 に 於 て は 右 偽 し る 。 と の 事 冥 は 大 昌 桜 細胞 並び に 移行 型 等 に 就 


Ns 導 

日 附 lm 8 |1| 雪 |19|26 皿 8 |2|i6l9l2ol22|28|25|a1 lm 5 | 9 | | je 
赤 血 球 | 800| 820| 780| 800| 800| 780| 760| 80O| 780| 78O| 8OO| 740| 68O| 660| 640| 620| 630| 620| 650| eso| 640 
Sr ィ 1.4| 2.8| 1.4| 1.g| 8.8| 1.9| 1.5| 2.3| 1:2| 2.3| 4 2.5| 0.7| 4.4| 0.7| 0.9| 2.]] 2.1| 2.5| 3.6| 1.7 
日 附 | sl2ol22|2||25|27130 2 4 | 6 110 | 3 | 14 17|20|22124|27|28 


赤 正 球 | 720| 750| 750| 770| 760| 770| 740| 78O| 760| 760| 760| 720| 690| 620| 640| 730| 730| 700| 690| 720| 730 





人 聞 名 交 | 上 .3| 0.6| 4.8| 3.] 8.4| 4.3| 1.7| 4.3| 1.7| 8.1| 2.4| 0.6| 3.5| 4.7| 1.7| 2 2.4| 0.2| 2.0| 5.8| 2.5 
絢 








No. 2 




















1 


0951 28 | 30 [am 衝 13 所 12 人 9 


日 附 il 
赤 析 球 | 840| 7EO| 78gO 
大 溝 核 及び 
移 行 型 | 4G1 0.6 

日 際 | 14| 9 
赤 血 球 | 620| 5EO| 68O| 720| 720| 810| 775| 745| 740| 720| 740| 720| 720| 640 
大 旦 核 太 び | | 0 6 0 
灯 行 型 | 20| 3.6| 2.0 2Hu1.8 | い 1 0.9 13 9 分 2。 47 028、N/ 條 2 六 


本 昌久 2a|24|26|2lWl4|m| 婦 mm ト eo|a| gs 


赤 リ 球 | 620 _520 | 48O| 350| 550| 400| 450| 5EOl 620| 640| 670| 5eo| 56o| 600 


e60| @40| cG30| 840| 800| 760| 740| 780| 800| 8201.620 





SU2O 1 いま SO の Ss2 5 の | は 0 人 【 び の 9 條 030O NIS の 人 CR 46 


| 
2826|Jmlte | 8 |101 コ 51 トド 9 ド 20 | 





員 OINSISUSS II 524| 211.2.01 1.6| 0.9 必 1.8N146U1.2| エト 3.3| 7| 2.7 
移 行 型 
日 陳 員 29 | lv] 4| |9| せ | せ |Y20| | 24 | ze 





赤 析 球 | 520| 550| 400| 420| 490| 550| 58O| 560| 590| 620 630 620 620 


上 旨 紀和 ロ .3 ド 12 | 62 | エ L7] 24| 3.0| 4 條 98 トミ e.7| 5 
移 行 型 














| 


日 塁 |2 和 ml5|7|s|1i2| 3 19 | 22 | 24 | 26 
































赤 血 球 | 720| eoo| eeo| 9o| 6e0| 690| 690 | 740| 750| 760| 780| 780| 760| 810| 780| 800 
1 4 邊 3. 引 4 3.7| 2.29 21 1.6| 2.0| 1.2| 2.7| 2.2 すみ 5 1.5 | 2.0| 2.2 
H 的 gl23|26|29|312WI5 9 1 | 13 | 5 | 7 | |2| 2 | 2 
赤 血 球 | 82| 810| 810| 840| 840| 820| 80O | s0 | szo| sso| szo| sso| szo| 790| 760o| 740 
時 く 2.0| 1.9| 1.4 1.8| 3.4 2 人 | 1.8| 2.7| 2.5] 2.5| 0.6| 1.8| 1.0| 0.8 0. | 4.0 


型 
B 際 5|26l29lyvy| 2 | *| ||18|4|7|2| 久 | 27| 2 
690 | 690| 710 
3.0 | 2.6」| 2.2 








赤 血 球 | 740| 710 670| 650| 640 


_ 大 皇 核 及び ' 
移 行 弄 236| 1.S| 2.6| 1.2| 2.0 
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No- 
HH 陸上 UVT5I7 18 
赤 刺 球 | 200| go| 20| 一 | go| so 
大 電柱 久 び | 」。 40|10.1| 2.6| 7.4| 47 
No- 





4 


「 10 ] 12 | 14 | 16 | 21 | 23 「 26 | 28 | 30 


























160 | 220| 240| 280| 320| sao| 350| s80 
3.3.1.。0.6.| 2。0 | . 少 2D | 「 8c1 | 0 
5 








日 附 8 2 「 SN | 8 「 9 | 10| 12 | 












































14 | 16 「 19 「 21 | 23 | 「 28 | 30 
















































































| 
赤 血 0 440| 440| 480| 430 560| 520| 520| 440| 460| 460| 630| 580| 540| 5s0| ezo| eoo| eio 
大 是 核 及 | 1| 4 4 ' 
が 移 知 列 | 3.2 0-8| 5 46| 7.4 3.9| 8.6| 3.5| 2.9| 0.4| 2.2| 5.8| 0.8| 4.1| 1 ュ | 1.8 3.3 
No. 6 
HH 附 | Vs | 7 | 8 | 9 | 12 | j4 | ie | 9 | 20 | 9 | 26 | 28 | so 
赤 想 球 | 一 |780|760| 620| eoo| eso| 740| Z4o| 740| e4o| eeo| 700| sso| eco| 78o 
傘 注 
び 移 生 穫 | | 21 人 4 10| 2.5| 20| 16| 1.4| 16| 16| 2.2| 0.8| 0.4| 07| 18 
No. 7 
日 附 | 29W| 37V | 「 12 | | 17 」| 9 | 、20 | 9 半 還 | 28 
赤 匠 束 | 760| 740| 740| 720| eoo| 57o| eso| e4o| s4o| so 640| GOO 
大 単 入 及び び 移 行 型 | 1.5 3]205 半 2220 汗 し 6 トッ 44245 1 の 6 の お!MRBNMIGONI 1.3 0.8 




















NN 私 め ら れる 所 見 で ある 。 

軍 要 並び に 移行 型 こと れ 等 の 細胞 も 熱 語 作 
1 002 
る 傾向 を 示す も 一 定 し な い 。 
葛西 ・ 小 倉 ・ 館 澤 ・ 佐 藤 (1931) 白血球 の 区 
作 時 に 於 ける 消長 を 人 工 接 種馬 に つき て 見 る に 
驚 作 中 及び 直後 に 減 敷 する と と て 赤血球 の 場 
合 に 劣ら ちな い 。 白血球 を 染色 し 多 杜 白 血球 , 江 包 
細胞 及び 昌 要 細 胞 に 分 類 し て 夫々 の 敷 を 槍 す る 
と 多 桜 白血球 は 大 多 表 を 占め る か ら その 消長 は 
白血球 の 綿 敷 の それ と よ ょ < 併行 する も の で 苑 ち 
白血球 弧 表 の 錠 作 直後 の 減 表 は 専ら 多 桜 白 血球 
の 減 敷 に 由来 する も る の で ある 。 耐 し て 光世 球 及 
び 草 桜 細 胞 は か よう な 白血球 消長 に 比較 的 関係 
は 少 い る の よう で ある 。 殊 C 財 桜 細胞 は 少 敷 
で ある か ら その 逐 響 は 少 い が 党 作 時 に 於 て 減少 
し 帝 作 後に 増 吾 する こと と 他 の 細胞 と 同様 で あ 
る 。 洪 包 球 も 赤 人 作 時 に 減少 し 帝 作 後に 増 青 す 























る も の で ある が 多 桜 白血球 の 其 の ょ うに と 酒 長 程 
度 は 其 し く な い 。 芋 つ 多 桜 白 血球 の 減少 時 に は 
巳 C 増 敷 時 に ある 場合 が 多い 。 外 ち 汐 世 球 は 多 
桜 白 血球 の 減少 に 先 だ つ て 減少 し 彼 の 増 青 に 先 
だ つて 増 敷 する 傾向 を 有する も の で ある 。 従 つ 
て 租 作 直後 に 於 て 展 交 汐 巴 球 と 白血球 曲線 と の 
変 叉 を 見 る 傾向 が ある 。 但し 自然 感染 例 に つい 
て 見 る 時 は か よ ょ うな 原則 に 従う 場合 寧ろ 稀 で あ 
る と いう と と が で きろ る 。 
SrEIN(1935) 偉 気 の 早 期 綴 過 に 就 て 研究 し 義 
験 馬 は 皆 慢 性 に 絶 過 せる を 絶 験 する 。 時 期 が 進 
むと 白血球 淫 は 著 減 する 。 
井 ・ 中 村 (1935) 俺 貧 熱 語 作 と 流血 中 に 許 


明 さ れる 網 称 織 内 被 細胞 , 血管 内 被 細胞 等 廣 義 


に 於 ける 所 調 組織 性 細胞 Histiozytare Zellen 
(所 調 大 草 桜 細胞 , 移行 型 等 を も 含む ) と の 開 保 
に 就 い て 迄 ぶ 。 








「 「 151 
熱 散 作 に 於 ける 貧血 程度 本 細胞 培 多 その 相互 開 係 






































































































































































































































得 鮮 馬 | 朝 魚 馬 | 朝鮮 馬 ] 憧 角 馬 朝鮮 馬 | 和 朝鮮 馬 | 東 鮮 馬 | 博 鮭 馬 
検 No.126 | No_117 No。 47 No.14 | No. 0 | Ne 126 | No.114 | No.114 
の RS 9 2 第 2 同 衣 作 第 + 同義 作 第 2 同 本 介 第 1 同義 作 第 4 回 費 作 
赤 想 球 減少 戦 | 血球 減少 毅 0.16 0.28 0.58 0.62 0.62. 0.62 0.67 0.70 
所 調 組 織 性 細胞 3.6 光 6.7 多 8528 | 8、4 多 7.4 狐 10.5 錠 | 10.4 錠 | 17.2 
朝鮮 馬 朝 鮭 馬 朝 魚 馬 朝鮮 馬 朝鮮 馬 朝鮮 馬 Koshi- 
検 No.130 | 氏 uraniwal No.111 | No.114 | No. 112 No. 121 No- 81 nurma 
第 2 同 病 作 第 1 同義 作 第 3 同 杉 介 第 2 同 本 作 1 第 2 同義 作 
赤血球 没 2 少 骨 0.72 0.72 0.76 0.g2 0.g2 0.91 0.96 1.01 
所 庶 組 織 性 細胞 | 4. 多 | 4 を 1 多 | 10.5 多 9.8 | 10.0 多 2.0 狐 6.4 狐 7.6 多 
7 鮮 馬 | 博 鮮 馬 | 朝鮮 馬 | 朝 外 紀 Kossi- | 朝鮮 馬 | 朝 鮮 馬 | Koshi- 
ポ 機 / 旨 語 / が No.131 | No。 numa | No. 0 | No.53 「 mumm3 
| 第 2 回 表側 第 + 回生 作 第 3 回生 作 第 2 回 表 作 第 1 回 生 作 第 1 回 生 作 第 3 回 店 作 
赤血球 減少 毅 1.20 92 1.40 1.42 1.43 1.52 1.52 1.81 
所 調 組 織 姓 細胞 8.8 あ | 10.1 狐 5.8 狐 8.7 多 | 3.6 久 9.2 狐 4.8 狐 8.3 多 
202 | 朝鮮 馬 | 朝 鮮 馬 | 朝鮮 馬 | 朝 鮮 馬 | 朝鮮 馬 | 博 鮮 馬 朝鮮 馬 
: 村 0 敵 り 時 内 Sgamotol No.112 | JNo.127 | No.124 | No.22 間欠 本 
赤血球 減少 表 1.86 2.72 2.1 2.2 2.3 2.58 2.58 2.96 
所 議 組 織 尾 組 胞 0 0 10.1 多 | 12.7 多 AN 8 26.5 多 8.9 狐 8.9 多 7.2 
運 績 試 険 に 於 ける 本 細胞 の 消長 (! 印 は 病 夫 接種 日 
。 博 鮮 馬 Mg)131 
日 附 則 計 | aa : 4 BI 8 12 | 14 | 6 19 23| 26| 28 30 
醒 温 ?C)| 37.6 | 37.5 | 37.5 | 39.3 | 39.4 本 38.038.1|40.6|40.187.888.987.337.637.188.688.387.8 . 
赤血球 (方 ) | 8.50 | 6.80 | 7.36 | 8.04 | 一 | 一 |7-32|7-44| 一 |6.726.046-02|6.64|6.606.966.183.885.96 
自 血球 ( 衝 )| 8.8| 6.4| 7.2| 8.8| 一 | 一 |9.2h3.0| 一 | 9.0| 9.910, 0I13-612.5| 8.6| 9.811.212.5 
組織 球 性 組 ) 8 人 っ -g10.| 一 | 3.4| 5.5| 6-2| 3.4|.5.2| 4. 7。 
惣 ( 錠 ) 遇 0N0 の は AS の 87 3.8l10.6 3.4| 5.5 6-2| 3.4|.5.2 4.1| 2.5| 5.3| 8.7 
吉 鮮 馬 NNo. 1311 
際 CHH 7 | 9 | 24 26 | 27 | 28| 30 Ii| 4 ト e|7 「 8 | 9 9 | 下 |34| | 理科 | 多 
( YeC) | 37.2 87.337.887. 937. 539.240.439.538.838.037.440.840.640.439.839.737. 787 737 240. 7 
RW 6.92 | 987 407 28| 一 6 956. 641 6 88 紅 5 ロー 4 86 Je 4 724 305. 645 004 25 08 
肌 ] 10.8 Hi.910.6| 8.3| 8.3 一 | 9.2 6 MD 0 9 0 4 一 11ー 1 6 9 eno 818 512. At 
| | | / 
経 織 球 | | | | | | 「 
件 細胞 56) 2030071 (16 1.5| 一 | 23|0.9 一 h0.5 一 | 0 MNO | 1 7.6 6.5 8.9 4.5 1.9 
( 多 ) 了 「 NINERN 
































朝鮮 馬 No. 112 














| 日 際 1 24 |.77 | 14 |18121|28|124|25|26|28|130]1 岳 |4|6|8|18|j5 





罰 温 6C)| 38.1 | 38.1 | 87.8 | 37.7 | 37.7 | 38.339. 0.340.939.2188.938.3 38.788.887.937.888.159.1 



































赤血球 (万)| 7.85 | 7.56 | 7.64 | 7.06 7.00|6.686.76| 一 | 一 |4.885. 005. 00 4.925.726.236.866.355.46 
自 四球 〒)| 80| 78| エ 1|r41109| 7 人 7ー| 一 6.9969619.5285 9.6 SN 8.3 
組織 球 性 細 | 」s| 9| 22| 20| 18| 1712]ー ー | 0.610. 0.1 8.9「6.1| 6.2| 5.6 84 5.2 


胞 「 少 ) 7 M 








4 4 の iv JFN プリ / 衝 、 ョ )F し 『 る ( ず 」 可 才 年 SL だ ャ y ア まで" で いす fMW/ 7 到 ず 
0 1 お NO り CN 4 匠 計 か を MT XFY 7 0 いい の AM 2 NO 9 
\ ゅ UE ( 4 2 が い M 0 
垢 り と 1 ED、 の 1 も (ij 記 1 
* # な 4 
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日 附 | 16 | 17 「 18 | 19 | 2 「 25 |22 相 4|e|s |1| 815|18|20|22|25 
前 温 (C)| 40.0|3e.6| 38.3 | 37.8 | 37.6 | 37.7 sz. 4s7. es7. el87. 年 の 737. 3|I87.5|37. 488. 8|87. 237.2 
赤血球 (万 )| 一 | 一 |5.39| 一 |s.72| 5.88 6.05j5.64l6. el6. 245. 87l6. 255. ggl5. 905. e5l5. 266.215. 64 
自 血 球 ( 子 )| 一 | 一 | 8.8| 一 |10.6| 8.9| 8.5hO.1h1.3| 9.810.7h0.6h1. 9h1.0h5.8h3. 4h1. 612. 8 
埋蔵 球 必 細 | _ | | s7| 一 |22|rO00olsglgosggsos2eolsol6715242755.3.2 
胞 () 「 

載 鮮 馬 No. 114 
BB 晴 | | 4| 7 9 | 412|2%|26|29|19|| 7?7|slg5la 








龍 温 (CC) | 36.7 | 37.6 | 37.7 | 37.4 | 39.3|38.s | s7.9|3s.6 | 37.7 | 38.0 | 37.4 | 39.2 89. 688.487.6 


赤血球 (万 ) | 7.8617.7217.6217.7018&40| 一 
自 球 血 ( 子 ) 川 96| 9.8| 7.8| 77| 6.5| 一 


組織 球 性 光 8 
胞 ( 錠 ) 1| ユエ 1| 0.8| 21| 19 





7.40 | 6.93 | 7.00 | 7.22 | 7.82 | 8.20 | 一 |7.267. 48 


9.8| 8.7| 8.1| 8.3|10.1|1120| 一 |7.6| 7.8 


> 二村 儲 際 75 





| 
2.0」 12[|10.4 | を 8 時 康 中 








日 附 | i4 | ie 8 | 20 | 21 |28|26| se 








30 | | 4 | 6 |8|18|35 





栗 温 (CC) | 37.4 | 38.0| 35.2140.0|37.7|38.0|37.5| 37.7|37.9 | 38.1| ss.6 | 37.5 B7.787.87. 8 


赤 正 球 ( 万 ) 
白血球 ( 千 ) | 8.6| 2 


組織 球 性 細 
胞 () い ダ : 拉 2 








7.66 | 7.77 | 8.00]1 一 |7.47|7.62 
0 人 1E 生 っ 84 | 3.3 


= 4.4 | 8.7 


7.18 | 7.20 6.88|6.97|6.96|6.26 | 一 |6.706.25 


8.2 10.9 | 6.1| 6.9|10.3| 96| 一 HO.3H1.3 
9.3 7.6 | 71| s&1| 3.6|14.1 h7.2h1. 7| 7.1 











日 附 | s 0125|zluml < 


中 


骨 温 (C)' | 37.6 | 38.0| 38.0 | 3778 | 37.6 137. 中 370787.7 
赤血球 (万 ) | 6.1716.4416.0415.47|5.68| 5.44 | 6.17 | 5.19 
白 正 素 ( 千 ) 12.5| 94| 8.4| 9.8110.7|10.6|11.9 | 11.2 | 10.4 | 10.3| 8.8 











2 55| 5.6| 5.1|11.8|11.3|118 


る ) 





| 8 | は]。 9 | 5 語 団 還 人 028 
37.8 38.0 | 37.7 | 37.7 | 38.2 | 37.9 
5.45]5.68|5.59|15.59|5sel5.43 


S.8 | 10.9 | 10.8 








6.9 1 GS8 1 7 ゴリ 1 64 | 人 有 15 462 





GRIFFIN 立 BRosE (1936) 白血球 敷 は 熱 科 
開始 の 時 に は 増 多 が 目立た な いか 或 は 認め られ 
な い 。 帝 熱 期 に は 展 々 正常 以下 と な る 。 面 し て 
と れ は 主として 多 形 要 白 血球 の 減少 に 基き 且つ 
熱 末期 に 近く 最も 著 明 で ある 。 次 熱 期 後 に は 
汐 巴 球 肖 増 加 し その 敷 は 多 形 粗 を 姿 ぐ 。 軍 球 と 


移行 型 の 増加 が 人 熱 期 後 に 認め られ た の が 特徴 


石井 ・ 中 村 ・ 雄 邊 (1937) 病 機 稚 行 に 伴う 組 
織 性 細胞 の 増減 が 表示 され て いろ 。 但し 組織 任 
細胞 の 定義 に 就 て は 次 の 通り 規定 され て いる 。 
凶 ち と れ は “組織 任 細 胞 に し て 大 桜 細胞 , 移 
行 型 , 網 括 織 内 被 細 胞 , 血管 内 被 細 胞 等 を 含む ” 
と いう の で ある が 矯 文 結論 中 に は “…… 所 調 組 
繊 球 様 細胞 反 應 を 云 *” と 誌 さ れ て いる 。 






















































































的 病 角 多 で ある 。 

朝鮮 馬 120 競 
日 附 | 2 反 | 」9| 15 | 26 27XI| 7 |.s 「 16 | 28 5/XL 10 | 21 | 7 「 18 「 31 em 

| 1 | | 1 1 1 
赤 血球 (万 ) | 700|728|700|638| 644 628 | 612 | 656 | 652 | 648 | 684 | 728 | 684 | 722 | 752 | 末 
組織 性 細胞 () |2.1 07 の 2 すう ーー 0.7 1.7 1.713.3 1.6|1.4| 一 | エ 1|2.711.8 
「 朝鮮 馬 81 肝 

こ 四半 
附 7 が xr |L24 | 29 LUKT| 4 「 6 「 1 「 18 | 22 「 30 | gr 「 17 | 24 | 31 |7m 
赤 正 球 (万 )| 750|648|648| 589 | 558 | 584 598 | 655 | 652 | 680 | 560 | 744 | 782 | s57 | 855 
組織 性 細胞 ( 多 ) | 2.6 lr9| ュ 9 2.2 |0.5|7.5|2.5| 3.7|5.6|4.6| 2.5|3.8 | 0.8 | 5.9 | 2.5 

















日 


赤 四 球 (万 ) 
組織 竹 細 胞 ( 少 ) 











「 l2rV| 4 


628 
3.7 
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朝鮮 馬 173 骨 
| 6 | 14 | 23 | 4v 「 18 | 29 0M00 o/VIL | 22 
584 | 528 | 588 | :564 | 5g0 | 5g4 608 |544 
前 人 326 EAAR 9 中 417ET 4.5 |0.8 

















日 


赤 正 球 (万 ) 
組織 性 細胞 ( 少 ) 




















31 泊 30 | 16 民 























6/XI | 14 | 23 「 2 ( 13 着 24 | 26 









































464 | 470 | 548 | 428 | 542 | 576 | slo | 55g 殺 
8 58 | 22 ドド 455H に 252 028 
朝鮮 馬 176 名 

















29 | 10/VI | 17 | 20 
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MA 2 
























































































































































































































































日 29 lgvr| 14 
赤 血 杯 (万 ) 744 | 632 | 624 | 523 | 640 | 556 | 468 512 
組織 性 細胞 () | 2.7 | 3.0 | 47| 1912.0|1917.5 4.1 

日 24 | 5 | 16 8 の 8 | KT iM | 26 近 較 26 
赤 血 球 (万 ) | 596 | 522 | 510 | 570 | 470 628 528 | 50 | 5n6 
組織 作 細 胞 () | 前 | 1 5 | 2 

朝鮮 馬 96 朋 

日 際 Miev| 23 | | 11 | 18 | 26 |6/VI| 16 | 25 vm 13 | TX 
赤 碧 球 (万 ) 700 708 | 676 | 704 | 712 | 676 | 624 628 
組織 竹 細 胞 ( 錠 ) 90 34 | 22RNN33 (RI BE2ET24 邊 32 8 

日 附 | 0 | 29 | | 16 | 23 | 30 6/XT | 13 | 20 4/XII 
赤 匠 球 (万 ) 648 584 | 5e4 | 568 | 5e8 | ezs | eo 殺 
組織 性 細胞 ( 少 ) ーー HK POMN0SS3 アシ が be の ょ 3 

朝鮮 馬 99 剛 

日 13 5II| 19 |2rV | | 21 | 30 IdV| 21 3VI| 18 | 26 | ュ 10/VIII 
赤 血 球 (万 )】 8 810 | 758|844 | 740 | 720 | 770| 80g |6gele676 772 
組 械 性 細胞 () REGTOu44M8E の ML3SNU0 NSP タダ 設 107 と 
和 | 24 6 10 | 2 | | jp | 31 he/xtZ7XT 17 | 26 |7 10 12 
赤 正 球 () | 6EO | 575 664| 24 | ele | 720 |eeg| 752 |712 |ee0|? 殺 
組織 竹 細 胞 () 1.6 0.9|0.4|1.5| 一 ー| 0.6 |0.4 0.7 


石井 ・ 信 藤 ・ 田 中 (1940) 石井 氏 ジ デ ロ チ ー 
テン に 開 す る 基礎 的 デ 


"光ら 


っ 馬 
必 す 
う 




















ー が 記 昧 され て い 


(1 ) 抑 ぇ 「 ジ デュ チー テン ] は 分 化 並び に 未 

















(2 ) 


分 化 中 有 葉 組織 に 由来 する 組織 球 が 赤血球 久 は 
その 崩壊 産物 を 貸 喰 し た も の で ある 天 々 。 

後 大 静脈 血 の 標本 上 に は 軍 に 敷 的 に 多 
い だ け で な く 直 径 が 異常 に 大 な る も の ( 衣 徐 約 
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35 以上 ) が 多 敷 存在 し 形 も 多種 多様 で あつ た 。 
公 る に 顎 責 脈 血 の 標本 に は 散 が 少 い くだけ で な く 
「 ジ デ ロ チ ー テ ン ] の 直径 は 小型 で 一 定 以 上 の 大 
さ の も の は 虹 筒 $ な か つた 。 

(3) 石井 氏 法 に ょ り 楽 色 さ れ た を ジ デ ロナ チ ー 
テン の 形 琴 は 後 大 静脈, 門 脈 , 肝 毛 細管 中 に 見 
られ た も の と 相 営 の 差異 が 認め られ た 。 功 ち 頸 
醒 販 で な い と れ 等 の 血 息 中 に 見 られ る ジ デ ョ チ 
ー テ ン は 極め で て 大型 の ゃ の が 多く 鐵 題 粒 は 原形 
質 中 で 塊 航 を な し て 染色 され 更に 原形 質 全 般 に 
奄 り 青 染 し 履 < 密 泡 と を 有する も の が あつ た 。 頸 
静脈 中 の ジ デ ロ チ ー テ ン は 何れ も 小型 で 原形 質 
の 幅 は 狭く 在 均 に 青 染 し 上 粒 妖 娘 は 塊 狼 の 楽 色 


を 示す も の も あつ を た が これ は 比較 的 稀 で あつ た 。 


各部 位 血 管 正 液 内 の モラ チー テ ン 習 比 





ーー て 
汗 餅 玉生 核 球 100 個 の 多 


押 管 部 仁 (た 含む 
























































| 定型 的 | レー と 
EE 持 PPICu ik 
/ 統 静脈 12.3 | 
俺 貧 馬 | 骨 科 守 刺 液 8.4 | 4.4| 17.8| 77.8 
398 ) 由 静 脈 20.0 | 1.8| s.6| 92.6 
( 放 2 ] 由 脈 | 36.5 12.8 | 10.6 | 76.5 
痢 い 肝 静 腺 19.1 | 30.9 1 22.6 | 46.4 
\ 後 大 静脈 20.1 | 32.9 | 25.1 | 41.9 
-/ 限 静 上 9-7 
| 骨 胡 符 系 液 9.4 |12.1| 1.5| 86.3 
億 錠 馬 看 静脈 12.6.| 5.3| 5.3| 89.5 
3g2 ) 門 脈 | 14.7 | 8.2| 9.8| &2.0 
| 財 静 脈 13.7 | 11.9| 1.7 | 86.4 
\ 後 大 静脈 11.5 |sr.3| 6.3|162.5 
頸 静脈 11.4 
億 貧 馬 | wa 19.5 | 4.9 121.9 | 73.2 
379 / 了 静 腺 25.0 | 1.3|21.8|76.9 
2 | 門 脈 | 14.0 | 62.0 | 10.9 | 27.0 
天 い | | 肝 静 脈 20.1 |E6O.8 13.0 |」26.1 
\ 後 大 静脈 23.5 | 50.1 | 10.2 | 9.7 
/ 静 脈 2.5 
| 性 商 守 液 6.5 | 12.5 | 25.0 | 62.2 
俺 委 馬 因 静 6.2 | 1.9 3.8 | 94.2 
386 ) 門 脈 4.8 | 25.0| 16.7 | 58.2 
| 用 静脈 8.4 |25.0] 6.3| 68.7 
\ 徐 大 静脈 3.1 | 12.5| 一 | 87.5 


すず 


NN の CX NR 2 だ 
「 科 呈 , 『 = を まり VH 上 TI の > ゃ ず 


か 





( 4) ジ デ ロ チ ー テ ン の 陽性 奉 は 圭 分 利 後 1 
旋 至 4 日 が 最高 で 熱 功 作 中 及び 熱 分 利 後 5 乃至 
10 日 が これ に 品 ぎ 10 日 乃至 30 日 に は 陽性 奉 は 
1 多 に 下降 し た 。 婦 熱 分 利 後 1000 日 以上 を 経 
過す る も 未だ 陽性 を 呈す る も の が 1 頭 存 し た 。 

(5 ) 各部 位 血管 血液 内 の モク チー テン の 半 
比 ( 堪 表 ) | 

(6) 頸 静脈 血 , 骨 秋 窪 刺 液 並び に 内 臓 商 須 
血 に 於 ける ジ デ ロ チ ー テ ン の 習 比 ( 下 表 ) 


アデ ロ チ ー タ テン の 革 比 




















聖 静脈 6.2 | 1.9:98.1| + 
門 脈 | 4.8 IP25.0 : 75.0| 一 
肝 静 脈 | 8.4 H2.5 : 87.0| エ 
後 大 静脈 3.1 7 500 3 


3c6 


上 モノ チ ナー| 組 科 球 : ロス | 組織 球 : 
正 管 部 位 |_ ' も 
に 還 核 球 | 一 テ | 単 核 球 
6 
頸 静 - 腺 12.3 久 o:ioolr| o:ioo 
| mae 8.4 | 4.4:e5.6| | 0:100 
3os/ | 肛 静脈 20.0 |1.8:98.2| r| 11:89 
門 脈 | 36.5 12.8:87.2 提 | 19:81 
必 静 脈 | 19.1 0.9 :69.1 王 | 80:20 . 
J 後 大 静脈 | 20.1 |82.9 :67.1| | 67 : 33 
妥 静 脈 3.7 0 :160 | 
| 骨髄 守 齋 液 9.4 I12.1 : 87.9| + 
3gz/| 腫 静脈 | 12.6 | 5.3:94.7| 半 
門 脈 | 14.7 | 8.2 :91.8| 革 
上 静 脈 | 13.7 H1.9:88.1 坦 
後 大 静脈 11.5 |81.3 :68.7| 
屯 静脈 11.4 | 0:100| せ | 0:100 
| eye 19.5 | 4.9:95.1| 一 「 
279/ | 肛 静 脈 25.0 |1.3:98.7| せ |28:72 
門 脈 | 14.0 |62.0 :38.0| 十 | 72 : 28 
也 静 脈 | 20.1 ICO.8 : 39.2| tn | 85 : 15 
後 大 静脈 | 23.5 |50.1 :49.9| 串 | 81 : 20 
頸 静脈 2.5 0 :1C0H Ne 
な 6.5 12.5 :87.6| 一 








石井 ・ 中 村 (1942) 熱 芝 作 に 於 ける 質 血 程度 
と 軍 核 球 増 多 と の 相 開 ぇ 係 を 追及 し た (区 表 参 
妥 )。 
加藤 ・ 松 尾 ・ 桑 島 (1942) 血液 大 軍 要 細 胞 融 
を 調べ て ある ( 表 真 )。 
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貧血 程度 く 里 核 球 培 多く の 相 開 々 係 
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熱 分 利 後に 於 ける | 熱 分 利 後に 於 け 熱 分 利 後に 於 ける 分 利 後に が け 
馬 名 失 祭 最高 滅 学 数 | 2 香 板 球 の 最高 馬 人 最高 減少 数 | 折 板 球 の 最 
(』 回 の 吉 才 作 に ) 向 吉 大 ( ュ 遇 回 の 部 義 作 に 、 0 
が て 出現 府 於 て 出現 率 
No. 22 230 万 26.5 No (124 | 220 「 7.8 
No。 127 216 12.7 No. 81 96 6.4 
Io は 1 76 10.5 No. 53 152 4.8 
No. 112 212 10.1 鞍 庭 72 4.1 
No。 131 122 10.1 越 泊 143 5.6 
(0 186 9.6 No。"126. | 16 96 
N8. 30 152 _ 9.2 Py 2 91 | 2.0 
No. 1T7 28 67 
正 液 大 還 核 細胞 浮 ( 熱 藻 期 俺 作 馬 ) 
偉 貧 馬番 肛 | + | 2 | 3 「 4 | 5 | 6 | 7 | 8 9 10 11 12 13 
赤血球 (チョ ッ ヶ ) | 68O| 720| 700| goo| 760| 760| 520| 480| 800| 560O| 640| 640| 680 
7 癌 WNWINSROINSINYIOIOL5 78N 還 衝 N2J5)5UHBTE 415 OL59 02.0 ド 10 
大 時 相 用 表 () RMN の 0 SN0403 人 8.31 98M813 ル 331 259 38 US.7 ト 2.0.1 2.6 
( 骨 航 ) . 
碧 液 大 澤 核 細胞 敷 ( 無 熱 期 偉 任 馬 ) 
偉 委 馬番 上 骨 | 14 | 15 | 16 | 17 | 1g | 19 | 20 | 2 | 52 | 55 | 24 | 25 | 26 
赤 正 球 (チョ ッ ヶ ) | 5s50| eoo| 9go| e4o| eso| so| goo| 360| 210| 800| 630| 800 | e40 
NOW MS83NEM24OOt の ON の SORTOSOUNA220NI25S20. 28N045 | 5 
大 里 核 細胞 敷 ( 多 ) | 1.7| 6.0| 3.1| 2.0| 4.0| 1.9 SAS! CON 8 2 3 7。 
時 仙 ) 
川村 ・ 石 井 (1942) 時 概 球 の 形態 並び に 性 秩 る と と いす る )。 


に 就 て 可 ぶ 。(1) 形態 信 気 馬 に 所 見 する 頸 静 
脈 血 液 内 世 要 球 の 大 さ は 各 様 で ある が 最大 な も 
の で 25 / を 超 を る も の は 殆 ん ど な く SABm 層 
DoAN 等 の Clasmatocyten と 考 う る べき 大 さ 
並び と 性 秩 を 持つ た 細胞 は 殆 ん ど 全く 所 見 し な 
い 。 普通 一 般 に 14 へ 20 / の も る の が 大 多 敷 を 占 
めで て いる ( 猫 と れ よ + り 小形 の 桜 球 も 本 病 に 於 


て は と れ を 所 見 する が 俺 気 に 太 て は 普通 の 滞 巴 


球 乃 至 そ れ よ り 人 小型 の 曹 桜 球 が 時 に より 極め て 
多 融 流血 中 に 流 出し て くる 。 こと の 加 は 特に 俺 人 
の 血液 所 見 と し て 注目 C 値する る の で ある が と 
れ ら 人 小型 の 曹 桜 球 に 就 て は その 報告 を 後日 と 譲 


形態 は 極め て 多岐 に と み 園 形 棒 還 形 卵 財形 邊 
園 形 雲 羽 周 暫 の 凸凹 題 閉 な る も の 周 立 が 破れ た 
よう な 形 を レ て いる も の 点 れ て いる も の 等 の 形 
を 呈し て いる 。 楼 は 原形 質 に 較べ て 多く の も の 
は 小さ い が 中 に は 相 営 大 形 で 原形 質 の 人 鱗 容 が 他 
め て 少 い ゃ の が ある 。 桜の 形 是 $ 隔 め て 大 々 
で 園 形 卵 園 形 椿 園 形 中 臓 形 そ の 他 多 少 の 療 れ 曲 
り 歪み 等 が な あつ て も 東 に 角 丸 味 を 持つ て いる も 
の も る あれ ば 雲 形 に 屈曲 極まりない も の 科 状 型 を 
呈す る も の 更に 碁 だ し いも ゃ も の に な る と 多 形 要 を 
呈し 分 岐 欺 を な し て いる も の すら ある 。 楼 は 多 
く の 場 合 細胞 の 一 局部 C 偏在 し て いて 反面 豊か 
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な 原形 質 を 現 わ し て いろ る が 中 に は 楼 が 中 央 部 に 
後 行 し 周 園 に 各種 の 程度 に 原形 質 を 題 わ し て い 
る も の も ある 。 面 し て 多く の 場合 原形 質 内 に 異 
物 多 は 血球 等 を 食 喰 し て いる も ゃ の 、 概 は 特 と 細 
胞 の 一 端 に 偏在 し 楼 の 凹 陥 部 を 原形 質 面 に 向け 
て いる 。 猫 時 に ょ り 桜 の 有 炎 分 裂 像 を 超 し て い 
る も の を 所 見 する と と が ある 。 (2) 染色 竹 ギ 
ふ ザ 染色 に 於 て は クロ マチ ン 網 は 多く 粗 で あつ 
て 光 巴 球 多 形 桜 白血球 に 較べ る と 淡 染 し 又 ク ロ 
マチ ン 塊 も これ 等 の 細胞 に 較べ る と 知 に 粗大 で 
淡 染 する 。 然し 中 に は クロ マチ ン が 相 営 濃 染 し 
光 巴 球 と 尾 別 困難 な も る の も ある 。 桜の 存在 は 


極め て 不明 須 で 大 多 敷 は こと れ を 應 明 レ ない 。 クー 


ロ マチ ン が 融解 を 直し て いる もの, 概 濃 染 す る 
も の 合 め て 稀 で ある が 桜 内 に 空 泡 を 所 見 する も 
の も ある 。 原形 質 は ぎふ ム ザ 染色 に こ 於 て は 一 般 に 
生 染 薄紫 青色 に 染色 され 時 に は 水 包 球 の よう に 
濃 青 染 す る も の を 見 る と と も ある が 普通 の 汐 包 
球 の よう に 周 終 が 測 染 する と か 概 ェ 原形 質 と の 
和 衝 が 不 染 伏 態 に 置か ん て いる 次 態 を 示す と と 





は 少な い 。 細胞 の ある も の は 染色 訴 態 可 く 汚染 . 
し 不 邊 等 に 染色 され 時 に は 原形 質 の 一 部 が 濃 楽 
し 周 園 が 補 け て 染 む と こと が あり 細 網状 に 孔 が 
あい を た ょ よう に と 汚く 染 む も の も ある 。- 一 方 原形 質 
内 に 後 細 な Azur 頸 粒 を 多 敷 , 時 に は 少 敷 所 見 
する も の も ある 。 面 し て 多く の 場合 粒 は 集 園 
を な し て 概 の 附近 に 後 細 集 合 し て 護 明 する と と 
が 多い 。 一 般 に 異物 を 貸 喰 し て いる ょ うな 細胞 
は 原形 質 の 染色 が 本 め て むら で ある 。 面 し て 一 
般 に 原形 質 内 に 各 様 の 大 さ を 有 する 空 胞 を 所 見 
する 場合 が 地 め て 多い 。 (③) 選 酸 化 酵素 反 鷹 普 
びに と 超 生 句 染 色 性 過 酸 化 酵素 反 應 は 主として 
ARMrTAGE の 方 法 に 従 つ て いる 。 億 貧 馬 頸 静 須 
押 液 中 の 澤 桜 球 は 極め て 稀 KC 過 酸 化 酵素 陽性 の 
も の が 座 明 され る が 大 多数 は 惹く 陰性 で あり 婦 
一 動物 に 於 て 塗 抹 標 本 上 一 個 の 陽性 細胞 を も 所 
見 し な いも の が 多く 且つ 連 績 試験 に 於 て も 陽性 
細胞 が 時 僅 数 座 明 する も の も あり 時 に より 全 
く 詩 明 し な いも の も あつ た 。 


静脈 咽 中 に 於 ける モノ フチ ー テ ン の Peroxydase 反 應 





侵 に 1 時 
用 名 護 訴 - 中 人 人 央 了 音 放 | 66| 地 | 論 旧 環 Ta 
モノ チー テン ls5.7|5s.7|5.5|2.3ha.9|i.2」2.1|6.8|4.0 |5.214.6b4.75 コ 后 7265 了 2 


7jJ2。5| 0 IRO | OO 





Peroxydase 腸 
反 鷹 ( 多 ) | 陰 


























010|0|14.3| 0| 0 | 0.」 OO | 0 |].44 








92.3I87.5| 100 | 100 | 100 | 100 | 100 | 100 | 100 | 100 25。7 100 | 100 | 100 | 100 | 100 100128.56. 





肥 龍 脈 血 中 に 於 ける モノ フ チ ー テ ン の カル ミン 
超 生 直 染 色 一 一 上 興 那 原 氏 法 を 利用 し 血液 材料 
を 3Z 野 卵 器 に 26 時 間 挿入 し へ モア ラウ ン で 


骨 芋 竹 白血球 





























| 里 核 球 
馬 名 | ] 
陽性 | 除 尾 ] 腸 性 | 降 寿 
ン の ンク 
還 守 5.0 | 95.0 | 30.8 | 69.2 
瀧 背 0HYA 99385M が 26683 
花 和 85 AKILS7。5 | 2 420.307907 
澤 風 | 30.0.| 70.0 | 68.8 | 31.2 
砂 倉 .1 33.3 | に 86.7 | 32.1. 67.9 
陸 975 398.3 す 6782 : 皇 9 
陸 379 | 45.5:| 54.5 | 46.2 | 53.8 
陸 380 | 10.0 | 90.5 | 64.0 | 36.0 
陸 382 | 40.0 | 60.0 | 19.0 | 81.0 
陸 398 | 23.1 | 76.9 | 20.0 | 80.0 














後 染 色 し て 盾 察 する ー 一 

軍 桜 款 の カル ミン 頓 粒 は 微細 で 然 も る 大 さ に 不 
同 少な く 均 等 に 誠 明 され る に 拘ら ま 中 性 嗜好 和正 
血球 内 の カル ミン 思 粒 は 大 小 不同 で 時 に エ オ ジ 
ン 思 粒 の 如き 大 さ を 有する も の あり 且つ 濃 淡 不 
同 で 甚だ 美 忠 を 鉄 く も の が 多 か つ た 。 

川井 ・ 石 井 (1943) 俺 委 馬 に 於 ける 頸 交 販 血 
軍 要 球 の 性 汰 を 区 べ た 。(1) 税 熱 中 の 俺 貧 馬 の 
多く の 則 要 球 の 性 其 を 区 べ を 次 熱中 の 俺 貧 馬 の 
多く の 曹 桜 球 に 所 見 され る 交 粒 骨 は 一 般 C 健康 
骨 の 軍 要 球 の 純 粒 骨 敷 より 減少 し て いて 通常 
個 存在 する に 過ぎ な い 。 時 に 同 敷 双 は それ 以上 
或 は 全く 鉄 如 する も の も ある 。 ゼ グ レガ チオ 
ン 加 粒 は フイ トラ ルー ト に ょ つて 特有 の 光輝 
の な い 秋 肉 色 に 染色 され る 。 その 大 さ は 一 般 に 








健康 馬 の も る の より 増 表 し て いる 。 原形 質 内 に 於 
ける 排列 は 特に 菊花 誠 の 形成 排列 が 明 須 な も の 
る ある 。 価 原 形質 内 に ヤー ヌス グリ ュー ン 文 は 


ギー スス グミ と 2 普 ぜ に イイ ト テ ル ロ ー ト の 
混合 色 に 染色 され る 比較 的 大 き な 敷 個 の 園 形 類 
粒 を 認め し な る も の を 見 る と と が ある 。(2) 熱 
分 利 直 後 の 俺 染 性 質 血 馬 の 軍 要 球 の 純 粒 船 は 多 
. く は 一 般 健康 骨 の も の ょ り 増 表し て いる が 百 
と 減少 し て いる も の 又は 全く 鉄 如 す る も の も あ 

る 。 原形 質 内 に 於 ける 排列 は 時 に 一 部 集 導 し て 
いる も の も ある 。 ゼ グ レガ チキ オン 吾 灯 は フイ ト 
ラル ロー ト に よ つ て 特有 の 光輝 の な い 鮮 紅色 に 
染色 され る も の も ある が 一 般 に 策 え 褐色 を 閉 び が 
た 紅色 に 染色 され る 。 その 大 さ は 一 般 に 健康 馬 
の も の より 膨大 し て いる 。 時 に 粗大 な る も の を 
含み 犬 小 不同 並び に 濃淡 の 著 明 な も の も 認め ら 
れる 敷 は 克 熱 中 の も の より 更に 増加 し て いる も 
の も あつ た が 一 般 役 熱 中 の ひも の ょ より 減 少し て 
いる 。 更に 原形 質 内 に ヤー ヌス ダリ ー ン 並び に 
ノイ ラル ロー ト の 泥 合 色 に 染色 され る 中 等 大 の 
園 形 頼 粒 を 認め た 。 

騰 分 利 直 後 の 俺 貸 馬 の 婁 桜 球 の 締 粒 骨 の 増加 
は 俺 気 馬 の 気 血 が 熱 分 利 直 後に 著 明 で あり 了 且つ 
鉱 該 時 に 頸 静 脈 血 に 於 て 卓 概 球 培 多 症 を 來 す 事 
人 邊 と 相 開 < 係 が ある も の と 考え る 。 (3) 慢性 無 
熱 俺 貧 絶 過 司 の 草 桜 球 に 所 見 され る 粒 障 は 一 
般 に 健康 語 の ゃ の より 減少 し て いる が 時 に 略 々 
同 敷 又 は 全く 鉄 如 す る も の が ある 。 ゼ グ レガ チ 
オン 吾 粒 の 大 さ は 一 般 に 増大 し て いる が 鐘 化 の 
認め られ な いも の も ある 。 時 に 大 小 不同 が 生々 
敗 明 な も の 又は 醤 大 な る も の を 含む も の も あ 
る 。 何 原 形質 内 に ヤー ヌス グリ ュー ン 並び が に クノ 
イト ラル ロー ト の 混合 色 lc 楽 色 さ れる 中 等 大 の 
園 形 頼 粒 鉱 は 締 粒 骨 の 膨大 し た よう な 形 和 汰 の 頼 
粒 を 履 々 認め た 。 新 る 所 見 は ゼ グ レガ チオ ン 閣 
粒 の 由 來 に 締 粒 骨 が 不可 分 の 開 係 に ある も の で 
は ある まい か 。 人 特記 すべ き 事 資 と し て 慢性 無 
難 偉 人 綴 過 民 に は 殆 ん ど 常 に 大 さ が 9 乃至 そ を 
れ 以 下 の 超 生 論 染色 上 桜 球 を 思わ し むる 細胞 
守 語 ぬ め た | 
| 2。。 骨 。 丹 
_CARRE et VarrEE (1906) 骨髄 病 拉 は 綿 て 
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の 病 例 に 認め られ る 。 病 得 は 大 有 骨 に 特に 著 明 
で ある 。 大 き な 病 箇 で は 血液 色 を し た 瓦 紅色 
或 は 圧 黒 色 の BouilHie ( 答 粉 を 生 有 包 で 者 込み た 
る 食物 ) 汰 を 呈し 硬度 は 胎 晃 骨髄 の ゃ の と 似 て 
いる 。 鏡 下 所 見 は 一 般 気 血 訴 態 の 時 と 同じ ょ う 
な 特徴 を 示す 。 

HMPgr (1908) 自然 湊 患 馬 第 1 中 で は 管 穫 
骨 の 骨組 織 は 比較 的 薄く 骸 大 は 廣 大 に な つて い 
た 。 大 有 骨 で は 第 1 第 4 跳 十 馬 と も 鳩 卵 大 乃至 
殆 ん ど 鶏 卵 大 の 科 白 色 胎 様 紅 色 が 詩 明 され 
た 。 その 他 の 黄色 髄 (脂肪 髄 ) は 到 る 所 で 紅色 
を 閉 び て いる 。 有 徴 鏡 的 に は 紅色 髄 は 健康 馬 の 
も の と 大 別 が つか な い 。 と の 部 に は 有 桜 赤血球 
及び 白血球 の 移行 型 を 包含 し て いる 。 

UpAarr 鐘 FircH (1915) 長 骨 特に 上 有 及 
び 大 有 骨 に 最も 暑 な 病 電 が 見 られ る 。 と れ 濡 
の 骨 の 中 心 端 に 於 て 骨髄 は 全面 的 或 は 限局 性 に 
紛 化 を 示す 。 即ち 病 電 部 は 装 紅 褐色 惑 は 淡 紅 色 
を 呈す る 。 助 骨 春 計 を その 他 の 海綿 骨 骸 も 同様 の 
条 化 を 示す 。 こと れ 等 の 病 井 は 出血 性 の ゃ る の で は 
な く 造 血 の 増 張 笑 動 性 の も ゃ の で ある 。 

MAack (1909) 人 死 例 に 於 ける 骨 談 角 化 は 強 
度 で あり 且つ 復 雑 な 問題 を 提供 し て いる 。 或 + 
例 に 於 て 助 骨 硝 柱 及び 骨盤 の 骨髄 に 於 て は 健康 
馬 よ ょ りゃ も その 人 色 著 し く 暗 色 で あつ た 。 長 骨 の あ 
る も の は 軸 部 に 於 て 骨髄 は その 色 深 暗色 で あ 
ろ る 。 と の 話 態 は 大 腹 に 於 て は 暑 著 , 上 腸 に 於 て 
強 盛 で あつ た 。 双 他 の 例 で は 飼 髄 化 は 重 篤 で 
あつ た 。 後頭 朋 , 硝 椎 及び 骨盤 骨 の 骨 鐘 は 正常 
ょ りゃ 廷 に 暗色 で 肩 肛 芝 で は と れ よ ょ より 御 々 劣る 
助 骨 は 正常 , 上 腹 に 於 て は 中 心 端 の 大 部 分 及び 
末端 及び 軸 郡 の 多く の 部 分 は その 色 非 常に 暗 紅 
色 で あつ た 。 腰骨 で 上 剛 と 異 る の は その 人 色 征 々 
湊 明 な 中 で ある 。 大 用 で は 雨 端 部 及び 軸 部 の 大 
部 分 は 暗 紅 色 で ある 。 軸 部 に は 黄色 部 若干 存 し 
且つ 黄 色 導 匠 は 開 節 表面 下 約 1 乃至 1.5 cm の 
厚み が ある 。 その 下部 に 於 て は 非常 に 暗色 で あ 
つた 。 村 崩 も 恋 同 様 に 使 され て 居る が その 程度 
は 激しく な い 。 果 前 骨 も 赤 軽 度 に 優 され て いる 。 

Dupas (1910) 骨 身 猿人 化 を 出血 と 解 し て い 
る 。 

FLUTyRA り 0. MAREK (1910) 暑 且つ 恒常 の 
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織 化 が 骨 帳 に 於 て 見 られ る 。 長 骨 特に 上 聴 或 は 
入 有 尿 央 に 於 て 崩 剛 は 全長 乃至 は その 一 部 暗 褐 紅 
或 は 如 黒 紅色 塊 に 幾 化 する 。 経過 締 怪 な 例 で は 
種々 の 大 さ の 限局 軒 が 見 出さ れる か 或 は 正常 で 
ある 。 併 し 同時 に 海綿 崩 鱗 は 上 欧 の 織 化 を あら 
わし 或 は 少く と る 閉 赤 の 好 色 を 呈す る 。 春 椎 助 
骨 その 他 の 海綿 到 鱗 も 赤 同 様 の 織 化 を あら わ 
す 。 併 し 少く と る 最も 慢性 例 に 於 て すら 小 出 血 
電 が 見 出さ れる が 併 し 若 し こ と れ が 早期 性 の も の 
で あれ ば 特殊 の イン キ 弟 色 に 上 分 を る 。 崩 剛 の と 
の 其 琵 は 出血 の 結果 か ら 起 る の で は な く と れ は 
一 般 の 慢性 失血 に 於 ける よう に 再生 過程 を 示す 


に 人 包 ぎ な い 。 耳 つ 婦 赤 色 身 領域 の 血球 生成 要素 


の 増 紅 活 動 を 包 懐 し て いる も の で ある 。 脂肪 臣 
は ゲラ チン よう 表 中 特に 上 障 及 び 大 腺 の 脂肪 酷 
中 (に 正常 時 に も と れ が あら われ る と と は 上 久 に 
SKIBA に よ つ て 指示 され で いろ る 。 

FiNzr (1911) 不 完全 な 組織 所 見 が 記載 され 
YA る 

Van Es, HHARRrS 層 ScHALK (1911) 骨 本 
織 化 を 俺 沼 診断 に 役立た な る と と 必 し ゃ 不可 能 
で は な い が 他 種 の 病 乃 至 健康 司 の 骨 骸 の 種々 相 
を 知る と と 角 り 少な さす ぎる 。 

滑 ' 凡 記事 の ある の は 爽 の 12 例 で ある 。 No. 
920, 921 の 他 は 邊 有 験 例 で ある 。 No. 855 骨髄 
尊 化 は 特別 上 朋 に 於 て 強い 。 中 心 端 藻 組 織 は 
強度 に 充血 性 且つ 脂肪 崩 の 廣 大 領域 は 光世 様 構 
造 を 示す 。No. 867 上 隙 の 末 鱗 特に 暗 赤色 領域 
を あら わし 葬 部 は 淡 明 且つ 著しく 脂肪 性 で ある 。 
No. 867 左側 上 壮 の 中 心 端 の 崩 剛 は その 色 暗 紅 : 
骨 剛 腔 は 暗 紅 色 骨 を 以 て 豊富 に 売 さろ る 。 未 棒 端 
は 明 で 骨髄 は 脂肪 性 笑 療 組織 (debris) に 
ょ つて 置換 を られ て いる 。 正常 時 は 脂肪 詳 で 占 
め られ だ た 淡 明 な 場所 は 出血 性 に 浸潤 し た 廣 大 な 
組織 領域 を あら わす 。 と の 暗 赤 色 部 は 荻 中 に 於 
て 一 定 の 組織 を 示す 。 か よう な 病人 は 何れ も 淡 
紅色 向 に 園 ま れ そ の 内 層 に は 精々 淡 明 色調 圧 訴 
部 を 挟む 。 右側 上 時 に 於 て その 上 部 は 左側 の も 
の と 同様 で ある が 下端 部 は 婦 左 側 骨 の 翌 鷹 部 と 
酷似 し て いる 。 No. 902 表記 は 極め て 僅か に 増 
生 敬 を 示す 。No. 903 骨髄 増生 は 上 時 に も 大 有 
に も 認め られ 中 心 端 間 部 構造 は 出血 性 乃至 小 
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暗色 填 の 特徴 を あら わす 。No. 723 大 乳 の 中 責 
端 の 薄 骨 組織 は し み 像 を 有 す 。 No. 816 上 障 の 
上 端 に 於 て 骨髄 は 可 成 り の 領域 紅色 , 且つ と の 
紅色 区 は 黄色 部 か ら 失 銃 に 限 星 きれ て いる 。 下 
部 の 骨 剛 は 雑 区 白 色 且 つ 水 腫 性 で ある 。 大 有 障 及 
び 機 骨 々 人 髄 は 上 時 の 下部 の その よう な 性 其 で こと 
れ は 又 遇 前 到 の 下部 の それ に 似 て いる 。 と で . 
は 休 紅 色調 存する も その 人 色調 は 湊 で ある 。 No. 
920 骨 諸 化 は 他 例 に 於 ける も の と 同じ 脂肪 
鱗 の 増生 及び 出血 性 徐 は 鉱 骨 の 他 部 に 於 で $ 注 
目 さ れ を た 。No. 930 崩 位 は 若干 出血 奏 浸 潤 及 び 
少 雪 の よく 限局 し た 出血 利 を 示す 。 No. 921 脂 
肪 瞳 も 光 増生 本 を 示す 。 機 崩 及び 吸 前 骨 に は 下 
第 レモ ン 色 が 見 られ を た 。No. 924 上 有 の 骨 談 < 
は 奈 明 な 増生 が あろ が 他 骨 で は そう で は な い 。 
No. 934 本 例 の 骨 誠 化 は 軽度 で 上 つ 小 肌 血 和 
の 存在 ある に 過ぎ な い 。 

AckERKNECHT (1913) 健司 及び 病 馬 120 頭 
の 消 骨 を 精 検 。 主として 紅色 器 に 就 て 吟味 し お 
る も ゃ 直接 俺 仙 に は ふれ て いな い 。 

CoMrNoTTr (1913) 脂肪 詳 は 全部 惑 は 一 部 
紅色 髄 に 凶 化 する 。 と れ は 条 性 型 で 刻 著 で ある 
が 慢性 例 で は 種々 の 大 さ の 紅色 蜜 を あら わす と 
と が ある 。 海綿 質 は 浦 慢 性 の 紅色 区 と な る 。 紅 
色 髄 は 出血 充血 で は な く 遂 血 元 進 像 で ある 。 

臨時 馬 疫 調査 委員 領 (1914) 表 談 幾 化 は 血液 
織 化 に つ ゞ いて 題 故 で ある 。 箇 性 例 で は 上 暗 大 
腺 の ょ うな 長 骨 の 横断 は 骨 丹 が 全 的 に 或 は 一 部 


_ が 條 出血 を 以 て 暗 紅 色 に 疾 ま る 。 衣 作 例 で は そ 


の 尊 化 念 性 例 に は 及ば な い が 答 狼 に 見 出さ れ 
る 。 須 延 例 で は 少 敷 病 徐 が 毎 常 存する 。 。 

SEypERHELM (1914) 第 2 例 ( 負 死 , 慢 任 非 
合併 例 ) 骨 賠 は 肉眼 的 に 大 腺 診 幹 は . 端 秩 軟 泥 , 
黒 紅色 , 組織 胸 的 に は 細胞 敷 極め て 多く 主 と し 
て 非 粒 性 細胞 か ら な る 骨髄 で ある 。 多く の 細 
胞 は 崩 髄 細胞 楼 及 び 頼 粒 形 成 の 傾向 を 示す 。 成 
束 し た 有 要 赤 血球 沖 は その 敷 装 し く 少な い 。 = 
ォ オデ ヂ ン 嗜好 細胞 は 少数 。 要する に 本 例 と 於 て は 
骨 呈 に 強度 の 遂 血 の 徴 を 具 を て いた 。 第 3 例 
( 殺 虎 分 , 慢性 非 合 併 例 ) 沸 検 上 上 豚 は その 骨 幹 は 
礁 ジェ リー 護 と 軟化 す 。 銭 下 に 検 す る と 細胞 吾 
極め て 多く 就 中 非 頼 粒 性 細胞 その 多 般 を 占 む 。 
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と れ と 並ん で 策 々 多く 骨 銅 細胞 , 小区 巴 球 , 有 
要 赤 血球 及び エ オ ジン 嗜好 詩 明 せら る 。 と れ を 
要する K 赤色 剛 こ に 於 て 強度 の 骨 鱗 化 生 を 示す 。 
THEILER 区 KEHog (1916) 種々 の 大 態 に 於 
て 骨 凶 化 を 移 ぼ うと し た 。 動物 の 多 敷 例 に 於 て 
上 腸 大 朋 を 栓 し た 結果 , 億 気 で 上 媒 れ た 動物 の 骨 
路 は 何等 特別 な 特徴 的 外見 を 示す も る の で な いと 
と を 知 つた 。 何故 な れ ば 完全 に 類 同 し た 所 見 が 
多 敷 の 他 の 原因 に + ょ つて 貞 れ た 動物 の 剖検 で 遭 
過す る か ら で あ る 。 
REINHARDT (1917) 
負 詩 明 さ る 。. 上 
STADLER (1917) 組織 区 的 に 多 敷 急性 例 に 
於 て 骨 鱗 細 胞 性 及び 骨 艇 細胞 性 渦 錠 を 見 , 侵 
性 例 で は 脂肪 本 が 紅色 増生 髄 に よ ょ つて 歴 排 せ ら 
れ で て いる 。 
WRrcHT (1919) 疾 り 人 信 の みか で な く 胎 生 義 
を は じ め 他 種 の 病 の 骨 魚 か ら ス メー ア を つく つ 
て 比較 研究 し た 。 その 結果 肉眼 的 に 紅色 調 を 星 


する の は 出血 より も 寧ろ 通例 は 埋 生 像 で ある と 


と を だ し か め た 。 

MRoWkA (1919) 脂肪 宰 の み 柱 禄 られ た 。 

LOHRS (1919) 間 NOINA2A 放 化 は 
認め られ な い 。 

pg KKock (1920) 俺 貧 馬 及び 多く の 他 の 病 
で 笛 し た 馬の骨 鱗 を 注意 深く 研究 し た 。 骨髄 に 
於 ける 特異 病 購 MM 
され で て いろ る 。 駐 TEEILER 和 & KEHoE の 討論 を 

し レ し か め る と と が で きた 。 婦 ち 侯 貸 死 を と NM 
物 の 骨髄 が 特別 に 特徴 ある 様子 を 呈し て いる と 
は 思わ れ な い 。 何故 な れ ば 正確 に 同一 の 汰 態 が 
極め て 種々 な 原因 で 死ん だ 場合 前 柱 され た 動物 
で ゃ る 章 遇 し た か ら で あ る 。 

、GERrAcH (1921) 発 疫 血清 馬 で 俺 貧打 呈 例 
の 骨 剛 を 検 し 微細 舌 汰 出血 の み を 確認 し た 。 一 
詞 他 の 種々 な 病 に 於 て も 正常 居 殺 馬 に 於 て も 精 
了 紅 色 作 至 黒 穫 掲 故 政 は 妥 汰 塊 に 化 する を 見 
7 を 

KsrsgR (1922) 長 骨 特に 上 肝 骨 器 栓 査 に 於 
て 中 人 心 端 の 海綿 骸 紅色 に じ 鱗 管 (medullary 
canal) の 葉色 髄 は 暗 紅 色 領 域 を 含有 し た 大 態 を 
経験 し た 。 但し これ は 他 の 病 の 場合 に も 遭遇 し 
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た を の で 和仁 江 骨 秋 愛 人 の 特 1 微 的 な も る の と は 認め な 
W。 
ZgLrER (1924) 2 例 に 於 て 千 汰 小 出 血 を (1 
例 に 於 て は 少 敷 , 他 の 例 に 於 て は 移し く 多 敷 に 
見 た ) 第 3 例 に 於 て は 黄 紅 色 胎 位 髄 中 に 生々 
廣 い 領域 に 主 つ て 紅色 和 を 誇 明 し た 。 お 4 
例 に 於 て 上 時 の 中 心 端 に 暗 紅 色 海 綿 様 髄 
"MP 
上 記 3 例 に 於 て 出血 と 認め られ た 限局 部 は 小 出 
押 乃 至 切断 され を た 小 血 管 で ある と と が 誇 明 され 
細 胆 要素 の 存在 は 極め て 超々 た る も の で 白血球 , 
有 概 赤血球 , 巨 態 細胞 , 殖 儀 組 腸 は の め られ な 
0 つら 

WRrcHT (1925) 多く の 著者 は 億 委 馬 の 紅色 
鱗 を 目 し て 特徴 的 な る の と 記載 し て いる が 著者 
は 1909 年 に 公 に し た 研究 か ら こ と れ に と は 寿司 で 
な きい 。 

SCHERMER (1927) 骨 鹿 に 関し て は 展 々 非 水 
粒 性 光 巴 様 細胞 の 増 多 を 示す 一 方 赤 析 球 の 正常 
産生 が 障 得 され る の みな ら ず 赤血球 自身 0NNM 
病 毒 に よ つ て 牙 撃 さ れる た め 骨 髄 の 増強 要 
溶い 得 な いも の で あろ う 。 

葛西 ・ 小 倉 ・ 館 洋 ・ 佐 藤 (1931) 自然 解 死 例 
の 大 部 分 (15 例 ) 及び 人 工 感染 例 (13 例 ) に 
於 て 股 崩 の 赤色 詳 を 記載 し 論文 紀 括 に 於 て 長 骨 
骨髄 に 於 て 造血 組織 の 出現 あり と 区 ぶ 。 

LAMARRE (1933) 1 例 で は 医 血 機能 は 刺 電 


汰 態 に な い 。 


HJARRE (1938) 骨 談 窪 刺 塗 抹 標本 に 就 て 研 
宛 し た 。19 例 の 正常 崩 秋 多 を 8 乃至 22 歳 馬 に 
就 て 検 し た 成績 : Myeloblasten 1.5-2.5, 
Promyelozyten 1 て 2.5 の , Myelozyten 2 て 5 央 , 
Metamyelozyten 5<15 錠 , 樺 汰 多 形 5.5 ン 
11, segmentkernige Neutrophile 6.5 て 14 央 , 
Eosinophile 0.5>1.5, Basophiie 0 て 0.5 央 , 
光 包 細胞 2>6 完 , プ ラズ マ 細 胞 01 て 1 央 , Pro- 
normormoblasten 1.5 て 3 源 , basophile Nor- 
moblasten 4.5 と 9, poly- u. orthochroma- 
fische Normoblasten 40 て 60, その 他 1 ン 
2 少 , Promye'oblasten 様 細胞 (恐らく 幼 若 
Myeloblasten), 笑 敷 の Monozyten 並び に 少 
争 の Retikulumzellen 及び 分 類 不能 の 細胞 で 


OCSM YUR A プ ジブ 刀身 か 本 ディ 。 し JA LA は まき UM | E 品 ) 4 お ッ ザ リプ. 
衝 M あ Ya が 1 vw 0 し か り の AO 縛 WW nM 胡 品 の AI 和 ンタ 
リス 8 VC し 6 2 7 よせ プリ ui りう 1 

0 で 『 ML 7 りか リ いい - 
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あろ 。 注目 すべ き は 人 の 場合 に 比 し erythro- 
poet. System か ら の 細胞 出現 豊富 な と と で 馬 
で は 50~68 を 算 を た ( 窒 均 値 58 多 )。 俺 貸 
馬 に 就 て は 4 7 て 9 歳 馬 8 頭 が 検査 され を た ( 綿 
澤 約 50 同 胸 崩 骨 究 刺 )。 本 に 正常 策 に あつ て 析 
液 が 空 刺 液 に 混 ま る 。 その 程度 は 種々 で ある の 
で その た め 種 々 な 骨髄 細胞 の 比 奉 的 分 布 に 形状 
を もたらす 。 現在 迄 の 経験 に よれ ば 億 所 馬 で は 
冠 刺 液 に 血液 の 混入 する こと 多く 且つ その 程度 
張 く 面 し て 特に 熱 庫 作 と の 開 贈 に 於 て で ある 。 

強度 に 血液 泥 入 す る 場合 究 刺 液 の 比 座 的 組成 は 
血液 の 其 に 接近 する ( 或 る 1 例 で は 約 57 多 


segmentkernige Neutrophile 及び 唯 わ まず か に 


約 3 多 Normoblasten) 。 張 い 混入 例 と の ぞ き 芝 
器 細 胞 の 分 布 は 次 の ょ よう で ある : Myeloblasten 
1ー5.5 劣 , Pro nyelozyten 0.1~5 錠 , Myelo- 
zyten 2>15, Metamyelozyten 6-21, 
Stabkernige 2.5 て 9 劣 , segmentkernige Neu- 
trophile 0.5>21,Eosinophile 0 て 6 錠 , Baso- 
phile 0<1.5, 光世 細胞 4^21, プ ラズ マ 細 
胞 0 て 3 少 , モノ チー テン 約 2 迄 , promyelo- 
blastahnlich 0 て 2 央 , Pronormoblasten 0.5 て 
6 狐 , basophile Normoblaten 2> ン 11 欠 , poly- 
u. orthochromatische Normoblasten 15 て 
51, erythropoetisch. System より の 細胞 
敷 1756 錠 ( 歪 均 値 39)。Retikulumzellen 
(時 と し て 信 喰 赤血球 含有 ) は 正常 馬 に 於 ける よ 
り も 敷 多 し 。 骨髄 細胞 は 更に 比較 的 低 度 の 帝 性 
病 凶 ( 特 に 成 茸 せな る) を 示し 加 之 若干 の mangel- 
hafte Kernplasmareaktion を 示す 。 崩 骸 
像 は 病 の 経過 に 伴い 若干 の 推移 を 示す が 正 液 
像 の それ と 和 完全 に 併行 開 係 を 示さ ず 大 衣 に 於 て 
反 應 の 特徴 は Normoblasten の 減少 及び Re- 
tikuiumzellen 並び に myelonsche Elemente 
の 増加 で あつ て 左 方 差 移 を 伴い Myeloblasten 
迄 産生 させ る 。 人 の 大 概 の 俺 染 病 で は 左 方 幾 移 
は Promyelozyten を と を る と と が な ない (ScHDUL- 
TEN 1937 ) 。 

市 井 (1939) 佑 気 馬 の 生 吉 染色 に 際 し 骨 骸 所 
見 と し て 網 災 織 細胞 及び 静 須 鶴 内 上 肥 の 色素 失 取 
一 般 に 著 明 な る を 見 た 。 

NEwEc (1939) 第 4 例 大 乳 骨 に 赤色 前 あ 


し ビィ 
EKMD 
1 gr 1 





り 細胞 は 主として 沖 様 細胞 に し て 分 薬 科 互 細 
胞 , 赤血球 , 赤血球 母 細 胞 , エ オ ジン 嗜好 , 骨 
鹿 細 胞 及び 割合 多い ジ デ ロ チ ー テ ン 。 第 6 例 
第 4 例 に 似る ろ 。 然 し 細胞 は 若干 粗 毅 な る も 光 巴 
様 細胞 敷 造 に 多 し 。 第 7 例 赤色 髄 あ り 。 但し 
構成 細胞 に 汐 刀 様 細 肥 極め て 少し 。 充 衝 血 管 と 
骨 和 細 胞 。 互 細胞 , エ オジ ン 嗜 好 及 び 捧 幸 デ 
に oy トン 

市 川 ・ 三 浦 ・ 渡 衝 (1940) アテ リンキン 氏 法 及 
び 小 宮 氏 法 を 参考 と し 馬 に 適する 骨髄 符 刺 器 を 
考案 し 俺 貸 診 衛 上 と の 應 用 が 多大 の 刺 果 を も た 
ら す べし ょ と 迄 べた 。 ' 

石井 ・ 池 田 (1942) 人 刊 貸 馬 に 所 見 する 菅 英 究 
刺 液 の 有 要 赤 血球 狂 像 は 病 的 経過 徒 つ て か な 
り 獲 化 に 宮 ん だ 推移 と 示し た 。 即ち ①) 径 作 
期 に 於 て は 有 要 赤 血球 敷 の 減少 , 有 楼 赤 血球 比 
( 細 朋 細胞 に 習 す る ) の 減 率 を 來 た し 病 性 引 度 
な も の に と 於 て は 未 分 化 有 要 赤 血球 の 増 府 は 全く 
所 見 さん まず と れ に 反し 翌 度 な る の に 於 て は 未 分 
化 有 要 赤 血球 の 増 率 を 明 に 誠 明 する 。 猛 新 る 場 
合 幼 若 無 要 赤 血球 の 題 此 な ( 堅 基 性 赤血球 , 多 
染 性 赤血球 等 ) 増 率 を も 赤 認 め る と と が で きる 。 
(2) 熱 分 利 後 魚 り 長く 経過 せ ざ る 病 馬 と 於 て は 
骨 詳 の 有 要 赤 血球 敷 も 恋 その 比 座 も 増加 し 有 要 
赤血球 の 未 分 化 細 胞 た る Proerythroblast, 
Makroblast 系 の 細胞 も 依然 高座 に 計 明 され 丸 
Normoblast の 未熟 細胞 並び に 未熟 無 租 赤血球 
の 検出 も 多い 。 但し 熱 分 利 後 の 病 馬 と 共 も 本 病 
毒 に より 衣 骸 が 器質 的 に 障 旭 を 彼 つ た も の に と 座 


く 経 包 し た 病 馬 に 於 て は 骨髄 の 懇 赤 血球 並び 
に 綿 有 要 細 胞 に 畔 する 有 桜 赤血球 の 検出 比 は 洒 
区 健康 骨 に 近 寄 つ て くる 。 

俺 委 馬 61 頭 の 如何 な る 病 的 時 期 の 病 馬 の 助 
骨 衣 究 刺 液 に も 胸骨 本 光 刺 液 に も 全く EHRTiCH 
一 派 の JMegaloblast を 和 縮 見 し 得 な か つた 。 丸 
DoAN, SAsrN 一 派 の Megaloblast と 巻 を えら 
れる 原始 細胞 は 健康 馬 に 1 以内 に 誇 明 され 人 刊 
の に 於 て 軽度 の 増 率 を 所 見 し た が 人 の 悪性 気 血 
に 見 る や うな 高座 な 病 例 は 1 例 だ に 和 世 見 され な 
か つた 。 
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胸骨 航 液 有 核 赤血球 敷 (健康 馬 ) 

















No. 399 「 Noz'405 「 No. 412 「 No. s96 | No. 402 「 No. 4C4 | No。 395 | No. 403 | 下 意 
























































86.700 | 71.020 | 64.800 | 64232 | 59974 | 54558 | 38.280 | 35.480 | 59380 

侯 貧 馬 ( 熱 放 期中 ) . 信 貧 馬 ( 熱 施 利 後 10 日 以内 ) 

No. 391 | No. 365 | No. 390 | 062861 No。 362 | No. 214 | No. 390 
57.730 | _48.000 | 10.965 「 8e80 2 50.860 | 26,886 | 10.153 
偉 貧 馬 ( 熱 分 利 後 30 万 至 6C 日 侯 貧 馬 ? 熱 分 利 後 3C 日 
無 熱 に 細 過 ) 刀 到 60 日 の も の ) 

No. 374 | No. 385 | No. 333 | No. 348 | No 0 が NOS0 | No. 323 

68,540 「 63.050 | 51.000 | 41885 | 15.c20 72.900 「 9.323 


偽 貧 馬 ( 熱 分 利 後 60 日 乃至 1 カ年 の も の ) 


No。 258 | No. 234 | No. 384 | No. 378 | No. 319 | No. 358 | No, 122 | No. 30 








99.060 」 88,825 「 68.C40 「 58,270 | 53.C64 | 31.817 「 27,135 | 20.202 


侯 委 馬 ( 熱 分 利 後 1 ヵ年 以上 の も の ) 
| No 3 




















87067 | 77000 | 73.625 | 67.080 | 63.648 | 6C.900 | 6C.696 「 59.311 | 58.320 | 56.854 



































船 に 於 ける SONSSOSUDDNKN 有 旨 に 似る 赤 四 球 敵 の 年 均 値 に yy の シン 

検 。: 童 必 か 王 作 中 | 分 後 0 時 人 | 年 入 和 。 検査 馬 | 信 府 呈 | 導 義 人 中 | 分 訂 後 OH の 区 後 | 分 利 後 | 分隊 後 
有 核 赤 血球 敷 . 59.380 | 31.446 29.050 47,979 59.657 59.743 
Pro-erythrob1ast 0.43 め 0.86 1.2 め 2.25 多 0.77 狐 0. 5 多 
Makroblast 1.62 狐 6.23 狐 3.5 多 4.31 狐 3.34 狐 | 2.57 狐 
Normo. blasst 95.0 81.8 多 90.0 e4.7 狐 87.2 多 91.5 狐 
Normo Baso 填 Poly 43.0 狐 47.6 狐 C9.029 3.4 54.1 55.1 狐 
Nomro. Orth. 52.0 34.2 | 26.7 久 21.8 狐 33.1 多 36.4 狐 
Mitose 「 ! 1.81 多 2.08 1.7G 多 9 23 多 1.47 源 1.63 多 
Erythrocyte Baso 十 Poly 1.07 少 7.5 狐 3.1 3.7 ・ 5.1 多 2.3 多 

















加藤 ・ 松 尾 ・ 桑島 1942) 戦地 の 26 頭 患 馬 , ある ( 将 者 試み に 別表 1 及び 2 の 白血球 有 分 比 
うち 13 頭 は 有 熱 期 他 は 概ね 無 燈 期 。 胸骨 角 密 計算 及び 3,4 の 骨 鹿 像 と を 比較 し て 見 た が が 大潮 
刺 液 に 就き 全 有 桜 細胞 300 箇 を 戦う 。 大 電 概 細 桜 細胞 の 多少 に 併行 開 係 は 認め られ な い 。 タ 右 
胞 : 健康 馬 並 びに 俺 気 馬 の 間 に 大 な る 差異 を 認 者 等 の 言う 俺 気 馬 骨 航 像 と し て 大 日 桜 細胞 が 多 
め 難 く 僅 に 俺 外 馬 に 於 て 増加 の 傾向 を 認め た 。 いと いう 傾向 を 読 く の は 適正 で な い )。 有 要 赤 
但し と れ 等 少 青 な る 細胞 の 百分比 は 有 要 赤 血球 血球: 次 表 参 照 。 














を 除い た 多 敷 の 細胞 を 計算 の 上 決定 する 必要 が = 

熱 衣 期 例 
間 剖 間 Wh 2 Ptelelilslelelal テ ele 
有 核 | 正常 |15.2| 23.0|20.0| 7.3| 19.0 | 20.1 | 24.1 | 16.1 | 6.6 SN 15.1 | 15.3 
午 湖 的 |57.2| ss.4 | se.o |10.6 | 28.7 | is.2 | 20.3 | 9.7 | 44.1 5.4 | 19.0 1.0 | 8.0 






































】 





Ex 。 


MDAC て いり 0 間 AWTNS 導い 0 
_ いし ち NR で 1 ロ * 。 を PL 。 に に ぃ 員 G - ・ 
し と 「 ト 。 1 MM KN し MA Wh 5 い 、 NNYNIR CN LM _ あ いや DA iP WM 
『 z て P た (MI Li RT) LA 
NO WU NN 
き UTM WW 


の 


162 





te 


4 か 











ビ 


正 
病 的 


常 |15.8| 5.5| 18.8|31.3 | 5.6 
S 8.0 | 15.6 | 38.1 | 28.7 | 25.4 
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30.3 
22.7 


20.3 
36.7 


14.7 
22.7 


22.9 
13.2 


322.0 
28.3 


22.8 
18.5 


























な お 健康 馬 5 例 の 正常 有 桜 赤血球 は 42.8, 
34.8, 27.8, 26.0, 51.1 で ある 。 

健康 馬 に 於 て は 正常 有 楼 赤 血球 殆 ん ど 全 表 を 
占め 3 例 に 大 型 の ぉ ゃ の を 若干 混在 する も 病 的 大 
型 有 要 赤 血球 に 属す る も の を 見 な い 。 然るに 俺 
竹馬 に 於 て は 正常 有 楼 赤 血球 に 比 し 大 型 小型 暗 
欧 9 の 占 む る 割合 は 其 だ 大 で あつ て 特に 有 熱 期 の 
も の に と の 傾向 強 き を 見 る 。 俺 貧 馬 に 於 て は 有 
桜 赤血球 は 原形 質 故 し く 強 き 基 性 を 星 し 多 染 
性 な る も の 多く 概 の 網 様 構造 の 不 規則 な る も の , 
染色 性 鈍 き も る の, 楼 の 偏在 する も の , 原形 質 に 
空 泡 形 成 を 認 む る も の 等 多く 小型 有 要 赤 血球 に 
於 て も 同様 に 原形 質 の 多 楽 性 , 要 の 濃 紗 , 網 様 
構造 の 骨 壌 乃至 不 規 則 な る 汰 態 , 原形 質 の 窟 泡 


形成 等 を 認め た 。 暗 型 有 楼 赤 血球 は 概ね 小型 の 


も の 多く 偏在 , 種々 な る 形 秩 の 北 化 , 染色 性 の 
手 化 等 を 見 る 。 
人 信 15 

CARRE et VALLEE (1906) 一 般 に 腫 大 , 淡 黄 
色 , 時 に 非常 に 小さ 白斑 時 を 散在 し 惑 は 定型 
的 の foie cardiaqgue の 態度 を と ろ 。 極度 に 脆 
く て 肝 組 織 は 宴 に 角 れ た だ け で 裂け る 。 と れ は 
少し も 死後 退化 で は な い 。 我 そ の 章 検 は 綿 て 必 


殺 例 に 就 て 次 施さ れ た も の だ か ら で あ る 。 肝 の 


腕 い と と は 時 に 我々 が 次 の こと を 見 る 程 の る の 
で ある 。 即ち 病 畜 が 少し 負 暴 に ね た り し た 時 に 
肝 破 裂 が 起り 腹腔 出血 の た め に 死 が 訪れ る 。 

HEwpgr (1908) 策 質 性 肝炎 が ある 。 第 4 台 


馬 で は 哀 汽 も 誇 明 され た 。 


MogrR (1910) 肝 に は 異常 の 認め られ な い 
の が 常 で も る が 時 に は 幾 性 徐 を 少 許 示す 。 
FrNzr(1911) Kierman 腔 可 衣 性 と な る 。 細 
胞 破 協 は 心臓 甘 で は 軽い 。 破壊 電 の 周 園 で は 静 
脈 撫 張 充 乾 する 。 と の 千 血 は 近隣 小葉 周 痛 毛細 
管 に 及ぶ 。 以 上 は 秋 性 例 所 見 で ある 。 慢性 型 で 


は 全 臓 器 に 全身 性 Mononuleose を 伴う 百 血 球 . 


枝 も 北 竹 し 肝 


浸 深 が き , つい で 血管 は 繊維 素 及 び 科 褐色 索 な 
を の 上 皮 C に 小 吾 普 を 見 る 。 後に は 術 維 素 は 満 
を 血管 の 筋 礎 も 消え を る 。 一 方 静脈 歴 は 俳 閥 性 
に な る 。 人 小葉 内 毛細 管 は 攻 炊 振 張 し 耳 つ 同時 と 
軍 李 性 細胞 及び 色素 細胞 で 以 て つら ぬか れ 次 と 
は 爾 他 の 肝 組 織 成分 は 消 を て ゆく 。 若干 の 門 脈 
管 と は 化 が 見 られ な い 。 

Van Es, HARRIS & ScHALK(1911) No.562 





_ 肝 に 割 を た 入れ る 際 多 少 刀 に 抵抗 を 感 まる 他 肉眼 


的 に は 正常 と 異 る 所 が な い 。 切片 標本 に 於 て は 
新鮮 と 思わ れる 白血球 浸 演 が 間 質 に 認め られ 
る 。 併 し 或 る 小 配 に 於 て は 中 心 静 須 周 園 及び 邊 
質 細胞 問 に 園 形 細胞 (round cells) を 認め る と と 、 
が で きる 。 切片 に は 通常 到 る 所 に 色素 沈着 が 見 
られ る 。No.640 肝 は 多少 腫 大 し その 色 は 濃く 
表面 は 繊維 素 に 覆 わ れ て いる 。 切片 標本 に よれ 
ば 定 質 好 性 及び 間 質 性 肝炎 が ある 。 多 粗 小 葉 は 
多少 と も 白血球 浸 光 と うけ 了 且つ 或 る 場合 に ほ は 浸 
潤 細 胞 は 小男 形 限 界 明瞭 な 病 電 部 を 形成 し て い 
る 。 中 等 度 の 鐘 色 素 沈着 が 認め ち れ る 。 No. 635 
肝 は 腫 大 充血 し 且つ 脆い 。 組織 昼 的 に 新鮮 な 間 
質 性 白血球 浸 渡 が 見 られ る 。 小 茎 内 に は 多 敷 の 
財形 細胞 が 見 られ る 。 中 等 度 の 僚 色 素 沈着 が あ 
る 。 No.744 小葉 は その 限界 常に 比 し 明瞭 且つ 
被膜 は 緊張 し 且つ 邊 縛 は 鈍 で 色 は 湊 青 色 を 呈す 
る 。No.855 癒着 性 肝 周 園 災 の 他 認 む べき 龍 化 
は 認め られ な い 。TNo.857 肉眼 的 に 著 絵 は 認め 
られ な い が 鏡 下 に 開 質 並び に 小葉 内 園 形 細胞 浸 
油 及び 定 質 角 性 が 栓 せら れ た 。No.867 肝 の 大 
さ 常 , 組織 學 的 に 題 著 且つ 新鮮 な 問 質 性 肝 委 が 
認め られ た 。No.902 肝 の 大 さ 常 。 一 部 横隔膜 
こ 癒着 。 No.903 癒着 の 他 著 痛 記 め られ ま 。 
No. 642 著 北 認め られ まず 。No.639 著 明 な 間 質 
導 護 明 さ れ 婦 大 量 の 白血球 小葉 内 へ 浸潤 , 鐵 色 
素 沈着 及び 軽微 な 肝 細 胞 脂肪 公 。No.743 20 ボ 
ンド 。 軽度 充血 及び 横隔膜 と 疹 着 。 切片 で は 題 
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著 な 竹 質 粒 及び 圭 度 の 鐵 色 素 沈着 。 
著 毅 な し 。No.816 大 さ 常 , 外面 に 繊維 素 附 着 
す 。No.920 大 さき 1.5 倍 腫 大 , 疹 着 性 時 周 園 
及び 央 色 素 沈着 。 切片 で は 間 質 笑 著 明 且つ 写 質 
- 細胞 頼 粒 性 織 化 及び 鐘 色 素 沈着 。 No. 921, 924, 
著 嬢 な し 。 No.934 軽く 腫 大 。 
CoMIiNOoTTr(1913) 邊 質 細胞 の 織 作 あり 。 


No. 723 


SEYDERHELM (1914) 以下 混合 感染 を 伴わ な 
慢性 例 。 て 第 1 例 ] 著しく 腫 大 13 kg 六 色 を 
著 べ る 肝 質 は 硬度 軟 , 且つ 脆く 割 耐 に 固有 の 
網 決 話 あ り , 組織 像 。 肝 細胞 索 問 に 於 て 異常 に 
細胞 豊富 な 組織 が 多 敷 個所 に 認め られ と れ を 歴 
排 し て いる 。 騰 振 大 で 皮 に 判る よう に と の 組織 

二 汰 を 時 し 小葉 周 絆 に 於 て 最も 強大 で ある 。 
肝 固 有 組 織 と の 開 係 は 不明 瞭 で 宛 も 異物 の よう 
に 見 を る 。 と の 他 , 騰 管 周 園 血 管 に 洛 つ て 非常 に 
強い 細胞 性 集 狭 が 見 られ る 。 強 振 大 で 見 る と 網 
次 基質 が 存 し その 中 に 後に 記 本 す る よう な 細胞 


が 横 た わ つ て いる 。 と の 細胞 は 概ね 彫 形 均質 桜 . 


及び 狭小 な 原形 質 を 有する が 中 に は 若干 の 稽 々 
大 形 分 葉 要 を 有する 楼 及 び 沖 紅 原 形質 及び 絞 控 
楼 , 悪 鈴 桜 , 分 芽 和 を 有する 細胞 が 混 じ て いる 。 
な ち ぉ 細胞 中 に 濃 護 レ た 桜 片 を 蔵 す る る の も あ 
る 。 とれ 等 の 細胞 は 本 し て 沖 球 大 及び その 桜 
を 有する 。 と の 他 多 量 に 遊 在 性 久 は 細胞 に 失 取 
され た 色素 及び 楼 を 矢 つ た 血球 が 見 られ る 。 と 
れ 等 の 細胞 は 大 概 血 球 の 紅色 と 司 別 し 得る 染色 
性 を 呈す る 原形 質 を 有 レ て いる 。 併 し 中 に は 血 
球 と 同じ 染色 を 呈す る も の が ある 。 婦 ち 強く 紅 
染 し た 細胞 は 要 の 強い 破片 化 を あら わす ( 赤 芽 
桜 細胞 の 月 境 )。 塵 基 嗜 灯 性 細胞 の 中 に は 一 部 
車軸 誠 桜 , 涙 汰 楼 , 桑 筑 要 及 び 姓 入 柱 を 有する 


も の が あろ る 。 と の 重 秩 組織 の 全 狐 は 著しく 骨 骨 


組織 を 隊 想 せしめ る 。 特に 一 種 の 細胞 ば か り で 
な く 非 常に 多く 若干 の 占 粒 細胞 ( 骨 炭 細胞 ) が 存 


在 す る か ら で あ る 。 細胞 敷 の 多く な い 他 の 場所 


で は 細胞 は 一 部 戸 に 本 れ て 横 た わ つ て いる 。 そ 
の 場合 細胞 は 緊 に 周 園 組織 と 結合 し て いる 。 
若干 の 場 所 で は 基礎 組織 は 刷毛 で 塗り つぶ し た 
よう に 見 を る 。 内 膜 細胞 と これ 等 細胞 と の 移行 
は と の 例 で は 見 出さ れ な い 。 有 座 管 周 園 及び 騰 管 
周 導 血 管 に 党 つ て 見 られ る 多 戦 細胞 は 同様 な 性 
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格 を 有する 。 鐵 色素 沈着 は 著 明 で ある 。 肝 の 浴 
抹 禁 本 で は 細胞 敷 極め て 多く 特 c 滞 包 細 胞 が 主 
で 赤 芽 細胞 及び 若干 の 頼 粒 細胞 ( 骨 骨 細 胞 及び 
白血球 ) が 上 銘 ら れる 。 

[第 2 例 ] 肝 腫 大 ,14 kg 被膜 特に 右 葉 上 部 は 
統 毛 を 附 す 。 肝 算 質 は 強く 溜 江 し て 脆く 石板 色 , 
瞳 褐 色 の 紋 理 ( 網 汰 ) 砂 明 。 組織 像 。 全 肝 は 細胞 
を 以 て 充 つ 。 と の 細胞 は 細胞 索 を 疎開 し 宛 も 白 
岳 の 如 し 。 強 き 振 大 で 見 る と と れ 等 の 細胞 は 
大 多 敷 大 形 の 光 巴 様 細胞 より な る 。 と れ と 並ん 
で 比較 的 多く 大 形 の 細胞 で 骨髄 細胞 柱 と 原形 質 
の 軽度 の 上 粒 化 を 示す も の が 見 られ た 。 赤 芽 細 
胞 は 稀 で ある 。 塗 抹 標 本 で も 同様 で ある が 就 中 
大 多 敷 は 光 思 球 性 特徴 が 題 著 で ある 。 高度 の 鐵 
色素 沈着 。 

[第 3 例 〕 肝 腫 大 13 kg 割 面 で は 小葉 父 分 明 , 
大 理 右 紋 様 。 組織 像 。 肝 細 胞 は 全く 任 を 示さ 
ま 。 個々 細胞 索 は 履 々 多 細 胞 組 織 に ょ つて 疎開 
され と の 組織 は 所 々 で 小 病 寺 を 形成 す 。 内 被 細 
胞 は 多く の 場所 で 原形 質 の 膨大 を 示す 。 と れ 等 
の 細胞 は 所 に より 和 殆 も 小 病 年 内 へ 移行 し て ゆく 
よう と 見 を る 。 崩 談 細胞 多く エ オ ジン 嗜好 細胞 
る 混在 す 。 塗 抹 標本 も 同様 。 

〔 第 4 例 〕 肝 腫 大 12kg 割 面 で は 肝 富 質 は 淡 
褐色 , 鞍 構 分 明 且 つ 軟 化 。 組織 像 。 塗 琵 横 本 細 
胞 極 め て 多 し , 大 多 敷 は 大 形 の 汐 巴 様 細胞 及び 
多 敷 の エ オ ジン 嗜好 及び 刻 基 嗜好 の 頼 粒 , その 
他 訪 髄 細胞 及び 大 形 の 母 細胞 。 極め て 稀 と 有 桜 , 
張 く 騨 基 性 原形 人 質 を す 赤 血球 。 と れ に 翌 應 し 
て 切片 に 於 て も 肝 細 胞 索 を 礎 迫 する 細胞 組織 。 
切片 と 於 て は 内 被 細 胞 は 多く の 場所 に 於 て 原形 
NMRMSNIJUHN NR 
中 等 度 の 鐵 色 素 沈着 。 

[第 5 例 〕 肝 12 kg 外面 淡 褐 色 。 所 々 手掌 面 
大 限局 性 の 淡色 部 あり 。 割 面 で は 淡 明 且つ 遂 構 
明瞭 部 を 示す 。 禄 面 一 般 に 笑 構 分 明 , 大 理 石 様 。 
貸 質 は 繊細 組 密 網 工 に ば 0 里 紅 色 索 誠 像 を はり 
まわ す 。 組織 父 。 . 肝 細胞 索 は 全 肝 多 細胞 組織 に 
ょ り 疎 開 さ れ 所 に よ ょ つて は 固有 像 を 失う 程 で 避 
野 に よ ょ つて は 肝 細 胞 素 を 全く 認め 得 な い 。 細胞 
は 大 多 粗 区 包 球 性 性 質 を 示す 。 と の 他 骨 鱗 細 胞 , 
多 敷 の = エ オ ジン 嗜好 細胞 , 若干 の 有 要 赤血球 。 
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中 等 度 の 鐵 色 素 沈着 。 

[第 6 例 〕 肝 腫 大 , 小葉 像 題 著 。 組織 像 。 肝 
細胞 の 高度 怒 性 , 廣 注 な 再 死 。 骨 環 組織 の 中 央 
SI 介在 する ( 拘 包 様 細胞 , 若 

の 骨 詳 細胞 , = オジン 嗜好 細胞 は な し )。 央 色 


0 
[第 7 例 ] 肝 腫 大 , 條 質 軟化 , 淡 褐 色 , 造 構 分 


明 。 組織 像 。 肝 細胞 中 等 度 の 毅 任 。 高度 の 鐵 色 
素 沈着 。 非常 に 強い 廣 汎 な 小葉 内 細胞 集 欠 あり , 
騰 管 周 園 $ 同 前 。 細胞 性 質 は 鬼 速 例 と 同様 に 骨 
喘 様 。 大 多 敷 は 大 形 の 汐 区 様 細胞 , これ と 並び 
内 髄 細 胞 , 若 十 の 日 血球 。 可 成 り 多 く の エ オジ 
ン 嗜 好 頼 粒 細 胞 。 


yp 人 放 志 補 科 栓 人 の 主計 


く 腫 大 , 偶 質 軟化 , 多 敷 の 血栓 。 組織 像 。 割 面 
に 於 て 異常 な 血管 。 肝 細胞 索 は 血 中 に は め と ん 
だ ょ う で ある 。 耳 つ 全 肝 に 異常 に 多 敷 の 細胞 よ 
りな る 組織 を は り ま わす 。 細胞 種 は 多 枯 と 殆 ん 
ど 同 じ 。 血管 周 園 病 電 で は クロ ー バ 葉 の ょ うに 
くびれ の ある 要 を 有する 細胞 が 多い 。 内 被 細 胞 
も 所 々 増殖 し て いる 。 と れ 等 は 笛 内 に 移行 し て 
いる よう に 見 を る 。 少 敷 の ェ オ ジン 嗜好 細胞 。 肝 
沖 胞 中 等 度 の 尊 性 。 強度 の 膳 汁 警 滴 。 色素 豊富 。 

〔 第 9 例 ] 肝 腫 大 , 重 質 軟化 , 小葉 像 分 明 。 
組織 像 。 全 肝 に 強大 な 小葉 周 交 性 細胞 集 導 見 ら 
る 。 光 巴 腫 を 見 る よう だ 。 個 々 の も の 就 中 小 な 
る も の は 園 味 を お び 球 状 で ある 。 犬 な る も の は 
本 合 し 且つ 小葉 を 疎開 さす 。 塗 抹 標 本 に 於 て も 
主として 小形 光世 様 細胞 で ある 。 若干 の 骨 談 細 
胞 , その 一 部 は 陥 凹 を 有 す 。 甘 明 な る 鐵 色 素 
沈着 。 

以下 訪 性 例 。 〔 第 10 例 ] 肝 腫 大 , 割 面 江 , 
混 砂 粘土 色 。 組織 像 。 細 菌 感染 に より 強く 閥 化 
し て いる 。 肝 細 胞 索 は 若干 跡 開 。 何 謀 に も 廷 血 
軍 は 見 られ な い 。 寺 色 素 沈 間 は な い 。 

人 工 感 染 例 。 第 1 同 試験 肝 腫 大 , 條 質 潤 
満 , 湊 色 。 組織 像 。 骨 談 様 化 の 開始 を 示す 。 
釜 質問 就 中 騰 管 周 園 性 細胞 群 は 多 遠 例 ほ ど で は 


な い 。 併 し 同 過 程 は 存する 。 と いで も 有力 な 


の は 大 形 光 巴 様 細胞 で と れ に な ゎ 顎 粒 性 骨 器 細 
胞 特 に エ オ ジン 嗜好 性 の も の が 認め らち れる 。 赤 
間 細 胞 は 見 られ な い 。 所 に 於 て 原形 質 膨大 を 





示す 多 敷 の 内 被 細 胞 が 隣接 する 血液 細胞 の 中 へ 
移行 し て いる 。 個 色 素 沈着 極め て 軽度 。 第 2 同 
試験 肝 下 等 に 腫 大 ,7.5 kg 割 面 に 於 て 偶 質 東 
化 漏 満 。 組織 像 。 前 例 と 同じ : 滞 思 様 細胞 , 頼 
粒 性 骨 骸 細胞 , 多 敷 の テオ ジン 嗜好 白血球 。 所 


所 で 多 敷 の 内 被 細胞 が 隣接 血液 細胞 に 移行 し て 


ゆく よう だ 。 極め て 軽い 鐘 色 素 沈着 。 第 3 同 試 
駿 肝 少 し く 腫 大 , 割 耐 に 於 て 淡 明 楽 , 奪 明 に 
大 理 石 綱 理 。 組織 像 。 卒 抹 で 多数 の 光 巴 様 細胞 , 
絞 搾 を 示す 赤血球 所 を 々 に あり , エ オ ジン 嗜 
燈 及 び 肥 用 細胞 目立つ 。 切片 で は 肝 毛 細管 は 洒 
巴 様 細胞 で 充 さ れ 所 に 要 絞 搾 を 示す 赤 血 球 , 
な あお 骨髄 細胞 , 極め て 多 表 の ェ オ ジン 嗜好 細胞 。 
膳 管 周 園 性 細胞 集 狂 は まだ 示さ な い 。 内 被 細 胞 
か ら 血 液 細 胞 へ の 移行 は 本 例 で は 極め て 確 貨 の 
ょ うに 見 を える 。 中 等 度 の 僚 色 素 沈着 。 

臨時 馬 疫 調査 委員 會 (1914) 肉眼 的 に 肝 は 多 
く は 腫 大 し 和 血 性 角 類 へ モジ デリ ン 浸 潤 , 


六 , 濁 腫 又は 脂肪 強 作 を 見 る 。 反復 病 徴 毅 作 の 


後 名 死 し 若く は 死に 至ら し め た 慣 骸 に 於 て は 礎 
大 し た 肝 の 表面 に 粉末 誠 , 網 又は 雲 片 其 の 小 
白色 斑 中 を 見 る 。 該 玉 貼 は 小葉 間 殊 に 小葉 の 隅 


- 角 に 位 し 時 と し て は 小 を 一 周 す る と と あり 布 


レ て 脂肪 浸潤 に 於 ける が 如く 隆起 せま 久 間 質 舌 
に 於 ける が 如く 改 藩 陥 還 す る と と な し 。 猛 時 と 
レ て 該 斑 同 の 分 界 不 明 で 肝 の 表面 並び と 割 面 に 
護 注 性 の 次 白斑 を 呈す る と と が ある 。 か よう な 
肝 は 鯛 れ る と 征 ぇ 硬く 充 責 する の を 和 常 と する 。 
鏡 下 に 度々 目撃 する の は 渦 腫 , 脂肪 浸潤 , 肝 細 
胞 壮 義 , 毛細 管 折 張 , 血色 素 殊 に へ モダ デリ ン 
浸潤 で あつ て 間 質 及び 小 華 内 に 於 ける 賠 形 細胞 
の 浸 浴 が 最も 題 閉 で ある 。 脂肪 浸潤 は 普通 見 る 
よう に 小葉 の 周 線 に な く て 中 心 机 匠 と 近 肝 細 
胞 に 存する 。 
可 晃 ・ 菊 池 (1917) 第 S 例 〕 水 血 及び 願 大 。 
〔 第 5 例 〕] 切片 に 於 て 小葉 閣 結 締 織 増殖 及び 周 
形 細 肥 肖 洒 中心 枯 財 較 用 細 肛 清 矢 爾 鈴 細 
胞 に 脂肪 頼 粒 を 容 る 。 
REgINHARDT (1917) 人 質 性 肝炎 , 稀 に 禁 膜 ' 
下 及 び 貸 質 内 出血 。 
SrAprER(1917) 鏡 下 像 。 急 性 型 で は 小葉 中 
心 郡 の 強度 の 血液 充 盆 , 中 等 度 の 佐 色 素 沈着 及 .』 








び 肖 血性 細胞 を 以 て する 毛細 管 任 浸潤 。 慢性 弄 
で は 小葉 中 心 坦 死 及び 纏 度 の 骨髄 細胞 性 浸潤 を 
あら わす 。 その 他 張 度 の 鐵 色 素 沈着 が 肝 細 胆 及 
び 一 部 の 淫 漂 細胞 に 認め られ る 。 一 部 の 色素 は 
遊離 し て 存する 。 

BErrkoBgR (1919) 切 泊 層 殺 例 6 例 。 肉 眼 
的 に 強く 腫 大 す 。 

TAFEE (1921) 組織 際 。 肝 の クッ ズル 星 細 掲 
は 俺 倫 に 於 て 色素 席 理 に 参加 する 。 皮 に 第 1 回 
の 熱 殴 作 後に は 同 細胞 は 大 形 の 色素 塊 を 以 て 飽 
清 大 態 と な り と の 他 赤 血球 , 血球 陰 彫 , 白血球 
及び 沿 商 桜 遺存 戸 を 含有 する 。 有形 物 で 充 油 し 
た 星 細 胞 は 園 形 化し 了 且つ 毛細 管 衣 か ら 遊 酎 す 
る 。 新 く 機能 外 に 出 て し まつ た 壁 細胞 の 代り は 
遺存 細胞 の 抽 殖 に ょ つて 償う 。 その 場合 鏡 下 に 
見 を る の は 増殖 星 細 胞 が 毛細 管 腔 を うち ば り し 
且つ 暑 内 の 色素 含有 細胞 と と も ゃ に 腔 を 完全 に と 
ぢ て し まう 。 効 若 な 星 細 胞 は 園 味 を 著 び た 椿 周 
形 で その 楼 は 園 く 芋 つ 繊 細 な クロ マチ ン 網 を 示 
す 。 ミ トー ゼ が 屋 * 見 られ る 。 原形 質 は ギュ ム ザ 
で 旭 紅 紫色 で 釣 に 若干 の 繊細 な 色素 笑 粒 を 有 す 
る 。 と の 細胞 形 は 第 1 に は 毛細 管 の 多 細胞 性 に 
基く 。 その 他 の 細胞 と し て は 赤血球 , 訂 富 な ェ 
ォ ジ ン 嗜 好 性 白血球 , 時 に は エ オ ジン 嗜好 家人 秋 
細胞 , 若干 の 光 世 球 性 プラ ズ マ 細胞 及び 多 形 要 
白血球 , 色素 細胞 は 大 量 に 中 心 静 了 脈 及び 肝 静 激 
枝 申 に も 見 出さ れる 。 門 静 須 枝 中 に は ずつ と 少 
い 。 嗜 管 周 園 組織 中 に は 汐 巴 球 及び プラ ズ マ 細 
胞 の 小 集 終 が 見 られ る 。 肝 細 胞 は 大 骨 帝 化 な く 
且つ 常に 含 佐 色素 は 見 られ な い 。 稀 に 活 葉 中 心 
及び 中 居 部 に 限局 性 の 軟化 軍 (Auflockerumss- 
herde) が 見 られ る 。 と れ 等 の の は 凌 紅 し を 
毛細 管 に 貰 か れ そ の 間 に 園 形 化 し 且つ 連絡 か ら 
は な れ ヒ アリ ン 獲 隆 或 は 空 泡 紙 作 し た 肝 細 胞 が 
模 わ つて いろ 。 病 が 慢性 に な り 且 つつ 熱 衣 作 が 重 
な る と 色素 沈着 は 強度 と な る 。 傷害 赤血球 を 異 
常 ヒ 多く 供給 され で て 腫 が 機能 的 に オー ベー ワー 


ク に な ちら と 性 細胞 は 洛 炊 高度 に 有 に 代償 する よ 


j う に な る 。 星 細 胞 は 活 溢 に 増 敷 し て 大 き な 連 け 
いい の あ る Komplexe と な つて 異物 の よう に し 
て 肝 寅 質 中 に 埋 状 し て いる 。 と の 組織 の 組織 義 
、 生 は 個 え の 育 期 を 比較 研究 し て その 成立 を 追 
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求 す る と と に よ ょ つて 明か に な る 。 組織 を 組成 し 
て いる 細胞 は 念 性 期 に 於 て 我々 が 貧 喰 星 細胞 と 
識 引 レ た も の で ある 。 貧 喰 細胞 は 今や と に 告 容 
に 妨 し あつ て いる の で 個々 の 細胞 を 別々 に 境 を 
定め る と と が で き な く な る 。 細胞 は 隣接 肝 細 胞 
未 を 歴 据 し 耳 つ 江 部 で は 刊 然 と 毛細 窟 の 壁 2 
ら 多 (Wandbelag) へ の 移行 が わか る 。 と の 坦 状 
増殖 部 が 歳 レ し て いる 鐵 量 を 正確 に 知る に は ター 
ン バ ル 法 に の み ょ る 。 種々 な 形 を し て あら われ 
を 淡色 頓 炎 及 び 塊 に ょ つて 充満 し 且つ 多く の 細 
胞 は 商 慢 性 に 強く 青色 こ 染 まる 。 星 細胞 の 問 に ギ 
ュ ふ ザ 染 色 で 若干 の 大 き な 強 い 啓 基 噌 好 性 細胞 G 包 
次 要 ) が 認め られ る 。 赤血球 供 喰 は 比較 的 稀 で 
ある の で 一 部 の も る の は 上 に 腫 で 色素 に 迄 虎 理 さ 
れ た 材料 が 血 流 で 肝 に 導 か れ た も の と 制 断 さ れ 
る 。 効 若 増 殖 刻 は 主として 光 色 様 細胞 か ら な り 
と れ か ら 大 き な , 色素 を 充 避 し た 細胞 集 疾 へ の 
移行 が 導 か れる 。 肝 細 胞 自 己 に は 何等 病理 的 な 
$ ぁ の は な い 。 就 中 鐵 色 素 を 有する と と は な い 。 
小葉 中 心 部 で は 皮 に 正常 時 肝 細 胞 に 出現 する 湊 
褐色 の 鐘 を 含有 し な い 思 粒 が 少し 増し て いる と 
と が 履 < あ る 。 膝 汁 血栓 を 見 た の は 稀 で ある 。 
門 岩 毛細管 中 の 血液 細胞 の 中 で は 第 一 に エ オ ジ 
ン 嗜好 白血球 が あげ られ る 。 騰 管 周 圏 結 締 織 は 
概ね 増し 耳 つつ 彫 形 細胞 及び プラ ズ マ 細 胞 に 富み 
その 間 色 素 を 含む マク ロフ ァ ー ゲ ン が 現れ る 。 
小葉 限界 は 明 膝 に な つて くら ちる 。 若干 の 肝 細 肥 は 
梁 材 か ら 離 ん て 増殖 結 締 織 中 に 見 られ る 。 検索 
10 例 中 織 か 1 例 に 於 て 上 記 所 見 を 見 な か つ を が 
と の 例 で は 腫 る 赤 装 し く 色 素 に 乏 し か つ た 。 
KgrssR (1922) 肝 は 或 る 例 に 於 て は 極度 に 
湊 色 , 他 の 例 に 座 て は 色 稼 に 書 化 な く , 但し 例 
外 な し に 脆い 。 

pg Kock (1923) 充血 , 脂肪 鍛 任 。 . 
ScgArk & RopgRrck (1923) 際 眼 所 見 。 肝 は 
肉眼 所 見 の 最も 類 著 な 所 で ある , 15 ボン ド 。 腫 
大 半 明 且つ 著 青 黒色 。 グリ ッ ン 氏 朝 軽度 に 厚く 
な り 比較 的 療 着 性 附 着物 に 逐 し 。 割 を 加 う る に 
組織 は 異常 に 硬く 肉眼 可 覗 血 管 に は 刻 著 且つ ょ 
く 柳 達し た 血 休 を 容 る 。 その 大 き , 硬 さ , 機 化 
の 次 態 か ら 判 まる と 血栓 は 古い る の で ある 。 鏡 
下 所 見 。 著 明 な る 息 質 性 が 見 られ る 。 可 な り 
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朋 環 を 伴う 。 諸 所 に 間 質 性 肝炎 が 目立つ 。 その 
場所 で は 結 締 織 新生 と 並ん で 百 血 球 淫 滴 あ り 。 
大 塚 923) 度々 目撃 し た の は 油 腫 , 脂肪 浸 


潤 , 肝 細 胞 葵 紗 , 毛細 管 猿 張 , 血色 素 殊 に へ モ . 


ジ デ リン 浸潤 で あつ て 間 質 及び 小葉 内 に 往々 ぇ 友 
明 の 園 形 細胞 浸潤 を 呈し た 。 

ZiEGLER 層 Worr (1924) (1) 俺 各 念 性 期 肝 
腫 大 故 し く な い 。 毛細 管 中 に 多 敷 の 鐵 色素 含有 
マク ロフ ァ ー ゲ ン ( テ ジ デ ロロ チー テン) を 容れ た 
$ も の が 小葉 全 衣 に 認め られ る 。 肝 毛 細管 の 内 被 
細胞 ば 概ね 鐵 頼 粒 を 先 全 に 有 | し な い 。 少 敷 例 に 
於 て の み ター ンズ ベル 陽性 の 壮 細 青 色 陸 を 有する 


が 細胞 形 は 正常 紡 鍵 形 で ある 。 肝 細 胞 自己 申 


は 鐵 含 有色 素 は 決し て 見 られ な い 。 マク ロフ ァ 
ー ゲ ン 内 の へ モジ デリ ン 洗 着 に は 区 の 特色 が あ 
る 。 即ち 大 な り 小 な り の 濃 青 色 C 染 つた 個 是 粒 
は 細胞 衣 内 に 遊 在 し て いな い の で 精々 大 き 目 の 
空 泡 の 中 に 封入 され て いる 。 と の 裕 泡 は 衝 線 だ 
けが 青色 環 と し て 目立ち 他 は 軽 後に 群青 色 に そ 
まる 。 と の 鐵 含 有色 素 と 並ん で 時 に は 又 同 一 の 
マク ロフ ァ ー ゲ ン 中 に と 一 つの 或 は 多 敷 の 赤血球 が 
封 人 され て いる 。 と の 他 の 毛細 管内 性 細胞 ( マ 
グロ ファ ー ゲ ン と し て で て 赤 析 球 だ け を 含む も る の 
赤血球 貸 喰 細胞 ) 及び 精々 少 い 光 包 様 細胞 
の と と に と 就 て は と ヽ C 詳 本 し な い 。 (2) 俺 貧 慢 
性 期 。 と の 時 期 に は 含 鐵 色 素 が 腫 肝 中 に 出現 す 
る と と に 開 し Stationare progressive Anamie 
と LOHRS の Wechselfieber と の 間 に 大 いな 
る 差異 が ある 。 Wechselfeber* で は 肝 に 於 て 
病 帝 を 呈す る と ょ 稀 : 少 敷 例 に 於 て の み (21 例 
中 3 例 ) 肝 毛細 管 中 に 若干 の 含 僚 マク ロフ ァ ー ゲ 
ン が 小さ な 香 激 集 導 と し て 見 られ る 。 肝 毛 細管 
内 彼 細 胞 並 びに クッ ペー 性 細胞 に は 姓 化 な く , 
肝 細 胞 は 完全 に 正常 。 

Stationare Anamie の 場合 に は 肝 毛 細管 中 
に か れ 少 か れ 多 敷 の ジ デ ロ チ ー テ ン が 見 られ 
その 一 部 は 個々 別々 に , 他 の 部 で は 小 群 に な つ 
て 横 わ つて いる 。 と の 徐 洪 配置 は その 構造 及び 
機能 か ら 見 て M. B. Scmwrpr が 脇 切除 マウ ス 








ま 。 ZIEGLER (1924 ) : 
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肝 で た し か め だ た も の と 相 應 し て いる 。 我 々 は 
JAFFE と 同じ く と れ を 含 鐵 竹 組織 球 性 遊走 と 解 
する 。 肝 毛 細管 内 被 細胞 は 若干 例 で は 色素 な く 
他 の 例 で は 鐵 頼 普 の 畿 細 な も の を 有 し その 形 ! 





殆 ん ど 導 化し て いな い 。 肝 細 胞 は 鐵 含 有色 素 を 


全く 有 し な い : 中 心 静 脈 中 に は 少量 の リボ フス 


チン が ある 。 


ZrEcrgR (1924). (①1) 入 性 及び 急性 期 

肝 は 展 々 軽度 に 腫 大 する 。 毛細 管 中 と 多 敷 の 
管 腔 内 に 遊 在 する へ モジ デリ ン 含有 マク ロフ ァ 
ー ゲ ン ( ジ デ ロ チ ー テ ン ) が 誠 明 され , と れ は 一 
部 は 在 等 に 小葉 内 に 認め られ る が 大 概 は 筆 ろ 中 
心 尊 肛 の 周 園 に 集 狗 し て 見 られ る 。 と れ 等 の ジ 
デ ロ チ ー テ ン は 多かれ 少 か れ 多 敷 の 鐵 類 粒 を 含 
有 し と れ は 双 大 形 の 塊 に 融合 する 。 タ ー ン ベル 法 
に こよ ょ る と 鐵 合 有 量 の 程度 に ょ り 淡 乃至 深 暗 青 色 
に 染 り 耳 つろ カル ミン 習 比 染色 を 施す と 異 帯 に は 
つき り 楽 め 出さ れる 。 これ 等 の 毛細 管内 含 歳 細 
胞 と 並ん で 内 被 細 胞 及び クツ ペー 星 細 胸 も が 多 
か れ 少 か れ 多 敷 の 敏 細 鐵 頼 粒 を 含有 し て いる 。 


その 際 何 等 の 獲 化 も 見 られ な い 。 肝 に 於 ける へ 


モジ デリ ン 含 有 細 胞 集 導 は 前 報 に 於 て は 急性 10 
例 に 於 て 誠 明 レ し た 。 その後 Sachsen の 急 性 15 
例 で と れ を 見 た : 線 て と れ 等 の 例 は 臨床 的 , 流 
行 病 在 的 及び 邊 験 的 (OPPERMANN の 家 東 息 双 


陽性 ) に 俺 貸 と 認め られ た 。 と の ジ デ ロ チ ー テ 
現 は 介 性 億 貸 に し て は 注目 に 値 す 


ジ 毎 常 出 
る 。 この 鍵 化 が 特異 釣 な る の で あり 且つ 組織 診 
断 に 有意 義 な る の で ある と と は 前 報 レ た 。 

(②) 慢性 期 。 と の 時 期 で は 貞 死 例 と 切迫 居 


例 と 殺 虚 分 例 と で 病理 組織 像 は 異 る 。 発 死 及び 


功 近 居 殺 例 肉眼 所 見 。 定型 的 網 様 絞 理 を あら 
わす 。 組織 所 見 。 肝 毛 細管 内 に ジ デ ロロ チー テン! 
集 凌 。 と れ に 多かれ 少 か れ 多 敷 の 光 包 様 細胞 出 


現す 。 新 る 慢性 例 で は 鐵 色 素 細胞 は 大 或 は 小 病 
窟 と し て あら われ こと れ は 一 部 は 中 心 學 刻 の 周 園 , 
一 部 は 不 規則 に 小葉 中 に 撫 つ て いる 。 と の 際 星 
細胞 は 夫 汰 に 増殖 し た と 知ら れ て いる (所 講 組 』 4 


織 球 性 置 )。 今 述 べ た 肝 ( 肝 人 人 は 人 


0 ンー e て 
クー 
ん 2 の か が 


間 
この 名 兎 は 万 棄 する 。 何 故 な れ ば LOERS 自身 これ を 用 いな か つた し , 個々 佑 貧 例 鱗 
り 鋭く 分 ける こさ が 不適 常 で わる さい う 紹 上 張 を 重ね て きた か ら で あ る 。 


リ 







』| 7: 0 | 23 【 
0 
Au 人 人 0 2 
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の sporadische u. stationare Form ( 三 前 報 


stationare Anamie) と し て 上 角 に 記述 し を 23 . 


例 に 見 られ た 。 その 後 Sachsen の 10 例 で も 
た し か め た 。 功 所 例 に 於 て 上 送 織 化 で 俺 気 診断 
を 下す の に と 何等 の 興 問 も $ 起 ら な か つた 。 殺 席 分 
例 。 殺 鹿 分 時 無 熱 且つ 俺 貸 症 状 な きも の 。 病 例 
の 少 敷 例 に 於 て の み 多 か れ 少 か れ ジ デ ロ チ ー テ 
シン の 集 終 及び 肝 に 於 ける 小形 の 鐵 含 有 組 織 球 利 


が 誠 明 され た 一 一 億 貸 の 本 前 に 開 し 未だ 十分 明 


肛 に な つて で ひな いと と を 意 れ で て は な ら な い 。 

、 MGcsy(1924) 内 被 細胞 特に 星 細胞 に 高度 の 
赤血球 貸 喰 と 多 敷 の 擁 鐵 細 胞 が 見 られ る 。 後に 
は 星 細 胞 の 増殖 , 毛細 管内 に 白血球 多 敷 出現 (( 特 
と 卓球 性 の も ゃ る の) が みとめ られ る 。 

。 ・ZgrrgR(1924) 際 過 所 見 。 1 例 の 千 肝 は 腫 大 , 
血 量 多 く 硬 度 軟 他 の 1 例 で は 同時 に 脂肪 の 政 
度 黄 染 の た め 肝 は 著 明 な 黄色 調 た を あら わす ( 臣 
六 )。 組織 所 見 。 検索 50 例 中 23 例 は 正常 : 画 
、 人 鯨 の ぁゃ の は 多かれ 少 か れ 異 葵 , 主として 肝 小 葉 
_ が 上 異常 , 小葉 間 結 縺 は 4 例 に 於 て だ け グ リッ ン 
_ 氏 連 が 高度 の 園 管区 浸潤 と 光 包 様 細胞 介在 を 示 
す 。 肝 小 葉 の 構造 は 完全 に 正常 > 肝 細 胞 に も 一 
般 に 比 化 な し 。 大 概 の 例 は 色素 は 無い が 11 例 
に 於 て は 屋 々 撫 張 し て いる 中 心 静 須 周 園 に 横 た 
も る 肝 細 胞 中 に 褐色 色素 現 わ る 。 これ は 後 細 頼 
、 粒 須 で 展 ぇ 繊 宙 に 横 わ つて いる の で 豚 撫 大 時 統 
に 帝 褐 黄色 調 を と る 。 と れ は 恐らく 含 脂肪 性 滑 
' 耗 性 色素 で 9 ボ フ スチ ン と 呼ば ん る も の らし く 
JAFEE が 正常 の 老 幼 馬 に 於 て 種々 の 量 誠 明 し た 
も の で あろ う 。 含 鐵 色 素 は 肝 細 胞 中 わ ま か 3 例 
微量 且つ 後 細 吾 粒 (青色) と し て 認め 得 た も の で 
_ ある 。 旬 加 粒 の 主 座 する 所 は 肝 毛 細管 中 の 細胞 , 
肝 毛 細管 内 被 細 胞 及 び ク ツ ペ ー 星 細胞 で 後者 は 
特に 高度 に 食 喰 性 汰 を 示し て いた 。 肝 小 葉 中 最 
初 の 凶 化 は 星 細胞 の 増 敷 で あつ て 細胞 帳 中 に は 
通常 鍼 色素 が あら われ る 。 その 他 履 々 細胞 桜の 
腫 大 を 來 す が これ は 展 々 肝 毛 細管 内 彼 に ゃ 明 懇 
、 に 認め られ る 。 毛細 管内 被 細 肥 内 で は 僚 色 素 は 
微細 頓 粒 と し て 長 細目 の 細胞 醒 の 丁 側 に 横 わ つ 


| で いる: 大 量 出現 時 に は 完全 細胞 を 履 す の で 


| 欄 は 全く 不可 千 と な る 。 最初 計 毛 細管 中 の 細胞 
敷 が 少 ご 間 (第 1 期 ) は 病 機 進 行 に つれ 細胞 は 強 
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度 に 腫 大 する 。 鈴 り 多 く な い 赤 血球 及び エ オ ジ 
ン 嗜好 性 白血球 と 並ん で 大 き な , 大 概 は 軍 要 の 
細胞 が あら われ その 細胞 朋 は 不 規則 な 形 を と り 
且 つ 大 小 の 鐵 頼 粒 及 び 塊 が 含ま れ て いる 。 時 に 
は 新 る 細胞 中 に 鐵 色 素 と 並ん で 1.2 の 赤血球 が 
封 人 され て いる 。 履 々 こと の 鐵 含 有 細 胞 は 色素 を 
充 浦 し て いる た め 訟 魚の 封入 物 及び 細胞 要 等 を 
認め 得 な いと と が ある 。 3 例 に 於 て は 鐵 色 素 含 
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有 細 胞 は 主として 肝 小 葉 江 終 部 に 横 わ り 且 つ 小 


葉 中 心 部 に 向う に つれ 敷 が 減る 。 中 心 静脈 と 向 
2 に つれ 展 々 振 張 する 毛細 管 中 の 細胞 集 導 は 錠 
に 紛 振 大 に 於 て 長 目 の , 肝 細 胞 索 間 に 横 わ り 耳 
つと れ を 所 々 C 疎 開 し て いる 索 と し て 認め られ 
る が と れ は 同時 に へ モジ デリ ン を 富有 し で て いる 
の で 目立つ (第 2 期 )。 時期 が 更に 進む と と の 細 
胞 索 か ら は じ ま つ て 更に 大 きく 級 な 長 目 或 は 
園 味 を び た 組織 球 性 病 徐 が 形成 され 宛 も 異物 
組織 の ょ うに な つて 肝 小 葉 中 に 横 わ り 紅 つ その 
細胞 は 通常 仁 色 素 の 頼 粒 及び 塊 を 以 て 超 満 員 に 
な る (第 3 期 )。 検索 50 例 を この 此 地 に た ご 肝 
小葉 病 紛 程 度 に よ つ て 分 類する ょ 10 例 は 第 1.7 
例 は 第 2.10 例 は 第 3 期 に 過 す る 。 従 つて 検索 
き 中 27 例 に 絆 化 が 認め られ , 上 に 欧 べ を よう 
に 23 例 に は 毅 化 が な か つた わけ で ある 。 


Stationare Anamie〔 第 9 例 〕 肝 は 中 心 毅 脈 振 


張 不 規則 な 境界 を 有する 腔 を いだく 。 小 代 内 の 
毛細 管 は 強く 振 紅 し 中 心 部 に 向う C 従 つ て 廣 さ 
を 減ずる 。 中 心 に 向う 肝 細 胞 索 は 敏 層 と な り 0 
( 肝 細 胞 の 十 側 か ら の 麻 追 ) 且つ 下 等 に 中 心 静 賑 
腔 内 へ 突出 し その 近 導 で は 種々 の 他 の 細胞 種 の 
聞 に 結合 か ら と け 耳 つ 履 ぇ 鞭 縮 し た 肝 細 胞 が 見 
られ る 。 小葉 中 心 の 肝 細 胞 に は 上 富 な る ボ フ ス 
チ テン が ある 。 肝 毛 細管 中 に は 多 敷 多種 の 細胞 が 
ある が 特に 小葉 中 心 郡 に 集 終 し て いた 。 就 中 光 
巴 様 細胞 , より 少く マク ロフ ァ ー ゲ ン ( 壮 と し て 
ジ デ ロ チ ー テ ン ) 特に 赤血球 , 若干 の 赤 芽 細胞 。 
MsygR(1924) 角 し た 居 殺 馬 40 例 中 に 4 
例 毛細 管 中 に 措 鐵 マク ロフ ァ ー ゲ ン の 強度 の 集 
栗 と 毛細 管内 被 の 著 明 な る 刺 載 を 見 た 。 
可 晃 (1924) 箇 性 乃至 次 委 性 例 。 No. 1. 肉 
眼 像 。 著しく 腫 大 し 周 絡 鈍 園 , 殊 C 右 葉 に 於 
て 包 閉 , 肝 は 一 般 に 赤褐色 を 豆 び 割 面 如 黄 克 白 
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色 及 び 暗 赤色 の 錯 線 せる 紋 医 を 呈す 。 新鮮 な る 
搬 取 標本 に 於 て 肝 細 胞 は 大 小 不同 の 脂肪 球 を 以 
て 浸潤 す 。 較 騰 管 の 十二指腸 開口 都 は 吉 赤 黄 色 
電 泥 状 物 を 充 滴 し て いる 。 組織 像 。 新鮮 握 取 標 
本 に 於 て 肝 細 胞 は 大 小 不同 の 脂肪 球 を 以 で 浸潤 
し て いる 。 基 片 標本 に 於 て 肝 細 胞 は 鮮明 を 誠 


- く 。 中 必 責 脈 周 園 に は 肝 細 胞 を 伯 除 し 暗色 不 整 


な る 屋 護 斑紋 を 呈す 。 と れ を 精査 する に 小 賠 形 
細胞 の 浸潤 , 白血球 の 遊走 及び 繊維 形成 細胞 の 
増生 を 見 且つ 褐色 素 は と の 部 位 に 駄 に 集合 レ 
で 沈 基 す 。 色素 は へ モジ デリ ン 委 色 決 に よ つ で て 
青色 乃至 終 色 に 染色 する も の と 惑 は 全く 染色 し 
な いも の と が ある 。 小葉 間 結 締 織 特に を その 隅 角 
に は 彫 形 細胞 浸 光 あ り ズ ダン 標本 で 鏡 槍 する に 


_ 各 小葉 の 中 心 尊 販 は 振 張 し 周 園 の 肝 細 胞 は 護 く 


治 矢 し 不 整 形 島 喚 汰 を な し その 隣接 な る も の は 
相 連 絡 す る C 至 る 。 肝 細 胞 消 矢 部 の 周 園 に 
ある 肝 細 胞 は 脂肪 浸 滴 に ょ り 赤 染 す る 。 と の 脂 
肪 浸潤 は 中 心性 で あつ て 小葉 の 周 導 に は と れ を 
認め 得 な い 。 脂肪 浸潤 は 細 小 な る 滴 秩 若く は 微 
細 な 頼 粒 放 を な し て いろ る 。 門 脈 内 に は 所 々 へ マ 
トキ リリ ン に と 染色 する 長大 な る 牡 菌 を 庫 見 す 
る 。【 第 2 例 〕 肉眼 像 。 厚 さ 精 々 肥大 し 一 般 C 黄 
色 を 北 び 断面 か ら は 稀 薄 潤 汐 し た 液 を 流出 す 
る 。 組織 際 。 新鮮 標本 に 於 て 肝 細 胞 よ 潤 商 及び 
脂肪 浸潤 を 呈す る 。 多 敷 の 光 巴 細胞 を 殴 見 
す 。 切片 標本 に 於 て 肝 は 秩 血 の 後 を 呈し 中 心 静 
脈 周 園 の 肝 細 胞 は 鞭 乏 し 小園 形 細胞 浸潤 及び 織 
維 成形 組織 の 増生 を 見 る 。 へ モジ デリ ン の 反 
應 は な い 。 小葉 間 結 締 織 に 於 ける 賠 形 細胞 の 淫 
潤 は 生 ぇ 著 明 で ある 。 ズ ダ ン 所 見 に ょ つて 中 心 
酔 脈 周 園 の 消失 並び に 肝 細 胞 の 脂肪 浸潤 の 
は 第 1 例 に 一致 す 。 但し 肝 細 胞 の 消 矢 は 彼 に 
於 ける が 如く 劇 其 で は な いっ 。 [第 3 例 〕 肉眼 像 。 
肝 は 2 倍 大 に 腫 大 し 旭 赤 褐色 で 克 白 色 の 色調 
を 帝 び て いる 。 秋 面 は 書 黄 大 白色 と 黒 赤色 と か 
ら な る 時 閉 な 玉 紋 を あら わす 。 13.5kx。 新鮮 
標本 で 肝 細 胞 は 脂肪 浸 湯 を 呈 する 。 組織 像 。 新 
鮮 標 本 に 於 て 肝 細 胞 は 脂肪 浸潤 を 呈す る 。 切片 
標本 に 於 て 肝 は 著しく 血液 と 富み 所 主 牧 血 の 特 
徴 を 具 を 中 心 机 脈 及び その 周 園 の 毛細 管 さ 季 度 
に と 振 張 し 肝 細 胞 は 殆 ん ど 全く 凌 縮 ば し 僅 に 小葉 の 
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_ 周 園 に 於 て 認め 得る 使 か り で ある 。 小葉 開 結 締 


組 に は 少量 の 周 形 細胞 浸 光 が ある 。 購 褐 色 塵 瑞 . 
様 沈着 物 が 全 肝 に 撤 布 し て いる 。 へ モジ デリ ン 
反 鷹 は な い 。 ズ ダ ン 標 本 に 於 て 肝 小 葉 の 周 園 と 


猫 残留 し た 肝 細 胞 中 その 中 心 と 近い も の は 赤 染 


し 細 小 滴 故 若く は 頼 粒 誠 を し て いる 。【 第 4 例 〕 
肉眼 像 。 時 は その 大 さ 鐘 化 な く 断 面 克 白 相 色 で 
汐 濁 。 組織 際 。 新鮮 標本 に 於 て 肝 細 胞 は 征 々 潤 
濁し 年 ぇ 脂肪 幾 性 を 見 る 。 丸 褐 色 天 粒 を 多 敷 語 
見 す 。 切片 標本 に 於 て 中 心 静 販 周 園 の 毛細 管 は 
僅 に 振 張 す 。 肝 小 本 間 に は 少量 の 園 形 細胞 淫 
潤 あ り 双 少量 の 暗 褐色 迷 稚 の 色素 を 沈着 レ 


へ モジ デリ ン 反 鷹 を 呈す 。 ズ ダ ン 標 本 に 於 て 


中 心 交 脈 周 園 の 肝 細 胞 は 僅 に 赤 楽 し 細 小 
滴 須 或 は 題 粒 伏 を な す 。 【 第 5 例 〕 肉眼 像 。 
肝 半 しく 腫 大 し 特に を の 厚 径 を 増す 。 断面 
は 次 白 色 及 び 暗 赤色 の 線 錯 せる 環 絞 を 形成 
す 。 断面 より は 笑 貴 な る も 血液 を 流出 する 。 


組織 像 。 新鮮 標本 に 於 て は 肝 細 胞 は 多少 濁 


レー 部 は 脂肪 浸潤 を 呈す 。 切片 に て 稚 箇 の 
和 汰 を 呈し 肝 小 葉 中 心 静脈 及び その 周 園 の 毛細 
管 は 著しく 振 し 肝 細 胞 は 鞭 紙 し て いる 。 肝 
細胞 め 壮 縮 消 和 失 し た 所 に は 園 形 細胞 及び 結 締 織 
を 増生 レ し て い る 。 丸 と の 附近 に は 茶褐色 卒 瑛 様 
色素 の 沈着 を 見 を 。 へ モジ デリ ン 反 鷹 は 徴 騰 で 
ある 。 小葉 開 結 締 鐘 及 び 小 葉 内 毛細 管 に 営 つて 
財形 細胞 の 浸 決 が ある 。 ズン 標本 に 於 て 中 必 
静 賑 周 園 の 肝 細 胞 洞 失 , 園 形 細胞 の 浸潤 並び に 
肝 細 胞 消失 部 の 周 園 に 於 て 肝 細 胞 の 赤 染 する 模 
様 は 第 1 例 と 同様 で ある 。【 第 6 例 〕 肉眼 像 。 肝 
一 般 に 区 色 を 帯び 。 断面 は 生々 赤褐色 を 閉 び た 
部 分 と 暗 赤 色 を 閉 び た 部 分 と 相 錯 和 し て 斑紋 を 
呈す る 。 組織 像 。 小 葉 間 結 締 織 に は 彫 形 細胞 の 
浸潤 が ある 。 門 脈 内 及び 膨 質 内 に は 暗 褐 色 硝 
瑞 様 物 を 沈着 し て いる 。 へ モジ デリ ン 反 鷹 は な 
い 。 門 須 血 内 に は 多 敷 の 園 形 細胞 が 存在 する 。 ・ 
又 染 色 標 本 に 於 て 脂肪 浸潤 を 認め な い 。 【 第 7 
例 〕 肉眼 像 。 肝 区 色 を 如 ぶ 。 刻 面 は 次 白 褐色 , 
稀 薄 な 血 様 液 を 流出 する 。 肝 の 弄 紋 は 明瞭 で な 
い 。 組織 像 。 小 葉 間 結 締 織 に は 中 等 度 の 園 珍 細 
胞 浸 渡 が ある 。 小葉 内 毛細 管 に 溶 つて 僅少 の 彫 


形 細胞 浸 六 が ある 。 量 秋 麻 瑞 様 沈 首 物 を 見 る 。 
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へ モジ デリ ン 反 應 は な い 。 ズ ダ ン 標 本 に 於 て 肝 
細胞 は 護 く 全般 に 赤 染 する 。 面 し て 微小 滴 誠 を 
し た ゃ も の ょ 後 細 頼 粒 湊 を し た も の と が ある 。【 第 
8 例 )。 肉眼 像 。 肝 多 少 腫 大 し , 周 鈍 園 で ある 。 
一 般 に 雑 黄色 。 衛 面 は 次 白 褐 色 で 稀 薄 な 血液 を 
流出 する 。 量 赤色 部 と 多量 の 克 白 色 部 と より な 
る 葬 絞 を 呈す 。 組織 像 。 小 葉 聞 結 締 織 に 彫 形 細 
胞 浸 渡 が ある 。 中 心 静 脈 は 精 え 振 張 し その 周 園 
の 毛細 管 に 軽度 の 秩 血 が ある 。 彫 形 細胞 を 浸潤 
し 且つ 淡 褐 色 麻 堪 様 帖 に 堆積 し た 沈着 物 が あ 
る 。 へ モジ デリ ン 反 應 は 著 レ し くん な い 。 ズ ダン 標 
本 に 於 て 中 心 静 脈 周 園 の 肝 細 胞 は 策 々 軽度 な 脂 
肪 浸 浴 が ある 。〔 第 9 例 〕 因 眼 像 。 肝 は 旭 赤 褐色 


で 斑紋 は 著 明 。 一 者 の 肝 宣 質 は 増大 し 大 白色 丈 


絞 の 玉 故 な 所 が ある 。 組織 像 。 中心 静 販 C 島 血 
を 時 し 且つ 往々 著しく 賠 形 細胞 浸 渡 が ある 。 双 
軽度 の ど ヘ モジ デリ ン 反 應 を 呈す る 。 肝 小 薬 間 に 
は 多少 の 彫 形 細胞 浸潤 す 。 ズ ダ ン 標 本 に 於 て 中 
心 静 脈 周 園 の 細胞 中 等 度 に 滑 矢 し 肝 細 胞 は 赤 染 
し た 後 細 頼 炎 物 で 以 て 軽度 且つ 散 慢性 に 赤 楽 し 
で て いる 。【 第 10 例 〕 軸 過 像 。 肝 閉 し く 腫 大 し 左 
件 部 は 暗 赤 色 の 斑紋 著 明 。 組織 像 。 中 心 交 肛 の 
周 園 に は 秩 血 , 園 形 細胞 肖 河 及び 総 褐色 塵 瑞 欄 
色素 の 沈 間 を 見 る 。 小葉 問 結 締 織 に は 少量 の 彫 
形 細胞 浸 滴 が ある 。 へ モジ デリ ン 反 鷹 は 著 明 で 
な いり 。 ズ ダ ン 標 本 に 於 て 中 心 静 須 周 園 の 肝 細 胞 
の 清 舌 及び 脂肪 浸潤 の 大 態 は 第 2 例 と 同様 で あ 
る 。〔 第 11 例 〕 肉眼 像 。 肝 生 々 増大 し て その 面 
と 少 放 の 編 毛 様 組 維 を 附 着 し て いる 。 断面 暗 赤 


_ 色 で 後に 次 白色 ぇ 調 を も び 征 光 澤 に 乏しく , 


『 


世 面 か ら は 精 薄 な 血液 を 漏出 する 。 組織 像 。 中 
心 龍 脈 の 周 園 に 中 等 度 の 秩 血 , 園 形 細胞 浸潤 及 
び 暗 終 礼 色素 の 沈着 が ある 。 軽度 の へ モジ デリ 
ン 反 鷹 を 呈す る 。 小葉 間 結 締 織 に は 少量 の 園 形 
細 胸 浸 注 が ある 。 ズ ダ ン 標 本 に 於 て 中 心 郊 販 の 
周 園 肝 細 胞 の 消失 及び 脂肪 浸潤 を 見 る が その 程 
度 は 鞭 の 。 第 12 例 ] 肉眼 父 。 肝 は 暗 赤 礼 色 , 畠 
上 冊 面 に 無 敷 の 紋 毛 様 織 維 を 附 着 し て いる 。 断面 
は 林 黄 赤 宰 色 脱 様 の 光 澤 を 訪 び 一 部 は 樹 枝 伏 を 
し た 暗 終 色 の 斑 統 を あら わす 。 組織 像 。 中 心 再 


虐 の 購 還 に は 暗 終 褐色 素 を 沈着 し 中 心 静 過 の 


周 園 及 び 肝 細胞 に は 財形 細胞 の 浸潤 及び 結 締 織 


は 
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の 増生 が ある 。 小葉 内 毛細 管 は 血液 に 富み 肝 
細胞 は 一 般 に 凌 紅 し て いる 。 小葉 内 結 締 織 に は 
少量 の 園 形 細胞 浸 滴 が ある 。 へ モジ デリ ン 反 鷹 
は 著 明 で ある 。 〔 第 13 例 〕 肉眼 像 。 肝 は 征 々 増 


大 し 黄 褐 色 を 呈す る 。 功 断面 は 次 白 黄色 潤 濁 。 刻 


面 は 血液 に 逐 し く 主 と し て 克 和 白色 の 斑 絞 か ら な 
0 赤色 斑紋 に 乏しい 。 組織 像 。 新鮮 標本 に 於 て 
肝 細 胞 は 頼 粒 に 富む 。 切片 に 於 て 中 心 郊 有 は 比 
振 張 し 中 忌 誤 脈 周 賠 及び 周 園 の 小葉 内 毛細 管 に 
営 つて 及 著 な 彫 形 細 胞 浸 が ある 。 婦 黄 褐色 素 
騰 汁 の 沈着 が 題 著 で ある 。 門 脈 内 に も 財形 細胞 
の 充満 する を 見 る 。 へ モジ デリ ン 友 應 は 著 レ く 
な い 。 〔 第 14 例 〕 肉眼 像 。 肝 は 寺 レ し く 増 大 し そ 
の 質 は 硬い 。 表面 は 著しく 浸潤 を 忍び て いる 。 
刻 面 は 黄 大 白色 と 暗 褐 色 と か ら な る 弄 を な し 
その 質 硬く 13 kg。 組織 際 。 中 忌 静 脈 及 びそ の 
周 園 の 毛細 管 に そつ て 著 明 な 回 形 細胞 浸潤 が あ 
る 。 細胞 は 徐 訴 堆積 を な な す た め に 肝 細 胞 は 庁 迫 
を 受け て 鞭 縮 し 且つ 黄 窟 色 ( 騰 汁 ) 色 素 を 沈着 す 
る 。 へ モジ デリ ン 沈 着 は 僅 徴 で ある 。 ズ ダ ン 標 
本 に 於 て 脂肪 浸潤 を 認め な い 。【 第 15 例 〕 肝 動 
脈 に 寄生 性 鍛 和 が ある 。 動 販 は 太く な り 血 管内 
腔 は 化 育 し た 血栓 で 瑞 寒 狭 放 し 僅 に 星 状 科 隙 を 
有 し 血液 を 通す 。 中 心 藤 須 周 園 に は 村 血 , 肝 細 
胞 の 凌 縮 , 園 形 細胞 の 江 潤 及び 黄 宰 色素 の 沈着 
を 見 る 。 軽度 の へ モジ デリ ン 反 應 が ある 。 小 葉 
間 に も ゃ 多少 の 財形 細胞 を 浸潤 し て いる 。 ズ ダ ン 
標本 に 於 て 脂肪 浸潤 を 認め な い 。〔 第 16 例 ] 肉 


眼 像 。 肝 は 暗 赤 褐色 征 々 増大 し 周 絵 鈍 園 , 角 診 


の 際 著 し く 硬 度 を 感じ 断面 は 赤色 及び 大 白色 か 
ら な る 肝 の 斑紋 が 著 明 で ある 。, 組織 像 。 小 葉 間 
結 締 織 内 に は 小園 形 細胞 浸潤 が ある 。 小葉 間 , 
中 心 欧 肛 の 周 園 , 肝 細 胞 間 に 結 締 織 増加 し 肝 細 
胞 は 著しく 姜 縮 する 。 〔 第 17 例 ] 肉眼 像 。 肝 は 
赤褐色 , 断面 は 次 白 色 と 赤 褐色 か ら な る 斑紋 を 
明か に 認め 得る 。 断面 か ら 稀 性 な 血 様 液 を も 
ら す 。 組織 像 。 肝 中 心 静 肛 彫 に は 軽度 の 負 血 が 
ある 。 且つ と の 部 の 肝 細 胞 に は 黄 宰 色素 を 沈 項 
す 。 軽 度 の へ モジ デリ ン 反 應 が ある 。 小葉 間 に 
於 て 細胞 浸潤 は 極め て 軽微 で ある 。 〔 第 18 例 〕 
肉眼 像 。 肝 の 多 刻 性 虹 瘍 (大 豆 大 膜 瘍 散在 ) 秩 
血 及 び 腫 大 。 組織 像 。 膜 瘍 に よ る 遊走 細胞 の 堆 
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積 及 び 著 明 な 特 血 が ある 。 中 心 元 須 周 園 の 肝 細 
胞 は 著しく 凌 消 和 大 す 。 和 鉄 血 部 に は 軽度 の 細胞 
浸潤 , 黄 褐 色素 沈着 を 見 る 。 へ モジ デリ ン 反 鷹 
は な い 。 人 小 業 間 結 締 織 に は 細胞 浸潤 が ある 。 ズ 
MMIOCNNKMMMMMNMSUU TNI 
汰 の 脂肪 浸潤 を 呈す る 。 

これ を 下す る 時 は 昌 大 する の が 和 き 13 
C 達する も の が ある 。 一 般 黄色 を 妖 び て い 
ろ る 。 その 組織 的 織 化 は 急性 症 に 於 ける る の と は 
生々 その 趣 を 異 に し て いる 。 則 ち 急性 症 で は 忠 
心 二 脈 周 園 の 肝 細 胞 は 脂肪 凶 作 に ょ つて 矯 次 消 
失 す る よう な 現象 を 呈す る に 反し 慢性 症 で は と 


れ を 各 見 する と と な く 中 心 机 肛 の 周 園 に は 題 著 . 


な 彫 形 細胞 の 淫 澤 玲 積 する の を 区 見 し 肝 細 胞 ! 
多少 凌 緒 清和 天 し 且つ この: 部 の 肝 細 胞 に は 障 汗 色 
索 を 沈着 し た も の が 多い 。 

可 見 (1925) 〔 第 1 例 〕 肝 肥 大 し 周 交 は 鈍 園 で 
ある 。 重量 12.7kg に 達し 断面 は 黄 胡 白色 と 
暗 赤 色 の 相 交 わる 和 血 特有 の 斑紋 を あら わす 。 
世 画 か ら は 稀 薄 な 血液 を 流出 する 。 ズ ダ ン 標 本 
で 肝 小 葉 の 肝 細 胞 は 中 心 静 脈 の 周 園 に 於 で て 洞 失 
し その 形 を と ゞ さめ な い 。 耳 つ と の 肝 細 胞 の 酒 失 
は 小葉 つ 周 園 に まで 達し て 隣接 小葉 の 同一 獲 訴 
MCE KC HG 
する 。 環 留 し た 肝 細 胞 で 中 心 に 向う も の は 赤色 
(0 人 0NTTH2 (8 
面 に 於 て 次 白 黄 色 と 暗 赤色 と か ら な る 積 碧 斑 中 
著 明 。 13 kg。 肝 細 胞 は 新鮮 標本 に 於 て 多少 の 潤 
滴 と 脂肪 頼 普 を 含有 する を 見 る 。 ズ ダ ン 標 本 に 
於 て 中 心 苑 脈 の 周 園 に 於 て 計 組 胞 は 閉 明 に 浴 
し 小 業 の 周 疹 に 達し 隣接 小葉 の 細胞 消失 部 と 相 
連絡 する 。 耐 し て 肝 細 胞 は 小葉 の 周 痛 に 欧 留 し 
て いる ば か り で ある 。 葬 留 肝 細 胞 の 中 心 に 向 つ 
た も の は 赤色 脂肪 天 粒 を 沈着 し て いる 。 小葉 間 
結 織 に は 彫 形 細胞 を 浸潤 す 。〔 第 3 例 ] 肝 表 
面 暗色 を 革 び 断面 は 暗 赤 色 と 訪 次 白 色 と か ら な 
る 和 血 班 が 著 明 で ある 。 斑 絞 の 暗色 を お おび だ 部 
位 と 和 精々 淡色 の 部 位 と が あつ て 限界 は 明 須 で あ 
る 。10 kg。 か よう に し て 第 1 乃至 第 19 例 ( 急 
性 父 は 爽 飼 性 召 死 ), 第 20 乃至 第 25 例 (食性 
重症 な 徴候 を 持 績 する も の 惑 は 入 性 偉 徐 に 尼 つ 
た 馬 が 一 時 仮 復 し た も の , 但し 全部 第 死 ), 第 








26 乃至 第 29 例 ( 慢 性 で 締 慢 な 経過 を と つた も 
の , 但し 1 頭 切迫 居 殺 , 3 頭 負 死 ) に 就き 綿 括 的 
に 丈 の 如く 区 べ た 。(① せ ) 衝 性 症 で 鑑 れ た も の * 
肝 の 毅 汰 。 急性 俺 鉛 で 上 向 れ を た 馬 の 肝 は 常に 和 警 
血 及び 肥大 を 呈す る も の で 座 克 白色 c 幾 じ た 肝 
の 基礎 質 内 に 殆 ん ど 網 雇 に 近い 赤色 乃至 暗 赤 色 
の 和 多 血 班 絞 を 呈し 各 小 葉 は 既に 肉眼 的 に 増大 し 
て いる の を 認め る こと が で きる 。 面 し て 稚 血 の 
程度 軽 け れ ば だ 赤色 の 斑 絞 は 細く 和 血 の 度 加 わる 
に 従 つ て 赤色 の 斑紋 徐々 太く 刻 署 と な り 所 講 内 
音 衝 肝 を 呈す る に 至る 。 肝 の ズ ダ ン 標 本 で は 小 
葉 中 心 に ある 中 心 静 虐 及 び その 周 園 に は 血液 を : 
充 清 し 肝 細 胞 は 消失 し 讐 血 の 其 し い ゃ の で は 小 
葉 の 周 疹 に 達する 。 最も 重症 の ぉ る の に あつ て は 
小葉 の 周 絆 に 肝 細 胞 の 残留 し て いる ば か り の も 
の も ある 。 し か の みな ら 示 革 留 肝 細 胞 中 小 華 の 
中 心 に 向 つ て いる も の は 微細 頼 粒 の 脂肪 浸 湯 を 
呈し 肝 小 華 は 中 心から 瀬 次 脂肪 猿 人 に ょ つて 細 
胞 の 清和 失 し た か の 観 を 呈す る も の が 多い 。 (2) 

急性 症 に 握り 一 野 復 し た も ゃ の い 肝 の 幾 紀 。 急 
性 俺 人 に 所 つ を た 馬 が 長 時 間 病 に 抵 撤 し 得 た 場合 
若く は 重症 な 急性 億 徐 に 紀 つ た 馬 が 一 時 半 快 し 
た 場合 等 に 於 ける 肝 の 比 汰 は 急性 症 で 貞 れ た 局 


- の 肝 鐵 伏 と は 稽 ぇ 趣 を 異 に し て いる 。 肝 ほ は 著 レ 


く 肥 大 し て 10 kg。 内 外 と な り 割 面 に 於 て 次 次 
白色 乃至 暗 赤 色 の 紋 理 か ら な る 綿 血 斑 が 閉 明 で 
ある 。 特に 符 血 程度 著しい た め 暗 赤色 の 絞 理 で 
で きた 太い 美肌 な 肉 登 著 衝 を 旦 す る 。 切片 で は 
肝 小 葉 に 於 て 肝 細 胞 は 歴 選 凌 区 す る 。 肝 細 胞 韻 
の 毛細 管 は 著しく 振 張 し て 網 眼 を 形成 し 惑 は 引 | 
狼 を な す 。 特に 中 心 静 肛 の 近 園 に 於 て 肝 細 胞 は 
し く 歴 扇 凌 紅 す る 。 繝 眼 内 に 血液 を 充満 する . 
の は 勿論 で ある が 所 を 々 に 園 形 上 友 様 細胞 の 塊状 
C 集 園 し た も の で 環 充 位 ら る い の を 見 る 。 毛細 
管 の 容 訴 振 張 は 生々 明 で 肉眼 で も る 見 る と と が 
で き 栗 粒 大 , 豆 大 甚 し い 時 は 警 豆 大 に 達する 。 

黒 赤色 で 低 内 に 脂肪 絡 作 に 陥 つた 殊 留 中 隔 を 区 
見 する と と が で きる 。 ズ ダ ン 標 本 に が が て 肝 細 胞 _ 
は 多少 の 赤 染 し た 細 小 脂肪 頼 粒 を 肖 滴 し て い 
る 。 小葉 間 に 園 形 細胞 浸 滴 が ある 。 (3) 慢 相 = 
症 で 傾 れ た も ゃ の ヽ 肝 導 状 。 と れ は 急性 病 に 於 け 
る も の と ょ 全く その 趣 を 異 に する 。 肝 は 多少 若く 








は 故 し く 腫 大 し 硬度 を 増す 。 多少 の 符 血 斑紋 を 
認め 得る が 著しく は な い 。 大 々 騰 汁 の 符 浴 に よ 


つて 著しく 黄色 を 呈す る 。 切片 に 於 て 肝 細 胞 に 
は 殆 ん 全く 脂 肪 浸潤 を 認め な い 。 肝 小 工 の 中 
央 部 に は 彫 形 細胞 の 浸潤 玲 積 する を 見 る 。 その 
他 肝 細胞 に は 展 々 黄色 色素 を 沈着 し , 有 汗 毛細 
管 に 膳 汁 邊 閥 見 する と と が ある 。 

STROH Y ZiEGLER (1924) 色々 な 申 を 参照 
し 2 型 の 病 型 C 居 別 する と と が で きず 且つ シェ 
ワイ ンス ベル ゲル 病 の 名 前 を a 型 に の み 用 うる 
と と が 貢 際 的 に 不可 能 で ある 。 従 つて 営 分 シュ 
ウイ ンス ペル ゲル 病 と いう 名 前 を 臨床 的 合 名 
と する と と ぐら いで 病 足 し な けれ ば な ら な い 。 
面 し て と の 名 前 の 下 と 南 和 逸 の 諸 地 方 に 於 て は 
病理 解 宙 的 に 全く 異 つ た 病 像 が 2 つ あ り 旦 つと 


れ は 病因 的 に も 上 異 つ た も の で あろ る 。 肝 所 見 と し. 


て は a 型 で は 中 等 度 に 腫 大 する か 牙 は 全く 腫 大 
し な い 。 そし て 大 概 は 牌 種 が な い 。 な お b 型 に 
於 て は 高度 の 肝 肛 腫 大 が ある 。 臨床 的 に は 層 殺 
時 十 型 を 司 別 する と と が で き な い 。 し か し bD 型 
に と 於 て は a 型 に 比 し 合 膜 の 軽度 の 臣 六 色 楽 が 多 
くみ られ る と と が 普通 で ある 。 研究 例 敷 は a 型 
46 例 , b 型 9 例 。 ( 

ZiEGLER (1925) 肝 小 葉 内 毛細 管 中 に ある 多 
骨 の 面 し て 特に 中 心 静 脈 周 園 の ジ デ ロ チ ー テ ン 
の 検出 を 組織 診断 上 重要 で ある と し た 。 慢性 期 
で は 色素 含有 の 組織 細胞 集 狂 填 を 診断 上 重 司 し 
人 

NorrER 層 DoBBERSTErIN (1925) 億 作 の 絹 
で 殺 鹿 分 し た 700 例 の 馬 の 研 究 を 練 合 す る と 過 
そ 爽 の 双 り で ある : (1) 37 多 は 組織 克 的 に 
恐らく" 或 は “高度 に 恐らく "と 認め られ た 。 
(2) 組織 病 強 は 召 死 惑 は 殺 前 の 最後 の 何 週間 に 
於 て 動物 が 示し た 熱 敬 作 が 強い 程 題 閉 で ある 。 
静止 所 面 の 際 に は 視 付 な ら ざ る , 特長 の 少 い 角 
- 化 を 示す 。 (3) 俺 賞 に 際 し 肝 及び 腫 に あら わ 
れる 尊 化 は 厳密 に 特異 的 な も の で は な い 。 とれ 
は ピロ プラ ズ マ 症 及び 嫌 疫 の 際 に ゃ 見 られ る 。 
と の 交 化 は 恐らく 炊 の よう な あら ゆる 病 で 見 出 
され る で あろ う 。 抑 ち 赤血球 が 生理 的 限 衝 を 越 
えて 儲 喰 に ょ つて 循環 か ら 奏 取 され る 如き 病 で 
ある 。 (4) ZrEcrER に よ ょ つて “慢性 所 血 の 


人 


1 ウノ 4 YY CA ああ kk の 2 も の 9 の すい 4 ャ プ 、 

が eS 代り 202 江 

ん 4/ 誠 te) 誠 ん 606 が の よい の すさ Ce MI まき 市 生 / 層 の WM 

AVP 放 電信 2 生 人 )M 4WMWUO NAT 1 Mc か 
ペ YY 1 が 2W 0 1 リョ 【 > の _- UL he 


171 


stationare 或 は 散 語 的 に くる 型 ” と いわ れ た 怒 
化 は 俺 所 の 終末 期 と あら わす に すぎ な い 。 (5) 
組織 像 の 正しい 刊 断 は 全 前 歴 及 び 割 栓 所 見 を 願 
慮 し た 上 で は じ め て 可能 で ある 。 (6) 億 所 と 
いう 診断 は 今日 に 於 て も 我 え に 興 を られ た 線 て で 
の 研究 方 法 を 絶 合 し て 可能 に され る 。 と の 際 組 
織 育 的 検査 は 最も 償 値 の ある 斉 を し て くれ る 。 
著者 等 の 資 験 馬 は 20 例 で あつ て 馬 可 億 達 邊 
上 で 確 真 に 偉人 と 詩 明 され だ た も の で ある 。 その 
病 期 は 6 日 乃至 12 ヵ月 で ある 。 と の 場合 病 期 
と いら う の は 最初 の 熱 遂 作 開始 時 か ら 難 死生 で あ 
る 。 と の @ 濱 駿 馬 の 他 に 680 例 , 2 年 聞 に プロ イ 
セン で 侯 貸 農 似 で 殺 諾 分 され た 馬 を 検査 に 供し 
た 。 〔 第 1 郡 〕 肝 の 網 内 系 細胞 は 腫 大 も 増 敷 も 


し な い 。 双 へ モジ デリ ン ゃ 含有 し な いか 或 は 痕 


了 大 を と ざめ る だ け で ある (正常 肝 )。 と の 知 に は 
答 計 に 於 て 俺 所 と 開 隊 を つけ 得 な か つた 病 獲 
(人 芯 質 性 肝 失 , 結 概 , 鼻 症 , 間 質 に 於 ける 結 締 
貫 及 び 肛 管 増 敷 ) が 見 出さ れ た も の 。 【〔 第 2 群 〕 
肝 の 網 内 系 細胞 は 腫 大 し た ょ うに 見 を える も の 。 


' 展 軽く 増 載 し た も の 。 と れ 等 は 大 量 の へ モジ 
デリ ン (3) を 含有 する か 或 は 極 く 少量 の へ モジ 


デリ ン を 含有 し て いる も の で ある (b)。 2b の 場 
合 に 於 て は 毛細 管 中 の 刺 載 され だ た 網 内 系 細胞 と 
並ん で 光 包 様 細 胞 も 少量 見 られ だ た 。 グリ ン ン 氏 
軸 組 織 中 に も 光 包 球 に 似 た 細胞 の 増 敷 が 見 られ 
た だ 。【〔 第 3 群 ] 網 内 系 細胞 は 腫 大 し 且つ 視 著 に 
増 敷 。 彼 等 は 殆 ん ど 常 に へ モジ デリ ン を 大 量 に 
含む 。 その 一 部 は 毛細 管 腔 内 に 遊 在 し て 列 を な 
し て 横 は る 。 と の 場合 細胞 は 草 猫 種 だ け か 
或 は 光 包 様 細 胞 を 混 じ て いる 。 毛細 管 は 
その た め 細 胞 を 充 し た 索 の 外観 を 呈す る 。 
[第 4 群 ] 網 内 系 打 置 は 強大 な 増殖 が は じ ま る 。 
増殖 し た 細胞 は 同時 に 徐 誠 集 狂 の 傾向 を 著しく 
示す 。 と れ 等 の 細胞 和 は 刺 載 され た 網 内 系 細胞 
か ら の みな り た つか 或 は 多かれ 少 か れ 大 規模 に 
洒 色 様 細胞 を 混 じ て いる 。 殆 ん ど 常 に 強度 の へ 
モジ デ ロ ー ゼ が ある 。 [第 5 群 〕 強く 振 張 し た 
毛細 管 の 中 に 横 わ る 網 内 系 細胞 及び 光 巴 様 細胞 
が 肝 小 葉 の 像 を 完全 に 占め る 。 肝 細 胞 索 は と れ 
に 凌 し 強く 後退 する 。 先 赤 毛細 管内 に 増殖 し た 
腫瘍 の 印象 を 受け る 。 第 6 群 〕 最も 主要 な 目 
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じ る し は 光 か れ 少 か れ あ ら わ れ た 小 業 中 心 の 骨 
環 の 存在 で ある 。 小 工 中 心 部 に 多 敷 の , 強度 に 
へ モジ デリ ン を 含有 し た 遊走 性 の 網 内 系 細胞 が 
豊富 な 光 巴 様 細胞 と 混 じ て いる 。 小葉 邊 桶 は そ 
の 他 に 於 て 第 3, 4 及び 5 知 の 示 レ た 交 化 を 示 
す 。 以上 の 群 別 は 皮 に 1923 年 4 月 ふら 了 基 時 プ 
ロ シ ヤ 産業 省 に 提出 し た 俺 貸 に 闘 する 報告 の 基 
を な し た も の で ある 。 そ れ 故 ZErLER(1924) の 
更 示 し た も の ょ と 似 て いる 。 第 4 及び 第 6 群 は 
ZiEGrER に し よ つ て いわ れる 慢性 期 に 相 営 レ , 特 
に 中心 衣 壌 と を と も の う 第 6 群 は ZrEeGLER に + 
つて 最初 は “慢性 stationare 貧血 ” 後に は 
“慢性 貸 血 の stationare 型 ” と 誌 さ れ た 型 を 
示す 。 700 例 は 爽 の 通り 群 別 され を 。 第 1 知 
140 例 (20.00 め ), 第 2a 11 例 (15.46 源 ), 
第 2 炎 b190 例 (27.14 ), 第 3 群 94 例 (13.43 
), 第 4 稚 75 例 (10.71 め ), 第 5 知 9 例 (1.29 
る ), 第 6 群 81 例 (11.57 )。 な ぉ 比較 の た め 
ELLER (1924) の も の (51 例 ) を 掲げ る 。 但し 
ZELrER の 陰性 例 は 我 等 の 第 1 群 , ZELLER の 1. 
2 及び 3 期 を 我々 の 2,3 及び 4 群 に 騰 應 きせ 
る 。1 群 23 例 (35.1 ), 2 呑 10 例 (19.6 め ), 
S 娠 7 例 (3.7), 4 群 10 例 (19.6 狐 ), 5 群 
0, 6 群 1 例 (2.0 )。 

SCHARPWINKEL(1927) Hannover 展 場 の 展 
殺 馬 200 頭 に 就 て ( 無 選 控 的 ) 肝 腫 忠 の 組織 克 的 
検査 を 行 つ た 。 偉 貸 馬 と 診断 され た も の は 5 歳 
以下 37.5 狐 , 6 至 10 歳 66.6 錠 , 11 乃至 
16- 歳 59.2 易 , 16 乃至 20 歳 61.2 叶 。 20 歳 
以上 76.3 多 で あつ た 。 肝 化 は 肝 細 胞 (Le- 
berepithelien) の へ モジ デ ロ ー ジ ス と 毛細 管内 
の 擁 堪 マク ロフ ァ ー ゲ ン の 誇 明 を 診断 標準 と し 
リン ' 
SCHERMER (1927) 億 貧 馬 所 見 。…… 最 も 題 
著 な 所 見 は 通常 は 肝 が あら わす 。 肉眼 像 で は 時 
に は 化 が な い が 併 し 大 概 は 腫 大 し 展 < 2 倍 に 
達する 。 被膜 は 緊 記 し て いる ょ うに と 見 を る 。 肝 
を その 横隔膜 面 で 下 ら な 机 の _ 上 に の せる と 江 疹 
は 履 々 机 面 に 達し な い 。 色 は 淡 褐 色 , 小葉 像 は 明 
瞭 で 特に 肉 音 条 像 が 見 を る 由 は ZrEGLER が 指摘 
し た 通り で ある 。 フォ ル マ リ ン 固定 時 硬度 は 騰 
くぅ 稀 に か た を た い 。 人 刊 貸 に 記 す べき 最 度 の 幾 化 


. 佐 は 微量 で あつ た 。 





と し て は 肝 内 被 細 胞 に くる も の で あぁ る (2 例 )。 
と の 細胞 は 正常 より も 若干 明 瞭 に 見 を る の で あ 
る が 肝 細 胞 索 を 強度 に 見 を える 二 つ の 線 と し で て 境 
し 且つ 司 く 微量 に 鐵 頼 粒 の 痕跡 含有 有する 。 と の 
他 北 伏 は な い 。 と の 2 例 は 朱 養 良好 な 殺 廣 分 馬 
で 票 告 に よれ ば 長い 間 熱 世 作 を 示し 且つ OPPER- 


MANN に よる 陽性 血液 検査 に も と づい て 澤 警 警 


祭 的 に 謀 分 され た の で ある 。 その 一 つの 方 は 自 
分 で 束 週 間 臨 床 的 検査 を し た が 一 度 も 病後 に ぶ 
つか ら な か つた 。 自分 で や つた 家 束 四 験 は 陰 性 。 
と の 2 例 は 治療 し た も る の で 肝 の 網 内 系 細胞 だ け 
が 証 玖 態 に ある と 考え を る と と が で きろ る 。 似 を た 


よう な 第 は 例 に 於 て 星 細胞 は 更に 明瞭 に 腫 大 し , 


明瞭 な 格子 繊維 綱 が 細胞 素 の 横 軸 方 向 Ic も 特殊 
染色 な し に 見 られ た 。 と の 場合 に る 星 細 胞 に は 
これ 等 の 状 化 を 最 寺 微 な も 
の と し て 最 先 頭 に た て る の は と れ も $ 時 間 的 に 最 
終 的 の も の と し 且つ と これ 等 の 所 見 を 多かれ 少 か 
れ 開 始 さ れ た 治療 と 解す る 。 妖 化 の 著 明 な 例 に 
於 て も 赤 肝 の 網 内 系 装置 は いつ も 第 一 に 侵さ れ . 
る : 肝 内 被 細 胞 並 びに 星 細胞 の 腫 大 , と れ 等 細 
胞 は 騙 合 マク ロフ ァ ー ゲ ン に と 好 じ て ゆき 途 と 
は 人 の な い 内 被 細胞 が 見 出さ れ な いよ ょ うに まで 

な る 。 鐵 は 紡 鍵 形 た を し た 内 被 細胞 内 で は 後 細 な 
謀 表 形 の 頼 粒 と し て 雨 極 に 見 られ る 。 と の 未 門 
明瞭 な 内 被 細 胞 か ら 強 大 な 粗大 塊 捧 鐵 を 含ん だ 
も の , 更に 稀 に は 明瞭 な 赤血球 を 含ん だ 園 い マ 
クロ ファ ー ゲ ン の 間 に は あら ゆる 移行 が 見 られ 
る 。 ターン バル 流 に 於 て は 肝 細 胞 索 は 雨 側 か ら 


_ 強度 な 青色 線 に ょ つて 境 さ れる 。 て と の 明 央 な 星 


細胞 怒 化 と 並ん を で も う 一 つの 他 の 現象 が あら わ 
れる 。 禄 桜の 頼 粒 な し の 細胞 の 集 交 で あつ て 綿 
て の 著 攻 に よ つ て と の 細胞 は 光 巴 様 細 胞 と 名 づ 
けら れ て いろ る 。 と れ 等 の 細胞 は 肝 毛 細管 腔 中 < 
ー 郭 存 し , 他 は その 外 に 双 少 か ら ざ る 郡 分 が 小 
葉 間 結 細 織 中 に 横 わ つて いる 。 肝 小 葉 の 中 に は 
と れ 等 は 通常 合 潤 マク ロフ ァ ー ゲ ン と 混在 し , と 
れ 等 と 級 密 な 集 園 を 肝 細 胞 索 の 間 に つ くつ て い 
る 。 履 < 駐 監 秩 集 導 こま で と の 集 園 が な る の で 
と の 場所 で は 肝 細 胞 索 は ぐつ と 左 CC 疎開 きせ 
られ る 。 と の 区 は 展 々 中 心 謝 肛 の 周 園 に ょ と た 
わ つ て い ぃ る が 併 し 小 葉 の 他 の いま と に も る あ 








る 。 グリ ッ ン 氏 博 の 粗 義 結 細 織 中 に 於 て は 水色 
様 細胞 は 大 き な 集 狭 を な し 且つ マク ロフ ァ ー ゲ 
ン を 少し し か まじ を て いな い 。 中 心 龍 脈 中 に ゃ 
劉 門 須 枝 中 に ゃ 血液 は 多 敷 の 敬 巴 様 細胞 , 更に 
分 葉 簿 白血球, 骨髄 細胞 及び ジ デ ロナ チー テン を 混 
じ て い る 。 基 片 を 眺め る と ジ デ ロロ チー テン と 河 
所 様 細胞 が 組織 像 の 主 な る の と し て 見 を る が , 特 
狐 上 染 色 特 に 塗 抹 標 本 に 於 て は 細胞 集 狂 の 構成 に 
は 他 の 細胞 種 を も 随伴 し て いる 。 先手 附 く と 
と 注 細 胞 の 一 部 は オキ シダ ー ゼ 反 應 を 奥 を る と 
と で ある 。 オキ シダ ー ゼ 細胞 は 正常 肝 に 於 ける 
ょ り そ の 敷 造 に 大 で ある 。 正常 に は 新 る 細胞 は 
極 く 稀 に し か 見 出さ れず 耐 し て 詩 と し て エ オ ジ 
ン 嗜 好 性 で ある 。 オ キシ ダー ゼ 細 胞 も 赤 得 秩 に 
横 た わ つ て いち が 展 々 非常 に 多く 肝 細 胞 索 の 聞 
に 散在 し て いる 。 光世 様 細胞 の 大 部 分 は マク ロ 
ファ ー ゲ ン ょ と 同様 オキ キシ ダー ゼ 反 應 を 呈す る と 
と が 少 い 。 オ キシ ダー ゼ 細 肪 を 構成 する も の ヽ 
中 で も エ オ ジン 嗜好 性 (オキ シダ ー ゼ 頻 粒 は そ 
の 形 を みとめ 難い ) は ほん の 一 部 に すぎ な い 。 キ 
キシ ダー ゼ 細 胞 の 大 部 分 で は 頼 粒 は 深 青 色 で 塵 
志 様 且つ 細胞 内 に 横 た わ つ て いる し , 双 細 胞 自 
英 も る 光 巴 様 細胞 より ゃ 若干 大 きく 見 を える 。 マイ 
グリ ュー ン 塗 抹 で は 少 敷 の 骨 信 細 胞 , モク チー 
テン , 多 形 要 白 血球 , プラ ズ マ 細胞 , 肥 腫 細胞, 
時 に は 赤 左 細 胞 が 見 られ る が 常に 多い の は 光 巴 
様 細胞 で ある 。 オ キシ ダー ゼ 反 鷹 は それ 故 骨髄 
要素 に 旋 せ むら る べき で ある 。 今 迄 述 べ た オキ シ 
ダー ゼ 細 胞 の 他 (その 頼 粒 は 深 暗 青 色 且 つ グ リ 
セリ ン ゲ ラチ ン 中 で 敷 週 間 も 保 存 し 得る ) 委 ろ 
滞 恨 性 に 紫色 に 楽 まり 12 時 間 後 に は 消 を る も 
の を も ゃ も つた 細胞 が ある 。 新 る 反 鷹 を 一 部 の 光 包 
様 細胞 が あら わす 。 肝 細 胞 は 皮 逃 の 獲 化 の 他 何 
毎 傷 害 と うけ て いな い 。 更に 進行 し た 例 , つ まり 
切迫 層 殺 覧 は 負 死 例 で は 肝 細 胞 自 己 も 病 根 に 引 
き 入 れ ら れる 。 と の 北 化 は 進行 性 に 中 心 郡 か ら 
税 に 向 つ て 起 る 。 肝 細 胞 は 脂肪 化し 耳 つ マク 
フ ァ ー デ ゲン を 含む 財形 細胞 の 豊富 な 組織 に ょ 
つて きか を られ る 。 か く て 中 心 部 は 肝 細 胞 消 
失 し 且つ 忠 心 で は 脂肪 化し 僅 C 江 終 部 に 於 て の 
み 明 瞭 な 肝 細 胞 索 が 見 られ る 。 途 に は 肝 細 肥 索 
る 中 心 部 か ら 猿 つて いつ た 組織 こ ょ つて 疎開 さ 
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れ 肝 細胞 島 喚 が , 増殖 し た 新 組織 中 に 横 た わ つ 


* て いる だ け で ある 。 断る 肝 は その 組織 像 が 骨 鱗 


と 非 章 に よく 似 て いる 。 構造 は わか ら な く な る ろ 。 
大 概 は 園 い 桜 及び 幅 の 廣 い 占 燈 の な い 原形 質 を 
も つた 色 ぇ の 大 さ の 財形 細胞 が 組織 像 の 主 位 を 
占め と れ と 並ん で 多かれ 少 か れ 多 敷 の マク ロ 
ファ ー ゲ ン が ある 。 度々 細胞 は 水腫 様 液 (ZrEc- 
EER の いう 毛細 管 周 園 性 水腫 ) に よ ょ つて 礎 排 さ 
れる 。 と の 種類 の 最高 度 の 例 で は 有 計 で ある と こと と 
が 判り か ね る よう に な る が これ を 負 死 馬 で 人 例 
見 た 。 病 の 程度 と は 別に 定 つ た 開 係 な し に ZrEc- 
EER こよ つて も 記載 され た 油 耗 色素 を 肝 細 胞 中 
で 見 た が これ に 反し 肝 細 胞 忠 色素 を 見 た と 
と は 殆 ん ど な いび 。 ZiEeLER は “Stationare 
Ananmnie” の 若干 例 の 中 に 肝 硬 疾 へ の 移行 を 見 
た 。 私 も 同様 1 例 の 極め て 高度 の 硬 病 振 を 見 
た 。 大 き な 馬 群 中 の 第 2 同 目 且つ 最後 の 病 例 で 
あつ た 。 営 該 語 は 柴 杖 良 , 月 魚 に わた る 無 熱 期 
間 を お いて 度々 熱 殴 作 を くり か を し た 。 赤血球 
5.25 百 高 ,Hb 37, 獣 警 的 殺 鹿 分 。 肝 は 高度 腫 大 
淡 明 且つ 著しく 硬い 。 組織 克 的 に は 小葉 韻 結 締 
織 は 強度 に 貴 が 鷹 か つた 。 小葉 内 に は 著 明 な 網 
内 系 細胞 の 腫 大 , 鐵 食 喰 , 少 数 の 光 巴 様 細胞 あ 
り 。 と の 1 例 だ け で は 果して と の 硬 欠 が 気 血 の 
組織 像 に 属す る も の か 或 は 他 の 原因 の 協同 作用 
に ょ る も の か を 制 断 す る と と は で き に くい 。 
RicrHTERS (1929) SvEN WArr 券 抽 漏 刺 次 
を 用 うる LEHNERT の 肝 刺 法 は 猫 乙 軍 際 に 於 
て は 臨床 興 症 司 血液 を 健司 に 注射 し て 試験 する 
際 , その 試験 軟 験 馬 に 就 て 資 施し その 所 見 を へ 
モグ ラム と 並ん で 診断 上 重症 する 。 

萬 西 ・ 小 倉 ・ 館 澤 ・ 佐 藤 (1931) 管 條 衣 作 例 
に 於 て は 常に 鬱 血 が ある 。 特に 小葉 中 心 部 の 和 
血 が 毎 常 ある 。 小葉 中 心 部 の 肝 細胞 に は 脂肪 抽 
性 を 認 む る を 常 と し 貧血 の 著しい ゃ の で は 高度 
で ある 。 小葉 中 心 部 の 特 血 及び 肝 細 胞 の 脂肪 鐘 
性 長 時 日 存在 レ し た と 思わ れろ る 例 に 於 て は 小葉 中 
心 部 の 肝 細 胞 消失 る も の が 少く な い 。 洪 列 な 
驚 作例 (第 14 及び 16 例 ) に 於 て は 肝 細 胞 の 大 
部 分 再 死 消失 し 肝 特 異 の 構造 を 失 つ た も の が あ 
る 。 小葉 内 毛細 管内 に は へ モジ デリ ン 素 粒 を 食 
し た 昌 桜 細胞 多 敷 に 存する 例 が 少く な い 。 ダ 星 
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酒 肌 の へ モジ デリ ン 沈 着 は 殆 ん ど 毎 常 と れ を 褒 
め る 。 小 業 内 毛細 管内 に 光 巴 様 細胞 の 集積 を 見 
る と と は 比較 的 少 い が 間 質 に 該 細胞 の 浸潤 を 誰 
むる と と は 殆 ん ど 毎 常 で ある 。 驚 作 を 呈し な い 
が 進行 性 の 病 型 の 2 例 (第 8, 21 例 ) に 於 て は 
程度 軽く , 肝 細 胞 の 脂肪 織 作 の 如き も 1 例 C 於 
て は 陰 仁 1 例 に 於 て は 軽度 で ある 。 潜伏 例 に 於 
て は 肝 の 脂肪 幾 伴 な く へ モジ デリ ン の 沈着 と 間 
質 の 細胞 浸潤 を 認め た の み で ある 。 

Wgrpricg (1932) 17 例 , 穫 性 亜 急 性 及び 慢 
性 型 を 含む 。 組織 病 織 は 主として 網 内 系 に 超 0 


_ 耳 つ 赤 血球 貧 喰 症 . へ モジ デリ ン 沈 着 及 び 組織 


球 の 剃 離 等 た を ふくむ 。 
JANoTTE (1932) 98 頭 の 必殺 財 中 47 例 に 
於 て 肝 有 に 気 血 症 の 引 が も た れ た を が 了 臨床 , 血清 , 
組織 の 請 検査 を 合 し て 1 例 (No. 45) だ けが 
貸 血 と 診断 され た (人 刊 仙 の と と な る べし !)。 
MOcsY (1932) 病 の 種々 時 期 に 於 ける 自家 
研究 に 基 け ば 骨髄 化 生 は 問題 外 で ある 。 由 ち 肝 
(C は オキ シグ ダー ゼ 沖 胞 が 健司 或 は 他 の 病 ( 肺 和 
及び 助 膜 類 ) で 貞 れ た 動物 に 於 ける ょ りゃ 人 多 計 
で ぃ くる と と は な い 。 と の 場合 オキシダーゼ 細 
胞 は 集合 し た 娠 或 は 人 徐 を つく る と と は 決し て な 
《 且つ 葵 を 形成 する 細胞 の 一 部 分 を な す に すぎ 
な い ば か りか 肝 の か いる 細胞 稀 中 に は 未 茸 な 赤 
血球 も 入 丸 鞍 血 践 は 骨 髄 刺 載 細胞 も 誇 明 され な 
い 。 俺 貸 で 肝 の 細胞 牙 又 は 小 華 の 中 に 見 出さ れ 
る オキ シグ ダー ゼ 細 胞 は 循環 血液 中 か ら の 加 粒 細 
肥 型 で あつ て 個々 籠 中 に まぎれ と ん で いる と と 
は ある が 叱 の 構成 に は 参加 し て いな い 。 病 の 末 


期 に 於 て 肝 の 毛細 管内 被 細 胞 は 全 醒 的 に 増殖 し 


て 血管 衣 か ら 剣 離し 且つ 他 の 色素 含有 並び に 非 
含有 の 病 的 に 細 化 し た 内 彼 細 胞 そ の 他 と 一 緒 に 
な つて 毛細 管 腔 を 穴 い で し まう 。 そ を の 結果 血 流 
は 非常 に 障 旭 され る 。 毛細 管 藤 に くつ いい て い 
る も の も 更に 妨 管 腔 内 に 存在 する 細胞 も 大 部 分 
は 交 性 に 階 つ て いる よう で ある 。 朋 剰 に 増殖 レ 
た 毛細 管 藤 細 胞 に ょ る 歴 過 作用 及び 局所 的 の 循 
環 障 如 の 結果 と し て 小葉 中 心 部 (mittelstandig) 
に は 肝 細 胞 閣 性 が 同時 に 超 り 肝 細 胞 は 終 に は 小 
葉 中 心 部 の 全 的 朋 壊 に 階 り 且つ 骨 協 し た 組織 部 
位 の 代償 と し て 種々 程度 に 導 作 し た モノ チー テ 
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ン , 色素 含有 細胞 , 汐 包 球 及び 血液 超 原 の 細胞 


が 見 られ る 。 オキ シダ ー ゼ 細胞 の 敷 に は 小 全 中 
心 部 が 血液 を 流通 せしめ る 程度 及び 粘着 カ あ る 
頼 粒 性 白血球 が 小葉 中 心 の 餅 様 に は た らく 租 末 


細胞 塊 に よ つ て 捉え られ る 程度 が 開 係 し で く 


る 。 肝 細 胞 の 毅 位 は 或 る 種 の 中 奏 性 傷害 と 多大 
の 類似 を 示す 。 四 議 化 思 素 中 毒 の 場合 に は 肝 細 
胞 は 小葉 中 心 が 好 性 壌 死す る が 内 被 細 胞 は 芸 し 
く 正 静 な の で ある 。 蛋白 様 毒 物 が 血 中 に 循環 す 
る よう な 経過 と を と る 病 で は ( 壌 六 性 肺炎 ) と れ 
[反し 民 る 必 症 腺 6 本 
巴 球 の 要 に 織 性 現象 が み ら れ る 。 

QOgNTrN (1933) 肝 病 織 は 非常 に は つき り し 


た も の で ある 。 粉末 に な り 易 い 性 換 , 小葉 は 非 


常に 明白 で “ 肉 意 尊 "の 模様 は 定型 的 且つ 肥大 
は 時 < 高度 に 達する 。 重 さ 19, 20 及び 22kg 
組 紋 像 。 網 内 系 一 一 俺 貧 病 毒 が 網 内 系 に 選 提 性 
の ある と と を 確 め る と と は 興味 ある と と で あ 
る 。SERBAN BRATANIO 及び ANTOINE LAMBART 
後に 形態 欧 的 に 定義 され た と の 系 続 ほ は 腫 , 肝 , 
骨髄 及び 光世 腺 の 網 内 系 細胞 を 含む 
BLANCHARD & VEDEr (1933) 1) 或 例 で は 
星 細 胞 の み 鐵 色素 の 浪 跡 を 有する 。 (2) 他 の 例 
で は 星 細 胞 は 色素 を 以 て 充 さ れ 且 つ 毛 細管 内 及 
び 小 葉 内 に 光 包 球 の 塊 を 見 る 。 同 時 に 圭 グリ 
ツン 氏 東 硬化 が ある 。 (3) それ と 肝 細胞 は 脂肪 
絆 性 を 示す 。 特に 中 心 静 脈 の 周 園 に 甘 明 で ある 。 
併 し 時 に は 全 小 配 細胞 が 侯 さ れる 。 2 
LAMARRE (1933) 1a 例 。 浦 慢 奏 凶作 時 疾 
(Hepatite degenerative diffusa ) が ある 肝 小 . 
葉 中 心 に 組 化 多く タ 星 細胞 に 可 成り 多く 色素 増 
加 が ある 。 文 連 いい グリ ソン 氏 彰 硬化 $ あ る 。 
ErrMANN(1934) 網 内 系 細胞 ( 星 細 胞 ) の 腫 大 , 
増 敷 及び 剛 食 喰 及 び 汐 巴 様 細胞 の 出 更 が ある 。 
77 頭 の 馬 が 病理 解剖 的 に 俺 貧 と 診断 され た 。 
Warr (1934) 俺 貧 の 臨床 症候 を あら わし た 
6 頭 の 組織 所 見 : 慢性 共 液 性 時 類 。 肝 強化 は 小 
負 和 MM hh いし 
の 光 包 様 細胞 の 出現 。 

STEIN (1935) 窒 例 は すべ て 情 尾 (13 例 )。 
肝 に は 若干 の 獲 が ある 。 

LUDWrc (1935) 大 如 分 の 織 器 に 於 で 綱 











弘 繁 殖 が 人 沼 の 特徴 ある 。 か ヽ る 和 健 麺 が 見 ら 


れ た 場合 に は 完全 診断 償 値 あり と は 言え な い 
が 高度 に 本 病 を 大 を させ る 。 他 の 訣 態 で 同じ ょ 
2 な 久 殖 が 見 られ た 場合 通常 1, 2 臓器 に か ぎ 
られ て 全身 に ひろ が る と と は な い 。 

NEkHoTJAEEF (1935) 肝 は 打 液 性 類 の 舞 嘉 


"と な る 。 つい で 友 應 と し て 網状 繊 内 被 細胞 系 


の 題 著 な 反 應 が 起 る 。 従 つて 病 と し て 交 性 充 
碧 , 校 湊 出 , 河 思 球 及び 中 性 多 要 の 浸潤 の 他 
芝 質 細胞 の 幾 性 壊死 が あげ られ る 。 と の と と は 


. 肝 の 他 腎 , 肺 , 光 巴 腺 , 心筋 に も 適用 され る 。 


と の 他 肝 に は へ モジ デ ロ ー ジ ス 及 び 肝 細胞 の 膳 . 


汗 性 肖 潤 ( 浴 血 性 商 六 ) が 存する 。 
ScnMrpT (1935) Zanaty 法 に よる 切片 に よ 
る 迅速 診断 法 を の ぶ 。 ギ ム ザ 及び ベル リン 青 を 


_ 以 て 染色 す 。 へ モジ デ ロ ー ジ ス 及 び 園 形 細胞 浸 


。 小さ い 限 界 明瞭 な 小葉 内 性 壌 死 , 但 し “ 無 反 應 ” 


油 を 詩 明 する 。 腫 及 び 菅 を も 検査 する 必要 が あ 


る 。 

Howurov (1936) 膨 質 が ひど くく 侵さ れる 。 
と れ は 特に 甚 急性 及び 亜 急性 型 に 於 て 明白 で あ 
る が 慢性 に な る と 圭 微 で ある 。 潜在 型 で は 病 織 
は 展 ぇ 殆 ん ど 見 出さ ん れ な い 。 一 般 に は と の 乳 器 
は 肥大 し 伏 血 し 狭 作 し 色 は 旭 紅 褐色 或 は 濃 黄 色 
で 脆い 。 割 面 で は 網 汰 形 た を あら わし 色 は 裾 色 , 多 
か れ 少 なかれ 暗 色 。 小 葉 は 暗 区 色 調 で 境 さ れ て い 


る 。 と の 性 秩 は 非常 に 重要 で 且つ 稀 に は 見 られ | 


な い 。 人 硬 獲 は わ づ か と 慢性 例 で 見 らん る だ け で 


ある 。 鍼 色素 の 出現 は と の 肝 硬 角 が 非常 に 目 立 


つ 時 に 認め られ る 。 と れ は 高度 の 赤血球 減少 症 


の も の と 有 習 應 する 。 


HJARRE (1936) 第 1 例 (名 死 ) 肝 は 朋 く 旦 
ン 堤 度 腫 大 。 組 織 像 。 特に 邊 部 に 於 て 多 敷 の 


性 の ゃ の が 見 られ る 。 一 番 ひ ろ が り の 大 きい の 
は 小葉 の 中 間 層 で 矢 端 は 中 心 肛 と 向う 。 最も 
屋 々 模 汐 惑 は 双子 状 で ある 。 稀 に は , し か し そ 
の 時 に は いつ も 中 心 を 外れ て いる が 中 心 静 肛 を 


| 包含 し て いる 。 と の 病 織 は 肝 に 光 慢 作 に あら わ 


|。 れる の で は な く 多 骨 小 葉 は 無 腹 で ある 。 他 の も 


の に 於 て は 4 箇 の 環 死 填 ま で 見 らん れる 。 と の 病 
十 は ベラ 形 の 飾り の よう に 並ん で いる 。 載 死 自 


身 は 通常 脂肪 を 含有 し な いり が 併 し 健康 寅 質 へ の 
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境 の 所 で 大 要 は 脂肪 化し た 肝 細 胞 の 細い 層 が 誰 
め ら れる 。 若干 の 小葉 は 壊死 の 代り に 脂肪 化し 


- を 肝 細 胞 の 棒 領域 を 示す 。 協 死 中 の 毛細 管 中 


に は 所 ぇ に 小さ な 血栓 が 見 られ と れ は 主として 
冶 集 し だ 赤血球 の 遺存 物 か ら な り た つ 。 壊死 の 
周 終 部 で は 毛細 管 は 傘 血 現象 を 來 す と と 炎 稀 ら 
し レ しく な い 。 蜂 細 胞 は 少し く 腫 劇 し た も の が 赤 血 
球 代 喰 を 示し へ モジ デリ ン を 豊富 に 含有 し て い 


る 。 但し 就 中 壊死 の 外 で ある 。 毛細 管 中 に は 若 


千 の 遊 赴 ジア デ ロ チ ー テ ン が 見 られ る が 光 包 様 細 
胞 は な い 。 且つ 騰 管 周 園 浸潤 は な い 。 最 後に 肝 
内 油 朝 性 に 小葉 の 中 心 部 に 於 て 中 等 度 の 膳 汗 偵 
積 が 見 られ 且つ 肝 細 胞 は 微細 頼 粒 其 の 鐵 含 有色 
素 が 中 等 量 含ま れ て いる 。 第 2 例 ( 鑑 死 )。 肝 は 
有 く 且つ その 色 は 淡 克 色 , 若 干 腫 肛 ,7.5kg。 組織 
像 。 肝 肖 絡 部 に は と いか し と 小さ い 小 業 内 性 壌 


死 が 見 られ る 。 邊 際 的 に は 第 1 例 と 同じ 。 但 し 


その 敷 は 少 い 。 幸 死 の 周 園 に は 脂肪 化 層 が 鉄 け 
で て いる と と が 非常 に 多い 。 併 し 毛細 管 正 栓 は 存 
在 し それ は 第 1 例 と 同じ よう に 見 を る 。 小 業 の 中 
居 は 肝 内 到 る 所 で 著しい 騰 汁 警 薄 た 示す 。 耐 し 
て 肝 細 胞 は 細 天 粒 湊 鐵 含有 の 色素 を 少量 含む 。 
性 細胞 は 著しく 腫 大 し 著 明 な 赤 碧 球 貸 喰 を 示 レ 
且つ 豊富 に へ モジ デリ ン を 含む 。 毛細 管 中 に は 


多数 の ツ デ ロ チ ー テ ン が ある が 光 包 様 細胞 は な 


い 。 婦 騰 管 周 園 性 浸潤 は な い 。 第 3 例 ( 殺 虎 分 )。 
組織 像 。 計 は 非常 に 多く の 換 炊 及び 民子 炊 壊死 
を 示し た 。 と れ 等 は 第 1 例 の 場合 と 同様 脂肪 化 
肝 細 胞 の 狭い 居 に と り ま か れ て いる 。 そし て 隣 
合 つ た 小 功 の 壊死 は 融合 し て 網 様 像 を つく る 。 
と の 網 は 小さ な 正常 質 の 島 (『 脈 の 枝 の まわ 
り の ) を 取 園 む 。 毛 細管 血栓 及び 稀 浴 現象 は 協 
死 の 中 で 履 < 起 る 。 往々 小葉 内 に 要 形 領域 ( 毛 


細管 堆 血 を 呈す る ) を 見 る 。 と で は 肝 細 胸 は 


その 楼 は わずか し か 襲 性 性 に か わ つ て の な い 。 
環 死 は それ 故 小 さ な 息 訴 循環 障 如 か ら 帝 育 し た 
も の いよ う で ある 。 星 細 胞 は と いか し と で 赤 血 
球 仙 喰 を 示す が へ モジ デリ ン 含 有 ほ は 大 る 少 い 。 
第 4 例 ( 殺 謀 分 ) 本 例 に 於 て も が 精 容 な 臨床 検 


査 は な い 。6 歳 詩 , 短 時 日 病 に か ヽ ゝ つた 。 その 


後 殺 諾 分 。 組織 像 。 肝 は 第 3 例 と 大 骸 同 じ 。 大 
量 に 巳 子 炎 壌 死 が 見 られ と れ は 狭い 脂肪 礎 を め 
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ぐらす 。 大 量 に 毛細 管 血 栓 及び 小 乾 洪 の 閉 寒 領 
域 が ある 。 その 外観 は 皮 述 の も る の と 玉 ん ど 同 。 
星 細 胞 は 軽く 腫 妥 , 赤血球 食 喰 を 示し 且つ 欠 0 
多く は な い が へ モジ デリ ン を 含む 。 光 思 様 細胞 
並び に 膳 管 周 園 浸潤 は 前 例 の ょ うに 矢 張 り 見 ら 
な ゆい 。 

Wirwss (1937) 必 場 材料 絢 計 300 例 を し ら 
べた 。 と の 診断 に は 厳格 に 演 つ た 。 何故 な れ ば 
流行 病 欧 , 血液 病 胞 及び 臨床 所 見 を 詳 に し た か 
つた か ら で あ る 。 そ を それ で 陽性 と する に は : 非常 
に 張 肝 の 光 巴 様 細胞 浸潤 及び 組織 球 性 増殖 , 
肛 の へ モジ デリ ン 酒 失 並 び K 心筋 に 於 ける 河 巴 
様 細胞 集 狭 等 の すべ て を 示し た も の KC 限 つ た 。 
原 藩 附 園 は 俺 所 計 を 示 レ し た も の で と れ は その 


得度 及び 種類 か ら 見 て 陽性 と し た も の で あ 


る 。 か よう な 例 は まさ に 病 幾 性 質 に 何等 如 問 を 
い だ か れ な いも の で ある 。 我 々 の 研究 で は 20 例 
重症 を 見 , 15 例 鞭 症 を 見 た が 寺 い 方 は 恐らく 人選 


鍼 に ちがい な い が と いで は 角 り 問題 に レ し な い 。 . 


と の 20 例 は 居 殺 周 の 6.66 に 営 る 。 プ ロイ セ 
ン の 公報 で は 1926~>1932 年 條 均 0.26 め が 俺 
委 に な つて いる か ら 医 明 偉 所 と 診断 され た 我々 
の 俺 谷 馬 6.66 は 四 に 26 位 に 営 ろ 。 億 笑 で 見 
られ る 組織 絆 化 は 決し て 厳格 に 特殊 な $ る の で は 
な い が こ と の よう な 幾 化 を 超す 他 の 病 は 猫 逸 に は 
例外 に 見 られ る だ け で ある か ら 診 断 全 値 は 非常 
に 大 きい と いえ を る 。 上 水 研究 に 際 し 和 何 他 に 注意 
すべ きこ と と が ある 。 極め て 多 敷 例 に 於 て 俺 貸 と 
認め る に は 散 明 な 病 織 が 鉄 け て いる に も か いわ 


ら ま 肝 の 網 内 系 が 増殖 し 且つ へ モジ デリ ン が 女 


通り 一杯 に な つて いる も の が あつ た 。 原始 で 
脱 原 織 維 の 増加 は 認め られ な か つた 。 腫 は か 
る い 例 に 於 て も へ モジ デリ ン 含 有 量 が 減じ て い 
な か 或 は 極 く 中 等 度 し か 減じ て いな か つた 。 と 
の 高度 な 星 細 胞 へ モジ デリ ン 症 は 48 例 で 16 
に 営 る 。 

MARcAro (1938) 名 死 参 馬 俺 所 に 於 て 網 訴 
織 の 刺 電 汰 態 が み ら れ 肝 に 於 て は 英明 な 貸 喰 が 
認め られ た 。 

Horz (1937) 居 音 及び 居 貸 紅 症 周 の 慣 骨 に 
- 於 て 資 施す る 肝 へ モジ デ ロ ー ジ ス 座 明 の 迅速 簡 
便 半 を 逃 べ て いる 。 そ の 方 法 : 肝 か ら と つた 任 
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意 の 大 さ の 一 片 C 黄色 硫化 アム モニ ウム を 漆 
ぐ 。 新鮮 で 腐敗 し て いな い 肝 な れ ば 短 時 間 で 革 
明 に 表面 が 黒 染 し た 場合 病 的 の 鐵 増 量 が 娠 われ 
る 。 正確 を 期す る 場合 は 載 物 か ラス の ザラ ザラ 
の 育 で 肝 組 織 を か き 取 つて 訪 色 硫 化 ア ン モ = タ 
ふと 浸す 。 これ を 2 枚 の 載 物 が ラス の 間 に は さき 


み 鏡 検 す る 。 陽性 の 時 に は 黄色 の 生地 に 黒褐色 
ど レ た ジ デ チー デ ン が は の き !0 見 の 1 の の 


方 法 は 勿論 不 完全 な も ゃ の で ある か ら 確 診 を 下す 
に は その 後 の 切 片 標本 所 見 に よる と と ょ と が 肝要 で 
ある 。 


MARcAro (1938) 脂肪 季 作 と と れ K 伴う 微 


_ 小 勤 白 色 結節 が 小葉 間 に あ る 。 疎 例 で は 膳 汗 和 


溢 が あら われ る 。 他 の 例 で は 膳 汗 の 浸潤 と と れ 
と 並ん で 脂 管 持 張 及び 血管 振 張 が あつ た 。 研究 
例 は 億 所 で 難 死 し た 賠 馬 で ある 。 肝 , 腫 , 腎 , 河 包 
腺 の 網 短 内 被 細胞 増殖 及び へ モジ デ ロ ー ゼ の 
他 に 肝 及 び 腎 に 閥 性 現象 が 認め られ る 。 


石井 (1939) 俺 衝 肝 の 伴 色 素 沈 着 量 を 調べ 


の 結果 を 得 た 。 揚 …… 著 し , せ …… 中 等 , NE 
少し , ーー <・・ く < / 表 い 
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Uswgc(1939) 第 1 例 ( 負 死 , 慢性 例 )。 肝 毛 
洒 管 は 種々 な る 細胞 を みた し 著しく 携 張 す 。 特 
に 中 心 静 脈 周 園 に 於 て 装 し い 。 その た め 肝 細胞 
は 層 迫 葵 次 に 陥る 。 細胞 種 は 球形 或 は 多様 形 の 
クロ マチ ン 井 有 小 軍 桜 細胞 を 主 と し その 原形 質 
は 衣 基 嗜好 性 で 幅 は 狭い 。 オキ シダ ー ゼ 陰性 で 
諸家 の 所 詩 汐 巴 様 細胞 で ある 。 更に 又 小 葉 全 磐 
に 大 形 泡 状 園 形 乃至 ひ す ん だ 要 を 有する 細胞 が 
散在 し て いる 。 と れ 等 は マク ロフ アー ゲン ( ジ デ 
チー テン ) で あつ て 原形 質 内 に は 大 概 黄 褐 色 
の 色素 塊 を 有 し 要 は 側 方 へ し や られ る が 如く 
見 を る の みな ら ま 展 々 色素 集 導 高度 な る だ め 概 
は 人 ん 見 を な く な つて いる 。 色素 塊 は 鐵 反 鷹 
陽性 で ある 。 マク ロフ アー ゲン の 母 地 が が 性 細胞 
で ある こと ょ と は 腫 大 軽度 で 紡 鍵 形 を し 局部 に 卒 瑞 
形 の 佐 頼 粒 を 有する も の か ら 遊 在 性 で 天 粒 を 満 
喫し た マク ロフ テー ゲン に 至る 刀 色々 の 移行 弄 
が 見 られ る の で 容易 に 理解 せら れる 。 と これ 等 の 
マク ロフ アー ゲン の 惑 る る の は 満足 な 形 を し た 
赤血球 を 細胞 醒 内 に 有 し て いる (赤血球 條 喰 細 
胞 )。 毛細 管内 に は 赤血球 の 他 臣 正 の 河 巴 球 や 形 
質 細 胞 が 少 数 み ら れ る 。 肝 毛 細管 内 被 細胞 は 終 
始 は つき り 見 られ る 。 その 要 は 細長 く 淡 明 で 學 
ん ど 皆 細胞 端 に 微細 鐵 思 粒 を 有する 。 肝 細 胞 自 
身 に は へ モジ デリ ン は 誇 明 され な い 。 グリ ッ ツン 
氏 珍 は 幅 を 増し て 見 を 粗 球 と な り 光 巴 様 細胞 を 
以 て 級 密 に 淫 潤 され て いる 。 鐵 含有 の マク ロフ 
アー ゲン の 敷 は 極め て 少 い 。 軽度 の 硬 粗 性 織 化 
が 認め られ る 。 第 2 例 。 毛 細管 内 の 細胞 集 尊 は 
鱗 り 目立た な い 。 肝 小 葉 の 多く の も の に 於 て 中 
心 部 に 級 密 な 格子 雇 組 維 網 が 誠 明 され る 。 と の 
部 で は 肝 細 胞 は 殆 ん ど 全 く 崩 圭 し て いる 。 第 3 
例 。 携 張 肝 毛細 管 中 に 於 て 区 状 細胞 集 狭 が 認め 
られ る 。 構成 細胞 は 准 佐 マク ロフ アー ゲン と 汐 
巴 様 細胞 で ある 。 第 4 例 。 多 敷 小葉 の 中 心 部 で 
は 肝 細 胞 崩 壊し その 部 は 多種 細胞 に ょ り 騙 きか 
えら れる 。 獲 化 の 少 い 小葉 で は 種々 の 大 いさ の 
主として ジ デ ロロ チー テン か ら な る 細胞 諸 が 見 ら 
れる 。 第 $ 例 。 第 1 例 所 見 と よく 似 て いる 。 但 


- 化 と は 認め られ な い 。 
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レグ リッ ン 氏 輌 の 細胞 浸潤 は 軽い 。 第 6 例 。 硬 
織 像 が ある 。 小葉 内 に 細胞 修 が ある 。 第 7 例 
管 性 損 死 。 血 量 極 度 に 多く 肝 細 胞 索 鞭 縮 消 失 。 
星 細 胞 園 形 化 遊 本 す 。 グリ ツン 氏 疹 浸潤 散 明 。 

Wirrvocgr (1939) 肝 窪 剰 の 研究 で ある 。 自 
然 例 35 例 中 31 例 は 組織 像 と 臨床 所 見 と 一 致 
し , 4 例 は 組織 陽性 臨床 所 見 完全 陰性 で あつ た 。 
次 験 例 17 例 は 急性 及び 裕 念 性 経過 を と り , 組 
級 所 見 は 暑 閉 で あつ た 。 タ 偶 験 例 13 例 は 慢性 
竣 過 と とり, うち 1 例 ほ 組織 門 床 規 所 見 一 致 , 
+ 例 は 際 床 陽性 組織 所 見 陽性 可能 "で 他 の 
1 例 は 臨床 陽性 , 組織 所 見 , 稚 怪 " で あつ た 。 
結局 肝 窪 刺 法 は 連 用 に は 不 向 で ある と する 。 そ を 
の 理由 は 誤診 の ある と と ヽ 術 式 上 故障 の ある と 
と いで ある 。 但し 研究 貸 馬 に は 賞 用 の 償 値 あり 
と する ( 例 を ば 注射 蘭 後 に 肝 究 系 を 行う 如き )。 
面 し て 組織 像 と し て 記載 され て いる 所 は : 網 内 
系 装置 肥 ち 毛細 管内 被 細胞 及び 星 細 胞 の 刺 載 肥 
び 腫 肛 。 ウ イー ルス 作用 に ょ つて 赤 二 球 崩 壌 が 
増大 する の で 肝 の へ モジ デ ロ ー ゼ , 内 被 細 胞 の 
増 敷 , 組織 球 の 出現 , 光 巴 様 細胞 の 集 尊 等 が 更 
と 進ん だ 組織 目標 で ある 。 

ROHRER & QUAEEck (1939) Koln 居 場 に 於 
ける 必殺 上 馬 150 例 の 肝 腫 腎 心 筋 及 び 肩 肝 光 巴 腺 
を 調べ た 。23 例 に 内 被 細胞 及び 星 細 胞 に 痕跡 的 
の へ モジ デリ ン が 誇 明 され , 29 例 C 高 度 の 星 細 
胞 へ モジ デ ロ ー ゼ が あつ た 。 と の 所 見 は 年 信 比 

「 例 じ 於 て 佑 所 重信 北 
が あつ だ 。 

市 井 (1939) 逢 賞 靖 近 中 特に 生 坦 染色 と 窒 接 
な 開 係 の ある の は 爽 の 諸 和 中 で ある 。 即ち 1) 網 
状 織 の 態 度 , (2) 類 光 巴 細胞 の 組織 敬 生 , (③) 腫 
と 肝 と に と 於 ける 血 鐵 素 量 の 逆 韓 に 開 す る 病理 多 
的 意義 , (1) 網 内 系 細胞 は 肥大 増生 し 且つ 少く 
と る ゃ 致死 的 敬 作 で な い 場 合 に は 機能 元 進 の 護 態 
に ある 。(2) 本 病 病 乾 に 於 ける 一 種 の 周 形 細胞 
は 形 龍 店 的 に 汐 巴 球 と 一 致し な い 農 が ある 。 多 
ち 類 汐 巴 細胞 は 生 柄 染色 後 陽 竹 で 且つ 谷 組 織 球 
と の 間 に 上 過 ゆ る 移行 型 を 認め 得る 由 か ら その 網 

内 系 趣 原 な る と と は 明か で あつ て, ひつ きよ ょ よう 
本 病 病 毒 の 刺 幸 に よ つ て 繝 内 系 細胞 は 増殖 及び 
機能 元 進 の 護 態 と な る と 共に その 持続 に ょ つて 
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一 方 に 於 て は 盛ん と 不 完全 な 分 化 を 直し て 類 汐 
巴 細 胞 の 形成 を 傘 す も る の と 解せ られ る 。 3) ト 
リ ペ ン 青 手 取 試 験 成績 の 示す と と ろ に ょ よれ ば 億 
貧 に 於 て は 肝 に 於 ける 網 内 系 細胞 は 肥大 増殖 し 
機能 元 進 の 秩 態 に ある と 認 む る を 得 , 一 方 腫 に 
於 て は 和夫 血 及び 光 包 様 細胞 浸潤 高度 な る 者 は 部 
分 的 生 栓 染色 色素 手取 の 減退 を 認め 得る が が 全般 
的 に 必 し ゃ 皇 取 機能 の 低下 を 認め な い 。 堂 ろ 正 
常 乃至 元 進 の 所 態 に ある も の 多く 常態 に 比 し 一 


層 多 敷 の + ト リ ペ ン 青 播 取 細 胞 の 認め られ る も の 


が ある 。 換言 すれ ば 有 は 全 朋 と し て 生 穏 色素 搬 
取 一 一 葉 らく は 一 般 代 喰 作用 も $ 赤 一 に 於 て 獲 





相 営 の 欠 力 ある に も かい わら まず 碧 儀 素 蓄積 の み 


著しく 少 い 雇 態 に ある も の で あつ て と れ ほ は 従 來 
の 射 読 を 以 て し て は 到底 理解 し 能 わ な い 中 で あ 
し 際 電 
陸 獣 研究 部 - 一 一 市 井 (940) 型 橋 病 病理 怠 的 
研究 (第 2 期 報告 )。 釧 死 例 36 例 中 章 栓 し た も 
の 17 例 及 び 病 性 鑑定 の た め 補充 馬 誠 か ら 主 要 
臓器 の 商 附 を うけ た も の 2 例 , 計 19 例 の 所 見 
は 次 の 通り で ある 。 了 肉眼 父 。 著しく 腫 大 し (5.7 て 
12.1kg) 江 弥 鈍 厚 , 褐 赤色 を なび 割 面 問 臣 褐色 
沢 濁し 小葉 腫 大 , 著 明 の 肉 意 種 様 絞 理 を 現 わ し 
甚だ 脆 毅 で ある 。 但し 旭 鮮 級 は 各 葉 に 古 0 麻 資 
大 乃至 米粒 大 の 次 黄色 膜 填 散 驚 。 組織 像 。 俺 気 
と の 開 係 と し て 和 区 べ を た 所 は 区 の 通 0 。 普通 染色 
標本 の 他 タ ー ン バル 青 鐵 反 應 を 算 施 精査 し た 所 
全 例 に 於 て 従 來 信 條 の 特徴 と 見 な され る 化 と 
一 致す る 病 織 を 現 わ し 俺 筐 た る と と を 確認 し た 
も の 18 例 陰 竹 1 例 (月 浦 ) で ある 。 ( 
TRAUTWEIN & ScHMrDT (1940) 多 敷 例 に 於 
て 病 李 は 央 る 題 閉 で ある が 一 部 は さほど で も な 
い 。 それ 故 臓 衝 の 組織 研究 が 十分 な され る 必要 
が ある 。 人 研究 仔馬 18 例 で は 毎 常 組織 病 既 が 誠 


明 さ れ を だ 。 と れ は 俺 貸 の 時 の それ と 同じ で ある 。 


生 ち 肝 の 組織 婚 化 は 3 類 に 分 た れる 。 第 1 知 に 
属す る 12 の 肝 に 訟 て は 特に 題 閉 な 締 化 が あつ 
た 。 毛細 管内 被 細 胞 は 腫 肛 し て いる 。 毛細 管 腔 
内 に は 非常 と 多 敷 の マク ロフ アー ゲン ( 星 細胞 
織 狐 し た 内 被 細胞 ) を 有する が と の 細胞 は 大 量 
に 鐘 を 貸 喰 し て いる (ター ン バ ベル 表 )。 マク ロフ 
アー デ ゲン の 他 に 第 2 の 細胞 型 と し て 汐 巴 様 細胞 


ゎぁ 存在 し て と る 。 肝 小 葉 中 心 に 於 ける マク ロフ 
アー ゲン の 集 狂 は 特に 張 い 。 双 容 激 細 胞 集 夕 が 
肝 細 胞 索 聞 に 盾 察 さ れる と と も ゃ 稀 で は な い 。 有 財 
細胞 は 一 部 脂肪 経 性 に 陥る 。 グリ ツン 氏 輸 に は 
光 巴 様 細 胞 集 狭 は 全く な いか 牙 は 最強 度 に 低 度 
で ある 。 光 巴 様 細胞 は どく 少 い 部 分 だ けが オキ 


シグ ダー ゼ 陽 作 で ある 。 第 2 療 に は 4 例 の 肝 が 司 


し レ し た 。 とれ 等 の 例 で は 病 織 は よ も 軽い 。 毛 細管 
内 被 細 胞 も 赤 腫 眠 する 毛細 管内 に マク ロフ アー 
ゲン が 存在 し 僚 を 貸 喰 し て いる 。 と れ 等 の 細胞 
は 併 し 第 1 群 の ょ うに は 多く は な い 。 と れ に 反 
し 毛細 管内 に は 光 包 様 細胞 型 が 多い 。 彼 等 $ 肝 
細胞 素 の 問 に ょ り 大 き な 起 を つく る 。 間 質 組織 
部 に は と の 群 で も 光 巴 様 細胞 青 は 少 い (中 等 度 ) 
第 3 群 。 2 例 。 グ リッ ン 氏 博 に 張 い 水 包 様 細胞 
反 應 が ある 。 併 し 肝 毛 細管 中 に も 赤 一 部 分 に 光 
外 様 細胞 の 生々 注目 すべ き 集 狭 が 見 られ る 。 へ 
モジ デリ ン 沈 着 定 は と れ に 反し 殆 ん ど 誇 明 さ れ 
が がい W3 
PArrAsKE (1940) 所 調 星 細胞 鐵 色 素 沈着 症 の 





意義 に 関す る 問題 を 検討 し た 。 自家 研究 例 c 於 


て 綿 て の 騰 器 に 娠 いも ゃ なく 億 貸 を 思わ せる 像 が 
あつ た が 特に 肝 , 腫 に 著しい 。 肝 区 片 で は 例 中 可 
成り の 府 で 個 沈 着 が 見 られ た が と れ は 皮相 的 に 
見 る と 驚く 程 俺 貸 の 場合 と 似 た 像 で ある 。 と れ 
第 の 肝 切 片 を 精査 する と 圧 は 細 串 粒 或 は 小 塊 と 
し レ て 星 細胞 及び 毛細 管内 被 細 胞 中 に 横 た わ つ て 
いた 。 と の 僚 沈 着 は 程度 は 色々 で ある 。 強 場 
合 に は こと れ 等 の 細胞 は 全 小 葉 に 滞 公 作 に 僚 で つ 
まつ て いる よう に 見 を る 。 同じ く 小葉 内 に 潜 
慢性 に 見 を て も 量 か らい を ば 強い 例 よ り も 少 
い 場合 が ある 。 と れ か ら 段 々 に 階段 了 的 に 小 本 内 
で 少量 が 所 々 に 見 られ る よう な の が あり 途 に は 
全く 小数 の 星 細 胞 に 限ら れ て し まう 。 更に は 多 
く の 例 で は 星 細 胞 に 浪 跡 の 鐵 を も ゃ 見 せな く な 
る 。Konigsberg 居 場 の 材料 で は 強度 の 星 細胞 
へ モジ デ ロ ー ゼ は 16 例 14.5 多 ), KOstrn 居 


場 で は 3 例 (4.6 め ), Landsberg 4 例 (143) 
Neumark の 衝 附 材料 で は 商 附 材料 の 11.3』 
で あつ た 。 結局 少量 の 星 細 胞 へ モジ デ ロ ー ぞ 例 目 
は さ し あ た り 問題 外 と し て も 中 等 度 の る の は 右 還 
慮 し な いわ け に は ゆか な い 。 何故 な れ ば と れ 等 
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の 例 で は 見 す ど すべ く 人 欠 り 強い か ら で あ る 。 と 
の 中 等 度 の , 但し 未だ 著 明 と は い を な じい 星 細 胞 
へ モジ デ ロ ー ゼ は Konigsberg 選 場 例 で は 31 
例 (28.2) で あつ た 。 

安田 ・ 今 岡 ・ 今 田 (1941) 肝 容 刺 の 研究 で あ 
る 。 昭和 13 年 8 月 か ら 15 年 1 月 まで 陸 獣 
校 病 馬 誠 に 入 誠 し た 各部 際 の 保管 馬 並 び C 白河 
及び 三本木 陸軍 軍馬 補充 馬 厩 保管 中 臨床 診断 に 
より 俺 邊 と 診断 し た も の 並び 同 疑 い の あ る 病 
馬 100 欠 頭 に つい て 肝 究 刺 を 資 施し た 。 組織 學 
的 記載 は Wrrrvocsr の る の そ を の 儀 。 但 し 表 中 
所 見 と し て は 類 光 包 細胞 浸潤 ( 素 汰 浸潤 , 結節 
類 浸 潤 , 間 細 葉 部 浸潤 ) の み が 記 載 さ ん れ て ある 。 
臨床 所 見 に 於 て 俺 所 と 確定 し た 馬 .53 頭 は 組織 
蛋 的 に も 俺 貧 の 確 還 な 臓器 的 角 伏 を 認め た 。 そ 
の うち 了 臨床 並び に 組織 牌 的 所 見 の 強度 の 一 致 し 
て いた も の 27 頭 (50), 臨床 所 見 の 強度 の も 
の 21 頭 (40), 組織 克 的 に 強度 の も の 4 頭 
(10 め ) で 強度 に は 差異 が 認め られ る の で ある 。 
又 了 臨床 看 的 所 見 で 刀 い の ある 疑似 俺 作 馬 13 頭 
忠 , 組織 辱 的 に 俺 貸 の 導 汰 を 呈し た も の 10 頭 
(77), 組織 移 的 に も ゃ 疑い ある も の 1 頭 (8 多 ) 
全然 挿 類 の な いも の 2 頭 (15 多 ) の 結果 で あつ 
た 。 即ち 臨床 上 圧 い の ある 俺 氏 容 問 馬 の 85 %% 
は 組織 破 的 に 確定 する と と が で きた 。 

市 川 厚 一 (1942) 2 例 の 俺 気 肝 に 就 い て 記載 
を 殊 し て いる 。 北風 晶 。7.2kg, 腫 大 , 正常 の 2 
倍 表 面 歪 滑 な れ ど も 穫 終 多少 園 味 を 幕 び 硬 度 生 
征 減 少 , 割 面 血 量 に 富み 浮腫 性 , 肝 小 葉 像 明 
僚 , 企 質 の 腫 妥 相 営 に 高度 。 組織 像 。 星 細胞 は 
肥大 し その 敷 多く , 時 に 集 園 誠 に な る 。 含 鐵 細 
胞 は 俺 作例 で は 腫 より $ 多い の が 普通 で ある が 
少 い 。 次 作 経 過 後 の 本 例 は 般 作 時 有 租 内 の 出血 比 
寺 交 軽 度 で あつ た と と が 開 係 する 。 肝 細胞 内 に 
膳 色素 是 灯 が 多い 。 これ 本 病 に 黄 垢 が あつ た 誇 
碗 で ある 。 グリ ツン 氏 博 は と れ に 接し た 小 


内 に 所 講 汐 包 様 細胞 浸潤 が ある 。 俺 貸 例 で る 賃 


血 が 進む に 従 つ て と れ が 高度 に な る 。 市 井 氏 は 
網 内 系 の 細胞 で ある と 提唱 し て いる が と れ は 道 
血 組織 と 考え を ざる を 得 な い 。 No. 2095 7.48kg 
表面 に 多量 の 繊維 素 作 森 片 を 附 着 し 肛 終 園 味 を 
坦 び 相 営 に 腫 大 し 硬度 は 著しく 減少 する 。 割 面 


(本人 本 サン が 20 な (PND 
JI 東 の 者 ザル 『 ぃ 
し 委 す だ 』 w 
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を 見 る に 寅 質 の 潤 濁 高度 , 腫 肛 も が 相 堂 で ある 。 
血 量 形 常 で ある が 浮腫 高度 で ある 。 小葉 像 は 明 
瞭 で 肉 意 訂 肝 の 像 で ある 。 門 脈 内 に は 豚 脂 様 北 
血 惑 は 白色 血栓 を 容れ その 大 な る も の を 見 る に 
門 脈 内 膜 に 出血 臨 が あり こと れ と 附 着 す る 。 門 須 
は 腸 壁 小龍 脈 か ら 集合 し て 本 管 と な り 肝 に 再 分 
枝 す る 全長 に 古 り 血栓 を 充 圭 し 最も 太い 所 に 於 
て 横 径 2cm に 達する 。 組織 像 。 門 脈 内 に 上 季 
の よう に 血栓 が 栓 寒 し て いる か ら 肝 機 能 も 減 明 
し 肝 細 胞 も 鞭 縮 し て いる 答 で で ある が 組織 看 的 
に は 小葉 は 腫 大 し て いる 定型 的 の も の が ある が 
猫 中 心 藤 有 を 中 心 と し て 分 割 き され て いる 小葉 も 
ある 。 中 心 柚 脈 周 園 の 肝 細 胞 は 硝子 様 で 桜 が 染 
ら な い の で 星 細 胞 だ けが 残存 し て いる し 父 グ リ 
ツン 氏 靖 に 向 つ て 肝 細 胞 が 帝 性 消失 し て ゆく 順 
序 が 追求 され る 。 一 般 に は 小葉 は 磐 血 軽度 で あ 
る が 浮腫 高度 で ある 。 肝 細 胞 は 壮 編 むず 却 つ て 
相 営 腫 大 し て 原形 質 は 河 染 頼 粒 其 で ある 。 と の 
た め 肝 は 腫 大 , 恒 量 も 5 割方 増し た の で ある 。 
小葉 中 心 部 の 肝 細 胞 購 内 に は 間 褐 色色 素 題 粒 が 
相 営 つま つて いる 。 騰 色 素 が 讐 消し た の で ある 。 
黄 坊 の 時 見 る 所 見 に 一 致す る 。 星 細 胞 は 増生 し 
て いる 。 婦中 性 多 桜 が 浸 潤し て いる 所 が ある 。 
屋 ぇ 局所 に 微細 串 粒 雇 に 見 を る 菌 の 栓 寒 が あ 
る 。 グリ ツン 氏 疹 に 近く 赤血球 の 漏出 し て いる 
所 が ある が が 含 鐵 細胞 が 極め て 少 い 。 出血 は まだ 
新鮮 な 結果 で ある 。 グリ ソン 氏 還 に 上 逃 の 菌 の 
集 園 が 見 られ る し 婦 俺 作例 に 見 る 園 形 細胞 の 浸 
潤 る 相 営 明 及 で ある 。 死後 30 時 間 倫 を 経過 し 
を た 例 で ある が 骨髄 性 細胞 に 一 致す る 細胞 が 認め 
られ る 。 と の 所 見 か ら 高 度 の 笑 血 を 推 和 断 さ れる 


し 女 黄 折 所 見 と 共に 人 貧 を 娠 わざ る を 得 な い 。 


三浦 ・ 和 田 (1943) 開 東 革 部 際 に 集結 中 の 所 
調 不明 商 熱 紀 馬 綿 計 640 頭 に 就 て 肝 系 を 貢 施 


し た 。 その 成績 次 の 通り 。(1) 偶 施 期間 ( 肝 片 


探 取 及 び 血 液 検査 , 昭和 17 年 12 月 3 日 選 7 日 
日 間 )。 窪 刺 司 敷 640, 材料 不良 敷 133, 刊 定 敷 
507, 論 刺 損耗 敷 4。(②) 肝 病 毅 。 主 と し て 星 細 
胞 の 知 動 化 並び に グリ ッ ン 氏 博 内 及び 肝 索 間 に 
於 ける 光 巴 様 細胞 肖 潤 の 有無 及び その 程度 を 縛 
合 し 制定 す 。 
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(3) 政 容 軍馬 の 約 90 多 は 俺 仙 で し か も その 
約 30% は 周 流 産 菌 症 と の 混合 感染 と 認め る 。 

面 し て 俺 臭 馬 に 於 ける 肝 病 色 の 程度 は 顧 装 及 び 
軽度 の 爾 著 略 々 相 年 ば する も 革 度 病 送 生々 多 
し 。 (4) 今 次 検出 し た 億 貸 馬 に 於 て 際 條 血 し 
て いる も の と 認め られ を だ もの は 僅 に 20% 以下 


で あつ て 80 は 殖 ん ど 貸 血 を 伴 つ て ない 


(上 表 )。 (5) 俺 貧 計 に 於 ける 肝 病 角 と 貧血 程度 
は 惑 る 條 行 職 係 が 上 多 ら れ 疹 く と も 高度 の 貸 血 を 
訟 起 し て いる 例 で は 肝 病 織 $ 例 外 な し に 著 で 
ある こと が 認め られ る 。 併 し 一 面 肝 病 幾 題 閉 で 
あつ て も 必 し ゃ 常に 任 血 を 伴う も る の で な い 。 (6) 
俺 貸 馬 に 於 ける 肝 病 角 は その 熱 分 利 後 概ね 相 熱 
を 持 績 し て いる 場合 に 於 て も 相 堂 長期 に 評 つ て 
存 績 する も の いよ う で ある 。 桃 く と る 今回 の 調 
査 成績 に 開 す る 限り 肝 に 於 ける 俺 貧 病 既 は 最長 
6 ヵ月 の 長期 に 理 る 無難 馬 に 於 て も これ を 存 貫 
し て いる ば か り で な く その 時 著 な 病 纏 $ る 或 る も 
の は 4 乃至 5 ヵ月 の 無 熱 馬 に これ を 誇 明 する と 
と が で きた 。 (?) 肝 刺 法 は 技術 熟練 し 上 つつ 敵 
営 の 助手 を 使用 すれ ば 1 頭 論 均 3 分間,1 人 1 日 
100 頭 の 作業 を あげ 得る も る の で ある 。 仁 場合 に 
よ つ て は ほ は 無 保定 の 儀 こ とれ を 企 施 する と と が で き 
る 。 面 し て 骸 に 了 臨床 的 に 容易 に 制定 し 得る 重症 
偉人 筑 に 非 ざ る 限り 條 念 資 施 前 止血 紅 の 應 用 を 省 
略し て も 殆 ん ど 危 険 た な きも の と 言い 得る 。 
4. 用 

CARRE et VALLEE (1906) は 殆 ん ど 常 に 肥大 
し , 容積 は 2 乃至 3 倍 に な る 。 食性 死 で な いじ 場 
合 に は 軟化 の 痕跡 は 見 られ な い 。 腫 は 反 凌 に 部 
厚 で 中 心 部 に 凹凸 が あり 硬度 は か を つて 増加 す 
る よう で ある 。 割 を 加 を る と 腫 訂 は 正常 に 比 し 
蒼白 に 見 を 進 胞 は 非常 に 肥大 し 上 題 粒 汰 耳 づつ 蒼白 
が いつ て いる 。 念 性 に 於 て は 被膜 例 に 浴 血 斑 が 
散在 する 。 

HEMpPgr (1908) 増生 性 腫 腫 が ある 。 





MogrgR (1910) 時 折 腫 大 且つ 滋 血 理 で 
われ る 。 「 

FINzr (1911) 腫 で は 有色 に 早く 全 光 思 組 織 の 増 
生 が 認め られ 特に 濾胞 附近 に 於 て 然 り で ある 。 
VAn Es, HARRrs 和 & ScgArk (1911) No.562 
可 成り 腫 大 (5 ポンド 12 オン ス ) 全 表 面 の 被 
膜 は 肥厚 , 機 化 組 維 性 兆 出 物 で お \ わ れる 。 光 
巴 渡 胞 腫 大 , 腫 質 の 春 度 は 正常 より は 少し く 閉 
他 に 著 絆 は な い 。 組織 父 。 著 穀 認 め られ な い 。 
_ No. 640 腫 大 , 表面 に 浴 血 区 。 組織 像 。 腫 材 
肥厚 , 可 成り の 量 の 色素 目立つ 。 No. 635.6 倍 
大 , 鱗 質 暗色 且つ 軟 , 臓 導 の 割 面 血 量 多 く 大 基 
の ジ デ ロー ジス 。 肝 材 に 獲 化 な し 。No. 744 見 
た 所 正常 。 No. 855 癒 着 性 腹膜 を 。 被膜 に 滋 血 
班 。 No. 857 正常 , 軽度 シダ デ ロ ー ジ ス 。 No. 867 
畔 度 腫 大 , 被膜 下 に 出血 性 忠 針 頭 大 起 多 税 。 組 
執 像 。 甘 明 な ジ デ ロー ジス 。 寺 度 の 出血 性 充血 。 
No. 902 正常 大 , 被膜 下 出血 軽度 , 放線 壮 く 彫 
味 を 閉 ぶ 。 硬度 燃 。 No. 903 正常 , 療 着 が ある 。 
No. 642 正常 大 , 薄く 且つ 軟 い 。 割 面 遂 質 階 凹 , 


_ 結 締 織 は むし ろ 目 立つ 。 No. 639 2 倍 大 , 若干 


の 梗塞 が ある 。 普通 程 度 の ジ デ ロー ジ ス 。No. 
743 脆い , 若干 の 環 死 部 を 示し 且つ 普通 度 の ジ 
デ ロ ー ジ ス 。 No. 729.4 ボンド 6 オンス 。 被膜 
下 に 小 出 血 。No. 816 軽度 に 腫 大 且つ 表面 に 少 
敷 浴 血 斑 。 No. 920 正常 な る も 光 臣 濾胞 腫 大 。 
出血 性 濾胞 災 。No. 930 正常 。 No. 921 軽く 腫 
大 且つ 被膜 下 出血 。 No. 924 正常 。 No. 934 可 
成り 腫 大 , 有 牌 髄 時 苺 ジグ ヤム よう の 色 及 び 硬度 を 
NMoo ' 

CoMrNorTi(1913) 箇 性 型 で は 著しく 容積 を 
増大 し , 緊 張 し た 蘭 膜 の 上 散在 出血 由 が ある 。 
腫 髄 は 軟 と な り 割 面 に 於 て 容易 に 擦 過 で きる 。 
慢 竹 例 に こと の と と は な い 。 ' 

SEypERHELM (1914) 混合 感染 の な い 慢 性 例 。。 
[第 例 〕 2 位 大 に 腫 大 , 4kg, 緊張 し た 被膜 上 、』 
に 味 汰 出血 , 黒 紅色 鹿 質 が 割 耐 に 膨 隆 。 組織 像 。 
腸 談 夫 殖 , 濾胞 壮 小 , 有 骨 非 常に 細胞 に 宣 お 。 
細胞 は 肝 俳 帝 の 場合 に 於 ける と 同じ 性 質 , 内 後 
細胞 は 一 部 著しく 大 , 若干 の ェ オ ジン 嗜好 性 細 
胞 が 見 られ る , 塗 抹 標 本 に 於 て も 同様 。〔 第 2 例 } 
張 く 腫 大 , 4kg, 被膜 在 滑 , 多 敷 の 出血 が ある 。 


ま 
内 
さき 


外 農 胃 , 填 紅 色 。 組織 像 。 切片 で 縄 大 な 肌 髄 増 
殖 , 濾胞 小 , 諸 所 に 訟 て は 殆 ん どど 消失 。 有 鱗 は 
非常 に 血液 と 富み 多 形 柱 白 血球 組織 に ょ つて 組 
成 さ れ て いる 。 大 航 小 敬 臣 球 少く 骨 談 細胞 桜 を 
有する 大 形 細 胞 が 多い 。 有 概 赤血球 は な く 天 粒 
細胞 は 少 い 。 偏在 柱 を 有する 大 形 細 胞 若 干 , と 
れ は プラ ズ マ 細胞 に 似 て いる 。 卒 抹 標 本 同様 。 
中 等 度 へ モジ デ ロ ー ゼ 。〔 第 3 例 ] 有 強 度 腫 大 , 
Skg, 被膜 相 滑 , 若干 の 血 量 が 見 られ る 。 腫 帳 
軟 , 腫 材 退 紙 。 組織 父 。 張 大 な 腫 農 増殖 , 渡 胞 
小 , 腸 本 非 常に 血液 に 富み 多 腕 紋 理 を 示す 。 内 
膜 細胞 は 一 部 強度 増殖 。 塗 珠 標本 中 に 多 敷 の 大 
河 包 様 細胞 , 多 敷 の 骨 鹿 細胞 , 多 敷 の エ オ ジン 
嗜 好 及 び 廊 基 嗜 好 頼 粒 細 胞 。 【 第 4 例 ]〕 弾く 面 
大 , 4kg, 被膜 上 に 血 民 な し 。 腕 喘 淡紅 , 光 , 肌 
材 小 。 組織 像 。 塗 提 エ オジ ン 細 胞 著 し く 多 し 。 
小 光 臣 細胞 と 並ん で 多 敷 の 骨 衣 細 胞 性 の 大 形 細 
胞 , 幼 若 骨髄 細 胞 , アロ 骨 談 細胞 , 切片 で も 有 
骸 増 殖 , 渡 胞 小 , 内 膜 細胞 一 部 強大 に 増殖 。 〔 第 
5 例 〕 芸 し く 腫 大 , 3.5kg, 腫 髄 淡紅 で 細胞 多く 
時 材 可 征 。 組織 像 。 有 髄 異常 増殖 , 濾胞 明 縮 , 
エ オ ジン 細胞 異常 に 多い 。 前 敬 巴 様 細胞 る 多い 。 
と れ と 並ん で 骨髄 細胞 , 所 々 で 内 膜 細胞 か ら 血 
液 細胞 へ の 移行 が ある 。【〔 第 6 例 〕 著しく 腫 大 , 
非常 に 血液 と 富む 。 組織 像 。 骨髄 性 給 錠 は 肝 ょ 
り も 強い 。 肌 髄 強く 増 将 , 非常 に 血 量 多く 骨 人 骸 
様 細胞 か ら な る 。 し か し 交 胞 は 未だ 義明 に 存 し 
て いる 。 【 第 7 例 〕 強く 腫 大 , 非常 に 血 量 多 し 。 
組織 像 。 非常 に 血 量 多 し 。 張 く 外 農 軟 。 濾胞 殆 
ん ど 認 め られ な い 。 
感染 ある 伊 性 例 。 (第 8 例 〕 3 倍 腫 大 , 非常 に 
血 量 多 し , 若干 の 梗塞 。 組織 像 。 出 血 多 し 。 腫 
鯛 度 に 骨 骸 性 増殖 。 小 光世 球 と 並ん で 多 敷 の 
大 形 光 巴 様 細胞 及び 大 形 陥 凹 相 を 有する 細胞 多 
敷 。 〔 第 9 例 〕 3 倍 腫 大 , 紋 毛 様 被 虹 増 殖 物 が 
あつ て 腹 歴 と 疹 着 。 腫 の 中 心 に 壊 指 性 に な つた 


約 小児 頭 大 化 虹 叶 が ある 。 割 面 極め て 血 量 が 多 


ぃ い 。 軟 , 化 膜 起 附 近 に は 若干 の 梗塞 。 組織 父 。 

詩 と し て 小形 の , 占 の な い 汐 包 様 細胞 , エキ 
ジン 細胞 若干 。 濾胞 殆 ん ど 酒 和 。 念 性 例 。 [第 10 
例 〕。 細 い 部 分 が 著 明 に 腫 須 , 被膜 上 に 若干 の 出 
正 腫 鐘 軽 く 端 汰 , 褐 紅色 。 組織 像 。 腫 央 の 血 量 


ェ オ ジン 細胞 は 少 い 。 混合 
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多く 細胞 乏 し 。 濾胞 小 , 崩 髄 竹 絆 続 は な い 。 人 
工 感染 例 。 第 1 偶 験 馬 2.5kg, 柄 端 に 限局 性 小 
手 季 大 題 粒状 腫 大 。 その 割 面 腫 談 墨 紅色 軟 , 腫 
大 の 感 が ある 。 そ の 他 の 部 で は 正常 色 及 び 硬 度 


帯 (出血 性 梗塞 )。 組織 像 。 既に 骨髄 性 絡 続 。 腫 


錠 中 に 若干 の エ オ ジン 性 骨髄 細胞 , 
端 。 

第 2 資 験 馬 。2.5kg, 混 腫 起 , 被膜 緊 眠 , 腫 
鍋 脇 隆 。 敵 其 軟化 , 暗 紅 色 。 腫 材 軽く 見 を る 。 
組織 像 。 鷹 大 な 振り で 骨 可 様 打 狐 , 腫 骸 強く 増 
殖 , 骨 身 様 組織 は 渡 胞 を せ ば めで て いる 。 濾胞 は 
皮 に 引く 退 右 。 多数 の エ オ ジン 細胞 , 第 3 息 駿 
馬 。 中 部 著しく 腫 彩 , 割 面 で は 有 舌 細胞 に 富む 
色 淡 紅 。 組織 像 。 塗 抹 標 本 に 極め て 多 敷 光 包 様 
細胞 が ある 。 小 光 包 細胞 及び 和敬 く 程 多 敷 の = キオ 
ジン 細胞 及び 肥 放 細胞 。 切片 で は 可 成 0 進行 し 
た 骨 談 怒 才 。 エ オ ジン 人 性 及び 障 基 性 天 灯 を 示す 
張 い 外 和 髄 増殖 。 濾胞 上 奴 に 退 緒 。 

臨時 馬 疫 調査 委員 信 (1914) 肉眼 像 。 含 性 若 
く は 敷 回 縮 熱 回 角 の 後 解 苑 し 又は 死に 致し た 尼 
角 に あつ て は 概ね 腫 大 し 基 し いも ゃ の は 通常 の 2 
< う 3 倍 大 に 増大 し 包 膜 緊 張 し て 滋 血 班 を 生じ 髄 
質 は 黒 赤 色 軟 泥 状 で その 所 見 宛 も る 四 折 に 類する 
も の が ある 。 慢性 症 に あつ て は 腫 材 が 増量 し 角 
る ヽ に と 便 く 大 面 克 白 赤褐色 を 閉 び る も の が あ 
る 。 然し 経過 の 緩慢 な も る の に あつ て は 殆 ん ど 腫 
腫 そ の 他 の 半 湊 を 認め な い 。 組織 像 。 出 血 , 訪 
性 肛 種 , へ モグ ロビ ン 結 卓 を 認め 展 々 大 き な 電 
要 細 胞 の 増殖 及び へ モジ デリ ン 頓 粒 の 著しい 増 
加 を 見 る 。 慢性 意 で は その 質 多 少 肥大 する の が 
常 で ある 。 」 

可 宛 ・ 菊 地 (1917) 〔 第 3 例 〕 肥大 (2.2kg)。 

[第 5 例 〕 肥大 (1.4kg) 

REiNHARDT(1917) 秋 性 例 及 び 慢 性 癌 作 死 例 
に 於 て 腫 大 , 例え 記 長 さ 50<68<75cm, 幅 20 
と 25w26 へ 30cm, 厚 さ 牌 均 6 て 7 て 8 て 10cm, 
重 さ 5 て 6^@^ へ 8.5kg, 色 は 暗 青 紅色 か ら 褐 紅 
色 , 硬度 は 敬 で 軟 , 穫 線 鈍 彫 , 被膜 に 小 出 血 。 

STADrgR (1917) 穫 性 。 著 明 な へ モジ デ ェ ロー 
ぞ , 尼 倫 。 腫 宣 質 は 高度 の へ モジ デ ロ ー ジ ス と 
並び 高度 の 骨 航 細胞 比 狐 を 認め 被膜 は 一 部 増生 
性 一 部 鞭 縮 。 


婚 胞 軽く 明 
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ScgEErTz (1918) 腫 の 腫 大 を 常 と し 敗血症 病 
緒 これ に 加わ る 。 

BETTKoOBER (1919) 肉眼 釣 に 腫 大 する 。 
MRowkA (1920) 腫 大 腫 は 機能 組織 の 増生 で 
あつ て 崩 毅 牧 生 で は な い 。 病 期 と 肛 病 痛 の 間 に . 
は 何等 規則 性 は 存 し な い 。 
JAFEE(1921) 急性 症 で は 常に 高度 腫 大 , 割 耐 
で は 曳 伏 に 軟 く な つた 腫 鱗 が 暗 紅 色 を 呈し て 膨 
隆 レ し 正常 臓器 構造 消失 す 。 展 々 主として 民 痛 に 
大 き な 出 血 が ある 。 組織 學 的 に は 第 一 に 異常 に 
多い , 血 量 を 猿 張 し た 容 に 見 る 。 赤 血球 は 互 
し あつ て いる が 境 は は つき り し て いる 。 多 敷 


の 赤血球 が 談 索 中 に る 見 られ る が と いで は マク 


フ アー ゲン に 搬 取 され て いる 。 最初 は 貸 喰 さ 
れ た 赤血球 は まだ よく 保持 され て いる が 後に は 
褐色 の 色素 塊 と な つて 段々 に つ て ゆく 〈 。 白 血 
球 及 び 暗 色 の 概 片 に な つた その 約 物 が 大 き な 健 
喰 細胞 中 に 見 られ る 。' 方々 で 大 き な 血 液 流出 に 
出 あ う 。 マク ロフ アー ゲン 及び 赤血球 の 問 に は 
小形 及び 大 形 の 汐 包 様 細胞 が 見 られ る が と れ は 
狭い 及 基 嗜好 原形 質 を 有 し オキ シグ ダー ゼ 反 鷹 を 
奥 を な い 。 その 量 は 一 定 し な い 。 プ ラズ マ 組 胞 
及び 弄 富 な , 時 に は 異常 の 敷 に 達する ェ オ ジン 
白血球 が ある 。 彼 等 は 履 々 特に 渡 胞 の 邊 で 大 
き な 集 狂 を な し 耳 つ 大 概 成 難 し 分 葉桜 を 示し 稀 
に 園 い 淡 明 を 有する 。 度々 明 瞭 に エ オ ジン 細 
胞 が 撫 張 し た 肝 器 静 肛 か ら で い くる 所 を 追求 で 
きる 。 ノ ル モ ブ ラス テン は 時 折 し か 見 られ な い 。 
こと れ 等 は 未 端 血 中 で 見 た も の いよ うに と 概 の 絞り 
が 見 らち れ る 。 組織 球 に よ つ て も 岳 取 され て いる 。 
骨 鹿 刺 載 細胞 は 1 例 幼 若 計 で みた だ け で ある 。 
マル ビ ギ 小 杭 は 粗 表 と な る 他 比 化 な く 膝 中 心 を 
天 別 する と と は 困難 で ある 。 一 度 だ け 渡 胞 が 中 
残 物 に な る よう に 消え を て いた 。 病 日 が 長く な る 
と 有 筐 は か た く な る 。 通常 は 更に 腫 大 する (3③ ン て 
8kg)。 割 面 は 掲 紅 色 且 つ 不 規則 な 膨 隆 面 を あら 
わす 。 濾胞 は 小さ い , 淡 次 色 の 斑 是 と し て 見 ち 
れる 。 組織 像 で は 鐵 含 有 血 液 色素 の 異常 量 に ょ 
り 占 め ら れ と の 上 粒 は 小 類 粒 及 び 粗 大 塊 の 形 を 
と る 。 他 の 肝 髄 細胞 は 歴 迫 され て 見 を 渡 有 だ け 
が その まい で ある 。 色素 量 を 正しく し る に は タ 
ー ン バル 反 應 に ょ る が 秋 素 は 殆 ん ど 下 等 に 光 澤 


を 有する 青色 こそ まる 。 色素 は 大 部 分 細胞 内 性 
に 大 き な 遊 走 細胞 に ょ り 手取 され て いる 。 稀 と 
は を の まい の 赤血球 が マタ ロフ アー ゲン 内 見 
られ 履 々 失 取 し た 赤血球 の す て ら れ た 空 欧 が で 
きる も の も ある 。 色素 含有 細胞 の 間 に は 汐 包 様 
細胞 形 , プ ラズ マ 細 胞 , 若干 の クラ ル モ ブ ラス テ 
ン 及 び 極 め て 多 敷 の テオ ジン 白血球 が 見 られ 
る 。 菅 詳細 胞 は 稀 了 且つ 主として 嗜 酸 頼 粒 性 , 互 


細胞 は 若干 例 c 見 られ た を 。 幅 の 廣 い 細胞 の 多い 


表 素 に 翌 し 容 は 狭く 且つ 細胞 が 少く 見 を る 。 注 
胞 は 婚 化 な くそ の 網 克 細 胞 は 展 < 鐵 色 素 を 含 
む 。 腫 の 色素 含有 量 は 個々 動物 種 に ょ り タ 動物 
の 年 齢 に ょ り 異 る 。 と の 他 腫 所 見 と し て は エ オ 
ジン 細胞 集 狭 を あ ぐ べ き で ある 。 と れ は 他 の 医 
者 る 強調 レ て いる 。 骨 談 性 細胞 は 若干 例 に 於 て 
見 た だ け で その 敷 は 欠 り に 少 い か ら 骨 髄 性 前 鐘 
ょ いう と と は で き な い 。 R 

KKErssR (1922) 3 倍 に る 腫 大 し 且つ 破裂 す 
る 。 敷 例 に 於 て 表面 に 滋 血 斑 が 見 られ た 。 





-Scrark 層 RopgRrck (1923) No. 636 7 ポ 


ンド , 2 倍 大 。 被膜 に は 無 江 の 溢 血 欧 及 び 小 出 
血 の た め , まだ ら 外 抽 を 興 を る 。 拓 膜 の 圧 明 な 


肥厚 が あり とれ は 腫 材 に も 及び 了 且つ と れ は 割 面 


で も 見 られ た 。 貨 質 は 在 静 の 誠 に ある が 毅 性 初 
期 の 場所 が 若干 ある 。 腫 材 は 若干 肥厚 , と 和 れ な は 
新しい 結 締 織 形 成 及 び 所 を の 白 正 球 浸 滴 が 見 ら 


れる 。 

ZriEcrLEs & Worr(1924) 急性 期 。 著 明 腫 大 , 
非常 に 血 量 多 く 組織 移 的 に は 角 り 帝 化 は な い 。 
赤色 肌 髄 組織 は 赤血球 に より 浸漬 され その た め 
他 の 細胞 乃至 算 は 少し も 見 を な い 。 ター ン バ ベル 
染色 で は これ に 反し 赤血球 が そま ら な い の で 若 
考 の へ モジ デリ ン 含 有 マク ロフ アー ゲン が 見 を 
る が な と れ は 不 規則 に 赤血球 塊 の 中 に 見 られ る 。 
マル ピ ギ ギ 小骨 は 大 杜 好 化 な く 且つ 含 鍼 色素 は な 
い 。 恨 性 期 。 肉眼 的 に は 幾 化 が な いよ うに 見 を 
或 は 畔 度 の 濾胞 性 増生 が ある 。 色素 系 粒 量 は 一 


_ 定 し な い 。 展 え 色素 は 中 等 或 は 張 い 鐵 色 素 清 矢 , 


時 に は 正常 牌 と 同じ 位 多く 佐 を 有する 。 鐵 は 細 


肥 内 竹 に あり , 信 岩 肝 秋 細 用 は 正常 腫 と 同じ 。 
Stationare Anarnie. 肉眼 的 に 異常 性 大 且つ ェ 「 


ゾ イ チ ゴ 色 の 割 面 を 示す 。 線 て の 例 で 色素 滑 和 
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高度 , 一 部 は 全く 色素 消 矢 す 。 鐵 含有 細胞 の 場 
所 に は 多かれ 少 か れ 赤 血球 が ある 他 光 巴 様 細胞 
が な あり これ は 腫 衣 の 重要 成分 を た なす 。 マ ルビ ギ 
小 朋 ぉ 赤 欠 0 明か で な い 。 綱 状 細胞 は 秦 人 の 洒 
巴 様 細胞 と 凍 別 困難 。 腸 彼 も 見 に くい 。 

MGcsy (1924) 慢性 に な る と 江 包 様 細胞 が 二 
を へ モジ デリ ン 含 量 が 減る 。 

ZrgcrsR (1924) (1) 急性 期 及 び 克 急性 期 。 
肛 は 多かれ 少 か れ 強 く 腫 大 , と の 腫 大 は 異常 に 
豊富 な 血 量 (赤血球 腸 鶴 の 内 外 に 見 出さ れる ) 
に ょ る 。 組 織 鼻 的 に こと の 急性 肛 腫 に 特徴 は な い 。 
(②) 慢性 期 。 腫 は 多かれ 少 か れ 腫 大 , 組織 胸 的 
に は 大 概 著 し く 減 じ た 色 素 量 に 祭 付く (正常 牌 
は 異常 に 色素 (に 富む と と を 以 て し られ て いる )。 
且つ 主として 滞 臣 様 細胞 の みか ら な る 。 マル ピ 
ギ 小 配 は 通常 織 化 が な い 。 

ZsrrgR (1924) 2 例 に 及 て 引 い , 12 例 に 於 
て 中 等 の 腫 大 あ り 。36 例 異 常 な し 。 は じ め の 2 
例 で は 被膜 緊張 , 放 縛 印 園 , ブル グン ト 赤 ブ ド 
ウ 酒 乃至 掲 紅 色 , 割 面 に 膨 唯 , 流動 性 で は な い 。 
中 等 腫 大 の 12 例 中 4 例 は 割 面 装 し く 淡 紅 , 新 
鮮 な エグ イチ ゴ (C 似 , 或 は 筋肉 色 , 大 度 は 軽く 
提 粉 秩 な の で 指 間 が の と る 。 一 部 は よ りか た い 。 
濾胞 は 張 く 雇 達 し 且つ 明 須 に 見 を る (濾胞 性 増 
生 )。 腫 材 は 倫 り 明瞭 で な い 。 畠 膜 下 出血 が 2 例 
(て, 療 痕 と 梗塞 と が 5 例 で た し か め ら れ た だ た 。 組 
織 像 。 フ オォ オル マリ ン 固 定 材料 で は 先ず MRowWkA 
に 前 に 製 究 され た と と を 一 般 的 に た し か め た 。 
則 ち 正常 馬 及 び 肉 眼 的 に 幾 化 が な いよ うに 見 を 
た 慢性 馬 の 腫 は フォ オル マリ シン 中 で 紅 褐 色 を 可 成 
り ょ よく 保つ が 腫 大 し た 腸 , 特に 肛 休 が 判 検 時 肉 
紅色 政 は エグ イチ ゴ 色 に 見 えた 場合 は 著しく 次 
色 の 色調 を と る 。 組織 研究 で IMIROWKA, HocCk 
及び ZrEerER と 同じ く 健康 馬 の 肝 は 鐵 色 素 に 
富ん で いる 。 私 に ょ つて 研究 きれ た 正常 馬 , と れ 
は 皆 5 年 以上 だ が 腫 に は 多い か 或 は 著しく 多い 
鐵 吾 粒 を 示す 。 研究 50 例 の 鐵 含 有 量 は 色々 で 
ある 。 非常 に 多い 圧 含 量 は 13 例 , 多い の は 222 
例 , 少 い の は 8 例 , 残り の 7 例 の 腫 は 全く な い 
か 浪 跡 で ある 。 フォ オル マリ ン 材 料 は 皆 大 色 で あ 
つた 。 功 片 研究 に 於 て 大 多 敷 の 例 で 先ず 色素 の 
豊富 な と と が 目 に つく , と れ は ター ン バ ル 或 は 
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ベル リン 青 標 本 で きれ いひ に 出る 。 一 光輝 ある 
矢車 穫 青 乃至 深 青色 の 呈 索 の 形 を と り その 間 に 
淡紅 色 に 染 つ た 腫 材 及び 濾胞 が 封 ぜ られ て い 
る 。 有 材 と 濾胞 と は 通常 鐘 を 含ま な い , 渡 胞 周 
疹 部 に 時 折 若 干 の 鐵 頼 粒 含有 細胞 が 詩 明 され 
る 。 航 索 は 色素 量 に ょ つて 暗 青 乃至 黒 終 色 こそ を 
まる 。 鐵 頼 粒 は 大 部 分 は 大 形 細 胞 中 に 含ま れ , 
時 に は 佐 を 澤山 荷 な う の で 骨 も る 楼 も 見 分 けが つ 
が 0 が る の 5 の 和 れ 午 の 学 り 当 と の 間 人 (で 
の ジ デ ロ チ ー テ ン は 腫 髄 中 で 一 部 は 島 た 所 不 規 
則 に 一 部 は 組 容 な 集 疲 或 は 線 匠 索 と し て 並ん で 
いる ) 滞 色 様 細胞 が 見 られ る が と の 細胞 は . 7 例 
で は 非常 に 幸 を えて いた 。 赤血球 は 一 般 に 少 い 。 
8 例 で は 征 々 大 時 に , 2 例 で は 非常 に 多 敷 で あ 
つた 。 と の 2 例 の 切 片 で は 可 成 り 履 < 大 細胞 ( マ 
クロ フ ア デー ゲ ン ) を 見 た が これ は 赤血球 を 拭 取 
し 或 は 赤血球 の 殊 航 と 思わ れる 落 褐 区 色 塊 或 は 
暑 粒 を 含有 し で て いた だ 。 エ オ ジン 上 自 正 球 は 7 例 で 
は 多く , 9 例 で は 非常 に 培 え で いた , 展 < と れ 
筆 白 血球 は 濾胞 の そば で 大 き な 業 及 び 集 導 に な 
つて か た まつ て いひ だ た 。 渡 肥 の 腫 大 は 3 例 で た し 


か め ら れ だ た だ, 2 例 で は 正常 渡 胞 と 並ん で 多 敷 の 
細 小 , 園 味 を び 一 部 は 血管 周 園 に 位置 し た 百 


血球 電 が 見 られ , と の 革 は その 構造 か ら 見 る と 
濾胞 の 基礎 に な る も の か 或 は 退 問 し を た 渡 胞 の 融 
條 と 言わ る べき も の で ある 。 骨 租 性 細胞 , 互 細 
胞 及 び 赤 芽 細 胞 は 肝 と 同様 極め て 少 江 見 られ 
た 。 一 正常 腫 と 研究 し た 及 と を 較べ る と 憎 性 
発 50 例 の うち で 35 例 は 異常 が な い 。 8@ 例 で は 
鐵 頼 粒 は 強度 に 増 を , 7 例 で は 痕 且 以 外 は 完全 
に と れ を 鉄 く 。 と れ 等 15 例 中 9 例 は 肝 で も 強 

く 組織 妖 化 を 星 し た 。 それ 故 こ と れ 等 の 例 で は 有 
に 於 ける 色素 清和 及 び 同 時 に エ オ ジン 白血球 の 
強い 集 猿 と は 十分 診断 的 償 値 が ある 。 

第 9 例 (Stationare Anamie) 濾胞 は 境界 
不明 腰 な 中 存 物 が 少し 見 を る 位 に まで 清 を て い 
る 。 肝 髄 中 に は 殆 ん ど 光 巴 様 細胞 だ け , それ に 
若干 の 赤血球 と ニオ ジン 白血球 と が 見 られ る 。 
鐵 色 素 は 完全 に こない, 所 々 青色 佐 色 素 の 集 狭 が 
ある が 恐らく と れ は 崩壊 赤 血球 (に 由 來 する も の 
で あろ う 。 

可 晃 (1924) 今 性 乃至 区 委 性 例 。〔 第 1 例 ] 約 
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2 倍 大 腫 大 , 周 痛 印 彫 で 質 は 級 密 。 断面 は 結 
洒 貫 に と む 。 組織 像 。 汐 巴 細胞 に 富み マル ビ ギ 
小骨 を 属 別 する と と が で き ない 。 血液 の 含有 量 
割合 に 多く な い 。 護 責 様 色 素 は 勲 族 に 集合 し て 
腫 呈 内 に 沈着 すみ 。 へ モジ デリ ン 反 應 は 装 明 で な 
い 。【 第 2 例 ]。 新鮮 標本 に 於 て 褐色 無 結晶 の 頼 
粒 を 多 敷 に 藻 見 す 。 切片 に 於 て 血液 及び 漂 巴 細 
胞 に 富む た だめ マル ピ ギ 小 帳 は 比較 的 明瞭 で な ゆい 。 
量 褐 色 の 色素 塊 鷺 然 に 散在 す 。 へ モジ デリ ン 友 
應 題 閉 で ある 。 肉眼 的 に は 厚 径 を 増す 。 刻 面 は 
精々 克 白 色 を 書 び た 斑紋 を 示す 。 その 質 宙 四 。 
[第 3 例 〕 僅 に 腫 大 , 周 絆 は 一 部 鈍 園 , 断面 は 
暗 褐 色 , 腫 酷 は 柔 軟 で ある 。 組織 像 。 非 常に 地 液 
に 富み 光 巴 細胞 に 和 逐 し C。 マ ルビ ギ 小 衣 は 明 須 
に 認め る と と が で きる 。 暗 褐 色 塵 瑞 様 沈着 物 が 
腫 全 醒 に 評 つ て 拉 布 。 ヘ モジ デリ ン 反 鷹 は な い 。 
[第 4 例 〕。 僅 に 腫 大 , 周 締 は 一 孝 印 園 で ある 。 
断面 は 暗 赤 褐色 , 腸 基 は 柔軟 で ある 。 組織 像 征 
征 多 量 の 血液 を 含有 す 。 マル ビ ギ 小 角 は 明 須 で 
ある 。 肌 髄 内 に 暗 終 褐色 素 多 量 に 沈着 し へ モジ 
デリ ン 反 應 を 呈す 。【〔 第 5 例 〕 約 2 倍 大 , 断 面 は 
赤褐色 その 質 密 宴 。 組織 像 。 血液 及び 滞 世 細胞 
に 富む 。 暗 茶 褐色 , 謀 堪 様 沈着 物 生 湊 に 散在 す 。 
へ モジ デリ ン 反 應 は 軽微 で ある 。 【〔 第 6 例 〕 著 
し く 腫 大 し 約 2 倍 大 と な る 。 表面 に は 鮮 赤色 を 
呈し た 繊維 素 を 附 着 す 。 断面 赤黒 色 で 血液 に 富 
む 。 組織 像 。 非常 に 血液 に 富み 光 包 細胞 は 粗 閑 
に 存 す 。 丸 汐 巴 細 胞 よ り 小 さく で ヘマ トキ シリ 
ン C 測 染 す る 大 小夏 同 な る 吾 を 多 敷 に 癌 見 す 
る 
_ で 腫 髄 に 富み その 抱 は 柔軟 で ある 。 組織 像 。 非 
常に 血液 に 富み 汐 巴 細胞 は 粗 表 に 存在 する 。 暗 
褐色 謙 瑛 様 沈着 物 が ある 。 叉 多少 へ モジ デリ ン 
反 應 を 呈す る 。 【 第 8 例 〕 約 2 倍 大 に 腫 大 し 功 
断面 は 暗 赤褐色 で 豆 犬 褐色 の 玉 同 を 窒 縮 す 。 適 
質 に 富み 柔軟 で ある 。 組織 像 。 新鮮 桂 本 で 褐色 
の 吾 粒 を 見 る 。 切片 に 於 て は 暗 継 褐色 無 敷 の 色 
索 題 粒 を 撤 布 す 。 魔 麺 拉 を な す も の と へ モジ デ 
リ Mic: も の と が ある 。 【 第 9 例 〕 腫 
を 認め ず 。 その 質 密 算 で 次 白色 , 栗 粒 大 の マ 
哨 叶 し ッ 明宝 し 得る 。 組織 像 。 信 少 の へ モ 
ジ デ リン 反 應 が ある 。【〔 第 10 例 〕 約 2 倍 大 , 机 


る 。 [第 7 例 〕 2 倍 大 に 腫 岩 , 刻 面 は 暗 褐 赤色 . 





液 膜 は 暗 紫 色 で 緊張 す 。 断面 は 暗 赤 褐色 で 肌 主 
に 富む 。 組織 像 。 非常 に 血液 に 富み 光 巴 細胞 は 
畑 閑 に 存在 する 。 暗 終 褐色 鹿 瑛 様 色素 を 洗 意 す 
る 。 丸 多 少 へ モジ デリ ン 反 應 を 呈す る 。 僅少 の 
ェ オ ジン 細胞 が ある 。【 第 11 例 〕 約 172 倍 腫 大 
その 換 密 宴 で 断面 赤褐色 , 腫 踏 に 富む 。 組織 像 。 
血液 に 富む 。 へ モジ デリ ン 友 鷹 は 著 明 で ある 。 
ズ ダ ン 標 本 に 於 て 赤 染 し た 微細 頼 粒 を 含有 する 
細胞 散在 す 。【〔 第 12 例 〕 僅 に こそ の 容積 を 増し そ 
の 質 は 柔軟 。 有 の 失 端 に 近く 枯 桃 貨 大 の 謀 瘍 が 
ある 。 周 園 の 偶 質 は 克 白 色 を 呈す る 。 組織 像 。 
血液 に 富み 多少 へ モジ デリ ン 反 應 が ある 。 【 第 


- 13 例 〕 積 々 腫 大 し 質 は 客 輌 で ある 。 マ ルビ ピ ギ 小 


前 は 明瞭 で 次 白色 斑 息 密 驚 。 組織 像 。 汐 包 細 肥 
は 窒 宴 に 存在 する 。 へ モジ デリ ン 反 應 は ない 。 
[第 14 例 〕] 大 さ に 織 化 は な い 。 帝 膜 面 征 え 緊張 
し 刻 面 を 栓 する に 下 滑 で あつ て 王 質 を 歴 出 する 
こと が な い 。 組織 像 。 策 々 血液 と 富み へ モジ デ 
リン 反 應 は 僅 微 で ある 。【 第 15 例 〕 生々 腫 大 , 世 
面 赤褐色 、 剛 質 は 征 々 密 邊 , 切断 面 企 捕 ,。 マル 
ビ ギ 小 骸 は 明か に 認め る と と が で きる 。 組織 像 。 
中 等 度 に 血液 を 含有 する 。 多少 = オジ ン 細 胞 を 
浸 江 す る 。 軽度 の へ モジ デリ ン 反 應 が ある 。 以 
上 第 12 例 以下 の 慢性 例 は と れ を 要する (多く 
は 常態 で ある 。 信 々 腫 大 する と と が ある が 著 レ 
(re 

可 宛 (1925) 〔 第 1 例 〕 腫 大 28kg, 断面 暗 
赤色 , 有 只 は 柔軟 泥 汰 。 [第 2 例 J。 大 さき 普通 , 断 
面 柚 赤 色 , 腸 髄 は 血 量 多く な い 。 

SrRoH 層 ZrEeGLgR (1925) シュ ワイ ンス さ ベ 
ル ゲ ル 病 の 研究 で , その a 型 に 司 す る 46 例 で 
は 殆 ん ど 毎 常 腫 孔 な く , b 型 に 属す る 9 例 で は 
高度 の 腸 腫 が 護 明 され た 。 

ZrgcrgR (1925) 腫 に 訟 ける 色素 消 刀 を 以 て 
肝 幾 化 と 並ん で 組織 診断 上 重宝 し た 。 

NOLLER 和 & DoBBERsTgIN (1925)  〔 第 2 群 ] 
一 般 C 正 常 血液 及び へ モジ デリ ン 含 有 基 を 示 


- す 。 中 に は へ モデ リン の 少 い 例 る , 異常 多 


い 例 ゃ ある 。 濾胞 の 周 園 に は 極め て 履 = エ オジ 
ン 嗜 好 性 白血球 の 強い 集 獲 が ある 。 【 第 3 群 ] 大 
概 は 非常 に 血 量 に 宮 む , 少 敷 例 は 滞 包 様 細胞 の 
含有 量 増 加 し 且つ 血液 含有 量 は 減少 し て いる よ ょ 


2 で ある が 展 々 正常 腫 よ り も 増加 し て いる 。 人 
胞 周 閣 の エ オ ジン 細胞 集 疾 は 展 々 異常 の 編 さ と 
着 す る 。 【 第 4 群 ] 胸 臓 は 大 部 分 血 量 及び へ モジ 
デリ サン 含有 量 増大 , = エニ オジ ン 細 胞 の 濾胞 周 園 集 
狭 は 稀 に 見 られ 且つ 軽度 で ある 。 有 の 光 巴 様 細 
胞 は 著 明 と 増加 する 。 他方 少 敷 例 で は 異常 に 張 
い へ モジ デリ ン 含 有 量 を 示す 。【 第 5 閣 〕 常に へ 
モジ デリ ン 及 び 血 液 仙 し く 汐 世 様 細胞 が 多い 。 
渡 反 は 明 腰 な 限界 な し に 光 巴 様 細 胞 塊 に 移行 す 
る の で 渡 胞 で ある と と が な は つき り 判 ら な い 。 ェ エ 
ォ オジン 細胞 は な いか 政 は 極め て 後 量 で ある 。【 第 

6 群 ) 及 の へ モジ デリ ン 含 有 量 は 著 明 に 減少 し 
展 々 痕跡 的 て 過ぎ な い 。 光 包 様 細胞 は 強く 増量 
し レ し ェ オ ジン 細胞 は 見 られ な い 。 少 敷 例 で は 出血 
性 牌 腫 が ある 。 

SCHERMER (1927) いつ も で は な い が 大 概 の 
例 で 腫 は 著 明 に 鏡 化し て いる 。 病 獲 像 は 雑多 で 
ある 。 展 々 2 倍 及 び 3 倍 に 腫 大 する が 腫瘍 は 一 
部 的 な る の で ある , その 場合 色々 の 大 さ の 多 か 
れ 少 か れ 園 味 を おび た 星 起 を 示す 。 被膜 家 紀 , 
時 に は 被膜 下 出血 。 色 は 青 紅 色 乃 至 褐 紅色 , 硬 


度 常 , 時 に は 軟 。 割 面 は 暗 紅 色 乃 至 エ = グイ チ ゴ 


色 , イチ ゴ 色 の 時 に は 吾 粒 汰 , 腸 央 は 通常 流動 
性 で は な い 。 腫 材 及び 濾胞 は 大 概 不 明 腰 , 履 々 
送 胞 腫 天 の ょ うに 見 を る 。 併 し 組織 を 見 る と 制 
る よう に 濾胞 と 推定 され た も の は 定 際 は 腫 骨 頼 
和 の 克 百 色 中 心 部 で ある 。 若干 例 で は 有 中 に 若 
干 の 脚 豆 大 乃至 本 桃 大 硬度 沿 且 つ 乾燥 し た 黒 紅 
色 或 は 次 白 紅色 の 割 耐 を 示す 梗塞 が 見 られ る 。 
組織 像 。 組織 病 鐘 の 主 な も の : 正常 時 豊富 に 存 
する 鍼 色素 の 消失 濾胞 消 矢 , 塵 要 性 昧 麟 細胞 高 
度 増 加 ( 光 包 様 細胞 ) 含 血 量 は まち まち で ある 。 
圧 明 例 , 特に 重症 例 で は (くり か を し 熱 藻 作 を 
反復 し た ) とれ 等 の 鍵 化 を つね に 見 る 。 肝 内 被 
殖 胞 で 鐵 を 有 し て いる よう な 場合 で は 肛 で も 鐵 
含有 量 は 減少 する こと な く 律 ろ 増 加 し て いる 。 
特殊 染色 特に 塗 擦 標本 で は 普通 切片 に 於 て 完全 
に 同様 に 見 を た 腫 剛 の 汐 巴 様 細胞 は 軍 一 性 質 で 
な いと ょ と が 刊 る 。 と いで も 漆 印 様 細胞 が その 周 
い 楼 と 頼 直 の な い 原 形質 で 判る よう に その 敷 が 
- 主 位 を し めで て いる が その 中 に な 骨髄 細胞 , エキ ォ 
ジン 細胞 , 肥 用 細胞 , プラ ズ マ 細胞 , 赤 芽 細胞 , モ 
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ノ チ ー テ ン 等 が 見 られ る 。 有 崎 が 骨髄 性 方 向 に 
韓 化す る こと と は 特に 著 明 こ に オキシ ダー ゼ 反 應 に 
よ ょ つて し られ る 。 正常 時 に は オキ シダ ー ゼ 標本 
で は 渡 胞 周 園 に = オジ ン 細 胞 の 環 が 示さ れる だ 
げ か 丸 他 の 例 で は ご くわ まず か の オキ シダ ー ゼ 細 
胞 が 全 有 髄 に 散在 し て 見 られ る 。 その 際 多 く 
は エ オ ジン 細胞 で ある が , より 小さ な 祝 ろ 卒 堪 
様 頼 普 が エ オ ジン 頼 粒 の よう に 窒息 な く 充 し て 
いる も の が ある 。 特 ヒ 高度 な 例 で は 著 明 な ミト 
ー ゼ を 見 た 。 濾胞 洞 失 は 高度 の 時 に は 濾胞 玩 骸 
すら る 見 えな いら 程 で ある 。 上 逃し た 梗塞 部 に は 
その 邊 弧 と 密 筑 に と 集 つ た , よく 形 を の と し た 赤 
血球 が 見 られ る 。 梗塞 中 心 部 に ゆく に つれ と これ 
ゃ それ 等 の 間 に あ る 腫 髄 細胞 と と も に その 較 宮 
が 不明 及 に な つて ゆき 終 に は 人 ん ど 均 質 塊 で 桜 
破片 を も る つ を も の に な つて し まう 。 

CoHRs (1931) 正常 時 赤血球 崩壊 は 馬 で は 含 
鐘 マ クロ フ ア ー ゲ ン の 強い 出現 の 下 に 腫 で 行わ 
和 和 る 。 他 臓 笑 は 正常 開 係 で は と の 崩壊 に は 参加 
レ な い 。 俺 箕 に な る と と の 性 質 は 増加 する 。 併 
し 通常 と の 性 質 は , 特に 病 が 長く 績 く 時 に は 減 
まる 。 逆説 的 の よう に 思わ れる 現象 は 肝 腫 に 超 
る 発 疫 生物 軸 的 人 程 を 基 を える と 於 明 が つく 。 と 
の 柄 臓 各 で は こと の 場合 強大 な 組織 球 和 活動 が 超 
る 。 肝 で は 毛細 管 , グリ ソン 氏 軸 中 と 豊 定 に 鐘 
を 含有 する 訪 基 嗜好 性 園 形 細胞 ( 光 巴 様 細胞 と 
る 名 付け られ る ) が 見 られ る が 肛 で は 同様 に 網 
上 細 胞 の 高度 活性 化 が 超 る た め 腫 央 は 多量 の 汐 
巴 様 細胞 の 和 慢 性 に 充 滴 きれ る 。 と れ 等 の 舌 性 
化し て 網 諾 織 の ジン チチ ウ ュ 結合 か ら 酎 れ た 訪 
基 細 胞 は 特殊 の 機能 に まで 更 人 分 化し 耳 つ そ の 
窟 今 迄 あつ た 貸 喰 人 能 を 矢 つ で し まう 。 と の 路 に と 
開 レ て な され た 資 験 で と の 細胞 は 例 を ば カル ミ 
ンジ を 最早 貸 喰 し な い (ScHERMER, EPSTEiN ) 。 併 
し それ が た め 腫 の 血液 骨 壊 は 不可 能 に な つて 網 
内 系 系 統 の 他 の 部 分 が 代償 性 に あら われ る ( 肝 
の 星 細 胞 )。 それ 地 一 方 腫 の 鐵 含 有 革 が 強く 低下 
する と 比 は 同時 に 肝 で は 上 昇 する 。 太 基 嗜好 性 園 
形 細胞 は オキ シダ ー ゼ 反 應 を 興 え ない 。 司 の 肌 
(C と は オキ シグ ダーゼ 陽性 の 黒い 上 粒 の 強い 集 狂 が 
税 汰 分 布 と な つて 見 られ る 。 恐らく と の 場合 骨 
路 性 化 生 の は じ ま り が ある の で あろ うか ら 俺 貧 
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の 異常 な 條 件 で 胎生 的 の 崩 詳 性 及び 赤血球 生成 
の 再 超 が 起 つ た の で あろ う 。 肉眼 的 に は 有 の 獲 
化 は その 腫 大 に ある 。 管 性 期 に は と の 腫 腫 大 は 
異常 の 程度 に 達する (20kg 迄 に も ゃ も]。 その 際 敏 
細 な 畠 膜 下 出血 が 見 られ る 。 慢 作 期 で は 腫 腫 犬 
は ょ より 少 い 。 そ の 硬度 は 散 。 SCHERMER に よれ 
ば その 他 展 < 踊 豆 大 乃至 枯 桃 四 大 出血 性 梗塞 が 
腫 に 見 られ る 。 と の 黒 紅 色 夫 の 本 態 及 び 意 護 は 
まだ 読 明 が つい で いな い 。 

葛西 ・ 小 倉 ・ 館 澤 ・ 佐 藤 (1931) 淫 作 例 に 於 
て は 常に 多少 の 充血 が あり 出 押 箸 を 認 む や る と と 
ぁ る 赤 多 い 。 へ モジ デリ ン 沈 着 は 中 等 度 か 駐 友 つ 
て 寺 度 な 場合 が 多い 。 雇 作 例 で な いも の で は 充 
血 が な いか 久 は 革 微 で あつ て へ モジ デリ ン 光 着 
が 比較 的 高度 な の を 常 と する 。 本 症 に 於 ける 赤 
血球 の 減少 を 腸 及 び 骨 に 於 ける 細胞 の 貧 喰 に 
放せ な ん と する も の に と 長尾 氏 が ある が 余 等 の 例 に 
於 て は 赤血球 を 貸 喰 し た 細胞 は これ 等 の 臓器 に 
於 て 護 明 し 得る 場合 . 第 21 例 ] 極め て 稀 で あ 
の 

WEgrpricg (1932) 17 例 の 委 性 , 爽 乱 性 , 慢 
性 型 の 研究 か ら 見 る と 組織 病 締 は 主として 綱 内 
系 に 超 0 耳 つ 赤血球 貧 喰 , 
び 組 織 球 の 剣 離 に ある 。 
v. MOcsy (1932) 長く 経過 する 例 の 最後 の 
時 期 に 於 て 比 化 し た 細胞 を 豊富 こ に ふ くむ 濾胞 が 
は つき り し な く な る 。 と れ と 並ん で 腫 嘱 中 に 於 
ける 汐 巴 様 細胞 の 腫瘍 様 増殖 及び 屋 々 完全 な 候 
色素 清和 天 を 見 る 。 割 面 に 於 ける 腫 組織 の 淡 明 な 
色 は 血 量 の 減退 , 
特に 鐵 色 素 の 消 和 失 に こも と づく 。 病 的 に 増殖 し た 
組織 が 廣 大 に ひろ が る た め に 腫 は 鐵 代 謝 か らし 
め だ さ れ 耳 つ へ モグ ロビ ン 代 謝 の 活動 は 一 部 肝 
に ょ つて 代行 され る が , 
鐵 色 素 の 大 量 を 含有 する 場合 が ある 。 と の 代償 


性 の 肝 作 用 も 勿論 不 - 二 分 な る の で ある 。 何 政 な 


れ ば 肝 の 網 内 系 の 活動 $ 肝 小葉 中 の 血 流 と 共に 
ひど く 〈《 障 宴 を うけ る か ら で あ る 。 

QUENTrN (1933) 腫 腫 は 上 いつ も ある 。6kg の 
る の も 記載 され た 。 普通 は 3<3.5kg。 色 は 次 白 
色 で 厚 味 が あり 腫 醍 は 級 密 で ある か 軟 い (スグ 
リ の の ジェ エリ ー 様 )。 


- 及び 大 形 細 胞 が 色 案 を 携 つ て いる 。 


へ モジ デリ ン 沈 閉 及 


強く 増殖 し た 閑 包 様 細胞 及び 


まつ ょ 進行 し た 例 で は 





BLANCHARD & Vspgr (1933) 病 締 を 3 型 
に 分 ち 得 る 。(a) 軍 純 性 肥大 。 一 一 マル ピ ギ 小 
配 は 決し て 容積 を 増 さ な い 。 序 つ て 充血 赤色 吸 
の を た め C 歴 轄 され て いる 。 庄 所 に 於 て 客 強 度 に 
振 紅 し 血液 を みた し 且つ 時 に 極め て 不 規 則 な 形 
を し た 出血 暦 に ょ つて 取 園 まれ る 。(b) 負 血 性 
結節 (1) 及び 中 心 硬化 結節 (2)。(①) 多 敷 の 出 
血 黒 を 包含 する 出血 班 を つく る 。 疎 時 は 赤血球 
が 明瞭 に 認め られ 政 時 は 反 必 に へ モグ ロビ ン の 
染色 反 應 を 示す の を 見 な い 。 (②2) 結節 は 明か に 
その 中 心 が 硬 化 性 に な る 。 鶴 で は その 内 被 細胞 
が 腔 内 に 笑 出 し て いる 。 諸 所 に 於 て 小園 形 細胞 
粘 節 の 周 園 
に は いつ も ゃ 便 化 圧 の 形 に 窟 じ た 出血 層 が 見 られ 
る 。 出血 箸 の 近隣 に 於 て は 硬化 居 に 於 ける より 
る 彫 形 細胞 が 廷 か に 多 敷 ある 。 或 例 で は 中 心 部 
の 懇 原 直 維 は 獲 性 に 階 り 着 染 不良 と な る 。 (C) 
織 維 化 領 域 席 大 と な る 一 一 硬化 閉 に よ ょ つて 腫 呈 . 
は 不 規則 な 領域 に 恒 割 され 各 司 割 で は 或 は 全く 
出血 性 を 示し 或 は 多 敷 の 有 桜 細胞 及び 色素 を 貸 
喰 し て いる マク ロフ アー ゲン を 有する 出血 性 を 
示す 。 或 例 で は 鐵 が 誠 明 され る 。 . 「 

LAMARRE (1933) 第 1a 所 見 。 肌 酷 の 潮 慢 性 
充 血 , 濾胞 可 成り 減少 , 有 材 及び 鶴 が 見 に く ヽ 
な つて いる 。 挫滅 マク ロフ アー ゲン 増加 。 

EiLMANN (1934) 82 例 中 に 腫 肝 腎 に 俺 沼 病 
導 あ る も の 30 例 。 外 病 閥 と し て は , 鍼 減少 万 
駿 靖 失 及 び 繝 内 系 の 増加 (18 例 23 外 ), 鐵 滑 矢 
( 5 例 ) 及び 低減 少 .( 7 例 )。 

STEIN -(1935) 腫 は 若干 大 きく な り 必 々 青 耳 
つ 騰 い 。 ! ' 

NErkHoTJAEFF (1935) 茸 液 性 炎 と 網 秩 内 被 の 
反 應 性 繁殖 。 い 

Howurov (1936) 腫 は 病 過 程 に よ ょ つて そ を 
れ ぞ れ 興 味 が ある 。 最も 履 々 憶 過 する 病 幾 は 友 
明 な 腫 有 種 で ある (@ て 12kg )。 と の 場合 腫 は 凹凸 
が あり 硬度 は 年 固 丹 , 或 場合 は 揚 粉 様 で ある 。 
色 は 黒 味 が いつ を た 紅色 か ら スグ リ 色 迄 色々 で あ 
る 。 怪 性 例 で は 履 々 鞭 小 腸 が 見 られ 硬度 極め で 
骨 , 色 は 淡紅 で 割 を 加 を る ょ 結 締 織 が 極め て 目 
立つ 。 肌 静 脈 は 先 全 並 に 不 完全 血栓 の 座 に 屋 え 
な る 。 と の 場合 腫 は 章 味 を な び 流 動 性 , 非常 に 








肥大 する (12kg)。 表 急 性 並び 急性 型 で は 肌 
腫 は 毎 常 の と と で ある 。 明白 な ジ デ ロー ゼ が 
見 られ る 。 

HJARsg (1936) [第 1 例 ] 腫 3.45kg, 著 明 睡 
大 , 間 線 園 く な る 。 可 成 り 戦 く 宇 質 張 く 充血 。 
、 [第 2 例 〕 右 明 腫 大 , 邊 弱 園 く な る 。 髄質 強く 充 
血 。 「 

Wirwgs (1937) 肝 吸 増生 及び へ モジ デリ ン 
消失 。 と の 他 可 成り 多く の 例 で へ モジ デリ ン 含 
有 量 の 減 ま る と と な きか 惑 は わずか 中 等 位 で あ 


お 』 
MARscATo (1938) 研究 馬 馬 の 腫 の 肥大 は 毎 
常 で は な い が 展 見 られ る 。 


石井 (1939) 腫 に 於 ける 低 色 素 沈着 (Hr… 著 
0 中 等 填 … 少 程度 , 6 あッ 
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市 井 (1939) 稚 血 及び 汐 巴 様 細 胞 浸 潤 高 度 な 
る 部 に は 部 分 的 に 生 栓 染 色色 素 擁 取 の 減退 を 認 
め 得 る も 全般 的 に 必 し ゃ 拓 取 機能 の 低下 を 認め 
な い 。 正常 乃至 寧ろ 元 進 の 故 態 こ ある も の 多く 
常態 に 比 し 一 層 多 敷 の トリ ベン 青 拉 取 一 一 恐 ら 
く 一 般 侯 谷 貸 喰 作用 $ 赤 一 に 於 て 和希 相 営 の 鱗 
力 あ る に も か いわ ら ず 正人 色素 蓄積 量 の み 著 レ しく 
少 い 鉄 態 に ある も る の で と これ は ほ は 従 來 の 克 説 を 以 で 
し レ て は 到底 理解 し 態 わな い 踏 で ある 。 

NEwgEc (1939) 〔 第 1 例 け 赤色 境 中 に 振 僚 マ ク 
ロフ アテ アー ゲン 散在 す 。 汐 包 様 細胞 極め て 豊富 。 
〔 第 2 例 〕 赤色 骸 粗 明 化 。 少 敷 の ジ デ ロ チ ー テ ン 
及び 豊富 な 汐 巴 球 。 上 第 3 例 ] 赤色 髄 に 多 敷 の 汐 


巴 様 細胞 , ジ デ ロ チ ー テ ン 集 狭 す 。【 第 4 例 〕 赤 


色 鹿 は 光世 様 細胞 の みよ りな る 。【 第 5 例 〕 赤色 
前 は 赤血球 と 光 包 様 細胞 より な る 。 【 第 6 例 ] 血 
量 に と む 。 ジ デ ロ チ ー テ ン 集 疹 と 汐 包 球 及び 光 
刀 球 様 細胞 。 〔 第 7 例 〕 血 量 極め て 多 し 。 赤 暫 球 
貧 喰 細胞 , 汐 包 様 細胞 及び ジ デ ロ チ ー テ デン 集 園 
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化 。 

叶 獣 研究 部 一 市 井 告 (1940) 19 例 の 有 所 見 : 
_ 稚 川 (1.6kg) の かみ 大 さ 略 々 常態 で ある 他 そ の 程 
度 に は 北 分 の 差 ま ある が 何れ $ 著 レ し く 腫 大 す 
.(21 て 6.1kg)。 表面 消 澤 如 青 暗 赤 色 を あら わし 
割 面 暗 色 カ 至 黒 赤色 , 上 頼 粒 甘 を 呈し 膨 蜂 し 渡 
胞 著 し く 増生 腫 大 し 有 鐘 は 血液 に 定 み 柔軟 で 多 
量 に 刀 背 に 附 着 す る 。 稀 旭 鮮 で は 肝 頭 部 質 内 
に 雀 卵 大 の 次 自 結 侵 が あり 積 え 硬く 波動 を 呈 せ 
ず 割 面 と 於 て 粟 粒 大 小 騰 徐 の 集合 より な る を 認 
む 。 「 

RAUTWEIN & ScgMrpT (1940) 腫 好 化 は 非 


常に 似 通 い 且 高 度 。 18 例 す べ て へ モジ デリ ン 今 
有 量 に 障害 は な か つた 。17 例 で は 鍼 貸 喰 は 殆 ん 
ょ 誠 明 され な か つた 。 18 番目 の 牌 で は 鐵 含 有 量 
は 強く 減少 。 同時 に 例外 な し に 多かれ 少 か れ 紅 
< 赤色 玲 に 光 巴 様 細 胞 が 増殖 し て いる 。 展 々 光 
巴 様 細胞 は 極め て 多 敷 に 上 る の で 肌 構 人造 は 全く 
司 さ れ で て し まう 。 3 例 で は 血液 含量 が 特に 目 立 
だ 8 

市 川 厚 一 (1942) 北風 肘 。 2.5kg, 2 倍 大 , 表 
面 少 許 の 繊維 素 を 附 着 し 葵 膜 下 に 小 出 血 環 散 在 
す 。 江 絡 は 園 味 を 半 び 硬度 入 ぇ 減少 。 割 面 正 量 
に 乏しく 小豆 色 を 呈し 髄質 は 高度 に 腫 大 し 刀 背 


18SS 


と 多量 を 附 着 す 。 渡 胞 残 存する も 明 及 で な い 。 
腫 材 は 不明 で ある 。 組織 像 。 克服 に ゃ も 骸 質 に も 
網 内 系 細胞 が 肥大 増生 し 赤血球 食 喰 細胞 及び と 
れ か ら 妊 つた 含 鐘 細 胞 が 多い 。 局所 に 漏出 性 出 
血 が 皮 に 明瞭 で な い が 雄作 時 相 営 あつ を と と 
敬 作 を 経過 し て 34 日 に な る こと と を 指示 する 。 
No. 2095 930g. 表 面相 滑 で 少 許 の 繊維 素 を 附 意 
し 候 鈍 , 硬度 減少 脆 惨 で ある 。 茨 膜 下 に 新約 
出血 斑 交 敬 。 割 面 血 量 に と み 填 褐 赤色 。 濾胞 不 
明 , 腫 材 は 不明 瞭 , 條 質 は 相 営 刀 背 に 附 着 す 。 
5. 溢 巴 剛 

CARRE et VALLEE (1906) 光 巴 腺 縛 化 は 型 
に ょ つて 可 成 り 0 ちがう 。 箇 性 及び 爽 委 性 並び に 
動物 が 隅 性 型 綴 過 忠 性 激 区 を 示し た 時 に は 充 
血 を , 女 出血 まで を も 色々 な 光 包 腺 群 , 特に 腸 


聞 膜 及び 有 汐 巴 腺 に 見 る 。 と れ と 反し 消耗 する 


迄 病 が すい ん だ ( 悪 液 質 ) 動物 で は 方 々 の 光 思 
腺 の 水腫 性 の 草 純 性 腫 大 が 見 られ る 。 と の 腫 大 
は 大 概 は 黄色 味 を 刀 び た 水腫 物質 を 含有 する 。 
腫 門 光 巴 腺 の 比 化 は 一 番 展 々 見 られ る 。 

HEMPEL (1908) 秋 様 腫 肛 が ある 。 

MogrER (1910) 腫 大 且 出 血性 の とこ と が あ 
る 。 
VAn Es, HARRrS &z ScHALK (1911) No. 
728 正常 , 線 括 に は 時 に 侯 さ れる と 区 ぶ 。 

SEYDERHELM (1911) [第 6 例 〕 腸 間 膜 洒 
巴 腺 は 一 様 に 強く 腫 大 , 句 再 色 こ と む 。〔 第 9 例 ] 
腸 間 膜 光 巴 腺腫 大 。 

CoMINoTTI (1913) 腫 劇 , 出血 性 浸潤 あり 。 

臨時 馬 疫 調査 委員 會 (1914) 毎 例 多 少 肥大 せ 
る を 認 む 。 

REINHARDT (1917) 腫 門 , 肝 門 , 腸 聞 膜 汐 包 
腺腫 大 多 汁 , 一 都 潮 紅 , 時 に 出血 。 

JAFFE (1921) 光 包 腺 の 多 汁 性 腫 岩 は 光世 腺 
器 様 組織 の 増生 に 基く 。 皮 抱 渡 胞 は 大 概 明瞭 に 
斑 さ れ 且 つ 大 き な , ミト ー ゼ に 富む 有 礎 中 心 を 有 
す 。 振 張 し た 人 に は 光 巴 球 , 少 許 の 赤血球 及び 
若干 の 剃 離 上 肥 が ある 。 内 被 細胞 の 貸 喰 能 は 通 
常 軽度 で 稀 に の み 強 度 。 個 色 素 も 赤 内 被 細 胞 内 
C 中 等 度 見 られ 稽 々 豊富 に 網 訴 織 内 で 層 過す 
る 。 そ の 他 主 と し て 健 性 例 に 於 て 剛 素 内 に 黒 宰 
色色 素 が 目立つ 。 と れ は 小さ い , 角 の ある 様 炊 
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器 で 細胞 内 に 封入 され 和 汰 に 集 疾 し て いる 。 と 


の 色素 は が な く 且つ マラ リア 色素 を 愚 わせ 
る 。 ど と か ら 太 た か は 抽 断 つか な い が 恐 らく 血 
液 性 の も の で あろ うと と は 多 敷 例 に 於 て 赤血球 
破片 及び 確 貨 な 血液 色素 と 一 緒 こ に ある と と に よ ょ 
つて し られ る 。 と の 他 河 世 腺 に 見 られ る 所 見 は 
エ オ ジン 細胞 で ある 。 と の 細胞 は 談 素 中 に 位置 
し 了 且つ 腺 周 園 の 結 締 織 に も 見 られ る 。 同時 に 丸 
振 張 毛細 管 か ら で い くる 状 表 を た し か め る と と 
が で きる 。 それ 故 異常 に 特徴 ある エ オ ジン 百 血 
球 は 局所 ニオ ジン ノ フ ィ リ ー の 源泉 を 区 ぶ に (と 
れ は 従 來 活 渡 に 討議 され て いる ) 適し て いる 。 
語 の エ オ ジン 光 胞 は 知ら れ て いる 通り 路 乳 動物 


の 弟 粒 細胞 の 中 で は 最大 の 占 粒 を も つて いる 


(所 調 Schmidt-Semmer 小 酔 )。 若 し も エ オ ジ 
クノ フィ リー が 限局 性 ( 局 地 性 ) 成立 の も ゃ の で あれ 
ば 大 き な 光 輝 あ る 紅色 球 が 非 頼 粒 性 の 汐 世 球 惑 
は 組織 球 母 細胞 中 で 如何 に し て 次 達 する か を 追 
求 で きる 答 で ある 。 併 し 自分 は と れ を 信じ 得 才 
且つ 血液 中 か らき た も の と 見 な けれ ば な ら な 
い 。 光 包 腺 の 紅 染 は その 血管 が 強く 血液 で 充 さ 
れ て いる 所 か らく る 。 赤色 汐 包 腺 は 自分 の 経験 
で は 俺 貸 に は で き ない 。 且つ 骨 鱗 性 化 生 を 見 た 
と と は な い 。 


KsrLsER (1922) 光世 腺 特に 腸 開 膜 の あの は . 


研究 例 中 腫 大 し 且つ と の 中 ある も の が 小 出 血 を 


示し た も の が ある 。 その 大 さ は 10 モン ト 銀 賀 . 


大 で ある 。 


ZELLER (1924) 腫 光 巴 腺 : 9 例 に 於 て 散 レ 


く 腫 須 ( 櫻 次 乃至 李 大 )。 肝 門 汐 巴 腺 : 腫 大 。 無 


管 枝 及び 縦 隔 膜 光 包 腺 : 2 例 に 於 て 腫 大 且つ 割 
面 に 於 て 多 汗 。 腎 門 汐 包 腺 : 3 例 で 話 須 。 

可 見 (1924) 〔 第 6 例 〕 血液 に 富み 且つ 沿 色 細 
胞 よ り も 小 で ヘマ トキ シリ サン C 濃 楽 す る "大 小 不 


同 の 頼 粒 無 敷 に 存在 する 。【 第 7 例 ] 腫 門 滞 包 腺 :。 
赤色 を 呈す 。 腸 韻 膜 敬 巴 腺 : 鮮 赤 色 乃 至 暗 赤色 . 


を 呈す 。 【 第 10 例 〕 肝 門 汐 巴 腺 装 し く 赤 色 を 星 

す 。 〔 第 15 例 ] 肝 門 光 巴 腺 : 暗 赤 色 を 量 し その 

静 肛 に は 血栓 塊 を 有 し 多 敷 の 絞 搾 を あら わす 。 
BLANcHARD 層 VEpEL (1933) 腎 門 及び 腫 


門 汐 巴 腺 : 綱 玖 織 細胞 は 可 成り 多量 の 鐘 色 素 を 


察 れ て いる 。 


は NO y な ' _ AO 
間際 
h 7 JI SE = の 」 おり 。 すでに 
人 も 生 い SV いれ / 


LAMARRE (1933) 第 1a 例 。 濾胞 の 光 巴 球 
様 浸潤 が ある 。 

PrENrNe (1935) 肝 門 光世 腺 。 肉 眼 像 。 肉 眼 
的 病 織 は 一 部 に 於 て は 極め て 暑 で あつ た が 特 
敏 的 な 所 は な い 。 目立つ と と は - 部 に 於 て 極め 
て 著 明 な 容積 増加 が あつ た 。 こ と れ は 特に 有 , 肝 , 
腎 , 腸 骨 及 び 腸 間 膜 光 包 腺 に 就 て の 廊 献 報告 と 一 
致し て いる 。 肌 門 汐 巴 腺 は 展 々 腸詰 和 伏 指 大 の 索 
狼 を 呈し た 。 急性 例 に 於 て は すべ て の 汐 巴 腺 の 
_ 劉 面 と 現 征 衝 又は 線 條 形 赤 打 を あら わし 同時 に 
柔軟 且つ 其 し く 多 汁 と 見 を た 。 比較 的 装い 例 で 
は と れ 等 の 雑多 の 着色 は 消失 し その た め 表 面 及 
び 割 耐 は 一 様 に 白色 乃至 豚 脂 様 光 澤 を 呈し 且 
つ 硬 い 。 併 し 甚 し く 慢 性 型 の 語 で は 履 そ 肉眼 的 
病 織 を 鉄 い て いた 。 組織 像 。 新鮮 例 に 於 て は 錠 
に 肉眼 的 に 異様 な 斑 中 秩 模様 が 認め られ 組織 内 
一 面 特に 湯 終 部 に 多く 明る い 息 小 斑 中 が 明 須 に 
あら われ て いる 。 競 病 期間 の 増加 と と も に と 
れ 等 の 明る い 部 分 は 答 増大 し 卒 に は 相 融 合 す 
る に 至り と これが た め 極 め て 准 い 例 で は 切片 は 殆 
ん ど 一 様 に 染色 され て 見 を る 。 騰 振 大 で 新鮮 例 
に 於 て は 河 世 腺 構造 は 何 明 瞭 に 認め られ る 。 凌 
様 に 大 き な 明る い 腔 芽 中 心 を あら わす 。 渡 胞 は 
周 痛 部 に 鷹 い 暗黒 の 細胞 締 を めぐ ら す 。 血液 を 
富有 する 廣 い 旨 は 明 須 に あら われ 要 材 に 比 し て 
可 成り 軍 調 に 見 を える 。 細胞 豊富 な 洒 巴 様 組織 に 
比 し て る 制 然 と 目立つ て いる 。 正確 な 組織 夏 的 
制 察 に よ つ て 了 肉眼 的 に 認め 得 た 明る い 小 斑 と 相 
営 す る 及 芽 中 心 は た ゞ に 増大 する ば か り で な く 
正常 に 比 し 敷 的 に も る 著 明 に 増加 し て いる こと と が 
詩 明 され る 。 外見 上 釣 に 静止 期 に ある 礎 芽 中 心 
は 俺 貸 病 奏 に ょ り 再び 活動 化す る 。 腔 芽 中 心 の 
増大 乃至 淡 明 化 は 濾胞 の 細胞 組成 の 帝 化 に 基 
く 。 無病 毅 光 包 腺 の 濾胞 その 機能 の 高度 の 時 に 
於 て も る 其 し く ク ロマ チン に 富み 桜 分 客 を 富有 す 
る 中 及び 小 光 思 球 の 穫 密 な 集 塊 より な り そ れ 等 
の 間 に は 僅か に 個々 に 紡 鍵 形 劉 は 少し く 膨 大 し 
た 淡 明 の 網 捧 繊細 胞 が 誇 明 し 得 ら れる ば か り で 
ある 。 俺 貸 の 場合 に な る と 太 芽 中 心 の 内 部 に が 
て 網 秩 織 細 胞 の 革 増 し て 敷 を 示し , クロ マチ ン 
に 乏しい 極め て 大 型 の 卵 園 形 又は 腎臓 形 柱 を 有 
する 原形 質 豊 富 な 細胞 が 目立つ 。 と れ 等 の 骨 程 
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は 小 動 脈 の 直ぐ 近く に 於 て 特に 題 著 に 行わ れる 
よう に 見 を る 。 新生 細胞 か ら な る 年 密 な 細胞 集 
終 は 膨大 し て ゆき 光 巴 球 は 算 ょ 諾 囚 部 歴 迫 き 
れる 。 送 に は 渡 胞 の 中 心 部 は 光 思 球 極め て 稀 と 
な り 殆 ん ど 前 記 の 原形 質 豊 富 な 細胞 の み 認め ら 
れ そ の 中 に は 多 敷 の 桜 分 判 像 も 誠 明 し 得 ら れ 
る 。 生理 的 に は 毎 常 渡 胞 内 に 出現 する 閥 性 細胞 
及び 桜 破片 は 全く 消失 する 。 刀 胞 内 毛細 管 は 赤 
血球 を 充 潤し その 内 被 細胞 は 著 明 桜 を 有する 亜 
鈴 有 久 は 腸詰 其 若 く は 其 し く 上 凸凹 の ある 多 汗 性 形 
態 を 著 明 に あら わす 。 濾胞 は その 周 絆 に 訟 に 歴 
迫 さ れ た 略 形 で 角 の ある , 又 は 開 分 縦 に 延長 す 
る 中 及び 小 汐 包 球 の 厚い 屋 を めぐ ら す が それ 等 
の 導 に は いた る 所 前 述 し た 著 明 細胞 が 刊 然 と 見 
られ る 。 漠 胞 の 周 疹 は 谷 に より 直接 限界 され る 
か 若く は 欠 利 な 境界 な し と 隣接 の 光 過 様 組織 に 
移行 する 。 腫 に 題し れる よう な 漠 胞 周 園 に 於 ける 
エ オ ジン 細胞 の 集 導 は 認め られ な い 。 皮質 及び 
鐘 素 切 片 に 於 ける 葬 欠 の 汐 巴 腺 様 組織 は 基 し く 
細胞 富 豊 に 見 を その 細胞 は 主として 中 光 過 球 よ 
りな り そ れ 等 の 問 に は 稀 に 桜 分 判 父 が 詩 明 され 
る の み で ある 。 漆 世 球 の 問 に も る 矢 紅 り フラ スコ 
汰 に 膨 肛 レク ロマ チン に と 乏しい 著 明 桜 を 有する 
大 型 細胞 か ら で き た 可 成 り 規 則 だ つた 網 汰 配列 
が 見 られ , と れ 等 の 細胞 に は 履 々 大 量 の 黄 褐 色 
色素 を 含有 する 。 その 他 に は 汐 思 腺 様 組織 内 に 
履 < 大 小 の 限界 不 規則 な 浴 血 が 観察 し 得 ら れ 
る 。 と れ は 肉 眠 的 に 認め られ る 割 面 の 赤色 斑 高 
に よく 一 致す る も の で ある 。 深 材 に 於 て は 特に 
小 動 肛 の 周 園 に 各種 形態 の 細胞 集積 が 明 懇 に あ 
ら わ れる 。 と に は 定型 的 光 巴 球 及 び 形 質 細 胞 


- の 他 駐 も や 多様 な 格 構 を し た 淡 明 要 を 偽作 部 に 


有 し 原形 質 豊 富 な 大 型 細胞 も 認め られ る 。 その 
細胞 骨 内 に は 展 々 貸 喰 血球 は 微小 な 結晶 性 
褐色 色素 を 含有 し て いる (大 喰 細胞 )。 間 質 に 於 
けろ 毛細管 の 内 被 細胞 は 濾胞 内 毛細 管 C 於 て 記 
逃し た と 同様 の 所 見 を 呈す る 。 傘 は 著しく 谷 カ 
ター ル を 想起 させ る 所 見 を 呈す る 。 毛細 管 は 血 


液 を 充 清 し 世 容 及 び 水 巴 管 は 題 克 に 折 張 す 。 


容 の 内 側 を 被 う 内 被 細胞 及び それ に 混入 する 繝 
状 織 細 胞 は 腫 大 増殖 し て 見 を 屋 々 赤血球 及び 葉 
窟 色 色素 を 食 喰 し て いる 。 千 洪 な 増殖 の 結果 更 
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に と 容 腔 に 遊 本 存 在 す る 大 喰 細胞 性 の 大 型 貸 喰 細 
胞 を 敬 生 せしめ それ 等 の 間 に は 何 多 戦 の 小 及 び 
中 光世 球 も 出現 する 。 人 逢 貸 の 初期 に 於 て は 格子 
天 畿 継 の 増生 は な い 。 穴 内 に は 銀 繊維 は 極め て 
小 量 認 ら れる だ け で 異様 に 細く 且つ 斐 環 に 見 を 
る 。 履 々 鶴 が 其 し く 振 張 する 結果 組 維 は ベラ ベ 


ラ に な つて いる の が 認め られ る 。 その 遊離 端 は 
絡み あつ て 反 き まぜ た よう に 見 を , と れ は 細胞 


て 富む 廣 い 網目 を 形成 する 。 皮質 及び 上 質 切片 
に 於 ける 規則 正しい 網 工 も 同様 に 破壊 され る と 
と 多く , 生理 的 に 濾胞 を 取 園 ん で いる 厚い 線 維 
環 は 朋 芽 中 心 の 証 著 な 増大 の た め 極 め て 非 毒 と 
見 を る 。 濾胞 で は 極め て 微小 な 繊維 片 が 諸 所 に 
含有 され る の み で 正常 父 と 同じ く 血 管 の 部 に だ 
け 比 較 的 著 明 な 網 工 が 誇 明 され る だ け に な る 。 
容 内 被 細 胞 及び 網 激 織 細 胞 内 に 於 ける 柱 褐色 色 
素 は ター ン ベ バル 反 鷹 に ょ つて 血色 素 で ある と と 
が 計 明 され る 。 新 よ うに 俺 所 の 初期 に あら われ 
る 光 巴 腺 病 既 は 間 葉 組織 の 題 著 な 笑 動 化 に よ ょ つ 
て 特徴 づけ られ 豊富 な 組織 球形 成 に 導く 。 と れ 
は 特に 豚 芽 中 心 及 び 穴 内 に 特に 明瞭 に あら われ 
る が 髄 素 及び 梁 材 に 於 て も 誠 明 され る 。 つま り 
光 巴 腺 に 於 て も 他 臓 器 同様 に 次 病 初期 に は 組織 
球 性 反 應 が 見 られ る の で ある 。 その 他 の 薄 化 は 
普通 の 角 液 性 光 巴 腺 敵 所 見 に 属す る も の で あつ 
て 診断 的 意義 を 有 し て いな い 。 従 つ て 強度 の 鐵 
色素 沈着 を 除い て は 偉 所 (て 特徴 的 な 所 見 は な 
い 。 上 記 の 所 見 は 難 死 前 長期 に 瓦 0 熱 芝 作 を あ 
ら わ さ な い 例 C 特 に 多い 。 印 ち か ぃ る 炊 態 と 於 
て は 他 の 臓器 特に 肝 に 於 て 本 成 9 確 邊 に 見 られ 


ら ょ うに 一 般 に 網 捧 織 細 胞 の 増殖 及び 活動 化 は 


王 徴 する か ら で あ る 。 欧 と 億 代 の 病 期 進行 例 及 び 
陳 蒼 例 所 見 に 就 て 逃 べ る 。 普通 の 河 巴 腺 非 特異 
性 基 の 場合 は 原因 的 要素 の 浴 失 後 久 て の 病 毅 
が 全く 修復 さん れる か 惑 は 結 締 織 の 増生 及び 難 包 
様 組織 の 減 耗 に ょ つて 慢性 的 過程 が 生ま る 。 集 
答 の 場合 は 全く 事情 が ちがう 。 渡 胞 は 更に 容 

を 増す 。 大 き な 宰 泡 性 網 洪 織 細 胞 の 他 に 更に 新 
し い 細 胞 種 で ある 光 巴 様 細胞 が あら われ る 。 と 
れ は 光 包 球 に 極め て + ょ く 似 て いる が 光 巴 球 よ り 
は クロ マチ ン 粒 の 配置 が 疎 で あり 桜 は 若干 不 


規則 な 形 を と り 原 形質 は 側 然 と 認め られ る 。 と 、 





れ 等 の 汐 包 様 細胞 の 出現 に ょ り 脆 芽 中 心 は 再び 
測 染 し て 見 える よう に な る 。 眞 の 光世 球 は 最早 
殆 ん ど 存 在 レ し な い 。 濾胞 周 線 に 存在 する 元 來 局 
夫 な 紡 鍵 形状 明 で 可 成 0 均等 な 網状 議 細胞 は 檜 
汰 , 諸 汰 又は 帆 汰 等 多様 の 形態 を 呈す る 。 周 園 
の 光 巴 腺 様 組織 と 濾胞 と の 鉄 利 な 限界 は 殆 ん ど 
認め られ な い 。 隣接 六 胸 は 相 琶 に 融合 し で いる 
ょ うに 見 える 。 その 他 光 巴 様 組織 内 に は 大 型 の 
空 泡 竹 細胞 が 増加 する と の 細胞 は 該 組織 内 で 浦 
慢性 に ひろ が り 汐 包 球 を 和 島々 押し の け て 増 敷 す 
る 。 新鮮 例 に 於 て は 楽 材 内 者 に 多 逃 の 血管 周 園 
性 細胞 集 終 が 雇 く 分 布 し て 見 られ る 。 非常 と 減 
串 し た 洒 巴 球 の 部 位 に は 組織 球 及び 汐 包 様 細胞 


の 外 製 を し た 大 型 の 窪 泡 性 細胞 が 出現 する 。 細 


胞 に 乏しい 疎 散 な 交 業 は 消 和 大 する 。 元 奉 腔 内 
と 存 在 す る 大 喰 細胞 は 大 部 分 が タロ マチ ン と 富 
む 漆 包 様 細胞 に より 置き 換 を られ る 。 と れ 等 の 


- 他 毎 常 腫 由 し た 網 放 織 細胞 及び 内 被 細胞 が 多少 


増 数 し て 座 明 され る 。 鐘 沈 着 細胞 は その 敷 が 新 
鮭 例 に 比 し 皮 に 座 く 見 を える 時 で も 価 相 営 量 に あ 
ら わ れる と と が ある 。 以上 の 所 見 は 肝 内 に 限局 
粒 光 巴 様 細胞 集 尊 生 が あり 且 腸 に 於 ける 血 鍼 素 
の 全量 が 皮 と 減 少し た よう な 場合 に 認め られ . 
る 。 従 つ て 病 期 の 進ん だ 俺 貸 ( に 於 て は 細胞 成分 


就 中 汐 包 様 細胞 の 増加 が 特徴 で ある 。 と の 光 色 


様 細 肥 性 反 鷹 は DoBBERSTErN の 規定 し た 俺 氏 
の 組織 語 生 谷 展 像 に 全く 一 致す る 。 世 病 期間 の 
増加 と 共に 割 面 の 肉眼 所 見 も 比較 的 均一 な 病 像 
を 呈す る と 至る 。 と れ は 光世 様 細 胞 が 不断 に 増 
加 す る と と と 因 る も の で ある 。 と の 細胞 は 他 の 
臓器 成分 を 基 つ て し まう か ら 元 來 刊 然 と 大 割 さ 
れ て いた 組織 内 に は 汐 包 様 細胞 の み が 認め られ 
正常 構造 は 往々 漠然 と し て くる 。 と れ と 在 行 し て 
光世 腺 の 血 佐 素 含量 も つね に 減少 する 。 腫 に 血 
鐵 素 を 鉄 除 す る 例 に 於 て は 巴 腺 に も 上 軍 に 渡 蹴 
と し て 認め られ る か 牙 は 最早 玉 ん ど 護 明 さ れ な 


. い 程 に な る 。 沖 様 組織 及び 滞 包 次 の 病 父 る と 


れ と 一 致し て 北 化 し これ 等 の 組織 部 に 於 ける 大 
型 の 淡 明 補 泡 性 細胞 は 盆 を 減少 し 鶴 及 び 剛 索 は 
殆 ん ど 光世 様 細 昌 ば たかり から な る よう に な る 。 
新 く て 最後 原始 膨 原 織 維 の 題 著 な 新生 が 起 
る 。 その た め 途 と は 容 に 於 て も 光 包 腺 様 組織 及 


“ 
*/ 





び 濾 胞 に 於 て も る 相 交 錯 す る 太い 紐 が あら われ 規 
則 的 に 徳 れ た 綱 工 を 浦 介 人 性 に 形成 する よう に な 
る 。 と れ が た め 濾 胞 と 他 の 光 巴 腺 様 組織 と の 大 
禄 も 必 別 も 最早 で き な く な り タ 警 の 限 具 も 其 し 
く 制 然 と し な く な る 。 新生 織 維 が 容 を 横断 し て 
走行 する 像 に ょ つて の み 容 腔 の 存在 が 大 凡そ を 製 
定 で きる 位 で ある 。 価 ビ シル シ ョ ー ス キー 染色 に 
ょ る ょ と 赤褐色 に 見 を る 委 材 及び 包 膜 は 長く 下行 
と 走る 濾 状 の 銀 繊維 に ょ つて 横断 され ヌ 部 分 的 


に と これ 等 の 繊維 に 置き か を られ て し まう 場所 も 


ある 。 一 般 に 格子 汰 組 維 新生 の 分 布 及 び 程 度 は 
泡 巴 様 細胞 の 増 難 及 び 光 巴 腺 様 組織 の 融合 に 一 
致す る 。 銀 繊維 の 増生 は 毛細 管 周 園 に 特に 明 骨 
(あら われ 原始 脱 原 繊維 の 廣 い 結節 大 網 工 を 形 
成す る 。 俳 し Gieson 及び Gallego 染色 に + ょ 
つて 示さ れる 格子 状 畿 維 か ら 脱 原 結 締 織 へ の 成 
難 及 び 分 化 は 認め られ な い 。 それ 政 と の 最後 の 
病 期 も 慢性 偉 佑 の 際 他 臓 緒 に あら われ る 組 維 性 
反 應 に 一 致す る も の で ある 。 脱 原 織 維 の 形成 増 
加 の 申 で は 慣性 俺 倫 の 光 巴 腺 病 導 は 侵 性 汐 巴 腺 
病 の それ に よく 似 て いる 。 慢性 億 所 に 題 れ る 病 
獲 は 死後 診断 に 肥 に 利用 され る 。 光 巴 様 細胞 
_ の 増 敷 及び 格子 訴 組 維 の 形成 増加 は 心筋 , 腎 及 
. び 腫 と 同様 に 殆 ん ど 油 和 失 す る と と は な いか ら 港 
巴 腺 病 好 は 錠 に DoBBERsTEIN が 心太 び 腎 に 於 
て 記載 し た と 同様 と 慢性 静 正 型 俺 気 の 尾 醒 に 於 
て 診断 上 補助 的 に 利用 する と と が で きる 。 侯 作 
診断 に 利用 し 得 ら れる 検索 臓 益 敷 が 多けれ ば 多 
い 程 迅速 に 確 貨 な 診断 を 下す と と が で きる 。 そ 
和 れ 故 半 わ し いり 場合 に は 検索 臓 徐 中 に 肌 門 汐 巴 腺 
を 附 加 する と と を すい ぃ め た い 。 綿 括 。 億 気 同 に 
題 れ る 汐 巴 腺 病 好 は 他 の 膝 笑 に 於 て 記載 され た 
も の と 全く 一 致す る 。 初期 に 於 て は 間 葉 組織 の 
激しい 活動 化 が 起り 豊 定 に 組織 款 を 新生 し 特に 
と の 織 化 は 腔 芽 中 心 及び 浴 に 於 て 明 腔 に あら ゎ 
れる 。 新鮮 細胞 は 笑 濾 に 血液 破壊 に 参 典 する 。 


。 信 洒 包 腺 に 於 ける 血 位 素 含量 は 肛 の それ に 下行 


する 。 格子 決 織 維 の 含量 は 減少 する よう 見 を 
る 。 病 期 の 進行 せる 場合 は 全 組 織 成 分 内 に 絶え 
ま 汐 包 様 細胞 が 題 閉 に 出現 する の で 洪 巴 腺 構造 
の 特徴 が 炊 第 に 消 失 し 同時 に 格子 汰 繊維 の 時 が 
著しく 増加 する 。 初期 に あら われ る 病 好 は 俺 人 
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(に と つて 特徴 的 で は な い 。 と れ に 反し 慢性 俺 任 
に 存する 光 巴 腺 病 織 は 他 の 臓器 に 於 ける 病 嫌 と 
共に と 診断 の 確定 に 肌 に 利用 し 得 ら れる 。 
Howorov (1936) 腸 聞 膜 及び 大 結腸 汐 包 腺 
は 肥大 (2~3 倍 大 ), 鉄 血 或 は 出血 , 時 に は 北 條 
を 示し 淡 紀 を 天 び て 腫 岩 , 騰 肥 且 つ 浸 潤し て い 
る 。 通例 と れ 等 は 被膜 の 禁 液 性 肖 潤 に ょ る 水腫 
(て より つい まれ で て いる 。 
石井 (1939) 、 光 包 腺 に 於 ける 佐 色 素 沈着 ( 腫 
門 河 巴 腺 , AA 電 】 し 、 オド 47 中 等 , 上 ……… 少 
程度 , 1 人 が 97 
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NEMEC (1939) 〔 第 1 例 ] 四 内 被 腫 大 遊 在 。 
{第 2 例 〕 同 前 。〔 第 5 例 〕 光 思 様 細胞 に より 占 
め ら れ そ の 聞 に 腫 大 網 訴 繊細 胞 。 

TRAUTWEIN ww ScHMIDT (1940) 仔馬 2 例 
で は 特 暴 虹 な し 。 他 の 3 例 の 動物 で は 内 被 細胞 
の 冊 和 活化 並 びに 佐 を 貧 喰 し た 組織 球 が 認め られ 
た 。 補 内 に は 所 々 赤血球 集 狂 す 。 1 例 で は 漆 世 
様 細胞 の 増殖 が 認め られ る 。 

市 川 厚 一 (1942) 北風 中 。 腫 門 汐 巴 腺 軽度 に 
腫 肛 し 割 面 普 様 。 No. 2095 肌 門 光 巴 腺 小 鶏 卵 
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大 に し て 鱗 様 腫 肛 。 
6. 臣 

CARRE et VArrEE (1906) 慢 隆 例 で は 淡色 
で 裾 色 し 管 性 例 で は 出血 性 で 肝 と 同じ く 極 度 に 
騰 い 。 被膜 制 離 容易 , 時 に 皮質 に 於 て 微小 肛 ぜ 瘍 
結節 を 見 る が これ は 正 園 形 で 留 針 頭 大 を 示し 被 
膜 下 に 突出 し て いる 。 

MoHrER (1910) 正常 吉 は 貧血 性 壮 縮 , 億 し 
組織 欧 的 に は 通常 慢性 の 資質 性 を 示す 。 

FiNZr (1911) 今 性 型 : 皮質 に 最大 1mm の 
病 置 が あり 白血球 よ りな る 。 その 中 心 部 は 要 崩 
壊 を 示す 。 近隣 菅 細 尿 管 は 帝 性 す 。 こ と の 白血球 
浸潤 は 出血 都 に 暫 す る 二丈 性 反 應 で ある 。, 性 
型 : 管 問 結 経 織 に 皇 球 浸 滴 が ある 。 所 に よ ょ つて 
は 皿 正 結節 を たつ くり 多 も MUSE の 病 電 
を 見 る よう で ある 。 但し 菅 管 に 迄 侯 入 する と と 
は な い 。 polynucleose は な く mononucleose 
CCo 

CoMINOTTI (1913) 
小 の 出血 が ある 。 

SEypsRHELM (1914) [第 1 例 〕 椿 黄 紅 色 , 
多 汁 の 粘液 組織 に つい まる 。 繊維 被膜 は た や す 
く 剃 げ る 。 割 面 で は 溜 濁 , 次 白 褐色 , 若干 の 出 
血 。 皮質 は 幅 廣 く な り 次 白 柚 色 に そ み 潤 濁 , 名 
質 は 充血 性 。 組織 像 。 非常 に 強い 上 皮 環 死 , 一 
部 は 曲 細 尿 管 の 完全 月 , 要 を 鉄 く 。 多 敷 の 石 

克 化 。 石 克 塊 の 周 園 に は 所 々 非常 に 強く 駐 基 隆 
の 原形 質 を も ち 了 且つ 濃く 青色 に 染まる 要 を も ゃ もつ 

た 細胞 , つま り 破 再 を 役 と する 細胞 が 見 られ る 。 


人 質 幾 価 が ある 。 又 大 


完全 に 柱 を 失 つ た 場所 で は 原形 質 は その 境界 を 


獲 別 し 得 な く な る が , 明か に 幼 若 な 桜 が 横 つ て 
いる 。 併 し ミト ー ゼ は 見 られ な い 。 純 駒 器 に は 
重要 な 織 化 は な い 。 踏 係 は 疎通 し て いる 。 所 そ 々 
に 線 天 青 色 部 を 見 る 。。 と れ は 石 克 で つま つた 直 
細 尿 管 に 一 致す る 。 脂肪 幾 価 は な い 。 急 ち 純粋 
の 宙 質 既 性 で 中 毒性 腎 疾 患 に 特徴 的 な も る の で あ 
る 。 〔 第 2 例 〕 腫 大 著 し 。 脂肪 糞 は 完全 に 酒 矢 。 
皮質 に は 所 々 出血 , 中 拓 粘膜 炎 白 , その 中 に 次 
白 疹 紅色 の 液 。 組織 像 。 非常 に 強い 上 友和 性 , 第 
1 例 に ょ よく 似 て いる 。 石 克 化 な し 。【 第 3 例 〕 
中 筆 度 腫 大 , 肉眼 的 に 区 涯 な く 鏡 下 に 極 く 軒 後 
の 質 作 。〔 第 4 例 〕 中 等 度 腫 大 , 了 肉眼 的 に 


著 怒 な し 。 〔 第 5 例 〕 3 位 腫 大 , 割 面 肖 , 皮質 
所 を に 出血 , 鏡 下 に 高度 の 上 皮 尊 性 。 第 6 例 〕 
腫 大 , 皮 固 雨 質 の 境 不明 瞭 。 組織 克 的 に 非常 に 
張 い 和 質 導 性 , 血管 走行 に 一 致し 所 を ぇ に 汎 包 球 
に 似 た 細胞 位置 す 。【 第 7 例 〕 強く 腫 大 , 非常 
に 淡 。 鏡 下 に 自家 融解 性 獲 化 。 限局 乾 は な い 。 
(第 8 例 〕 高度 腫 大 , 割 面 淡 , 皮質 に 所 出血 。 
鏡 下 に 偶 質 遂 性 高度 。 細 尿 管 導 の 血管 中 に 極 く 
少 敷 の 肝 有 で 見 た ょ 同様 の 汐 包 球 柏 性 質 を も ゃ つ 
た 細胞 あ 0 。 [第 9 例 〕 腫 大 , 非常 に 淡 , 皮 雨 


換 の 玉 消 矢 , 鏡 下 に 高度 の 算 質 幾 件 。 〔 第 10 例 


若干 腫 大 , 割 面 所 を ぇ に 皮質 出血 , 鏡 下 に 高度 の 


_ 和 質 縁 性 及び 圭 死 。 第 1 算 駿 馬 。 腫 大 , 被膜 制 


離 容 易 , 皮質 所 < に 出血 , 鏡 下 に 甘 度 の 上 皮 衝 
質 紙 性 。 第 2 貨 駿 馬 。 腫 大 強し , 割 面 所 々 に 出 
血 , 鏡 下 に 軽度 の 質 胡 性 , 続 能 骨 の 近 活 に 血 
管 周 園 電 汰 細胞 集 狂 所 々 に あり 。 骨髄 化 生 で あ 
る 。 第 3 偶 験 馬 。 鏡 下 に 較 微 な 軟質 導 性 。 

可 晃 ・ 菊 池 (1911) (第 3 例 〕 腫 大 。 【 第 5 例 〕 
腫 大 (860g)。 | 

REINHARDT (1917) 充血 , カタ ー ル 性 科 , 
真 質 性 炎 , 出血 性 腎 敵 。 

ES (1919) 腫 大 。 

JAFFEg (1921) 居 答 記録 に 記事 少し 。 時 々 曲 
細 尿 管 中 に 沈下 し た 赤血球 並び に 所 を ヒア リン 
園 境 を 容 る 。 締 馬 表 は 獲 化 な くそ の 中 係 中 に は 
色素 を 有する 細胞 が ひつ か いつ て いる 。 細 尿 管 
上 皮 に は 色素 は な い 。 と れ を 特記 する は 理 あ り 。 
即ち 人 の 悪性 気 血 で は 曲 細 尿 管 の 腔 に 面 し た 部 
分 微細 鐵 頼 粒 を MM っ IN 
載 参照 )。 

KErsER (1932) 衣 例 に 於 て 筑 拍 組 任 を 示 
し 1 例 に 於 て 被膜 下 に 小 出 血 が ある 。 

ScHALK & RopERiCk (1923) 切片 中 いた る 
所 多 敷 の 病 仙 あり 。 そ と で は 著 明 な 細 尿 管 韻 及 
び 貸 質 構造 の 白血球 浸 滴 が ある 。 

Ds Kock (1923) 鏡 下 に 曲 細 尿 管 脂肪 迎 性 
が ある 。 ON 

ZgrrgR (1924) 研究 例 中 2 例 C 宮 質 幾 作 , 3 
例 に 皮質 被膜 下 出血 , 1 例 に 於 て 皮質 C 多 敷 の 
貴 豆 大 乃至 隙 元 豆 大 次 白色 梗塞 。 組 織 像 。 大 概 
正常 , 締 合 査 内 に 鐵 色 素 含有 細胞 若 境 あり , 少 
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_ 敷 例 に 於 て 細 尿 管 間 組織 に 光 巴 様 細 胞 の 敏 弱 な 
索 條 或 は 小 集 疾 香 が 見 られ る 。 所 々 に 小 出 血 区 
( 韻 質 性 路 内 )。 細菌 血栓 が 2 例 に 見 られ た 。 組 
尿 管 上 肥 に は 林 化 認め られ ず 。 厳 色素 は な い 。 
可児 (1924) 〔 第 1 例 ] 急性 忠 天 : 約 1/2 位 


腫 大 し 著しく 水分 に 富み その 質 柔 軟 。 断面 皮質 
部 に 於 て 線 折 斑紋 の 明 腰 で な い 所 が 多い 。 一 般 
に 貧血 し 策 え 次 色 を 間 ぶ 。 組織 像 。 細 尿 管 上 皮 
細胞 は 幾 性 に 陥り その 境界 明 腰 で な い 。 楼 の 染 
色 し な じい 都 位 落 く な い 。 特に 皮質 に 於 て 然 り で 
ある 。 所 々 と 組織 の 秀明 硝子 様 と な り 短大 菌 を 
次 見 し 且つ その 周 園 に 賠 形 細胞 を 浸潤 する 。 病 
量 を 散 昌 する 。 小 血 管 の 周 園 , 稀 に は 締 胡 の 
周 園 ヒ 彫 形 細胞 浸潤 を 見 る 。 〔 第 2 例 〕 衝 性 臣 
科 : 約 12 倍 腫 大 し 特に その 厚 径 を 増し 断面 友 
質 部 に 於 ける 線 次 斑紋 は 著しく 不明 と な る 。 組 


絆 像 。 息 肥 質 部 の 小 動 販 枝 及び 毛細 管 に 党 つ て 


周 形 細胞 の 浸潤 を 見 る 。【〔 第 3 例 ] 笹尾 中 敵 : 


約 1/2 倍 腫 大 し その 質 和 柔軟 で 水分 に 富む 。 断面 


は 光 澤 を 失 し 線 腺 欧 紋 は 殆 ん どこ と れ を 認め 得 な 
い 。 左 路 は 貸 血 し て 雑 黄 克 白色 を 呈し 右 腎 は 生 
征 暗 赤色 を 凝 ぶ 。 組織 像 忠 の 小 動 脈 及 び 間 質 内 
毛細 管 に 洛 つ て 所 ぇ に 園 形 細胞 浸潤 が ある 。 細 
尿 管 上 皮 細 胞 は 明瞭 で な く 要 の 染色 し な いも の 
が 多い 。[〔 第 4 例 ] 念 隆 忠 英 : 公 血 せる 他 暴 常 


な し 。 組織 像 。 細 尿 管 上 皮 細 胞 及 びそ の 概 の 染 


色 す る 部 位 と 相 錯 符 し て 斑 絞 稚 た 呈す る 。 所 々 
に 間 質 毛細 管 の 周 園 に 少量 の 賠 形 細胞 浸潤 を 見 
る 。〔 第 5 例 〕 稔 性 腎 敵 : 腫 大 レ し 水分 に 富む 。 
断面 反 質 は 次 白 臣 色 を 著 び 線 汰 斑紋 は 明瞭 で な 
い 。 腎 に 隣接 する 汐 巴 腺 は 著しく 赤色 を 北 ぶ 。 


組織 像 。 新鮮 撮 取 標本 に 於 て 上 皮 細 胞 内 に 脂肪 


吾 粒 を 浸潤 する も の が ある 。 切片 標本 に 於 て 細 
尿 管 腔 振 張 し 上 皮 細 胞 は 届 邊 と な り 所 々 毛細 管 
に 深 つ て 僅少 の 園 形 細胞 浸 滴 が ある 。 〔 第 6 例 ] 


得 性 忠 敵 : 著しく 水分 に 富む 。 皮質 部 は 次 白色 


を 呈し 栗 粒 大 園 形 の 浴 血 玉 を 散 滞 す 。 組織 像 。 


腎 動脈 の 小枝 及び 毛細 管 に 治 つ て 所 に 賠 形 細 


| 胞 の 減 潤 を 見 る 。 〔 第 7 例 〕 左 麗 は 壮 し く 腫 大 し 


断面 友 質 は 克 白 赤色 , 秋 質 は 黄 災 白色 を 呈す 。 


| 水分 に 富む も その 質 着 合 秒 軟 でない 。 右 皿 は そ 
)、 の 大 さき 常態, 断面 抽 血 し て 次 白 色 を 帯び 水分 に 
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富む 。【 第 8 例 ) 条 性 菅 敵 左 史 の 厚 径 著しく 増加 
する 。 断面 貧血 し て 次 白色 を 呈す る 。 左 夏 の 前 
部 に 絞 紙 し た 様 な 横溝 2 つ あ りこ と れ を 切断 する 
と 胡桃 貨 大 の 裏 あり 黄 窟 色 砂 粒 に 富む 軟 泥 状 物 
を 含有 す 。 組織 像 。 動脈 は 小枝 及び 毛細 管 に 洛 
つて 所 そ に 回 形 細胞 浸 光 が あり 細 展 管 上 皮 細 胞 
は 境界 不明 と な り 楼 の 染色 し な いも の が 多い 。 

覧 動 脈 内 に 金 米 糖 様 の も る の が 存在 する 。〔 第 9 
例 〕 左 夏 は 著しく 厚 径 を 増す 。 腎 は 貸 血 し て 
白色 を 如 び 水分 に 富む 。【〔 第 10 例 〕 笹尾 忠 
交 : 左右 雨 腎 と も に 腫 大 し 血液 に 富み 断面 友 質 
部 に 於 て 赤褐色 の 線 狼 稽 々 著 明 で ある 。 偶 質 は 
克 白色 で 水分 に 富む 。 組織 像 。 積 々 血液 に 富み 
小 動 脈 及び 毛細 管 に 洛 つ て 所 々 に 園 形 細胞 浸潤 
が ある 。 〔 第 11 例 ] 急性 牛 天 : 右 腎 は 所 血 し 刻 
面 如 黄 次 白色 。 固有 膜 を 離 する と 大 小 不同 の 
赤色 玩 時 が ある 。 その 部 の 侯 面 を 検 す る に 皮質 
の 深部 に 達し 針 刺 大 赤色 の 斑 是 を 密 芝 す る 左 腎 
は 稽 々 腫 大 し 面 貸 血 し て 黄色 を 如 ぶ 。 組織 像 。 

小 動 有 及 び 毛 細管 に 油 つ て 所 KC 彫 形 細胞 浸潤 
が ある 。〔 第 12 例 〕 雨 腎 と も る に その 質 策 々 硬く 
固有 膜 は 寅 質 に 固着 す 。 纏 て と れ を 六 離 する に 
宮 質 を 損する 。 表面 に は 政 盗 陥 入 し た 孝 位 が あ 
る 。 腎 の 世 面 は 征 々 暗 褐 色 で 赤褐色 線 状 を 認め 
る と ょ と が で きる 。 組織 像 。 動脈 及び 毛細 管 と 溶 
つて 所 ぇ に 小 量 の 彫 形 細胞 浸潤 が ある 。 〔 第 13 
例 〕 稽 々 腫 大 し 巴 面 克 白 黄 色 で ある 。 締 生 骸 は 
際立つ た 赤色 周航 を な す 。 組織 像 。 締 健 詳 の み 
特に 血液 と 富む 。 間 質 組織 内 に 僅少 の 園 形 細 胞 
浸 澤 が ある 。 ズ ダ ン 標 本 に 於 て 続 種 骨 の 周 園 に 
ある ボウ マン 氏 包 膜 に 赤 染 し た 後 細 頼 粒 を 般 見 
す 。〔 第 14 例 〕 著しく 作 血 し て 臣 交 白色 を 呈す 。 
鏡 下 , 小 動 脈 及 び 毛 細管 に 洛 つ て 所 々 僅少 の 細 
胞 浸 滴 が ある 。〔 第 15 例 ] 稽 々 腫 大 する 他 異 常 な 
し レ 。 鐘 下 , 細 尿 管 上 皮 細 胞 聞 価 し 桜 $ 赤 全 く 染 
色 し な い 部 位 が ある 。〔 第 6 例 〕 約 1/2 倍 腫 大 し 
一 般 に 衝 血 す 。 組織 像 。 動脈 小枝 及び 毛細 管 に 
治 つ て 少量 の 彫 形 細胞 浸潤 を 散 包 する 。 継 竹山 
の 周 園 に も る 所々 に 少量 の 彫 形 細胞 浸潤 が ある 。 

[第 17 例 J 著 し く 賃 血 し て 旭 黄 次 白色 を 呈し 水 
分 に 富む 。 鏡 下 , 小 動 須 及 び 毛 細管 に 溶 つて 所 
所 に 軽度 の 園 形 細胞 浸 渡 が ある 。〔 第 18 例 〕 貸 
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血 し て 次 白色 を 呈す 。 
可 見 925) 〔 第 1 例 け 次 白 色 血 液 に 乏しく 柔 


軟 で 水分 に 富む 。 切片 に 於 て 細 尿 管 の 間 質 毛細 


管 と は 一 般 に 血液 を 含有 する 。 【 第 2 例 〕 急性 時 
共 : 7 位 腫 大 し 黄 克 白色 を 呈し 相 液 に 乏しく 水 
分 に 富み 柔軟 で ある 。 右 菅 の 一 部 に 洗 随 充血 を 
見 る 。 組織 像 。 細 尿 管 は 多少 振 張 し を の 上 皮 細 
胞 は 境界 不明 と な り 桜 の 染色 性 を 欠 つ た も の 束 
か ら ず 。 細 尿 管 問 の 結 締 織 内 に は 所 々 に 結 締 
緩 組 胞 を 増生 し 耳 つ 彫 形 細胞 を 浸潤 す 。 特に 
小 動 脈 の 周 園 に 於 て 故 し い 。〔 第 3 例 ] 念 性 
腎 敵 : 世 面 黄 克 白色 で 相 液 に 逐 し い 。 十 菅 
竹 1.2kg で ある 。 組織 像 。 細 尿 管内 所 々 に 
園 形 細胞 を 浸潤 する 。 特に 血管 の 周 園 に 於 て 
頼 閉 で ある 。 その. 上 皮 細 胞 は 往々 原形 質 月 環 し , 
要 の 染色 カカ を 挫 つ た も の が 更 か ら ま 。 [第 4 例 〕 
介 性 中 天 : 世 面 緊 克 色 を 呈し 水分 に 二 む 。 組織 
父 。 細 尿 管 上 皮 細 胞 は 殆 ん ど 全 く 楽 色 カ を 失い 
間 質 結 締 織 は 多少 増生 し 血管 の 周 園 に は 彫 形 細 
胞 を 浸潤 玲 積 す 。 〔 第 5 例 〕 急性 中 央 。 稽 々 腫 大 
し その 質 硬 し 。 皮質 部 は 策 々 黄 克 白色 を 著 び て 
いる が 著しく は な い 。 弥 合 構 は 赤色 を 呈し 明か 
に 認め 得る 。 組織 像 。 細 尿 管 の 間 に は 結 締 織 細 
胞 を 増生 し て いる 。 又 小 動脈 の 周 園 及 び 間 質 内 
に 精々 著 明 に 園 形 細胞 を 浸潤 する 。 〔 第 .6 例 〕 過 
面 次 白 黄色 血液 に 愛し い 。 邊 質 は 水分 に 富み 和 柔 
軟 で ある 。 鏡 下 , 細 尿 管 間 に 多少 結 締 織 細胞 を 
増生 し て いる 。 〔 第 7 例 〕 急性 腎 : 柔軟 で 水分 
に 富む , 皮質 部 大 白 相 色 で ある 。 組織 像 。 細 尿 
管 間 質 に は 結 締 織 細 胞 を 増生 し 小 動 脈 の 周 園 に 
は 園 形 細 胞 を 浸潤 す 。 その 上 皮 細 胞 は 要 の 染色 
性 を 欠 つ て いる も の が 多い 。【 第 8 例 ] 急性 菅 : 
柔軟 で 水分 に 富み 刻 面 次 柚 色 , 皮質 部 に は 往々 
太 区 大 赤色 の 出血 斑 躍 散在 す 。 組 織 像 。 細 尿 
党 間 質 及び 小 動 脈 の 周 園 に は 所 ぇ に 彫 形 細胞 
を 浸潤 す 。 〔 第 9 例 〕 急性 中 内 : 忠 の 周 園 
に は 多量 の 脂肪 を 蓄積 す 。 覧 は 柔軟 で 水分 に 
富む 。 刻 面 は 黄 神 色 で 皮質 の 線 條 は 明か と 認 
め る と と が で きる 。 左 躍 皮質 部 に 中 豆 大 乃至 
枯 桃 大 要 秩 を 呈す る 出血 性 梗塞 が 敷 ケ 所 ある 。 

組織 像 。 皮質 部 細 硝 管 の 間 質 , 小 動 賑 の 周 較 , 

弥 千 の 周 園 等 に は 多量 の 財形 細胞 集積 
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す 。 [第 10 例 柔軟 に し て 水分 に 富み 過 面 克 
白色 を 落 ぶ 。 皮質 部 に 於 て 粟 粒 大 , 限界 明 懇 で 
な いり 赤色 斑 呈 を 多 敷 散 芝 す る 。 〔 第 11 例 〕 宙 質 
は 級 密 で 硬い 。 皮質 部 は 黄 白 色 。 所 を C 栗 粒 大 . 
赤色 斑 を 散 次 。 組織 像 。 細 尿 管 腔 策 え 拓 張 。 

[第 12 例 〕 右 850g, 左 750g 柔軟 で 水分 に 富 
な 。 刻 面 は 句 赤 黄色 で ある 。 【 第 13 例 ] 念 性 腎 
交 及 び 貸 血性 梗塞 : 腫 大 し 右 忠 1 kg, 左近 800g 
世 面 黄 克 白色 剛 質 は 蒼白 色 。 各 質 は 左 程 柔 溢 で 
な い 。 左 維 皮 質 部 枯 桃 寅 大 昔 白 , 色 限 界 明瞭 
な 病 得 1 箇 あ り 。 周 園 の 続 友 骨 は 濃 赤 色 , そ の 附 
近 に 条 1 筒 栓 寒 病 電 が ある が 落 豆 大 で 限 衝 明 瞭 


_ でない 。 組織 像 。 皮質 部 細 尿 管 回 質 , 特に 小 血 


管 の 周 園 ヒ 回 形 細 胞 浸潤 す 。 〔 第 14 例 ] 腎 弥 全 
骸 小 動脈 及び 細 尿 管 の 脂肪 浸潤 : 黄 褐 色 , その 
質 硬く 著しく 腫 大 し て 右 1 kg 左 1.1 kg 断面 に 
於 て 皮質 部 は 限 和 明 上 及 で な い 赤色 の 線 條 を あら 
わし 角質 は 蒼白 で ある 。 ズ ダ ン 標 本 に 於 て 皮質 
部 細 尿 管 癌 質 内 に 所 々 に 赤血球 を 淫 潤 玲 積 す 。 
統計 肢 中 に 滴 和 を し た 赤色 脂肪 題 粒 を 沈着 し た 
も の が ある 。 タ 毛 細管 及び 小 動 脈 の 内 容 及び 管 
歴 の ズ ダ ン II で 赤 染 する る の が ある 。 細 展 管 
上 皮 細 胞 は 所 々 に 赤色 の 脂肪 滴 を 含有 する 。【 第 
15 例 〕 哨 の 腫 大 及び 慢性 間 質 性 臨 共 : 小 見 頭 大 
に 達し 左 15kg 右 1.55kg 断面 緊 色 で 人 折 血 し 
液 汁 に 宮 み 柔軟 。 組織 像 。 細 硝 管 疾 の 結 締 織 多 
少 増 生 し 所 を に 園 形 細胞 を 浸潤 玲 積 す 。 小 血管 
内 容 の 淡 赤 に 染色 する 所 が ある 。 [第 16 例 柔 
理 で 水分 に 富み 過 面 相 赤 色 で ある 。 継 態 骨 は 赤 
色 で 明宝 す る と と が で きる 。 左 1.05 kg 藻 1 kg 
[第 17 例 〕 腫 大 し て 右 960g, 左 1kg 条 面 黄 
次 白色 , その 質 柔 軟 。 〔 第 18 例 〕 十 腎 共 に 腫 大 
し 貸 血 し て 克 白 色 を 呈す 。 組織 像 。 静脈 は 時 々 
著しく 携 張 し て いる 所 が ある 。 婦 小 血管 の 周 園 
に は 所 僅少 の 彫 形 細 胞 浸潤 を 呈す 。 【 第 19 
例 〕 左右 雨 菅 共に 株 和 大 乃至 本 桃 間 大 の 朋 瘍 を 
多 開 し 次 白色 の 濃厚 な 左 を 含有 し 或 は 膜 を 浸潤 
し た 病 答 を 形成 す 。 [第 20 例 〕 黄 次 白 色 血 液 と 
乏しく 一 般 に 水分 に 富み 柔軟 。 組織 像 。 細 展 管 問 
質 内 及び 小 動 販 の 周囲 に 於 て 所 を に 僅少 な 回 形 
細胞 浸潤 を 縮 見 す 。 〔 第 21 例 〕 軽 度 な 腎 : 断 
面 黄 克 白色 , 右 800g 左 12kg, 組織 像 。 小 動 








、 須 の 周 園 , 弥 胡 器 の 周囲 , 細 尿 管 疾 質 内 等 所 々 
に 多少 の 賠 形 細胞 浸 光 が ある 。 〔 第 2 例 〕 埋 症 


な 腎 英 : 


生々 腫 大 し その 質 硬 し 。 断面 血液 
に 乏しく 黄 克 白色 を 呈す る 。 組織 像 。 細 尿 管 
間 質 内 , 小 動 岩 周 園 , 統合 朋 の 周 園 等 に 多少 の 
園 形 細胞 浸潤 。〔 第 23 例 〕 軽度 な 愛 半 : 血液 
に 乏しく 皮質 部 は 克 白 黄色 を 呈す 。 組織 像 。 小 
動 虐 の 周 園 , 締 胡 杜 の 周 園 , 細 尿 管 問 質 等 c 所 
所 財形 細胞 浸潤 。 〔 第 24 例 〕 急 性 中 炎 。 左 右 各 
700 g。 その 質 和 柔軟 で 断面 黄色 を 帯び 狗 血 レ し 水分 
と 富む 。 組織 像 。 細 尿 管 上 皮 細 胞 の 要 は 染色 性 
を 失い 時 < 脂肪 頼 粒 を 浸潤 し て いる も の が あ 
る 。 細 尿 管 間 の 結 締 織 征 々 増生 し 所 を 々 に 彫 形 細 
胞 を 淫 潤 堆 積 す 。 【 第 25 例 〕 答 血 し 断面 区 克 折 
色 を 呈す 。 腎 は 多少 用 大 。 て 第 26 例 〕 急性 管 
次 : 断面 克 白 色 を 呈し 血液 に 乏しく 多少 腫 大 
レ て 水分 に 富み 柔軟 。 組織 像 。 皮質 部 細 尿 管 の 
聞 回 形 細胞 を 浸潤 し 所 を 籠 須 を な す 。 小 
動脈 の 周 園 に も 彫 形 細 胞 を 浸潤 す 。 細 尿 管 上 皮 
に は 著 織 な し 。 〔 第 27 例 〕 軽度 の 腎 天 : 皮質 
部 断面 は 区 克 白色 で ある 。 水 様 光 澤 を 有 し 邊 * 
柔軟 。 組織 像 。 小 血管 の 周 園 に 稽 々 装 レ い 賠 形 
細胞 浸潤 が ある 。 〔 第 28 例 ] 腎 内 : 左右 各 1kg 
組織 像 。 小 血管 の 周 園 及 び 細 尿 管 質 に は 彫 形 細 
胞 を 淫 潤 す 。 細 尿 管 上 皮 細胞 は 染色 を 失 え を る 
も の 診 な く な い 。 〔 第 29 例 〕 軽度 な る 腎 敵 : 左 


_ 右 各 1kz その 質 硬く 断面 第 赤 訪 褐色 で ある 。 


組織 像 。 小 血管 の 周 園 に 同形 細胞 浸潤 が ある 。 
ScgERMER (1927) 5 例 C 於 て 題 著 な 絡 化 が 


あり その 中 2 例 は 今 迄 記載 が な い 程 の 規模 で あ 
。 る 。 と の 2 例 で は 2 倍 大 の 腫 大 , 正常 より も 著 


し く 肖 色 且つ 脆い 。 肉眼 的 に 色 に 大 きく な つた 


_ 純 際 角 が 見 られ た 。 切片 で は 細 尿 管 に は 遂 化 な 


く 間 質 で は 市 し で 特に 皮質 に 於 て 黄 所 様 細 胸 が 


販 富 で ある 。 と の 細胞 問 に は 個 含 有 有 の マク ロ 
ファ ー ゲ ン も 多 敷 存在 する 。 と の 細胞 集 疾 は 血 
管 周 園 に 於 て 最も つよ い 。 編隊 血 ふ 赤 著 し く 遂 
化す 。 その 腫 大 が 2 位 大 に 及ぶ 。 血管 笛 は 所 


_ と 汐 色 様 細胞 及び ジ デ ロ チ ー テ ン の 強い 集 導 を 


示す 。 丸 若干 の 血管 附 は その ミュ ユル レル 被膜 の 
部 に 於 て 硝子 様 絆 任 を 示し た 。 と の 覧 に 於 ける 
細胞 の 集 導 は 完全 に 肝 に 於 ける も の と 同じ で 唯 
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異 る の は 腎 で は 汐 包 様 細胞 敷 が 多い だ け で あ 
る 。 オキ シダ ー ゼ 反 應 は 集 終 細 胞 の 小 部 分 だ け 
が 陽性 で ある 。 ジ デ ロ チ ー テ ン を 伴わ な い 光 思 
様 細胞 の 集 導 は 若干 の 他 の 例 で も 見 た 。 Ziegler 
は 任 血 の 際 の 腎 締 化 を 間 質 性 赤 疾 と 名 附け た が 
自分 の 考え で は 十分 に 正確 で は な いと 思う 。 と 
の 場合 に は 肝 に 於 ける と 同じ く 新 組織 が 占 居 レ し 
た の で ある と と は 給 の な い 所 で ある 。 つま り 0 人 
で は な い の で 1 種 の 化 生 で ある 。 

LEiNATi (1929) 検索 58 例 , その 中 肝 締 化 
の 強い 35 例 , 中 等 度 10 例 , 至 度 13 例 。 間 
質 の 比 。 標本 を 一 寸 見 た だ け で 俺 所 中 に は 展 
履 間 質 に 種々 な 種類 の 細胞 浸潤 が ある 。 肖 潤 細 
胞 は 一 部 は 定型 的 の 光世 球 , 一 部 は 汐 世 球 と 非 
常に ょ よく 似 て いる が 若干 楼 が 不 規 昌 な と と ぃ 大 
概 は 明瞭 に 認め られ る 原形 質 の ある こと と で 主 別 
され る (光世 様 細胞 )。 プラズマ 細胞 も 赤 肖 潤 細 
胞 の 間 に 見 らち れる 。 油 潤 細胞 の 楼 に は 時 々 クロ 
マチ ン 濃 縮 貴 は クロ マチ ン 融 解 の 形 で 明 騰 な 締 
性 現象 が 見 られ る 。 更に 大 き な 不 規 な 騰 染 す 
る 原形 質 を も ち 且 つ ク ロマ チン の 少 V 椿 園 形 或 
は 大 形 で 局 心 性 に 要 を も つた 細胞 が 出現 す 
る 。 何と の 細胞 は 柄 内 に 履 々 結晶 功 梓 色色 素 を 
有 し こと これ は ター ン ベ バル 反 鷹 で へ モジ デリ ン で あ 
る と と が 誇 明 され る 。 と れ 等 の 組織 球 (マク ロー 
ファ ー ゲ ン ) と みな され る 細胞 内 の へ モジ デリ 
ンジ 量 は 大 概 は 可 成 り 少 い 。 6 例 だ け は 色素 は こと 
の 細胞 の 中 に 大 量 見 出さ れ た 。 浸潤 細胞 は いつ 
る 血管 周 園 か ら は じ ま る 門 血管 の 中 で は 小 碧 管 
が 第 一 で 毛細 管 の 周 園 に 於 て も 上 記 細 胞 は 見 出 
され る 。 その 際 肖 潤 細胞 は 見 た と ころ 最初 は 稀 
状 に あら われ る よう で ある 。 肖 潤 細胞 が 更に 増 
え 又 個々 区 が 融合 する と 後に は むし ろ 浦 夢 性 に 
辻 が 上 記 細 胞 種 ご みた され る が と の 例 \C 於 て も 
浸潤 細胞 が 欄 窓 に 位置 する の は 血管 の 周 園 で あ 
る と ょ と が 明 腰 に 抽 る 。 細胞 集 紙 は その 偽 置 は 主 
と し て 腎 皮 質 で ある 。 談 質 に 全く な いと いう と 
と は な い が と の 過程 は 皮質 より も 常に 軽度 で あ 
る 。 4 例 に 於 て だ け 骸 質 が 廣 じ 範 園 の 淫 潤 を あ 
ら わ し た 。 瑞 質 の 解剖 構 造 に 一 致し て 細胞 集 組 
は 皮質 に 於 ける 園 味 の ある も の と は 反 翌 と 長く 
の び て 列 を つく つて 並ん で いる 。 と の 細胞 集 狭 
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は 個々 の 例 で は 非常 に 高度 に な る た め その 量 が 
他 の 全 腎 組織 に 匹敵 する 。 高度 の 腫 大 及び 淡 明 
色 が 佑 気 の 進捗 例 で 肉眼 的 に 多 ら れる が と れ は 
第 一 に と の 間 質 性 の 細胞 集 狭 に ぉ ゃ と づく も の で 
ある 。 偉 貸 辻 に で る 肖 潤 は 本 に SCHERMER が 
指摘 し た よう に その 構成 及び 構造 が 或 踏 で は 肝 
に 於 て 展 々 記載 され た 細胞 集 導 に ょ く 似 て いる 
(TAFFE, ZiEGLER, NOLLER 人 DOBBERSTEIN, 
ScrHrERMER) 。 そ の 寿史 と い を ば 肝 で は 細胞 は 毛 
細管 内 に 集 狭 する が 辿 で は 血管 の 外 膜 性 結 締 織 
か ら 出 洪 す る 貼 で ある 。 検索 58 例 の 中 に 上 記 
細胞 浸潤 は 18 例 に 於 で 高度, その うち 15 例 
は 潮 葛 性 , 3 例 は 得 其 型 で あつ た 。 構成 か らい 
を ぇ ば 細胞 集 狂 は 28 例 は 主として 絶 包 様 細胞 , 
15 例 は 主として 組織 球 , 残り の 15 例 は 十 種 細 
胞 が 條 等 に 浸潤 に 参加 す 。 ビ ル シ ョ ー ス キー・ マ で 
レシ ュ 法 に ょ り 格 子 包 織 維 の 敷 が 細胞 浸潤 師 域 
に 於 て は 正常 時 に 比 し 著しく 増量 し て いる 。 周 
忠 は 正常 時 か なり 粗大 で 長く , 少 し し か 曲 つ て い 
な い 格 子 鉄 般 維 が 少量 で は ある が 殆 ん ど 到 る 所 
で 曲 細 尿 管 及び 継 邊 骨 を か と こん で いる 。 動脈 の 
周 賠 で 厚い 居 と を なす 。 小 血 管 は 多 敷 の 格子 大 
維 で 取 園 まれ と の 織 維 は 更に 毛細 血管 に ゃ 豊富 
な 量 で 随 伯 し て いる 。 給 維 は か な り 粗 大 で 且つ 
血管 が 小さ く な る に つれ て 細く な る 。 髄 賢 の も 
の は 正常 で は 非常 に 細く 上 且つ 長く 了 且 ま つ す ぐに 
走る 。 被膜 は 格子 訴 繊 維 に 開 す る 限り 通常 の 結 
締 織 と くら べべ 伺 の 大 別 $ も な い 。 格子 湊 誠 継 は 著 
明 な 細胞 浸潤 が 見 られ た を た 17 例 1 部 稀 激 ,+ 部 給 


慕 性 ) に 於 て 検索 され た 。 細胞 肖 潤 が 専ら 組 識 球 


か ら な る 時 は 格子 故 組 継 の 増量 は 微量 に 過ぎ な 
い が 汐 区 球 様 洲 濁 が 主 で ある 時 増量 は 極め て 高 
度 で ある 。 特に と の 過程 は 光 巴 球 様 浸潤 が 限局 
性 得 汰 配列 を 示し た 場合 に 著 明 こ あ ら わ れる 。 
新しく つく られ た 可 成 り 長 い 強 く 分 岐 し た 格子 
折 織 維 は こと の 場合 級 密 な 網 工 を 形成 し と の 網目 
の 中 に 浸潤 細胞 が 籠 の 目 の 中 に 於 ける が 如く 横 


た だ わ つ て いる 。 内 外 で は 繊維 敷 は 再び 箇 激 に 


減 ま る 。 汐 巴 様 細胞 で 和 寧ろ 潮 間 性 に つら ぬか れ 
た 例 で は 格子 深 和 維 の 増 多 も 縛 募 型 で ある 。 一 
般 に は 新生 織 維 の 敷 , 長 さ 太 さ は 将 所 様 浸潤 の 
張 さ に 比例 する 。 細胞 浸潤 と 並ん で 通例 毛細 管 





に 著 明 な 抽 化 が 見 られ る 。 毛細 管内 被 細胞 は 著 
明 に 腫 肛 し その 桜 は 腫 大 し て 見 を 且つ 局 邊 な 隆 
超 と し て 管 腔 内 に と び で て いる 。 内 膜 細胞 の 腫 
大 に ょ つて 毛細 管 は 大 概 非 常に 明瞭 に 見 える 。 
腫 大 の 他 に は 展 々 毛細 管内 被 細胞 の 増殖 が 見 ら 
れ と の 増殖 は 限局 性 集 導 及び これ ょ 開 隊 し て 所 
所 に 毛細 管 の 振 張 を 來 す 。 新 く の 如 き 毛 細管 内 
被 性 細胞 奥 は 特 'c 毛細 管 が 3 乃至 4 つの 隣 炊 す 
る 細 尿 管 の 問 に で きる 疎 閑 な 結 締 貫 中 に 埋 れ て 
いる よう な 場合 に は 毛細 管 織 化 は あら ゆる 側 へ 
の び て ゆく と と が で きる 。 病 織 は 大 概 8 方 至 
10, 稀 に は 更に 鱗 計 な , 長 目 或 は 不 規 則 性 の 形 


を し た 細胞 か ら な る 。 面 し て と の 細胞 は クロ マ 


チン に 逐 し い 要 を 有 し レ し て いる 。 と の 正 管 内 に あ 
る 組織 球 内 の へ モジ デリ ン 含 有 量 は 乏しい 。 と 
の 細胞 が 肝 で 展 < み た よう に 革 し い へ モジ デリ 
ン 量 を 含有 し て いた と と は 一 度 も な い 。 へ モジ 
デリ ン 塊 は 大 概 細 胞 の 一 極 に ある 。 最後 に と れ 
持 の 毛細 管内 被 細胞 井 は 著 明 且つ 上 記し た ょ 2 
な 間 質 に 細胞 浸 湯 が な い 例 C 於 て も 見 られ る 。 
上 記 腎 病 鍵 を 肝 の それ と 比較 し て 見 る と 爾 著 の . 
間 に は 若干 の 一 致 が 見 られ る 。 一 般 的 に いえ る 
こと は 同一 例 で は 菅 角 化 は 肝 幾 化 よ り も 程度 が 
ょ わい 。35 例 中 一 その 例 で は 肝 は 非常 に 六 い 
組織 球 性 増殖 及び 細胞 浸潤 を 示し た ーー- わ ず か 
18 例 だ けが 腎 も る 光 肝 と 同様 に 強い 閥 化 を あら わ 
レ た 。 玩 り の 17 例 で は 肝 病 好 に 劣 つ て いた 。 
併 し 腎 毛 細管 内 被 は 双 に 非常 に 早く 著 明 な 腫 大 
及び へ モジ デリ ン 貧 喰 を 刺 載 の し る し と し て 示 
す 。 研究 例 の 1 部 は 人 工 接種 例 で あつ だ た 。 と の 
例 で 見 る と 網 内 細胞 の 刺 載 及び 若干 の 光 包 様 細 
胞 の 出現 は 第 1 回 熱 華 作 後 5 乃至 6 日 で 抽 ぢ 察 さ 
れ た 。 廣 範 園 の 細胞 浸潤 の 成立 は と れ に 反し 覧 
で は 本 質 的 に 長い 時 間 を 要する か ら 肝 ょ りゃ 選 
く で き 上 ら る 。 そ れ 故 MK 478 と いう 馬 一 一 最初 
の 雪 庫 作出 現 後 10 日 目 に 殺 諾 分 一 一 で は 肝 毛 
細管 内 で は 既に 非常 に 著 明 な 徐 訴 細胞 集 幾 が 見 
られ た が で は 細胞 浸潤 は 未だ 見 られ な か つ 
た 。 の と の 開 係 は 次 の よう に し て 説明 が つ 
く 。 印 ち ScHERMER の 研究 が 示し た よう (いと 
の 繝 汰 繊 内 被 細胞 系 で は 肝 内 被 に 卓越 し た 意義 
が 附 さ れる が 党 内 被 細 胞 は 低位 の 役目 し か つと 
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め な い 。 締 往 身 絆 化 。 締 和仁 租 は 18 例 に 於 て 著 


- レ く 腫 大 。 腫 大 は 第 1 に 弥 化 本 血 管 笠 の 容積 夫 
大 に 師 せ られ , 3 例 に 於 て は 非常 に 高度 で あつ 


た た め 血 管 隊 が ボー マン 氏 畑 を 完全 に 才 夫 し て 
し まい 固有 の 爆 腔 は 認め られ な か つた 。 人 本 
矯 の 腔 は と れ 等 の 例 で は 非常 に 革 明 で あつ て 時 
に は 通常 の も ゃ の い 直 衝 の 2 倍 も あつ た 。 血管 謙 
自己 は 異常 に 柱 多 く と れ は 1 部 に は 張 く 腫 農 し 
た よう に 見 える 内 被 細 胞 , 1 部 に は 血管 腔 内 に 
見 出さ れる 組織 球 及 び 汐 巴 球 及び 光世 様 細胞 に 
姜 せ られ る 。 7 例 に 於 て だ け 組 織 球 及び 緒 本 
内 被 細胞 が へ モジ デリ ン の 大 量 を 含有 し , 他 の 
腎 で は 継 際 豚 の へ モジ デリ ン 含 有 量 は 微量 の る 
の と 言い 得る 。 締 対 醒 の 血液 含有 量 は 大 概 少 く , 
7 例 に だ け 閉 明 な 充血 が あつ た 。 時 た ま ボ ー マ 


ン 氏 裏 内 に 赤血球 が 緒 融 出 血 の し る し とし て 


製 察 さ れ た 。 例 敷 の 年 敷 で は 締 等 朋 こ は 重要 な 
抽 化 が な いか 或 は 叉 全然 認め られ な か つた 。 被 


舞 上 皮 に 於 ける 書 化 牙 は 夫 腔 内 に 於 ける 浴 出 物 


集 疾 は 前 記 赤 血球 逸 出 以外 何 $ 見 られ な か つ 


_ を た 。 営 細 展 管 の 織 化 。 曲 細 尿 管 上 皮 は 検索 例 の 
竿 芽 に 於 て 色々 の 強 さ の 著 明 な 北 性 紅 化 を あら 


わし た 。 要 に は 要 壁 と ペル クロ マト ー ゼ 及び 概 
融解 が 見 られ る 。 若干 例 で は 上 皮 は 釣 に 細 展 管 
壁 か ら 剣 離し 且つ 陰 昧 様 物 と し て 管 腔 内 横 た 
わ つ て いた 。 6 例 に 於 て は 曲 細 尿 管内 に 訂 し つ 
け られ て 洗 下 し た 赤血球 が 見 られ た が と の と と 
は 上 記し た 締 隊 朋 出 血 と 非常 に よく 符合 する 。 
曲 細 選管 襲 化 が 死後 吉 化 で な いと と は 同じ ょ う 
な 導 化 が 9 例 の 人 工 感染 居 殺 例 で も 存在 し その 
場合 研 完 材 料 は 極め て 新鮮 な 誠 態 で 固定 され た 
る も の で ある 。 曲 細 尿 管 上 皮 の 脂肪 護 明 は 時 折 見 
られ た 位 の も る の で ある 。 脂肪 も 痕跡 し か 認め ら 
れ な い 。 直 細 展 管 上 皮 は 化 を た 示さ な い 。 そ の 
腔 内 に 時 に 確 子 様 彫 指 及び 上 皮 較 夫 を 容 る 。 


、 葛西 ・ 小 倉 ・ 館 澤 ・ 佐 藤 (931) 〔 第 1 例 ] 慢 


性 算 質 性 菅 基 。【 第 2 例 ] 腎 浮竹 。〔 第 3 例 ,〔 第 5 
例 〕。 腎 の 酒 濁 腫 上 。〔 第 7 例 〕 馬 汰 出血 , 湯 濁 腫 
旧 。 組織 像 。 曲 細 尿 管 の 性 高度 で ある 。 間 質 
に 汐 巴 様 細胞 の 集 狂 が ある 。 了 且つ 所 々 に 出血 を 
認 む 。 [第 9 例 ] 腎 出 血 。 〔 第 13 例 〕 潤 濁 腫 剛 。 
〔 第 14 例 ]。 亜 念 性 息 質 。 第 16 例 ] 臣 の 潤 濁 
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腫 肛 。 組織 父 。 曲 細 尿 管 上 皮 細 胞 の 幾 性 強度 で 
ある 。 皮 質 部 の 韻 質 に 汐 包 様 細胞 集 導 す 。〔 第 17 
例 ] 溜 濁 腫 肛 並 びに 脂肪 織 性 。 (第 18 例 ] 慢性 
貰 質 性 普 敵 。【 第 19 例 〕 臣 の 潤 濁 腫 須 。 組織 像 。 
曲 細 尿 管 上 皮 凶 性 す 。 【 第 20 例 〕 征 ぇ 著しく 綿 
血 。 【 第 21 例 ] 白色 互 犬 辻 。【 第 35 例 〕 漏 濁 腫 
腰 。【 第 3 例 ] 鏡 下 に 曲 細 尿 管 上 皮 織 作 が 見 ら 
れる 。【 第 刈 例 ] 白色 巨大 辻 , 鏡 下 に 曲 細 尿 管 上 
皮 将 作 が 見 られ る 。 【 第 35 例 〕 高度 の 腫 劇 及び 
募 六 。【 人 工 感染 第 1 例 〕 潤 濁 腫 肛 。 組織 像 。 和 
血 あ り , 曲 細 尿 管 の 上 皮 簡 作 す 。 細 展 管 の 所 
と 析 色 素 隆 及び 赤血球 性 園 佑 を 認 む 。 人 工 感染 
第 2 例 〕 潤 濁 腫 剛 。 組織 像 。 入 血 あり , 曲 細 展 
管 上 反 の 導 性 故 し く 殖 ん ど 桜 滑 和 夫 し 聞 質 に 光世 
様 細胞 の 集積 あり 。〔 人 工 感染 第 4 例 〕 高度 の 潤 
滴 腫 肛 及 び 貸 血 。 組織 人 除 。 曲 細 尿 管 の 給 性 紅 く , 
間 質 に 光 巴 様 細胞 の 集積 あり 。 

QOENTIN (1933) 常に 腫 大 し 1.7kg か ら 
2kg に も な る が 一 定 し な い 。 腎 組織 の 一 般 性 凶 
性 が 存在 する 。 ! 

LAMARRE (1933) [第 1a 例 ] 脂肪 既 作 を 人 逢 
2 締 陸 骨 腎 敵 。 締 角 航 は 水腫 性 肥大 , 曲 細 展 管 
は 高度 に 織 性 , 出血 は な し , 韻 質 組織 の 浸潤 雇 
に 

BLANcHARD & Vgpgr (1933) 最も 屋 ぇ 見 
られ る 病 苑 は 細 尿 管 問 の 小園 形 細胞 浸潤 と ょ これ 
< 伴 つ て 時 々 見 られ る 鐵 色 素 の 存在 で ある 。 常 
に 軽い 締 全 周 園 性 の 硬化 が ある 。 継 陸自 身 は 営 
ょ りゃ 彫 形 細胞 に 富み 且つ 時 ぇ 若干 の ジ デ ロ チ 
ー テ ン を 有 す 。 上 皮 は 大 醒 健 常 , 細 硝 管 腔 に 時 
折 小 出血 及び 周 幸 護 明 さる 。 

:WArr (1934) 6 例 の 検索 に よれ ば 慢 姓 引 液 
性 腎 敵 を あら わす 。 交 劇 盤 の 血管 衣 に 若干 肥厚 
が ある 。 双 統 菩 骨 と 被膜 の 間 C 繊 維 性 疹 着 が あ 
る 。 細 尿 管 閣 に 結 締 織 の 水腫 性 肥厚 及び 腎 血 管 
中 に 河 巴 様 細胞 の 著 明 な 増加 が ある 。 

ド INEKHOTJAEFF (1935) 般 液 竹 炎 と 網 秩 内 被 
の 反 應 性 繁殖 。 

Howurov (1936) 腎 は 重大 な 機能 的 障害 の 
超 る 場所 で 極め て 興味 ある 病 電 が 存する 。 腎 は 
通常 膨大 し 2.2 kg に も 達し 得る 。 甚 委 及 び 急 性 
型 に 於 て は ブ ド ー 酒 紅色 , 履 々 和希 黄 褐 色 を 呈す 
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る 。 腎 は 軟 か く 騰 く 外面 滑 澤 , 被 膜 制 離 容易 , 割 
面 に 於 て 皮質 の 幅 を 増し 出血 性 の 線 及び 時 が あ 
る た め に 不 規則 な 色 合 を 出す 。 純 艇 朋 は 非 禁 液 
性 史 天 を あら わす 。 締 能 朋 の 血管 歴 に 若干 肥厚 
あり 双 継 双 器 と 腎 被 膜 の 間 に 織 維 性 疹 着 あ り 。 
細 尿 管 問 に 結 締 織 の 水腫 性 肥厚 及び 牛 血 管 中 に 
汐 巴 様 細胞 の 著 明 な 増加 が ある 。 
NEkHorJAEFF (1935) 茜 液 性 炎 と 網 秩 内 被 
の 反 鷹 性 仁 殖 Howrurov (1936) 腎 に は 重大 な 
機能 的 障 旭 が 趣 り 且つ 興味 ある 病 毅 が 指摘 し 得 
られ る 。 腎 は 通常 胎 大 し 2.2kg に ゃ 達し 得 
る ろ 。 甚 念 及び 劉 性 型 に 於 て は ブ ド ー 酒 紅色 。 選 
履帯 黄 拉 色 を 呈す る 。 店 は 軟 く , 脆 く , 外 耐油 澤 , 
被膜 呈 離 容易 。 割 面 に 於 て は 皮質 の 幅 を 増し 出 
血性 の 線 及び 貼 が ある だ ため に と 不 規 則 な 色 合 を 出 
す 。. 続 能 可 は 非常 に 明 腰 に 見 えど ピラ ミツ ド は 紅 
上 色 の 出血 性 線 作 を あら わす 。 病 起 の 主 な る の 
は 充血 現象 が 目立つ こと と で ある ( 締 倍 高 の 赤 血 , 
被膜 内 の 出血 等 )。 慢性 型 で は 覧 は 腫 大 し 理 , 
水腫 性 。 併 し 覧 は 白 味 を お び 外 面 は 清 澤 。 被 膜 
は 剣 吾 容 上 易 且 つ 色 の 小 斑 と 滋 血 周 が 見 られ 
る 。 割 耐 で 皮質 は 厚く な り 了 且つ 黄 白 色 。 と れ を 
要する に 問題 は nephrite mixte で ある が , と 
れ は 腎 の 綿 て の 部 分 が 病 苑 に 参加 する か ら で あ 
る ( 細 尿 管 , 締 能 前 , 脈 管 , 間 質 )。 ピ ラミ ツ ド 
は 正常 。 統 科 骨 は 非常 に 肥大 し 光線 を 屈折 させ 
る 小 帖 の 形 を と る 。 腎 病 苑 の 性 質 は 非常 に 生 
前 の 機能 的 障 得 と 習 應 する 。 病 意 は 蛋白 尿 , 
azotemie (内 素 含有 血 ) 及び 水腫 形成 。 


Horz (1938) 腎 に 於 て は 極め て 展 々 動 有 岩 作 


血管 系 だ けが 光世 性 外 膜 性 浸 滴 の 形 を と つた 契 
化 を あら わす 。 傍 し 生 ら 汐 巴 球 性 の 動脈 周 園 導 
は 光 巴 球 性 間 質 性 忠 基 へ の 移行 を 示す と と が 展 
展 あ る 。 必 し ゃ も 綿 て の 鏡 下 像 が 定型 的 の 開 質 性 
夏 共 像 に は 属さ な い 。 時 に は 腎 に 於 ける 動脈 周 
園 災 は と の 有職 器 に 於 ける 光 巴 腫 様 新生 物 に 導 
く 。 と の 臓器 を 注意 し て 研究 する と 一 般 に いつ 
る 動脈 性 血 道 の 縮 患 と 接 な 開 係 に ある 。 
NEwc (1939) 〔 第 1 例 〕 間 質 に 細胞 集 狭 が 
あつ て 細 尿 管 を 歴 辿 する 。 細胞 種 は 泊 巴 様 細胞 
を 主 と す 。 失 鐵 マク ロフ ァ ー ゲ ン , 形質 細胞 , 区 
巴 球 等 少 敷 。 細 尿 管 は 大 服 健 在 な る も 少 敷 は 要 
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融解 と 示す 。 編隊 号 風 大 , と れ は 内 被 細胞 腫 大 
に 基く 。 滞 包 様 細 胞 及 び 少 敷 の ジ デ ロ チ ー テ ン 
で 充 され 毛細 管 は 極め て 少 敷 。 〔 第 4 例 〕 皮質 者 
間 質 は 大 部 分 納 夢 性 に 光 巴 様 細胞 及び ジ デ ロ チ 
ー テ ン を 以 て 占め ら る 。 汚 隔 周 園 及 び 血 管 周 園 
で 箇 汰 た な す 。 細 硝 管 上 肥 は 時 に 壊 玩 性 。 細 匿 
は 腫 大 血管 衝 は 腫 大 内 被 を 示し 展 々 上 蛋 富 な ジ デ 
チー テン 肥 び 少 敷 の 汐 巴 様 細胞 を 容 る 。 【 第 6 
例 〕 小 血 管 に 竹 汰 の 光 巴 様 細胞 集 交 を 示す と て. 
ろ が ある 。 【 第 7 例 〕 血管 周 園 に 小形 の 少 表 組 織 
球 よ りな る 替 が ある 。 

TRAUTWEIN w ScHMrpT (1940) (1) 夏 に 


は 殆 ん ど 全 例 と 於 て 光 思 様 細胞 得 が 護 明 され 


た 。 汐 巴 様 細胞 は 細 尿 管 問 に あり 且つ 履 々 血管 
周 園 性 , と の 場合 に は 時 に は 又 血 管 外 膜 に も 見 . 
られ る 。 これ と 並ん で 出血 区 の 認め られ る と と 
が 稀 で な い 。 慈 能 豚 血 管 伴 中 に も る 光 思 様 細 胸 の 
集 欠 が あり と れ に は へ モジ デリ ン 含 有 の マク 
ロフ ァ ー ゲ ン を 混 じ て いる (18 例 仔馬 )。(2) 度 
質 に 出血 あり 皮 上 髄 雨 質 の 境 分 明 で な い (10 例 母 
馬 )。 覧 は 炭 質 に 種々 な 出血 が あり 且つ 間 質 性 
の 洪 包 様 細胞 。 (3) 4 例 で は 腎 も 俺 所 (16 例 
馬 中 )。 16 頭 の 仔馬 で は 人 刊 所 の 根 揚 な し 。 

市 川 厚 一 (1942) 北風 双 。 左 640g, 右 
700g 策 ぇ 腫 大 し 茨 膜 は 制 離 客 易 。 割 面 血 量 に 
と み 浮 腫 性 , 得 質 の 腫 服 軽 度 , 中 間 屋 箱 々 廣 く 
軽 度 に 充血 する 他 著 好 な し 。 組織 像 。 科 丹 は 
細胞 に 宮 み 少 さ い 。 ボー マン 氏 糞 は 振 紅 レ てい 
る が 内 容 は 何 も $ 染 ちな い 。 尿 は 讐 濡 し た が 展 中 
に 蛋白 な ど は 出 な か つた を わけ で ある 。 曲 細 尿 管 
は 多少 振 張 し て いる が 腫 肛 も $ し て いる よう に 見 
える 。 殊 に 中 間 居 ヘン レ 氏 蹴 係 部 に 於 で は 高度 
管 腔 狭 窪 し て いる 。 と の た め - 上 部 の 管 腔 に 振 張 
が 見 られ た わけ で ある 。 猫 所 を に 肝 で 見 た ょ 2 
な 回 形 細胞 の 淫 混 が 見 られ る 。 主として 管 周 
園 で ある 。 と の 所 見 は 北海 道 で は 俺 笑 の 特徴 と 
言い 得る が 貧血 が 長期 に 豆 り 相 営 高度 の 場合 に . 
は 他 の 疾患 に も 起り 得る と と 閑 和 し て は な ら な 
ぃ 。 億 箕 の 作 時 惑 は その 経過 後 で も 動物 の 抵 
抗力 が 減退 し た 場合 に 覧 の 腫 大 が 高度 増量 2 倍 
前 後に な る 。 本 例 が 抵抗 カ な あつ た た め 増 量 が 
少 い の で ある 。 No. 2095 左 750g 右 600g 








_ 策 え 腹 し 硬度 減少 す 。 英 膜 は 刺 離 容易 で その 表 
面相 清 で ある 。 割 面 資質 の 潤 濁 腫 肛 相 営 高 度 , 
_ 間 層 の 充 出 血 高 度 。 腎 撫 に 異常 な し 。 組織 像 。 
締 谷 は 多少 腫 大 し 殊 こ その 上 皮 の 原形 質 は 汚染 
類 粒 其 で 腫 有限 し 毛細 血管 は 少し 振 張 し その 内 皮 
細胞 は 増生 し 赤血球 は 角 り 容れ て いな い 。 と の 
毛細 管内 に 流産 菌 の 栓 宗 し た も ゃ の が 少く な い 。 
栓 塞 し た の は 最近 の 出来 ご と で 沿 死 する 2 日 前 
後 の と と 思わ れる 。 新 る 菌 栓 塞 は 皮質 問 質 に 
も 見 られ る 。 ボー マン 氏 糞 は 一 般 に 少し く 携 旨 
し て いる 。 曲 細 尿 管 上 皮 が 鍵 性 腫 大 し て いる 結 
果 で ある 。 然し 蛋白 は 尿 中 に 出 な いと 思う こと と 
は ボー マン 氏 畑 内 に 何 も 染 ちな いか ら で あ る 。 
組織 内 の 細菌 を 特に 検査 する に 無 融 の 短 柱 菌 が 
誠 明 され る 。 上 水 菌 栓 寒 部 は 勿論 続 艇 懇 内 ば か 
り で な い 。 全 毛 細 血 管内 に 誇 明 され 塔 養 上 流産 
菌 と 決定 し た の で ある 。 細 小 血管 歴 に 肝 で 見 た 
と 同様 園 形 細胞 の 浸潤 が ある こと と は 借 質 細胞 の 
織 伯 高度 な と と ぃ 共に 俺 仙 を 刀 わ せる 所 見 で あ 
_ る 。 腎 所 見 か ら ゃ 流産 菌 の 敗血症 例 で ある と と 
明らか で ある が 菌 栓 寒 は 瀬 玩 期 の も の で ある 。 
16 

ZrrER (1924) 1 頭 の 牡馬 皇 丸 に 於 て 聞 質 
細胞 の 増 敷 と 同時 に 結 締 織 性 間 質 が 軽度 に 強く 
な つた , その 他 正 否 と 異 る 踏 は な い 。 

右 井 (1918) 億 名 馬 剛 丸 遂 化 を 読 いた 。 

中 村 ・ 石 井 ・ 信 藤 (1939) 人 工 感染 例 。 感染 


初期 に 属す る 比 化 を 見 た 例 ( 被 毒 日 敷 人 4 日 , 15 


日 , 32 日 , 81 日 何れ る 殺 席 分 )。 感 染 中 期 に 司 
する 尊 化 を 見 た 例 ( 被 圭 日 敷 32 日 , 34 日 , 35 
54 日 , 65 日 , 75 日 , 79 日 , 83 日 何れ も る 殺 席 
分 )。 感 染 後期 に 属す る 織 化 を 見 た 例 (70 日 ,89 
生 絹 間 28 計 947 表 T80I:)202 日 , 219 和 ,270 
日, 286 日 , 302 日 , 343 日 , 何れ る 殺 左 分 , 但 
し 180 日 は 貞 死 )。 自然 感染 例 (何れ も 殺 虎 分 ) 
感染 初期 に 過 す る 交 化 を 見 た 例 。 な し 。 感染 中 
期 に 層 す る 紙 化 を 見 た 例 (リアン, 詩 男 , 鹿 


典 , 蘭 宮 , 梅園 。 王冠)。 感染 中 乃至 後期 に 属す 


。 る 獲 化 を 見 た 例 ( デ ェ ルス , ベラ ン シ ェ , 陸 語 , 
、 昌 電 )。 感染 後期 に 局 す る 鍵 化 を 見 た 例 (春男 , 
楽山, 豊 鷹 , 飛 浦 )。 包 膜 及び 有 管 層 (初期 )。 色 
膜 に 凶 化 は 苑 ん ど 認 め られ な か つた 。 有 管 相 小 
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動脈 の 充血 並び に 稀 に 出血 が 認め られ を 。 (中 
期 ) 包 膜 は 著 明 に 肥厚 し て いる も の が あり 有 管 
層 の 小 動 脈 管 胡 の 肥厚 , 硬 強 鉱 外 膜 浮腫 を 呈す 
る の が 見 られ , 充血 , 豚 指 様 凝 血 , 血栓 を 有する 
ぁ る の が あつ だ た 。 (後期 ) 包 膜 は 著 明 に 肥厚 し て い 
る も の が あつ た (正常 の も の ぃ ヽ 約 5 倍 )。 有 管 硫 
に 於 ける 血管 胡 の 肥厚 , 砂子 様 物質 沈 意 , 硬 化 , 
外 膜 の 繊維 増 多 が 見 られ 血栓 を 有する も の が あ 
の だ 。 

間 質 細胞 (初期 ) 間 質 細胞 は 多く の 例 に 
於 て 肥大 増殖 し て いた 。 特に 原形 質 は 著 明 に 
膨大 し , た め に 開 質 の 幅 も 非常 に 増加 し て いた を 
個々 の 間 質 細胞 間 の 境界 も 明 懇 と な り 極 も 肥大 
レ て いた 。 概 は 一 般 に 園 形 に し て 染色 質 明 染 す 
る も の が 多く 椿 園 形 娘 は 金 相 糖 型 を 呈す る も の 
あり 又は 濃 染 凌 米 し レ し て ピク ノー ジ ズ を 起 し て い 
る も の , 桜 質 融解 を 直し 無 構 造 に 染色 され る も 
の も あつ た 。 公正 常 な 間 質 細胞 は 認め られ ず 賢 
楓 色 粒 汰 物 を 原形 質 中 に 有 し 桜 が 一 方 に 礎 偏 


され た 形 の キザ ント クロ ー ム 細胞 を 極め て 多 難 


有する 例 $ も あつ を た 。 (中 期 ) 間 質 細胞 は 増殖 の . 
極 期 を 過ぎ 神 ろ 幾 性 消失 の 像 を 所 見 し た 。 韻 質 
細胞 の 形態 は 小形 と な り 原形 質 も 桜 鞭 縮 し 原 
形質 は 濃 染 し 綱 眼 様 構造 ょ 0 無 構造 均等 と な り 
泥 色 に 着色 する も の が 多く 桜 は 桜 質 凌 端 を 起 し 
減 喜 し 一 方 粗 融 解 を 起 し て 消失 する 過程 の ゃ の 
が 見 られ た だ 。 更に 開 臣 内 毛細 管 性 出血 が 存在 す 
る 例 c 於 な は その 中 心 に 於 ける 細 精 管 や 開 質 細 
胞 は 歴 迫 鞭 縮 を 受け て 全く 清和 大 し て いる 所 見 が 
あつ た 。 (後期 ) 間 質 細胞 は 極め て 小型 と な り 集 
園 を な な し て 小 中 隅 絆 織 中 に 邊 在 し て いる も の 光 
く 一般 に 原形 質 に 黄色 上 粒 汰 の 消耗 性 色素 を 含 
有する も の が 多 か つ た 。 然し 丸正 淀 な る 間 質 細 
胞 が 局所 的 に 存在 する 例 も あつ た 。 

間 質 小 中 明 結 綿 織 (初期 ) 小 中 陽 結 締 織 を 構 


成す る 繊 維 結 純 織 に は 殆 ん ど 欠 化 は 認め られ な 


か つた が 極め て 少 程 度 の 遊走 性 白血球 の 浸潤 を 
見 る と と が あつ た 。 (中期) 開 臣 細胞 葵 帝 減 敷 の 
た め 給 維 結 締 織 は 聞 質 を 満 し て いる が 増殖 は 認 
め る と と が で き な か つた 。 最も 暑 故 な る 毅 化 は 
間 質 内 に 散見 され る 和 区 炊 性 細胞 洲 滴 で ある 。 浸 
潤 徐 を 構成 する 大 部 分 の 細胞 は 臣 桜 小園 形 細 肥 
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(所 詩 汐 巴 球 様 細胞 ) で 中 に は 坦 要 大 園 形 細胞 
(組織 球 ) 並び に 少 骨 の 形質 細胞 , 光世 球 , 崩 
骸 性 白血球 が 混在 レ し て いる が 菅 談 性 白血球 は 詩 
に = エ オ ジン 嗜好 性 白血球 と 一 部 中 性 嗜好 と で あ 
つた 。 と れ 等 肖 潤 細胞 は 細 精 管 基礎 膜 外面 と 洗 
つて 功 生 する も の 多く 又 小 血管 周 園 に る 区 生 し 
て いた 。 更に 開 賢 結 締 織 内 に は 前 記 の 如く 頑 大 
を な さ 才 散 み 的 に 同種 細胞 の 浸潤 し て いる の が 
見 られ だ た ( 和 性 光世 球 様 細胞 性 開 質 )。 (後期 ) 
間 質 炎 に 伴う 肉芽 増生 と 療 療 組織 新生 の た め組 
維 結 締 織 は 著 明 に 増殖 じ 小 中 隔 の 幅 は 増大 し て 
いた 。 光 巴 球 様 細胞 浸潤 徐 に 於 て は 爵 原 織 維 増 
殖 を 來 し 肖 淵 細胞 の 徐 度 は 粗 表 と な つて 結 締 織 
母 細胞 の 増生 が 見 られ た 。 増殖 し た 結 締 織 が 病 
的 細 精 管 を 器 化 埋 次 し め た 像 が あつ た 。 

血 管 (初期 聞 質 内 の 血管 , 特に 毛細 血管 
は 充血 閉 明 な も の が あり 毛細 血管 は 極度 に 振 張 
し 血管 内 被 細胞 の 腫 岩 も 少 程度 生 ら 存在 し た 。 
血管 内 に は 白血球 の 敷 稽 々 増 敷 し 主 に 中 性 多 桜 
白血球 が 大 部 分 を 占め て いた 。 (中 期 ) 間 質 内 
小 動 脈 は 壁 著 明 に 肥厚 し 特に 中 膜 は 肥厚 し 軽度 
な る 硝子 様 物質 沈着 に よ つ て エ オ ジン KC 和 精々 
淡 染 し 筋 細胞 桜 質 も 淡 染 す 。 外 膜 は 浮腫 を 呈し 
て 粗 球 と な る も の 多く 外 膜 細胞 の 肥大 増殖 せる 
も の が あり 双 則 桜 小園 形 細胞 が 血管 周 園 c 医 
明 C 集 多 し て いる 所 が あつ た 。 と れ 等 集 狂 細 胞 
の 中 に は 犬 き な 要 を 有 し て 概 質 は 淡 染 し 豊か な 
生々 濃 染 する 原形 質 を 有する 宴 桜 大 園 形 細胞 の 
混入 し て いる の が 認め られ た 。 集 狭 区 中 に は 婦 


結 締 織 母 細胞 混在 し て いる る の が あ 0 血管 周 


較 性 繊維 結 細 織 の 増殖 し て いる も の も あつ た 。 
これ 等 鐘 航 は 主 に 小 動 脈 周 園 に 多く 所 見 し 得 ら 
れる が 双 細 小 衣 脈 周 園 に も 少 程度 現れ て いた 。 


と れ 等 血管 の 内 被 細胞 は 多く 肥大 増殖 し 鉱 血管 


腔 内 に は 旧 桜 大 園 形 細胞 軍 要 小 園 形 細 胞 を 充満 
し て いる 所 見 が あり 更 C 軍 桜 大 園 形 細胞 の 原形 
質 中 に は 黄 褐 色 頼 粒 汰 を 呈す る へ モジ デリ ン 
粒 和 伏 を 蔵 す る こと 多く 婦 赤 血球 , 概 破 片 を 有 す 
る も の も あつ た 。 間 質 内 に 網状 に 分 布 す る 毛細 
管 及び 静脈 は 充血 及び 時 桜 小 園 形 細胞 , 軍 要 大 
園 形 細胞 が 充 潤す る と と に ょ つて 極度 に 携 張 レ し 
て いる 所 見 を 認め た も の も る あり 双 毛 細管 血管 内 





被 細胞 の 腫 岩 も 蓋 明 で あつ た 。 (後期 ) 小 動 肛 は 
中 膜 肥厚 し 硝子 様 物質 沈着 し た も の 多く 中 膜 鐵 
維 化 の 見 られ を も の が あり 外 膜 結 締 紋 増 多 症 を 
超 し て いる も の も あつ た 。 細 小 動脈 及び 毛細 血 
管 に 於 て は 血管 内 被 細胞 の 腫 大 増殖 が 所 見 され 
yr 

細 精 管 (初期 ) 細 精 管内 の 般 公 は 圭 徴 で あり 
大 部 分 の 細 精 管内 で は 和英 精 現象 が 行わ れ で い 
る が 錠 に 若干 の 細 精 管 に 於 て 精子 が 鞭 縮 し て 
濃 染 し 且つ 相 c 集合 する も の や 黒色 上 粒 と 
な つて 和 無秩序 に 配列 する る も る の が あつ た 。 更に 笠 
化 の 強度 な 例 で は 精細 胞 に も 届 行 織 作 が 始 0 ピ . 


- クノ ー ジ ス を 起 し て いる も の や 桜 質 融解 を 超 し 


桜の 消失 を 來 し て いる も の 又は 精 皮 細胞 が 全 
構 的 に 水腫 比 人 性 を 呈し 空 泡 と 化し て いる も の も 
あつ た 。 (中期 ) 細 捕 管内 の 細胞 に も 退行 比 性 が 
見 られ 多く は 小葉 性 に 猫 立 し て くる の が 常 で あ 
る が 津 丸 全 詳 に 瓦 る 病 苦 を 見 る と と が あつ を 。 . 
病 的 精子 は 鞭 縮 濃 染 し て 黒色 頼 尊 と な り 無 秩序 
に 配列 し て いる の が 見 られ た 。 精 娘 細 胞 。 精 母 
細胞 は 酒 和 失 レ て いる も の 多く , 少 敷 残 在 レ し て い 
る も の は 細 精 管 の 中 心 部 と 遊 見 し て 著 明 な 概 准 
紙 の 和 大 を 呈し て いた 。 と れ 等 病 的 精細 胞 に は 昌 
在 す る も の も あれ ば 病 的 細胞 が 訓 個 に 集合 し 
原形 質 を 共有 し て 巨大 細胞 の 形 を 呈し て いる も 
の も あつ た 。 更に C 病 縁 の 強度 な 細 精 管 に 於 て は 
精 家 細胞 も 退行 織 性 を 呈し 一 つ は 概 表 解 の 形 を 
と り 原 形質 に 空 泡 を 生じ 放 こ 細胞 誤 の 消失 を 挫 
す も の と 他 は 桜 姜 叉 の 形 を と り 原形 質 も 鞭 緒 濃 
染 し 細 精 管 基 礎 膜 よ ょ り 分 離し 管 腔 内 に 集合 する 
像 を 來 す 所 の 2 型 の 退行 性 導 化 が 認め られ た 。 
精 下 細胞 に 退行 振 作 の 見 られ た 細 精 管 で は モル 
トリ ー 氏 細胞 は 反 つ て 増殖 腫 大 し 旦 著 な 例 で は 
細 精 管 基礎 膜 内 磨 を 埋め て 見 られ る も の が あり 
比較 的 正常 な 生 葬 精 政 細 胞 を 取 園 ん で いる ょ よう 
な 所 見 が 年 < 認め られ を た が と の 所 見 は 詩 と 佐 育 
不全 畜 丸 の 例 に 多 か つ た 。 最も 著 明 幾 化 例 で は 
セル トリ ー 氏 細胞 も 環 死 を 呈す る 場合 が あり 精 
淵 細胞 が 殆 ん ど 全 部 消失 し て いる ょ うな 細 精 管 
で は モル トリ ー 氏 細胞 は 極度 C 減 敷 し 僅か 衣 個 
の 細胞 が 局 潤 型 を 呈し て 基礎 膜 内 面 と 附 着 レ し て 
いた 。 最も 興味 ある 所 見 は 開 質 内 に 汐 包 球 様 細 
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胞 援 潤 が 見 られ る 場合 この 淫 潤 義 に 接する 細 精 


管 は 小葉 性 信 は 津 狼 に 必ず 退行 性 を 認め る と て. 


と で あつ て と の 場合 他 の 小葉 の 細 精 管 は 全く 獲 
化 を 現 わ し て いな い 場 合 が 多 か つ た 。 浸潤 和 苑 に 
接する 細 精 管内 精細 胞 は 水腫 様 絆 性 又は 空 泡 閥 
性 を 星 し て 精 上 反 の 消 和 失 し て いる も の 多く 又 は 
浸潤 細胞 に 埋 次 し て 著 明 に 直径 を 減じ 又は 礎 据 
に ょ つて 局 相 不正 形 を 呈し た も の や 全く 歴 迫 革 
部 し て いた も の も あつ た 。 精 上 皮 細 胞 が 消 矢 し 
た 細 精 管内 に 濃 染 姜 紙 し た 精子 の み が 充満 し て 
いた 像 も 徒 ぇ 所 見 され 丸 精子 は 集合 レ て 球形 の 
形成 物 と な つて 見 を た 場合 が あつ た 。 (後期 ) 全 

く 道 精 作用 の 魔 絶 を 米 し て いる 細 精 管 が 多 か つ 
た が 妨 小 葉 性 に 健康 な る 細 精 管 を 見 る と と も あ 
つた 。 毅 性 張 度 の 細 精 管 で は 細 精 管 直径 は 減少 
し 基礎 膜 は 著 明 に 肥厚 し 精細 胞 は 水腫 負 作 又は 
空 泡 嫌 性 を 呈し て 消 欠 し て いる も の も あれ ば 未 
_ 分 化 加 丸 細胞 の 狼 を 呈し て 基礎 膜 に 附 着 存在 し 
て いる も の も あつ た 。 間 質 炎 の 強度 な る 部 と 存 
在 する 細 精 管 は 結 締 織 増 殖 の た め 歴 迫 され て 療 
湖 組 織 中 に 埋 次 し て いる 像 が あつ た 。 病 的 綴 過 
の 長い 材料 で は 病 的 織 化 が 回 丸 全 骨 こ 瓦 る こと 
が ある が 一 般 に 白 膜 に 近い 周 導 部 に 正常 な 若い 
洗 丸 組織 が 残存 する 場合 が 少く な か つた 。 西 し 
て 展 度 な 獲 性 に 陥 つた 小葉 は 殆 ん ど 細 精 管 内 が 
容 洞 と な つて 基礎 膜 を 残し て 蜂 全 駅 を 呈し て 
いる も の が あつ た 。 

市 川 厚 一 (1942) 北風 馬 。 亭 丸 120g, 正常 の 
る もの に と 比 し 其 だ 小 , 割 面 間 質 に 富み 評 迫 すれ ど 
も る 精液 の 姿 出 を 見 ず 副 内 丸 壮 半 し 割 耐 を 訂 迫 す 
_ る も 鉛 白 色 精 液 極 め て 少 許 。 率 丸 の 鞭 緒 殊 に 精 
形 成 障 得 を 見 る は 俺 貸 例 に 見 る 参考 所 見 の 一 
つ で ある 。 組織 欧 的 に 細 精 管 上 皮 細 胞 の 幾 性 高 


度 で モルト 『 り 氏 細 胞 精 母 細胞 僅か に 存 し 精 遇 


侍 の 幾 性 せる も の 少 許 管 腔 内 に 見 られ る と 包 ぎ 
な no 
8. 卵 民 

佐藤 貸 雄 (1922) 俺 貧 患 計 の 卵 策 は 血管 歴 の 
和 共 症 , 姓 性 及び 血行 障 得 に より 展 < 著 明 の 尊 化 
を 星 し 不 婚 の 原因 を な す に 至る 。 余 は 本 病 の を 
め 仲 死 せ る 11 頭 を 槍 し その 6 頭 に 明か に 特殊 
、 の 化 を 認め 特に その 内 3 頭 は 比 汰 故 明 で 受胎 
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不可 能 の 状態 に 陥り 0 た る も の と 認め た 。 次 に と 
れ が 所 見 を 区 ぶ 。 ア ント リー グ 朋 (13 歳 散 作 反 
復 後 難 死 )。 肉眼 所 見 。 肝 硬 失 , 心筋 潤 濁 , 腎 旭 
押 , 腸 禁 液 騰 下 の 出血 肖 潤 。 卵 集 。 左側 6 勾 枯 
桃 大 , 表面 牌 湯 に し て 敷 條 の 長き 繊維 を 附 着 す 。 


卵 集 の 長 軸 に 洛 う て 多 敷 の 割 両 を 作る に 上 終 下 


C 於 て 倫 も 念珠 を ね だ た よう に 小豆 大 旋 至 留 條 
頭 大 に 振 張 せる 血管 の 断面 多 敷 と 栗 粒 大 の 出血 


玉 呈 を その 周 園 に 見 る 。 携 張 血 管 は 卵巣 先端 と 
は 少 〈 後 部 に 至る 程 多 く 且 つ 相 重 な る 。 血管 の 


形状 は 正 園 形 を 呈す る も の 誠 く 曲 玉 訴 , 驚 豆 
状 , 短 園 形 汰 , 跳 鐵 形 衝 等 種々 の 毅 形 振 張 を 呈 
し その 内 腔 は 血栓 を 以 て 売 され 色彩 は 暗 赤 , 赤 
褐 , 克 白 公 公 は こと れ 等 の 雑 班 よ りな り 血栓 は 便 
且つ 強 表 で 血管 内 歴 に 脱 誠 し これ より 剣 離す る 
と と 困難 で その 際 一 郡 は 血管 胡 に 残留 する 。 血 


答 を 取り 出す に 内 璧 は 邊 < 赤色 を 呈し 鉱 は 出血 


を 星 し 粗 焼 で 血管 は 培 欠 曲折 し 大 さ は 一 様 で な 
い 。 所 著しく 振 張 する 。 右側 卵 集 は 8 勾 , 鶏 
卵 大 で 獲 潜 は 右側 と 比 し 一 層 甚 し く 血管 は 大 豆 
大 に 携 す る も の あり 了 且つ 表層 の みな ら ず 中 心 
部 に も 多 の 携 張 血 管 を あら わし その 他 小 咽 管 
及び 小 出 血 黙 無 填 で あつ て 健常 部 は 下方 に 少 許 
を 存する の み で ある 。 雨 側 卵生 に は 1 筒 も 濾胞 
を 認め な い 。 組織 父 。 主要 な 閥 伏 は 静脈 の 敵 症 
で その 大 な る も の と 小 な る も の と に にょ よ つて 多少 
趣 を 異 に する 。 大 な る 静脈 は 留 針 頭 大 乃至 犬 豆 
犬 の 血栓 を 有する 振 張 静 有 駅 で あつ て 壁 は 神 ろ 伸 
展 さ れ 一 般 に は 著 し v 肥 厚 を 認め な い が 仔 細 に 
検 す れ ば 種々 の 比 汰 を 見 る 。 血栓 形成 後 未 だ 何 
等 の 幾 化 を 呈し な いも の に 於 て は と れ が 肥厚 は 


殆 ん ど 認 め ず 唯 内 層 の 一 部 に 於 て 軽度 の 新生 肥 


厚 を 認 む 。 陳 礁 な る も の に あつ て は 多く は ズ ダ 
ン 染 色 法 に ょ つて 内 拉 細 胞 に 多 敷 の 赤色 頼 粒 を 
含み 細胞 は 好 性 消 具 し 中 層 を 赴 出 する 。 中居 は 
著 明 な 給 伏 な きも こと れ より 内 腔 に C 向 つて 星 其 
の 楼 を 有する 結 締 織 細胞 の 侯 入 する を 見 る 。 又 一 
部 退化 し て 硝子 様 打 性 す 。 外層 は 多く は 細胞 少 
く 楼 は 鞭 各 レニエ オ ジン に よ ょ り 一 様 に 赤 染 する 間 
質 増 多 し 人 子 様 鍵 性 を 呈す る 部 多 し 。 血管 内 歴 
の 周 園 に は 褐色 色素 頼 粒 を 洗 着 し 内 層 の 新生 肥 
厚 部 は 出血 浸潤 を 呈す る と と 多く 内皮 の 給 性 
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鉄 損 部 は 破裂 し て 中 層 及 び 外 層 に 又 は 血管 周 園 
の 香 質 中 に 血管 と 連絡 する 種々 な 形状 の 出血 腔 
婦 は 血液 肖 潤 を 呈す 。 中 層 及 び 外 居 に は 多 敷 の 
振 張 せる 自家 須 管 を 現 わ し 且つ とれ より 出 正 
を 呈す 。 血栓 の オル ガニ ザ チ オン を 呈す る も の 
は 同一 標本 内 に 於 て も る 種々 な 像 を 見 る 。 ! 即 ち 比 
寺 的 小 な る も の は 内 腔 全く 閉塞 し て 元 の 血管 藤 
は 硝子 様 膜 と な り 血管 の 大 な る も の に 於 て は 内 
腔 新生 結 締 織 に + ょ り て 埋め ら る * も 所 々 に 休息 


液 腔 を 有 し 且つ 療 注 中 に は 大 小 種々 の 管 血 振 張 


せる 毛細 血管 を 再生 し 血管 歴 は 著 明 の 脂肪 幾 性 
を 呈し 出血 甘 し 。 血栓 は 往々 硝子 様 嬢 性 を 呈す 
る 。 以上 の 大 な る 夷 須 附 近 に は 多 敷 の 毛細 血管 
が あつ て 徐 血 し 且つ 著しく 振 張 嫌 形 し 吾 形 , 曲 
玉 光 等 種々 の 形状 を 呈し 価 細 胞 礎 は 部 分 的 に 脂 
肪 幾 作 を 呈し 又は 浴 失 し て 周 園 組 織 に 出血 光 募 
す 。 血管 壁 及び 周 園 筑 質 に は 褐色 色素 笑 粒 を 沈 
着 す 。 奴 こ と れ 等 の 犬 な る 表 須 及び 毛細 血 管 の 周 
画 に は 移 し き 小園 形 細胞 の 肖 潤 あり , 基質 は 水 
腫 を 呈し 濾胞 な く 原 卵 ぉ 生 見 困難 。 と れ を 要 す 
る に 卵 集 の 表層 に は 静 須 怒 張 し 且つ 血栓 を 形成 
し て 次 症 及 びそ の 半 性 を 殴 現 し 卵 全 の 内 層 に 於 
で は 毛細 血管 張 秩 藻 し 且つ その 茨 症 及び 襲 性 
に より 買 質 内 に 出血 を 呈し 卵 全 宮 質 は と れ が た 


_ め 水腫 し て 凌 問 し つい あり ( 附 園 説明 中 に は 


“毛細 管 周 園 に は 周 形 細胞 淫 潤 あり ” と ある )。 
第 11 イキ ブー ト 也 (7 歳 , 負 死 )。 了 肉眼 所 見 。 
忠 北 液 膜 下 及 び 皮 質 部 に は 著 明 の 出血 到 彼 あ 
り , 大 小腸 の 禁 液 膜 下 に 大 小 種々 の 浴 血 殖 及 び 


心 内 膜 下 の 浴 血 を 見 る 。 卵 集 は 左右 鶏卵 大 で 表 


面 に 短 じ 繊維 秩 乱 毛 密生 し 且つ 上 絆 Mesova- 
rium の 附 着 部 附近 に は 膨大 せる 静 須 多 敷 交 行 
す 。 長 軸 に 洛 う て 割 面 を 作る に 上 面 の 表層 に は 
血液 を 充満 せる 血管 多 敷 に 存 し , 了 芋 つ 卵 巣 の 大 
部 分 に 大 小 種々 の 出血 及び 油 濃 班 宛 も 島 喚 訴 を 
な す 。 と れ 等 の 繊 色 部 は 境界 明か な る も の ある 
ゎぁ が 淫 潤 し て 限界 不明 の も の 多 し と ょ す 。 その 大 
さ は 枯 桃 大 妃 到 警 豆 大 に し て 色 腕 は 赤色 , 喘 赤 
色 久 は 褐色 を 呈し こと れ 等 の 組織 は 裕貴 に し て 議 
維 多 く 出 血 甚 し き 部 は 全く 血液 キ さり な り 邊 質 を 
存 し な い 。 耳 側 卵 集 に は 1 箇 も 馬 胞 は な い 。 組 
織 像 。 出血 な く 外 製 異 常 少な き 表 層 部 は 振 張 せ 


る 大 な る 静脈 多数 あり 。 血管 歴 は 甚だ 性 く 著 失 
な きも 内 大 は 軽度 の 敵 症 , 肥厚 及び 脂肪 帝 槍 を 


呈し 且つ 多く は 血栓 を 有する 。 血管 歴 は 屋 < 破 
れ て 周 園 に 少 許 の 出血 あり 。 と の 部 の 基質 は 細 
胞 極め て 各 く 且つ 桜 は 装 縮 細長 に し て 間 質 浮腫 
レー 様 に 紫 赤 色 硝 子 汰 を 呈す 。 次 に その 内 方 は 基 
質 細胞 稀少 と な り 毛細 血管 多 敷 に 出現 し 卵 集 の 


長 軸 に 洛 う て 殆 ん ど 在 行 し て 群 走 し 内 方 に 至る 


と 従い 疎 少 と な り 了 且 つ 個 々 に 分 離し 放 走 し 横 走 
し 縦横 に 行 走 す 。 更に 内 方 に 至れ ば 基質 全く 尊 
失 し 毛細 管 の み 残 存 し て 縦横 に 離合 し て 綱目 匠 
の 構造 を 呈す 。 更に 進め ば 出血 浸潤 レ し 或 は 全く 


血 腔 を 呈し 毛細 管 も 赤 消 失 し て 跡 と 止め ざる に 


至る 。 と の 角 訳 を 更に 詳 謗 す れ ば 毛細 妖 並 行 す 
る 部 は 血管 の 緩 激 少く 所 を に 拉 張 し て 血球 を 清 
有 し 少 許 の 出血 肖 泡 及び 小 財 形 細胞 の 浸 湯 を 見 
る 。 血管 問 の 基質 結 締 織 は 少し く 腫 起 聞 緩 し 守 


隙 多 し 。 その 内 方 の 血管 個々 分 離し 疎 少 な る . 


部 の 血管 は ヘマ トキ リン ・ エ オジ ン 染 色 に て 竣 


- 明 柴 赤色 を 呈し 桜 は 凌 縮 奴 は 清和 失 し 内 腔 に 血球 


を 存する も の 極め て 少し 。 血管 開 の 項 結 締 織 
は 浮腫 し 細胞 は 極め て 少く 原形 質 は 腫 大 多角 恒 


淡 藍 色 に 染み 要 は 腫 大 クロ マチ ン 少 く 粘 液 細胞 


様 を 呈し 供 質 極め て 窪 疎 な り 。 卵 集 基質 消失 し 


て 毛細 正 管 の み 網目 故 を 呈す る 郡 は 血球 を 含む 
も の 極め て 笑 に し て 血管 貢 は 称 胞 概 を 消失 し = ェ 


オジ ン に 赤 楽 透明 砂子 様似 を 呈す 。 その 周 園 
小園 形 細胞 を 多 敷 に 附 着 し と れ が た め に と 血管 の 
認め 難 き 部 あり 。 又は 全く 血管 開 の 卒 隙 を 環 充 
する あり 。 空隙 は 多く は 空虚 で ある が と れ に 毛 
細管 より 流出 せる 血液 を 含有 する も る の あり 。 出 
血 腔 周 園 の 血管 膝 は 所 を 々 に 融合 し て 星 意 護 c 集 


合 し 確 子 様 を 呈し 彫 形 細胞 消 和 大 し 血 腔 は 人 年 ば 藩 
解せ る 血球 , フ イブ リン 及び へ モジ デリ ン 此 粒 を 


有する の み 。 第 4 = ュー ス (12 歳 解 死 ) 肉 眼 所 見 
肝 俳 結 す 。 その 他 著 幾 な し 。 卵 集 は 左右 小 鶏 久 
大 に し て 表面 少し く 鍛 壮 を 有 し 甚だ 硬く 弾 竹 な 
レ 。 断面 は 無 敷 の 小 空隙 あり て 富 質 は 愉 も 海綿 
汰 を 呈し 色 腕 は 湊 褐 色 を おぶ 。Mesovarium の 
附 着 部 附近 に は 多 敷 の 振 張 血管 あり て 血栓 塞 を 
有 す 。 太 胞 は 一 つも な し 。 組織 像 。 卵 集 の 表層 
部 に は 振 張 し て 血栓 を 有する 多 粗 の 静 賑 と 比較 








“ 





。 る 。 と れ 等 の 空隙 の 周 園 に は 多 敷 の 小 較 形 細 肥 


軌 
er て 1 
LC) 


的 異常 稚 き 息 質 と を 存 す 。 これ 等 前 脈 は 交 症 


を 次 し 肉 層 は 肥厚 し 一 部 は 硝子 様 筆 性 を 呈し 内 
腔 を 閉 寒 せん と する も の あり 。 脂肪 織 性 を 呈す 
る も の は 少し 。 血管 筋 内 層 の 細胞 は 多く は 明か 
な ら ま ず 。 へ ヘマ トキ シリ ン に と 汚 藍 色 染み 概 は 姜 
端 し 婦 は 消失 す 。 血管 の 外 園 に は 小園 形 細 胞 の 


遂 潤 多 し 。 以上 の 外 所 を に 大 小 種々 の 硝子 輪 を 


散見 す 。 その 壁 の 厚 さ は 種々 に し て 内 腔 の 全く 
閉塞 する も の あり 。 性 状 の 大 な る 結 締 繊 細 
胞 少 敷 を 有する も の あり 。 恐らく 聞 性 血管 の 避 
玖 物 に し て 衝 に 油 大 ん と する も の な らん 。 と 
の 部 の 卵巣 基質 は 少し く 肖 腫 し 細胞 は 少く 楼 は 
美 納 す 。. 以上 は 表層 部 に し て これ が 内 方 は 印 ち 


肉眼 的 に 海綿 据 構 造 を 呈す る 都 に し て 殆 ん ど 外 ね 


集 の 全部 を 占 む 。 と の 部 に は 極め て 多 敷 の 略 々 
園 形 の 大 卒 隙 あ り て 卵 集 下 質 は 僅 に と れ が 隅 哀 
と し て 存する の み 。 と れ 等 の 諸 隙 は その 卵 集中 
必 部 に 位 す る も の 程 導 状 著しく し て 構造 不明 と 
な り 表 面 に 近 き も の は 構造 の 多少 明か な る も の 
多 し 。 婦 ち 構造 の 明か な る も の に 就 て 沈 ぶ れ ば 
容 隙 の 最 内 層 は 禄 一 の 内 被 細胞 に ょ り て 被 わ れ 
その 外 方 は 直ちに 卵巣 基質 に 接 す 。 内 腔 は 全く 


空虚 な る も る の 昌 か ら ざ る も 時 に 血液 を 滴 有 する 


も の あり 。 久 は 内 壁 に 少 許 の 血球 及び へ モジ デ 
リ ン 此 粒 を 存 し て 明か に 血管 た る を 明示 する も 
の 競 か ら ま 。 内 被 細 胞 は へ マト キシ リン ・ エ オ 
ジン と 汚 護 紫 色 に 着色 する 硝子 様 膜 に 締 化 し と 
れ に 姜 縮 せる 細長 な る 村 少 敷 を 存する も の あ 
り 。 卵 集中 心 部 に 進む に つれ 隙 中 に 血球 を 有 
する も の な く , 双 内 砲 は 内 被 細 胞 を 失い 貨 質 と 
直ちに 境 す る も の 多く 四 質 細胞 は 僅 に 内 腔 に 向 
つて 増殖 する 父 を 見 る と と あり 。 又 と れ に へ モ 
ジ デ リン 題 粒 を 存する と と 履 < な り 。 以上 の 所 
見 は 卵 業 の 表層 に ある も の と 内層 に ある も の と 
の 間 に は 種々 の 移行 父 を 存 し 且つ 同一 空隙 中 に 
於 て る 梗 本 を 異 に する に 従い , 双 同 一 標本 に 於 
て る ゃ る 部位 の 異 る に 徒 じ 異 る 構造 及び 移行 像 を 見 


の 淫 潤 あ り 。 丸 中 心 部 の 空隙 間 の 資質 は 一 般 に 
泡 腫 故 し 《 く 細胞 欄 は 壮 六 し て 小 と な り ク ロマ 
トリ ー ゼ を 呈す る も の 順 る 多 敷 あり で 一般 に 幾 
炊 は 表 屋 部 に 比 し て 装 し と す 。 以上 の 所 見 に 後 


7 ルッ abep 4 YOT まあ も の か か くり た た の いか ED12 あ だ うそ て ます ME SMkk ュ ュ k5 
KOkK を KM 
F LN コ WW 5 0 ん いい ゃ 0 に % ぞ リ り ィ コ 
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する に と これ 等 の 雇 隙 は 毛細 血管 の 振 張 角 化 せ し 
も の だ る と こと 箕 な く 何 小 園 形 細胞 の 多 敷 遂 滴 す 
る C 後 し 毛細 管 の 敵 症 を 侍 へ し ゃ の を た る と と 確 
真 な り 。 以上 は 俺 貸 馬 の 卵 集 に 見 る 特異 獲 狼 と 
し て 代表 的 の も る の 3 例 を 逃 べ た り 。 何と の 他 幾 
其 の 性 質 を 同じ くし 唯 その 程度 に 於 て 軽 少な る 
る の 3 例 あ り 。 球 に は 重 復 記 枕 す る の 問 を 避け 
李 況 を 摘 記 する に 止め ん 。 第 2 エラ ー 台 (6 蔵 
不 姓 馬 ) 肉眼 的 に 卵 業 邊 質 征 々 厩 固 , 濾胞 な し 。 
表 太 に 少 敷 の 血 筆 血 管 あ り 。 組織 像 。 静 豚 血 管 
壁 の 交 症 肥厚 血 塞 を 呈し 血管 胡 及 び 血 答 の 硝子 
様 絆 作 , 脂肪 作 を 見 る 。 血管 周 園 の 軟 質 の 水 
腫 及 び 細 胞 浸 潤 あ り 。 第 5 フェ リー リリ ー 競 (7 
歳 , 不 姓 馬 ) 肉眼 並び に 組織 所 見 第 + 例 に 同じ 
位 軽度 な り 。 フ ー ス ター 第 @, 5 競 (18 歳 , 夏 
馬 ) 肉眼 並び に 組織 所 見 上 記 例 に 略 々 同じ きも 
毛細 管 周 園 の 竹 質 に は 血液 肖 渡 故 し 。 結論 と し 
て (10) 卵 業 四 質 200 は 敷 十 頭 中 に 於 て 1 例 
を 見 た る の み 。 本 例 恐 らく 表 杉 腹膜 敵 に 織 次 せ 
し ゃ の な らん か 。 (13) 知代 馬 11 頭 の 卵 全 を 検 
し その 6 頭 に 血管 の 共 症 に よる 特殊 の 織 汰 を 見 
た り 。 (14) その 獲 汰 は 血管 の 敵 症 及び 獲 汰 に 
ょ り 血 行 異 汰 及び 偶 質 の 出血 消 失 並び に 凌 紀 を 
來 す 。 と の 結果 原 卵 及 び 渡 胞 は 管 激 に 消失 し 不 
姓 の 原因 を な す 。 | 
右 井 ・ 中 村 ・ 信 藤 (1939) 卵巣 の 組織 像 。 病 
的 銀 化 が 特に 秦 明 に 北 現す る の は 血管 系 統 で あ 
る 。 血管 病 閥 は 表示 の 如く 芝 現 し 極め て 強度 
(特に 科 症 を 起 し て いる 血管 が 多 敷 見 られ た も 
の ) の 例 が 8 頭 あ つ を 。 
卵 薄 に 於 ける 血管 炎 の 各 現 度 





























病 負 あ り 病 銀 殆 ん 
感 業 別 ざ 認 め ら 
組 紛 れず 
自 然 感 楽 人 い 09 KA 
太 。 直感 の 染 0 | 1 | 1 





病 織 は “ 慢 竹 脈 管 周 園 性 組織 細胞 増殖 交 症 " 
と し て 現 わ さ れ その 結果 血管 礎 細 胞 の 明 行 角 性 
を 惹起 し 著 明 な 硝子 様 笠 性 を 來 し 血行 護 胃 , 英 
竹 細 胞 洲 潤 , 血管 歴 の 完全 な る 崩壊 像 が 見 られ 
た 。 皮質 及 び 突 質 の 中 , 小 動 脈 に は 全く 血管 外 
膜 細胞 の 反 應 を 伴わ な い 血 管 壁 の 肥厚 が 見 られ 
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た 。 中 膜 に 結 締 織 の 増殖 し て 肥厚 し て いる もの, 
硝子 様 物質 沈着 , 内 弾力 板 肥 厚 , 外 膜 周 園 織 雑 
性 結 締 織 の 増殖 , 内 被 細胞 陰 昧 及 び 油 矢 , 内 腔 
の 考 寒 され ん と し て いる も の 又は 全く 培 塞 され 
て いる も の も あり 双 赤 色 血 答 を 有する も の も あ 
つた 。 組織 像 。 先ず 病 絆 は 血管 周 園 組 織 よ り 
まる 。 血管 の 周 園 組織 (特に 外 膜 細胞 ) が 浮腫 
を 呈し 極め て 粗 半 と な り 外 膜 細胞 は 肥大 増殖 し 
織 維 聞こ 遊 本 脱 落し て いる も の が 多く その 中 に 
は 大 園 形 軍 桜 細胞 及び 小園 形 軍 桜 細胞 が 多く 見 
られ た だ 。 と の 像 は ワン ギー ツン 染色 を 施し て 午 
宗 す れ ば 極め て 明瞭 で 外 膜 結 締 織 の 配列 は 極め 


て 粗 疫 と な り ( 炎 性 浮腫 ) 維 結 締 織 細 胞 の 要 


は 狭 長 と な つて ピク ノー ゼ を 呈し て いる の も あ 
れ ば ば 極め て 肥大 し 効 若 な フイ ブロ ブラ ステ ン の 
型 を 呈し て いる も の も あり 赤色 の 繊維 聞 に 大 型 


の 多く は 泡 訴 核 を 有する 彫 形 細胞 及び 汐 巴 球 様 


細胞 が あり 大 型 細胞 の 明らか な 有 編 分裂 像 を 見 
る と と が で きだ た 。 外 膜 反 應 を 呈し た 血管 の 反 應 
二 に 接し た 中 膜 は 敵性 浮腫 を 來 し 固有 細胞 の 壊 
死 ピ ビク ノー ゼ が 見 られ た 。 外 膜 に 病 幾 の 見 られ 
だ 血管 に 於 て 中 膜 内 膜 に は 未だ 何等 繕 化 が 見 ら 
れ な か つ を た も の も あつ た が 多く の 例 で は 中 膜 肥 
厚 , 細胞 の 染色 不良 , 内 弾力 板 肥厚 , 内 被 細胞 
腫 明 増殖 , 血管 内 白血球 集積 , 血栓 娘 は 大 小寺 


要 園 形 細胞 充 滴 し て いる 像 が 庫 見 され た 。 更に 


病 絆 の 進行 し た 血管 で は 中 膜 並び に 内 膜 に 硝子 
様 物質 の 沈着 が あ り 程度 に + ょ り 血 管 歴 固有 細胞 
は 各種 の 退行 絡 化 を 現 わ し て いて 筋肉 組織 の 陰 
愛 だ け を 止む る も の 全く 硝子 化 さ きれ だ も の が あ 
り へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 染 色 で は 淡 赤 色 竿 
秀明 , 無 構造 均質 に 見 を 染色 度 も 濃淡 種 々 で あ 
つた 。 と の 硝子 様 物 質 は 脂肪 染色 , アミ ロイ ド 
反 應 は 全く 陰性 で ワン ギー ツン 染色 に 於 て は 褐 
赤色 ょ り 淡 黄色 に 迄 各種 色調 を 呈し 比較 的 沈着 
程度 の 軽い も の 程 赤色 強く 全く 硝子 化し て 元 組 
繊 の 形 湊 を 保 た ず 無 構造 に な つて いる も の 程 淡 
間 色 を と つた 。 故に と の 硝子 様 物 質 は 狭義 の 結 
締 織 性 ヒア リン で あり と の 既 化 は 硝子 様 織 性 
(狭義 ) で ある と 思 才 する 。 外 膜 に 増殖 し た 細 
胞 は 血管 周 園 に 展 ぇ 大 集 多 を な し て いる と と が 
あり 染色 切片 に 於 て は 肉 妥 的 に も 認知 する と と 


が で きた 。 血管 の 比 和 は 中 膜 並び に 内 膜 に 生じ 
た 硝子 様 括 性 を 境 と し て 内 腔 の 病 織 と 外 膜 周 園 
の 病 葵 と 屋 別 され た 。 血管 内 被 細胞 は 比較 釣 正 
常 な 形 で 見 られ 寧ろ 肥大 増殖 し て いた も の が 多 
く 血管 内 腔 に 大 軍 桜 園 形 細胞 , 小雪 要 細 胞 が 充 
滴 需 寒 し 結 締 繊細 胞 の 楼 と 思わ れる も の 破片 
や 該 細胞 が 直接 分 裂 様 の 形態 を 呈し て ピク ノ 
ー ジ ス を 起 し て いる も の が 見 られ た 。 血管 絆 性 


の 特に 旨 度 な 例 於 て は 崩壊 せる 血管 歴 , 二 殖 


細胞 密 内 及び 血管 腔 内 に 小園 形 晶 桜 細胞 浸潤 が 
見 られ た が その 小 賠 形 宴 要 細 胞 中 に 特に エキ オジ 


ン 嗜 好 性 白血球 の 濃厚 な る 浸潤 が 見 られ た 。 婦 


小 周 形 楼 細胞 中 に は 汐 巴 球 混在 し 中 性 多 桜 自 
血球 アデ ラズ マ 細 胞 は 極め て 稀 に し か 所 見 され な 
か つた 。 太い 動脈 の 惑 も る の に 於 て その 内 膜 の 一 


部 が 血管 腔 に 結節 型 を 呈し て 突出 し 該 結節 は 外 


膜 に 見 られ る よう な 細胞 集 狂 か ら な つて いる も 
の が 見 られ た 。 隆起 本 の 基部 は 光 腫 を 呈し 内 被 
細胞 , 弾力 織 維 は 消 和 天 し て いた が 多く は 脂肪 , 
石 次 の 沈着 は 見 られ ず 従 つ て アテ ロー マ と 尾 別 
する こと と が で きた 。 恨 性 販管 周 園 疾 を 超 し て い 
る 血管 の 格子 区 織 維 は 細胞 集 狭 寅 内 と 著 明 増 


殖 し て いた が 著 明 な 秦 子 様 抽 作 を 呈し て いる 血 


管 周 園 に 於 て は 皮 に 消失 し て いた 。 


石井 ・ 中 村 ・ 信 藤 (1938) 卵 集 の 獲 化 , 特に 
血管 毅 化 。 病 的 化 が 特産 明 に 義 現 する の は 
血管 素 続 で ある 。 血管 病 角 は 表示 の 如く 共 現 し 


極め て 形 度 (特に 舌 症 を 起 し て いる 血管 が 多 明 
見 られ た る も の ) . の 例 が 8 頭 あ つた 。 
卵 業 に 於 ける 皿 管 の 誤 現 度 
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押 管 病 幾 は 主 に 中 小 動 脈 に 多く 現われ 毛細 血 
管 及 び 静 肛 に は 少な か つた 。 第 13 例 の 1 箇 の 
切片 に 就 て 病 織 を 起 し で いる 血管 を 計算 し て 見 
る に 明らか に 動脈 と 識別 され る も の 8, 明か な 奨 
脈 毛 細管 並び に 著 明 な る 薄 性 の 結果 動脈 が 静脈 


か 識別 の 出来 な いも の 18 が 見 ち れ た 。 俳 し と 












_ れ 等 の 多く の も の が 動脈 で ある と と は 容易 に 想 


父 さ れ た 。 病 織 は 特に 皮質 の 血管 に 好 和 区 す る が 
鱗 質 の 血管 に 於 て も 見 られ た 。 第 25, 26, 29 
等 で は 弱 撫 大 で 槍 す る も 大 多 敷 の 血管 に 病 嫌 が 
現われ て いた 。 病 媛 は “慢性 脈 管 周 園 性 組織 細 
胞 増 殖 敵 症 ” と し て 現われ その 結果 血管 藤 細胞 
の 退行 逮 作 を 若 趣 し 著 明 な 硝子 様 遂 性 を 米 し 血 
行 魔 絶 , 敵性 細胞 浸潤 , 血管 若 の 完全 な る 良幸 
像 が 見 られ た 。 皮質 及び 髄質 の 中 , 小 動 肛 に は 
全く 血管 外 膜 細胞 の 反 鷹 を 伴わ な い 血 管 胡 の 肥 


、 厚 が 見 られ た 。 中 膜 と 結 締 組織 の 増殖 し て 肥厚 


し て いる も の , 硝子 様 物質 沈着 , 内 弾力 板 肥厚 , 
外 膜 周 園 織 維 性 結 締 織 の 増殖 , 内 被 細胞 陰 昧 , 
消失 , 内 腔 の 寺 寒 され ん と し て いる も の 娘 は 全 


、 く 環 案 きれ て いる も の も あり 婦 赤 色 血 栓 を 有 す 


る も の も あつ た 。 


石井 ・ 信 藤 (1942) 俺 色 殺 瞳 分 馬 30 例 ( 第 41 
妃 径 55 例 , 第 57 乃至 71 例 〕 及び 発 死 馬 1 例 
[第 56 例 ] の 卵 集 所 見 。 肉眼 像 , 特に 題 著 な 抽 
鉄 は 皮質 に 於 ける 血管 に 認め られ た 。, その 形 
態 並び に 構造 上 の 異常 は 大 購 前 記 の 記載 と 一致 


し た が 程度 は 比較 的 望 度 な も る の が 多 か つ た 。 即 


ち 和 警 血 は 一 般 に 纏 く 題 著 な 移 脈 振 張 , 血 餅 , 豚 


脂 様 冶 血 , 正 栓 の 革 寒 , 動 上 壁 肥厚 , 内 腔 閉 寒 


を 來 し て いる も の が 所 見 され た 。 振 張 し た 血管 


及び 内 容 物 の 嘱 面 は 小豆 大 に 達する も る の が あつ 
788. 二 く の 如き 碧 管 の 殴 化 は 30 例 中 23 例 に 観 
符 さ れ そ の 内 極め て 重 篤 な 幾 汰 を 見 た も の が 11 


、 例 で あつ た 。 組織 倫 。 血 管内 被 細 胞 の 異常 。 血 


、 管 内 被 細胞 の 腫 劇 増殖 は 前 報 し た が 未だ 血管 長 

。 の 他 の 部 分 に 既 化 が 現われ な い 碧 管 丸 は 切片 中 

に 全く 血管 内 の 存在 を 認め 得 な いよ うな 例 C 於 
、 て も 該 細胞 の 題 著 な 増殖 が 11 例 所 兄 さ れ た 。 

| 即ち 細 小 な 血管 に 於 て は 増殖 し た 内 被 細胞 は 小 


| 周 栓 汰 を 呈し 性 訴 に 突起 た を 有 し て な に 連絡 し 血 


、 管 内 腔 を 占有 し レ た め に 血液 貴 通 の 障 旭 を 來 し て 


- 


。 いる 。 面 し て 要 は 賠 形 乃至 枯 園 形 を 呈し 原形 質 
| も 内 被 細胞 特有 の 形態 を 失 つ て いる 。 太い 正 管 


に 於 て は 内 被 細 胞 は 敷 個 連 結 し て 索 汰 惑 は 長 幼 


炊 を 呈し 内 腔 に 向い 求 心 的 に 突出 し 駐 2 列 に 下 


| 行 し て 次 き 管 放 腔 隙 を 形成 し 多 更 に Spros 
Sung (下草 ) を 呈し て 樹 枝 誠 毛 細管 の 形態 を 備 





| (5 0 間 adO「 ンー To < の アザ の  4 1 二 す 0 も あす (は 、 いこ 生き | 4. まま 。 
0 放 才 4 及 が ルル ガリ 7 7 。 の M 1 2 7 で 記 全 MI PGI の が PA 「 0 誠 放 病 1 ・ 

- が Ne か 
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を だ た も の が あつ た 。 新 く の 如き 血管 に 太 て は 正 
常 の 血行 は 阻害 され 白血球 が 内 膜 に 長 着 層 積 レ 
久 血 流 は 除 惑 は 停止 する た め 赤血球 居 中 に 皮 
に へ モジ デリ ン 層 の 析出 を 見 た 。 又 箱 く の 如き 
血管 中 に は 繊維 素 及 び 血 小 板 の 求 心 性 太 , 北 固 
血栓 , 析 出血 栓 を 有する も の が 多々 あつ た 。 閉 案 
性 血管 内 膜 炎 , 動脈 内 膜 の 癌 訴 肥 厚 即 ち 所 庄 
油 鐵 (Gepuntzt) の 形成 , 免 叶 突 起 様 増生 並び 
と 内 腔 閉塞 の 存在 に 就 で は 前 報 に 於 て も 記載 し 
た 如く 卵 集 に 自 て は 生理 的 動脈 硬 織 の 一 分 症 と 
レ て 排卵 性 , 尋 妨 竹 , 老人 性 血管 碑 症 が 存在 
する か ら と れ は 俺 條 に 特有 の 幾 化 と の み は 基 を 
られ な い 。 本 病 に 於 て は 内 膜 下 の 交 性 浮腫 に 始 
まる 小園 形 細 胞 , 組織 球 , 結 締 組 母 細胞 か ら な 
る 内 膜 の 浦 則 性 肥厚 又は 淳 腫 性 丘 訴 肥厚 は 特に 
注目 に 値する 。12 例 に 於 て は 小園 形 細 胞 の 増殖 
と は 開 係 を 有 し て いな い 著 明 な 内 膜 の 肥厚 が 認 
め ら れ た 。 肥厚 し て いる の は 主 に 内 被 細胞 直下 
の 部 分 で 中 膜 に 及 ん で いる も の も あつ た 。 肥厚 
の 原因 は 細胞 間 質 の 浮腫 に よる が 血管 長 を 構成 
する 細胞 は 線 て 腫 大 淡 染 し 水腫 退 性 を 呈し 細胞 
の 配列 は 負 と な つて いた 。 特に 増殖 内 被 細胞 
と 内 膜 の 接する 部 に 園 形 胞 状 の 浮腫 性 綱 汰 構造 
が 出現 し 内 膜 は 極め て 凹凸 租 舌 と な つて いた 。 
血管 内 腔 に は 血液 の 怪 固 析出 を 來 し 鉱 内 膜 組織 
内 に 血液 成分 の 浸潤 を 來 し て いる も の が あつ 
た 。 内 膜 は 完全 に 浮腫 嬢 人 駐 は 硝子 様 鍵 性 せ る 
$ る の が あつ た が これ 等 血管 は 最早 や 管 腔 を 形成 
せ ず 内 腔 は 不 規則 な る 崩壊 組織 で 閉塞 され て い 


た だ 。 従 つて こと れ 等 の 織 訴 は 卵巣 の 生理 的 血管 太 


凝 の 秋 園 を 脆 し て いる と と は 明白 で あり 了 且つ 婦 
老人 性 俳 疾 と し て 必ず ましゃ 取扱 の 得 な い 周 は 年 
齢 的 に 見 て 新 る 毅 化 が 第 71 例 (3 歳 ), 第 57 例 
(7 蔵 ), 第 47 例 10 歳 ), 第 69 例 (0 歳 ) 等 
と 著 明 に 所 見 され た 事 買 か ら も ゃ 一 部 察知 する と 
と が で きる と 思う 。 血栓 形成 。 と れ は 10 例 C 
於 て 所 見 する と と が 出來 た 。 血栓 は 極め て 新 し 
いも の か ら 全く 機 質 化 さ れ 更 に 正 管 再 疎 通 を 示 
す よ うな 極め て 古い 各種 の 段階 が 認め られ だ 。 

と れ 等 血栓 は 内 膜 の 異常 が 原因 と な つて 帝 生 し 
た も の ょ 心臓 三 朋 に ょ る 血行 不全 を 原因 と し て 
生 る る も る の と が 認め られ た 。 形態 的 に は 分 離 
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血栓 , 凝固 血栓 , 替 血 血栓 が 主 な る る の で あつ 
た 。 新しい 血栓 内 に 於 て は 内 被 細 肥 の 増殖 結 締 
較 評 細胞 その 他 遊 走 細胞 , 特に = ェ オ ジン 嗜好 性 
白血球 の 著 明 な 浸潤 が 見 られ た が 機 化 機 皿 の 進 
朱 し た 血栓 に は 遊走 細胞 は 少く 緒 締 繊細 胞 と 血 
管内 被 細 胞 の 増殖 が 著 明 で あつ たため に 全く 血 
管 腔 を 閉 寒 し 閉塞 血栓 を 形成 する る の が あつ た 
柄 脈 の 敵 症 。 前 報 に 於 て 静 賑 の 次 出 性 増殖 性 交 
症 は 動脈 に 比 し その 所 見 極め て 僅少 で ある ょ と 記 


_ 載 し た 。 今回 の 例 に 於 て も 血管 剛 症 の 見 られ た 


$ も の は 動脈 に 帝 べ て 少な く 24 例 中 8 例 に 於 て 
考 明 な 机 肛 災 が 所 見 され 特 第 44, 69 引 に 於 て 


PA 
で あと 


こさ 
< 


は 著 で あつ た 。 区 開 の 病理 束 的 作 汰 は 全く 前 


報 に 記載 し た 動脈 と 同様 で あつ を た が 外 膜 か ら 
比 生 する 浴 肌 性 増殖 交 と 内 被 細胞 下 か ら 合 生 レ 
た 増殖 性 敵 填 と 近接 し 血管 崩 壌 の 程度 $ 著 明 な 
も の が 多く 閉 人 寒 性 血管 内 膜 炎 の 形 秩 を 呈 せ る も 
の が 多 か つ を た 。 共 症 の 比較 的 鞭 役 な も の に 於 て 
$ る 内 腔 は 狭 階 と な り 血液 の 疎通 不 完全 な る た め 
内 膜 に 白血球 の 壁 着 人 娘 は 層 積 し て いる も の が あ 
り 血栓 $ 認 め られ を だ 。 血管 周 園 性 出血 。 4 例 
に 於 て は 増殖 性 血管 災 に 伴い 血管 周 園 人 性 に 種々 
な る 程度 の 出血 が 所 見 され た 。 第 44 例 に 於 て 
は 最も 考 明 で あつ た が 部 れ も 比 較 的 新鮮 な る も 
の で あつ た 。 然し 出血 郡 に 存在 する 組織 球 が へ 
モジ デリ ン 昭 粒 を 原形 質 中 に 多量 に 保有 する る 
の が 認め られ た 。 これ 等 出血 は 明 行 織 作 を せる 血 
管長 の 破綻 又は 漏出 に よる も の ょ 致死 時 に 於 け 
る 薬物 の 薬理 作用 に 基く も の が 存 在 す る も の と 
思 巻 され た 。 怪 性 組織 細胞 増殖 性 血管 炎 。 前 報 
に 於 て 俺 貸 司 卵 業 の 病 閣 中 余 等 が 最も 重要 覗 し 
た る 血管 剛 は 今回 の 30 例 の 材料 中 24 例 約 30 易 
に 送 し た 。 然し て と れ 等 の 内 , 静 肛 に も 交 症 の 見 
られ た も の が 8 例 あ つた 。 凌 症 の 病理 苫 的 性 滅 
は 前 報 に 記載 し た 所 と 全く 同一 系 統 に 属し た が 
病 角 の 程度 に 於 て は 重 穫 な る も の が 多 か つ た 。 
交 症 は 外 膜 の 科 性 浮腫 と 内 被 細 胞 増殖 か ら 始 ま 
り 外 膜 組織 は 第 に 粗 明 と な り 繊維 は 個々 に 分 





性 細胞 を 主 と し た 1 種 の 肉芽 組織 性 結節 を 形成 
し た 。 外 膜 細胞 か ら 人 繁殖 し た 細胞 は 原形 質 豊 富 
な 大 型 組 織 球 劉 は 類 上 皮 細 胞 の 形態 を 有する 細 
胞 を 主 と 上 する と と が あり 如 区 世 球 大 の 形状 で 生 
邊 染色 質 に 乏しい 不正 形 の 柱 を 有する 所 講 滞 巴 


球 様 細胞 を 主 と し た と と も あつ た 。 伴 し 多く の 


場合 爾 者 は 混合 し て 存在 し た 。 印 ち 大 型 組織 球 
が 小 集 園 を な し て 中 枝 を 形成 し その 周 園 を 滞 包 
球 様 細胞 , 血管 内 被 細胞 , 結 締 繊 母 細胞 。 結 締 
潤 % 細 胞 , 形質 細胞 が 園 続 し て 結 衝 型 を 呈し て 妨 
る 場合 が あつ た 。 時 に 多 敷 の エ オ ジン 嗜好 或 は 
その 効 若 型 の 浸潤 = 少 敷 の 中 性 嗜好 と の 浸潤 を 
見 る と と が あつ た 。 血管 中 膜 , 内 膜 は 比較 的 早 
期 に 硝子 様 招 性 を 起 し 著 明 と 肥厚 し 区 第 分 離 
滑 滅 し その 中 に 肉芽 細胞 が 侯 入 し て 固有 細胞 の 
桜 破片 ,。 フォ ル マ リ ン 色 素 が 際 芽 組織 中 に 見 ら 
れ た (肉芽 性 疾 症 )。 新 く の 如き 血管 に 於 て は 
血管 腔 の 存在 は 全く 認 め ら れず 位置 $ 不明 腰 と 
な る が 血管 内 邊 細 胞 は 毅 性 消失 せ ず 神 ろ 増殖 レ 
特有 の 形態 を 失い 概 は 腫 大 し て 彫 形 を 呈し 又 稀 
に は 血管 内 腔 と 孝 を えら れる 部 位 に 大 園 形 軍 要 細 
胞 , 汐 巴 様 細胞 等 が 敷 箇 集 園 し て 充満 頃 寒 する 
の を 認め た 。 と れ 等 組織 球 中 に は 桜 破片 , へ モ 
ジ デ リン 軌 粒 , 時 に は 赤血球 を 貸 喰 し て いる 細胞 
等 が 見 られ を た 。 肉芽 組織 中 に は 血管 内 彼 細 胞 が 
2 列 に 下行 し て 進入 し 毛細 碧 管 を 形成 する 條 や 
更に 殴 牙 を 起 し て 策 々 複雑 な 毛細 管 綱 を 形成 す 
る 像 を 認 む る と と が で きた 。 且つ 双 本 來 血管 腔 
で な か つた 血管 周 園 肉芽 組織 中 (C 完全 な 血管 貴 
通 を 来 し て いる 所 見 も 見 られ を た 。 肉芽 組織 申 に . 
は 格子 訴 組 維 の 増殖 が 医 明 で あり 胎 原 畿 維 ぁ 粗 
に 増殖 すろ が 結 細 繊 細胞 性 の 療 彰 形 成 を 挫 し て 
いろ 像 は 殆 ん ど 見 られ な か つた 。 猛 繁 殖 細 胞 の 
内 に は 細い 原形 質 笑 起 又 は 繊維 に ょ り 互 と 粗 に と 
連絡 し て いる も の が あり 常に 浮腫 を 伴 つ て い 
た を 。 新 く の 如き 肉芽 細胞 結節 は 草 に 血管 周 園 の 
み に 止 ら ず 結節 八 を 保持 し 征 ら 静 第 に 周 園 に 人 敬 』 
育 する 傾向 を 有 し て いた 。 然し 周 園 組織 と の 限 


離し 外 膜 光 巴 腔 内 被 細胞 の 細胞 核 は 腫 大 し 環 的 
に も 増殖 し 短 維 問 に 脆 落 し て い を た 。 新 く の 如く 
外 膜 細胞 は 区 第 に 増生 系 殖 し その 内 に 幼 層 な る 
大 型 結 締 織 母 細胞 , 血管 内 被 細 胞 を 混 組 織 球 


界 は 不明 瞭 で あり 増殖 細胞 並び に 淫 潤 細胞 は 雑 
伏 と 混在 し 交 機 韓 の 総 尋 後 も その 修理 機 韓 は 
極め て 徐々 で 科 々 周 園 組織 を 歴 辿 し つい 増生 す 

る 傾向 が 見 られ た 。 即ち 重 第 な 例 に 於 て は 愉 も 





、 潤 濁 肌 つ 軟 , 左 室 空 虚 , 右 室 暗 黒色 北 血 , 内 膜 上 





グラ ニュ ロー ム ふ 様 の 形態 を 具 ん を て いた 。 強度 の 
聞 伏 を 見 た 例 に 於 て は 皮質 の 血管 の 殆 ん ど 大 部 
分 に と の 種 の 増殖 性 血管 炎 が 出現 し て な り 又 と 
れ 等 大 多数 の 血管 に グラ ニュ ュ ロー ム 様 病 嫌 の 存 
在 が 認め られ た 。 
「 9. 心 騰 4 

_ CARRE et VArLEE (1906) 億 貧 に 於 て は 非 
常 と 展 々 心臓 既 化 が 見 られ る 。 穫 作 で は 心臓 は 
擬 膜 下 , 心 外 膜 下 及び 心 内 膜 下 に 小 出 血 理 の レ 
み が で きる 。 割 耐 に 於 て は 心筋 は 多 表 の 出血 性 
電 散 在 し 且つ 表面 1 乃至 2 李 の 三角 形 割 面 が 見 
られ る 。 背 膜 水腫 及び 履 + 著 し く 目 立つ 内 膜 病 
織 が 見 られ と れ は 茸 膜 に 次 貢 色 , 羊皮紙 , 角質 
等 の 外観 を 奥 を る , 病 奥 は 確 邊 に 弱 魔 触 剤 で 
の 誤 度 を と る 。 慢性 例 の 場合 に は 心筋 の 稔 色 し 


紅色 或 は 克 色 の 出血 正 の 蒼く な つた も の が 現 同 


に な つて 見 を る 。 時 に は 軽い 導 膜 水腫 及び 大 
動脈 の アテ ロー ム ュ 病 を 見 る 。 " 
OsrERTAG (1890) 心臓 の 斑 秩 脂肪 殺 性 。 
MogrER (1910) 通常 大 きく な り 且 つつ 病 獲 を 

あら わす 随 一 の 臓 笑 で ある と と が ある 。 
VAN Es, 本 ARRis 層 ScgALk (1911) 心 算 質 


の 鐘 性 病 絆 


CowrNorrr (1913) 心 外 膜 , 内 膜 下 に 出血 性 
浸潤 , 心筋 に 大 小 い ろ い ろ 敷 も いろ いろ な 出血 。 
SEYDERHELM (1914) 〔 第 1 例 〕 心 内 膜 の 出血 
及び 虎 間 以外 に は 重要 毅 化 な し 。 【 第 2 例 ] 心筋 


と 多 沖 の 出血 。〔 第 3 例 〕 内 膜 上 に 若 干 の 出血 
〔 第 4 例 〕 同 前 。〔 第 5 例 〕 内 膜 は 多 表 の 出血 に 
豆 いわ る 。【 第 6 例 〕 内 膜 は 強い 出 血 で 各 い わ 
る 。 【 第 7 例 〕 心筋 は 非常 に 軟 い , 心 内 膜 上 に は 
多 敷 の 出血 。 第 8 例 〕 心筋 は 電 上 且つ 淡 。 心 内 膜 
上 に は 多 敷 の 出血 。〔 第 10 例 〕 正常 大 , 内 膜 上 
と 若干 の 出血 。 

可 見 ・ 菊 池 (1917) 〔 第 5 例 〕 心 外 膜 に 所 々 
浴 血 斑 。 

RErINHARDT (1917) 心 雲 に 時 々 小 出 血 , 心 内 
外 膜 下 出 血 , 心筋 は 時 < 贅 締 , 瀧 紅 乃至 次 紅 , 
濁 乾燥 脆弱 。 

KgrsER (1922) 心 脂肪 内 の 和 激 出血 及び 心 


内 膜 の 海 血 。 


・ 
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pg Kock (1923) 急性 例 に は 心筋 織 性 が 普通 
見 ちら れる 。 

ZgrLER (1924) 心筋 の 組織 検査 に 疑 化 な し 。 
可 晃 (1924) 急性 及び 爽 急 性 。 心 外 膜 下 の 小 
出血 斑 は 徒 ぇ 癌 見 する も る の に し て 例 を ば 第 1,2, 


4, 6, 8 例 に 於 ける が 如 し 。 心 内 膜 に る 浴 血 斑 


を 見 る と と あり 〔 第 6 例 〕。 心 の 肥大 は 往々 敬 見 
する 所 に し て 第 3, 4, 10 例 に 於 ける が 如 し 。 
久 房 室 獲 離 終 の 茜 液 浸潤 を 驚 見 する こと あり 。 
第 3 4, 5 例 に 於 ける が 如 し 。 心筋 織 維 は 多 
少 天 粒 状 濁 を 呈し 又 巳 と 脂肪 反 性 に 陥れ る る 
の あり 。 但し その 程度 は 極め て 切々 に し て 電 症 
な る は 心筋 織 維 の 潤 濁 微 唆 に こし て 明か に その 横 
紋 を 認め 得る と と 稀 な ら ず 。 慢性 症 。 割 検 上 選 
に は 先 血 の 他 幾 汰 を 驚 見 せ ず 。 

可児 (1925) 劉 作 俺 作 に で 負 死 な る 馬 の 心 に 
於 て 筋 組 維 の 潤 濁 腫 岩 若 く は 脂肪 色 性 若く は そ 
の 中 間 の 織 汰 を 呈す る も の を 次 見 し と れ 等 の 患 
馬 は 急用 な る 経 負 と を と る も の 多 し 。 然 れ ども 常 
と 和 見 する 芝 性 に あら ず し て 箇 性 経 山 こ て 英 れ 
た だ る も の に し て 筋 繊維 に 全く 帝 汰 を 角 見 せ ざ る 
ぁ の あり 。 家 稔 性 若く は 送 性 の 経 台 を と り て 釧 
れ た る も の は 心筋 維 に 幾 汰 を 庫 見 せ ざ る と と 
多 し 。 億 貸 と 出血 性 傾向 。 偉 條 の 際 血 液 の 性 大 
C 著 し き 異 常 あ る を 以 て 血管 励 に も 毅 航 ある べ 
き を 推 想 し 得 べ く 召 人 は 貨 際 に 於 て 心 及び 
腎 の 小 動脈 及び 毛細 管 脂肪 毅 性 に 揚 れ る も の 
を 細 見 せる は 釣 に 詳 送 せる が 如 し 。 心臓 筋肉 の 
脂肪 幾 作 と 局所 毛細 管 の 脂肪 幾 作 。 偉 貸 馬 の 臓 
稚内 小 血 管 特 に 毛細 管 に 凶 伏 ある を 角 上 し た 
る は 第 14 例 中 里 豚 に 於 ける 心臓 筋肉 を 以 て 只 


笑 ま す : 


(+) 中 早 湿 。 牝 , 3 歳 , 鉛 死 。 心 を 検 す る 
に その 表面 に 於 て 粟 粒 大 乃至 豆 大 不 整 形 克 白 色 
の 潤 濁 せる 斑 申 を 散 閣 し 或 は 融合 せる も の あり 
斑 由 の 中 央 は 淡 赤 色 を 呈す 。 と の 如き 次 白色 斑 
自 は 心 肉 の 深部 に も 散在 す 。 右 心 と 於 ける $ る の 
は 融合 し て 限界 不明 な る 散 墓 性 の 斑 踏 を 呈す 。 
ズ ダ ン 標 本 に て 鐘 検 する 次 白色 丈 息 部 の 筋 繊 
維 は 赤色 の 後 細 な る 脂肪 頼 粒 を 浸潤 し 或 は 筋 繊 
維 の 鞭 六 せ る も の あり 。 筋 繊維 問 に は 緒 畠 形 結 
績 織 細胞 を 増生 し 久 筋 維 間 に 赤 橋 球 を 浸潤 玲 
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積 す る 所 あり 病 井 内 毛細 管 は 所 々 ズ ダ ン に て 赤 
色 し 脂肪 締 性 に 陥れ る を 示す 小 動 脈 璧 に ゃ 微細 
束 粒 を 浸 滴 す 。 こと これ に ょ より て 見 れ ば 心 肉 に 於 け 
る 玉生 雇 組 性 は 毛細 管 の 脂肪 抽 柏 に 原因 する ゃ も 
の な り 。 

(2) 第 9 例 隊 衣 。 牝 , 14 基 , 傾 死 。 心 を 検 
する KC 借 帆 狂 に 驚 豆 大 黒 赤 浴 血 玉 あり その 他 忌 
膜 下 に は 加 廊 仁 大 限界 明瞭 な ら ざ る 浴 血 玉 小 敷 
を 散 驚 す 。 ズ ダ ン 標 本 に て 検 す る 心筋 内 に 喉 訴 
と 紡 鍵 形 結 締 繊細 胞 を 増生 し その 部 位 の 心筋 は 
壮 編 消 大 し 又 近 園 の 筋 織 維 は 脂肪 反 人 性 を 呈す 。 
病 元 の 附近 に 於 て 毛細 管 若く は 小 動 脈 の ズ ダ ン 
色素 に て 赤 染 する も の あり 又 そ の 出 岐 せ る も の 
を 般 見 し 得 べ し 。 階 中 の 心 肉 題 微 鏡 毅 汰 は 犬 に 
中 早 級 の それ に 一 致す 。 

(3) 第 8 例 岩 根 湿 の 心 は 逆 絞 柔 較 に し て 心 
室内 に は 多量 の 血液 を 含有 す 。 心 の 外面 を 精 栓 
する に 票 粒 大 乃至 亜 廊 仁 大 の 次 白色 斑 忠 散在 
す 。 右 心 壁 に 於 て 特に 次 白色 斑 冊 を 矯 区 す 。 在 
心 壁 に 於 て は 表 居 の み に 散 在 し 億 晶 獲 附 着 虹 に 
於 て は 心 肉 は 区 ん ど 全 く 大 白色 に 逮 ぜ り 。 心筋 
繊維 を 鏡 検 する に 横 絞 消 和 し 細 小 脂肪 頼 粒 に 比 
ぜ る を 次 見 す 。 ズ ダ ン 標 本 に て 心筋 維 は 所 々 
に 於 て 脂肪 鐘 竹 を 呈し 毛細 管 及 び 小 動 脈 の 赤 染 
する も の を 殴 見 す 。 

(4). 明治 44 年 報告 盛 里 間 の 心筋 織 維 の 新 
鮮 採取 標本 を 鏡 槍 する に 脂肪 粒 に 織 横 紋 を 
認 む る 能 わ まず 。 ズ ダ ン 標 本 を 鏡 板 する に 所 々 脂 
肪 紹 性 C 階 り 筋 和 維 開 毛 細管 も る ズ ダ ン 色 素 に て 
赤 楽 せる も の を 所 々 に と 商 見 す 。 俺 條 の 際 心 の 小 
血管 特に 毛細 管 が 上 記 の 如き 閉包 を 呈す る は 注 
意 す べき 償 値 あり 。 然 れ ども と の 事 軟 を 箇 見 し 
た る は 中 里 肘 の 心 を 以 て 始め と する を 以 て 俺 人 
と 如何 な る 程度 まで 開 係 ある か は 今後 の 研究 に 
備 た ざる べから ず 。 

MArgHrEsEN u. GLAssER (1926) 心 に 於 て は 
稀 に 外 膜 , これ と 同時 に 心筋 及び 内 膜 が 侵 され 
る 。 展 々 起 る の は 心 筋 及び 内 膜 の 同時 訣 患 及び 
履 々 叉 心筋 軍 狗 惑 は 内 膜 電導 に 侵 され る 。 外 膜 
が 侯 さ れ た 少 敷 例 で は 心 重 が 病 鐘 を 呈し その 
際 外 膜 は 角 あ り , 黄 味 を 天 び 完 全 に 不 舌 明 で か 
た く 且 つ 割 面 各 様 肥厚 。 遂 化し な い 心 外 膜 部 位 


。 色 の 色調 を 呈す る も の が ある 。 


い 。 上 記 心 及び 動 賑 織 化 の 度 に 就 て 言え を ば 我 | 
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へ の 移行 個所 に 一 部 園 味 を 忍び た 局 豆 大 の 大 さき 
に 至る 次 色 潤 濁 班 が ある 。 心筋 絆 化 は 通常 双 に 
外部 か ら 見 て 明らか で ある が と れ は 多かれ 少 か 
れ 斑 が あり 且つ 在 滑 な 外 膜 を 通し で 大 惑 は 小 の 
銀貨 大 に 至る 不 規 則 な 肛 痛 を 有 し 次 白色 乃至 問 
覧 白色 区 が 穫 き 通し て 見 られ る 。 と れ よ り 新 る 
心 は 日 踏 疫 心 と よく 似 て いて 多 次 性 壊死 電 娘 は 
その 結果 故 態 を 示す 。 割 面 に 於 て と れ 等 に 外 か 
ら 見 えた 班 が 色 そ の 深 さ C 心筋 の 中 に つ ゞ ざい て 
入り 且つ その 大 さ 委 定 大 ょ り 小 本 桃 芝 大 に 至 
る 。 心 を 長 軸 こそ つて 薄板 に 割 を 入れ る と か 
る 斑 は 心 肉 の 中 に 横たわり 且つ 新た < に 次 白色 を 
し た 病 電 に ぶつ いか る 。 と れ は 同時 に C 敏 騰 淡 宰 
守 の 形 は 一 般 に 
長 目 で 長 軸 こそ つて 走り (心筋 織 維 の 方 向 に ) 浮 
縮 は ギザ ギザ で 濾 形 を な し , . 周 園 ょ 失 鈴 に 織 別 … 
され る の は 和 区 が いく ら か 陥 凹 し て いる か ら で あ 
る 。 白色 乃至 臣 味 を び た 元 の 克 度 は 仙 , 固く 
腫 様 (中 の 方 まで も ), 軽度 に 褐色 を 閉 び た 次 . 
白色 区 は 未だ 化 の な い 心筋 に よく 似 て いる 。 


と れ 等 の 斑 の 大 部 分 の ゃ の は 左 心室 長 及 び 心 隔 


歴 に 見 られ 通常 多 敷 に ある が 敷 例 で は 散在 し て 
いる に 過ぎ ま 且つ その 際 は 注意 し て 検査 ( 局 栓 
板 に し て ) し な けれ ば 見 られ な い 。 その 際 心 筋 
は 履 え 存在 する 軽度 の 肥厚 の 他 目立つ た 帝 化 は 
見 られ な い 。 心 内 膜 の 凶 化 は 軽い 場合 は 無 敷 の 
辛うじて 可 衣 の も ゃ の か ら 柱 瓜 の 種 大 , 園 味 を 吾 
び た 園 形 長 目 椿 園 形 或 は 先 の 失 つ た 椿 園 形 克 白 
色 潤 濁 下 と し て 見 られ その 長 還 は 一 般 に 心 の 長 
軸 ( に 一 致し て いる 。 坦 の 有 間 終 は 條 滑 で 失 鋭 , 病 
向 は 周 園 正常 部 と 同じ 在 面 に ある か 或 は 少し く 
膨 隆 す 。 且つ 大 き な 玉 で は 表面 は 一 者 長 軸 方 向 
で 若干 鍛 が ょ り 且つ その た め に 凸凹 が あり , を 
の 他 は 周 園 よ り 固 く 角 れ る 班 は 下 滑 で ある 。 微 
小 な 班 は 屋 々 心 内 膜 を 光 に あて + あ ちと ちく 動 
か し て は じ め て 見 らち れ る 。 割 面 で は と れ 等 の 千 
は 連 純 な , 中 等 度 の 心 内 膜 肥厚 = し て 認め られ 
其 の 質 は 飾 , 次 白色 結 締 繊 様 倫 質 で ある 。 重い 


例 で は これ 等 の 斑 の 他 c 価 大 き な 内 膜 部 位 が 論 


面 上 の ひろ が り で 鍋 様 に 潤 滴 し 且つ 肥厚 し て い 
る 。- 上 記 幾 化 は 特に 左 室 及び 左 羽 の 内 腔 に 著 し 





我 は 2 か 迄 (に 1] 例 , つま り 年 吉 以 上 の 例 ( 包 去 
年 年 に 俺 貧 馬 を 章 稚 し た ) で ある 。11 例 の 中 に 
は 若干 の 仔馬 が ある が こと れ は まだ 十分 研究 し て 
いな い の で ある 。 併 し 何れ も 俺 貸 以 外 の 病 を も 
つ 7C Mo の 95 

SCHERMER (1927) MATHrESEN Uu. GLASSER 
の 抽 察 し た 心 及 び 血 管内 膜 獲 化 に つい て 逃 べ 
る 。 と の 2 人 の 記 送 し た 心 導 化 (硬度 堂 な る 線 
汰 着 上 染 ) は 私 も 度 ぇ 見 且つ 鏡 下 に 細胞 の 多い 結 
炊 織 で あり 恐らく 骨 壊 し た 心筋 細胞 の 疹 痕 性 治 
疹 像 で ある と 見 た 。GrASsER は 動脈 克 の 標本 を 
和 送 つ て くれ を だ 。 こと れ は 大 動 肛 内 面 に 粗糖 な 隆 超 
と し て 見 られ 鏡 下 に は 多 敷 の 暗色 潤 江 し た 意 で 
あつ た 。 と れ 等 は 褐色 池 粒 塊 か ら な り そ の 中 に 


- 玉 し あつ て いる 概 片 が 混 じ て いた 。 恐らく は ア 


テロ スク ソロ ー ゼ で あろ う 。 俺 気 像 と どれ だ け 


- 開 係 し て いる か は 静 別 で き な い 。 


PANissET et LAMARRE (1932) 強い 食 痩 の 
下 と 下 均 1 淵 後 に 死 が 訪れ る 。 局 検 に より ( 慢 
性 馬 ) 心 は 展 ぇ 振 張 し 且つ 心筋 中 に 次 黄色 斑 が 
で きる 。 「 

v. MGcsy (1932) 上 逃し た 肝 腫 組織 病 胡 か 
ら 慢 性 例 に 於 ける 病 的 現象 を 容易 に 理解 で き 
る 。 重 篤 な 肝 幾 化 は 一 騰 の 物質 代謝 障 旭 及び 中 
毒 現象 を 起す 。 種々 の 内 臓 及び 心筋 の 幾 価 と そ 
の 結果 ( 手 易 く 疲 涯 す る , 心 健 症 , 心 及 音 その 
他 ), 低 閣 (Larson), 血 中 に 於 ける 病 的 白血球 
の 出現 , 正常 並び に 促進 的 作用 (赤血球 形成 に 
及ぼ す ) の 脱藩 。 

QoENrrN (1933) 心 は 非常 に 侯 さ れる 。 肥 大 
題 圧 。 侵 性 貸 血 で 慕 稔 性 経過 で 名 れ た 例 で は 
6.5kg の 心 を 見 た 。 常に 張 度 の 心筋 災 が あり 又 
房 室 溝 (Sillons auriculo-ventriculaires et 
valvulaires) の 水腫 , 心 内 膜 の 重 篤 な る 傷害 が 
見 られ , 心 内 膜 に は 色 の か わ つ た 不 規則 な 徐 炊 
部 ( 塵 凡 弄 の) を 見 る 。 

DoBBERsTEIN u. WirLwgs(1934) 病 頃 頻 度 は 
丈 の 様 で ある 。18 例 中 工 例 は 完全 陰性 ,6 例 で は 
軽度 の 細胞 集 狂 を 伴う 結 締 織 の 著 明 な る 増加 。 
3 例 で は 中 大 の , 8 例 で は 非常 に 大 きい 細胞 集 
尊 , 綿 括 する と ょ 俺 気心 と 特徴 的 な 北 化 は 一 方 に 
間 質 に 於 ける 光 釧 様 細胞 及び 組織 奈 の 集 導 , 他 
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方 に は 著 明 な る 原始 朋 原 組 維 , 一 部 は ヌ 脱 原 組 
維 の 増加 で ある 。 と の 細胞 集 狂 は 特に 豊富 に 心 
房 に 於 て 又 外 膜 下 及 び 内 膜 下 に 於 て , 大 き な 静 
脈 並び に 刺 電 俺 導 系 の 結 締 織 隔 壁 
刺 載 俺 導 系 細胞 の 前 化 は 僅 微 の よう で ある 。 


EirMANN (1934) 心 内 膜 及び 大 動脈 内 膜 に く 3 


る 石 次 化 は 特に な も し ろ い 。 と れ は 結 和 の 時 に 
展 々 見 られ る こと と は 一 般 に し られ て いる 。 局 で 
は 億 負 の 時 MATHrEsEN u. GLASSER が 折る 導 
化 を 生 敷 以上 例 で 検 し 私 は 77 例 中 8 例 見 た 。 
混合 感染 で は 4 例 見 た 。 NrEBERLE は と れ を 石 
次 新陳代謝 障 如 に 師 し た 。Luy の 研究 に よる と 
俺 外語 血清 中 に は 石 克 含量 が 企 均 し て 増す の で 
OPPERMANN は と の 石 交 化 を 特に 俺 貧 と 原因 的 
つなが り と し て 且つ 結 要 の 場合 見 られ た 石 克 化 
を 俺 貸 と の 混合 感染 の し る し で ある と し た 。 と 
の 問題 を と くだ た めい に 俺 貸 で 殺 諾 分 すべ き 若 干 の 
馬 に 5 わ の リ チ ォ ンカ ルミ ン の 生 寅 染色 を し 
た 。 信 喰 を 示し た の は 唯 1 例 だ け で ある 。 他 の 
15 頭 は 豊富 に 貸 喰 し め よ うと し た が 貧 喰 は し 
な か つた 。 最初 の 4 例 で は 心 内 膜 及び 大 動脈 内 
膜 の 石 克 化 の 他 に 種々 な 量 で 光 世 様 細胞 を 見 
を だ 。 DOBBERSTEIN は 血管 内 膜 中 に と れ 等 の 未 難 
な 非 條 喰 作 の 血管 メモ セン ヒュ の 末 座 を 見 た 。 恐 


中 に 見 られ る 。 


SNS4 


らく と れ 等 の 所 見 か ら 次 の と と が 言え を よう 。 と 


れ 等 の 冊 活 化し た 繝 内 系 細胞 が 俺 貧 病 毒 の 作用 
の 下 で 先ず 死 に , つい で 石 克 化 に 陥 り そ の 結 
果 慢 性 感染 病 の 際 の 玩 贅 性 心 内 膜 疾 の 際 と 同様 
に 石 大 化 を 起 し た も の と 葉 える 。 俺 気 及 び 結 桜 
は 大 概 慢 竹 経 過 と を と る か ら その 際 ウ イー ルス 
は 結 柱 菌 に ょ る 持 績 性 刺 載 の た め K 綱 内 系 細胞 
が 活動 化し つい で 幸 死 , 和 次 に は 石 克 化 に な つた 
の で あろ う 。 打 く て と の 際 種 疾病 に 妨 け る か 
る 石 克 化 が 読 明 づけ られ る の で あろ 2 う 。 何 $ も 一 
つの 病 だ け を 巻 え る 必要 は な か ろ 2 う 。 
SrgiN(1934) 心 は 大 概 の 場合 大 きく な り 表 面 
に 出血 が ある 。 心 の 脂肪 織 の 著 明 な 到 性 が ゼラ 
チン 様 及 び 和 克 租 色 を し て あら われ る と と は 友 明 
な 病 凶 の 一 つ で ある 。 

NEkHoTJAEFF (1935) 棚 液 性 類 と 網 次 織 の 
反 鷹 性 仙 : 殖 。 

Borrg(1935) 検索 例 の 80 以上 が 肉眼 的 可 
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避 の 幾 化 を 示し 綿 て の 部 分 及び 層 が 侯 さ れ た : 
記 内 膜 …54.8, 心 脂肪 …50 欠 , 心筋 …48.4 , 
腔 …41.5, 血管 …31.5 狐 , 獲 膜 …11.5 錠 , 内 膜 
8.4 易 。 病 角 性 質 は 苗 一 の も ゃ の で 且つ 大 骸 増 将 性 
竹 化 一 一 硬化 山 程 一 -- で 一 方 に は 比較 的 若い 個 
龍 が か いり 季 方 に は 個々 の 畜舎 に よ つ て かい ぃ ヽ り 0 
か た が 違う と と が 刊 る 。 解 測 的 に た し か め 得 る 
紅 化 と し て は 肥大 , 振 張 , 心 及 び 血 管 ア フク イリ 
スマ 心筋 手 性 及び 心筋 , 内 膜 , 導 膜 普 び に 房 室 品 
に 於 ける 硬化 及び 石 克 化 が ある 。 研究 結果 に よ 
る と 大 概 は 気 血 心 の 多 敷 層 及 び 部 分 が 同時 に 解 
測 的 怒 化 を 起す 。 その 他 了 肉眼 的 に 認め 得る 以外 





鏡 下 < 認め 得 ら れる 茜 化 が ある (例え を ば 刺 埋 偉 


導 系 )。 笑 血 に よる 繁 杖 障 梨 及び 履 < あ る 過 符 及 
び 不 適 営 な 飼養 等 を 考え を に 入れ る ょ 心 の 機能 障 
姓 , 筋 作業 及び 心 力 の 障 如 か ら 臨床 的 に 刊 貸 心 
の 主要 像 を な すり スム ス 及 び 心 打 の 結果 が 理解 
で きる 。 

SCHAAF。 日 ECKE u. BERT (1935) 心筋 手 化 
は 比較 的 < く る 。 注意 すべ き は 病 媛 が 診 世 的 
償 値 の ある と と で ある 。 一 方 に は 小さ な , 若干 
或 は 多量 に あら われ る 克 白 紅色 乃至 次 白色 の 得 
で 鏡 下 に は 心筋 傷害 と 細胞 性 の 豊富 な 浸潤 及び 
毛細 管 性 充 吉 並 びと 結 締 織 形 成 で し られ る 。 肖 
潤 ( に は 就 中 園 形 細胞 ( 光 巴 球 , 汐 包 様 細胞 , 組 
織 球 ) 及び 若干 の 白血球 と ジ デ ロ チ ー テ ン が 参 
加 す る 。 末 期 像 と し て は 結 締 織 性 療 六 が で きる 。 
他方 大 き な 白色 乃至 臣 白色 が 心筋 内 に 見 られ 
る 。 と れ は 動 有 の 閑 塞 に よ つ て で きた だ も の で あ 
る か ら 筑 血性 梗塞 と 多 る べき で 人 衝 に は 結 締 織 伯 
の , 一 部 は 脂肪 織 を 混 じ た 療 痕 を つく る 。 1 例 
の 急性 例 で は 細胞 浸潤 , 充血 及び 心筋 朋 圭 の 他 
に 毛細 管内 被 細胞 の 増殖 と 症 離 が 上 昌 ら れ を た 。 心 
病 好 に 基く 心 の 臨床 結果 は 特 心 王 朋 及 び 心 翠 
不 洞 期 性 を 呈す る 。 所 見 解 種 。 と の 過程 は 症 
過程 と 解す べき で その 原始 原因 は 確 開 に は 午 ら 
な い 。 それ 故 心 冶 化 は 多紀 性 心筋 疾 及 び 末 期 は 
多 謎 性 フイ ブロ ー ゼ と 名 附 く べき で ある 。 

HJARRE (1936) 第 2 例 ( 肌 死 ) の 心 , 特に 諾 
室内 膜 に 多 敷 の 箕 汰 及び 斑 其 の 出血 。 

Howurov (1936) 心 は 一 般 に 容積 を ます 。 
肥大 は 時 々 可 成 り の 程度 に 達する 。 外 膜 及び 内 





膜 は 履 < 多 敬 性 出血 の 位置 と な る 。 出血 は 就 中 
完 汰 動脈 の 近 邊 に 見 られ と れ は ゲラ チン 様 水腫 
の 中 と 理 れ て いる 。 選 筋 は 目立つ て 褐色 し 殆 ん 
ど 毎 常 述 作 し , 脆く 且つ 虎 斑 を 示し 且つ 婦 克 白 
妃 駿 黄 白 色 の 区 を と も の う 。 | 
NEwEc (1939) 〔 第 1 例 〕 異常 な し 。 〔 第 3 例 ] 
幼 若 肉芽 組織 徐 あ り 。 【 第 6 例 〕 異常 な し 。【 第 7 
例 〕 筋肉 に 稚 秩 細胞 集 疹 和 目 立つ 。 筋 繊 維 自己 
は 塊状 月 壌 し 細胞 は 主として 組織 球 な る も 光 取 . 
球 及 び 光 巴 様 細 肥 , 繊維 毎 細胞 及び フイ ブロ チ 


ーー テ ン も 参加 する 。 


TRAUTWEIN u. ScHMipT (1940) (1) 7 例 で 
は 剖検 結果 心筋 の 導 質 , 茜 膜 下 の 出血 が 確 め ら 
れ た 。 (2) 殺 上 諾 分 牝馬 10 例 と も る 全 部 俺 貧 の 疑 
を 剤 稔 が 物語 つ を 。 心 で は 外 膜 下 並 び C と 禁 膜 下 
出血 及び 心筋 宴 質 失 性 が 診 明 され た 。 3 例 の 仔 
馬 の 沖 検 並び と 2 例 の 洗 附 材料 で は 区 の 病 遂 が 
確認 され を た 。 即ち 心筋 は 粘土 様 , も ろ い 性質 を 
示し た 。 鏡 下 に 於 て 心筋 に は 多 敷 の 宮 質 幾 作並 
びに 格子 湊 組 維 の 増 青 が た し か め られ た 。 

市 川 (1942) 北風 貌 。 心 舌 は 左 室 よ りな る も 
右 室 の 振 張 明 凡 な り 。 心 冠 脂肪 繊 ほ 伺 育 佳 良 に 
し て 出血 到 な し 。 心 内 膜 及び 狂 膜 に 異常 な し 。 
左 室 に 振 張 な し 。 心筋 は 閣 育 侍 良 な れ ど も 町 量 


- に と み 多 少 泡 濁 し 硬度 策 々 減 み す 。 鏡 下 心筋 細 


胞 は 多少 凌 縮 し と の 周 園 毛細 管 は 振 張 し 充血 し 
て いる 。 心筋 間 は 疎 で 多少 淳 腫 の あつ を た 事 を 指 
示 レ て いろ る 。No. 2095 心 笑 は 堪 室 より な る る 大 
室 の 振 張 高度 な り 。 心室 内 に は 豚 脂 様 凝 血 を 容 
れ 右 心 生 は 特に 振 張 す 。 左 心 室 も 多少 振 張 し 内 
膜 下 に 出血 斑 散 在 す 。 左 心 呈 異 常 な し 。 開 膜 装 
置 は 左右 共 異 常 な し 。 心筋 は 左右 共に 潤 濁 し 硬 
度 を 減じ 血 量 に と な 。2.575kg, 鏡 下 右 心 生 壁 筋 
層 は 多少 浮腫 性 で 筋 細 胞 は 大 小 不同 。 細 織 維 が 
明瞭 で 汚染 する 。 中 毒性 の 所 見 相 闘 な も の で あ 
る 。 毛細 管内 被 細胞 は 増生 し て いる 。 流産 菌 の 
栓 塞 が 見 られ 時 に 多少 中 性 多 桜 白 血球 が 浸潤 レ 
て いろ る 所 が あら 。 左右 心室 壁 の 所 見 も 右 選 吐 の 
も の と 同様 で ある 。 
10. 血 管 

OrrERIcH (1922) 稀有 な も の と し て の 1 例 報 
告 所 見 。 綿 て の 臓器 に 出血 性 梗塞 及び 鼻腔 と 血 
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塊 が 認め られ る ろ る 。 「 

MIATHTESEN u. GLASSER (1926) 心 内 膜 と 同 
じょう な 姓 化 が 動脈 特に 動脈 内 膜 に 見 出さ れ 
_ る 。 此 の 動脈 絡 化 は 大 概 心 内 膜 織 化 = 一 緒 に 超 
る が 時 に は 男 狼 で 起 る 。 と の 織 化 は 主として 小 
さい , や つと 見 える よう な も の か ら 護 爪 の 種 大 
杖 園 形 の 病 寺 か ら な りこ と れ は 内 膜 の 中 へ 宿 党 し 
だ よう に 見 を る 。 大 動脈 内 膜 の 表面 は 鯛 れ る と 
と が で きる 。 何故 な ら ば と れ 等 の 病 電 は 心 内 膜 
の も の より は 強大 に と び 出 て いる か ら で , その 
場合 個 え の 小 唯 趣 の 表面 は 粗 類 で は な く 清 澤 で 
ある 。 血管 の 長 軸 方 向 に , その 敷 は 一 部 は 非常 
と 多 敷 に 澤山 の 微小 病 乾 が 群 を な し て 並ん で い 
る 。 その 色 は 肖 区 色 , 硬度 は 常 , 重 篤 な 程度 で 
は 病 井 は 趣 始 部 の みな ら ず 大 動脈 趣 始 部 か ら ボ 
タリ 氏 管 の 療 意 の 後方 に 迄 見 られ , その 場合 は 


大 動脈 の 大 き な 部 位 が 在 等 に 侯 さ れ て 斑 清 で な 


く 鍛 が あり 且つ 肥厚 し て いる 。 肥厚 に は 大 動脈 
内 膜 $ 参 加 し 且つ 大 動脈 息 (Aortenohr) は 病 
て 優 され た 部 位 で は 厚く で て 固く, と わ ば つた 様 
に 見 を る 。 石 克 沈着 は 見 られ な い 。 大 動脈 内 膜 
の も の と 同じ よう な 織 化 が 一 度 だ け 搬 膜 の そば 
の 内 膜 に も 澤 軸 の 踊 豆 大 乃至 局 豆 大 の 結節 と し 
_ で て 見 らち られ, と の も の は 獲 膜 の 内 膜 に 幅 の 廣 い 柄 
で も つて 附 着 し て いた を 。 何れ の 例 に 於 て も 結節 
は 容 算 な 結 締 織 作 の $ る の で で き 其 の 頂部 は 次 色 
、 妃 至 克 紅色 , 脆く 潤 濁 し 指 の 聞 で 砂利 様 に ふれ 
る 。 一 度 は と の 他 心 及び 大 動 須 病 織 と 並ん で 用 
動脈 が 一 般 に 強く 肥厚 し て いた 。 有 の 割 面 で 動 
、 豚 断 面 が 長 の 厚い 黄 白 色 の 輪 と し て 他 よ りゃ も と 
び で ヽ ぃ いた 。 肌 尊 膜 に 見 られ る 淡 及 び 濃 紅色 の 
斑 申 に は 診断 的 意義 が と れ 迄 附 さ れ て 來 た が 我 


。 我 は 其 を 確信 むる と と が で きだ ない 。 何故 な ら ば 


新 様 な も る の は 普通 の 居 殺 馬 で も 見 る か ら 少 く と 
る 慢性 信 條 及び 健康 馬 で は 軍 純 な 小 充 血 か 或 は 
婦 覆 膜 中 に 入り 込ん だ 血液 の 豊富 な 宙 質 部 か 或 


。 は 刀 時 に は 小 滋 血 区 で ある と と ぃ 思わ れる 。 そ を 


し て と れ 等 の も ゃ の は 必殺 時 に で きた も の で ある 
- と と は 我々 の 見 る ゃ の は 新鮮 , 徴 小 , 納 墓 性 の 
。 血液 性 組織 淫 潤 が 茨 膜 下 に 起 つ た も の で , 浴 血 
斑 の 結果 誠 態 で は 決し て な い の で ある 。 

Horz (1938) 馬 の 閉 寒 竹 血 答 血管 交 に 於 け 
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る 項 管 の 肉眼 的 所 見 。 大 動脈 の 前 部 に $ ぁ 後部 と 
も , 久 そ の 周 間 性 の 大 き な 枝 及び 静 了 道 に も 徴 
小 , 可 大 の 限 界 に ある , 不 規則 , 園 味 ある 或 は 
枯 園 形 , 次 紅色 政 は 拍 色 乃 至 次 色 に 見 を る 隆 
起 惑 は 横 か ら 見 た 時 だ け 血管 内 膜 硬 に と び 出 た 
隆起 と し て 見 らち れる 。 但し 大 き な も の は 大 族 程 
の 大 き さ に と 迄 な る 。 個 そ の 結節 が 融合 する と と 
は ある が と い 迄 に まだ 全 血 管 腔 が 完全 に 詰 物 さ 
れ て し まつ た の を 見 な い 。 1 例 に 於 で 大 動脈 後 
部 に 完全 な 血栓 症 (白色 大 表 血 栓 ) が 見 られ る 
同時 に その 分 枝 の 血 総 形成 が 膝 層 所 迄 の び て い 
る の が 見 られ を 。 組織 像 。 人 の 閉 案 性 血栓 性 血 
管 基 と 非常 に よく 似 て いる 。 主として 結 簡 型 内 
膜 肥厚 が ある 。 と れ 等 は 結 締 織 に 細 化 し な い 間 
は 著 明 な 目標 は その 放線 訴 構造 で ある 。 即ち ポ 
リー プ の よう な 高 園 培 誠 の 内 腔 細胞 は 血管 腔 内 
C 膨 叶 す る 。 DORcKk と 共に 私 は と の 時 期 を 閉 
人 寒 性 動脈 内 膜 炎 第 1 型 と 名 附け る 。 時 に は 腔 間 
は 四 際 に 多 敷 の 血 道 に わけ られ る 事 が 微小 血管 
に 於 て 抽 察 きれ る 。 血管 刻 は 多かれ 少 か れ 不 完 
全壊 死 性 に な つた 現象 と を あら わし と に は 筋 硫 
の 膨 化 と 其 の 柱 の 消 和 失 を と も の う 。 フ オ ル マ リ 
ン 処 本 で は 退行 獲 作 に 陥 つ の を た 壁 に フォ ル マ リ ン 
色素 が 見 らち れる 。 第 2 基礎 型 は 主として 犬 き な 
動脈 に 見 られ る 。 と れ は 結 飾 性 アテ ロス クレ 
ー ゼ と 非常 に よく 似 て いる 。 中 膜 の 上 に 外 様 の 
附 起 及 び 結 衛 様 肥厚 が 見 られ る 。 但し 動脈 硬化 
症 と 屋 別 され る 同 は アテ ョ ー マ 物 質 穴 損 Athe- 
romauSbruch を 有 し な いと と で ある 。 内 膜 結 
急 の 主 物質 は 上 富 な 膨 原 及 び 弾 力 繊維 か ら な つ 
て いる 。 内 弾力 層 は 所 を よく 保 た れ て お おり, 婦 
履 々 破 太 し 且つ 自 け て いる 。" と の と と は 内 膜 結 
下 と 於 て も る 同様 で ある 。 外 弾 力 層 は 破片 化 の 
他 に 弾力 繊維 化 の 像 を 呈す る 。 有 並 びに 膳 で は 
履 々 外 膜 畿 維 化 に 林 過 する 。 大 き な 血 管 が 内 膜 
附 趣 物 polster で 形 を 和 失 つ て 再び 疎通 し た 時 に 
は 正 管 の 特徴 は 未だ と れ を 有 し て いる が 併 し か 


か る 頂 道 は 機能 的 に 意義 は な い 。 


BorrE (1939) (1) 偉 貸 馬 39 頭 (30) に 誰 
て 肺動脈 に 本 龍 を 同じ くす る 肉眼 的 可 逢 比 が 
ある 。(2) と れ 等 の 獲 化 は 貧血 心 で 誠 明 され た 
も る の と 本 質 を 同じ くす る の みな ら ず 次 の 征 で も 
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似 て いる 。 婦 ち 牡馬 の みな ら ず 幼 若 馬 に 多く 見 
られ 且つ 厩舎 別 で 若干 の 相違 が 見 出さ れる 。 
3) 肺 動 販 幾 化 は 2 爽 性 の 肺動脈 硬化 と 解 され 
其 の 成因 は 慢性 心 婚 化 が 開 奥 する と され る 。 と 
れ 等 雨 臓器 の 幾 化 は 全身 作 硬 化 症 の 部 分 症 と 解 
され る 。 (4) 押 栓 性 鍵 化 は 原因 的 に 血管 藤 反 鷹 
と 開 係 が ある 。 聞 化 の 部 位 。 大概 の 場合 は 肺 動 
脈 主 枝 が 側枝 に わか れ 肺 に 入る 所 又 無 管 枝 の 枝 
を 側面 か ら ま わり 尾部 の 方 へ まな る 所 で ある 。 
と の ま が る 所 は 小さ な 肺 内 血管 分 枝 の 建 在 に よ ょ 
つて 目標 が つけ られ と の 場所 を めぐ つて 獲 化 が 
群 在 し て いる 。 第 2 の 場所 , と れ は 第 1 の も の 


て 問 し て は 其 の 頻度 は ぐつ ょ と 少な い が 和 下面 的 に 


弧状 に 背 尾方 に 上 昇 す る 肺動脈 の 超 始 部 で あつ 
て , その 心 起 始 部 と その 近隣 部 位 が 病 織 に 侵さ 
れる 。 最後 に あげ 得る の は 肺動脈 の 肛 終 部 も 或 
程度 好 衣 部 位 で ある 。 

病欠 性 質 。 二 つ の 異 つ た 型 に わけ られ る 。 (① 
脂肪 物質 の 沈着 。 (2 固い 長 の 隆起 物 ,: (a) 結 


節 型 。(b) 昔 床 状 板 。(c) 次 び 及 助 骨 様 物 。 第 1 


型 で は 環 其 に 血管 分 枝 部 の 周 園 に 集 り 若干 の 斑 
と し て 見 られ る か 或 は 上 板 状 に も り 上 る , 潤 濁 
し た 黄 白 色 の 脂肪 物質 沈着 で ある 。 これ 等 は 大 
概 軽 度 に 限 具 さ れ た も の で あろ が 価 通 常 は 左右 
本 側枝 が 同時 に 侵さ れる と と で ある 。 1 側 だ け 
が 侵さ れる 場合 は 左側 肺動脈 枝 が 特に を ら ば れ 
る 。 と の 幾 化 の 初期 を あら わす 内 膜 沈着 は 26 例 
(66) に 見 られ を た 。 第 2 型 の 固い 壁 只 起 は 上 
逃 角 化 に 半 し て 本 質 的 に 強い 程度 の も の で あ 
る 。 36 少 に と 詩 明 され た だ 。 こ と れ は 肺 内 で も 肺 外 で 
も 誇 明 され 且つ a, b 及び c 型 に 分 け られ る 。 
(4) 結節 諸 は 次 豆 大 に 到 る , 固い 次 白色 乃至 黄 
白色 の も の に 見 を 5mm 迄 と び 出 た 不 規則 な 
丘 状 猫背 様 物 と し て 見 える 。 と れ 等 は 軍 敷 の 時 
に 限界 明 上 峡 に , 凌 在 の 時 に は 融合 し て 結節 炊 隆 
超 其 の も の か ら 敷石 其 の 外 鐘 を 呈し と その間 で 内 
膜 は 太い 角 に な つて 集中 し て 走る 。 上 水 結節 は 
その 内 部 に 後 細 粉 誠 の 石 次 含有 沈着 が 見 られ 
る 。(Db) 昔 床 汰 板 は 表面 は 滑 澤 乃至 舌 を 有 し で て 
居 在 , 不 規則 で 園 味 を び て 長く の び た 石 次 化 
し な V い 限局 性 の 内 膜 胎 隆 で ある 。 これ 等 の 硬化 
性 板 及 び 笑 起 は 瀬戸 物 様 光 澤 と 大 概 は 黄 色 の , 


時 に は タ 農 滴 様 の 色調 を 有する 。 位置 か らい 2 
と 小さ い 肺 内 の 肺動脈 側枝 の 起 始 部 に 好 底 し 3 
倍 銀 貨 大 に 達する 。 (c) 第 3 の 且つ 最も 稀 な 型 
と し て 肺動脈 起 始 部 に ある 不 規則 な 交 訴 棚 及 び 
助 崩 様 内 膜 肥厚 が ある 。 但し 血管 の 走行 に 一 致 
し て 存する 固い 結 締 織 色 の 壁 硬化 が 肺動脈 壁 の 
拶 管 枝 分 枝 の 軟骨 輪 に 境 を 接し な い 所 に ある が 
と れ と 混同 し て は な ら な い 。 組織 像 に は 深く 入 
ら な い が な グラ ヌ ロ ー ュ 様 内 膜 増殖 , ヒア リン 化 , 
著 明 な 脂肪 化 及び 石 克 化 , 肥大 , 弾力 織 維 が さ 
け て 吾 粒 伏 に と われ る と と , 中 膜 破 玩 及び 壌 死 , 
導 浪 等 が 見 られ る 。 

所 見 の 意味 づけ 。- 上 迄 の 獲 化 は 其 の 性 格 は 同 
ーー の も の で あつ て 肺動脈 遼 化 で ある 。 そ の 本 諸 
か ら 見 る と 貸 功 で 見 られ た 病 毅 と 一 致す る 。 て と 
れ 等 の 所 見 に よる と 茨 の 問題 が 超 る 。 心 及 び 肺 
動 有 病 角 の 間 に 何 か 開 係 が ある の で あろ うか , 
心 筐 常 は 恐らく 小 循環 で 見 られ る 病 銀 に 責任 が 
あり と する こと ょ 。 それ 故 謝 動 有 販 遂 化 は 2 爽 性 肺 . 
動 肛 硬 化 で ある と する と 。 更に は 心 及 び 小 循環 . 
に ある 硬化 過程 を 全身 性 大 化 症 の 部 分 症 と する . 
か , 即ち 貸 血 ウイ ー メ ルス が 生 爾 内 で は 全身 性 に 
正 管 結 締 織 の 硬化 を 超す も の か と いう と ょ と 。 最 
初 の 問題 に 関し て は 火 の と と が 言え る 。 婦 ち 肺 
動脈 硬化 例 の 39 例 の 大 概 の も の は 心 の 多 敷 場 
所 及び 居 を 侯 し て いる と と で ある 。 それ 故 そ の 
際 心 振 張 , 心 肥大 , 心筋 織 性 , 療 渡 形成 , 一 部 
に は 谷 心 室 及 び 房 克 の 骨 化 , 心 内 膜 敵 , 硬化 性 
大 動 肛 過 程 , 得 誠 及 び 痛 墓 性 歴 内 膜 及び 外 膜 及 
び 助 膜 療 彰 が ある 。 それ 改 上 枯 の 心 幾 化 は 勿論 
則 性 的 の も の で あつ て 心 笑 動 , 血 有 動 搭 , 肺 循 
環 に 支障 竹 に 働く も の と する と と が で きる し 刀 
と れ 等 の た め に 肺動脈 硬化 を 超す 上 に 筋 同 銘 意 
義 を 附 せ られ る 。 第 2 の 問題 は 作 血 毒 が 生 柄 内 
で 全身 性 に 血管 結 締 繊 硬化 を 起す と いう と と で 
私 は 特殊 文献 か ら の 他 の 人 の 所 見 と = 一 致し て と 
れ を 青 定 する 。 私 の 剤 検 で は 心血 管 及 び 肺 血管 " 
(大 動脈, 心 完 動 脈 , 肺動脈) の 他 殆 ん ど 規 則 的 
に 門 脈 , 肝 , 腫 及 び 腎 の 血管 に 窟 状 或 は 滞 衣 性 
大 化 性 包 程 を 見 た 。 最後 に もち う 一 つと の 開 係 に 
つい て 和 湖 べ た いと と が ある が と れ は 私 の 知れ る 
限り で は 未だ 少し し か 注意 され て いな いし 且つ 






_ 事情 に ょ つて は 上 逃し た 血管 歴 織 化 と 開 係 され 
る と と が で きる 。 それ は 爽 の 盾 察 で ある 。 印 ち 
130 例 の 俺 貧 馬 中 少く と も 29 例 は 出血 , 幸 死 及 
び 血 栓 性 の 苦 痕 (肺動脈 及び 門 脈 ) = 並ん で 肝 , 
腫 , 覧 , 結腸 , 盲腸 を その他 の 血管 に 動 メ ー ト ル に と 
も 及ぶ 長い 自 色 惑 は 紅色 血栓 又は 栓 子 が 見 られ 
その 寄生 性 性 質 は 除 鱗 の 剖検 所 見 が 何 の よ り 所 
も る 興 え を ない 。 
11. 脱 脊 請 

OsrERTAG (1890) 腰 槍 都 脊 骸 中 心 管 裏 湊 胎 
- 大 し 水腫 性 。 ' 
HEMpEr (1908) 勝春 計 に は 細 化 認め られ ず , 
特に 出血 は な い 。 

SEYDEREHELM (1914) 〔 第 9 例 ]。 硝 髄 は 頸 都 , 
背部 受 部 共に 絆 性 な し 。 所 々 に 到 度 の 白血球 浸 
潤 。 | 
HorZz (1937) Ependymitis に 於 ける 肉眼 
可 恒 病 疾 。 育 性 頭蓋 を 除去 し た 後 で 直ぐ 軟 膳 膜 
鞭 度 の 次 白色 潤 濁 に 無 附 く 。 騰 府 の 方 が この 獲 
化 は つ ょ い 。 剣 離 困難 な 春 軟 坪 膳 膜 の 疹 着 は 見 
た と と が な い 。 騰 は 手 易く 無傷 で 頭蓋 か ら 取 り 
出す と と が で きる 。 年 球 の 後頭 葉 極 に 於 て 和 突出 
が な で きる と と も あり 又 そ の 無配 を 見 せる 事 も あ 
る 。 脳 室 液 は 時 に は 潤 滴 し 増量 する と と が 常 で 
ある 。 導水 管 及 び 中 心 管 の 騰 室 壁 は 一 様 に 化 
し て いて 次 紅色 ビロード 様 笑 粒 性 の 光洋 の な い 
表面 を あら わす 。 政 は 婦 背 部 膳 室 情 に あつ て は 
硝子 の く $ り 程 の 薄 さ の 膜 な が あつ て と れ は 刀 で 
取り 除く 事 が で きる 。 時 に は 注意 深い 検査 及び 
ルー べ で 見 る と 小さ な 編 毛 様 像 を 導水 管 に 見 る 
が とれ は 極め て 繊細 な も の で ある 。 確 貢 且つ 最 
後 的 の 判断 は 題 敏久 検 査 に こよ つ て は じ め て 下さ 
れる 。 或 る 1 例 で は 園 い 粟 粒 大 及び 静 森 粒 大 の 
紅色 小 紅斑 ( 凶 作 し た 血管 月 と を ゃ つた 血管 科 ) が 
全 騰 室 系 に 見 られ る が 脳 室 璧 の 印象 は 未だ 
Ependymitis 像 に は 一 致し な い 。Stuttgart の 
州立 沙 攻 検 査 所 の 綴 験 で は EpendymititiS の 
) 際 に は と の 幾 化 は その 軽微 さ の を め 看過 され 肥 
く 且つ 事情 に ょ つて は 騰 敵 の 眞 真 の 性 質 は か く 
され て いる 。 これ に と 反し 高度 の 幾 化 が 膳 の 肉 眠 
検査 だ け で 確 頁 に 診断 され る 。 特に 額面 断 に つ 
くる と 導水 管 及 び 中 心 管 の 完全 な 閉鎖 が た し か 
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め ら れる 。 その 他 の 団 で は Ependymitis の 際 
他 の 膳 の 病 の 場合 の 様 に 膳 友 質 に コレ ステ リン 
沈着 が 見 られ る 。 Ependymitis の 1 例 に 於 て 年 
球 の 軟 騰 膜 直下 に 次 白質 中 に 小さ な 森 粒 出血 が 
見 られ た が と れ は 組織 移 的 に 娠 いも な く 生前 の 
出血 と みな され た 。 Ependymitis に 於 ける 中 心 
至 系 の 組織 驚 的 好 化 。 血管 抽 置 及び 軟 脳 膜 織 
化 に 開 す る 限り 完全 な 一 致 が 見 られ た 。 但し 勝 
室 鍵 化 に は 多かれ 少 か れ 極め て 意義 の 深い 看 別 
が あり と これ は 時 間 的 に 追求 で きる 茨 経過 進捗 度 
に 基く と と が 訟 明 さ れる 。 こと の 結果 は 病理 散 生 
に と り 重 要 で ある 。 各 の 以前 の 記 基 に よ つ て 制 
る 様 に 騰 邊 質 を 騰 室 液 か ら 分 つて り 且 つ 機能 
的 に は 代償 的 の 脳 騰 室 液 防 塞 と みな され る 肉芽 
組織 は 種々 な 組成 を も ぉ つて いる 。 肉芽 形成 が 主 
と し て 中 礎 葉 か ふら 成 り 立 つた 敵性 産物 並び に グ 
リア 性 要素 ぬら な り 立 つと いう 事 が 明白 に され 
た と し て も と の 過程 の 縮 生 は 読 明 さ れ た わけ で 
は な い 。 病 緩 程度 は 過程 の 末期 を 結論 づけ 得る 
と し て も と の 出來 ど と の 初 謎 事項 に 開 し て 確 賀 
な 推論 を 下す と と は 可能 で は な い 。 最近 私 が 研 
完 し た 圧 明 な 好 化 に よ つ て 人 秋 生 論 に 於 ける と の 
鉄 陥 が 或 る 程度 みた され を だ 。 と の 例 で は 導水 管 


- の 壁 に 紋 毛 様 物 が 肉眼 的 に 見 られ を 他 特 異な 咽 


は な か つた 。 圧 明 な 肉 形 成 は な い 。 及 に ルー 
べ 振 大 で こと の 例 の 中 騰 に 於 て 導水 管内 長 の ポリ 
ー プ 様 作 質 が 判る 。 Ependym 層 は 佐 に な つて 
見 を , 一 方 に 於 て 突 超 を , 他方 に 於 て 高 を 示す 。 
且つ 粗 略 に 見 る と Ependym は パ ビ ピロ マト ー ゼ 
の 像 を 星 す る 。 組織 像 を 注意 深く 吟味 する と 組 
織 像 は ポリ ー プ 形成 物 を 個 え C 追求 で きる が と 
れ は と の 例 C 於 て 種々 な 場所 で を それぞれ 異 つ た 
進捗 度 を 示す か ら で あ る 。 見 た と と ろ 全 時 期 は 
Ependymitis の 初期 を 示す ょ うに 見 を 且つ 其 
の を た め 時 間 的 に は 導 化 同志 の . 間 に は わ ま か な へ 
だ た り し か な い 様 に 思わ れる 。 最も 著 明 な 獲 化 
は Ependym 直下 に 横 た わ つ て いる 層 に 見 られ 
且つ Ependym 層 と グリ ア と の 間 に 大 き な 明る 
い 開 隙 が 認め られ る 。 若干 の 場所 で は グリ プア 構 
造 は 殆 ん ど 認 め ら れ な いか 或 は 軽く 疎 閑 に な つ 
て いる に 過ぎ な い が 他 の 場所 で は 先 全 に と われ 
且つ 大 き な 淡 明 空 除 と し て 標本 を 占め る か ら グ 
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リプ 構造 は Ependym 層 と の 連絡 を 失う 。 騰 
宣長 は 時 * その 上 皮 を 完全 に は が れ て 裸 に 見 を 
る 。 裸 の 歴 が で きる 原因 と し て は 甘 明 な 急性 英 
性 Ependym 下水 腫 が 考え られ る 。 水腫 領域 中 
に は 澤山 の , 但し 周 層 を 主として 漆 包 球 様 細 
胞 ( 略 形 ) が あら われ と れ は グリ プア 要 素 と 大 別 
する と ょ と が 困難 で ある 。 水腫 化 は 或 場所 で は 他 
に 於 ける より も 張 い か ら 上 度 は いろ いろ の 弾き 
で 腔 内 へ 向 つ て 礎 過 され る 。 強度 に 浸 漬 され た 
井 が 直接 並ん で 横たわる ょ 級 毛 乃 至 ば リー プ 人 性 
Ependym 和 突出 が が でき その 間 に 意 秩 の 階 凹 が で 
きる 。 と れ が 生前 に で きた も の で ある と いう と 
と は 弾 度 に 振 張 し た 毛細 管 座 が 突出 物 の 中 に 誇 
明 さ れる と と ょ * 導 反 鷹 が と の 領域 の みな ら ず 
近隣 組織 に も 詩 明 で きる か ら で あ る 。 上 皮 上 層 が 
下層 か ら 完 全 に は が れる と Ependym 細胞 は すぐ 
C 年 壌 死 性 現象 を な と す 。 所 を 々 に は 上 逃し た よ 
う に と PEpendym 下層 は 上 上皮 上 層 か ら 先 全 に は が れ 
る 。 非常 に 高度 の 傷害 に も か ぃ わら ず ま と の 相 鷹 
し た グリ プア 繁殖 が 差 堂 つ て 見 られ な いと と は 不 
思 議 な た と と で ある 。 グリ ア に は 東電 現象 は ある 
(に は ある が 私 の 考え で は 半 性 の 程度 に は 相 應 し 
な い 。 更に 進ん だ 若干 例 で 確 買 に 示さ れる よう 
に 病 の 経過 が 進む と は じ め て 明か に 急性 水腫 が 
後退 し た 後 症 細胞 で 混ぜ られ を グリ プア 準 木 業 
(Gjiastrauchwerk) (と れ は ヘル = テア 誠 に 室 腔 
内 へ 突出 し ) 騰 室 液 の 腔 内 礎 に よ ょ つて 無軌道 的 
の 増殖 を さま たげ られ 且つ 後に は 万 に 審 接 し た 
ジン チチ ウ ュ 性 グリ ア 基 渡 こ ょ つて 補充 され 
る 。 と の 共 浪 は 所 < ぇ Ependym 上 に 横たわり 且つ 
微細 な 結 締 織 素 に よ ょ つて つら ぬか れ て いる 。 興 
らく 興味 の ある の は 肉芽 組織 の 唯 中 に 所 々 騰 液 
防寒 か ら 遠 く は ほな れ て 多かれ 少 か れ 保持 し て 吾 
され た Ependym 細 有 が 正しく 病 以 前 に あつ を た 
で あろ うそ の 代 の 列 序 で 見 られ る と と で ある 。 
極め て 徐 接 し た 領域 を 世に くら べ る と 時 殆 ん 
ど 北 化 の な い 層 が 棄 に 重 篤 疾 化 を 受け た 層 の そ 
ば に ある と と い ぐ 祭 付 く 。 膳 密 肉 芽 が その 深部 に 
於 て 未だ 連絡 が あり 列 序 を 保つ て いる ._ 上 度 細胞 
を 示す も の が ある が それ は 成因 的 に は 確 輌 に 
Ependym 上 の 形成 物 と みな すべ き で ある 。 何 
改 な れ ば と れ は 傍 か ら 人 遺 在 し て いた Ependym 





島 の 上 に まつ て 來 て 且つ 後に と これ を その 中 へ っ 埋 
没 さ せ て し まつ た も の と 考え を られ る か ら で あ 
る 。 と の 考 の 基礎 に な る 他 の も の は 今 迄 に 一 度 
も 大 領域 に わた つて 連絡 の ある Ependym 細胞 
を 肉芽 組織 中 に 見 な か ム か つ たから で ある 。 次 或 は 
管 , 更に 豊富 に 分 枝 し た Ependym 形成 物 は 上 
皮 細 胞 の 増殖 の 他 , 主として 茨 過 程 に ょ る 舌 形 
成 に 上 せ られ る : と の 過程 は 敵 い も ゃ な く 《 皮 に 正 
常 開 係 に 於 て すら 甘 度 の 傾 形成 に ある か ら で あ 
る 。 時 と し て 相 應 する グリ ア 繁 殖 の 際 に ジル ビ 
導水 管 腔 は Ependym 下 の 腫瘍 炊 毅 公 の 結果 一 
部 ふさ が れ て し まう 。 中 心 削 経 は と の 絵 化 と 圭 


し 女 何 な る 父 徐 を 示す か に と 就 て 次 の 例 を あげ る 


と と が で きる 。 延 過 に 於 ける 中 心 管 は 完全 に 肉 
芽 組 織 で 占 居 き れ て し まつ て 固有 の 膝 は 座 明 さ 
れ な く な つて し まう 。 形 描 大 の 時 だ け と の 時 期 
に 於 て 未だ 所 < Ependym 鳥 が 應 明 さ れ , と れ 
は 管 伏 の ゃ の に か た まる が 機能 的 に は 完全 に 意 
姜 が な い 。 組織 生 的 に は 管 の 1 側 の Ependym 
肉芽 が 他 側 の それ に 近づい て 來 て と に 含 れ あい 
用 に 血管 結 締 織 の 参加 の 下 ほ c 固い 結合 が で き 
る 。 茨 に 腔 織 化 と 膳 の 血管 打 置 に 於 ける 次 性 現 
象 と の 開 係 に 入ろう 。 Ependymitis の 時 に は 強 
い 汐 包 球 様 浸 演 が 通例 ある よう で ある が と れ は 
切片 標本 を 精査 し て は じ め て 制 る 。 何故 な れ ば 
騰 に 於 て る 軟 膜 に 於 て で も ご どく わずか な 浸潤 (大 
き な 通 覧 標本 に 於 て すら 唯 1 箇 の 浸潤 ) が くる 
だ け で ある か ら だ 。 それ に も か いわ ら ま 帝人 他 の 
弓 度 は 強く 且つ と の 領域 に 於 ける その 他 の 給 験 
と 相反 する 。 解 沖 的 に は 茨 経過 が 治療 に 向 2 と 
浸潤 は 敷 的 に 減 ま る が Ependym 北 化 は 必 し も 
夫 行 し て 減じ は し な い 。 併 し 一 方 他 の 中 心 御 経 
系 の 級 串 の な い 狗 立 性 の EEendymitis の あつ 
た こと は な い 。 グラ ヌ ロ ー ュ 様 増殖 が 中 心 逮 経 . 
系 の 血管 打 置 に つく られ る と と は 病 の 吉 さ C 翌 
する 若干 の 標識 に な り 且つ 肉芽 形成 が 未 期 に 向 
つて 強く な る と いう 邊 に 開 し て は 未だ 確 買 な 制 
断 が 下さ れ て い な い 。 病理 解剖 的 に は 上 鞍 の 
Ependymitis 例 は 今日 の 知 昌 を以て すれ ば 所 詩 
獲 立 性 類 症 性 症候 群 を と も な つた 膳 膜 膳 敵 で あ 
る 。 感染 性 騰 春 帳 内 に 翌 する 郊 別 標識 と し て は 
解剖 的 に 第 1 に Ependym 龍 化 と 血管 肖 潤 の 種 
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類 と を あ ぐ べき で ある 。 一 般 に ボル ナ 病 及び 
Waurttenberg の 感染 性 騰 春 髄 天 ( 軍 踏 獣 ) で は 
閑 巴 球 性 浸 滴 が 静 肛 に 強く と れ に 反し 動 暫 に 騰 
いか 或 は 久 鉄 け て いる 時 が あり Ependymitis の 
時 に は 反 器 の 開 係 が ある 。 Ependymitis で は 第 
1 と 膳 及 び 膳 膜 の 稽 々 大 き な 動 脈 が 攻 化 の 座 で 
あり 静脈 及び 毛細 管 は 比 化 少く 度々 全然 優 さ れ 
な い 。 と ヽ が 重要 な 臣 別 四 で ある 。 1 例 に 於 て 
は 今 逃 べた 目標 が “Ependymitis” と いう 診 
叫 に 問 す る 確 邊 な 指導 標 で ある 。 浸 潤 の 種類 は 
感 貧 倫 膳 谷 髄 災 の 場合 の も ゃ の に 肢 し 第 2 の 尾 別 
目標 と な る 。 後者 に 於 て は よく 知ら れ て いる 通 
り 密 寛 な 光世 球 性 肖 滴 が ある に 比 し Ependy- 
mitis の 際 の 浸潤 の 性 格 は 大概 グラ ヌ ロー ムラ ュ 構 
造 で あり その 中 で は 細胞 は 展 々 組 窒 度 少 く 繊 維 
形成 性 繊維 母 細 胞 で も つて で つら ぬか れ て いる 。 
と の 大 さき に 開 し て は グラ ヌ ロ ー ム メ 様 増殖 は 騰 血 
管 に 於 て も る 騰 膜 血管 に 於 て も 細胞 浸 渡 程 の 高度 
に 達する 。 唯 そ の 属 別 は 大 き な 通 覧 標本 に つい 
て 完全 に さがし で て は じ め て 明か に な る の で あつ 
て 個々 減 潤 を 見 る と どちら に 属す る か に は 明か 


Cc 疾 問 を さ し は さ み 得 る 。 完全 を 期す る た め 欧 


の 事 を 附 記す る 。 皮質 直下 の 突 質 血管 に は 馬 の 
脆 水 睡 の 場合 に ょ く 似 て 銭 下 に コレ ステ リン 沈 


-。 着 が 見 られ , と れ は グラ ヌ ロ ー ム メ 様 敵性 血管 浸 


潤 の 中 結晶 と し て 多 汗 に 封 人 され て いる 。 注 
意 す べき は 茨 症 負 程 (皮質 コレ ステ アテ トー ゼ の ) 
は 上 生 の ゲラ ヌ ロ ー ュ 様 自 管 比 に 翌 應 する の 
で ユ レ ステ リン 沈着 は 明か と 性 関係 の も の で 
あり 且つ 又 病 好 は 大 き な 振 り に 達する に も か 
か わら まず 多かれ 少 か ら 孤 在 性 を 示し て いる 。 
Ependymitis granulariS の 特徴 を 要約 する と 


ボル ナ 病 と 同じ よう に 内 及び 外 表 面 に 沿う て 許 


な 擬 化 が 見 られ 是 つ 婦 雨 著 の 間 に 著 明 な 二 別 が 
な され る 。 但し 後 細 な 比較 論 は 後日 の 研究 を 侯 
つ で な さる べき で ある 。 今回 の 研究 例 中 2 例 に 
於 て で は 肝 腫 及び 腎 の 組織 研究 で 俺 貸 特 有 の 襲 化 
が 確認 され 更に 他 の 2 例 で は や は り 俺 貸 が 誠 明 
され , 更に 他 の 3 例 で は 種々 な 種類 の 臓器 拓 化 
が た し か め ら ちら れ た か ら 病理 和敬 生 的 に は 代 症 性 質 
の も の で は な い 。 何れ に し て も 本 報告 例 は 騰 の 
研究 及び 俺 自 研 究 に と つて 高い 償 値 を 有 し で てい 
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る 。 

Horz (1938) 俺 徐 に 開 し て は 重要 な 研究 は 
ある に は ある が 未だ 不 完全 な も の で ある 事 は 最 
近 私 が 今 迄 知ら れ て いな か つた 中 心 御 経 の 患 を 
明か に し た と と で し られ る 。 所 調 Ependymitis 
の 超 る 事 に 就 て その 後 つ ゞ いて 研究 し た 所 に よ 
る と 膳 の と の 病 は 俺 自 の 慢性 期 に 於 て は 特殊 の 


役 を 演 ま る 。 感染 結 過 が 長け れ ば 長い 程 病 組 珠 


C Ependym に 於 ける も の は 故 明 の も の で ある 
よう で ある 。 騰 に 於 て は 血管 肖 潤 の 他 に (動脈 外 
膜 の 光 巴 球 様 細胞 及び 繊維 母 細 胞 の 浸潤 ) , Epe- 
ndym 肉 英 形成 が 全 側室 政 は その 若干 箇所 に だ 
け 起 る 。 履 < 了 肉眼 的 だ け で 確 貨 な 診 世 を 下す こと 
と が 可能 で ある 。 Wurttenberg で 負 馬 を 規則 槍 
に 検査 する よう に な つて 検査 し た 膳 の 61 に 於 
て 者 明 な 帝 化 が ひろ じ 振 り に 於 て た し か め ら れ 
た 。 と れ に よれ ば 中 心 細 経 が 病 の 経過 に 参加 す 
る と と は 著しい も ゃ の で 侯 貸 診断 に は 重要 な 意義 
が ある 。 未 格 王 綴 系 が 査 病 す る と と に 開 し て は 
衝 来 何等 報告 され て いな い 。 億 気 で 負 れ た 馬 の 
血管 装置 を 更に 進ん で 研究 し た 上 で 全身 血 道 に 
就 て 更に 注意 深く 研究 し 且つ 就 中 Ependymitis 
と の 開 係 を 確立 する 必要 が ある 。 俺 気 に 際 し 特に 
其 の 動脈 が 人 の Thromboangitis obliteranS 
と 非常 に よく 似 た 織 化 を あら わす 。 但し 馬 で は 
人 間 に 於 ける 様 に 固有 の 血栓 形成 像 は 必 枯 所 見 
で は な い 。 馬 の 億 徐 に 於 ける Thromboangiiis 
obliterans の 結果 。 人 の Thromboangitis に 
ょ つて 起 る 現象 特に 内 臓 の も ゃ の を 億 仙 の も ゃ の と 
比較 する と 注目 に 値する 一 致 が 見 出さ れる 。 町 
ち 心 療 浪 形成 , 心 振 張 及び 肥大 , 心筋 の 螺 様 共 
性 及び 横隔膜 並び に 骨 稿 筋 の 蝶 様 殺 性 , 内 臓 殊 
に 腫 の 梗塞 形成 , 人 の Abdominelle Krise ( 馬 
の 聞 痛 ), 肺 の 褐色 遼 化 , 開 歌 的 湯 行 , 重 篤 な る 
循環 障 旭 及び 騰 座 中 等 で あつ て 馬 の 俺 竹 も 人 の 
Thromboangitis obliterans も 共に 動 須 内 膜 
性 義 塞 の 結果 と みな すべ き で ある 。 新 く し て 俺 
答 了 臨床 像 の 多岐 性 は 難なく 病理 解剖 の 基礎 に た 
つて 誤 明 され る 。 俺 所 に 於 て あら われ る 騰 帝 化 
及び 血管 装置 幾 化 並び に それ に よ ょ つて 超 る 結果 


を 考慮 し て 俺 所 臨 床 像 を 次 の 様 に 模式 化 で きる. 





の 四 


CI 
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SN 
貧 男 の 委 竹 期 3 熱 
NN 浴 伏 期 , 回 切 熱 に ょ り 中 断 
0 
仙 痩 , 散 熱 , 循環 障 坦 (水腫) _、Thrombangitis 
痢 経 系 の 病 肺 の 褐色 硬化 。 肺 壌 痕 或 は (動脈 内 膜 火 ) 
( ょ ) まだ 十分 研究 され て い 8 
な い 末 栓 光 経 の 病 : 皮 1 
劇 の 色素 姜 縮 2 赤 正 球 減 少 症 
( 2 ) Ependymitis N ど + 
granularis ・ 肝 の へ モジ デ ロ ー ゼ セ 及 び 脂 
肪 化 。 腫 腫 。 間 質 性 腎炎 の BED 正 答 性 交 痛 
《a) 非 猛 立 性 の 膳 炎 性 症候 心 の 猿 痕 - 大 動脈 血栓 


症候 な し か 或 は 


MS 内 臓 の 梗塞 


本 roynlko1ST ed 有 近 ショック 心 、 滞 勝 卒 中 
(5) 狼 立 性 有 炎 性 症 候 群 。 ( ' 
臨床 和 YA 人 病 死 
表 中 で は 意識 的 に 億 委 と Lymphadenose 及 は 常に 多少 増量 し て いた 。 組 織 像 。 本 病 に 於 て 所 
び 白 血 病 性 の 病 の 経過 中 に で きる 新生 物 に 翌 す 見 され る 中 酢 綴 系 の 組織 段 的 織 化 は その 病 期 


る 開 係 に 顧 慮 し な か つた 。 大 起 は 今 迄 に 一 番 よ 
く 研究 さ れ た 現象 だ け を 引 計 し た 。 中 心 紳 友 系 
の 薇 化 は 奏 他 臓 衝 の 血管 系 に 於 ける 血栓 性 過程 
と 注目 に 値する 一 致 を 示す 。 雨 者 共に 腔 の 病 が 
存する の で ある ( 脳 側室 の 内 張り 並び に 動脈 性 
血管 の 内 張り )。 Ependym 性 及び 動脈 内 膜 普 
の 包 程 に よる 細胞 了 移 的 付 成 か ら 見 て と れ 等 丁 臓 
答 未 に 本 質 的 に 同種 の 病 が 存在 する も の ょ 制 断 
され る の で ある 。 即ち 膳 及 び 血 管 に 慢性 増殖 性 
手 化 が 描出 され て いる 。 動 販 性 血管 域 に 演 ぜ ら 
れる 多かれ 少 か れ の 発 魔 及び 機 化 は 導水 管 の 種 


種 な 程度 の 閉 寒 と 翌 鷹 する 。 他 の 醒 腔 に 於 ける 


獲 化 ( 腹 及び 胸腔 , 硬 膜 下 及び 帆 交 膜 下 腔 ) が 
大 き な 役 割 を 演 お る で あろ うと いう と と は 十分 
大 えら れる 。 

中 村 ・ 石 井 ・ 渡 邊 (1940) 邊 験 馬 : 接種 馬 
36 頭 , 野外 自然 感染 俺 貸 馬 (主として 地方 殺 
虚 分 ), 3 頭 の 非 俺 気 音 鮮 馬 ( 江 養 不良 , 寄生 
剖 症 で 弟 死 ) 並び に 6 頭 の 現 靖 並び に 腺 疫 移 疫 
馬 。 肉眼 像 。 中 梶 箇 経 系 統 特 に 胸 算 質 の 肉眼 的 
緒 化 は ん ど 認 め られ な か つた 。 併 し 脳 膜 に 於 
て 充血 並び に 潤 濁 又は 浮腫 を 多 敷 例 に 認め た 。 
猛 騰 和 質 の 軟化 を 認め た も の が あつ た が 灯 か る 
材料 は 組織 學 的 に も 幾 化 が 題 閉 で あつ た 。 章 検 
上 出血 斑 は 殆 ん ど 認 め られ な か つた が 騰 硝 髄 液 


に よ つ て 異 り 且 つ そ の 程度 は 劣る が 所 講 騰 親和 
性 病 毒 に 準 才 る よう な 非 化 尋 性 疾 症 並び に 退行 
機 皿 の 所 見 で ある 。 即ち 感染 個 咽 に よ つ て 程度 
を 異 に する が グリ アテ 細胞 の 軽度 の 増生 ,。 フイ ロ 
ノ フ ァ ギ ー( 多 く は プ ソ イド ・ ノ イロ ノ フフ ァ ギ ー), 
血管 内 白血球 集積 , 重 経 細胞 の 退行 性 緩 化 , 血管 
周 園 性 細胞 浸潤 , ズブ ・ エ ペン ディ ミチ ス , エ ペ ー 
ン デ ィ テ イス 等 の 所 見 が 認め られ を た 。 或 例 で は 
と れ 等 の 毅 化 の 多く が 惑 く 所 上 さ れ 或 例 で は 四 
に 1, 2 の 織 化 の み が 認 め られ る に と 人 包 ぎ な か つた 。 
概して 上 記 の 北 化 は 一 般 に 本 病 感染 初期 に 於 
て は その 所 見 乏しく 中 期末 期 と な る に 徒 い 滞 炊 ' 
題 著 と な り 無 熱 経過 馬 に 於 て は 多く の 病 例 と 於 


_ て 比較 的 多く の 襲 化 が 残存 し て 所 見 され る 傾向 


が あつ た 。 猫 病 期 の 推移 に 伴う 組織 牌 的 織 化 を 
盾 察 する 目的 の た め に 下記 の ょ う K 病 的 経過 を 
4 期 に 分 け て 記載 する と と ょ し た 。 苑 ち 本 神 駿 
成績 中 , 初期 と は 第 1 回 熱 語 作 前 後 の も る の, 中 
期 と は 2 回 以上 藻 作 を 認め た 愚 馬 で 詩 と し て 熱 
区 作 期 又は 熱 分 利 期 C 致死 位 し め た も の , 末期 
と は 敷 同 の 熱 芝 作 後 栄養 不良 に 階 り 題 著 な る 人 


血 を 伴い 起立 不能 と な り 祭 復 見 込 みな き 重 症 還 


和 ,。 綴 包 期 と は 最後 の 熱 区 作 後 少 く と も 8 月 
間 熱 敬 作 を 認め ざり しゃ の 。 
(A) グリ ア の 増生 。 グリ ア の 載 生 は 上 記 答 





ませ て で AMW' ず 。W ! ニコ 。 1 由 で こき ロロ 介 
SG レラ 
+ FT - る 4 = - 


種 の 所 見 中 , 比較 的 門 病 の 初期 よ 認め 得 ら れ 
_ た を 。 初期 に 増生 する グリ ア は 主として ミク ログ 
リア で 廣 く 浦 間 的 ( 増生 する が エ ベ ン ディ ー ム 
に 接する 組織 中 に は 殊 に 多く 小型 温 染 する 入 湊 , 
塵 鈴 然 を 呈す る グリ アテ が 主 で 言 の 流行 性 膳 炎 に 
所 見 する よう な 結節 を 形成 する と と は 稀 で ある 
が 時 に は 敷 個 の 塊状 と し て 認め られ た 。 中 期末 


期 に 過 す る 病 例 の 或 あ る の に 於 て は 本 細胞 の 滞 慕 


性 増生 は 候 え 社 故 と な り マ クロ グリ プア ( 主 と し 
て Asterozellen) の 増生 赤 所 見 せ られ 殊 に 尾 状 
桜 表層 に は 此 廣 彼 虎 に 所 詩 "gha stars "の 形 
成 を 來 し 側室 導水 管 喚 球 等 に も 認め られ ミク ュ ロ 
グリ ア と 共に サブ プ ・ エ ペン ディ ミ テ ィ ス を 形成 し 
て いる よう な も の も あつ た 。 と の よう な 慢性 経 
_ 過 を と つた 局 に 於 ける ミク ログ リア の 増生 は 
SEIFRIED も る 豚 コ レラ に と 於 て 報告 し て いる 。 ミ ク 
ログ リア は 時 に 小 膳 軟 膜 下 に 小 淫 潤 と し て 認め 
_ られ 分 子 層 中 に 小結 節 を 形成 する こと も あり 
又 尾 大 桜 表 層 部 に 於 て 血管 周 園 性 の 輪 大 小 浸潤 
と し て 認め られ を た 。 尾 訴 楼 に 於 ける これ 等 グリ 
ア 細 胞 の 竣 間 性 増生 程度 は 表示 の 如く で ある 。 





概 査 材 料 ミク ログ リア | マク ログ リア 
非 俺 條 朝鮮 馬 | 18.0 | 1.0 
初 期 15.0 6.0 
前 馬 | 『 期 28.5 8.5 
| 28.2 9.0 
綴 過 期 24.5 2.0) 





(一 証 野 の 座 均 上 組織 切片 4 振 大 1x525) 


ノイ ロ ノ ファ ギー 現象 も 時 に 本 病 例 に 於 て 所 
見 され を た 。 即ち 該 現象 は 初期 患 馬 に は 認め 得 な 
か つた が 中 期末 期 史 に 無 吉 経過 期 に ある も の に と 
永く 認め 得 た の は 注目 に 値する 。 ce 
ファ ギー は 大 騰 皮 質 殊 に 前 頭 部 に 認め られ , アン 
モン 概 , 内 埋 , レン ズ 桜 , 四 量 杉 , 延 家 の 1 部 

る 認め 得 た が 一 般 に 程度 低く , 一 般 に は プッ 
イド ・ フ ノイ ロ ノ ファ ギー に と 属す る も の が 多 か つ 
た 。 と これ 等 の ミク ログ リア に 撃 され る 生 経 細 
胞 は 一 般 に 小型 乃至 中 型 百 細胞 群 に 多く 見 ら 
和 れ 大 型 旭 経 細胞 に し て 侵さ きれ た も の は 殆 ん ど 認 
め 得 な か つ を た 。 その 細 撃 状態 に も 種々 な 遥 程 が 
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認め られ 和 経 細胞 は 全く 信 喰 さき れ ミ クロ グリ ア 
の み 小 塊 其 を 呈し た 像 も 認め られ た 。 

(お B) 騰 血 管内 の 白血球 集積 。 脳 血 管内 の 白 
血球 集積 は 膳 の 部 位 並 びに 病 期 に ょ つて 多 裏 が 
ある が 本 病 に 於 て は 特に と の 所 見 は 炎 装 な の で 
ある 。 尾 訴 要 よ ょ り 内 糞 に 至る 部 位 , 大 騰 皮 質 の 
前 頭 部 は 殊 に 題 閉 で ,。 アン モン 根 , 騰 友 質 の 玩 
部 これ に つぎ 他 の 膳 部 に 於 て も 一 様 に 程度 こそ 
少な い が 認 め られ を た 。 然 $ と の 所 見 は 動脈 より 
静脈 に 多く 主として 和 精々 大 な る 龍 虐 内 に 多く 訟 
め られ 暑 著 な る 場合 は 白血球 が 血管 腔 内 に 
し レ し て いる 様 な 場合 も あつ た 。 爽 に 病 期 と 尾 大 概 

に 於 ける 集積 程度 並び に 集積 し た 白血球 の 種類 











を 表示 すれ ば 爽 の 如く で あつ た 。 
検 査 材 料 | 集積 程度 集 積 細 胞 
初期 | +ー キ 織 球 
| 織 球 
中 | 難 績 作 期 | EE 
球 
語 馬 | 部 利 期 | 二 株 包 球 様 息 肥 
入 和 エナ ジン 嗜好 性 
( 注 握 球 様相 肥 
未 基 】 せ | 組 析 上 
すす 
終 過 期 + キ 一 寺 | 組 科 





CO 


( 織 球 さ は 組織 桁 枝 大 形 軍 肥 。 潤 過 球 欄 想 胞 
は 主 さ し て 小 汐 巴 球 さ 属 別 困難 な る 組織 性 旦 核 小園 形 
清 胞 ) 

表示 する 所 に よれ ば 初期 に 於 て は 血管 内 集積 
白血球 は 軽度 で ある が 中 期 の 熱 驚 作 期 並び に 分 
利 期 に は 最も 誠 著 で 末期 乃至 経過 期 に 於 て は 瀬 
爽 逸 減 す る 。 猫 と れ 等 の 集積 白血球 は 初期 に は 
少 程度 の 組織 球 様 細 胞 を 誠 明 し 中 期 に は 病 機 に 
應 じ て 著 明 な る 組織 球 様 細胞 の 集積 が あり 末期 
乃至 無 燈 経 過 期 に 於 て は と れ に 反し 水 巴 球 様 細 
胞 が 多く 認め られ た 。 新 る 疑 公 は 肌 時 その 他 の 
臓 融 並び に 膳 以外 の 循環 血液 に 於 ける 病 期 の 推 
移 に ょ る 繕 化 と 全く 一 致し て いる 。 熱 分 利 期 
に と 於 ける こと れ 等 集積 細胞 中 に 殆 ん ど 毎 常 エ オ ジ 
ン 嗜 好 性 白血球 を 所 見 し た 事 四 も 興味 が ある 。 
(C) 血管 周 園 性 細胞 浸潤 。 本 病 に 於 て も 血 
管 周 園 性 の 細胞 浸潤 を 認め 得 た 。 偉 貸 毒 接種 俺 
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貸 馬 36 頭 中 に 認め た と れ 等 血管 周 園 性 細胞 浸 
油 の 疾 度 は 次 の 如く で ある 。 
(認め 得 な か が つた も の 22 頭 (61.1 少 ) 


36 頭 微 弦 な も の 7 頭 (19.5 少 ) 
-』 少 程度 の も の 4 頭 (11.1 少 ) 
題 閉 な も の 3 頭 ( 8.3 少 ) 


と れ 等 の 細胞 浸潤 = 病 期 と の 開 係 を 見 る に と 初 
期 並び に 中 期 の 大 部 分 で は 本 所 見 を 認め 得 な か 
つた が 中 期 よ り 未 期 に 移行 する に 従い 潤 次 本 所 
見 が 諸 明 され 殊 に 暑 な ぉ る の は 綿 て 末期 の 患 馬 


. で あつ た 。 次 ぎ に こ と れ 等 の 血管 周 園 蘭 細胞 浸潤 


を 部 位 的 に 柱 すれ だ ば 初め は 専ら 尾 訴 要 表 層 に 認 
め ら れ 他 の 部 位 に は 普通 認め られ な か つた 。 然 
し と れ よ ょ り 洲 渡 が 進む と 比較 的 廣 範 園 に 瓦 り 種 
種 な 部 位 に 盾 察 され た 。 当 潤 秦 明 な 来期 恵 馬 3 
頭 に 於 て は 最も 顧 著 で 就 中 尾 訴 桜 部 の 浸潤 は 
色 標 本 に 於 て 明か に 肉眼 的 に 認め 得 ら れ た 程 著 
明 な も の で あつ た 。 これ 等 3 頭 の 騰 各 部 に 於 け 
る 浸 滴 程度 を 表示 すれ ば 爽 の 如く で ある 。 


本 捧 お 8 と いい A 凍 いい 
を MI : 時 か - L 


下 表 に 認め る よう に 細胞 浸潤 は 主として 尾 誠 
柱 , アン モン 概 に 著 明 で ある が 朝鮮 馬 129 紅 に 
認め た 所 見 で 殆 ん ど 膳 全般 に 該 締 決 が あり 更に 
大 騰 皮 質 , 春 崎 , 腰骨 , 小 膳 等 の 軟 肛 膜 に 暑 な 
る 浸潤 を 認め 騰 膜 炎 を 所 見 し た 事 策 で ある 。 と 


の 戦 膳 膜 の 細胞 淫 潤 は 朝鮮 馬 102 弁 103 陸 に も 


認め られ 腰 剛 に 於 ける 肖 潤 は 殊 に 著 明 で と の 部 
の 得 絶 細胞 の 退行 鐘 性 と 開 障 し て 本 症 に 展 々 所 
見 する 後 陽太 痺 と 開 係 ある ゃ の ょ と 思わ れる 。 爽 
ぎ に と これ 等 の 細胞 肖 潤 を 吟味 する KC 初期 尾 訴 桜 
表層 の 血管 周 園 に 認め られ た 細胞 浸潤 は 詩 と し 
て 小型 濃 染 する ミク ログ リア で 血管 周 園 汐 包 腔 


内 C 輪 汰 に 又は 一 端 に 塊 湊 に 浸 混 する 。. と の 際 


所 調 程 欺 グ リア も 赤 そ の 中 に 混在 し て 所 見 され 
た 。 併 し これ 等 の 肖 渡 が 更に 進む と 全く と れ と 
異 つた 浸 澤 機 還 に ょ る 浸潤 細胞 が 認め られ る 。 


こと の 血管 周 園 性 の 細胞 肖 潤 は 廣 く 血管 周 園 に 認 . 
め ら れる が 特に 小 並び と 中 等 大 の 動脈 周 園 と 認 














馬 名 | 尾 汰 校 み /〒 ン | 吊 球 | 四部 隊 | 明 三 角 | 延 角 





| 


朝 12 # 





rh スン ft 6 デキ 4 
朝 108 圭一 埋 十 十 ピー 填 
十 填 壮 


朝 129 Ti ー 























大 騰 脚 | 磨 橋 ] 小 騰 | 品 普 | 誤 
ー ーー ー ー ー 二 
キー 則 | 壮 計 HE 抽 六 








め ら れる と と が 多い 。 その 浸 湯 部 位 は 血管 周 園 
光 巴 腔 で な く 腫 腰 増 殖 し た 血管 外 膜 細胞 商 で あ 
る 。 と れ が た め 汐 包 腔 は 歴 過 せ られ て 一 此 汐 世 
腔 内 浸潤 の 其 を 呈す る が ワン ・ ギ ー ツ ン 染 色 を 
行 を ば 明か に 血管 外 膜 結 締 繊 に 園 続き れ と の 中 


に ゃ 縦横 に 走る 腫 眼 し た 外 膜 細胞 を 認め 得る 。 


且つ と の 外 膜 細胞 間 に 認め られ る 浸潤 細胞 も ミ 
クロ グリ ア に し と 非 ま し て 車軸 航 柱 を 有する 小 プ ラ 


ズ マ 細胞 様 の 滞 包 様 細胞 多く 時 に は 退行 性 織 化 


の 一 型 と し て 楼 分 解 像 を 認め 得 た 。 中 性 多 桜 白 
血球 並び に 流血 中 に 認め られ る 他 の 白血球 の 浸 
洒 は 殆 ん ど 認 め 得 な か つた 。 

(D) 鞍 縫 細胞 の 帝 化 。 病 期 の 初期 に は 至 
細胞 は 鱗 り 導 化 を 認め 得 な い 。 然し 中 期末 期 に 
な る に と 及び 主として 茨 症 機甲 に 伴う 弾 細 細 胞 の 
退 化 が 認め られ を た 。 と れ 等 の 中 に は フイ ロ ノ 
ファ ギーKC 直接 開 係 を 有 し て いる も の も ある 。 
と れ 等 の 締 綴 細胞 に は 種々 な る 程度 の 退行 性 絡 


化 が 所 見 され を が 然し 一 般 に と れ 等 の 細胞 導 化 
は 集 園 的 に 来る と と が 少く 散 紙 的 で あつ た 。 然 
し 本 症 に 於 て 春秋 腰 髄 に 於 ける 一 部 和 綴 細胞 群 
の 退行 性 抽 化 は 殊 と 題 閉 で 集 園 的 で あつ た 。 一 
般 に 小型 得 経 細胞 は 大 型 旨 細 胞 に 比 し 導 化 は 
語 閉 で あつ た 。 と れ 等 の 退行 性 角 化 は 火 の 二 つ 
の 経過 を 錠 る も の が 多い 。 

(1) 原形 質 撤 と も ゃ に 凌 紋 し 汚く 濃 染 レ = ッ 


スル 小骨 ぉ ぁ 赤 濃 染 し 相互 に 抱合 し 大 と な り 科 鉄 


と な る 大 型 旭 経 細胞 は と の 化 を 疑 直す る も の 

が 多い 。 RS 
(2) 原形 質 要 共 に 腫 肛 し 園 味 を な び 明 る < 

な り = ッ スル 小 詳 は 極度 に 減 敷 し で て 大 な る 球 箕 


と な り 楼 と 共に 洋次 消失 し 原形 質 の み 淡 色 均 質 


の 陰 六 を 止め る 。 
(E) 出血 。 
得 な か つた 。 然し 組織 克 的 に は 新鮮 な 血管 周 園 


性 輸 伏 出血 が 剛 の 諸 癌 。 就 中 四 帳 の 導水 管 妊 


出血 は 本 病 に 於 て は 鱗 り 所 見 し 


2 He 
「 が" 【 


My 








お |! 請 チュ この ・ 9 の 4 が 
ィ WT/ い 
jn ) 7 い 5 
1 


近 , 尾 激 李 , アン モン 概 の 表層 逐 突 春 髄 の 側 角 
部 等 に 展 ぇ 所 見 し た 。 然し と れ 等 は 一 般 に 細胞 
反 應 を 伴わ な いと と を 普通 と し た 。 

(F) 封 入 醒 。 本 病 馬 の 締 綴 細胞 並び こ ェ ペ 
ン デ ィ ュ 細胞 内 に 多 敷 の 好 酸 性 封入 表 を 認め 得 た 。 

大 久保 攻 (1940) 鍋 殺 宙 稔 馬 80 例 。 其 の 中 
覆 筐 綴 系 統 に 府 け る 流行 性 膳 類 の 病 角 に 就 て 組 
織 學 的 研究 を 試み た 所 章 検 上 俺 貸 に 躍 患 し て い 
る も の が 偶々 52 例 あ つた 。 組織 所 見 を 類別 す 
る と 表示 の 通り 0 で ある 。 「 
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_ 和 総 細胞 の 退行 竹 絆 化 。 流行 性 膳 類 に 於 て は 
不可 鉄 の 病 角 の 一 つ で あつ て 然 も 種々 な る 重 篤 
な 病 疾 を 呈す る も の が 多い が 俺 條 に 誰 て は 其 の 
紅 化 の 程度 $ 軽 く 閥 性 細胞 は 散 愛 性 に 敬 現 し 然 
る ぁ 其 の 顔 度 は 其 だ 少 い 。 従 つて 流行 性 膳 敵 に 見 ら 
和 れる よう な 臣 性 間 経 喰 作用 は 少く 主として 依 性 


_ 喰 作用 を 呈す る も の が 英 だ 多い 。 靖 募 性 細胞 浸 


測 及 び 繁 殖 は 膨 細 胞 結節 形成 と 共に 膳 炎 の 重要 
な 病 導 の 一 つと され て 居り 周 の 膳 炎 に 於 て も 毎 
常 見 られ る も る の で 次 白色 質 特 に 其 の 白質 へ の 移 
行 部 に 於 て 著 明 に 認め ら る 。 然るに 人 刊 人 に 因 る 
場合 に 於 て は 一 般 に 軽微 な る 胎 細 胞 の 往 殖 が 抽 で 
られ る が と れ は 主として 肥大 織 形 した Hortega 
細胞 か ら な り 和 白血球 の 淫 滴 は 爵 細 胞 結 人 節 の 如 
き 像 は 殆 ん ど 認 め られ な か つた 。 経 繊維 の 北 
化 は 通常 の 染色 標本 で は 流行 性 膳 央 の 症例 に 於 
で て は 僅か と 軽度 の 繊維 開 王 開 及び 肖 湯 等 が 観 ら 
れる に と 過ぎ な か つた 。 信 所 に 於 て も る 策 々 同様 な る 
衝 化 が 認め られ を た が な と の 場合 に は 前 者 に 比 し て 
西 々 著 明 で あり 特に 後 移 の 血管 の 病 の 包 著 な 
部 位 に 近接 し て 著 明 で あつ た 。 其 の 他 軟 化 及 び 
環 死 付 は 雨 症 共 に 軽微 で る つた 。 血 息 系 統 に 和 
ける 交 化 と し て は 流行 性 膳 敵 に 於 て は 血管 内 血 
液 充 名 及 び 出 血 を 示し 血管 硝 の 鍛 和 伏 は 圧 明 で な 
い 門 血管 外 膜 及び その 周 園 に 汐 巴 球 , 多 桜 白 血 
球 及 び 多 芽 細 胞 等 が 洲 潤 し 然 も 血管 に 接する 企 
質 内 に ゃ も Hortega 細胞 及び 白血球 等 が 浸 滑 移 


集 し て 所 詩 血 管 性 及び 血管 周 園 性 細胞 浸潤 の 父 
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を 呈し その 獲 化 は 小 静 脈 に 著 明 で ある 。 然るに 
一 方 俺 貸 に 和 在 て は 血管 内 血液 充 牧 及び 出血 の 認 
め ら れる 例 少 か ら ざ る も 区 に 中 村 氏 等 の 指摘 さ 
れ だ よう に 小 押 管内 に 多 敷 ある 多 要 白 血球 , 大 
昌 桜 細胞 , 汐 巴 球 及 び 光 巴 様 細胞 の 集 交 す る も 


の 多く 中 小 血 管 に 於 て は その 外 膜 は 粗 球 と な り 


外 膜 細胞 は 肥大 繁殖 時 に 脆 藩 し 久 巨 細胞 を 形成 
し その 間 itc 多 概 白血球 , 汐 巴 球 及 び 多 芽 細 肥 等 
が 淫 潤 し 一 見 高度 の 血管 周 園 性 細胞 浸潤 を 思わ 
す ゃ 格子 滅 角 維 及び 爵 原 織 維 の 増殖 を 示し その 
織 化 は Horz の 記載 せる が 如き 増殖 性 を 有する 
肉芽 性 炎症 な る と と を 示す 。 新 る 姓 化 は 中 小 血 
管 に 於 て 暑 な る を 常 と する も その 堤 度 な る 場 
合 に 於 て は 淫 潤 を 主 と し 高 度 な る 場合 に 於 て 始 
め て 増殖 性 の 特徴 を 腔 揮 む する も の で ある が その 
織 化 は 全く VrRcHow-RosiN 腔 に 限ら れ 所 調 血 
管 性 太 潤 及び 場 生 と 調 う べき で ある と と が 認め 
られ た 。 以上 流行 性 膳 炎 及び 人 刊 貸 に よる 騰 耕 髄 
の 商 性 迎 化 は 各 要 素 に 於 て 多少 相 導 が 誰 め られ 
た が これ 等 栖 疾 患 は その 病 織 の 分 布 に 於 て 英 だ 
し レ き 相 直 を 示し た 。 婦 ち 流行 性 膳 類 の 症例 に 於 
て は 膳 白 質 特に 間 膳 中 膳 騰 更 侍 の それ 於 て 
その 何れ の 次 性 色 化 も $ 最 も 題 寺 で これ 反し 特 
質 に 於 て は 軽微 で ある が 軟 肛 膜 に 於 て は 僅か に 
連 度 な る 商 症 の 波及 双 ち 役 な る 肖 潤 充血 及び 
浮腫 が 認め られ る に 過ぎ な い 。 タ 騰 室 被膜 に は 
和 無 氏 が 人 に と 於 て 信 市 井 氏 等 が 馬 に 於 て 認め を 
る 如き 該 部 の 軽度 な る 細胞 浸潤 及び 胎 原 繊 維 の 
増殖 立 る 例 $ 認 め ら れ を だ 。 と れ に と 反し 俺 気 の 症 
例 に 於 て は その 病 導 は 間 膳 中 騰 終 勝 及び 小 膳 に 
於 て 閉 明 な る も 交 性 鐘 化 は 次 白質 に 於 て は 坦 微 
に し て 白質 に 於 て 積 々 高度 に 血管 特に 中 小 騰 管 
に 於 て 題 閉 で ある 。 昔 膳 膜 に 於 て は その 繧 化 の 
高度 な る 場合 は 血管 の 分 布 に 密接 に 開 係 し て 騰 
潮 特 に 中 小 血 管 の 周 園 及 びそ の 近接 部 に 血管 長 . 
に と 制 られ る 和 化 に 略 々 一 再 す る も , より 影 著 な 
る 淫 潤 及び 増生 を 示す 。 騰 室 被 膜 に 於 ける 角 化 





は 俺 向 に 於 て は 英 だ 重 第 で 高度 の 細胞 浸潤 及び 


増生 を 示す も の 多く 碁 だ し き 場 合 に は HOrZ 及 
び 中 村 氏 等 の 所 調 天 粒 性 騰 室 被膜 及び 被 腕 下 織 
を 形成 する る の が ある の が 認め らち れ を た 。 と れ 
を 要する に 流行 性 膳 敵 は 騰 四 質 の 敵 症 を 主 と 
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する 騰 肛 膜 まで あり 婦人 刊 飼 に よる 騰 角 化 は 騰 膜 
及び 血管 の 幾 化 を 主 骸 と する と と に より 騰 膜 衝 
と 名 附 く べき ゃ も 何 騰 室 従 膜 下 の 敵 症 は 膳 導 と と 
れ を 云わ ざる を 得 ず 徒 つ て 本 病 龍 は 俺 貸 性 膳 膜 
疾 と 名 附け る を 至 営 と する で あろ 2 う 。 上 

TRAUTWEIN u. ScHMIpDT (1940) 検索 5 例 
の 膳 の 中 で 2 例 に は 幾 化 が な か つ を た 。 他 の 3 例 
の 膳 に は 血管 周 賠 性 の 出血 及び 軽度 の 血管 奨 化 
が 見 られ る 。 この 壮 化 は 毛細 管 及 び 小 動脈 が 病 
絆 に 陥 つた , 血管 の 周 園 に 見 られ 且つ 色 ぇ な 量 
と 毛細 管内 に 横 た わ つ て いる 細胞 は マク ロフ ァ 
ー ゲ ン 肥 び 光 包 様 細胞 で ある 。 細胞 性 浸潤 稀 に 
は 特別 の 好 驚 部位 は な い 。 と の 偽 膳 敵性 過程 の 
他 に は Horz に よ つ て 北 察 され た Ependymitis 
は 訟 明 さ れ な か つた 。 

SEIFRIED un. KREMS (1940) 材料 は (1) 25 
偶 例 (Horz より の 切片 ) 及び 教室 の 34 例 の 
宮 検 例 ( 確 宮 な 午 近 例 …… 組 織 夏 的 に も )。 (2) 
9 人 工 例 (FoRTNER 教授 ょ り 状 附 の 膳 部 分 )。 
(③) 翌 妥 15 非 俺 貸 例 。 炊 に 区 べ る 4 項 に 就 て 
栓 し た 。 注目 すべ き 事 は と の 4 つの 姓 化 が 見 ら 
れる の は 最も 稀 で あつ て 一 つ だ けが 認め られ る 
例 は 履 え < ある 。 

(1) 血管 及び 血管 周 園 組織 の 帝 化 。 Ependy- 
mitis 及び 其 の 他 の 騰 質 中 に 敵性 の 背 化 が ある 
場合 も な い 場 合 も 赤血球 の 血管 周 園 性 集 狂 を 有 
し 及び 有 せ ざる 正 管 歴 傷害 が 最も 履 < 見 らち れる 
絆 化 で ある 。 と の 際 微 細毛 細管 , 原始 毛細 管 普 
びに ょ より 大 き な 血 管 の 内 膜 細胞 層 に 次 の よう な 
織 化 が が あつ を た 。 即ち 内 膜 は 淡色 且つ 腫 肛 , その 
柱 は 展 < 胞 汰 . クロ マチ ン KC 乏しく 見 を 且つ 所 
にょ つて で は 全然 見 られ な い 。 玲 他 血管 胡 層 の 腫 
妥 及 び 硝 子 様 摘 性 も 一 緒 に 見 られ る 。 全 朋 と レ 
て と れ 等 の 幾 化 は SErFRrED 及び ROHRER に + 
つて 豚 コ レラ の 中 心 逮 経 及び 杉 他 臓器 に 記載 さ 
れ た も の と 非常 に よく 似 て いる 。 新 様 に 獲 化 し 
を 血管 の 近隣 に 於 て 攻 は 時 狼 に 或 は 集 園 才 に な 


つた 赤血球 が 見 られ その 一 部 は 血管 彫 c 環 紀 。 


配列 を する ( 環 大 出 血 )。 血 管 周 園 性 の 血管 周 園 
如く 迄 渋 及 し て いる 麻 範 園 な 出血 が 見 られ る が 
と れ は 主として Ependym 下 及び 理 膳 膜 に 超 る 
が が 他 の 膳 領域 に も る 見 られ る 。 億 貧 乱 性 例 に 於 て 


0 62 の 
の 


は 新 る 出血 は 時 と し て 胃 化 諸 へ の 移行 が 見 られ 
又 へ モジ デリ ン 含 有 の 恐らく 浸潤 細胞 に 属 せ し 
むべ き 細 胞 が 見 られ る 。 血管 で 見 らち れる その 他 
の 病 獲 は 剛 症 性 の も の で 且つ 程度 は 邊 に 色々 で 
ある 。 と れ は 主として 騰 室 壁 の すぐ 近所 並び と 
種々 な 膳 部 に 於 ける 軟 膜 で ある 。 導 化 は 3 型 に 
あら 旋 れ る が 普通 個々 例 に 於 て 同時 に 見 出さ れ 
る 。(a) 血管 性 及び 血管 周 園 性 光世 球 浸潤 (D) 
紳 経 性 犬 瘍 熱 の 晩期 に 見 る の と 似 を た 多かれ 少 か 
れ 限 局 し た 外 膜 細胞 増殖 (c) 血管 を 取り まき 起 


は 一 側 と 位置 し た 結節 形 グ ラ ヌ ロー マ 様 物 。 血 _ 


管 性 及び 血管 周 園 性 光世 球 浸潤 だ けが 存する 場 
合 に は ボル ブナ 病 の 衝 化 に 非常 に よく 似 て こい る が 
併 し ボル ナ 病 の 場合 の も の と は 反 翌 に 動脈 性 血 
道 が と の 壮 化 に 見 舞 わ れ (静脈 及び 小さ な 毛細 
管 性 血管 より も ) 大 概 の 場合 同時 に 外 膜 増殖 惑 
は 血管 グラ ヌ ロ ー ム が 存在 する 。 と れ 等 は 小結 
人 節 を あら わし , と れ は 小 血 管 の 周 園 に 横 た わ つ て 
いて 且つ と れ に は 度々 明か に 2 層 が 見 られ る 。 鍋 
ち 中 心 部 に は 類 上 皮 細 胞 及び 若干 の 互 細胞, 用 
痛 に は 光 巴 球 歴 。 大 概 は と の 構成 は 全 結 節 が 光 
巴 球 及び 結 締 織 要素 を 混 じ て いる の で 着 然 と し 


な い 。 皮 に Horz が た し か め た 様 に と の 形成 物 


は 家 束 の “グラ ヌ ロ ー マ 膳 類 ” と 類似 し て いる 。 
但し 彼 等 に は 中 心 壌 死 が 鉄 け て いる 。 と れ で 推 
窟 で きる よう に グラ ヌ ロ ー ム を 形成 する 細胞 肢 
ち 類 上 皮 細 胞 は 中 礎 葉 趣 原 の も る の で ある 。 多く 
の 例 特に 名 性 の ゃ の に 於 て は 静 有 が 多 敷 の 滞 思 
球 , 白血球 及び マク ロフ ァ ー ゲ ン で 充 各 され てい 


- る と と は 注目 すべ き で ある 。 同じ 様 な 織 化 が 更 
に 軟 膳 膜 の 血管 に 於 て た し か め ら れる 。 コレ ス 


テリ ン 及 び 石 克 沈 着 が 動 販 , 静脈 及び 毛細 管長 
に 見 られ る が と れ は 稀 に 見 る 副 所 見 で ある 。 
(2) 爵 細 胞 組 織 の 疾 化 。 フイ ログ リア 和仁 殖 
は 俺 抽 の 定型 例 中 心 纏 系 の 敵性 反 應 ある 。 
中 村 等 の 所 見 と 一 致し て 我々 の 例 で も 他 の 獲 化 
が まだ 少し し か な い 時 に 於 て 既に ( 病 の は や ま 
り ) と の 導 化 は 護 明 され る 。 詩 と し て と れ は ミ 
クロ グリ ア (( 醒 其 細 胞 ) で と れ は 稀 で な く 治 墓 
性 に , 又 目 立つ て 展 < Ependym 下 組 織 及 びそ 
の 直接 近隣 (側室 ,. 導水 管 , 嘆 球 , 膳 膜 ) で 局 
地 性 に 増殖 し 且つ 笑 肖 に 演 ぜ られ る 。 茨 症 山 程 





は Ppendymitis 及び Subependymitis の 像 を 
決定 づけ る 。 ミク ログ リア より ゃ も 稀 に と の 増殖 
過程 に マク ログ リア が 参加 する 。 主として 増殖 
し た グリ ア が 騰 室 歴 領 域 で 絹 帯 汰 性 質 を 呈し た 
場合 澤山 に 枝 わ か れ し た Astrocyten 並び に 長 
い 笑 超 を 有する 互 大 な グリ ア 細 胞 型 が あら われ 
る 。 と の グリ ア 増 殖 は 側室 , 導水 管 , 喚 旨 綴 索 
球 , 更に 少く は 青 騰 膜 及び 戦 膳 膜 下 組織 の 近隣 
に 於 て 度々 高度 に 達する が これ KC 較べ る と 他 の 
膳 部 で は 軽度 で ある 。 Ependym に 於 て も 政 は 
他 の 所 で も と の 殴 化 は 秦 他 の 非 化 膜 性 膳 の 
場合 の よう に グリア 結節 型 を と と つて ( 笑 に は 
Gliarasen の 型 , TPseudoneuronophagie の 
欧 り 更に 稀 に は 候 竹 Neuronophagie の 型 を と 
つて ) あら われ る 。 Neuronophagie は 中 村 等 
に ょ つて 病 の 色々 な 継 過 時 期 に 誰 て の みな ら ボ 
長い 間 熱 聞 作 な し で あつ た 馬 に 於 て も 確か め ら 
れ た (前 頭 葉 , 9049 人 手 | 暫 本: レンズ 3 
四 正 堆 領 域 , 小 騰 分 子 層 , 延髄 )。 グ リア 細胞 の 
柱 は グリ ア 増 殖 領域 主として Ependym の 下 で 
は 膨大 型 を と つて 進行 性 聞 化 を と る と と が 稀 で 
な く な お 屋 < ピク ノー ゼ , 概 壁 芽 出 , レキ シス , 
租 了 融 解 肥 び ク ロマ トリ ー ゼ 等 の 形 で 退行 性 欠 化 
が あら われ る 。 膳 室 系 の Ependym 下 礎 を の ぞ 
け ば グリ ア 人 殖 程度 よ は ボ メ ナ 病 に 較べ て 軽度 で 
あり 且つ 大 豚 コレラ 有 T 類 の 場合 の 開 係 と 比較 
し 得る 。 ' 

(3) Ependym 及 び Ependym 下 組織 の 獲 化 。 
多く の 例 に と 於 て Ependym 及び その 下 の 獲 化 は 
人 り 目立つ た も の で は な くく 若干 の Ependym 細 
胞 の 帝 性 と 剣 離 及び それ 等 一 肝 の ゃ の に 限ら ち れ 
る か 乃至 は Ependym 下 組織 の 疎開 及び 多かれ 
少 か れ の 廣 さ の 本 組織 内 の 室 隙 の 形成 で ある 。 
と の 窪 隙 は 一 部 は 窪 慮 , 一 部 は 液 配 様 物 質 を 以 
て 充 さ れ て いる 。 と の 時 期 に 於 て は Ependym 下 
血管 及び 光 巴 腔 の 強い 振 張 及び 充 器 並び に 集 園 
状 血 管 周 園 及 び 組 織 内 に 遊走 し て 横たわる 光 世 
球 集 狭 が 履 < 見 られ る 。 と の 上 に 横たわる Epen- 
dym 層 の 細胞 の ょ うに 光 包 球 , 血管 内 被 細胞 及 
び グ リア 細胞 に も 不 完全 環 死 帝 化 が あら われ 
る 。 内 膜 細胞 傷害 と 開 係 し て 民 < 上 逃し た 出血 
が 起り 出血 部 の 近隣 に は ジ デ ロ チ ー テ ン , 郊 企 
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し た Ependym 細胞 , 光 巴 球 及 び 光 区 様 細胞 及 
び 凝 固 し た 藻 包 様 液 (勝春 中 液 ) に 覆 わ れ て い 
る 。 それ 改 全 角 と し て 色々 な 程度 の Ependym 
下水 腫 の 印象 を うけ と る が と の 水腫 は 高度 例 で 
は Ependym 舌 及び ぷ ビ ピロ ー ム 様 Ependym 
隆起 に みち びく 。 Ependym 下水 腫 の と の 時 期 
は 今や 恐らく と と 開 係 の ある 不 完全 壊死 過程 
或 は 俺 候 奏 の 直接 の 球 響 の 結果 Ependym 及 、 
び その 下 に グリ ア 包 程 を は じ め , と の 過程 は 
Ependym 獲 化 の それ か ら 先 の 外 抽 を 規定 する 。 
壮 ど し て 保護 する 役 の Ependym 層 か ら 裸 に さ 
れ た 場所 の すぐ 下 及 びと いか ら 科 く は な れ た 所 
で (水腫 期 に 於 て すら も ) 多かれ 少 か れ 強い 和 電 
状 或 は 痛 諾 性 の グリ アズ 細胞 増 殖 が ある が とれ に 
は マク ログ リア も ミク ログ リア も 参加 する 。 白 . 
くし て グリ プア 結 科 様 物 , グ リズ 浴 木 叢 及 び Gjia- 
rasen (いづ れ も 奈 明 な 振り を 示す ) が 出來 る 。 
と の 間 に は 度々 明か に 血管 か ら 出 敬 し て 結 締 織 
様 要素 が ひろ が つて くる し 同時 に 光 巴 球 集 園 
及び ジ デ ロ チ ー テ ン も 詩 明 され る 。 多 敷 に 桜 分 
章 像 が ある の は 活 湊 に 増 敷 する グリ アテ の し る し 
で ある 。 稀 に は 多 敷 の クロ マチ ン に と 乏しい 欄 を 
ぁゃ つて 血管 の そば と 到 細 胞 様 物 が あつ て こと の 血 
管 は 敬 世 球 , 増殖 し た 外 膜 細胞 惑 は グラ ヌ ロ ー 
ふ 様 物 か ら す ら ゃ 園 続き れ 且 つ Ependym 下層 
の 年 密 化 に も 参加 する 。 新 く し て 多かれ 少 か れ 
幅 の 鷹 い 如 状 Ependym 下 仙 症 居 及 び 増 殖 層 が 
で き その 層 の 上 で は Ependym 層 は 大 部 分 傷 
害さ れ 或 は 制 離 し て いる 。 より 稀 に は 表層 の 
Ependym 細胞 が 内 膜 様 局 牌 , 長く ひろ が つた 
要素 と な り 一 行 惑 は 敷 行 の ちあ の と し て 秀 園 の 廣 
い パ ピロ ー メ 様 突 出 物 と し て 膳 室 腔 内 に で き そ 
の た め と の 腔 は 多かれ 少 か れ 張 く せ ば め ら れ 
る 。 と の と と は 爽 の 骨 程 の 際 に 更に も つと すゝ 
む : Ependym 層 を うば われ た 場所 に 於 て は 増 
殖 し た グリ ア 組 織 が 無軌道 に 騰 室 腔 内 へ 増殖 す 
る と と が めずらし く な く その だ た め に グリ アプ 脆 出 
或 は 所 調 Ependym 上 グリ ア 礎 (Horz) が で き 
と の 層 は 側 へ 向 つ て は 葬 さ れ て いた Ependym 
の 上 に の し か いつ て ゆき 且つ と の Ependym を 
自分 の 聞こ に と や 込ん で し まう 。 と の 最後 の 過程 
は ーー 一 -Horz も る 赤 推定 し て いる よう に ーー 水腫 
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期 に あら われ た Ependym の 強い 佐 形成 に よ ょ つ 
て 特に 便宜 を 供 写ら れ 且 つた ゞ K 狭 案 に みち び 
く の み な ら ず 稀 な 例 で は その 上 騰 室 ( 例 之 導 水 
賞 利 髄 の 中 心 管 ) 腔 の 完全 な る 韓 置 (Verlegung) 
C 姓 く 。 と の と と は ほ は 主として 茨 の 場合 に 言 を る 。 
町 ち 廣 範 園 の , 騰 室 腔 中 に 迄 入 つ て ゆく 増殖 が 
敵 側 の も の と 結び つき 且つ 血管 結 締 織 が 強く 参 
加 す る 際 に は 友 に 固く 疹 着 す る 。 新 く の 如き 過 
程 は 全 出 来 事 の 末期 で ある 。 と の 出 夫 事 の 場合 
に は 谷 久 相 大 凌 粒 誠 の 鐵 沈 着 が 今 逃 べ た 細胞 問 
に 可 成 り 著 明 に 見 を る 。 今 近 べ を 種類 の Epen- 
dym 粗 化 の 軽度 及び 中 等 度 の も ゃ の は 肉眼 的 に 
は あら われ な い 。 併 し 強度 に 箇 達 する と 勝 室長 
特 と 導水 管 有 太 び 中 心 管 に 具 等 或 は 不 等 な 科 百 
放 到 次 紅色 , ビロード 様 に 昭 粒 が あり 履 々 爵 様 
光洋 の な い 表 面 貴 は 限局 し た 場所 に 堆 様 の , 時 
く 弟 粒 其 を し た 被覆 物 が 見 られ る 。 編 毛 様 の 附 
彰 物 は 稀 で 且つ ルー ペ べ だ け で 認め られ る 。 比較 
的 展 々 ある Ependym 下 出 血 の 結果 と し て その 
上 展 々 人 沈 着 の 結果 堪 黄 色 或 は 紅 褐 色 の 大 騰 皮 
質 意 染 , コレ ステ リン 沈着 が 超 る と と は 他 の 病 
: の 場合 と 同じ 。 Horz に + ょ り 記 載 さ れ た 籠 汰 に 
肥厚 し た 血管 終末 一 一 柄 側 用 稀 性 一 - は 我々 に 
- よ つて は 穴 き れ な か つた 。 俳 し 膳 底 太 び 色 ぇ 
な 膳 の 他 の 部 位 の 潤 濁 は 見 られ た 。 

(4) 迄 絶 細胞 の 角 化 。 と れ は 急性 俺 仙 で は 
稀 , 但し 病 が 進行 する と 多かれ 少 か れ 多量 に 目 
立つ て 種々 な 勝 領域 。 主 と し て Ependym 下 の 
交 性 増 問 組織 部 及び 大 小 の 出血 部 の 近隣 に 見 ら 


れる 。 旨 符 細胞 と 場所 と の 開 隊 は 併 し 規則 正 し 


いも の で は な く 了 且つ 他 の 領域 に も 見 られ る か ら 
好 次 部 位 と 言う と と は 球 わ れ な い 。 と の 細胞 が 


娠 邊 し て 繧 化す る と と は 稀 で 大 概 は 若干 の る の . 


だ けが 閥 性 に 陥 つ の て いる 。 と の 織 化 は Horz 及 
び 中 村 等 と 同じ く ボ ルナ 病 の も ゃ の ょ 相 應 する 。 
- それ 改 細 か いと と は こと いで は 沈 べ な い 。 唯 あ げ 
て 置く の は 詩 と し て 原形 質 に 腫 央 現象 の ある と 
と よい, チ グ ロ リー ゼ の 種々 な 時 期 及び プラ ズ モ 
リー ゼ を も 示す 。 と れ と 開 隊 し て 眞 性 メイ ロ ノ 
ファ ギー 像 を 見 る と と は 稀 で ある 。 

 ⑤) 細胞 封入 龍 。 中 村 等 に よ つ て は や じ め て 
小 膳 ア ルキ = ニー 細胞 , 膳 室 系 の Ependym 細胞 


病理 本 生 。. 
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並び に 種々 な 騰 領 域 の 得 経 細胞 中 に 封入 醒 が 報 
告 され た 。 と れ 等 は 一 部 は 原形 質 に - 部 は 楼 内 
に 見 られ 直径 は 桜 小 骨 の 1/4 乃至 1/!0 を 有 し 
不 染 色 早 に と りか と まれ 且つ 一 細胞 内 思 表 の 
と と も 多 敷 の と と も ゃ ある 。 細胞 は 屋 < 上 鞍 の 姓 
性 を 示す と と が 多い と 言う 。 形 及び 書 狐 は ョ ー 
スト ・ デ ー ゲ ン 小 訪 に 仏 て いる 。 我々 の 材料 で 
は か いる 小骨 は 非常 に 稀 に と 見 られ た 。 これ は 
SEIFRIED こよ つて 朋 コ レラ で 見 られ た だ る の と 似 
て いる 。 それ 改 特別 な 意義 は と れ に つけ られ な 
い 。 殊 に 中 村 等 に よる と 健 語 に も 見 られ る と い 
うぶ 

(6) 中 心 怒 系 に 於 け る 任 挟 公 の 振 燃 及び 
HorZ が 確認 し た 次 の 事 開 は 我々 
の 研究 結果 に 於 て も を しかめ られ それ は 特 に 
偉 條 進行 例 と 於 て ゞ ある 。 即ち 炎 性 据 應 は 膳 の 
内 , 外 隔 表 面 に 最も $ 弓 い ょ 言う と と 服 ち 膳 守 藤 の 
近隣 及び 軟 膜 に 強い 。 又 その 際 動 脈 性 血 道 が 主 
に 侵さ れる 。 中 村 等 の 研究 に ょ れ ば 最 張 上 且つ 最 
る 規則 正しく くる 導 化 は 尾 誠 要 , 海馬 , 延 鱗 よ り 
騰 く 且つ 不 規 則 に 来 る の は 遇 球 , 
olfactorium, 四 丘 堆 , 膳 脚 。 稀 , 


- エ Tigo れ um 


小脳 及び 胸 


- 膜 。 我々 は 検査 材料 の 線 て の 例 に 於 て 敵性 指 化 
- を と れ 等 の 部 位 に 確認 する と と は 鞍 に すく な か . 


つた 。 主として 今 性 経過 で は 敵性 戻 應 = 言い 血 
千 出 血 と 言 好 襲 部 位 と いう も の は な い 。 それ 
の みか 好 化 は ほん の 定 つ た 一 部 に だ けし か 見 出 
され ず ま , 他 の 膳 部 は た ゞ 若干 の 浸潤 を 示す か が 吉 
は 全く と れ を 見 と ゞ さけ 得 な い の で ある 。 文 次 白 


質 或 は 白質 が 特に 侵さ きれ る と 言う と と は 何 農 で 


和 RE 
び 他 の 向 内 臓 病 毒 種 に ょ る 騰 内 に 於 ける 開 係 と 
Dot 
の ひろ が り 方 か ら と れ 等 嬢 化 の 病理 藻 生 に 肢 し 
確 貨 な 拓 貼 を 得る と と は 不可 能 で ある に し て る 
炊 の よう 推定 する と と は 誤り と は 言 を な い 。 
印 ち 一 部 は 血行 性 (人 刊 徐 毒 が 中 豚 葉 組織 に 及ぼ 
す 張 い 刺 載 作 用 ) 一 部 は 病 坦 が 内 外 の 膳 表面 か 
ら 胸 室 壁 の 層 の Ependym 上 に 遊走 し て 來 て 病 
絡 を 成立 さす 。 と の 推定 は 病 の 本 と 完全 < 一 


、 致 する 。 と の 推定 は 婦 炊 の 事 縮 と も 反 し な い 。 


印 ち Ependymitis granulariS は と の 病 の 継 過 





の 古く な つた と いう 表現 で ある と いう と と で あ 
つて 慢性 例 に 於 て 正 C 脆 春 器 液 の 高度 の 感染 が 
管 性 例 よ り も 容易 に 詩 明 され た から で ある 。 
(7) 俺 條 に 於 ける 騰 凶 化 の 特異 な る と と と 診 
断 的 意義 に 開 す る 問題 。 と れ を た し か め る と 
と に よ つ て “ 俺 作 勝 疾 ” が 果して と の 病 を 特 


微 づ ける や 否や 且つ 診断 的 意 護 を 有する や 否や 


と いう 問題 に 職 する 條 際 的 C 重要 な 問題 が 超 
る 。 と の 問題 は 次 の 根 角 か ら 殖 定 的 に 返答 され 
_ る 。 1) 上 記 膳 炎 は 俺 貧 病 奏 の 敵性 増殖 性 作用 
が 惑 る 中 心 往 絶 系 孝仁 に 及ぼ す 表現 で あり 且つ 
と の 作用 は 全く 一 定 し た 反 應 型 に 特徴 的 な る の 
で ある か ら 他 の 非 化 骨 作 の 向 臓器 性 病 毒 種 に よ 
つて 超 さ れる 膳 天 (SErFRrEp の 分 類 ) に 比肩 さ 
和 れ も な く て は な ら な いか ら で あ る 。 詩 と し て 橋 管 
性 及び 血管 周 園 作 光 包 球 浸潤 並び が こ グリア の 開 
係 は と れ 等 の 騰 類 に 於 て は 完全 に 同種 の も の で 
ある 。 と れ に 反し Ependym 下層 が 交 性 過程 
比 く 参加 する と と は (と の 程度 外 膜 増殖 が あ 
. り 上 且つ ゲラ ネ ヌ ロー ム を つく る と と ) 動物 に は 新 
し い 種類 の 所 見 で ある 。 それ に も か いわ ら ず 
Horz に 直 成 する と と は で き ※ な い 。 彼 は Epen- 
dymitis granularis (に 俺 貧 的 の 意 義 を つけ 且 


: つ それ 死後 診断 の 偵 値 を 尋 を る の で ある 。 彼 


自身 他 の 場所 に 於 て 次 の よ うに 言 つ て いる 彼 
の 特 嘩 性 は 確定 され た よう に 思わ れ ぬ ” 又 “ 就 
中 病原 表 問 題 は それ 自身 徹底 研 完 に よ つ て 誇 明 
され な く で は な ら な い "。 と の 用 心 深 い 制 断 に 
よる て 示 き 和 れれ る よう Horz 自身 に よ つ て 得 ら 
- 和 れれ た 事 四 に よ ょ つて 爽 の と ょ と が 刊 つ て いる 。 妥 ち 
同一 の 病 妊 が 馬 の 膳 に 於 て 肝 の 病 , 肝 及 び 有 動 
謀 の 血栓 , 助 膜 肺炎 及び 腺 商 勝央 に 於 て 見 られ 
て いる 。 婦 我 々 の 4 例 の 肢 照 非 俺 所 例 に 於 て 
見 られ 且つ 然 $ Ependym 下水 腫 及び 軽度 の 
Ependymitis が あつ を た 。 (2) と の 膳 嫌 化 の 特 
異性 の 他 に その 出現 が 俺 條 に 於 て 不 規則 に 見 ら 
れる と と は その 診断 全 値 を 制 約 す る の みか 豚 コ 
レラ 膳 央 に 於 ける 場合 の よう KC 不可 能 に すら ゃ 
- す る 。Horz の 成績 に よれ ば 61 ( 俺 貧 釧 死 馬 
' の ) だ け に 見 られ る 。 日 本 研究 者 の 36 例 の 俺 貸 
- 騰 中 22 例 に は 全然 な く 7 例 C 軽 度 4 例 に 中 等 
度 及び 3 例 に 高度 の 敵性 銀 化 が た し か め ら れ て 
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いる 。 匠 その 所 の 偉 貸 馬 34 筒 の 膳 の 中 で は こと 
の 所 見 は 4 例 に 於 て 全く 陰性 で あつ た 。 共 他 の 
も の は 併 し 綿 て の 織 化 が 見 られ た が 展 < 見 ら 
れる の は 出 碧 及び 軽度 の 敵 性 友 滴 で これ に は 
Ependym 下 領域 は 少 いか 全 〈 参 典 し な い の で 
ある 。 俺 気 の 際 く る 勝 好 化 を ボル ナ 病 及び 他 の 


非 化 肛 性 馬 膳 炎 の それ か ら 属 別 す る と と は 暑 敬 


例 で は 困難 で は な い 。 多 論 て の 大 別 標準 を 願 
慮 し て か いつ て の と と で ある 。 例え を ば だ Ppenr- 
dym の 尊 化 , 血管 長 有 要素 の 増殖 , 血 管 グ ラ ヌ ュ 
ー ム 及び 茨 性 刀 程 に 動脈 が 著しく 参加 する と と 
持 で ある 。 億 所 で 名 れ た 馬 の 膳 に 於 ける 小 及び 
大 血管 周 園 出血 が 展 々 来る と と も 公 ボ ルナ ブ 病 と 
異 つ た 所 で ある が 勿論 ボル ナ 病 に も 出血 性 型 の 
存在 する と と は 承知 し て いる 必要 が ある 。 更に 

俺 負 に 於 ける 中 心 牌 経 系 の 性 反 應 の 分 布 は ボ 
ルナ 病 の も の と は 根本 的 に 違 つ て いる 。 規則 正 
レ い 例 で は 膳 の 内 及び 外 表 が 敵性 過程 に つ ょ く 
参加 する と と は ボル ブ 病 と 或 程度 一 致す る が そ 
れ で も る 俺 包 で は 普 次 白 質 及 び 或 克 白 色 要 (SEr 
FRIED u. SPATZ の 研究 で ただ た し かめ られ た を たよ 2 
に ) と 占 居 す る と いう と と は な い 。. 価 ボ ルナ 病 
に は 依然 と し て 特徴 的 な 封入 骨 を 属 別 に も ち 出 
き な く て は な ら な い 。 尾 別 が 困難 に 進 着 す る の 
は 若干 の 敬 包 球 様 浸潤 及び グリ ア 筐 殖 が ある だ 


け で 定型 的 の EpendymitisS と いら う 標識 を 全く 


か 惑 は 殆 ん ど 全く 雇い て いる よう な 場合 で あ 
VO ひ 面 レ し で と の と ょ と は 俺 貸 に 際 し 稀 な ら ず 選 Ei 


- す る 。 か いる 例 で は 形態 聖 的 所 見 を 決定 的 な も 


の に する の は 動物 寅 験 ( 妖 問 馬 の 騰 資 を 以 て 家 
東 騰 内 接種 ) で ある 。 

市 川 厚 一 (1942) No. 2095 肉眼 的 に 脆 看 器 
液 多 少 増量 。. 組織 月 的 に は 膳 下垂 骨 に 於 て エモ オ 
ジン 嗜好 性 細胞 は 相 営 ある が 塵 基 性 細胞 は 少 い 
と と が を た しかめ られ を た 。 と れ に 反し 主 細胞 は 多 
い 。 名 血 は 前 後 甘 と も る 相 営 な も の で ある 。 

「 12. 肺 
CARRE et VArLEE (1906) 肺 に 於 て は 念 性 


- 期 に だ け 角 膜 下 に 浴 血 班 が 見 られ る 他 長 し い 病 
- 強 を 見 た と と は 一 度 $ な い 。 


MoHLER (1910) CYS 
液 姿 出 を 示す 例 が ある 。 
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CoMiNoTTI (1913) 出血 が あり それ に 大 小 の 
別種 々 あり 。 6 

SEYDERHELM (1914) 第 1, 2,3,4.5,6,7 及 
び 第 1 並び C 第 2 條 駿 例 に 於 て 右 好 見 を ず 。 

ScgErrz (1918) 肺 周 大 す , 出血 性 梗塞 散 芝 
する 

KErsER (1922) 通常 色 肖 且つ 多 敷 例 に 於 て 
小 出 血 を 示し その 大 さき 銀貨 大 。 

可 兄 (1924) 〔 第 1 例 〕 肺 は その 前 件 に 於 て 断 
面 よ り 黄 色 水 様 液 を 漏出 す 。 〔 第 3 例 ] 肺 は 年 ば 
吸 無 の 伏 を 呈し ベラ 赤色 な り 。 右 肺 の 前 部 及び 
左 肺 の 前 葉 と 後 茎 の 上 線 は 著しく 水分 < 富み 人 断 


面 よ り は 泡 涼 を 混ぜ る 液 朋 を 流出 す 。 舞 管 流 び 


無 管 枝 内 は 泡 涼 を 含有 せる 液 査 に て 充満 す 一 一 
肺 浮腫 。 〔 第 4 例 〕 肺 は 貧血 蒼白 な り 。 左 肺 の 断 
面 は 乾燥 し 右 肺 の 断面 は 暗 褐 色 混 潤 に こし て 液 と 
富む 。〔( 第 5 例 〕 肺 は 淡 赤 色 を 呈す 。 左 右 雨 肺 の 上 
弱 特 に 右 肺 断面 より 泡 涼 を 混ぜ る 液 を 流出 す 。 
無 管 及び 無 管 枝 は 泡 涼 を 以 て 充満 す 。 〔 第 6 例 〕 
肺 は 淡 赤 色 呼 無 の 状 に あり 。 店 肺 は 攻 面 鮮 赤 色 
に し て 水分 に 富む 左 肺 は 衛 面 同じ く 鮮 赤色 な 
り 。 肺 助 膜 面 及 び 縦 隔 膜 に は 洒 粒 大 乃至 大 豆 犬 
の 暗 赤 色 浴 血 玉 散 在 す 。 【 第 7 例 ] 肺 は 左 肺 の 前 
葉 及び 後 工 の 下 は 暗 赤 色 肉 様 に し て 空 無 を 含 
有 せ ず 左 肺 助 膜 面 に 落 豆 大 暗 赤 色 の 滋 血 区 あり 
その 面 粗 に し て 組 維 素 を 附 着 す 。 丸 鶏 卵 大 で 
その 形 不 整 な る 助 膜 の 肥厚 あり 禁 液 を 淫 潤 す 。 
左 肺 助 膜 下 に は 粟 粒 大 乃至 亜 廊 人 大 嗜 赤色 の 滋 
血 到 を 散 驚 す 。 左 肺 は 一 般 に 充血 し て 暗 赤色 右 


肺 は 任 血 し て 淡 赤 色 を 呈す ーー 出血 性 助 膜 類 。 


[第 8 例 〕 肺 は 一 般 に 貸 血 し て 淡 赤 色 な り 。 右 肺 
に は 多少 の 沈 随 充 血 あ り 。 世 面 水分 に 富む 。 〔 第 
9 例 〕 肺 は 蒼白 色 , 血 液 に 乏しく 所 を に 墨色 素 
の 沈着 せる を 見 る 。 特 C 祭 管 枝光 包 腺 に 於 て 雄 
明 な り 。〔 第 10 例 〕 肺 は 淡 赤 色 に し て 暗 赤 色 亜 
諾 仁 大 の 血 玉 を 散 訟 す 。 左 肺 後 葉 に 胡桃 資 大 の 
硬 幾 部 あり 。 断面 宰 色 を 著 び 次 白 色 栗 粒 大 結節 
を 容 秋 す 。 肺 の 断面 は 液 骨 に 富む 。〔 第 1 例 〕 肺 
は 全く 呼 無 の 伏 に あり 。 容積 著しく 小 に し て そ 
の 質 比 柔 軟 弾 に 乏 し 。 指 三 を 加 う る に 礎 注 
容易 に 消失 せま 。 左 肺 は 一 般 に 作 血 し て 淡 赤 色 
を 名 びそ の 表面 所 々 に 黄 白 色 膨 大 な る 部 分 あ 


り 。 と れ を 切断 する に 装 し く 嘩 紙 音 た を き く 。 右 
肺 は 上 部 及び 下部 に 於 て 貧血 し 白色 結節 折 に 膨 
隆 し 基 断 すれ ば だ 散 明 の 蝶 底 普 を 区 す 。 中 部 は 暗 
赤色 を 呈し 断面 は 肉 様 の 観 を 呈し 空 祭 を 含有 せ 
ず 握 管 及び 握 管 粘膜 下 に は 空 祭 を 含 著 ーー 肺 
無 腫 。〔 第 12 例 ] 肺 は 右 肺 肖 黄 赤色 を 帯 び 前 葉 
及び 後 葉 前 部 に 於 て は 明か に 肺 胞 を 認 な る を 得 , 
後 葉 の 無 管 枝 内 に は 細長 の 寄生 衣 ス トロ ン ギ ル 


ス ・ ミ クル ー ル ス 若 干 を 含有 す 。 左 肺 は 暗 赤 色 


断面 より 泡 涼 を 混 ま る 液 多 量 に 流出 し 仁 管 及び 
無 管 枝 内 に は 荒 色 泡 涼 を 混ぜ る 液 を 含有 す 。【 第 
13 例 〕 肺 は 呼 無 の 状態 に あり 。 断面 ベラ 赤色 な 
り 。 〔 第 14 例 〕 肺 は 人 邊 ば 吸 仁 の 攻 態 に あり 。 飽 
診 す る 弾力 に 乏しく 指 歴 を 印 す 。 一 一 肺 無 腫 。 
[第 15 例 〕 肺 に 異常 な し 。〔 第 16 例 〕 右 肺 は 淡 赤 


色 特 別 な る 書 汰 を 次 見 せま 。 左 肺 に 於 て 後 葉 の 


下 疹 に 近く 表面 不 整 形 鶏卵 大 乳 訴 沢 濁 を 呈す る 


も ゃ の 2 箇所 あり 。 何れ も 性 状 角 痕 を 呈す 。 肺 を . 


騙 診 する に 後 葉 下 泊 前 端 並 び 後 葉 の 中 央 に 雨 
健 大 硬く し て 手指 に 抵抗 する 部位 あ り 。 と れ を 
切断 する に 失 圧 音 を 次 し 切断 面 を 刀 に て 麻 捧 
する C 気 胞 を 生 ぜ ま その 一 部 を 水中 に 投 ま る に 
器 底 に 沈降 す 。 断面 は 克 白 色 , 環 絞 航 を な し 結 
洋 織 に 富む 。 左 肺 は 一 般 に 暗 赤 色 , 断面 より 黄 


の 中 央 に 於 ける 便 鐵 部 を 槍 す る KC 肺 胞 郡 を 認 p 
る 能 わ まし て 相 礎 扇 写 られ 無 無 訪 の 大 を 旦 す 。 


_ 赤 色 水 様 液 を 多量 に 流出 す 。 組織 像 。 左 師 後 葉 


或 は 肺 胞 壮 問 し 遊走 白血球 に て 項 寒 す 。 肺 胞 磨 . 


は 結 締 織 に て 著しく 肥厚 し 硝子 様 欄 性 に 陥れ 
り 。 細 無 管 枝 は 礎 局 己 ら れ 若 く は 遊走 細胞 に て 
需 寒 す 。 病 獲 部 は 一 般 に 硝子 様 笠 性 を な せる 結 
締 織 に 富み 且つ 多 要 白 血球 を 浸 酒 す 。 助 膜 に 療 
渡 あ る 部 位 の 肺 を 鐘 検 する に 肺 の 間 質 は 著しく 
白血球 を 浸潤 し 又 肺 胞 の 百 血球 に て 寺 塞 立 る も 
の あり 。 ヌー 部 肺 胞 は 机 液 を 幸広 す 一 一 慢性 硬 
結 性 肺 天 。【 第 17 例 〕 肺 の 前 葉 全 部 及 び 後 工 の 
下 終 は 本 肺 共 に 水 に 浸る 内 の 如き 観 を 呈し 和 全 
く 祭 胞 を 含有 せま 。 と の 部 の 肺 助 膜 は 繊維 素 北 
塊 を 附 着 す 一 一 無 無 肺 。 〔 第 18 例 〕 肺 は 胡 し く 
吸 無 の 其 に あり 一 般 に 気 血 し て 湊 ベ ラ 赤 色 を 呈 
し 右 肺 は 断面 液 汁 に 富み 且つ 左 肺 は 断面 征 ぇ 乾 
燥 せり 。 


, LO 7 の まお 11 リ 0 に (EL 、 表 | が 4 ScMLh し 性 は し す 、 の! 訂 / 
0 か 7PONNH0 前 ML に MA 本 0 
すり 和 0 和 が 0 リル ML 二 5 に 人 71 
0 人 M 

A Mi 


可児 (1925) (第 1 例 〕 肺 は 年 ば 吸 舞 の 状 を な 
_ す 。 右 肺 は 液 汗 に 富み 暗 赤 色 の 部 位 と 淡 赤 色 の 
部 位 と 相 交 0 て 環 絞 を な す 。 暗 赤 色 を 呈す る 部 
位 は 祭 泡 を 含有 せ ず 左 肺 は ベラ 色 下 弱 に 於 て 肺 
胞 著 し く 膨 大 す 。 刻 面 血液 に 乏 し 
無 和 肪 。〔 第 2 例 〕 肺 は 多少 暗色 を 如 び 液 汁 に 富 
な 。 下 生 部 は 暗 赤 色 了 肉 様 の 航 を 呈し 窪 気 を 含有 
必ず 左 肺 は 年 ば 喚 祭 の 誠 を 呈し 蒼白 色 こ し て 指 
歴 を 即 す 。 切断 の 際 唱 開 音 著 明 な り 。 無 管 内 に 
は 白色 の 泡 洲 を 含有 す 一 一 無 無 肺 。 〔 第 3 例 ] 肺 
は 退 縮 不 全 な り 。 右 肺 は 血液 に 逐 し き も 左 肺 断 
面 は 緒 赤 色 液 汁 に 富む 。 気管 枝 に は 少量 の 泡 潜 
を 含有 す 。[〔 第 4 例 〕 肺 は 一 般 に 血液 と 乏しく 淡 
赤 ベ ラ 色 を 呈す 。 断面 著しく 液 汁 に 富み 次 色 水 
様 液 を 多量 に 歴 出 す 。 気管 及び 管 枝 に は 白色 
- 泡 決 よ り な れる 液 を 充 漬 す 。 〔 第 5 例 〕 肺 は 邊 ば 
明 祭 の 疾 を 呈し 左 肺 断面 は 液 汗 に 富む 〔 第 6 例 ] 
_ 肺 は 諾 有 有 爾 肺 と も 蒼白 色 に し て 殆 ん ど 血 色 を 帝 
が び ず 。 世 面白 黄色 乾燥 し て 血液 に 和 逐 し 。 唯 肺 の 下 
痛 に 於 て 血液 及び 液 汁 に 富める を 藩 見 する の 
み 。 無 管 内 に は 少量 の 白色 泡 涼 液 を 含有 す 。〔 第 
7 例 〕 肺 は 人 符 ば 吸 無 の 汰 を 呈す 。 一般に 血液 に 
乏しく 春 自 色 な り 。 左 肺 は 断面 液 汁 に 富む 。 無 
管内 に は 汁 泡 を 充 滴 す 一 肺 浮腫 。 第 8 例 ] 肺 
は 年 ば 吸 舞 の 其 に あり 。 血液 に 乏しく 左 肺 断面 
は 血液 及び 液 汗 こ しく 乾燥 し 右 肺 は 断面 液 汗 
に 富む 。 左右 後 工 の 前 件 部 を 角 診 すれ ば 緩 密 に 
し て 弾力 に 乏しく 断面 無 泡 を 含有 せま し て 一 片 
を 水中 に 投 ま よれ ば 器 底 に 沈降 す 。 断面 液 汗 に 富 
み 且 つ 握 管 枝 の 断 端 よ り は 次 白色 軟 泥 炊 物 を 礎 
出す 。 断 面 C 不 整 挨 状 を な し 限界 明 有 瞭 な る 次 
白色 の 病 窟 あり 。 無 構造 の 組織 と なす (壊死 病 
電 ) 久 克 白色 麻 大 の 結節 を 散 多 サーー- カタ ー 
ん 性 及び 壊 斑 性 肪 災 。 【 第 9 例 〕 肺 は 人 区 吸 無 の 
状 を 呈し 蒼白 色 な り 。 友 肺 は 断面 乾燥 し て 水分 
(に 乏 し 。 堪 肺 は 液 汁 に 富み 衛 面 よ り は 黄色 液 を 
流出 す 。 前 葉 の 一 部 無 無 訪 を 呈す 。〔 第 10 例 〕 右 
、 肺 後 甘 の 下線 後 端 に 近く 常 大 の 肺 助 膜 は 和 維 を 
以 て 横隔膜 及び 助 衣 助 膜 ェ 疹 着 し 肺 息 質 は 結 締 
織 に 富み 強 級 に し て 肉 幾 せ り 。 左 肺 は 断面 液 汗 
、 に 富む 。〔 第 11 例 〕 肺 は 征 j ば 吸 祭 の 次 を 呈し 誰 
、 白色 な り 。 右 肺 は 断面 は 積 血 液 を 含有 し 暗 赤 





肺 浮腫 。 . 


管 枝 内 に は 泡 涼 を 含有 す 。 
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色 ( 沈 其 充血 ) な る も 左 肺 は 断面 血液 に 乏しく 
乾燥 せり 。 【 第 12 例 ] 肺 は 年 ば 吸 無 の 其 に あり 。 
蒼白 色 に し て 血液 に 逐 し 。 右 肺 は 液 汁 に 宮 む 。 
〔 第 13 例 〕。 左 肺 は 蒼白 色 血 液 に 乏しく 後 葉 の 前 
端 に は 気 腫 あ り 。 右 肺 は 暗 赤 色 肉 様 の 杉 を 呈し 
穴 祭 を 含有 せ ず 人 液 汁 に 富む 。 無 管 及び 仁 管 枝 
C は 白色 の 泡 涼 を 充満 す 一 一 肺 浮腫 。 第 14 例 ] 
右 肺 の 中 央 は 暗 赤色 肉 様 に し て 容 無 を 含有 せ ず 
又 液 汁 に 富む 。 左 肺 は 蒼白 色 に こし て 乾燥 せり 。 
無 管内 に は 白色 泡 添 を 充 病 す 。 一 一 肺 浮腫 , 無 
無 肺 。 -〔 第 15 例 ] 肺 は 黄 白 色 刻 面 水分 に 富み 
ーー 肺 淳 腫 。【 第 16 
例 〕 肺 は 黄 白 色 , 世 面 液 汁 に 富み 無 管 は 泡 泌 に 
て 充 寒 。 〔 第 17 例 〕 肺 は 年 記 吸 無 の 状 に あり , 右 
肺 は 蒼白 色 , 血液 に 逐 し 。 右 肺 後 葉 の 前 端 堂 大 
の 部 分 は 黄 赤 色 肝 鐘 し 断面 液 汁 に 富み 室 無 を 含 
有 せ ず , 細 無 管 枝 よ ょ り は 黄色 粘液 を 流出 す 。 婦 
自 色 麻 間 大 結 衝 散在 す 。 左 肺 は 汚 赤色 , 世 面 液 
汁 に 富む 。 右 肺 の 下部 は 容 無 を 含有 立 ま し て 不 
潔 胡 白 色 乃 至 赤色 を 呈す 。 掴 管 枝 に は 白色 泡 潜 
を 充満 す 。 無 管 枝 肺 基 , 肺 浮腫 , 無 無 肺 。 
[第 18 例 〕 右 肺 前 葉 の 全部 及 が 後 葉 の 前 部 は 不 
潔 勤 青 克 白 色 を 呈し 策 々 硬く 断面 は 次 白色 栗 粒 
大 上 粒 凌 を な し 祭 管 細 枝 ょ り は 次 白色 膜 様 液 を 
流出 す 。 後 葉 の 前 方 に 於 て 肺 助 膜 は 赤 著 様 結 締 
織 に て 助 骨 助 膜 と 疹 着 す 。 右 肺 は 病 閥 部 を 除け 
ば 淡 赤 色 な り 0 。 左 肺 は 断面 鮮 赤 色 液 汁 に 富む 。 
無 管 及 び 打 管 枝 内 に は 泡 涼 を 混ぜ る 淡 黄 色 水 様 
液 を 多量 に 含有 す 。- カタ ー ル 性 肺 基 , 肺 淳 
腫 。【 第 19 例 〕 肺 は 呼 無 の 状 に あり 。 肺 を 角 診 
する いと 様 息 大 の 硬 き 結節 多 敷 に 散在 す 。 結節 周 
園 の 組織 は 赤色 を 呈す 。 結節 を 切断 する に 次 白 
色 濃 厚 な る 膜 ょ 次 白 色 脱 な る 組織 片 と より な 
る 。 友 肺 後 葉 の 前 部 の 肺 胞 は 膨 暖 し 胞 長 和 明 と 
な り 性 も 石鹸 水 に て 大 気 泡 を 形成 し た る 如き 抽 で 
を 呈す 。 左 肺 後 葉 下 1/3 は 暗 赤 色 肉 様 に し て 水 
分 に 富む る 祭 泡 を 含有 せ ず ( 無 無 肺 ) 一 一 肺 無 
腫 。 第 20 例 〕 肺 は 蒼白 色 , 年 ば 吸 無 の 状 に あ 
り 。 断面 液 汁 に 富む 。 祭 管 及び 無 管 枝 に は 白色 
泡 様 液 を 含有 す 。 〔 第 21 例 〕 肺 は 蒼白 色 , 右 肺 は 
黄色 を 如 ぶ 。 右 肺 の 秘 面 は 黄 色 の 液 汁 に 富む 。 
気管 内 に 白色 の 泡 涼 を 充満 す 。 一 一 肺 浮腫 。 【 第 
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22 例 〕 肺 は 年 だ 明仁 の 誠 に あり 。 淡 赤色 こし て 
血液 に 乏 し 。 断面 は 坪 葉 共に 液 汁 に 富む 。 左 肺 後 
業 の 中 央 は 空気 を 含有 せま 。- 一 - 肺 浮腫 。〔 第 23 
例 〕 肺 は 年 ば 吸 舞 の 誠 に あり 。 左 肺 は 断面 暗 赤 
色 液 汁 に 二 み 右 肺 は 巴 面 蒼白 色 液 省 こ に 乏 し 。【 第 
24 例 〕 肺 浮腫 。〔 第 25 例 〕 右 肪 は 一 般 に 血液 に 乏 
し く 葉 白色 を 呈す 。 断面 液 汁 に 富む 。 特 に 前 葉 
は 水分 に 富み 邊 ば 透明 な り 。 右 肺 後 華 の 中 央 上 
弱 に 近く 粟 粒 大 乃至 大 豆 大 黄 大 白色 の 結節 あ り 
硬 央 な り 。 左 肪 は 暗 赤 色 こ し て 血 量 多く 後 葉 の 
下條 部 は 暗 赤 色 肉 様 に し て 空 無 を 含有 せま し て 
液 填 に 富む 。 上 年 部 は 液 汁 に 富み 密 無 を 含有 す 。 
無 管 枝 内 に は 泡 潜 様 液 を 含有 す - 一 一 肺 浮腫 , 無 
無 肺 。 第 26 例 〕 肺 は 黄 白 色 血 液 に 乏 し き 他 特 
と 記す べき 姓 化 な し 。【〔 第 27 例 〕 肺 は 蒼白 色 に 
し て 血液 に 逐 し 。〔 第 28 例 ] 肺 の 断面 液 汗 富 


み 無 管 内 に は 泡 涼 を 充満 す 。 右 肺 の 表面 に は 赤 


色 乃 至 弟 団 色 の 小 下 散在 す 。 一 一 肺 淳 腫 。〔 第 
29 例 ] 肺 は 年 ば 吸 無 の 汰 を 呈す 。 一般に 血液 に 
富む 。 左 肺 は 充血 し て 刻 面 暗黒 赤色 且つ 液 汗 に 
富み 室 和 の 含量 多 か ら まず 。 左 肺 後 葉 の 後 端 外面 
掌 大 の 肺 助 膜 は 蜂 超 し 白 色 不 透明 な り 。 助 膜 
は 肥厚 し て 厚 さ 5cm Cc 達 す 。 助 膜 面 は 卒 清 , 
間々 夢 和 織 維 を 附 苦 す 。 征 々 下方 に る 鶏卵 大 同 
様 の 獲 状 あり 。 周 園 の 助 膜 に は 樹 枝 状 赤 血 を 見 
る 。 肺 の 貨 質 に 異常 な し 。 舞 管 枝肉 に は 上 百 色 泡 
洲 を 充満 し 無 管 枝 粘液 中 に は 多 敷 の スト ロン ギ 
ルス ・ ミ クル ー ル ス を 次 見 す ーー 助 膜 の 繊維 性 
肥厚 , 肺 浮腫 , 無 無 肺 。 


SCHERMER (1927) 検索 例 中 に 1 例題 装 な 所 


見 を 呈し た も の が あつ た 。 長い 間 和 貧血 を 病 ん だ 
馬 が あつ を た が これ が 了 臨床 に 持ち 込ま れ 後 に は 殺 
農 分 され を た 。 肝 , 腫 及び 腎 に 於 ける 高度 の 病 幾 
と 並ん で 種々 の 跳 豆 大 乃至 棟 邊 大 の 病 電 が 肺 に 
島 出 され た 。 と の 病 和 は 若干 表面 に と び 出 し て 


分 次 明 , 克 色 で 軽く 固く 角 れ る 。 割 面 は 雪 . 


級 密 で ある が 肝 獲 は し て いな いじ 。 舞 腫 部 は な い 
組織 際 で は 肺 胞 長 は 幅 廣 く な り 且つ 光世 様 細胞 
及び ジ デ ロ チ ー テ ン が 混在 レ て いる 。 区 に 血管 
の 周 園 に は と れ 等 の 細胞 は 級 密 な 集 導 計 に な つ 
て いる 。 政 箇 所 で は 血管 長 自 己 $ 内 膜 に 至る 迄 
と の 組織 を 混在 し て いる 。 血管 内 に 血液 が ある 
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限り (必殺 動物 ! ) 血管 は 園 形 細胞 に 富む 。 必 


し ゃ 血管 中 に 血栓 が 見 出さ れる と は 限ら ちら な い 。 
QoENTiN (1933) 肺 は 常に 病 織 な じ 。 
NEKHOoTJAEFF(1935) 角 液 性 疾 と 網 秩 織 の 反 

應 性 繁殖 が 見 られ る 。 

HoMUrToV (1936) 呼吸 持 置 は 常に 病 区 を 示さ 
な いら が 時 特徴 ある 比 化 を 示す 。 病 和 諸 の 中 で 最 
も 展 々 遵 届 する の は 重 狼 出血 の 存在 で こと れ は 散 
在 し て きる か 或 は 久 融 合 し て な り 助 膜 下 或 は 寅 
質 内 の 斑 呈 と し て あら われ る 。 こと れ を 見 軸 す を た 
め C は ルー ペ 等 の 力 か 00 精査 する 必要 が あ 
る 。- 病 号 は 微小 で あつ た り 散 驚 し た り し て いる 


か ら で あ る 。 最も 疾 区 す る の は ほ は 舌 甘 で ある 。 肺 


の 充血 は 稀 に 見 られ る が と れ は 一 側 の 矢 華 か 責 
肺 の 欠 葉 に 見 られ る と と が 多い 。 肺 水腫 は 夏 に 


履 < 見 られ 能 働 性 の も ゃ の と 受 働 作 の も の と あ 
る 。 信者 は 常に 肺 寅 質 の 著 明 な 充血 及び 助 膜 下 


並び に 代 質 性 の 可 成 り 多 敷 の 出血 を 人 う 。 と の 


場合 肺 は 振 張 し 且つ 割 を 加 を る と オレ ンジ 色 で 
時 に は 泡立つ 棚 液 を 流出 せしめ る 。 受 働 性 水腫 
は 了 血 と 同じ 特徴 を 示す が その 程度 は 低い 。 と 
の 場合 肺 は 淡紅 色 , 屋 ぇ 間 線 部 に 無 無 肺 居 を あ 
ら わ ず 。 肺 水腫 は 滞 夢 性 と 局所 性 と ある 。 十 者 
の 間 C 無 敷 の 幾 異 型 お ある 。 た だ 一 度 だ け 気 管 
枝 類 の ある 例 を 見 た 。 一 側 肺 だ けが 優 され 肝 姓 
の 充血 居 の 特徴 を も つて いた 。~ 要 之 肺 は 億 貧 病 
毒 に ょ つて その 機能 の 上 と 影響 を 和 異 を えん られ な 
い 。 少 表 の 進行 性 病 例 に 於 て の み 特 異 病 筆 が 代 
か 見 られ を た 。 と れ 等 の 病 髪 に は 第 1 義 的 の も ゃ の 
る 第 2 義 的 の も の も ある で あろ う 。 能 働 性 水腫 
無 管 枝 肺 共 惑 は 逢 故 妃 至 多 敷 の 出血 が 存在 する 
場合 に は 必 ら ず 無 管 枝光 巴 腺 に も 特異 病 織 が あ 
る 。 即ち 汐 巴 腺 は 増生 性 で あり 是 つ 到 箇 惑 は 出 
血 が 見 られ る 。 第 2 護 的 の 洒 紅 と し て は 腎 の 昧 
敵 を 受け て 2 区 性 の 水腫 及び 淫 潤 が 見 られ る が 
と の 場合 は 無 管 枝 汐 巴 腺 に 病 鐘 は な い 。 
NEwsc (1939) 第 ユ 例 。 小 出血 元 あ り 。 多く 
の 場所 と 於 て 肺 胞 隔 は 著しく 幅 を 増し 光 巴 腺 細 
胞 を 充 す 。 潤二 
陸 獣 研究 部 一 一 市 井 ・ 和 田 ・ 大 久保 ・ 加 藤 
(1940) 第 1 期 報告 。7 例 中 5 例 c 無 管 枝 肺 茨 あ 
0 。 肺 所 見 。 重量 6 こ 11 kg 退 縮 不全 , 表面 宰 
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赤色 乃 至 希 紫 褐 色 , 後 工 の 上 部 を 除き 前 葉 中 
業 の 大 部 及び 後 工 の 前 下端 は 暗 赤 色 , 肝 獲 を 呈 
し 硬 緒 脱 叶 す 。 但し 後 葉 の 下 外 絆 の 肝 織 部 は 一 
般 と 隣接 合 握 部 に 比 し 局 生 に し て 無人 訪 を あら 
わす 。 前 記 肝 織 痢 の 割 面 は 暗 紫 赤色 に し て 旭 黄 
次 白色 , 栗 粒 大 乃至 硫 軟 大 の 多 敷 の 結節 を 密 筑 
し 小葉 開 質 は 故 し く 廣 絆 し 次 資 色 を 呈し 当 測 
す 。 祭 管 枝 は 振 張 し 大 黄色 クリ ー ム 様 次 出 物 を 
充 江 す 。 粘膜 は 暗 褐 色 を 呈し 人 笹 枝 周 園 組織 は 
著しく 肥厚 す 。 後 葉 下 外 溢 の 無 仁 肺 部 は 暗 紫 赤 
色 を 呈し 小葉 内 に は 粟 粒 大 克 昔 色 斑 を 形成 す 。 


小葉 間 質 は 策 々 廣 織 す 。 後 工 後 上 部 の 含 無 肺 組 


綿 K こ あり て は 割 面 妖 黄 赤色 に し て 暗 赤 色 の 雑 斑 
を 現 わ し 所 えと 出 血 芝 を 混 じ 和 管 枝 の 断面 に は 
次 白色 の 浴 出 物 を 含む 。 第 芽 期 報告 。 負 死 17 例 
病 性 鑑定 2 例 計 19 例 。 肺 所 見 。 退 稀 不全 ( 重 
量 6-12 kg) 表面 褐 赤色 妃 広 著 紫 克 褐色 , 後 工 
の 上 部 を 除き 前 葉 忠 葉 の 大 部 及び 後 葉 の 前 下端 
は 次 褐色 乃至 暗 赤 色 の 肝 幾 を 呈し 膨 隆 遼 結 す 。 
前 記 肝 絆 都 の 割 面 は 次 赤褐色 乃至 暗 紫 赤色 に し 
て 筐 萬 大 白色 粟 粒 大 乃至 話 三 大 の 多 敷 の 結節 を 
箸 し 小葉 開 質 は 著しく 麻 紅 硬化 し , 大 誤 色 を 
呈し 混 滴 す 。 但し 増殖 性 打 化 は 一 般 に 前 葉 に 於 
て 高度 に し て 後 華 及 び 中 葉 に 軽度 な り 。 気管 枝 
は 著しく 状 張 し 次 黄色 クリ ー ム 様 兆 出 物 を 充 漠 
す 。 その 粘膜 は 暗 赤 褐色 を 呈し 腫 起 し 管 枝 周 
園 組織 は 著しく 肥厚 す 。 後 工大 郡 即 ち 後 上 部 
に 位 する 含 祭 肺 組織 に あり て は 割 面 惑 黄 赤 色 に 
し て 暗 赤 色 の 雑 斑 を 現 わ し 所 々 に 出血 斑 を 混 じ 
烏 管 枝 内 に は 種々 の 量 の 次 白色 の 浴 出 物 を 含む 
_ も の 多 し 。 組織 像 。 肺 に 於 て は その 肉眼 的 所 見 
に 一 致し 11 例 に 於 て は その 程度 に 多少 の 差 を 
_ 認 せ る $ る 何れ も 諸 な る カタ タール 性 化 膜 性 気管 
枝 肺 炎 の 像 を 呈 せ り 。 皮 に 解剖 的 所 見 に 記載 せ 
る が 如く 病 織 は 主として 雨 肺 前 葉 に 始ま 0 中 葉 
及び 後 葉 前 下 に 終る が 稀 に 不 規 則 性 に 後方 に 
散在 す 。 面 し て その 組織 区 的 像 も 前葉 に 於 て 増 
殖 性 病 緒 著 明 に , 中 葉 後 葉 に 移行 する に 従い を 
の 増殖 炊 軽減 し これ に 反し 前 葉 に 於 て も る 角 に 
認め られ る 化 膜 性 病 紹 は 積 ぇ 増強 する の 傾向 あ 
り 。 即ち 定型 的 肺 基 像 を 呈 せ る 病 例 に 於 て は 毎 
常 新鮮 と 思考 すべ き 浴 出 性 (カタ ー ル 性 化 膜 性 ) 
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興 化 と 陳 久 と 認め ら る い 増殖 性 角 化 の 混在 する 
を 確認 せり 。 

(1) 新鮮 ( 介 性 ) 兆 出 性 (カタ ー ル 性 化 膜 性 
及び 肛 瘍 性 ) 次 化 。 肺 服 は 多く は 細 葉 , 特に 小葉 
に 一 致し て 多 敷 の 多 桜 白 血球 , 腕 落 上 皮 細 胞 及 
び 喰 細胞 を 以 て 充満 し 稀 に 1,2 の 肺 胞 は 菌 集落 
を 含み 融 族 し 膜 示 化 す 。 この 黄 集 落 は 多く は グ 
ラ ュ 陽性 球菌 , グ ラ ュ 陽 隆 長 連 鎖 其 球菌 , グ ラム 
陽性 双 連 球菌 , グ ラム 陽 隆 欄 菌 , グ ラム ュ 陰 性 提 菌 
ょ りな る 。 肺 胞 胡 に て は 上 皮 細 胞 は 殆 ん ど 騰 藩 
し 充血 著 明 こし て 時 々 出血 を 呈す 。 無 管 枝 は 振 
張 し 多量 の 多 概 白血球 , 騰落 上 皮 細 胞 , 壊死 細 
胞 及 び 種々 な る 菌 よ りな れる 菌 塊 を 以 て 充満 し 
環 死 融解 騰 乾 化 し 稀 に は 全く 肛 瘍 汰 を 呈す 。 か 
か る 時 に 見 ら る ヽ 菌 塊 は 主として 短 連 球菌 な る 
る 稀 C 長 連 球 菌 又 は 種々 な る 菌 混在 す 。 祭 管 枝 
上 皮 細 胞 間 に 多 桜 白血球 浸潤 し 多く の 上 皮 細 胞 
は 解離 騰落 し 麻 剛 を 呈し 又 基 し き 時 は 深部 組織 
を 破壊 し て 潰瘍 を 形成 し 又 無 管 枝 振 張 性 窪 洞 を 
形成 す 。 祭 管 枝 情 に は 充血 著 明 , 時 に 出血 を 呈 
す 。 血管 は 振 張 著 明 に し て 白血球 遊走 し 稀 に 血 
栓 を 形成 し 旭 鮮 に 於 て は 長 連 球菌 性 化 膜 作 血 栓 
を 見 る 。 又 櫻 洋 及び 城 渡 に 於 て 血管 内 C 細 小 禅 
了 北 を 見 る 。 小 業 間 臣 及び 助 膜 に は 征 々 充血 水腫 


を 呈し 時 に 出血 を 呈す 。 旭 鮮 に 於 て は 助 膜 下 に 


膜 瘍 を 形成 し その 敵 症 は 助 膜 に 波及 す 。 横 洋 及 
び 好 上 に 於 て は 明か に 肺 胞 腔 その 他 の 毛細 管 に 


_ 於 ける 長 連 球菌 性 栓 子 を 中 心 と し て 騰 瘍 を 形成 


す 。 な を 後 葉 前 下線 部 に 限り 2.3 の 例 に 於 て 肛 
瘍 の 中 心 融解 を 示す る の い 外 KC 凝固 圭 死 を 呈す 
る 苑 を 制 る 。 

(2) 隙 久 (慢性 ) 増 殖 性 鍵 化 。 肺 胸 は 含 無量 
に 乏しく 一 般 に 多量 の 上 皮 細 胞 少 量 の 和 維 素 及 
び 少 融 の 多 李 白 血球 を 混 ま る 姿 出 液 を 含有 し 稀 
に 結 締 寺 増 生 す 。 肺 胞 克 に は 紡 鍵 形 細胞 の 増生 
を 見 , 著しく 肥厚 し 稀 に 索 大 或 は 染 其 を 呈し 吾 
存 上 皮 細 胞 は 骨 子 汰 又は 高 園 寺 誠 に 肥大 し 稀 と ・ 
腺 上 皮 様 に 化 生 し 毛細 管 は 征 々 振 張 す 。 無 管 枝 
及び 小 無 管 枝 に 於 て は 比較 的 細胞 に 乏 し き 港 出 
物 を 有 し 大 多 敷 の 例 に と 於 て 振 紅 し 上 皮 細 胞 は 多 
少 騰落 する も る の ある も 多く は 高 園 寺 伏 に 肥 犬 し 
増生 する も る の あり 。 上 皮 上 間 及 び 粘 膜 下 織 に は 少 
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敷 の 多 桜 白血球 を 混 ま る 彫 形 細胞 の 淫 潤 著 明 に 
し て , 周 園 組 織 増生 並び に 血管 の 新生 題 閉 な る 
時 は 一 見 肉芽 組織 外 級 を 呈す る 。 又 時 に は 小 無 
管 枝 の 全 閉 鎖 を 見 る 。 血管 周 園 組織 も 著しく 増 
. 生 し 又 血管 周 園 性 園 形 細胞 浸潤 を あら わす 。 小 
工 間 質 に 於 て は 軽度 の 水 腫 を 有 し 結 締 織 及び 血 
管 の 増生 著 明 こし て 著しく 肥厚 し 園 形 細胞 の 当 
潤 を 見 る 。 助 膜 に 於 ける 像 は 大 朋 小 葉 間 質 と 一 
致す る も , その 増殖 性 征 々 邑 く 上 皮 細 胞 は 多く 
は 騰落 し 小 量 の 繊維 素 を 附 着 す 。 か いる 増殖 性 
紙 化 激甚 な る 時 は 気管 枝 , 血管 及び 小葉 閣 質 等 
互 C 繊 維 性 に 疹 合 し て 硬 結 を 呈す 。 定型 的 無 管 
枝 肺 疾 症 例 に 於 て は 以上 の 2 病 退 が 個々 の 例 に 
より その 病勢 の 強 騰 , 病 期 の 急 , 病 毅 の 部 位 
等 に 多少 の 差異 ある も 毎 常 混在 す 。 
TRAUTWEIN u. ScHMIDT (1940) 7 例 の 肺 に 
於 て 認め られ 且つ 殆 ん を ど つ ね に 矢部 に 位置 し て 
いた 病 幾 は 種々 で ある 。 耐 し て いずれ も 億 貸 と 
無職 係 で ある 。 3 例 は 化 膜 性 無 管 枝 肺 茨 , 3 例 
は 硬 織 の は じ ま り か けた 慢性 握 管 枝 肺 , 更に 
他 の 1 例 は 出血 性 繊維 素性 肪 妖 が た し か め ら れ 
た 。 玲 父 臓器 に 於 て は 億 所 病 織 は 見 られ た 。 
市 川 厚 一 942) 北風 競 。 肺 は 呼 無 の 訴 態 に 
あり 。 表面 滑 肖 に し て 限局 せる 病 敬 な し 。 割 面 
析 量 増加 し 含 無量 減少 し 和 管 枝 内 に は 泡 注 を 混 
じ た る 粘液 を 容れ 粘膜 に 球 度 の 充血 あり 。 肺 門 
光 巴 腺 髄 様 に 腫 肛 す 。 No. 2095 肺 は 吸 無 の 誠 
態 に あり 。 表面 邊 滑 , 助 膜 面 に 出血 斑 散 在 す 。 


割 面 血 量 に 富み 浮腫 性 に し て 含 無量 減少 。 組織 


砲 的 に 高度 の 避 血 と 浮腫 が あり 赤血球 の 漏出 レ 
て いる 所 が ある 。 流産 菌 の 栓 寒 は 肺 胞 藤 毛細 管 
に 見 られ る が 局所 組織 に 反 鷹 は な い 。 

三浦 ・ 山 極 (1934) 接種 俺 條 22 例 , 自然 感 
染 偉 貧 42 例 。 了 肉眼 像 。 偶 質 内 に 於 て 消 性 叉 
は 限局 性 充血 , 出血 , 水腫 , 肺 胞 及 び 助 膜 下 気 
腫 , 間 質 に 於 ける 棚 液 性 浸潤 を 散 多 する 。 そ の 
他 少 敷 例 に 於 て 肝 半 牙 は 無 管 枝 肺 炎 , 助 膜 料 , * 
血栓 等 の 存在 を 認め た る も 最も 主要 な る 特徴 交 
織 化 と し て 認め た る は 爽 の 所 見 な り と す 。 灯 ち 
肺 は 一 般 に 増 容 膨満 し 或 は 限局 性 丘 状 膨 際 を 現 
わす も の あり 。 助 膜 面 は 神 色 の 度 強く 旭 黄 淡 赤 
色 乃 至 閉 紫 災 白色 を 呈し 肺 助 膜 は 少し く 肥厚 し 





上 つ 考 し く 緊 天 し 滑 江 に し て 寧ろ 光 澤 を 有 し 極 


め て 滑 か な る 角 感 を 有する も の あり 。 助 膜 の 
英 形 成 全く な きか 若しくは 甚 し く 氷 き を 薄 ょ と 
す 。 と れ を 商 礎 す る に 弾力 性 に 富み 容 多 に 原形 
< 復 し て 殆 ん ど 助 膜 に 鍼 美 を 留め ま 。 密 四 に し 


- て 宛 も 軟 様 ゴム 様 又 は スポ ンジ 様 の 感 を 有 す 。 


耐 し て 刀 を 入れ 割 面 を つく る に 其 し き は 一 種 の 
鈍 性 音 を 和敬 し 割 面 多 く は 不 規則 に 膨 隆 し 粗糖 に 
し て 了 且つ 血液 の 次 出 齋 きか 或 は 全く 《 と れ を 鉄 き 
その 色 問 萬 淡 赤 乃至 淡 褐 色 を 呈し 且つ 黄 褐色 康 
は 黄 赤 色 輪 旋 伏 紋 理 を 題する の か ら ず 。 試 み 
に 光 質 の 一 片 を 採り 手指 を 以 て 屋 す る に 若干 の 
拾 圧 音 を 語 し 空 握 を 排出 する ゃ も 一般に 礎 問 性 に 
乏しく 政 は 直ちに 原形 に 復 レ て 助 膜 の 鐵 誤 形成 
比較 的 秒 き 傾向 を 有 す 。 な お 以上 の 如き 病 北 芝 
現 の 結果 と し て 俺 気 馬 の 肺 重量 は 多く の 場合 或 
程度 増加 する 傾向 認め ら る 。 多 ち 今回 検索 し 
一 部 の 例 に 就き そ の 全 重 量 及 び 財 位 容積 の 重量 
を 測定 せる に 前 者 に 於 て 基 し き は 日 本 馬 標 準 値 
の 約 3 倍 に 達せ る も る の あり 。 その 共 均 値 に 於 て 
る 人 逢 か に こと これ を 竣 し 久 後 者 に あり て も 俺 人 馬 
に 於 ける も る の は 非 偉 気 馬 の そ れ に 比 し 一 般 ヒ 増 
加 し ある を 認め た り 。 組織 像 。 肺 助 膜 結 締 織 は 
一 般 に 粗 束 化し その 厚 さ を 増 し 織 維 の 配列 不 規 
則 と な り 結 締 織 芽 細 胞 , 結 締 繊細 胞 誤 は その 他 
の 小園 形 細胞 等 の 散在 せる も の 共 か ら ず 。 と の 


部 の 血管 内 に は 赤血球 を 充 憲 福 る も る の 或 は 大 小 


軍 桜 園 形 細胞 の 遊 見 圭 寒 す る る の あり 。 その 他 
助 膜 類 を 敬 し 著 明 な る 肉芽 形成 を 來 せ る る の 1 
例 を 認め 無 管 枝 内 は 7 例 に 於 て 装 ら れ そ の 多く 
は 粘膜 上 皮 細 胞 の 騰落 を 來 し 腔 内 に 遊 本 集 積 レ 
駐 惑 る る の に 於 て は 遊 本 細 胞 開 に 赤血球 喰 細胞 
の 介在 せる も の も 認め られ た り 。 肺 胞 内 に 於 け 
る 出血 は 11 例 に 認め これ 等 は 瀧 間 性 又は 限局 
性 に 現われ 稀 に 出血 区 の 部 に 接し 多 基 の 血 鐵 素 
天 粒 を 含有 する 組織 球 の 集積 を も 認め た る も ゃ も 血 
管 周 園 性 出血 は 殆 ん ど 見 られ ざり き 。 その 他 一 
部 に 於 ける 化 膜 性 肺 剛 及び 閲 質 性 肺 像 を 星 せ 
る も ゃ の 各 2 例 を 認め た る ゃ も 以上 各種 病 好 の 多く 
は 必 し ゃ 毎 常 必 杖 の 所 見 に 非 ま 。 肺 に 於 ける 壮 
要 な る 組織 夏 的 織 化 は 主として 血管 系 統 に 現 わ 
る いも の と す 。 面 し て 最も 特徴 的 に 且つ 殆 ん ど 
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一 定 し て 観 ら れ た る は 肺 胞 藤 毛 細管 の 所 見 と し 
克 で 故 明 な る 中 小 血管 内 外壁 に 於 ける 聞 化 な り 
ょ と す 。 と れ を 表示 する に 爽 の 如く , 毛細 管 に 於 
ける 獲 化 は 接種 俺 貧 馬 及び 自然 感染 俺 気 馬 共 殆 
ん ど 全 例 に 見 られ 小 血 管 歴 の 幾 化 に あり て も 大 
約 64 と し て 比較 的 高 率 に 認め られ た り 。 

_ 侯 所 馬 肺 に 於 ける 皿 管 病 幾 の 息 現 頸 度 
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( ユ 1) 肺 胞 区 毛 細管 の 幾 化 。 肺 胞 壁 毛細 管 に 
於 ける 病 織 は 極め て 早期 より 葬 し 肺 の 部 位 如 
何 を 問わ ず 源 慕 性 に 現 わ る る を 常 と す 。 毛 細管 腔 
は 一 般 に 振 張 し その 内 被 細胞 の 肥大 を 米 す と 共 
に 管 院 内 に は オキ シダ ー ゼ 反 應 陰性 な る 昌 要 の 
大 小園 形 細胞 遊離 充 滴 す 。 中 性 多 桜 白 血球 は 全 
く 認 め ら れ ざ る か 若く は 極め て 稀 に 散在 する の 
み と す 。 と れ 等 の 則 桜 細胞 は その 形態 上 主 と し 
て 組織 球 細 胞 及 び 所 計 汐 巴 様 細胞 と 認め ら る ヽ 
る の に し て 前 者 に あり て は 廣 く 管 腔 を 占領 し 多 
く は 個々 一 列 に 配列 する る 後 若 に あり て は その 
内 腔 に 壁 立 性 に 存在 し 或 は 諸 所 に 電 誠 に 集 狂 し 
ある を 認め られ 時 に は 毛細 管内 長 よ り 特 と 分 離 
せん と し ある 誠 を 呈す る も の を 認め ら る と と ょ と 
あり 。 へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 染 色 に 訟 て は 
大 型 軍 要 細 胞 の 原形 質 内 に 黄 褐 色 の 頼 粒 を 含有 
する も の 多く その 他 赤 血球 を 信 喰 し ある も の 政 
は 原形 質 内 に 空 泡 を 有する も の 稀 な らぶ 染色 質 
に て 乏 し き 周 形 , 枯 園 形 , ヒ ョ ー タ ン 形 , 腎臓 形 等 
種 え な る 形態 の 核 を 有 し 度々 直接 又は 間接 桜 分 
章 像 ゃ 認め ら る 。 前 記 の 貢 神 色 頓 粒 は 伴 染 色 陽 
性 に し て と れ 等 の 携 鐵 細胞 は 多く は 毛細 管内 に 
汐 則 性 に 存在 補 り 。 な お 毛細 管内 苗 桜 細胞 増殖 
に 開陽 し 注目 すべ き 所 見 と し て 以上 の 他 一 部 の 
例 に 於 て は エ オ ジン 濃 楽 性 の 原形 質 を 富有 し 一 
見 濃縮 性 の 彫 形 杉 を 有する 小園 形 細胞 還 ち その 
形態 上 赤 芽 細胞 と 認 む べき 草 桜 細胞 を 藩 明 に 増 


。 。 殖 し ある ふる の を 認め られ た り 。 と の 素 よ り 軍 に 


へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 染 色 の み に より て 上 刻 
定 し 難 き と と 勿論 な る も 多分 に と れ を 認定 し 得 
、。 る が 如き か いる 細胞 増殖 和 の 存在 は 多大 の 注意 
、 を 要する 所 見 と 思 巻 す 。 携 張 せ る 肺 胞 難 毛 細管 
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は 多く は 太 き 索 状 を な し て 蛇行 し 相互 近接 する 
傾向 を 示し と れ に と 任 つ て 肺 胞 衣 は 狭 窪 せ られ 許 
に は 毛細 管 相 互 の 接 著 に より 殆 ん ど そ の 存在 を 
認 む る を 得 ま 。 廣 油 な る 滞 夢 性 草 要 細 胞 増殖 税 
を 形成 する に 至り か か る 孝 位 に 於 て は 多く は 浮 
腫 を 認め ら る 。 毛細 管 に 訟 ける 赤血球 は 以上 の 
如き 澤 桜 細胞 の 増殖 に より 多く は 全く その 昧 を 
ひそ め 或 は 諸 所 に 限局 性 に 集積 し 千 在 する に 包 
ぎ ま し て か いる 場合 に 於 て は 肺 の 血行 障 旭 又 は 
その 停止 を 示す も の と 組 ら る いも の と す 。 肺 胞 
胡 に 於 ける 格子 状 織 維 の 増生 は 病 例 又は 郡 位 に 
ょ より 必 し ゃ 一 様 な ら ざ る も, 一 般 に 著 明 な る 細 
肥 増 殖 叶 の 存在 する 部 に 於 て は と れ が 形成 増加 
を 認め ら る ぃ 事 及 か ら ず 。 

(2) 中 小 血 管 衣 の 尊 化 。 中 小 血 管 歴 の 幾 化 は 
毛細 管 の 所 見 に 炊 ぎ 著 明 に 現 わ る いも 次 病 初期 
に 於 て は 未だ その 現 を 見 ざる も の に し て 破 時 
期 を た る も の と 認め らち る 。 血管 胡 の 獲 化 は そ 
の 縮 現 上 これ を 内 膜 作 及 び 外 膜 作 の 2 種 に 大 分 
し 得 ら る いも の に し て 血管 の 種類 引 に 於 て は ー 
般 に 静脈 に 多き 傾向 あり 。 小 血 管 殊 に 高度 の 病 
打 を 現 む る も の 在り て は 動静 脈 の 識別 困難 な 


- る も の な し と せ ざ る ゃ も 大 約 こ と れ を 分 類する に 内 


膜 性 鍵 化 は 動脈 7 例 , 静脈 24 例 , 外 膜 作 季 公 
は 動脈 12 例 , 静脈 35 例 に 見 られ , 以 上 を 合 す れ 
ば 動脈 の 鐘 化 は 19 例 , 静脈 の 幾 化 は 59 例 に し 
て 明か に 後者 に 於 ける 北 化 の 多き を 認め ら る 。 

(Ca) 内 膜 作 病 幾 。 血管 内 被 細 胞 屋 直下 の 内 膜 
組織 に 苔 生 する も の に し て 多く は 邊 汰 性 に 現 わ 
る いも 時 に 硝 夢 性 に 現 わ る * も の な き に 非 ま 。 
先 ま 内 膜 結 締 織 の 疎 末 化 と 共に と の 部 に 主 と ェ レ 
て 原形 質 に 富み 泡 炊 柱 を 有する 大 軍 桜 園 形 細胞 
還 ち 組織 味 任 細 胞 の 増殖 を 來 し , と れ 等 の 細胞 
は 盛ん に 血 鐵 素 を 食 喰 し て その 原形 質 内 に 充満 
し その 他所 調 滞 包 様 細胞 は 血管 腔 内 に 結節 汰 に 
膨 隆 突出 し 其 し き は 殆 ん ど と れ を 閉 宣 し ある も 
の あり 。 その 形態 は 竿 月 故 , 名 其 , ヒモ ョ ー タ ン 


, 状 等 種 を に し て 好 ん で 血管 の 分 岐 部 に 世 生 する 


傾向 あり 。 押 管 の 縦断 面 に 於 て は その 内 麻 に と 
れ 等 の 結節 激 物 相 併 列 レ し と の 部 に 診 け る 血管 腔 
内 に は 血行 佑 下 に よる も の と 認め ら る * 析 餅 需 


_ 寒 し 甚 し く 血液 王 通 の 障 旭 を 夫 し ある も の あ 
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り 。 注意 すべ き は と れ 等 の 結節 状 物 は 常に 無傷 
害 の 内 被 細 胞 層 に ょ 0 被覆 せら れ あ る 事 買 に し 
て 従 つて その 直下 の 病 電 な る は 大 な き 所 と す 。 
. と の 所 見 は ウン ・ ギ ー ソ ツン 染色 こよ れ ば だ ば 一層 明 
確 C 認 むる を 得る $ ゃ の に し て , 時 に 同時 に 正 管 
腔 内 に 血栓 の 存在 を 認め らち る いと と ある $ と 和 れ 


す 。 と れ 等 の 細胞 結節 内 に 於 て は 格子 汰 組 維 の 
増生 は 苑 ん ど な く 僅か に と 増殖 細胞 問 に 網 伏 に 配 
列 レ し ある を 認め ら る に 包 ぎ ず ま 。 面 し て 楼 結 竹 
は 爾 後 陳 堆 と な る に 伴い て 瀬 炊 諾 小 する 傾向 を 
示し これ が 修復 機 直 還 ち 結 締 織 の 形成 は 全く 誰 
め 得 ざる も の に し て 病 的 紀 の 長き 慢性 型 俺 貸 
馬 に 於 て は 比較 的 小形 に し て 然 も その 細胞 妥 索 
は 殆 ん ど 不 整形 な る 光 巴 様 細胞 の みよ りな る $ 
の 多 し 。 以上 の 如き 限局 性 内 膜 病 毅 の 外 惑 る $ 
の に 浴 て は 潮 募 性 に 内 膜 結 締 織 の 貴 整 化 を 秦 し 
正和 約 に 膨 隆 し 小 敷 の 組 繊 球 性 細胞 或 は 小園 形 細 
胞 の 散在 レ し ある も の を も 認め ら る 。 ' 

て (b) 外 膜 作 病 差 。 血管 外 膜 に 於 ける 滞 夢 性 細 
胞 増 殖 の 形態 を 以 て 現われ 内 膜 性 毅 化 と 同時 に 
或 は 軍 獲 に 功 現す 。 先ず 廣 注 な る 領域 に 於 ける 
血管 外 膜 結 締 織 は 基 し く 疎 胡 と な り と の 部 に 内 
膜 病 乾 に 於 て 現れ た も の ょ 同様 の 細胞 即ち 携 鐵 
細胞 及び 汐 巴 様 細胞 の 湖 夢 性 増殖 を 溢 し , と の 
結果 血管 周 園 は 廣 範 園 に 互 り て こと れ 等 の 細胞 病 
に ょ より 園 読 せら れ た る 盾 を 呈す る も の あり 。 婦 
一 部 に 於 て は 中 膜 に 迄 波及 し と れ が た めそ の 弾 
力 繊維 の 分 散 離 断 を 來 し 殊 に 同時 に 内 膜 性 病 毅 
の 存在 する 場合 に 久 て は 一 部 血管 歴 の 崩壊 像 を 
呈す る と と あり 。 外 膜 性 病 元 の 抽 察 上 特に 注意 
すべ き は 周 園 に 於 ける 病 共 例 之 間 質 性 肺 敵 苑 の 
存在 に し て 作 上 の 外 膜 性 病 其 は すべ て 新 る 周 園 
敵 症 の 存在 せ ざ る 郡 に 於 ける ゃ の と し 共 性 組 化 
と は 全く 無 開 係 の も の な り 。 外 膜 性 増殖 の 形態 
を 以 て 現れ た る 細胞 要素 は 初期 に 於 て は 以上 の 
如く 組 級 球 性 細胞 を 主 と す る も 論 後 病 的 紀 に 
ょ り 多 少 の 北 化 を 來 し 経過 陳 蒼 な る も の に あり 
て は 殆 ん ど 不 整形 軍 桜 細胞 の みよ ょ り な る と て と 多 
$ 内 膜 性 病 織 に 於 ける 毅 化 と その 軌 を 一 に し 多 
題 閉 な る 細胞 増殖 区 の 存在 せる 部 に 於 て 惑 る 程 
度 格 子 汰 維 の 増生 を す も る の を も 認め ら る * 


る 1 衝 Ke の テ PT 


と と ある も 必ず ましゃ 毎 常 見 ら る る 所 見 に 非 ざる 
が 如 レ し 。 何 外 膜 性 組織 球 性 細胞 の 増殖 と 同時 に 
隣接 気管 枝 周 園 結 締 織 こも とれ が 波及 を 見 , と 
の 部 に 於 ける 結 締 織 は 貴 表 化 し 失 鐵 細胞 惑 は 光 
巴 様 細 胞 の 散在 禄 る ぉ る の を も 認め た る も と れ 等 
は 一 般 に 軽度 に し て 極め て 高度 の 血管 外 膜 性 細 
胞 増殖 を 現 わ せ る 場合 に 於 て も 和 管 校 周 園 に 礁 
て は 殆 ん ど 毅 化 の 無き 場合 寧ろ 多き を 認め を 
り 。 以上 血管 内 外 膜 に 於 ける 毅 化 の 義 現 星 度 を 
要約 する に 表示 の 如く で 内 膜 印 ち 主として 結節 


形成 の 級 ら れ た る も の 40 少 , 外 膜 好 化 は 60% 


と し 内 障 任 奨 化 も 敢 て で 眺 し と せ ざ る を 知れ り 。 
偽 貧 馬 肺 小 血 管 胡 に お ける 病 既 毅 現 疾 度 
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(3) 血管 内 所 見 。 血管 内 に 於 ける 量 は 一 
定 せ ず 或 る も る の は 極め て 多量 の 赤血球 を 充 箸 し 
特に 内 膜 結 秘 の 著 明 に 和合 生 し ある 部 に 於 て は 學 
ん ど 弟 正 塊 と 化し て 管 腔 内 を 蔽 寒 し 血液 貴 通 の 
障 得 を 示す も の を 認め た る も , 多く の も の は 
管内 に 赤血球 の 存在 極め て 上 く 新た か る 都 に は 毛 
細管 内 に 於 て み ら れ た る と 同様 の 種々 な る 財 桜 
細胞 遊 見 し 攻 は と れ 等 の 細胞 は 繊維 素 に ょ 0 
着せ られ 一 園 塊 を な し て 血栓 状 を 呈し 廣 く 管 腔 


内 を 占領 し ある も の 極め て 多く 又 比 較 的 大 な る 1 


静脈 内 に その 分 枝 毛細 管 より 紐 伏 に 連 貫 する 血 


_ 稚 様 小 塊 を 形成 し ある る の あり 何れ の 場合 に 於 


て も る 血管 内 に 遊離 惑 は 集積 せる こと れ 等 の 細胞 は 
原形 質 に 富み 淡 明 核 を 有する 軍 核 園 形 細 胞 且 ち 
組織 球 性 細胞 又は 所 詩 汐 包 様 細胞 を 詩 と し, 中 
任 多 桜 白血球 の 存在 は 極め て 稀 な る を 常 す 。 
その 他 管 腔 内 に は 比較 的 新鮮 な る 析出 血 燈 を も 
散見 られ た る も る, 小 血 管内 に 於 て 准 換 化 せる 
も の 或 は 再 貴 通 を 來 せ る 定型 的 血栓 は 全く 認 な 
る を 得 ざ りき 。 
13. 胃 肝 > 
CARRE et VArrEg (1906) 腸 : 縦 陽 例 で は 
外 弟 正常 , これ に 反し 急性 例 で は 禁 膜 下 c 多 敷 
出血 を 散在 す 。 粘膜 は 多かれ 少 か れ 旨 い 充血 が 





あり 筋 層 も 同様 で ある 。 一 般 に 病 辻 は 大 腸 で は 
征 午 で 時 全然 出血 性 で ある 。 反 翌 に 小腸 で は 
散在 性 で ある 。 検索 例 中 の 多 敷 の も る の に は 腸 寄 
生 束 も 寄生 性 動脈 次 $ る 見 られ な か つた 。 

HEMPgr (1908) 腸 : 克 白 乃至 白色 , 腸 血 管 
の 充 履 少し 。 

IMoHrER(1910) 腹膜 及び 腸 の 出血 性 訴 態 あ 
り 。 後 著 は 恐らく 過食 の 結果 に 基く $ ぁ の で あろ う 。 

CowrNorrIr (1913) 腸 の 抽 膜 下 , 粘膜 下 に 出 
碧 性 浸 潤 あり 。 骨 粘膜 に も 同様 。 

SEYDERHELM (1914) [第 1 例 〕 胃腸 粘膜 は 
大 白色 , 敵 症 な し 。 〔 第 9 例 ] 胃腸 粘膜 は 全長 に 
身 0 葬 修 潮 紅 , 盲腸 壁 に は 則 そ 5~6 箇 の 鶏卵 
太 肛 瘍 。【〔 第 10 例 ] 骨 及 び 腸 の 大 部 分 の 粘膜 紅 
染 。 企 験 例 。3 例 ょ も 右 笠 見 え 。 

REINHARDT (1917) 特に 大 腸 に 禁 膜 下 出血 , 
胡 腸 に 於 て は 最 $ 必 々 大 小 の 粘膜 下 出血 が ある 。 


KrEMpPiN (1922) 稀有 な 1 例 と し て 大 腸 の 筋 ・ 


・ 層 に 褐色 壮 縮 が 50cm 長 の 部分 に 認め られ た 。 

KgrSER (1922) 擬 膜 の 出血 及び 腸 特に 大 騰 
に 出血 。 こ とれ 等 の 出血 は 跳 豆 大 乃至 銀貨 大 。 

ZgLLER (1924) 居 殺 に 立 會 つ た 動物 で は 胃腸 
汚 に 寄生 央 の 存在 を 認め た 。 骨 及 び 盲 腸 は 毎 例 
完全 に 割 を 加 を , 且つ 内 容 及 び 若 干 の 壁 織 化 を 
機 査 し て 寄生 性 徐 血 を 除外 する + う 努め た 。345 
例 中 29 例 に は 馬 幼 員 が な く 16 例 こ は 胃 中 
と 計 明 され た 。 盲腸 に は スト ロン ギル ス が 6 例 
に は 友 ら ず 20 例 で は 若干 , 17 例 で は 多 敷 , 2 
例 で は 非常 に 多 敷 寄生 し て いた 。 1 例 の 小腸 に 
は 12 匹 の 休 信 條 叱 が 寄生 し て いた 。 

可 晃 (1924) 〔 第 1 例 〕 骨 内 に は 善く 消化 する 
青 草 を 多量 に 含有 し 酸 臭 あり 。 噴 門 部 に は 若 
生 の 千 虹 幼 強 を 附 着 す 。 小腸 に は 異常 な し 。 大 
腸 に は 生々 液 租 に 富める 食 塊 を 含有 し その 粘膜 
面 は 石 盤 色 を 和 ぶ 。 〔 第 2 例 ] 骨 内 に は 能 く 油 化 
せる 食 塊 を 含有 す 。 噴 門 部 及び 幽門 部 の 十 二 指 
腸 に 移行 する 部 位 に は 無 敷 の 馬 蝶 幼 問 を 附 着 
す 。 小腸 内 に は 緊 柚 色 粘 生 な る 粘液 様 物 を 含有 
し 鍋 腸 及び 空腸 の 後 端 に 近く 多量 の 意 福 色 肛 様 
物 の 浮遊 する を 見 る 。 小腸 粘膜 は 一 般 に 肥厚 せ 
り 。 一 一 竜 性 腸 カ ター ル 。 〔 第 3 例 〕 胃 内 に は 多 
量 の 疹 化 せる 食物 を 含有 し 酸 臭 あり 。 胃 粘膜 は 
著しく 貸 血 す 。 大 小腸 に は 異 汰 な く 直 腸 粘膜 は 
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大 白色 粘 租 な る 粘液 を 以 て 被 わ る 。〔 第 4 例 ] 
骨 内 に は 中 等 量 の 酸 臭 ある 食 塊 を 有 し 粘膜 は 一 
般 に 作 血 す 。 胃液 腺 部 に は 針 刺 大 の 滋 血 表 散 在 
す 。 噴 門 部 に は 馬 虹 幼 叱 寄生 の 跡 あ 0 。 褐色 疾 
皮 を 以 て 被 わ る 。 小腸 に は 一 般 に 粘 般 な る 粘液 
を 容れ 粘膜 は 所 < に 散 墓 性 赤色 充血 を 呈す 。 大 

腸 こ は 虹 常 な し 。 組織 像 。 大 腸 粘膜 間 費 に は 園 
形 細胞 , エ オ ジン 嗜好 性 細胞 多 敷 に 浸 滴 す 。 粘 
膜 下 織 に も 多量 の 彫 形 細胞 及び エ オ ジン 嗜好 性 
細胞 の 浸潤 あり 。 粘膜 内 に 線 燃 寄生 此 骨 1 箇 を 
見 る 。 窪 腸 。 同 前 。 〔 第 5 例 〕 骨 は 少量 の 消化 せ 
る 食物 を 含有 す 。 超 色 木片 を 混ぜ る 所 あり 。 噴 
門 都 十二指腸 の 超 始 部 に は 多 敷 の 馬 蝶 幼 赴 を 附 
着 す 。 骨 粘 膜 は 状 し く 質 血 し て 蒼白 な り 。 十 二 指 
腸 。 窪 腸 の 粘膜 は 農大 充 血 を 呈す 。 一 部 は 石 杉 
色 を 著 ぶ 。 小腸 内 容 は 濃厚 粘 船 に し て 薦 色 を 旭 
び 特 に 卒 腸 に 於 て 粘液 湊 た な す 。 加 腸 内 に は 暗 





見 を まず 。 組 織 像 。 十二指腸 入 毛 の 矢 端 に は 暗 終 色 
天 料 状 の 色素 沈着 し へ モジ デリ ン 反 應 を 呈す 。 

粘膜 間 質 内 に は 園 形 細胞 を 浸潤 す 。 一 -- 念 性 小 
腸 カ ター ル 。 [第 6 例 ] 胃 は 多量 の 液 丹 に て 充満 
膨 妥 す 。 内 容 物 は 暗 褐 色 潤 濁 を る 流動 朋 に し て 
少量 の 消化 せる 落 片 及び 連 粒 を 含有 す 。 酸 臭 を 
芝 び ず 。 六 抽 指 大 索 其 を な せる 血液 導 塊 を 含有 
す 。 噴 門 部 に は 多 填 の 馬 時 幼 剖 を 附 間 す 。 十 二 
腸 は 粘 租 な る 粘液 様 物 を 含有 し , 空腸 の 始 よ り 
指 約 2m の 間 は チョ コレ ー ト 様 粘 生 濃 厚 な る 流 
動 隊 を 含有 す 。 と れ よ り 廻 腸 に 至る 間 は 黒 赤色 


流動 液 を 含有 す 。 そ の 量 約 51 に し て 血液 に 


繊維 素 凝 塊 等 を 泥 ま 。 空腸 及び 廻 腸 の 粘膜 は 帯 
赤 黄 色 に し て 針 刺 大 乃至 菜 粒 大 限界 不明 な る 浴 
血 虹 を 容 覆す 。 盲腸 に は 暗 褐 色 の 流動 液 を 充満 
し 尊 化 せ る 食 片 少量 を 含有 す 。 結腸 。 特 に 右側 
下層 結腸 及び 横行 結腸 の 内 容 は 征 々 暗色 を 間 
ぶ 。 女 食 塊 中 に は 缶 指 大 索 其 を な せる 暗 赤 色 血 
液 淫 塊 を 含有 し 長 さ 敷 米 に 達 す 。 組織 像 。 空腸 
は 粘膜 開 質 並び に 粘膜 下 織 こ は 稽 え 著 明 な る 彫 
形 細胞 浸潤 あり 。 一 一 胃腸 内 出血 。〔【 第 7 例 〕 胃 。 
内 容 物 は 酸 臭 を 圧 び 主として 良明 只 せ る 変 粒 よ . 
り な る 。 粘膜 は 所 血 し 所 < 長 形 の 長 さ 0 乃至 
1.5cm 鮮 赤 色 の 滋 血 班 あり 。 十二指腸 。 粘膜 
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毛 の 笑 端 は 石 盤 色 を 癌 び 粘膜 は 黄色 粘 柚 な る 粘 
液 を 以 て 被 わ る 。 開 腸 。 そ の 全 豚 に 豆 り て 黄色 
乃至 黄 次 色 粘 欄 な る 粘液 を 以 て 被 わ る 。 且つ 粘 
滑 な る 粘液 様 流動 物 を 含有 す 。 麺 腸 に は 形 を な 
せる 食 塊 少量 を 含有 す 。 大 腸 。 液 骨 に 宣 め る 食 
塊 を 含有 し 繊細 な る スト ロン ギル ス ・ デ テト ラ カ 
ント ス 多 敷 に 存在 す 。 粘膜 に は 異 営 な し 。 需 腸 
粘膜 は 乾燥 し 塊 片 は 粘膜 に 窓 着 す 。 組織 像 。 十 
二 指 腸 。 粘膜 間 質 内 に は 多量 の 賠 形 細胞 浸潤 あ 
0 。 大 腸 。 粘膜 間 質 内 に は 園 形 細胞 浸潤 あり 。 
又 エ オジ ン 嗜 好 性 細胞 を 混 ず 。 粘膜 下 織 に も 少 
敷 の 園 形 細胞 浸潤 を 見 る 。 ーー 竜 性 腸 カ ター ル 
[第 8 例 〕 骨 。 粘 膜 は 抽 血 蒼白 色 , 内 容 物 は 主 と 
し て 酒 化 せる 落 片 及び 乾 草 片 よ りな 0 乾燥 し て 
水分 に 乏 し 。 十二指腸 及び 空腸 。 大 部 分 に 於 て 誠 
毛 失 端 は 石 盤 色 に 着 染 す 。 裕 腸 の 始 に 人 共 て 顕著 
に し て 着色 部 は 縦横 に 連 貫 せる 環 絞 を 形成 す 。 
粘膜 面 は 黄色 万 至 黄 褐 色 粘 租 な る 粘液 を 附 着 
す 。 空腸 の 後 端 及 び 廻 腸 の 粘膜 は 蒼白 色 な り 。 


滑 化 せる 柔軟 な る 食 塊 を 含有 す 。 大 腸 。 粘膜 著 . 


織 見 を ず 。 内 容 は 水分 に と み 和 柔軟 な り 。 直腸 。 
季 軟 水分 に 富める 装 塊 を 含有 す 。 組織 像 。 容 腸 。 
粘膜 非 薄 な り 。 毛 和 失 端 に は 暗 終 褐色 素 を 洗 薄 
す 。 粘膜 問 質 内 に は 中 等 度 園 形 細 肥 浸 潤 あ り 。 
十二指腸 。 粘膜 間 質 内 に 軽度 の 園 形 細胞 浸潤 あ 
り 。 大 腸 。 粘膜 間 質 内 及び 粘膜 下 織 は 園 形 細胞 
浸潤 あり 。 エ テ オ ジン 嗜好 性 細胞 の 浸潤 を 見 る 
ー 一 人 急 性 腸 カ ター ル 。 【 第 9 例 〕 骨 。 粘膜 は 著 し 
く 公 血 す 。 骨 内 に は 水分 に 乏 し き 良 晶 咽 せる 食 
塊 の 多量 を 含有 す 。 十二指腸 並び に 窪 腸 。 緒 毛 の 
失 端 は 赤褐色 を 呈す 。 内 容 物 は 茶褐色 粘 航 な る 
流動 液 に て 胡 和 白色 栖 汰 物 ( 落 居 上 皮 細 胞 ) を 浮 
遊 す 。 空腸 の 後生 部 及び 廻 腸 の 粘膜 は 蒼白 色 に 
し て 茶褐色 粘 箇 な る 液 と 軟 泥 座 弟 と を 含有 す 。 
大 腸 。 茶 褐色 液 丹 に 富める 食 塊 を 含有 す 。 組織 
像 。 卒 腸 。 粘膜 問 質 に 中 等 度 の 園 形 細胞 浸潤 あ 
り 。 廻 腸 粘膜 の 細胞 浸 滴 は 故 し から ず 。 大腸 。 
粘膜 聞 質 及び 粘膜 下 織 に 彫 形 細胞 肖 潤 あり --- 


委 性 腸 カタ ー ル 。 [第 10 例 〕 十二指腸 並び c 空 腸 


大 部 分 の 粘膜 に 異常 な く , 黄 褐 色 の 流動 液 を 含 
有 す 。 空腸 の 後部 及び 廻 腸 は 黄 褐 色 粘 舟 な る 液 
と 消化 せる 食 片 を 混ぜ る 流動 液 を 含有 す 。 空腸 


の 後部 及び 麺 腸 に は 暗黒 色 血 液 渓 塊 及 び 鮮 赤 色 
血 細 片 の 附 着 せる を 見 る 。 小腸 失 膜 下 に は 寺 
色 イ ン キ を 散 せ る 如き 限界 不明 の 小 浴 血 存在 
す 。 大 腸 。 評 腸 及び 結腸 内 容 に は 茶褐色 の 流動 
遂 を な し 粘膜 に は 所 々 に 粟 粒 大 乃 到 亜 廊 握 大 鮮 
赤色 の 血 斑 散在 す 。 組織 像 。 空腸 。 粘膜 前 質 に 


- 軽度 の 園 形 細胞 肖 潤 あり 。 大 腸 。 粘膜 間 質 及び 


粘膜 下 織 と 精々 著 明 な る 園 形 細胞 淫 潤 あり 。 





ー 一 腸 内 出血 。 〔 第 11 例 ] 骨 。 多量 の 滑 化 せる 食 


物 を 含有 し 酸 臭 あり 。 骨 粘 膜 は 蒼白 な 9 。 十 二 
旨 腸 及び 空腸 の 前 竿 部 は 黄色 粘 租 な る 粘液 様 物 
を 含有 し 編 毛 舌 端 は 赤 揚 色 ど 呈す 。 往々 石 盤 名 
を 呈す る 所 あり 。 密 腸 の 後 端 及び 廻 腸 に は 茶 宰 


色 粘 舟 な る 軟 泥 航 の 歴 敵 を 含有 す 。 大 腸 。 内 容 


は 水分 に 富み 骨 毅 響 曲 及び 骨 湊 膨大 部 の 粘膜 は 
暗 赤 色 を 呈す 。 盲腸 失 端 の 粘膜 著しく 肥厚 し 購 
赤色 な り 。 組織 像 。 空腸 。 粘 膜 非 導 と な り 陽 度 
の 財形 細胞 浸潤 あり 。 大 腸 。 粘 膜 血液 と 富み 粘 
膜 及び 粘膜 下 織 に は 著 明 な る 賠 形 細胞 浸潤 あ 
5 。 一 一 急性 及び 慢性 腸 カ ター ル 。【 第 12 例 〕 


財 。 消 化 せ る 食 塊 を 多量 に 含有 す 。 噴 門 部 忠 


部 粘膜 に は 局 蛇 幼 号 の 何 小 に し て 赤色 を 閉 べ る 
も の を 無 敷 に 附 着 す 。 粘 膜 は 蒼白 色 な り 。 十 二 指 


腸 。 石 盤 色 器 上 護 内 容 物 を 含有 し 粘膜 丈 に 紋 毛 


の 衝 端 は 暗黒 色 を 呈す る 。 3 箇 の 遇 部 。 容 腸 の 
初め は 閉 し く 暗 黒色 を 呈す る も 後方 と 至る C 征 
い 爽 第 に その 度 を 減じ 窪 腸 の 忠孝 は 粘膜 蒼白 と 
な り 葉 褐色 の 液 骨 を 含有 す 。 組 織 像 。 十二指腸 。 
大 毛 失 端 に は 黄 褐 色素 を 沈着 する も の あり 。 粘 


_ 膜 及び 粘膜 下 織 に 園 形 細胞 浸潤 あり 。 容 腸 の 一 


部 は 粘膜 非 壮 と な り 較 形 細胞 浸潤 あり 。 盲腸 。 


粘膜 及び 粘膜 下 織 に は 和 精 々 著 明 な る 園 形 細胞 浸 
泡 あり 。 一 一 慢性 腸 カ ター ル 。 [第 13 例 〕 小腸 


(十二指腸 ) 前 部 に は 黄 褐 色 粘 液 塊 を 混ぜ る 流動 
液 を 含有 し 粘膜 面 に は 粘 舟 な る 粘液 を 附 落す 。 二 
二 指 腸 後 作 部 及び 空腸 の 前 部 は 克 自 色 粘 向 な る 


軟 泥 護 物 を 以 て 粘膜 耐 を 被 う 。 粘膜 は 蒼白 な り 。 . 


穴 腸 中 部 以後 は 閑 補 色 亮 く 商 化 せ る 食 片 を 混 二 
る 流動 液 を 含有 す 。 大 腸 。 水 分 に 富める 食物 を 
多量 に 合 有 す 。 粘膜 と 著 絆 見 を ず 。 組織 像 。 小 


_ 腸 。 粘膜 に 軽度 の 細胞 浸潤 あり 。 往々 ぇ 粘膜 の 鞭 


紗 し て 間 質 の 増加 せる 所 あり 。 大 腸 。 粘膜 間 費 


っ ーー oe ず 友 、 
ーー ーー 






粘膜 下 織 に は 中 等 度 の 細胞 肖 潤 め り 。 粘膜 上 皮 
減じ て 開 質 一 般 に 増加 せり 。【〔 第 14 例 〕 骨 。 多 
量 の 滑 化 し 酸 自 ある 食物 を 多量 に 含有 す 。 小腸 。 
前 件 部 に は 椅 黄 色 粘 舟 な る 粘液 を 含有 し 編 毛 矢 
端 は 褐色 を 閉 ぶ 。 空腸 後 年 部 に は 葉 褐 色 滑 化 せ 
る 流動 作 の 食物 を 含有 す 。 廻 腸 末端 に は 多量 の 
上 皮 細 胞 の 藩 層 塊 を 附 着 し 毛 舌 端 策 々 裾 色 を 
芝 ぶ 。 盲腸 及び 骨 竹 曲 部 に 寄生 病 織 あ り 。 大 
腸 。 水 分 に 定め る 食 塊 を 含 有 す 。 一 急性 腸 カ 
. ター ル 。 【 第 16 例 〕 胃腸 に 著 将 見 を えま 。〔 第 17 
例 小腸 及び 大 腸 は 腹腔 液 の た め 礎 辿 富 られ で 
牙 し , 小腸 は 索 雇 と な り 黄 血 色 を 呈す 。 大腸 
も 婦 内 容 著 し く 減少 せり 。 骨 。 中 央 に 於 て 圧し 
く 疲 紙 し 精々 砂時計 誠 を な す 。 良く 治 化 せる 食 
物 を 含有 す 。 酸 臭 を 放つ 。 粘膜 は 蒼白 色 な り 。 十 
二 指 腸 及び 空腸 。 粘膜 は 縮小 し 傾 問 択 を 呈し 終 
褐色 粘 租 な る 物質 を 粘 膜 面 に 附 着 す 。 組織 移 的 
に 軽度 の 園 形 細胞 肖 潤 あ り 。 〔 第 18 例 〕 十二指腸 
及び 空腸 。 前 竿 部 の 粘膜 に 於 て 編 毛 舌 端 は 石 明 
色 を 呈し 内 容 物 $ 多 少 同色 を 著 ぶ 。 編 毛 の 黒 染 
は 窪 腸 の 中 部 に 至る に 従い 軽微 と な る 。 空腸 の 
後部 及び 麺 腸 内 に は 濃 礼 色 軟 泥 汰 の 内 容 物 あ 
り 。 粘膜 面 は 多少 粘 舟 な る 粘液 を 附 着 す 。 組織 
区 的 に 小腸 は 誠 毛 舌 端 C 石 毅 色 素 を 沈着 す 。 粘 
膜 に は 積 < 著 明 な る 彫 形 細胞 浸潤 あり 。- 
腸 の カタ ー ル 。 

可 見 (1925) 〔 第 11 例 〕 十二指腸 及び 窪 腸 の 
前任 に は 暗 褐 色 粘 租 な る 粘液 様 物 を 含有 し 粘膜 
は 極細 微 な る 秒 汰 乃至 馬 誠 赤 色 に より て 所 を に 





引 赤 を 認 む 。 多 粘膜 下 に は 結 分 あり 。 小腸 の 急性 


及び 慢性 カタ ー ル 。 [第 12 例 〕 十二指腸 は 膳 汁 色 
を 呈す る 粘 衝 卵 次 様 物 を 含有 し 粘膜 は 負 皮 色 を 
呈す 。 空腸 及び 廻 腸 に は 水分 に 乏 し き 極 め て 粘 
筒 な る 絶 黄 色 物 を 含み 粘膜 は 濃 資 色 な り 。 盲腸 
に は 水分 に 乏 し き 食物 少量 を 含有 し 粘膜 は 石 毅 
色 を 旦 し 粘液 を 科 む る 。 結腸 内 に は 乾燥 せる 食 
物 を 多量 に 含有 し 直腸 は 所 を ぇ に 開 塊 を 有 す 。ーーー 
小腸 の 乱 性 カタ ー ル 。 [第 13 例 ] 胃 粘 膜 は 作 血 蒼 
白色 な り 。 小腸 及び 内 容 は 十二指腸 及び 空腸 の 
前 部 に あり て は 草 色 軟 泥 汰 を 入 し 粘膜 面 に は 


_ 次 白 名 膜 様 物 を 附 着 す 。 空腸 中 部 に は 茶褐色 粘 


箇 な る 粘液 様 物 を 含有 し 空腸 の 後部 及び 廻 腸 に 


Is。 
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は 暗 褐色 の 軟 食 塊 を 含有 す 。 十二指腸 及び 空腸 
前 部 の 粘膜 先 毛 は 淡 赤 色 を 如 ぶ 。 小腸 の 谷 
必 カ ター ル 。 [第 15 例 小腸 。 一 般 に その 璧 政 縮 し 
て 和 精々 肥厚 な る の 抽 あ り 。 十二指腸 及び 空腸 粘 
膜 は 緊 色 粘 棚 汰 の 物質 を 被 0 腸 の 後 郡 及び 廻 
腸 に は 粘 和 租 汰 物 を 含有 す 。 一 一 小腸 の 急性 ヵ 
ター ル 。 [第 16 例 〕 十二指腸 及び 空腸 内 に は 黄 
色 乃 至 臣 終 色 粘 租 な る 物質 を 含有 す 。 空腸 中 部 
以下 に は 流動 汚 臣 終 色 液 を 含有 す 。 一 一 小腸 の 和 
性 カタ ー ル 。 〔 第 20 例 ] 士 二 指 腸 。 統 毛 の 矢 端 は 











. 褐色 を 呈す 。 十二指腸 末端 ょ り 容 腸 に 豆 り 紋 毛 


の 笑 端 石 毅 色 な り 。 内 容 は 黄 白色 軟 泥 汰 な り 。 
容 腸 の 後 端 に 近く 粘膜 の 暗 赤 色 を 北 べ る 所 あ 
り 。 現 腸 内 容 は チョ コレ ー ト 様 色 こし て 暗 赤 色 
の 血液 北 塊 を 混 。 腸 出血 。 【 第 21 例 り 寺 二 

昌 腸 内 容 は 著しく 黄色 を 著 び 寺 泥 状 な り 。 粘膜 
大 毛 は 鍛 普 の 頂 四 に 於 て 石 盤 色 を 著 ぶ 。 空腸 内 
穴 は 黄 褐 色 粘 液 様 な 0 。 空腸 粘膜 の 毛 は その 
起 始 部 に 於 て 石 毅 色 を 如 ぶ 。 小腸 の 慢性 カ 
ター ル 。【 第 22 例 十二指腸 及び 空腸 の 前 年 に は 
次 褐色 粘 舟 な る 粘液 様 物 を 含有 し 粘膜 緒 毛 の 矢 
端 は 所 々 引 赤 し て 斑 汰 乃至 線 其 を 呈す 。 小腸 の 
後生 部 著 見 を ず 。 小腸 の 急性 カタ ー ル 。 
〔 第 23 例 ] 十 二 指 腸 及び 卒 腸 の 前 部 に は 如 終 褐 
色 粘 舟 な る 物質 を 含有 し 後部 に 至る に 従い 流動 
液 多 量 と な り 腸管 は 著しく 膨満 せ 0 。 空腸 及び 
多 腸 の 捨 韓 むる 部 分 は 赤褐色 の 流動 液 を 多 基 に 
含有 す 。 腸 記 は 肥厚 し て 暗 赤色 乃至 紫 赤 色 を 時 
し 粘膜 に は 次 白色 の 薄 き 義 膜 を 被り 容易 に 剣 本 
yt 小腸 の カタ ー ル 。 【 第 24 例 〕 小 腸 粘 膜 
は 右 表 色 を 呈し 流動 水 様 液 を 含み 中 部 以下 は 粘 
艇 緊 色 館 其 の 物質 を 被る 。 富 腸 中 部 に は 顕 弟 多 
敷 。 小腸 の 慢 作 カタ ー ル 。 〔 第 26 例 〕 小腸 
内 に は 黄 褐 色 乃 至 暗 茶 褐色 粘 向 な る 粘液 を 含有 
す 。 組織 夏 的 に 小腸 粘膜 の 腺 組織 間 に 彫 形 細胞 
ぞ 肖 潤す 。 一 一 小腸 の 人 性 カタ ー ル 。 

RAMoN et LEMETAYER (1931) 億 短 は フラ 
ンス で は 洛 炊 壌 つて ゆく よう に 見 を る 。 近年 俺 
島 は 以前 分ら れ な か つた 地方 に 於 て 制 察 され る 。 
3 頭 の 馬 の 中 2 頭 は 翻 性 経過 を 示し 3 及び 4 日 
後に 召 れん た 。 第 3 頭目 の 馬 は 区 急 性 に 比 病 し 強 
く 介 着 レ し た 。 とれ は 殺 廣 分 に 附 さ れ た 。 消化 道 
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及び その 他 の 臓 疑 に 見 られ る 普通 の 病 鍛 (特に 
- 心 に 於 ける ) と 並ん で 区 の 現象 が 見 られ た : 胃 
は 充 委 , 右側 盲 得 (blindsack) 粘膜 は 劇 し く 
舌 を 示し 且つ 一 部 は 内 容 と 固く 粘着 し で て いる 。 
腸 に は 多 敷 の 粘膜 下 及び 李 膜 下 小 出 血 区 が 見 ら 
れる 。 1 頭 の 馬 で は 殆 ん ど 全 小腸 が 黒 紅色 で あ 
ろ (PEPnterorrhagie) 。 他 の 馬 で は 粘膜 に 2 フラ 
ラン 賃 向 大 の 賠 形 潰瘍 が 見 られ た が その 底面 は 
時 色 で あつ た 。 診断 を たしか め る た め 2 頭 の 馬 
に 皮下 注 射 レ し , 1 頭 は 100cc 血液 , 他 は 100cc 
押 清 ( 殺 農 分 し た 馬 ) で あつ た が 2 頭 の 注射 馬 
は 定型 的 に 引 病 し , 1 頭 は 注射 後 12 日 で , 他 は 
18 日 目 に 称 れ た 。 沖 稔 は 似 た よう な 所 見 を 示し 
7 と の 

QuENTIN (1933) 時 々 茜 膜 下 小 出血 斑 , 多 刻 
性 出血 班 が 小腸 , 結腸 絡 曲 部 , 大 及び 小腸 腸 間 
膜 等 に くば られ て 見 られ る 。 

Howurov (1936) 禁 膜 及び 粘膜 に は 多 次 性 





出血 が ちり 展 々 融合 し て 出血 領域 を つく りこ とれ 
は 殊 に 小腸 末端 及び 大 腸 に 多い 。 胃腸 粘膜 の 出 


血性 病 電 は 排 浴 物 内 の 血液 存在 の 説明 こ に なる 。 
侯 さ れ た 腸 が 礎 け 易い (friable) と と は 非常 に 
注意 に 値する 。 
_ MAscAro (1938) 履 々 胃腸 の カタ ー ル 性 笑 
が 誇 明 され る 。 

陸 獣 研究 部 一 一 市 井 等 (1940) 第 1 期 報 告 。 
釧 死 7 例 。 胃 腸 甚だ し く 小 容 に し て 禁 膜 下 と 浴 
血 班 を 多 殴 する $ も る の も り 。 その 内 容 は 継 褐色 泥 
状 に し て 異臭 紅 く その 量 甚だ 少し 。 粘膜 に は ペ 


イエ ル 氏 板 の 普 様 腫 彩 征 々 著 明 な る 他 著 毅 を 認 


め ず 。 第 T 期 報告 。 難 死 17 例 。 前 報告 と 同じ 。 
TRAUTWEIN u. ScHMiDT (1940) 多 箇 性 腸 
膜 下 出 血 , 小腸 粘膜 の 軽度 潮 紅 が 見 られ る 。 
市 川 厚 一 (1942) 北風 湯 。 小腸 。 一 般 に 猫 強 
直 炊 態 に あり 粘 舟 な る 粘液 を 混ぜ る 食 淫 を 容れ 
粘膜 は 作 血 , . パ イエ ル 氏 板 及 び 阪 在 濾胞 は 埋 度 
に 腫 須 , 禁 膜 面 に 小 出 血 蓄 散 見 す 。 十二指腸 に は 
問 夷 4 箇 , 廻 腸 に 近 き 空腸 粘膜 下 に 蹴 下 大 の 結 
7「 あ り 。 大 腸 。 粘膜 は 気 血 状態 。 骨 及び 十 二 指 
腸 。 骨 は 履 縮 し 昌 嗜 可 良 , 水分 に 乏しく 食 河 を 
みた し 噴 門 部 に が スト ロフ イル ス ・ エ クイ 騙 40 
欠 寄 生 。 腺 郡 粘膜 面 に は 粘 舟 な る 粘液 を 被る 。 
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慢性 胃腸 カク タール 。No. 2095 小腸 。 十二指腸 及 
び 裕 腸 に は 食 当 を 容れ ま 。 騰 汁 を 混ぜ る 粘 生 な 
る 粘液 を 容 る 。 粘膜 は 多少 浮腫 性 で ペイ エル 氏 
板 は 畔 度 に 腫 肛 し パウ と ン 氏 差 部 廻 腸 側 所 を に 
充 出 血 斑 徐 毅 し 濾胞 中 心 部 の 組織 に 環 玩 に 陥れ 
る も の あり 。 大 腸 。 酒 化 不良 の 食 肖 を 容れ 壁 征 
ぇ 薄 き 他 著 包 を ま 。 一 一 悪 委 性 濾胞 性 腸 敵 。 
14. 外 景 一 般 , その 他 

OsrERTAG (1890) 脂 朋 織 その 他 : 皮下 脂肪 
織 喘 除 , 筋 間 に 於 て 毅 液 性 壮 縮 , 准 膜 下 出血 が 
心 内 膜 腸管 に 詩 明 さる 。 


CARRE et VArLEE (1906). 脂肪 織 その 他 : 


動物 が 生前 に あら わし た 水腫 は 剖検 に 際 し 皮下 , 


筋肉 内 及び 打 膜 下 充 血 と し て 表現 され る 。 時 々 
は これ 等 の 組織 に 黄 六 性 の 着色 を 見 る 。 脂肪 は 
通常 完全 に な く な り 且 つつ 筋肉 は 姜 縮 する 。 多 ち 
非常 に 角 着 し その 上 度々 非常 に 綺麗 に 紅 染 し て 
いる 。 


脂肪 織 の 著 し き 鉄 逐 の た め 端 皮 困 難 。 皮下 及び 
筋 間 水腫 及び 出血 屋 < 認め ら る 。 併 し 多 敷 例 に 
於 て は 肉眼 的 病 窟 は 下 ん ど な い 。 

CoMrNorrr (1913) 慣 醒 に 悪 液 質 の 特徴 が 
見 られ る : 皮下 , 筋肉 内 及び 否 周 園 結 締 織 に 抽 
液 洲 潤 及 び 黄 門 色 着 染 。 

SEYDERHELM (1914) [第 1 例 ] 皮 下 組 織 全 
般 に 脂肪 織 の 完全 消失 あ り , その 場所 に 若干 の 
汚 生 黄 色 の 水腫 性 物質 あり 。 筋肉 は 淡 , 個 そ 
筋 問 に は 意 色 胎 様 物 質 介 在 す 。 〔 第 2 例 〕 高度 食 
間 選 。 下腹 及び 選 肛 周 園 の 皮下 織 に 茜 液 血液 性 
液 浸潤 。 [第 3 例 ] 軽度 負 痩 , 友 下 織 に 谷本 成り 
の 脂肪 あり 。 [第 4 例 〕 柴 養 良 , 筋肉 淡 。 【 第 5 
例 〕 可 成り 高度 に 脂肪 清 失 。 筋 肉 送 。【 第 7 例 ] 
反 下 脂肪 織 完 全 消 和 。 筋肉 は 多 も 者 た よう で あ 
る 。 〔 第 8 例 〕 強 度 抽 痩 詩 , 皮下 織 水 様 , 脂肪 完 
全 消 失 , 筋肉 淡白 宛 ゃ 者 た よう で ある 。【 第 9 例 〕 
高度 負 療 許 , 完全 脂肪 消失 , 筋肉 淡白 。【 第 10 。 
例 〕 中 等 度 難 養 状 態 。 人 工 感 染 第 1 例 。 皮下 脂 
肪 織 少 し 。 同 第 2 例 角 痩 寿 , 腹 友 下 に 水 様 脱 様 
湊 出 物 。 同 第 3 例 。 皮下 脂肪 織 強 く 達 (腹腔 。 


内 )。 「 “ 
RErNHARDT (1917) 楽 礁 汰 態 乱 性 例 で は 良 , 






MogrgR (1910) 説 机 着 略 血 , 可 慌 粘膜 渓 , 』 


時 に 皮下 その 他 の 脂肪 織 着 染 , 出血 。 弁 幹 筋 に 
も 出血 或 は 禁 液 浸 環 。 慢性 例 で は 悪 液 損 及 び 貧 
血 所 見 。 

可児 ・ 菊 池 (1917) 〔 第 3 例 ] 柴 養 良 , 脂肪 及 


び 皮 下 繊 相 染 , 心 圭 水 900 cc。〔 第 5 例 〕 柴 養 不 
良 , 心 裏 水 630 cc。 


ScHEErTZ (1922) 2 例 ( 雪 週 の 総 過 で 渦 死 ) 


報告 。 敗血症 病 獲 。 

KErssR (1922) 解剖 時 許 高 度 角 痩 , 但し 委 
性 死 の 場合 は し か ら ず 。 少量 の 脂肪 が 残さ れ で て 
いる 場合 に も る 普 澤 は 幕 柚 色調 。 

ZErrLER (1924) 50 例 中 45 例 を の ぞ き 2 例 
栄 杖 良 , 3 例 は 悪し 。 他 の 45 例 は 中 等 度 。 能 


幹 筋 の 出血 及び 皮下 織 の 浸 滴 が それぞれ 1 例 


られ た 。 「 

可児 (1924) 〔 第 1 例 ] 居 可 は 柴 故 中 等 , 諸 粘 
膜 蒼白 色 。 一 一 全身 貧血 及び 水 血 。 【 第 2 例 〕 頻 
栖 不 良 , 制 痩 , 諸 粘 膜 蒼白 色 , 雨後 肢 皮 下 織 舌 
明 水 様 液 こ て 浸 潤 。 全身 括 血 及び 水 血 。 [第 
3 例 〕 柴 養 中 等, 粘膜 蒼白 色 , 後 凡 皮下 織り 黄 
色 透 明 の 水 様 液 。 一 一 全身 所 血 及び 水 血 。〔 第 4 
例 〕 柴 養 不 衣 , 抽 着 , 粘膜 大白 , 微 に 区 色 を 韻 
ぶ 。 配 後 肢 皮 下 繊 は 透明 水 様 流 に て 浸潤 し 飛 節 
上 部 に 至る ぁ 。 一 一 傘 身 貧血 及び 水 血 。 〔 第 5 例 ] 
柴 養 不良 , 提 着 , 粘膜 蒼白 , 微 に 区 色 を 如 ぶ 。 
雨後 肢 皮 下 繊 浸 湯 。 下腹 皮下 織 に は 淡 費 水 様 江 
潤 , 筋 問 結 締 織り 黄色 稀 薄 液 。 一 一 全身 質 血 
及び 水 血 。 〔 第 6 例 ] 柴 養 中 等, 粘膜 蒼白 , 皮下 
織 は 貧血 乾燥 。 一 一 全身 質 血 。〔 第 7 例 柴 養 良 , 
粘膜 蒼白 , 四肢 下端 及び 下腹 浮腫 。 一 一 全身 抽 
血 及 び 水 血 。 〔 第 8 例 ] 攻 養 不良 , 粘膜 蒼白 , 微 
に 黄色 , 末 後 肢 僅 に 腫 眠 す 。 一 一 全身 貧血 及び 
水 血 。 [第 9 例 〕 養 不良 , 制 着 , 粘膜 血 , 皮 上 











下 和 乾燥 , 頭 部 筋肉 の 断面 ょ 0 黄 色 肖 明 液 多 量 流 . 


出 。 一 一 全身 気 血 及び 水 血 。 〔 第 10 例 〕 洒 養生 
征 不 良 , 粘膜 貸 血 , 雨後 肢 飛 節 以下 及び 下腹 に 
腫 賠 。 皮下 織 浸 潤す 。 腫 須 部 に 無色 浮 明 水 様 の 
浸潤 。 一 一 全身 性 抽 血 及び 水 血 。 〔 第 11 例 〕 
養 不 良 , 粘膜 蒼白, 肥 下 織 筑 血 , 脂肪 寺 に 乏 し 。 

ーー 全身 質 血 及び 水 血 。 〔 第 12 例 柴 養 不良 , 
角間 , 粘膜 蒼白 , 皮 直 織 脂 肪 に 乏 し 。 左前 肢 皮 
下 織 に は 黄色 水 様 の 浸潤 。 一 一 全身 所 血 及び 水 
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血 。 〔 第 13 例 〕 角 痩 骨 立 , 粘膜 蒼白 , 友 下 織 芝 
燥 。 一 一 全身 括 血 及び 水 血 。 〔 第 14 例 ] 染 礁 不 


長 , 粘膜 蒼白 , 四肢 下腹 部 その 他 全身 の 皮下 繊 


及び 筋肉 結 締 織 に は 多量 の 柚 色 水 様 肖 明 液 浸 
潤 。 全身 括 血 及び 水 血 。 【 第 15 例 〕 信 養 稲 
稲 不良 , 粘膜 蒼白 , 雨後 肢 に 浮腫 , 皮下 繊 は 後 
肢 皮 下 に 少量 の 水 様 液 淫 班 を 見 る の 他 一 般 に 混 
燥 。 一 一 全身 所 血 及び 水 血 。【〔 第 16 例 〕 旬 療 崩 
立 , 粘膜 蒼白 , 皮下 繊 一 般 に 乾燥 。 一 一 全身 貸 
血 及び 水 血 。 第 17 例 ] 柴 養 中 等 。 粘膜 蒼 日 , 
下腹 者 及び 丁 後 肢 全部 腫 腰 す 。 下 胸 下 腹 十 後 肢 
皮下 織 筋 聞 結 締 織 に 無色 透明 水 様 液 多 量 浸潤 
す 。 〔 第 18 例 ] 柴 養 中 等 , 粘膜 蒼白 , 皮下 織 敵 
度 と 混 潤 す 。 4 

可 見 (1925) 〔 第 1 例 〕 上 杖 中 等 , 四肢 下 胸 
下腹 に 浮腫 。 皮下 織 は 一 般 に 血液 に 乏 し 。 四肢 
下腹 部 反 下 織 混 酒 す 一 一 全身 気 血 及 び 水 血 。【 第 
2 例 〕。 柴 養 不良 , 粘膜 蒼白 彼 に 次 色 を ぶ 。 放 
下 織 血 液 に 逐 し く 乾 燥 , 後肢 の 皮下 織 は 著しく 
温 光 す 。 一 一 全身 気 血 及び 水 血 。【 第 3 例 〕 系 奏 
生々 不良 , 結膜 は 汚 赤色 , 皮下 繊 は 血液 及び 脂 
肪 に 乏 し 。 - 全 身 哲 血 及 び 水 血 。 【 第 4 例 〕 柴 
養 此 レ し く 不 良 な ら ず , 粘膜 蒼白 , 後肢 征 々 腫 妥 。 
全身 質 血 及び 水 血 。 【 第 5 例 〕 柴 状 不良, 粘 
膜 不潔 黄色 , 四肢 の 皮下 繊 は 水 様 液 に 富み 淫 油 。 
全身 委 血 及び 水 血 。 【 第 6 例 〕 柴 養 不良 , 粘 

















_ 膜 蒼白 , 皮下 織 乾 燥 , 内 股 部 左 肘 外 面 の 皮下 及 





び 口 居 周 園 友 下 に 色 水 様 液 浸 決 。 全身 物 
血 及び 水 血 。 第 7 例 〕 紫 杖 中 等 , 四肢 腫 贈 , 粘 
膜 蒼白 , 坪 後 肢 飛 節 以 下 色 水腫 液 浸潤 。 一 一 
全身 気 血 及び 水 血 。 【 第 8 例 〕 薬 養 不良 。 四 股下 
腹 に 腫 腰 , 粘膜 蒼白 。 一 一 全身 貸 血 及び 水 叫 。 
〔 第 9 例 〕 薬 状 中等, 下腹 より 下 胸 に 瓦 り 腫 岩 , 
粘膜 蒼白 , 胸 前 下 胸 下 腹 に 於 ける 皮下 繊 及び 筋 
聞 結 締 織 に は 色 水 様 透明 液 浸 潤 。 一 -- 全 英 貸 
血 及び 水 血 。 【 第 10 例 〕 柴 養 積 々 不良 。 粘膜 蒼 
白 , 下腹 部 四肢 腫 須 , 緊 色 水 様 の 浸潤 。 


人 





身 和 貧血 及び 水 血 。【 第 1 例 〕 柴 養 征 々 不良 , 粘 


膜 蒼白 , 骨 下 部 及び 四肢 に は 黄色 水 様 の 浸潤 。 
全身 の 貧血 及び 水 血 。 〔 第 12 例 ] 制 療 骨 立 , 
粘膜 蒼白 , 皮下 繊 乾燥 , 下 胸 下 腹 四肢 に は 匠 
水 様 液 浸潤 あり 。 一 全身 括 血 及び 水 血 。【 第 
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13 例 〕 柴 養 不良 , 粘膜 蒼白 , 皮下 織 乾 燥 。 一 一 
全身 貸 血 及び 水 血 。〔 第 14 例 ) 朱 養生 ぇ 不良 , 
粘膜 蒼白 , 絹 の 下 浴 下 胸 下 腹 の 皮下 繊 筋肉 間 に 
は 臣 色 水 様 液 浸潤 す 。 全身 貸 血 及び 水 血 。 
[第 15 例 〕 柴 杖 不良 , 前 腫 股 内 面 飛 節 胸 下 等 腫 
腰 , 粘膜 蒼白 , 皮下 織 こ は 殆 ん ど 全く 脂肪 繊維 
除 , 腫 岩 部 に は 居 色 水 欄 当 潤す 。 一 一 全身 貸 
血 及 び 水 血 。 【 第 16 例 〕 抽 杖 不良 , 粘膜 蒼 百 , 
皮下 織 乾 燥 , 
潤 。 一 一 金 身 貸 血 及 び 水 血 。 【 第 17 例 ] 栄養 稽 
精 不 良 , 粘膜 区 白 色 , 皮下 織 血 液 に 乏しく 下 胸 
下腹 四肢 及び 上 下 唇 に は 黄色 水 様 液 浸潤 す 。 一 
全身 貧血 及び 水 血 。 〔 第 18 例 〕 楽 養 不良 , 粘 
膜 蒼白 黄色 を 閉 ぶ 。 四肢 腫 肛 柚 色 水 様 浸潤 。 一 
一 全身 所 血 及び 水 血 。 〔 第 19 例 〕 苺 不良 , 粘 
SRI ーー 全身 貸 
括 及 び 水 血 。【 第 20 例 〕 生 枚 不良 , 粘膜 蒼白 , 
下 胸 下 腹 に 薦 色 水 様 の 浸潤 。 一 一 全身 貸 血 及び 
水 血 。【 第 21 例 〕 油 養 不良 , 粘膜 昔 色 を 著 ぶ 。 
皮下 織 乾 燥 , 脂肪 織 壮 縮 。 一 一 全身 貸 血 及び 水 
血 。 〔 第 22 例 芝 養 不良 , 粘膜 蒼白 , 後肢 に 軽 
度 浮腫 , 皮下 織 は 血液 に 乏 し , 黄色 水 様 浸潤 。 
ー 一 全身 修 血 及び 水 血 。 (第 23 例 〕 柴 養 不良 , 
促音 , 皮下 織 乾 燥 。 全身 貸 血 及び 水 血 。【 第 
24 例 〕 江 養 不良 , 粘膜 黄色 。 一 全身 貧血 及び 
水 血 。 〔 第 25 例 〕 柴 杖 不良 , 合間 , 粘膜 蒼白 , 
皮下 織 貸 血 , 脂肪 に 乏 し 筋 癌 結 締 織 に 黄色 の 毅 
液 を 浸潤 す 。-ー 全 上 身 貸 血 及び 水 血 。 【 第 26 例 ] 
栄 克 不 良 , 仙 療 号 立 , 粘膜 蒼白 微 に 黄色 。 一 一 
全身 貸 血 及び 水 血 。【 第 27 例 〕 
粘膜 蒼白 , 皮下 織 左 胸 左 頸 側 下 胸 C 黄色 水 様 浸 
潤 。 一 一 全身 気 血 及び 水 血 。 【 第 28 例 〕 芝 養 中 
等 , 粘膜 蒼白 , 皮下 織 血 液 に 称し 。 頸 都 胸 前 下 
胸 口 礎 の 皮下 織 は 黄色 水腫 。 【〔 第 29 例 ] 栄 枚 不 
良 , 粘膜 蒼白 , 皮下 繊 乾燥, 胸 前 下 胸 に 黄 色 水 
様 浸 潤 。 水 血 。 

更 西 ・ 小生 ・ 偽 ・ 佐藤 (1931) No. 1, 5, 
7, 14, 16, 18, 44, 45 及び 人 工 No. 4 全身 
貧血 。No. 14 露出 粘膜 の 血 斑 , 胸 前 及び 下腹 
の 浮腫 。 











QuENTIN (1933) 鉛 皮 上 記 を 槍 す る と 外部 は 


温 潤 で , その 程度 高けれ ば 光 つ て 見 を る 。 又 展 


下 胸 下 腹 四肢 の 皮下 織 に 水 様 液 肖 . 


休 柴 槍 精々 不良 , 


々 浸潤 し て 軽く 紅 人 色調 を 呈す 。 

HowuroV (1936) 慣 の 外部 は 皮膚 の 上 か ら 
湖 夢 性 覧 は 限局 性 水腫 が 見 られ る 。 その 場所 は 
胸 腹 部 四肢 を の 他 で ある 。 交 急 性 或 は 慢性 型 で 
展 々 小 出 血 が 見 られ る 。 血液 滴 は 腕前 菅 或 は 呈 


前 部 に そつ て 流れ る か 或 は その 場所 で 凝固 す 
る 。 剃 皮 後 記 下 水腫 の た め オ レン ジ 色 の 禁 液 が 


流れ る か 或 は 反 習 に 筋肉 は 苦 乱 性 或 は 但 性 の 時 
に は 煮 た よう な 状況 を 呈す る 。 爽 衝 性 惑 は 慢 倫 
型 で は 筋肉 は 多かれ 少 か れ 和 褐色 し 狐 KC 禁 液 性 淫 


油 を 受け る 。 副腎 は 情念 性 充血 の 座 と な り 且 
つ 時 * 同 時 生出 各 を 盾 失 下 束 は 皮 加 末 


日 
MARcATo (1938) 全身 の 水曜 及び 小 出 血 , 


全身 貸 血 。 
KuDRJAVCEW (1938) 生 構 導 察 上路 に 於 て 水 


歪 に 走行 する 環 溝 が 俺 作 に 於 て は 幅 廣 く 且つ 座 


滑 で ある と と を 認め た 。 と の 環 潜 は 驚 熱 と 開 係 あ 
り と せら れ 重 症例 に 於 て は 舌 鈴 に あら われ る 。 
NEwpgc (1939) [第 1 例 } 腹 部 及び 四肢 皮下 


織 の 廣 注 な 水腫 。【 第 4 例 腹水 若干 増加 す 。 鼻 


中 隔 及 び 甲 介 粘 膜 の 多 敷 の 浴 血 斑 。〔 第 7 切 ) 腹 
部 皮下 織 の 廣 注 な 出血 性 水腫 。 
陸 獣 研究 部 一 一 市 井 等 (1940) 第 1 及び 


同 報 告 。 皮 下 。 一 般 に 脂肪 に 富み 血液 は 稀 尊 に 


し て 凝固 不全 , 骨 表 筋 は 概ね 松 色 滴 す 。 柴 杖 。 


一 部 は 策 ぇ 不良 に と し て 崩 立 する も 他 は 比較 的 佳 


良 な り 。 一 部 に あり て は 腹 下 弱 及 び 下肢 に 浮腫 
RA ら わ す 。 副 芝 
可 避 粘膜 は 概ね 不潔 蒼白 。 


MP 942) 北風 競 。 吉 格 中 , 柴 養 普通 , 


眼 結膜 浮腫 性 に し て 工 注 色 を 呈す 。 鼻 粘 膜 に 血 
班 あり 。 皮下 織 の 脂肪 及び 筋 の 敬 育 佳 良 。 副腎 

皮質 薄く 脂肪 含量 減少 す 。 和 髄 質 殆 ん ど 正 常 。No. 

2095 柴 槍 不良 , 粘膜 蒼白 , 度 下 脂 肪 及び 筋 組織 
の 次 育 極め て 不良 。 


IV. 俺 貧 馬 病 龍 に 開 す る 
研究 問題 の 所 在 


1. 赤血球 減少 症 


俺 所 に 赤血球 減少 症 の 存在 する と と は 多 に 周 
知 に 属す る 。 所 が 反 届 に 古く は CARRE et VALLEE : 


e 腫 大 し 皮質 に 出血 班 を 散 ' 
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を は じ め Van Es 等 , SEyDERHELM が 本 症 を 
認め 得 な 急性 幣 死 例 C 注 意 を 搬 つて いる 。 但 
_ し 可 見 の 報告 し た 箇 性 死 並 び 亜 衝 性 死 例 中 に 
は 宮成 0 著 明 な 赤血球 減少 を 示し て いる も の が 
あり タタ 葛西 ・ 小 倉 等 の 自然 鑑 死 例 に 於 て も 同様 
の 事 四 が 第 察 され て いる 。 と れ 等 の 事 資 と 開 障 
レ て 最も 注意 を 率 く の は ZIEGLER, SCHERMER 
が 竣 験 し て いる Wechselfeber LOHRS な る 
野外 俺 仙 に 於 て は 気 血 所 見 を 鉄 除 し て いる と 言 
う 事 真 で ある 。 厩舎 内 で 研究 され た 厩舎 億 貸 や 
同じ く 野 外 で 前 究 さ れ た も の に し て も 回 骨 泡 作 
に 開 係 を も つた 所 調 急 性 俺 気 は 別 扱い と し て 
_YVan Es や ScgERMER 等 の 折 察 し た よう な 純然 
た る 疲 訴 芝 生 を 示し た 俺 仙 に 於 て 貸 血 が 誠 明 さ 
れ な い 場 合 の ある と と は 確 宴 に 存する も の い 如 
く で ある 。 但し と の 邊 に 開 し て は 十分 満足 すべ 
き デ ー タ を 捕 提 する と と が で き な か つた が 今後 
此 の 方 向 の 研究 が 邊 施 き ほれ た ら ば と 功 に 願わ れ 
る 区 第 で ある 。 条 と の 中 に 開 し て は 了 臨時 馬 疫 調 
査 要 員 會 並び 石井 等 (1935), 臨 獣 研究 部 , 濾 
穫 等 の 報告 が 参考 に 供 せ むら る べき で ある 。 


舎 赤血球 減少 で ある が と れ に と 就 て は 本 病 の 重 


、 要 な 病人 性 と し て 古く か ら よ く 調べ られ て いる 。 
肥 ち 厩舎 億 負 に 開 し て は 了 臨時 馬 商 調査 委員 信 , 
SEypERHELM, 長尾 。 KELsER, 可 晃 , 石井 , 萬 
西 ・ 小 倉 等 の 研究 例 に 於 て 上 確 四 な 敷 字 的 
根 搬 を 見 出す と と が で きる 。 就 中 石井 は その 後 
に 於 ける 3 同 に 表 る 共著 者 等 と の 共同 作業 に 於 
て 厩 合 佑 貧 馬 に 就 て 精細 な る 抽 察 を 途 げ 自然 
びに 人 工 感 染 馬 に 於 ける 赤血球 減少 に 開 し 重要 
な る 所 見 を 聖 界 に 提供 し て いる 。 面 し て 石井 筆 
の 検索 は 主 に 熱 華 作 を 中 心 と し て 各 方 向 か ら の 
検討 が 試み られ で てい る の で ある 。 我々 < は と に と 
_ 再び 氏 等 の 所 見 を あげ て 言及 する の を さけ た 
い が 俺 所 に 際 し 耐 し て 特 C 厩舎 俺 所 に 於 ける 赤 
血球 減少 に 開 し て は 凡そ 次 の よ うな 事 宮 を 具 机 
的 に 教え られ た 。 多 ち 一 言 に 要約 すれ ば 赤血球 
減少 は 功 作 開始 と 共に 冶 超 する を 常 と し 面 し て 
減少 程度 は 熱 作 の 頻度 並び に その 弾 騰 ( 熱 帝 
作 稽 留 期間 及び 熱 華 作 に 於 ける 最高 前 湿 等 ) と 
至 大 の 開 係 を 有する も の で ある 。 但し と の 事 資 
と 難 個 骨 差 こよ つて 一 律 に 秘 言 し 得 な いと と は 
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勿論 の よう で ある 。 進ん で 右 井 は 炊 の よう に 断 
じ で て いる 。 即ち “か くし て 熱 分 利 後 3 日 乃至 2 
週 で も つて 減 敷 極度 に 達し た る 赤血球 は 大 約 20 
用 到 30 日 で 功 作 前 の 定 敷 に 復 札 す 。 然 も 次 作 


- 頻 敬 な る も の に 於 て は その 復刻 に 肥 ら まし て 爽 


同 の 熱 敬 作 を 來 す も の ある に + ょ り 途 に は その 復 
門 を 認め ざる に 到 る と と 稀 な ら ず "。 併 し 石井 
自身 の その 後 の 多 敷 例 並 びに 長尾 の 例示 し て い 
る 諸 例 を 仔細 に 吟味 し て 見 且つ 他 の 諸家 の 成績 
を 参照 し て 見 る ょ 赤血球 表 は 大 起 に 於 て 正常 敷 


を 復 記 する も の は 殆 ん ど な い と 見 る 方 が 寧ろ 至 


営 の よう で ある 。 但し ScHArgk 等 の 報告 例 の よ 
う な 例 も 勿論 他 に 見 出さ きれ る と と は あろ う 。 妥 
する に 赤血球 敷 か ら 見 る と 自然 に 於 て 俺 貸 は 完 
全治 療 を 示さ な い の が 常 例 で ある 。 
2. 赤血球 の 性 率 角 化 

著者 に ょ つて 1 2 の 例外 は ある が 俺 貸 馬 赤 
血球 に は 各種 の 性 大 幾 化 が 認め られ る 。 大 さ の 
異常 に 就 て 最も 注意 を ひか れ て の る も の は 大 小 
不同 症 Anisocytose で あつ て と れ は 石井 に よ 
れ ば 熱 芝 作 期 よ り 熱 分 利 期 並び に 共 後 に 瓦 つ て 
比較 的 題 装 に 現われ 殊 に 病 性 強度 な も の に 共 て . 
は と の 所 見 は 一 層 量 寺 で ある 。 

縮 0 方 の 異常 に 就 て で は 多 染 性 Polychro- 
masie, 薦 基 性 貼 在 Basophile Punktierung 
が 確認 され て いる 。 濃 染 Hyperchromasie に 


. 開 する 記載 は 見 営 ら な い 。 


何 赤 血球 母 細 胞 の 出現 に 就 て は 2,3 の 著 著 に 
ょ つて ノル モブ ラス テン の 出現 が 記 昧 され で い 
ろ る の み で メガ ロブ ラス テン の 如き も の い \ 出現 は 
総 験 され な い 。 

と の 他 ジ ョ リー 氏 租 乃至 綱 激 赤血球 等 が 俺 貸 
馬 に 於 て は 健康 馬 に 比 し 征 々 高 率 に 護 明 され る 
が その 検出 吾 は 人魚 り 多 い ゃ の で は な い 。 

- 以上 逃 べ た よう に 俺 自 馬 に 於 て は 赤血球 減少 
に 伴 つ て 然 ふ る 病 性 並び に 総 過 と 概ね 併行 姜 係 の 
みとめ られ る 客 種 の 明 行 隆 及び 進行 性 好 化 が 確 
調 さ きれ て な る わけ で め ある 。 、 

3. 百 四球 像 折 化 
(白血球 減少 症 , 白 正 球 再 分 牽 異 営 ) 

と れ 等 晒 事 貸 は 上 既 に 古く CARRE et VALLEE 

の 苦 か ら 提唱 せら れ 我 國 に 於 て 長尾 , 石井 , 葛 


238 


西 ・ 小 倉 等 の 業績 に ょ つて 中 隠 な く 計 敷 杏 附 
は な され た 。 最初 と 線 敷 並び に 多 桜 白血球 及び 
汐 巴 球 に 開 す る 一 二 の 記録 を 再 銚 し て 置く 。 先 
ま 長 尾 曰 く “白血球 の 綿 敷 は 堂 初 光 巴 細胞 減 お 
る ゃ 中 性 多 李 の 増加 其 し き を 以 て 結局 著 明 に 増 
加 し 次 で 雨 者 共に 減 ま る を 以 て 綿 敷 は 甚だ 小 と 
な り 和 区 作 の 終り に な る や 中 性 多 要 は 増し て 常 敷 
に 戻り 光 巴 細胞 は 増し て 常 敷 以上 に 達する を 以 
て 第 1 同 語 作 の 終り より 以 後 は 区 作 後 の 無 熟 左 
態 あ る も 白血球 弧 敷 は 原 敷 に 復 記せ ざる を 常 と 
す 。 か く の 如 くに し て 閥 化 を 重 ぬ る 間 に 芝 作 散 
明 な ら ざ る に 至り 光 包 細胞 常に 多 敷 出現 し 結局 
_ 長き 経 過 後 に は 光世 細胞 の 比例 其 だ 多く 自 正 球 
全 敷 赤 普 日 の 如く 少 き 能 わ ざる に 至る ” ェ と 。 然 
の みな ら ま SEYDERHELM 並び に 長尾 所 見 に そ 
の 例 を 見 る よう に 厩 合 箇 貧 の 場合 試み られ た 血 
液 検査 成績 を 見 る に 殆 ん ど 常 に 友 明 な 白血球 増 
加 を 示し て いる が と れ は 理 人 日 常 の 経験 と 全く 
一 致す る も の で ある 。 


更に 葛西 ・ 小 倉 等 の 筆 を 惹 り る な ら ば 爽 の 通 
り で ある 。 多 ち 多 欄 白 血球 は 白血球 の 大 多 敷 を 


占 な むる を 以 て その 消 長 は 白血球 線 迷 の それ と よ ょ 
く 併行 する も る の に し て 男 ち 白血球 線 表 の 庫 作 直 
後 の 減 敷 は 専ら 多 桜 白 血 の 減少 に 由 來 する も 
の な り 。 面 し て 汐 世 球 $ も 赤 般 作 時 に 減 敷 し 庫 作 
後に 夫 敷 する も の な る も る も 多 概 百 血球 の それ の 如 
消長 程度 甚 し か ら ず 且つ 多 楼 白 血球 の 減少 時 
に は 巳 に 共 敷 時 に ある 場合 多 し 。 即ち 汐 巴 球 は 


多 概 白 血球 の 減少 に 先 だ ち て 減少 し 彼 の 増 吉 に 
先 だ ち て 増 吾 する 傾向 を 有する も の な り 。 従 つ 


て 角 作 直後 に 於 て 度々 汐 巴 味 と 白血球 曲線 と の 
交 駐 を 見 る 傾向 あり 。 但し 自然 感染 例 に 就き て 
見 る 時 は 新 く の 如き 原則 に 従う 場合 寧ろ 稀 な り 
と 言う を 得 べ し 。 

炊き ぎ に 大 澤 要 細 胞 の 増 敷 に 就 て 吟味 し て 見 ょ 
2 。 と の 事 資 に 就 て は 古く は 臨時 馬 疫 調査 委員 
富 の 記事 中 に 白血球 の 種類 と し て は 比較 的 多 敷 
の 大 当 要 細 胞 を 認 む と 誌 さ れ て お り 丈 いで 長尾 
は 大 香 要 及 び 移 行 型 は 繕 化 を 認め ま と 記 し て い 
る 。 併 し 長尾 の デー タ を 仔細 に 栓 する と 健康 馬 
の 下 均 敷 0.8 を 基準 と し た 場合 新た に 敬 病 し 
た る 吊 馬 に 於 て も 舟 多 俺 貸 馬 総 過 於 て も と の 
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座 均 値 を 越え る 場合 張 ち 少く は な いと と は 注意 


に 値する 。 下 つて 石井 も 婦 そ の 初期 業績 (1930) 
に と 於 て 大 曹 要 普 びに 移行 型 は 熱 区 作 期 に 入り て 
減少 し 熱 分 利 後に 於 て 常 敷 に 復 札 する 傾向 を 示 
す も ゃ も 一定 せ ぬ と 言 つ て いる 。 に も か い ヾ わら ず 多 
く の 例 に 於 て 健康 馬 邊 均 値 と 比較 し た 場合 肝 し 
き 増 加 を 示し て いる 事 偶 は 看過 で き な い と 思わ 


れる 。 その 後 の 記録 で は 葛西 ・ 小 倉 等 が 昌 要 細 


胞 は 医 作 時 に 於 て 減少 し 驚 作 後 C 増 す と 言い 


特 tc GRrrrrN 等 は 扇 熱 期 後に 認め られ る 思 奈 と 


移行 型 の 増加 を 以 て 特徴 的 病 閥 人 で ある と と を 
強調 し て いる 。 

要 之 俺 気 馬 に 於 て は その 経過 中 大 澤 要 細 胞 載 
敷 の ある 事 生 の 存する と と は 召 2 鱗 地 は な いよ ょ 
2 で ある 。 と ヾ を 興味 深い の は 1935 年 以降 と 
於 て 石井 が 中 心 と な つて 公表 きれ て いる 一 障 の 
業績 中 に 見 出さ れる “所 詩 組 織 性 細胞 (所 調 大 
軍 桜 細胞 , 移行 型 等 を ゎぁ 含む )” 増 多 に 開 す る 研 
完成 績 で ある 。 と れ 等 の 業績 は 1935 年 Dog- 
EERSTEIN が 災 表 し た 俺 所 病理 生 に 開 す る 論 
説 の 根本 を な す “ 偉 代 病 寺 は 骨 内 到 る 所 で 来 分 


化 並び に 分 化 血管 壁 メ セン ヒュ を 攻撃 する も の 


で ある " と 言う クラ イデー と 基 い て 四 施 せら れ た も 
の と 推 断 せ られ る 。 功 ち 更に 具 醒 的 に 本 べ る な 
ら ば 後 和 逃 “時 腫 好 化 と 同じ ょ うな 紙 化 が 血液 像 
中 で も 履 ぇ た し か め られ る 。 モノ フチ トー ゼ 及 び 


相 習 的 光 巴 奈 症 も 恐らく 肝 腫 を その他 の 臓 閉 毅 化 
と 同じ ゃ の を 示す で あろ う 一 DOBBERSTEIN 


(1935) 一 一 ” と 言う と と を 軟 護 せん と する 意 園 
の 下 C 異 常 の 熱意 が こめ られ て 研 完 さ れ た も の 
と 解せ られ る 。 と の 因 に 開 し て は 更に 別項 を 庁 
け て 詳 和 送 し た し が 頸 静 央 と 内 臓 諸 静 肛 と を 同列 
に 置い て 慢 然 と 論 ま る こと と の 不適 営 で ある と と 
を と いこ は つき り ょ 指 摘 し て 置き た い 。 と れ は 


抑え DOEBEERSTEIN の メモ セン ヒュ 論 に その 責 の 


大 年 が 記せ ら る べき で ある と と は や が て 指摘 
れる で あろ う 。 
何れ に し て も 前 記し た ょ うい 石井 1930) の 業 


績 で は 大 臣 並 び KC 移行 型 は 熱 分 利 後に 常 青 に 
復 旋 する 傾向 を 示す 云々 か ら 1942 年 石井 ・ 中 


村 の 報告 に 示さ れ た 軍 枝 款 の 熱 分 利 後に 於 ける 
最高 出現 卒 の 其 だ 高座 な る も の ある は 若 王 奇異 


ke 















の 感 な き を 得 な い 今 試み に その 芽 字 の 一 端 を 再 
録 し て 見 る と と ぃ する 。 65 狐 (No. 22), 12.7 
(No. 127 ), 10.5 欠 (No. 111), 10.1(No. 112), 
9.6 外 ( 長 元 ), 9.2 外 (No. 130), 8.7 守 (No.117 ), 
7.6 用 (No. 124), 6.4 (No. 82), 4.8 (No. 
53), 4.1 旬 ( 骨 庭 )。3.6 久 ( 越 沼 ), 3.6 多 (No. 
126), 2.0 (No. 121)。 
「 人 4 紅色 還 

難 死 例 の 記載 を 一 腎 し て みる 。Mack の 2 例 
に 芯 て 農 韓 各 崩 特に 上 障 骨 に 強度 の 紅色 髄 が 誠 
明 さ れ 茨 いで THrrrLER 和 & KEroE は 億 貸 に 特徴 
ある 骨髄 織 化 を 求め て 果 さ ず 。 SEYDERHELM に 
至り 第 2 例 鏡 検 の 結果 骨 詳 に 強度 の 造血 の 微 を 
具 う と 記し Ds Kock は THEILER 層 KEHOE と 
同じ 嘆 貢 を 漏らし , 更に 葛西 ・ 小倉 等 は 股 の 
紅色 剛 を 以 て 笑 血 組織 の 出現 と 解 し な る 等 々 で 
俺 気骨 航 の 眞 相 の 詳細 は これ を 知り 得 べ くも な 
い ぃ 故 態 で ある 。 ' 

爽 ぎ と 殺 護 分 万 至 材 料 の 生死 事情 不明 例 の 記 
事 を 展 也 す れ ば ,CARRE et VArrLEE は 紅色 詳 を 以 
て 脱 見 育 航 並び に 一般 貸 血 状 態 に 於 ける も の と 
同一 な り と し HEMpPEL, 古 UTYRA 層 MAREK, 
UpArr 層 FrrscH も 赤 略 々 同様 の 事情 を 逃 べ て 
いる 。 van Es 等 の 例 別 記載 に 基 け ば 紅色 剛 に 
増生 朽 と 小 出 血 区 の 2 様 の ゃ の あり と する が 如 
く , CoMrNorrr は 紅色 髄 を 以 て 条 血 元 進 父 と み 
な し 臨時 馬 疫 調査 要員 信 は 小 出 碧 驚 と 呼ん を で い 


る 。 SEYDERHELM は 第 3 例 に 訟 ける 紅色 骸 の 組 ' 


織 像 を 骨髄 化 生 を 示す も の と な し STADLER は 
紅色 髄 を 以 て 骨 骨 母 細胞 性 及び 骨 骨 細胞 性 失 銘 
と な せり 。GERLAcH, KELsSER は 非 特異 性 紅色 談 
を 記載 し GERLAcg は と の 他 に 因 捧 出血 を 認め 
た 。ZgrrER は 7 例 に 就 て 組織 欧 的 検査 の 結果 4 
例 に 於 て 綴 験 せ られ た 紅色 剛 を 以 て 病理 入 的 と 
認め ざる 一 方 他 の 3 例 に 於 て 見 出さ れ た 紅色 鹿 
は 破綻 性 出血 電 で あつ た と 記し て いる 。 市 井 は 


骨髄 の 網 汰 細 胞 及 び 表 脈 容 内 被 の トリ ペン 青 


, 取 一 般 に 著 明 な る こと と を 誇 明 し た 。 

新 く の 如く 俺 気骨 髄 に 於 て は 生死 例 の 別 な く 
多く の 著 閣 に ょ つて 紅色 骨 が 注目 せ られ て いる 
が , と の 中 に は 婁 純 な る 出血 苑 も , 骨髄 細胞 の 
活動 を 意味 する 紅色 髄 $ ぁ 存する も の いよ う で あ 
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る 。 併 し 表 身 退化 の 吟味 は 貸 血 と 結び つい て 久 
に 古い 時 代 に 属す る も の が 多く 従 つて 記載 の 不 
二分 な る は も と より 多く は 組織 稀 的 検討 が な さ 
れ て いな いか 或 は 丸 極め て 不 十分 な も の で ある 
と と を 指摘 せ せ ざ る を 得 な い 。 併 し その 後 の 佑 貸 
病理 研 宛 に 於 て は 所 詩 崩 髄 化 生 読 ( 後 透 ) を め 
ぐつ て ScHERMER, vV. MOcsy, DoEEERSTEIN 等 
(て C よ つて 林 多 の 重要 研究 が 提唱 され て いる に も 
か いわ ら ず とれ 等 を 事 附 ける に 足り る ょ うな 構 
威 ある 系 統 的 研究 の 公表 せら れ た だ も の ある を 見 
聞 し な い 状 態 で ある こと と を 甚だ 中 隊 に 思う 爽 第 
で ある 。 言う 迄 も な く 骨 髄 は 諸 種 血 液 細 肥 の 次 
生母 組織 で も あり 更に 双 網 克 織 内 被 系 続 に 属す 
る 組織 細胞 を 包 蔵 する 場所 で ある 以上 俺 貸 馬 病 
紅 の 研究 上 我々 は 今後 この 方 面 笑 洪 な 造 動 を 
展開 し な く て は な ら な いと 茂 を る 。 偶々 近年 に 
至 つて 骨髄 窪 刺 液 染色 標本 に ょ る 研究 が 開始 き 
れ 俺 貸 骨 髄 の 細胞 聖 的 検討 が HJARRE, 市 川 ( 履 ) 
等 。 石井 等 , 加藤 等 に よ ょ つて 試み られ て いる の 
は 意 を 張 う する に 足る も る の で ある 。 但し と れ 等 
の 著者 の 成績 が 雪 ち に 紅色 鹿 の 形態 多 を 書き 出 
し て いる と 言う わけ で は な い 。 骨 秋 性 細胞 に 就 
て は HJARRg が 俺 先 馬 に 於 ける 増加 を 護 明 し 有 
枝 赤 血球 に 就 て は HJARRE は poly- u. ortho- 
chromatischer Normoblast の 美しき 減少 傾向 . 
を 百分比 計 表 に + ょ り 示 し , 加藤 等 は 有 楼 赤 血球 
中 大 型 に し て Basophilie 及び Polychromasie 
を 示す も の ぃ ヽ 百 分 比 増加 ある を 特に 強調 し た 。 
石井 等 は 血球 計算 にょ り て 有 桜 赤血球 敷 の 減少 
を 示し 進ん で NormobIast 中 Basophile 十 
Polychromasie が 増加 傾向 を 示す に 反し 
orthochromatisch の も の は 苑 つ て 減少 する と 
と を 誇 明 し を た 。 以上 3 氏 等 の 研究 は 俺 仙 に 於 て 
は 崩 丹 に 於 て も 完成 途上 の 赤血球 の 減 敷 と 新生 
途上 に ある 赤血球 並び に 骨 骨 性 細胞 の 増 青 ある 
と と を 明か に 示し て いる 。 な 天 僚 謝絶 過 と とれ 
等 抽 化 と の 佐 行 開 係 に 就 て は 必 し ゃ 所 見 の 一 致 
を 見 て は いな いじ が, 血液 細胞 吉 の 増減 は 流血 中 
に 於 ける と 同様 一 包 性 の 傾向 を 有する と とい , 
Megaloblosten は 検出 され な か つた 事 区 (石井 
等 ) と は 俺 気骨 骸 液 細胞 に 開 す る 重要 所 見 で あ 
る 。 大 介 桜 細胞 (HJARRE, 加藤 等 ) 及び 網 炎 織 
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細胞 に 関し て は 別項 (モク チト ー ゼ ) と 於 て 聞 
べろ る 。 
5. 肝 殴 息 と 肝 細 胞 壊 死 ( 肉 豆 著 肝 に 
就 て ) マク ロフ アー ゲン 遊走 , 胆 毛 細 
菅 有 阻 汁 頑 菩 ( 葵 首 に 就 て ), 肝 細 胞 案 
- 間 細胞 増 数 , グ ダリ ツン 氏 靖 細 肥 増 著 
( 洒 巴 様 細 肥 及び 肝 硬 手 に 就 て ), 
赤血球 倉 喰 及び へ モジ デリ ン 沈 着 
肝 毅 血 と 肝 細 胞 壊死 ( 肉 豆 肝 に 就 て )。 俺 貸 
肝 の 黄 血 は 潤 濁 腫 肛 と 並ん な で 多く の 著者 が 記載 
し て いる 。 箇 隆 貞 死 例 所 見 と し て 喚 血 像 を は つ 
きり と 正確 に 我々 の 前 に 美 き 出し て くれ を だ も の 
は 可 見 報告 で ある 。 曰く “ 礼 性 俺 仙 に て れ た 
る 馬 の 肝 は 常に 壁 血 及び 肥大 を 呈す る も の に し 
て 黄 克 白色 に 幾 ぜ る 肝 の 基礎 質 内 に 殆 ん ど 網 訴 
に 近 き 赤色 乃至 暗 赤 色 の 家 血 区 紋 を 呈し 各 小 葉 
は 肉眼 的 に 凡 に 増大 せる を 認め 得 べ し 。 耐 し て 
咽 の 程度 軽 け れ ば 赤色 の 斑 絞 は 細く 凡 血 の 度 
加わ る 従い, 赤色 の 斑紋 符 々 太く し て 視 著 と 
な り 所 調 肉 豆 北 計 を 呈す る C 至 る” と 記 李 さ れ 
て いる 。 こと い (C 一 鷹 肉 豆 乃 肝 に 就 て 吟味 を 試み 
た い 。 区 死 刊 気 肝 の 割 面 像 を 記載 する に 堂 り 可 
. 史 より 以前 凡 に SEyDERHELM は 慢性 敬 死 例 に 
く で 常に “固有 の 網 汰 坦 あ り " と 移 べ ZrEGLER 
は 同じ く 音 性 欧 例 に 於 て “定型 的 網 様 紋 四 " 
を 見 , 可 見 以後 SCHERMER も 慢性 例 に 於 て 内 
豆 先 像 の 語 を 用 いて いる 。 併 し 可 晃 が 皮 に その 
侵 性 解 死 例 肝 所 見 の 所 で 慢性 経過 盤 死 馬 の 肝 幾 
故 は 稚 性 病 に 於 ける も の と 全く その 趣 を 異 に し 
て いる ょ と 李 べ で て いる よう に と 送 性 の 場合 に は 器 血 
狗 5 絞 に 著しく な い の は 事 真 で ある 。 そう する と 
SEYDERHELM。 の IEGLER,。 SCHERMER 待 用 いで て 
いる 表現 は 何 に 基 い て いる の で あろ うか 。 と れ 
は 正しく 後 多 す る よう な 肝 小 葉 内 外 特 に グリ ッ 
ン 氏 珍 に 於 ける 細 肥 増 青 と 至 大 の 開 係 を 有 し て 
いる と と は 最も 明瞭 で ある 。 従 つ て こと れ 等 の 著 
莉 が 俺 貸 肝 の 割 面 像 に 肉 豆 舟 紋様 の 文字 を 用 う 
る と と は 修 営 で な いと 巻 え られ る 。 言う 迄 も な 
く 肉 豆 先 肝 は 人 病理 で は 喚 血 肝 の 場合 に の み し 
か 用 いら れ な いか ら で あ る 。 薄 英 俺 徐 肝 に 就 て 
は 従来 多 敷 の 人 が 可児 報告 例 の よう な 劉 性 総 包 
名 玩 億 貸 馬 の 史 血 肝 の 存在 ある を 知る や 知ら ず 


_ る 事 が 古く か ら あ げ ば られ て いる 。 以下 一 鷹 知 





や 同じ 紋様 は 紋様 で も 少々 意味 の 違う 紋様 一 一 
衣 性 経過 俺 気 馬 殺 諾 分 例 に 多い ーー- を あら ゎ す 
場合 の み を 交 頭 に 連 い て 肉 豆 革 肝 の 文字 を 不用 
意 に 誤用 し て いる の で ある 。 “ 

肝 細 胞 環 死 の 問題 は 大 骨 二 つ c 分 れる 。 第 1 
は 机 血 肝 の 肝 小 葉 中 心 部 に 認め られ る 中 心性 環 ' 
死 , 所 講 去 脆 肝 Kollapsleber, 第 2 は HJARRE 
(1936) が 強調 し て いる 者 克幸 死 で ある 。 中 心性 
壌 死 は 加 血 時 に 伴う を 通例 と し 奴 マ クタ ロフ アー 
ゲン 遊走 , 騰 毛 細管 騰 汗 束 薄 を 伴う 場合 が 多い 。 





_ 徒 つて と れ も 器 血 と 同じ く 念 性 絶 過 に て 向 れ た 


も の に 多い こと と は 可児 の 誌 す 通 り で ある 。 
ZELLER の 第 9 例 所 見 は と の 範 箸 に 属す る 。 
DoBBERSTEIN 等 が 第 6 娠 に 分 類 し た 81 例 所 見 
ゎ も 大杉 同 前 の よう で ある 。 但し と の 場合 は 多く 
殺 虎 分 馬 な る が 如く で ある が 詳細 は 制 ら な い 。 
ScHERMER は 明か に 切迫 居 殺 或 は 抽 死 例 に 於 て 
Leberkollaps 像 を 記 丈 し 新 る 組織 像 を 骨 酷 と 
酷 公 し て いる と 形容 し た 。 その 後 葛西 ・ 小 倉 等 
v. MGcsY も る 肝 中 心 環 現 を 認め て なり Yv.MQcSY 
は その 成因 を 包 剰 載 殖 し た 毛細 管 歴 細胞 に ょ る 
礎 迫 作用 及び 局所 的 の 循環 障 帯 の 結果 に 包 し 
た 。 得 汰 壊死 の 記載 は 最初 JAFFE 報告 に 見 出さ 
れ 彼 は 稀 に 小葉 中 心 及び 中 居 部 に 限局 性 の 軟化 
千 (Aufiockerungsherde) を 見 た ( 或 は 前 本 
の Leberkollaps か ? )。 HJARRE は 小葉 内 性 
と 特 徴 の ある 埋 汰 壊死 を 指摘 し て いる 。 
マク ロフ アー ゲン 遊走 俺 気 肝 の 詩 徴 鏡 所 見 と 
し レ て 肝 小 葉 内 性 惑 は 周 終 間 質 性 に 細胞 の 増 敷 す 














見 の 整理 を し て 見 よう 。 第 1 が マク ロフ アー ゲ 
ン の 出現 で ある 。 天 く は ZrEGLER u. WorE, 
Ziegler が 委 性 及び 爽 管 性 期 肝 毛細 管 中 に 詩 明 
し て いる 。 負 死 例 に 於 て 鮮やか に 中 血 を 記載 し 
た 可 兄 も 婦 小 葉 中 心 部 の 細胞 の 清和 失せ る 所 に は 
園 形 細胞 を 浸 滴 す と 記し て いる 。 彼 の 彫 形 細胞 
の 中 に は 恐らく マク ロフ アー ゲン も 多 沖 に 混 じ 
て いた だ も の と 想像 され る 。 先 に 記し た DOBBER- 
STEIN の 第 6 群 に 於 て は 小 業 中 心 部 に 多 敷 の , 強 
度 に へ モグ ロビ ン を 含有 し た 遊走 する 網 狼 織 内 
彼 細 胞 が 豊富 な 汐 巴 様 細胞 と 混 じ て いる 。 

OCHERMER (マク ロン デー ゲン ジル 庄 西 ・ 小倉 等 


> 記 as ュー 
ee 


( 神 桜 細 胸 ), vY. MGcsy (モラ チー テン , 色素 含 
有 細 胞 .,, TRAurwErN 等 (マク ロフ アー ゲン ) 
等 何れ も 毛細 管内 の 大 形 遊 走 細胞 注意 を 提 つ 
て いる 。 と の 他 肝 組織 條 に 就 て は 豊富 な 記載 が 
ある が マク ロフ アー ゲン 所 見 に は 角 り 多く 注意 
が 挑 わ れ て いな いら 。 と れ は 研究 例 が 殺 虎 分 に 附 
せら れ た も の が 多い の も その 一 因 で は な いか と 

も ゃ 巻 を られ る 。 興味 深い と と は ScHERMER が グ 
リン ン 氏 珍 の 粗 球 結 締 織 中 に 於 て は 光 巴 様 細胞 
は 大 き な 集 次 を な し 且つ マク ロフ アー ゲン を 少 
レ ょ か まじ を て いな いと 言う 所 見 で ある 。 

結局 マク ロフ アー ゲン 遊走 所 見 に 就 て は 検索 
例 の 生死 列 並 びに 他 種 増 肖 細 胞 と の 開 係 等 が 必 

し ゃ 茂 密 に 吟味 城 察 さ きれ て いな いよ う で ある 。 

- 胆 毛細 管 胆汁 鬱 溝 ( 茸 瘍 に 就 て )。 と の 所 
見 が は つき り ょ と 誌 き れ て いる の は SEyDERHELM 
の 第 6 例 , JARRE の 死 2 例 , MARcATo の 
久 馬 例 , 可 見 の 慢性 症 に て 名 れ た る も の の 他 市 川 
の 2 例 が ある が 何れ も 記事 簡 牙 に 過ぎ , こ と れ を 以 
て し て は 黄 六 の 眞 相 を 宛 明 で きた と する に は 堂 
ら な い 。 億 気 の 臨 床 像 に 次 昔 は 形 崩 の 間柄 で あ 


る に か い ぃ わら ま 未だ 病理 届 的 に 十分 な 廃 明 を つ 


ける よう な 根 搬 を 提 超 し て いる も の いな い の は 
遺 城 で ある 。 

肝 細 肥 索 間 細 肥 増 敷 。Fmzr が 簡 苗 に “ 小 
葉 内 管 は 澤 球 及び 色素 細胞 で 充 さ れ 肝 細 胞 は 鞭 
清 手 する ” ょ と 記 載 し て いる あたり か ら は じ ま 
つて Yan Es の “中心 静 脈 周 園 及び 寅 質 細胞 癌 
と 園 形 細胞 を 認め る と と が で きる ” を 総 , 猫 乙 の 
谷 SEYDERHELM 及び JAFEE が 悪性 括 面 を め 
ぐつ て 俺 貸 病 理 に 手 を 染め る に 及び 肝 に と 於 ける 
増 散 細胞 の 訟 議 が 行わ れる よう に な つた 。 色 ち 
SEYDERHELM は 有 欄 赤 血球 及び 骨 本 細 胞 を 混 本 
る 漆 包 様 細 胞 増 殖 を , JAFFE は 性 細胞 増殖 (区 
妃 様 細胞 ) を 見 た り と な し た 。 と の 間 多 臨 界 に 
あり て は 了 臨時 馬 疫 調査 要員 和食, SrADLER, 大 塚 等 
に よ ょ り 人 小葉 内 性 の 細胞 浸 滴 な る 簡 滞 な 記載 が な 
され で て いる だけ で あつ た 。 併 し TEGLER, ELLER 
等 出る と 及び 肝 細 胞 索 開 細 胞 増 敷 は 廣 義 の 綱 
内 系 細胞 の 増 敷 に 基く と と が 多 敷 例 に 就 て 確 深 
に 護 明 され た 。. 併 し この 年 代 に 於 て も な お 小園 
_ 形 細胞 浸潤 及び 繊 共 形 成 組織 の 増生 ( 可 見 ) 等 
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と 記載 され て いろ 例外 も ある が 他 は 概ね と の 網 
内 系 細胞 増 青 を 李 べ て いる 。 但 し SCHERMER は 
と れ 等 の 集 尊 細 胞 問 に オキ シダ ー ゼ 反 鷹 陽 竹 細 
胞 が 正常 より も 多く 誇 明 され る 所 見 を 重定 強調 
レ し て いる ( 衣 呈 化 生 )。 沖 様 細胞 に 就 て は 後 枯 
する 。 

グリ ツン 氏 輔 細 肥 増 協 ( 油 巴 様 細胞 及び 
肝 硬 幾 に 就 て )。 細胞 増 敷 の 事 企 を 肝 細 胞 索 間 
と グリ ツン 氏 靖 の 十 舞 電 に 分 け て 見 る と と は 重 
要 な と と で ある と 思う が 未だ 十分 の 吟味 が な さ 
れ で て いる わけ で は な い 。 

先ず 滞 巴 様 細胞 に 就 て : 俺 條 信 献 に 汐 包 様 細 
胞 の 文字 が 最初 に あら われ て と ひる の は JAFrg 報 
告 (前 世 ) で , 母 細 胞 は 星 細 胞 と な つて いる 。 を 

後 ZrEerER 報告 を は じ め 獣 腎 娘 献 に 於 て は 網 
PKK の 母 細 胞 と な つて いる 。 
特異 な 研究 と し て は 市 井 が 生 衣 染 色 で # 
本 細 有 を 繝 内 系 超 原 と 認め た 。 と の 忠 才 2 
特別 の 立場 に た つて いる の が NOLLER, DOBBER- 
STEIN, SCHERMER, 萬 西 ・ 小 倉 等 , DOBBERSTEIN 
(1935), WinrLugss 等 で ある 。 且 ち SCHERMER 
及び 葛西 ・ 小 倉 等 は と の 細胞 の 原 基 組 織 細 胞 を 
は つき り と 網 内 率 に 属す る と は 迄 べ て いな い の の 
で あろ る 。NOrLLER u. DoBBERSTEIN 報告 で は 如 
何と いう に 光世 様 細 腸 の 原 基 細 胞 に は 船 れ て い 
な い が 矢 り 網 内 系 と は 別個 の 扱 い が し て ある 
(へ モチ トブ ラス テン )。 還 ち 毛細 管 中 の 刺 載 さ 
れ た 網 内 系 細胞 と 並ん で 小 量 見 られ (第 2 群 ), 
又 毛 細管 腔 内 で 腫 大 し た 繝 内 系 細胞 に 混 じ て 索 
状 物 を た を つくり (第 3 群 ), 更に 又 刺 載 さ れ た 網 内 
系 細胞 の 竹 汰 集 狂 と 並ん で と の 細胞 に 大 規模 に 
混 じ た 竹 訴 集 狭 を な し (第 4 群 ), 或 は 毛細 管 
内 に 増殖 し た 腫瘍 其 の 増殖 を 示す (第 5 群 ) 等 
の 訴 況 を 逃 べ て いる 。 爽 に SCHERMER で ある 
が 彼 は 潜 巴 様 細胞 は 肝 毛 細管 腔 中 に 一 部 存 し 他 
に その 外 に , 少 か ら ざ る 部 分 が 小葉 間 結 締 繊 
中 に 横 た わ つ て いる と 記し て いる 。 な 召 光 巴 様 
細胞 は ScHERMER に よれ ば オキ シグ ダー ゼ 陰 性 , 
TRAurWErN 等 に よれ ば 一 小 部 分 が 陽性 を 示す 。 
とこ ヽ に 注意 し て 置き た い の は v..MGcsy が “ 毛 
細管 敬 に くつ いい て いる も の も 更に 騙 管 腔 内 に 
存在 する 細胞 も 大 部 分 芝 性 に 階 つ て いる よう で 
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ある ” と 記し て いる 事 寅 で ある 。 

傘 グ リッ ン 氏 博 細 胞 増 青 に 就 て 義 べ よ う 。 問 
串 は 開 質 炎 及 び 肝 硬 所 見 に 人 鍛 れ て くる 。 van 
ES は 小葉 内 性 の も る の と 並ん で 間 質 園 形 細 胞 淫 
光 を 記し SEypgRmELM は グリ ッ ン 氏 夫 細胞 培 


敷 を 良性 幣 死 例 に 於 て 毎 常 訟 明 し 骨 醒 様 と か 
Lymphome 等 の 形容 を 用 いて いる 。 臨時 馬 疲 


調査 委員 食 は 開 質 に 回 形 細胞 混 瀬 著 な る を 記 
机 結 締 織 は 財形 細胞 及 


レ JAFEFEE は グリ ソン 
OO び みみ マ 細 胆 に 富み その 肖 に 色素 を 含む マグ 
ロフ アデ アー ゲン が 現れ る と 区 べ で いる 。 SCHALK,。 
大 $ 女 間 質 に 於 ける 甘 明 な 園 形 細胞 浸潤 所 見 
を 記載 し て いる 。 ZrEcLER は グリ ッ ン 氏 疹 に 就 
て は 記述 する 所 な く 2ZErrLER は 少 敷 例 に 於 て グ 
リッ ン 氏 珍 高 度 の 園 管 性 浸潤 と 汐 包 様 細胞 介在 
を 示す と 李 べ 可 宛 は その 報告 する 第 死 例 に 於 で 
丈 ん ど 毎 例 に 小葉 開 結 締 繊 特に その 隅 角 に 彫 形 
細 胆 浸潤 あ る を 記し て いる 。NOLLER u. DOBBE- 
RSTEIN 報告 に は グリ ッ ン 氏 博 に 開 す る 記事 は 上 全 
出さ きれ な い 。 SCHERMER は グリ ソン ン 氏 靖 の 粗 豆 
結 純 織 中 に 於 て 難 包 様 細胞 が 大 き な 集 作 を な し 
且つ マク ロン テー ゲン を 少し いか まじ を で い 疾 
(WU 報告 し て いる 。 葛 

・ 小倉 等 は 開 質 に は 殆 ん ど 毎 常 河 包 様 細胞 の 
2 認 む と 区 べ て いる 。 そ を その後 MARcAro は 
小葉 間 に 後 小吉 白 結節 を 記し 市 川 は 滞 包 様 細胞 
は ば 例 に 於 て は 同形 細胞 と 記す ) 浸潤 を 記載 し て 
いる 。 特色 の ある の は DoBEBERsTErN (1934) 及 
び TRAOTWEIN 等 (1940) 報告 で ある 。 財 ち グリ 


ツン 氏 博 増 圭 は 上 送 の 通り 多く の 著者 が と れ を 


論 め で いる の で ある が SEYDERHELM, ZELLER, 
介 西 ・ 小 倉 等 , MARcAro, 市 川 等 が 構成 細胞 を 


明か に 滞 世 様 細胞 な り と 記し 他 は 多く 敵 作 の 遊 


走 彫 形 細胞 を 意味 し て る らし い 事情 か ら 人 見 て 
グリ ッ ン 氏 博 細胞 増 敷 の 眞 相 は 未だ 全く 明か に 
せら れ て いる と は 基 を られ な い 。 所 が DoOBBE- 
RSTEIN は 一 般 法 央 的 に 炊 の 2 中 を 強調 し て いる 
の で ある 。 

( ユ ) 汐 下 様 細胞 反 鷹 は 病 の 始め に は 殆 ん ど 
全く 見 られ な い 。 ! 

(2) 光 思 様 細胞 は 特に グリ ツン 氏 靖 領域 に 
於 て そこ と を 走り 血管 周 園 に 於 て あら われ る 。 双 


TRAurwpmt 等 は 訪 性 急 駒 逢 人 時 に 於 て “グリ 
ッ ツン 氏 疹 に は 光 包 様 細胞 集 狭 は 全く な いか 惑 は 


更 度 I に 軽度 で ある " こと と を 認め で いる こと は 概 [ 


めで て 重要 な 所 見 で ある と 思う 。 
要 和 之 ,, グ リッ ン 氏 夫 に 於 ける 増 敷 細胞 に 開 し 


て は 多く の 場合 光 包 様 細胞 と は 呼ば れ て いる が 
果して DoBBERsrEIN が その 母 地 と し で 主張 す 


る 未 分 化 メ セン ヒム な る も る の い \ 具 胡 的 の デー タ 
る > 


就 て 一 言 し ょ う 。 DoBEERSTErN (1935) : は マキ 


- シ モグ が 壮 張 する よう に “ 血 管 メ セン ヒム と エ と い 
2 も の は 元 來 それ 自身 組織 味 光 包 様 細胞 及び 銀 : 
繊維 形成 の 役目 を する も の で あら る” を 基 い で て 億 
貸 病 龍 と し て 江 包 様 細胞 の 増 粗 に つ ヾ いて 原始 


妥 原 繊 林 , 後に は 膨 原 織 弘 形 成 が 訟 明 さ れる と 


読 く 。 但 し 肝 に 於 ける と の 団 に 関す る 系 統 交 研 


完成 績 は 何人 に より て も 未だ 和紙 表 き れ で いな 


い 。 俺 貸 肝 に 於 て は ScEERMER が な 辛うじて? 
例 治 疹 給 過 と を と つた と 考え られ だ も の に 於 で 


クツ ベル 氏 星 細胞 が 腫 大 し , 明 有 農 な 格子 繊維 


網 が 細胞 索 の 横地 方 向 と る 特殊 染色 な し に 見 ち 
れ を た "< 記載 し て いる も の 並び に シワ イン スペ 


ル ゲ ル 病 研究 報告 中 SrRoH tu. ZrEGLER の 記 


避 位 が 原始 膨 原 織 維 に 開 す る 信頼 すべ き 原 著 報 
吾 で あろ う 。 と も あれ 具 誰 的 事 買 の 裏 附 は 極め 
て 貧困 で ある 。 第 一 マキ シモ グ の 吉 い 皇紀 自身 


に て も, 今日 罰 論 が 全然 な いわ け で は な い の で あ 


る と と を 思え を ば 一 概 に 組織 幾 化 の 慢 竹 化 の 会 式 


的 現象 と し て 組織 球 性 反 鷹 , 滞 所 様 細胞 性 反 鷹 


及び 銀 繊 維 形 成 を 相 前 後 し て 超 る も の と 決め で 
か いろ る 衣 度 を 表 定 する と と に は 忠 路 せ ぎ る を 得 
な い 。 まし て 漆 包 様 細胞 自身 未だ 輪 刻 の は つき 
り し な い 細 胞 な る に 於 て と の 感 を 一 太 深 くせ ぎ 
る を 得 な い の で ある 。 


谷本 論 の 肝 便 鐘 で ある 。DoBBERSTEIN は 新 く 


記し て いる 。 即ち 億 貧 臓 器 に 於 て 銀 繊維 は 妥 原 
繊維 迄 成 難 す る 傾向 を 少し いか 有 し てい ない 
と 。 事 供 敷 多く の 報告 類 申 に 於 て も FrNzi。 臨 


時 馬 商 調査 委員 會 。 JAFFE, ScHALk。 STRoH nu. 
ZIEGLER,。 の IEGLER, SCHERMER, BLANCHARD 等 





を 更に 多く あげ る 必要 が 大 い に 存 す る よ で あ 


肝 硬 括 に 就 て 。 最初 俺 久 肝 の 格子 炊 組 維 に 







瘍 00 も 7 フツ 

WArr, HowuroV に より 極 く 簡 軍 な 肝 硬 書 像 
が 記録 さん で いる に と 油 ぎ な い 。 と れ は 取り ゃ 直 
さ ず 俺 貧 馬 の 組織 半 化 に は 間 質 角 化 と し て 繊維 
性 組織 (格子 捧 繊 維 を 含め ) の 増加 に は 本 態 的 
に と 重大 意義 の 存 し て いな いと と を 思わ せる も の 
ざ あ る 。 「 

赤血球 食 喰 及び へ モジ デリ ン 症 赤血球 食 
喰 の 事 算 を 明か に し て いる の は JAFFE ( 星 細 肥 ) 
v. MGOcsY (性 細胞 ), ZrEcLER u. WoLF (マク 
ロフ アー ゲン ), ZErrgR ( 肝 小 葉 内 毛細 胞 内 被 ) 
ScHERMER (マク ロフ アー ゲン ), Wgrpricg ( 網 
内 系 ), 本 JARRE (性 細胞 ) 等 で ある 。 と の 事 引 
の 座 明 され た だ の は 概ね 熱 衣 作 と 密接 な 開 係 ある 
研究 例 の み で ある 。 と れ に 反し 壮 と し て 尼 性 に 
経過 し た 鹿 分 例 を 研究 し 耳 つ 含 里 色 素 に 就 て 深 
い 開 心 を よせ た 著者 達 , 例え ば ZrEcrER, DoBBp- 
RSTEIN。 VILMES, WITTVOGEL, PArLASkE が 
と の 事 四 に 鯛 れ て いな いと と は 注意 に 値する 。 
肝 小 葉 内 外 の 組織 に へ モジ デリ ン を 見 出し て い 
る 著 着 は FINzr の 昔 あ か ら は じ ま つ て 随分 多い 。 
中 に は 明か に 肝 細 胞 の リポ フス テ チン と 混同 し て 
いる 場合 も 1, 2 見 受け られ る 。 ' 

第 一 に は 遊走 性 の マク ロフ アー ゲン は 駐 盛 な 
る へ モジ デリ ン 食 喰 者 で ある 。 マク ロフ アー ゲ 
ン 遊 走 に 就 て は 前 逃し た 。 ZrEGLER u. WorE は 
代 WIHZ カ ャ ゲン が ジ デ ロ チ テー デシ と 呼ん 
で いる 。 と れ に つい で へ モジ デリ ン の 應 明 さ れ 


る の は 肝 細 肥 索 間 の 増 敷 細胞 に 於 て で ある 。 硬 


し レ し て へ モジ デリ ン の 誇 明 され る 細胞 種 は 多数 の 
著者 に ょ つて 腫 大 壁 着 性 の 星 細胞 (一 部 内 被 細 
胞 ) と 記載 され 多く は 索 訴 , 小区 状 の 集 園 を な 
し て いる 。 新 る 限局 性 を 示し た 病 乾 に 肢 し 
ZrEcrLER は 合 鐵 組織 球 寺 , ZErLER は 組織 球 性 
病 起 の 名 を 奥 を えん て いる 。 と ぃ に と 問題 と た な る の は 
汐 巴 様 細 胞 で ある 。 JAFFE は と の 細胞 の 母 細胞 
を 星 細 胞 と 明記 し て いる か ら 問 題 は な い が 
ン IEGLER。 INOLLER u. DOBBERSTEIN, SCHERMER 
等 は 光 皿 様 細胞 が へ モジ デリ ン 含 有 細 胞 と 混在 
' す と いう 2 風 に 記録 し て いる と と を 見 添 し て は な 
ら な い (江本 は 慢性 例 に 於 て 肝 小 葉 内 外 の 漆 世 
球 肖 温 題 奈 な り と し て いる )。 と の 細胞 乃至 それ 
ェ 推 窒 さ れる 細胞 は 先 に る 刀 べ た よう に グリ ッ 
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ン 氏 靖 に 多 集 欠 し て いる と と を 報じ て いる 。 


。 寺 者 が 少く な く 存 する に も か いわ ら ず それ 等 の 


細胞 表 内 に へ モジ デリ ン を 含有 する 事 四 を 区 べ 
で て いる も の は 見 営 ら な い 。 即ち へ モジ デリ ン の 
搬 取 され で て いる 細胞 は 主 に 小葉 内 性 で ある と と 
が 刊 る 。 奴 へ モジ デリ ン 含 有 の 程度 を 病 例 別に 
上 分 る と 負 死 例 と か 和敬 作 と 開 係 の 深い 時 期 C 検 せ 
られ た 例 に 診 て は へ モジ デリ ン を 貧 喰 し た マク 
ロフ アー ゲン が 注意 せ られ 熱 語 作 を 同上 忠 し た よ ょ 
うな 慢性 綴 過 例 , 特に その 殺 諾 分 例 で は 小葉 内 
性 の 細胞 集 狂 部 に 概して 高度 と 誠 明 せ られ て い 
る よう で ある 。 何と の 四 に 開 し て ほ は 石井 の 資 駿 
馬 成 績 は 熱 分 利 後 長き 日 月 を 総 る に 於 て は 肝 に 
へ モジ デリ ン の 誇 明 され る と と は 極め て 稀有 だ な 
る で る を 教え で いる 。 
6. 腫 腫 , 幅 へ モジ デリ ン 症 

. 名 の 腫 大 は 綴 過 韓 骨 の 如何 を 問わ ず 殆 ん どぶ 毎 
常 存する よう で ある 。 面 し て 各 家 記載 を 見 る と 
所 詩 急 性 綴 過 と を と つて 難 れ た も の ( 侵 性 経過 中 
敬 作 死 例 を 含む ) の 腫 大 に は 壁 血 が 重要 な 有 要素 
と し て 疹 加 し て り , 慢性 綴 過 条 鹿 分 例 に 於 で 
は 光 包 様 細 胞 増 敷 に 基く こと と が 犬 で ある よう に 
見 を る (慢性 腸 腫 )。 血 液 細胞 の 浸潤 を 重症 し て 
いる 著者 は 見 堂 らち な い 。 但し 細胞 周 園 に エ オ ジ 
ン 嗜 好 多 桜 白 血球 が 異常 に 張 く 集 し て お る 所 


、 見 が 報 ぜ られ を た 例 も ある が と れ と て も 別に 朋 導 


像 を 大 き 出し て いる よう に 取扱 われ て は いな い 
の で ある 。 
次 に 増生 性 牌 腫 遂 びに 肛 へ モジ デリ ン 症 C 就 


- て 少し く 吟 味 し て 見 る と と いす る 。 と の 腫 腫 に 


典 る 増 敷 細胞 の 多く の も の が 光 巴 様 細胞 な り と 
記し て いる 著 者 は 多 敷 ある が その 母 組織 に 就 て 
述べ で てい る も の は SCHERMER ( 軍 桜 性 腫 秋 細 


「 胞 ),CogRS ( 網 秩 細胞 の 央 活化 ), Wsrprrcg( 網 


内 系 ), ErrMANN ( 網 内 系 増加 ), 市 川 ( 網 内 系 
細胞 が 肥大 増生 し) が ある だ け で ある 。 し か し 
腸 の 網 内 系 と し て は 狭義 の 穴 内 度 , 潤 状 組織 , 
細胞 及び 腫 酷 の 他 更 に 有 剖 及び 染 材 に 多 敷 存在 
する 血管 長 乃 至 周 園 組織 も 考慮 に 上 され な く で て 
は な ら な い の で ある が 精 し いと と は 殆 ん ど 記 送 
され て の ない 。 と れ は 宛 も 肝 に 於 て 光 巴 様 細胞 
が 肝 細 胞 索 開 と グリ ソン 氏 靖 と に 分 つて 大 寮 さ 
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れ だ と 同じ く 俺 貸 病 既 を 諭す る 上 に 重要 な 意義 
を も つも の で は な いか と 考え られ る が 如何 な も 
の で あろ うか 。 な 怠 肛 に 於 て 骨髄 化 生 あり と す 
る .SEYDERHELM, ScHERMER を は はじめ 2,.3 の 
著者 が 切片 或 は 塗 抹 標本 に 於 て 光 包 様 細胞 の 他 
に 育 身 類 粒 系 細胞 , プラ ズ マ 細胞 , モク チー テ 
ン 等 に 注意 を 向け て いる の は 注目 に 値する が 未 
だ 素 統 的 研究 の 報告 され た も の は な どじ 。 

区 に 腸 へ モジ デリ ン 症 で ある 。 へ モジ デリ ン 
が 有 内 に 増量 する こと と は 了 臨時 馬 疫 調査 委員 信 , 
STADLER を の 他 等 が 念 性 症 で 記載 レ し て いる の に 
反し 慢 性 症 に 就 て ZrEcLER, ScHERMER。 Y. 


MG6csy, EirMAN 等 は 減量 を 経 験 レ し て いる 。 し レー 


か し NOrrER その 他 の 記載 等 を 見 る と 必 し ゃ 毎 
常 新 く 経 肉 され る わけ で も な さそ う で ある 。 休 
へ モジ デリ ン が 組織 中 で 如何 な る 訴 態 で 誠 明 さ 


れる か を 覗 つ で 見 る の に マク ロフ テー ゲン 含 


有 さ れ で て いる と 記載 し て いろ も の (JAFrFE, ZrE- 
GLER u. WOLF, ZELLER その 他 ) が 多く 壁 閉 性 
の 綱 内 系 党 岸 細胞 乃至 網 折 織 細胞 或 は 汐 臣 様 細 
胞 と 名 附け られ る 周 形 細胞 中 に は 殆 ん ど 誇 明 さ 
れ て いな い 。 面 し て と れ 等 の マタ クタ ロ ファー ゲン 
は 同時 に 赤 陣 球 貸 喰 者 で ある こと ょ が 記載 され で 
いる (JAFTFE, ZELLER 第)。 
7. 洒 巴 腺腫 大 

茹 く の 革 者 が と れ を 認め で いる 。 就 中 PIENING 
は 詳細 な 病理 組織 次 生 論 を 逃 べ て いる 。 例 別 記 
載 が な い の で 透明 を 鉄 く 乙 が な いで も な い 。 著 
莉 は さき に 肝 の 所 で 少し く 鯛 れ た DoEBERsTErN 


の 考え を 光 色 腺 に 於 て 採用 し 組織 球 と 汐 包 様 細 ・ 


胞 の 母 組織 と し て 綱 伏 織 , 血管 並び に 穴 内 被 , 
染 材 の 小 動 脈 周 園 組織 に これ を 求め た 。 と の 考 
を の 基 非 を 刊 断 す る に は 水色 様 細胞 の 母 細 胞 と 
し て あげ られ た 狭義 の 網 訴 織 内 被 及び 血管 周 園 
条 張 罰 が 各種 経過 韓 機 の 研究 例 標本 に 於 て 如何 
な る 衣 度 と と る か を 知る の が 先決 問題 で ある 。 
要 之 光 巴 腺腫 彩 の 基礎 を な す 鍛 化 は 最初 細胞 性 
増生 に は じ ま る 廣 義 網 内 系 組織 の 増生 に ある と 
甘 完 め 。 
8. 菅 腫 大 , 幼 尿 管 上 皮 和 比 性 

値 貸 腎 の 腫 大 は 上 學 に 我々 の 常識 に な つて い 

る 。 併 し その 程度 は 肝 肛 ほ ど で は な いこ と と は 各 





個 業 績 が と れ を 示し て いる 。 と ヽ 興味 ある と 
と は 菅 腫 大 に は 肝 牌 の 場合 , 特に 介 性 型 に 於 け 
る が 如く 避 血 の 参 興 が な く 節 ろ 貧 血性 が 目立つ 
と と で ある 。 然 ら ば 腫 大 の 原因 は 何 に ある か と 
さ べ ぐつ て 見 る の K LEgrNATI は 専ら ちと れ を 間 質 性 
の 細胞 集 導 に 求め て いる 。 と の 間 質 の 細胞 集 狭 
は 殆 ん ど 何 れ の 問 者 の 注目 を も ひい て 召 り 場所 
に ょ つて は Lymphadenie を 見 る よう だ と も 記 
し (FrNzi, 耳 orz) て 怠る 位 高度 の も る の だ だ と 驚 
いて いる 右 者 も ある 。 但し その 意義 附け に つい 
て は 決し て 一 様 で は な く , 可 見 ( 条 性 覧 共 ), 


. ZrEerER ( 問 質 性 忠 天 ), 耳 orZ (動脈 周 園 ), 


市 川 ( 園 形 細胞 浸潤 ) 等 が 敵 ェ 記載 する あれ ば 
SEYDERHELM ( 清 髄 化 生 ), ScHERMER (1 種 の 
化 生 ) の よう な 化 生 論 者 も お り 更 【c LErNATr の 
ょ うい 沼 潤 細 胞 中 の 光 巴 様 細胞 及び 組織 球 に を 
れ ぞ れ 異 つた 組織 反 鷹 を 殺 馬 し ょ う ょ 試み て で い 
る も の も お る の で ある 。 何れ に し て も 肝 有 牌 腫 大 
と 同じ 様 に 血管 摩 内 外 の 組織 細胞 が 腫 大 増 青 し 
更に 貧 喰 遊走 する 事 真 は 腎 腫 大 の 重要 因子 で あ 
る 。 と れ ら の 右 者 の 中 で LEINATI は 特に 聞 質 
狂 毛 細管 性 細胞 箸 の 記載 を し た り 丸 開 質 細胞 集 
を 見 た 58 例 中 ( 綴 過 乾 骨 の 事情 明記 な きゃ ) 圭 
よし て 滞 巴 様 細胞 28 例 , 主 と し し て 組織 球 15 
例 , 残り 15 例 は 雨 種 細胞 が 座 等 に 浸潤 参加 
する と は つき り 0 記 世 し て いる 。 併 し 々 は 標本 
も 賠 示 も な し に と これ 等 の 組織 像 を 理解 する と と 
に は 千 か 困難 を 感 ぜ ざる を 得 な いと と を 奉 直 に 
告白 福 ざ る を 得 な い 。 何故 な れ ば 菅間 質 の 場合 
肝 な どい 異 り 肝 小 葉 内 及び グリ ッ ン 氏 博 と ょ いう 
風 に 刊 然 と 組織 部位 を 居 別 する と と が で き な い 
上 に も つて き て 通例 毛細 管内 破 に は 著 明 な 腫 天 
増殖 が ある と LEINArr た よ つ て 記載 され で いる 
か ら で あ る 。 と れ 等 の 所 見 は 後 年 DoBEERSTEIN 
に よ つ て 経過 と 直 織 化 と の 職 係 を 論 ま る 場合 - 
重要 な 搬 申 と な され て いる 事情 も ある の で 今後 - 
更に 十分 な 例 別 鳴 味 を 必要 と する の で は な いか 
こえ る 5 

細 尿 管 上 皮 締 性 は 偉 気 所 見 と し て 多 敷 胡 者 に . 
ょ つて 報 ぜ られ て いろ が JAFFE, ScHArk に 
ZELLER, ScHERMER, HoLZ。 TRAUTWEIN 人 
筆 の 報告 は と の 所 見 に 欠 れ て いな い 。 と の 相知 





の 由 來 は あき ら か で な い が 研 究 例 の 経過 電機 如 
何 に 開 係 を 有する で あろ うこ と と は 病 の 性 質 上 充 
分 考え 得 ら れる と と で ある 。 とれ スズ 今後 大 購 的 
と 検討 を 要する 問題 で あろ う 。 

9. 塞 丸 寅 質 示 性 及び 間 質 細 肥 壇 散 

貴 質 織 性 の 結果 可 成 0 高度 の 遂 精 包 が 記載 
され て いる (中 村 等 , 市 有川 , 石井 )。 小 動脈 台 の 
硝子 様 接 性 等 に 基く 循環 障 得 が 主 な る 原因 を な 
し て いる よう に 解 さ れる ふし も ある 。 

間 質 嫌 化 と し て は 細 小 血管 並び に 毛細 管内 被 
の 腫 大 増 理 及 び 坦 訴 光 巴 様 細胞 集 欠 が 注目 され 
て いる (中 村 等 )。 肉芽 組織 の 新生 も ゃ 見 られ る と 
言う が と れ は 人 寧 ろ 2 爽 的 機 韓 に 属す る よう で あ 
る 。 マク ロフ ァ ー ゲ ン 遊 走 及び 病 鐵 と 病 期 と の 


開 係 に 開 し て は 未だ 知る 所 が 多く な い 。 な 騙 中 
村 等 は 購 丸 癌 質 幾 化 を 人 性 光 包 様 細胞 性 聞 質 交 
と 診 記 し た 。 


10. 卵巣 の 血管 鍵 化 
動脈 及び 静脈 の 主として 中 屋 K 硝子 様 鐵 性 が 
報告 され て いる (佐藤 , 石井 等 )。 血 管 周 園 の 継 
_ 化 と し て 佐藤 は 前 有 及 び 毛 細管 周 園 に 移し き 小 
園 形 細胞 の 浸潤 あり ょ 記し 石井 等 ば 慢性 賑 管 周 
男性 組織 細胞 増殖 交 症 を 重要 所 見 と し て 遇 げ て 
いる 。 石井 ・ 佐 藤 の 報告 に は と の 血 穫 関 に 於 て 
外 膜 細胞 か ら 往 殖 し た 細胞 中 原形 質 豊 富 な 大 型 
組織 球 久 は 類 上 皮 細 胞 の 形態 を 有する 細胞 を 主 
と する と と が あり 刀 油 巴 球 大 の 形 汰 で 積 ぇ 楽 色 
質 に 乏しい 不正 形 の 要 を 有する 所 詩 汐 包 様 細胞 
を 詩 と し た と と も あつ た が 多く の 場合 十 者 は 混 
合 し て 存在 し た と 芯 う 記事 が 見 出さ れる 。 研究 
例 は 殆 ん ど 全 部 殺 農 分 馬 で ある 。 
血管 化 と し て は 更に 血管 内 被 細胞 の 腫 肛 増 
殖 及 び “太い 動脈 の 惑 も の に 於 て と の 内 膜 の 一 
部 が 血管 腔 に 結節 型 を 呈し て 突出 し 該 結節 は 外 
. 膜 に 見 られ る よう な 細胞 集 欠か ら な つて いら も 
の が 見 られ た "(石井 等 ) の 画 所 見 が 重要 で ある 。 
何 偽 外 馬 に 於 て は 受胎 率 の 低 き と と 並び に その 
程度 が 血管 疾 の 程度 と 在 行 する と な し た (佐藤 )。 
_ 11. 心療 痕 形成 

俺 貸 心 の 研究 桜 心 は 療 疲 形成 に ある よう で あ 
る 。 内 妥 像 を 出 で な い 研 究 で は ある が MATfrE- 
SEN u. GLASSER が 口 踏 疫 心 と よく 似 た 多 敬 任 


. 像 と し て 重要 語 す べき 病 妖 を 書く 例 は 欠 
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瑞 死 装 と その 結果 鉄 態 を 指摘 し て いる その 所 見 
で ある 。 同じ 年 代 に 可児 (1926) も 負 死 例 と 1 
切 道 層 殺 例 に 於 て 著 明 な 心筋 の 焦 訴 性 及び そ 
の 部 結 細 織 増生 に 注目 し て いる が 停 招 と 果して 
如何 な る 程度 に 開 係 を 有する か に と 就 て は 今後 の 
研究 に 備 つ べき も の と し た 。ScmERMER は と の 
MATHIESEN 等 の 病 徐 を 目 し て 崩 玩 し た 心筋 細 
胞 の 痕 痕 性 治療 像 と 解 し た 。 同 ド 様 な 鐘 化 を は 
つき り 記 載 し て いる 著者 は 他 に も 若干 ある が 鐘 
下 所 見 の 事 附 の ある 報告 は OLTE, SCHAAF 笛 
及び 等 の それ で ある 。 

一 方 資 質 印 ち 心 筋 色 化 と は 無 闘 係 な 間 質 に 於 
ける 光 巴 様 細胞 及び 組織 球 の 集 狂 及び 原始 爵 原 
弧 維 至 爵 原 弧 維 の 甘 明 な 増加 が DopEs- 
STEIN 等 に よ つ て 強調 され て いる 。 

と の 他 と の 種 肉眼 的 微小 病 電 中 に は 貧血 性 
梗 冠 並び に こそ の 結果 像 が 注意 され て いる が 
(SCHAAF), 毛細 管内 被 の 腫 大 増 敷 や 局所 毛細 
管 の 脂肪 負 作 ( 可 移 ) も 報告 され て いる と と で 
は ある し 心 と 於 ける 後 小 限 局 区 の 病理 散 生 に 一 
役 つ と め る と と も ある で あろ う 。 

何れ に し て も 心療 痕 形 成 と 俺 邊 と の 開 係 特に 
綴 過 韓 札 と 病 比 進行 伏 態 と の 開 係 に 就 て は 我々 
は 未だ 必 し ゃ 十分 識 ら っ る ととろ が ある と は 言え な 
いよ ょ う で ある 。 休 心 内 膜 鍵 化 に 就 て は 後 逃 する 。 

12. 心臓 及び 血管 に 訟 ける 粗大 硬化 

性 乃至 石 化 病 比 

心 内 膜 に 於 て は MArnrEsgN 持 , EILMAN 及 
び BorrE が , 又 大 動脈 及び その 分 枝 に 於 て 
MATgrESEN 等 , EILMAN 及び Horz が , 主 と 
し て 肺動脈 に 於 て Borrg が 報告 し て いる 極め 
て 特徴 の ある 病 絆 で ある 。 人 刊 気 と の 開 係 に 就 て 
は ScHERMER が MArgrEsEN の 標本 を 廊 , て 松 
定 的 意 見 を 逃 べ て いる 他 , 文献 上 意見 の 開陳 を 
選 な WO8 

183. 倍 貧 勝 に 診 け る 2.3 の 病 狂 (出血 , 

皿 菅 周 園 細胞 増 載 エエ ペン ジウ ょ ム 下 
組織 下 静 を 失う と ょ と )。 

偉 貧 膳 に は 各種 病 織 が 記載 され て いる が 全 突 
トド り 多く 
な いと と を 断然 記憶 し な くべ き で ある 。 それ に 
も かい わら ず 中 村 等 及び 大 久保 は 俺 損 騰 病 織 を 
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流行 性 勝 災 と , SEIFRiED は 豚 コ レラ 膳 共 と 比較 
検討 する 態度 を と つて いる 。 その 中 に あつ て 人 居 
狗 膳所 見 を と り ま いて TRAUTWEIN 等 が 侯 騰 敵 
性 由 程 が 演 ぜ られ て いる ょ 片 附け て いる の は 興 
味 深い 。 「 
各個 膳 病 差 の 中 注目 すべ き 所 見 の 2, 3 に C 就 
て 逮 べ よう 。 出血: SEiFRiED 等 は 億 條 で 緊 れ た 
馬 の 膳 に 於 ける 小 及 び 大 の 血管 周 園 出 血 が 展 々 
見 られ る と と に 注意 を つ て いる 。 中 村 等 は 本 
病 に 於 て は 出血 は 角 り 誇 明 で き な か つた と 言 つ 
て いる 。 と れ は 研究 例 が 概ね 殺 諾 分 馬 で ある 事 
情 に よる の で ある か も 知れ な い 。 管 周 園 細胞 増 


敷 。SEIFRIED が 示す 所 見 分 類 に 基 け ば 血管 特に 


動脈 性 の も ゃ る の に 芯 け る 外 膜 増殖 或 は 血管 グラ ヌ 
ロー ム が 主 な も の で ある 。 と れ に は 血管 性 及び 
血 管 周 園 性 汐 巴 球 浸潤 と いう 病 閥 $ 参加 し て い 
る よう で ある が と の 浸 滴 性 獲 化 に 就 て は その 所 
在 部 位 の 吟味 が 更に 厳密 に 放 げ られ る 必要 を 認 

め る も の で ある 。 エ ペ ベン ジウ ュ 下 組織 在 静 を 失 
うこ と : SEIFRIED 所 見 で は Ependym 下水 腫 , 
更に これ か ら 縮 展 し て 項 誠 Ependym 下 敵 症 大 
及び 増殖 層 が 出 米 る 。 Ependym に 開 係 し た 病 
角 と し て は 肉眼 的 可 覗 程度 に も な る Ependy- 
mitis granularis が HorZ 以 來 中 村 等 , 大 久 
保 に こよ つて も 又 報 告 さ れ て いる 。 倍 し これ 等 の 
Ependym に 開 係 し た 病 織 は 第 1 SErFRrEp 自 
英 も $ 逃 べ て いる よう に 動物 に は 新しい 種類 の 所 
見 で は ある し 第 2 に Horz は 他 種 の 病 , Sgr- 
FRIED は 翌 妥 非 俺 負 例 に 於 て (Ependym 下水 
腫 及 び 至 度 の Ependymitis) これ を 確認 し て い 
る 事情 の ある と と を 十分 考慮 し て か いら な けれ 
ば な ら な い 。 更に 多く の 例 に 就き , 特に 細胞 像 
以外 脂肪 標本 , 鱗 輔 標本 所 見 の 検討 が の ぞ ま 
: レ く 思わ れる 所 以 で ある 。 

14. 肺 に 診 け る 血管 病 導 

- 埋 性 経過 殺 虎 分 馬 の 1 例 所 見 で は ある が 
に よ ょ つて 書か れ た 肺 に 於 ける 血管 病 鐘 は 偉人 肺 
の 主要 病 獲 像 で ある 。 鏡 稚 上 肺 胞 記 は 幅 廣 く な 
り 且つ 汐 巴 様 細胞 及び デ ロ チ ー テ ン が 混在 し て 
いる 。 7 1 は RE 
な 集 尊 還 に な つて いる 。 或 個所 で は 血管 長 自 己 
2 由 0020 





NEMpc の 第 1 例 ( 幣 死 ) に 於 て も 肺 肥 藤 の 幅 増 
加 と 汐 世 様 細胞 充 多 が 記載 され て いる 。 その 後 
三浦 ・ 山 極 に ょ つて と れ 等 の 所 見 は 多 表 例 c 於 

て 精細 に 拭 充 記載 され た 。 特に 内 膜 任 病 料 に 開 


・ する 記 送 は 俺 作 病 幾 論 に 於 て は 重要 位置 を 占め 


る 。 但し 同一 種 病 織 に 就 て は ScHERMER の 他 に 
卵 集 に 於 て は 血管 内 膜 共 (石井 等 ), 心 に 於 て は 
内 膜 下 細胞 集 狭 (DoEEERsTEIN 等 ) と し て 簡 時 
な 報告 が ある 。 

5. 腸 出 血 そ の 他 

可 晃 報告 で 難 死 佑 候 3 例 が 著 明 な 腸 出血 を 示 
し て いる の を は じ め 多 敷 の 著者 に ょ る 粘膜 下 普 
びに 膜 下 小 出 血 が 記載 さん て いる 。 ! 

谷 腸 粘膜 光 巴 持 置 の 腫 岩 が 上 難 死 例 で 報告 され 
て は いる が 詳し い 組 織 像 の 記載 は な い (市 井 等 , 
市 誕 有 al “ 

16. 外 景 一 般 そ の 他 ( 捧 痩 , 條 血 
水 腫 , 出血 )。 

人 狗 選 の 済 痩 は 詩 と し て 皮 直 並び に 筋 癌 結 締 
角 の 脂肪 織 凌 台 に 基く と と は 多く 記さ れ て いる 
が SEYDERHELM,。 可児, 萬 西 ・ 小 倉 等 の 例 別 記 
載 を 見 れ ば 最も 膝 か で ある 。 隊 RND 
分 例 に 就 て は 大 部 分 と れ 等 の 外部 所 見 が 認め 
れ た な い (ZELLER) 。 

水腫, 出 和 所 見 も 婦 多 く は 作 貧 名 死 机 に 限 5 
れる 。 その 現 部 位 も 皮下 織 筋 聞 結 締 織 は も と 
ょ り 腎 及び 装 巴 腺 周 園 脂肪 織 , 肺 その 他 の 雅 質 
臓器 , 粘膜 及び 畠 膜 下 繊 等 殆 ん ど 全身 に また が 
る 。 但し 出血 置 は 胡 ね 小 出 血 班 の 域 を 出 で な い 
が 廣 油 な 分 布 を 示す も の が 多い 。 0 

17. モノ チ ド ー ゼ (石井 氏 " ジ デ ョ プリ 

ン " 放 吉 で 人 「 

“ 俺 貸 白 血球 像 / の 項 で 俺 作 に 於 て で は その 経過 ' 
中 モノ フチ トー ゼ が 誠 明 され る と と と 就 て 上 に 若 
寺 述 べた 。 休 そ の 際 石 井 等 の 所 調 組 織 伯 細 肥 に 
開 す る 一 脱 の 業績 に も 少し く 言 及 し た 。 と で 
は 更に 石井 民 “ウデ ロ チー テン " と 開 障 し 2 
補足 を 試み た い 。 

た 'C552 和 5 
の ジ デ チー テン と 言う 克 字 が 俺 貧 文献 最初 』 
あら われ た の は ZIEcLER u. WorF の 論文 で あ 
つて その 後 所 + に 色素 含有 細胞 (Yv. MGcSY), 
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へ モジ デリ ン を 含有 し て 遊走 する 網 内 系 細胞 
(NOrrER 等 ) 等 と いう 文字 に な し て 散見 する 。 
但し 何れ も 病理 組織 標本 上 C 出 汐 する の で あつ 
て 血液 標本 類 と は 全然 無 開 係 で ある 。 資 は 父 そ 
と が 右 井 等 の 力 癌 を 入れ た 所 以 で も あろ う 。 
さて で 右 井 ・ 信 藤 ・ 田 中 (1940) に よる と ず 抑 
ォ ジ デ ロ テ チー テン は 分 化 並び 未 分 化 中 礎 葉 組 
織 に 由 來 する 組織 球 が 赤血球 又は その 朋 壊 産物 
を 貸 喰 し た る も の で あつ で 云 々 ” と ある が 
と の 組織 球 は 石井 ・ 中 村 ・ 渡 衝 報 告 (1937) に 
於 ける “組織 性 細胞 (組織 性 細胞 に し て 大 草 概 
環 胞 。 移行 型 , 繝 訴 織 内 被 細胞 , 血管 内 被 細胞 
等 を 含む ) "を 指し て な る も の で あろ う 。 面 し て 
と の 石 井 氏 “ デ ロ チ ー テ ン デ の 多 敷 の も の は 
腹部 大 静 販 に 検出 さ れ 頸 静脈 ヒ 誇 明 され る 例 敷 


は どく 《. 少 い 。 し か る ゃ 妥 表 肛 の ジ デ ロ チ ー テ ン と 


いう の は 全部 提要 随 な の で ある (1942 年 以後 公 
に され た 3 篇 の 論文 は 顎 静 肛 血 軍 要 床 に 関す る 
も の ば か り で ある )。 | 

節 ち 元 來 血液 の 立場 か ら 章 稚 にょ 0 腹部 大 
柚 脈 血 ター シン ベル 標本 を 細胞 向 的 に 検討 を 試み 
た 際 の 産物 が 石井 氏 “ ジ デ ロ チ ー テ ン "” な の で 
あり , 妥 静 脈 の 大 卓 柱 承 ジ デ ロ チ ー テ ン は を の 


小 部 分 で ある と いう と と 片 附 げ て し レ ま を ば 


何 の 北 折る も な さそ うに 見 える 。 「 
所 が 寅 際 は 病理 組織 學 的 の 立場 か ふら 注 意 深く 
眺め る と 右 井 氏 一 連 の 業績 中 に は 遊走 マク 
ファ ー ゲ と と モノ チー テン の 阿 種 細胞 に 開 す る 
興味 ある 敷 々 の 知見 が 提供 され て いる と 思う の 
で ある 。 1}) 定型 的 組織 味 は 頸 静 肛 に は 1 箇 も 


検出 され な い 。 何 そ の 検出 牽 は 肝 静 央 及 び 後 大 


静 肛 に 於 て 断然 高座 で ある 。 (2) 定型 的 軍 概 球 
機 出 敷 及び 検出 座 は 有 訂 静 脈 最 優 位 に ある これ に と 
よ の て 見 る の 肝 , 後 大 静脈, 門 脈 , 腫 等 に 検 
出さ れる マク ロフ ァ ー ゲ ン は 確 賞 と に 肝 用 そ の 他 


の 綱 内 系 組織 か ら 訓 離 脱落 し て 來 た も ゃ の で 大 循 


環 C 入 つて ゆく 運命 を 有 し て いな い も の で あ 
る 。 その 母 組織 の 所 在 地 た る 肝 有 議 そ の 他 の 騰 器 


_ に て 於 て 笑 開 な 組織 反 應 が 藻 ま れ て いる と と を 物 


語る いわ ば 組織 病 幾 が 血 流 に あら われ を た 一 つの 
結果 像 に 過ぎ な い 。 NO 
と れ に 反し 有 静 肛 を 最 優 位 と し で て 各 均 須 
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内 に も モノ チー テン が 極め て 多 敷 に 誇 明 され る 
の は と れ と は 少し く わけ が 違う ょ うに 基 え られ 
る 。 即ち モク チー テン と そ は 元 來 血液 細胞 で あ 
る と と を 識 れ ば と れ 等 の 細胞 は 谷 血 流 中 で 果す 
べき 何等 か の 使命 を 保持 し て いる も の ょ と 解す れ 
ば 源泉 に 位 する 肝 等 を その 母 組織 所 在 地 と し て 
重 呈す る 必要 が ある の で は な いか 。 

以上 を 俺 貧 請 病 織 と 彼 此 大 洒 する な ら だ ば 俺 気 . 
に よ ょ る 組織 敏 化 中 敷 多 く の 著 閉 に よ ょ つて 重要 向 
され で て きた 血管 結 締 寺 に 於 ける 組織 細胞 の 活動 
に 開 す る 研究 が 更に 進展 すべ き 絞 口 を 提供 され 
だ と 目 家 る と と が で きよ う 。 長槍 時 (C に 言う な ら 
ば DoBBERSTEIN 等 が 漢 然 と と な を る よう な 分 
化 並 び C 未 分 化 中 肥 葉 組織 の 反 應 を 今後 更に 判 
然 と 網 内 系 と 並ん で 血管 外 膜 系 組織 細胞 を 取 上 
げ ば て 俺 貸 組 織 病 閥 C 重要 開 係 の ある モノ チー テ 
ン と か 滞 思 様 細胞 の 或 種 の りゃ の と か の 列 茶 統 母 
地 と し て 孝和 宛 し て ゆく が 如き で ある 。 同時 と 狭 
義 の 網 内 系 統 に 開 し て も ひと り 肝 肛 に か ぎら ず 」 
骨 診 はじめ 各種 臓器 組織 に 就 い て 充分 の 検討 が 
の ぞ ま し いわ け で ある 。 ( 


V. 信 貧 病 帝 論 

1. 悪性 貧血 説 「 
俺 抽 の 貧血 病理 を 説く に 営 り 人 の 悪性 貸 血 を 
引合 に 出し と の 二 つ の 病 が 同一 種類 の 気 血 病 に 
属す る と 唱え る 人 が 古く か ら あ る 。 凡 と 紅色 芋 
と の 他 の 項 で 通 観 し た と と ろか ら 見 る と Sgy- 
DERHELM,。 SCHERMER あたり は 明か に と の 巻 え を 
の 支持 者 で あつ て 例 を ば ScCHERMER の 如き は 爽 
の 通り 逃 べ て いる 。 俺 貸 病 毒 は 赤血球 及び 崩 
崩 を 障 旭 する 。 骨 醒 の 機能 不全 は 一 一 病 的 に 障 
旭 さ れ た 一 一 腫 に 於 ける 骨髄 化 生 に 導く 。 それ 
に ょ つて 赤 血 球 有 崩壊 に 開 し 腫 の 機能 不全 が 起 
る 。 その 結果 と し て 他 の 腰 器 , 主として 肝 の 網 

炊 圭 内 被 が 牌 の 代償 を する よう に な る 「 と 。 
これ に 居 し 古く は JAFFE, 下 つ で DOBBER- 
STEIN が 病理 解剖 稀 の 立場 か ら と の 二 つ の 病 を 
比較 レ し た - 上 耳 者 の 類似 性 を 全く 耕 定 し て の る 。 
血液 王妃 至 骨 骸 の 細胞 稀 の 立場 か ら も 又 俺 代 の 
悪 御 貧 血 説 を 定 する 業績 が 近年 多 敷 報告 され 
て いる の で ある (第 IV 章 第 1 及び 第 2 節 参 
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妥 )。 と れ を 要する に 形態 艇 の 上 か ら 人 刊 貧 馬 の 
血液 並び に 造血 像 を 抽 る と 億 貸 の 気 面 は 次 に 逃 
べ る よう な 性 格 の も の で ある と 言え る 。 有 ち 血 
液 細胞 は 流血 中 で 偉 気 病 毒 に より 概ね 回 解 的 に 
障 旭 を 受け 永い 経過 の 〇 ゃ の で は 赤血球 は 正常 敷 
に 復員 し な く な る も の が 多い 。 但し 流血 中 並 
びに 育 量 その 他 の 組織 内 に 邊 血 組織 系 続 の 胎生 
型 十 性 機甲 が 展開 され る よう な と と は な い 。 つ 
まり 現今 に 於 て は 俺 貸 ェ 悪性 招 血 と を 並べ て 
完 す る 根 揚 は 上 巡 に 解消 し て し まつ を た と ょ と 見 る べき 
の の の 。 
2. 奏 常 代謝 症 物 に よる 中 毒 説 

v. MGcsy は 俺 貧 病 は 俺 所 馬 病 好 語 現に 親 
し て は 宣 に 刺 載 物質 と し て 参内 する に 過ぎ な い 
と 言う 狗 特 の 券 を を 秋 表 し て いる 。 その 読 の 営 
藻 は し ば らく 〈《 別 と し て 臨床 病理 の 立場 か ら 俺 質 
馬 病 聞 を 廣 い 角度 か ら 眺 め て 病理 敬 生 を 論じ て 
いる 馬 度 は 高く 評 條 され て よい と 葉 を る 。- V. 
MGcsy 以前 は 俺 外 病 理 組織 研究 が 慢 姓 継 過 条 
席 分 馬 を 研究 翌 象 と し て 門 ら 肝 腫 の へ モジ デリ 
ン 謀 理 と か 血管 結 締 織 打 化 と か 重 購 が 置か れ 
た い め 俺 貸 に 開 す る 病理 知識 が 陸 か 偏 器 な も の 
に な つた 嫌い が あつ だ た か ら で あ る 。 新 く いう 理 
由 と し て は 皮 に 前 章 に 於 て 取扱 つた 各種 億 所 病 
色 中 に 思 質 性 病 織 が 多々 含ま れ て いる と と を 指 
摘 し て 置け ば 足り る で あろ 2 ( 赤 析 球 減少 症 , 
その 他 正 液 退 化 , 肝 の 細胞 埋 死 , 膳 毛細 管 膳 汗 
杏 滞 , 細 尿 管 上 友 科 性, 府 丸 宣 質 獲 性 , 心療 六 
形成 , 偉 気 膳 に 於 ける 2,3 の 病 絆 , 腸 出血 その 
他 , 痩 , 貸 血 , 水腫 , 出血 等 参照 )。 肥 ち と れ 
等 の 和 質 性 病 織 を 記 銘 し て る 著者 の 多く は 侯 
叙 釧 死 馬 を 研究 し て いる の で あつ て 凡そ 如何 な 
る 病 の 病理 癌 生 を 研究 する の に 臨ん で も 負 死 例 
所 見 を 粗 委 に 取扱 うと と の 不可 な る 所 以 は と ヽ 
と 読 く 迄 も な いで あろ 2 う 。 以下 v.MGcsy の 
所 論 を 簡 軍 に 紹介 し て 置く 。 先天 信 委 iC 於 て は 
所 調 病 毒 な る も の が 病理 的 現象 の 展開 に 際 し 唯 
曹 に ある 刺 戦 物質 と し て 参 遇 する と 巻 を る こと と 
は 必 し も ゃ あり 得 べ か ら ざ る と と ぃ は 言 を な いよ 
うだ 。 そし て その 刺 電 物質 は 直接 に は 増 敷 能力 
$ 特 久 病 的 現象 を 起す 力も な いらい の で ある 。 三 染 
動物 購 内 に 存在 する と の 和 刺 埋 物質 な る も の は 導 


和信 さ れ た 存 毒 量 が 直接 増加 レ し た も の で は な く と 
れ は 動物 骨 内 に 於 て 導入 され た 病 奏 の 作用 に よ ょ 
つて 壮 常 の 代 講 産物 と し て で きた も の で ある 。 
徒 つ て と の 物質 を 生物 と する と と は 大 い な き を 
得 な い の で ある 。 と の 病 は 病原 起 並び に 感染 動 
物 前 の 閥 易い 生物 的 性 質 が 左 に 作用 し あつ 
た 最後 の 結果 炊 第 で 時 に は 非常 に 動 卑 と 示す 洪 
伏 期 を て 毅 熱 と 色々 の 強 さ の 敗血症 的 現象 を 
以 て で はじまる の で ある 。 そし て 丸 と れ 等 の 現 旬 
は 不 規 央 な 時 日 内 に 於 て 繰り 返 を えさ れる 。 断る 
熱 衣 作 の 間 に 征 質 臓器 中 の 獲 性 比 化 及び 小 血管 
壁 の 幾 性 と 開 係 し て お こと る 出血 と が 超 る 。 有 内 
て 於 て 多量 に 食 喰 きれ 耳 つ 集め て 球 に され た 赤 
正 球 は へ モジ デリ ン KC 導 狐 させ な られ と れ に つい 


で 崩壊 細胞 の 補給 の た め 紅 色 骸 の 領域 が 振 張 さ - 


れる 。 併 し それ に も か いわ ら ず 赤血球 生成 は 害 
され る か ら 若 し 新 る 徐 作 が 相 交 じ で 迅速 に 起 る 
と いう て 高度 所 血 に 見 舞 わ れる 。 但し 血液 像 に 
は 再生 現象 も る 見え ず 婦 肝 腫 に は 骨 骸 化 も 超 ら 
な いと 言 つ て も 又 眞 の 溶血 も 誠 明 され な い 。 熱 
敬 作 と 開 詳 し て 有 。 光 色 腺 の 綱手 細胞 及び 特 
に 肝 の 毛細 管内 被 は 刺 埋 狼 態 I に 置か れ その 結果 
像 は 腫 及 び 肝 毛細 管内 被 の 厳 貧 喰 夫 弾 並び に 肝 
毛細 管内 被 の 徐 洪 増殖 と し て 表現 され る 。 新 く 
過剰 に 形成 され た 鐵 色 素 及 び 出 來 上 つた 小 細 胞 
向 と は 長く 貫く 無 熱 期間 中 に 於 て 瀬 交 消滅 する 
と と が ある 。 病 が 更に すい むと 全 腫 組織 は 網 和 
織 並 びに 内 被 細胞 か ら 芝 生 し た 油 包 様 増殖 組織 
(にょ つて 押し の けら れる だ ため , 腫 組織 は 崩 再 赤 


血球 廣 吾 の 能力 を 失 つ て し まう の で 腸 は 用 に は 
鐵 を 含有 し な いよ うに な る 。 他方 増殖 組織 は 腫 


の 大 さ を 増 大 させ 且つ 春 鹿 を 貢 な らし め る の と 
増殖 組織 が 血管 容 を 充 圭 し て し まう の と で 腸 は 
今や 循環 血液 量 調節 の 役目 を 果す の に 適し な 
な る 。 病 の 末期 に が て 肝 内 に 超 る 強い 増殖 'c 革 


應 し て 毛細 管 腔 は 種々 な 細胞 要素 に ょ つて 充 算 
され 新 く し て 小葉 中 必 部 は 骨 壌 に 導 か れる 。 肝 丘 


の 組織 障 如 に ょ づつ て 重 篤 な 忠 毒 並び c 敬 作 現象 


が 起 る が , それ 等 の 現象 は 血 流 中 の 病 的 邊 血球 
出現 内 部 臓 導 並 びに 心筋 の 獲 性 , 章 句 現象 。 肝 


に 芯 け る 医 血 促進 作用 の 腕 沙 儀 代 謝 に 於 ひる 腫 


能力 の 脱落 を 調整 する カカ が な く な る 事 等 で あり 








と の 結果 進捗 し た 時 期 に 於 て は 熱 驚 作 と は 無 闘 
係 に 貧血 が 増 張 し 且つ 奏 弱 が 元 進 する の が 常 で 
ある 。 ' 

3. 俺 貧 病 狂 を 量 純 性 反 鷹 な り と する 説 

近世 狼 選 流 の 病理 牌 綿 論 で は 敵 症 を 複合 性 反 
應 と 呼ぶ の と 肢 し 主として 生 如 の 異物 諾 理 に 際 
し 表現 な られ る 組織 化 を 拭 純 性 反 應 と 呼ん で 
別 扱い に する 傾向 が 張 い よう に 見 受け られ る 。 
とこ ヽ に と 紹介 する DOEEERSTErN の 侯 徐 紋 $ 正 し 
く と の 立場 の 上 に た つて 論 ぜ られ だ た も の で あ 
る 。 DoBBERsTEIN の 逃 ぶ る 所 を 通 講 す れ ば 名 
ち 了 解 で きる と と で ある が , と の 訟 に 於 て は 俺 
人 病 畠中 , 仁 殖 性 の 組織 疾 化 だ けが 線 て ゞ あつ 
て 他 の 何 $ る の も それ に は 見 出せ な い 。 抽 方 を か 
を て 言う な ら ば 生き て いる 俺 貸 馬 の 組織 絆 化 だ 
け に 開心 が 集中 され て いて 織 性 々 の 組織 笠 化 を 
取扱 うと と 移 毛 より も 軽い 。 猫 乙 文献 と 習 し て 
興味 ある と と は DoEEgERsTEIN 等 と 略 々 同年 代 
と 相次い で 著 わ され だ フラ ンス 系 の 2 編 の 俺 貧 
練 説 中 に 現われ た 病理 記事 で ある (LAMARRE 
及び KRAr) 。 その 廊 中 (に ZIEGLER。 SCHERIMER, 
LEINATI, NOLLER, DOEEERSTEIN 等 の 所 読 は 顔 
貸 (C 引 用 され て いる に も か いわ ら ず 佑 気 病 銀 に 
於 ける 網 内 系 の 活動 に と 就 て 験 0 り 張 調 し て いな 
い 。 と れ は 久 論 著者 等 が 専門 の 病理 家 で な いと 
と (も よる の で あろ う 。 と も 角 私 は 俺 貸 病 織 の 
全貌 を う 上 に 於 て は 条 つ て フラ ンス 流 の 記 水 
を 島 重 し た いよ うな 心地 が する の で ある 。 更に 
_ 婦人 気 馬 に より 刺 埋 反 鷹 する 廣 義 の メモ ン ヒ ム 
の 態度 を 読 いて 懇切 で ある こと に は 十分 菩 意 を 
失い は する が 所 読 の 基礎 を な す 業 績 の 裏 附 が 極 
め て 不 十分 で ある 衣 り を うけ は し な いか を ひそ 
か に お な それ る も の で ある 。 と も あれ 俺 貧 病 北 論 
に と 於 て DoBEERsTEIN の 果 し た た 大きな つ と め 
後 出す る 。10 年 前 に 於 て は 専ら 俺 徐 の 肝 腫 
の み が 研 究 の 羊 象 と され て と た と と の 非 を 強く 
指摘 し た - 一 一 は 重要 な も の で は ある レタ 次 C 江 
べ る 膳 敵 諭 を 除け ば 少く と も 我 が 獣 串 文 献 と 
記 て は 稀 員 の 批判 的 観察 で ある と と に と 間違い は 
な いか ら 爽 に その 全 廊 を 紹介 し て 置く と と いす 
る 。 絞 で 俺 貸 を 文 名 な し に 確定 し た 最初 の 人 
- は V. OSTERTAG で ある 。 彼 は 双 と の 病 に 俺 貧 





249 


の 名 を 興 を た 。 それ 故 こ で と の 20 年 間 に 多 
敷 の 研究 が ある に も か いわ ら ず 未だ 全く 暗 時 で 
ある 俺 貸 の 病理 驚 生 に 開 し 何 が し か 次 献 せん と 


寺 を る と と は 特別 よろ と ば し い の で ある 。 


BEHNKE は 彼 の 挑 刊 的 文献 研究 に 於 て 最後 に 次 
の よう な 確信 に 到達 し た 。 即ち 馬 の 偉 和仁 と いう 


- ス フラ イン クス の 謎 を ょ くに は 未だ 骨折 の 多い 


研究 莉 送 の 研究 が 必要 と され る と 。 

TAFFE, ZIEGLER。 NOLLER u. DOEBSRSTEIN, 
ELLER, SCHERMER 及び その 他 の 研究 は 億 自 の 
場合 の 多 敷 の 細い 獲 化 に 就 て 知識 を 奥 を は し た 
が と れ 等 個々 の 所 見 を 一 つの 病理 敬 生 の 全 庄 像 
と し て 合 する すべ で て の 試み は 十分 滴 上 す べき 
も の で は な い 。 と れ に 就 て は 明か に 二 つ の 問題 
が 興味 の 中 心 帖 に な る : 一 つ は 赤血球 消失 即ち 
貸 血 に 開 す る 問題 , 他 の 一 つ は 腕 及 び 肝 幾 化 の 
意義 に 隊 す る 問題 で ある 。 こと の 二 つ の 問題 は 更 
に 最も 宿 接 に 信 貸 病 毒 の 攻撃 踊 の 問題 と 開 係 し 
Mt の 。 

頒 面 の 成因 に 関し て は 色々 KC 廃 明 され て い 
る 。 一 つの 見 廊 に ょ る と 流血 中 に 見 られ る 赤 血 
球 の 障 旭 と 並ん で 骨髄 に も 障 旭 が 起り 途 赤 血 
球形 成 障 事 を 來 す (SEYDERHELM, STADLER, 
ZiEGLER, SEHERMER), と の 見 方 の 代表 者 は 病 
が 更に 進む と 骨 記 騰 力 の 結果 肝 及 び 筐 に 旅 ける 
骨髄 化 生 が 起 る も の と 大 える 。 と の 娠 の 見 方 を 
最も よく 表現 し た の は ScHERMER で ある 。 侯 


貸 病 毒 は 赤血球 及び 骨 農 を 障 如 する 。 骨 枯 の 機 


態 不全 は 病 的 に 障 旭 され た 一 一 腫 に 於 ける 
骨髄 化 生 に 導く 。 それ に ょ つて 赤血球 月 壌 に 開 
し 有 の 機能 不全 が 超 る , その 結果 と し て 他 の 騰 
科 主 と し て 肝 の 網 次 絆 内 第 が 有 の 代償 を する よ 
うこ な る 。 

第 2 群 の 代表 者 は 衣 秋 障 旭 を 護 月 だ て 得 た と 
巻 え ず 入 ろ 流血 中 の 赤血球 障 各 の み を 信じ 従 つ 
て 肝 腫 に 於 ける 骨髄 化 生 を 否 定 する (vV. MGcsy. 
JAFEE, CogRs, LUHRS, 臨時 馬 疫 調査 委員 信 )。 
第 1 の 見 方 に 従え ば 馬 の 人 刊 筑 は 人 の 悪性 貸 押 に 
近 ま ずく し (SEYDERHELM, SOCHERMER ) こと れ に 
反し 第 2 の 見 方 に よる と 入 ろ 2 爽 性 人 血 に 敷 を 
入れ られ る (Forkg, HENscHEN の 意味 に 於 け 
る 血液 超 原 性 外 血 , JAcrCc 及び SPENGLER こよ 
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る 沙 血 性 貧血 )。 
FROHNER, GROTE, SCHERMER, 、 SCHAAF, 


SEYDERHELM, WV ESTERBUHR。 GEWENIGER を の 
他 が 我々 に 提供 し て いる よう な 俺 貧 赤 血球 像 を 
制 察 する = 著者 に よ つ て 若干 の 相 直 あ る と と は 
明か で ある 。 赤血球 の 著 減 は 大 板 病 の は じ ま り 
及び 終末 並び に 熱 芝 期 中 に 見 られ る 。 と れ に 反 
し 爽 飼 性 及び 慢性 期 に 於 て は 貸 血 は 中 等 度 の る 
の で ある , 病 例 の 約 10% で は それ の みか 赤 血 
球 般 は 正常 で ある (ScHEsMsR, WrRTH)。 時 に 
は ノル モブ ラス テン 及び 多 染 性 臣 は 嗜 雇 基 性 斑 
問 を 有する 。 赤血球 が 見 出さ れる 。 併 し ょ り 弓 
い 再 生 現 象 が 血液 僚 に あら われ る と と は 一 般 に 
な い 。 人 の 時 性 気 血 を 念頭 に な く と 含 速 な 血液 
新生 像 に 特に 注意 を 向け る の で ある が 宣 際 上 偉 
算 に 芯 て は 熱 語 作 後 の 面 液 再 生 は 殆 ん ど 正常 軌 
道上 を 動く の で ある 。 即ち 未成 地 血 液 細胞 形成 
に と も な つて 骨 談 騰 力 或 は 再生 の 意味 で 胎生 型 
(メガ ロブ ラス テン 形成 ) は 偉 気 の 場 合 に は 間 題 
(C な ら な い 。 と れ と は 反 肝 に 偉 島 に と つて は 爽 
の と と が 特徴 的 な る の で ある と され で て いる 。 乱 
. ち 頻 同 の 赤血球 損耗 に ちか いわ ゎ わら 血球 新生 に 
殆 ん ご ど 支 障 を 来 さ ない の で ある 。 と れ と 並ん で 
崩 錠 和 遂 化 も 誇 明 され な い の が 普通 で ある 。 苑 ち 
旧 肪 丹 が 造血 髄 に よ ょ つて 根本 的 に 置き 換 を られ 
る こと 言う と と ( 長 管 八 骨 ) は 多 敷 の 研究 考 の 業績 
及び 私 の 弟 察 で も 見 られ な い 。 分 ち 検 肌 され る 
程度 の 造血 髄 で 赤血球 の 代償 に 問 に 合う の で あ 
( WiRrH も 赤 赤 押 球 像 に 就 て 俺 徐 病 毒 に よる 


る 。 
骨 押 示 の 再生 的 影響 は 通常 起 ら な いと 移 べ て い . 


る 。 それ 政 俺 貸 毒 が 崩 貞 を 攻撃 する 場合 に は 精 
精 造 血 に 量 的 影響 を 典 を える 位 に すぎ な いも る の で 
ある 。 結局 炊 の よう に 言え る の で ある 。 分 ち 俺 
狗 病 毒 は 或 種 土 物 の よう K 赤血球 生成 を 一 時 的 
に 阻害 する が 同時 に 重 篤 な 臓器 的 骨 談 織 化 を ひ 
き 起 す と と は な い 。 骨 衣 の 機能 低下 と し て は 熱 
般 作 間 に 見 られ る 多 概 白血球 の 減少 が と れ を 誇 
援 だ て いい る 。 俺 気 馬 が 強い 血液 更新 を 示す 場 
合 衣 鐘 の 機能 低下 は 極 く 短 時 間 だ け 著 明 な 熱 克 
作 期 中 に 起 る ぉ る の と 見 られ る 。 私 の 考え で は 衣 
義 が 病 既 に 少し し か 参加 し な いと いう と と は 侯 
貸 を 人 の 吉 件 江 血 と 比較 する 考え < 肝 し て 最も 





重要 な 抗議 で ある 。ScHERMER は 最初 億 人 に よ 
り 説 か れ そ の 後 SEypERHELM に 取り 上 げ ら れ 
た 悪性 貸 血 説 を 最近 再び 採用 し た 。 億 し と れ に 
問 し て は 次 の と と を 固く 主張 する 必要 が ある 。 
即ち 人 の 悪性 気 箇 に 於 て は た と を 如何 な る 上 時期 
に 於 て も 許 明 され る わけ で は な いと し で も 高 席 
c 障 筐 され た 血液 再生 が 特徴 的 な る の で ある 。 
双 JAFFE (て よる 組織 像 の 比較 は 十 著 の 聞 の 根 
本 的 相違 を 示し て いる 。 柄 病 の 測 稔 像 に し て る 
同様 な と と が 言える 。 例え ば 悪性 貧血 の 場合 に 
は 慢性 偉 所 の 場合 規則 正しく くる 心 。 腎 及 び 激 
巴 腺 絆 化 が な い 。 反 翌 に 俺 貸 で は 骨 腺 の 甘 縮 は 
今 迄 に 記載 され だ た と と が な い 。 終り に c 億 倫 の 人 
肢 感 染 例 の ある 事 綿 が あげ られ る (LHRs, 


PErERS)。 こ の 場合 龍 宗 され た 病 誠 は 悪 必 貸 血 


の も の と 慎 座 し て は いな い の で あろ る 。 私 の 孝 を 
で は 今 迄 に あげ られ た 基礎 か ら で は 俺 竹 と 悪性 
貸 血 の 間 に は 窓 接 な 開 係 は 見 られ な い 。 隔 者 は 
唯 中 毒 姓 貸 血 を 示す と いう 四 が 同 じ で あつ て 悪 
性 貧血 の 場合 は 著 明 な 血液 再生 障 得 を 示す に 反 


し 偉 貸 で は 全く その と と が な い 。 俺 條 の 悪性 貧 


血 読 を 裏 附け する た め に 我々 は 屋 々 肝 腸 の 組織 
像 を 引合 に だ す が 就 中 崩 骸 化 生 が 一 番 問題 に な 
る 。 骨髄 化 生 は た ゞ に 悪 性 作 血 に 於 て の みな ら 
ず , 爾 魚の 2 玉 性 中 篤 作 血 の 際 に も 抽 察 され る 
の で ある 。 白く し て 我 え は 第 2 の 持 寮 貼 に 到 填 
し を た の で ある 。 婦 ち 肝 肝 組織 父 を 如何 と 意味 附 
け す る か 。 ' 4 

と れ 等 の 化 の 形態 胸 は 大 戦後 の 多 敷 の 研究 


- に よ つ て 充分 と 説明 され た 。 腸 は 病 の 経過 中 に 


於 て 符 え 細胞 が 多く な り 且つ へ モジ デリ ン が 減 


- 少 ぶる と の うと と で は 多 低 が な 一致 欠 見 MMS 


細胞 増加 は 腫 基 か ら 没 足し 且つ 滞 包 球 に 似 和 を 細 
胞 且 ち 水 包 様 細胞 の 冶 達 に 導く 。 肝 に 於 で は 毛 
細管 内 彼 か ら 毛 細管 内 に 横たわる 細胞 頑 が 和紙 達 


. レ て くる が と れ は 笑 湊 に 血球 月 に 参加 し 耳 つ 


その た め 大 基 の へ モジ デリ ン を 度々 含有 し で い 
る 。 と の 組織 球 位 増殖 は 反復 熱 庫 作 の 後に 荘 明 
(と あら われ 長い 無 熱 期間 を 編 いて 後 再び 著しい 
退 人 を 示す 。 組織 球 と 並ん で 血液 崩壊 に 参 興 レ 
な い “ 敬 所 様 細胞 ” が 認め られ る 。 新 ぐ で 欠 と 
完全 な 慢性 例 と も な れ ば 格子 炊 繊 維 増加 が 超 る 
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が と れ に つい て は 今 迄 に ZigerER だ けが 注意 を 
ひい て いる だ け で ある 。 

、 俺 気 の 死 後 診断 に 意義 の 深い と れ 等 の 所 見 の 
意義 附け は 草 一 で は な い 。 肝 の へ モジ デリ ン 含 
有 組 織 味 増殖 に 就 て は 大 概 の 研究 者 は 一 致し て 
炊 の ょ うと 巻 を えて いる 。 還 ち 腫 に 回 する 代償 増 
殖 が 起 つ て いる の で ある と 。 つま り 有 は 俺 貧 毒 
の た め に その 血液 月 再 機 能 を 礁 われ る か ら 肝 組 
織 内 に 於 ける へ モジ デリ ン の 減少 を 示し て い 
る 。 そし て 有 に C 代 つて 肝 の 網 狼 織 内 破 が 血球 崩 
環 に 責任 を と る と と に な つた の で ある 。 と れ に と 
よる と 組織 奈 の 増殖 の 際 に は 肝 に 新しく 出 来 た 
一 種 の 腫 組織 が 存在 する の で ある 。 v. MGcsy 
だ けが 最近 と の 葉 え に 或 拉 議 と 出し た 。 難 包 様 


: 細胞 の 評 償 は と れ に 反し 非常 に まち まち で あ 


る 。 研究 者 の ある も の は と れ を 崩 性 要素 ょ 基 
を 胎生 的 の 血液 細胞 を 根 起 し た 。 従 つて 骨 骸 性 
化 生 を 控 用 する の で ある 。 他 の 友 者 は 崩 玩 し た 


. 手 性 組織 味 或 は 肝 及 び 骨 本 か ら 衝 走 し た 細胞 を 


_ 基 を える 。CoBRS は EPsTEiN の 言う 組織 味 性 刺 


江 細 胆 を わき の 方 へ 矢 し や つ で と れ を 特別 の , 
乏 らく 所 航 生成 を 拒 さ れ た 分 化し た 綱 訴 内 被 細 
胞 を 考え を た 。 とれ 等 の 考え の 大 概 の も の は 決し 
て 事 寅 に C 且 し た も の で は ない 。 少く と も る と 
の 説明 が 肝 有 牌 舌 化 に だ け あて が われ て いる 限り 
2 が 

私 の 考 を で は 肝 肛 獲 化 は 他 の 臓器 獲 化 と 一 緒 
に し て 抽 察 さ れ た 時 に 限ら ん て だ け 正 し く 評 條 
され る 。 何故 な れ ば 肝 腸 組 化 は 進 に ひろ く 撫 つ 
た を 北 化 の 特殊 例 を 示す に すぎ な いか ら で あ る 。 
印 ち 同じ ょ うな 襲 化 は 他 の 臓器 に 於 て も 色々 の 
租 園 に 於 て あら われ る 。 それ で これ は 腎 に 於 て 
も る (ScHERMER, LEINATI), 心筋 に 翌 し て る も 
(DoEEERSTEIN 及び WrirLwgs), 肺 C 暫 し て も 
(ScHERMEs) 誇 明 され た 。 同じ よう な 雛 化 を 光 
怒 腺 $ ( 滞 巴 腺 媛 化 の 精 し C 記 載 は 間 $ な く 私 
の 共同 研究 者 PrENrNe が 和 表 する ) 私 の 確信 
する 所 で は 同じ ょ うな 化 を 示す 。 血液 像 中 で 





- も る 必 々 た し か め ら れる モノ チト ー ゼ ぞ 及び 相 半 的 


閑 巴 球 症 も 恐らく 今 記 し た 臓器 毅 化 と 同じ も ゃ の 


を 示す で あら ろう 。 新 る 細胞 新生 も 他 の 臓器 に 於 


て も 又 見 られ る で あろ うと と は 想像 せら れる 。 
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腎 に 於 て も 心筋 に 於 て も 組織 球 及び 光 刀 様 細胞 
集 狂 は 主として な し ろ 小 血管 周 園 に 超 る 。 上 
SCHERMER や も いつ て いる よう に と れ 等 は 災い も 
な く 所 講 未 分 化 血 管 歴 細胞 印 ち pluripotent の 
分 化 程度 の 低い , 胎生 メ セ ン ヒュ と ま 大 近 の 
結 締 織 か ら 和 足 し て いる の で ある 。 未 分 化 血 管 
壁 細胞 に 近 締 の も ゃ の に と 網 秩 内 被 系 の 細胞 が ある 
が これ は 特に 腸 骨 細 胞 , クツ ベル 氏 性 細胞 及び 
肝 の 毛細 管内 被 細胞 並び に 光 包 腺 の 穴 内 被 細胞 
及び 網 汰 細胞 で ある 。 と れ 等 の 細胞 も 又 非常 に 


友 鷹 能力 の ある 血管 藤 細 胞 で ある が 併 し これ 等 


の 細胞 は 網 刀 同 係 に 於 て も 或 る 機能 を みた し て 
いる の で ある 。 PENTrMAri は と の 二 つ の 組織 種 
の と と を “ 廣 義 の メモ セン ヒ ュ 系 "と 呼ん だ 。 種 
種 臓 稚 の 血管 長 細 胞 C 縮 足し た と の 新生 仙 程 は 
俺 気 病 毒 が 主として 網 雇 内 被 普 びに 静止 未 分 化 
押 管 禁 メ ン ヒ ふ ム を 攻撃 し 且つ 持 績 性 の 強度 に 於 
て は 時 < 獲 化 する 刺 温 故 態 に 訪 く と 言う 表現 で 
ある 。 ( 

と の 刺 載 が 久 に 正常 時 活動 し て いる 肝 腫 の 網 


其 織 内 被 に 於 て は 他 臓 器 の 静止 メモ ン ヒ ュ ふ に C 於 


ける より る ゃ 迅速 且つ 強力 に 作用 を 及ぼ す と 言 2 
と と は 肝 腫 以外 で は 刺 載 に ょ つて で 段々 C 静 正 状 
態 か ら 反 鷹 可能 な 位相 C 移行 する と 考え ら れる 
の に 反し 腫 の 網 故 織 内 被 , 一 部 は 肝 の も の も そ 
う で ある が , は 元 來 彼 等 の 有する 機能 と し て 衝 
か に 迅速 に 刺 載 に 應 じ 得 る か ら で あ る 。 従来 は 
肝 の 星 細 胞 増殖 及び へ モジ デ ロ ー ゼ を 婁 に 2 区 
性 代償 性 の 如 程 と 認め で て 洲 た が と れ は 血液 
崩壊 に 闘 し 腫 が 無能 力 に な つた 結果 起き され を た も 
の で ある ーー 一 私 は v.MGcsyY と 共に と この間 を 
に 妥 営 性 の な いと と を 確 言 し た い の で ある 。 一 
般 に 肛 に へ モジ デリ ン が 減少 する と と 及び 肝 の 
組織 味 増 殖 の 強 さ と を 修復 性 増殖 と 認め た が る 
が 寅 は そう で は な い の で ある 。 即 ち 炊 の よう な 
わけ で ある 。 病 が は じ ま つ て 間もなく , 印 ち 10 
乃至 20 日 後 双 に 一 一 と の 頃 は 牌 の へ モジ デリ 
ン 稀 少 は まだ 認め られ な い 一 一 肝 に と 廣 範 な る 星 
細胞 増殖 が あら われ る の で ある MNOLLER-DOBE- 
ERSTEIN, Y. MQcsy )。 他 方 我々 は 肛 に は へ モジ 








デリ ン が な 一 つも ない の に て 有 に は 中 等 度 の 組織 球 


千 し か 見 られ な どい 場合 に 遭遇 する 。 タ 最後 に は 
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新 る 組織 味 性 増殖 が 心 及び 愛 印 ち 血液 崩壊 に は 
開 係 の な い 臓 器 に 於 て も 誇 明 され る 事 還 が あげ 
られ る 。 それ 改 組織 球 性 増殖 の 秋 達 は 他 臓 疾 に 
於 ける と 同じ ょ うと 肝 に 於 て も 先ず 第 1 に 俺 貸 
病 奏 の 直接 作用 自身 に 過 せ ら る べき で ある 。 代 
償 性 肥大 と いう 意味 の 増殖 は 一 般 に は 第 2 義 的 
に 見 られ る 。 私 は 自分 の 研究 経 過 中 滞 炊 炊 の ょ 
う な 確信 に 達し た 。 好 ち 俺 気 病 寺 は 第 1 に 自 内 
到 る 所 で 未 分 化 並び に 分 化 血 管 壁 メ セ ン ヒム ふ を 
攻撃 する も の で ある 。 李 管 庁 え セン シ ヒ ふ ム は と の 
刺 載 に 回 し 3 様 の 方 法 で 反 應 する 。 即ち 第 1 は 


貸 喰 する 組織 球形 成 を 以 て (組織 妹 性 反 應 第 2. 


に は 未成 封 非 貸 喰 細胞 型 且 ち 光世 様 細胞 形成 を 
以 て ( 光 世 様 細胞 性 反 應 ) 第 3 に は 原始 膨 原 織 
准 形 成 を 以 て ( 小 繊維 性 反 鷹 ) で ある 。 個々 に 
就 て は 爽 の 通り : 組織 奈 性 反 應 は 特に 著 明 に 病 
の は じ ま り に 現れ る が 併 し 遅れ て か ら も , 但し 
と の 場合 特 c 熱 驚 作 後 に 詩 明 され る 。 と の 反 應 
は 肝 に 於 て は 毛細 管内 彼 の 舌 性 化 並び に 主 こ し 
て 原形 質 の 虐 富 な 大 き な 細 胞 か ら な る 細胞 得 に 
於 て 特徴 が 示さ れる 。 と れ 等 の 細胞 は 澤 常 蘭 富 
な へ モジ デリ ン を 含有 する 。 腎 に 於 て LEINATI 
は と 8 例 中 15 例 に 於 て 主として 組織 味 性 反 應 を 
分 た 。 心 と 於 て る 又 WirwEs と 共に 私 は 度々 
主として 組織 上 球 性 反 應 を 呈す る 例 を 見 た 。 有 及 
び 汐 巴 腺 で は と の 反 鷹 の 應 明 は 若干 困難 で あつ 
た 。 何故 な れ ば と これ 等 臓 問 に 於 て は 正常 時 皮 に 
組織 上 氷 の 外観 を 呈す る 細胞 が 汐 包 様 細胞 及び 光 
巴 球 と 混 じ し て いる か ら で あ る 。 併 し 時 に は 腫 に 
於 て , 特に を の 和 父 が 原形 質 の 多い 楼 の 明る い 細 
胞 を 澤山 ふく ん で いる 。 同様 な 像 は 光世 腺 特に 
渡 胞 領域 で 見 られ る 。 

光 巴 様 細胞 性 反 應 は 病 の 始め に は 殆 ん ど 全 く 
見 られ な い 。 寧ろ 病 日 が 重なる に つれ て 和 欠 々 明 
瞭 に あら われ て 來 る が 結局 動物 が 度々 の 熱 毅 作 
C 耐 過 し て か ら 後 の よ う で ある 。 肛 で は 特に 高 
度 に へ モジ デリ ン の 消失 し た 例 に 於 て と の こと と 
が 見 られ る 。 そし て 新 る 例 で は 腫 央 は 強く 染め 
殆 ん ど 河 色 様 細胞 か ら だ け で き て いる 。 濾胞 は 
高度 に 鞭 小 し 且つ 腸 請 と の 主 割 は 不明 腰 で あ 
る 。 肝 毛 細管 内 で は 光世 様 細胞 に は 未だ 履 々 組 





織 陸 を 混 じ て いる 。 併 し 光 思 様 細胞 だ けが 病 地 
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像 を 支配 し て いる と と も ある 。 て 同時 に 濃 色 様 


正 管 周 園 に 於 て あら われ る 。 腎 皮 質 に 於 て は 光 


細胞 は 特に グリ ッ ン 氏 疹 領域 に 於 て そ と を 走る 


巴 様 細胞 は 強 振 大 に 於 て 胡 見 され る 。 心 で は 幸 . 


と し て 光 巴 様 細胞 性 反 應 を あら わす も の が 断然 
多い 。 と いで は 光世 様 細胞 は 心 内 膜 下層 並び に 
大 き な 交 肛 の 内 膜 下 に あら われ る 。 


小 繊維 性 反 應 の 標識 は 原始 用 原 織 維 の 強い 替 


加 で ある ( 銀 組 維 )。 こ 和 は 尼 性 例 に だ け 見 られ 
且つ 恐らく 長い 病 の 持 績 後に は じ め て あら われ 
る も ゃ の で あろ 2 う 。 銀 織 維 形 成 は 最初 用 C 於 で 
STROH un. ZIEGLER (に て よ つて だ し か め らち れ た が 
その 場合 に は 格子 炊 繊 維 硬 化 の 像 を 以 て 経過 し 


だ 。 腎 に 於 て は LEINATI が が, 心 で は WirLMgS 


が それ ぞ れ 私 の 教室 で 銀 織 維 増加 を 誇 明 レ し 
た 。 と れ は 何 看 て 於 て も 府 明 され た 。 慢 任 例 
に 於 ける 有 , 肝 及 び 裳 の 看 度 増加 の 罪 は と の 繊 
槍 増 加 に 由 せ られ る 。 通常 銀 繊維 は 爵 原 組 維 < 
迄 成熟 する 傾 両 を 少し し か 有 し て いな い 。 偶 に と 
は そう 言う と と も ある が , その 場合 は 肝 の 硬 粗 
性 導 化 及び 心筋 の 療 痕 形成 の 形 を と る 。 以上 記 


埋 し た 3 過程 は 俺 所 に 於 て 同一 例 で 同時 に 並ん 


で 護 明 され る と と が 族 々 ある 。 併 し 婦 一 方 惑 る 
嫌 化 が 特に 優 つ て いる と と も ある の で その 場合 
は 主として 組織 球 性 の と か 。 滞 外 様 細胞 性 の 疎 
は 小 繊維 性 の 反 應 と いう 風 に 表現 する こと も で 


_ き る 。 多 敷 臓 稚 に 於 て 種々 の 反 應 を 血管 衣 メ セ 


ンジ エム KC 誇 明 する と と が で きれ ば その 場合 静止 
俺 貸 の 死後 診断 を 下す 上 に c 大 い C 役 立つ と と は 
WirwgEs と 共に 誇 明 し た 。 新 生 銀 識 維 の 量 は 肝 
心 及 び 腫 に 於 て 病 の 持 績 期間 を 推定 富 し め る 。 


つま ? 原 始 脱 原 維 が 強大 に で きる の は 長 v 病 _ 


の 後 だ け , 印 ち 慢性 億 所 に 久 て だ け で ある 。 億 
貧 の 多 敷 例 の 中 で 最も 張り 銀 繊 維 形成 を 示す 例 


を 以 て 最も 古い 例 と する の は 今日 の 常 織 で あ 
る 。 組織 球 性 置 は 退化 する こと と が 可能 な る に 反 
し 一 度 つ く られ た 銀 和 維 は 長い 無 熱 期 を て る 
退化 し な いも の と 考え られ る 。 肝 , 腹 , 腎 。 心 
筋 太 び 光 巴 腺 に 就 て 組織 奈 , 河 巴 様 細胞 及び 銀 
朴 維 に 開 し 系 統 的 検査 を すれ ば 俺 貧 興 似 馬 の 忠 
で 俺 負 の 有無 を 大 別 する と と が 従来 より る 多 程 
確 人 頁 で ある 。 [ 


と の 種 の 完全 に 異 つた 血管 メ セ ン と ふ ム 反 應 を 
如何 に 説明 すべ き で あろ うか 。 沈 血管 メモ セン 
ヒム と いう も ゃ の は それ 自身 元 來 組織 球 , 滞 世 球 
様 細胞 及び 銀 繊 維 形 成 の 役割 を する も の で ある 
と と を 記憶 し て な く 必 要 が ある (マキ シモ グ )。 
そ と で 如何 な る 釣 性 類 に 於 て も 血管 結 締 織 か ら 
先ず 運動 性 の , 貧 喰 可能 の , 原形 質 了 豊 富 な 細胞 
印 ち 組織 球 が で き , 後に は 漆 巴 球 様 細 胞 (所 調 
組織 光 巴 球 ) が あら われ 総 に は 原始 胎 原 算 維 , 
後に は 胎 原 織 維 の 形成 に 迄 導く 。 EPSTEIN, 
PENTIMALI。 SIEGMUND, SCHERMER を の 他 の 
研究 が 示す ょ よう 完全 に 同じ ょ うな 包 程 が 葛 商 
の 際 に も 牧 令 異種 邊 白 の 非 経口 田 入 の 時 に も あ 
らち わ れる 。 運動 性 の ある , 食 喰 可能 の 細胞 形成 
は 血管 難 え セン ヒム の 各種 刺 温 に 暫 す る 最も 普 
通 な 反 鷹 で ある 。 組織 球形 成 は 元 來 委 性 刺 載 に 
問 す る 血管 歴 メ モン ヒム の 生理 的 反 應 と 言う べ 
き で ある 。 組織 味 は 特殊 機能 を も つた 細胞 と し 
て 未 分 化 血 管 衣 メ セン ヒム より ゃ も より 高じ 刺 戦 
程度 を 示す 。 彼 等 は 更に 進ん で 分 化す る と 銀 繊 
礁 形成 能力 を 得 , 反 問 に 退化 する と 光 世 様 細胞 


に 妖 化す る と ょ と が 可能 で ある 。 組織 球 と 汐 巴 様 


細胞 と の 移行 は 上 双 に CogRs が 逃 べ て いる よう 
C 容 易 こ に たしかめ られ る 。ScHERMER と 同様 私 
る 光 巴 様 細胞 の こと を 血管 メ セ ン ヒム の 十分 分 
化し な い 末 課 と 見 る が これ は 原始 的 血液 原 基 細 
胞 (へ モチ トブ ラス テン ) C 近 の ゃ も の で ある 。 
大 い ゃ な く こ と これ は 高度 に 病理 的 な 細胞 形 で あ 
る 。 元 來 組織 に 遺 残し て いた 細胞 か ら 骨 骸 外 迄 
血 が 行わ れる も の な る の か 或 は 又 CogRS が 推 
定 し て いる よう に 六 般 産生 を 批 さ れ た 網 訴 織 内 
彼 の 末 氷 で ある か を 琲 別 す る の は 今日 の 所 困難 
で ある 。Lympnadenose 及び Myelose に 於 
て る も 殆 ん ど 規 則 的 に よく 似 を た 血管 メモ セン ヒム を 
母 組織 と する 汐 巴 様 細胞 形成 が 観察 され る 。 今 
日 に 於 て 確 頁 に し られ て いる と と は 漆 包 様 細胞 
形成 は 屋 ぇ 慢性 刺 載 の 所 産 と し て , 血管 メモ セン 
と ふ の 1 種 の 毅 剰 刺 載 の 所 産 と し て 取扱 われ る 
割 慣 が ある 。ComRs の 考え 即ち 汐 巴 様 細 胞 を 特 
_ 別 の 恐らく 幸 高 産生 を 把 さ れ た を 網 誠 繊細 胞 の 後 
座 と みな す と いう と と に 問 し て は 爽 の 事 和 が 反 
、 慎 を 物語 つて いる 。 爺 ち 光 包 様 細 胞 形成 に も か 
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か わら ず 繰り 返 を し 多 性 再 驚 が 病 の 経過 中 に 行 
われ る 。 と の と と は 発 疫 的 過程 を 推定 する に は 
符合 し 難い 貼 で ある 。 我々 は 更に 発 疫 の 他 に ア 
レル ギー 性 過程 の 際 に 光 巴 様 細 胞 形 成 が 行わ れ 
る と と を 考え て 見 な く て は な ら な い 。 最後 に 銀 
繊維 は 未 分 化 血 管 膝 え セン ヒム 自身 か ら も , 刀 
組織 球 か ら も つく られ る (マキ シモ グ ヴ )。 繊維 が 
で きる の は と の 細胞 種 の ょ り 高き 成 難 の し る し 
と 解せ られ る 。 光 思 様 細胞 も 赤 新 様 な 更に 進ん 
だ 分 化 が 可能 で ある か 松 か , 即ち 銀 継 維 形 成 が 
可能 で ある か 松 か は 問題 を 留保 し て お か な く で て 
は な ら な い が 可 能 で ある よう に 思わ れる 。 
これ 等 すべ て の 所 見 は 次 の ょ うに 推定 すれ ば 
容易 に 読 明 が つく 。 印 ち 血管 衣 メ セン ヒュ ム は 貸 
血 の 際 に 時 その 強度 を か を る 和 刺 戦 に 章 遇 する 
の で ある 。 最初 は と の 刺 載 は た ゞ 高度 に 分 化し 
た 細胞 型 た る 組織 球 の 成立 に みち びく 。 それ か 
ら 病 が 長く 持 績 する よう に な る と 恐らく 碧 管長 
メモ セン ヒュ の 惑 程 度 の 過 刺 温 或 は 既 調 の し る し 
と し て 未成 茸 の 細胞 形 還 ち 光 巴 様 細胞 が あら ね 
れる 。 縦 に ぐつ と ょ と 怪 性 例 に な る と 熱 芝 作 の 如き 
月 魚の 無 熱 期 を 妃 く よう な 場合 が ある の で その 
よう な 時 に は 刺 載 は 恐らく 作用 を あら わ さ な い 
か ら 血 管 胡 え セン ヒム から つ くら れ た 細胞 は 何 
の さま た を たげ も 受け ま に 原 始 脱 原 織 維 を つく る 程 
迄 成 難 する 。 刺 温 が 完全 に 消 を て 俺 気 が 完全 に 
治療 する と それ 迄 に 和 道 られ た 細胞 は 用 原 組 維 を 
つく る 正式 の 繊維 母 細胞 に 迄 成 蒸す る 。 通例 と 
の 策 達 は くり か を し 時 < 新しい 熱 芝 作 に 中 断 さ 
れ そ の 場合 般 作 は その 度 に 新しく 血管 胡 え モン 
ヒム ふ を 組織 球形 成 及 び 光 巴 様 細胞 形成 に 迄 刺 温 
し 且つ 婦 銀 繊維 を 造る 細胞 が 眞 の 繊維 母 細 胞 に 
迄 更に 成 封 する の を 中 断 さ せる 。 と の 状態 に が 
て 終 に は メモ セン ヒュ 細胞 凌 置 の 疲 券 が 來 ,。 ひい 
て 動物 の 完全 瓦解 が 訪れ る と と は 理解 が つく 。 
と の 末期 に 於 て 肝 に あら われ る 尊 化 , 例え 黄 六 , 
小 配 中心 に 於 ける 肝 細 胞 の 月 壌 , 多 敷 の 人 鐵 含 有 
組織 球 を 伴う 中 心性 出血 は 非常 に 管 性 な 印象 を 
異 え る か ら と の 場合 の 幾 化 は 極め て 短 時 間 に で 
きた 病 既 で あり 得る よう で ある 。 と の 幾 化 は 骨 
に v. MGcsy が 詩 明 し た よう に 多く の 重 篤 な 中 
類 毒 及 び 敗 血 症 の 際 に 襲 察 され る 肝臓 非常 な 


254 


類似 性 を も つて いる 。 別 の 表現 を 用 うる と 肝 去 
脱 の 父 で あつ て 我 そ が 俺 貧 未 期 に 於 て 見 る も の 
で ある 。 と の 競 化 が 原因 的 に どの 位 病 毒 自身 と 
姜 す べき か , 敗血症 の 基礎 の 上 に た つた 2 区 人 性 
の も の で ある か 或 は 重 第 な る 内 部 性 物質 代謝 障 
得 で で きた か は 今 の 所 狐 別 困 難 で ある 。 俺 賞 本 
衣 問 題 に 開 し て は 少く と も と の 来期 に くる 比 化 
の も ゃ も つ 意 義 は 次 急性 及び 慢性 期 に 演 ぜ られ る 過 


程 の ゃ つも ゃ の ょ より は 少 い 。 私 の 考え を で は 末期 聞 


化 か ら 鱗 り 進 みす ぎ た 上 断定 を 下す と と を 注意 し 


だ を い ょ 思う O 


終 に ゃ う 一 問題 が ある 。 億 貸 と 並ん で その 


精 の 災 過 中 に 類似 洒 妖 を 血管 胡 メ セン ミュ KC 起 
す よ うな 病 が 果して ある で あろ うか 。 血管 結 締 
紋 の 笑 に 於 て 製 察 され る 病 料 は と いで は 顧 上 さ 
れ な い 。 何故 な れ ば 我々 は 俺 貸 に 際 し て 見 られ 
る 導 化 は と れ を 次 性 過程 と する と と は 紅い も ゃ な 
で き な い か ら で あ る 。 とれ に 反し 非 綴 口 的 蛋 
白 輸 入 の 際 に 超 る 幾 化 は いち 早く あげ な く て は 
な ら な い 。 PENTIMALI に よれ ば 非 総 日 的 蛋白 載 
入 に 際 し 炊 の こと が 判る 。 即ち “メモ セン E ょ 系 
( 廣 義 ) これ を 特別 に 表現 すれ ば 綱 秩 繊 内 被 系 及 
び 光 巴 様 系 で ある が , これ と そ は 直接 且つ 疑い 
も な く 生 衣 の 高め られ た 要求 に も と まず いて 載 入 
され た 半 種 符 白 を 分 解す る 能力 の ある 細胞 種 に 
納 つ て ゆく " 駐 SrEGMOND に よれ ば 愉 和 白骨 の 
吸 下 に際し 貧 喰 人 能力 の ある 細胞 の 千 動 及び 河 世 
様 細胞 形成 が 行わ れる 。 今 迄 逃 べ を 幾 化 と 比 選 
する 所 見 ば 葛 疲 に 際 し て 得 ら れる 。 と の 責 聞 程 
は 若干 似 通 つ た 開 係 を 示す 。 何故 な れ 記 発 疫 に 
際 し て は 異種 看 白 骸 (細菌 蛋白 ) の 非 綴 口 的 較 
入 が 行わ れる か ら で あ る 。 上 既 に ScHERMER が 
と の 類似 竹 に 論 及 し て いる 。 一 般 的 に 言う と 慢 
性 任 白 中 毒 ( 発 疫 と いう 特 別 例 も ゃ 含め て ) 於 
て は 偉 貸 と よく 似 た 血 笹 壁 メモ セン ヒュ 所 見 , 就 
中 組織 球形 成 及 び 光 巴 様 細胞 形成 が 認め られ 
る 。 類似 性 は 更に 進ん で 炊 の と と に 見 られ る 。 
印 ち 慢性 企 白 中 毒 に 際 し て は & 著しい 貧血 状態 が 
見 られ る の で ある 。 と れ は 特に 大 量 の 蛋白 量 を 
較 入 し た 場合 故 し C (PENTrMALr。 BUNeGELER) 
月 具 も 非 経口 的 看 白 載 入 が つぶ ゞ く ょ と 終 に は 血 午 
メモ セン と ヒュム の 狂 瘍 様 増 殖 が 起り , と の 増殖 は 未 
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成熟 血液 細胞 (ミニ ェ ロ ブラ ステ ン 及 だ 光 包 様 細 
胞 ) 形成 及び 終 に は 臣 性 の Lymphadenose 及 
び Myelose に 導く 。 俺 所 の 慢 性 期 所 見 は 一 見 
し た 所 極め て 特徴 的 で あつ て 餅 際 に Lymphad- 
enose を 思い 起 さ す 程 で ある 。 億 気 で 水色 様 細 


胞 が 主として 増殖 する 騰 器 ( 肝 , 腫 , 心 羽 , 腎 ) 


は 慢性 Lymphadenose で る 特別 の 役 を つと め 


る 。 私 は 更に 了 性 俺 信 の 際 常 に 誇 明 され る 玉 ん 


どす べ て の 汎 巴 腺 に 於 ける 注目 すべ き 腫 大 論 
及 し た い 。 Lyanphocytose 及び モノ チト ー ゼ 


を 伴 つた 俺 貧 の 血液 像 6 女 見 た 所 惑 る 非 自 血 相 : 


を 思ひ 超 さ せる が 特に 私 は 牛 の Lymphadenose 


の と と を 思う 。 終 に 反 半 に 多く の Leukose に 
_ 於 て も 貧血 性 初期 が 認め られ る 。 例え 可 移 植 性 
Huhnnerleukose, 生 の Lymphadenose (自家 ( 


抽 察 ) 並び に マウ ス の ndolleukose。 


我々 は 俺 貸 を 目 し て 人 恨 装 し た Lyrmmphadenose 


と みな し 得 な く で る 尼 性 寿 白 中 毒 及び Lymph- 
adenose と 牙 程 度 装 レ し い 類 似 を 示す 事 連 は と れ 
を 承認 し な く て は な ら な い 。 と の 類似 ほ は 人 の 肝 
性 貸 血 と の 類似 より ゃ 造 に 著しい も ゃ もの で ある と . 
( 槍 和 60 1 

4. 偽 貧 胸 普 

偉 貸 臓 衝 の 血管 結 締 組 に 於 て 演 ぜ られ る 詩 と 
し て 繁殖 性 の 病 織 は 前 項 の . DOEBERSTEIN の 意 
見 に 従え ば 交 性 筆 化 に は 局 し な い 。 俳 し 上 に 前 
章 に 於 て も る 述 べ を よう に 億 條 の 間 遍 織 公 を 目 レ 
て 慢性 類 と する 著者 は 必 し も 少く は な い の で あ 


る 。 と と ろ が 器 か ら 上 方 に ある 中 忌 綴 と な る 


と 報告 者 は 1 人 の 例外 も な く 話 疾 組織 像 の 線 @ 
そつ て 記載 し て いる 。 了 千 か 奇異 の 感 を 便 か ざる 
を 得 な い 所 以 で ある 。 併 し Horz 自身 彼 が 最初 
確認 し た Ependymitis granularis に 就 で は 更 


(と 進 ん だ 研究 を 必要 と する と 区 言 し て いる の は 


正しい 。 何故 な れ ば HOrZ, SErFRIED 第 に ょ つて 
記載 され て いる Ependym 直下 c 構 た ち わ つ て い 
る 水腫 絡 化 に 就 て Horz が 次 の よう に 延べ て い 
る か ら で あ る 。 軌 ち Ependym 下層 に 認め られ 
る 障 梨 は 非常 に 高度 で ある に も か いわ むら ま と れ 
に 相 鷹 し た グリ プア 仁 殖 が 差 営 見 営 ら な いと と 
は 不思議 な と と で ある と 。 一 方 Horz, SErFRrEp 
の 記載 に も ある 通り 病 色 の 進ん だ 例 に 於 て は と 
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の 都 位 と は 明か に 修復 性 の 肉芽 性 央 が 胡 達 し て 


くる 以上 EpendymitiS granularis の 像 を 描 


き 出 す よ うに な る と と も ゃ 十分 理解 が つく 。 併 し 


と れ は 元々 普通 に いう 膳 炎 像 に 司 し な いと と は 


言う 迄 も な い の で ある 。 大 骨 従 示 作 貧 報 告 記 


載 さ れ て いる Ependym 下 組 織 の 細胞 像 か ら だ 
け で は Ependym 到 化 が 果して 循環 障 嘩 姓 の ゃ 
の や ら 或 は 抵 作 々 の も の や ら 或 は 交 性 の ゃ る の や 
ら 刊 断 を 下す と と が 困難 で ある と と は 動か し 得 
ぬ 事 真 で ある 。 又 新 る 限局 性 周 の 周 終 層 に 汐 巴 
様 細 胞 が 出現 する (Horz) と いう 所 見 ふる 次 第 に 
ょ つ で は 2 爽 的 の 所 調 症候 性 類 症 像 と 解す る と 
と も る 出 来 な いで は な い の で ある 。 新 様 に 俺 所 騰 
に 於 て は 一 般 に 律 ろ 稀 級 に 属し は する が 重要 な 
紅 化 の 一 つと し て 取扱 われ て いる 。 Ependym 


下 組織 の 織 化 を 中 心 に 取上げ て 次 に 逃 べ る 血管 
性 笛 人 等 を 組合 せ た 上 無 作 件 俺 貧 膳 炎 よ ば お わ 
M 紀 る どど は お 9 ゃ 適 党 の よう で は な いよ う で 、 


ある 。 更に 又 間 題 を 提供 し て いる の は 騰 膜 並び 
C 膳 交 質 に 於 ける 血管 周 園 性 の 細胞 増 敷 際 で あ 
る 。 と れ を 茨 症 像 と 稀 し て いる と と と 就 て は 従 


来 の 俺 貸 膳 研究 著 の 報告 に 差異 が 認め られ な - 


い 。 面 し て と の 像 の 病理 届 的 意義 に 開 し て は 
Horz が DoBBERsTEIN の 唱え る Lymphade- 


noSe 病 失 と の 類似 性 に 若干 頭 を 向け て いる 以 


外 他 の 著者 等 は 苑 ん ど 全 く 膳 に 於 ける 管 病 鐘 ェ 


内 臓 諸 臓 笑 組 織 絆 化 と の 開 障 性 を 顧 慮 し て いな 


ぃ 。 DOoBBERSTEIN の を に 就 て は 上 に 前 項 に 
紹介 挑 評 し て 置い た 通り で ある 。 私 と し て は 彼 
の 取 く 俺 貸 病 疾 は 軍 純 隆 反 鷹 な り と する 説 を 一 
應 騰 組 織 像 に あて は め て 基 え て 見 る と と も あな 
が ち 徒 券 の 業 で は な い ょ と 考え を られ る わけ で あ 
る 。 む し ろ 病 理 息 徒 た る SErFRrED の 膳 災 病 獲 
論 等 を 仁 細 に 吟味 し て 見 る と DoBBERSsTEIN の 
大 を 等 は 見 て 見 ぬ ふ り を し て いる と いう 印象 を 
受け る 。 何故 な れ ば SErIFRIED は 終始 刊 所 膳 拉 
父 を 豚 コ レラ 病理 を 律する 巻 を で 以 て 取扱 つて 
いる か ら で あ る 。 印 ち 彼 に 従え を ば 偉 貸 病 毒 も 豚 
ュ レ ラ 病 毒 と 同じ く 向 内 臓 性 病 毒 に 局 し 膳 に 於 
ける 血管 衣 の 織 任 壊死 並び に 出血 を 目 し て と の 

毒 に よ つ て 超 さ れる 特徴 の ある 病 織 で あ 


る と 新 う 巻 を えて いる 。 多 ち 億 気 病 二 を DoBBER- 
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STEIN 等 の よう に 特別 に メ セ ン ヒモ トロ ー プ 
と 言 つ た よう な 扱い 方 は ば と に も し て いな いわ 
け で ある 。 何れ と し て も る も 他 臓 器 に 於 ける と 同じ 
く 膳 に 於 て で も ひと り 舞 殖 性 の 病 鐘 と いわ ず 條 質 
聞 質 の 別 な く 病 繕 の 座 に な つて いる と と だ け は 
確 貨 で ある 。 な お 病理 眼 か ら 見 る な ら ば 億 所 騰 
の Ependym 導 化 は 獣 忠 病理 克 領 域 に 於 ける 
今後 の 興味 ある 研究 題目 で ある よう に 感 ぜ られ 
る や o 

YI. 信 貧 馬 病 抽 の 診断 的 鷹 用 

細か い 具 内 的 事 算 に つい て 精 し く 逃 べ る の で 
は な い 。 葛 ず 問題 は 死後 の 場合 と 生前 の 場合 と 
に わけ られ る 。 第 1 に 釧 死 朋 と 殺 鹿 分 記 と の 間 
に と 於 て 肉眼 上 上 に も る 鏡 検 上 に も 相 営 差異 の ある と 
と が 見 出さ れる 。 更に と 難 死 例 の 中 に は 紀 か ら 
見 て 熱 次 作 と 客 接 な 開 係 を も つた 時 期 に 検 祥 ら 
れる も の も あり ヌ タ 永 V 洞 耗 性 の 病歴 た の と し て 
泊 検 鼓 上 に 上 され る も の も ある わけ で ある 。 と 
れ ら の 帳 は 本 文 各 凍 項 に 於 て 努め て 混同 し な い 
よう に 取扱 つて きた 心 算 で ある 。 第 IV 章 の 俺 
貸 馬 病 織 C 開 する 研究 問題 の 所 在 の 所 で 区 べ を 
各種 病 織 が 診断 的 應 用 の 際 に も 直ちに 問題 と な 
る と と は 営 然 で ある が 又 前 章 に 於 ける 俺 所 病 好 
論 ( と 本 べ られ た 23 の 病理 組 ぉ 大いに C 参 照 さ れ 
る わけ で あら る 。 

供 そ れ で は 我 が 國 の 現状 に 於 で 俺 貸 馬 を 解 角 
し て 剖検 的 診断 を 下す 人 は 誰 々 で ある か と 言う 
と 診療 に 徒 事 する 研究 熱心 な 獣 史 師 , 良心 的 な 
居 場 検査 員 , 牧場 試験 場 研究 所 學校 等 に 勤務 す 
る 獣 忠 等 が 差 営 り 大 を られる 。 そ と で と れ 等 の 
人 々 (私 自身 も 勿 論 そ の 中 に 入る ) に 一 鷹 反 問 
し て 貰い た いと と は 我々 は と も する と 過去 に 於 

る “人 腎 と 結 要 ” と の 例 C 見 る よう に 俺 貧 病 
理 を 卒業 し 過ぎ て は いな い 定 ろう か と 言う と と 
で ある 。 個人 的 の 意 慢 か ら 我 え 自 身 が 味 無 な き 
鹸 串 家 と ょ し て 日 を 刀 す の は 固 ょ り 勝手 で は あろ 
う 。 併 し 俺 負 が か くも 深く 我 が 國 農 村 C 洲 浸し 
で て いる 際 直 接 間接 に 我 が 國 富 に 多大 の 損害 を 暴 
え で て いる 事 算 を 直 本 する な ら ば 前 第 章 に 紹介 
され を た よう な 研究 現況 を 一 度 熱 心 C 検討 し た 上 
身 自 ら 憶 検 に 乗り 出す 勇 無 を 出し て 欲し C と 思 
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2 う の で ある 。 そし て 今後 に 於 ける 俺 貧 馬 病理 の 
究明 に 一 段 の 飛 弟 次 展 を 期し た い の で ある 。 筆 
が と ん で も な いび 方 向 に 走 つた 嫌い が ある が , 要 
する で 侯 箕 を 前 に し て 確 真 な 診断 を 下す こと と 
の 困難 に 逢 着 する 場合 が 其 だ 多い こと を 旗 え た 
か つた の で ある 。 第 1 凍 に 掲げ た 古 漁 的 知識 
で おぉ し 通し て 切 角 を の 後 会 に され た 多く の 業績 
ーー し か も その 多く が 病理 組織 阜 的 研究 な の で 
ある が を 人 際 に 活か そう と いう 努力 熱心 が 
果 さ きれ て いな じい 場合 著しく 痛切 な も の が ある わ ゎ 
け で ある 。 面 し て 更に 注意 し た い の は 称 防 肖 臣 
外 的 に 俺 貸 馬 を 殺 上 農 分 し た 場合 (これ は 行政 的 
_ 農 分 の 場合 ば か り を 意味 し な い 。 途 歩 的 な 指導 
的 立場 に ある 獣 路 は 進ん で と の 上 農 置 を 馬 匹 所 有 
者 に 勤 告 する 責任 が ある ) と の 無力 さ が 一 太 痛 
. 感 され る と と は 俺 貧 馬 病 織 が 具現 し て いる 特殊 
性 を の も の と 基 い て いる と いう 事 連 で ある 。 然 
ら ば その 特殊 性 と は 何かと 言う と 他 で も な い 偉 
貸 馬 血管 結 締 織 の 増生 像 で ある 。 併 し これ と て 
も る DOBBERSTEIN が 詩 有 交 に 述 べ べ で てい る よう に じ 了 賠 
眠 的 の 肝 腫 腫 大 か ら 一 歩 進 ん で 切片 標本 に 於 け 
る 肝 腫 に 於 ける 血管 結 締 織 増 生 像 を 貨 計 する だ 
け に 留 つ て は な ら な い 。 と の 種 好 化 は 他 の 内 騰 
諸 臓 融 に 於 て も 鏡 検 で きる の で ある か ら 我々 は 
少く と も 肝 腫 の 他 C 腎 心 肺 汐 巴 腺 位 は 組織 違 的 
検査 を 條 施 し で あく まで 診断 の 正 玲 を 期す べき 
で ある 。 LupWric (1935) は 途 ん で 全身 臓器 の 
繝 和 湊 繊 繊維 夫 殖 像 を 目 し て 俺 に と つて 特徴 的 
な 幾 化 と し て いる 。 更に 駐 Horz 記 行 つた 
Waurttenberg 居 場 の 系 統 的 検査 に よれ ば 所 調 
盆 性 人 刊 貸 馬 に 於 て は 可 成 り 高 率 に Ependymitis 
granularis が 詩 明 され る と 言う か ら 少 々 面倒 
で る 頭蓋 腔 を 開い て 膳 を 列 出 し その 騰 室 壁 を 検 
査 す る こと と も 俺 貧 診 断 上 高い 意 護 を 有する ゃ の 
と 言 を よう 。 価 PATRIAT, ROSSr et VrTU(1933) 





の Nancy 材料 に よる 研 完 結果 に 基く 意見 c 笠 


を ば 際 問題 と し て 生前 に 於 ける 臨床 並び に 血 
液 欧 的 抽 察 と 相 侯 つて 稚 所 見 に ょ る 俺 質 診 
は 本 病 の 集 園 生 時 に 於 て は 難 事 で は な い 。 勿 
論 と の 際 Akourov (1936) が 逃 べ て いる 通り 
疫 区 的 弟 察 及び 他 種 の 病 (ピロ プ ラズ マ 病 及び 
Nuttaliose 等 ) と の 名 別 診断 を 顧 慮 する 必要 は 


十分 認め られ る 。 更に Akoorov が いみ じ 


くも 指摘 し て いる よう に 解 死 例 並び に 殺 農 分 例 


に 於 ける 病理 欧 的 所 見 の 差異 に 開 す る 知識 る 極 
め て 肝要 な も の で ある 。 億 し 結局 STENrus 


(1934) の 言う よう KC 俺 貧 診 断 を 十分 確 筑 に する 


だ た め に は 健 馬 を 用 いて 接種 試験 を する 必要 ある 
こと は 誤り な い 。 但し と いで と の 間 題 に は 深く 
ふれ な いで お く 。 一 方 進ん で ScHMrpT (1935) 
の よう に 億 気 死後 迅速 診断 法 と し て 肝 腫 及び 腎 
に 於 ける 血 鐵 症 並 びに 賠 形 細胞 浸潤 (!) の 誇 
明 を 提唱 し て 入る る も る の ふも る ある の で ある 。 

倍 交 に 絢 の 問題 に 入る 。 第 1 は 俺 貧 負 死 馬 に 


於 て 絶 肉 され る 肝 辻 その 他 の 筑 質 臓器 に 於 ける 


細菌 栓 寒 形成 乃至 微小 晶 韻 に 就 で で ある 。 第 ILI 


章 の 諸家 記事 中 に も 皮 に 新 る 所 見 の 二 , 三 が 見 出 


され る 。 こ とれ は 1 種 の 瀬 死 期 自 家 細 菌 感染 像 と 
解 し て 誤り は な いよ ょ う で ある 。 第 2 の 間 題 は 我 
が 國 に 於 て 集 園 的 に 稽留 較 誠 乃 至 飼育 され た 局 
姓 の 中 に 一 時 に 多 敷 の 著 死 司 が 語 生 し た よう な 
場合 その 死因 探求 に 際 し 病理 解剖 聖 は 果して 杜 


威 あ る 協力 を 提供 し 得る で あろ うか と 言う 問題 


で ある 。. 勿論 この ょ うな 和 柄 生 例 で は 我 が 國 の 現 
状 か ら 入 し て 侯 貸 を 度 外 宝 す る わけ に は ゆか な 
い の で ある 。 と の よう な 問題 と 恐らく 北 か ら ぬ 
朋 係 を 持つ て いる で あろ う ょ と 寺 え られ る 業績 が 
既に 我 が 駒 細菌 移 具 に 於 て も 敷 偏 装 わ され で 


いろ (葛西 氏 指導 に よる 著 陸 頻 校 並び 北 研 の 


研究 者 )。 病理 壁 剛 係 で は 陸上 獣 研究 部 の 豊橋 病 に 


_ 開 する 報告 が ある 。 本 女 冒 頭 に 於 て 私 は 俺 代 継 


過 及 び 研 究 例 の 出所 並び に 抽 殺 別に 開 し て 基 べ 
更に 病 鐵 を 論 ま る 第 TIL, 1V 及び V 章 に 於 て 


は 炉 茜 を いと わ ま ず 諸家 記事 を 例 別 に 吟味 する 誤 . 


度 を と つた の は 偶 は と の 第 2 の 問題 と 深い 開 係 
に た つも の で ある 。 即ち 病理 牌 徒 の 本 秦 の 使命 
と し て 剤 検 明 に 就 て で その 玩 因 に 軸 し で は 出 奏 
る 限り 責 任 ある 意見 を 提出 し な けれ ば な ら な い 
以上 人 千代 に 就 て で も 我々 は 俺 貸 難 死 前 と 開 し 精細 
に し て 穫 徹 し た 全身 級 を 確立 し て 騙 か な けれ ば 
な ら な い 。 そし て と の と と は や が て 茶 馬 群 に 多 
敷 角 死 馬 が 貫 生 し その 原因 が 民 々 論議 され て 宮 
る よう な 場合 に は いよ いよ ょ 以 て 必要 と な る わけ 
で ある 。 と の 問題 に 開 し て は SCHERMER。 で Y 


MGcsy。 DoBBERSTEIN, SEIEFRIFD 等 の 病 共 論 
に は 傾 肌 す べき 舌 其 だ 多い の で ある が と の よ 
う な 原因 不明 の 尼 骸 を 前 に し た 際 俺 貸 と いう も 
の が 果して どの 程度 肌 現 と 開 係 し て いる か , 言 
葉 を か を る と と の 名 死 馬 は 偉 邊 の 球 響 を 果して 


どの 程度 蒙 つ た か と 言う と と を 訟 索 す る 基礎 


_ 所 見 を 十分 と 提供 し て くれ て いる と は 言 じ 得 な 
い の で ある 。 要する に 我々 は も つと 突き 込ん で 
軍 純 な 俺 気 許 に 就 て 周到 な 検索 を し て 半 か な い 
限り と の よう な 應 用 問題 の 解決 を 下す 能力 も な 
し 徒 つ て 自信 も も ち 得 な いわ け で ある 。 
. 偉 気 の 病理 移 的 生前 診断 に 應 用 きれ て いる の 
は 肝 冠 刺 法 に よる 肝 病 鍵 の 訟 明 が 主 な も の で あ 
る 。 その 他 骨 髄 刺 , 腫 容 刺 , 腎 究 刺 等 が あげ 
られ る 。 価 と れ は 正 液 玖 方 法 で は ある が モノ 
_ チ トー ゼ の -- 刻 面 を 覗 う 方 法 と し て 石井 氏 ジ デ 
ロ チ ー テ ン 検 出 流 が 我 が 國 防 商家 更に よ つ て 好 
ん で 用 いら れ で て いる 。 併 し 生 ら 先 に も 逃 べ た 通 
り 確 買 な 診断 を 下す に 営 つ て 着 稚 尾 に 就 て も 各 
_ 種 臓器 を 精細 に 検索 する と と が 要求 きれ て いる 


の で ある か ら 我 そ < は 勿論 その 買 際 的 應 用 に 常 つ 


で て は 必然 的 に “恐らく ” と いう 場合 に 営 面 す 
ある あぁ 科 き は 再 分 鼻 司 し で いな く (で は な らち な 
い 。 その 理由 に 就 て は と Cc 再び 冗 舌 を 用 うる 
所 も な く 第 III, IV 章 に 於 て 紹介 或 は 検討 し た 
諸事 和 連 に よ つ て 十分 明か に され て いる 。 但し 
WrrrvocEL が 生 べ て いる よう に C 肝 窪 刺 の 生前 
病理 移 的 診断 法 は 佑 気 研究 の 際 に 應 用 し て 誠に 
妙味 ある も の で あつ て 侯 貸 研究 は と の 分 野 の 手 
技 を 振 大 強化 し て 活用 する と と に よ つ で 大きな 
_ 循 來 が 期待 され る で あろ う 。 休 FINOS (1918) 
は 腎 寂 に 就 て 手技 上 の 失敗 多き ため 資 答 は も 
た だ らし 得 ざ る る 偉 気 病理 芝 生 研究 に 用 C て 妙味 
ある 旨 を 説い た 。 “ 


あと が き 
俺 貧 馬 病 角 に 開 係 の 深い 論文 を 検討 し て 大 分 
紙 幅 を 費 し て し まつ た 。 人 年 世紀 に 和 母 る 集大成 で 
ある か ら 正 む を 得 な いと も 言え る 。 但し 研 完成 
果 の 面 か ら 見 る な ら ば 日 暮れ て 途 世 し の 尼 が な 


いで も な い 。 と いで 一 鷹 と の 方 面 の 研究 を 年 代 


順に 並べ て 眺め て 見 た 後 で 私 自身 が 現在 こと れ と 
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れ の 方 向 の 研究 が 充 買 され た ら ば と 思う よう な 
二 , 三 の 略 を 逃 べ て あと が き と し た い 。 病 帝 研 究 
の 締 口 は 血液 像 と 骨髄 と に き られ 肝 腸 の 研究 で 
一 息 つ いた 形 で ある 。 と の 順序 は 俺 狗 に 於 て は 
臨 床 血液 克 的 に 貸 血 が 重大 な 症 鉄 の 一 つと 算 え を 
上 げ ら れる か ら 党 然 な と と で ある 。 日 月 か ら 言 
うな ら ば 今世紀 の 最初 の 4 分 1 は 専ら と の 方 面 
の 研 鐵 が つま れ 若 し こ と の 方 面 の デー タ を 耳 細 漏 
ら さ まず 検討 する と な れ ば だ 一 仕事 で ある 。 病理 眼 
か ら す る な ら ば 人 違 界 か ら 出 た SEYDERHELM, 
JAFFE の 人 の 悪性 貸 血 と の 比較 研究 が 牌 具 に 潜 
重 な 将 料 を 提供 し て くれ て いる 。 我 が 國 で は 陸 


. 軍 の 長尾 , 盛岡 の 可 見 爾 氏 が が それぞれ 立派 な 基 


条 業 績 を 如 し て いろ 時 代 で ある 。 つい で 肝 幅 の 
研究 に 花 が 喘 き は じ め た の は 前 大 戦後 鍛 に 於 
て ゞ あつ た 。 戦後 億 気 が 地下 に も ぐつ て し まつ 
た 結果 俺 気 診断 問題 と た らん で 潤 牙 病理 移 界 の 
活動 と な つた も の と 見 える 。 多 ち 俺 気 病 導 と し 
て は 骨 に 古く か ら 間 質 性 の 病 毅 が 注目 され て い 
た を た 事 四 が ある が と れ と 結ん で 俺 気 臓器 の へ モジ 
デリ ン 検 出所 見 が 新た に 論議 の 中 心 に な つた を 。 
と の 方 面 の 業績 か ら ZIEGLER, ZELLER, INOLLER 
u. DOBBERSTEIN 等 の 名 を 逸 す る わけ に は ゆか 
な いで あろ う 。 その 後 更に と の 間 質 性 の 帝 化 は 
SCHERMER 等 に よ つ て 肝 有 以 外 の 臓 如 に 於 て も 
注意 され る よう に な り ScHERMER は 特に と の 
織 化 を 中 心 と し て 稼 秋 化 生 論 を つ て いる 。 
SEyDERHELM の よう な 組織 克 的 に 佑 貸 の 事 性 貸 
血 読 を 説く 人 と つなが り が ある わけ で ある 。 と 
の 聞 DoBBERSTEIN は を の 門下 LEINATI, 
PrENiNG, WIiLMEs 等 の 苦 作 を 土豪 と し 戦後 ば 
イツ 病理 避 界 を わき たい ヽ せ た 繝 内 系 病理 の 知識 
を 骨 骨 と し て 彼 の 所 調 俺 貸 病 毒 メ セン ヒュ 攻撃 
説 を 会 に し た の で ある 。 と の 頃 ば イツ 以外 に 於 
て 葛西 ・ 小 倉 等 Y. M6csy, HJARRE 等 の 業績 
が 出 て いる と と は 誠に 興味 迷 く 感 ぜ られ る の で 
ある 。 何 夏 なれ ば DoEBERSTEIN 一 門 が 専ら 俺 
気 と いう も の を 局所 缶 乃 至 開 例 観 に た つて 研究 
し て いる の に 将 し と れ 等 の 著者 達 は あく 迄 冷静 
に 全身 観 の 上 に だ た つて 病 比 響 察 を 行 つ て いる と 
思わ れる か ら で あ る 。 

ひる が を つて 人 刊 貸 研 究 最 近 の 10 年 を 見 る に 
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と れ は な か な か 多 和 彩 な も の で あり , 特に 我 が 國 
に 沢 て は 石井 氏 を 中 心 と し 無 調 か ら 精 細 な 研究 
が 多数 縮 表 され て とろ る 。 と の 石井 氏 は DoEEER- 
STEIN 50NDuA NAM 
チト ー ゼ の 研究 並び に 血液 誤 領 域 か ら 副 性 貧血 
説 否 定 諭 を 公 に し て いる 。 更に 同氏 一 門 は と れ 
寺 の 業績 と 並ん で 騰 , 卵 集 , 加 丸 病 好 に 就 て 笑 
症 父 を 記載 し た 論文 を 庫 表 し て 人 偉 貧 病理 解剖 台 

に 大 き な 寄 肉 を し て いる 。 NB 


民 に 於 て は 肺 (三浦 ・ 山 極 ), 猫 遊 に 於 て は 先 に 
述べ た DoBBERsTEIN 一 門 の 隅 精 の 他 C 有 座 


( HorZ, SErFRIrED) 心 及び 血管 (BoLLE, Horz 
等 ) (と 就 て 論文 毅 表 が ある 。 丸 と の 時 代 に は 大 
人 病 既 が 居 場 材 料 に 就 て (WIrLMEs,。 RoHRER, 
PALLASKE) 又 肝 窪 刺 片 に 就 て (WirrvocEr, 
安田 等 , 三浦 等 ) 討議 さん て いる 。 

以上 本 べ た と と ろか ら 見 る と 俺 貧 病 退 研 究 は 
少く と る 重 巡 臓 誰 に 開 す る 限り , 少々 物足りな 
さ は ある が , 一 應 捕 つ た と いう と と が で きる 
併 し 私 は 本 文 を 起 稿 する に 際 し 何と か し て 佑 入 
死 の 下村 を 形態 牌 的 に つきとめ た いと ょ いう 願 
望 を た て た に も か いわ ら ま と の 央 で 送 に 満足 な 
粘 果 を 得 ら れ な いで し まつ た よう で ある 。 な る 
程 多 敷 業 績 中 に は Viramietod, Toxinamietod, 
Erschopfungstod 等 の 誇 援 が 敷 々 あ が つ て い 
る に は いる 。 然し 私 の 知り た か つた 税 は 系 死人 
急 局 臓 徐 に 於 て 血管 結 締 織 は 如何 な る 其 態 を 呈 
し て いる か と 言う 同 な の で あつ た 。 と の 組織 に 
つい て は 獣 忠 了 界 に 於 て も 終始 いろ いろ な 角度 
か ら 研 完 さ れ て 來 て いる か ら と の 秒 の 参考 所 見 
と し て その 洪 量 に 於 て 決し て 不 十 分 だ だ と は 言 を 
な い 。 問題 は 身 朋 防 衛 に 重い 責務 を 有する と さ 
れ て いる 血管 結 締 織 の 増生 細胞 が 負 死 俺 任 馬 に 


於 て 如何 な る 態度 を と つて いる か を 系 統 的 に は 
つき り ょ と 知り た か つた の で ある 。 も う 一 つの 岩 


は 矢 り と の 血管 結 締 織 増生 と 深い 開 係 あり と 
言わ れ て いる 光 巴 様 細胞 に 就 て も う 少 し つき つ 
め た 鷺 を 知り た を か つた の で あろ る 。 残念 征 ら と の 
問題 に 就 て も 漠 足 な 解答 を 奥 を られ な か つた 。 
併 し この 問題 は も あと より ひろ くく あらゆる 病 的 誠 
態 に 於 ける 組織 細胞 と 血液 細胞 と の 闘 係 を 根本 
的 に 研究 し て か いら な い 限 り 倒 底 根本 的 の 解明 
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を 期待 する わけ に は ゆか ぬこ と と を 双 め し つて ぉ 
か な く て は な ら な い の で ある 。 猫 狗 流 の 網 内 系 
函 訟 と を いつ まで も 幸 棒 し て で 一 歩も る 前進 し な いよ 
2 で は 俺 貸 病 理 壁 は 野 た れ 死に する ょ り 他 途 は 
な いよ うな 無 が する (1948・3・24)。 


文 、 貢 


(1 ) ACEKERENECHFT (1912 ): Beitraee zur 
Kenntnis des Marks der Rohrenknochen beim. 
Fferde. 7zgzg. - の Zs5., Stnuftgart. 

(2 ) AKOULOV, A. V. (1936): 
miceskie 
losadej 


Patologo-anato- 
jzmenenija pri infekcionnoj anemii 
[AIterations .,anatomo-pathologiques 
dans TPanemie infectieuse du cheva1J、 77Zg 
Vseso7zzz. 77z5/. 友 を sp Ve. 12. 78 [ZZ/. 〇 が 7z/ez22. 
57z.。 19. 985 (936-37)1 

( 3 ) BETTEKOBEN(1919): Beitrag zur 2 
der infektiosen Anamie der 絡 志 1 ez/。7". た, 
95, 21. が 

(4 ) BLANCHARD, 上 . ef R. VEDEE(1933): Sur . 
1a typho-anemie infectieuse du cheval. Pz//. 4cgZ. 」 
Vez. 万 ヶ gzce,。 5, 110. 

(5) Borrg. W.(1935): Makroskopische Herz- 
befunde bei Einhufern mit infektioser Ananmie. 
用 7Zc ヵ . 77cz ヶ 7 た ., 6S, 42. 

(6) BorLLE,W.(1939): Maskroskopische Befunde 
an der Paulmonalarterie bei Einhufern mit in- 
fektiSser Anamie. 4zc ヵ .77ez ヵ た ., 74, 94. 

( 7 ) CARRE。 耳 . et 廿 . VALLEE (1906, 0 
Recherches cliniques et experimentales sur Pan 
emie pernicieuse du cheval. ey. 9。 ルル 72. Ye 
8S, 593: 9,.113, 

(8@) CoHRS (1931): Lehrbuch der Spszgiellen 
Pathologischen Anstomie der Haustiere. Jen ぇ , 
S. 400. 
( 9 ) CoxriNorTri,L. (1913): L?ansmis jinfettiva 
N. 22, 983. 

(10) DOBBERSTEIN。J. (1934)・ Krirische Be- 
trachtungen zur Pathogenese dsr ansxeckendsn 
Blutarmat des Pferdes. ez/. 7 50, 192. 

(1}) DOBBERSTE1N。J. u. 耳 . WiLMES. (1934): 
Die Herzveranderungen bei der infekti6sen 
Anamie des Pferdes. ez/. 7 TP, 0, 161. 

(12) DUOEAS, 革 . (1910)・ Contribution a efude 
clinique de la typho-an6mie. zo. Gez。 ルル 7zg. 
Vez.. 12, 129. 

(19) EiLNMANN。 H. (1934)・ ZZur pathologischen 
Anatomie und 本 jstologie der snstecken 3en 
Blutsrmut und deren Rolle bei der Mischinfekrion 
mit Tubsrkulose und Druse der Pferde. の ezgs. 7* 
【., 42,506. 9 り の 

24 江本 0 00 値 染 竹 貧 正 の 病理 解 


VDC 7 で 


セ 
っ スゲ hb 
ルッ 在 4 大 


( 胎 和 5). 

(15) VAN ES, 工 ., E. D. HARRrs 名 A.F.ScHALk 
(1911): Swamp fever in Horses. oz/ ヵ の zo/g 
4 g7zc. 女々 の. SZg/. zzZ/., 94, 257. 

(16) FiNz1。G. (1911): Contribution a Petude 
anatomo-pathologique et experimentale de 
Tanemie pernicieuse (typhoanemie 1nfsctieuse ) 
du cheval. ez. Cgz. 472Z. Ve/., 48 681. 

(17) GERLAC 古 、F. (1936): TnfektiSse Anamie 
bei Serampferden. zez. 7, ル 7sc カ た ., 8, 159. 

(18) GRiFriN。C. A. 之 C. P. Bsosg ( 3936)・ 
Report ot 
anermia, wirh observations on blood chanees. 


_ 47zzez. Vcz. 7cZ. 4cs., 89, 664. 


(19) HgwpEr,。 1. (1908-(9): Beitraye zur 
Kenntnis der ansteckenden Anarmie der Pferde. 


グ . た を を /. 万 Zzzs/-, 5, 381. 


(20) 日 JARRE。 A. (1933): Leverforandrinear 
Yid infekti6s anami hos hast (Changes in the 
jiver in equine infectious anaemia). プ . zozg。 
Vcz. -9/ez. 万 eZszzg/27s。p. 361 Le zz//., 5, 489 
(は SS5)」 

YK み 1) HJARRE、 人 AA. (1936): Die Leberveranderune- 
en bei der infektiosen Anamie des Pferdes. 
ルル 7Zzzc ん . 7 ルル 87, 26. 

(22) 日 OLZ, 氏 . (1937): Beitrave zur Pathologie 
des entralnervensystems. V. Zur Entstehung 
der Ependymitis granularis des Pferdes. ez/. 7* 
58.65. 

4《23)。 日 olz。 氏 . (1937)・ Znur Ermittelung des 
Verdachtes der ansteckenden Blutarmut sn 
Schlachtpferden und Pferdeleichen mit Hilfe der 
Schwefelammon -Merhode. ez/. 7 T 革 , 対 , 460. 

(24) HOLZ, KK. (1938)・ hrombaneitis obliter- 
snSs und Ependymjtis granularis bei der ansiecken- 
den Blutarmnut dsr Pferde. ez/. 7, LM た, 54, 257. 

(25) HOMUTOV。P. (1036)・ Recherches sur 1a 
athologie, 1a physiologie pstholosique et la 
traitement de Panemie infectieuse du cheysl. 


_ gz/77. の が 72Zezzg7. 万 の zz-) 8, 1 


-、 
ーー 


_GER (1938)・ 


(26) HUTYRA, FR. vV. 本 .MAREK u. R.MANRNiN- 
Spezielle Parholosie und Therapie 
der 日 austiere, Jena, Au 肛 . 7, II, S. 578. 

(27) 市井 正 炊 (1939) : 馬 = 於 ヶ ケル 生 朋 染 色 ノ 研 
究 , 特 = 人 午 貧 馬 = 於 ケル 所 見 陸軍 誤 員 圏 報 。 355 半 。 
1 ( 胎 和 14). 

(28) 市 川 厚 一 (1924): 億 楽 性 貧 碧 馬 盗 料 (その 
一 ) 腺 商 に 誘 病 され し 俺 貧 例 北風 有 に oi 比較 病 
理 移 , あ 2 肘 (昭和 17). 

(29) 市 川 厚 一 (1944) : 仙人 繋 牌 に 繊 語 
せる 皿 班 病 合併 例 一 多種 菌 感染 例 . 同誌 ( 貼 和 19). 

(39) 市 川 収 ・ 三 浦 定 夫 ・ 渡 邊 新 (1240): 馬 
ノ 骨 六 究 剃 法 = 開 スル 研究 ( 勿 報 ). 特 = 億 落 柏 貧 正 及 
“其他 疾病 ノ 診 断 的 全 値 = 就 テ . 陸軍 生 緊 園 報 , 374 
級 , 1188 (昭和 15). 


an outbreak of equine infectious 


259 
(31) 市 川 収 ・ 三 浦 定 夫 (1940): 馬 ノ 網 須 赤 正 
球 三 開 ス ル 知 見 ( 衝 報 ) 特 = 綱 状 赤 球 = 依 ル 舘 貧 診 
断 法 ニ 就 テ . 陸軍 掴 腎 圏 報 , 375 尿 , 1 (昭和 15). 
(32) 石井 進 (1980): 健康 馬 並 偉 貧 馬 = 於 ケル 
白血球 像 ノ 消長 = 就 テ . 環 疫 調査 所 研究 報告 , 13 朋 , 
+ (昭和 5). 
(33) 石井 進 ・ 中 村 哲 哉 (1935): 血液 里 的 見 地 


= 於 ケル 俺 染 性 貧血 ノ 貧 血 ト 所 主 組 織 細 胞 ト ノ 開 係 = 
就 テ . 日 本 誤 編 了 會 雑誌 , 14, 340 (昭和 10). 

TSHl。 S.  N. NAKANURA (1935): On the 
relationship of the so-called “ histiozytare ellen ” 
to tbe anaemis from the haematological observa- 
thon of the infectious 


ゾ g の . ゝ oc. Vcz. Scz., 4, 354. 


(34) 石井 進 ・ 中 村 哲 哉 ・ 渡 邊 昇 蔵 (1936)・ 馬 
ノ 億 染 性 貧血 病 旭 = 開 ス ル 研 究 . 第 1 報 偉 染 寿 招 正 , 
特 = 無 熱 期 = 座 ケ ル 概 内 病 書 分 布 汰 熊 = 開 スル 皿 際 史 

全 究 . 獣 疫 調査 所 研究 報告 , 17 貌 , 1 (昭和 12). 

(35) 石井 進 (1288) : 届 の 偉 楽 性 任 血 で 生 獲 替 障 
簿 (牡馬 の 側 か ら ). 應 用 掴 編 聖 雑誌 , 1 せ , 647 (昭和 
13 ) . 

(36) 石井 進 ・ 中 村 哲 哉 ・ 信 藤 謙 蔵 (1939): 俺 
染 性 貧血 馬 の 病 理 組織 了 的 太 究 .・ TV. 卵 信 ノ 知見 稲 
握 . 日 本 詞 了 光 槍 誌 , 1 815 (昭和 14). 

ISH11, S., N. NAKAMURA 謗 氏 . NoOBUTO (1C39): 
Studies on the histo-pathologiical chances jn 
the horse suffering from infectious anemia。 ITV。 
Several observations on the ovary. /g ヵ . 7. Vez。 
Scz., 328. 

(37) 石 非 進 (289): 億 染 性 貧 碧 馬 ノ 病理 組織 
學 的 研 符 . III. 組織 鐵 並 舌 細 胞 ノ 知見 . 日 本 獣 覧 陸 
雑誌 , 4 211 (昭和 14). 

ISH1ii。S. (1939)・ On the histo-pathological 
studies of infectious anemija in the horse. III. 


ゾ Z カ 。 


anaernia of horses. /. 


Observations on tissueiron and siderocytes. 
ゾ . Vcz. Scz., 』, 234. 

(38) 石井 進 ・ 信 藤 謙 涯 ・ 田 中 亭 一 (1940): 頸 
静 脈 血液 中 = 於 ケア ルビ で ろ ち ー て ん ( 失 鐵 細胞 ) の 検出 
トッ ノ 生 前 的 償 値 = 就 テ . 日 本 掴 凡 区 雑 誌 , 2, 531 


(昭和 15) : 獣 疫 調査 所 研究 を 部 千 > 19 呪 , 318 ( 有 昭 和 
人 記 
TSH11。 S., K. FNOBUTO 科 氏 . TANAEA (1940): 


On the hiskopathological studies of infectious 
On the detection of siderocytes 
in the blood of Vena juguralis and its clinica1 
diaenostic Yalue. /z の ./. Vc/. Scz., 2 555. 

(39) 石井 進 (1941): 馬 の 俺 染 剛 質 下 さ 蕎 将 障 
奄 . 音 産 さ 掴 了 , 8,.2 (昭和 16). 

(40) 石井 進 ・ 中 村 哲 哉 ・ 倍 藤 謙 蔵 (1942) : 俺 
染 性 貧 正 馬 ノ 病理 組織 學 的 研究 (3) 卵巣 怒 化 = 就 テ 


amermis in horses. 


(知見 征 遺 ). 掴 疫 調査 所 研究 報告 , 19 豚 , 284 (昭和 
まみ 洒 
(41) 石井 進 942): 億 染 欄 外 碧 馬 ノ 病理 組織 


學 的 研究 (人) 騰 器 鐵 並 携 鐵 細 胞 (③iderocyten) ノ 組織 
事 的 所 見 . 獣 疫 調査 所 研究 報告 , 19 中 , 224 (昭和 17)- 


260 


(42) 石井 進 (1942): 新生 並 異 常 赤 正 球 = 就 テ 
( 頸 静 脈 血 ). 誤 疫 調査 所 研究 報告 , 19 蹴 , 160 (昭和 
ka 3 

(43) 石井 進 ・ 中 村 哲 哉 (1942): 頸 静 脈 血 液 = 
於 ケル 頒 並 血 液 償 ノ 所 見 . 掴 投 調査 所 研究 報告 , 19 
競 , 112 (昭和 17). 

(44) 石井 進 ・ 田 中 享 一 ・ 米 田 鳳 承 (1942): 赤 
押 球 直径 曲 線 (Erythro-diametrogramm) = 就 て ( 頸 
静脈 血 ). 獣 疫 調査 所 研究 報告 , 19 跳 , 132 (昭和 17) 

(45) 石 堪 進 ・ 池 田 茂 尊 (1942): 有 核 赤 正 球 狭 
= 就 テ ( 骨 詳 変 剃 液 )、( 俺 貸 ハ 悪 姓 貧血 ト ハ 考 ヘ ラ レ 
ナ ィ ). 獣 疫 調査 所 研究 報告 , 19 跳 , 182 (昭和 17). 


(46) 石井 進 ・ 渡 邊 昇 蔵 (1942): 血小板 ニ 開 ス 
ル 知 見 ( 科 間 ). 特 = 流 正 中 ノ 小 板 並 ニ 骨 短 = ニ 於 ケル 
互 交 有 核 細胞 (Megskaryocyte) ニ 各 テ . 獣 疫 調査 所 
研究 吾 震 , 19 台 , 211 (昭和 17). 

(47) 石井 進 ・ 田 消 英 一 (124 の : 是 ノ 侯 染 性 貧 


血 = 開 スル 正 液 病 理 如 的 研究 : (7) 白 正 球 特 ニ 還 核 球 
(NM4oncyte) = 開 ス ル 知 見 . 獣 疫 調査 所 研究 報告 , 19 
現 , 250 (昭和 17). 

(4“) 石井 進 ・ 田 中 享 一 (は 1942): 偽 染 性 貧 正 馬 
ノ 血清 城 並 血 瞭 (血清 ), 尿 中 ノ 血色 素 = 就 テ . 獣 疫 調 
査 所 研究 報告 , 19 蹴 , 349 (昭和 17). 


(49) 石井 進 ・ 倍 藤 謙 蔵 (1942): 俺 貧 = 開 スル 
病理 組織 學 的 研究 . 舘 負 馬 ノ 卵巣 = 就 テ . 其 2 特 = 


卵巣 ノ 皿 管 炎 = 就 テ . 家斉 衛生 協會 報 , 10, 283 (昭和 
17)。 

(50) 
pathologischsn 
Blutarmnut der Pferde. 
、 7 ys. 288、334. 

(51) JAKorr,H. (1932): Kinische。 hamato- 
logische und anatomo-histologische Untersuchunr- 
en bei Schlachtpferde, unter besonderer Beruck- 


AFPE R 胡 。 (1921 ): 
Histologie der ansteckenden 
77c カ 。.47c 放 ZZ7。 247Zg/。 


Beitrace ZUu エ 


sichticung anamischer nstande. 7zgzg. -/Zss., 
Hannover. 
(52) 束 上 晃 震 吉 (1924): 盛岡 高等 農林 學校 試験 所 


報告 : 明治 44 年 度 臨 時 馬 疲 調査 委員 信 記 事 , 245 頁 . 

(53) 可 上 悩 吉 (1925): 盛岡 試験 所 報告 : 明治 45 
年 大 正 元 年 度 臨時 馬 疫 調査 委員 會 記事 , 219 頁 - 

(55) 可 見 壮 吉 ・ 菊 池 賢 炊 阪 (1917): 俺 貧 ノ 病理 
解剖 = 開 ス ル 研 究 . 盛岡 高等 農林 移 校 現 術 報告 , 3 員 , 
1 (大 正 6)、 [ 

(55) 葛西 挫 疾 ・ 小 倉 喜 佐 次 郎 ・ 舘 澤 周 之 助 ・ 佐 藤 
繁雄 0931): 馬 ノ 億 染 性 貧 地 症 = 際 スル 研究 . 第 一 
報告 . 血 液 聖 的 研究 チ 基 礎 ト モル 臨床 並 = 病 理 殖 的 准 
計 . 中 央 獣 臣 貧 雑誌 , 44, 385 (昭和 6). 

(56) 加藤 久 問 ・ 松 尾 信 三 ・ 桑 島 米 次 (243): 俺 
染 性 招 正 馬 骨 血 ノ 形態 了 的 研究 . 陸軍 掴 覧 園 報 ,4C4 丸 , 
281 ( 昭 和 18). 

(57)、 川村 正 首 ・ 石 井 進 (1943): 馬 ノ 俺 染 性 筆 
正 = 開 スル 碧 液 病 理 晃 的 研究 , (8) 溝 核 球 (Monocyte) 
= 開 ス ル 知 見 .( 其 ノ 二 ) 「 ノ フイ トラ ル ロ ー ト 」「 ヤ ー 
ヌス ゲ リ ュ ー ン 」 ニョ ル 交 生 剛 染 色 所 見 = 就 テ . 家 埋 
衛生 協 令 報 , 11, 107 (昭和 18)- 


14 を ッッ P 和 
ター 4 rt 語 20 
だ るり 
ys SRy 1 電 P 6 2 
+ 


いい 


| 


(58) 氏 KELSER, R. A. (1922/23)・ Equine jn- 
fectious anemia. /. 4zzez.。 Vez. 人 7zZ. 45s.。62, 
3 

(59) KKLEMPIN (1922): Braune Atrophie des 
Hiftdarmes infolee ansteckender Blurarmut. グ . 
ezezz77@/ た ., 4 151 [77e7 の /z//、 台 .。 28 616 (1922)] 

(60) DE KOCK。 G.。 V。D. V. (1918): Further 
observationSs on the equime DerniciouS snaermnia. 
zzozz の 7 SozZ7 用 万 2cg。 の: の 7 og7 4gz7zcz//z7e。 グ / 
層 8/ み Kepo7/ o/ Z7e の cc/oz o/ eezz7zG7 ツア 
パ eseg7c。p. 587 [77op。 Vez。 万 z//., 8, 325 (1920)] 

(61) DE 氏 KOCK, . V. D. V. (1923): A contribu- 
tion to the study of the vijrus。 haematology 


and paiholjgy of infectious snemia of equines 


under Souih Africa conditions. 977 70/ ヵ 
eoZ/S oO Ze の ZZec/o7 o ア 7 ezezz7zZ ア ツ 女 zzcgZz の 72 
g22 の es.g7c7。 の epZ。 o げ 4gzzczz//zz7e。 7zzoz o/ 
Soz/ ヵ 4 訂 zcg. p. 253 [77o5.。 Ver. gzZ7.。 2, -36 
(1924)]. 

(62) 氏 UDRJAVEEW ( 1938 ): 
der Houfe bei den mit infektioser 
befallenen Pferden. ,Soxo7e/。 Vc.。 53 [/Z カ 7 この. 
Vez. 7 Z., 66, 49 (1939)] 

(63) LAwMARRE。 工 . (1933): Lanemie infectieuss 
du cheval(Recherches cliniques et experinnentales )。 
These。 Psris. [ 

(64) . Leinatni, 工 . (1926): Beitrage zur 日 istologie 
der JNierenveranderuneen bei der infektiosen 
Anamie' des Pferdes. ez/.7. MP, 45, 17. 

(65) LUDEW1G。]. (1935): Beitrag zum Ver- 
halten der Gitterfasern des Pferdes unter spezielier 
Basricksichtguno des infektiosen Anammie. 77222zg.- 
の zss.。 Hannover [Pez。 z/7., 6, 127 (1936 ) 

(66) IMACE, W. B. (1909): A study of a serious 
anemia disease amonc horses. 42ze7. Pez。 zo., 


Veranderungen 


まま 


、Anammie 


・ 
に ま 


86, 222. 9 


(67) MACE, W. B. (1909): Equine Anemmia。 


An account of a recent inquiry into the nature 
and cause of an obscure and fatal dissase among 


horses in eastern INevada。 er 4 gz. 万. Sg/。 
zz//., 6S, 9C. 


(68) MAck,W.B.(1911): Intracellular bodies 
associated with equine anemia. roc. 4zzez。 eZ. 


7. 4ss., 48, 378 [万 > ヵ . SZg/. cc-, 27, 684]. 
(96) MARCATO, A. (1937 ) : 
isto-patologiche dell* anemia inffefiva degli asini 
in Eritrea 
donkeys in Eritres)、 4zzoz. cz., 65, 144 [ Vcz、 万 Z//., 
8S,221 (1938)] 
(70) MARCATO, A。 (1938)・ Studio anatomo- 


isto-patologico su di un focolaio di anemia 


infsttiva delP_asino in Eritrea (Histopathologjcal 


study ofan outbreak of equine infectious anaermnia 
in donkeys in Eritrea). Azoo。 "cz.。 16, 227 
[74 ヵ Zs の. Vc/. - 人 7 の .。 64、 363 (1938) : ez。 zz/7/.。 


Le lesioni anatomo- 


(Lesions in infectious sanaemia of_ 





/ 


_ cheval. 
、partition du virus dans plusieurS OrganeS au CourS 
- 1 ) リィ ル 9 

。 de formes evolutives non febriles de la maladie. 


。 zz. Soc. Vez. Scz.。17,50. 


9, 708 (1939)]. 
(71) MATTircSEN u. GLASSER (1926)・: Ueber 
bemerkenswerte Befunde sn Herz und Gefassen 


_ bei der chronischen ansteckenden BIutarmut der 


Pferde. の zzzs. 7, Mr,84, 95. 

(72) MEyER,G.(1924): Der Siderozytengehalt 
der Leber bei Anamiepferden. の cz/s. 7. MM.。 82, 
566 [gez/.7* 4,71 (1925)1 

(73) 三浦 定 夫 ・ 山 極 三 也 (1943): 億 染 性 貧血 馬 
ノ 病理 學 的 研究 . (第 一 報 ) 肺 騰 ノ 知 見 . 陸軍 環 腎 園 


報 , 412 競 ,1154 (昭和 .15). 

(74) 三浦 定 夫 ・ 和 田 市 造 (1943) : 

ョ ル 在 満 軍馬 億 染 性 貧 暫 ノ 調 査 成績 = 就 テ - 
園 報 , 413 豚 , 1215 (昭和 18). 

(79) MI6CSY, ]。 .V。 (1924) ・ 


陸軍 獣 了 


Ueber dis histo- 


logischenVeranderungen bei der snsteckenden Blut- 


armnut. 4772ZoZoosz ん go を, JC24。 1 17 un. 34 [Zs の 。 
Ycz. Az み , 44,94 (1924)]. 

6)E IMOCSY.( ]、 Y. ・ 介 555)・ 
der ansteckenden Blutarmut 
77e ヶ 7/ ん ., 65, 547. 

(77) MoHrLsR,J. R. (1909)・ Infecious anemia 
or Swamp fever of horses. /. ぶ . の ez. og ゲ 7 4g7z- 
cz//ze。 万 zzZegz o7 42z2z2/ Zs7 ア ッ 。 Circular。 
19c. 

(78) MIROWKA, F. (1919): Die normale Milz 
des Pfardes und ihre pasthologischen Veranderun- 
gen bei chronischer ihnfektioser Anarmie. zzcz- 
2z@7/ ん 。 991, 49 [cz/. 7 85, 114 (1919)]. 

(79) MIROWKA, F.(1920): Histolosische け n- 
tersuchungen Gber der Milz bei der infeknosen 
Anamie des Pferdes. 7zgzg.- の zss。 Berhin [ グ 
czezz7@ ヶ を.,99, 147 (1920 ) ] 


ur Pathogenese 
der Pferde. 47c/. 


.(@0) 長尾 正徳 は 1920): 人 憩 染 性 貧血 症 ニ = 於 ケル 正 
_ 球 像 殊 = 白 血球 ノ 化 = 就 テ . 寅 駿 腎 列 雑 誌 , 4, 1, 
(大 正 9). 「 
(81) 中 村 哲 哉 ・ 石 井 進 ・ 渡 邊 昇 蔵 (1938): 俺 


染 吐 貧血 二ノ 病理 組織 學 的 研究 . T. 
見 . 日 本 環 腎 晃 盆 雑誌 , 17, 217 (昭和 13). 
NAKAMURA, NN、, ご. ISH1il et S. WATANABE(1938)・ 
Etude sur les 1esions histo-pathologiques provOo- 
quees chez le cheval par anemie infectieuse. I. 
Onuelques observationS Sur ]e systermne nerveux。 


Cerveau et moelle epiniere. ゾ .- ゾ 2 の 。 2c. Ve/。 
Scz.。 17 64. 
(82) 、 中 村 哲 哉 ・ 石 井 進 ・ 渡 邊 昇 開 (1940): 馬 


。 ノ 俺 楽 寿 貧血 病 毒 = 開 ス ル 知 見 . 第 1 報 億 楽 性 貧血 


無 熱 経過 馬 各 臓器 = 於 ケル 病 毒 分 布 状 態 . 日 本 獣 腎 學 
令 雑 誌 , 2。 214 ( 胎 和 19)。 
NAKAMURA, N., S. ISH11 et ら . WATANABE(1938)・ 


。 Etude sur le virus de Tanemie contagieuse du 


O ひ Observations experimnentales sur la re- 


ザ ュ PP に 


を 


"5。 
た 2 生 。 
」 


科 


肝臓 究 氷 法 = 


膳 並 = 春 基 フ 知 


261 


(“3) 中 村 哲 哉 ・ 石 井 進 ・ 倍 藤 謙 蔵 (1240): 俺 
染 性 貧血 馬 ノ 病理 組織 學 的 研究 . II, 科 丸 ノ 知 見 . 獣 


疫 調査 所 研究 報告 , 18 蹴 , 144 (昭和 15). 
(4) N 所 RE V. (1935)・ Anatomie 


athologique de anemie infectieuse du cheval. 
Soxo7ez。 Ve.。 p. 42 [Zzz/7. の 72Zezz. 万 2. 
637 (1935--36)]. 

(E5) NEwEC,W. (1939)・ Untersuchungen iDber 
das Vorkommen der infektiosen Anamie in der 
Ostmark mnit einem vercleichenden histologischen 
Beitrag zur Diagnose. ez/. zz. ルカ . 7 939。 - 
687 u. 701. 

(86) 偽 藤 謙 (1940)・ 俺 貧 馬 5 卵 時 の 病 畿 さ 著 殖 
成績 に 就 て . 應 用 獣 腎 學 雑誌 , 8, 739 (昭和 15). 

(87) NOLLER, W。 nu. ]. DOBBERSTE1IN (1925)・ 
Zur Fraae der histoloeis-hen Diagnose der 
ansfeckenden Bluatarmut der Pferde. ez7. 7, P。 
41, 465. 

(88) 大 久保 難 (1239): 日 本 馬 流 行 性 膳 炎 ノ フ 病 
締 = 職 スル 研究 科 蛋 . 特 = 中 梶 輝 経 系 続 = 於 ケル 其 ノ 
病 織 ト 舘 算 = 因 ル 病 締 トノ 比較 並 = 不 全 型 膳 炎 ノ 存在 
= 就 テ (演説 要 言 ). 四 上 腎 塵 雑誌 , 23, 145 (昭和 
14) . 

(69) OSTERTAG, R. (1E90)・ Zur Casuisiik der 
perniziose Anamie bein Pferde. 人 ル 7272/y。 77c77/ た ., 
』, 129. 

(90) OSTERTAG。 R. (1908)・ 
Gber das Anuftreten und die Bskampfung der in- 
fektiosen Anamie des Pierdes. グ . 7z/c を / ん /. 万 Zzz5/-, 


Untersuchuneen 


8 
(91) 大 塚 猪 一 恥 (1923) : 億 菜 性 貧 下 ノ 組織 事 的 
研 究 成績 報 将 。 明治 43 年 度 臨時 馬 疫 調査 委員 令 記 事 , 


261 頁 (明治 43)- 

(92) PALLASKE,。 G. (1940)・ 
iber das Vorkommen von Veranderunxren der 
ansteckenden Blutarmaut san Organen Yon Schlacht- 
pferden der Grenz- und Nesumark. . 7z7z を ZZ- 
万 Zzzzs/., 56, 25. 

(93) PANISsET et LAMARRE (1C32): Etude 
clinique,。 hematologique et anatomo-patholosique 
dun cas de typho-anemie infectieuse du cheval. 


Unters achungen 


gz. 72Z. Ve/., め , 201 [7277es ら . c/. 7 の .、51, 1051 
(1931 )] 
(94) PATRIAT。 ROSSI et VELU (19833):・ OB5- 


servations ciniques, hematologiques et anatomo- 
pathologiques de quelques cas de typho-anemnie 
infectieuse du cheval. z//. Soc. Scz. eZ. ん y の 2Z2。 
86, 250[ Ve. 万 z//., 5, 487 (1935)]. 

(95) PigNING, C. (:935): Die 0 
der Lymphknoten bei der ansteckenden B!utarmut 
des Pferdes. ez/. 7. ., 51, 355. 

(96) PiNUs, A. A. (1938)・ Die Punkiion der 
Niers als Methode zum Stadium der Pathogenese 
der infektiosen Anamie dsr Pferde. 2xzg7e/. ソ c/.。 
Nr. 1, 23 [ez/. z. 72zc か . 7 上 235 (1659)]. 


262 


(97) OUABECK。 葉 . (1939): Ueber das Vor- 
kommen pathologisch histologischer Veranderung- 
en der infektiosen Anamie in der Leber von 
Schlachtpferden aus den anamiefreien Reeierungs- 
bezirken Ko5ln und Aachen. 77zzzg.- の Zss., Hannover 
[zzres み . Pe/. 47cg., 65,327 (1939): の efs. 7 P。 
482 (1939)] 

(98) OOUENT1N, M.(1933): Recherches cliniques 
Sur la typho-anemie infectieuse des equides. 
Essais de パ eo. 2z、 人 ル 72. ソ 2/., 
62, 321. 

(99) RAMON,。 G. et. EE. LEMETAYER (1931): 
Sur quelques !6sions de Pappareil digestif chez 
les chevsux ayant succombe a Tanemie infectieuse 
z//. 4cg の . レ @/. ヶ gzce, 4 278. 

(109) REiNHARDT, R.(1919)・ 人 Kijinische. und 
pathologjsch-anatomische Beobachtungen bei der 
jmfektiosen Anamie der Pferde. 7ozg/s ん . 77e/ カ / た .。 
29, 526. 

(101) RiCHTERS (1929): 。 Die Punktion der 
Leber bei der ansteckenden Blutarmnut der Pferde 
und jihre diaonostische Bedeutung. -. Pczezz7@/ た ., 
44 1 [の zzzs. アア 0 (0 122 (1930 )]、 

(102) 際 軍 兵 区 如 校 研究 部 (1940): 昭和 13 年 豊 
MNO 研究 . 陸軍 撲 
引 略 報 , 376 有 , 1 (昭和 15)- 

(1C3③) 具 時 馬 疫 調査 委員 會 ( 馬 政 局 ) (1914): 臨時 
干 調査 委員 剣 研 究 成 績 (第 2 稿 ), (大 正 3). 

Report on 1he Results Obtsined by the Special 
Committee for the Investigation of Infectious 
人 Anemia among 廿 orses. The 是 orse Admini- 
Stration Bureau, Tokyo。1914. 

(104) -ROHRER,。 是 . u. 革 . OUABECK (1939)・ 
Untersuchungen ber das Vorkommen histo- 
pathologischer Veranderuncen der ansteckenden 
Blatarmut jn der Lebsr von Schlachtpferden sus 
den Anamie freien Reoieruncsbezirken Koln und 
Aachen. . 7 を / ん 7. 婦 Zzs た 55, 91. 


“Yaccinafion 


(105) 佐藤 繁雄 (1922):. 馬 ノ 不 尋 (第 1 報 ). 中 
央 獣 敬 盆 雑誌 . 吸 , 3 (大 正 11). 
(106) SCHAAr, G. (1924): Beitrag zur 氏 enntnis 


des Blutbildes von gesunden und kranken, an 
Anamie leidenden Pferden. 47c ヵ . 77ez ヵ / た を. 51. 
な 

(107) SCHAAF。 G., F. HECKE nu. 丁 . BERT(1935): 
Herzmuskelveranderungen bsi dsr ansteckenden 
Blutarmut der Pferde. グ . 7 ん 7 ん 7. 刀 zzs., 47, 178. 

(108) SCHALK, A.F. 避 L. M. RODERICK(1923): 
The history of a “swamp fevsr” 
oz7 の goZg .SZg/. zz//.。 168, 7. 

(109) SCHARPW1INKEL,、 W. (1927): 廿 isrolo- 
gische Untersuchungen der Leber。 Milz und 
Nieren von Schlachtpferdsn,、 ein Beitrag zur 
Epidemiologie der infektiosen Anamie. 72zZzzg.- 


の zss. Hannover [7z ヵ Zes ら .Vez. 7 の ., 47, 966( 1927) ]. 


YiruS Carrier。 


_en jn Schweden). 


(110) SCHEBIiTZ (1918): Beobachtunzxen 5er 
jnfektiose Anamie. ez/., 7, TP/, 84, 82. 

(111) ScCHERwMER,S.(1927): Die histologischen 
Veranderungen bei der infektiosen Anamie des 
Pferdes und ihr Vereleich mit dsnen bei experi- 
mentellen Anamien. 4 ヶ 7c ヵ . 77ez ヵ / た ., 55, 121. 

(112) SEIFRIED、 〇 . u. 本. 氏 REwBS (1940): 
Die Veranderunoen des Zentrslnervensystcms be 
der infektiosen Anarmnie der Pferde. グ : 7272 
万 2zzs/., 56, 157. 


(118) SEYDERHELM, R. (1914): Ueber die 
perniziose Anamie der Pferde. 7. Pz/ ヵ . 4z2/。 
z. 47/ g. 47 ヵ ., 5S, 284. 


(114) STADLER, 華 . (1917): Undersekningar 
Gver infekiossanami hos hast in Sveree (Unter- 
Suchungen せ ber infektiose Anamie bei den Pferd- 
Sgz の . cz. -77 の 5 を. 7, 55 
[zzes の . ez. ル 7 の ., 87, 89(1917): 7yop. Vez.gz77.。 
6,137 (1918)] MA 

(115) STE1in, C. D. (1935)・ Tnfectious anemia 
or swamp fever in horses. A reviey of the Bureau 
of Animal Industry's investications。7. 4 ヶ :ez. Pez。 
Az. 4 ss.。 87, 312. | 

(116) STROH,。 G. u. M. Z1EGLER (1925): Die 
“Schweinsberger KKrankhet” in Sidbayern.。 
7z7 を 7 ん 7 7Zz5. 27 47 un. 141. CU 有 

(117) THEiLER。A. 層 D. KKE 挟 OE (1915): In- 
fectious or. pernicious anaemia of equines jn 
South.Africa. 77z7 の gz の 7og77 ヵ ezoz/s o の 7 77e 
の zeczoz o7 Vezezzzg ア y esegzc/, の eg の eZ た の / 
4 gzzcz7ZzZe。 Zzzoz o ア 7 Sozz7 47 ヶ zcg。 p. 215 
[7Zop. Vez. z//., 4 120 (1916)] 


(118) 人選 海 徹 ・ 石 井 進 : 侯 攻 貧血 馬 = 於 み 
ル 管 髄 巨 上 有 核 細胞 = 就 テ . 家斉 衛生 協 病 報 ,384 
(昭和 18). 人 MA 

(119) TRAUTWEIiN nu. CNT 940)・ An<- 


Steckende Blutsrmut bei Fohlen. 作 7 た を ん Z. 
万 zzs た 174 un. 157: ez/. 72zc. 7 PL) 568. 
(120) UpDArL 必 FiTCg (1915): Preliminasry 
report on the recognition of swamp fever or in- 
fectious anemia jn New York State. CgzzeZ7 
Vez..5, 73. 0 
G21) WArr。S. (1934): On the histological 
alternations in the 1iver and kidneys, in pernicious 
anemia jn horse (infectious anemia in horse)- 
4czz gz 7zc7o の zo/. Scgz の ., Supp1.。 JHS, 225[ Vez. 
z//.,5, 418 (1935)] 
Die Veranderungen an der Leber und an den 
Nieren bei der infektiosen Anamie des Pferdes. 
77ce7@/z//. 人 ル 77//., 19 ( 1938). 
G22) 渡 衝 守 松 ・ 今 田 貞 倍 ・ 田 中 笑 一 942) : 佑 
菜 性 貧相 = 開 スル 研究 和 遺 . 2 寺 k 貧 血 = 於 


ケル 不同 赤 正 球 症 (Anisozytose) = 就 テ . 陸軍 獣 臣 園 
報 , 4CO 競 , 1218 (昭和 17). 
(123) WElipLiCH, N. (1919) : 


9 





AA 





た を も い yr 
ム 


ION JI っ 【 い 


H 9 が 4 め / WW 0 な 


、Zu- Feststellung der ansteckenden Blutarmut der 


TPferde。 zugleich ein Beitrag zur Erkennuno dieser 
Seuche. ア ヶ gg. 47c カ . 77cZyzeg., 2, 19. 
(124) WiLwEsS, 廿 . (1937): 


ansteckenden Blutarmut bei Schlachtpferden des 
Regierungsbezirke 氏 assel.・ 7z/ ん 7. 万 zzs/., 51, 
50. 


(}25) WIRT 五 ,D.(1919): Beitrage zur KKenntnis 
der infekfiosen Anamie der Pferde. ozg/s/。 
7?cez ヵ / を ., 99, 97. 

(126) WirrvocgL, H. (1939)・ Die Lebsr- 


punktion im Dienst der Erkennuno der ansteck- 
enden Blutramut der Einhufsr. 万 ez/. 77Zzc か 7" 
17, 261. 

(27) WRIGHT、 工 .H. (191ー920): A compara- 
tive study of the lonz bones in infectious equine 
anemia and o:her conditions. /. 4Zze7. cz. 7cg. 
4 ss., 56, 444. 

(126) WERiGHT。 工 . 耳 . (1925): 


yesfigationS of 


Further in- 
inmfectious equine ansmia in 
Nevada. 7ozz. 4gzzcz//. cs., 30, 683. 

(29) 安田 純夫 ・ 今 岡 英 天 ・ 今 田 吊 信 (1941): 生 


生 肝 臓 府 刺 材 料 チ 以 テ スル 俺 染 作 委 血 馬 ノ 診断 的 償 


衝 應 用 歌 際 加 雑誌 ,13,25 (昭和 16). 


MaWd30)0 の EDLkR、 打 . 
ologisch-anatomischs, 


(1924): 。 氏 inische。 path- 

histologische nund ser- 
ologiscnhe bei 50 chronischen Fallen von ansteck- 
ender Bautarmat dss Pferdes. . 77z/z を / ん を. 万 2zzs/-, 


Pat*olo risch-anato- . 
- mischs Untersuchun ren Gber das Vorkommen der 


263 


26, 67. 

(131) ZrEcLER, M. u.H. Worr(1e24): Histo- 
chemische Untersuchuneen tber das Vorkommen 
esenhaltigen Picments (Hamosidsrins) in der Milz 
und Leber der 本 aussaugetiere unter mormalen 
und einigen pathologischen Verhaltn:sssn. zzc ヵ . 
7c ヵ . ア g77. 4zg/. zz. ys.,249,374、 

(132) ZiEGLER, M. (1924ー25)・ Vergleichende 
histologische Unftersuchungeen ber die infektiSse。 
perniziose und chronische progressive Ansnmie 
des Pferdes. Zugleich ein Beitrag zur Frage ihrer 
einheitlichen Aetiologie und ihrer Bsdeutung. グ . 
77z7z を / を 7. 万 Zzzs/.。24 242 u.261 : 25, 1. 

(138) ZikGLER, M.(1925) : Histologische Unter- 
Suchnngen bei snsteckenden Blutarmnuf. ,Sezzc 太 eZ- 
の cg/z の 7 g, 2 245. [の cz/s. 7【 た 。 8.,253 (1925)] 

(134) ZIEGLER,。 AM. (1925): Histologischs 
Diagnonse der sansteckenden  B!utarmut。 グ の /. 
7//g. 7z ヵ . gg. gz. 4z2., 86, 474 [の ez/s. 7 TP, 
ぅ 1 251 (1925)]. 

(135) ZIEGLER, IM. (1E25): Die pathologisch- 
anatomische Diacnose der infekti5sen Anamie 
des Pferdes. Sezzc ヵ ezz の cg@72 の zz g。 の, 245. 

(136) ZIEGLER, M. (1625)・ Weitere Unter- 
Suchungen uber die stationare chronische progres- 
Stve 人 Anamie des Pferdes in Sidbayern (Augus- 
burger Anamie). 22zc7. 7, MI/, 76, 41 un. 69 [ZZ2/. 
77g. gz/. zz. gz. 4zg/., 86, 161 (1c25)] 





ヌ 64 


3 MC お を に し | 
0 こ Sd Mc ネ も いい 7 がい DEN 
だ yr . 坦 に Lo 
チー ik es メ 


山 極論 文 附 園 説明 


て 園 1) . 急 姓 値 貧 馬 の 肝 , ツテ イス 接 物 鏡 D. 接眼 鏡 
2, 右 下 端 彫 ハ 油 淫 レ ンズ > 接 昌 鐘 4。 ター ン 
バル 青菜 色 。 肝 小葉 切 傘 賠 。 

. 中 心 静 脈 並 に 肝 毛 細管 管 腔 抗 張 す 。 

。 上 記 管 腔 は へ モジ マデ 》 > 含 有 細 胞 に て 充 節 す 。 
c. へ モジ デリ ン ッ 含有 細 胞 : 右 下 端 彫 は その 振 大 

岡 。 

( 園 2) 慢性 舘 貧 馬 の 肝 ( ア ル ュ ー ル 固定 )。 ツァ イス 
接 物 鏡 A, 接眼 午 4,。 へ マト キシ リン ・ エ オメ オジン 
茶色 。 

星 細 胞 活 洪 に 増 敷 し 大 き な 塊 さ な り 和 多 も 異 組織 
の 如く に な つて 肝 満 質 内 に 埋 肖 す 。 
( 園 $) 慢性 億 負 馬 の 肝 。 ツァイ ス 接 物 鏡 D, 接眼 鏡 


4, ヘマ トキ シリ シ ・ エ オジ シン 染色 。 


ご” 6 


食 喰 細胞 は 今や 増 敷 相 摩 追 し 個々 の 細胞 を 識別 


し 態 わ ず 。 
( 圏 4) 正常 洒 巴 腺 。 
濾胞 及び 染 材 を 明 覗 し 得 。 
避 性 俺 貧 馬 光 巴 腺 。 
濾胞 は 完全 に 治 失 し 菜 材 幸 うじ て 認め ら る 。 
( 園 6) 正常 光 巴 腺 の 格子 汰 繊維 網 。 
a. 渡 胞 


( 園 5) 





b. 中 線 
c. 沖 様 組 科 
( 園 7) 楊 竹 俺 貧 馬 汐 巴 腺 の 格子 潜 繊 維 細 。 
a. 渡 胞 
b. 湯 線 宴 
c。 息 膜 4 
( 較 8) 億 貧 馬 に 於 ける 衝 汰 細胞 肖 潤 
細 胞 浸潤 は 小 動 脈 及び 弥 符 構 周 園 に 於 て 特に 著 
明 で ある 。 3 


( 園 9) と ス 氏 索 右 脚 に 於 ける 次 巴 様 細胞 肖 潤 。 
a. プル キ ニ ー 雑 繊 ee 
b. 笠 潤 部 
(10) 心 静 脈 の 総 断 賠 。 
内 膜 下 光 巴 様 細 胞 浸潤 の た め 内 膜 に 痢 汰 隆起 を 
つく る 。 
( 園 II) エニ ペン ディ ミチ ス ・ グ '" ラ ヌ ラ ー リス 。 


導水 管 に 於 ける 帯状 及び 結節 状 隆起 。 慢性 増殖 
妊 エ ペン ディ ミチ ナス 。 ウィ イン ケル ツァ アス イス 
クロ ルミ ナー ルシア 三 16mm, クレ ジー ル 紫 具 色 。 
( 弄 12) 肺 小 忠 管 歴 。 強 振 大 ,. へ マト キシ リン ・ エ オジ 
ン 菜 色 。 
G. 肉 膜 が ラ ヌ ロー ム 。 
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